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、折た く 柴の記 三 卷 は、 白 石 先生が 自叙 傳 にし て、 題 號 は、 後 鳥 羽 院 

の 「思 ひい づる をり たく 柴の 夕け ぶりむ せぶ もうれ しわすれ が 

た み に」 麵 ^ 今と あるに 取れるな り、 とい ふ、 卷 末 に、 筑 後 守從 五位 

下 源 君 矣正德 六 年 丙 申 五月 下擀 筆を絕 つと 記せる は、 先 生 の 意 

ある 所な り、 今 本書 を 校訂す る に、 大 槻、 內 藤 二 翁の 校訂 活字本 を 

基 と し、 先 年、 白 石 社 出 板の 活字本 に、 大 槻 博士の 書き入れせられ 

たる 本 と、 大 槻如 電翁藏 三卷寫 本と を 以て 專ら 校正 し、 傍 ら家藏 

の七卷 本と、 三卷 本と を對 照したり 

新 井家 系 一 卷 は。 新 井家の 祖先より 白 石 先生に 至る まで の系圖 

を 記せる. ものに て、 享 保 A 年の 自序 あ り、 岩 松 家系 附錄 序說 一 卷 
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事 略 と、 本 朝寶貨 通用 事 略と は、 

に、 旣 往を 鑑み 將來 を圖 り、 藥 物 

の 多く 外國に 流出せ る を 憂慮 

最も 經世 必用の 書たり しなる 

問 等の 事 あるに より て、 草 卒 に 

歷數等 遺漏 も ありし か ば、 後 更 

ものなら ん、 高 野 山 事 略 は、 彼 の 

論 を 起 し、 上 载を 仰ぐ こと 絕ぇ 

公以來 近世に 至る ま で、 略 ，そ の 

ベ し、 以上 五 種 を 一 部と して、 五 

りの 稱 か 、又-は 後人の 傳寫輯 集 

り 束ね て、 私 にかく 名 づけた る 

と 能 は ず、 又 本書の 世に 傳寫せ 
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折た く 柴の記 

むかし 人 は、 いふべき 事 あれば、 うちい ひて、 その 

餘 はみだり に、 ものい はす、 いふべき 事 を も、 いか 

にも、 ことば 多からで、 其 義を盡 したりけ り、 我 父 

母に て ありし 人々 も、 かく ぞ おはしけ る、 父に てお 

はせ し 人の、 その 年 七十 五に なり 給 ひし 時に、 傷 寒 

を うれ ひて、 事 きれ 給 ひなんと する に、 醫の來 りて 

獨參湯 をな む、 す、 むべ しとい ふ 也、 よのつねに、 

人に いましめ 給 ひし は、 としわかき 人 はいかに も あ 

りなん、 よは ひかた ぶきし 身の、 いのちの 限^' ある 

事 を もしら で、 藥の ために、 いきぐるしき さまして 

終りぬ る はわみ しあ ひか まへ て 心せよ と、 のた まひ 

しかば、 此事 いか にゃあら むと、 いふ 人 ありし かど 

疾病の 急なる が、 見 まゐら する もこ、 ろぐ るし とい 

ふ 程に、 生姜の 汁に あはせ. て、 す、 めしに、 それよ 

りい き 出 給 ひて、 つ ひに 其 病 愈 給 ひたりけ， 9、 後に 

母に て ありし 人の、 いかに 此程 は、 人に そむき ふし 

給 ふの みに て、 また 物の たま ふ 事 もなかり しと、 問 
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ひ 申されし に、 されば、 頭の いたむ 事、 殊に 甚 しく、 

我い まだ、 人に くるしげ なる 色み せし 事な か， 9 しに、 

日頃に か はれる 事 も ありな むに は、^ かるべ からす、 

又 世の 人、 熱に を かされて、 ことばの あやまち、 多 

かる を 見る にも、 ^かじい ふ 事な からむ に はと、 思 

ひし かば、 さて こそ ありつれ と 答 給 ひき、 これらの 

事 にても、 よのつねの 事 ども、 思 ひ はかるべし、 か. 

くお はせ しかば、 あはれ、 問、 まゐら せば やと、 思 ふ 

事 もい ひ 出が たくして、 うちす ぐる 程に、 うせ 給 ひ 

しかば、 さて やみぬ る 事の みぞ 多 かる、 よのつねの 

事共 は、 さても や あるべき、 おやお ほおの 御 事、 詳 

なら ざ， 9 し 事 こそく やし けれど、 な r はと ふべ きんと 

て もな し、 此 事の くやしさに、 我 子ども も、 また、 

我 ごとくの 事 あ， o なん 事を^, o ぬ、 今 はいと まある 

身と なりぬ、 心に 思 ひ 出る を， ^./(-、 すぎに し 事 ど 

も、 そこ はかと なく、 まるし おきぬ、 外 ざまの 人の、 

見る ベ きものに も あらねば、 ことばの つ たなき を も、 

事の ゎづら はしき を も、 えらぶべし や は、 それが 中 

前代の 御 事に およびし 事共 は、 いと も かしこ けれど 

世に よくしれ るん もな き は、 おの づ から、 傳 ふる 人 
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のなからん も、 詫し からまし、 我 子う ま 子の 後まで 

も、 是 等の 事 ども 見ん もの は、 おやお ほおの、 身 を 

おこせし 事 も、 やすから す、 おやに て ありし もの、 

前代の 御 恵 をう けし 事 は、 世の常なら ざ b し 事 を も、 

おも ひしる 事 も、 有なん に は、 忠と 孝との、 遨 にも 

違 はざる 事 も ありな ましと、 六十の 老翁、 散 位、 源 

君 美、 丙 申の 十月 四日に、 筆 を 起しつ 
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ハ乂 にて おはせ し 人 は、 四歲 にして 母に おくれ、 九歲 

にして 父に おくれ 給 ひし かば、 父母の 御 事、 詳 なる 

こと はしらぬ. ^と W られ き、 御 祖父 をば 勘 解 由 殿と 

申し、 祖母に てお はせ し 御 事 は、 染屋の 何某の 女な 

り、 ふたりながら、 常 陸 ノ國下 妻ノ庄 にて うせ 給 ひぬ、」 

新 井と いふ は、 もと 上野" 國の 源氏に て、 染屋 は、 も 

と 相 摸 ノ國の 藤氏なる に、 いかなる 故により て か、 常 

陸 ノ國に は 移り 給 ひ ぬらむ、 其 由 をい ひも 傳 ふる 人. あ 

れど、 まさしく 父の 仰ら れ ざり し 事と も、 うけられ 

ぬ 事な り、」 父の 仰せし に、 我 父 はいかなる 故により 

て か、 所領の 地 失な ひて、 其領 せし 地に、 引 こもり 

てお はせ しとい ひしが、 眼 大きに、 鬚 多くして、 お 

そろ しげなる が、 死し 給 ふ 比 は、 まだ 白髮に はお は 

せ ざ， 5 しと 覺ぇ た.^ き、 つねに 物め しける に、 箸 筒 

の黑 くぬ りしに、 かきつ ばた の蒔繪 をしたり しょり、 
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箸と りいで、、 物め して、 めし 終 b ぬれば、 箸 をお 

さめて、 かたはら にさし をき 給 ひし を、 我 を はぐ、 

みそ だてし 老婢の ありし にと ふに、 すぎに し 比の 戰 

ひに よき 首と， o て、 大將の 陣に參 b 給 ひしに、 戰っ 

かれた るら む、 これ 給れ とて、 . めしけ る 膳 をお し 出 

して、 その 箸 共に 賜る、 此事 時の 名 春な， Q しかば、 

今 も 身 を はなし 給 はぬな りと いひき、 それ もい とけ 

なき 時に 聞に し 事に て、 いづれ の 時、 いかなる 所の 

戰 にて、 大將は 誰と かいひぬ らん、 さだかなら す、」 

た V 一事、 今 もお も ひ 出た る 事に は、 同じよ は ひの 

友と あそびし 時に、 人 を あな づる 事、 いふ 人 かなと 

いひし を 聞 給 ひて、 男子の 侮 をう くる は 恥辱な り、 

な 「の ことば は戯 な， o とい へ ども、 みづ から 其 侮 をう 

くるに？ ^た，^、 しかるべ からすとの たま ひたりき、」 

かくてう せ 給 ひし 後に、 兄に て あ. りし 人々 の はから 

ひに て、 ある 人の もとに やしな はれぬ、 その 我 を や 

しな ひし 人 は、 我 父の ごとくに あらで、 いかにも 家 

富みて、 めしつか ふ 人 も 多くて、 弓鐵 砲長鎗 など も 

多くた く はへ 置たり、 我 をい つくしむ 事淺 からす、 

十三 歳の 時に 至て、 我" ともだちと、 いひ あらそ ふ 事 
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の あ，^ しに、 おのが 家の 子の 子、 とな b しこと しらぬ 

もの、、 何事 を わき まふべき とい ふ、 心得ぬ 事に 思 

ひたれ ど、 人に とふべき よしなければ、 かの 我 をい 

だき そだてし、 老婢の もとに ゆきて、 其 事 をと ふに、 

それらの 事 ども 心に かけ 給 ふべ からすと いふ、 いよ 

いよ 覺柬 なくな， o て、 頻りにと ふ ほどに、 淚を 流し 

て、 なくく 父上の 御 事 も、 今の 親と たのみ 給 ひし 

人々 の 如き、 むかし をし のび 參ら せて ければ、 しづ 

かに 身 を も 終り 給 ひたる なれ、 今 は 家 もとみ さかえ 

し 人の、 いかなる 人の子 を 子と せむ も 心の ま、 たる 

べし、 それに 御 事 を 養 ひ參ら せて、 まことの 子より、 

なほい と をし み ふかき も、 主の 御子と おも ふに よれ 

る 也、 あ ひか ま へ て 孝行の 御 こ 、ろざし 淺 からま じ 

とい ふ、 此事を 聞し よ，^、 兄に てお はせ し 人々 に、 

恨 深くな， o て、 手 習 ふとて、 つねに ゆきかよ ひし 師 

の坊 にこ ふて、 靑銅 百疋を かり 得て、 小袖 袴 やうの 

物 ども、 紙に つ、 みて 刀に かけ、 靑銅 をば 腰に 纏 

ひて 立 出た.^、」 道の ほど 一 一三 里 も ゆきし と覺 えし ほ 

どに、 水 戶ょ h- 江 戶 に ゆく 脚力 二人に ゆき あ ふて、 

江戶に ゆくべき 道と ひしに、 おさなき もの、 たいひ 


と b ゆかむ に は、 盗賊のお それ ありぬべし、 我々 に 

したが ひて 來れ かしと いふ、 さも ありぬ と 思 ひて、 

うちつれて ゆく、 いづれ の 所、 いかなる 人の子、 江 

戶 にして は、 いかなる 人の 許に ゆ くらむ と 問に、 は 

じめ の ほど は、 こた ふる 事 もなかり しか ど、 かれら 

なさけ ありて、 つかれ ぬれば、 馬に のせな どして ゆ 

く ほどに、 さの みつ、 みても よしな しと 思 ひて、 あ 

りし 事 ども 語りし かば、 あはれ がりて、 江戶 につれ 

來 りて、 とかく はから ひし ほどに、 我 身 をよ すべき 

かた も出來 たりき、」 かくて 父に て おはせ し 人の、 う 

せ 給 ひし 二十 五 年に あたれる 年に、 むなしき あと を 

も、 とひ まゐら せば やと 思 ひて、 ふるさとに 歸， りし 

に、 三人まで おはせ し 兄 は、 皆々 うせ 給 ひ、 あねに て 

ありし 人の み、 ひとりながら へて おはした， o.、  ニ郞 

にあたり し 兄 は、 我 ゆく かたのしれ ざり し 事 を ふか 

く 歎て、 年每 に江戶 に來 りて、 こ、 かしこ たづね め 

ぐり て は 歸，^ /\ し 給 ひしに、 つ ひに はかなくない 

給 ひしと、 あね 君の 語り 給 ひし ぞ かし、 これ もい く 

ほどなくて、 うせ 給 ひしと きこ、 ん ければ、 その、 ち 

は、 ふるさとに、 事と ふべき 人 もな しと 仰ら れ き、」 


我 祖母のう せ 給 ひし 事 は、 慶長九 年 甲 辰 三月 三日に 

て、 祖父 は慶長 十四 年 巳 酉 八月 廿 七日に うせ 給 ひし 

なり、 さらば、 我 父に て ありし 人 は、 慶長六 年 辛 i 

に 生れ 給 ひて、 その 國 をさむ 給 ひし は、 慶長 十八 年 

癸丑の 事な り、 

高德 寺の 前 住 了 也の 語りし は、 我 幼け なか b し 比 

ほひ、 我 前 住の 代に 新 井筒 齋と いひし 人の、 此寺 

に來 b し を、 足下の 父に てお はせ し 人に、 吿ゃ、 り 

ぬれば、 來 b 對 して、 日 を 終る， までお はしたり き、 

その 人 年 每に來 る 事 も あ、 り * また 年 を 隔て、 來る 

事 も ありき、 從弟 にて おはす ると 聞え しが、 いか 

にゃあり けむ、 又 いづこより 來れる 人と、 いふ 事 

もしら ざ， o しとい ふ、 これらの 事 は 我 母に てお は 

せし 人 も、 し、 り 給 ひしと も 聞え す、 まして 我に 語 

り 給 ひし 事 も あらす、 むかし 人 は、 いかに かくお 

はしたり けむ、 此了也 も 我 父う せ 給 ひて、 三十 餘 

年の 後に、 はじめて かくは 語りた. o き」 

我 父の わかく おはせ しほ ど は 戰國の 時 を さる 事 遠 か 

らゃ 世の 人 遊俠を 事と して、 氣 節を尙 ぶなら はし、 

今の 時には 異なる 事 ども 多く 聞え たりけ り 我 父に て 
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おはせ し 人 も 東 走 西奔、 その 蹤跡 さだまれる 事 もな 

くして、 年 を經給 ひしう ちに、 三十 一 歳の 時に、 民 

部 少輔源 利 直 ^ の 家に 出て 仕られし 初に、 走の 侍の、 

銜特と 夜 討したり と 聞え しもの 三人 あ b て、 め 

しとら へて、 門の やぐらの 上に おしこめし を、 我 父 

一 人に あ づけら る、 此 よしを 承，^ て、 彼 輩 を 某に あ 

づ けられ 候 はむ に は、 さだめて 刀 脇 ざし をば、 とら 

れす こそ 候 はん づれと 申さる、 申す ところ 聞し 召れ 

ぬと て、 かれらが 刀 脇 ざし をば、 我 父に て 候 ひし 人 

に 給 ふた b けり、 それ を もたせて、 やぐらの 上に の 

ぼり て、 三人の ものに 返し あたへ て、 わぬ しら、 に 

げて ゆかむ と 思 は K 我く びきり て ゆけ、 我 一 人、 

わぬ しら 三人に 敵すべき にも あらす、 さらば、 みづ 

からの 刀 脇 ざし、 不用の ものな b とて、 三尺 手拭に 

てっかね 結びて なげすて、 かれらと 同じく 起臥し、 

ものうち 食て、 日 十日ば かりが 後に、 かれらが 夜 討 

せし と 聞え し は、 あらぬ 事た るよ し、 さだまり しか 

ど、 か、 る ものめ しっか ふべ きに あらやと て、 戶 部の 

家 をば 出されたり、」 其 時に 及びて、 彼等 我 父に いひ 

し は、 我等い かにい ひが ひなき も のぞと 思 ひ 給 ひぬ 
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れば、 たい 一 人に めし ぁづ けられたり けむ、 思 ひし 

らせ參 らせん もの をと 思 ひし かど、 わぬ しが 刀 脇 ざ 

し を； U に帶せ やして ある を、 殺したら むに は、 はたし 

てい ひが ひなし と、 思 ひ 給 はん 事の くやしければ、 此 

ま、 に 死し なむ は 力なし、 幸に 命い きたら まし かば、 

其 時 にこ そ 恨 をば 報いむ する やう あ と 思 ひしに 

わぬ しがな さけに よりて、 刀 脇 ざし 取 はなされす し 

て、 ふた、 び 武士の 中に たちまじるべき 身 ともなり 

ns、 北な さけ わする ベから すと 田 3 へば、 今 は 限 も は 

れし 心地す るな りと いひ て、 わか れし と 語り 給 ひ 

き、」 其 後 いくほど なくして、 擢で 用ら れ給 ひし かば、 

つ ひに 戶 部の 家に とい ま、 りっかへ 給 ひたりき、 戶部 

の 家に して、 後に は 司 察の 事 を 命せられ たりき、 給 

邝 t  ^ 職我レ 物の 心 を わき まへ しょり 此 かたの 事 は 

^えしに、 日々 の 事 唯 同じさ まにして、 露た がふ 所 

おはせ ざり けり、 寅の 時ば かりに は、 必す起 出 給 ひ 

て、 水 を もて 身 を あら ひす、 ぎて、 みづ から 髮とり 

あげ 給 ひし かば、 夜 さむき 比 は、 母に てお はせ し 人 

の、 湯 を まゐら すべきとの たま ひし を、 めしつか ふ 

もの ども、 ゎづら はす 事、 ゆめ ゆめし かるべ からす 


と、 制しと 3 'めら る、 七十に 餘り給 ひし ほど は、 母 

にて おはせ し 人の、 我も齡 のかた ぶき ぬれば 夜 さむ 

に甚 すと て、 圍壚 ー畏に 火 を うづみ て、 それに ni^ さし 

て ふし 給 ひて、 鑼 子に 湯 を いれて、 火の ほとりに さ 

し 置て、 父の 起 出 給 ふ 時に、 其 湯 を まいらせられた 

りき、」 ふたり 共に、 佛の邋 をた ふとみ 給 ひしが、 父 

にて おはせ し 人の 髮 とりあげ はて、 は、 衣裳 あらた 

めて、 佛を 鱧し 給 ふ 事、 曉每 にお こたり 給 はす、 父 

母の 忌日. に は、 手づ から 飯 を 炊きて す、 めら る、 下 

部 等に 命せられ し 事 あらす、 夜い まだ 明ざる ほど は、 

坐して あした を まちて、 夜 明 はて、 出仕した まふ、 

父のお はせ し 所 は、 南に あ， 9 て、 出仕し 給 ふべき 門 

は 北に ありし に、 朝に は 東より し、 夕に は 西より 道 

し 給 ふ、 雪踏と て、 皮 を 底に したる もの をめ して、 

いかにも おとの ー咼ら かに 聞 ゆる やうに、 V- ぎ ゆき 

袷 ひし かば、 我 父の 來り給 ふ は、 みな 人の 聞知り し 

ほどに、 おさなき 子 も、 その 啼を といめ た b き，」 戶 

部 は、 年每の 八月に は、 知り 給 ひし 所の、 上 總ノ國 SK 

陀ノ 郡に あるに ゆきて その 十一 一月の 半に は歸、 り 給 ひ 

一 き、 その 歸. ^給 ひし 後に は、 かなら す 父に て はお は 


せし 人 を 召 出し 給 ひ、 人 をと ほざけ て、 留守の 事 を 

問 ひ 給 ふに、 年毎に、 申すべき 事 もな く 候 ひきとの 

み 答申 さる、 かくて 年經 しのち に、 我家 小し きな b 

といへ ども、 留守に さぶ らふ ものと も、 其 數 なきに 

しも あらす、 多くの 年月 經る うちに、 いかで 事な く 

て は あるべき、 それに 年 ごとに、 申すべき 事 も 候 は 

すと いふ 事 心得られす と、 のた まひし に、 大事 をば 

すみ やが に 注進し、 小事 をば、 留守の 事と る 人々 と 

議定して 事 決し 候 ひ ぬれば、 其餘 某が 申す ベ き 事 は、 

いまだ 候 はやと 答申 さる、 その、 ち も 上總國 よ，^ 歸 

りた まひし ときには、 かなら す 召 出し 給 ひ、 かしこ 

にお はせ しほ どの 事な ど 物語し 給 ひて、 時 移りし 後 

に、 いとま 給り て しりぞき 出づ、 留守の 事と ひ 給 ふ 

事お はせ ざ. りきとの たま ひき 

正 保 二 年の 秋、 戶部、 駿河府 城の 番 うけ 給.^ たま ひ 

たりし に、 我 父に てお はせ し 人 は 上 總國の 事 沙汰の 

ために、 かしこに おもむきて、 供に は 侍ら ひ 給 はす、 

明る 春に 至て いそぎ 參 るべき 由、 のた、 まひつ か はさ 

れ しかば、 上總國 よ、 り、 駿 河に 參り給 ふ、 其 比 ほひ 

迄 は、 府 城の 陣屋な ども、 四面み なく 竹垣 ゆ ひ 廻 


せし ま、 なりし かば、 わか 侍 ども、 夜毎に 垣 を こえ 

て 出 あそぶ もの 多. ^て、 供に さ ぶら ひし、 おとな 

ども、 制 化すべき やうな しと 申されければ、 めしつ 

るな りと、 のた まひた， o け、 り、 か、 る 時に、 一人 も 

つみに 行 はれむ もの、 出來 なん は、 世の 聞え しかる 

ベ ^ら や、 すべ き やう あ， o と 思 ひし かば、 やがて 陣 

屋の ほと、 り 打め ぐり 見て、 しかるべき 所々 に 番兵 置 

て、 守らすべき 小屋 四つ 五つ 造 b 出して、 足 輕の兵 

二人 づ、 を もて、 そこ を 守らせて、 夜毎に 日 慕 ぬれ 

ば、 夜 明るまで、 みづ から 巡視して、 守り 怠らざる 

もの をば す、 め、 解る もの をば いましめて、 交代の 

時 至る まで.、 ひと 夜もう ち ふす 事な くして あ， 9 しほ 

どに、 おの づ から 夜 を 犯して 出お そぶ もの、 なくし 

て、 事 終りに き、 とのた まひたり き 

正 保 四 年 六月、 戶部、 日光 山の 火之番 とい ふ 事 をう 

け 給り たま ひて、 かしこに とい まり 守る 事 百日 づ、 

おはしき、 その 六 年、 また 大 坂の 城の 番を うけた ま 

は b 給 ひた b けり；^ ^彼此 時 もまた 我 父に てお は 

せし 人 を 召 供 せらる、 此所 をた ち 給 ひしょり、 かの 

所々 にお はせ しほ ど、 つ ひに 夜々 うち ふす 事な くし 
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て、 造の ほど は お 上に て假寢 し、 かしこに 至， りつき 

て は、 書 一の ほど 出仕の 時、 いとま ある 時に 坐睡 のみ 

して ありし、 よるひる となく、 うち ふす ソ 事なければ、 

久 ぐして 後に はと. o 目と い ふ も の 、如 ぐに なるな 

り、 大 坂より 歸 b し 時に、 日く る、 ほどに、 三 島の 

驛に 至りし に、 家 毎に とぼし をき ける 燈の、 見え わ 

かす あ， o しとて、 わら ひた まひたり き、 それらの 時 

に は、 いかで かくお はしける ぞと、 後に 問 ひ 申せし 

に、 されば 其 故 ありし 事 也、 何某と いひし 譜代の 若 

侍の、 重き 罪 を 犯しけ るが、 事 あら はれな ば、 まぬ 

がる まじと 思 ひて、 うらみ ある を、 むくいし 事の 如 

くに もてなして、 おさなき もの を、 きりころして、 

にげうせたり、 戶部 ことにに くみ 給 ひて、 さがし も 

とめられ しか ども 見えす、 それが 母の、 年老た る を、 

めしとら へたら むに は、 出来ら むと て、 その 母 をと 

ら へ蹬れ しか ど 出來ら す、 月 を かさねし ほどに、 そ 

の 母 獄中に 死したり、 かの にげうせ しもの、 此恨を 

報い まゐら せむ とて、 こも 曾と、.， ふ ものに なり r、 

部 を ねら ひま ゐら すと いふ 事 を、 ひそかに 我に つ 

げ知ら せし もの あ，^、 もし 聞し 事の 如くなら むに は、 
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か、 る 旅行の 時 を こそ、 うかい ひま ゐら すべ けれと 

思 ひし かば、 なにとなく、 夜 每に番 の 兵 を わかち 置 

き、 みづ から 巡視す る 事、 駿河 にての 事の * く？ -て 

ありし 也、 人々 は、 あ， o し 時の 例の 如くす るな りと 

のみ、 思 ひしな b とのた まひた， ^き 

我 父 致仕の 後、 事に ふれての たま ひたりし に は、 蔗 

澤と いひし もの はお さなき 時に 父に おくれし を、 そ 

の 父の 遺領給 ふて、 近くめ しっか はれし に、 それが 

廿歲 ばかりに 及びし 比に、 我 を 召す 事 あ b て參， o し 

に、 戶部は 物に 腰かけて、 打 刀を橫 たへ てお はし ま 

す、 その 氣色、 常に か はりぬ と 思 ひしに、 近く まゐ 

れと あ. o しかば、 腰刀 をと b て參ら むと せし に、 そ 

のま、 にて 參れと あ. o しによ h.- て、 近く 參 りしに、 

たい 今 蔗澤を 召 出して、 手づ から 誅 すべし、 それに 

さぶ らふべ しと、 のた まひ 出した、 り 答へ 申 事 もな く 

て ありし に、 や、 ありて * いらへ 申す 事 もな き は、 

思 ふ 所 や あると 仰ら れし ほどに、 さん 候、 かれが つ 

ね< ^申 候 ひし は、 いとけ なき 時に、 父に おくれし 

身の、 莫 太の 主恩に よ b て、 かくまで は 生長し ぬ、 

此 恩に 報い まゐら せぬ 事、 よのつねの 人々 の 如くし 


て はかな ふべ からすと 申す、 天性 不敵なる もの、、 

しかも 年な ほ わかく して、 を この ふるま ひも 多く 候 

へば、 いかなる 奇怪 を か 仕出して 候 ひ ぬらむ、 但し 

わかく 候 時に、 かれらが ごとくなる ものに あらす し 

て は、 年た け 候 ひし 後に、 もの \ 用に はた、 ぬ もの 

多く 候歟、 これらの 事を存 めぐらし 候に つきて、 御 

答の 遲く候 ひし は、 恐れ 思 ふ 所に 候と 申す、 またの 

たま ひ 出す 事 もな く、 我 もまた 申す 事 もな くして さ 

ふら ふ ほどに、 や、 あ b て、 面に 蚊の 集， o ぬるに、 

逐ふ べしとの たま ひし ほどに、 顏を勸 かしければ、 

血に 飽て、 胡頹 子の ごとくに なりし 蚊の、 六 ッ七ッ 

はら/、、 と 地に 墜し を、 K の 紙 をと. り 出して、 つ、 

みて 釉 にして さ ふら ふ、 また や、 あ b て、 罷歸 b て 

休み 候へ とのた まひし かば 返 出す、 かの 男 は、 常に 

酒 を このみて、 醉み だれぬ る 事 ども 有し かば、 關と 

いひし 人の、 それに^た しか b し を かたら ひて、 二 

人して ま づ 酒 を斷し めて 常にい さめし 事 どもお こた 

らす、 かくて 年月 經 しのち に、 つ ひに 父の 職 を も 仰 

蒙りたり き、 今は戶 部もう せ 給 ひ ぬれ ど、 はしめ、 

我 申せし ことばの、 むなしからざる やうに、 つかへ 
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ま ゐら せよ と 田 3 ふな りと、 のた まひた b き、 >  j れは、 

かの 人 久しくして、 また 酗 酒の 事 あ b しが 故な り 

B- 部の 家に、 加 藤と いひし 人 あり、 我 はたちば かりの 

時、 六十に は あまり もやせむ と 見えし 人な り、 その 

祖父 は、 安房の 里 見の 侍大將 にて、 上 總國佐 貫と い 

ふ 所の 城 を 守 b しとい ふ、 伊譯 "^れ" それが 

家に、 蛇 太刀、 猿 引と いふ、 二つの 寳刀 あり、 蛇 太刀 

をば 我 も 見た りき、 細き 身の、 三尺ば かり ありし な 

b け b 、猿 引と いふ も、 猿 引の もちし 刀 を、 こ ひ受し 

とい ふなり、 我 見た b しとい ふ、 加 藤が 十六の 時に、 

みづ から その 若 黨の侍 をき りし 事 あ，^、 籍 をき， o て 

あ b し をき， o しに、 青磁の 鉢 を かけて、 筋 かひに き 

ひわりし とい ふ 事 を、 皆 人語 b た， o き、 我 父の 致仕 

し 給 ひしの ちに、 その 刀の 事、 いひ 出した りしに、 

こ、 にあ の ふ 人 もなければ いふな り、 すべ て 人の 

いふ 事、 あながちに うくべき にも あらす、 その 鉢 を 

かけて き. o し は、 汝が おさなき 時に あたへ たりし 刀 

たる 也、 その 時に、 加 藤が 居たり し 長屋 は、 我 住所 

の 隣に て ありし に、 加 藤 は 二階の 上に ありて、 主從 

いひ あらそ ふ聲の 高くて、 けしから ぬ 事と 思 ひしに、 
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.P 藤 その 階 子 を はし b 下る 音の 聞え しかば、 す は 事 

出來 ぬと 忍 ひて、 刀 を 取て はせ ゆきし に 加 藤す でに 

一 刀き しに、 ほそうでに てきれ す や ありけ む、 彼 

從者 庖丁 を 取て たちむか はんとせ しと ころ を、 我 刀 

をぬ きながら きりたり し に、 其 肩 さきより 筋 かひに、 

前に あ， りし 鉢 を かけて きりはなしぬ、 やがてと いめ 

を さし 給へ とい ひて、 我 刀の 血お し 拭 ひ、 鞘に さし 

て、 はせ 歸 りし、 あとに、 人々 も來り 集りし が、 つ 

ひに か. の 猿 引の 刀の、 名 春 ともなりし なり、 我 刀の 

もとは、 上野 國の 人に て、 後藤と いひし もの、 刀な 

其 兄に て あ b しもの、、 此刀を もて、 はら ひぎり 

にした るに、 敵の かう ベ を、 橫 ざまより 二つに なし 

ける、 その かう ベの 骨 をば、 おさなき 時に、 もて あ 

そび ものにせ しと、 彼の 後藤が いひし をき、 て 請 ひ 

求る 事年經 しのち に、 我に 得させし ところな り、 あ 

ひか まへ て、 身 を はなさで、 取 傅へ よと 仰ら れき、 

その 刀 は、 すな はち 細 太刀に かざりし 獅子と いふ も 

の是 なり、 また 國淸が 造りし、 きりはの 腰刀 は、 甲 

斐の武 田の 家に て、 岡 部 丹 後 守と 聞え し 人の 孫に て 

b  )  岡 部 御所と いひし、 其 嫡流の &りん よ、 

あ — 子孫 は、 奥の 相 馬の 家に あ リ^-び ソ は 


戶 部の 父に てお はし ませし、 忠 直の 從 弟に て、 越 前 

國に おはせ し を、 望 申て 御家人と もな さば やとて、 

おさなき 時に、 よびむ か へられし に、 程なく 忠 直う 

せ 給 ひし かば、 つ ひに 戸部の 家に て 終られた りき、 

その 人の 十三の 時、 秋の 比に、 もす とい ふ 鳥 を とら 

むと て、 十六なる 童 一 人ぐ して 野に 出しに、 手 負 ひ 

し 野猪の、 たちまちに 出 來るを 見て、 從者は 主 をす 

て、、 かたはらの 松の 樹に攀 のぼる、 十三な りし 主 

は、 其樹 をう しろに あて、 待つ、 はしりむ かひて か 

けむと する 所、 腰刀 をぬ きてき，^ し を、 むか ふ ざ， ま 

に 其 溝 を 口にく はへ て、 かけた ふさんと す、 大きな 

る樹 におし つけたれば、 たやすく はた ふされす、 ひ 

たおしに おす ほどに、 そのく はへ たりし、 鍔の 白銀 

なりし を、 一寸 ほど 喰のば して、 刀の 鍔 もとにて、 

みづ から 鼻づら より、 かう ベ の 半までお しわ b て、 

野猪 はた ふれ 死したり、 すべて 此人 はさる もの、 孫 

なりし かば、 いとけ なか b し 時より、 か、 る 事の 多 

か，：：' き、 我 父に てお はせ し 人、 其 刀 を もとめ 得て、 

我に は讓 b 給 ひし 所な り、 又の たま ひし は、 人に む 

かひて、 みづ から 帶 する ものの、 利刀た る よしを 語 


る 事 あるべ からす、 我 わか、 b し 時に、 ある 人の み 

づ からの 刀の、 きれものなる 由 をい ひし を 聞て、 あ 

はれ 傍若無人の 事 をい ふ もの かな、 誰か はもの きれ 

ぬ 刀を帶 する 事の あるべき、 いで さらば、 きる、 か、 

きれざる か、 試みよ とい ひて、 刀 をぬ きたりし を、 

あ.^ あ ふ もの ども、 おしと  > めて、 ようやくに 事 を 

たいらげし 事の ぁリ き、 むかし 人 はかく こそ あ，^ け 

れと、 仰ら れた りき 

朝比奈 とい ひし 老人の、 常の ことばに、 神 佛に誓 ひ 

て 物い ふ あ，^ けり、 父に てお はします 人の 仰ら れし 

は、 よのつねに、 いつは b 多き 人 は、 其 言葉 を 信に 

せんとて、 神 佛に誓 ひてい ふ 事 あり、 此人は 常の 行 

ひに、 いつ はりある 人に は あらね ど、 天性 かろ 

しき 人の、 ことばの つ、 しみなくて、 神佛に 誓いて 

物い ふ 事の、 くせにな りたるな. 9、 汝等 もよ く 心す 

ベ き 事な りと、... いましめ 給 ひき 

父に てお はせ し 人の 友に、 關と いひし 人 は、 年 は 五 

つも 六つ もす くな か， O しと 聞え しが、 その 七十に 餘 

b ぬる 比より、 物い ふ 事 も、 なし 行 ふ 事 も、 耄 せら 

れ しと、 みえし 事 多 かりけ る を 見 給 ひて、 およそ は、 
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人の 氣カ は、 齢と 共に 衰へ ぬる もの なれば、 耄 すべ 

き 期 至り ぬれば、 いかにつ、 しみ 思 ふ 心 あり. とも、 

耄 せざる 事 を 得べ からす、 されば わかざかりなる 時 

より、 その 心得したら むに は、 たと ひ耄 期に 至.0 ぬ 

ると も、 ，フち 見る 人の、 あさ ネ 6 しと 田， 5 ふ ほどの 事 は、 

ある まじき ものに や、 老たる 人の、 耄せ しと 見 ゆる 

事 は、 いふ まじき 事 を もい ひ、 なす まじき 事 を もな 

す、 これ をす ぶる に、 た^ょく 物 を わすれぬ るに よ 

るな り、 若き も老 たる も、 その 行 ひの 恒 あ，^ て、 凡 

の 事 ども、 事 すくなき には^ かす、 事 多ければ、 或 

はなし、 或は やむ 事 ありて、 おの づ から 恒な b がた 

し、 されば 我 わか、 りしより、 常にな し 行 ふ 事 ども、 

事 多から すして、 そのな し 行 ふ 事 ども、 ちからの 及 

ばむ 限り は、 みづ から 事 をと りて、 めしつか ふ もの 

どもに、 うち 任せし 事 も あらす、 つねの 調度 を も、 

置くべき 所 を さだめて、 かしこ を こ 人に、 うつし 置 

し 事 あらねば、 夜 ふけ、 燈 消し 時と いへ ども、 たづ 

ねもとむ る 事な くして これ を 得つ、 たと へ ば 目の 見、 

耳の 聞き、 手の 取り、 足の ゆく 事の、 我 思 ふ 所に 應 

じぬ るが 如くなる は、 その 事と 物と、 こと く 皆 

十 一 
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我と 共に 常に 習 ひ 熟しぬ るが 故なる べし、 又老 たる 

人に は、 ふるき 事 ども たづね とふに、 其 益 ある 事 も 

あるな り、 おさなき 時に 習 ひし 事の、 年た け ぬれ ど、 

忘れが たき 事の 如くに、 わか、 b し 時の 事 は、 年お 

いぬれ ど、 猶心 にと まりぬ る 事 も あれば、 それらの 

事 は、 とふ 人 あらむ 時に、 こたへ もせん は^しから 

す、 世の中の 新しく、 めづ らしき 事 ども は、 耳に は 

き、 ぬと も、 口よ， り は 出す ベから す、 すべて はじめ 

て 聞し 人の 名な ど は、 わする、 こと も あり、 其 事 あ 

りし 地の 名、 又は 月日な ど は、 すこしく 程 をへ だて 

ぬれば、 わする、 事 も ある ことなれ ど、 若き 人の わ 

すれし は、 たいその 時に あたりて、 わすれし とのみ、 

きく 人 も 思 ふなり、 年老ぬ るが、 さだか ならぬ 事 ど 

もい ふ をば、 耄 しにけ りと こそ 思 ふ もの なれ、 人の 

年老ぬ るに 隨 ひて、 よろ づの 事に つきて、 わか ざ か 

りな b し 時より は、 そのつ し^、 なほ 重 かるべき 

ことなり、 此人は 天性 正直なる ところの ありて、 才 

赂も よのつね ならぬ 所お はしけれ ど、 わか 、りし 時 

より、 物い ひも、 なし 行 ふ 事 も、 我 思 ふ 所に のみ ま 

かせて、 つ、 しめる 听 すくな かりし が、 はたして 今 


はかくお はす るな り と 卯ら れき、 今此事 を^ るすに 

つけて、 我事の こ、 ろ を わき まへ しょり 此 かた、 見 

まゐら せた .o し 事 ども を、 こ、 に附 し^るす 也、 我 

物覺 えしより は、 髮に黑 きす ぢ はすくな かりき、 面 

は 方に おはしまして、 額 上 高く 起り、 眼 大きく、 鬚 

多く、 たけ は 短 かくお はせ しか ど、 すべて 骨 ふとく、 

たくましく 見え 給 ひたしき、 天性 喜 怒の 色 あら はれ 

見えた. ま はす、 笑 ひ 給 ふに も、 聲高 くわら はせ 給 ひ 

し 事は覺 えす、 まもて 人 を 叱り 給 ふに も、 あら/ 

しき ことの 給 ひし 事 は 聞かす， もの 宣ふ事 も、 い 

かに もことば すくなく して、 たち 居 かろ < ^しから 

す、 驚き 給 ひ、 さはぎ 給 ひ、 事に 堪 かね 給 ひしな ど 

いふ 事 は 見し 事 あらす、 たと へば 灸治な ど、 M 給 ふに 

も灸 小さき と數 すくなき と は、 無益の 事な りと 仰ら 

れて、 大きなる 炙 を、 其數 少なから す、 五所 も 七 所 

も、 一 時に すゑ させて、 いたみ 給 ふけし きも 見え 給 は 

す、 身靜 なる 時には、 つねにお はします 所 を 淨く掃 

ひて、 壁 上に 古畫 かけて、 花瓶に は、 春秋の 花 を、 

すこしく さしはさみて、 それに 對 して、 默 坐して 日 

を 消し 給 ひ、 又み づ から 繪 かき 給 ふこと など も あり 


き、 それ も 色 を K たるるな ど をば このみ 給 はす、 身 

の 病み 給 ふ 時よ.^ 外 は、 人 をめ してつ かひ 給 ふとい 

ふこと なく、 何事 も手づ からのみ なし 給 ひたりき、 

朝夕の 物 をめ す こと も、 飯 は 二 椀 を 過す、 手して 椀 

を ささぐ るに、 其輕 重に よ り て、 飯の 多き すくなき 

は^れ ぬれば、 其餘物 は、 飯の 多少に よりて、 多く 

も すくなくも くら ひて、 常に 我 腹に みつる 分量 をす 

ぐべ からす、 口に かな ふ 物な， ^とも、 一色 をのみ 多 

く 食 ひ ぬれば、 必す その 爲に 傷ら る、 事 あり、 なに 

物 を も 撰ばす して 皆々 すこし づ、 食 ふ 時 は、 たが ひ 

に 相 制する 所 あるに や、 食の ために 傷ら る、 事 はす 

くな しと 覺 ゆるな りと 仰ら れき、 よのつねに は、 こ 

なた より ま cQ らする 物 をめ して、 なに 物 を ま ゐらせ 

よとの たま ひし 事 は あらす、 たい 四時の 新味 をば、 

その 出來 りし 初に、 なにものに 限らす 參ら せよ と 仰 

られ て、 家人 と共にき こしめ しけり、 酒 はわ づ かに 

喉に 下し 給へば、 大き は醉給 ひし かばたい 盃を 把り 

て、 歡を交 給 ふの みなりき、 茶 をば このみて めしけ 

り、 身に めしけ る 物 も、 家に おはす る 時 は、 あら ひ 

すゝ ぎし もの を もめし けれど、 あか づきぬ る をば、 
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いね 給 ふ 時 もめす 事な く、 門 を 出 給 ふに 至て は、 か 

ならす あたらしく あざやかなる 物 ども をめ す、 そ れ 

も 身に おひ 給 はぬ 品の もの 用 ひられし 事 は あらす、 

むかし 人 は、 つねに 身 死し なん 後の、 見ぐ るし から 

ぬ やう を、 心に かけし な b などの 給 ひたりき、 扇な 

ど を も、 人 多き 中に、 i り も 落し、 わすれ もす る 事 

あ，^、 これらの 物 にても、 そのぬ しの 心 はおし はか 

る、 こと 也と 仰ら れし、 むかし 樣 とかい ひて、 尺ば 

かりの、 白骨なる に、 紙 は 金銀の 砂子 地なる を 用 ひ 

給 ひ、 繪 かきし も、 しかるべき 畫 ェ のかき しに あら 

ねば、 用 ひ 給 はす、 まして 刀 わきざしの 如き、 武器 

の 事 はいふに 及ばす、 七十に 餘り給 ひし 後に、 左の 

臂ぃ たみ 給 ふこと おはしまして、 そのよし を 申 給 ひ、 

職 を 辭し給 ひし かど、 戶部 ゆるし 給 は ざり けり、 そ 

れ よりして は、 は い 一 寸六七 分ば かり ありて、 長さ 

一 尺餘 なる、 鞘卷の 刀ば かり を、 帶 して 出仕し 給 ひ、 

刀 をば 道の 程ば かり、 召 供の ものに、 もたせ 給 ひた、 り 

き、 今 思 ふに、 異體 の/となりし かど、 人 もとが めす、 

まして ヌ部 ものた まふ 旨 もなか， o き、 おも ふに これ 

は 若 事 あらむ に、 刀を帶 しながら、 それ を 用 ひざら 
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む 事し かるべ からす、 しかりと て、 身に 痛 あれば、 

刀 を 用 ふるに は堪 へす、 しか じ 無用の 物、 身に 隨へ 

ざら むに はと、 思 ひ 給 ひしに や、 其鞘卷 は、 身 終， o 

給 ふまで、 おに 身 を はなし 給 はで、 終、 り 給 ふ 時に 仰 

置れ しかば、 陸 奥に おはす る 幼よ、 り、 養 ひ 給 ひたり 

し 人の 許に 贈りぬ、 飾れる 所々 は、 黑 金物に 浪を彫 

たるに、 鞘は黑 くぬ りしに、 千 段 まきと いふ ごとく 

に 卷し所 を、 金 白檀と いふ ものにせし な^、 髮 おろ 

し 給 ひし 後 は、 鞘 をば 皮の ひきは だに 入られたり、 

終らせ 給 ひて、 はるかに 年隔し 後に、 高德 寺の 前 住 

了 也の 語りし は、 わかく おはせ し 時の 事 をば、 見る 

べき やう もな し、 八十に 餘り給 ひし 時の 事 をば、 ま 

の あた b 見し ことこ そ あ b つれ、 酒に 狂せ しもの、 

こ、 に入來 りて、 刀 をう ち ふ b て、 人を逐 散し けれ 

ば、 出合 ふ もの もなかり しに、 杖に すが b て、 庵室 

を 出られし かば、 此事 知り 給 はで、 あや ふき 事 かな 

と 思 ひたれ ど、 すべき やう もなくて、 門の すきまよ 

b うかい ひ 見し に、 かの 男の かたに むかひ、 ゆき 給 

ふ ほどに、 刀 を ふ，^ あげし 所 を、 その 手 をむ すと 取 

給 ふと 見えし が、 やがて 就た ふし ざまに 刀 をと りて、 




かたはらの 溝の 中に なげ 入れて、 庵室に 歸り 入^れ 

たりき、 彼 男 は 起 もやら すして、 その ま V に醉 臥し 

たれば、 その 時 こそ 若 法師 原 も、 こ \ かしこより、 

出來 りて、 それ を まも b 居て、 酒 さめし 後に、 送，^ 

や， o しかと いふ、 か、 る 事は老 ぬる 人の、 さもな く 

て も あらめ 杯、 いふ 人 も あるべ ければ、 あな かしこ 

人に は 語る ベから す、 され ど、 それらの こと は， 0-、 

わき まへ 給 はぬ 人に はお はせ す、 いかに かくは^ 給 

ひたりけ むと いふ こと は、 よく/, \ '思 ひ はかるべき 

t  J となり、 

我 十七 八ば かりの 比、 とり 繩と いひて、 人 を 縛す ベ 

きもの を、 靑き絲 を 細く 組せ て、 その 末に、 と，^ か 

ぎと いふ もの をつ けし を懷 にせし に、. 我 父の 前にて 

と， o 落した. o けり、 なにも のぞとの たま ひて、 とり 

て 見 給 ひ、 や、 ありて、 我 昔の 職に て ありし 程 は、 

此 物を燧 袋に いれて 身に 隨へた りき、 それ は 狂した 

る もの \ あらむ ときに、 下部に 仰せて からめとらむ 

に、 もし まも 部 等が、 もちあ はせ ぬ こと も、 あ b も 

やせむ と 思 ひしが 故な り、 職 解ぬ る 後 は、 不用の 物 

なれば、 猫の つなと なせし は その物な り、 すべても 


の、 ふの わざ は、 何事 も 心得べき こと 勿論な り、 さ 

れど、 人 は その ほど/^ につけて なすべき わざと、 

なす まじき わざと ある 事な. o、 これらの 具 は、 わぬ 

しの 身に 隨 ふべき 物に は あらす、 かほ どの わき まへ 

なから む年齡 にもお はせ ぬ もの を、 との 給 ひたりき 

父の 仰ら れし は、 我 わか、 b し 頃、 播 磨國宍 粟 をし 

れる 人の 家に つかへ し 人に、 高 瀧の 何某と いふが あ 

りき、 5^5"， ふ、 此 もの 忽に 見えすな b た b 、日 を 

經し 後に 聞え し は * 此 もの 漁す る ことをこの みしが、 

トウ ァ i 

唐 網と いふ もの を もたせ 出て、 河の ほとりに て、 著 

たる 物 どもぬ ぎ、 刀 脇 ざし をば、 召 具せ しものに、 

よく 守れよ とい ひて 我 ひとり、 かの 網 をう ちて、 水 

に 入りて、 鮎 をと りつ、、 ゆく ほどに 林 田領の 境に 

入りぬ、 此所は そこの 領主より して、 漁す る 事を禁 

せられければ、 守りの もの 二人が ために とら へられ 

て、 繩を もて 縛し なむと する を、 血の 淚を 流して わ 

び ごとしければ、 からう じて ゆるされて 歸， o しか ど、 

其 事つ ひに は あら はれぬ ベ しと おも ひ しが ゆ ゑに 

や、 よしなき 事いた くこの みぬれば、 か、 る 禍には 

か、 れる などい ひし ほどに、 其 年 も 暮れて、 明けの 
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年の 正月 元日に、 林 田の 屋 形の 大門 前にて、 多 かる 

出仕の もの どもの 中に て、 宗徒の もの 一 人 をう ちき 

りて、 あ b し 事の よしをつ まびら かにし るして、 其 

耻を すすが むた めな りと いふ 事 を かきたる 札 を た て 

てうせ ぬ、 遠く はの かれ じと て、 こ \ かしこに 人 を 

わかちて あなぐ b- もと むれ ど、 もとめ 得す、 その 明 

けの 日、 又 一 人 をう ちき， りて 礼 をた つる 事き の ふの 

事の ごとし、 是を あなぐ， り もとむ る 事甚急 なれ ども、 

求め 得す、， 同じき 月の 七； n に、 また 一 人 をう ちき， o 

て、 札 をた つる 事、 前の^と くにして うせぬ、 いか 

にもと むれ ども、 つ ひに ゆきが た を しらす、 初 一 度 

こそ あらめ、 二度三度の 及びし 事 ども、 不敵なる も 

のな りけ りと、 當 時の 人 はい ひけり、 我戶 部の 家に 

來 りっかへ しのち に、 此事 人々 に 語りし 事 あ. o しが 

後に 上 總國に ゆきて、 沙汰すべき 事 あ b て、 誰かれ 

ともな ひし 人 あ b て、 高 瀧と いふ 所に 至りて、 そこ 

の 名 生の 家に とどまる 事 あ、 りしに、 夜に 入て 土民 等 

が 多く 來、 り あつま， りし 中に、 長き 圍爐 裏に、 火た き 

し 所の あなたに、 ある 男の、 年の 比 六十に 近き が、 

我と 眼 を 見合せ て、 面 を ふせし あり、 その 眼 ざしょの 
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つ ねなら す 見えし かば、 我 も その かた を 見や ひしに、 

かれ 又 我と 見合せ て、 面 を ふせし 事 二度三度に 及び 

て、 心得ぬ 琳に思 ひし かば 座 をた ちて、 かれが かた 

はらに ゐ よりて、 いかなる も のぞと とひし に、 初 は 面 

を ふせて、 此 所の ものに 候、 とば かりい ひしが、 後 

にさの みは いかでつ、 みま ゐら すべき、 我 こそむ か 

し^ろし めされし、 高 瀧 0 某 が な れる はてに て 候 と 

いふ、 我 も 驚きお も ひてい かにして、 こ、 に は來り 

とい まり 給 ひしと とふ ほどに、 むかし 鎌 倉 公方の 代 

に、 上 總國の 御家人 高 瀧と 聞え しもの、 末葉に て、 

安房の 里 見が、 此國を 併せ^せし 時に 至りて、 高 瀧 

左 京 進と いひし が 孫な りしが、 里 見が 家 ほろびし 後 

に、 宍 粟の 領主の 家に 來れ るな り、 彼 事 ありし 後に、 

累代の 先祖の しりし 所 なれば、 忍び 來 りし を、 所の 

もの どもの、 むかし を 慕 ひ、 あはれ がりて やしな ひ 

置し に、 新 井と いふ 人の、 こ、 に來り 給 ふと 聞て、 

もしも 見參 せし 人に や、 おは するとお も ひて、 出來 

b ける を あや しめられ まゐら せて、 よしなき 事 ども 

出る につけて、 耻 しく こそ 侍れと いふ、 ともな ひ 

し 人々 の、 かの もの をば しり 給 ひに ける やと 問 ひし 


ほどに、 播磨國 にて、 七日が うちに、 三た びまで 人 

きりて、 礼 たてしと 申せし、 .H 瀧に て さ ふら ふぞゃ 

とい ひし かば、 みな 驚き あ ひたり、 すべて 人の 

浮き沈み ある 事 は、 はかりが たき 事な りと 仰ら れき 

又 仰ら れし は、 我 わか、 りし ほどに、 越 前の 何某と 

、 ふ.^ り 5 り、 九郎 兵衞 とい ひし、 めづ らしき 稱號 なリ、 但其 

i  A び 矛 比 は 本國^ もて 稱乜し 人 も ありつれば • 本國は 

これ も ゆきが たしれ すなり た，^、 年 經し後 

に、 我 陸奧を さ， りて、 山陽 道の かたに おもむ かんと 

し、 かしの 木の 坂に 至りし 時に、 薪 負 ひし ものに ゆき 

あ ひたり、 二三 十 間が ほど も ゆきすぎ しに、 我う し 

ろの かたに して、 我 名 をよ びし 聲の したれば、 かへ 

り 見る にかの 薪 負 ひし もの、、 薪 をお ろして、 頭つ 

つみし もの をと りつ、 あゆみ 來る なり、 心得ぬ 事と 

おも ひて、 たち 歸り しに、 はるかに 隔り ぬれば 見 わ 

すれ 給 ひたりな、 何某に てこ そ 侍れ、 今な に 故によ 

りて か、 たいひ とりはこ、 を 過 給 ふらむ、 覺柬 なく、 

覺る もの かなと いふ を 見る jt、 むかし わかく 盛な り 

し 時に 見し には以 るべ くも あらね ど、 さすがに、 又 

その おもかげの 忘らる ベ くも あらねば た ^夢の やう 

に覺 えて、 いかに か、 る 身に はなり 給 ひぬ るに やと 


いひて、 我 身の 事 を も 聞え ぬれば、 さらば 當時 はい 

とま ある 身に こそお はす， w わ 力れ i  2 し 後々 の 事 を 

も、 したし か， 9 し 人々 の 事 を もき かま ほしき に、 こ 

よ ひ は 我 もとに 來， 9 と 3. ま， o 給 へ かし、 我す む 所 は、 

こゝ よ， O 程^^く しも あらや lo いふ、 さらばと て、 ，フ 

ちつれ て 行 ほどに、 年老ぬ る 父の ある を、 やしな ひ 

ぬべき よすが もな くな b にければ、 此 ほとりの ひか 

なと いふ 所に、 知れる もの、 ある を、 たのみ 來り て、 

か、 る 事 を わざとして、 世 を 渡，^ ぬるな り、 かくと 

いひ 出む も 恥 かしかり つれ ど、 あまりに むかしの 思 

ひ 出られし に 忍びが たくて、 あら はし 聞 ゆるな，^、 

父に て ある もの は、 堅固の むかし 人 なれば、 見なれ 

ぬ 人 入 來り給 はむ に、 あやしむ 事 もこ そ あれ、 事の 

よしをつ げしら すべきな り、 こ \ にしば らく 待 給へ 

よと いひて、 我 をば あやしげなる 屋の 外にと いめお 

きて 內に 入る、 しばし ほどす ぎて、 出迎へ しかば、 

內に 入け るに、 八十 餘の 翁の、 火た きて ありし が、 

まれ 人 をと いめ ま ゐらす ま ゐら すべ きもの も あ 

らじ、 され ど 我 子た る ものに、 したしく おはせ し 人 

ときけば、 % まゐら すべき ことに も あらす、 おや 子 
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の もの、、 餓 忍ぶ もの 聞し めして、 今宵 はこ、 にて 

あかし 給へ とて、 麥钣 にかて とい ふ ものいれし を、 

わかちても てな す、 かくて 夜に 入， o しかば、 翁が こ 

こに あ、 b むに は、 打と け 給 ふこと も あら じ もの をと 

いひて、 一間なる 所に 入 b て ふしぬ、 二人 打む かひ 

居て、 薪 を， o たきて、 むかし 今の 事 ども かたりつ い 

くる ほどに、 夜いた く 深に し 比 かの 父の ふした ると 

- J ろ に 入， 9 て 、お ふごの ごとくなる 竹 一 一 本 取來り て 、 

その ふたと なせし 所 を ひらきて、 中より 三尺ば かり 

の 刀と、 二 尺 あまりの 脇 ざしの 刀と を 出して、 また 

ふところよ.^ 鍔 ふたつと b 出で、 火の 光， 9 に そむき 

て、 その 刀と 脇 ざしと を、 鞘よ h- ぬき 出し 見て、 我 

前に さしおく、 いづれ も 氷の ごとくなる を、 金 作 b 

に 飾れる に、 鞘に はかいら ぎと いふ 鮫 かけし な り、 

我つ かへ にした が ひし 時 も、 身 不肖 なれば、 父 やし 

なう ベ き ほどの 祿を ももと め 得す、 また 我 をのけ て、 

我 父に つか ふべ きもの も なくなり たれば 世 をの がれ 

て か、 る 身と なりぬ、 されば むかし 身に 隨 へし 物 ど 

も、 なに か は惜む 所の あるべき、 され ど 又 我 力の つ 

づ かむ ほど は、 せめて は 刀 脇差 一 腰づ、 は、 といめ 
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十八 


もお かまし と 思 ひて、 心づ よくけ ふ 迄 は、 身 を はな 

さで あ， o しなり、 見 玉 ふ 所の ごとく なれば、 我 父の 世 

にあら む ほど も久 から じ、 もし か 、 る 身の 幸 ありて、 

我 やしな ひ 終たら むに は、 苒會の 期 も あ， o ぬべ しと 

いひて、 淚を 流しき、 明 ぬれば、 ものした、 めて 父 

にもす、 め、 我に も あた へ て、 逍の ほど 一 里 計 送 b 

てた ちわ かれし、 その、 ち は、 ことい ふべき よし も 

なか， o し、 いかに やなり けん、 ふた、 び 見し もの も 

あら ざ、 りきと ぼられ き 

我 父、 戶 部の 家に 來り玉 ひて、 いまだ 母に てお はせ 

し 人 をむ かへ 玉 は ざり しほ どに、 ^たしく いひ かた 

らひ玉 ひし 人の 二 男 を、 やしな ひて 子と し 玉 ひ、 正 

信と 名のらせ 玉 ひた， o き これ は 常 陸の 大 塚の 家 

にっかへ し、 郡 司の 何某と いひし もの、 後な b と閬 

えし、 かの 正 信の 十六 歲の 時より、 戶 部の 二 男に て 

おはせ し 人の、 陸 奥の 相 おの 家 をつ がれし 時に、 め 

しぐ せられて、 かしこに ぞさ ぶら はれけ る o  ^ ひの 離 

inn 我 父の 土 崖の 家 を さり 玉 ひし 後に は、 かの 人 

の 許より、 老 やしな ひ 玉 ふべき ほどの 料 をば おくら 

れ たり、 その、 ち、 かの 人 所領 をば 嫡男に 讓 あたへ 


て、 二人 ありし 子供 をば 郡 司と ぞ名 のられた， o 'ける 

正 信は髮 おろして こ 4^  2  ？ 少し つら、 P つ 午 

法と 號 され さ 恭满 ナカ こし グち 力 W ソ c-ltls 

よりお くられし 所 をば 辭 しぬ、 いくほど なくして、 

その 人もう せし に、 其 嫡男 もまた 世 を はやくし、 二 

男ぞの あと をつ ぎしが、 これ もまた 世 を はやくす、 

今 は その 二 男が 子の、 いとけ なかり しが、 父に つぎ 

ノょ 「、 嫡男^ば 軍 治 一郎 兵衞 とい ひ、 二 男^ば 同彌ー 右兵衞 門 

L;  hv とい ふ、 その子 は 一 彌と いふな リ、 いかなる ゆ ゑに か、 郡 

| ^ほ；^、 軍戶 部の 祖父に てお はせ し 人 は、 甲斐の 武 

田 四 郞勝賴 の 侍大將 にて、 土 屋右衞 門 尉昌恒 とい ひ 

しなり、 其 兄の 右衞 門尉昌 次と いふが、 戦死せ し 後 

に、 兄に つぎし に、 主の 家 ほろびし 時、 重代の 家人 

等 も、 皆々 うしろ 矢 を 射しに、 此昌恒 一人の みぞ 主 

に はなれす して、 つ ひに 一所に て 死し ける、 其 手に 

屬 せし、 志 水神 戶と いふつ はもの 二人、 昌恒の 妻と 

子と をと もな ひて、 駿 河の 國 に落來 る、 淸見 寺の 住 

惯は、 祌 In 'が^れる 人な，^ しかば、 彼 子息 をば、 其 

惯の笫 子に まゐら す、 其 六 歳な，^ し 時、 大御所 御覽 

ありて、 土屋が 子なる よしを 聞 召れ、 さるもの、 子 

なり、 給 はらむ やと 仰 ありて、 めしぐ せられ、 竹 千 

代 君に まゐら せられし より、 次第に 身 を 起して、 元 


服の 後、 叙爵して 民 部 少輔忠 直とめ さる、 これ 後の 

戶 部の 親父な b  、かの 志 水が 後 はいか にゃあり けむ、 

神 戶が後 は 土屋の 家に は、 雙 なき 譜 第の 侍な b けり、 

祌戶が 孫 兄弟 三人 あり、 太郞は 父が あと をつ ぐ、 二 

郞は陸 奥の 三 赛 を しれる 松 下が 家に つか ふ、 1^、 と 

麵^ || き ー郞も の 家に つか ふ、 襲 S 針ぎ 郞 

なりし もの、 妻 は、 我 母の あね 君な り、 されば、 三 

郞 なる もの は、 あによめの 妹な，^ ければ、 母に てお 

はせ し 人を媒 して、 我 父に あはせ まゐら せし な .0、 

武 藏國资 梅と いふ 所なる 天 寧 寺の 前住祖 麟和尙 とい 

ひし は、 かの ニ郞 なりし 神戶が 子に て、 我た めに は 

外從 弟に て ありき、 三郞 なる もの は、 さるもの、 孫 

なりし かど、 年頃 不幸に 沈みて、 六十 歲. とい ひし 冬 

の 初に 出家の 事 思 ひたちぬ とて、 子供の 事な ど 我 父 

にい ひかたら ふ 事 ありし に、 三十日ば か， o がう ちに、 

戶 部の 舍弟 にて おはせ し、 但馬 守數 直の 朝臣の 執政 

の 職に 任せられ しが、 祌戶が 子孫 一 人 給るべし と 望 

請 はれて、 たち， まちに 彼 家のお となに ぞ なされたり 

けり、 か、 る 老の幸 ありし 事 を、 我 まのあたりに 見 

たりき、 ^かしながら これ その 祖先の 餘慶と ぞ覺ゅ 
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る、 ^^ほま^ それが、 嫡子 は、 f 一  所に 數直 

朝臣の 家に つか ふ、 二 男は戶 部の 家に とい まり 仕へ 

しが、 世 を 早くせ しなり * かの 嫡男の 後 は、 今 もさ 

かえて 侍るな 

我 父の、 母に てお はし ませし 人 をむ かへ 給 ひし は、 

四十に ははる かに 餘， 9 給 ひし ほどの 事なる べし、 初 

に 女子 二人まで おはせ しに、 二人ながら 三歲 にもた 

らゃ してう^ たま ひ、 第一 女 は？ まつ 狩、 嘴 應ニ牟 三月 廿九 

, ハ j  ：  日に ぅ乜給 ひ、 第二 女お ぶれ 君、 承應 

お おおき 其 次. も 女子に て、 十九 歳に てうせ 給 ひ 

しま、 §.:0^ 我 妹 一 人 あ b し-、 十 

A 歳に てうせ にき、 おお ひ； ^ほ！ S 年 我 生れし 事 

は、 父 は 五十 七歲、 母 は 四十 ニ歲 にな b 給 ひし 時の 

きぶ り、 明曆 三年 丁 

3^;< 酉 二月な り 

我 母に てお はせ し 人 は、 いかなる 人の子に てお はし 

ける にやさ だかなら す、 あねい もと 二人お はした b 

き、 我 もの ご、、 ろ を わき まへ しょり、 折に ふれて 外 

祖の御 事 をと ひま ゐら せし かど、 人の 親の、 わが 子 

につ、 むこと あるべし や は、 しらせ 參ら すべき 事な 

ら ねば こそ、 あら はし 聞え 侍らね、 昔の やむ ごとな 

き 人 も、 すぢ なきもの、 腹に やどり 給 ふためし は、 
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いにしへ も. 今 も 多 かる もの を、 ^の 父母の 御 事^り 

給 はぬ とも、 なに かはづ かしき 事 あるべき、 され ど 

年た け 給 ひしの ち は、 思 ひ あはせ 給 ふ 事 も あるべ け 

れば、 よしなき 身 なれ ども 申すな り、 みづ からお や 

おほ^の 御 事 は、 世に は^り 铪 はぬ 人 も あら じ、 信 

長 記と いふ ものに も、 うづ もれぬ 名のみ 殘 b 給へ り 

しが、 又 母 かたのお ほぢの 高麗の 城を攻 とられし 事 

を も、 ある 人の 語，^ し を、 よそながら 聞し 事 もこ そ 

ありつれ と、 なきく どき 給 ひし 事 ありき、 丹 羽の 宰 

相の むすめの、 よめいられし 時に、 小 上臈と いふ も 

のにな されて、 淺 野の 家に ゆき 給 ひしが、 後に は 長 

生院 とい ふ あませの、 陸 奥の 二 本 松と いふ 所に おは 

しける が、 その もとに 歸り住 給 ひし を、 我 父の もと 

にむ か へられし と 聞え し、 かの あませ は、 宰相の いも 

うとに て、 吉田 大膳大 夫の 後室に てお はせ し、 我い 

とけな き 比 も、 その にお はせ しほ ど は、 お とづれ 

のた え や ありし を覺 えたり き、 我 母の 兄 御の かき 給 

ひし もの を、 うせ 給 ひし 後に 人の 得させし なりと て、 

秘藏せ させ 給 ひし ふみに、 みづ からの 名 を、 奴 上と 

ばい，^^ るされ た. o、 今 はめ づ らしき ほどの 手 かき 


二十 

にて おはせ し- よく 我 母の か、 せ 給し ものに 似 給へ 

り、 殊に 秘藏せ させ 給 ひし もの なれば、 母の かきお 

かせ 給 ひし もの どもと おなじく 今 も あるな り、 我 母 

にて おはせ し 人 は、 ものよ く かき 給 ひしの みに あら 

す、 歌の道 を もった へ 習 ひて、 代々 の 集、 または 物 

語の 類な ど、 我 あねい もうと によみ をし へ 給 ひ、 圍 

* 象恭 など も、 堪能に おはして、 これらの 事 を も 我 

に 敎へ給 ひたりき、 香爐 箱のう ちに、 琴の つめ を 袋 

にし、 いれお かれし を 見し 事 あれば、 これらの 事 を 

も、 すき 給 ひしに や、 我 見 まゐら せし より は、 織鏠 

ふ 事 こそ、 女の わざ なれと 仰ら れて、 年 ごとに うつ 

くしき 筋の ぬのと、 いろ./, \» の あや あるきぬ と を、 

みづ いら も pb、 人に も 織らせて、 父に もめさせ ま 

ゐら せ、 我に も 給，^ た， o しもの、、 今 もゎづ かに 殘 

れる あり、 いやしき もの こと 一 某に、 W たる もの、 

夫婦と はなるな b とい ふ 事の あるが、 物の たま ひ、 

なし 行 ひ 給 ふ 事 どもの、 父に てお はせ し 人に、 たが 

ふ 所なくて ぞ おはしました b ける、 父の 致仕し 給 ひ 

しのち に は * これ も髮 おろし 給 ひて、 佛の道 をい み 

じくお こな ひ、 終り 給 ひし 年 は、 六十 三に なり 給 ふ 


一 P ら x,?、 延寶六 年 五月 十日に、 ん こてお よ 亡し 人の、 

と^: ら圹き 終らせ 給 ひたり さ ,メ1-  -VTt 十 ノ。 

七十 五 歳の 時に、 戶部 はう せ 給 ひたりけ り、 

§ そのうせ 給 ひし 比に 我 父 はいたく わ づらひ 給 ひた 

りしが、 希有に して、 その 病 癒 給 ひし かど、 いかに 

思 ひ 給 ふ 所 やお はしけむ、 引 こもり 居 給 ひ、 ひたす 

らに 仕を致し 申されたり、 戶 部の よつぎ 豫州 輔 I と 

年 ごろの 奉公の 勞に報 ゆる 所な、 りとの たま ひて、 老 

養 ふべき ほどの 祿給 b て、 請 給 ふ 所 を ゆるされ しか 

x> 母に てお はせ し 人と 共に、 かしらお ろして、 淺 

草の 報恩 寺屮 に、 庵 むすびて、 住 給 ひたりき、 其 明 

の 年の 冬、 豫 州の 三從弟 にて、 家のお となして あり 

し 人の、 我 父と したし か. o しが、 豫 州の ふるま ひ、 

よからぬ 事共 を うれ ひて、 子息に てお はせ し 人 をた 

てんと 思 ひたちし を、 我 父の 聞 給 ひ、 事い まだなる 

ベから すと し 拾 ひて、 そのこと わ， O をつ くして と 

どめら れし かど、 其い き ほひ やむべからざる 事出來 

て、 一門の 長者た ちと 相 氣 しに、 はたして こと 敗れ 

て、 その 人豫 州の ために 逐れ た， 9 けり、 我 父 も その 

黨與 な， りな どい ふ 事に て、 我 を も 仕の 道 を 禁錮 せら 

れ て、 彼 家 を さ-にき、 ^鋒 ^£ その 年の 五月 
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~ 日に、 我 妹 は 世 を はやくす、 我 母 は， うちつ いき 

にし 吻 おも ひに、 心地 ゎづら はしく おはし ませし に 

明けの 年の 五月七日に なりて、 こぞの 事 どもい ひ 出 

してな げき 給 ひしが、 たちまち にわ づら ひっかせ 給 

ひ、 同き 九日に はかなくな b 給 ひた， o き、 その後 は 

父の み ひとり 住 給 ひしが、 その 明けの 年の 三月、 豫 

州 はつひに 所領う しな ひ 給 ひ、 その子 息に、 かたば 

かりの 所領、 充行 はる、 やがて 子息の もとよ.^、 我 

に參 るべき よんい ひお こせられ しかば、 親父の 勘氣 

の もの、、 叁む事 憚 ありと いひし に、 其 憚 あるべ か 

らすと ありし かば、 ゆきむ かひし に、 いまだ 名 もな 

くて おはせ しなり、 お ほやけ に 申べき 事 あり、 名の 

字 撰びて まゐら すべ しと あ，^ しほ どに、 達 直と 名づ 

け 申す、 は 1;^:〃  こ、 において 我 仕の みち もお のづ 

ら ひらけて、 ある 人の す、 めに よりて、 古河の 少 

將正俊 朝臣の 家に 出仕たり き、 これより のち は、 父 

を も > ひやす くやしな ひま ゐら すべ しと 思 ひしに、 そ 

の 年の 六月 八日に、 我 もとに 來り給 ひ、 夜 ひと 夜 か 

た b なぐさみ 給 ひて、 あけの 日 住 給 ふ 所に 歸 b 給 ひ 

しに、 其 あかつきよ b わ づらひ 出し 給 ふと 閡 えし 力 
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ば、. いそぎ ゆきむ かひし に、 事 きれ 給 ふべき ほどに 

て、 某 こそ 參， ^て 侍れと 申せし を 聞 給 ひ、 目 を ひら 

き 御^じて、 手 を さし 出て 我 手 をと、 り 玉 ひ、 ねぶる 

がごと くに 終り 玉 ひた りき、 此年 我つ かへ にした が 

ひしょ り、 ゎづ かに 百日に もたらす して、 わかれ ま 

ゐら せし 事の かなし けれど、 御 あとの 事 ども、 お ぼ 

し S 事な くして 終り 玉 ひし は、 せめての 幸に おはせ 

しなるべし、 是年 八十 ニ歲 にお はしました， o き 

父に てお はせ し 人の、 八十に 餘 りて 終 b 玉 ひし 迄、 

何事 も 我 幼より 見 まゐら せたり しに、 か はり 玉 ふ 所 

のお はし ませぬ は、 天性う け 得 玉 ふ 所の、 人に こえ 

すぐれ 玉 ひしに よりし なる ベ けれど、 またつ ねの 行 

によりて、 其 德の衰 給 はぬ が 故と ぞ覺 ゆる、 我物 覺 

しょり、 敎玉 ひし 事 ども 多 かりし うちに、 つねに 思 

出ら る、 事 は、 男兒 はたい 事に 堪 ふる 事 を 習 ふべき 

なり、 これ を 習 ふべき 事 は、 何事に も あれ、 我き は 

めて 堪が たく 思 ふ 事より 堪 はじめ ぬれば、 久しくし 

て は、 さの みは 難； と 思 ふ 事 は あるべからざる なり 

仰ら れき、 我 八 九 歳の 頃より 、常に 此 事に よりて、 


と 


力 を 得し 事 も 多 


ナ Z 


AJ 


もとより 我 a 急に 生れ 得し 


かば、 怒の 一 の みぞ、 堪が たき 事 も あ， 9 き、 され ど 

それ も、 幸に 世の中の 嶮蛆の 中 を わたりて、 すでに 

年と 共に カ衰 へたり しかば、 今 はむかし の ごとくに 

は あらぬ にや、 我 後の 人々、 此事 父祖の 家訓な りと 

おも ひて、 よろ づの 事に 此 心得 あらむ こそね が はし 

き 事 なれ 

又敎玉 ひし 事に、 我 十三の 時に、 國を さりて より、 

つねに 他人の 中に して、 ひと 、なりた， o、 されば、 

したしくい ひかたら ひし もの ども 多 かりし 中に、 つ 

ひに その まじ はり を 全くせ し 事 は、 我つ 、しみし 所、 

たい 二つ ありき、 いは ゆる 貨と 色との 二つな， 9、 我 

年 比 多くの 人 を 見し に、 おの- むまれ 得る 所の 同 

じからぬ は、 其 人と なれる 所 もまた おの/ \ '同じ か 

らね ど、 彼 二つの 欲な き 人の み、 かしこに ありても、 


こ、 にあり て も、 人 


1 ^ 


と 


はる \ 事 はなき ものな 


と 仰ら れき、 後に また 我師 にて あ b し 人 も ふるき 人 

の 申せし 事 あり、 貨と 色との 二つに より、 怨を 結び 

し 事 は、 つ ひに とけぬ ものな りと 申しき、 心得べき 

事な， o と 仰ら れき、 わかき も老 たる も、 よ- 

ま  しめ  思 ふ ベ き 事な り 


我 生れし は、 明曆 三年 丁酉 正月の 火事に て、 戶 部の 

第 宅 もやけ たれば、 外孫に てお はせ し、 內籐 右近 大 

fefc 見り、 こナぷ く匸、 後に 丹 波 守、 幼名 金 一郎 ノ戶嚿 の j 

夫 政 親の なくて 女 宗光院 殿と 申せ しのうみ 玉 ひし 

| な 柳 原に おはせ し 所に のがれ 玉 ひ、 に はかに 假屋 を 

うたせ て、 家人 等 を も かしこに あつめ 置れ たる、 そ 

の 二月 十日の 辰 時に ぞ、 かの 假屋 のうちに てむ まれ 

しなり、 されば 我い とけな き 程 は、 火の 兒と ぞ戶部 

のよ び 玉 ひた りき、 戸部の 母 公のお はせ しが、 赃！！ | 

^ は 5f^5s 某 我 父の は でめて ま y け し 男子な りと 

のた まひて、 むつきの うちよ， 9 つねにめ されし を、 

三 歳の 時に、 戶 部の 參り給 ひて、 見 そめられ しょり、 

日々 にめ しょせ て、 炉 たはら にの み 置れ たりし かば、 

みづ からの 子息た ち を だに、 かくの 如くし 玉 ふ 事 も 

なか りしに、 かくお はします は、 庶子 にても おはす 

るに や， と、 一門の 人々 もうた が ひ 思 ひ 玉 ひたりし と 

ぞ聞 ゆる、 六歲 ばかりの 時に、 奥の 南部 信 濃 守 利 直 

の來， ^玉 ひし 時に、 我戶 部のか^ はらに 侍りし を 見 

玉 ひて、 我 は 子 もたぬ ものに 候、 此兒 給， 9 て 養 ひ 候 

ば やと 望れ しに、 戶部 これ は 召つ かふ もの、 子に 候 

し を、 我 a- の 不便の ものにし 侍れば、 我 もとに も 常 


にめ し 候な り、 まゐら すべき ものに は 候 はすと 答 玉 

ひし を、 さらばたい 我に 得させ 玉 ふべ し、 我 もとに 

て ひと、 なし、 成人の 後に は、 所領 千 石 をば、 わか 

ち あた ふべき にぞと 申されし かど、 かれが 身に はよ 

き 幸に こそ 候べ けれど、 まゐら せて 候 はむ に は、 我 

® にて 候 もの も、 我 もまた つれ < ^ならむ を、 なぐ 

さむべき やう も 有べ から や 院と、 のた まひし とぞ、 

iTt ,  >  J 匸、 六 郎左衞 門と 云 ふ、 名 はしらす、 

とレ ひし ノの 語りて のち- J. 戶 部の 三男に つけられし 

^ あはれ 此兒は 不幸の 人 かな、 かの 望に まかせら 

れたら 、まし かば、 ゆく すゑの たのもし かるべき もの 

を、 戶部 いかに 思 ひ 玉 ふ 共、 千 石の 祿 給るべき にも 

あらやと いひき、 七 歳と 申す 正月 元日より、 疱瘡 を 

煩 ひ 出して、 以の 外の 難儀に 及びし かば、 戶部. の 母 

公よ，^ は、 人 はし を かけて、 有驗の 僧な ど 請 じた ま 

ひ、 我 枕 上に て 祈 禱の事 ども 行 はる、 父に てお はせ 

し 人 は、 か、 る 事 は^ 給 はぬ 人な り けれど、 主の 母 

公の 仰な b しかば、 止めら るべき にも 非す、 戶部は 

近く 召つ か はれし もの 二人 i 、し^;; い つけられて、 

醫術 すでにつ きぬと 聞 玉 ひ、 もしも やた すかる 事 も 

あるべき やと 仰 下されて、 種々 の蕃藥 ども を あたへ 
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玉 ひし ほどに、 ゥ 二 カク y を あた へられし に 及びて、 

毒氣 忽に發 して 赤色 を發 しければ、 それより こそ、 

此 世の 人と な， o たる なれ、 醫の功 を 奏せし 事に は あ 

らざ りしと、 我 廿餘歲 の 時に、 その 時に 藥 あたへ し 

順^の 玄朔 とい ひし 醫師の 語， -た りき、 は^^い 出 ふ hi 

か、， o しかば、 とき 袴着な どと いふ 事 ども 

も、 其 年 比 を も 待つ に 及ばす、 部の みづ から 帶をも 

とき 給 ひ、 袴 を も 調せ させて、 きせ 給 ひたりき、 彼 

^公の 終， -給 ひたりし 事 は、 我 九 歳の 時の、 十 一 月 

二十 六日の 事に てお はした b き錢 «ま 化 

我 幼き 比 は、 上野 物語と いふ 草紙 ありけ り、 これ は 

宽永 寺の 花見に、 人の むれ 來る 事共 を^る せ しな 

り、 我三歲 たりし 春の 比 にゃあるべき 火 鍵に 足 を さ 

して、 はらば ひ 居て、 その 草紙 を 見ながら、 筆紙 を 

もとめて、 すきう つし ける を、 ^にて おはせ し 人の 

見 給 ひ、 十が 中  一 二 は、 まことの 文字 も ある を、 我 

父に 見せ まゐら せし を、 父のと もなる 人の 來り 見し 

より、 人々 も聞傳 へて、 そのうつ せし もの ども を、 

と b 傳ふる 事に なりたり、 我 十六 七歲の 時、 上總國 

に ゆきし に、 かしこに て そのうつ せし もの を 見る 事 


を 得たり き、 又 其比屛 風に 我 名 を 題せ しに、 二字 は 

其體 をな したる もの、 後まで あ， o しが、 火に やけう 

せた、 りければ、 今 は そのせ つの もの は、 我 もとに は 

のこらす 此後は 常の 戯れに、 筆と りて 物 かく 事の み 

をし へければ、 おの づ から 日々 に 文字 を 見し りたれ 

ど、 物よ む師 などと すべき 人な かりし かば、 た 3- 往 

來 もの、 類な ど をよ みなら ふの みなりき、 戶 部の 家 

人に 富 田と て、 生 國は加 賀國の 人と 聞え しが、 太平 

記の 評判と い ふ 書 を 傳 へて、 其 事を講 する あ- 


はじめは 小右衞 門と いふ、 い こ K  、ん 、<?  -s\n つ 、、ま、 fet 

饯 には覺 言と い ひし.^ なり お々 メ  W- と ^a<3p つ \  s -V 

を講 せしめら る、 我 四 五 歳の 時に、 つねに 其 座に 侍 

りて これ をき くに、 夜いた く ふけ ぬれ ど、 つ ひに 坐 

を さりし 事 もな く、 講畢 ぬれば、 其 義を謌 問 ふ 事な 

ど あ b し を、 人々 奇特の 事な. o とい ひき、 六 歲の夏 

の 頃、 上 松と いひし 人の、 すこしく 文字な ど ありし が 

忠兵衞 某と いふ、 駿河今 川 家人 上 松が 後に て、 ご, ぎ グ巴1=>り寺 

連歌な どな.^ このみ て* 物よ く かさし 人な りき /J  c 

一首 をし へて、 其 意 を 解き 聞せ しに、 やがて 誦 をな 

しければ、 三 首まで をし へられし をば、 人に も 講じ 

nfl さ 2 りき 三 博 市 虎 人 皆從と いふ 詩と、 朝鮮 國七 歳の 兒の、 太閤 

BK セプ .5 の 前にて 作りし とい ふ 詩と、 自休藏 主と かいふ 僧、 扛 

！!^ 此兒 文才 あり、 いかにも 師を えらびて、 學 


ば しめらるべし など、 彼 人 もい ひし かど、 かたくな 

なる むかし 人 たちのい ひし は、 むかしよ， o いひ 傳へ 

し 事 あ， o、 利根 氣根 黄金の 三 こんなく して は學 匠に 

なりが たしと いふな， o、 此 S 利根 こそむ まれつ きた 

らめ、 なほい とけな くして その 氣 根の 事 も はかりが 

たく、 家 富り とも 見えねば、 黃佥の 事 心得られすな 

どい ひ あへ りしに、 我 父も戶 部の 御い つくしみ によ 

りて、 つねに かたはら を はなれ まゐら せす、 學に入 

れ、 師 にした が はし めん 事 も かな ふべ からす、 され 

どい とけな きょり、 物 かく 事 をば、 戶部も 人々 にか 

たりほ こらせ 給 ひし 事 なれば、 せめて 物 をば かき 習 

はしめ たくこ そ 侍れと て、 我 八 歳の 秋、 戶 部の 上總 

國に ゆき 給 ひし あとに て、 手 習 ふ 事 を をし へし めら 

る、 其 冬の 十二月 半ば、 戶部歸 り參り 給 ひし かば、 

つねに かたはら にさぶ らふ 事 もとの 如く、 明けの 年 

の 秋、 また 國に ゆき 給 ひし あとに て、 課 をた てられ 

て、 日のう ちに は、 行 草の 字 三千、 夜に 入りて、 一 

千 字 を 限りて かき 出すべし と 命せられ たり、 冬に 至 

ちぬれば、 日 短くな b て、 課 はま だみ たざる に、 日 

暮ん とする 事た び^-にて、 西 向なる 竹緣の ある 上 
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に 机 を もち 出て、 書 終 b ぬる 事 も ありき、 また 夜に 

入 b て 手 習 ふに、 睡の 催して 堪が たきに、 我に つけ 

られ しものと、 ひそかに はかりて、 水 二 S づ、、 か 

の 竹緣に 汲お かせて、 いたくね ぶりの 催し ぬれば、 

衣 ぬぎすて.、、 まづ Iffi の 水 を か \ りて、 衣う ちき 

て 習 ふに、 はじめ ひや 、かなる に 目 さむる 心地 すれ 

ど、 しばし 程經 ぬれば、 身 あた、 かにな トノ て、 また 

また 眠くな り ぬれば、 又 水 を か、 る 事 さきの 事の 如 

くす、 二た び 水 を か、 りぬ る ほどに は、 大ゃ うは 課 

を もみて たりき、 これ は 九 歳の 秋 冬の 間の 事な り、 

か、， o しほ どに、 此 頃より は 我 父の 人に 贈， 9 給 ふ 文 

をば、 かたの 如くに はかき たり、 十 一 歳の 秋、 また 

課 をた てられて、 庭訓 往來を 習 は しめられ、 十一 パ 

に 至て、 十日のう ちに 淨 S して、 まゐら す ベ しと 命せ 

られ、 命せられ し 如くに 事 を 終へ しかば、 册 になし 

て戶 部に 見せ まゐら す、 ほめ 給 ふ 事大 かたなら す、 

十三の 時より は、 戶 部の 人と 贈答し 給 ふ 程の 文 ども、 

大 かたは 我に 命せられ き、 又 十 一 歳の 時に、 我 父の 

友に 關と いひし 人の子 ども は、 太刀 打の わざに すぐ 

れて、 人に をし ふる 事 ありし を、 我に も此 わざ をし 
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へられん 事 を 望みし に、 わ. ぬしい まだいと けなし、 

これらの わざ 學 ばむ 事遲 からすと いふ、 さ こそ 侍る 

ベ けれど、 太刀つ かふ 事 すこしも 心得 ざら むに は、 

刀 脇 ざし 腰に せん 事 誠に 不用 の 事 にや とい ひし か 

ば、 のた まふ 所 誠に 然 なりと て、 一 つの わざ を傳へ 

て、 習 はしめ たり、 か、 b しほ どに、 其 年 十六に な 

b し 者の き ゆ；；^ S: ^我と 藝を 試む とい ひし かば、 木 

刀 をと， o て、 三た び あ ひて、 三た びまで 勝 事 を 得た 

b しに ぞ、 人々 もまた 興に 人て わら ひた，^ ける、 そ 

の、 ち は、 つねに か、 る 武藝の 事共 を 好みて、 手 習 

ふこと など 心に も染ゃ あ，. りし かど、 物よ む 事 をば 好 

みければ、 つねに 我國の 物が たり 草紙 等の 類 をば 見 

すと いふ 者 もなか， o き、 十七 歳の 時に 至て 同じ やう 

にめ しっか はれし V わか 侍の もとに ゆきし に、： sf^ 

^ 案の 上に 書 ある を 見れば、 翁 問答と 題せ しもの 

なり、 いかなる 事 を 5 -,, - ^るし ぬらむ と 思 ひて、 借る 

こと を 得て、 家に 携歸， りて 見け るに こそ、 初て 聖人 

の 道と いふ もの ある 事 をば し， o けれ、 これより 道に 

,  一 J  、ろざし 切な， o けれど、 師 とすべ き 人 も あらす、 

京の 人に て、 醫を 業と し、 すこしく 學問 あるが、 戶 


部の 許に 日々 來れる あり、 此 人に むかひて こ、 ろざ 

しの ほど を 語りし に、 小學の 題辭を 講じき かせられ 

前-」 しる ぜ し、 我 父の 病 給 ふ 時、 獨參湯 まゐ^ り 、ら ぇ呈 

ら^し 人な リ、 江 馬 益菴 とい ふ、 名 は 玄牧そ び 、 卞 5% 

子の 四 箴をも 講じき かせられ しょ， 9、 やがて 小學の 

書 を 日夜に 誦し 習 ひて、 業す でに 畢， 9 ぬれば、 四書 

を 誦し 習 ひ、 その、 ちまた 五 經をも 誦習 ひたれ ど、 

, j れ ら皆 々 句 fS を 授し師 ある も あらす、 み づ か ら韻 

會字彙 等の 書に よりて、 誦し 習 ひければ、 後に 思 ふ 

に、 ひが ことの みぞ 多 かりけ る、 文學の 拙く して、 

字義 を 解す る 事の 難き にくる しみて、 學 びの いとま 

ある を に は、 文章 詩 賦の類 を も學び しほ ど 

に、 その 年の 十二月の 比、 冬 景卽事 を 七 言 律詩に 賦 

しなしたり、 これ 我 詩作れ る 事の 始 なり ある 人の 其 

詩 を 評しけ る 事 ある を 聞て、 やがて 其 嘲 を 解く 文 一 

篇 作りたり け， o これ 又 作れる 事の 始 なり、 され どい 

とけな か b し 時、 我 父の 友と し 給 ひし 人 も、 また 我 

父の 仰、 られし 事 も あれば、 學 文の 事 をば、 父に は 深 

く „, - のび ま ゐら せたり しか ど、 書籍 等 求め 得べ き や 

うなければ、 母に てお はせ し 人に は、 我 こ、 ろざし 

の ほど を 聞え まゐら す、 かくて 廿ー歲 の 時に 至て、 


豫 州の 家 を さりし かば、 此 時に 及びて こそ、 同じ 志 

の 人々 を あ ひ 知て、 もの まなぶ 事 を も 得 たれ、 され 

ど 思 ふ 所 あれば、 師を もとむ るに は 及ばす、 此 比よ 

b ぞ、 對 馬の 國の 儒生、 阿比留と いひし 人 をば 相識 

ける、 廿 六の 春、 ふた、 び 出て つか ふる 身と なりぬ、 

ことしの 秋、 朝鮮の 聘 使來れ り、 かの 阿比留に より 

て、 平生の 詩 百 首を錄 して、 三 學士の 評 を 乞 ひしに、 

其 人 を 見ての ちに 序 作るべし とい ふ 事に て、 九月 一 

日に 客 館に おもむきて、 製述 官成琬 書記官 李 聃齡、 

ならびに 裨將 洪世泰 などい ふ もの ども にあ ひて、 

詩作 b, し 事な ど あ b. し、 其 夜に 成琬我 詩集に 序つ/、 

b て 贈 b た b き、 この 年 恭靖木 先生 も、 結 軒せ^ 殿 

公に めし 出され 給 ひ、 かの 阿比留 彼 門に 人ても のま 

なぶ、 その、 ち 我 出羽國 山形と いふ 所に ゆく 事 あ， o 

し ijj?、  £亍  一 # わ. o、 貞ま 一一 年 丙 寅の 秋、 我 可 匕；^: y、i 

L^M 翁, ィ I 考 *5 り 三十 歳の 時の 事な リ ii- よお 卷 

を もて、 木 先生に 見せ まゐら せ、 朝鮮の 人の 序の 事 

など 申せし かば、 あはれ その 人 を あ ひ 見ば やとの た 

まひぬ とて、 阿比留が 媒 して、 はじめて 木 先生に 見 

えま ゐら せし 事 あり、 その、 ち 彼 阿比留 病して 死 せ- 

んと する 時に、  我 をして 先生の 碑文 を 望み 申て、 我 


をして 書し めた. o き、 


阿比留、 後にば 四 山 嘅泰と 申せ 

し、 元祿 元年 九月 三日に 死し き 
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らの 事に よりて、 我 も 彼 門に 出入る 事の 年を經 しほ 

どに、 まさしく 束脩の 澧を 執る にも 及ばで、 したし 

き 師弟と はなり たる 也、 されば 彼 門に 年 久しき 高弟 

も 多 かれ ど、 我 をば 常に 其 座の 上に つか しめられ、 

つ ひに は 文 昭廟の 藩邸に おはし ませし 時に、 薦擧せ 

られ しに は 至りたり けり、 今 これらの 事共 を 思 ふに、 

むかし 我三歲 な、 りし 時より、 物 かく 事 を しれる 初に、 

し^るべき 師と いふ もの も あ， O なむに は、 かく 書に 

拙き 身に も あら じ、 また 六 歳の 時より、 詩 を 誦し 習 

ひし 事な どめ， o し 時より、 したが ひ 學ぶ所 も ありな 

ば、 文 學の事 も、 すこしく す、 む 事 も ありな まし、 

して 十七の 時より、 斯道に - w  \ ろざせ しとき よ， o、 

をし へみち びく 人 も あ， o なむに は、 今の 我に も あら 

じ、 我 藩邸に 仕へ ま ゐら せし 後に 至て こそ、 自ら も 

書籍 を もとめ 賜りし 所 も 多く はな りたれ、 され ど 身 

すでにつ か へ にした が ひし かば、 書を觀 るべき いと 

まも 多から す、 是 よ.^ 先に は、 身つ ねに 貧く して、 

しかるべき U 曰 ども をば、 人に S5b もとめて 見 もし、 

またし るし をくべき もの ども をば、 手づ からう つせ 
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しほ どに、 我 見た， 9 し 書 とても 多から す、 されば 學 

文の 道に おいて、 不幸なる 事の み 多 かりし 事、 我に 

しく もの あるべ からす、 かほ どまでに も學 びな せし 

事 は、 前に もしる せし 事の 如く、 つねに 堪が たき 事 

に堪 ふべき 事 をのみ 事と して、 世の 人の 一 たびし 給 

ふ 事 をば 十た びし、 十 度し 給 ふ 事 をば 百 たびせし に 

よれる 也 

戶 部のう せ 給 ふべき、 前の 年の 事な り、 我 十八 歳の 

秋、 いつもの ごとくに、 所領に おはします、 供した 

り、 その 十  一 n の 半に、 忽 に勘氣 蒙れる 身と なりて、 

はこ-. Jhs，；n ソ： slbhN、 、、れ は 宿直に 當リ て、 獵の事 あり M 

家に こもり^ し 寒 あ b しな、 かくれ 見し 事に^ リズな リまメ 

月の 末つ かた、 わか 侍 どもの、 いひ あらそ ふ 事 起り 

て、 其 親戚 黨類 たちわ かれ、 大 かた 戶 部の 家人 等の 

こり すくなく、 十二月の 初に、 つ ひに 兩方 相戰 むと 

す、 一方 は 皆々 我 父の 年 比した しき 人々 にて、 關と 

いふ 人の 許に 馳 集て、 け ふの 未の 初に は、 うちた つ 

べしと 聞 ゆ、 我に 吿 知らせし もの あれば、 こざが し 

き やつ 一 人、 その 家に さしつ か はして、 人々 かしこ 

にむ かひて、 すでに 戰を <1ロ すと 見ば、 はし b 歸， ^て 

つげよ、 たと ひ 人々 討 立と も、 いまだ 戰 ふに 及ざる 


ほど は來 るべ からす、 よく  いましめ や て、 殘 

る ものに は、 もし 入来る 人 あらむ に は、 我 はけさよ 

b 風の 心地して、 ふしたり とい ふべ しとい ひて、 は 

だに は 鎖 をき て、 衣服 あらためて、 上に はふす ま 引 

かづきて ふし 居つ 、待つ、 日す でに 慕れ ども 歸來 す、 

いかに やくと 思 ふに、 戌の 半に かの つか はせ しも 

の 歸り來 て、 人々 酉の 初に 打た ち 給 ふべき 程に なり 

て、 誰かれ の 人々、 かなた こなたに ゆきかよ ひ 給 ひ、 

事 を 平げ 給 ひしに た い 今に 至て 平げ すでに 鎭 りて 候 

と 申す、 また 上 杉 殿の 我 を 見つけ 給 ひて、 間 ひ 給 ひ 

しにより て、 主にて 候 もの、、 かく こそ 申して 睽ひ 

つれと、 申せし なりと いふ、 かくて その 明けの 曰の 

慕が たに、 かの 關が 子のう ち 一 人來 りて、 きの ふ 人 

給， o し は、 そこ も來 りたす けむと 思 ひしに こそと い 

ふ、 さ こそお も ひつれ と 答し かば、 當時 勘氣を 蒙り 

て、 家に こもり 居る 人、 屋 形の 門 をば、 いかにして 

か は出來 むと 思 ひしと いふ、 西の 小 門より 出 去らむ 

と 思 ひきと 答 ふ、 彼 門 は 晝の程 こそ あれ、 日 慕 ぬれ 

ばと ざしぬ、 いかにして か 出べき とい ふ、 外の 門々 

は 皆 その 守 b かたければ、 出る 事 を 得べ からす、 西 


の 小 門 は、 年老た る 夫婦の もの、、 門 脇の 小屋に 住 

して 守るな れば、 その 鑰は其 小屋に あるな り、 我 ゆ 

きむか ひて、 かう/ > の 事に て、 我 は ゆきて 死す る 

なり、 されば こ 、より 出た.^ しとい ふ 事 を、 いふべ 

きもの、 あらねば、 汝が罪 かう ぶるべき にあら やと 

いはい、 さりと も 出さぬ 事 は あら じ、 もしも かな ふ 

まじと いはむ に は、 ちからなき 夫婦の もの、 くびき 

り、 鑰奪 とり、 門 おしあけて 出む とこ そ 思 ひたれと 

¥"、 戸部の 屋形 ば" むかし 里 見の 義堯 人道の 住みし、 久留 里の 

城下なる 郭- しわ リ しな リ、 その 城の もとは 高さ 山な リ 

そこの 親父と、 我等が 父た ちの、 年 比^た しかりけ 

れば、 たすけ 來ら むと、 おも ひし こ、 ろざし の ほど 

は、 謝する にことば なし、 さりながら、 勘氣 かう ぶ 

り、 家に こもり 居し 人の、 私に 家出ん 事 も 然るべ か 

らす、 まして その 守りの もの を ころして、 門 を 破，^ 

出ん こと、 其 罪 重 s§ たらす やとい ふ、 我 此言を 聞て、 

打 わら ひて、 さらば 人々 のかし こに むかひて、 戰は 

むと せし 事 は 罪に あらす やとお も ふ、 わぬ したち の 

ころさむ とお も ふ 所 は、 皆 々II 田家に て はしかるべき 

人々 なり、 我 ころさむ とお も ひし は、 小 門 守る 夫婦 

の ものな. o、 主の 家人 ころさむ 罪 は、 共に 相 同じく 
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こそ、 もし 其 人の 品の 貴賤 を 論せば、 我 罪 は 猶輕き 

に 似た.^、 當時我 もし 勘 氣をも 蒙ら ざら むに、 人々 

のか、 る 事 ありと 聞て、 ゆきて たすくる 舉な からむ 

に は、 たと ひ戶部 ものた まう 事 こそな からめ、 內々 

に は 我 ふるま ひ をよ しと は 思 ひ 玉 ふべき か は、 さら 

ば、 勘氣を かふ むれる 身と いふと も、 手 かし 足 かし 

いれられた るに も あらば こそ、 それに 人々 の戰 死せ 

んを よそに 聞て、 我 ひとり 家に こも ，9 居た らんに は、 

事 を 公義に よせて、 幸に 死 を まぬがれた る やと こ 

そ、 人 も 思 ふべ けれ、 とても 橫紙を やぶらむ に は、 

何条 主の 勘 氣をも 揮るべき、 我 また おとなしき ほど 

の年齡 にも あらむ に は、 なすべき ふるま ひも あるべ 

けれど、 いまだ はたちに もみたぬ 我 身なり、 されば 

かく 思 ひたちし 事、 たいこれ 我 身の 耻 ならむ 事 をお 

も ひしの みなり、 人々 の 謝し 玉 ふべき 事と も 思 はす 

とい ひしに、 また 答 ふる 事 もな くして、 歸， 9 て その 

父に て あ b し 人に かくと いひし かば、 あはれ ハ乂の 子 

なりけ る もの かなと て、 R を 流して 悅 ばれし と 聞え 

たりし、 此時 たと ひ 戶部は 勘氣を ゆるし 給 ふと も、 

我 父の 對面 をば ゆるし 給 ふま じければ、 此事を かな 


折た く柴の Si 卷上 

しく 思 ひしに、 其後戶 部の 我 を もとの ごとくに めし 

出され じに 至て、 我 父 も 悅び給 ふ、 事大 かたなら す、 

その 微^ かう ぶれ りし 事な ど、 のた まひ 出す 事 もな 

く、 心得ぬ 率と 思 ひしに、 後に 開し に、 かの 關 とい 

ひし 老人の もとより、 かの 時に 我 ゆきた すけむ とせ 

し 事、 また その子 息と 問答せ し 事な ど、 つぶさに 文 

にしる して 贈りし を、 我 父の これ 見 給へ とて、 母に 

て おはせ し 人に も 見せた まひたり き、 此事 によりて、 

心 もとけ 給 ひたる にこ そと、 我 母の のた まひ けれ、 

今 思 ひ 合する に、 か、 る さはぎ の出來 b しも、 戶部 

の 家 減び なむ 事の きざし にゃあり しと、 うたて かり 

し 事な りけ b 

戶 部のう せ 給 ひて、 嫡子に てお はせ し 豫州は 家つ が 

れ たり、 此 人つ ひに 家 減 ぼされ しほ どの 事 なれば、 

戶 部の 心に も かな ひ 給 はす、 我い とけな かりし 頃 ま 

では、 ハス 子對 面の 事 もお はしけれ ど、 其 後 は 正月 元 

日の 見參 より 外 は、 對 面の 儀 も あらす、 一門の 人々 

は、 庶子のお はせ し. を 愛して、 それ を 立ら れんとの 

^にやとう たが はれて、 豫 州の よからぬ 事 ども はし 

られす 、 また 豫州 その 妻室 を 去られし のちに、 出來 
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し 男 ありし を、 戶 部の 上總國 にっか はして ひと、 な 

され、 十二 三に 及ばれし を、 こ、 にむ かへ て、 一門 

の 人々 にも 見せむ とし 給 ひし を、 豫 州は此 子して 家 

つがせむ と、 思 ひ 給 ふと 心得て、 事 を 左右に よせて、 

むか へらる、 にも 及ばす、 戶 部の 病 急なる に のぞみ 

て、 はじめて よびむ か へられき、 戶部 は、 われ 死し 

なば、 我家 は ほろ ぶべき やとの たま ひつ、、 逐 にう 

せ 給 ひぬ、 か、 b しかば、 戶 部の 覺 よかり し 家人 等 

をば、 豫州 よしと は、 思 ひ 給 はす、 まして 我 父の、 

一 日 も 出て 仕 ふる 事 もな くして、 身 をし b ぞ かれし 

をば、 やすから ぬ 事に おもわれし かど、 家つ がれし 

初 なれば、 一門の 人々 の 思 ひ 給 ふ 所 を も 憚りて、 老 

養 ふべき ほどの 祿をも あたへ て、 望に まかせられし 

かど、 我に 父の 祿を あた へられし 事 も あらす、 我 も 

またい とけな きょり、 戶 部の 膝下に ひと、 なし 給 ふ 

事の、 その 心に かな は ざり しほ どに、 めしつか ふ 事 

もお はせ す、 一 年 を 隔てし のちに、 あらぬ 事の たま 

ひ 出して、 我 父に 給り し祿奪 ひ、 我 を も 仕の 塗を禁 

じて、 家 をば 出された るな.^、 か、， 9 しかば、 我 ふ 

た、 び 仕に したが ふべき 望は絕 ぬ、 父母 をば 陸 奥に 


おはせ し 人の、 やしな ひま ゐら せられ たれ、 我 ゆく 

すゑの 事 ども、 いかにと もお も ひわ かたす、 主從ゎ 

づ かに 二人、 身 を 市中に よせつ、 むかしした しかり 

しもの どもの もとよ ，0、 そこらの 人の子 供に、 手 習 

ふ 事な ど をし へて、 世 渡る たすけと もせよ かしと、 

いひお こせたり けれど、 我 こ 人ろ ざしに も あらねば、 

朝と 夕と に は、 こ、 かしこに て、 書 講じぬ る 人の 許 

に ゆきて これ を 聞き、 ひるの ほど は、 日ご^に 父母 

の もとに 參て 兌え まゐら す、 いくほどなくて、 十九 

にて ラせ給 ひし あねの、 夢に 見え 給 ひしが、 心に か 

かりて 覺 えし ほどに、 夜 明し 後に、 いそぎて 父母の 

もとに 參り しに、 妹た る もの、、 子う ネ 6 むと すると 

いふ 事 をき、、 かしこに ゆきし に、 た ひらかに 子う 

み 得 たれ ども、 その 事に よりて、 ほどなく 世 を 早く 

す、 此のち は、 なほ 父母の許に のみ 侍りて、 その 年 

あけて、 夏の 半に、 また あねに てお はせ し 人 を 夢に 

見 ま ゐら せし かば、 いそぎて 參 りしに、 父母と もに 

事 ゆ ゑなくて おはせ しに、 半時ば かりが 後に、 母の 

たちまちに 煩 出し 給 ひ、 つ ひに うせ 給 ひたりき、 此 

のち は老給 ひし 父と 我と、 たいふたり にの みなりぬ 
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れば、 よろ づ 物悲し か. o し 事共、 いふば か， o なし」 

むかし 戶 部の 許に 来れる 老人 あり、 これ は 織 田の 內 

府 入道 常 眞に、 めしつか はれし もの、、 おいしの. ち 

こ り、； X てより 住 倉 了 仁と いひて、 其 7 ご 民 、ん 

に^ 1 を の 力 わしな り 頃 八十 除の 人な リ、 そ ジソ 

の 許に 來り て、 豫州 もとより 戶 部の 御覺 よかり しほ 

どの 人 をば、 ふかく うらみお も ひ 給 ふ 事 なれば、 そ 

この 子息の、 ふた、 びつ かへ に^たが ひ 給 ふ 塗 開ら 

けん 事 あるべ からす、 いとけ なきよ，^ 見 ま ぬらせし 

かば、 我 だに 此 事の 心 くるしければ、 そこの 心の ほ 

ど おしはかりぬ、 こ、 に 我 年頃^た しき 富 商の、 男 

子 はなく して、 女子 一 人 K なる を、 ^かるべき 侍の 

子に あはせ て、 家ゅづ らんと おも ひて、 我と 相 はか 

る 事の 候なる、 あはれ 子息 を それが 望に まかせられ 

んに は、 そこ を も 心 やすく やしな ひ 給 ふべ き 事 なれ、 

此事 M え 申さむ ために 參れ りと いふ、 我 父の 閡給ひ 

て、 こ、 ろざし の ほど 忘る ベから す、 息 男い とけな 

きものに あらす、 我い かにと も 定め 申が たし、 かれ 

と あ ひ はかり 給 ふべ しと 答 給 ひ、 其 明けの 日 我參り 

しに、 かくと 仰ら れ たり、 承りぬ と、 申して かの 老 

人の 許に ゆきむ かひ、 そのこ，、 ろざし の、 報す ベ か 
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ら ざる 事 ども 謝し 訖り て、 思 ふ 所 侍れば、 のた まふ 

所に も 打 任せが たしと いひて 歸參 りて、 我 か、 る 身 

となる 事 を、 御 心苦しと 思 ひ 給 はん 事 を も、 思ひ參 

ら せぬ にも あらす、 又 かく わびしく 渡らせ 給 ふ 事 を 

見 まゐら する に、 いかに かなしく は覺ぇ 侍れ ども。 

御 子とう. まれし もの.、、 ひとの 子と なるべし と は 思 

ひも かけす、 かく 悲しく おも ふ 事 も、 武士の 家に 出 

て 仕 ふる 事の、 かな はざる 故に 候 もの を、. 我 身に 及 

びて、 おやお ほおの 取 傳へ給 ひし、 弓矢の 道 をす て 

て、 商人の 家 つぐべし ともお も ひ 候 はす、 されば か 

くこ そ 答て 候と 巾た，^ ければ、 いとうれ し氣 にお は 

しまして、 か、 る 事に 至て は、 其 人々 の 心に ある 事 

なれば、 父子の 間と いふと も、 いかにと も定 申が た 

き 事なる を、 よくこ そ 答 給 ひたれ、 老たる 父 やしな 

ふべき ために、 身 をな きものに し 給 はむ も、 孝行と 

もい ふべ けれど、 今 聞し 所の ごとき、 孝行の 大きな 

る こと は り には以 るべき 事に も あらす、 我 はじめ 世 

をの がれし よ， 9、 か、 る 身に て 終りな むは、 もとよ 

b 思 ひまう けし 所な り、 返す返す も 我事 をな 心苦し 

く 思 ひ 給 ひそと 仰ら れ けり、 其 後 又 ある 人の、 我た 


めに 謀て、 今の 世に 醫を もて 業と する 人 を 見る に、 

多く は、 方 書 だに 讀 得ぬ 輩な り、 そこの 才學を もて、 

少しく 心 を 用 ひたらん に は、 それらの 庸醫と 比すべ 

き 事に も あらす、 此事當 時の 賤 しき 業に も あらす、 

あはれ 此業を もて 父 を もやしな ひま ゐら すべ き 謀 こ 

そ あらま ほし けれと いふ あり、 古 こそ あれ 後の世の 

人 は、 醫を もて 仁術と もい ひし かば、 志 を 得 ざらん 

人の、 此 事に 隱 れん もまた あしから じ、 され ど我才 

もとより 疎 なれば、 其 業 また 精し から じ、 人 を あや 

まる 所 あらむ に は、 其 術の 仁なる- J と を 得べ がらす、 

此事 我よ くせむ 所に あらす、 古の 人 は ひとりの つみ 

あらざる を も 殺す 事 をな さすと こそ 承れと 答 へぬ、 

か 、りし ほどに、 又當時 天下に 雙 なしな どい ふ 富 商 

の 子の、 學ぶ 友と なりぬ る 事出來 しに、 その子の い 

ひし は、 我 父た る もの、 見 まゐら せて、 必す 天下の 

大儒 ともなり 給 ふべき 御 事な， o、 我 C 兄の むすめの 

唉な るに あはせ まゐら せ、 黃金 三千 圓 にもと め 得し 

宅地 を もて 學 問の 料と なして、 もの まなび 給 ふやう 

にと、 某が 心の やうに 申せと こそ 侍れと いふ、 我此 

事 をき、 て、 御 こ、 ろざし の ほど わする ベから す、 


我む かし ある 人の 申せし こと を 聞し に、 夏の ころ 靈 

山と かに あそびし もの どもの 中、 池に 足 ひたし 居け 

るに、 小なる、 蛇の 來 b て 其 足の 大指を 舐し きる あ 

るが、 忽に 去りて は、 また 忽に來 b て 舐る かくする 

がう ちに、 其 蛇 やう. - ^に 大きい な b しに や、 後に 

は其大 指を吞 むば かりにな りし かば、 腰よ. o さすが 

を 取 出して、 1^ のかた を 上に なして 大 指の 上に あて 

てまつ、 また 來.^ て大指 を吞ん とする 所 を、 あげさ 

まに さしき ，9 たれば、 うしろ ざまに 飛 去る ほどに、 

家に かけ 入りて 障子 を さす、 ともな ひし もの ども、 

なに 事に やとい ふ 程 こそ あれ、 石 はしり 木た ふれて、 

地 ふる ふ 事 半時ば か b すぎての ちに、 障子 を ほそめ 

にあけ て 見け るに、 一 丈餘の 大蛇の、 唇の 上より 頭 

のかた まで、 一 尺餘 きられた るが、 た ふれ 死したり 

とい ふ 事 あり、 その 事の あり やなし や は、 いまだ 知 

らね ど、 今の たま ふこと に 似た る 所の 侍るな hs、 初 

其 蛇の 小し きなりし 程 は、 ゎづ かに さすが を もてさ 

しき， O し 所なる が、 すでに 大きくな b しに 至て は、 

一 尺餘 りの 疵とは 成しな り、 今 我 身まづ しく 窮、 りた 

れば、 人知れ る ものに も あらす、 此身 のま、 にて、 


そこの 亡兄の あと を 承け 繼ぎ なむに は、 その 疵 なほ 

小し きなるべ し、 もしの たま ふ 所の ごとく、 世に^ 

ら るべき ほどの 儒生と もな 》o なんに よ、 その まよ 殊 

に大 にこ そな りぬ ベ けれ、 三千 兩の 黄金 をす て、、 

大疵 あらむ 儒生と 成し 立てられむ 事 は、 謀 を 得 給 ひ 

た， o ともい ふべ からす、 たと ひさしき る 所の. ^しき 

なりと も、 我 もまた 疵か うぶらん 事 をね が はす、 我 

かく こそ 申 たれと 答 給へ とい ひた， り、 後に 聞けば^ 

かるべき 儒生の その 娘に は あ ひぐ せし な、 り、 HI 館 家 

いひし、 その 孫 女の 夫は黑 川と か いひ も： alf 』 、し  一 ； C いがわ- 

て、  せ： 父； g とも に儒に 名 もりし 人な リ^ 寒 を もハ乂 にて おはせ 

し 人に 語り 申ければ、 めづ らし かちぬ 事 なれ ど、 よ 

き^に も あ，？ つるかな と、 わら ひ 給 ひた， 9 き 

我 廿三歲 の 夏の 頃、 豫 州の 家 滅びし かば、 前に^る 

せし 事の ごとく、 我つ かへの 途 もお のづ から ひ t- に 

たり、 かくて 筑前守 紀正俊 朝臣に 薦めし もの、 あり 

て、 廿六歲 の 三月に、 彼 朝臣の 許に 出て 仕 ふ、 一 年 

を 隔て、、、 廿几歲 の 秋、 筑 州の 事お はしまして、 其 

嫡男 下 總守正 仲 朝臣、 彼 あと を繼 がれし かど、 不幸 

の 事の み打績 て、 後に は 家人 等 を 扶助すべき 事 も 意 

のま、 ならす、 皆々 其 祿米 を铋 せられし ほどに、 ， 


折た く柴 の^ 卷上 


三十 三 


一 で 祿 


折た く柴の 詆卷上 


三十 四 


の 不幸 の 事 どもお はし ま さすば、 我 今 ま で かくて は 

おる ベから す、 此 年頃、 堪が たき 事 を も 塔へ、 忍び 

がた き 事 を も 忍びし は、 主と なし ぁゐら せ、 從 者と 

な， o し 所 を 思 ひしが ゆ ゑな り、 け ふ 祿辭し 去， o て、 

あす は 妻孥等 皆々 はなれち りなん を もて、 我 こ、 ろ 

ざしの ほど 見 ゆべき 事ぞ かし、 夭 もしもの し b 給 ふ 

事 あらむ に は、 それまでの 事 も あら じ もの をと いひ 

けり、 總州 もい かに 思 ひ 玉 ひし にゃあら む、 のた ま 

ひ 出す 旨 もな く、 春す ぎ 夏た けての たま ふ 事 ども あ 

、りて、 たい いかにもして、 我家 を ざら む 事、 思 ひと 

どまる べしと あ り しに、^ き^ g 一；； い され どまた 申 

す 旨 ありし 程に 秋の 初に 至て 明 卿 生れた b けり、 そ 

の 程す ぎて、 つ ひに 我 請 ふ 所 を ゆるさる、 此時 にお 

よびて、 家に 餘れる 資財 を はかり 見し に靑銅 三百と 

白米 三 升に は 過す、 よし/^ 忽に饑 る 迄の 事 も あら 

じと いひて、 妻孥引 具して、 年 比 師檀の ゆかりに つ 

きて、 高德 寺に ゆき 至り、 やがて 淺 草の ほと h- に 宅 

借りて 移れり なほ 一 僕 一 婢の ぁひ從 ひし を も、 めし 

つか ふべき たすけ もな し、 いかにも なり ゆけ とい ひ 

しに、 おのれら 習 はぬ わざ を もな して 口 もら ふ ほど 


を 辭し 去る もの どもす くな からす、 我 はじめ 出仕へ 

しょり 此 かた、 彼 父子に しられし 身に も あらね ども、 

凡そ 主と なり、 從 者と なれる もの、、 か \ る 時に 至 

て、 はなれ 去るべき 事に あらす とお も ひし かば、 わ 

づ かに 妻 孥の饑 をまぬ がる、 のみに て、 心に も あら 

ぬつ かへ にした がひゐ たり けれど、 いとま 多 かる 身 

なりし かば、 この 時に こそ 經史の 類 を も涉獵 せし 事 

はめり つれ、 貧 は士の 常な どい ふ 事 あれば、 私の 事 一 

において は、 いかにも 堪忍び しか どゝ つかへ にした 

がふ 身に は、 その ほどに つけて、 なすべき 事 ども 多 

ければ、 つ ひに は 財 盡カ窮 りて、 三十 五歲 とい ひし 

春に 至て、 ありし 事 ども 宵 あら はして、 身の いとま 

を 給る ベ き. H を 申 聞え、 したし かりし もの どもに は、 

かねてよ りかく 思 ひたちし 事 を 語りたり ける に 

米 あれば、 饑て 死す るまでの 事 は あらす、 かく 

M 力 つきはてし 人の、 綠 をも辭 して 去らむ に は 

日の 饑を すく ふべき たすけ も あら じ、 我 身 こそ かく 

までお も ひたち 給 ひたれば、 いかにもお はすべき こ 

となれ、 わかき 妻、 おさなき 子どもの 事 をば、 いか 

にし 袷 ふべき など、 いふ 事共 ありし かど、 賴 みし 人 


の 事 をば いとなみ なむ、 いかで か、 離れ まゐら すべ 

きとい ふなり、 か、 b しほ どに 總 州の 舍 弟の 許よ，^ 

H ，赚& 使して、 斯て おはさん ほど は、 一家の 人、 

やしな はれん 所 をば まゐら すべし と、 いひ 送り 給 ひ 

た り けり、 認^ 認^^ 是は 年比學 文の 事な ど、 

みち 引 ま ぬらせし 所 を、 思 ひ 給 ひしが 故なる べし、 

おも ひがけぬ 事 毛 出 * たれば、 其 秋の 末に、 居所 を 

城 東に うつした，^ しに、 來り學 ぶ もの 日々 に 多く、 

しかるべき 人々 も、 就て 學 ばれし すくなから す、 此 

明の 年、 ある 人の 申せし は、 き" きそ： はもと、 當時 

御覺 もよ からぬ 人の 家より 出で、 しかも 世に 用 ひら 

れぬ 人に、 もの まなび 給 ひ ぬれば、 たと ひ學 優な b 

とい ふと も、 身 を 起し 玉 はむ 事 かた かるべし、 あは 

れ其學 ぶ 所 を あらためて、 後 榮をも 期し 給へ かしと 

いふ、 はじめの ほど は、 打 わら ひての みあ b し を、 

二た び 三た びに 至て、 いふ 事 やます、 我た め あしか 

らじ とて こそ、 かくはの たま ふなれ、 され どのた ま 

ふ 所の ごとき は、 眞實は 我た めよ からむ 事に も あら 

す、 むかし 孔門の 人々 の 事 は、 聞 もお よび 給 ふらめ、 

もし 其師の 時に あはざる がた めに、 我學 ベる 所 を あ 

折れく 柴の 記卷上 


ら たむべき 道 あらむ に は、 彼 人々 なに を くるしみて 

か、 陳蔡の 間に 相した がふ 事の さ ふら ふべき、 凡 は 

人の 生す る 所に 報 ゆ るに、 死 を 以てすべ きもの 三つ、 

いは ゆる 父と 師と 君と、 ある 所の ま、 にて 死 を 致す 

これな， o、 我 今 父す でに 死して、 またつ かふる 所の 

君 もな し、 たい 我 死 を 致すべき 所 は、 師 にて 候 もの 

ひと， o さ ふら ふな， o と 答ければ、 其 後 はいふ 事 もな 

かりき、 我師 なる 人 は、 我 をば そのむ かしつ か へら 

れし 加賀の 家に す、 めん 事 を 思 給て、 その あらまし 

を 聞え 給 ひしが、 加賀の 人に て 岡 島と いふが、 ^ 

我 をた のみた b しに は、 我 本 國に老 たる 母の 

あれば、 いかにもして 先生 推薦 給らん 事 を 申て 給る 

べしと いふ、 我 其 事の ふし を つぶさに 申て、 某つ か 

へに 從 はん 事 は、 いづれ の 國をも 撰ばす、 彼 人は老 

たる a- の 候なる 國 にて 侍れば、 某に 代て す、 めら る 

る 事 某 も 又 望む 所な り、 け ふより して は、 某 を 以て 

彼國 にす \ めら れん 事、 固辭 申す 由 を 申 切りて けれ 

ば、 此 こと をつ くん、 とき、 給 ひ、 今の 代、 誰か は 

か、 る 事 をば、 申 聞べき、 古人 を 今に 見る と は、 か 

かる 事に こそとの 給 ひて、 淚を 流し 給 ひしが、 此後 

三十 玉 


折た く柴 の^ 卷上 


三十 六 


常に 此事 をば、 人々 にも 語 b 給 ひたりけ り、 されば 

やがて 岡 島 をば、 彼國 にす、 めら れき、 かくて 我 三 

十七 歲の冬 十月 十日に、 高カ豫 州の、 我師の 許に * 

りて、 門 中の 人々 誰か は其最 にお はする、 我心の や 

うにて 問 ま ゐら せよ と、 戶 田 長 州の 申すな りと いは 

れ しかば、 I 顧雜售 足下に もよ くしり 給 ひし もの を 

とて、 我事 を もて 答ら る、 同 十五 33 の 夕、 豫 州の 久 

しく 見 侍らぬ とい ふな b 彼 もとに ゆき 玉 へ と 命 せら 

れ しに、 ゆきむ かふに、 尋問 はれし ことな ど、 對ふ 

る こと あ. c 'き、 十二  =1： の 五日に、 豫州 また 我 師の許 

に來 りて、 K 州の ことば を 傅へ て、 我 を 藩邸に す、 

めら れん 事 を はからる、 され ど 我師の 心に みち 玉 は 

ぬ 事お はしければ、 まづ かれに 申して、 御 答申べ け 

れ とのた まひ、 其 夜 我 をめ しての たま ひし 事 ども あ 

り、 六日に また 豫 州い はれし 事 ども あ りしに、 其 夜 

我 また 申す 旨 ありし によりて、 七日の 朝に 至て、 豫 

州の 許に 文して 答申され き、 

はじめ 我師の 心に みち 給 は ざり し 事 は、 祿米 三十 

人 を 扶持す ベ き 料 を 給 はるべ しとの  一 J とな しか 

ば、 學の ® 劣は祿 の：^. 薄に よらざる 事 勿論な，^、 


され ど 世の 人 は、 祿 厚ければ 學 優な.^ と 思 ひ、 祿 

簿 ければ 學も 劣れ、 りと おも ふ 事 よのつねな り、 我 

門に さぶ らふ もの、 中、 かれに しかざる も、 なほ 

さ ほどの 微祿 の もの は あ らす、 かれ またもと より、 

儒 を も て 業と せし ものに も あ ら、 ず、 今まで つかへ 

に し たが ひし 祿 米の ほど も ある もの を、 のた まふ 

所の 如くに て參 らせん 事、 得 こそ かな ふま じ けれ 

とのた まふ、 その、 ち 又 豫州來 りて、 のた まふ 所 

いはれ なきに あらす、 さらば 祿米 四十 人 を 扶持す 

べき ほどの 事 は、 我 いかにも 申 かな ふべ し、 まづ 

かの、 たま ふ 所に まかせて 參ら せられん に は、 そ 

の 後の 事 は、 いかにも^に まかせら るべき 事に や 

と ありし を、 その 夜 我 をめ して、 また かくまで 豫 

州の いひし かど、 我な ほお も ふ 所 あれば、 此 事い 

かに も かな ふべ から やとの た， まふ、 當時彼 藩邸の 

事、 他家の 事に 准す ベから す、 もし 祿の多 小 を 論 

じて、 その まねきに 應せ ざら むに は？ 】 れ より 後、 

他家の 人々 のまね かる . 、事 ありと も、 祿 厚き にあ 

らす ば、 それに 崖す ベから す、 たいしる ベから ざ 

る 所の 事 は 我 命の 厚 簿 いかに や 候べ き、 同じく は、 


豫 州の はから ひに まかせら るべ，、 や 候と 申す、 答 

申さん 事 運から す、 よくお も ひ はかる べしと あり 

し を、 我な ほ 申す 事 ありし かば、 此上 はとて、 つ 

ひに 豫 州の 許に 文つ か はし 玉 ひき 

後に き、 しに、 はじめ 藩邸よ..^ 大學頭 藤 原 信 篤の 

弟子 給 る ベ しと 仰ら れし に 、信 篤 思 ふ 所 や あり けん、 

參ら すべき 弟子 候 はやと 答へ 申たり、 かくて 我事 を 

聞 召 及ばれし のち、 長 州の はから ひに て、 此 年の 春、 

みづ から 6! めし 所の 人 を、 信 篤の 弟子に 申な して、 

さて 後に 我 をめ すべ き よし は いひお こせた る なり 

長 州の す 、めし 所 は、 今の 舟橋 半右衞 門な り、 其 


時は吉 田 藤 八郞と 申す、 もとは 京の 仁齋 とかい ひ 

しもの、 弟子なる を 召 出されき、 此 時に 大學 頭の 

門人に 申 行 はれき、 されば 儲 副に た、 せ 給 ひし 初 

に、 此人は 近習に めしく は へられた b しな トノ 

同き 十五 日の 夜、 長 州の 許より、 我 師に文 贈りて、 

明日 某 を 藩邸へ 參ら せらる べしと あしり しか は、 十 

六日の 巳 時ば かりに 藩邸に 祗 候す、 戶田長 門守忠 利、 

律 田 外 記、 小 出土 佐 守 有 雪 等の 人々 我 をめ し 出して、 

御家人た るべき 由の 仰 をば 小出溥 へられき、 同き 十 


八日、 はじめて 見參 す、 二十 二日、 初て 大學の 書 を 

進講し つ、 明れば 甲 戊の 正月の 初、 仰 下されし はこ 

れょ. o さき、 四書 を講 せしめられし 事 凡 三遍、 小學 

近思錄 等の 書 谷 一 遍、 され どい まだ M: 人の 遨、 いか 

にと いふ 事 を 明らかにせ ャ、 これよ， 9 後い かに 學び 

給 ふべき か、 はから ひ 申すべし との 御 事な り、 その 

對へ ゆせ し 事 ども、 その 大要 は、 いにしへの 聖人、 

脩 己 治 人 の 造、 四 子の 書に 備れ り、 これ を躬に 行 ひ、 

心に 得べき 事、 他に 求む ベから す、 ^かれ ども^ 人 

の大經 大法、 その 詳 なる 事を^ろ しめさ れんに は、 

五 經の書 を兼學 ばせ 給 ふべき か、 荞秋猶 富み 給 ふ 事 

なれば、 おこたらせ 給 ふ 事な からん に は、 其 功の 終 

らん ， J と 遠き に も ある ベ い らすと 申す、 さ らば まづ 

詩禮 より 始めら る ベ しとて 侍講の もの 一 一人に、 日 講 

の 事 を 仰 下されて、 詩 を 進講す ベ き 事 は 某に 仰 下さ 

る、 ■f^ss:^ 此 時に、 我 長女 ©瘡 を うれ ひて、 

二  n 朔 日に 至て 死し、 明 卿 また 其 疱瘡 を うれ ふ、 此 

等の 事に よ. りて、 同き 月 十三 日、 始て詩 經の講 筵 を 

開かる、 此年十 一 月 二十日に 至て、 某講に 侍る 事、 

も； ah ヽ 4»1 一日： ぶ」^ 冬， 0ュ、 草 水鳥 獸 等の ご：，^ ぶ、 m 

Jlfi-KIJll 日{ して -»> 師 して 圖せ しめ、 かれて ま 
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三十 八 


ゐら y しかば、 、、れ 、勺の 事な 講 する^ もムし &纥 ョ f  M^rttif 

侦 わり， V ヽ 其 翻 は徜今 我家！，： ある も Q 也 廿ぁ養 をお 一」 逭^ す 

べき 事 を 仰 下され、 また 此事 すでに 日 ごとに、 講筵 

に 臨まれし といへ ども、 餘暇猶 おはします、 三代よ 

b 以下、 歴世 治亂 興. U の 事 を も、 兼ね 聞 召 れん 事い 

かい あるべき と 仰 下さる、 仰 下さる 所、 誠に 斯道の 

大 幸なら、 さらば 司 馬 氏資治 通鑑、 朱 子通鑑 綱目の 

間 を 以て、 兼學 ばせ 給 ふべき 御 事 かと 對へ 申せし か 

ば、 通鑑 綱目の 書 を兼學 ばるべし、 某 また 進講す ベ 

き 由 を 仰 下さる、 明れば 乙 亥の 年 正月 廿 四！ H、  S 

の 講筵を 開かれ、 间き卄 八！ H、 通鑑 綱目の 講筵を 開 

かる、 此年 書を講 する- 了と 凡 七十 一 日、 十一 一月 一 一十 

一 日に 至りて 功 就る、 此のち 某に 春秋 を講 すべき 由 

を 仰せ 下さる、 この 年 また 禮 記の 功 終らせ 給 ひし か 

ば、 周^ を講 せしめら るべ しと 聞 ゆ、 W 子. の 年 正月 

廿六 ぼ、 赛 秋の 講筵を 開かれ、 左 氏 公 羊 穀梁胡 氏 等 

の 四傳を あはせ 講 せしめら る、 通鑑 綱目 を兼講 する 

事前の ごとし、 春秋の » は 凡 六 年を經 て、 辛已の 年、 

十二 e: 十九 日に 至り、 講に 侍る 事 凡百 五十 七日に し 

て 功 終れり、 これより 後、 通鑑 綱目の 講、 年々 にお 

こたら せ 給 はす、 其 前 S! 功 終る に 及びて、 かくれさせ 


給 ひた， ^けり、 つねに 進講 終り ぬれば、 座 を 賜 b て、 

倭漢 の 故事 等 問 は せ 給 ふ 事 もお はします、 就中 祖宗 

開闢の 時の 御 事に 至て は、 特に 御 心 を 深く し 給 ひし 

ほどに、 書 經の講 終りし 庚 辰の年 二月 十 一 日に、 M 

初よ， り此 かた、 その 封 祿萬石 以上の 人々 の 事 ども、 

進講の 暇 あらむ を， り./^' に、 いかにも しるして まゐ 

らせ よかし など 仰ら れ しに、 明けの 年 辛 巳の 正月 十 

• その 事 を 以て §: 下さる、 同き 十四 日に、 ま 


曰 


づ其食 曰 を 撰ぶ ベ き 凡 列 をし るして ま ゐら す、 しかる 

べき 由 を 仰 下されし かば、 これより 諸家の 事 どもた 

づ ねき はめて、 七月 十 一 日に 至て 草 を 起し、 十月に 

至て 稿を脫 す、 事 は 慶長五 年に 始 b て、 延寶 八 年に 

至る まで、 八十 年の 間、 始封襲 封、 及び 廩除 等、 凡 

三百 三十 七 家、 その 書た， る 正編 十卷、 附凝 ニ卷、 凡 

例目錄 共に 一 卷、 通計 十三 卷を 分^ て 一 一 十册 とな 

し、 自 から 淨書功 終 b ぬれば、 明る 壬 午の 二月 十九 

日に 進呈す、 これよ， り また 書の 名 をば、 御み づから 

撰び 給 ひて、 藩 翰 譜とぞ 題 せらる、 一 flgw れ に 

0^^HI はじめ 某 仰 を 奉-て、 詩 を 

講 せしめられれ しょり 此 かた、 年 ごとに 四書なら び 
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に 孝經周 禮儀禮 等の 書 を兼講 せしめられし 事、 御代 

しろしめされし 後に、 御 使を舉 りて 上洛し、 また 朝 

鮮の聘 事 を 奉りし ほど を 除く の 外、 十九 年の 間、 某 

講 筵に 侍る 事、 凡 一 千 1 一 百 九十 九日な り、 某が 外、 

日 講侍讀 等の 事 を 奉りし もの 三人、 おのく 講 筵に 

侍る 事 も、 また か/、 ぞ 有るべき、 されば 經史 諸子の 

書 等、 大 かたは 殘所 なく ぞ通曉 せ さ せ 給 ひたりけ 

る、 ^瀵 古今の 間、 かく 迄に 學の道 好ませ 給 ひし 御 

事 をば、 いまだ 聞 及びに し 所に あらす、 5 ば 

衍義の 書^ 講. どし めら る、 これむ かくれ 袷 ォ 1； ^り. E -、  ^Dfe 

^し，, ろ 迄に、 正 補 共に 功 終 リ給ひ 匸リ さ、 乙 ま ゲ 寺 禾 ダ才 

に、 常に 御 側に さし 置れ て、 御覽 じつべき 倭 漢の書 

目、 しるし ま ぬらすべき 由 仰 下された、 り、 我師 にて 

候 ものと、 あ ひ はから ひて こそ、 申す ベ けれと 對へ 

まゐら せて、 師 たる 人に 問 ひての ちに、 書目 を ま. Q 

らせ しかば それらの 書 ども、 購求め てま^らすべし 

と あ， o、 こ、 かしこ もとめ 出して、 倭 漢の書 百數十 

部 を 奉れり、 十一 一 HI 一十 一 日に 侍講の 者 一 一人 をめ さ 

れて、 倭漢の 書、 二百 部ば か， りの 書目し るし 出され 

て、 をの/ \ ^らむ とお も ふ 書目に、 點し てま ゐら 

すべ しと 仰^1 さる、 - 】 れは 今まで 御 側に 閣れし 所の 


もの 共な， o、  二人た が ひに 相讓 りて 後、 ひとりの 點 

せし 所、 三つ か 二つば かりに 及べ、 り、 某 その 殘る所 

を 見て、 此 等の 書、 某が 家藏 にある もの も 侍り、 ま 

た 近習の 人々 にわかち 賜らん に、 皆し かるべき もの 

どもな， o と 申て、 我點 せし 所ゎづ かに 十 一 部に 過す 

おのく 其 望む 所に 任せら る.、 ょレ仰 下され、 某 は 

しばらく さぶ らふべ しと 仰 下されて、 年 比 御 自愛の 

物な、 り、 汝 の子总 に相傳 ふべ しと 仰 下され、 六經の 

書 を 下し 賜る、 

此時 仰の 事 ども を傳 へられし は、 今の 越 前 守 藤 詮 

房 朝臣、 いまた 宮內と 申せし 時の 事な、 り、 賜、 りし 

所の 六經 は、 汲 古 ra の 善 本に て、 装潢幷 に 書 匣 鎖 

鑰 等善盡 し美盡 せし 所、 ^ 今 も 家に ある もの これ 

な、 り、 今 ひとりの 賜， りし 所 は、 いくほど な /、 し て 、 

災火 のために、 こと ，广 、く燒 うせし とい ふ、 惜む 

ベ き 事に て あるなら 

明 ぬれば 丙 子の 年の 正月の 初に、 宴 を 開きて、 我師 

な る 人に、 かの 特 賜の 書み せ ま ら せし か ば、 序 作り 

てた ぶ、 其 一年 をへ だて 、、 戊 寅の 九 月 二日、 炎 火 

のために、. 我家 もやけ ぬと 聞 召て、 同 九日に、 黄金 
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四十 


£4lfi え 卜 ノ：： ^ 1,9、 これ は假展 うつべき ための 七 寺 茚さ< 

31^再を|1»しヌォり 料 i すべさ 由の 仰な リさ s  ^ ® ^ 

人の 中、^; にか、 れる 人々 も 多 かる 屮に、 か、 る 賜 

物 ある W は、 特 恩に 出し 所な りき、 され ど此 事な か 

らんに も、 我の み ひと， り屋舍 造り 、什器 作り出す 事、 

かな ふま じきに も あらす、 たと ひまた 賜 ひしと- ro 

を 以て、 それらつ くらむ 用に 充 なんにも、 此所 火災 

しば /(\- 行 はれ ぬれば、 又燒け 失する こと も あらむ 

に は、 此恩も 終に むなしくな、 りぬべし、 いかさまに 

も はから ふ ベ き 事- 】 そ あるべ けれと おも ひめぐ らし 

て、 やがて 彼 賜物 を 以て 新たに 鐘 一 領を威 さしむ、 

今の 糾絲 威の 鋭、 同じ 毛の かぶとに、 鍬 形う ちし 物 

これな， o  、 これ 死 を も て 、朝恩 に 報い ま ゐらせ む 時、 

用 ふべ きがため なり、 我 後たら む もの は、 よくく 

此 SIH を 存じて、 此^と、 後に 賜りし 所の 御太刀と を 

ば、 嫡流の 家に 傳 ふべき 事な り、 その、 ち 五 年を隔 

て、 元祿 十六 癸未の 年の 十 一月、 火災に か、 りし 

時、 枭 して また 我 渥 舍等 やけ 失せし かど も、 此鎧を 

ば、 常に 身に したが へし ほどに、 今も猶 のこれり、 

我師 なりし 人 は、 はじめ 火炎に あ ひし、 戊 笛； の 年 十 

1 一月 廿 三日の 夜に 終， O 給 ひた ，cs、 遺言に よ， りて 葬 ffi 


、、れ 元祿十 一 年の^ 

て、 南 記の：！^ 玄^- 


等の 事 をば、 はかり 申せし な" 

二人 遣 言に ぶリて 葬儀 等 

の 事、 とリ はか リた， りき 

每年 正月の 初に、 講筵を 開かる、 の 儀 あ. 9、 かねて 

より、 講章を 奉らし め 給 ひ、 其 日講訖 b ぬれば、 時 

服 二 領を賜 はる 事、 つ ひに か はら t  0^.s^ 

雅の 中、 めでた さ 詩な 撰び まじ， り S おこ どよ ) ま 主 r 

V， 進講す る 事例と はなり さは し & i 氐 にお はし ませし よ 

、り、 御代 を しらせ 給 ふ 後に 至て、 歲 初に 講筵を 開か 

れ しのち に、 月の 十五 日 を 過て、 日講 初， り、 十二月 

の 末にいた るまで、 大故 おはします 事の 外 は、 朔望 

はいふに 及ばす、 四時 佳節の n: といへ ども、 日講を 

とい めら れし御 事 は あらす、 我 身の 病 多くな， o て、 

大暑 大寒 に 堪ざ る 事 をし ろしめ されし よ. り 後 は、 暑 

甚 しき 時には、 日沒， ^て 後に 參る ベ しと 仰 下されて、 

進講 は 夜に 及ぶ、 天 寒き 時には、 進講 は畫の 間にし 

て、 御座と 某との 間に、 大火 爐を 一 つ 設置 かる、 寒 

猶甚 しきに 至て は、 特に 大爐ー つ をめ されて、 某が 

座のう しろに 置し めら る、 我 進^ に 當り し R1 に 雨 雪 

あれば、 必す御 使 を はせられ て、 出仕の 事 をと どめ 

られ き、 すべて 講 筵に 臨ませ 給 ひし 儀、 春秋 冬 は、 

裏 打た る 御上 下 をめ され- 夏 はすき たる 御 肩 衣に、 
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折た く柴 の^ 卷上  

くが ごとくなる うちに 入て、 藥器 たづね 出して、 か 

たはら に 置つ、、. 衣 改め 着る ほどに、 かの 藥 のこと 

をば、 うちわ すれて、^ せ 出し こそ、 恥 かしき 事に 覺 

ゆれ、 かくて 走す る 程に、 神 田の 明 神の 東門の 下に 

及びし 比に、 地 またお びたいし く ふる ふ、 こ、 らの 

あき 人の 家 は、 赀々 打 あけて、 お ほくの 人の、 小路 

にあつ まり 居し が、 家のう ちに 燈の 見えし かば、 火 

こそ 出べ けれ、 燈 うちけすべき もの を こそと、 いひ 

つ 、走り て ゆく、 昌平 橋の こなたに て、 景衡 の、 

f は 3 我 かたに 走せ 來 るに、 ゆき あ ひて、 あとの 

事、 よきに はから ひ 給へ と、 いひす て、 ゆく、 橋 を 

渡りて 南に ゆきて、 西に 折れて、 また 南 せんとす る 

所に、 馬 をた て、、 ある もの を、 月の 光， o に、 みれ 

ば、 藤 枝若狹 守な り、 これ は 地の 裂けて、 水の 涌 出 

れば、 其 深さ 廣 さの はかりが たさに、 かくて ありし 

なるべし、 ついけ や もの どもと いひて、 ー丈餘 りに 

な h- て 流る、、 水の 上 を はね こえし に、 供なる もの 

ども 同じく こえぬ、 その 水 こえし 時、 足 をうる ほし 

ければ、 草履の 重くな りて、 ゆきが たかりし かば、 

あらため はきて、 はする ほどに、 # 田 橘の こなたに 
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至 b ぬれば、 地 またお びたいし く 震 ふ、 お ほくの 箸 

を 折る ごとく、 また 蚊の あつま b、 なく ごとくなる 

昔の きこ ゆる は、 家ケ のた ふれて、 人の さけぶ 聲な 

るべ し、 石垣の 石 走り 土 崩れ、 麇 起り て签 を蔽 ふ、 

かくて は 橋 も 落ちぬ と 思 ひしに、 橋と 臺 との 間、 三 四 

尺 許く づれ しかば、 跳り こえて 門に 入りし に、 家々 

の 腰板の はなれて、 大路に 橫 たはれ るが、 a き帛 の、 

風に 飜 りしが ごとし、 龍の 口に 至て、 遙に 望みし に、 

藩邸に 火 起れ り、 その 光りの 高から ぬ は、 殿屋た ふ 

れて、 火 出し やと、 いと 覺柬 なくて、 心 はさきに 走 

すれ ど 足 はたい 一所に ある やうに 覺ゅ、 こ、 よ b 四 

五町が ほど、 ゆきし と 思 ふ 比に 馬の足 昔の、 うしろの 

かたに する を、 かへ り 見れば、 藤 枝の 馳來 るな り、 

我 こ、 まで は來 たれ ど、 ゆく 末の 事 はか， 9 がた けれ 

ば、 若狹守 殿と こそ 見 まゐら すれ、 あの 火の ありさ 

ま、 覺束 なく 侍る もの かなと いひし かば、 されば 候、 

來らせ 給へ、 馬上に 候 御 ゆるし かう ぶら むと いひて、 

走せ ゆく、 やがて 日 比 谷の 門に 至る に、 番屋た ふれ、 

壓 されて 死す る もの、、 くるしげ なる 聲 すなり、 か 

しこに 又 馬より おりたちて、，， 居し もの を 見る に、 藤 


枝な り、 これ は樓 門の 茏の、 南北の 檐 より、 地に 落 

かさな， 9 て 山の ごとくに な，^ たれば、 こえが たきに 

よれるな り、 いざた、 せ 給へ とい ひて、 伴な ひて、 

その上 を こえす ぎて、 小 門 を 出で 見れば、 藩邸の 北 

にある、 長屋の た ふれて、 火 出しに て、 殿屋に は、 

はるかに 隔 b たれば 胸 ひらけし 心地す、 藩邸の 西の 

大門 ひらけて、 遠 侍の た ふれし 見 ゆ、 藤 枝 こ、 より 

入らむ とす、 某 は 常に 西の 掖 門より 參り ぬれば、 か 

しこよ.^ 入 候 はむ とい ひて わかれぬ、 かくて 掖 門よ 

b 入りて 見る に、 家々 皆た ふれ かたぶき たれば、 出 

たちて ある 人に、 路 ふさがりて ゆく ベから す、 そこ 

をす ぎて、 常に 參る 所に 至り たれば、 其 所 もた ふれ 

て 入べ からす、 藤 枝 また その ほと h- にた、 すみ 居し 

をと もな ひて、 御納 5. の 口と いふ 所より 入た， o、 こ 

こかし この 天井 落 かゝ りし 所 をす ぎて、 我 は 常に 歡 

候す る 所に 參 りしに、 今の 越 前 守、 詮房 朝臣の、 こ 

なた の 方に 來 るに ゆき あ ひて、 御つ 、が も あ ら せ 

給 はぬ 事 を 聞き、 かくる 時に 候へば、 推參し 候と い 

ひすて、、 常の 御座所に 參 るに、 その 庇の. 內に、 東 

の屋 のた ふれ か、、 りし あり、 近習の 人々 は、 南の 庭 
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上に たち 居たり、 上に は あなたの 庭に おはし ますな 

b とい ふ、 戶田小 出 井上な どのお となた ち も、 こ、 

に 入 來る時 は、 庭 上に たちぬれ ぼ、 五十嵐と いひし 人 

こ、 、 少 S 口., つ少 匸、 力 1 の 一十 面の わ 力き^ の 事な ffl -』 七 こ >ty 

に LKJ^ らこて リ、 御 小 納戸 衆に ズぁリ き 御^に^ 

れ した、 み十帖 ばかり、 庭 上に おろして、 皆々 を 其 

上に 座せ しむ、 地震 ふ 事し きり なれば、 座せ しう し 

ろの 池の 岸く づれ- て、 平 かなる 地 も狹く なれり、 

か 、りし 程に 酒 井 左 衞門尉 眞忠仰 を かう ぶれ， o とて 

入來 りて 火 を 防ぐ、 火 織， o ならん に は、 御座 を 移さ 

るべ しな ど 聞 ゆるに、 御 袴ば かりに、 御 道 服め され 

て、 常の 御所の 南面に 出た、 せ 給 ひ、 某が さぶ らふ 

を 御覽 じて 召す、 御 緣に參 b しかば、 地震の 事つ ぶ 

さに 問 はせ 給 ひて 後に に 入らせ 給 ひぬ、 夜 も 明け 

ぬべき 比に 至て、 お ほやけ に 參り給 はむ と 聞 ゆ、 某 

長 門 守の 耳に つきて、 地震 ふ 事な ほしき り なり、 參 

らせ 給はぴ 事、 いかに やとい ひしに、 我 もさ こそ は 

おもへ ど、 といめ 申すべき 事に あらす、 とい ふ ほど 

に、 出た、 せ 給 ひたり、 かくて かの 火 出しと ころに 

ゆきて 見る に、 た ふれし 家に、 壓れ 死せ しもの ども 

を、 引出した るが、 こ、 かしこに め. o し * 井泉 こと 
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ごとく 賜き て 水なければ、 火 消す ベ き やう も あらや、 

此 時御焰 の 池 水ん-汲ん とい ひし^、 今の 曲 淵 下野 守の、 此永用 ゆべ さ 

時 あり ふ い ひズ、 ゆるさ ざリ し， い に 忍 ひしに や、 おぼつかなし 

か、 りし 程に、 いまの 隱岐守 藤 原^ 衡の我 をい ざな 

ひて、 兄の^ S 朝臣の、 家の 庭に 入りて 膳を薦 む、 

よべ 侍 翳の 坂 本と いひし 人の、 ff" 庭 上に 來 りて、. 

我 を のけて、 釉ょ b 物 出して あた ふ、 湯に ひたし 

たる 飯 を、 茶碗に 盛し なりき、 それ を 食し のち、 程 

へし かば、 飯う ちく ひ、 酒 うちのみて 出、 今の 市 

正 藤 正 ^の 家の 前 をす ぐ るに、 よび 入れ て 茶 を あ た 

へたら、 5! くせし ほどに、 歸らせ 給 ふと 聞て、 入ら 

せ 給 ふべき 所に ゆきむ かひて、 むかへ まゐら す、 そ 

とより、 おとなた ちと 我と 四 人う ちつれ て、 いづこ 

にやと あり けん、 ほそき わた 殿の ある 所を經 て、 常 

の 御 鹿の 方に ゆく に、 作り あはせ の 所に 至る、 人々 

は 草履 を 袖に したれ ど 、戸田 は その 用意な しとみ ゆ、 

我 はか 、る 事 もこ そ あれと 思 ひて、 はじめ 庭 上に 在 

し 時、 そこらの 草质 を、 左右の 袖に したれば、 取 出 

て あた ふ、 か 、りし ほどに、 ふた、 び さきの 所に 出 

させ 給 ひ 某 をめ して、 我い とけな き 時に、 上野の 花 

見し もの どもの、 む れゐし を 見し に 似つ るかな と、 


仰ら れて わら はせ 給 ひぬ、 とかくせ しほ どに、 火 も 

打消えぬ、 ：n すでに 午の 半に もな， りぬべき 比、 又 出 

させ 給 ひて、 某 をめ す、 參り しかば、 妻子 どもの 事、 

そのの ちの 事、 聞え しに やと 仰 あ， り、 よべ 參 b し 後 

にこ 、にの みさ ぶら ひて、 それらの 事 も 承らす と 申 

す、 我 谷 巾の 別業に ゆく 時に、 人のお しへ たりし を 

おも ふに、 居所 は 高き 岸の 下に ありし とこ そ覺 ゆれ 

と 仰ら る、 さん 候と 申す、 いよ- (.« 覺束 なき 事 也、 

かくて は、 地 ふる ふ 事 數：： ：： をも經 め、 ふる ひし 初の 

事の ごとくなら むに は、 あ ひか ま へ て來る ベ から 卞、 

とくく 家に 歸る べしと 仰 下されし かば、 罷 出て 召 

供の ものに たづね あ ひて、 よべの ま 、にさ ぶら ひし 

にやと とふに、 けさと く 家に のこせし もの どもの、 

來 b 代り ぬれば、 家に 歸， o て、 物く ひて、 また 叁れ 

りと いふ、 これによ りて、 妻子 どもの 事、 つ、 がな 

か， りし 事 をし ，0 'ぬ、 心 しづかに 家に 歸 b ぬれば、 未 

の 初に はすぎ ぬ、 明けの n:、 藩邸に 參 りしに、 殿屋 

ことん、 く かたぶき たれば、 東の^ 場に、 假屋 うた 

せ 給 ひて おはします、 地な ほしき りに ふる ひ ぬれば、 

必す火 起. o ぬべ しと お も ふに、 我ぬ， o ご めの かたぶ 


く 迄 はな けれど、 壁の 所々 くづれ 落し あまた 有れば、 

くづれ しっち 水に ひたして、 その やぶれ を 修め 塗ら 

しむお も ひし 事の ごとくに、 同き 廿 九日の 夜に 入て 

火 起れ り、 資財 こと < ^くぬ b ごめ にお さめし かと 

おも ふに、 地 ふる ふ 事 やます、 ぬ b ごめ た ふれん 事 一 

も はかる ベから す、 また 修め 塗 b し 所の 土、 いまだ 

乾かす、 火勢 さか むにして、 新舊の 土の 間 ひらけな 

ば、 內に 火の 入らむ 事 も、 はかりが たく、 やがて そ 

の ほとりの 地に 坑 翳-せて、 賜りし 所の 書 ども、 また 

手づ から、 抄錄 せし もの ども、 ぬ b ごめ よりと り 出 

して、 かの 炕の 中に いれ、 疊 六七帖 その上に ならべ 

置く、  土 厚く きりかけ て、 家 を 出づ、 こ、 かしこに 

て、 火の ために 道 を 遮られて、 火勢 や、 衰 へし 時に、 

その 燒け すぎし あとの 道を經 て、 家に 歸りて 見る に、 

かの 書を埋 みし 坑に 近き 岸の 上なる 家の やけ 落た る 

が、 火、， まだ 消 ゃぞ あ， O ける、 しき， O に 水 を そ、 ぎ 

て、 火 を 打消して、 やけた る 柱な どと， o のけて 見し 

に、 其 家の 落ぬ る 時に、 かの 埋 みし 所の 土 をば うち 

散らして、 上に かさねし 疊の燒 うせ、 下なる 疊に火 

すでにつ きし 程に 歸り來 りけ るな，^、 ぬり ごめ は 思 
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ひしに y す、 た ふれ もせす， やけもう せす， さらば 

はじめ 坑 うがち、 書お さめし 事 は、 徒らに カを勞 せし 

なりけ り、 とい ひて わら ひぬ、 

甲 申の 年 十二月 五日に、 儲 副に 立せ 給 ふと 聞て、 馳 

せ賀し 申さむ ため、 龍 口の ほとりに 及びし 時、 程な 

一 く 西 城に 入らせ 給 ふべ しとて、 道 ゆく 人 をと どむ、 

某が 名を稱 して、 參 るべき 事 あるが ためなり 

一 ^ク. 7  .* 

| とい ひし かば、 さらば 翁り たまへ とて、 ゆるしぬ、 

一 藩邸に 至る に、 御迎の 人— 參り つどへ り、 f 滅 P 口 

f"、々l^ 仏 候べ 詮房 朝臣 を 尋ねし に、 物く ひて おはす 

と 聞て、 其 所に 入りて 賀し 申す、 やがてく ひ はて、、 

坐 をた、 れしを 引と どめて、 凡 天下の 御 事に おいて 

は、 某此 年頃 申せし 所 なれば、 今 はた 申す に 及ばす、 

只 その 申せ し 事共 を、 忘 れ させ 給 ふ 事な か らむ に は 、 

天下の 幸甚に こそ 候べ けれと、 此ー こと を 申すべき 

ために 馳參 りて 候 也、 此由を 以て も らし 申させ 給 へ 

とい ひて、 たちわ かれぬ、 

後に ある 人の 申せし 事 をき、 しに、 いづれ の 比な 

る ことに かお はし まし けん、 詮房 朝臣に むか はせ 

給 ひ、 我 はおめ 西 城に 入らむ とせし 時に、 君 美が 
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馳參 りてい ひし 所 をば、 •  わすれ もやす る、 我 は 日 

として わする 、事 は.^ きもの をと^； 一 りれ しと ぞ 

我 は 此のち 家に のみこ も，^ 居ぬ、 廿日ば かり をす ぎ 

て、 ある 人の 參 りて、 むかしつ かへ 參ら せし 人々、 

その ほど につけつ、、 おの- (- めし 出されぬ、 

我 もが 事の み、 いまだ 仰 下さる、 旨の あら ざれば、 

此事を 以て 歡 申す 人 ありと 聞 ゆ、 我 も 其 由 を 以て 歡 

き .5- さむと 35 へば、 しらせ 申すな りと いふ、 

かく 吿 しらせし 人 は、 芝 崎 十 郞右衞 門な り、 これ 

は 村 田 十 郞右衞 門の、 ^房 朝臣の 舍弟 にっきて 此 

事 を 申し、 またむ かし 藩邸に を はし ませし 時に、 其 

所より 事 を 執 申されし 人々 の 許に も ゆきて、 此事 

を. 1.3:: ありし と 聞え しが 故 なれば な， り、 

年 比つ かへ まゐら せし 所の、 かくお はします を 見 奉 

る 事、 これにす ぎし 身の 幸 や あるべき、 此ほ かまた 

何事 を かもと むべき、 我 また 身 不肖 也と いへ ども、 

さすがに 今 は 藩邸の 蕩 學也、 鱧 を 以て 進 返せん 事、 

これみ づ から 重ん する がた めに も あらす、 いかん ぞ 

人々 の ごとく、 此 等の 事 を もて 申す 事の あるべき と 

思 ひし かば、 御^方 志の ほど 謝する に詞 なし、 され ど 


四十 六 

某が 事に おいて は、 存 する 所 あれば、 それらの 事 を 

以て 申す 事 あるべ からすと 答へ ぬ、 ゎづ かに 一 日 を 

へだて、、 その 月の 廿 六日の 夜、 某 等が 事 執 申す ベ 

き 由 を 仰 かう ぶ b し 人々 あ， o と 吿來れ り、 

此こと 藩邸に 申せし 時の 目 付 衆、 坂 部と いひし 人 

より 吿來 り、 其狀に 見えし 所、 新 井 勘 解 由、 村 田 

七 郞右衞 門、 芝 崎 十 郞右衞 門、 吉田藤 八郎、 服 部 

淸助、 土 肥 源 四郎、 此等七 人 をば、 西 丸 御 側 衆 支 

配 ある ベ しと 云々、 

廿 七日の 申 時ば か， o に、 詮房 朝臣 奉りて、 西 城へ 參 

るべき 由 を 仰 下さる、 やがて 參 りしに、 仰 をう けて、 

むか へみち びくべき 人々 出む か へ、 參 るべき と. ころ 

に みちびく、 

大門の 外に 小人 衆 をつ けお かれて、 中の 口に 案內 

す、 かしこに は、 山 本 K 阿待罟 て、 某 參 b し 由 を 

申ければ、 藩邸の 侍醫 にて あ、 りし、 山 本玄長 出む 

かへ て、 斗鷄の 間に みちびきぬ、 玄長は 某が 相識 

なる をし ろしめ されし ゆ ゑな， 0-、 

戶田長 門守忠 利、 小 出土 佐 守 有 雪、 井上 遠 江 守 正方 

等の 人々 出  も 力  7、 


此 三人 は 某 等が、 事 を 支配すべき 由 仰 かう ぶれる 

所な，^、 

かくて 村 田 等の 人々 も * し 後に 

此時芝 崎と、 服部淸 助と は 見え 來ら す、 めされす 

や あ りけん、 詳 なる 事 を しらす、 

詮房 朝臣 小 出と 共に 出 * て、 仰を傳 へられし 事 終り 

て 人々 退出す、 某 はしばし  力 ほと こゝに さ？^ らふ < 

さ. H を §K« さる、 

これ は 支配の 人々 仰 かう ぶりし 事、 又 此のち 祗候 

すべき 所 等の 事 を 仰 下されし なり、 人々 罷出 しあ 

とに て、 小 出 某が 座に 居よ りて、 これより 後の 御 

事共 は、 天下の 安危に か、 らせ給 ふ 所 也、 我々 が 

事 は、 かねても し b 給 ひし 事の ごとく、 もとより 

不學無 術のと もがら 也、 たのむ ところ は、 そこの 

おはします のみな， o、 此事我 申す 迄 も あらね ど、 

心お よぶ 所 なれ ぼ 聞え 申す. 也と 申さる、 これ は詮 

房 朝臣 御前に 叁られ しあと にて、 たいひと b 申さ 

れし所 也、 此人 いくほど もなくて、 不幸に しづみ 

て 世 を さりき、 誠に 惜 むべき 事な り、 

その、 ち詮房 朝臣より して、 此 ほどの 御 事 ども、 又 

がた く  卷 上 


年明けて 講筵 開かるべき 事な ど 仰 下され、 また 今よ 

りして 後、 叁 るべき やうな どの 事まで 仰 下され、 戊 

の 時に 至りて 罷出づ 

此のち は 中の 口より 入て、 御臺 所を經 て、 奧に參 

る ベ き 由な，^、 

廿 九日に、 元日 大城拜 賀の事 等 仰 下さる、^ 轉 |§ れ、 

雜 ^  ^i^^f 明れば 乙 酉の 正月 元日、 大 城に 拜賀 

す、 同 十 一 日に 西 城に て 講筵を 開かれ、 その、 ち 日 

講に 侍， 9 し 事 も、 潜 邸に おはし ませし 時に か はらす、 

此年 四月 十 一 日に、 村 田 十 郞右衞 門、 吉田 藤八郞 

二人 をば、 小納戶 衆に 召 加ら る、 村 田 はもと 柳 生 

が 家臣な り、 いとけ なくお はし ませし 比、 太刀 打 

の事學 ばせ 給 ふ 時に、 主の 柳 生が 召 供して 參 りし 

を、 我め されし 後に および、 柳 生が 弟子 ま ゐらす 

べしと 仰ら れ しに、 此人 を參ら せた る 也、 吉田を 

召岀 されし 事 は、 前に しるせし ごとくに、 戶 田が 

す、 めて、 また 大學 頭が 弟子と なせし なり、 大學 

頭 は、 當 代の 御 師範な どい ふ 事に て、 其 門人 多く 

は 近習に めしく は へ られ しによ ，9 て、 戶田 また 士  口 

田 をす、 めんがた めに、 村 田 をば 撰擧 せし 也、 今 

四十 七 I 


折た く柴 の. 認卷上 


四十 八 


の 代 こそ は あれ、 彼 人々 の 仰 かう ぶりし 所 は、 古の 

宦 寺の 職掌に して、 士君子の 屑と せざる 所 なれ ど、 

わかき 人々 は、 我が もとの ま、 なる 事 は、 某を禮 

待せ させ 給 ふ 御 心なる をば しらで、 今までし たし 

かリ しが、 うとくな りし もす くな からす、 ゎづか 

に 十：：： をへ だて、、 その 月の 廿 二日、 進講 訖 りし 

後に、 此 所の 庭の 氣色興 あ， り、 市 正正 直に 案內さ 

せて 眺望 あるべし と 仰 下され、 こ、 かしこ 見 はて 

て歸叁 りし かば、 妻子 共に 與 へよ とて、 色々 の帛 

五 卷を賜 ふ、 これ 妻子 共に 物 賜 ふ 事の 始 なりき、 

此時 にこ そ、 此 ほどうと か.^ し 人々 も、 また 來り 

賀 しけれ、 又 此年九 RH ハ 日に、 芝 崎 十 郞右衞 門 は 

致仕したり けり、 此人 もい とけな くまし ませし よ 

り、 御 海に めさる、 事 をお しへ、 まゐら せたり き、 

その 離 も 七 句に あまりぬべし、 馬の る 事に と て 

は、 當 時に 双な き名譽 ありき • 潛 邸に おはし ませ 

し 時よ. o、 戶田 がしれ る^の りに、 長 崎と かいひ 

しもの をす、 めむ とお も ひよりて、 芝 崎が 事 を 申 

事 ども あ， o し を、 開し めし 入れぬ さまして 打 過 給 

ひき、 彼 芝 崎 はお こそよ く 乗れ、 天性 我 K なる 人 


にて いひた き 事の みい ひて、 世の 人の 馬の る 事な 

ど、 かげに てい ひけち たりければ、 にくし と 思 ふ 

もの、 なきに あらす、 御 廐の 預り、 ^訪 部と かい 

ふが 申す 事 ありし を、 當時儲 副に つけ 給 ひし 伯耆 

守正武 朝臣、 もとより 雜訪 部と したし かりし かば、 

戶 田と 心 あはせ て、 よからぬ さまに 申な したれば、 

芝 崎 其 憤に 堪中 して 此年八 H 廿九 日に、 致仕の 事 

を 望 乞 ふ、 日 あらす して 其 請 ふところ を ゆるされ 

しが、 いくばく H を經 やして、 憤り 死に ぞ死 しけ 

る、 此 人と 村 田と 我と 三人 は、 此 とし 比 同僚の ご 

とくに あ， o しに、 此人 いかい 思 ひけむ、 我事 はし 

たしく いひ かたら ひし、 みづ から とれる 所に あれ 

ど、 か、 る 事に て 身 を 終りぬ る こそ あはれ なれ、 

此 比の 事な b  、小 出と 井上と あらそ ひい ふ 事 あり、 

やがて 小 出 は 職 奪 はれ、 すぎし 比 加 賜 b. し 所の 地 

削られたり けり、 これ も戶 田が 正武 朝臣と あ ひ は 

から ひ 申せし 事 あるが 故な り、 初 潜 邸に おはし ま 

せし 時、 戶田は 小 出と 同時につ けられし かど、 年 

比 小 出が 事 を よしとも 思 はす、 井上 は 其 兄の 河內 

守正岑 朝臣 は、 當 時の 老な り、 また 右京 太夫 輝い M 


朝臣の 外從 兄弟 なれば、 少將吉 保 朝臣に むすぼう 

れたる 中な り、 されば 讒說も 行れ やすき 事 もとよ 

, ^也と、 ある 人 は 申た りき、 其 事の まこと いつは 

り はしらね ど、 前に しるせし ご.^ くに、 忠利 朝臣 

は 我 出身の 初の 事 執 申せし 人 なれば、 其 事 を 忘る 

ベ きに も あらす、 小 出 はさせる ゆか， 9 もな けれど、 

此人 すぐよ かなる 听 ありて、 おも ふ 所 をば のこさ 

でい ひしと 聞え しが、 さも ありし にや、 儲 副に た 

たせ 給 ひし 初、 我に いひし ことば ども 思 ひ 出さる 

れ、 戶田 はいかに も 世の 事 を 精練して、 甚だ 機 深 

かる 人と みえし が、 潜 邸の 御 時に、 朝より とく 參 

りつ、、 た いひと りに て、 詮房 朝臣に つきて、 物 

申す 事 あり、 又此 人に つきて 望 請 ふ 所 を 申す をき 

きて、 我 は 承り 訖 りぬ 同僚の 人に よく 申 給へ とい 

ふ ほどに、 事な りぬ るは此 人の 力に よれり とお も 

ひ 事なら ざる をば、 同僚の 人 さまたげ 申せし 也と、 

人々 は 思 ひたりき、 これらの 事 は、 我 まさしく 見 

聞きし 所 也、 此人 ほどなく 祿万 石に 至 b 位 四 品に 

なられし か. ど、 一年ば かり 過て、 丙 戌 十月 十五 日 

、 n といめ られ た， o けり、 いかなる 事に や、 其 


故 をば しらす、 御代 をし ろしめ されし 後に、 前代 

に 戶田は 職と いめら れし かど、 祿と いひ、 位と い 

ひ、 其 幸 すくなから す、 小 出が 事、 今に 至て は、 

潜 邸の 勞に 報いられん ほどの 御 事 こそ あらま ほし 

けれと 申せし に、 此輩は 前代の 御恩淺 からす、 然 

るに むかし 潜 邸に ありて、 二人共に 常に 前代の 御 

政事 を、 さみし 申す 事 をのみ 事と せり、 其 小禍に 

か、 れるは 其 不幸に は あらす、 此 一事 を もて 其 人 

を しるべし と 仰 下さ， れ たり、 これらの 事、 しるす 

べき 事共に は あらね ど、 我 後たら む 人々、 世の中 

の ありさま、 よろしく わき まへ しらん 事 を 思 ひぬ 

れば、 其  一 二 を こ、 に 註し ぬ 

此年 A 月 四日、 某 等が 事 奉るべき 人 を あらため 命せ 

らる、 

此日 井上よりの 狀に、 某 幷服部 父子 土 肥 四 人の 事、 

若年 寄 衆の 支配た る ベ き 由 を 仰 下さる と 云々 

明けの 年 丁亥 五月 十九 日、 宅地 幷に 屋材、 家作る ベ 

き 料と して 黄金 一 一 百兩を 下し 賜 ふ、 

永 井伊 賀守尙 平、 大久保 長 門 守敎重 二人 雉子 橋の 

外に 於て、 宅地 三百 五十 坪 を 賜 ふ 由の 仰を傳 へら 


折た く柴の ^卷上 


四十 九 


折た く柴の 記卷上 


五十 


る、 事 訖，^ なば、 奥に 參 るべき 由 仰 下されし かば 

參. o て 宅地^ はる 事 を 謝し 申せし に、 獱邸 にあ， o 

し 人々 の 家 こぼ たれし 時に、 蜂屋源 八郞の 家を殘 

し 置れ し は、 そこに 賜 ふべき 事 を 思 召されし が 故 

なり、 今 彼 家 を 以て 下し 賜 ふなり、 され ど 其 家 を 賜 

ふ 所の 地に 引 移さん 事、 私の 力に 及ぶ まじければ、 

家 引 移すべき 料の ため、 黃金 百兩を 下し 賜 ふ 由、 

詮房 朝臣して 仰 下され、 同月 卅 日に 至て、 家 造る 

べき 用 皮たら すと 聞し めし 及ばれし によ， りて、 ま 

た 黄金 百兩を 下し 賜りた りき、 

七月 廿 六日、 新宅に 移れり と 聞し 召れ、 八月 朔 HI に 

至て、 出仕すべき 所の 御門の 事 仰 下さる、 

これ 出仕の 道の 程、 遠 からん 事 をお ぼしめ されて、 

紅葉 山 下、 幷に褢 御門より 出入すべき 由な b 

此月 晦日、 大城 において 散樂 あり、 これ 家 千代 君 御 

誕生 御賀の ためなり、 我 君の 御 外 叔父 大田內 記と 某 

と 一 一人 參 るべ き 由 を 仰 蒙る、 

これより さき、 七月 十日の 晚御 誕生の 事 あり、 此 

U の 事 は、 永 井 大久保 連署して 仰を傳 へらる、 ま 

た 兼て より 大久 K 仰 を 奉りて、 その 一 族 大久保 左 


京して 二人 を 誘引せ しむ、 これ 二人共に 是 等の 事 

にっきて は、 初參の 儀なる が 故 也、 この、 ち は、 

每事 にっきての 廻文に、 大 田と 某と 二人 を 以て 充 

所と せらる、 

十一 R: 廿 三日 午後 參 るべき- S を 仰 下さる、 よべ 地震 

ひ、 此日 午の 時 雷の 聲す、 家 を 出る に 及びて、 雪の 

ふり 下る がごと くなる を 見る に、 白 灰の 下れるな b 

西南の 方 を 望む に、 黑き 雲の 起り て、 雷の 光りし き 

りに す、 西 城に 參り 着し に 及びて は、 白 灰 地 を埋み 

て、 草木 もまた 皆 白くな， りぬ、 此 日に 大 城に 參らせ 

給 ひ、 未の 半に 還らせ 給 ひき、 輕^ や 

がて 御前に 羞 るに、 天 甚だ 暗 かりければ、 燭を擧 て 

講に 侍る、 戍の 時ば かりに、 灰 下る 事 はやみに しか 

ど、 或は 地鳴り、 或は 地震 ふ 事は絕 す、 廿 五日に、 

また 天 暗く して、 雷の 震す る ごとくなる 聲し、 夜に 

入 b ぬれば、 灰 また 下る 事甚 し、 此日 富士山に 火 出 

て燒 ぬるに よれり とい ふ 事 は 聞え たりき、 これより 

のち、 黑灰 下る 事 やます して、 十二月の 初にお よび、 

九日の 夜に 至て 雪降りぬ、 此 ほど 世の 人 咳嗽 を うれ 

へす とい ふ もの あらす、 かくて 年 明 ぬれば、 戊 子 正 


月 元日 大雨 よのつねなら や、 閏 正月 七日、 去年 富士 

山の やけしにより て、 ほとりの 國々 の地埋 みし 灰 砂 

を 除かるべき 役 を諸國 に當ら る、 械，相百駿き州 地の—^^ 一瞬 

へ 同廿ー 日、 當 十の 大餞 鑄ら る、 事 を 仰 下さる、 

三月の 比に 至て、 地上 白 毛 を 生す る 所 あ b と 聞え し 

が、 いくほど なくして、 我 宅地に も此怪 ある 事 を 見 

たりき、 此餘天 變地妖 の 事 ども やむ 時な く，， -て、 此 

年 も 慕し かど、 まの あた， o 見し にも あらぬ 事共 は、 

こ、 に はしる さす、 六月の 半に 至て、 我家の ほと b 

の 町々 を 他所に 引う つされ、 瞧^ またお ほくの 人々 

の 宅地 かしこ こ、 に うつさるべし など 聞 ゆ これ は 城 

北に 御所 を 作られし によれ b とい ふ、 八月の 半に は、 

馬の 毛き る 事を禁 せらる、 由 を 承りぬ、 これより 後 

は、 人々 の 引せ しも 乘 しも、 皆 野に ある 馬 を 見る が 

ごとくに なりぬ、 九月の 末つ かたに は、 かさねて 大 

錢 通用の 事 仰 下され、 十月に 至て、 畜類の 事 ども あ 

はれむべき よし、 三 條の制 を 出さる、 か、 りしの ち 

は、 馬に のるべき ほどの 人々、 馬 引せ しのみ にて 乘 

る 事 も あらす、 又 商人 共の、 大餞 通じ 行 ふ 事 を 難す 

る 由 聞え て、 富める も 貧しき も、 老少 男女 一 人 もの 


こらす、 大餞用 ふべき 由の 證狀 を參ら すべきと て、 

日々 に 其 催促 あるな どい ふ ほどに、 年 も くれて、 明 

れば己 S の 正月 元日に は、 去年よりの 御 不豫の 事に 

よりて、 儲 副 拜賀を 請 させ 給 ひたりき、 七： n に は 身 

病す る 事 ありし ほどに、 出仕に も 及ばで 家に こも，^ 

ゐ しに、 十日の 畫 過る 比よ り、 なに. となく 人の ゆき 

かふ あしの をとの はやき が、 心得ぬ 事に 思 ひしに、 

日 慕る、 程に 大喪の 御 事つ げ來， o しこ そ、 誠に 肝つ 

ぶる、 事に て ありつれ、 
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nj 丑の 卷 正月 十 HJ に、 大喪の 御 事 聞え て、 明日 は 人 

人 西 城に 參 るべき 由 を 吿來れ り、 我 も 明る 十一 日に 

參る、 時に 封 事 を 袖に して、 詮房 朝臣して 奉らむ と 

思 ひしに、 あ ふ 事 かな は ざり しかば その 舍弟 中務少 

輔论衡 して 奉る、 ！：勢 輕碰 其 封 事に は當 時の i 一條 

をし るした. りき、 此：： ： 夜に 入て 雨 降ぬ、 これ 去年 十 

日の ゝち はじめて 降りし ところな-^、 十二 日に 

も、 また 參て封 事 を 奉る、 此夜 また 雨降りて 曉に至 

れり、 これより 日々 に參 りし かど も、 いまだ 詮房朝 

. にに は あは や、 十五 日に 至て、 初て あ ひて、 此 ほど 

巾せ し 事な どの 事 承りた b け り、 十七 日に、 大錢を 

廢 せらる、 の 由 仰 出さる、 此夜 また 雨ふりて 曉に至 

る、 人々 の 宅地、 町々 等 を 他所に 引 移さる、 事共の 

やみし も此 比の 事なる べし、  ， 

大錢の V、 前に しるせし ごとくに、 去年 冬よ b. 此 

かた、 商人 共通 用す ベ き. s の 證狀を まゐら すべ. き 


にて、 其 事の 催促、 大喪の 御 事 ありし日に 至れ， 9、 

また 人々 の 宅地 町々 引 移すべき 由の 事共、 年す で 

に 明に ければ、 家 こぼち、 屋 作り、 資財 雜具 等、 

もちはこびぬ 先例 か、 る 御 事の ある 時 は、 七日 ほ 

ど はェ商 共に 其 職業 をと いめ ぬれ ど、 その ほどす 

ぎて は、 物 をもう りか ひ、 星 作り事 等 も始り ぬれ 

ば、 此 等の 御沙汰な からん に は、 世の 人 安堵す ベ 

から やとて、 偖 やむべき にあらざる 故に、 今 H 此 

事 仰 下されし 所な り、 

十九 日に 叁， 9 し 時、 元 和 令の 事、 仰 下されし 旨 あり 

しかば、 罷歸， りて、 その 夜、 神 祖法意 解 一 册を 撰て、 

明 日 は獻ら むと 思 ひしに 、夜 明 ぬればめ されし かば、 

參りて 其 書 を 獻れ， o.、 午の 終りに 罷歸 b し を、 かさ 

ねて 又め しによ て參 る、 此 日、， 前代の 御 時に 制せ 

られ し、 生類 あはれ みとい ふ 事 をと いめら れし由 を 

■o ぬ、 廿 二日に 至て、 御 葬送の 儀 あり、 これ は 十 

日より 此 かた 廿 23 に 至りて、 雨ふりつ いきし 故に、 

日に およびし とぞ 聞え たりけ る 

ある 人の 申せし は、 御 葬送の 儀け ふまでの びし 事、 

眞實は 雨 ふ，^ ついきし ゆ ゑに は あらす、 其 故 あり 


し 事 也、 いづれ の 日に か ありけ む、 儲嗣の 參らせ 

給 ひしに、 少將吉 保、 右京 太夫 輝^、 伊賀 守 忠榮、 

豊前守 直 重 等の 朝臣 を はじめて、 近習の 人々 をめ 

されて、 我此年 比、 生類いた はりし 事 ども、 たと 

ひす ぢなき 事に さむら ふと も、 此 事に 限りて は、 

百 歳の 後 も、 我 世に あ b し 時の ごとくに、 御沙汰 

あらむ こそ、 孝行に おはす ベ けれ、 こ、 に 侍 ふ も 

のど も、 よく 承るべし と 仰ら れ た，^、 され ど、 此 

年 比、 此 事に よりて、 罪 かう ふれる もの、 何十 万 

人と いふ 數を しらす、 當時も 御 さたい まだ 決せす 

して、 獄中に て 死した る もの、 屍 を 鹽に漬 しも 九 

人 ま であり、 いまだ 死せ ざる もの、 また 其 數 多し、 

此禁 除かれす して は、 天下の 憂苦 やむ 事 あるべ か 

らす 、され ど さほどまでに 仰 置れ し 事 を、 御代に 

至て、 その 禁 除かれん 事も^ かるべ からす、 たい 

いかにもして、 御 遺誡の ごとく ならむ 事 を 思 召さ 

れ しかば、 ま づ吉保 朝臣 をめ して、 思 召 よられし 

所 を 仰 下されし に、 此 朝臣 も 固よ b 此事 よしと 思 

ふべき にも あらす、 殊に は 前代の 御覺 こそ 他に こ 

となれ、 此 後の 事 はかりが たしと 思 ひし かば、 仰 

— 浙 やえ め S 港 # 


下されし 所、 誠に 御 孝 志. の 至と こそ 申す ベ けれと 

いひし によりて、 さらば 輝貞を はじめて、 今まで 

此事を 奉れる もの どもに、 此 むね を傳ふ べしと 仰 

かう ふ. o、 吉保 人々 に 仰 をった ふこ とん， \  く 皆異 

議 におよ ぶ 輩 も あらす、 士ロ 保 其 由 を 申す、 さらば 

とて、 廿日に 御棺の 前に 參らせ 給 ひ、 はじめ 仰 を 

承りし 事共、 我 身に おいて は、 長く 仰に たが ふ 事 

あるべ からす、 天下 人民の 事に 至て は、 存する 所 

險 によりて、 御 ゆる， し を かう-ふる ベ きに：^ と 申さ 

せ 給 ひ、 むかし かの 仰 承りし 人々 を、 御棺の 前に 

めし 出されて、 ありし 御 事 ども 仰 下され、 その、 

ち此禁 除かる、 由 をば 仰 下された る 也、 いまだ 御 

葬送の 儀 も 行 はれざる ほど なれば、 世に は 御 遺誡 

の 事と おも ひたる 也、 また 今度の 御供に さぶ らふ 

べき 近習の 人々 の 中、 髮 おろさむ 事 を、 望 申せし 

すくな からね ど、 これらの 舊例、 その 人の 數 定ま 

れる式 あれば、 其 人 を 撰び 申すべき 由 を、 吉保等 

の 人々 に 仰 下さる、 此 時に吉 保も髮 おろして、 御 

供に さ ぶら はん 事 を 望 申す 旨 あり、 双な き 御 恩 を 

感じ まゐら せて、 かくお も ふ 所 はこと はり なれば、 
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我 またとい むべき にも あらす、 され ど 代々 の 例 を 

按 るに、 人々 の ごとき もの、、 髮 おろして 御供に 

さ ぶら ひし 事 は あらす、 むかし 嚴有院 殿の 御代に 

至て、 殉死の 事 をば といめ られ き、 いま はた 我 世 

の はじめに、 此 等の 例 を始ん 事、 もっとも^ かる 

ベから や、 所詮 御 葬 事 終らむ ほどに 致仕して、 子 

息に 家事 ゅづら むの ちに、 望 申す ごとく 髮 おろさ 

んに は、 代々 の 例に もた が はす、 またみ づ からの こ 

ころ ざし をも遂 ぬべき 事な りと 仰ら れ しかば、 此 

朝臣つ ひに 仕 を も 致したり きとい ふ、 此兩事 は 我 

に は 仰 もき かせ 給 はぬ 事 なれば、 其 事の あり やな 

しゃ をば^ らす、 され ど 我に 語りし 人 も、 うきたる 

事い ふべき 人に も あらねば、 其說を こ， ゝに 註し ぬ 

此日、 御 石槨 銘の事 ども、 大學頭 信 篤に 仰 下されし 一 

由 を 承れ b 、此事 は 過に し 十八 日に めされし かば、 參 一 

しに、 御 石槨 銘の式 、いかい 有べき にやと 仰 下されし 

によりて、 倭漢 共に 其 式 ある 事共 を 申す、 撰び 參ら 

すべし と あ， o しほ どに、 十九 日に 草 を..^ ゐ 1ら せ 別に 

倭漢の S 式 を も 注し ま ゐら す、 今日 承る に はじめ， 一 

篤 申せし は、 代々 御 石槨 銘、 某が 家に て 題し 來れる 一 


によりて、 延寶の 御 事の 時 も、 某銘し 候と 申す、 其 

草 をめ されし に、 御位署 を^る せし 所 も、 こと <\ - 

く 式に かな はす、 書法 もまた X かるべ からすと 思 召 

されし かば、 某 をめ し 試ら れ、 草 を も 奉らし めら る、 

其 後 佐 渡 守 長 重 朝 kn をめ され、 日光の 准 后に 參て、 

此ニ式 いづれ かし かるべ き 由 を 問 申す ベ き 由 を 仰 下 

さる、 准 后 も 後の 式に まくべ からすと、 申 給 ひしに 

よりて、 某が 草せ し 所 を 下され、 此 式に 銘 すべし と、 

信 篤に 命じ 給 ひしと ぞ 仰ら れ ける 

廿七 H に參し 時に、 また 封 事 を 奉る、 其 事の 大要 は、 

わが 祌祖 天より 勇智を 賜らせ 铪ひ、 奄に 天下 をた も 

一 たせ 給 ひし 御 事併是 祖宗 累世の 德を 積せ 給 ひし 所に 

よられて、 子孫 萬 世の 業 を 創め 給 ふこと を 得られき、 

されば 男女の 御子 も 多く、 それが 中には さきだち 給 

ふ もお はし ませし かど、 大國に 封せられ 給 ひし 所、 

今 も 其 後の 榮給ふ 四 人までお はし ませり、 第一 一代の 

一 御子、 國に 封せられ 給 ひし 所、 駿河 殿御 事 ありし 後、 

； 今 はたい 會逮 殿の 御 後の みお はします、 第三 代の 御 

一 子の、 封に つかせ 給 ひし 所 も、 二人まで おはし まし 

一 き、 第 四 代に 至らせ 給 ひ、 御世 繼 るべき 御子お はし 
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まさす、 かくれ 給 ふべき ほどに は、 御 連枝 も 前代の 

みわたら せ 給 ひければ、 御 養子の 譏 あ.^ て 御世 を讓 

らる、 前代の その 御世 を 繼れし 初に は、 若君 わたら 

せ 給 ひし かど、 いくほどなくて かくれ 給 ひ、 その 人 

ち は 御子 も 出 來給は ざり しにより て、 當 代の 御 事 を 

こそ、 御 養子 ともなされ たり けれ、 されば 第三 代よ 

b 此 かた、 天下の 大統 の斷給 ひし 事、 すでに 二た び 

に 至 b 給 ひぬ、 神 祖の御 功德を もて、 いまだ 百年に 

及ばす して、 その 大統 のかく おはします 事 • 必ら す 

そのい はれな きに も あら じ、 まして や 當時は 前代の 

御子と ならせ 給 ひし 御 事 なれば、 某 ひそかに 憂 思 ふ 

所淺 きに あらす、 此時 にあた， 9 て、 夭 其 禍を悔 て、 

其 命 維新なら む 事 は、 神 祖の御 德を繼 れんに^ くべ 

からす、 但し それらの 御 事 は、 某 二十 年が ほど、 進 

講 せし 所 なれば、 今 はた. S; すに も 及ばす、 それが 中、 

議し 申べき 一 事の 候 は、 元 享建武 の 間、 皇統す でに 

南北に わかれ、 南朝 はいく ほどなくて 絕 させ 給 ひぬ、 

北朝 はもと これ 武家の ためにた てられ 給 ひ ぬれば、 

武家の 代の 榮を も衰を も、 とも にせさせ 給 ふべき 御 

事なる に應. L1 の 後、 世の みだれ 打續 て、 武家す でに 


衰給 ひに し 上 は、 朝家の 御 事 は に 及ばす、 當家 

の神祖 天下の 事 を、 ^ろしめ されし に 及びて こそ、 

朝家に も絕 たる をも繼 ぎ、 廢れし を も 興させ 給 ふ 御 

事共 は ある なれ、 ^か は あれ ど、 儲 君の 外 は、 皇子 

皇女 皆々 御 出家の ことにお いて は、 今 もな ほおと ろ 

へし 代の さまに、 か はり 給 はす、 凡 匹夫匹婦の 賤し 

きも、 子 を 生て は、 必らす 其 室 家 あらむ 事 を 思 ふ、 

これ 天下 古今の 人の 情なり、 また 今 農工 商の 類： U に 

も、 男に は 其 資財 を わかち、 女に は 其 婚嫁を もとむ、 

まして ゃ士 よ， o 以ヒ ことん，、 くみな^ からざる はな 

し、 か、 る 世の なら はしと なりて、 年 久しければ、 

に は 今まで 申させ 給 ふ 御 事 こそな からめ、 此等 

事ね が はせ 給 ふべき 所と も 思 はれす、 たと ひ 又 

に は 申させ 給 ふ 御 事 こそな からめ、 これらの 御 

なから む 事、 上に つか ふま つらせ 給 ふ 所 を、 つ 

れし とも 申す ベ からす、 當時 公家の 人々、 家頒 

の ほど も ある なれ ば 皇子 立 親王の 事お はし まさむ に 

も、 いかほどの 土地 を まゐら せらるべき、 皇女 御 下 

嫁の 事お はし まさむ にも、 いかほどの 國財を か 費し 

袷 ふべき、 この 國 天祖の 御 後の かくの みお はし まさ 
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むに、 當家神 祖の御 末 は、 常 磐 堅  1 磐に、 榮ぇ おはし 

まさむ 事を望 まむ は、 いかに や はさぶ らふべき、 さ 

れど 某が 申す ごとくなら むに は、 これよ b 後、 代々 

の 皇子 皇女、 某數 多くお はし まさむ に 至て は、 天下 

のお も、 つがせ 給 はぬ 所 ありぬべし など 申す 事 も 候 

はん 歟、 古より 皇子 皇女、 *數 十 人お はし ませし 代々 

も すくなから ね ど、 それらの 御 後、 今に 至り 給 ふ は、 

いくばく もお はし まさす、 夭 地の 間に は、 大算數 と 

いふ もの、 ある 也と、 古の 人 は 申た， o き、 これ 等の 

事 は、 人の 智力のお し 量るべき 所に あらす、 只理の 

當否を こそ 論じ 申す ベ けれ、 或は 又 皇子の 御 後 多 か. 

ら むに は、 つ ひに は 武家の 御た め、 不利の 事 ども 出 

來 ぬべき など、 申す 事 も あるべき にや、 高 倉 宫の令 

ほに よりて、 諸國の 源氏 起 りし 事 も あれ ど、 これ は、 

平 相國 入道の ひが 事の み 多くして、 家 滅びぬべき 時 

にあ たれるな り、 もし 此 等の 事 を 以て 誡 とすべ くば、 

高 時 入道 滅びし 時に 令旨な されし は、 梨 本の 御坊に 

はお はし まさす や、 さらばた とひ 御 出家の 御身と い 

ふと も、 それらの 事 あら じと は 申す ベから す、 これ 

らは たい 武家 御 政事の 得失に こ そか 、 b 給 ふべ け 


れ、 すべて 此 等の 事、 よ く- -\ 御 心せ させ 給 ふべき 

所 也と 申せし 也、 此封事 御覧の 後、 仰 下されし 事、 

ふた、 び 三た びの、 ち、 申 所 そのこと はりあ さ 

れ どこれ 國 家の 大計 也、 よく/、 御 思惟 有べ しと 仰 

下されし に、 やがて 今の 法皇の 皇子 秀の宮 とか 申す 

御 事、 親王 宣旨 あるべき 由 を 申させ 給 ひたりけ り、 

其 後 また 前代に 皇女 御釐 降の 事 を も 仰 定られ き、 こ 

れ； らの事 ども、 我 此國に 生れて、 皇 恩に 報い まゐら 

せし 所の 一事 也、 され ど 我 ひそかに 憂 思 ひし ごとく 

に、 前代の かくれ 給 ひて、 つ ひに 天下の 大統絕 させ 

給 ひし 御 事 は、 人力の よくすべき 所に も あらす、 さ 

れ どまた 我 これらの 事 ども 申せし 事 も あれば、 万歳 

の 後の 御 事 ども 深く 遠く はかりおか^ しごとく に、 

當代 御繼統 おはし ませし 事、 これ. また 天下の 大 幸と 

こそ 申す ベ けれ、 

秀の宮 の 御 事、 やん ごとな き 人の、 むかしよ， ^親 

王家た、 せ 給 ふ 事 は 難き 由 をのた まひと いめ 給 ひ 

しか ど 用 ひさせ 給 ふ 事なくて、 公家に 申させ 給 ひ 

しと 聞ぬ、 誠に ありがたき 御 事 也、 され ど 此事ま 

さしく 某に 仰 聞かせ 給 はぬ 所 なれば、 本文に は^ 


る さ 1  • 

此封 事に は、 倭潢 古今の 事共 を あはせ 論じたり けれ 

ば、 文殊に 長く また 其 事 淺學の 人の こと..^ .» く にさ 

と ，0 わき まふべき 所に も あらねば、 こ、 に はたい 其 

^5^>^^  ) こり、 此纣事 は、 將軍 宣下の 事に ぁづ かれ 

大 Sp\ をのみ まるし ナり る 事の われば、 此時 L1 奉い-しな リ 

二月 三日 召しに^ たが ひて 叁れ り、 詮房 朝臣して 仰 

下されし は、 大喪の 後 は、 老 ども 一 人づ 、をして 本 城 

に 宿直せ しむ、 ^かるに 彼等 申す 事 ありか、 る 時 一 

日 も 本 城に 主な からむ こと 然るべ から や、 我す みや 

かに 移るべし とい ふ 也、 代々 の 例、 前代 常の 御座所 

をば つく b 改められて 移 b 給 ひぬ、 此 たび は 大御臺 

听移， o 住せ 給 ふべ き 御所 をつ く， o てま ゐら すべ き 事 

なれば、 これらの 事を議 らしむ るに 及びて、 國 財す 

でに つきはて、、 すべて 今よ b 後の 事共に、 取 用 ふ 

べき ものな しとい ふ、 前代に 國 家の 財 用、 加 賀守忠 

朝狄久 つかさどりし 由 なれ ども、 眞實は 近 江 守重秀 

| 一  人に 任せられ しかば 重秀、 美 濃守吉 保、 對馬守 

重 富 M 等と 相 はから ひし 所な り、 されば 加賀守 も、 

其詳 なる 事 をば しらす、 ，まして その 餘の者 どもの 相 

ぁづ かれる 所に は あらす、 今 重 秀が議 b 申す 所 は 御 


料す ベて 四百 万 石、 歲々 に納 らるゝ 所の 金 は 凡 七十 

く  安、 此內長 崎の 運上と いふ もの 四 萬兩、 酒 運上と いふ 

■K 七^ もの 六 千兩、 これら 近 江 守 申 行 ひしと ころ^り 

此內夏 冬 御給 金の 料 三十 萬 兩餘を 除く 外、 餘る所 は 

四十 六 七 万雨餘 なり、 しかるに 去 歲の國 用、 凡 金 百 

四十 万 雨に 及べ，^、 此 ほかに 內裏を 造 b まゐら せら 

る、 所の 料 凡 金 七 八十 万 兩を用 ひらるべし、 されば 

今國 財の 足らざる 所、 凡百 七 八十 万兩 に餘れ り、 た 

とひ 大喪の 御 事な しとい ふと も、 今より 後に 用 ひら 

るべき 國財は あらす、 いはん や、 當 時の 御 急務 御中 

陰の 御 法事 料、 御霊屋 作らるべき 料、 將軍 宣下の 儀 

行 はるべき 料、 本 城に 御 わた ましの 料、 此外內 裏 造 

b まゐら せらるべき 所の 料猶 あ.^、 しかるに 只今 御 

藏 にある 所の 金ゎづ かに 三十 七万兩 にす きす、 此內 

二十 四萬兩 は、 去年の 春 武相駿 三 州の 灰 砂 を 除く ベ 

き 役 を、 諸國に 課せて、 凡百 石の 地より、 金 三兩を 

徵れ しと ころ 凡 四十 万兩 の內、 十六 万兩を もて、 其 

用に 充ら れ、 其餘分 をば、 城 北の 御所 造らるべき 料 

に殘し 置れ し 所な り、 これより 外に、 國 用に 充らる 

べき もの は あらす、 たと ひ 今 これ を 以て、 當 時の 用 

こ充ら る、 とも、 十分が 一 にも 足る ベから すと いふ 


折た く柴の 記卷中 


五十 七 


 折れく 柴の 記卷中 

なり、 加 賀守を はじめて、 みな/ \ 大きに 驚き うれ 

へて、 かさねて 近 江 守に 譏らし むる に、 前代の 御 時、 

歲ご とに 其 出る ところ、 入る 所に 倍增 して、 國 財す 

でに つま づきし を 以て、 元祿八 年の 九 m: より、 金銀 

の 製 を 改造ら る、 これより このかた、 歲々 に收 めら 

れし 所の 公利、 總計金 凡 五 百 萬 雨、 これ を 以て 常に 

その 足らざる 所 を 補 ひしに、 おなじき 十六 年の 冬、 

大地^に よりて、 傾き 壤れし 所々 を 修繕 せらる、 に 

いたりて、 彼歲々 に收 めら れし 所の 公利 も忽 にっき 

ぬ、 その、 ち、 また 國 財たら ざる 事、 もとの ごとく 

な b ぬれば、 寶永 三年 七！；：： かさねて、 又 銀貨 を 改造 

られ しか ど、 なほ 歲用 にたら ざれ ぼ、 去年の^、 對 

お 守ま^ が はから ひに て、 當十大 餞 を 鑄 出さる、 事 

おも. ！^亍>合>き 、此大 錢の事 は、 近 江 守む よか ^'こ gri 

を も. ir, ィこ^ 'しき ら 5、, とのぶ し 申せし とな リ ズー に 至て 

此ぉを 救 はるべき 事、 金銀の 制 を 改造ら る、 の 外、 

其 他 あるべ からすと 申す、 加賀守 年 比 此事を 奉れる 

だに、 なほ 其詳 なる 事 をば^ らす、 まして、 その 餘 

は、 これらの 事 初て 聞し 所 なれば、 今にいたり て、 

いかにと も講 すべき 所 を^ら す、 た 3- 近 江 守が 申す 

所に したが ふべき よしを 以て 申す、 我 も此年 比國財 


つがざる 所 ありぬ べしと は 思 ひし かど、 かほ どまで 

の 事なる べしと も 思 ひ よらす、 され ど 金銀の 制を改 

むべき 事 は、 我心に あらす、 此事を 除く の 外、 よろ 

しく 相議 すべし とい ひたり、 かさねて 又 近 江 守が 申 

せし は、 初め 金銀の 制 改造ら れ しょ，^ 此かた 、 世の 

人 私に 讒し 申す 事 ども あ， o といへ ども、 もし 此 事に 

よら すん ば、 十三 年が ほど、 なに を もて、 國用 をば 

つがれ 候べき、 殊に はまた 癸未の 冬の ごとき、 此事 

によらす むば、 いかむ ぞ、 其 急難 をば 救 はせ 給 ふべ 

き、 されば ま づ此事 を 以て、 當 時の 用 を 足され、 こ 

れ より 後年 榖も豐 かに、 國财 も餘， o ある 時に 及び 金 

銀の 制む かしに ffi されん 事 は、 いと やすき 御 事に こ 

そ あるべ けれと 申す、 皆々 申す ^もまた これに J? じ 

く、 天下の 事變 はかる ベから す、 今の 事の ごとくな 

ら むに は、 もし 此後 おも はざる 外の 事 出來ん 時、 な 

に を もて か、 其變 には處 すべき、 たい 彼の 議 に^た 

がふ に^くべ からすと いふ 也、 我 これに 答る は、 近 

江 守が 申す 所 も、 其い はれ あるに 似 たれ ども、 はじ 

め 金銀の 制 を 改造ら る、 事な からむ に は、 天地の 炎 

も、 並び 至る 事な からむ もしる ベから す、 もし これ 


より 後お も はざる 外の 事 ども 出來 らん 時 其 變に處 す 

べき^ 窮 りなむ に は、 我 身に あた b て、 神祖 の大統 

たえ 給 ふべき 時 至れる 也、 いかむ ぞ、 我 また 天下 人 

民の 怨苦 をば 致すべき、 たい いかにも 他事 を 以て は 

から ひ 申す ベ しとい ひたり、 

此仰を 承りて、 小 笠 原 佐 渡 守 長 重 は、 ^き，^ に淚 

を 流して、 申す 詞も なし、 や 、ありて、 秋 元但馬 

守喬 朝ば か.. 9、 ありがたき 仰 を こそ 承り 候 ひつれ 

と、 申せし かば、 人々 御前 を罷出 てられし とぞ、 

此事 天下の 大議 なり、 よろしく はから ひ 申すべし と 

仰 下さる、 某 此仰を 承りて、 當時此 所に こそ、 去年 

の 春、 諸國 より 徵れし 所の 餘 分の みは あるべ けれ、 

大 坂の 御藏に ある 所 はいかに やと 申す、 其 事 を も 問 

はせ 給 ひしに、 それ もこ とん \ く 皆用盡 されし と 申 

也と 答ら る、 祌祖の 御 時 黄金 千 枚 づっを 以て、 大法 

お をつ くられて、 行軍 守 城 之 用、 莫ぃ作 二 他 費 一と 銘せ 

られ しもの、 候なる を 承りぬ、 これらの 物い かに 候 

やらむ と 申す に、 其 事 を も 問 はせ 給 ひしに、 それ も 

た い 一 つ 二つ をと .*、 めお かれて、 其餘は 皆々 新 金の 

料と なされし と 申す 事 也と 答 へらる、 窮 して は 通す 


とこ そ、 大易 にも 見え 侍れ、 まして や 當時は 國財窮 

,9 乏しく 候と も、 さすがに 天下の 富 をた もたせ 給 ふ 

御 事な り、 いかむ ぞ、 その 通すべき 道の なくて は 候 

べき、 これほどの 事、 御 心 を 苦しめら る，、 所に あら 

す、 某よ きに はから ひ 申すべき に K と 申させ 給へ と 

申て 罷出 づ、 四日に は、 申す ベ しと 思 ひし 事の あ 

りしに、 又 此事を 承りし かば、 夜 一 夜、 此事 を議し 

屮 す^を^る して、 夜 あけ ぬれば、 封 事 二通 を 袖に 

し、 ^房 朝臣して 奉れり、 此事議 し 申せし 所の 大要 

は、 敬い 事而 信、 節 ッ用而 愛つ 八 、使い 民以レ 時と いふ は、 

論語の 一 書、 孔子 政 をす る 事 を 說き給 ふ 事を^る さ 

れし第 一 義 にして、 大學の 書に は 生い 之 者 衆、 食レ之 

者 寡、 爲レ之 者 瘐、 用い 之 者舒、 則 財 恒足矣 とも 見え 

侍り、 すべ て これらの 事 ども 年 比 御 if 究の所 なれば、 

今 はた 論す るに 及ばす、 今よ b 後、 其 道に， たに よら 

れ なむに は、 圃财 ゆたかに たらむ こと、 數年 を出づ 

ベから す、 されば 金銀の 制、 かさねて 改ら るべき の 

議 をし. りぞ けられし 御 事、 實 にこれ 天下の 幸甚と こ 

そ 申す ベ けれ、 人々 の議し 申さる、 所、 御中 陰の 事 

よ. り始 て、 御靈屋 をつ くらるべき 事、 また 將軍 宣下 


折^く 柴の 記卷中 


玉 十九 


 折た く柴の 詆卷中  I 

の 御 事 等の ごとき はたと ひ國 財つ がざる 所 ありと 

も、 これ をと いめら るべき 所に あらす、 たいすみ や 

かに、 前代の 座所 を こぼ たれて、 新たに 御所 を 作り 

出され、 御 移 b ある ベ き 由の 一 事に 於て は、 たと ひ 

國财 ゆたかに たれり とい ふと も、 猶是 親子の 情に あ 

b て、 忍びざる 所 あり、 凡當 時の 大議 は、 皆 これ 大 

廣問御 W 院等 において 行 はる、 御 事 なれば、 いかな 

る 大儀と いふと も、 只今 迄の ごとくに、 かしこに わ 

たらせ 給 ひて、 其 鱧 を 行 はれ 國財 もや、 つぐべき 日 

に 至て、 御座所 を改 造られ、 御 移り あらむ 事、 しか 

るべき 御 事 也、 又 當時國 財の 急なる 事に 至ても、 近 

江 守が 申す 所、 心得られす、 其 故 は 彼 申す 所に よる 

時 は、 今 歳の M 用に あつべき もの、 ゎづ かに 三十 七 

萬兩の あるの み 也、 これし かるに は あらす、 彼 申す 所 

の 去年 用 ひられし 所の 國財 は、 卽是 去々 年の 課稅な 

り、 されば 今年の 國用 とな さるべ き 所 は、 たと ひ 彼 申 

す 所の ごとくた. o とも、 去年 納められし 所の 七十 六 

七萬兩 と、 今 ある 所の 金 三十 六 七 萬 雨と を あはせ て、 

總計 一 百 十 餘萬兩 も あるべし、 また 當 時の 急に 用 ひ 

ら るべき 物 も、 各 色 まづ其 價を 給ら ざれば、 其事辨 


•  六十  

せす とい ふに も あらす、 其 事の 緩急に したが ひ、 一 

百 十 餘萬兩 の 金 を わかちて、 或は 其 全 價をも 給り、 

或は 其 半 價をも 給り て、 * 年に 及びて、 其價を こと 

ぐ、 く 償 はれん に、 その 事辨 得すと いふ 事な かるべ 

し、 また 前代の 御 時に 國財 つがざる ために、 いまだ 

其 價を償 ひ 給ざる 物 共 をば、 これより 後、 或は 六 七 

年、 或は 十數 年の 間 を 以て、 その 全 價を償 ひ 給ら む 

に、 なに 事 か 候べき、 さらば これらの 事 ども、 御 心 

を 苦しめら る ベ き 所に は あらす.. むかし 後漢の 馮異、 

願く は國家 無い 忘 二 河北 難， と 申せし 事 ありき、 某 また 

願 ふ 所 は、 今日の 御 事 を 忘れさせ 給 ふ 時な くして、 

天下の ために、 財 用を惜 ませ 給 はい、 實に大 に 四海 

に 資せ させ 給 ふ 所なる べしと 申た， o き、 此封 事御覽 

の 後、 悅 ばせ 給 ふ 事大 かたなら す、 同 六日に 參 りし 

に、 前代 常の 御座所 すみやかに こぼた れん 事、 ま、 か 

るべ からす、 また 金 齦の 制改 むべき 由の 事、 かさね 

て議し 申す ベ からざる 由 を、 仰 下された b しと 承る、 

これ 天下の 大議を もて 某に 下し 問 はれし 御 事の 始な 

け ひ、 

去年の 御物 成 を 以て、 今年の 御用に 充る 事、 近 江 


守^ら ざるべき や は、 ^かるに、 此事 をば 申さで、 

今年の 用 ふべき もの、 ゎづ かに 三十 七万兩 にす ぎ 

すと 申せし は、 御聽を おどろかして、 其お も ふと 

ころ を遂 くべき ため 也、 その 本 謀 は 下に 詳に 見え 

たり、 そのの ち、 又 去年の 御物 成、 思 ひの 外に、 

まゐ りつ どひぬ と 申て、 事の ゎづら ひなく 事濟み 

ければ、 また 本 城の 御座所 を も、 つくらる べしと 

す、 め 申して、 やがてつ く b 出して、 此年十 一 月 

二日に、 御 わた ましの 儀 あ りき、 され ど 其 事 も、 

某が おも ひ はかりし 事の ごとくに は あらで、 此造 

營の料 も、 七十 餘万兩 を かたぶけ 盡し、 また 御靈 

屋 つくり 出され し 所 も 廿万兩 に 至り し など 閡ぇ 

き、 前代の 餘習 いまだ あらたまら ざり しほ どなれ 

ば、 凡 興 造の 事 あれば、 その 事 をう け 給 はる 輩、 

たかき もい やしき も、 おの/、 身 家の 事 をのみ い 

となみして、 ェ 商の 類と 心 を あはせ て、 國财を わ 

かちと hs しに よれる 也、 これよ，^ のち は、 年 を 追 

ひ、 それらの 事 ども 行 はれが おき 事に なりし かど、 

また このごろ は、 むかしの 事の ごとくに なりけ る 

にや 


これよ， 9 さき、 二月 二日に 大赦の 事に つきて、 封 事 

を舉 りた， o き、 其 大要 は、 古に いふと ころの 赦は、 

其 犯す 所の 罪、 或は 過誤に 出、 或は 不幸に 出し 所を赦 

し、 後世の 事の ごとくに 、巳 發覺、 未 發覺、 巳 結 正、 未 

結 正、 罪 大小と なく、 こと 、くこれ を赦 除す るに は 

あらす、 近 例 を 見る に、 大法 會行 はる、 事 ある 時に、 

犯^、 もの、 親戚 等歡 申す 所 を、 そ の 道場に おいて、 

帳に^る して 奉る、 これ を赦 帳と いふ、 其 帳 を もて、 

奉行所に 下され、 赦 すべく 赦 すべから ざる か を議せ 

しめられ、 赦 すべき もの ども をば、 法會の 場に めし 

集て、 其 事 を 行 はる、 されば たと ひ 赦に遇 ひて 赦す 

べき ものと いへ ども、 其 親戚の 歡 申すべき もの あら 

ざる は， 死に 至る まで、 恩に 潤 ふ 事 あた はす、 それ 

もな ほ、 奉行所に おいて、 其 罪 を 決せし もの ども 也、 

其餘 天下の 諸 大名 御 旗本の 家々 において、 沙汰せ し 

所の もの は、 此 事に ぁづ からす、 しかる を稱 して 大赦 

行 は、 钚 申す は、 たい 故事に よりて、 其 例 を 舉られ 

しのみ にて、 實に其 恩 ひろく 夭 下に 蒙れる に は あら 

す、 これ また、 いかむ ぞ 古に いは ゆる 欽恤の 意た る 

-べ き 某 近く 前代の 時の 事を觀 しに、 法を舉 する 人々、 
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務めて 苛 察 を 以て 相尙 び、 一 禽ー獸 の 事の 爲に、 身 

極刑に 陷、 り、 族 門誅に 及び、 その 餘流竄 放逐、 人々 

生 を 安くせ す、 其 父母 兄弟 妻子 流離 散 亡、 凡 幾千 万 

人と いふ 事 を しらす、 今に をよ びて、 天下に 大赦せ 

らる、 にあら すん は、 なに を もて か、 万姓來 蘇の 望 

をば 慰 せらるべき、 また 倭漢の 故事 を按 する に、 赦 

は必ら す、 國家變 革と 嘉慶の 事 あ. るに 遇 ふ 時に 行 は 

る、 近代の ごとくに、 凶 喪 等の 事の ために 行 はれし 

所に あらす、 今の 例の ごとくな らんに は、 凡 天下の 

罪 ある もの、 ひそかに 望む に、 國家凶 喪の 御 事を以 

てせ む歟、 古の 綠に 一 說萬詛 に 勝へ すと いふ 事 あり、 

もっとも これし かるべ からす、 しか， o- といへ ども、 

此例 また 遽に變 すべから す、 さらば まづ、 御中 陰の 

御 法事に をいて 例に よりて 常 赦を行 はれ、 將軍 宣下 

の « 行 はれし 時に 當り て、 天下に 大赦せられ、 舊弊 

改 るべき 漸 をなさい るべき 歟、 管 仲の いひし、 赦者 

小利 而大害 也、 孔 明の いひし、 治世 以ニ 大德 T 而不レ 

以 ニ小惠 7 某此 等の こと を 聞ざる に は あらす、 苟悅ま 

たいひし 事 あり、 赦者權 時 之 【且、 非，， 常 典， 也、 天下 紛 

然、 百姓 無い 聊、 如 レ此之 比、 宜レ 爲レ 赦矣、 某が 議 申す 


ところ、 實 にこれ に 取れり と 申たり き、 同き 四日に、 

また 封 事 奉りて、 大赦の 事を議 す、 これ 審 かに 問 は 

せ 給 ひし 御 事 あるが 故な り、 同き 七日より は、 我 長 

女 痕瘡を うれへ し 事に よりて、 家に こもり 居ぬ、 同 

き 十 H、 大御臺 所 御 他界の 御 事 ありし かば、 近習 衆 

して、 此御 事を吿 知らせられ、 同き 廿： n に、 大赦の 

事 仰 下されし 由、 また 吿 知らせら-る、 

去年の 冬より、 疱疹 此所彼 所に 行 はれて、 大喪の 

御 事共、 此事 によりし ほど なれば、 小 兒の事 は、 

いふに 及ばす、 老 たる も わかき も、 此事 のために 

死 をまぬ がる、 もの すくなし、 されば、 此 年の 五 

月 高き 所に 上りて、 家々 の 菖蒲 旗 を 見る に、 二三 

町の 間に、 ゎづ かに 並へ たてし 所 は、 一二 所なら 

ではな かりし 事な ひき、 しかるに、 我 一 男 一 一女、 

此病を うれへ て、 おの ^險症 あら はれて、 治す 

ベく も あらす、 とかくせ しほ どに、 みな-/ ^ つ、 

がな くして、 事た ひらぎぬ、 此事 天より 祐け給 ひ 

しに 似た る 事 ありき と、 ある 醫師 のい ひき、 大赦 

行 はる、 由、 吿來 りし 事 は、 長女 此事を わ づらひ 

出せし 時に あた， o たりき、 併しながら、 これ 雷雨 


解散の 應 によれる にや、 さらば ありがたき 國 恩に 

よれるな る ベ し 

此 時に 前代の 時の 罪 案 ども をめ しょ せられて、 夜 ご 

とに 御み づ からこれ を御覽 せら-る、 事、 曉に至 b 給 

ひ、 其 罪 を赦 除し 給 ひし もの、 凡 九 百 五十六 人、 そ 

の、 ちほ どなく 大御臺 所の 御 事に よ， o て、 前の ごと 

くにせ させ 給 ひて、 御み づ から 其 罪を赦 除せられ し 

もの、 凡 九十 二人、 天下の 大名 以下の 家々 にして、 

罪赦 されし もの、 凡 三千 七 百 三十 七 人に 及べり、 五 

月朔 日、 將軍 宣下の 儀 行 はれて、 间き廿 三日 また 天 

下に 大赦 行 はる \ の 由 仰 下さる、 此時 もまた、 前の 

ごとくに 御み づ から 其 罪を赦 除せられ し 者、 凡 二 千 

九 百 一 人、 天下 大名 以下の 家々 にして 罪赦 されし も 

の、 凡 千 八 百 六十 二人、 此 年罪赦 されし もの、 總計 

八 千 八 百 三十 一 人 也、 それが 中、 大名 以下の 家々 に 

て赦 せし ところ、 五 千 五 百 九十 九 人に 及べり、 當家 

世 をし ろしめ されし より 此 かた、 いまだ これらの 恩 

例 は 聞 及ば ざり し 所な h>、 

はじめ 天下の 大名 以下に 仰 下されし に、 此 事例な 

か， o しによ， o て 遵行の よしを、 申せし 人 もなかり 
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しかば、 かさねて その 事の 由 を、 つまびら かにし 

るして まゐら すべし と 仰 下さ， o しかば、 此 時に 至 

て、 おのく 其 事 を 遵行して、 その 事の 由 を もし 

るして まゐら せた ，9、 すべて これらの 事 ども、 つ 

まびら かにし るされ、 詮房 朝臣 をして 某に 下し 賜 

はりき、 此 等の 事 かねて 申せし 事の ありし が 故な 

るべ しこれより 後に 至て は、 斷獄の 事、 奉行所に 

おいて 擬し 申す 所 を しるせし 斷案 をめ されて、 御 

み づ か ら それ を 御覽じ て さて 其のち に. 某が 許に 下 

され、 每 人の 下に、 某が 所存の ほど を 注して まい 

ら すべき 由 仰 下され、 某が 擬し 申す 所、 かねて 思 

召 はかられし 所と たが ふ 所 あれば、 かさねて また 

某が 所存の ほど を、 審に問 はせ 給 ひての ちに、 其 

獄 をば 決し 給 ひたりけ. り、 古より 此か た、 かくま 

でに、 欽恤の 御 事 ありし は、 つ ひに 承.^ 及びし 所 

にあら す、 又將軍 宣下の 事に つきて、 大赦 行 はれ 

し 時より、 町々 にある 所の、 博变の 徒 又鳶の もの 

などい ふ あふれ もの どもの 事、 を どり こ、 わたつ 

み、 などい ふ妓 女の 類を禁 せらる 、制條 を 出さる、 

これらの 事 も、 申せし 所なる によりて 其 事 を 仰 下 
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されし 案 をば、 詮房 朝臣して、 うつし 下されたり 

き、 

二 M 廿ー 日 前代 近習の 人々 の 事 を 仰 下され、 

三月 七日 今より 後 は、 萬 石 以上の 人々 

皆 叙爵せ しめらるべき よしを 仰 下さる、 JZf ま 、請碟 

る、 日に、 參 列の 事め ろべ さ モヨ.^ 化り 寺、 "ぉきさナ お n 果、 

が 故-」、 仰 下さる、 所 也、 廿日 1ほ^ ク き s-CFtB- 伢 

右 京大 夬輝桌 等に、 召 預られ し 輩 を召歸 され、 各 宅 

地 を 賜る、 

四月 二日 御代 初の 拜賀 あり、 同 六日に、 御 旗本の 人 

々の 息 男 凡 七 百 三十 人 を 召 出さる、 詮房 朝臣に 書 ま 

ゐら せて 賀し舉 る、 

世に 惣御 番人と いふ 事 これ 也、 此事 久しく 絕 たり 

し を擧行 はれし 也、 先例 十六 七 歳より 以上、 此事 

にあ づ かる、 此たび は 其 年 十六 七歲の よしを 申と 

い へど も、 實には 十三 四ば か b の 人 多し と 申せし 

を、 聞し 召し よろこばせ 給 ひ、 人の 親の、 わが 子 

の 年 未だ 満す して、 此 事に 洩んに は、 いかにの こ 

b 多 かるべき 者 をと て、 笑 はせ 給 ひた， しと ぞ、 

これより さき 、三 H: 十八 日に、 明 卿 初見の 事 を 望 申 

せし 時に、 ^ts 朝臣して 仰 下されし は、 見参の 事の 


.  . 六十 四 

み を 申さす とも、 召 出さるべき 由の 事 を も 申すべし 

との 御 事な り 某 承て、 舊例 によるに、 御家人の 息 男 

召 出さる、 御 事 は、 職務 ある 人々、 また 御番 衆の 長 

子な り、 寄 合 衆の 息 男 召 出されし 事、 いまだ 其 例 あ 

らゃ、 某 今 かたじけなく、 寄 合 衆に 召く は へられし 

所 也、 然るに 此仰. を 蒙る 事 は、 特悤 によるとい へど 

も、 代々 の 御 仰に 違 ふべき 事、 某より 始めむ は、 望 

むと ころに あらす と 申す、 その ゝち、 人々 の 息 男 召 

出されて、 同き 十八 日に、 明 卿 初て 見參 せしめられ 

た， 00 

五月 朔日、 將軍 宣下の 儀 行 はるべき について、 四月 

廿 八日に 參 りし 時、 詮房 朝臣して 仰 下されし は、 此 

度の 饞、 觀 せしめら るべき によ b. て、 昨日 老中に も 

仰 含ら れ たり、 其 日に 至て、 近習の 人々 と 同じく 參 

るべ し、 装束 等の 事 は、 詮衡 正直 等に 仰 下されし と 

の 御 事 也、 其 日に 至て、 まづ西 城に 參る、 布 衣 を 借 

し 給る、 近習の 人々 と冏 じく、 本 城に 參る、 某 をば、 

御 帳 臺の內 に 候せ しめらる、 同 三日 四日 もまた 前の 

如くに して、 其 儀を觀 せらる、 此年 十二月 十日に、 

前代 周 囘の御 法 會を行 はれし にも、 因幡 守 正 邦 御沓 


の 役たり、 某して 其 副たら しめらる、 紙 歡ぉの^ の #5 

ま^ 明年 正月 元三 の 儀 を S し め られし 

事、 將軍 宣下の 時の 如く、 その 中 三日の 狡に は、 詮 

房 朝臣 は 御 後に 候し 某 は 御座の 右に 候す、 HI 一 一人 

の 外に 近く さ ぶら ひし 人 も あらす、 凡て 此 等の 御 事 

は、 もし 其 禮を議 し 申すべき 事 あらむ に は、 聞 召さ 

る ベ き 御た めと ぞ聞 えたる、 

六 R: 廿 三日 召に したが ひて 參し 時、 封 事 を まゐら す、 

これ は 前代の 御 時、 人 々たい 天下 泰平 をのみ 賀し申 

され、 其 言 ゎづ かも 兵 革の 事に ふる、 を 以て 禁忌と 

す、 癸未の 年の 變に、 武庫 壤れ て、 戎器盡 く 破れ 損 

せし かど も、 これらの 物、 修繕の 事 も 聞え ざり しか 

ば、 夏に 當 りて、 それらの 物、 日に 曝されん 時に お 

よびて、 御 覽を歷 ての ち、 其 沙汰 あるべき よしを 申 

せし 所な， o、 內々 問 試ら れし御 事 ありし にや、 此年 

の 夏 は、 某 申せし 所の ごとくなる 御 事 もな し、 天下 

の 武備 ゆるび しな どい ふ 御 事 は、 世の 人傳へ 聞かむ 

所 も、 國體 において しかるべ からざる 事の 最 なれば、 

事に ふれて 、御沙汰 の 次第 は ある ベ しな ど 聞え しが 、 

まづ御 わた ましの 期に 臨みて、 御^ しるし 等の 事 仰 
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下され、 その、 ち、 朝鮮の 聘使來 るべき にっきて、 

これらの 物 どもの 事、 御沙汰に 及ばれし こと あり、 

祌祖 百年の 御 忌に および、 日光 山に 參らせ 給 はむ ほ 

どに、 これらの 御沙汰 あるべし と 聞え しに、 ほどな 

くかくれ させ 給 ひ、 其 事に 及ばれ ざ.^ しこ そ、 恨む 

ベ き 所の 一 事な り けれ、 

前代 世 をつ がせ 給 ひし 初に、 あたけ 丸と いふ 御舟 

を こぼ たれし より は、 此 所の 御舟 ども は、 年に し 

たが ひて くち 損じぬ、 大坂 にある 所 もまた しかり、 

殊に はまた、 むかし は、 長 崎 奉行の 往來 等の 事に 

は、 大 坂の 御舟 を もて、 送. o 迎 へし 例なる を、 前 

代より して、 西國の 大名に お ほせて、 送りむ かへ 

せしめられ しかば、 大 坂の 水 主梶取 等、 海上の 事に 

習 ふべき やう もな し、 某 御 使 を 奉りて、 京大 坂 等 

の 所を經 廻して 歸り參 b しのち、 これらの 事 ども 

, 建議せ しかば、 朝鮮 骋 使の 事に よせられて、 大坂 

幷此 所の 御舟 ども 修鏠 せしめら る、 又 彼 骋 使の 時、 

儀衞 のために、 虎の 皮の 御鎗 たてら るべ しと 仰 下 

されし に、 前代の 御 時より、 羽毛の 類 はすべ て禁 

忌の 物な b しかば、 今 は 其 制 を だに しれる もの も 
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なし、 黄 晨紗を 以て、 其 制に 傚 ひつ くらるべき か 

と、 人々 の議 し. S- されし を これ 代々 に 用 ひ 給 ひし 

所の 儀仗な り、 其 事 M すべから すと て、 御藏に あ 

る 所の 虎 皮 をめ されし に、 前代に 狐妖の ありし 時、 

夜ごとに めされて、 人々 にかう ぶら しめられ、 明 

ぬれば、 返されし 所の 物の みさ ふら ふとて、 御納 

戶 より、 二三 張 を 進ら せし かど、 半 は 其毛脫 して、 

取-り 用 ひらるべき ものに も あらす 皮 匠して、 虎 皮 

に 傚 ひ、 製ら しめて 奉りたり け，^、 此 等の 事に よ 

b て、 その 餘の事 ども、 思 ひ はかるべし 

七 =：： 三日 前代 御 誕生の 事お はします、 すな はち 世 良 

田 を もて 稱し まゐら せ らる、 - j れは俗 rl ^により 御稱 

號を 改められし 所なる べし、 ili^tl^  、他 はじ 

め 上野 國 新田 郡 世 良田 長樂 寺の 住僧 廣海 僧正 は、 我 

年 比^た しかりし 人な り、 彼 寺の 寳藏 に縑倉 京の 代 

々の 文書、 また ふるき 新田の 系圆 一 卷ぁ， り、 世に 行 

はる、 所の 系 阖 に 同じから や、 我家 姓の 事な ども 見 

えし かば、 望みた，^ ける に、 うつし 給り たりき、 そ 

れらの もの どもに 據 るに、 世に 行 はる \ 所の、 掛 田家 

の 御系圖 とい ふ ものに は、 得ぬ 事共 ありと 思 ひし 


 六十 六  

に、 儲 副に た、 せ 給 ひしの ち 御 系圖の 事に 及ばれし 

かば、 世に 行 はる、 所に は 十 疑 ある 事を^る して ま 

ゐら せた， o き、 その、 ち 又 近 衞の龍 山 公 その 御子 三 

藐院 殿へ まゐら せられし 御 消息 を、 故 ありて 今の 太 

閡ょ， o 見せ まゐら せられし に、 其 御 消息のう ちに 當 

家 御 系圖の 事に 及ばれ， し 所、 某が 申す 所と 相 合 ふ 事 

あ，？ しかば、 感じ 仰 下されき、 此 たび 若君 御 誕生 あ 

りて、 世 良田と 稱 しま ゐら せられし 御 事に よ b て、 

かの 僧正 やがて 日光 準 后に つきて、 かの 系圖 をまゐ 

ら すべき 由 申されし を、 同き 廿 九日に、 隳后其 由 を 

もて 中 給 ひ、 僧正の 坊 より、 つ ひに、 M^is 、其 系 M 

をば 獻られ たりけ り、 

某が 家に ある 新田 系 圖ー卷 は、 かの 僧正の 坊官齋 

难と いふ ものに、 すきう つし させて 贈られし もの 

也、 また 寵山 公の 御 書と 題して、 小き なる 奉書 紙 

, を ふたつに 切て つぎし に、 かきし もの は、 かの 太 

阁ょ b 見せ まゐら せし もの を、 某して うつさし め 

られし 時に、 御 ゆるし を かう ぶりて、 某 も 一 本 を 

うつし 暌は いやと- 申せし かば、 こ、 ろ まかす ベ 

しと 仰 下されて、 うつしたり しと ころな， o、 


これよ. 9 さき、 六 H 十八 日に めされて、 叁 しが、 去 

る 十二 日、 御 蟇 所從 三位に 叙され 給 ひし 事 仰 下され、 

同 十九 日に 人々 參賀 もりき、 同箭 日に 明日 召 仰ら る 

べき 事 あ-る 由 大和 守 重 之 仰を傳 へらる、 病す る 事 あ 

,0 て參ら す、 七月 六日に 至て、 出仕せ しに、 此日新 

恩の 事 仰 下され、 武 藏國埼 玉、 概平比 企 |ま翻£  二 郡 

において 五百石の 地 を 賜りたり、 十 一 月朔 m、 本 城に 

移らせ 給 ふに よ. o て、 屮の 口の 部屋 下さる、 の 由 仰 

下され、 また 遝池 御門よ.^ 出入るべき 由 を も 仰 下さ 

る、 同 三日 に， 小 普請 舉行竹 田 司 hp  J  ロク. v  ~ り feurrf 

丹 波 守 かの 部屋な 引渡す、 ぼ 力』 コゥ マソの K 由 を 

問 ふべき 由 仰 かう ぶる 此 事の 詳 なること は、 別に 錄 

せし もの あれば、 こ、 に はしる さす、、 また 此 年の 三月 

廿 九日に、 長 崎 港の 事 仰 下されし 事 ども あ.^、 此事 

も 別に 錄 せし 物 も あり、 又 下にみ えし 事 も あれば、 

こ、 に はしる さす、 かくて ぞ、 此年 はすで に I ける、 

庚^の 年 正！： T: 元三の 儀 は、 前にし るし 侍り、 十一 日 

, に は 今日 かざられし 御 具足 を觀 せられ、 其 後 御 連歌 

の 儀 をも觀 せらる 十二 日に は、 此日西 郭門を 建ら れ 

ん こと 仰 下されし 由 を 承る、 乾 § これ も、 去年 

六月 廿 三日に めされて、 朝鮮の 聘使來 らん 時の 事に 
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つきて、 議し. £■ ベ き 事 あらんに は、 しるして ま ゐらせ 

よと、 仰 下されたり、 十月 十日に 至て、 其 事 を 譏し 

申す W 子を舉 る、 その 中に、 西郭 のみ 未だ. 國門 あら 

ざる 事 を 申せし 一 條 あり、 これによ b て、 此曰此 事 

に 及ばれし かば、 某に も 其 由 仰 下されし 所 也、 此月 

廿 二日に 又聘 事後 議を舉 り、 二月 朔日 にも また その 

應接事 議ニ卷 を 奉れ， り、 すべて 此事 別に 錄せ しもの 

あれば、 攻 ある にあらざる 事 はク W  、に はしる さす、 

はじめ 朝鮮 聘事 は、 某が 家のう け 給， o し 例な りと、 

林 大學頭 申せし など 聞え しかば、 下し 問 はれし 事 

ありて、 二 冊子 を 奉れり、 御 不審の 事 ども、 かさ 

ねて 問 はせ 給 ひしに、 答申す 所 も 明かなら や、 こ 

れ によりて、 某 をめ し 問 はる、 御 事共 ありて、 議 

し 申すべき 事 あらむ に は、 申 聞べき よしを 仰 かう 

ぶ り し と そ 

四月 十五 日に は、 新 令 を頒 下さる、 前に しるせし 事 

の 如く 去年 大喪の 後、 正月 十九 日に、 元 和 令の 事 問 

はせ 給 ひし 御 事 ありき、 その、 ち 代々 の 御 例に よら 

れて、 令 條を頒 下さるべき よし、 人々 議し 申されし 

かば、 相 模守政 直 朝臣、 其 事 を 奉る、 また 前代の 御 
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例 也と て、 大學頸 信 篤 も、 此事を 仰 蒙れり、 今年 二 

月 十八 日に 至て、 某が 草 を もめされ しに、 同. き廿四 

日に めし 問 はせ 給 ふ 御 事 ありて、 別の 仰に よ，^ て、 

同き サ六 rn 新 令 句 解 を 草して 奉る、 四月 十五 日に、 

某が 草せ し 所の 新 令 を頒 下され、 政 直 朝臣 信 篤 等に 

吻を 脇り、 新 < ^解し： 維から む ものに はう つし あた ふ 

べき. H にて、 新 令 句 解 を、 大學頭 等に も 下し 賜る、 

元 和 <n を頒 下されし 時 は、 金 地 院の傳 長老して、 

や を舉ら しめらる、 其 書法、 貞 永建武 等の 式目に 

傚 ひたり、 當時は 八 ロ戰 の、 ち、 世の 人、 武事 をの 

み 習 ひて、 いまだ 文字 を 識れる 人 多から ねば、 書 

法猶 しかり、 これ は 此のち、 文 を もて 治 を 興さる 

べき 事 を、 しめされし 所と ぞ聞 えたる、 しかる を 

その、 ちの 代々 に頒 下されし 所 は、 皆々 なほ 文字 

を 以てしる さる、 これ 又 本朝の 文學、 H 々に衰 ふ 

る^の 一端な， り、 され ど、 今頒 下さん ところの 元 

和 令の 如くな らんに は 世の 人 かなら す 申す 事 あ， り 

ぬべ し.、 お 字 を 用 ふる 事 は、 元 和 令の ごとくに し 

て、 助 語の ごとき は、 かな 文字 を まじへ て 用 ひ、 

これより のちに、 K の 人 これらの 文字 を も 解す ベ 
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き 時に 至りて、 その かな 文字 删 除て、 なほ 其 文 を 

なすべき 所 を 心得て、 草すべし と 仰 下されて、 某 

が 草 をば めされし 也、 其 草 を もて、 直 政 朝臣に し 

めされし に、 果して 此 書法の ごとくなら むに は、 

《ns 時に 行 はる V から やと 申さる、 さらば、 句 解つ 

くリ てなら び 行 はるべし とて、 かさねて 某が 草 を 

めされて、 句 解 を も 草したり き、 此令頒 下されし 

後に、 政 直 朝臣の 家に つか ふる 臀師吉 田と いふ も 

の、、 某が 許に 來 りて、 新 令に 見え 候なる、 上裁 

の 字 は、 いかなる 事に て、 いづれ の 書に や 出で 侍 

ると 問 ふ、 某 わら ひて、 新へ P に 用 ひられし 所の 文 

字 は、 本朝の 律令格式 等の 字 を も、 なほ 用 ひられ 

しと は 見えす、 式目 庭訓な どい ふ もの、 の 類より 

や 出 候 ひぬ らん、 上裁の 字の ごとき も、 某が いと 

けなき 時に、 讀習 ひし 事 を覺ぇ 候に、 庭訓 往來の 

八月 狀 にか 見えさ ふら ひき、 いかに かくはと ひ 給 

ふに やといへば、 此 ほど 大學 頭の、 我 主にて 候 も 

のに 新 <n に 見えし 上裁の 字 こそ、 心得られね、 上 

と は、 天子の 御 事 を 申す 也、 その 餘、 新 令に 見え 

し 事 どもす ベ て 心得ぬ 事共な b と 申されし と 承，^ 


ぬと いふ、 上の 字、 夭 子の 御 事に 用 ひ 侍る よし 勿 

論な り、 され ど、 武家の 御 事 を、 上様と いひし 事 

は、 鎌 倉の 代より 聞え 侍り、 公方と 申す 事、 京の 

鹿苑院 殿よ ひ始， ^しと こそ 承れ、 そこの 主にて お 

はします 人々 の舉 書に も、 上聽 上聞な どい ふ 事 も 

見え 侍る もの をと いひて、 笑 ひた， o き、 

四 e: 十八 日の 朝、 めされし かば 參 しに、 此日 近衞の 

太閤 相 國御對 面の 儀に よりて 也、 同 廿 五日に めされ 

て、 相國に 申させ 給 ひし 事 あ，^、 見參 すべし と 仰 下 

さる、 m§ 利^、 此日 萩原 近 江 守 御 勘 當の事 を 承り 

ぬ、 これ は、 御家人に 給る 所の 夏 冬の 祿、 當 時の 米 

偎の贵 賤 にした が ひ、 金 を もて 下し 給る 例 あり、 こ 

の 金に て 給るべき ほど をば、 勘定 所より 草 を まゐら 

せし を、 右筆 衆して しるさ しめられ、 出仕の 人々 出入 

る 所に 出しし めさる、 此たび は、 市中のう b 米、 其 

上 巾 下の ©を 問 はしめ られ しに、 上米 百 俵 一一 一一^ 巧 

其惯佥 三十 七兩 也と 申す さらば 佥 三十 八兩づ 、を 給 

はれと、 仰 下されし に 金 一 一十 八兩 と^るし 出せし 由、 

聞 召 驚きて、 其 事 を 問 はせ 給 ひしに、 近 江 守 あやま 

て 草せ し 由、 陳じ 申せし が 故な， o、 
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世に 給 米の 張 紙と 云て、 中の 口の 壁 上に 貼され し 

ところの もの を、 かくは あやまれる 也、 これよ，^ 

さき、 常に 給 はる 所の 金.、 市中の 米價に 及ば ざり 

し 事 をし ろしめ されし によりて、 此た びかく 仰 出 

されし 事 は、 上米の 價を もて 給ら む 金に て、 中 下 

米 を 買得て、 食料と せん 事、 小祿の 輩の ために 便 

あらむ と、 思 召 よられし 所な b とぞ、 

これより さき 三：：！： 十八 日に、 市 正正 直して、 京より 

來れる 物な りと て、 圓さ 一 尺餘も ありつら む 木の 半 

より さけ、 その 半の さけし 所に、 おの づ から 夭 下の 

字 ある を 見せ 給 ひたりけ hs、 これ は 柿の 木に や 候 ひ 

しとい ひし かば、 正 K 驚きて、 いかに 柿 木と はじり 

給 ひ ぬらむ、 これ は ある 寺に ある！ Iffi をき b て、 薪 

にせむ とて 打 わ りしに、 此 文字の あら はれし かば、 

めでたき ものな， o とて、 京よ. o 來. o し 也と いふ、 柿 

木に は、 か、 る 事 あるよ し は、 ふるき もの 共に もし 

るし おき 侍， o、 おも ふに 柿 木の わかき 時分、 竹 木 や 

うの もの を もて、 字 を かきぬれば、 その 長 じぬ るに 

したが ひて、 樹脂の 內に 凝りて、 か、 る 事の あるよ 

し、 これらの 物、 祥瑞 とする にたら すと 申す、 五月 
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九日、 また 正直して、 此 もの 見るべし とて、 杉 原の 

紙に、 天下 泰平の 四 字 を 題せ しもの を 出さる、 某つ 

く/ \ 'と 見て、 異朝に は、 箕仙 などい ふ もの、、 字 

題す る 事 ありと 聞 たれ ど、 此題 せし 所の 紙 を、 我國 

の產 也、 それらの 物と も 見えす、 され どた^ 人間の 

書と は、 兒ぇ 侍らす と 申す、 さらば、、 繁 仙の 書な ど 

見 給 ひし 事 侍る にやと 問 ふ、 某い まだ それらの 物み 

しに も あらす と 答 ふ、 さらばい かなる 故により て か、 

人間の 書に あらす と は 見 給 ふらむ と 問 ふ、 たと へ ば、 

莶 中の S の、 忽に變 じて、 物の かたちに 似た る をみ 

るが ごとく なれば、 かくはお も ひなして 侍る とい ふ 

に、 さらば 又い かなる もの、 題せ し 所と や 申す、；、 き 

と 問 ふ、 いにしへ に 聞え し 神 書 鬼 書な どい ふ もの、 

類に や、 され ど、 太平の 世に は、 鬼も祌 ならす と 巾 

せば、 めでたき ものと も 覺ぇ すと 申た.^ き、 正直 御 

前に 參て、 やがて 出來 りて、. 申 給 ふ 事 ども 聞 召し S 

かせ 給 ひて 、神に 通せし などい ふべき もの かな、 こ 

れは 狐の 童女に よりて、 ^るせ しとて、 ある もの、 

まゐら せし 所 也と、 仰ら れ しとい ひき、 

御臺所 の 御 もとにめ しっか はれし、 下 ざまの 人の、 


ゆかりの 者の むすめに、 此 ほど 狐の よ， 9 て、 か、 

る 事 あ b しとな.^、 

後に きくに、 此 比の 事 にゃあ b けむ、 御苑の 池の ほ 

とりなる 石の 上に、 芝草の 生せ し 事 ありし とい ふ、 

某に は、 その 事 をば 知せ 給 は ざ り け り、 械 耻き5 確、 又 

此事 によりて、 思 ひ 出し 事 こそ ある なれ、 儲 副に て 

おはし ましけ る 時な り、 丙 戌の 年 三月 十二 日に、 通 

鑑 綱目 後 唐莊宗 の紀を « じ はて \、 詮房 朝臣して、 

封 事 奉りた り き、 其 事 は、 異朝の 倡歌雜 劇な ど 申す 

事 は、 すな はち 今の 散樂 にさ ふら ふなり、 此事 上に 

ふかく このませ 給 ふ 所 なれば、 その ほど はとに も か 

くに も 候 はんすら む、 彼 唐の 莊宗の 事 は、 人 主の 鑑 

させ 給 ふべき 御 事に こそ 侍れと、 申せし 事 ども 也、 

その、 ち、 今の 散樂の 異朝の 雜戯に ひとしき 所 を 問 

はせ 給 ひし かば、 同き 十六 日に、 其 事の 由 をし るし 

て 奉れり、 その、 ち、 又 異朝 雜戯の 事 しるせし もの 

や あると 仰 下されし かば、 それらの 物の、 此國に 渡 

り 來， o しもの ゝ臉 なると 申す、 されば ュ V6 ゐ， -ら せよ と 

仰 下されし によ ひて、 元 曲 選 五十六 卷を もて、 その 

九月 六日に 正直して まゐら せた りき、 御代し ろしめ 


されし 後に 至 h- て、 散 樂御覽 の 事 は 聞え しかと、 某 

を 召れ し 事 はつひに なか りき、 

散 樂の事 は、 このませ 給 ひし 所 也、 しかる を 某 か 

く 申せし のちに.' ある 人の、 むかし 神祖 も德廟 も、 

此事 をな させ 給 ひし、 御み づ から 此事 をな させ 給 

はんに、 なに 事 か あるべき と 申て、 大學頭 信 篤 等 

の 撰 進ら せし、 神 祖の御 時の 事 ども しるせし もの 

の 中に、 太閤 秀吉の 代に、 神 祖も此 事 をな し 給 ひ 

德廟も 神祖の 御前に て、 此事 をな させ 給 ひし 事と 

もまる せし 所 を 見せ まゐら す、 正直の 心の ごとく 

にて、 其 書 もち 出て これらの 所見 給 ふべ しとて 見 

せし を、 某 これらの もの 見る まで も 候 はす、 むか 

し 孔子 魯史 によりて、 筆 削の 事 ありし などい ふ 事 

は、 いかに やき^-給 ひ ぬらむ、 又 人 主の なし 給 ふ 

事 は、 故事と なると も 申傳へ 侍る、 されば 史筆 を 

執らん もの は、 其 心得の ある 事に こそ 侍れ、 是ら 

の 事、 後代に 傅へ たらむ に、 なに か國 家の 美事に 

は 候べき、 太閤の 代の 如き は、 彼 人 神 祖を翫 び ま 

ゐら せて、 世に ほこらむ ため なれば、 これら 無禮 

の 事、 論す るに もたらす、 德廟の 御 事、 たと へば、 


今 も 上の 御前に て、 此事 なし 給 ふ 御 事の ごとくな 

れば、 老萊が 舞 彩に 似たり など も 申さば 申さ まし、 

神 祖德廟 の 御 時に、 當 時の 如く あけくれ、 この 事 

をのみ 事と し 給 ひしと も、 又は 天下の 事し ろしめ 

されし のちに、 此御事 あ り しと も、 しるして や 候 

よくく たづね 出して、 まゐら せられ 候へ とい ひ 

たりき、 此らの 事に よ h- しに や、 御代し ろしめ さ 

れ しのち、 某して、 此事を 見せ 給 ひし 御 事 は あら 

さりき 

これ も 儲 副に てお はし ませし 時の 御 事 也、 前代に 大 

學頭信 篤 等に 仰 下され、 撰 進せ し 祖宗の 御 事 記せし 

もの、 事 を、 申させ 給 ひし かば、 借し ま ゐられ し を、 

御覽 じたり けり、 ある 時、 某 進講 訖 りし 後、 詮房朝 

臣 して、 神祖御 父の 時、 近侍の 人の 刀ぬ きて、 刺し 

まゐら せて、 はし b 出し を、 人々 これ を誅畢 ぬと い 

ふ 事 を しるせし 所 を 出されて、 さきに 撰 進せ し、 藩 

翰譜植 村の 傅に、 此事 見えたり、 それに は、 御 股に 

疵 つかれし 由み えしに、 此 ものに は、 其 事 は 見えす、 

刺され 給 ひて、 たち 所に 死し 給 ふ 迄の 御疵 にあら ざ 

らんに、 みづ から 追 ひ 給 ひしと いふ 事の なから むに 
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は、 後代の 人、 いかに や 思 ふべき、 其 刀の 御 股に あ 

た， o し 由 は、 し、 るすべき 事な. o、 此 等の 事、 史筆と 

れる 者の、 武士の 道 未練なる が 致す 所な り、 たいし 

思 召す 所、 いか にゃある べきと、 仰 下されき、 その 

のち、 御代し ろしめ されし はじめより、 祖宗 御實錄 

の 事 思 召よ せられて、 仰 下されし 事 ども ありて、 か 

くれ 給 ふ ベ き 年に は、 此事仰 下さ る ベ しと 聞え しに、 

ほどなく、 御 不豫の 事に よ b て、 つ ひに 此事 にも 及 

ばす して 終らせ 給 ひたりけ， o、 

事の ついで なれば、 こ、 に附 しぬ る 也、 御代し ろ 

しめされし のちに、 大學頭 信 篤 致仕の 事 を 申す、 

某に そのよし を 仰 かう ぶりし かば、 此人 前代の 御 

師範な りと て、 世の 人のう やま ひっかへ し 所 也、 

としい まだ 七十に もみた す 候べ し、 今 その 願 ふ 所 

を ゆるさ れんに は、 世の 人い かに や 申すべき i、 

巾たり ければ、 前代に、 美 濃 守に 甲斐 圃賜 ひし 時 

に、 御 判な されし もの、 大學 頭が 草せ しと 聞え し 

かば、 いかなる 故により て か、 世に ためしな き 事 

共 をし るして、 まゐら せたり けむと 問 ひしに、 其 

ときに 當， C- て、 いかむ ぞ、 彼 朝臣が 望に は 任せ ざ 


る 事の 候べき と 答申き、 これらの 事に よりても、 

其 心 術の ほど は、 しりぬべし、 か、 る 人して、 人 

を敎 へみち びくべき 職に あらし めん 事、 もっとも 

しかるべ からす、 され ど、 今の 世の 人、 おも ひな 

ん所 は、 申す 事の ごとくに こそ あらめ と、 我 もま 

たお も ふ 也と、 仰 下されし が、 かの 請 ふところ を 

ば ゆるし 給 は ざ b け、 り、 

六月 廿日 進講 訖. C し 後、 詮房 朝臣して 仰 下さる、 前 
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斷 ありて、 御 判 をな さるべき におよ びて、 御 他界 あ 

り、 此事 によりて 一 乘院門 主 使者、 並に その 院家 華 

藏院發 心 院等を 下して、 ゆ さる、 事共 あ b、 しかる 

に、 此 事の 由 をば、 近衞 の相國 よくしり 給へ b とて、 

のた まふ は、 東求院 入道 前關白 前久、 S  二人の 

息 男 あり、 長子 は、 一 乘院門 生 尊敬 大性院 と 申す こ 

れ なり、 次子 は、 三 藐院前 關白信 尹 也、 神祖に は、 

東求院 殿と、 年 比した しくせ させ 給 ひし かば 伏 見の 

御所より、 京に 上らせ 給 ふたび く、 近衞 殿に たち 

よらせ 給 ひ、 たが ひに 御 枕 をなら ベて、 ふしながら、 

御物 語の 事な ど ありけ り、 其 比 尊敬 をば、 太郞 君と 


申し、 信 尹 をば、 次郞 君と 申す、 その 太 郎君の 十一 

の 時に、 つねに こ、 に 物し ぬれ ど、 しかるべ きもの 

進ら せし 事 もな し、 なに 事に も あれ、 申し 給へ、 其 

望 かなへ て 進ら せむ と、 仰ら れ しに、 我 は 物 ほしと 

も 思 はす、 我 氏寺 なれば、 興 福 寺の 寺務 となりて、 

其 衰しを 起さば やと こそお も ふなれと、 申 給 ひし か 

ば、 こ は 不可思議の 事 を、 のた まふ もの かなと 仰 あ 

b しに やがて 一 乘院に 入室の 事な ど ありて、 つ ひに 

彼寺務 になされ、 絕 たる を 繼ぎ、 廢れ たる を 興し 給 

ひたりけ り、 神祖 御代の 事 しらせ 給 ひし 初に、 むか 

しの 御 契 をた が へられす、 其學問 料な ど、 寄せ 進せ 

らる、 此門 流に おいて は、 たと ひ 寺務當 職に あらす 

とも、 ながく 學 侶の 事 等、 御沙汰 あるべし とい ふ 御 

朱印 を も 給ら せ 給 ひたりけ り、 されば、 嚴有院 公方 

の 御 時、 故の 門 主 三 菩提 院殿、 滅§ 法 かさねて、 御 朱 

印 をな され、 前代の 御 時に 至ても、 一 乘院の 門 主 は、 

維摩 會中第 六日に、 寺務 職に 任せられ、 大乘院 の 門 

主 は、 進講 以後、 拜 任の 儀 有べ しな ども、 御沙汰 あ 

りしに、 今の 大乘院 の 門 主 は、 御臺 所の 連枝 なれば、 

內々. & されし 事 ども ありし 故に、 其 事 中頃 變じ、 つ 
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ひに 神祖 より、 一 乘院の 門 室に 寄られし 學問 料の 事 

を も、 大乘院 の、 望み 巾され しま、 に、 御沙汰に は 

およびた りき、 され ど、 いまだ 其 御 判 を もな され ざ 

る ほどに、 御代 も改り ぬれば、 この 後の 事、 た  > い 

かに も 神祖の 定め 置れ し 御 事の むなしから す、 それ 

よ， o 後の 代々 に 因， o 循が はれし 所に、 たが ふところ 

なからん 事 こそ、 あらま ほし けれとの 事なら、 其 事 

の詳 なる 所 は、 奉行所より ま ぬらせし ものに 見えし 

なり、 此た び、 御沙汰 あるべき 所 をば ま、 るし 下さる、 

此旨 によりて、 御 さだめ 文の 草 を ま ぬらすべし と 仰 

下されて、 御沙汰の 次第 をし るされ しものに、 奉行 

所よ， o ま ゐら せし もの を 副て、 下し^ はる、 家に 歸 

b し 後に、 給，^ し 物 ども 併せ 見て、 明けの 日、 き.^ の 

朝、 封 事 を 奉る、 其大耍 は、/. 南都 兩門， 訟の 事、 其 

理の當 否 は 姑く 論せ す、 相國 のた まふ 所の ごとき、 

こと < ^く 信す ベから す、 祌祖伏 見の 御所より、 近 

衞 殿に 渡らせ 給 ひ、 その 太郞君 十一 歳の 時に、 御 契 

約の 事 あるに よりて、 彼 御 出家の 後、 學問料 をまゐ 

ら せられし 由 を 承， o 訖ぬ、 神祖伏 見の 御所に おはし 

ませし 御 時なら むに は、 其 事 東西 御 和睦 ありて、 天 

七十 三 
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正 十四 年 十月、 御 上洛の 儀 ありし より 後の 事と ぞ聞 

え 侍る、 公卿 補任 を按 する に、 三藐院 前關白 は、 御 

年 五十 歲 にして、 慶長 十九 年 十 一 月廿 五日 薨 せらる、 

さらば、 天 正 十四 年の 頃 は、 此殿廿 二 歳の 時 也、 大 

性院殿 は、 ^御 兄に てお はします と 聞え ければ、 そ 

の 年の ほど は 推 はかるべし、 いかん ぞ、 神祖伏 見の 

御所に おはし まさむ 時、 十 一 歲の事 ある ベ き、 もし 

又 大性院 殿 十 一 歲の御 時、 祌祖御 上洛の 事 あ りしと 

も 巾 さば、 たと ひ 大性院 殿の 生れ 給 ふ 事、 其 御 弟の 

一つ 二つ さきだち 給 ふと も、 その 十 一 歳の 頃 ほひ は、 

天 正の 初に あるべし、 其 比、 神祖御 上洛の 御 事 あ， o 

とも 聞え す、 いはむ や、 其 比 は、 甲斐の 武田 父子と、 

遠江國 を^ ひて、 日夜の 御 合戦 やむ 時な し、 いか 

んぞ神 祖我國 の戰を 見す て 給 ひ、 多くの 國を 打す ぎ 

て、 御 上洛の 事 まします ベ き、 これ 又必 やなき の 御 事 

なり、 かれこれ を 深く 考 ふるに、 其のた まふと ころ 

の從 ひがたき 事、 旣 にかくの ごとし、 いはん や、 又 

奉行所より まゐら せし 所の もの を 見る に、 前代 御沙 

汰の 次第、 ことぐ く其理 にあた るに 似た， 9、 もし 

此事 まるし 下さる 、所の ごとく、 御 さた あらんに よ、 


南都 雨 門の 爭訟、 やむ 事 あるべからざる のみに あら 

す、 必す 山門 三 井寺 等の 爭訟 うちつ いきて 起り ぬべ 

きか また 相國 のの たま ふ 所に よるに、 前代の 御沙汰 

は、 鷹 司 殿の 事に よれる 也、 さらば また、 前代の 御 

沙汰す でに 訖 りし 事 を、 また 改めて 御沙汰 あらむ に 

は、 世の 人 もまた、 これ を近衞 殿の 御 事に よれり と 

申す 事、 ある まじき ともを も はれす もし ゆるし を 

蒙りて、 其 事 を議し 申すべき に をいて は、. 敢て 心の 

をよ ぶ 所を盡 さいるべき や、 これによ，^ て、 昨日 下 

されし 所の 物 ども、 今 返し， ま ゐ らす るに は をよ ばす 、 

仰 下さる、 所に よりて、 其 草 を 奉らむ 事に おいて は、 

御 ゆるし を 蒙る ベ き 所な， o と 申せし な b 此封 事御覽 

の 後、 廿 四日に 召れ しかば、 & りしに、 申す 所 聞 召 

畢ぬ、 其議を まゐら すべし、 又 前代の 時、 日光 準 后 

望み 申されし、 ft 山 結界の 事に よりて、 凡瀨の 里人、 

其 產業を 失 ふ 由 を 以て 愁訴す、 其 事い まだ 決せす し 

て、 我 代に およべり、 これらの 窮民、 滯留の 日 久し 

からん 事 不便な り" まづ この 事 を議し 申すべし と、 

仰 下された， o、 廿五. 日の 朝、 ま づ八瀨 の 事の 議を奉 

る、 やがて 奉行所よ， 9 まゐら せし 听の、 文書 等 を 下 


し 賜り、 廿 六日の 朝、 申すべき 事共し るして 奉る、 

廿 八：：：： に參， o し 時 は、 八瀨の 里人 愁訴の 事、 いはれ 

なきに あら ざれ ども、 ft 山の 結果 今 はた 改廢 すべ か 

らす、 されば、 彼 結界の 地に 代 ふるに、 土 田 を 以て 

して、 その 產業を 得せし むる に はしく ベから す、 其 

さだめ 文の 草 を まゐら すべ しと 仰 下され、 廿 九日に、 

其 草 を 奉る、 猶又仰 下さる、 事共 あ.^ て、 七月 五日 

に 至て、 つ ひに 御み づ から 草し 給 ひし もの を、 しめ 

し 下された， ^き、 

此事 は、 むかし ft 山の 結界 ありし を、 その、 ち 八 

瀨の 里人み だり に 山中に 入て、 木 をき ひとり、 國 

家鎭 護の 淨界， 婦女 牛馬の ために 穢 さる、 もっと 

もし かるべ からすと、 a" 光の 準 后 前代に 申し 給 ひ 

しかば 戊 子の 年 十二月に、 京の 奉行所 かしこに お 

もむ きて、 結 界の事 あ b 、こ、 において、 里人 等 薪 

を こりて 產 とせし をう しな ひ、 多くの 古文書 ども 

を さゝげ て、 證と し、 その 結界を 改め 廢 せらる ベ 

き 事を訴 ふる 事、 年を經 て、 今に 至れる 也、 これ 

によりて、 彼庄 にある 所の 私 領寺領 等 を 他所に う 

つし 替ら れ、 その 地 をば、 八瀨の もの どもに 下さ 


し 


、 年貢 諸 役 一 切に 免除 せられぬ、 此さ だめぶ み、 

はじめ 某舉. o し は、 眞名 にて あ， o し を、 御み づか 

ら かな 文字 を まじへ て 改めつ くらせ 給 ひた， 9、 さ 

れば、 此 もの は御自 撰の 所 なれば、 ありがたき 事 

ぞ かし、 此 年の 冬、 御 使 を 奉りし 時、 叙 山に のぼ 

りて 歸る 時、 八 瀨の里 をす ぐるに 召 供の もの ども 

の畫の 休す る ほど、 道の ほとりなる 家に 入りて、 

緣に 腰かけ 居たり、 あるじ は 老女に て 子なる もの 

は 京に 出 ゆきし とい ひけり、 かのうた への 事 を 問 

ひしに、 結 界の後 は、 こ、 の 人、 世 わたるべ きわ 

ざ をう しな ひしに、 今の 御 めぐみに よりて、 ふた 

たびい き 出し 心地し ぬれ ぼ、 人々 この 御代 をば、 

万々 歲と こそい のる なれ、 され ど 今の ほど は、 は 

たうち 田つ くる 事 は、 いまだなら はぬ わざ なれば、 

いか にゃあるべき など 申せ ど、 つ ひに はしかる ベ 

き 事な りと、 申 事な b とい ひき、 

七月 十日、 南都 兩 門跡、 爭訟の 議ニ册 を 奉る、 その 

議 によられて、 一 乘院殿 門下の 院家 等、 召 問 はしめ 

られ、 |§| また 大乘院 殿 門下の 院家を も、 召 下さ 

- 松林 院 

喾 門院 


れて、 問 は しめられし 御 事共 ありし に、 III 1 乘院 
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門下の 者 ども、 r 答申す 所、 其詞 屈しぬ、 其 後、 兩門 

相 和らぎ、 一 山 無事なる ベ き、 所 を もて、 其 議を奉 

る、；、 き 由、 仰 下されし 程に、 ー乘院 殿の 院家 ふたり 

ともに 病 ひし 居候、 門 主の 使 等、 8lg 、御 暇 を 給 

て、 罷歸ら む 事 を 望 申ければ、 九月 廿 五日に、 兩門 

の耆宿 等に 仰 下さるべき もの、 草を舉 る、 兩 門下の 

輩 共、 其 仰 を 承て、 おのく 罷 歸 りたり けり、 其 事の 

詳 なる 所 は、 別に 錄 せし 物 ども あれば、 こ、 に は 其 

大要 をのみ しるせり、 

此^ 訟の 大要 は、 はじめ 慶長五 年 九月、 關ケ 原の 

戰 終りし のちに、 神 祖大阪 の 城に 入らせ 給 ひし 時、 

興 福 寺領の 事に 付て、 僧侶の あらそ ひ あ， o し を、 

御裁斷 ありて、 十 一 月 十六 日、 五師 中に 御朱印 を 

なし 下され、 當 時の 寺務、 一 乘院の 門 主に も、 其 

^しるされし 御 書 をな されし な b  、すな はち これ、 

大性 院尊 敬 僧正 寺務の 時の 事 也、 その、 ち、 巌有院 

殿御 在世の 比に、 一 乘院の 門 主 三 菩提 院 殿と 申せ 

し 事 は、 後水尾 法皇の 皇子 眞敬法 親王と 申せし に 

て、 おはします、 此 時に 至て、 むかし 神祖 一 乘院 

の 門 主にな されし 別 御朱印 は、 門 室の 重寶 なる を 


七十 六 

以て、 法皇の 御文 庫に 御藏め 置れ しに、 すぎに し 

內裏 炎上の 時に やけうせぬ、 彼 御朱印に よられて、 

當 代の 御朱印 を 下し 賜らむ と 望 申されて、 彼慶長 

五 年 十 一 月に、 大性院 殿へ なされし 御 書 をう つし 

たる もの を、 まゐら せられき、 寬文五 年 十一 月 三 

日に、 其 望 申されし 旨に よられて、 御朱印 をな さ 

れた りき、 前代の 初にお よびて、 公家よりの 仰に、 

興 福 寺 は 藤氏の 氏寺に て 代々 の 天子 御 外戚の 御寺 

なれば、 公家の 御沙汰に まかせられ たき 由の 御 事 

なりし かば、 K 儘に 任せら る、 腐 享年 中に 至て、 一、 

乘院の 門 主 は、 維摩 會中第 六日に、 寺務 職に 任せら 

れ、 大乘院 の 門 主 は、 進講の 後に、 拜任 あるべし 

と は、 宣下せられ たりけ b、 その、 ち あらたに 門 

下僧 黃衣 免許な どい ふ 事 を も、 始め 行 はれ、 彼 寺 

學問 料の 事 は、 神祖 一 乘院の 門 室に 寄せられし 所 

なれば、 たと ひ 寺務當 職に あらす とも、 知行 せら 

れ、 學 侶の 事に 至ても、 門 室の 沙汰た るべ しな ど、 

のた まふ 事共 出來 りて、 つ ひに 大乘院 殿 愁訴の 事 

に 及び 給 ふに、 その 使 は 松 井 兵 部と かいひし 坊官 

雙 なきもの にて、 事の 由 を 申 ひらきて ければ、 三 


菩提 院殿 はやす からぬ 事に おも ひ、 死に かくれ 給 

ひ、 松 井 は、 此 事の 御 判 賜らむ こと を 望 申して、 

年 を 經 しほ どに、 これ もこ 、にて 病 ひし 死し けり、 

一 乘院 殿の 門下に して、 神祖別 御朱印と いふ もの 

すでに 燒 けうせ ぬと て、 そのうつ し を ま^らせし 

事 なれば、 覺束 なし、 殊に は そのうつ しに も、 御 

書 判 と^る されし 上 は、 御朱印に は あらす、 まし 

て、 公事より 彼 寺務拜 任の 日 を わか たれし かど、 

いにしへ より 此 かた、 兩門か はるん、 其 職に 任せ 

られし 上 は、 兩 門の 差別 あるべき 事に も あらす、 

また 神 祖の御 書に も、 學問 料の 事、 長く 一  乘院の 門 

室 へ よせら しと も 見えす、 寺 務當務 にあら すと も、 

これらの 事 を はじめて、 學 侶の 事 等、 沙汰 あるべ 

しと も 見えす、 これ はたい、 當 時の 寺務に なられ 

し 所なる に、 大性院 殿、 その 時の 寺務 なれば、 一 

乗院 殿と はなされ しなり、 たと へば、 三 井寺の 事 

仰 下されし にも、 當 時の 長 吏 なれば、 照高院 殿へ 

と はなされたり、 もし 一乗 院 殿の 申 給 ふごと くな 

らんに は、 たと へ當 時の 長 吏たら すと も、 三 井寺 

の 事 は、 長く 聖護院 の 門 室に て、 沙汰 せらるべき 

折れく 柴の訪 卷中 


事 也、 もし 一 乘院 殿の 申 給 ふ 如くに、 御沙汰 あら 

んに、 ^護 院 殿よりも、 三 井寺の 事 申 給 ふ 事 あり 

て、 圓滿院 實相院 等の 門 主の 愁訴 も 起，^ ぬべ し、 

凡て これらの 事 ども、 某が 論せ し 事 どもに よられ 

て、 御 推 問の 事 あ b しほ どに、 彼 門下の 院家、 こ 

とん \ く詞 屈して、 ま づ神祖 別 御朱印と いひし も 

の を も、 みづ から あらためて、 神 祖の御 消息な ど 

いふ 事に な. ^て、 申す ほどの 事 ども、 ふるき もの 

どもに 見えし 所に 相 合す、 此 等の 事 心苦しと やお 

も ひけん、 二人ともに、 打つ いきて、 病し 死して、 

其 使 も罷歸 りし かば，、 その 事い， まだ 御 裁 斷には 及 

ば ざり き、 此 年の 冬 は、 我 南都に おもむき しに、 

かしこの 奉行 三 好 備前守 我に 語卩 て、 此 たび 御沙 

汰の 次第、 大乘院 殿の ありがたく おも ひ 給 ふ は、 

いふに 及ばす、 一 乘院殿 門下の 僧侶と い へ ども、 

感じ 申さぬ もの もな しと ぞい ひける、 しばし が ほ 

ど は、 此所 にと いまり 罟て、 こ \ ろ しづかに ふる 

き あと を 見ん するとお も ひしに、 i 乘院 殿の 門下 

成身院 とかい ふ 老僧の 近 衞攝政 殿の、 仰 を 傅へ て、 

多 喜 宮見參 の • 申し * れり、 此宫 に見叁 せん ほど 

七十 七 
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ならん に は、 大乘院 殿に まゐら すして かな ふべ か 

ら 努、 さらば それらの 儀に よ ，0 'てと あり、 かく  VS 

とい ふ 事 もこ そ あれと、 思 ひし かば、 いそぎて 

歸 るべき 事 あれば、 此 度の 見參 かな ふま じと いひ 

て、 かしこに とい まる 事ゎづ かに 三日に して、 京 

には歸 りたり、 後に きくに、 三 菩提 院殿 は、 近衞 

殿御 父子に したしくお はしたり けり、 しかるに、 

彼 老僧 は近衞 太閤の 姬 君の 御 母侍從 殿と かいふの 

親族に て、 しかも、 三 菩提 院殿 にした しく. 思 はれ 

まゐら せて、 さもお そろし きもの なれば、 太閤に 

申す 事共 ありて、 まづ その 御 下向に さき： u ちて、 

一 乘院 の宫ょ b の 御 使、 幷に 御門 下の 院家 ども 下 

せし も、 此 たび は 一定 その 訟 にかち ぬと、 おも ひ 

まう けしに、 おも ひの 外の 事共に なりぬ るに ぞ、 

太 問に. S. 狀さ、 げて、 申せし 事 ども あ，^ し をば、 

某 も 見る 事 を 得たり き、 されば、 太閤に も 此事某 

が はから ひ 申せし 所に よりにけ，^ と 思 ひ 給 ひ、 事 

に ふれて は 某が 事よ からぬ さまに、 申し 給 ふ 事、 

たびく におよ びし かど、 聞 召 わき まへ 給 はぬ 事 

の や ふに、 すぎさせ 給 ひしな り、 


七十 八 

七月 廿 五日に 參 りし 時、 來月上 丁、 大成 殿に 御詣ぁ 

るべき 儀 を 問 はせ 給 ふ 御 事共 あ、 りて、 同廿 九日に め 

されて、 大成 殿御 詣の 次第 を 撰 進ら すべきよ し 仰 下 

され、 明れば 晦日に、 これ を 撰 進す、 かねて 又 仰 下 

さる、 旨 ありて、 八月 朔日、 本朝 神 拜の儀 を 授まゐ 

らす、 同き 四日に 御 參詣の 事 ありけ り、 

これ は、 はじめ 大學 信 篤、 前代 御 參詣の 次第 を 

^るし 舉れ， o、 其 儀 こと く當 時の 進化 を 取り 

て、 定 申せし 事 也と 見えて、 古の？ I にかな ふべき 

にも あらす、 聖廟に ま ゐらせ 給 ひて、 形の ごとく 

にも 其 禮を行 はれ ざらん に は、 しかるべ からす、 

釋奠 の 儀に よりて、 其 次第 を まゐら すべし と、 仰 下 

さる、 御 柬帶を 用 ひらるべし や 否の 事、 內々^ 譏 

ありし かど、 今の 冠 は、 後世 幞 頭の 制に して、 本 

朝の えぼう しとい ふ もの、 周 秦の遺 製な b、 また 

先王の 禮服 はこと ぐく 直垂領 なり、 今の 圓領 は、 

胡 服に 出たり とて、 御え ぼうし 御 直 垂を用 ひらる、 

また 九拜 の屮、 振勸拜 に 至て は、 倭 國に其 t」 のこ 

りぬ と、 鄭 太夫が 說 にも 見え たれば とて、 神拜の 

儀 さ づけ まゐら せよ と ありし かば、 其饞を 授け 桊 


.o た， CN き、 

同廿 三日に 御 使と して、 京都に つか はさるべき 事 あ 

り、 ま づ其路 費の 料 黃金百 兩を賜 ふ 所な り、 其 期 は、 

九月 琉球： 肓使來 らん 後、 こ、 をた ちて、 十一 H に は 

罷歸 るべ き 由、 內々 仰 かう ぶる、 

これ は、 十 一 月 十 1 日御卽 位の 儀 を 見せ しめらる 

べきよ しにして、 うち/ ^仰 かう ぶれる 事 ども あ 


>9 


此日 また 屮務少 輔詮衡 して、 某 夜中に 御門 出入す ベ 

き 事 を 仰 下さ る、 

此事 老中に 仰 合されし に、 この 事 傍 例な し、 いか 

が あるべき と 申されし を、 他の 例に 准す ベから ざ 

る 由の 事 仰ら れ しによ b て、 大手 御門、 內櫻田 御 

門、 百 人 組 御門、 中の 御門、 御玄關 前 御門、 蓮 池 

御門、 坂 下 御門、 紅葉 山 下 御門 等、 八 ケ所晝 夜に 

限らす 出入 あるべき よし、 下知せられ しなり、 

閏 八月 十六 日に、 信 濃國善 光寺 獄事を 仰 下されて、 

其 事 を議し 申て さだめ 文の 案 を 奉れり、 

九月 十四日、 淸楊院 殿御 遠 忌の 御 法會に 参らせ 給 ふ、 

御供に 候す、 錢が お^^、 同廿 八日、 白 書院に 


御 出 ありて、 京の 御 使の 事 仰 下され、 その、 ち加賀 

守忠 增 朝臣 仰を傳 て 、黃金 五 枚 を 給り、 かさねて 又 常 

の 御座に めされて、 時 服 御 道 服 等 を 賜り、！, g 一一 一^、 

此 日すな はち 道中 人馬の 御朱印 を 下さる、 ：； は 

お^ ：| いお SIS- の 十月 五 曰に は、 妻子 共に あた 

ふべき、 色々 のきぬ と、 八丈島 紬とを 賜る、 »5 ぉョ 

film 同 十一 日、 明日 京に おもむくべき ために 

叁 る、 御前に めされて、 仰 下されし 御 事 ありし 後に、 

御み づ から 物 賜る、 II. 魏 かくて 间十 二日に うちた 

つ、 かくて は、 琉 球の 使 こ、 に 至らむ 後に、 打た つ 

ベ か， o し を、 風 便よ からすして、 來 るべき 期 を 愆-り 

しかば、 其 來るを 待つ に 及ばす、 同廿 四日に、 京に 

入りぬ、 此日琉 球の 使大津 の驛に 至れり、 十 一 月の 

十 一 日、 御卽 位の 儀 を 觀る事 を 得た，^、 同 十五 日、 

詮房 朝臣に 仰 下されし は、 攝政殿 申 給 ふ 事 あり、 來 

年 正月 天皇 御 元服の 儀畢し 後に 罷 下るべし、 留滯の 

日 久しければ、 其 費用の ために 下さる、 所 也と て、 

黃金 百兩を 賜る、 此事： n ならす して 京に 聞え しかば、 

同廿 五日に、 大 坂に おもむき、 十 二月 二日、 それよ 

り 又 南都に ゆきむ かひ、 同 五日に 京に 歸 らんと して、 
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まづ 宇治に 至りと y ま b、 明れば 六日に、 京に は歸 

れ b、 すべて これらの 事 ども、 別に 錄せ しもの ども 

あれば、 こ、 に は其詳 なる 事 をば もらしぬ、 

辛 卯年 正月 元日、 天皇 御 元服の 儀を觀 たり、 此日ま 

ぢ かく 龍 顏を拜 しける こそ ありがたき 事 なれ、 その 

のち、 琉 球の 使聘 事 終りて 歸る とて、 伏 見に 來 りと 

どまる と 聞て、 同 八日に、 かしこに ある 薩摩 守の 第 

に ゆきむ かひて、 美 里 S 見城兩 王子 等に 相 遇 ふ 事 を 

得たり、 これ かねてよ b 仰 下されし 事 ありし が 故な 

り、 同廿 一日に 京 をた ちて、 二月 三日に ぞこ、 に は 

歸り たりけ る、 十五 日に、 白 書院に 御 出 ありし 時 御前 

にめ されて、 勞を 慰し 給 ふ 仰 を 蒙りぬ、 三月 朔 日に、 

田 安 淸水竹 橋 等の 御門、 畫の程 出入の 事 仰 下さる、 

同廿 三日、 此たび 修繕 せられし 御船 ども 御覽の 供奉 

に 候す、 六 月 十  一 H に 布 衣の 侍に 召 加ら る、 同廿三 

日に 朝鮮 聘使進 見 賜宴辭 見 等の 儀 の 次第 を 奉る、 

これ は歸 京の、 ち 仰 下されし 所な り、 八月 廿 五日 內 

々の 仰 ありて、 客 使 来らむ 時に、 屮路 まで 至迎 しめ 

らる べし、 路 費の 料と すべし とて、 黄金 百 雨 を 賜る、 

九月 廿三 ：《 に 至て 相 模守政 度 朝臣 仰を傳 へて、 朝鮮 


の 使 川 崎の 驛に來 らん 時に、 出む かふべき 由 を 仰 下 

さ れ、 黄金 一 一枚 を 賜り、 ま た 道中 人馬の 御朱印 を 

下さる、 十月 十一 日に 叙爵の 事 仰 下され、 筑後 守に 

任せられ、 御前に めされて、 時 服 賜りて、 罷出 ぬれ 

ば、 詮房 朝臣に 仰せて、 末 次の 御太刀、 || 五位の 

位 袍狩衣 等の 物 具、 ことぐ く 皆 下し 賜る、 これ は 

此 ほど これらの 物 ども 仰 下され、 きの ふ 調進せ しか 

ば、 け ふ 叙爵の 事 仰 下されし とぞ 聞え た， 9 ける、 同 

十七 日に、 こ、 をた ちて、 午の 時ば かりに、 川 崎の 

驛に 至りて、 此夕 朝鮮の 信 使 等に 對 面す、 十八 日の 

曉 より、 川 崎 をた ちて * 未の 半に、 淺 草の 客 館に 至 

り、 人々 にい ふべき 事 どもい ひ 終，^ ての ちに、 歸り 

參れる 由 を 申す、 十九 日に は、 叙爵 拜賀の 儀 あり、 

十  一 H: の朔 日に は、 客 使 進 見、 三日に 賜 宴、 四日 朝 

鮮の 馬上 方 御 覽の事 あり、 十 一 日に 客使辭 見す、 訖 

b て 十九 日に 至て、 西に 去りぬ、 同廿 二日に、 此た 

び 外 使の 事に 勞 ありと て、 相 模國鎌 倉 郡、 赚默樹 高 

座 郡、 等 五百石の 地 を 加 賜 ふ、 

さき に 賜， り し 武藏國 比 企 郡の 她 をば、 返し 舉り 

て、 その re 地 をば、 埼 玉の 郡、 野 平 村に しで 賜ら 


む 事 を as 申せし かば、 ゆるされて、 こ、 において、" 

野 平 一 村の 地 ことぐ く我領 となりたり、 武藏相 

模地總 計 一 千 石 を 倂せ領 す、 

す、； 、て 朝鮮 聘 使の 時の 事 は、 別に 錄 せし 物 ども あれ 

ば、 こ、 に詳 にせす、 され ど 世の 人々 我事 を 申す 事 

の出來 たりし は、 此 事より 始 りければ、 其 事の 大要 

をば、 こ、 にしる すなり、 初 太閤 秀吉の 朝鮮 をうた 

れし 後、 神祖世 をし ろしめ されし 初に、 むかし 京の 

代の 時の 如く、 隣 國の好 を 修めら るべき 由 を、 仰 

られし 事 ありし かど、 彼國の 君臣と もに、 我 國を深 

く うらみて、 申す 事 ども ありし ほどに、 一 年り 餘を 

經て 後に ぞ、 はじめて 使 をば 參ら せたり ける、 此ほ 

ど は、 我國 創業の 際 なれば、 聘 鱧を講 せらる^-など、 

いふ 事に も 及ばす、 

此年 大御所 駿 河の 國府に 御座 をう つされ しほ ど、 

に 彼 使 来れり、 今 は 世の 事 をば すでに 讓れ り、 關 

東に 參 るべ しと 仰ら れ しかば、 信 使は關 東に 參，^ 

て、 聘 事を修 む、 その 歸 るに 及びて、 駿 河の 國府 

を 過る 時に、 大御所に もめされ しに、 奉るべき fg 

幣の 物な くして、 ゎづ かに 其 禮を備 へしな どい ふ 


ほどの 事 なれば、 當 時の 事お も ひやるべし、 此等 

の 事、 創業 記 等の ものに 見えし なり、 

天 和の 時に 行 はれし 所 は、 寬 永の 例に よられし と 見 

えなり、 我國 のい にしへ、 外國 の使來 b し 時の 例 を 

も、 又我國 使の 彼國に ゆきし 時の 例 を も、 通じ 考ら 

れし所 也と も 聞え す、 たい 其 時に 當 りて、 進 止 を 取 

りし 所 なれば、 國體 において、 しかるべ からぬ 事 も 

多 か， 9 ぬ、 百年に して 禮樂 起る とい ふ 事 も ある 也、 

今の 時に 及びて、 これらの 事 を も 議定 ある ベ きとて、 

其 事 を 下し 問 はれし 事な ど あ， o しに、 答申す 所も詳 

ならねば、 某に 間 ひ 試み 給 ひし 事 ども あ.^ て、 つ ひ 

に 其 禮を議 すべき 由 は、 仰 下された りけ， o、 それが 

中 復號の 御 事 こそ、 第 一 の 難事な りつれ、 これ は、 

兩國の 好 修められし 初より して、 彼國の 書に は、 日 

本國 王と しるし、 まゐら す、 これ は 鎌 倉 京の 代々 よ， 9、 

外 國の人 は、 我國 天子の 御 事 をば、 日本 天皇と 申、 

武家の 御 事 をば、 日本 國 王と 申せし 例に よれる 也、 

しかる を、 寬 永の 比に 至て、 日本 國 大君と しるし ま 

ゐら すべき 由 を、 仰つ か はされ しょり、 此事 その、 

ちり とま ぶ ) 2 ク、、 、れ對 馬 國の 守と、 その 家人され ど、 

ちの^と は な. t ナり との 爭 論の 事-」 ぷリ しなり、 さォと 


折 わく 柴の 記卷中 


八十 


折た く柴 の^ 卷中 


八十 二 


大君と いふ は、 彼 W にして、 その 臣 子に 授る 所の 職 

號に こそ あれ、 其號を 以て 稱し 申すべき 由 を、 仰つ 

か はされ し は、 彼國の 官職 をう け 給 ふの 嫌 ありて、 

また 大君 は、 天 王の 異稱 なるよし、 異朝の 書に はみ 

えたり、 さらば また 我 朝 天子の 御 事に も 疑 あれば、 

た > もとの 如くに、 日本 國王 としる しま ゐらす べき 

事 を 申すべき 由、 對 ^守に 仰 下されぬ、 此事の はじ 

め、 某 對場守 平義 方の 家人 や 直 賢、 ^赚 § 謂；； い 

とい ふ ものに 申す 事 ありし に、 此事 子細 あら じと い 

ひけり、 公家の 御 事に は、 係る に 天 を 以てして、 日 

本 天皇と 稱 しま ゐら せ、 武家の 御 事に は 係る に國を 

以てして、 rn 本國 王と 稱 しま ゐら する 事 は、 おの づ 

から 天と地と 其 位 易 ふべ からざる 所 あるが 如し、 ま 

た 共に 日本 を 以て 稱し まゐら する 事 も、 周 王 周 公 君 

臣 共に 周 を 以てし 給 ふ 事の 如くなる 事な ど を、 對馬 

國 にあり つるな ま學匠 等が、 知る にも 及ばで、 と あ 

りかく ありと いふ 事に よりて、 國人 等い なみ 申す こ 

とばの 聞え しかば、 我 また 彼 直 賢が 許に ふみつ か は 

して 申せし 事共 ありし に、 はじめ 直資 がいひし 如く 

に、 彼國 にして は 申す 事 もなくて、 其國の 書、 日本 


國 王と 改め 來 りぬ、 又 天 和の 時に、 寛 永の 例に よら 

れて、 若君に も彼聘 を舉ら しめらる、 され ど 若君 御 

幼稚の 御 事 なれば、 少將正 俊の 朝臣 を 御名 代と なさ 

れて、 其禮 をう けられし に、 外 使 等國命 をう けし 日、 

世子 を拜 すべき 事 は 聞きぬ、 執政 を拜 する 事 を 聞か 

すと 申て、 拜す るに 及ばす して 罷出 づ、 當時も 若君 

御 幼稚の 間 也、 また これらの 禮を爭 ひ 申さむ も、 事 

煩し かる べしと 議定 ありて、 世子い まだ 閻を出 給 

はす、 聘を まゐら する に 及ぶ ベ からすと、 對馬 の圃 

に 仰 下さる、 また 近 例 彼國の 禮曹、 我國の 執政に、 

書 幣を附 し 贈る 儀 あり、 むかし 京の 代に は、 九州の 

探題と いへ ども、 なほ 彼議 政府よ， ^こそ 書 をば 通じ 

たれ、 今 其 例に よらむ 事 は、 彼國 にもね がふべ か & 

す、 近 例の ごとき は、 我國 もまた ねが ふ 所に あらす、 

此事を もといむべし と、 對馬國 に 仰 下さる、 此ニ B 

に 至て は、 彼 東萊府 使と か 聞え しもの、 對^ 守に 書 

贈 b て、 申せし 事 ありし かど、 これ もまた 仰 下され 

し 如く に 事な りぬ、 又 近 例 は 彼 使の 來， o 過る 所々 

にて、 朝夕の 膳 七五三、 畫の膳 は 五々 三 を 供す、 か 

かる 事 は、 我 朝の 天使 を 待せ 給 ふ 所と いへ ども 其 例 


なし、 殊に は路 次の 國々 の 勞費も はか b がた し、 今 

よ. o して は、 彼國 にして 我 國の使 を 待す る 例の ごと 

く、 路宴 賜む 事、 四 所の 外 は、 た  > その 食料 を あた 

へらる べしと、 對馬國 に 仰 下さる、 此事は 彼 K もも 

とよ. o 其 鱧の 煩し きに 堪ゃ、 食料 給らん は 其 便よ か 

りければ、 申す 事 もな し、 又 近 例に は、 彼 使 人 等 輿 

に乘 b ながら 客 館に 入， o、 御 使 客 館に 至れ ども、 迎 

送の 儀 もな し、 これらの 事 もっとも 古 鱧に 合す、 ま 

たむ かし 我 國の使 彼國に ゆきし 時の 例に もた が へ り 

今より して 後 は、 其 使 客 館に 入らむ 時に、 輿よ， o 下 

り、 御 使 客 館に 至らん 時、 階下に 送迎す るの 儀 等、 

むかし 我 國の使 彼國に ゆきし 時の 例の ごとくな るべ 

しと、 對^ の 國に仰 下さる、 此 二つに 至て、 彼 使 等 

近 例に よりて 其禮 を^ ひ、 すでに 大 坂に 至り ぬれ ど、 

此事 のために 賜 宴の 事 行 はれす と 聞え て、 世の 人 こ 

と < ^くい ひの、 しりし かど、 これ もつ ひに 仰 下さ 

れし 事の 如くに ぞ、 行 はれけ る、 また 近 例 彼 使 こ、 

に 至-りし 日、 執政の 人々 して、 御 使と なされ、 客 館 

に 就て、 其 勞を慰 せらる、 我國の 執政と 申す は、 猶 

是 彼國議 政府の 議 政の 如し、 ^かるに 我國の 使、 か 

— 折れく 柴の 記卷中 


しこに 至る 時、 彼議 政府の 議政 をして、 我 使の 客 所 

に 使せ し 例 は あらす、 いかむ ぞ我國 の 執政して、 彼 

使 をば 慰勞 せらるべき、 これにより て、 此 たび は、 

高 家の人々 をして、 その 御 使と なされた り、 され ど 

彼 使 等 申す 事 もなかり し は、 大坂京 及び 郊勞の 御 使 

等、 皆々 執政の 人々 に は あ. ら ざり しかば、 今 はた 此 

事 を 申すべき 所な かりし 故な り- 旣 にして、 彼 K こ 

、に 至りし 初に、 ま づ對^ 守に 仰 下さる、 旨 ありて、 

此度 改め 定められし 事例 書條 をし るし 出さる、 それ 

が 中に 近 例 彼 使 進 見の 時、 その 國書 をば、 上々 官と 

いふ ものして まゐら せた， o- き、 此儀 しかるべ から や、 

正使 これ を 捧げて まゐら るべ し、 又 近 例 彼 使の 拜位、 

我國三 家の 座に 同じ、 しかるべ からざる を もて、 其 

位 を 改め 定めら る、 又 近 例 彼 使に 饗を 賜る 時、 三 家 

御 相伴の 儀 あり、 我 朝の 天使 を 饗せられ しとい へど 

も、 此 等の 儀 あらす、 また 古の 禮 にも 合す、 皮 a に 

して、 我 國の使 を 饗せし 時の 儀 もまた しからす、 こ 

れ によりて、 其 儀 を 改め 定めら る、 たいその 三 家 御 

相伴の 儀に おいて は 申す 事 ありて、 旣に 賜饗の 日に 

至 て 、彼 使 等 殿上 の 座に 就し 後、 某と 此禮を 爭ふ事 時 

八十 三 
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うつりし かど、 つ ひに は、 其詞 屈して、 仰 下されし 

如くに 禮卒 りぬ、 辭 見の 儀訖 りし 後に 至て、 御- 投書 

のうちに、 其 國王七 世の 祖諱を 犯されたり、 改め 賜 

るべ き^の 事 を 以て、 某に 申 事 あ， り、 五世に して 諱 

む 事な き は 古の 禮な り、 また 子と して は、 父の 諱を 

避け、 臣 として は 君の諱 を 避く、 これ 臣 子の 情 忍び 

がた き 所なる が 故な り.、 いかん ぞ隣國 の 君 をして、 

北ハ K 子と 同じく、 國諱 避けし むる 事の あるべき、 た 

とひ 叉 兩阈の 君 其！！ 諱を相 避る の 事 あらんに も、 そ 

の 七 世の 國諱を 避くべき 事、 古に あらす、 まして や 

己が 欲せざる 所 を 施す 事な かれと いふ 事 あり、 其國 

のま ゐら せし 書 を 見る に、 まさしく^ ！田 代 御 祖考の 御 

^を 犯しぬ、 其^ 七 世の 諱を： u に 施 給るべし と 申さ 

む もの、、 いかん ぞ我國 の 御 祖諱を 犯せし もの を も 

ち * れる、 其. ^所 皆無 鱧の 事 也、 某 か、 る 事 申さん 

ことかな ふべ からすと 答 ふ、 かれら やむ 事 を 得すし 

て、 對^ 守に つきて、 此事を 申す、 いまだ 仰 出さる 

る 御 もなかり しほ どに、 世に 申 沙汰せ し 所 は、 彼 

等此： $申 かなへ ざらん に は、 大 かたいき て はよ も國 

に J! ら じと m3 ふ氣 色な り、 さらば、 兩 國の戰 ちかき 
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にあり ぬな どい ひの、 しる、 此 時に 至て は、 しかる 

べき 人々 も、 某 を 諫めし 事共 も あ、 りけ る、 され ど 彼 

使の かく 申す 事 は、 はじめ あらそ ひ 申せし 事共 は、 

§H これ 禮の 繁文 末節 論す るに たらす、 其國諱 避し め 

まゐ らせん 事 は、 其 係る 所 最大 也と おも ひ はかりし 

所 を、 我 かねてよ、 り 思 ひ 合せし 事共 あれば、 我 もま 

た 死 を 誓 ひて、 初の ことば を 改めす さらば ま づ彼國 

より 來らむ 書に、 我國諱 避けな ば、 我 答ん 所 もまた、 

其國諱 避くべき 也と 仰 下されし かば、 つ ひに これ も 

仰 下されし 事の ごとく、 彼 國の書 改め まゐら せし 後 

に、 我 H の 書 を も 改めつ か はされ たりけ り、 すべ て 

此 時の 事共、 彼國の 人よりも、 なほ 我國の 人々 のい 

ひの、 しる 事共 多 かり つれ、 され ど さすがに 上の 御 

事 申 ま ゐら すべきに も あらねば、 た  >ひ た すらに、 

我事 を のみ ぞい ふなる、 、孔子 夾谷 の 會を 相け 給 ひし 

は、 もとより^ 人の 御 事 なれば、 いふに も 及ばす、 

魯の 曹沬、 趙 の毛遂 などい ふ もの、 類に も 似ざる 所 

あらん 事 は、 これらの 事共な にの 申す 所 ある、；、 き、 

いかに かくまで、 我 國の恥 ある 事 を しれる 人な き 世 

と はなり ぬらん、 古に 世 を 避けし 人 も ありし ぞ かし、 


又 君子 不終 H とい ふ 事 こそ あれと おも ひし かば、 け 

ふよ， 9 して、 出て 仕 ふる 道 は 思 ひとい まりぬ る 事の 

由 をし るして、 彼 使の こ、 をた ちし 日の 午の 時の 終 

りに、 詮房 朝臣に つきて 奉れり、 詮 \e 朝臣 その 答 を 

ばせ で、 いそぎ 仰 下さるべき 事 あり、 とく 參り給 ふ 

べしと いひお こせたり、 いかなる 事の 出來 ぬらん と 

覺束 なか， o しかば、 やがて 參 りしに、 たい 今 申す 所 

の 事、 聞 召 驚かせ 給 ふ 所な り、 これ 世の 人の 申 事共 

あるに よれる なるべし、 初より それらの 事 ども 聞 召 

及ばれ、 また それらの 說 のよりて 出る 所 もしろ しめ 

されぬ、 兩國の 交 は、 おのく 其 國の輕 重 強弱の 係 

る 所に して、 その 事體 最大なる 事 なれば、 はじめよ 

議 せしめら る、 事共 あ. C- しに、 汝の 申す 所の、 よ 

く 我 思 ふ 所に 合 ひた b しによ， o てこ そ、 此事 をば 仰 

かう ぶ. o しなれ、 されば、 外 使 申す 事共 も 多 かりし か 

ど、 ことごとく 皆 議定せ し 所の ごとく 行 はれす とい 

ふ 事 もなかり しに、 事す でに 終らむ とする におよ び 

て、 おも はざる 外の 事出來 りて、 世の 人 申す 事 ども 

あ， o. し 時に、 我 越 前 守に いひし は、 我 はじめ 試む る 

所 ありて、 此 たびの 事 を もて 筑後 守に 命じた りき、 


かれ かなら す 事 を あやまた じ、 凡百の 事た V その 一 

つに 至て 事なら ざれば 其 功 全し とはい ふべ から や、 

今此 一 事に よりて、 かほ どまでに 事 成し 所の、 むな 

しからん は惜 かる まじき 事 か は、 佛 氏の 說に 一 體分 

身と かいふなる は、 我と 彼との 事 也、 彼 あやまち あ 

らんに は、 卽ち これ 我 あやまちな， り、 我 また 事 を あ 

やまらん に は、 彼 あやま， o ともなりぬべし、 されば 

我 今い かにと もい ふ 所な し、 汝もぁ ひか まへ て 世の 

人の ために あや あられて、 申す 事 あるべ からす、 た 

だ 彼の はから ひに 任せよ とい ひき、 果して 其 事 ども、 

わが 思 ひし 所の ごとく はな りぬ、 しかるにい ま汝の 

申す 所の ごとくな らんに は、 今に 至て は、 我 もまた 

悔みお も ふ 事 あれば こそ、 彼 も 出て 仕 ふる 事 をと い 

め けれな ど、 世の 人の いはむ に は、 これ も 又 前 事の 

功廢れ なん 事、 前にい ひし 所に 異なる ベ からす、 都 

て I のた びの 事 ども、 汝の身 ひとつの 事と おも ふべ 

からす、 皆 これ 我 身の上の 事ぞ かし、 いかにお も ふ 

所 ありぬ とも、 我た めな b とお も ひて 思 ひと いまる 

べしと 仰 下された b ける， 某が 事、 その 御身 を わか 

たれし 听 なりと 仰 下されし が、 あまりに かたじけな 
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さに、 覺 えす 淚に むせび ぬれば、 かさねて 申す 事 も 

なくて、 つ、 しみて 承りぬ とば かり 答申た りき、 同 

廿ー rn に 大和 守 重 之の 許より、 明日 仰 下さるべき 事 

ある 由の 仰 をった えらる、 廿 二日に 參 りしに、 まづ 

詮房 朝臣して、 けふ老 どもして 仰 下さる ベ き 事 あわ、 

此 ほど 仰ら れし 事の ごとくに、 いかなる 事な りと も、 

申す 所な かるべし と 仰 下さる、 かくて 加賀守 忠增朝 

^仰 を 傅て 此 度の g 賞と して、 所領の 地 加 賜 b たり 

けり、 その、 ち 又詮房 朝臣して、 此 たびの 功に かな 

ふ ほどの 賞 あらん. に は、 辭 申す 事 ありぬ と 思 召れ し 

かば、 ゎづ かに 其 勞に報 ひらる、 所 也と ぞ 仰ら れけ 

る、 すべ て此 度の 事、 君の 靈に 賴れ り、 臣 なにの 勞 

か あるべき、 しか. りと いへ ども、 敢て 仰に したが は 

ざらん やと 申て 罷出 づ、 

祌祖世 をし ろしめ されし 初 は、 外國 よ，^ 書 を 奉り 

し 事共 多 か，^、 そのころ は、 三 要 長老と いひし が、 

その 事 をば、 承りたり き、. これ は秀吉 の 代に 東圃 

にう つらせ 給 ひし 時、 上野 國足利 庄の學 校の 住持 

な.^ しかば、 これらの 事 ども 仰 かう ぶりし 事 あり 

しにより てな， 9、 後に 圓 光寺と 聞え しこれ &、 牝 


長老 なくなりし 後 は、 崇傳 長老 此事を 承る、 これ 

は 後に 僧錄に なられし 金 地院と 申せし 事 也、 此僧 

錄 なくなりし 後より こそ 林道 春 法 印 これらの 事お 

承りたり けれ、 大學頭 信 篤 御代 あらたまり にし 後 

に は、 よろ づ むかしの ごとくに も あら ざ b しかば 

いかにもして、 ふた、 び 世に も 逢ば やとお も ひて、 

朝鮮の 事 は、 むかしよ， 9 我家の 承， o し 所 也と いひ 

し を、 此事 承られし 政 直の 朝臣、 もとより 信 篤と 

したし か， o しにより て、 執り 申されし かば、 さら 

ば 其せ 手 をし るし まゐら せよ と 仰 下されて、 二 冊子 

を 作りて 奉りたり けり、 その 中の 事共、 問 はせ た 

まひし に、 もとよ，^ その 事の 初 をし るべき-事 にも 

あらねば、 答申す 所つ まびら かならぬ 事共な りし 

かば、 某に 問 試させ 給 ふ 御 事 ども ありて、 つ ひに 

此事 をば 某に 仰 かう ぶりたり けり、 政 直 朝臣 はじ 

め 此事を 承りし よ、 り此 かた、 ありし 例な ど 信 篤に 

就き 問 ひ、 對^ 守が 家人の こ 、にあ，^ あ ふ もの を 

召 尋られ しに、 その、 ち改議 せられし 事共 出 * ぬ 

れば、 もの まなびし 事 もお はせ ぬ 人の、 か、 る 事 

は 本末 しらぬ 听な， o、 たいと わたる 船の、 梶 をた 


えし こ、 ちし 給へ る もむ ベなら、 それが 中、 寬永 

に 日本 國 王と 稱 しま ゐら せし 事 をと いめら れし 

時、 大君の 號 擬し呈 せし は、 信 篤の 祖父な b とも 

聞 ゆ、 また 此稱 朝鮮の 職號 なる 事、 對 馬の 國 にし 

て しるべからざる 事に も あらす、 た^-いかにもし 

て、 此 儀の 行 はれ ざらん 事 をお も ふ 所に、 はから 

すして 同じ 心なり、 され ど此 儀の み 申 やぶらむ 事 

も かな ふべ からす、 仰 下さる、 ほどの 事 ども 行 は 

るべ からすと いひし を、 政 直 朝臣 も、 それらの 說 

より  > ひまど ひし て 、と あ b かく あり i 申 されし を、 

御 心 ひとつに おぼしめし さだめられて、 仰 下され 

しに、 なに 事 も、 つ ひに は 仰 下されし ごとくに は 

なりし 也、 それらの 說 のよ h- て 出る 所 もしろ しめ 

されぬ と あ， o し は、 上に も これらの 事 ども、 よく 

しろしめされた， o しに ぞ あるべき、 かの 大君の 號 

の 事 は 今 もな ほ 申す 事 あ とき、 ぬ、 あやま， 9 か 

ざらん とて、 わが 國の恥 ある 事 を も かへ， 9 見ざる 

は、 よく 人の 義を しらざる 輩と こそ 覺 ゆれ、 その 

比に は、 あまりに 我事い はんとて、 S 馬國の もの 

多く 受けし などい ふ 事 も 有け り、 義 方の 家人に、 
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W 六 郞右衞 門と 云し が 來り て、 平 田直衞 門が 國に 

歸 らん 時に 申せし 事 あり、 此 たびう け 給ら せ 給 ひ 

し 事に つけて、 なに 事に も あれ、 御 力のお よびが 

たからん 事 をば、 承るべし との 事 也、 しかるに、 

信 使等歸 らん 時に、 此所 をす ぎぬ ベ しと 聞え 侍，^、 

當時卸 名 は、 彼國 まで も 聞え しに も 似す、 御屋作 

りの 小し きに 見えぬ る こそ、 かつ は 我國の 御爲に 

もし かるべ からね、 此 たび 主にて 候 者の 屋形 つく 

り ぬる 材の 猶餘り ある もの ども 侍れば、 つくり あ 

らため 候 はんとい ふ、 このたび 彼 使の 來.^ すぎん 

所、 今 その 家づく b あらたむ る 事 あるべ からす、 

見ぐ るし からん 所 は、 いかにも 修め 補 ふべ しと 仰 

下されね、 我家 小し き なれ ど、 見ぐ るし き ほどの 

事 もな も、 しかる をつ く， O 改めん に は、 改めつ く 

るべ からすと は 仰 下されし かど、 此 事に ぁづ かれ 

る もの、、 かくする 事 は、 、まこと はっく  b 改めん 

こそよ かるべ けれな ど 申す 事 も 出 * なんに は、 も 

つと もし かるべ からす、 御 こ \ ろざし の ほど は、 

わする ベから すと 答 ふ、 其 後 また 信使來 らん 時、 

川 崎の 驛に 出む かふべ しと 仰 下されし に 至て、 か 
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の 人 また 來て、 我國の 御た め 也、 路 次の 行 装 刷 は 

れ ざらん 事し かるべ からす、 其 事 承らん ために 馳 

參り ぬと いふ 也、 去年 御 使の 事 承りて 京に 上りぬ 

れば、 旅装の 具 事 かけす、 こ、 よりかし こに 至ら 

ん事、 ゎづ かに 一 日の 程 也、 それらの 路費 いくば 

くも あらす、 もしな ほつ がざる 所 あらんに は、 申 

すべきに K とい ふ、 され どな ほ 夜 ふくる まで、 申 

事共 あ. o しか ど、 つ ひに 我心の 轉ゃ まじき をし b 

ける にぞ、 もし 仰ら るべき 事 あらんに は、 可 事に 

も あれ 承りぬ べしと いひて、 歸り たりけ る、 此度 

の 事 仰 かう ぶら ざらん に はいかで か 、る 事 を もき 

くべき、 赀 これ 公の 御 事に か、 りぬ る 事 也、 私の 

寧と おもうべき にあら すと 思 ひ ぬれば、 その 事つ 

ぶ さに 申した りし 上 は、 これらの 說を もて、 我 を 

うたが はせ 給 ふべき 御 事に も あらす、 又 世の 恥 あ 

る 事 を もしら ざらん 人の 心に て は、 我 身 を もて 國 

に 許しぬ る 事 をば しらで、 たい 我 身の 幸 あらん 事 

を はか b し 也と こそお も ひ ぬらめ、 遠く 陵 漢の故 

事 引く まで もな し、 近く 山 本道 鬼と 聞え しもの は、 

甲斐の 武 田が 家の 軍師 也、 武田 越後の 上 杉と、 信 
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濃の 國川 中島と いふ 所に 戰 ひし 時に、 みかたの 軍 

やぶれぬ と 見えし かば、 かの 山 本、 まっさきに うち 

死して ける、 すこしく 恥 ある 事 をし らん もの は、 

かく こそ あり けれ、 我 もし 此たび 譏し 申せし 事の、 

一 つも 仰 下されし 事の、 ごとくなら ざん に は、 た 

とひ 仰 下さる、 御 事 こそな からめ、 我 何の 面目 あ 

りて か、 ふた 人び 見え まゐら する 事の あるべき、 

されば 此事仰 かう ぶ， 9 し始 より、 我 身 はなき もの 

とこ そ 思 ひ 定め たれ、 かく 思ひ定 たりつる は、 我 

國 中の 事 はいかに も あ、 りなん、 此事 もし あやまつ 

所 あらんに、 我 H の 恥 をの こすべき なりと 思 ひし 

が ゆ ゑ 也、 彼 復號の 御 事 を、 對 馬の 國人等 がいな 

み. S. す 事 聞え し 時に、 我 贈れる 書 は 我 此事を もて 

あらそ ひし 始也、 其 書の 案 は、 今 も あるな り、 其 

後又大 坂に おいて、 信 使 等の 禮を爭 ふと 聞え て、 

對馬 守に 贈らん 書の 草を舉 りしに、 しかるべ しと 

仰 下されし ほどに、 其議 すでに 行 はれぬ と 聞え て、 

書 を 贈る にも 及ばす、 されば、 此草 は御覽 じた. る 

もの なれば、 我 後に も 傅 ふべ し、 其 後 信 使 等 殿上 

の 座に して、 我と 禮を^ ひし 時の 事 は、 今の 大和 


守 重 之 朝臣 も 見 給 ひぬ らん、 其餘 見し 人々 は 今 も 

なほお はすべき、 すでに 御座に つかせ 給 ひしん て 

人々 色めき あへ りしに、 我 動く 事な くして、 つ ひ 

に かれら 三人 をば いひ ふせたり け b 、これらの 時、 

我心のう ちに は、 いかにお も ひ 定めたり けんと 

は、 思 ひ はかるべし、 其 後 又 國諱の 事 起 b し 時" 

世の 人 誰か は ひと.^ も 其 心の 動きな かりし、 たい 

我の み ひと り動 く 所の なか b し は、 我心 はじめよ 

り 定まりぬ る 所 ありつる が 故 也、 上に は これらの 

所よ くしろ しめされけ るに こそ、 汝の申 聞る 所、 誡 

にし か. o とのみ 仰ら れて、 また 仰ら る、 御 事 もな 

か. o しほ どに、 これ もまた、 つ ひに 申せし 所の ご 

とくに はな b き、 すべて は、 これ 我 國の靈 によれ 

る 所 也、 人力のお よぶべき 事に は あらす、 然る を、 

我 功に よ b しな どい はん 事し かるべ からす、 まし 

て 其 功に つのる 事 あらん は、 尤 しかるべ からす、 

もし 議 申せし 所の 一 事 も 行 はれ ざらん に は、 其 功 

は いづれ のと ころに か あるべき、 

世の中の 事、 なに 事に も あれ 見聞ん ほどの 事たい に 

はう ち 過べ からす、 よくく 其 事の 由を詳 にすべき 
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事な b 、これ また 古に いは ゆる 格 物の 一 事なる ベ し、 

その 事 小し き なれ ど、 前に しるせし 聘事 にっきても、 

我む かしょ，^ 見 もし 聞 もしつ る ことの、 其 用に あた 

b し 事 ども 少なから す、 其  一 二 をば こ、 にしる しぬ、 

たと へば、 我い とけな き 比、 庭訓 往來 を讀習 ひしに、 

其 三月の 狀に 見えし 屋 作りの 事共、 今 は 見聞かぬ 事 

の あるが、 心得が たかりし に、 物の こ、 ろ を も わき 

まへ しより 此 かた、 むかしの 物語、 また ふるき 日記 

などい ふ もの、 類 を 見る にした が ひて、 おも ひ あは 

せし 事共 も あ， o き、 また 鎌 倉に、 鎌 倉 殿の 御所の 圖 

あ b と 聞て、 其圖 にこ そ、 かの 往來に 見えし 事共 も 

あるべ けれと 思 ひて こそ、 もとむ る 事年ク しく、 つ 

ひに その 圖を うつし 得て 見し に、 鎌 倉の 代の 物と も 

見えす、 京の 代と なりし 後に 鎌 倉 殿と 聞え し 時の 物 

とも 見えす これ は、 末の 代の 人の 屋 形の 圖の、 鎌 倉 

に 住し 都 料の 匠が 家に 傳 へし 所と ぞ 見えた る、 また 

九條 殿に は、 室町 殿 大臣 大 饗の圖 ありと も 聞し 事 あ 

り、 京 二 至， o し に、 望 申ければ、 昔し 下さる、 ま 

た 近衞 殿の 槐 門の 圖 とい ふ もの を も 見る 事 を 得て、 

ふるき もの どもに みえし 屋 作りの 事、 心得し 事 も あ 
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き、 その、 ち、 聘事 によ， o て、 中 門 改め 造るべし 

仰 下されし に、 鎌 倉 右 大將家 以來、 武家に は 門に 

厘 根お ほひし もの を 用 ひられざる 故實 あり、 其證と 

して、 右大將 家の 啄の圖 を まゐら すと いひし 事 あり、 

此事を もて、 某に 問 はせ 給 ひしが、 我む かしょり 見 も 

し閒 もしつ る 事 どもし るして、 此圖我 許に もうつ し 

傅へ し 所 也、 され ど、 縑倉 殿の 代の 物に は あらや、 

其證 は、 多く ことば を 費す にも 及ばす、 今の 代に 鐽 

と 申す もの、 始は、 太平 記に も 見え 侍り、 しかるに 

此 21 に fS 之 間と いふ もの、 有 こそ、 其 代 をば おし は 

かりぬべき 事な り、 又 遠くい にしへの 事 ども 申す ま 

でもな し、 ニ條の 御城に は、 寬 永の 比の 御門 どもの 

楚. VM「 もさぶ らふ、 此睥の 棟 門 は、 後に^ 洞 LL 参ら 父 

石 is「？ さ J レ^ せられて、 今 は その 礎の み殘れ り、 5 

S 禪寺 の內佥 地 院の宮 門 は、 むかし 神 祖聚樂 の 御所 

の 門 を うつされし 也、 さらば 當家 代々 にも、 楝門唐 

門 等 用 ひさせ 給 ひし 事 明らか 也、 た 3 '此 所に は、 い 

まだ それらの 御門 建ら れざ b し 也、 いかに か、 る 事 

をば 申しぬ らん、 され ど其議 にやした が はせ 給 ふべ 

きと、 答申た りけ， り、 これらの 事共し るし 出されし 

かば、 此事 譏し 申せし 輩 も、 其の 詞屈 しぬ とぞ 聞え た 


る、 

大學頭 信 篤 も、 鐽の 間と いふ 所 ある を もて、 縑倉 

殿の 代の 圖に あらやと は、 近き 證 にも 笑と 申き し 

など 聞え た りき、 武家に は、 屋根お ほふ 門 用 ひら 

れ ざる 故實 也と 申す は、 御 旗 等の 出入の 事の ため 

也と ぞ 聞え ける、 申す ことの 如く 御 旗 を 出し 人ら 

る、 事の あらん 時に、 此所 をのみ 出入るべき 事 か 

は、 いづれ の 御門く にも、 屋根お ほ はれぬ 所 も あ 

らば こそと 申ければ、 これらの 事、 もとより 論す 

るに も 及ばす とぞ 仰ら れ ける、 すべて 此 等の 事 ど 

も 申せし も、 前に しるせし ごとくに、 此たび 改め 

議 せらる、 事 ども、 申 やぶらん こと をお も ふが ゆ 

ゑな， o とぞ聞  >ん たる、 

また 我國 よりな さる 、御 書函 は、 白銀 を もて 打 造 

黄金の 環に、 紅の 緒 を 用 ひられし 例な り 

の 伊 也 國師 nn 記 等^: -勢 、 ？ こ b  73  v  v?I*-&4、  I  ノこ 

に その 事 見えたり、 ^flr レカ にある へ きと^-^' されし に 

よりて、 京に て 見 及びし 衣 函表案 等の 式 を ま ゐらせ 

しかば、 此 たび は 其 式 を 用 ひられけ り、 又此 たび は、 

信 使 等 館 門の 外にして 輿より 下りぬ ベ きがため に、 

對馬守 門外の 幕 次の 事 を 申せし かば、 大坂 にして は、 
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幕の 內に榻 を つらね 設く、  、その 事 聞え し 

かば、 京に して 幔幕の 中に、 唐の 椅子 を 設けし と 聞 

えた b け， o、 事の 急なる に應 せし 所 なれば、 いかに 

も あ b ぬべ し、 それらの 儀し かるべ からすと 申て、 

飛驛 して 京よ b 斑 幔と兀 子と をと，^ よせて、 此 所に 

て は、 斑 幔の內 に、 兀子を 設けたり き、 前攝政 殿下 

此事を 聞 召されて、 ほめさせ 給 ひしと ぞ承 はる、 又 

川 崎の 驛に ゆきて、 信 使に むか ふべ しと 仰 下されし 

かば、 其 時に 着つ ベ きもの 、事 をお も ひめ ぐらす に、 

これ 古に いは ゆる 草 野の 會也、 されば、 此所 にて 用 

ひられん 所 は、 しかるべ からす、 凡 武事に は 水 干 を 

用 ふる 事、 武家の 舊儀 也、 此物を 用 ゆべ しとお も ひ 

しかば、 うち^-其 事 を 申請 ふて、 かしこに ゆきし 

に、 信 使 等對馬 守が 許に 使して、 こよ ひの 客 は、 い 

かなる 冠 服 を か 用 ひ 給らん、 其議 によりて、 こなた 

にも また その 心得 あるべ しとい ひし かば 對馬 守より 

して、 また 我 許に も此 由い ひ 贈れり、 今日の 事 は、 

逆旅の 事な り、 某 はた い 武の常 服 を もて 入る ベ し、 客 

使 もまた 常 服 を や 用 ひらる べきと 答 ふ、 某が こよ ひ 

の 儀 は、 緣塗 のえ ぼうしに、 木 蘭 地の 水 干、 襦に 括し 
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て、 銀 作の 野太 刀 を はく、 もし 其 官人等 出む かふ 事 

もこ そ あれと おも ひし かば、 肩 輿の 中に、 沓を 入れ 

たり、 案の 如く、 館 門に 至りし に、 上々 官 などい ふ 

もの 出む かふと 見えし かば、 やがて かの 沓を 出し、 

つけて 門に ぞ入， 9 ける、 すべて 此 等の 事、 國體 とい 

ふ もの、 ある 事 を も、 武家の 舊儀 ある 事 を も、 わき 

まへ ぬ 人々 に は、 共に 論す ベ からざる 所な，^、 

外 使の 時の 事し るすに つけて、 思 ひ 出に し 事、 また 

一 つ 二つ あり、 はじめ 京に のぼると て、 美 濃 國大垣 

を 過る ほどに、 その 邊の 家々 に、 こと A 、く 榜示を 

たてし..， のる を 見れば、 二、 をば 一 丈 きるべし、 かし 

こ は  一 乂 きる ベ しな ど、 尺寸 を わかちて しるし  た り 

いかなる 事に やと 問 ひしに、、 朝鮮 の 聘 事に つ き て 、 

其 事 承 ，o 給 ひし 人々 の、 ：、 を 過 給 ひしに、 MP 

碧， 召 供せられ し對馬 守の 家人、 このと- 一ろ 路狹く 

して、 大 旗の 通らん 時の 煩 あるべ しと 申せし かば、 

かくは 沙汰し 置れ しとい ふなり、 かの 使の こ、 を 過 

る は、 此 度を始 とやす ると 問 ひしに、 彼 使の 來る每 

に必 す此所 をば 通， O 候 ひしと 答 ふ、 京に つきし 事 を 

注進せ し 書に、 此 事を議 して、 此 等の 事、 沿路 諸國の 
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烺 なるべし、 彼使來 りしより 此 かた、 事の 煩な かり 

し を、 今 はた これらの 沙汰 あらん 事、 もっとも しか 

るべ からすと 申したり き、 後に 聞に、 これらの 事 は 

こ と< ^、くにと いめら れき、 また 外 使 京より こ、 に 

來. o 歸 らん 道の ほど、 かの 一 行の 人の 乘 るべき 鞍馬 

ども、 諸 大名の 役に 課せら る、 これ 例な り、 其 役 を 

充ら るべき 事例 をし るして、 まゐら せし に、 たと へ 

ば、 西國 大名の 中、 遠江國 より 東の 役 を 課せ、 東國 

の 大名の 巾、 三河國 より 西の 役に 充らる 、ありて、 

凡 役に またが ふ 事、 一 H 程 を 限と し 、求らん 時に 一 

日、 歸 らん 時に 一 日、 すべ て兩 日に 過べ からすと 見 

えたり、 某 これ を晃 て、 此 さだめ 然るべ しと も 見え 

す、 西國の 人々 に は、 三 河の 國 より 西の 事 を 課せ、 

東國の 人々 に は、 遠江國 より 東の 事 を 課すべき 事に 

や、 さらば 西國の 大名の 家人 等、 外使來 らん を 送り 

し 後 は、 各大 坂の 屋敷に 歸 b て、 外使歸 らん 期に さ 

きだちて、 迎 ふべき 所に 出む かひ、 また. 東國 大名の 

家人 は、 外 使を迎 へし 後に は此 所に 來り 集 b て、 外 

使歸 らんに 至て、 これ を 送るべし、 さらば 各 其 便 も 

よろしくして、 おの づ から 路 費の 用 其 半 をば 減す ベ 
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し、 また 其 役に したが ふ 事、 只 一 日 を 以て 限と せん 

も 然るべ からす、 諸國の 大名、 此 度の 役に 從 はんに、 

僅に  一 ：n  二  H を 論すべき にも あらす、 凡迎へ 送らん 

事、 二日 程 を 以て 限と し、 或 道 遠く、 あるひ は祿少 

き 人々 をば、 此役を 免除 せられば， 此役 課せられし 

大名 も、 其數 多から す、 且 はまた、 靴 馬の 數も其 半 

にして、 其事辨 すべし と 申す、 申 所 尤もし かるべし、 

重て 此 等の 事 仰 下された らんに も、 其 意 を 得ざる も 

のよ くすべき 所に も あらす、 其 事 をし るして 參らせ 

よと 仰ら る、 承りぬ と 申て、 明けの 日の 朝、 其 事 をし 

るして 參ら す、 いかに かくは はや か， o しぞ やと 仰 あ 

り、 諸國の 大名 役に したが ふ 事、 おのく 居城より 

行程 百 里の 外に 出る 事な からん やうに、 赋りて 候 ひ 

しかば、 煩し からすして、 其 事辨じ 得て 候と 申たり 

き 

始ま ゐら せし 所 は、 萩原 近 江 守 重秀が はから ひし 

所に て、 鞍 具 馬 等 をば、 商人のう けお ひとい ふ 事 

になして、 大名よ. o は、 其價を 出さし む ベ き 由の 事 

也、 か、 る 事 も、 國體に 於て しかるべ からすと 申 

といめ し 事な，^、 


又駿 河の 國府 にて、 路 宴の 日 其 上々 官 よ，^ 以上 は、 

御番 衆して 給仕の 役に なさるべし、 それよ h- 以下の 

輩の 給仕 人の 事 は、 內藤豊 前守武 雄に 仰 下さ るべ 

しと 申す 事 あり、 謂 碰、 某此事 またい かい あ 

るべき、 凡此 度の 事、 諸國 大名の、 其 役 二つ を かけ 

られす 海道に 所頒 ある ほどの 大名、 皆々 外 使 を迎送 

の 役 あり、 それに また、 此事仰 下されん に は、 此人 

にの み、 二つの 役 を かけらる 、なり、 某 御 使 奉りし 

時、 駿 河の 國府 をす ぎしに、 さすがに 神祖 おはし まし 

つる 御名 ご b にて、 土俗い やしから す、 商人 共の 子 

撰び 出し、 此 事に したが はし めんに は、 無骨の 田舍 

侍に は、 はるかに まさりぬ べしと 申ければ、 此事 も、 

某議し 申す ごとくに は 仰 下されたり けり、 

此年 七月 四日に 召れ て、 越後 國村 上の 領、 八十 五衬 

の 百姓 四千 百 十六 人、 濫訴の 次第 事 よのつね にあら 

す 此上は 領主に 仰せて、 嚴刑を 行 はるべし と 聞 ゆ、 

奉行所 糊 旅 より まゐら する 所の もの を 下さる 、所な 

hy, 議し 申すべし と 仰 下さる、 奉行所よ、 り 奉れる 狀 

を 見る に、 去年 松 平 右京 太夫 輝 負、 村 上の 城 を 賜り 

し 時、 三 島 蒲 原 等の 郡 四 万石領 とい ふ 所の 百姓 等、 

折れく 柴の託 卷中 


其 地 を 以て 御料に なさるべき 事 を來. o 訴ふ、 此 等の 

事、 其 望む 所 を ゆるされざる 事の 由 を 申せし にっき 

て、 彼等 は、 其 在所に 歸れ. -、 然るに 彼 村々 の もの 

ども、 御 代官の 下知に したが はす、 また 去年の 貢 を 

も 納めす、 此 たび 其 張 本 五十 餘人を 評定 所に めして、 

其 事の 由 を 問 ふに、 御料の 百姓た らん 事 を S5f ふ 由 

を 申す、 其 事 ゆるされが たきの 由 を 申す 事、 度々 に 

およぶ といへ ども、 其 返答に も 及ばす、 此上は 別に 

御 使 をな されて、 召 問 はるべき 歟、 但し 彼 張 本 五十 

餘人 をば 禁獄し、 御 使 二三 人 を 彼國に 下され、 f^J 

|ま：：5、 へ 其 餘黨は 早ぐ 領主に 渡され、 下知に したが 

は ざらん もの ども をば、 領主の 沙汰と して、 其 罪の 

輕 重に したが ひ、 或は 死罪、 或は 追放、 或は 禁獄し、 其 

田畑 屋敷 等 は、 領主の 進 止に 任せら るべき 歟の由 を 

しるして、 彼 國の御 代官 所 五月 廿 一 日の 注進 狀を副 

てき 丄， o、 御 代官 所 は、 黑 川と いふ 所に ぁリ、 ま に よ、 氏ぉ艮 

て 寿 わ〜 御 代官 は、 河原 淸 兵お I とい ふな リ、 ます.^ = ^を， 

るに 風聞の 事共 をし るして、 今度 張 本 五十八 人 を 召 

れ しにつ きて、 其餘黨 等以の 外に 骨張し、 數 通の 起 

證文を かきてお の^-其 約 を 堅く し、 召れ しもの ど 

もに 相隨 ひて 出づる もの 百餘 人、 もし 五十八 人の も 

九十 三 
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のど も 罪せられば、 百餘 人の もの ども 出訴ぶべし * 

W 餘 人の もの ども また 罪せられば、 四千 餘 人の もの 

ども 罷 上りて 訴ふ ベ しと 議定し、 すべ て 御 代官 所 を 

見る こと 仇敵の ごとく、 去年の K 米 ほし ひま、 にう 

り 米と なして、 船に 積 出し、 庄屋 これ を 制すと い へ 

ども、 敢て 用る 所 あらす 等の 事 を しるせり、 fKi 

^大將 となして、 すでに 軍の 用意す ると 聞 ゆな 7 ごり： ：！： る 日^: 勢 

どもい ふ 也 、此^, ばかの 注 逝の 狀に はの^す、 そ ク- ^ス 日 ま.： ％ 

を ま cQ らす、 其 大要 は、 きのう 下さる、 所の 物 ども 

これ を見訖 りぬ、 そ も/, \.當 時 天下 無告の 民、 いづ 

れの 所に か * り訴 ふべき、 しかる を 奉行の 人々、 は 

じめ 下知せ し 所に したが はすして、 此訴 ある 事を以 

て、 違犯の 科と なし、 く はふる に、 また 御 代官 所よ 

b 注進の 狀に 見えし 風聞の 說 によ， o て、 つ ひに 斷す 

るに 反逆の i§ を 以てす、 凡そ 民の 父母た るべ きもの、 

其、 ひとす る 所、 かくの ごとくなる ベから す、 かの 風 

聞の 說の ごとく、 實に其 反 謀 あらんに は、 其歲 の- rK 

をう 米 をな して、 みづ から 兵 時の 粮を うしなう 事 

あるべ からす、 たと ひ 又、 其 反 謀 あらんに も、 これ 

らの備 へ あるべき 事 を もしる 事な からん に は、 深き 

S にあら す、 いはん や、 御料の 百姓た らん 事 を 望 請 


ふ もの ども、 いかん ぞ上に そむき まゐら する 心の あ 

る ベ き や、 た いその 堪べ からざる 所 あるが ために、 來 

り訴 ふる 也、 某 かれらが ために、 其 他な き 事 を 保ち 

つべ し、 今に 至りて、 これらの 事共、 奉行の 人々 に 

仰 下されて、 かさねて 召 問る、 事 ありと も、 訴 ふる 

もの も、 §1  く 人 も、 相 怨み 相に くむ 心 あらたまら ざ 

らんに は、 其 情 を 得て、 其 心 を 服 せん 事 かな ふべ か 

らす、 幸に 奉行の 人々、 別に 御 使して 召 問 はるべき 

歟と ゆす 也、 特に 御 使 を 差遣され て、 その 來訴 ふる 

事の 由 を 召 問 はるべし、 但し、 此御 使の 事 仰 蒙らん 


人よ、 


力 


1 ^ 


も溫柔 


、 哀矜 ある 人 を 撰ばる ベ 


きに 候と 申す、 やがて 橫田備 中 守、 鈴 木 飛 If 守、 堀 

田 源 右衞門 三人、 別の 仰 を 奉りて、 此たび 奉行所に 

召よ せし もの 共 を 召 問 ふに 至て、 はたし 

て訴 申す 所、 そのい はれな きにし も あらす、 又此訴 

松 平 右京 太夫が 所領と なされし より 事 起れ るに も あ 

らす、 六十 年の 前、 松 平 大和 守 直泰村 上の 城 を 賜り 

し 時、 三 島 蒲 原 等の 郡に して 四 萬 石の 地 を 加ら る、 

これより して、 土俗 其 地を稱 して、 四 萬石領 とはい 

ひけり、 去々 年 本 多 中 務大輔 忠良 彼 城 を 賜 ひし 時、 


Iw、 五 かの 四 萬 石領の 地、 こ、 かしこ を わかちて、 二 

萬 石の 地 を 以て 御料と なされ、 其餘を もて、 村 上の 

領と なさる、 然るに 本 多が 領 となされ し 所に、 村 上 

の 城 を さる 事、 或は 二十 里、 或は 三十 里に 及びて、 

また 信 濃 川 を はじめて 大河 三つ を 隔て、 又 十五 六 里 

餘の堤 ありて、 每年 春秋の 水の ために やぶらる、 こ 

れら 修築の 事、 また 其勞費 はかる ベから す、 それに 

また、 彼 四 莴石領 の 地、 もと 大 庄屋と いふ もの 十 人 

ありて、 年 比 これらが ために、 くるしむ 事共 多 かり 

しに、 此 たび、 彼 十 人が 中 八 人 を わかちて、 村 上の 

領に附 せらる、 これらの 事に よりて、 村 上の 城の ほ 

とりに ある 所の 地と、 引か へられん こと を、 黑 川の 

御 代官 所に 歎 申し けれど、 其 沙汰に 及ばれす、 

これらの 事共、 八十 五村の 百姓 愁訴す る 所、 こと 

ごとく そのい はれ あり、 前代の 御 時より、 此 かた 

は、 諸 大名 御 旗本の 人々、 所領 替の ある 時に、 その 

土 田の 沃饒 なる もの、 又は 山林 川澤の 利 ある 所々 

をば、 皆々 御料と なして、 其餘を もて、 私 領に附 

らる、 事 なれば、 ひとり 百姓 共の うれへ 申す 事の 

みに あらす、 その 領主 もまた、 これが ためにく る 


しむ 事、 すべて かくの ごとくな り、 

去年 四月、 百姓 共の 中 三人 を 撰びて、 奉行所に 來 

き a み [ t 

三 五兵 衞、 新 五郞、 市 郞兵衞 とい ふ もの 三人 也、 

勘定 奉行 中 山 出 雲 守、 大久保 大隅守 等の 許に 來 

訴 ふとい ふ、 

これ も 亦 その 沙汰に 及ば ざ、 りし かば、 四 月 に 至て、 

河內守 正岑 出仕の 路を 遮りて 訴ふ、 奉行の 人々、 其 越 

訴の罪 を ことわりて、 彼 三人 を召預 く、 五月の 末、 

三人の 輩 を. 奉行所に 召て、 此 たび 松 平 右 京大 夫 村 上 

の 城 を 賜れり、 汝等 申す 所有べ からす、 急ぎ 罷歸る 

べしと いひし ば、 望 請 ふ 所の ゆるされ ぬと 心得て、 

本國に 馳歸る 村々 の 百姓 等悅ぶ 事大 かたなら す、 さ 

れど彼 二 萬 石の 地、 村 上 領に附 られし 事 は、 猶 又も 

とのごと く、 三人の もの ども 心得ぬ 事に おも ひて、 

九月の 初に また 來訴 せし を、 やがて 禁獄す、 それら 

が 父子 兄弟 も 召よ せて 禁獄せ しに、 獄中に 死せ しも 

の 二人、 お M ま-が 村 上の 百姓 等い よく 心得ぬ 事に 

おも ひて、 歎 申す 所い まだ 御 裁許 あらす、 さらば、 

此 年の 貢、 御 代官に まゐ らせん も、 又 村 上の 領 まに 


折た く柴の 記卷中 
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まゐ らせん も、 其 事 決しが たしと て、 催 促に^ たが 

はす、 此 年の 二月、 奉行の 人々 彼 所の 百姓 等 召 問 ふ 

べしと 申して、 其 張 本と 聞え しもの ども 五十八 人 を 

召した るな b、 此 たび 別の 仰 を 奉りし 人々、 彼等が 

申す 事 ども を 聞て、 たと ひ 申す ところい はれ ありと 

も、 今 はた 望 請 ふ 所 を ゆるさ れんに、 これらの 事後 

來の 例と なりなん 事^かる ベから す、 たい いかにも 

奉行所の 下知に ^たが ふべ しとい ひし を 聞て、 此上 

はいかで 仰に そむき 候 ベ き、 され ど 今迄の ごとくに 

候 はんに は、 つ ひに は大 庄屋 小 庄屋な ど 申す もの、 

ために、 父母 凍餓 し、 兄弟 妻子 離散すべき にて さ ふ 

ら へば、 本國の もの どもい かに や 思 ひ 候べき、 あは 

れこ、 に 候 もの、 中、 二三 十 人 許 御い とま を 給らん 

に は、 罷歸 りて 此 仰の 旨を傳 へて、 彼等が 所存 を 承 

b ての ちに 答へ 申すべし と 申す、 彼等 を ゆるし 歸さ 

れん 事 もっとも^ かるべ からすな ど、 議し 申す 人々 

も 多 かりし かば、 かさねて 此事を 以て 某に 仰 下さる、 

虎 を 野に はなつな ど 申 事 も 事に こそよ、 り 侍れ、 かれ 

らを本 國に歸 されん に、 何條 事の 候べき、 彼等 歸 b 

て此 たびの 御 德惠を 申傳へ ざらん に は、 本 國に候 も 
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のど も、 誰に よりて か此 等の 御 事 をば 承るべき、 又 

彼等が 訴 申す 大 庄屋の 事、 御轧 問の 事な く.，， -ても か 

な ふべ からすと 申ければ、 其 請 ふ 所 を ゆるされて、 

三十 一 一人 を 本 國に歸 され、 彼大 庄屋 小 庄屋 等 を 召れ、 

八月の 半、 橫田鈴 木 堀 田 等して、 御亂 問の 事 等 あり、 

九月の 初、 奉行の 人々 また 御 代官 所 注進の 狀 をまぬ 

らす、 其狀に は、 はじめ 召れ しもの どもの 中 を歸さ 

れ しょり、 村々 の 百姓 等う ちょり/,^ 申す 事 あ りと 

聞 ゆ、 また 此 年の 作 毛 を も、 私に 刈 取りて、 殘 りな 

しな ど 見えたり、 程なく 彼 八 組の 百姓 等 十二 人參り 

て、 御德惠 • のかた じけ なき 由 を 申す、 

凡 組と は、 四 万 石領の 地、 大 庄屋 十 人の 下に 屬し 

たれば 十 組と いひし を、 前に 見えし ごとく、 大庄 

厘 二人 を、 御料の 庄屋に なされし かば、 殘れる 八 

人に 屬せ しもの ども を、 八 組と はい ひしな. り、 

その、 ち かれら を 始めて、 はじめ 奉行所に て 禁獄せ 

し 三人の もの ども を 召て、 庄屋 どもの 事 を 問 はしめ 

られ、 かさねて 庄屋 どもに も 問 は しめられし 事共 あ 

5; しに、 庄屋 ども 陳じ 申す に詞 なし、 

たと へば 去々 年 十月の 末より して、 正月の 半に 至 


るまで、 八十 日間 御 代官 二人 黑川 に來 りと どまり 

し 時に、 大 庄屋 等 その 用度と して、 金 九 百 五十 兩 

を 村々 の 百姓に 出させし 事 の 類い くら も あ りし 

を、 こと < ^く 申 ひらく ことばな か hs し 事 どもな 

b、 

十月 十二 日に 至て、 此事 御沙汰の 次第 あ b て、 自今 

以後、 庄屋 共 不法の 事共 を禁 せられ、 彼 二 万 石の 地 

八十 五ケ 村の 百姓、 四千 百 十六 人 を 以て、 村 上の 領 

主に 引渡さる、 ^ぱ^れ I マ 此年士 一月 廿， K 日に 

至て、 .K 卯兩 年の 貢 こと -く 皆 其 領主に 納め 入れ 

しと こそ 聞え たれ、 

されば、 はじめ 年々 の 貢 米う b すてし など 聞え し 

は、 あらぬ 事共 也、 その、 ち 又 彼 八十 五村の 中、 

坂 井村と いふ 所の 百姓 等、 並に その 村に ありし 一 

向 宗福淨 寺の 住僧な ほ 違犯の 事 ありと 閜 えて、 ，明 

くる 年の 正月の 末にめ し 問 はれし に、 これ もまた 

風 間のと ころ 皆 これ ひが 事に て、 ゆるし かへ され 

たり 

すべて、 その 詳 なる 事 は、 別に 錄せ しもの あれば、 

こ、 に は その 大略 をし るせ b  、 
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此年 十二月 廿ニ H、 不忍 池の ほとりより 火 出づ、 西 

北の 風 烈しく、 延燒數 万 家に およべり.、 はじめ 丁酉 

の 大火の 後、 此災 しばぐ 起て、 此炎 にか、 る 事 十 

數 度に 至れる 町々 あ b て、 人々 其 所 を やすくせ す、 

これらに く はふる に、 そのたび 》c に は 万物の 價騰 

U^M て、 その 禍の 及ぶ 所 も ひろければ、 いかに 

もして 此炎 除かれん 事 を議し 申す ベ しと 仰 下さる、 

人々 にも 此事問 はせ 給 ふべき 御 事 勿論な り、 まづ某 

が 議をも 奉るべし とて、 當時此 炎の 起る 事、 夭の 道 

にか、 れる もの 四つ、 地の 勢に よれる もの 二つ、 人 

の 事に ぁづ かれる もの 四つ、 火 を 防ぐ の 法、 其 道 を 

得ざる もの 五つ、 すべて 十五 條を議 して ま ぬらす、 

町奉行 並に 火 消の 人々 にも 議 せしめ 

られ しに、 おの^.. 申す 所 其 理を盡 せし 事と も 見え 

や、 たい 白銀 町の 堤 を增し 築かる べしと いふ 事 は、 

人々 の議 合へ り、 某が 議 せし 事に も、 これに 似た る 

事 は あれ ど、 人々 の 議には 同じから す、 され ど 人々 

の讒 によられて、 彼 堤 を增し 築くべき 事 を 仰 下され 

て、 某が 議 せし 事 ども、 いまだ 擧用 ひらる、 にもお 

よばで 御 他界 ありけ り、 

九十 七 
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明 ぬれば 壬 辰の年、 諸 大名に 御朱印 を頒 下さるべき 

にて、 某が 草 をめ さる、 御 旨 をと る 事な ど ありて、 二 

月廿 三日よ， o 廿五 日に 至て、 其 草 を 奉れり、 そのの 

ちまた 神社 等に 頒 下さる ベ き 草 を 奉る ベ しと 仰 下さ 

る、 堂上 寺社の 御朱印な り、 此事も xfcs^i  ^^Ib 

ス 終らす して、 御 他界 ありし なり、 ヌ^. らん^. 蒙 P 

の 人に あ ひて、 西南 外國の 事共 問 ふべき 事 ども 仰 蒙 

りし、 二月 廿 五日より 三月 九日に 至る まで、 其 旅館 

に ゆきむ かひて、 問 對の事 ども あり、 其 事 別に 錄せ 

しもの あれば、 こ、 に はしる さす、 

此ほ どまた 議し 申せし 事 あり、 其 大要 は、 前代より 

此 かた、 諸 大名に 課せら る、 所の 役 重く、 これにく 

はふる に 奉献の 物 又 多し、 天下の 士民窮 り 苦しむ 事 

も、 悉く これに よれり、 凡そ 大名 御 旗本の 人々、 公 

役に したが はん 事、 軍役 を もて 準據 とせら るべき 御 

事な り、 はじめ 元 和に 軍役の 事 御定ぁ りしより、 其 

事に したが ふに は、 本 役 半 役 三分 一 役 等の 差別 あり、 

宽 永の 時に 至て、 軍役の 事 を 改定 めら る、 其 後 元 和 

の 時に 比する に輕 か， o き、 これ 泰平の 曰 久しき にし 

たが ひ、 虚費 年々 に堦 して、 其 役に したが ひがたき 

所 ある を 以て、 時の 宜しき ところ を 斟酌せられ しと 
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みえた-り、 いはん ゃ寬永 を さる 事猶 久しき 今にお い 

て を や、 軍役の 事 すでにし かり、 よのつねの 事 ども、 

故な く 其 役 重から ん事 もっとも しかるべ から や、 遠 

く 異朝の 事 を 論す るに 及ばす、 我國の 亂れし 代々 の 

事 を 見る に、 其亂 のよりて 起れ る 事、 天下の 人民 財 

つき カ窮れ るに よらざる はなし、 これ をな S さん これ 

を敎 へんと も 見え、 、また 倉廩み ちて 禮 節 をし ると も 

見え たれば、 いかなる 善政お はし まさん にも 今の ご 

とくにして 世に 行 はれん 事 かた かるべし、 されば 當 

時の 急務 いかにもして 天 下士 民の 肩 を 休めん に はし 

くべ からす、 さらば まづ諸 大名 こ、 に來 らんと き、 

召 供すべき もの、 人馬の 數を 減じ 定められ、 城門よ 

b 始めて 郭 門に 至る まで、 その 守の 番人の 數を 減ら 

し 定められ なに 事に よらす 時に 臨みて 公役に したが 

はんに は、 或は 三分 一 役 を 用 ふ ベ き ほど を 斟酌 あり 

て 仰 下され、 

これより さき 庚 寅 四月 十六 日に、 前代に 諸 大名 火 

の 番の事 仰 かう ぶ ひし 所々、 十五 所 をと いめら れ 

しか ど、 急火 消增火 消な どい ひて、 臨時に 仰 下さ 

れし 時の 人數の 事、 いまだ 其定 なかり しが 故な り、 


舉獻の 物に 至ても、 或は 度 かさならん をば 其 度 を 減 

じ、 或は 物 多 からん をば、. 其 物 を 減せられ、 奉獻す 

でに かくの ごとくな らんに は、 老中より 以下の 人々 

に 贈らん 所 も、 其 度 を も 其 物 を も 相 減すべき 由 を 仰 

下されな ば、 諂 諛の俗 も 改り、 賄 赂の事 行 はれ ざら 

ん事 も、 また 其 中に ありぬべし、 これらの 事 ども、 

よく/^ 御 思 M あるべき 由 を 申せし な， 9、 これによ 

b て 所々 の 御門 番人の 數等問 はし め 給 ひ 其 數を定 め 

られ、 また 諸 大名 交代に、 召 供すべき 人馬の 數等、 

多 かる まじき 事共の 御沙汰 あり、 但し 奉獻の 物の 事 

は、 議し 申さる \ 人々 ありし など 聞え しが、 某が、 

Biffl れャ、 
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奉 獻の事 は、 上 をう やま ひま ゐら する 心 を 行 ふと 

ころな り、 またむ かしょり 度し げく 獻る事 は、 そ 

の 家々 の 眉目と もし^ | るな， 9、 しかる を これらの 

御沙汰に 及 よん はものと もし かるべ からすと、 か 

たぶ け 申 人 有しな り、 さる こと は b もこ そ あるら 

め、 

此 年の 三月、 道中の 事 ども 御沙汰 ありけ り、 これ は 

去年 二月、 我 京より 歸 りし 後に、 海道の 事 ども 申せ 
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しによ，^ て、 その 三月、 朝鮮の 聘 事に 事よ せ 給 ひ、 

道中の 奉行に 縫 親 I〕 大仰 下されし 事 ありし より 此 

かた、 其 人々 議し 申す 事 多 かる 中に、 其 大要 は、 道 

中の 宿々、 年に 隨 ひて 貧しく くるしめり、 其 故 も 端 

多 けれど、 中に も 近年 以 * 公家 武家の 人々 召 供す も 

の、 數 多くな て、 宿々 の 人馬 其數 にみ たす、 其 

役た すくる 听々 に 至る まで、 こと < ^に 皆 くるしみ 

窮れ り、 しかの みならす、 荒 居の 渡改 b しのち は、 

海道 往來 の责 賤、 多く は 山道 をす ぎ ぬれば、 海道の 

宿々 は產業 をう しな ひ、 山道の 宿々 は 人馬つ がす、 

されば 國々 の 役に 課せて、 諸道の 宿々 の 人馬 を增し 

置くべき ほどの 料 をめ されて、 人馬の 數を增 れて後 

に、 ちかき ほとりよ ，9、 其 役 をた すくる 事 を 免除せ 

られ ば、 {ほ 々の もの どもい ふに 及ばす、 其 役た すく 

る もの ども、 共に 愁苦 をまぬ がるべし、 次に 近年 山 

道 を 往還す る 人々 を禁 せられば、 海道 山道の 宿々 お 

のく 其 生を遂 ぐべ し、 これらの 事を始 て、 すべて 

道中の もの ども、 疾苦の 事 ども、 身み づ か. ら、. 其 所 

に 至ら ざれば、 いまだ 詳 なる 所 を しらす、 ねが はく 

は、 時々 使して 其 事 を 問 はしむべき もの を、 奉行所 

I  九十 九 
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に « し 給 はるべき 等の 事、 前後 數十條 におよ ベり、 

その、 ち 某に も讒 せしめられ しかば、 しるし 奉れる 

事共 多 かる 中に、 某 御 使を舉 りて、 海道 を經 過して、 

身み づ から 其 事 を 見る におよ ベり、 往還の 人々 召 供 

の もの ども、 其數 多き が ごとき は、 宿々 の もの \ うれ 

へに あらす、 たいその 役 をた すくる 近き ほとりの も 

の、 うれへ なり、 其 故 は 前代の 御 時に、 宿 役人と い 

ふ もの を 始め S れて、 御料の 宿々 に は 御 代官 所の 手 

代と いふ もの、 其 宿々 の 事 を つかさどれ， o、 公役 等 

によ b て經 過る 人々 ある 時 は、 宿々 の もの ども 彼 役 

人と 心 を あはせ て、 實に用 ゆ ベ き 人馬の 數に咅 して、 

此役 をた すくべき 所々 に 催促して、 其 役に したが ふ 

べき 人馬 を 以て、 公役の 事に 應じ、 宿々 の 人馬 をし 

て は、 往還の 旅人 を 送り 迎 へて、 其 賃餞を 私に し、 

また 其 役た すくべ き 所々 より 来れる 人馬 ゎづ かも 其 

數に みた ざれば、 緩怠の 罪 をお ほせ、 その代り とし 

て はへ i 錢を はたり とりて 私に す、 されば 往還の 人々 

召 供の もの 多き にあら ざれば、 その 得る 所 すくなけ 

れば、 宿々 の もの ども は、 たい 其 人数の すくなから 

ん 舉 を うれへ とす、 其 役 をた すくる 所々 の もの ども 
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は、 たいに 人馬の つかれ くるしむ のみに あらす、 其 

罪 を 贖 ふために、 財力す でに つきはて ぬれば、 宿々 

を さる 事 五 里 十 里が ほどに 所領 ある 人々、 其税 年々 

に 減じて、 いかにも せんすべ あらす、 また 公事に よ 

b て往來 する 人々 の 召 供の もの ども、 おのれら を迎 

へ 送らむ ために、 人馬の 多く あつまれる を 見て は、 

なに を くるしみ て か、 みづか ら 重き 物 を 負 ひ、 遠 

き 道 を も ゆくべき、 おの，/^ その 人馬 を 取 用 ひて、 

我勞 にか ふる は、 下賤の 情^から ざる 事 を 得す、 す 

ベて これらの 舊弊を 除かれん に は、 まづ宿 役人と い 

ふ もの を 停廢 せらる \ に^く は あらす、 次に 近年 以 

來、 荒 居の 險を さくる がた めに、 海道 山道 ふたつな 

がら、 其 生 を やすくせ ざる 由、 これたい 其 一 つ を^ 

b て、 その 餘を ば^らざる なり、 前代の 御 時、 海道 

の 宿々 望 請 ふに よ，^ て、 その 駄賃 等 を增す 事共 ゆる 

されし 所々 あり、 是 より 此 かた、 貴賤 往來の 路費を 

省かむ 爲に、 山道に 赴く もの 多く なれり、 某 御 使 を 

奉りて 海道 を 上下せ し 時、 本 坂の 道 を 通らん こと を 

勸 むる 事 あり、 其 事に 隨が はすして 荒 井 を 渡る に、 

畏 るべき の 途には あらす、 奉行の 人々 海道 往来の 人 


多 からん こと を 思 はい、 宿々 人馬の 賃錢の 法 古に か 

へされん 事 を議し 申に^ くべ からす、 往来の 人々 山 

道 を 經ん事 をと いめら れんこと 然るべ からす、 又 道 

中 宿々 人^の 料、 長く 諸國の 役に 課せら れんこと、 

前代の 御 時、 東大寺 大佛殿 造 立の 爲、 及び 富士山の 

燒 けし 灰 除かれん 爲に、 諸 國に役 を かけらる、 是ら 

は 只 臨時の 役な， ^とい へ ども、 世の 人 申 事 も あ りき、 

まして や、 諸國 年々 の 役と して、 道中 宿々 人馬の 料 

を 召さるべき 事、 尤 然るべ からす、 海道 宿々 の 役夫 

百 人 駄馬 百 匹、 山道の 宿々 は 役夫 五十人 駄馬 五十 匹、 

是古來 の 定数な， 9、 凡 往來の 人々 召 供す ベ き 者 ども、 

此 人馬の 數 によりて、 斟酌すべき よし 仰 下され 又 宿 

々に 於ても、 所 役の 外に、 一 人 一 匹と いふと も、 其 人 

馬の 催促に 隨ふ まじき 由 を 仰 下され は、 其 役 を 助く 

る 所 も、 自ら 其數を 減すべし、 但當時 は 宿々 の 人馬 

定まれる 數に みちし ところ 多から す、 此事 もと 軍國 一 

の 用に 備ら る、 所 なれば、 か、 る 所尤大 な， 5、 早々 

其 沙汰 有て 實に其 力たら ざらん 所々 に は、 其 料 を か 

し 下さる 、 にしく ベ か らす 候と 申 事 ども 七條を 記し 

て叁ら す、 ほ 此年壬 辰の 二月、 先 かの 宿 役 
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人の こと をと 3- めら れ、 其 後 道中の 事 ども 御沙汰 有 

て、 奉行の 人々 望 請 如くに、 寄騎 同心 等の 者 共つ け 

られ き、 八月に 至て、. 舉行 所よ， o 奉， o しもの を 某に 

かし 賜 ひし を 見る に、 去年 御朱印 を 給， o て、 海道 を 

過し 人々 の爲 に、 五十 三驛の 間、 其 役に 隨が ひし 役 

夫 二十 三 萬 五 百 五十人、 驛馬四 萬 千 二百 三十 四 匹、 

今年 道中の こと 御沙汰 有しよ， -此 かた、 役夫 十 萬 七 

千 五 百 五十 一 人、 駄馬 三 萬 六 千 四百 十 一 匹に して、 

役夫 士 一 萬 一 一千 五 百 八十 九 人、 駄馬 一 一千 八 百 一 一十三 

匹 を 減じぬ と 申す、 

我 奉， -し 事共 七條 のうち、 其 節目 數十事 ありし 其 

中、 はじめ 奉行の 人々、 道ホ t 下の 者 共 不法の 事 

は、 いかにも、 制すべき やう 非す と 申せし 事を議 

せし は、 是は爰 にも 京大 坂に も、 上下の 者 どもと 申 

て、 東西 往來の 人の、 道の ほど やと ひて 召 供す 者な 

り、 かれら 不法の こと、 いふ は、 たと へば 行 勞れた 

ると て、 馬 を 出させ、 駕籠 を 出させ、 打の b て、 

おのが もつべき 物 をば、 役夫に もたせて 行つ、、 

おのれら 早く 家に 歸らん とお も は い 免す ベ しと 

て、 錢 おし 取て 返し、 又 宿々 の 者 をに くしと 思 ふ 
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事 あれば 黨の者 どもに 相吿 て、 終に は 其 恨み 報 ゆ 

、、へ き ほどの 事 をな し ぬれば、 是らが 事に つけて は、 

宿々 の 者 どもい かにと もい ふ 事な し、 もとよ b そ 

れら の、 事な せし 者 も、 いかなる 者と も 知る ベ か 

ら ざれ は、 舉行も 又 其 沙汰に 及 難き よし 也、 某此事 

を 承りて、 是を 制止 せん 事い と 易き ほどの 事 也、 愛 

にも 大坂 京に も、 彼等が 事 を 取 計 ふ もの あり、 是 

を 日庸の 者の 宿と も、 上下の 宿と も 申す 也、 彼等 

やと ふべき とお も ふ 人 は、 其 宿の 者 どもの 許に い 

ひっか はし ぬれば、 やがて かれら を さしつ か はし 

ぬ、 されば 彼等 も 其 宿の もの、 心に 違 ひ ぬれば、 

立 所に 世 渡る 業 をもう しない、 妻子 養 ふべき 事 も 

かな は ざれば、 是を 恐れ 敬 ふ 事 主人に 相 同じ、 彼 

等 者 不法の 事 あらんに は、 其 宿た らん 者 其 罪に 行 

ふべき 此の 法嚴 ならん に は、 其 弊 は 改まりぬべし 

と 申たり き、 其 法 を 立ら れ しかば、 果して 是らの 

* はやみぬ、 又舉 行の 人々 寄騎 同心の 事 を 望み 申 

せし をば 然るべ からざる 事 三條を 記して 爭ひ 申け 

れど、 其 望に 任せら れんこと 然るべ しと 申されし 

人々 有し かば、 終に 其 望に 任せられき、 御 他界の 


饯に 至りて、 日光 山 御 法會の 時に、 宿々 の 役 助く 

べき 人馬の 事に つきて、 かの 宿 役人の 前の 如くな 

し 事 ども 出来り、 又 山道の 宿の 者の 事に つきて、 

奉行所より 沙汰せ し 事 ども 其 領主 は 心得ぬ 事に 思 

ひし こと も 有き 是等 果して、 某爭 ひ、 申せし ことの 

如くな， o き此外 某が 議し 申せし 事共の 其 時に あげ 

行 はれ ざ b し 事 ども 有て、 いくほどなくて かくれ 

させ 給 ひて、 猶今 ももとの 儘なる 事 ども、 多 かり、 

舍を道 傍に つくる のた と へ おも ひ * & せし ことに ぞ 

ありつる、 

此 時の 事 ども 別に 錄せ しもの あれば、 愛に は 只 其 一 

二 をのみ 記しぬ、 

三月の 廿日 比より、 身の 病堪 がた/、 して、 終に 家に 

籠り ゐ た，^、 四月に 至りて、 ^衡 正直 等の 人々 仰 を 

傳 へて、 身の いた はりい か にゃある、 近き 程に も あ 

れば參 らん や、 仰ら るべ き 事 ども ありと いひ 送れ， 9、 

出仕 猶 かな ふべ からすと 申ければ、 四日に 市 正 を 御 

使と なされて、 病の 事 ども 問 はせ 給 ひたりき、 後に 

きくに、 我 病の 事 ども 問せ 給 ひし かば、 正直 承 b て、 

醫師 の 申す 所 を も 承り て 候に 思 の 外脾を 傷り て 元氣 


もまた すでに 衰 たり、 四 花に 灸 する 事 萬 壯に餘 りぬ 

れど、 @ いまだ 其 まるし あらす とこ そ 承 しと 申 を 

聞し 召て 其 世 を 憂る 心實に 深し 是 によ. o て 病 をいた 

せる 事 は 有なん、 其氣の 如き は我國 にみ ち餘 りて、 

四海の 外 をお ほへ， 9、 汝の申 ごとくな らん もの、、 

ゎづ かの 程に 萬壯の 灸治 かな ふべ しゃと 仰ら れ しと 

ぞ、 正直 等の 人々 して 病 をと はせ 給 ふ 事 凡 五 度、 其 

月の 廿 六日、 病 を 助けて 出仕し、 詮房 朝臣に よりて 

其 辱き こと を 申す、 此時 にこの 程 こもり 居し 程に 承 

りぬ、 舞妓の 類の もの、 召つ か はる、 其數 有な ど 世 

の 人 は 申 也、 是らの 者の こと は、 御世つ がれし 始に 

禁 せられし 御 事 なれば、 さる 事 あるべし とも 覺ぇ侍 

らす、 され どまた 太閤 滯留の ほど、 其 御 もてなしの 

爲 -2、 御臺 所に それらの 類め されても や 候らん、 す 

ベて 今の 世の 人の 申 所 は、 うけられぬ ことども 多 か 

れど、 承りぬ る ことなれば 申に て 候と いひ 捨て 罷出 

づ、 其 後 S を 經て又 參-し 時、 觀 詮 

S 朝臣 仰を傳 へて、 前代に 一 位の 御 方に 御 臺の參 り 

給 ひしに、 舞妓の 有て、 つれく 慰め 給 はんに、 是 

等の 事な に 事 か 有べき と 仰ら れ しによ りて、 其 後一 
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位の 御 かた、 又は 大御臺 所の こなたに 渡り 給 ひしに 

は、 此事 有し 例に よりて、 我 代の 後 も、 子どもの 母 

一 の 御 事： を もてなし 參ら する にも、 又御臺 のかれら を 

もてなし 給 ふに も、 此事 有て 申す 所の ごとくに、 大 

閤を もてなされし 爲 にも、 又此事 有し 也、 我 世の 始 

めに、 此事禁 せし 上 は、 其 事 やむ ベ かりし 事の、 わ 

れも又 其 つねになら ひて、 其 事に 及ばす して、 今に 

至， o ぬる こと 誤りす くな からす、 詮 房に 申せし 事 を 

聞し によりて、 速に それらの 者 ども 放ちい： U さるべ 

きょし、 沙汰す でに 訖り ぬと、 仰 下された りけ り、 

我 此事を 聞し は、 春の 頃よりの、 事な り、 是らの 

事 は、 さ， o とも 太閤の 御臺 所に. S. 給 ふ 事 ある ベ し、 

我 申さん に は必す 上に もいた み 思し 召 こと 有りぬ 

と 思 ひし 程に、 四月 十一 日に、 太閤 京に 歸り、 給 

ひし かど、 其 後 も此事 ありと 聞し かば 終に かくは 

申せし 也、 此事を 記す につけて 思 ひ 出づる こと あ 

り、 過し ころ 對馬國 の II 生 雨淼東 五郞俊 良と いふ 

が來 て、 御代 改， りしよ b 後是 より さきの 御代々 の 

御 政事に つきて、 世の 人 そなたの 御 事 を 申 事 ども 

あれ ど、 一 事と して 其 過擧、 と 云 ふべき 事 も あらす 
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只 一 事の 申 事に 似た る - J とも や 候らん 疑 か はしき 

事 侍りと いふ、 其 事^ はらんと いひし かば、 前々 

の 御代に、 もろこしに 花 第 と 云 こと あ，^ とい ふ は 

K かと 問 はせ 給 ひし 時、 唐の 玄宗の 代に、 風流 陣と 

申す 事の 候 ひし を、 かくは 申な りと 答へ 申されて、 

やがて、 畫師 して 其圖を か、 せて 奉られし かば、 

興 ある ことに 思しめ されて、 其 後 此事を 事と せ さ 

せ 給 ひしと 申 事 侍る 也と いふ、 我 色 を 正しくして、 

我 堯舜の 言 を 誦して、 我 君 をして 堯舜の 君と なし 

參ら する 事の あた はざる は 誠に 其 罪な り、 今 聞と 

こんの 如き は、 我 しれる 事に も あらす、 そこの 十 

七 八ば かり、 我 三： f. 餘の 時に、 始て錦 里に 遊び 學 

びし よ， o 此 かた、 一 一人 相識る こと 三十 年に 及びぬ、 

然るに 今是ら のこと を もて 我 を 疑 ひ 給 ふ は、 眞に 

白頭尙 新な b とい ふことの 如くに て、 己 を 知る も 

のに は 逢が たき 事に こそ あれ、 もとよ ひ 我 を しら 

ざらん 人の 申さん ことども、 怪しむ に 足らす とい 

ひし かば、 かれ も 又 色 を 起して、 誠に さる こと を 

もすべし とお も ひたらん に は、 いかで 前の ごとく 

に 申すべき や、 然る を かく 宣ふ は、 君 もまた 我 を 
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しり 給 はぬな りと いふ、 此 人の 口 給 を もて 人に 當 

れる事 をば 我よ く 知ぬ、 又い ふ 事 もなくて 打 笑 ひ 

てぞ 有け る、 此事を 又同學 なる 人に 語りし かば、 

かの 人となり を 知 給 はぬ にも あら じ、 深く とがむ 

べき 事 か はとい ふ、 後に きくに、 法 印 養 朴古畫 の 

風流 陣の. 園 ある をう つして 奉れる 事 ありし を、 や 

がて 人に 賜らせ 給 ひしと いふ 人 あり、 此事を 以て 

我畫 か、 せし 心なり^ ど 世の 人の いひし 事と こそ 

見え たれ、 こ、 ろえぬ ことなり、 

五月 八 の 御 法會に 供奉せ し 事、 前の 例の ごとし、 

同 十九 日に 召れ て、 今まで 有つ る 宅地 狹 しと 聞し め 

されし によ， o て、 一 ッ 橋の 外にして、 宅地 改め 賜る 

由、 鳥居 伊賀 守忠英 して 仰 下され、 廿 二日に 新居に 

移り、 元の 宅地 をば、 廿 九日に 返し 奉れり、 六月 十 

九日に 至て、 此度賜 ふ 所の 屋舍 破れし 所 々ありと 聞 

しめさる、 修造の 料、 黄金 百兩 下し 賜 はる よしを、 

詮房 朝臣して 仰 下さる、 

此度 賜る 所 は 八 百 坪の 地 なれ ど、 當時は 六 百 坪 ほ 

ど あり、 此後御 舂屋を うつされし 後に、 地く はへ 

らる べしと 仰 下されし が、 御 他界の 後に および、 


地く は へられて、 今 は 八 百 坪と はな， 9 ぬ、 

六 月 二十 三日 松； 牛 和 泉 守 乗 邑を始 て、 一族 十六 人 そ 

の 親類 松 平 左 門が 諫に したが ふこと なきが 故に 義絕 

し訖 ぬと 申す こと あり、 これ は、 左 門が 譜代の 侍 ど 

も、 生の よからぬ もの を擧用 ひぬ る を 止る 事 聞え て、 

此年 四月 和 泉 守 其 事 を 諫めし かど、 終に 其 諫を用 ひ 

ざれば、 此月 十九 日に、 一族ら 皆々 義絕 しぬ、 かの 

譜代の 侍 ども、 此由を 聞て、 日 を 終す して 去し 者 十 

一 人、 明の 日、 髮 切て 遁世す る もの 一 人、 其 後其擧 

用. ひられし もの ども、 身の いとま こ ひて 返き、 其 i 

族 一 一人 もまた 是に隨 ふが 故な b と 聞 ゆ 某 この 事 を 承 

h て、 承る 事の ごとき は、 左 門が ふるま ひ、 然るべ 

しと は 聞え す、 され ど、 譜代の 輩 申 所有り とも、 舉 

弔 ひられし もの、 必其 人に あら じと もす ベから す、 

n ハ いづれ の 道に も、 キ： 從 ともに 召と はれて、 其 事 決 

せらるべき 御 事な b と 申す、 ま づ左門 をば、 溝 口 伯 

荅守重 元に 召預 られ、 其 後主從 ともに、 評定 所に 召 

れて、 其 事の 由 をと は しめられ、 又 一 族 共の 中に も 

と は しめられし 事 有て、 SIgf; 其 家 從らを 召撿せ 

らる、 に 及びて、 譜代の 輩 初め 申せし 所と ちが ひて、 

折た く柴の 記卷中 


一 當時擧 用 ひられし、 前 田 負右衞 門と 云 者の 申 事 ども、 

一 事も陳 する に 言葉な し、 又 一 族に も、 かの 譜代の 

おとな 高木 八 兵 衞と云 者、 一人の 申 事 をのみ 誠と し 

て、 ひたすらに、 前 田 を 追いた すべし とい ひし かば、 

左 門 も 其 事 を 用 ひざ b し 也、 是らの 事 ども、 とくと 

く 聞し 召れ し 後、 かの 譜代の 者 共、 或は 流罪 或は 追 

放されて、 前 田 をば かへ され、 左 門 は 本領 安堵し、 

其 一 族ら 卒忽の 事共 をば 咎め 給 ふ 仰 有け b、 其詳ら 

かなる 事 は、 此 時の 事し るし 下されし もの あれば、 

愛に は 大要 を 記す、 

我 思 ふ 一 】 とど も 有ければ、 當時御 勘定 所と 申す は、 古 

の 代に 有て は、 大禹伯 益な どの 司 b 給 ひし 所、 三代 

の大 司. S の 所の 職掌に て、 漢唐宋 明の 代に て は、 皆 

々重んじ 設けられし 官職 を 兼し 所に して、 我 朝の 官 

制に 比し 候に も、 民 部 大藏刑 部 等の 三省、 幷勘解 由 

使 等、 四 ッの官 を 兼 あはせ、 其 下に 屡せ し官 も、 六 

ッも 七ッも 司. りし 所、 天下の 財 を 生じ、 出す も納る 

も此御 役に か \ り ぬれば、 六十 餘 州の 人民の 樂 しむ 

べき も、 苦しむべき も、 此職を 奉れる 人々 の、 其 人 

を 得 ると 得ざる とに よ， O て、 是らの 劇務、 備ら ん こと 


折た く柴の 記卷中  

を 一人に 求む ベから す、 されば 昔の 御代の 如く、 其 

吟味の 役と 云 職お かれす して は、 然るべ から やと 申 

す 封 事舉. ^たりけ り、 其 職い かなる 事 を か 司 どらし 

むべき と、 仰 下されし かば、 一 ッに ほ、 御料の 貢幷 

御 代官の 能 否、 ニッに は、 莨 米の as 運、 三 ッには 河 

堤 等 を 始めて、 すべて 土 功の 事 ども、 四ッに は、 道 

中驛 傅の 事、 五ッに ほ、 諸國 金銀 銅山の 事、 是らの 

事を考 しめらる ベ き 者な りと 申す、 七月 朔 日に 至 

b て、 復其職 をお かれて、 我 申せし 事 ども 仰 かう ぶ 

る、 

杉 村彌太 郡、 萩原 源左衞 門、 此職を 承る、 此 二人 

勘定 衆の 組頭より、 選び出されたり、 前代の 御 時 

に 至りて、 諸國 御料の 貢、 年々 に 減じて ゎづ かに 

二 ッ八分 九 厘と 云 事に 至卩 ぬ、 御料の 百姓 進す る 

所、 ^にか はれ， o とも 聞え ね ど、 御 代官の 手代な 

どい ふ もの、、 私せし 所有が 故なる べし、 又 河 堤 

等 修築の 費用 も、 年々 に增く はへ た. Q 是も かの 手 

代な どい ふ もの 共の、 各 其 私 をい となみし 故と 相 

聞 ゆ、 吟 * の 役 をお かれし 明年、 御料の 貢 米 凡 四 

十三 万 三千 四百 俵 をまして、 百姓 ども 相悅 ぶこと 


大 かたなら や、 河 堤 等 修築の 料 も、 又 金 三 萬 八 千 

兩を 減じて、 水 旱の憂 もな く、 漕 運の 事 も、 今迄 

は 年毎に 海に 沈みし 米數万 俵、 此 後よ b は、 覆沒 

の 患 ある こと を 聞かす、 その 餘は、 我 申せし 事 ど 

も 皆其績 をな しぬ、 

又 封 事 を 奉りて、 某が 師 なる もの、 中せ し 事 あ， o.、 

評定 所 は、 天下の 是非 定り ぬる 所、 其關係 最大な り 

と 申き、 近世 以來、 衆 中 其 職に 怠りて、 其 櫂 下に 移 

b ぬ、 もっとも これ 然るべ からす、 また 大名よ.^ 以 

下の 人々、 借り 用 ひし 金銀の 事 ども、 評定 所の 沙汰 

に 及ぶ、 國體 において 然るべ からすな ど、 申す 事 ど 

も、 論じ 申した りければ、 七月 五日、 評定 衆に 仰 下 

さる ゝ事 ども ありて、 また 然るべき 人々 の、 昔 ，9 用 

ひし 金銀 沙汰の 事 ども、 評定の 人々 の 異見 進ら すべ 

きょし、 仰 下され、 某が 議をも 奉ら しめられし かど、 

此事 は、 其 御沙汰に 不 及して かくれさせ 給 ひた、 りけ 

り、 すべて、 これらの 事議し 申せし 草 は、 なほ 有べ け 

れば、 こ \ に はたい 其 大要 をし るし 侍りつ、 

九月 十 一 日、 萩原 近 江 守 重秀、 其 職 を 奪 はれて 召 籠 

らる、 世の 人 大きに K び あ へれ ども、 其 故 をば しら 
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々まで、 殘， Cs なく 見せら る、 彼 聞 及びに し、 沉香を 

もて 作られし とい ふ 所に 至， 9 ぬ、 これ は 南 庭の 池の 

あなたの 山 かげに 有な り、 深さ 丈 許に 廣 さは 二 丈に 

も 及びぬ らんと 見えし 亭の、 床の 柱に 圍尺 許なる ま 

ろき 木に つらつ けし 所に ある もの を ゆびさして、 こ 

れ こそ 閡 及び 給し 沉木 なりと * 正直の いふ を 見る に、 

我 國の材 に は あらす、 これ は此 年の 夏、 城 北の 糨倉 

にある 所の 糨の數 を はからせて 見 給 ひし 時に、 其 所 

に、 丈 許の 木の 沉香 也と いひ 傳 へしある を、 取 出し 

て 進 らす、 その物と は 見え たれ ど 年 を經る ことす で 

に 久しき が 故 にゃあ るら む、 これ をた くに それと 覺 

しき 香 もな し，、 其 事 此所を 作らるべき 程の JJ なれば 

其 材に取 用 ひよ と 仰ら れ たる 也と いふ 此所 より 下し 

觀 れば此 たび 改 造られし 所々 も殘 b なく 見えぬ、 す 

ベて みえ わたりに し 所々、 世に 聞え し 事の ごとくに 

も あらや、 又 人の 申す ほどの 國財 用ひ盡 さるべき 事 

ともお も はれす 心得ぬ 事に 思 ひし、 重秀營 作の 事 を 

申 行 ひし 初に、 御藏に ある 所の 材木 は、 皆々 用に あ 

たらす とて、 商人 共の 許に ある もの ども を 取 用 ふ、 

此年 比の なら はし なれば、 一木の 價百金 を もて かぞ 


す、 實は此 年の 春 三月よ， 9、 昨日の 十日に 至. て、 

我 封 事 を 奉りし 事 三た びに 及びし が 故な り、 其 由 は、 

事な がければ、 一二 をば こ、 にしる しぬ、 前代の 御 

時に、 重秀 天下の 財賦を 掌れ るより、 このかた、 祖， 

宗の 良法 ことぐ くや ぶれて 士 民の 怨 苦しき りに 生 

せし 事 ども、 世の 人 あまねく しれる 所 なれば、 今 は 

たいふに も 及ばす、 今の 御代つ がれし 初に、 また 銀 

改造らん とせし かど、 上の 英斷 によりて、 事 行 はれ 

す、 其のち 常の 御所 改造ら るべき よし 申 行 ひし 事 ど 

も は、 前に しるしぬ、 かくて 世の 人. S. 沙汰せ し は、 

此度營 作の 功、 國財巨 萬 を傾竭 さる、 たと へば、 一 

亭の材 こと < ^く 沉香を 用 ひらる、 に 至る、 此 一 事 

を もて、 其餘を 推知るべし など 聞へ たり、 我 此事を 

聞て、 すべて 此 比の 人の 申す 所 はう けられぬ 事 ども 

多 けれど、 風聞の ごとき は、 唐の 沉香亭 にも こえ 侍 

れ、 これらの 事、 天 寳の亂 由り て 起れ る 所 なれば、 

此 たびの 御 わた まし、 賀し 申すべし とも 覺ぇ すと、 

詮房 朝臣して 申た h 'けり、 ほど 經 しのち、 市 正正 直 

して、 此 たび 作られし 所 を 見せ 給 ふべき 也、 正直に 

案內 させよ と 卯ら れて、 よのつねの 人々 の 參らぬ 所 
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ふる ほどの 事なる に、 重秀 か、 る 時に、 其價を 論じ 一 

初めん に は、 日月 移りなん、 たい かれらが 申す 所の 一 

ま、 にめ さるべし とい ひし ほどに、 其 功 費 を あはせ 

て、 すべ て 七十 餘万兩 の 金 を 用 ひられし など 聞えぬ、 

前代に、 土木の 功し ばく 起 りしより、 材木の 價 

騰， o 貴く な れ る 事、 古今 の 間い まだ 聞ざる 所な り 、 

むかしより 奇楠沈 木 等の 類 は、 重さ を はかりて、 

その 惯 銀 幾 倍な どい ふ 事 は 有しに、 此 ころ は、 檜 

の 木 方 一 寸の 重さ を もて、 金の 重さ を くらぶる に、 

その 惯は 金に K 々せし など 申き、 されば、 材木 を 

あきな ふ 商人 どもの、 たちまちに、 家 を 起して、 

某 は 幾 十万 を累 ね、 某 は 幾 百万 を累 ぬと いふ もの、 

いくらと いふ 數を しら や、 かれらの み、 か、 る 幸 

あるに は あらす、 圃財を 傾け 出して、 かれらと 共 

にわかち とりて、 其 家 を 富し ぬる 輩 も、 また 其數 

あ， CN と 申 沙汰し き、 

其 明けの 年、 II よ b 金 改造ら るべき の議 起れ， -、 . 

これ は 其 * の祿 として 給 b し 所の 金、 裂け 折れし も 

の 多くして、 小 給の 輩 は、 殊に 難儀 苦しめり とい ふ 

* を 聞 召れ て、 其 事 を 問 はしめ られ しに、 重 秀議し 


一 申て、 - 前代に 改造ら れし所 は、 凡 金 一 兩の 重さ は 古 

一 の定の 如く なれ ど、 其 銀 料 を 增し加 へられし により、 

金 すくなく 銀 多く、 其 性 こわく 成 たれば、 物に ふる 

る 時、 或は 折れ 或は 裂く、 その 裂け 折る 、事な からん 

に は 、金銀の 割、 古の 製の ごとくな らんに はしか や、 

され ど 今に 至て、 又 古の 製の ごとく 改造らん に は、 

當 時世に 通行す る 金の 數其半 を 減すべし、 されば ま 

づ さきに 增加 へられし 所の 銀 料 をのみ 去す て、 たと 

ひ、 一 兩の 金、 其 重さ は 古に 及ばす とも、 其 品 は 古 

の ごとくに 造られ、 これよ b 後 諸國の 山々 よ b 出來 

らん 金 を 用 ひて、 その 重さ を も 古に かへ されん に、 

なに 事 か ある ベ きと 申す、 

此 春の 御給 金 折 裂れ しもの 多き 由 は、 御臺 所の 御 

方に みや づ かへ する 女房た ち、 または、 御 近習の 

人の めしつか ふ 坊主 六尺な どい ふ もの 、申 事の、 

御聽に 及びし なり、 此事 心得す、 すべて 上に まゐ 

ら する 所の 金銀 共に、 おのく 其 座と いふ もの、 

許に して、 わ づがも 折れ 裂し 所な きもの を えらび 

參ら する 事 也、 それ を 出し 給らん に、 か、 る 者の 

あるべき にあら す、 然るに か、 る 事の 有し は、 必 


す 故 あるべし、 

衆議 皆 これに 同じと 聞え て、 其議し 申せし は、 元祿 

の 時、 金に は 銀 料を增 し、 銀に は 銅 料 を 加へ て、 改 

造られし より 此 かた、 世の 人 其 品の 高下 を 論じて、 

つ ひに 諸 物の 價平 かなら や、 今 改造ら れん 所、 たと 

ひ 其 品 は 古の 製の ごとくな b とも、 その 重さ 旣に古 

に 半す、 必 世の 人相 疑 ふ 所 ありて、 通じ 行 はれざる 

事 有べ し、 されば 此 たび 近 江 守 承 b て 改造らん 所の 

金の 品、 すこしく 法の 如くなら ざる をば、 亂彈 すべ 

き 職掌の 人 を 選び 定めら る べしと 申せし によられ 

て、 大目 付 衆 一 人、 目 付 衆 二人、 其 事 を 仰 かう ぶり 

て、 金銀 造らるべき 由 を 仰 下さる、 

此仰四 n 十五 日の 事 也、 大目 付 をば 橫田 備屮 守、 

目 付 衆 は 長 崎 半左衞 門、 永 井 三 郞右衞 門、 長 崎 は 

今の 伊豫 守の 事 也、 此 時に 重秀金 座して 金の 檨を 

ま； Q らす、 金の 品 古の ごとくなる もの は、 ありし 

代々 の 物に くらぶる に、 薄く 小し き 也、 また 元祿 

の 製の ごとくに は あらね ど、 古の 製より は 銀 料 多 

きもの は、 さの みは 薄く 小し きなら す、 某 を 召れ 

詮房 朝臣して、 其欉を 見せら る、 某 これ を 見て、 


むかし 某が しれる もの、 許に 酒 二 樽 を 贈りし もの 

あ， o、 日を經 しのち に 其 酒 こと く醋 となれ， o、 

これ は、 雜 るに， 水 を もてした るが ゆ ゑな り、 彼 も 

の ふかく 恨みて、 たと ひ 一 小壺 な.^ とも、 水 まじ 

はら ざらん 酒 こそ、 えま ほし けれと 申き、 其 事い 

やし けれど、 此事 にたと ふべ し、 其 折れ 裂 ざらん 

ために、 銀 料 を 除 れんに は、 薄き 小し きなりと も、 

上品の ものにしく ベから すと 申す、 申す 所の ごと 

くにこ 7 て 田 5 召れ たれと て、 薄く 小し きな b とも、 

其 品 古の 製の 如くに 造るべし と 仰 下さる、 かさね 

て 又其檨 を參ら せし を、 か、 る もの 造りて 世 を 欺 

くべ しゃと て、 某に 見せ 給 ひし を 見る に、 其 品 は 

古の 製の ごとくな り、 され ど 見し より はや、 厚く 

して、 大きなる をよ く 見れば、 その 中に あたりぬ 

る 所 は、 薄紙の ごとく 打な し、 外邊 をば 厚く 造れ 

るな， o け， o、 此 時に 某 申す は、 今 改造ら るべき 費 

用 もす くな からすと 見えし に、 心得ぬ 事 一 條 あり、 

今までの 金よ，^ 除かし むる 所の 銀 料 をば、 いかに 

やなし ぬらん、 これ を 取 用 ひなば、 その 費用 は大 

に はぶくべき もの をと、 申たり けり、 さだめて、 
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及に たす 答 


此事 は、 五六 月の 間の 事 也され ど その 月日 を も わ 

すれたり、 此 時に 重秀 がま ゐら せし 狀は、 保木彌 

右衛門、 小宮山 友右衞 門と いふ、 勘定 衆の 組頭の、 

銀座 御用 懸 b とい ひし 二人 連署せ し 所 也、 後に き 

くに、 此 年の 三月 六日に、 重 秀保木 小 宮山等 二人 

に 下知して、 ひそかに 品 下れる 銀 を 造らせたり、 

これ 世に いふ ニ寶字 銀な り、 ほどなく 又 四月 六日 

に、 猶品 下れる もの を 造らし む、 これ 世に 三寶字 

餵と いふ もの これな り、 

此 年の 冬、 我 京に ありて、 攝政 殿へ まゐ， ^しが、 近 

江 守 新 恩の 事 あ b と 聞え しはい かにと 仰ら る、 これ 

其 夙夜の 勞を賞 せらる、 所の 由 承りぬ、 凡 は 人の 祿 

位の 其 功德に 過た らん は、 幸と は 申す ベ からす、 重 

秀 もし 新 恩に 感じて、 其 故 轍を改 むる 事 も あらんに 

は、 ひと， o 其 身の ための みに も あらす、 當 時の 爲に 

も 然る ベ き 事に 候と 答申き 

重秀新 恩の 事 は、 御代つ がれし 初に、 國財 すでに 

つきはて、 御代 格の 事 ども 行 はるべ から ざり しに、 

かれが はから ひに よりて、 その 事の 停廢 なきの み 

にあら す、 ^の 御听を もめで たく 造營 して まいら 


此事を もて 問し め 給 ひたる らん を、 重秀 いかに 

申け るに や、 其 事 はき かす、 後に きくに、 此時 

でに ひそかに 銀 を も 改造 b しかば、 其 料に 用 ひ 

るら め、 此時重 秀が舉 行して 造られし 所 は、 世 

乾 字 金と いふなる が、 それ もな ほ 金の 品 は 古に 

• ば ざ.^ し 由、 今に 至て は、 金 座の 者 ども 申と こそ 

聞え たれ 

かゝ， o しほ どに、 銀の 品な ほ 下れる もの ども、 多く 

造 出さ る ゝ よし 聞え た，^、 こ 、ろえぬ 事に 思 ひて、 

去年の 春の ごとき、 國 事の 急なる に 臨て だに も、 ゆ 

る させ 給 はぬ 事の、 いかに かくは 候べき なれ ど、 世 

の 人 こと く 皆 申す 所 なれば 申な りと 申す、 月 を 

經 しのち に、 此 もの 見るべし とて 詮房 朝臣して 出さ 

れ しもの を 見る に、 近 江 守 仰 を 承りて、 勘定 衆の 中、 

齦 造る 事 を 奉る 輩に 詰問せ しに、 答 ふる 所の 狀 にて、 

今 造る 所の 銀、 寶永 三年 丙 戌 七月に 改 定められし 法 

にたが ふ 所な き 由 を しるせし な b へ 其 事 を つかさど 

り、 其 事に ぁづ かれる もの どもの 申す 所、 かくの ご 

とし、 某 また 何 を か あらそ ひ 申すべき と 答申て 罷出 

づ、 


せ、 此 事の 費用 巨 萬に 及びし を、 また 彼が はから 

ひに よ b て、 事の 煩 ひなく 功 終りぬ、 當時此 人に 

非 中して、 か、 る 事 ども、 たやすく 其 功 をな す 可 

らす など、 ほめ 申す 人々 もお ほくして、 其 賞 をば 

行 はれし なり、 され ど锊 これ 其 姦計 を 行 ひて、 是 

を 閉ぢ、 彼 を 開きし 詐術に 出し 事 どもな り、 たと 

へ ば、 前代の 御 末に 城 北に 御所つ くらる ベ きに て、 

此事 奉行の 人々 其材を もとめし に、 得る 所な かり 

しかば、 重 秀に仰 下されし に、 日 あらやして 多く 

の 良材 もとめ 得て まゐら す、 皆 人 驚き 歡せ やとい 

ふ ものな し、 これ は 重秀年 ごろ 天下の 利權を 掌の 

中に せし によ b て、 天下の 富 商 等、 あへ て此 人の 

心に たが ふ ものな かりし が ゆ ゑな り、 まして や、 

當時 得が たきもの は、 其 價も貴 く、 商人 どもの 得 

る 所の 利 も 多ければ、 重秀 もまた 其 財 を わかち 得 

し 所 すくなから す、 此た びの ごとき も國 針す でに 

窮 b ぬと 申て、 上の 御聽を も、 人々 の 心 を も聳し 

動して、 おのれが はから ひに よりて、 其 事な りし 

由、 世に 披露せ し 事 二た びに 至れ. 5、 され ど 他の 

材略 あるに も あらす、 ひそかに 金銀 あらため 造り 
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て， みづ から も その 赢利を わかち、 國用を も賑し 

たるな り、 此 たび 金 改造り しにつ きて、 わかち 得 

し 所 はいかに ぞゃぁ b けん、 銀 改造. あしがために、 

重秀 わかち 得し 所 は、 金お よそ. I 一十 六 万 兩に餘 り、 

その 家 從長井 半 六と いふ もの、 金 六 万兩を わか 

つ、 其餘 古書 珍 器の 類 は、 こと ― にしる すに 

いとま あらす、 此事は 銀座と て、 世々 銀 造る 事 を 

職掌と せし もの どもの 罪に 行 はれし 時に、 深江庄 

左衞 門と いふ もの、 手づ からしる したる 簿帳を 得 

て、 まゐら せし 所に、 つぶさに 見えた，^、 これ は 

た  > 世 にい ふ、 ニ寶 字、 三寶 字、 四寶 字な どの 銀 

つく 5 し 間の 事な り、 元祿寶 永より 此 かた、 三十 

餘 年の 間の 事 は、 つまびら かなら や、 

朝鮮の 聘事を も、 重 秀仰を 蒙 b て、 其 事に ぁづ かれ 

り、 申 行 ひし ことい も、 國體 においてし かるべし と 

も覺 えぬ 事 どもな り、 客使迎 送の 料の 鞍馬の 一 事 は、 

某議し 申す 事 あるが 爲に、 前例に よられて、 諸國大 

名の 役に は 仰 下された b ける、 

近世 以來 凡の 事 商人の 入札 をと りて、 落札の 者に 

うけお はしむ ると いふ 事 あり、 たと へば、 此 たび 
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客 館の 事の ごとき、 其 事の 舉行 これ を 修造すべき 

ほどの 事し るし 出して、 其 功 費い くばく 金 を 給 は 

b て、 造り まゐら すべきと いふ 所 を、 商人 共に 問 

ふに、 おのく 其 功 費 を はかりて、 札に 記し 封 じ 

て、 參ら す、 これ を 入札と いふなり、 奉行 人此事 

にあ づ かる 人々 を あつめて、 ひらき 見て、 その 金 

銀 を 用 ふ る 所の 最少なる もの を、^ 札と 名 づけて、 

其 落札 入れし ものに 造らし む、 是を札 落せし など 

いふなり、 造畢の 後に、 其價 をば、 公より 下し 賜 

はる、 凡の 事 皆 此の ごとし、 此事 公議に 出る に 似 

たれ ど、 實に はしか は あらす、 近き 比 ほひより、 

商人 等 たてものと 名 付て、 その 事の 大小に 從 ひて， 

或は 百 金、 或は 千金 を まづ其 奉行に いれて、 此事 

某に 仰せ 付ら れんに は、 公より 其愼を 下し 賜らん 

時に、 またい くばく 金 を 進ら すべし とい ふ、 これ 

をば 禮物 とい ふなり、 そのたて 物 禮物等 すくなき 

ものに は、 入札 入る、 事 を ゆるされす、 まして や 

それらの ものな きもの は、 いふに も 及 はす、 され 

ば 入札の 事 ある ごとに、 その 舉行 する 人、 千金 を 

致さす とい ふ ものな し、 よのつねの 人の なさん に、 
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百 金 を 用 ふるに も 及 まじき 事の、 公の 御 事に は、 

万金 を 費 さる、 に 至ら ざれば、 その 事なら す、 前 

代に、 國 財の 褐給 ひし 事 は、 もと、 して これによ 

.れ り、 され ども、 此た びの 朝鮮の 聘事 にっきて、 

一事と して、 彼 商人 等が うけお ひに あらす とい ふ 

事な か， o しも、 そのより 來る所 を 推て 知るべし、 

その、 ち、 月 を 追 ひて 改造り し 銀の 事 ども、 世の 人 

申す 所 ありて、 諸 物の 價も 平なら す、 此事 は、 過に 

し營 造の 御 事と、 朝鮮の 聘事 によれり と ぞい ふなる、 

古に は 三 載 功績 を考 るな ど 聞え しに、 御代つ がれし 

後す でに 三と せに 及べ ども、 天下の 事體、 初 政の 御 

時に か はりぬ とも 見えす、 此 年の 三月、 これらの 事 

ども 論せ し 封 事 まゐら せし 時に、 才 ある もの は、 德 

あらす、 德 ある もの は才 あらす、 眞材 誠に 得が たし、 

今に 至りて、 天下の 財賦を つかさどら しむべき もの 

いまだ 其 人 を 得す、 年 比重 秀が 人となり、 しらざる 

所に は あらす と、 答 仰ら る、 古より 此 かた、 眞材の 得 

がた き 事 は 5. すに も 及ばす、 重秀 がごと き は、 才德 

二つな から 取べき 所な し、 しかる をな ほ德 あら ざれ 

ども、 其才 ありと 思 召 れん 事、 もっとも 然るべ から 


ざる 事 ども 論じ 申て、 かさねて 又 封 事 奉りて 勘定 所 

吟味の 役と いふ 職お かれん 事 を 申せし 事、 前に 見え 

し 事の 如し、 此 ほど 御料 私 領の者 ども、 ^論の 事に 

就て、 評定 所に 召 決する 事 あり、 重秀ー 人 私 頟のも 

のど も 皆々 其 罪 あ， O とい ひしに よ、 9 て、 衆 中 敢て論 

じ辨 ふる 事な くして、 事 決せす、 又此 ほど 評定 所に 

仰 下されし 事共 を も、 衆 中に むかひて、 仰の 旨し か 

るべ からす、 論じ 申べき 事 あ， 9 とい ひしに つけて、 

か、 る姦 邪の 小人、 用 ひさせ 給 ふ 事の 御 あやま. o 十 

條を しるして、 九月 十日に 封 事 を 奉る、 我 言の 激切 

なる を 聞 召 驚かせ 給 ひ、 明れば 十 一 日の 朝に、 詮房 

朝臣 仰 を 奉^て、 重 秀職奪 はれし 由 を吿給 ひたりけ 

り、 

これより さき、 近 江 國滋賀 郡 鵜 川 打 下等の 村の 百 

姓と、 北 小 松 村の 百姓、 越境， の举論 あり、 京の 町 

舉行 所に して、 其 事 を 決せし に、 鵜 川の 者 ども、 

訴 申す 事 あ b しかば、 御代 官を撿 使たら しめ、 重 

て 事を檢 せし かど、 なほ 鵜 川の もの ども 申す 事 あ 

b しかば、 禁獄す といへ ども、 申す ところ 止す、 

此上は 評定 所に めし 決せら るべ しと 申す、 此 年の 
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春、 某に 其 事 仰 下さる、 此 事の 起り、 一朝一夕の 

事と も 見えす、 事む づ かしく 候 ひなんと 答申す、 

其 故 を 問 はせ 給 ひし かば、 北 小 松の もの ども 地中 

よ， 9 木石の 類 を ほ， o 出して 證 とす、 これによ， o て、 

其 地 を もて 北 小 松に つけし と 見えたり、 これらの 

事、 年 比 深く 遠く 謀りし 事と 聞え ぬれば、 さきの 

如くに は 申き と 申す、 やがて、 評定 所に めし 決せ 

しめられ しに、 近 江 守 も 北 小 松 を もて、 其證 明ら 

かなりと 申す、 又紀 伊の 國船津 とい ふ 所の 商船、 風 

に はなされて、 遠 江國篠 原の 浦に つきし を、 御料 

の 百姓 寄 集り、 其 船 をう ち 破， o て、 船に つみし も 

のど も 掠めと る、 此事を も 近 江 守 御料の もの ども 

あやまり なき 由 をい ひ あらそ ひ、 かの 船頭ら を 罪 

に 行 はんとす、 又 陸 奥 國ニ本 松の ほとりなる 御料 

の 百姓 等、 丹 羽 左 京 太夫 尹 重が 侍 ども を 輕んじ 侮 

りて、 その 爲に きづ つけら る、 これ も 近 江 守 御料の 

もの どもき をづ つくる の條、 其 罪 あ. o とて、 丹 羽 

が 侍 ども を 罪に 行 はんとす、 此年 比、 評定 所の 事、 

重 秀幷本 多 彈正少 弼忠晴 二人の 議に のみ 決し ぬれ 

ば、 衆 中： e て 論す る 事 あた はす、 又 過に し 比、 評 
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定 所に 仰 下されし 事 ども を も、 然るべ しと も覺ぇ 

す、 某 は 其 事 を 論じ 申ての ち、 仰に したが ひなん 

など 哚言 しつ、 

ず 一秀 其の 職 奪るべき 前 四十 日ば かり、 八月 二日に、 

銀 又 改造ら せた、 りけ り、 此 たび は內々 の 仰に よれる 

由 を もて 下知す、 此事 心得ぬ 事に 思 ひしに、 後に 聞 

しに、 過に し 七月の 末、 重 秀に仰 下されし は、 去々 

年の 夏の 比、 新たなる 銀 ども 世に おこな はる、 と 聞 

えければ、 其 事を尋 仰ら れ しに、 それらの 事、 いま 

だかって あらざる 由の 證狀 を參ら せし かば、 さも こ 

そと 思 W れ しに、 その、 ち も、 世に 申す 听 やます し 

て、 つ ひに 人民の 怨苦、 此事 にあり ときこ ゆ、 急 度 

中 ひらく べしと あ りしに、 其 事 申べき 事 ありと 答申 

て、 その あけ. の 日、 御代つ がれし 初、 國財 すでに 竭 

盡せ しにより て 、銀 改造る ベ き 由 を 申す とい へ ども、 

此事 において は、 重ねて 議し 申すべからざる 由 を 承 

h- ぬ、 され ど、 此 事の 外に 國用を 足しつべき 事な き 

を もて、 去々 年より 此か た、 某 ひそかに 銀 改造ら せ 

しにより て、 それより 此か た、 凡の 事 廢闕な く，， ) て 

今：：： に 至， o ぬ、 某 もとより 其 罪 を^れ. o 敢て 申す、 
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と^るし てま ゐら せたり、 聞 召 驚かせ 給 ふ 事大 かた 

ならす、 此のち の 御沙汰い か にゃある べきと、 思 召 

ゎづら はせ 給 ふ ほどに、 重秀 申すべき 事 をば すでに 

申しつ、 今 は 憚る 所な しと 思 ひて、 八月の 初、 また 

銀 改造ら せし 下知 狀に は、 內々 の 仰 ありと は、 ^る 

し 出したり けり、 

もし 前に 記せし 深 江が 簿 帳に みえし 事 あらす して 

重 秀が此 書 を 見た らんに は、 たと ひ 其 事 は 聚斂の 

事な りと も、 その 志 は 國の爲 に 身 を かへ b 見す と 

こそい ふべ けれ、 かく 申せし 所に つきても、 其姦 

邪の ほど 思 ひ： K るべ し、 此言 はみ づ から^る せし 

所に て、 此事 もとより、 上の * ろしめ されし 所に 

あらざる 證狀 なり、 うしな ひ 給 ふべ からすと 申た 

りき、 今も詮 房 朝臣の 許に あるべし、 

此人 すでに 黜 けられ、 いくほど なく、 身 もまた 死し 

たり けれど、 其餘毒 天下に 流 及びし 事、 いづれ の 世 

に 除き 盡 すべし とも 覺 えす、 中に も 軍國の 儲、 その 

備 足らす、 財貨の 利、 其 用 行 はれざる 事の 如き、 公 

私の 弊害、 いかにと もす ベから す、 天地開闢せ しょ 

b 此か た、 これら 姦 邪の 小人、 いまだ 聞 も 及ば や こ 


れらの 事 ども 三十 餘 年の 間、 六十 餘 州の 中、 ^らざ 

る 人 も あらす、 され ど兩 代の 際、 當家 譜代の 御家人 

など 聞え し 人々 も 多 かれ ど、 上の 御た め 身 を 出し 

て 論じ 申されし は、 一人 も あらす、 我ゎづ かに 一臂 

を ふる ひ、 數寸の 管を提 けて、 封 事 を 奉る 事 やま 

す、 既に 三た びに 至りぬ る 際に、 たち 所に これ を 決 

し 去らせ 給 ひたりき、 後代の 人 主に はありが たかる 

べき 御 事 也、 その 明けの 月に はかくれ させ 給 ひたれ 

ば、 もしな ほ 緩々 の 御沙汰 も あらんに は、 後代に は 

論じ 申 事 も あ、 りな まし、 あやう かりし ほどの 事 也、 

古の 人舜の 功二 十が 一 に 居れり などい ひし 事 も あれ 

ば、 その 時の 詮房 朝臣の 奉書と、 我 前後の 封 事の 草 

をば、 我 後に 傅らん も あしから まし * また 我 後の 人 

人 も、 當時 君臣の 際會 をば、 思 ひわ & つべき 事な り」 

此 年の 春す ぎ 夏に な b ぬる 比より、 なに， となく 御 心 

地 例なら すと 聞え しほ どに、 暑さ わすれて、 や、 凉 

しき 穴 H になり ぬれ ど、 御 藥の事 ども、 そのし るし も 

みえさせ 給 はす、 此のち の 御 事、 いかに やと、 心ぐ 

るし きに、 九月 廿 五日に 召れ て、 廿 一 史を 給， りし は、 

つ ひの 御 かたみの 物に と、 はから はせ 給 ひたるな り、 
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一 日 を 隔て、 廿 七日に 召れ て、 詮房 朝臣して、 ひそ 

かに 問せ 給 ひし は、 凡そ 始め ある もの、、 その 終な 

き は あらす、 されば よのつね もなからん あとの 事 ま 

で、 思 ひ はかるべき 也、 まして や、 身の 病 あらんに、 

その 思 ひ はかりな かるべき や は、 されば、 女子の 輩 

の 忌み嫌 ふ 事の ごとくして、 身 死し なん 時に のぞみ 

て、 其 事 どもお も ひ はかれ ども、 あやまち ある 事 を、 

まぬ かるべ からす、 我 病の ひま ある をり/^、 身の 

後の 事 を 思 ふに、 其 事 二つに 出す、 汝の 定め 申さん 

所に よりて、 我心 をも定 むべ しと 思へば めしたるな 

り、 我 思 はす も、 神祖 の大統 をう けつぎて、 我 後と 

すべき 子な きにし も あらね ど、 夭 下の 事 は、 我 私に 

すべきと ころに あらす、 古より 此か た、 幼 主の 時、 

世の 動な き 事 多から す、 神 祖三家 をた てお かせ 給 ひ， 

し は、 か、 る 時の 御爲 なり、 我 後の 事 をば、 尾 張 殿 

に 譲りて、 幼き もの も 幸 ありて、 成人に も 及びなん 

時の 事 をば、 我 後た らん 人の 心に 任すべき 事 也、 但 

し はまた、 我 多 かりし 子の 中、 我 後と もな しぬべき 

たいひと  > り のみ、 世に のこり ぬれば、 その 幸 あ b て、 

成人に も 及びなん ほど は、 尾 張 殿 西 城に おはして、 
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天下の 事 を 攝行ひ 給 ひ、 我 後た る もの、、 不幸の 事 

あらんに は、 尾 張 殿神祖 の大統 をう けつぎ 給 ふべき 

にや、 此 二つの 問 を もて、 はから ひ 申すべし と、 仰 

. 下さる、 某 此事を 承りて、 匹夫匹婦の 類と いへ ども、 

誰か は 我 子の 幸 あらむ 事 を 思 はぬ 者の 候べき、 しか 

るに、 か、 る 事 ども 思 召 よられし、 誠に 有が たき 御 

事な り、 され ど 仰 下さる、 所 は、 ニッ ながら、 國の 

爲 世の 爲、 しかるべき 事と も覺 えす、 遠く 其た めし 

を もとむ る 迄 も あらす、 神 祖の御 時、 結 城 殿い まだ 

世 を 早くし 給 はざる ほど、 天下の 人の 心 定らぬ 事 ど 

も 候 ひき、 その 次の 御代に も、 駿河殿 世に おはし ま 

せし ほどに も、 また 天下 のん その > ひ 定ら す、 まさし 

き 御 父子 兄弟の 間、 なにの 御 事 あるべき なれ ど、 い 

やしき 綠に、 禍は 下よ. o 起， o ぬと いふ ごとく、 世の 

人お のく その 私 をい となみし 事の ために、 あらぬ 

事 ども、 申 ふらして、 へだてな き 御な から ひも、 御 

こ、 ろよ から や、 はてに は、 御 母 を 同じく せ させ 給 

ひし 御笫 を. もうしな ひ 給 ふ ほどの 御 事に 至りぬ、 今 

よ， り は 世 も 上， ひし 時 だに、 なほ かくの ごとし、 まし 

て や、 下れる 今の 世の ごとき を や、 仰 下さる、 事の 
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ごとくに も 候 はんに は、 必す 天下の 人、 其黨相 分れ 

て、 つ ひに は 世の み： U れに なりなん 事、 應 仁の 比 ほ 

ひの ごとくに こそ 候べ けれ、 祖宗の 御 時、 御 幼稚の 

間に、 世を繼 がせ 給 ひし 御 事 多 かる 巾に、 神 祖の御 

時の 事 は、 いかに や 候 ひき、 三 家 を はじめ 參ら せ、 

御 一 門の 方々、 譜代 相 傅の 御家人 等の、 かくて 候 は 

ん ほど、 若君 御代 をつ がれん に、 なに 事 か 候べき と、， 

答申た. りければ、 かさねて または かり 申す 所、 聞 召 

れぬ、 幼き もの、 事の ごとき は 世の 人の いふなる、 

水の 上の 泡ぞ かし、 我な からん あと、 いくほど なく、 

われ もまた S しくな らん 時の 事 を も、 はかりお くこ 

とな からん に は、 我 思 ひの 遠き に 及ばぬ にこ そ あれ、 

其 時の 事い かい あるべき、 又はから ひ 申べ しと 仰 下 

さる、 はじめ 仰 を 承，^ し 事の ごとく、 神 祖三家 をた 

てお かせ 給 ひし は、 それらの 時の 御 ためなりと、 答 

申す、 申す 所 聞 召れ てな からん あとの 事 ども、 おも 

ひ 定めつ、 け ふの 事 ども 程なく 病より 起 b し 後に、 

おも はじ 事 ども 思 ひに け， o とい ひて、 わら ひぐ さに 

こそす ベ けれと、 仰 下されし に 及びて、 我 はたい な 

きになき て、 や、 ありて 後、 某が 此年 ごろ、 上の 御 


ため、 及ばざる 心 をも盡 し、 至らざる 力 を も 致せし 

事 ども、 け ふ を 限， Cv とな h- ベぬ きと は、 思 ひがけす、 

此由 をよ く 申して 給 はるべし とぞ、 詮 房の 朝臣に 申 

た， O ける、 かく 申せし 事 は、 おも ふ 所の あ b し 故な 

れ どか、 る 時の 事 なれば、 かさねて 其 由 を 問せ 給 ふ 

事 もな く、 我 もまた、 かさねて 申す 所 もなか りき、 

此のち やがて、 御 あとの 事 ども、 深く 遠く はから 

せ 給 ひて、 た いなに となく、 御臺 所の 御 方に 仰ら れ 

し 御 事 ども ありて、 かくれさせ 給 ふべき 時に 及び 

て、 老中 を 召れ て、 我 後の 事 ども をば、 越 前 守に 

いひ 置し なり、 とふべき ほどの 事 は、 かれに とふ 

べしと、 仰お かれしと ぞ、 又 某が 奉公の 事け ふ を 

限りと 申せし をば、 必ら す、 御 不審の 事 ありぬ ベ 

し、 さらば 田 5 ふ 事 ども 申す-べし とほ § ひしに、 それ 

迄の 御 事 もな， ければ、 我 もまた 申す にも 及ばす、 

後に 此事 をば、 詮房 朝臣に いひ 出せし 事 ありき、 

され ど それ も、 御 息の 絕 させ 給 は ざらん ほどの 事 

にこ そ あれ、 何事 も 今 は 見 はてぬ 夢との みぞな b 

ぬる、 

重秀 しりぞけられし 後、 新たに 銀 造り 出す 事 停めら 
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れて、 金銀の 事 ども 、夭 下の 人と 共に 議らせ 給. ふ 事、 

仰 下さるべき 由、 某が 草 をめ され、 十一 日に 下す ベ 

きょし を、 九日の 日に、 老中に 仰 下されし、 その 夜 

に 御いた は.^ 事 急に ならせ 給 ふとて、 世の 人足 を そ 

ら ざまに なして 馳ち がふ、 某 もい そぎて 參 りしに、 

靑山備 前 守 明 幸の、 我 を 待う けて、 御 あとの 事の 心 

ぐるし きに、 參り給 ひたれば、 今 は 思 ふ 所 もな しと 

いひし かば、 其 事 は、 とくに 事定 b ぬと 答 ふ、 此上 

の 幸に こそ あれと いひし、 此 時に 臨みて、 か、 る 事 

いひし 人 も あらす、 まこと さる 人の 後な，^ と は、 覺 

えたり、 これより のち は、 ひたすらに、 御 あとの 事 

よ，^ 外に 卯ら-る、 所 も あらす、 事 きれさせ 給 ふべき 

日の、 十四日の ひるの 比 ほひ、 御臺 所の 御 方 を はじ 

め まゐら せ、 わか 君た ちの 御 母上 を も、 むかへ 給 ひ、 

け ふ は 心地 もよ く覺 えし 事 ども あり、 かくて は、 程 

なく 起 出て、 見え まゐら すべし、 などの たま はせ 給 

ひて、 またし かるべき 人々、 こと < ^くにめ されて、 

御 あとの 事 仰 置れ しのち、 近くめ しっか はれし ひと 

びと こと < ^にめ し 出されて、 此 ほどの 勞を 慰め 給 

ひ、 その、 ち詮衡 して、 某 をめ さる、 御 枕 上に は、 
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詮房 朝臣、 御う しろの かたに は、 正直 さ ぶら ひたれ 

ば、 仰 出さる \ 御 旨 はなくて、 たい 御 目 を ひらかせ 

給 ひて、 某が かた をつ くん \ と御覽 じての みお はし 

ましけ り、 是ぞ 二十 餘 年が ほど 日々 に 見え まゐら せ 

し 事の 限りなり ける、 か、、 りし 後に、 詮房朝 ほに、 

今 ははから ひ 置べ き 事 ども あらす と覺 えしが、 なほ 

申べき 事 あらむ に は、 聞かな むと 仰ら れ しに、 何事 

も殘， o なく ぞ寺 る ベ きと 答申 されし かば、 さら ば 、 

我 身 を 起した てよ と 仰ら れし を、 さぶ らふ 人々、 い 

か にかく は 承.^; S: るに やと 申け る、 い ふ ベ き ほどの 

事 はい ひぬ、 思 ひお く 事 もな し、 今 はとて、 身の や 

すからん 事 こそ、 あらま ほし けれと、 卯ら れ しとて、 

近く さ ぶら ひし 人々 は、 今 も 其 時の 事 どもい ひ 出し 

つ ゝなき 給 ふ、 

此時、 年 比 近く さ ぶら ひし 水 野と いふ 人の、 めし 

出されて、. 覺 えす、 淚に むせび しに、 思 ふに も 似ぬ 

不覺の もの かな、 人の 死し な ひ、 何事 か ある ベ きと 

仰ら れし とぞ、 あやまち を、 見て 仁 をし ると もい ふ 

な. o、 此人 のかく あ b しも、 いと あはれ な ，0、 また 

此 時に 臨ませ 給 ひて、 かく 仰ら れ しも、 誠に 英主に 


. 百 十八 

てこ そ、 おはし まし ぬれ、 

御代つ がれし、 初の 年より、 長 崎 港に て、， 海舶 互市 

の 料と すべ き 銅の 數 たらす して、 交易の 事 行れ 難く、 

地下の 人、 產業を 失 ふより、 奉行所より 吿申事 有て、 

某 を 召 問 はる、 事 あり、 たやすく 論すべき 事と も覺 

えす、 いかにも その 事の 本末、 思 ひ はかりて 後に 申 

すべし と、 答申す、 それよ， o して 奉 し 前後の 議草 

は、 別に W 子と なせし もの ども 多ければ、 其詳 なる 

所 は、 こ、 にしる さす、 其 大要 は、 當家代 をし ろし 

めされて、 海舶 互市の 事始 しょり、 このかた、 凡百 

餘 年の 間、 我國の 寳貨、 外國に 流れ 入し 所、 すでに 

大半 を 失 ひぬ、 

金 は 四 分が 一 銀 は 四 分が 三 を 失な へりされ ど、 こ 

れも 公に あら はれ 聞え て、 推量るべき 所 を もてい 

ふ 也、 その 餘 推し 知られざる 所の 事 ども、 猶 多し 

これより 後、 百年 を 出す、 我 國の財 用 ことん \ く竭 

なん 事 は、 智者 を 待 やして、 其 事 明かな り、 たと ひ 

年々 諸 國に產 する 所 ありと いふと も、 これ を 人に た 

とふる に、 五穀の 類 は、 毛髮の 生じ 出る 事、 やむ 時 

なきが 如し、 五 金の 類 は、 骨髓の ふた、 び、 生す る 


事な きに 似た.^、 かの 五穀の 如き、 猶 地に 肥 瘠 あ- 

年に 豊凶 あり、 まして や、 五 金の 如き は、 これ を產 

する 地 も 多から す、 これ を 採る に 常にし も あらす、 

我 有用の 財 を 用 ひて、 彼 無用の 物に 易む こと、 我國 

萬 世の 長^に あらす、 古より 此 かた、 我國 いまだ 外 

阈の K を 借らす、 されば 藥材の 外 は、 他に 求むべき 

物 もな し、 海舶 の來ら ざらん 事、 古の ごとくな りと 

も、 我 求むべき 所 を 得べき 事、 其 道な きにし も あら 

す、 もしゃむ 事 を 得 ざら む 所 も あらむ に は、 先王の 

制に、 量 レ入爲 い 出、 ともい ふ 事 あれば、 我國の 寳貨、 

當時 世に 通じ 行 ふ ほど を も、 また 每年 諸國 より 產し 

出す ほど を も、 其數を はかり くらべて、 唐山幷 西南 

外洋の 國々、 朝鮮 琉球 等に 渡さるべき、 歲額を 酌み 

定めら るべき 事な り、 たと ひ我國 中に て 買 取 所の 物 

の 惯 は、 埒し倍 さむに も、 我圃萬 世の 貨を 傾竭 して 

外國に 渡されむ よ，^ は、 其 憂は猶 少しき にこ そ あれ 

など、 申す-事 ども、 つぶさに 議 しけり、 さらば、 i 

づ海舶 互市の 事例^る し 進すべし と、 仰 下され 其 事 

例に よられて、 長 崎 奉行所に 仰 下されし 事 ども 度々 

に 及ぶ、 すべ て か、 る こと は、 其智 及びぬ とも、 其 


材 なから ざら むは、 なし 得 申べ からす、 其材 足りぬ 

とも、 其智 なから ざら むは、 共に はかる ベから す、 

いはん や、 材智 二つながら 備ら ざら む もの を や、 さ 

れば、 其 事な し 得べ からす、 此事行 はれ 難 かるべし 

など 議し 申す ほどに、 たい 去年 も此年 も、 銅 料數た 

らゃ、 地下の 人、 其 產を失 ひて、 飢餓 日々 にせ まれ 

り、 これにく はふる に、 私 贩の爲 に、 缝^ 

銀貨 多く 溢 出ぬな ど、 吿訴 ふるより 外の 事 もな く、 

これらの 事 ども、 聞 召れ て、 かくて は、 當 時の ため 

も 後代の ため もし かるべ からす、 かの 藥材の 如き も、 

古を考 ふるに 我 國に產 せし 物 少なから す、 木綿 煙草 

などい ふ もの、、 古に 聞えざる も、 今 は 地と して 產 

せす とい ふ 所 もな し、 たと ひ 古より 我國 になから む 

物 も、 其 種子 を も 求め、 其 地 宜をも はかりて、 うつ 

しう ゑつ べし、 異朝の いにしへ に は、 倭 錦な どい ふ 

もの も 聞. えて、 また 我國 にて 織 出せし 段 匹の 類 も、 

其數多 かり、 これら はな ほ、 外 國の物 用 ふるまで も 

あらす、 まづ 試に それらの 物 ども 織 しむべし と、 仰 

下され、 京の 奉行 等、 其 仰 を 承りて、 織せ て 進ら せ 

しもの ども、 御 事旣に 急に ならせ 給 ひし ほどに、 來 
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りつきぬ、 は^^き S 讀ハた 此事 聞召悅 ばせ 給 ひ、 詮 

^朝臣に 仰 下されて、 某に 見せさせ 給 ひた， 9 き、 常 

世の 橘 もとめ 來 b し 時の 事、 おも ひ あはせ て、 いと 

悲し か. o し 事に こそ あ， o つれ、 

此 年の 春、 一 乘院 の宫、 關 東に 叁給 ふべ しとて、 緋 

衣 勅許 あ b けり、 此 事に 就て、 大乘院 の 門 主 申 給 ふ 

は、 興 福寺務 職、 學業 未成 満の 間、 緋衣 勅許の 例な 

し、 か、 る 事に よりて、 後來 また 兩 門の 差別 出來て 

ゆ 論 ともなりな む 事、 おそれ 思 ひ 給 ふの 由 也、 此由 

を 以て 公家に 申させ 給 ひた. りしに、 此たび 一 乘院宫 

棑衣 勅許の 事 は、 親王の 御身 がらに よられし などい 

ふ 事よ.^、 始て 仰ら る、 事 ども 多 かれ ど、 皇 親の 尊 

崇 あるべき と 門 室の 高下な かるべき と、 相 混すべき 

事に あらす、 さ れば 今より 以後 寺 門の 儀軌 におい 

て は、 往 代の 成規に よりて、 御沙汰 あるべき 歟、 又 

兩 門の 優劣 あらんに は、 一山 無事な らん 事、 其 期 有 

ベ からす、 されば 今より 以後、 皇子 1 乘院に 御 入室 

の^を 止めら るべき か、 此後 また 大乘院 にも、 皇子 

御 入室の 事 あるべき か、 此三條 の 間 を もて、 よろし 

く聖斷 有べ きょし を 仰ら れ しかば、：^ & ま皇親 
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の 尊崇 あるべき 所と、 門 室の 高下な かるべき 所と、 

相 混 せらる ベ からす、 されば 一 乘院の 宫學業 未成 満 

の 間 は、 會 式の 時に あたりて、 白衣 を もて、 事に し 

たが はるべし、 猶又思 召 所 あらんに は、 今より 以後、 

皇子 一 乗 院に御 入室の 事 も、 止ら る ベ き 由、 大納言 

公 全 卿 f ナ 前 大納言 重 條卿随 十月 十三 日の 狀、 かく 

れ させ 給 ひし 後に ぞ來 りつきぬ る、 此 等の 事、 某が 

議を聞 召れ、 仰つ か はさる、 所の もの も、 某が 草 を 

奉ら しめられ しが、 何事 もたい 見 はてぬ 夢と ぞ なり 

ぬ る 

十月 十四日の 暮 過る ほどに や、 事 きれさせ 賜 ひ ぬら 

む、 明けの 日、 人々 參 りつ どひぬ るに、 御 遺書 を 出 

されし かば、 聞く 人 皆 釉をぞ しぼりた， o ける、 廿日 

に は、 增上 寺に 送り出し 參ら す、 某 も 供奉に したが 

ひたむき、 此 ほど！ HI ごとに 天花の ふりぬ とて、 器 を 

もてう くるに、 あざみの 花の ごとくなる、 金色の 光 

ある もの、、 風に したが ひて 下るな， o、  II！ を經 ぬれ 

ば、 粉の ごとくに くだけう せぬ、  . 

十一月の 二日の 夕、 御 はう ぶ， o の 儀 あり、 喪服な ど 

いふ 事 は、 其 例なければ、 人々 衣冠に 柏 はきみ、 黑 


作の 太刀な ど はきて、 御供に さぶ ろ ふ、 我 も 又其數 

にもれ ざる も 悲し、 其 ほどに、 大星 あら はれて、 月 

を繞， 9 し を、 みな 人 見た b しな どい ひし かど、 我 は 

其 事 をば 見す、 寺より 御 墓所に 渡 b 給 ふ ほど、 雹の 

はら-/^ とふ， o きぬと 覺ぇた りし、 其 物の 御 喪屋の 

上に は、 殊に 多くた まりし をと りて 進ら す、 悉くみ 

な、 て， o かい やける 白き 玉に ぞ ありけ る、 二三 日が 

程 は、 其 玉 ひろ ふとて、 こ、 かしこに みち^-し 人、 

道 もさり あへ す、 か、 る 事 も あるに こそ、 人づ てに 

も 聞たら まし かば、 うけられぬ 事と も 思 ふべ けれ、 

御中 陰の ほど、 おさなき 子どもの 類 も、 聲 高く 物い 

ふ 事 もなかり し、 考妣に 喪す るが 如くな どい ふ 事 を、 

聞し 事 は あれ ど、 その 事 を まさしく、 目に 見し ぞ有 

がた き 事なる ベ き、 

十月 廿 三日に 及びて、 過に し 九日に、 老中に 仰 下さ 

れし、 金銀の 事、 世の 人の 議を周 はしめ 給 ふ 所の も 

の を 施行 せられた，^ ける、 此事 はかくれ させ 給 ひに 

し 御 あとに、 某が つげ 言して しるし 出せし もの ゝ ご 

とくに、 いひし 人 も ありし とぞ 聞え たる、 十一 日に 

施行すべし とて、 九日の 日に 仰 を 承 b 給 ひし かば、 
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老中の 人々 に は、 某が つげ ごとなら ぬ 事 は、 しり 給 

ふ めり、 

其 時の 仰 を 奉られし 人々 の 中、 栢模守 政 直 朝臣、 

河內 守正岑 朝臣、 豊後 守正喬 朝臣 等の 三人 は、 今 

もお はすな.^、 世に は 金銀 御 遺言 所と いふ 事 を か 

きし 札 を 我 門の 扉に おして ありし を、 見し などい 

ひしに や、 又此 事に つけて 思 ひ 出る 事 こそ あれ、 

御代の 初に 落 書の 事 も 多 かり、 延寶の 時に も、 此 

事 ありし かど、 此た びの 事の ごとくに は あらす、 

されば 老中の 人々、 此事 日々 にさ かりならん 事し 

かるべ からす、 急 度 禁じ 止むべし と、 申されし を、 

世の 人 か、 る 事に よ b て、 偉る 所 もな く 思 ふ 所 は 

いふな，^、 我 警戒と すべき 事 も、 取 用べき 事 も あ 

ら めと 思 へば、 たと へ いかなる 事 しるせし ものな 

りと も、 うつし まゐら せよ と、 近く 召つ かふ わか 

寺. どもに はい ひき、 人々 もまた もとめ 得て、 見つ 

べき 事な り、 此 等の 事 禁じ 止めて、 世の 言 路を塞 

がん 事尤 しかるべ からすと ぞ 仰ら れ ける、 

又 その、 ち、 遠 江國篠 原の 浦に て、 紀伊 國船津 村の 

船 破れし 事の 御沙汰 を も、 評定 衆に 仰 下された るら 
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め、 I 時^^、 これ は、 かの 船の 風に はなされて、 

核^の 浦に はせ 上りし を、 此 ほとりの もの ども 出合 

ひ、 船う ち 破， -て、 K しもの ども 掠 取る を、 其 船頭 

脇 ざしの 刀ぬ きて、 一 人を疵 付し より、 事 起， o たる 

也、 評定の 衆 中の 識は、 此 ほとりの 村々 の 者 共 寄 あ 

つまりて、 船なる もの ども 盗みし 事 は、 一 定 なれ ど、 

あまりに 其 人の 多ければ、 ことぐ く、 皆 其 罪に も 

行 はれ 難し、 又 彼 船頭の 金 いれお きし もの も、 盜取 

られ しと 中せ ど、 實には 其 物 盗 取られし に は あ もす、 

か、 るいつ は b 申せし 上 は、 此者 をば、 其 首 を 刎ぬ 

べしと 中したり ける を、 某に 問 はせ 給 ひければ、 船 

中の もの ども、 盜 取りし 事、 一定な らんに は、 其盜 

せし 者 共の 數、 萬 を 以て 數 ふるに 至る とも、 其 罪 行 

はれが たかるべき 事に は あらす、 宽永 十三 年 八月 二 

日の 制條 に、 船- S 浦の 者と 相 謀，^ て、 其 荷物 盜 とら 

んに は、 其 船 ^はいふに 及ばす、 ともに 謀りし 輩、 

みな 死罪に 處し、 其 浦の もの ども、 家 ごとに 鳥目 十 

疋づ 、を 出すべし と 見えた. り、 祖宗 これらの 法を設 

けお き 給 ひし は、 か、 る 時の 御た めに ぞ あるべき、 

いはむ や、 罪 犯せし もの、 其數 多き が 故に、 國法行 
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れ ざると ころ あらむ 事、 もっとも 然るべ からす、 寬 

永の 制に よられて、 其 張本人の ごとき は、 其 罪 を 正 

し、 其 時に 出合 ひし もの、 ある 浦々 に は 家 ごとに、 

鳥目 十疋を 出させて、 それ を もて、 彼 船頭に 給ら む 

に は、 少しく 其 失. ひし 所 を も 補 ふべ し、 又は じめ 金 

いれし 物盜 まれし と 申せし 事 も、 其 憤りに 堪 すして、 

彼 罪の 大 ならむ 举を、 思 ふに よりし 歟、 さらす ば、 

其 船の 物 ども は、 浦々 の もの、 ために、 掠め取られ 

て、 其蹤 跡を認 むべ からす、 金 いれし もの 盗れし と 

いはむ に は、 其 沙汰な くして かな ふま じと、 思 ひし 

によ. o しなるべし、 下賤の もの、 これらの 情 あらむ 

深く 咎 むべき にあら す、 いはむ や、 まさしく 物を盜 

みし ものと、 その 言いつ はれる ものと、 其 罪 いづれ 

か輕 く、 いづれ か、 重 かるべき、 其 罪 重き もの は、 

刑 をまぬ がれ、 其罪輕 きもの は、 刑に 陷らむ 事、 い 

か にゃある べきと 申ければ、 某が 譏の ごとくに、 さ 

だめ ふみの 草 まゐら すべし と 仰 下されて、 その 草 を 

舉 b た b き、 かくれさせ 給 ひしの ちに 至て、 此 事に 

及ばれし とぞ 聞え たりけ る、 


折れく 柴 の. 記卷下 


此年比 我 仕 まいらせし 所 も、 上の 待せ 給 ひしと ころ 

も、 よのつねの 人に たくらぶ ベから す、 されば 我心 

に 思 ふ 所 は、 申さす とい ふ 事な く、 上 もまた 我 申す 

所 御 心 を 用 ひられ やとい ふ 事 もお はし まさ や 上す で 

になく ならせ 給 はむ 後 は、 我た とひい ふ 事 あ. c 'とも 

誰か はまた これ をき くべき、 さきに 我つ かへの みち 

も、 今 を 限.^ とな ぬと. S- せし は、 此 事の ためにて 

あ， o き、 され ど、 世の ため、 人の ため、 深く 遠く^ 

らせ給 ひし 事の、 いまだ 行 はせ 給 ふに 及ばで、 かく 

れ させ 給 ふ 御き はまで も、 承， o- にし 御 事 ども は、 我 

いかにも、 其 御 志の ほどの 行 はれん 事 を、 おも ひ は 

かるべし との 御 事と ぞ覺 ゆる、 此 等の 外 は、 當 代の 

御 事た すけ まゐら する 人々、 多くお はします、 我し 

るべき ところに も あらねば、 此 年の 春 仰 かう ぶ. o た 

b し、 御 日記の 率 等 は、 詮房 朝臣に 申 HE あ b けり、 

折 f:  く 柴の記 卷下   


これ は此年 比、 祖宗 實錄の 御 事、 思 召 よられて、 

其 事 仰 かう ぶ りしに、 當 時の 日記 を 見る に、 あま 

りに その 文の 拙き に、 ま づ其例 を 起しつべし、 其 

事の 大 なる をば、 若年 寄に 問 ひ、 小し きなる をば、 

目 付の ものに 問 ふべ しとて、 今の 大和 守 重 之 朝臣 

と 加 藤 右近と に、 其 事 を 仰 蒙 b し 也、 當時は 其 御 

旨 をと るべ き 所 もな し、 まづ 只今 迄の ごとくに も 

候へ かしと、 詮房 朝臣に 申た りし 事 也、 

か 、りし 程に、 十 一 月に 至て、 當時は 幼 主の 御 事な 

れば、 御 服 もお はし まさす、 程なく 日光に も、 伊勢 

にも、 奉幣の 御 使 ある ベ しな ど 聞 ゆ、 こ はいかなる 事 

にやと、 驚き 思 ひし かば、 詮房 朝臣に、 此事を 問し 

に、 大學頭 信 篤、 七歲 未満の 人、 父母の 服な しとて、 

かくは 議し 申たり けるな り、 前に 思 ひし 事の 如く、 

當 代の 御 事 は、 我し るべき 所に あらねば、 申すべき 

所に あらざる はもと より 也、 され ど、 此御事 に 限 b 

て は、 さてし もやむべき 事 か は、 禮 に七歲 以下 を 無 

服の 殤 とする 事 は あれ ど、 七歲 以下の 人、 其 父母の 

爲に 服な きに あらす、 まして や、 當時は 天下の 大統 

を うけつがせ 給 ひて、 億兆の 君に 立せ 給 ふ 御 事な. 9、 

百 二十 三 


百 二十 四 


折た く 柴ゅ記 卷下   

いかで、 よのつねい i けなき ものに、 例し 叁ら すべ 

きとい ひし かば 詮房 朝臣 其 由 を もて、 信 篤に 問 ふ 事 

おはせ しに、 信 篤 答へ て、 我 奉りて 撰びし 元 祿の服 

忌 令 は、 天下 不易の 制な り、 いかなる もの、、 か、 る 

事 をば 申 すらむ とい ふ 也、 老中の 人々、 すでに 信 篤 

の議 によられぬ 信 篤の 答 ふる 所 又 かくの ごとく なれ 

ば、 人々 の 心 をめ ぐらさん 事、 いかにも かな. ふべ か 

らす とぞ、 ^房 朝臣 もい ひける、 此事 その 係る 所最 

大な， o、 され ど、 此事を もて、 人々 と議し 申されむ 

事、 しかるべ からす、 某が ごとき は、 一身の 用捨、 

國 家の 輕重 をな すに ぁづ からす、 た い 某が 議を もて、 

人々 に は 申し 玉へ とい ひて、 やがて 其 議をぞ まゐら 

せた る、 其 事の 大要 は、 古の 聖人 喪服 を 制し 置れ し 

事 は、 父子 君臣より 始て、 凡て 人倫の 道 を 厚く し 玉 

ふべき ためと 見えたり、 異朝に しても、 後世に 及び 

て は、 古の 制と 同じから ぬ 代々 も あれば、 まして や、 

我國の 制の、 古に 同じから ぬ 事 ども は あれ ど、 すべ 

て は、 これ 古の^ 人の 制に よられ、 其 時の 宜き所 を 

3： 酌せられ し 所に あらざる はなし、 元祿の 時、 服 忌 

令 改め 定められし 所 も、 古の^ 人の 御 心に はか はり 


玉 ふべ からす、 され ど 前代 御 治世の 始 より、 いかに 

思 召す 所 も ありし にや、 倭漢 古今 喪服の 制 ども、 審 

に 問 はせ 玉 ひし 事 ありて、 某 書に しるし 圖 作， ^てま 

ゐら す、 いまだ これらの 御沙汰に 及ばれす して、 今 

日に は 至 b ぬ、 謹て 按 るに、 元祿の 令に は、 七歲未 

滿の 人、 相互に 服 忌な しと 載らる、 此令は 本朝の 令 

によられ しと 聞え しか ど、 本朝の 令に も、 七歲 未満 

の 人の ために は、 服な き 由み えたれ ど、 七 歲未滿 の 

人、 其 父母の 爲に 服な しと は 見えす、 古の 服 制に は、 

一重 子 其 父母の ために 喪す と 見え 侍る に、 いかなる ゆ 

ゑに よ， o て か、 相互に 服な しと は 見え 候 ひしゃら む、 

これによ りて こそ、 當時御 幼稚の 御 事 なれば、 御 服 

忌 あらす と は 聞え 侍れ、 又 本朝の 令に も、 君の ため 

に臣 たる もの、 服、 一 年と 見えし に、 元祿 令に は、 

臣下た る もの、 君の 爲に 服す る 制 を も 除れ しかば、 

當時 御家人の 服 あるべし とも 聞え す、 これらの 事 ど 

も、 元祿の 令に よられん 上 は、 今 はた 新たに、 服 忌の 

事 御沙汰 あるべき にも あらす、 但し 前代 多くの 御子 

おはし ませし かど、 幸に 上の 御 事の み、 大統 をう け 

つがせ 玉 ふ も、 御 幼稚の 御 事 を もて、 御 服 忌 も ある 


ベから す、 また 天下の 事し ろしめ され、 多くの 御 家 

人め しっか はれし にも、 人々 の 服 忌 も あるべ から ざ 

ら むに は、 なに 、よりて か、 國 家の 大喪と は 申す ベ 

き、 本朝に も、 心 喪な ど 申して 其 服 はな けれども、 

其 心に は 其 喪 をた もつ 事 侍れば、 上 を 始め まゐら せ、 

御家人に も、 たと ひ 御 服 忌な からむ 事、 元祿の 令の 

ごどくな、 りと も、 せめて は、 御 服 あらむ 日の 限り は、 

凡の 事、 吉に從 はせ 給 ふ 事お はし さま ざらん に は、 

元 祿の令 をも妨 ぐる 所な くして、 臣 子の 情 少しく 伸 

る 所 を 得て、 天下の 父子 君臣の 道、 これにより てな 

らび たつ 所 を 得つべし 但 今に 至りて、 心 喪の 御 事な 

ど 申す こと あらむ に は、 天下の 人、 元祿の 令に 疑 ふ 

所 も出來 なむと 申す こと も あるべ けれど、 たと ひ、 

天下の 人 疑 ふ 所 ありと も、 たいく 七歲 未満の 人、 

その 父母の ためにす る 1 條 のことの みに て、 其餘こ 

とに ぁづ かるべき にもに も あらす、 其 上天 下の 御 政 

と 申す も- 御 法と 申す も、 皆々 人喻を 正しく せらる 

べき 御 事に て、 父に つかへ 君に つか ふる 所 を もて、 

その 大本と なし 侍れば、 ゎづ かに 七 歳 未満の 人、 父 

母の ためにす る 服の、 世の 疑 ひ を 致さむ 事 を 憚りて、 


天下の 大本 をう しな ひ、 天下の 大倫を ほろぼされん 

事、 いづれ か 重く、 いづれ か輕 かるべき、 むかし 宋 

の 英宗の 御 時と、 明の 世 宗の御 時と、 か ゝる御 事に 

似た る 事 ども ありて、 天子 御成 人の、 ちに 至り 當時 

の 大臣 罪 かう ぶれる 事 も あ. 9 き、 當時は 御 幼稚の 間 

なれば、 いかにと も 思 召 わかた る、 所お はし まさ や 

とも 御成 人の 御 時に 至りて、 か へ り 思 召 れん 所 を も、 

よろしく 思 ひ はか、 り 給 ふ ベ き 所な りと 申せし な ，9、 

詮房 朝臣 我が 議を釉 にして、 まづ 人々 に 問 試ら れし 

事 ありし に、 先入の 言す でに 主と なりて、 我 議の行 

はるべ から やと 見えし かば、 我議を もて、 大御臺 所 

に まゐら せ、 我心の ほど を も 申されし かば、 御 母上 

と共に、 其議を 見させ 給 ひ、 上 御 幼稚の 故により て、 

世の 人々 と共に、 世の あるじに てお はし ませし 御 父 

の、 御 服 忌の 事な からむ は、 天道の 冥 鑑も畏 る ベ き 事 

な，^、 又 御成 人の、 ち、 これらの 事 をし ろしめ され 

て、 うらみ 悔ませ 給 ふ 事 もこ そ あれ、 われらが ねが 

ひ 思 ふ 所の よしを もて、 心 喪の 御 事 申 行 ふ ベ し I - ぞ 

仰ら れ ける、 人々 も 此由を 承 b て、 かさねて 議し申 

さるべき にも あらねば、 御种事 等の 議、 ことん \ く 


折た く 柴の記 卷下  百 二十 五 
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十二月の 後に 至 b て擧行 はるべき にき はまる、 信 篤 

其說の 行れ ざり しこと を 深く 憤りて、 周 公の 儀 鱧に 

も、 朱 子の 家禮 にも、 明朝の 法に も、 喪服 は 相互に 

きる 故に、 彼より これへ、 これより 彼への 服の 法 を、 

一 々擧 て、 小 兒七歲 まで 無 服の 殤と 申せば、 無 服の 

小兒 より は、 父母 を 始て諸 親への 服 はなし、 神逍服 

忌 令、 吉 田家 服 忌 令、 禁裏 服 忌 令 これに 相 同じき 由 

をし るして 十一：； I- 廿 九日、 老中の 人々 に まゐら せた 

りし を、 我に もまた、 詮房 朝臣み せられたり けり、 

此事 我が 思 ひし ま、 に、 御沙汰す でに 訖り ぬれば、 

我 また かさねて 申すべき 所 も あらす、 され ど 我此ほ 

ど 心 をも遨 し、 慮 をも盡 せし は、 古の if, 人の 制に よ 

りて、 天下の 父子 君臣 を定 むべき 所 を 思 ふが ためな 

り、 しかる を、 某が 論じ. S. す 所の、 周 公 孔子の 法に 

あらすな ど 申す は、 たいに 當 世を諫 るの みに あらす 

して 古の 人を誣 申す 所な り、 此人 一 時の 遭遇 を 辱 

くして、 天下の 人 を 敎る事 を もて 職と す、 もし 其說 

の 行 はれん に は、 其 人 をして、 不忠 不孝の みちびき 

となし まゐら する にこ そ あれ、 これ また、 萬 W の 患 

なり、 證す るに、 禮經の 言 を 以てして、 其妄 誕の說 


を 折かざる 事 を 得べ からと すいひて、 儀 禮禮記 等の 

書を始 として、 大明會 典集禮 等に 至る まで、 引用 ひ 

て、 七條 をし るし 出し、 これらの 書に よる 時 は、 こ 

とぐ く 皆七歲 以下 父母の ために 服 あるな， o、 しか 

る を儀禮 家禮大 明の 制 其 服な しとい ふ は、 かなら す 

明文の 證 とすべき もの あるべし、 各條の 下に 錄し出 

すべし としる して、 また 本朝の 喪 葬 令 等に よりて、 

ニ條 をし るして、 まゐら す、 詮房 朝臣 我 しるせし 所 

を もて、 信 篤に 問れ しに 至て、 儀 禮家禮 等 五 等の 服 

の 中に、 無服嫫 に、 父の ためにす る 語の 見え ざり し 

ゆ ろん に、 はじめの ごとくに はしる しま ゐら せた b、 

その 餘七歲 以下の 人、 父母の ために 服な かるべき 明 

證 はなし、 鱧經の 言に よるとき は、 服な しと は 申し 

難ければ、 答申す 所 もな しとし るして、 我 別にし る 

し 出せし 二 條に答 ふる 所 は、 花鳥 餘情 なぞい ふ 草子 

を引據 として、 七歲 未満の 人、 父母の ために 服な き 

は、 本朝の 俗な り、 もし 禮經 によりて、 其 服 あるべ 

く は、 また 禮經 によりて、 父母の ために 三年の 喪 を 

も舉行 はるべき にやな どし るし 出 ひり、 我 これ を 見 

て、 某が 議、 周 公 孔子の 法に あらす と 申す が 故に、 


これ を 正す に、 禮經の 言 を 以てす、 かの 人前に 申せ 

し 所 は、 禮經の 言に は あらす と、 怠狀を まゐら する 

上 は、 此 一 言 を 得て、 我 申す 所の 信 をば、 天下 後世 

に 示す にたりぬ、 大學 頭た らん もの ゝ、 か、 る 天下 

の 大儀に 當 りて、 源氏物語の 抄 引用 ひて、 我國 にし 

て は、 if 人の 法 行 はるべ から やな ど、 申す に 至て は、 

天下 後世の 公論 あるべ ければ、 我 論す るに も 及ばす 

とい ひて、 そのし るし 出せし もの ども をば、 請ひ受 

て歸れ り、 當時 天下の 爲に、 父子 君臣 を 定めしの み 

にあら や、 周 公 孔子の 道 を、 我國 万世の ために 守り 

ま， Q ら せし 證狀 なれば、 かの しるし 出せし もの ども 

は、 我 後に 傳 へん も あしから じ、 此 事の 詳 なる 事 は 

我 その 時の 議草、 ならびに 鳩 巢の國 喪 正議の 書に 見 

えたれば、 併せ 見つ べし、 

後に きくに、 信 篤の 弟子の いひし を 聞し とて、 或 

人の いひし は、 此 時に、 詮房 朝臣の 問 目 を 得て、 

答 ふ ベ き 言 を 措く ベ き やうな くして、 た い あきれ 

にあき れゐし を、 弟子の 見て、 その 故 を 聞て、 源 

氏 物語の 抄に こそ、 幼 主の 父 帝 崩 じ 給 ひし 時の 事 

あ b しかと、 覺 えしと いひし を 聞て、 それ たづね 


よと いひて、 やがて 花鳥 餘 情に よりて、 その 說を 

つくれ. o とぞ、 我 師の事 を かく 人に 聞え しも、 ま 

た此師 あれば、 此 弟子 あ b とこ そい ふべ けれ、 大 

學 頭の 師弟、 すでに かくの ごとし、 あはれ、 我國 

の 學の衰 へに し、 か、 る 事に も 至りぬ るかな、 

此程又 信 篤、 蜀都 雜抄、 秘笈、 千 百年 服 等 三部の 書 

を ひきて、 年號に 正の 字 を 用 ふる は 不祥の 事な り、 

早く 改元の 事 あるべき 由 をし るして、 老中の 人々 に 

まゐら す、 詮房 朝臣 我 思 ふ 所 を 問れ しかば、 當時我 

言 用 ひらる ベ きものに あらす、 され ど 問 ひ 給 はんに、 

答 ふま じきに も あらねば、 しるし まゐら せし 事 ども 

あり、 其 大要 は、 近世 大 明の 人、 年 號の事 を 論じて、 

正の 字 を 用 ひし 代々 不祥の 事 あり、 凡そ 文に 臨みて 

いむべき 字な b など 申す 事、 信 篤が 引きし 所の 外の 

書に も 見え 侍れ ど、 皆是 君子の 論に は あらす、 天下 

の 治亂、 人壽の 長短の ごとき、 或は 天運に か 、り、 

或は 人事に よれり、 いかむ ぞ年號 の 字に よりて、 祥 

と 不祥と 有べき、 魏の齊 王芳、 高貴 卿 公、 梁の 武陵 

王、 金の 煬王 哀帝、 元の 順 帝の ごとき はノ皆 其不德 

により 給 ひしな り、 たと ひ 其 年號は 正の 字 用 ひられ 
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すと も、 これらの 人 主、 其 國を失 ひ、 其 身 を 滅し給 

ふ 事な かるべし や、 大 明の 世に 至て は、 正統 正德の 

代々 の 事、 皆 是其德 の 至り 給 はぬ と、 其 政の よから 

ざると によれり、 年號の 字の 罪に は あらす、 孟子 無 

レ^: レ 歳との たま ひし 所、 よ く - 心得 給 ふべき もの 

也、 天下の 治亂、 人壽の 長短 等、 年號の 字に よら ざ 

る 寧 ども を 論じ 解む に は、 其說 殊に 長く して、 誠に 

無用の 辨、 言の 費なる べし、 たい 誰に も 聞 召して、 

心得 わかち 給 ふに、 たやすき 證 一 つ を擧て 申すべき 

也、 凡そ 人の 幼と いひ、 弱と いひ、 壯と いひ、 强と 

いひ、 艾と いひ、 耆と いひ、 老と いひ、 耄と いふ、 

其稱 同じから ね ど、 たい 其 年の 積れ るに て、 異なる 

人に は あらす、 又 生れて 三月に して 其 名つ ぎ、 二十 

にして 冠して 字つ ぎ、 五十に して 伯仲 叔季 を稱 する 

ごとき、 其稱 すると ころ 同じから ね ど、 其 命す る 所 

は 異なる にあら す、 彼 年月日 時と いふ もの も、 其稱 

同じから ね ど、 時 を 積て n" となり、 日 を 積て 月と な 

り月 を 稅て 年と なる 事、 た-と へ ば 幼弱 强壯艾 耆老耄 

などい ふことの 同じから ね ど、 異なる 人に は あら ざ 

るが ごとし、 さらば 年の 號 ある は、 なを 月の 名 ある 
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がごと くにして、 また これ 人の 三月の 名、 二十の 

字、 五十の 字 ある 事の ごとし、 もし 年の 號は、 正の 

字 を 用 ひん 事の 不祥な らんに は、 月の 名に 正の 字 用 

ひん もまた 不祥なら まし、 しかるに 古 難 一人の 世より 

して、 今の 世に 至る 迄、 每 年の 一 月 を 正月と 名 づけ 

て、 孔子 春秋の 法に も 四始と 申て、 正月 を もて 歳の 

始とは 申すな、 り、 正の 字 まことに 不祥な らんに は 古 

の 代より 此か た、 每 年に 不祥の 月 を もて 始 とするな 

れば 、それより 此か た、 一年と して 不祥なら ぬ 歳と 

いふ は、 ある まじき 事な り、 これ は あまり 近き 事に 

して、 いは ゆる 睫 を 見ざる の 論と 申すべし や、 も 

し 年の 號には 正の 字 不祥に して、 月の 名に は 正の 

字祥 たるべき 理 あらむ に は、 尋ねき かま ほしき 事な 

り、 君子 勸而 世爲 n 夭 下道？ 行 而世爲 ，，夭 下法ハ 言而 

世爲ニ 天下 則？ とも、 また 不ぃ 知い 命、 無 =1 以爲 一一 君子 一也 

とも 承れば、 か \ る 不通の 論な ど、 君子の 人の 申す ベ 

き 所と も覺 えす、 また 我 朝の 年號 に、 正の 字 用 ひら 

れ しこと 凡 十六 度、 不祥の 事の みあ b とも 見えす、 も 

し 武家の 代と なりし 後、 . 正 慶に鎌 倉 滅び 天 正に 足 利 

殿 滅び 給 ひしな ども 申す 事 も あるべき にや、 平 高 時 


入逍 滅びし は、 實に正 慶ニ年 五月な り、 され ど其祖 

相 摸 守 時 政より 此 かた、 九 世の 間、 正 治、 正嘉、 正 

元、 正應、 正 安、 正 和、 正中 等の 號、 すでに 七 度 を 

經た り、 其 家 彼 時に 滅びす して、 此 時に 滅びし は、 

年號の 字に よれ りと はみ えす、 これ そのみ づ からと 

れる 禍にぞ あるべき、 足 利 殿の 滅び 給 ひし は、 實に 

元 龜四年 七 月 三日、 義昭 出奔の 御 事に よれ.^、 これ 

らの 事に よりて、 此月廿 八日に 改元 ありて、 天 正と 

は號 した りき、 等持院 殿より このかた 十三 世の 間、 

正 長、 靡 正、 宽正、 文 正、 永 正 等の 號、 五 度に 及び 

しか ど、 その 程に 滅び 給 ひしに は あらす、 すべて 本 

朝の 年號始 りし. よ， -此 かた、 其 代々 の 事 を 細かに 論 

じて、 其 事 彼 事 不祥な りな ど 申さば、 いづれ の 宇に 

か 不祥の 事の なから ざら む、 其 故 は 改元と いふ 事、 

倭 機 共に、 多く は 天變、 地妖、 水旱、 疾疫 等の 事に 

よらざる は あらす、 されば 古よ bfe- 號に用 ひし ほど 

の 字、 一字と して 不祥の W に 逢 ふこと なかり しとい 

ふ もの は あらす、 もし かなら す 不祥の 事、 年號の 字の 

致す 所なら む 事 を うれへば、 古の 代の 時の ごとくに 

年號 とい ふ もの、 なから むに はしく まじき にや、 さ 
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れど 和漢と もに、 年號 とい ふ ものな かりし、 古の 時 

にも、 天下の 治亂、 人壽の 長短、 世と して 是 なきに 

も あらす、 某、 意 多 禮亞、 喝 蘭他亞 等の 人に あ ひて、 

當時蠻 國の事 ども 具に 聞し に、 年 號を用 ふる 國々 わ 

づ かに 二三に すぎす、 其餘は 皆年號 とい ふ 事 はなく 

して、 天地開闢より 幾千 幾 百 幾 十 年な ど 申な り、 され 

ど 二十 餘年 先より、 西洋 歐羅 巴の 國々、 多く は 其 君 

死して、 それが 世繼の 事に よりて 亂れ し國少 からす、 

去年の 冬、 是 年の 春 も、 多く 戰ひ 死せ しな ど 申な り、 

是等 はいかなる 事の た、 b ぬるに よりて かくは ある 

にや、 さらば 年號 なしと も、 天運の 衰 へ 人事の 失 ふ 所 

あれば、 亂れ. U びざる 事 を 得が たしと は 見えたり、 

又 異朝 代々 に、 同じ年 號を用 ひし 事、 彼 は 起り、 是 

は 滅びし も 又 少なから す、 たと へば、 永 樂の號 は、 

初め 五代の 時に、 張 遇 賢と いひし 蠻賊、 中天 大國王 

など 稱 して、 其 元 を 永 樂と號 せし が、 程なく ほろび 

ぬ、 其 後宋の 世に 及びて、 方臘 とい ひしが、 帝を稱 

して、 永 樂の號 を 用 ひしに わ づ か に 八月に して U 

びぬ、 其 後又大 明の 太宗卽 位の 後、 永 樂の號 を 用 ひ 

られ しに、 二十 六 年の 寶舴 をめ で 度し 給 ひき、 是等 
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の 額、 悉くに かぞ ふるに いとま あらす、 又 本朝の 年 

號、 異朝に 同じき いく らも あり、 たと へば 建 武の號 

は、 後漢の 光武、 漢室を 中興し 給 ひて、 三十 一 年 ま 

で おはし ましき、 後 K 醐院此 號を用 ひ 給 ひし かど も、 

1 一年に も 及ばす して 天下 又亂れ ぬ、 天曆 は、 村 上 天皇 

の號 にして、 本朝の めでたき 代の ためしに は 申傳へ 

し 所 なれ ども、 元の 文宗の 時、 是號を 用 ひられし に、 

ゎづ かに 五 年に して £朋 せられき、 是 等の 類 も 又かぞ 

ふるに いとま あらす、 凡倭漢 古今の 事 を 併せ 考 ふる 

に、 天下の 治亂、 人壽の 長短、 年號の 字に か、 はら 

ざる 事 かくの ごとし、 また 我 朝の 今に 至りて、 天子 

の號 令、 四海の 內に行 はる、 所 は、 獨年號 の 一事の 

みに こそお はします な れ 異朝 の 書に も、 其 事 を 論 せ 

し 事 も 見えたり、 古よ b 此か た、 我 朝 改元の 例 は、 

代 始め、 又は 革命、 革 令、 三 合、 天變、 地妖、 水旱、 

疾疫、 兵 革、 飢饉 等の 事に よれり、 武家の 代と なり 

しょ. o 後 も、 武家の 御 事に よりて、 此事ぁ b, し 例 は 

いまだ 聞え す、 其 中  一 二の 疑 ふべき こと ある を もて、 

或は 又 其 事 ありな ど 申べき にや、 その 事又辨 せざる 

事 を 得べ からす、 建 久十年 正月 十三 Hl、 前 右 大將賴 
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朝 薨じ給 ひ、 此年 四月 十 一 日 改元 ありて 正 治と 號す、 

是は土 御 門院 御代 始 によれる 也、 建 保 二 年 正月 廿七 

日、 右大臣 實朝弑 せられ 給 ひ、 此年 四月 十三 日 改元 

ありて 承 久と號 す、 是三 合、 幷天 變地妖 によれるな 

り、 貞治六 年 十二月 七日、 寶鎮院 義詮薨 じ 給 ひ、 明 

年 二月 廿 七日 改元 應安 と號 し、 長享 三年 三月 廿 六日、 

常 德院義 尙薨し 給 ひ、 此年 八月 廿日 改元 延德 と號 す、 

是は兵 革 天變の 事に よれるな， o、 此外應 永 三十 五 年 

正月 十八 日、 勝 定院義 持 薨じ給 ひ、 此年 二月 五日に 

改元 正 長と 號す、 是 稱光院 御代 始 によれり、 是 より 

先應永 十五 年 正月 六日、 鹿 苑院義 滿薨じ 給 ひ、 同 三 

十二 年 二月 十七 日、 長 德院義 量 薨じ給 ひし かど、 改 

元 あ h- しに も あらす、 又嘉吉 三年 七月 廿 一 日、 慶雲 

院義勝 薨じ給 ひ、 四 年 二月 五日 改元 文 安と 號す、 是 

革命に よれり、 是ょ， o 先、 嘉吉 元年 六月 廿 四日、 普 

光院 義敎弑 せられ 給 ひし かど、 改元 有しに は あらす、 

是ら其 疑 ふべき 所 なれ ど、 武家の 御 事に よらざる 事 

旣 にかくの ごとし、 然る を 今 前代の 御 事に よりて、 正 

德の號 を 改めら るべき 由 を 以て 仰ら れんに、 もしも 

上の 人々、 是 等の 例に よりて 議し 申さる、 事 ありな 


んに、 いかに や 侍るべき、 たと ひ 又 それらの 事に 及 

ばす して、 仰ら るゝ 所に よられて、 改元の 事お はし 

ますと も、 天下 後代 有識の 君子、 議し 申す 所 あらんに 

よ、 當 時^^ のん々 の瑕琉 にお はします まじき にも 

あらす、 是 等の 間、 よぐ く 御 議定に 過べ からすと 

申た b ければ、 詮 房 朝臣い かに や はかられた りけん、 

此事 もまた 行 はれす ぞ なりけ る、 

信 篤 明 儒の 說を 信じて、 正 德の號 然るべ からすと 

思 ひし 所、 その 慮の 過た るに 出た らんに は、 いか 

にやすべき、 さらば、 など、 前代の 御 時に、 此事を 

ば 申さ ^りけん、 然る を、 今 か、 る こと 申出せ し 

は、 前代に か、 る 事 申す 者の なか b し は、 其 時に 

川 ひさせ 給 ひし 者 どもの、 不學の 誤り 也と、 人々 

の 思 ひ 給 ふらん 所 を、 おも ひ 計りし にや、 され ど、 

正 保の 改元の 時 は、 其祖其 父の 世に 有し 比に こそ 

あれ、 正 保の 號 しかるべ からすと 申さ い b し は、 前 

代に 用 ひ 給 ひし もの どもの、 あやまし ならむ より 

は、 正 保の 號 然るべ からすと 申さい b し は 其祖其 

父の 誤に ぞ 有べき、 此 ことによ りて 思 ふに、 初め 

上 御 幼稚の 間 なれば、 御 服 忌の 事 有 まじと 申せし 


こと も、 古の 時 だに 三年の 喪 は、 期に して 止む ベ 

しと もい ひたり、 まして や、 今 は 大御臺 所、 御 母 

上 を 初め 參ら せ、 然るべき 人々 も、 我 言 を 取 用 ひ 

給 ふべ し、 又 正 德の號 不祥の 事 申た らんに は、 大 

御 臺听、 御 母上 を はじめ 參ら せ、 然るべき 人々 も、 

我 言 を 信じ 用 ひ 給 ふべ しな ど 思 ふ、 例の 曲學 阿世 

の邪智 によりて 再び 時に あ ふべ き 事 を こ ひねが ふ 

姦計に 出しと ぞ 見えた る、 

前の 事 ども 記す につけて、 忍 ひ 出したり、 前代の 御 

時、 辛 卯の 八月 十七 日 進講 訖 りし 後、 疑獄 一 條を 記し 

出された りけ b 、是を 見る に、 信 濃國松 代の 庄の 人、 

愛に 來 b 止り てあき ものす る あり、 其 妻 は 當國河 越 

の庄駒 林と いふ 村の 民の 女な b  、過に し 七月 十六 日、 

其 妻の 兄なる 者の 來 りて、 河 越に いざな ひ 行たり、 

同じき 廿日に、 妻の 兄 又來. り て 妹なる 者に、 汝の夫 は 

あき もの、 爲に、 故鄕に 行なり、 いくほどなくて 歸 

りぬべし、 其 程 は 父の 許に 來 りて、 其歸 らん を 待べ 

しとい ひぬ とい ひて 同じき 廿 一 日に 父の 許に 伴 ひ 行 

く、  H 數經 ぬれ ど 夫の 歸ら ざれば、 其歸 らん 程 を 父 

に 問 ふに、 廿 八日の 比 は必歸 らんと こそい ひつれ と 
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： \a 我 ど れ い 
、 守 夫 云 す、 へ 
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か、 る 事の 斷 や ある、 薄ね て 參らせ よと- 】 そ 仰 

つれとの たま はせ 給 ひたりけ り、 家に 歸 りし 後、 我 

友鳩巢 と、 ひそかに 此 事を議 せし に、 明の 日の 朝お 

くれる 書に、 儀禮 喪服 傅の 斬 衰の條 を 引て、 是らの 

條 によ，^ て、 此獄を 決しな ば、 其 疑 ひなかるべき 由 

を 記せり、 我 始め かの 譏 を 聞し に、 我 思 ふ 所に 同じ 

か， o つるに.、 今又此 書の 確據 ある を 得し は 幸に こそ 

覺 えたり け^、  二十 二日の 進講の 後 評定 衆の 參らせ 

し斷例 をう つし いだされ て、 是此 獄を斷 るべ き 例と 

も 見えす、 いかに や 思 ふと 仰 下さる、 其 斷例を 見る 

に、 贞享四 年 四月 夫の 我 養母と 私通せ しこと を吿申 

せし 女 有て、 かの 私通の もの 二人 首を切て 獄門に か 

けられ、 其 女 をば、 母と 夫と を吿し 罪に よりて、 獄 

につな ぐ 事 一年、 五 年 三月に 至 b て 奴と なされし 事 

を 記せし なり、 承る 所の ごとく、 此獄の 例と すべき 

事に あらす と 申て、 此女 罪せら る \ 事 ある まじき 由 

を 申て 罷 いづ、 二十 五日に 召れ て、 老 共の 大學頭 信 

篤が 議を 奉りし もの を 見よ とてう つし 出さる、 其識 

に は、 人盡夫 也、 父 一 而巳、 是鄭の 祭 仲が 女、 己が 

母 に、 父と 夫と 孰れ か 親しき 義を問 ひしに、 其 母の 


い へど 明の =： 朔 H に 至れ ど、 歸 b も來ら す、 いかに か 

く は あるらん と覺 つかな さに、 ほと、 りの 川に 流れ 死 

せし 人 あ， O とき、 て、 むねう ち さわぎて 走， Cv 行て 見 

-れ ど、 水の 中に うつぶし 死し たれば、 見 も わくべ か 

らす、 いかにもして、 其 人 を 見ば やと、 父と 兄と に 

ど、 いかに さる 琳ゃ あるべき とい ひて、 聞 もい 

、 いとい 其た へがた さに、 明の 日 其 所の 名主な 

おに 吿て 、かの 死せ し 者 を 取上げ させて 見る に、 

なりけ り、 愛 は伹馬 守 朝、 ー| の 所領 なれば、 

の 役人 等、 かの 妻の 父兄 又 其 家の 子等 を 召 問 ふ 

に 答 ふる 所の 疑 はしければ、 其 家 を撿 知せ しに、 

is なる もの、 衣 類 雜具等 を 得 て け り陳す るに 詞 なく 

して、 七： si: 十八 m の 夜、 父と 兄と 二人して、 其 婿 を 

^殺して 水に 沈めし こと 顯れ たり、 かの 婿 殺せし 二 

人の^ は、 疑 ふべき にあら す、 其 妻なる もの、 父 を 

し^ある に 疑 ひ あれば、 喬朝 朝臣 其 狀を參 らせた 

る 也、 某對へ 申せし は、 此獄三 綱の 變 にして、 常 堙 を 

も て 推す ベ か らす、 ひ そかに 憂 ふる 所 は、 かの 父子 夫 

^の * の爲 のみに あらす、 君臣の 大義、 よ ，りて か、 

れる ところな りと 中ければ、 されば 評定の 者 どもに、 


答へ し 言葉な り、 父の 罪過 あら はれし は、 女の 訴へ 

しに よれり、 論語に も 父の 惡を かくす を 直と 見えた 

b、 律 書に も、 父母の 惡を吿 言す る もの を 殺す と 見 

ゆ、 されば、 父の 惡を訴 し は 其 罪 死に 當れ り、 もし 

父の 夫 殺せし こと を しらすして 訴 へ んは 格別な り、 

本朝の 律 に は、 父母 を吿 言す る もの は 流と あり、 

經に 絞す と 見えたり と 記しぬ、 誠 に 祭 仲が 妻 

の 言 取 用 ゆべき 事 か は、 又此事 もとより 過誤の 失に 

は あらす、 又 孔子 隱すを もて 直しとの 給 ひしと も 見 

えす、 此 上は議 すべき 所 を 記して 進ら せよ と 仰 下さ 

れ しかば、 家に 歸て、 やがて 筆記して 二十 六日に 某 

が議 をぞ 進ら せた る、 其議 せし 所 は、 某 伏して 今月 

十七 日の 旨 を 奉る、 商 夫の 婦 あり、 夫 出て 歸ら す、 

久しう して 溺死の 者 ある 事 を 聞て、 其 里 長に こふて 

其 屍を撿 する に、 則 我 夫な り、 推 S して 其狀を 得し 

に、 婦の 父と 兄と、 共に 婿 を 殺して、 屍 を 水に 沈め 

しなり、. 官司疑 ふに 婦其 父を吿 るの 罪 を 犯す に 似た 

り、 法官 議 して 沒 入して 婢 となす べしと いひ、 儒官 

議 して斷 する に 父 を 吿るを 以てすべ しと 云、 愛に お 

いて、 某 をして 又議を 上らし めら る、 某 謹て 按 する 

折た く柴の 記卷下 


に、 是獄三 綱の 變、 常理 のおすべき にあら す、 正に 

按じて 斷 すべき もの 三つ、 一 つに は 宜しく 正す に 人 

倫の 綱 を 以てすべし、 いは ゆる 三 綱と は、 君 は臣の 

綱、 父 は 子の 綱、 夫 は 妻の 綱是 なり、 先此 三つの 綱と 

云 ふに つきて、 君と 父と 夫と、 其 尊 相 同じく して、 

是に仕 ふる 所 | つなる 事 をし る ベ し、 一 一つに は 宜し 

く據 るに 喪服の 制 を 以てすべし、 先王の 制、 女子 許 

嫁して 室に あると、 嫁して 反りて 室に あると は、 父 死 

し ぬれば、 父の 爲に 斬衰 三年す、 巳に 嫁して 夫に 隨 

ふ 時 は、 父 死し ぬれば 齋衰不 栻期を 服す、 されば 女 

子の 室に ある 時と、 出て 嫁し ぬる 後と、 父の 爲に服 

する 所、 懸絕 なる 疑 ひ あるべ きが 故に、 喪服の 傳に 

其義を 明らかにして、 婦人 三 從の義 あ h..、 專 用の 道 

なし、 故に 未レ嫁 父に 從ふ、 旣に 嫁す 夫に 從ふ、 夫 死 

す 子に 從ふ、 故に 父 は 子の 夭な り、 夫 は 妻の 夭な り、 

婦人 不 J  h 斬 者、 猶レ曰 レ不ヒ k 天 也、 婦人 不ぃ 能. J 一 

レ尊 也と 見えたり、 されば 此 婦人 尊 を 一 一 つ にす. る 事 あ 

たはす と 云に よりて 人の 妻た る もの 夫に 隨 ひて、 父 

にした がふ まじき 義 ある 事 を 知るべし、 三つに はよ 

ろしく 度る に 事 變の權 を 以てすべし、 凡 事 常 あ b 變 
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あ，^、 是を行 ふに 經 あり、 權ぁ b  、先 儒の 曰く 、櫂と は 

所，， 以 達，， 經也、 女子 室に 在て は 父に 隨ひ、 出て 嫁し 

て は 夫に 從ふ もの は、 時 措 之宜、 いは ゆる 先王の 義制 

也、 それ 君 君た， o、 臣臣 たり、 父 父たり、 子 子たり 夫夫 

た，^、^!; g たる は、 人倫の 常なる 也、 君 君たら す、 臣臣 

たらす、 父 父たら す 子 子たら す、 夫夫たら す、 婦婦た 

ら ざる は、 人倫の 變 なる 也、 君 君たら すと いへ ども、 

臣臣 たらす と 云 ことなく、 父 父たら やといへ ども、 

子 子たら すと 云 ことなく、 夫夫たら すと いへ ども、 

婦！ g たらす と 云 ことなき は、 人 偸の 變に處 して、 其 常 

を 失 はすと いひつ べし、 凡、 人の 臣 として 父 其 君を弑 

し、 人の M として 父 其 夫 を 殺す が 如き は、. 人倫の 變 

最大なる 者に して、 臣 たる 者 君に 忠 ならん とすれば、 

父に 考なら す、 婦たる 者 夫に 義 ならむ とすれば、 父 

に 孝な らす、 斯 人の 不幸、 是ょ り大 なる もの はな 

し、 古の 人の 臣 たる 者、 其 父に 從 はすして、 其 君に 忠 

な、 りし 者、 其 人 あり、 唐の 李瑙 石演芬 がごと き是な 

b 、人の 婦 たる もの、 其 父と 兄と に從 はすして、 其 夫 

に義 なりし もの、 其 人な きに あらす、 漢の孝 平 后 孝 

獻后、 北 齊の天 元 后、 吳 太子 妃の 如き 是な り、 され 
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ど、 父の 爲に夫 殺されて、 其 事 を 以て 告 しもの、 事、 

いまだ 見る 所 あらす、 其 夫の君 命 をう けて 我父投 さ 

むと する を 知て、 父に 吿て 父の 爲に夫 殺されし もの 

はあり、 鄭の蔡 仲の 女 雍姬是 その 人 也、 初め 雍姬 は、 

父と 夫と 其 親しき 所 いづ れ ならん こと を 疑 ひて、 

其 母に とひし に、 母 答 ふるに、 人盡夫 也、 父 一而 已、 

胡 可， 比 也と いふ を 以てす、 ！^^ 5 其 母の いひし 處 

と、 雍姬 が吿し 處と義 ならん に は、 夫た る もの、 爲 

に、 其 父 を 父と せす、 其 兄 を 兄と せ ざり しごとき は、 

不孝 不悌 にして、 不義なる べし、 もし 愛に 人の 臣有 

て、 父 其 君を弑 せんとす る を 知て、 人 は盡君 也、 父 

は 一 なり、 胡 可い 比 也と いひて、 父と 共に 君を弑 せば 

可な らん か、 不可なら むか、 衞 公子 州吁、 其 君 を 殺 

す、 石碏が 子、 厚ぁづ かれり、 石碏 陳に吿 て、 此 二人 

者實 殺，, 寡 君, 敢卽圖 い 之と いひけ， o、 君子 稱 して、 石 

碏 は純臣 也、 大義 滅ビ 親と は是 これ をい ふかと い ひ 

き、 孔子、 父爲， 子隱、 子爲； 乂隱 との 給 ふ は、？^^ 域 W 

人倫の 常理 のみ、 羊を攘 むと 君 を 殺す と、 いづれ か 

大に、 いづれ か 小し きなる、 先王の 制 法、 嫁す るの 

女 は 其 夫 を 天と して、 其 父 を 天と する 事 あた はざる 


によれば、 我 父 其 夫 を 殺せし にも、 よの 常の 父母 を 

吿 るの 律 を 以て 論す ベから す、 况ゃ此 女の 里 長に こ 

ふて 屍 を 得て 後に 其 夫た る 事 をし る、 官 按じて 其 父 

と 兄との、 其 婿 殺せし 狀を 得た るが ごとき、 また 父 

と 兄との 夫 殺せし 事 を 知りて、 是を吿 しに は 大に異 

也、 此婦の ごとき、 斷す るに 罪 を 以てせん 事、 悉く 

其理 なし、 父兄の 夫 殺せし 罪 露 はれぬ る 日、 たち 所 

に 自殺した らんに は、 夫の 爲に義 にして、 父兄の 爲 

に 孝 あり、 悌 あり、 人 偸の 變大 なる ものに 處 して、 

善^し ぬと 云べ し、 され ど又備 らん 事を責 むる の 論 

にして、 君子 恕レ人 之 道に は あら じ、 古より 此 かた、 

父の 爲に夫 殺されて 死す るに 及ばね ど、 身 を 終る ま 

で 其義を 守れる 女、 少なから す、 古人 其 死せ ざるが 

爲に、 其 節 を 小し き 也と はせ す、 某 竊に議 す、 凡人 

の婦 たる 者、 其 夫の 爲に、 義 なるべき は猶臣 たる 者 

の、 其 苕の爲 に 忠なるべ きが 如し、 もし 李璀 石演芬 

が 如き もの、 世の いは ゆる 忠臣 義士な らんに は、 蔡 

仲が 女 雍姬が 如くなら んを稱 して、 孝順の 婦 とせん 

は、 某が 知れる 所に あらす、 又 此議に そへ て 奉りし 

は、 評定の 人々、 奉られし 斷例 によれば、 此女 禁獄 

—  折た く柴の 記卷下 


一 年の 後沒 入して 婢 となすべし、 大學 頭が 議 によれ 

ば、 此女 父の 夫 殺せし を 知て 吿た らんに は、 處 する 

に 死刑 を 以てし、 若、 其 事 を 知ら ざらん に は、 奴 罪に 

行 はるべき もの 也と 云が 如し、 若、 某が 議の 如く、 此 

女 罪せら る、 事な からん に は、 某敢 てこ ふ 所 あり、 

色衰 へざる 寡婦、 すでに 其 托する 所 を 失 ふ、 靑 松の 

色、 歲寒 に改 むる 事な からん こと、 いまだ 必 とすべ 

からす、 某 ひとり 其 婦節を 失な はん 事を惜 むの みに 

あらす、 只お そらく は、 官法を 毀 ふこと あらん 事 を、 

我國の 俗、 父 を 喪し 夫 を 喪して、 僧と なり 尼と なる 

も 少なから す、 ひそかに 人 をして 諷せし むる に、 父 

と 夫との 爲に 尼と ならん 事 を 以てして、 尼寺に 送 b 

いれて、 剃髮 授戒せ しめ、 父と 夫との 財產を 併せて、 

其 寺に 施し 入て、 彼 飢寒の 患 を 救 はんに は、 官法婦 

節 二つながら 全 からん とぞ 申たり ける、 やがて 某が 

議 によられて、 御沙汰 あ b しかば、 it ^朝 朝臣の 計ら 

ひに て、 自ら 尼と ならん 事 を 望み こ ひ、 鎌 倉の 尼寺 

に おもむき しと ぞ 聞え たりけ る、 

御中 陰の 事 終りし 後、 十二月 十一 日に ぞ、 御代 始の 

儀 行 はれたり ける、 先々 の 御代に は、 御 元服の 儀 有 
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て、 正三位 大納言に なされ 給 ひ、 正 二位に 擧. られ給 

ひ、 御代つ がれし に 及て、 將 軍の 宣旨 蒙らせ 給 ひ 大臣 

の大將 にもなら せ 給へ り、 當時は 殊に 御 幼稚の ほど 

に 御代つ がれし か ば、 ま づ 御 官途 の 事 申 給 ひ て 後、 將 

軍 宣下の 御 儀 も 有べき にて、 其 事 を 申 給 ふべき 草案 

をば、 有し 御代の 如くに 某舉 るべき 由 を、 詮房 朝臣 

申さる、 此 等の 事、 今 はた、 辭し 申べき にも あらね 

ば、 其 草 を參ら せたり き、 又 御名の 字の 事 を も、 さ 

きぐの 御世に は、 御 父の 付 させ 給 ひし かど、 當時 

は 仙 洞 より 御 筆 を も 染參ら せらる ベ き 事 を 申 給 ふ ベ 

きに て、 -3.: ませ 給 ふべき、 御名の 字 を も、 某が 勘 文 

奉るべし と 承りて、 仙 洞に 申 給ぶべき 事の 草 を も、 

御名の 字の 勘 文 をも舉 b たりき、 此度 は、 正 二位の 

大納言に なされ 給 ふよし、 十二月の 十二： n に、 消息 

の宣： US あり、 これ は、 旣に 御代 知し 召れ し 後なる が 

故なる べし、 仙 洞の 御 筆 を 染られ し、 御名の 字 も か 

の 穴 It と共に、 同き 一 一十 二日に 愛に 來 りつきし を、 吉 

H を 撰れ て 二十 三日に 奉りた， o. ければ、 二十 五日に 

は、 人々 參贺の 儀 有りけ り、 此 H ありし 御代の 例の 

如く。  ^佥 三十 兩を 賜りて、 奉公の 勞をぞ 慰し 袷 ひ 
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ナる、 此後每 年 又 如い 此、、 、の餘 折々 に 賜る 所む 皆々 

有し 徇代 に か はられば、 悉くに はしる さす、 

明れば 癸 巳 正月 元日 御着 袴の 儀 ありけ り、 同き 二十 

三日 黃金 三枚 を 賜る、 是は御 寶の字 を 撰叁ら せし 事 

の爲 なり、 ^ きは^^^ 此日 又詮房 忠良 等の 朝臣 

仰を傳 へて、 前代の 御 時に 某に 賜 ふべ しとて 長 崎 奉 

行 所に 仰 下されし もの ゝ、 此程 愛に 來.^ 着し 書 三部 

を；^ しぶり， r」 リナ り、 三才 圖會、 農政 

を 一 fl ナ ^ 全書、 石 印譜 等、 

二月 十八 日に は 御 元服の 次第 を 撰み 奉れり、 これ 程 

なく 此儀を 行 はるべき によりて、 兼て 仰 を 蒙りし 所 

ぶり、 御 元服の 具、 其 日 御座 敫の 装飾の 三 3  4J」 、ョ、 

； 事 迄 も、 皆々 某が 議^ 参らせた リ、 三月 ナ H" 白 書院 

に 御 出 有て、 御 元服の 儀 行 はる、 加冠 は彥根 中將直 

該 朝臣、 理髮は 會津の 中 將正容 朝臣な りき、 某 も 御 

座の 後に 候して、 其 儀 を 見る、 此 程近 衞前攝 政大相 

H 御 下向 有ければ、 かの 御旅館に 叁 りし 事 度々 に 及 

びぬ、 四月 二日に は、 將軍 宣下の 儀をぞ 行れけ る、 

此時 にも、 又 御座の 御 後に 候せ し 事前 代の 例の ごと 

し、 開 五 0: 六日に は、 前代の 仰 下されし 事の ごとく、 

某が 宅地 を ぞ增し 下されたり ける、 - 

九月 廿八： "に 文 昭院の 御 鐘銘を 撰み 参らす、 是 仰に 

よりて なり、 銘 をば 高玄代 山ぞ 書け る、 梳舰 s、 去年 か 


くれさせ 給 ひし 後、 傳奏 より 御 院號の 事 いづれ なら 

むに も 田 3 召す ところに Jii せらるべき 由 を、 

の御氣 色な， o とて、 其 字 二つ 三つ 記して 參ら せられ 

たりし を、 詮房 朝臣、 某に 見せら る、 御 院號の 事 は、 

外國 にも 後代に も相傳 ふる 所 なれば、 いかにも 然る 

ベ き 字 > ) そ あらま ほし けれ、 文と 昭 との 二字のう ち 

を もて 宜しく 撰み 許さる ベ き 由 を 申させ 給 ふ ベ き 草 

を參ら せ たれば、 老中の 人々、 其 由 を 答へ 申されし 

に、 勅して 文昭の 字をぞ 賜らせ 給 ひたりけ る、 前代 

の 御廟 號を も、 當 代の 御名の 字 を も、 某が 撰み し 所 

を、 禁裏に も 仙 洞に も 取 用 させお はし まし、 某 又 御 

廟の御 鐘 銘をも 撰び 叁ら せし 事 ども、 誠に 辱き 事 ど 

もな りけ り、 

十月の 十四日 周 闋 の 御法會 にも、 所 職の 人々 の 外に 

は、 詮房 朝臣、 忠良 朝臣、 淸武 朝臣、 I!; 出 子息 內 

藏頭淸 行、 隱 岐守詮 之、 淡路守 詮衡、 市 正正 直、 某 

t36 こ £Ka り 若 Jr>fe 一  11、 細 井 和 泉 守、 窪 田^ 前 守む 參る、 

^タ ！站％ び Sis-JM  一  ノ 隱岐 守、 和 泉 守、 朋前 守、 三人 は、 御 

SMI 絲^、 是等十 人 計 も束帶 して 伺候す、 是又有 

し 御代の 儀に よられし なり、 

此年 七月 二日に 大和 川魚 梁 船の 御沙汰 あり、 是は攝 

折れく 柴の 記卷下 


津國ょ b 大和 國に 送る もの 共 をば、 川 船に 積載て、 

河 內國龜 ケ瀨と 云 所に 至り、 此 所よ b して は、 水淺 

ければ 魚 梁 船と いふ ものに うつし 載て， 彼國 中に 分 

ち 送る、 其 魚 梁 船の 事 は、 慶 長の 頃より、 大和 國平 

群 郡 立 野 村の 住人に 安村と いふ 能 田 本 宫の社 人 支配 

し、 其 運賃の 利に よりて、 龍 田の 社 を 修造し、 公に 

も 運上の 銀 三十 枚 を參ら せけ-、 0. 

0^0. 元 祿十年 丁 S に 至 - て 、立 野 村の 者 共、 

魚 梁 船の 事 仰 付ら れんに は、 運上の 銀 百 五十 枚 を 叁 

ら すべし と 望み こふ、 此所は 御料に て、 しかも、 運上 

多く 参らすべし と 申ければ， 其 請に 任せて、 安村が 

支配 をば 停めら る、 寶永五 年 戊子閻 正月、 大和の 御 

料 私領五 百三ケ 村の 百姓 共、 南都 奉行 三 好備前 守が 

もとに 訴 ふる 所 は、 初め 立 野の 者 ども、 魚 梁 船 支配 

の 事前 例に 準すべし と 望み 申ながら、 賃銀 を ましく 

は へ 、剩へ 船 破れ ぬれ ど、 其 荷物 を も 償 はざる のみに 

あらす、 ほしき ま \ に 掠め取ぬ と 申す、 同き 一 一月 大坂 

の 干 鰯 あきな ふ 者 ども 又訴 へし は、 前例 大和 國 中の 

田地 肥しの 爲に干 鰯う、 り 渡して、 載 送る 船 破れ ぬれ 

ば、 其 料 をば 魚 梁 船 支配の ものよ， ^償 ひ 来れり、 然 

一 
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るに 去年 丁亥 十月 大地震に 船 破られし 時、 其 料 償 ふ 

べき 事 を 申す といへ ども、 其 事に 不ぃ 及と 申す 立 野 

の もの ども 召て、 其 料 償 ふべき 由 を 下知し ぬれ ど、 

舉行 の 下知に も從 はや、 同 五 備前 守此由 を 京 都 に 

巾す、 同 六月 紀伊 守信庸 朝臣 下向の 時、 備前 守が 申狀 

を さ、 げて、 此事 評定 所に や 召 決せら るべき、 又 京 

都に や 召 決すべき と 申されし を、 勘定 奉行所に 仰 下 

さる、 萩原 近 江 守 等、 南都 奉行所 幷御 代官 所に 事の 

由 を 尋ね 問 ふて 後に、 かの 魚 梁 船の 事 かへ し 付ら れ 

んに は、 運上 銀 三百 枚 を參ら すべき 由、 もとの 支配 

人 安村 望 請 ふに よりて、 立 野の 者 ども 又 三百 廿九枚 

運上 銀を參 らせん 事 を申訖 ぬ、 立 野の 村と 申 は、 わ 

づ かに 千 石の 地に して、 戶 口の 數も 多から や、 十四 

年此 かた、 此 船の によりて、 御年贯 を * らせ來 り 

しに、 今 はた 是を 安村に 返し 付ら れん 事 不便な り、 

只今 迄の ごとくに、 立 野の もの、 支配た らん 事 然る 

べしと 申ければ、 同き 六 年 巳 丑 十月 勘定 奉行の 異見 

の ごとくに 御沙汰 畢 りぬ、 され ど是 はたい 魚 梁 船 支 

配の 者の 事の みに て、 五 百三ケ 村の 者 ども、 大 坂の 

商人 等と 立^の 者 どもの 訴 論の 事 决 せし に は あら 
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す、 明れば 七 年 庚 寅の 春、 御代 改 b し 後 六月に 至り 

て、 三好備 前守參 賀の爲 下向せ し 時、 河內守 忠岑朝 

臣に、 かの 訴論 御裁斷 あるべき 由の 申狀 を參ら す、 

正岑 朝臣 本 多 彈正少 弼中山 出 雲 守に、 此事を 申され 

しかば、 二人 評定 衆と 相議 して、 閏 八月 衆 中 連署し 

て 進ら せし 處は、 前例 破船の 荷物 償 ひし 事、 魚 梁 船 

支配の もの、 償 ひしと も 聞え す、 海上 銀と 名 付て、 

物 一 荷に 五 釐づ、 の 銀 を、 荷主 共の 許より 取 あつめ 

置し 所 を 以て 償 ひしな， 9、 又 立 野の 者の 申 も、 龜ケ 

瀨 よ， o うつし 載し 所の 魚 梁 船 破れた らんに は、 其 物 

償 ふ 事 も 有ぬべし、 大 坂より 龜ケ瀨 に 至る まで 川 船 

の 破れた らん、 我國の 事に あらす、 しらざる 所な り 

と 申 也、 其 申 所 锂 あ.^、 すべて 上の 御物 を 積載し 船 

の 破れし にも、 是を償 ふの 制 は あらす、 大 坂の 者 ど 

も 申 所、 其 謂な し、 前例の 如き は 私に 約せ し 所、 公 

法に あらす、 もし 是 等の 御沙汰 あらん こと、 他の 妨 

と 成ぬべし とぞ 記したり ける、 正岑 朝臣 此由を 執し 

申し、 評定 衆に 仰せて、 重て 此事訴 ふま じき 由の 證狀 

を 訴訟 人 等に 書せ、 勘定 奉行して、 備前 守に も かく 

とい はせられ けり、 備前守 心得ぬ 事に おも ひ、 正岑 
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朝臣に 衆中議 せられし 所 は、 大 坂の 者と 立 野の 者 

の訴 論の 事な り、 此獄 はもと 大和の 御領 私 領五百 三 

ケ 村の 者 どもの 訴 申す 事 あるに よりて、 大 坂の 者 も 

訴 出し 所 なれば、 御料 私 領の者 どもの 申 所 は 本に し 

て大 坂の 者 共の 申 所 は 末な b  、然る を 其 末 を 論じて、 

本 を も あはせ て 同じ 御沙汰な らん 事い か い 有べ きと 

申た. o ければ、 彼 朝臣 以の 外に 氣色を 損じて、 衆議 

によられて、 御沙汰 旣に 終りぬ る 事、 重ねて 申され 

んは、 御身の 爲 によから じと いひて、 其 申す 所 を 聞 

も いられす、 此 年の 冬 十 一 一月 我 南都に 赴きし 時、 備前 

守 此事を 語， o て、 深く 憤りぬ る 色顯れ たりき、 明の 

年の^ 我歸 りし 後に、 事の 次で に、 此事を 申出して、 

其 時の 御沙汰 然るべ から ざり し 事な りと 申た り し 

が、 いくほど なくして、 備前守 此事を 憤、 り 死に ぞ死 

しける、 かの 安村 も、 やがて 腹切て 死す、 さ b とも 

此 人の 世に あらん 程 は、 我 冤 をば とかれん もの をと 

思 ひしに、 今 はたの む 所な しと こそ 思 ひた るら め、 

哀 な、 りし 事 どもな， o、 

寶 永の 頃に は、 近 江 守 重秀が 計ら ひ 申す に 付て、 何 

事に も 運 i とて、 抽 分の 金銀め さぬ はな かりき、 


又正岑 朝臣の 父 中 務少輔 正 任 は、 其 父に は 似ぬ 人 

にて 有しに、 此 朝臣 は 右 京大 夫輝貞 朝臣の 外從兄 

弟に て、 吉 保の 少將 にもむ す ぼ、 れたれ ば、 父に 

も祖 にも 超て、 老中の 職 ともなりた り、 され ど 極 

めて 意地 わろ き 根性 あ b て、 我 非 を遂ん とする 人 

なりと 聞え しが、 己 丑の年の 御沙汰に も預 りしに 

や、 此度も 先 其 母方の 舅の 彈正 少弼 して、 評定の 

衆と 計らせ、 衆議 已に かくの ごとしと 申て 事を决 

し、 備前守 重ねて 申 事 をば、 例の 非を遂 ぐべき が 

爲に、 權 威に つのりて いひ 破られし とぞ、 世の 人 

は 申た， りけ る、 大學の 書に は、 人の 技 ある を娟疾 

しても て是 をに くみ、 人の 彥聖 なる 是に違 ひて 通 

せ ざら しむ、 裟に容 る、 事 あた はす、 我 子孫 黎民 

を 保つ こと あた はすと こそ 見え たれ、 か、 る 職に 

あらん 人 は、 たと ひ 他の 技能 こそ は あらめ、 人 を 

容る、 所な からん は、 世の 爲 人の 爲 いか にゃある 

ベ き 

かくて 御代 も改， o しに 至て、 安村が 子、 父が 此 事に 

よ， o て 死せ し を 恨みて、 其 志つ がんと や 思 ひけん、 

來り訴 ふること やます、 又 龍 田の 社 も、 唯今 迄 はか 
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の 安村が はから ひに 依て こそ、 修造の 事 も 有 つれ、 

是 より 後 は 其 事収針 ふ もの、 なか むければ、 神人 等 

も此 修造の 事 望み こふ、 と ありと 聞 ゆ、 詮 房の 朝臣い 

かに や はから ひ ぬらむ 、有し 昔 の ごとくに 、魚 梁 船 の 

事{ 女 村が 子に 還し 付ら れて、 運上の 事 免除せられ、 

ffl 田の 社 修造の 事 怠慢な かるべ きょし 仰 下された b 

けり、 詮房 朝臣 此事は 前代に 申 給 ひし 事 なれば とて、 

其 下知 狀をば 某に も^し 給， ^た りき、 

此年三 R: の 半 にゃあらん、 詮房 朝臣に、 近年 以來 世の 

風俗 も 日々 に 奢侈に 趣きし に、 諸 物の 價 さへ 增し加 

はり ぬれば、 御 旗本の 人々、 世の常の 公務に だに 隨ひ 

がた く、 まして や、 境 を も 越ん ほどの こと は、 極め 

て難義 のよ し 聞え て、 前代の 御 時 も 仰 下されし 所是 

等の 事に 及ばれし 事 も あれ ど、 流 弊と な， o て、 旣に年 

久しければ、 たと ひ 其 心に は 分限に 過に し 事と 思 ふ 

も、 私に は 節 儉に隨 ひ 難き 處も ありと こそ 聞 ゆれ、 い 

づれの 時 を も わく まじ けれど、 殊に 御 幼 主の 御 時に、 

財 貧しき が爲 に、 出て 仕 ふる 事の かた からん、 然るべ 

からす、 いかにもして、 是 等の 舊弊改 り ぬべき 所、 

人々 の 異見 を こらしめて、 よろしく 御沙汰の 次第 あ 


らん 事 こそ 願 はしけれ と 申 たれば、 かの 朝臣 も尤然 

るべき 事な りと て、 老中の 人々 に議 して、 其 事 を 仰 

下されたり けり、 

此事仰 下されし もの は、 某が 草 を. 上ら しめられき 

橫田備 中 守 等 承りて、 四月 を 限りて 異見 を まゐら 

すべ きょし を ふれたり、 

かくて は 御 旗本の 人々 一 人 も殘ら や、 其 對を 上. りぬ、 

詮房 朝臣み な/ \ 我に 見せられ しに、 ロハ いかにもし 

て、 夙夜の 懈 あら じと 云 事 をのみ 申て、 當 時の 御 政 

事に 及びし 言 は あらや、 前代の 御 時 か、 る 事に は、 

必、 某が 議を 奉ら しめられき、 筑後 守が 議を も、 問 

給 ふべき にやと 申されし に、 老屮の 人々 も 然るべき 

由 申さる、 なり、 議 を參ら せらる べしと ぞ、 訟房朝 

臣 のい ひける、 され ど 調 高ければ 聽者 稀な り、 微な 

らんに は 信す る 人 も あら じと 思 ひし かば、 只 先々 の 

代々 に 仰 下されし 所の、 今に 宜し かるべき 事 ども を 

取 用 ひ、 其 仰 下されし 所の こと は、 別にう つし 出し 

て、 かれ 是三册 を 記して 參ら せぬ、 其 後 それらの 御 

沙汰 も 聞え す、 あはれ、 大 坂番士 交替の 比に、 先： U 

ちて、 御沙汰 あらん こと 然るべ しな ど 申せし かば、 
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^房 朝臣 も 申さる、 事 どもな きにし も あらね ど、 其 

程 も 過て、 後に 某が 讒 にこ、 かしこ 付 紙して、 其 事 

は 今 は 行れが たし、 此事は 世に 行る ベから すと 記し 

て 返された b けり、 我 申せし 程の 事 ども、 一事と し 

て 御代々 の 仰に あらす と 云 事 もな し、 それらの 事の 

今の^に 行れ ざらん に は、 我 言の 行 はれぬ に は あら 

じ、 我 又 何， とかすべき、 され ど 其 御代 御代の 仰 下され 

し 所、 ^'の 世に 行る まじき に は あらす、 只 人々 の 行 

はせ 給ぬ にこ そ あれ、 其 所 レ令反 二 其 所，， 好而民 不レ從 

と 見え 侍れば、 人々 の 好み 給 はぬ 事 ども、 たと ひ 其 

御沙汰に 及ぶ とも、 世に 行 はる、 事 も あるべ からす 

され ど 上 御成 人の 後、 我 世の は^めに か 、りし 事 も 

有しと^ えしが、 其 事い かに やと 問 はせ 給 ひて、 人々 

の a し 出されし 所 を 見させ 給 ひ、 此 事 其 理もぁ れ ば 

こって、 某 簠て議 し 申す 所 もなかり けれな ど、 思 召る 、 

琳も あらんに は、 祖宗の 法 用 ふるに たらす と 申せし 

寧の 如くなる 事、 出來ま じきと もお も はれす、 され 

ば某是 に對 ふる 所の 議 をば 叁らせ 置べ きな、 り、 是等 

の 事 は、 先 置きぬ、 人々 の 異見 を 聞し 召て、 宜しく 御 

沙汰の 次第 あるべし と 仰 下されし に、 其 御沙汰に 及 


ばれ ざらん ことこ そ 然るべ からね、 只 いかにも 御 評 

定ぁ， o て、 其 事に 及ばるべし とい ひし かど、 此 後つ 

ひに 仰 下さる、 事 もな くして、 事 はてに けり、 

其 時の 議草、 老中の 人々 の 付 札、 共に 悉く寫 し 置 

ぬ あはせ 見るべし、 其 事 ども、 今によ ろし かるべ 

き 事 をのみ 記し 出し たれば、 世の ため 人の ため 皆 

々然るべき 事 ども、 先々 の 御代に 仰 下されし 所に 

あらぬ もな し、 され ど 人々 の爲に は、 好み 給 はぬ 

事 ども 多き が ゆ ゑなる ベ し 

我よ く 知し 召れ し 御 事の なくなり 給 はん 後に は、 我 

言の 行 はれ ざらん は、 去年の 九月 廿七 日より 思ひ設 

けぬ、 され ど此 金銀の 事に 限りて は、 天下の 患是ょ 

り大 なる ものな けれど、 當 時の 御 政 を輔け 申されし 

人々 の 中、 一 人 も か、 る 事議し 申さる \ とも 聞え ね 

ば、 去年の 泰、 我 ひとり 身を岀 して、 封 事 を 參らす 

る 事、 第三 度に 至りぬ る 時 は、 旣に御 不例の 最中な 

りし かど、 御 志 を 決し 給 ひ、 銀 造る 事 を 停められ、 

近 江 守 重秀が 職 奪れ た りけ り、 其 後 はい かに もし 

て、 金銀の 製 古に か へ されん こと を 思 召 はかられ、 隱 

れ させ 给ふ 御き は 迄 も、 此 事に 及ばれし は、 今の 御 政 


折た く柴の 記卷下  百 四十 一 

V  .*  ニノ，、 F=^5i  •  V,  Auxu  ho^37uj  3  m  fu  y  rl 


折た く柴の 記卷下 I  ；—  ,  —：   —百 四十 二 


を 輔られ し 人々 はよ く 知 給 ひぬ る事ぞ かし、 され ど、 

又 かくれさせ 給 ひし 御 跡 にても、 此 事を議 せられし 

人 も 聞え す、 吾 發ぃ之 吾 能收ぃ 之な ど 云 事 も あれ は、 我 

はしめ 封 事 を 上りし より、 此悤を 除かん ほどの 事、 お 

も ひ よらざる にも あらす、 まして や、 かの 御士、 5 を 世 

に 行 はせ 給 ふに 及ばで、 隱れ させ 給 ひし かば、 今の 

人 も 後の世に も、 此事を こそ 其 代の あやまちな， o と 

おも ふべ ければ、 善く 志 をつ ぎ、 善く 事 を 述るを 孝 

とはい ふなり、 まして ゃ是は 天下 後世の 大患 を 救 は 

る ベ き 事 なれば、 前代の 御爲 にも、 當 代の 御爲 にも、 

吾 いかにもして、 此事 をば. &行 ひてんと、 心 一つに 

思 ひ 極めて、 此年 六月 改貨議 三册を 記して、 詮房朝 

臣 に參ら せて、 我 思 ふ 所 を も 聞え たりけ り、 初め 金 

銀の 製 古に かへ さるべき 事、 仰 下されし よ， o 此方、 

世の 人の 私議せ し 所 さまぐ にぞ 有け る、 或は 元祿 

よ.^ このかた 作られし 新 銀 ども、 古の 製に かへ され 

んに は、 灰 吹の 銀 凡百 十八 万 貫目 を 用 ゆへ し、 然る 

に 常時 一 年に 產 する 所の 灰 吹 銀 凡 四千 貫目に 過す、 

さらば 其 功の 終らん こと は、 三百 餘年 をゃ經 べきと 

云 あり、 或は 諸國 銀山より 出る 所の 鉛 を もて、 當時 


の 新 銀 共 に雜れ る 銀と 銅 と を 吹 わ けて、 其 銀 を も 

て、 古の 製の くに、 造られん に は、 其 押と すべき 

鉛 凡 二百 七十 六 万 二 千 貫目 餘を用 ふべ し、 然るに 當 

時 一 年に 產 する 所、 諸國 銀山よ， -出來 る 鉛、 凡 三千 

七 百 三十 六 七 百 貫に 過す、 さらば、 其 功の 終らむ こ 

と、 七 百 三十 九 年 餘を經 べし、 しかの みならす、 か 

の 銀と 銅と 吹 わけん、 年々 鉛の 毒 氣に當 り 死 せん も 

の、 其數を 計り しるべから すと 云け り、 或は 今の 新 

銀 共 を もて、 古の 製に かへ し 製ら れんこと、 其 功 成 

がた き は、 前の ニ條の 如し、 たと ひ 又 古の 製に かべ 

さるべ きこと 有と も 今の 新 金 を 改め 作られ ざらん 

に は、 金銀の 價 相當ら すして、 必 万物の 價平 かなる 

ベから す、 さらば 先 今の 新 銀の 價に 相當 るべき 程の 

銀 作られん は、 金銀 二つながらの 爲 宜し かるべき 事 

な トノ と 云 ふ あり、 mM^S 或は 元祿の 比より 

して、 金に は 銀 を まじへ、 銀に は 銅 を まじへ て 造ら 

れし かど、 金銀 を換 ふべき 法 は 古の 如く 金 一 兩の價 

六十 匁なる べしと 定めら る、 され ど 世の 人 古の 金銀 

の 製と、 改め 造られし ものと、 其 品 を 論じて、 新 金 

は 新 銀の 猶 古に 近き に 及ばす とい ひて、 是ょ、 り 金銀 


の價平 かなら す、 其後寶 永に 又 金銀 造 b 改められし 

より、 銀 改め 造る 事 度々 に 及び、 今に 至りて は、 金 

三 品 銀 六 品に な b たれば、 世の 人 銀 を もて 銀に 換る 

にだに、 其價の 高下 あり、 まして や 今の 新 金、 其 品 

は 古に 同じ けれど、 其 製 は 少しき に輕 くして、 古に 

其 半す、 たと ひ 銀の み 其 製 古に 復 されん にも、 金銀 

の惯 相當ら すして、 必 世に 行る ベから すと 云 あり、 

或は 新 銀 ども 改造ら れん 事 も かな ふべ からす、 金銀 

の惯貸 からす 賤 から ざらん 御沙汰 も か な ふべ から 

す、 しかし 歲々 に 金 十萬兩 をいだ されて、 新 銀 ども 

買收 めら れんに は、 さらば 世に あると ころの 新 銀の 

數 すくなくな りて、 金銀の 惯 を 初めて、 萬 物の 惯も 平 

かなる べしと 云 あり、 ^^sto^l 或は. 今の 新 銀 

の 偕甚賤 しき、 實には 其 品の 下れる 爲 のみに も あら 

す、 其數 多き が ゆ ゑ なれ は、 其數の 半を收 めら れん 

に は、 其價平 かなるべし、 され ど 故な く 其 半 を收め 

ら れん 事 も かな ふべ からす、 好 銅 を もて 大餞を 鑄 出 

され、 今の 新 銀に かへ て、 其 新 銀 をば、 悉くに 吹つ 

ぶされ、 銀と 銅と を 引 わけて、 其 銀 をば 御藏に 收め 

られ、 其 銅 を もて 大 餞 を 鑄ら る、 料に あてらるべし 
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と 云 あ-、 Is" お H 或は 金銀 の 製 古に 復 され 

んに は、 先 寳鈔を 造られ、 金銀 共に 換ら れ、 金と 銀 

と 鈔とを もて、 雜用 ゆべ き 由 を 定められ、 次に 新錢を 

鑄られて、 餞の 數を たされん に は、 夭 下の 財 用 乏し 

からすして、 諸 物の 價も 自ら 平 かなるべし、 次に 天 

下の 山々 を 尋ね 求て、 金銀 銅の 鑛を 開きな ば、 十 年 

の內 外に は、 元祿 以前に 天下に 通行せ し 程の 金銀の 

數は出 求るべし、 其 時に 至りて 改 造られし 金銀 を以 

て、 寶鈔の 半に かへ て、 其寶鈔 悉くに 焚棄ら れんに 

は、 誰か 異 SE を 申 者 の あ る ベ きと 云 あり、 ^0 

l、、t か」^ r 或は 元祿 より 此 かた 金銀の 品 多く 成て、 

其 品 古に は 及ね ども、 其數は 古に 倍々 しぬ、 されば 

近年 以來 米穀の 價年々 に 高く 成て、 古の 飢饉と 申せ 

し 時の 價 よりも 猶 ましく は、 れ ども、 飢餓の 者 一 人 

も 見え 來らぬ は、 金銀の 數 多くな りて、 天下の 人 各 

其 財 乏しから ぬに よれり、 さらば 元祿 よりこの かた、 

金銀 改め 造られし 事、 其 利益な しと は 云べ からす、 

金銀の 價 平らかに、 諸 物の 價； 牛ら かにな らんに は、 

金銀の 數多 からん に はしか じ、 然るに 金銀の 儇 平ら 

かなら すして、 諸 物の 價年々 に 高くな， o し 事 は、 金銀 
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を 換 ふる^ を 業と する 兩替師 など 申す 者の、 私に 其 

品の 高下 を 論じて、 其 價を定 むる によれり、 たと ひ此 

後 古の 製に 极 さると も、 又々 いかなる 事 を 巧み 出し 

て、 世の {る を 引いだ さん も はかりし るべ からす、 公 

法に 背きて 私惯を たつる 罪 を釓 されて、 かの 兩替師 

三 五 人 を も 磁荆に 行 はれな ば、 天下の 人の 心 を 慰め 

らる、 のみに あらす、 金銀の 價は、 立 どころ に 平ら 

かに 成て、 物の 價も 自ら 平らかに なるべし、 夭 下の 

人お のく 其 K を K とし、 其 利 を 利と すべし、 かの 

好 商 等が 爲 に 誤られ て 、 ， ロハ 今迄 造られし 金銀 を改 め 

^ら れ、 ^ねて 天下の 忠を 致さる、 事 も あらん、 然 

るべ からすと 云 あり、 ^00^ 是 等の 說皆々 

よくお 道 を 得し 事と も兒 えねば、 我 議には 先 是らの 

說 あらぬ 恋 「どもなる いはれ を 悉くに 辨じ 明らめて、 

次に 我 行 ふべ しと 思 ふところ を議 し、 次に は 其 法 を 

記して、 すべて 三册の 書に はなした るな り、 詮房朝 

臣も、 上の 御 志の ほど はよ く 知られぬ、 いかにもし 

て 其 事の ならん こと を、 心に こめて おも はれし かど、 

世の 人講 する^ ども 間て、 いかにも かな ふべ から 

すと、 大方お もひ絕 えられし に、 我 此言を 得て、 悅 
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にたへ す、 老中の 人々 と 相 計ら ひて、 八月の 初つ か 

た 評定の 衆 中に、 金銀の 事 は、 前代 仰お かれし 所な 

り、 いかにもして 古に かへ さるべき 事 を議し s 'さる 

べき 由 仰 下さる、 It^lmg:^^/ 、され ど 是らの 人 

々は 本より 其 心と する 所、 身の 爲 家の 爲を 計る にこ 

そいと まな けれ、 天下の 事 憂 ふるに 心の 及ぶべき に 

も あらす、 なまじいに 本末 しらぬ 事い ひ 出て、 世の 

識 とらん 事 益な しと 思 ひ ぬれば、 いかにも 對へ 申す 

人 も あらす、 かくて は 事 ゆくべし とも覺 えす、 此事 

仰 奉る 事な からん に は、 誰 か は 其 心 を も 用べき、 其 

人 を 選み て、 仰 蒙らん に はしく ベ からすと いひし か 

ば、 詮房 朝臣 又 老中の 人々 と議 して、 十月 三日に、 

其 人 を 選び 定ら る、 

老中に は伹馬 守喬朝 朝臣、 大目 付に は 中 川淡路 守、 

勘定 奉行に は、 水 野 因幡 守、 目 付に は大久 保甚左 

.衞 門、 ！：き釘 舰 勘定 吟味 役 は、 杉 岡 萩原 二人共に 此 

仰 を 蒙れ. o、 

か、， o しほ どに 和 泉 國堺の 商人に て、 谷と 云 者 、ひ 

そかに 此 事を遘 して 記せる もの を、 京に 住 者の 我 許 

に 送れる あり、 其議 せし 所 は、 我 さきに 讒 せし 所と 


同じから ぬ ど、 當 時には 行 はれ 安 かりぬ ベ き 事な り、 

か、 ると き は 其 道 を 業と する 者の 申 所、 よき 事 も あ 

ら めと 思 ひし かば、 其 記せし もの を、 詮房 朝臣に 見 

せし に、 世の 人 はお もひ絕 にし 事 なれ ど、 其 事の 行 

な はるべき 道、 先 ニ條は 出來れ りと、 其悅 にたへ す、 

かの 朝臣と 相議 りて、 そのもの 贈 ひし 者の 許に、 我 

が 思 ふ 事 ども 記し も盡 されす、 其 人 愛に 來る事 も あ 

らんに は、 いふべ きこと もこ そ あれと いひ 送， ^しに、 

いくほどなくて、 其 人 爱に來 りぬ と 聞え しかば、 や 

がて 其 人 を 召 呼て、 我 如き 者の しれる 事に はあ^す、 

世の 爲 人の 爲 なり、 いかにもして 此事仰 蒙りし 人々 

に 申すべし とい ふに、 萩原 殿の ゆかりの 人 を しれる 

由 ありと いふ、 萩原 殿と は、 菅美雅 の 事な、 り、 g§g 

は 認^^ 萩原の 事 は、 我 もしれ る 人な b、 よ 

き 幸に こそ あれ、 其 ゆかりの 人して 云べ しとい ひて、 

やがて 美雅の 許に、 斯る事 社 あれ、 其 人 召 問れ なん 

やとい ひ 贈りし に、 此事仰 を 請し より、 我 も 思 ひ 人 

にもと へど、 いまだ 然るべき 事も唉 はぬ に、 幸なる 

事 を 承りぬ と 答へ て、 かの 者に あ ひて、 其 事 どもい 

はせ、 問べき ことい も 問 ひて、 此仰 承りし 人々 と 相 
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議 りて、 十二月 十七 日に、 喬朝 朝臣に 斯と こそ 申た 

り けれ、 

此事我 もとにい ひ 贈， o し は 鷲 津見源 太 郡， と 云吳服 

師 なり 此者 はもと 丹 波の 赤 井が 後 也、 谷 長 右衛門 

安敏 は、 尾 張の 堀 田が 後 也、 二人共に 麾下に つか 

ふまつ る 掘 田 赤 井の 人々 と、 其 流 を： E じくして、 

うとから ぬ 程の もの どもなら、 二人共に、 其祖故 

有て、 商家に かくれし が、 さるもの、 後 なれば、 

其 志よ の 常の 商人に 比すべき にも あらす、 才畧も 

又 人 を 兼し 輩な り、 

詮房 朝臣 はもと より 知し 事 なれば、 此事 承りし 人々 

の 評定に 過べ からすと 申されし かば、 其 由 を 仰 下さ 

れ たり、 古へ より 東國の 方に は 金と 錢とを 通じ 用 ひ 

て、 銀 をば 用る にも 及ばす、 西方の 國々 にて は、 む 

ねとして 銀 を 用 ひて、 餞 を もて. 其 用 をた すく、 然る 

を 多くの 新 銀 ども 出 * しかば、 西方の 國々 にして は 

其 患 殊に 甚 しければ、 彼 谷が 議 せし 所 も、 まづ 銀の 

事 をむ ねと 申な り、 され ど 仰お かれし 所 も、 金銀と 

もに 改造ら るべき 由に て、 銀改 りぬ とも、 金 改らざ 

らんに は、 終に は其價 平らかなら じと おも ひし ほど 

.  百 四十 玉 


 折た く柴の 記卷下  

に、 我 ひそかに 美雅に fib て、 金の 事 を 併せ 論せ し 

む、 前にい ひしが 如く、 こ、 らの 人々、 銀の 事 もとよ 

b 其忠 とする 所に も あらす、 當時行 はるし、 金 改め 

ら れんに は、 其 寶の半 を 失 ふに こそ あれ-と 思 ひて、 此 

仰 承 申 人々 の 中に も、 此議の 行 はれん 事 をね が は ざ 

る ありけ り、 か、. o し 程に、 當時行 はる、 金 一 兩を 

もて、 改め 造られん 金 一 兩に換 ベ き やう 有と 申す 者 

ども 多く 出 * たれば、 然るべき 事な り、 先 其 事を尋 

ねと はるべし など 云 事 出 求て、 皆々 其 事を議 す、 は 

じめ 元祿に 金銀 改め 作られし は、 天下の 財 其 數を倍 

すべ き爲 にあれば、 金に は 銀 を まじ へ 、銀に も 銅. を ま 

じへ、 作られし なり、 それが 中、 金の 製 其 形 も 其 重 

さも 古の ごとく なれ ど、 天下の 目掩ふ ベ から ざれば、 

改め 造られし もの、 半は是 銀な.^ と、 知て ければ、 

是ょ， o さき、 金 百 兩の價 せし もの をば、 此 後金 二百 

兩に非 ざれば、 賣る事 あた はす、 銀の 事 も 又 是に准 

す、 されば 萬 物の 價騰 b 貴くな た などい へど も、 

實には 其 然るに は あらす、 世の 人 見る 所 は、 只今の 

二百 兩は、 古の 百兩 なりと おも ひしな b さらば 妄り 

に 其虛數 をました るに て、 其實數 は暂听 もな し、 此 
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後 又 金銀の 製 古に かへ されん に は、 世の 人の 見ん 所 

は、 改 造られし 金百兩 は、 只今 迄の 二百 兩 なれば、 

其 虛數を 減じた るに て、 其 實數は 減す る 所 もな し、 

まして や、 萬 物の 價は、 只今 迄の 如くに して 當時行 は 

れし 所の 金 を もて、 定 むべ き 法 を 立ら れ たらん に は、 

たと ひ 今 金 百 兩の價 ならん ものな りと も、 改 造られ 

しもの 五十 兩を もて は 買得べ し、 さらば いづれ の 方 

にか、 其 寶の半 を 失 ふ 道の あるべき、 當時行 はる、 

1 兩の 金、 改め 造られん 金 一 兩と換 へむ 事に 至 b て 

は、 萬々 になき の 事な b  、前に 記せし 事の 如く、 元祿 

よ. o 此 かたの ものに 有る 所の 金 は 實には 古の 製の 半 

なり、 たと へば それらの 金 百兩を もて、 古の 製の 如 

くに 造られん に は、 ゎづ かに 五十 兩の金 を 得つ ベ し、 

然る を 古 製に よりて 造られし 金 百兩を もて、 元祿ょ 

り 此方の 金百兩 に換ら れんに は、 足らざる 所の もの 

五十 兩 あり、 されば 其たら ざる 所 を、 足しなん もの 

造るべき 料な からん に は、 何物 を もて 其數 をば 充行 

べき、 もし 當時 我國の 山々 よ.^、 其たら ざる 所 を 足 

しなん ほどの 金を產 すべきな らんに は、 元祿 より 此 

かた、 金の 數倍 せんとて 銀 まじへ し 物な ど 造られし 


にも 及ぶ ベから す、 然るに か ゝる事 申す は、 皆是陽 

にあた へて 陰に 奪 ふの 術に あらざる はなし、 世の 人 

旣に 元祿ょ b 此方の 事 どもに 習 ひ ぬれば、 たと ひ 天 

下の 至 信に よりて、 行 はる、 とも、 尙其疑 ひ をまぬ 

がれが たかるべし、 况 やわ づ かも 其詐を 行れん にお 

いて を や、 是 等は餘 りに 近き 事 なれ ど、 然るべき 人 

々を はじめて、 其 說に心 まど ひせられし 上 は、 其 事 

能々 辨じ 明らめ ざらん に は、 其 心 を も ひらきが たけ 

れば此 事の 長僉議 に曰數 へて 後、 漸々 に 其 申 所の ご 

とき は あらぬ 事 どもな り、 谷が 議し 申せし 所に 隨ふ 

にしく ベから すと は 議定して け b.、 元祿の 金に ある 

ところの 銀 を 吹 わけぬ る 事 は 今 とても 其 法 あり、 銀 

にある 所の 銅 ども 吹 分ん に は、 前に 記せし 如くに 多 

くの 鉛 を も 用 ひ、 又 其 毒に 當 らん 事 も ありと ぞ 云な 

る、 此事 いかい 有べき など 云 事 も ありし かど、 此事 

は 昔より 銅 を 賣買ふ 者の 大 坂に すむ あるが 買得し 銅 

の屮 に鉛氣 ある を 見て は、 それ を 吹 わけて、 銀 を 取 

事 あ， 9、 世の 人の 云 所の ごとく、 多くの 鉛 を 用 ひ、 

其 毒に も當 b なんに は、 此 等の 輩 何 を もて か、 其活 

計 をば 得べき、 當時行 はる ゝ銀 ども は、 名 こそ は、 
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銀に て ある なれ、 實には 銅の 銀氣 あるに も 及ば ざれ 

ば、 大 坂の 者 共して、 其 銀と らせんに は、 何事 か あ 

るべき 由 は、 某が 初め 參ら せし 改貨議 に 記せし 所な 

り， されば 此事 は、 大 坂の 者 どもめ し 試むべき に議 

定 して、 其餘 金銀 造らすべき ところ、 金銀 換 べき 所 

の 事宜 等 を、 評定せられ、 

是 等の 時宜、 人々 の 申 行 ひし 所、 某が 心に は 然る 

べしと も覺 えぬ 事 ども あり、 美雅も 我心に 同じ か 

りき、 此餘又 新 錢の事 等 も、 水 野 因幡 守が 申せし 

によりて、 衆 中 異議 もなくて、 其 議を上 b しと ぞ 

いふなる、 案の ごとくに、 銀 吹 わけ 所な ど 云 所よ 

り 火 出して、 延燒の 所 も 多く、 又 其 所に て 達 犯の 

ものな ど 多く 出来て、 其 罪に 行 はれ、 其 後 は 其 法 

改る事 ども あるに や、 新. 餞の 事 行れが たき 事 ども 

出來 て、 世の 助けに もなら す、 すべて 少しき 才ぁ 

りて、 事の 大本 を もしらぬ もの、、 己が 功 あらん 

事 を 思 ひ 計りぬ る 事に は、 遠から やして 其 煩ら ひ 

出來る 事、 よの 常な り、 此 時に 我い ひし 事 ども は、 

詮房 朝臣 もお も ひ 合せら る 、事 も あるべ し、 

五月 十五 日に 至 b て、 前代の 御 遺 意に よられて 金鈒 

百 四十 七 I 


折た く 柴の 記卷 下  

の 製、 古に 復 さる、. H 、世の 人に 仰 出された， 9 けり、 

すべて 此仰は 草 を 進ら せられよ と、 詮房 朝臣の 望ま 

れ しにより て、 此 事に 限 ，9 て は、 某辭し 申べき にあ 

ら すと いひて、 悉くみ な 其 草 を ぞ參ら せたり ける、 

是 より 先 五 M 十三 日に、 銀座の 者 ども 四 人 流罪 せら 

れ、 一 人 は 追放 せらる、 此事を 承りし 勘定 衆、 保 木 

小 宫山等 二人 召 籠られけ り、 初め 此 等の 輩の 罪 を 論 

せられて 、銀座の 輩、 初に 低 銀 ど も 造 る ベ き 事 を議し 

申て、 御代々 の 大法に 違 ひ、 重秀ー 人が 下知に より 

て、 其 低 銀 ども 造 出. し、 終に 天下の 大患 を 致せし 事 

ども、 其 罪 最大な， o、 悉く 皆 首 を 刎ら る ベ しと 申され 

し 人々 あり、 是は 昔より 銀 造られし 事 は、 老中の 人 

々迚署 の狀を 下されし に、 元祿の 時より して、 勘定 

奉行 速署 して 下知し き、 寳永七 年の 三月、 正德 元年 

の 八月の 事 は、 前に 記せし 事の ごとくに、 重 秀が計 

らひ にて、 保 木 小 宮山等 連署 させて、 下知して 改め 

^ら せけ り、 又寳 永よ， o 此 かた、 多くの 低 銀 造 りし 

事、 深 江と いふ 者、 重秀が 旨 をう けて、 座中の 者 ど 

も 語ら ひて、 速 署の狀 を さ、 げて、 議し 申た b し 事 

ども f、 某 此事を 論じて、 彼等が 罪 誠に 大 なり、 
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され ど 元祿に 金銀 改め 造られし 時、 祖宗の 御 法に 違 

はれて、 老中 連署の 狀をも 下されす、 | 勘定 舉 行して 

下知せ しめらる、 是 によ，^ て、 寶永 正德の 時には、 

重秀 一 人の 狀を 下せし なり、 當 時重秀 勘定 奉行の 上 

首と して、 特に 其 事 を 仰 蒙りし 者の 下さん 狀、 銀座 

の 輩、 其 下知に 隨ひ しこと、 深く 咎 むべき にも あら 

す、 もし 重秀 一 人が 狀を 下せし 時、 其 法に 違 ひし 事 

を もて 申さる、 よしを もて、 罪せら れんに は、 元祿 

の 時、 勘定 奉行 連署の 狀を 下せし 時、 祖宗の 御 法に 

違 ひし 事 を もて 申さる、 事、 是も又 其 罪な しと 申す 

ベから す、 官は法 を 出す 所な り、 民 は 法 を 奉す る も 

のな，^、 官已に 自ら 法に 違 ひて、 民 其 法の 違 ひし こ 

と を 申さざる を もて、 民 を 罪せん ことい か い 候べき、 

凡 犯罪に 首 罪 あり、 同罪 あり、 緣座 あり、 輕重 もと 

同じから す、 重秀此 事の 首 罪 なれば、 前代の 御 時 職 

奪 はれ、 召 籠られし かど、 隱れ させ 給 ふ 時に 及びて、 

御 勘 氣の者 ども 一 切に 御免の 仰 あるに よりて、 其 罪 

を 正さる 、にも 及ばす して 其 後 病 ひし 死し 畢 り ぬ 、 

首罪旣 に其誅 をまぬ がれたり、 然るに， 同 謀緣 座の 

者の み、 ことぐ く皆誅 せられん 事 も、 またい かい 


有べき、 同謀緣 座の 者 ども、 必死 を 以て 其 罪 を 決せ 

ら れんに は、 重秀が 棺を發 し、 屍を戮 せられて、 後 

に 其 事に 及ばるべき か、 たと ひ 死せ し 者、 ものし る 

事 有て、 其 冷 かなる 肉 を寸斬 せらる、 とも、 重秀が 

顽 鬼の 如き、 何の 痛苦 か 知べき、 さらばい たづら に、 

殘酷を 世に 一： 小さる.、 にて、 君子 仁 厚の 政に は あらす、 

某 重 秀が事 を 用 ひし 時、 其 罪 を 論 申せし 事 は 知 給 ひ 

し 所な り、 又 同謀緣 座の 者 ども、 某 一 人 も 其 面 を 見 

しもの も あらす、 されば 某 かく 申 所 は、 彼等が 爲に 

其 刑 を 緩く せんとに は あらす、 只 いかにも 當 時の 御 

爲に、 其 刑の 當 らん 所 を 思 ふが 故な りと 申たり けれ 

ば 其 罪み なく 輕 きに 從 はれし とぞ 聞え たる、 其 後 

又 銀座の 者の 家財 を籍沒 して 深 江と 云 者の 手づ から 

自ら 記せし 簿帳を 得しに 及びて、 寶永正 德の低 銀 造 

りしに 就て、 重 秀金ー 一十 六 万兩を 分ち 取、 其餘 古畫奇 

珍の 物 ども 贈りし 事 ども、 幷に重 秀が從 者 Is- 金 六 

万兩を 得し 事 等、 皆顯れ たり、 かの 從者 も、 其 罪 ま 

ぬかる ベから すと 申されし 人々 あり、 我 また 其 事 を 

論じて、 重秀此 事の 首謀 なれば、 その 從者は 律に 云 

なる、 從而 加い 功 者なる を もて、 又 六 万 兩の金 を 分ち 


得たり、 前に 論せ し 事の 如く、 重 秀已に 死して、 刑 

戮を 免れし にゝ 今其從 者の 罪 を 正されん に は、 重秀 

が 息 男 等 も、 其 罪を遁 るべ からす、 重秀 いまだ 其 罪 

を 正さる、 に 及ばす といへ ども、 其 死せ し 時に、 か 

の遺領 三千 七 百 石の 地ゎづ かに 七 百 石 を もて、 息 男 

等に 分ち 給へ り、 若、 父の 罪 あるに あら すん ば、 い 

かん ぞ此 事の あるべき、 さらば、 父の 罪已に 子に 及 

びし 也、 今 はた 父の 嘁罪 顯れ たりと て、 其 事 を もし 

ら ざらん 幼弱の 者 共、 重ねて 其 罪に 行れん は、 雪上に 

霜 を 重ぬ る 謂に して、 君子 仁 厚の 政に あらす、 本 犯 

の 罪 問に 及ばれ ざらん に は、 加 功の もの、 罪 を 論す 

べきに も あらす、 いはん や、 是ら晴 眛の事 を もて、 

苛 察の 法 を 用 ひられん こと、 尤 しかるべ からす 、只 

知し 召れ ぬ 事の 如くな らんに はしく ベ からすと 申た 

b ければ、 其 事 も 又 止て け b、 

此 年の 春、 攝津國 西宮の 神職 吿訴 ふること あり、 是 

は 去年 四月 白 川の 伯の 中將、 かの 神主 祝 部等改 補の 

ことに よれるな り、 中 將の雜 掌 等 召 決せら る、 に 及 

びて、 雜 掌等貨 賄の 事に よりて、 みだりに 神主 祝 部 

等が 罪 七 條を申 行 ひ、 其所帶 を沒收 し、. 非 分 非職の 
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者 ども、 或は 其 職に 補し、 或は 其 装飾 を あたへ し 事 

ども、 陳す るに 其詞 なし、 中 將傳奏 に 付て、 其 沙汰 

皆是 我心に 出て、 雜掌 等が 申 行 ふ 所に あらざる よし 

を披陳 有ければ、 かの 雜掌 等が 罪を容 て、 追放 せら 

れ、 それに 組せ し 社 人 等、 或は 追放せられ、 或は 召 

籠られ、 もとの 神主 祝 部 等、 其 職に 還 補せられ、 白 

川 家 西 宫の社 執 奏の事 を 停められ、 中 將の事 は、 公 

家の 御沙汰に 任せら るべき よし、 傳 奏して 仰ら れし 

かば、 やがて 召 籠られし とぞ 聞え し、 十二月 十二 日 

に 至りて、 傳奏、 和 泉 守忠之 朝臣に つきて、 西宮祌 

主 告訴の 事に よりて、 此 年の 夏、 白 川中將 をば 召 籠 

られ畢 ぬ、 今 はは や 其 程も經 つ、 内侍 所 御神樂 等の 

爲、 召 出されん 事、 いかい 有べき にやと 申されし か 

ば、 子細 あら じと ぞ答 へられけ るが、 此事詮 房 朝臣 

某が 議を とひて、 其定 文の 草 ども 奉らし めら れ たり、 

神主 は吉井 宫內、 祝 部 等 五 人、 白 川 家雜掌 は、 臼 

井 吉忠、 去年 四月 神主の？ 1 に 補せられ し は、 濱庄 

太夫と 云 者に て、 同 十月に 死した りき、 或は 神人 

の 神主 等を讒 せし 者、 或は 商人の 社 人と なされし 

者 ども、 ^罪の 輕重 によ. りて 追放せられ、 其 職 を 


奪 はれし もの 凡 五 人、 

此年八 パ、 三 寶院門 主訴の 事 を 御沙汰 ありけ り、 是 

は 醍醐の 院家 報恩 院 狸性院 無量 壽院 等、 路次禮 節の 

事より 起り て、 門 主に 對捍の 事 有し を訴 申されし に 

よりて、 此 年の 二月、 三院 共に 下向す べきの 由、 寺 

社 奉行所の 召 文 を 遣せ しに、 紀伊守 信庸の 朝臣、 老 

中に 狀送 りて、 三 院は當 時の 御 護持の 僧に て、 就中 

報恩 院は、 東 寺の 長者、 理性 院は 第二の 長者な り、 

當 職の 法務 加勸 等、 一 時 遠國に 去し 事、 密家 におい 

て 其 例な し、 台 家に は 其 例 あるかの 由 を 申す、 是に 

よりて 仁 和 寺 大覺寺 安井 等に、 其 例 をと はれし に、 

各 答 へられし 所、 三 院申條 に 同じ、 三寳院 にと はれ 

しに、 東 寺 長者 職 護持 僧の 時、 關東 下向の 例 を 記し 

出さる、 三 院殘ら や 下向な からん にも 苦し かる まじ 

き 事に や、 うちく 某が 所存 を 承 はれとの 歙 慮の 由、 

傳奏の 人々 申されぬ とぞ 記された る、 詮房 朝臣 此事 

いかに や 有べき と 問 はれし かば、 三院 しるし 出せし 

所に も、 台 家の 例 あり、 三寳院 殿し るし 出されし 所 

に は、 密 家の 例 あり、 三院當 時の 護持 僧なる を もて、 

朝憲 を か b て、 奉行所の 召に 隨が はす、 三寳院 殿に 對 


捍の罪 巳に 決せ. 9、 事 ゆる かせな らん 事 然るべ から 

す、 其 中 一人 をと いめら れて、 其餘は 早々 下向せ し 

めら るべき よしを 卯 遣 はさる べしと 申す、 其 由 を 答 

へられし かば、 いく 程なく、 報恩 院 理性 院兩 大僧正 

下向せ り、 三寶院 殿訴へ 申さる \ 所 を もて、 召と は 

る、 に、 三院 共に、 昔 は 門跡と 稱し たりき、 今に 至 

りても、 三寶院 と共に 東 寺 長者 職に 任じ、 间 じく 護 

持の 僧と もな さる、 然る を や、 も すれば、 其 門下の 

院 家の 如く 申さる、 條、 其 謂な しと 申よ， 9 事 起 b て、 

寺社 奉行の 人々、 其 枝葉の 事 ども を 論せ しほ どに、 

其 事の 論 多くな りて、 此獄 いづれ の 時に 决 すべし と 

も 見えす、 詮房 朝臣 此事 をと はれし に、 是ら 計の 事 

を 決せん に、 何 條事か 有べき、 堂上の 人々 のかへ b 

きかん 所 も ロ惜き 事に こそと 申た， o ければ、 老中の 

人々 にも 議 せられたり けん、 某が 議を 參ら すべし と 

有け り、 某が 議を 參ら する 迄 もな し、 院家 等に 此問目 

を 下さる べしと いひて 醍醐 寺の 座主 第 七十 三代 三寶 

院の準 三 后 満濟、 應永 年中 其 職に 任せられし より 此 

かた、 他 院の僧 座主 職に 任せられし 例 ある ■ やと 問 ふ 

に、 其 例な しと 答へ 申す、 慶 長年 中東. 照宮 醍醐 法 流 
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の 事 其 沙汰に 任せら る、 由の 御條目 は、 いづれ の 所 

に 有 やとと ふに、 此事 をば 存せ すと 答へ 申す、 勅 賜 

開山 大師 號の 事に よりて、 勅使 登山の 時に、 三院其 

座 を 論じて、 法會 に預ら ざる 事の 由 を 問 ふに、 灌頂 

曼陀羅 供の 時、 院家寺 家 同席の 儀 ある 事 は、 此ニ會 

において は 大阿闍 梨 を 尊崇の 儀 有に よれり、 他の 法 

會に 比すべ からす、 然る を かの 法 會に當 りて、 三寶 

院の門 生 院家寺 家 等、 座 次 を 同じく せらる、 是 によ 

b て集會 にあた はすと 云、 其 後 凡 天下の 事 勢 は 時に 

隨が ひて 相變 や、 古 時の 例、 今日の 事に 準す ベから 

す、 醍醐 寺 座主 職の 事 も、 古に 有て は 彼 山の 院家 等、 

相互に 補任の 事 ありと も、 應 永より 此 かたは、 三寶 

院の門 室 譜代の 職と なれ. 9、 其餘 或は 門跡と 稱し、 

或は 院 家と 號 する 事の 如き も、 古の 時 は 今の 如く 其 

品 異なりと も 見えす、 就中 神祖 天下の 事 を 知し 召れ 

しに 至りて、 古 來の例 を 斟酌せられ、 當 時の 時宜 を 

議定 せられし 所 は、 當家 一 代の 定制 なり、 然るに、 

當 時の 制 を 捨て、 往 代の 例 を 論す る 事 ども、 其 謂な 

し、 慶 長より このかた 醍醐 法 流の 沙汰 を 任せら る、 

由の 御 條目を 三寳院 殿に なされし 事 は、 たと ひ諸國 
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散在 末流の 寺院 も、 此 旨 を存ャ べし、 况又其 山に お 

いて 他に 異なる 由 を 申す 院家 等、 承り 傳 ふる 所な き 

出 を 答へ 申條、 當家 代々 其 寺領を 寄附の 恩より 來る 

所 を もしら すん ば、 當時 何の 法制 を 以て、 其 軌範と 

はする や、 たと ひ其當 家百餘 年以來 かの 山の 事 を も 

てノ 三寶院 殿の 沙汰に 任せら る、 事 を 存じ 知らす と 

も、 一 山の 座 生 職に 任せられし 事 は、 朝家の 勅旨な 

る 事 を 存じ 知ら ざらん や、 三院 古の 時に 在て、 門跡 

の號 ある を もて、 他に 異なる の院 家た る 由 を 申す、 

當 時に 在て、 正しく 一山の 座主 職に 任せられ、 一山 

沙汰の 事 を 任せられし 門 主に 對 して、 無 禮を顯 はし、 

^論 を 起す ごとき 者 ども、 いかん ぞ護國 の 大法、 聖 

體の 護持な ど、 其 功驗を 致すべき や、 又 醍醐 寺 開山 

の祖、 贈 號宣命 使 登山 之 日、 其 座 位 を 論じて、 集會 

にあた はざる 事の 如き、 たと ひ其宗 儀に おいて 大阿 

閣梨を 尊敬の 儀、 大： n 如来に 相 同じき と 云 ども、 僧 

家 四 恩の 義 によらば、 朝恩 佛恩 いづれ か輕重 あるべ 

き、 朝使禮 待の 儀、 大阿闍 梨 尊敬の 儀 及ぶ ベから ざ 

る 事 其 謂 を しらす、 况聖寶 倌正滅 後 八 百年の 後に 至 

b て、 勅 賜 大師 號の 事、 其 法 孫に あ b て、 此會 場に 


相 預かるべき 事、 誠に 希代の 値遇な り、 然るに 一 偏 

の 我執に よって、 朝恩 を も かへ b みす、 師恩 を倂せ 

て 忘れし こと、 都て 律義に おいて、 何の かな ふ 所 か 

有べき、 路次禮 節の 如き も、 同位 同官、 禮 節に 及ば 

ざる" 堂上の 例な らんに は、 假令 同官 同位の 大臣 路 

次に おいて、 攝官に 相 遇 ふ 時、 同官 IS 位の 故 を 以て、 

致 敬の 儀に 及ばれ ざらん か、 三寶院 殿に おいて は、 

朝家 旣に 座主 職に 任せられ、 當家已 に 法 流の 事 を 任 

せらる、 たと ひ院家 等同官 同位たり とい ふと も、 其 

職分に おいて は、 いかで 其禮 節な かるべき、 是 等の 

事 ども 答へ 申べき 由、 六條を 記して 參ら す、 院家等 

此問目 を 得て、 一 條も披 陳の詞 なくして、 怠 狀を參 

らせ、 仰ぎ 願く は、 院 家法 院の 差別 相 立ち、 只今 迄 

有來る ごとく、 一山 如法の 事に 隨ひ、 此後 天下 安全 

の 御祈禱 を勤修 せしめられん より 外 無 他事 由 を 申け 

れば、 其獄立 所に 決してけ， -、 其 寺 領の事 等 御 

沙汰に 及ばれて 後、 八月に 至りて、 某が 草せ し定文 

をな し 下され、 三寶院 殿の 使者 幷院家 等、 御 暇 を 給 

は b て歸 さる、 やがて 三寳院 殿より 謝恩の 狀 を參ら 

せられ、 門 室の 興隆 を 悅び铪 ひたりけ る、 此 時の 事 


記せし もの ども、 大半 は 紛失して、 今 は 只院家 等に 

下されし 問 目定文 等の 草の み殘 b しな b、  0^ 

十月 十四日に 第三 年の 御 法會事 

終りて、 十五 日に は 人々 參 b て、 御 法 曾の 事 終. o し 

事 を 申す、 明れば 十六： n に、 詮房 朝臣に 會て、 我 致 

仕の 事 申べき なり、 此年比 凡の 事 申す に は 先^らせ 

し を、 今 はた 其 例に たが ひなんに は、 かへ b 思 ひ 給 

はん 所も耻 かしければ、 聞え 侍りと いひし かば、 大 

に 驚きて、 こ はいかに か 、る 事 をば 承り 侍る にや、 

前代 かくれさせ 給 ふ 御き は 迄 も、 御 跡の 事 ども 仰 合 

されし をば、 忘れ 洽 ふべき にも あらす、 過に し 比、 

大奥 にても、 筑後守 は 恙なくて やお はする、 此 人の 

事 は 先の 御代に は 常々 聞え させ 給 ひし 御 事な， o、 今 

は猶 か、 る 人のお はする こそ、 賴 ある 事 なれと 仰 下 

されし な り、 然るに か、 る 事 あらんに は、 我等が あ 

やまち あるに よれり とぞ、 思 召さるべき、 K の 人 も 

又 さ こそ 思 ふべ けれ、 いかなる 事 あらんと も、 思 ひ 

と V ま ，0 給 ふべき 事な b とい はれけ， o、 おと、 しの 

九月 廿七 日に、 某が 仕への 道 もけ ふ を 限 ，0 とこ そな 

hs 侍れと 申せし 事 は、 忘れ 給 ふべ からす、 いくほど 
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なくて、 かくれさせ 給 ひ ぬれば、 其 時に いかにも 成 

べき 身の、 三年の ほどかくて 侍りし は、 金銀の 事に 

限りて は、 我 いかにもして 思 召お かれし 事の 如く、 

申 行 ひてんと おも ひしに、 其 事 は 過に し 五月 御沙汰 

旣に訖 b ぬ、 かくれさせ 給 ふべき 春、 いかにも 身の 

病 を 助けて、 長 崎に 罷 むかひ、 事の やう を も 見 はか 

らへ かしと、 仰ら れし かど、 彼 所の 奉行 等に 問し め 

られし 事 ども を、 對へ申 所 を 見る 一 1、 彼等 尙 いまだ 

其 事の 詳 なる 所 を しらざる 事 ども あり、 たと ひ 某 身 

自ら 其 地に 至りなん にも、 其留 滞日 久しき にあら す 

ば、 某が いまだ 聞ざる 事 を もき く ベ き ほどの 事 も あ 

るべ からす、 さらば 某罷 b 向 ひたらん に は、 かしこ 

の 者 どもに も 限らす、 世の 人 怪しみ 思 ふ 事の みに し 

て、 事の 益 あるべし とも 覺 えす、 もし 其 事の 御沙汰 

に 及ばれん 時に、 御 使 を 奉 b し 人々 に 副て つか はさ 

れん は、 其 時宜に もよ るべき かと 答へ 申せし を、 申 

す 所 も 其 S ありと 仰ら れて、 その 事に 及ば ざり しか 

ばかくれ させ 給 ふ ベ き 御き は 迄 も 近くつ かふ まつり 

侍りき、 是 より 後、 御前 志 をつ がれて、 此 事の 御沙 

汰に 及ばれん に、 年 比 某に 仰 下され、 議し 申せし 所 
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によられ なんに は、 事 行れす とい ふ 事 も あるべ から 

す、 某此 事お も ひ 定めし は、 前代い まだ かくれ 給 は 

ざ b し S よ. o の事ぞ かし、 然る を 今と いめ 給 ふに よ 

hs て、 とい まるべき ならん に は、 いかん ぞ かくは 聞 

ぇ參ら すべき、 いかにも 叶 ふべ からすと 申 切た らん 

に は、 事 がら わろ くこ そ 云べ けれ、 もし 天下の 大儀 

あらん 時に、 召と はる、 事 も 有なん に、 某い まだ 死 

せ ざらん 程 は、 いく 度 も 見え 參ら せて、  > ひの 及ばん 

程の 事 をば、 議し 申べ しと 申ければ、 重ねて 申さる 

る 所 もな くして、 さほどに 思 ひ 給 はんこと、 申と い 

むべき 詞も なし、 され ど 今の 程 は、 勅使 院使 門跡 御 

應 接の 事 終らざる 程 なれば、 其 程 過し 後に こそ、 心 

にも 任せ 給 ふべ けれと こそ 申されたり けれ、 かくて 

廿 二日に 至りて 申すべき 事出來 たり、 暫 しが 程 參る 

べしと いひ 送られし かば、 參 りしに、 此程 承りし 事 

ども、 老中の 人々 に 申て、 前代の 覺淺 から ざ b し 人 

なれば、 某が 心 を もて 止めても 候 ひし かど も、 いか 

にもと いめ 得べ しと も覺 えす、 4r は 其 望に も 任す ベ 

きに や、 又は 人々 の 宣ふ由 を もて、 止めても 見 候 半 

かとい ひし かば、 そこのと いめ 得 給 は ざらん を、 我 


々が 止めた らんに、 止まるべし とも 覺ぇね ど、 當時 

それらの 事 あらん は、 上の 御爲 然るべ からざる 由 を 

もて、 いかにも 申 給 ふべ しと 申されぬ、 たと ひい か 

にお も ひ 給 ふ 所 ありと も、 此度は 先人々 の 望みに 隨 

が はれん 事、 公私の 爲の大 幸に こそ 有べ けれと 申さ 

れた りけ b、 はからざる 外の 事 を も 承る もの かな、 

いかに 答へ 申すべし とも 思 ひわから す、 よく^^' 思 

ひ はかりて 後 こそ 申べ けれと いひて、 家に 歸り ぬ、 

明の 日に 至りて、 我此事 をお も ひ 定めし 事、 年已に 

久し けれど、 今日 造 かくても あれば こそ ありつれ、 

此 度に のみ 限る ベから す、 當 時の 御 政 を 助けられん 

人々 の 宣ふ事 あらんに、 我 思 ふ 事の み 申さん も 恐れ 

あり、 承 はりぬ と 申 事 を 記して 參ら せければ、 其 明 

の 日 宣ふ所 承り 訖ぬ、 誠に 公私の 大 幸な り、 猶又申 

べき 事 あ，^、 廿 六日 巳の 時ば かりに 參り給 ふべ しと 

いひ 送られし かば、 其 期に 及びて 參 りしに、 老中の 

人々 の 御前に 參 りて、 罷 出られし 時に、 詮房 忠良 等 

の 朝臣、 我 をい ざな ひて、 人々 をむ か へられし に、 

皆々 座せられ しかば、 詮 房の 朝臣、 此 程の 事 申 傅へ 

て 候に、 承りぬ とこ そ 申され 候へ と、 いはれ しかば、 


政 直 朝臣、 そこ はま だ 年老た b とも 云べ からす、 只 

いかにも 病 を 養 ひて、 仕への 日 久し からん 事 を はか 

らる べしと 申されし かば、 その 餘の 人々 取々 に、 た 

とひ ふしながら も、 今までの ごとくに こそお はすべ 

けれな ど 申されし も あり、 又 世の 事 ども はなげう ち 

て、 いかにも 精神 を 養 ひて など、 申されし も 有け， o、 

紀伊 守信庸 朝臣 は、 久しくて こそ 見 參に入 ぬれと 申 

され、 山城 守忠眞 朝臣 は、 いまだ 見參 にも いらで 候 

ひしに、 け ふの 事 こそ 幸に 存じ ぬれな ど 申された， o 

けり、 

此年十 一 月 南明院 殿御 供米 田 御 寄附の こと あ. o  H 十 

神祖 百年 の 御 忌 にあた らん 時 、(此 事 おはし ますべき 

由、 前代の 御 遺志 有りし によられし ところな り、 我 在 

京の 時、 東 福 寺に 遊びし 日、 南 明 院に行 向 ひて、 神祖 

と御臺 所の 御赛 像お はします を拜 せし 事 あり、 神祖 

の 御 像 は、 京に も 南都に もお はします を、 拜 み參ら 

せた， o き、 御臺 所の 御 像 は、 此 所よ，^ 外に 渡らせ 給 

ふべき にも あらす、 太閤 秀吉の 御 妹 君に て、 神祖の 

御臺 所に てお はし ませし かば、 其 代の 御榮は 申に も 

及ばす、 今 は 朝夕の 御供 を だに、 はかぐ しく 參ら 

折た く柴の 記卷下 


すべき 便 もな き 小 院の內 に、 其 御 像の み 殘らせ 給 ひ 

し 御 事、 いと 悲しく 覺 えて、 おぼえす 泪をぞ 催した 

りけ る、 台德院 殿御 在世の 程 は、 其 御 遠 忌の 度々、 

御 法會も 執行れ し 事の 奉書 等數通 あり、 是御繼 子の 

御 契 有しが 故なる べし、 いかに 其 御 墓 田 等 をよ せら 

る、 事 もなか， 9 しに やとと ふに、 かくれさせ 給 ひし 

時に、 畿內 にある 所の 御料の 地よ せらる べしと 有し 

を、 住持の 僧 望み 請 ひて、 金 千 兩を御 施 入 あるべし 

と 申ければ、 其 請 ふ 所に 任せられ しと 云な，^、 心得 

ぬ 事に 思 ひて、 後に 南禪 寺の 佐 長老に、 此事 をい ひ 

出せし に、 其 代に は 猶戰亂 の 時 を さる 事 遠から す、 

諸 寺の 領地、 軍勢の 爲に 柙妨ら れし事 ども 尋常なる 

になら ひて、 かくは 望みし とこ そ 聞え たれと 答 へら 

れ けり、 京より 歸 * りし 時に、 此 事に 及びて、 神祖 

多くの 御子お はし まし、 其 御 母 も 少なから ね ど、 正 

しく 御臺 所と 申參ら せし は、 南明院 殿の みお はし ま 

しき、 昔 東西 御 和睦の 初めに、 秀吉三 河 守 殿 を 養 ひ 

申され、 いかにもして 御對 面の 儀 あらん 事 をお も ひ 

はかられ、 其 御 妹 君 を、 御臺 所に 參ら せられ たれば、 

見 叁の事 有べ しと 思 はれし かど、 猶御 上洛の 事 もき 
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こえ ざり しかば、 重ねて 大廳御 下向の 事 ある に 至て 

御 上洛の 事 有べき 時に、 御 跡に といめ られし 人々 に 

仰ら れし は、 我 京に て い かに もな る 事 ありぬ とも、 我 

妻の 知れる 事 は あらす、 相 かまへ て、 事故な く 送り 

かへ すべき ものな， o とのた ま はせ 給 ひし 由 は、 其 時 

の 御 事 記せし もの 共に 見え 侍り、 先此 時の 神慮の 程 

を 押 計るべき 事な り、 次に 太 間の 代の 程、 神祖 何の 

つ、 が も 渡らせ 給 は ざり し 事、 天命の 然 らしむ ると 

ころ 也と は 申ながら、 しかしながら 御臺 所の 內 助お 

はし まさす と は 申べ からす、 さらば 《虽 時の 爲 にも、 

後代の 爲 にも、 其功德 おはし まさぬ にも あら じ、 ま 

してや 天下の 大祖に 配せられ 給 ひし 御 事な り、 然る 

を 都の 內に捨 おかれて、 其 御 跡と はせ 給 ふと 云 事 も 

なく、 ゎづ かに 小院の 僧の 齋飯を 分ち て、 其 御供に 

參 らせん 事、 いかに や はさ ふら ふべき と 申たり けれ 

ば、 御 形 改めさせ 給 ひて、 申す 所理 b 至極せ り、 去 

ながら 今に 至て、 其 故な く かの 御 事に 及びな ば、 代 

々の 御 誤 b を顯 しま ゐら する に 似たり、 神祖 百年の 

御 忌 も 程近し、 其 時に 及ばん 比、 計 ふべき やう こそ 

あれと 仰ら れ しかば、 かくれさせ 給 ふ 御 時に、 此事 
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仰 置れ しと ぞ聞 えて、 此度 この 御 事に 及ばれし なり 

ける、 

十 一 月に は、 琉 球の 使來 りて、 御代 をつ がれし 事 を 

も賀 し參ら せ、 其 王の 代 をつ ぎし 事 を も 謝し 奉る、 

是ょ りさき 琉 球より 奉れる 書法 は、 我國 にて 往來す 

る 所の 如くな りし を、 其王尙 益が 代より 漢語 を 用 ひ、 

書 函の式 等 も改れ り、 され ど 異朝に して は當 代の 御 

事の 如くなる ことのなければ、 稱 し參ら する 所 も、 

文字 を 用 ふる 所に も、 然るべ しと も 見えぬ 事 ども あ 

り、 殊に は外國 にして、 我國の 文字 を 用ひ來 りぬ る 

は ひとり 琉球 のみな り、 有し 御代の ごとくな らんこ 

と は、 國體 において 然るべ しと 申たり ければ、 詮房 

朝臣 さらば 其 事い かに や 仰 下さる ベ しと 問れ しに、 

取； it ふべき やう 侍 b とて、 琉 球の 書に、 大君 尊 夫人、 

又は 台聽 等の 字 を 用 ひん 事、 然るべ からす、 其國の 

心の ごとくに して、 かの 使者に 申さる ベ しと 記して、 

只 何となく、 薩摩 守に 仰ら れ候 べしと 申す、 其後薩 

摩 守の 許より 仰 下されし 事 申て 候へば、 さらば 今よ 

り 後 は、 天子に 上る 書の 如くに や 候べき、 我國 より 

賜る 書 は、 上の 字 を 用 ひられし かと、 見え 侍り、 又 
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一位 樣 月光 院樣御 事、 いかい 稱 し參ら すべきな ど、 一 

かの 使者 申 事. あり、 いかに や 答へ 申べき と 記して 參 

らす、 前代に 大君 を もて 稱し 參ら する 事 をと いめら 

れ しも、 大君と は、 天子の 稱 なる によりて なり、 い 

かで 天子に 奉る 所の 字 法 を 用 ふべき、 當時 は， 天子よ 

り 下 三 公 親王の 上に た、 せ 給 ふ 御 事な り、 又 上樣と 

も 公方 樣 とも 申參ら する 御 事 は、 室町 殿の 代より し 

て、 太 上皇の 御 例 を 用 ひらる、 故 あるに よれ.^、 さ 

れば當 時 も 公家に して は、 眤 近の 月 卿 雲 客 あり、 武 

家に しても 納言 參議等 をめ しっか はる、 上の 字 等 を 

用 ふる 儀、 又是 による、 又 一 位樣 W: 光 院樣の 御 事、 

夭英 月光 等の 御 號を用 ひん 事 然るべ し、 其 書法の 如 

き は、 此度 その 國 王に 賜らせ 給 ふ もの、 儀、 少しく 

差別 あるに 准 じ參ら すべし、 すべて 其 問 ふ 所の 事 ど 

も、 本朝の 故實を も、 當 時の 事 體をも 心得ざる が 故 

と 聞え たれば、 此 等の 事 は、 薩 州より よろしく 指南 

あるべし、 但し 尙益王 以來の 書法の ごとく、 漢語 を 

のみ 用 ひんに、 相當の 文字 得が たからん に は、 前例 

の ごとく、 古 體我國 往来の 文字の 如くな らん 事 は、 

かの 國の 議定に あるべし と 記し 下されたり、 かの 陡 


者 等 承りて、 我國の 書式 改 りし 事 は、 前代に 文た ふ 

とませ 給 ふ 由 聞え て、 先王 敬 を 致せる 所なら、 只今 

承る 所の ごとき は、 是 より 後、 只舊 章に より 從 がふ 

べきに 候と 申す 由、 薩摩守 申たり けり、 

すべて 當 時の 事 ども、 漢語 を もて 寫し 得が たし、 

大 體は轿 鮮の國 中に して、 其 圃の事 を 記す 書法の 

ごとく なるべし、 是 天子よ， o 下れる 事 一 等に して、 

その 國に 君た るが 故な b  、大君の 事 は、 前に も 記せ 

し 事の ごとく、 當 時の 御 事に 用 ふべ からざる 事 勿 

論 也、 尊 夫人な ど稱 する 事 は、 異朝に して はよ の 

おの 人の 妻 を も 尊び 稱 する 所に て、 殊に は 琉球王 

の 妻 をば、 紀 とこ そ稱 すれば、 それより 下な らん 

稱を もて 稱し 參ら すべき 事、 尤 然るべ からす、 台 

の 字の 事、 我國 にて こそ、 大臣の 事に 限りて、 稱 

する 事 なれ、 是も 異朝に て は、 よの 常の 人に 通じ 

用 ふる 事、 たと へば 我國 にて 御の字 を 通じ 用 ふる 

事の 如し、 是 等の 事 ども 記し 出せし は、 押て 我！： 

の 文字 を 用 ひよ とい はん 事、 然るべ からぬ 事 ども 

あり、 されば、 是 等の 事 ども 仰 下されん に は、 か 

れも 自ら 然る ベ き 宇 ども 用 ひん ことの 難き を 知 
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て、 申 所 あるべし、 其 時に 至 b て、 ありし 代々 の 

例に もや 隨 ふべき と、 仰 下されん 事、 然るべ しと 

おも ひしが 故 也、 果して かの 使者 等 かく 答へ 申た 

けり、 

然 ども 問べき 事 ども あれば、 其 由 を 申て、 十二月 十 

八日に、 薩摩 守の 許に 行む かふ、 il 口 貴 朝臣 も、 對面 

に 及ぶ、 彼 國の者 どもに も あ ひたり、 此 時には 緣塗 

に 水 干 袴、 太刀 をば 用 ひす、 腰刀に 紅梅の 扇 をと b 

Q  、此扇 は 近 衞前攝 政 大相國 の 賜りし 

f 所に て、 泥 地 LL 蝶^ ゑが けるな リ、 

十 一 月 十七 日に、 增上 寺の 住僧 申 狀を捧 て、 來年 は、 

神祖 百年の 御 忌に 當 b 給 へ り、 當 山安國 殿御 修造 あ 

りて、 御 法 會の事 を 行 はるべき 由 を 望み こふ、 其大 

要は、 安國 殿の 神 像 は、 御み づ からの 御影 を、 御 鏡 

を もてう つし 造ら しめられ、 御 爪髮を 籠られし 所な 

れば、 第三 代の 御 時 迄 は、 御 尊敬 他に 異なりし に、 第 

四 代の 御 時、 御 幼稚の 間、 御 參詣の 儀も絕 しより 此 

かた、 今 は 神殿 草莾の 中に 朽 すたれぬ、 そ もく 此 

神殿と 申 は、 深さ 六 間、 廣さ 十五 間に 作られ、 殿內 

にた、 み 六十 六帖 を^ かれて、 殿 前に 鳥居 をた つ、 

これ は 六十 六州鎭 護の 御爲 なり、 又安國 殿と 號し申 
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す は、. 御曩祖 大光院 殿より 此かた 代々 淨土門 御歸侬 

の 事に よりて、 神 祖我宗 の 奥旨 を 御 相傳、 時に 安 園 

院德蓮 社崇譽 道和大 居士と 名 付參ら せし 故により 

ぬ、 是 により、 御中 陰よ b 始て、 第三 年の 御 法事に 

至る 迄、 我 寺に おいて 行 はれたり しに、 日光 山御勸 

請の 事 有し 後 は、 我 寺に おいて、 御 法事 等の 事 も 行 

はれす、 然るに、 前代の 御 時に、 神祖 台德院 殿の 御 

志 をつ ぎて、 我宗御 再興の 御 事 なれば、 我 寺に おい 

て も、 彼 百年の 御 忌 を 行な はせ 給 ふらん 事、 前代の 

御 志 を も つがる、 所なる ベ し、 且は 常憲院 殿御 法事、 

我 寺に おいても 行 はれし、 其 例 近き にあり などい ふ 

事な hv、 老中の 人々 此事 いかに や 有べき と、 詮房朝 

臣と議 せられし かば、 かの 朝臣 我 思 ふところ をと は 

る、 上野 國世 良田 長樂 寺の 文書に 據 るに、 御 先祖の 

代々 淨土門 御 歸侬の 由 は 見えす、 和 泉 入道 殿の 御 時 

よ. o こそ、 此 宗御歸 依の 事 は あれ、 又 金 地 院本 光國 

師の 日記に よるに、 神祖 御中 陰の 御 法事、 增上 寺に 

て 行 はれし かど、 御內々 の 儀なる を 以て、 仙 洞より 

* ら せられし 御 香奠 を も 請けられす、 夫よ b 後周闋 

第三 年 等の 御 忌の 時、 かの 寺に 於て 御 法事の 儀 有し 


にも あらす、 此 事の 御沙汰 あらんに、 何條事 か 有べ 

きと 申ければ、 さらば、 よきに はから ひ 申さるべし 

とい はれし によ， 9 て、 一 ッには 東照宮 御中 陰 幷御周 

闋第 三年 等の 御 忌、 寺に 於て 御 法事 行な はれし 事、 

當 時の 日記 を參ら すべし、 二 ッには 第 七 年の 御 忌に 

當， o て、 當 寺に 於て 御 法事 行 はれ ざり し は、 必其故 

あるべし、 當 時の 日記 を參ら すべし、 三 ッには 第 四 

代の 御 時より、 このかた 安國 殿御 參詣の 儀 もな き は、 

淨土 宗旨 を 改め 廢 せられし 所な らん か、 其 所存 を 記 

して 進ら すべし と 記して、 先此事 ども 問 ひ 給 ふべ し 

とい ひしに、 當 時の 日記 は、 度々 の 火炎に か、 b て、 

今は徵 とすべき ものな し、 第 七 年の 御 忌の 後、 我 寺 

において 御 法事の 儀な しとい へど も、 我宗を 改め 廢 

せらるべし とも 存せす 、 然 ども 當初は 三 州 大樹 寺に 

おいて、 御 葬送の 儀 を 行 はれ、 前に 記し 参らせし 所 

の、 安國院 等の 號を も稱し 申せし に、 元 和 三年の 二 

月に 至 b て、 東 照大權 現の 勅謚 ありし より、 世擧り 

て勅號 をのみ 稱し 奉りて、 安 國の號 おはし ませし 事 

を もしら ざるに 至り ぬれば、 百 'の 御 忌に 當り て、 

望 請 ふ 所の 如き 御 事 あらんに は、 我宗の 興隆、 是に 

I 折 れ ^ の 記 卷^. 


過べ から やと 答へ 申け， 9、 國師 日記に よるに、 大樹 

寺に おい て 御 葬送の 儀 あるに は あらす、 又 東 照の 

勅謚、 元 和 三年の 事に も あらす、 さらば 大樹 寺 御 葬 

送の 儀 有し 由の 事、 其 寺の 記に や 見えし、 記し 進 

ら すべし と 問 ひ 給 ふべ しとい ひしに、 大樹 寺の 記 あ 

るに も あらす、 其 事-牛 岩 主計 頭親吉 が 記せし 所の 三 

河 後 風土記に 見えし 所詳 也と 答 へ 申す、 親吉 は、 

其 年 七十 歲 にして、 慶長 十七 年 正月 元日、 尾 張國名 

護屋の 城に 卒したり、 いかで 神祖 かみ さらせ 給 ひ 

し 時の 事 を 知て、 記し 置 候 事の あるべき、 すべて 其 

申 所、 悉く 妄傳 なりと 申て、 其 事 ども 悉くに 辨じ明 

ら めて、 淨土門 は、 C 虽家 代々 御崇 尊の 所な，^、 增上 

寺 は、 當家 代々 の 御 菩提 所な り、 然るに、 か、 る 無 

證の事 ども 申されん 事 は、 他 寺他院 において、 傳へ 

きかん 所 も 然るべ からざる 由 記し 下されし かば、 や 

がて 怠狀 を參ら せて、 かさねて 申 こ ともなく ぞな b 

ぬる、 

此年 九月、 京 にても 銀 造らせら るべ しとて、 此事仰 

蒙. o し 人々 の 中 を 御 使に つか はされ て、 

水 野 因幡 守 大久保 甚右衞 門 萩原 源 左衞門 一一 一人な り 


す 人 給す 

所 々 ひ 、 


折 


柴の 記卷 下 
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大久保 は、 所勞の 事に よりて、. 丸 毛 五郎 兵 衞を以 

て 其 代と な さる、 

十： 2： 十八 H に茇を 立て、 十二月に 至りて 歸 參れ， り、 

過に し 五：：：： より、 金銀 改め 造られて、 世に 行 はれし 

に、 や、 も すれば、 其 事の 妨 ども 出 來て、 今の 法の 

如くな らんに は 然るべ からすな ど、 世の 人 申 沙汰し 

^cbt/ り、 

此 秋より 此 かた、 老中の 人々 の賣 米の 價を も、 多 

く は、 只今 迄 通用の 金 を參ら せよ とい はれて、 改 

め 造られし もの を きら はれし かば、 世の ひと かく 

いひし もうべ なり、 

か、 b し 程に、 十 一 月金 銀の 法 を 請して、 此度 改め 

造られし 金銀 を もて、 只今 迄 世に 行れし 所の 金銀に 

換ら る、 法 行 はれし より 此 かた、 万物の 價 一時に 騰 

り资 くな， o て、 公私 貴賤の 爲 然るべ からす、 是に換 

るに 良法な，^ と 申 もの あり、 5$ 繊^ § ^、然るべき 人 

人 も、 其 申 所い はれ ありし などい ひふら しける ほど 

に、 す はや 其 法 こそ 改れ とて、 世の 人 金銀 を換 ふる 

事 ども、 一 時に 停廢に 及びぬ、 我 此事を 聞て 此事仰 

下されし 初よ， o、 か、 る 事 もや あらむ とお も ひし か 


ば、 一 身の 利潤 を 謀る がた めに、 何事に よらす、 此 

事 を 害すべき 事 ども 仕出し たらむ もの は、 天下 後世 

のために、 其 罪 をた いして、 科に 行 はるべし と は、 

しるし 出された， o、 か、 る 事申妨 ぐる もの、 罪科 は、 

； iS する にも 及ばす、 され どか 、 る 事 申出す とい ふ も、 

^かるべき 人々 の、 竊に議 し 申す 所有が 故 也、 其 人 

人の 心 を 服す るに あらす むば、 是 等の 事 やむ 時 あら 

じと 申ければ、 ^房 朝臣 當座は 此事仰 蒙りし 人々 の 

中、 此 事の 由 を も 心得たら むは 在京し ぬ是 等の 御沙 

汰に 及ばれむ 事、 いかい あるべき やと 申さる、 此等 

の 事 を辨じ 明らめむ に、 何 ほどの 事の 候べき とい ひ 

しかば、 されば 今 其 御沙汰に 及ばれむ に は、 當時此 

事の 由 を 心得た る 人々 は^ 京し ぬ、 ^かるに か、 る 

事 を 申 行 ふ は、 筑後守 が所爲 也と こそ 世の 人 申す ベ 

ければ、 我此事 をお も ふが 故に、 前の ごとくに は 申 

也と 申さる、 初 前代の 御 時に、 我此事 を 論せ しょり 

此 かた、 天下 後世の ために、 身の 事 を か へり 見 

たと ひ 世の 人 申す 所 ありと も、 其 事 を かへ り 見 

そと 申たり ければ、 さらばと て、 其 事 を 老中，：： 

と議 せられし と 見えて、 十月の 末つ かた、 彼屮 


を 尋問 ふべき 人々 をぞ、 仰 下された ひける， 

寺社 舉行は 建 部內匠 頭、 大目 付 は 松 平 石 見守、 町 

奉行 は、 中 山 出 雲 守、 勘定 奉行 は、 大久 保大隅 守、 

目 付 は 鈴 木 源 兵衞、 中 根 半 十郞、 仙 波 七 郞左衞 門、 

永 井三郞 右衛門 等、 中 川 淡路守 はもと より 此事を 

承る、 

かの 申 所の 大要 は、 六十 六 州の 男女の 數、 麈劫 記に 

見えし 所、 凡 四十 八 億 九 百 九 千 六 S 万人、 今に 至て 

は其數 百倍に 及びつべし、 されば 其 人別に 十二 錢づ 

っを徵 されて、 新 古の 金銀 換 ふべき 所と、 新錢 鑄ら 

る ベ き 料と に 被 成、 只今 迄 近世に 行 ひし 金 百 雨に は、 

新 金 七十 兩、 新 銀 百 二十 匁、 新 錢四貫 文 を もて 換ら 

るべ しとの 事 也、 此事 いかに や 有べき、 おのく 其 

意見 を まゐら すべき 由、 かの 人々 に 仰 下さる、 十一 

月に 至て、 おの/^ 意見 を まゐら すべき 由、 かの 人 

々に 仰 下さる、 十一 月に 至て、 おの./,^ 意見 を. まゐ 

らす、 其 申 所 同じから ね ど、 聞し 所の ごとき は 其 謂 

なしと も 申す ベ からすと 申す 事に 至て は、 異ならす、 

某 先 改貨後 譏 を^る して、 此議を もて、 老中の 人々 

に 見せら るべ し、 此人々 の 心服せ ざら むに は、 事 行 
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はれ 難しと いひて、 詮房 朝臣に まゐら せ、 次に 彼が 

一 . 

一 申す 所 こと.^.. く ^其 謂な き 由 を辨じ 明らめし もの 

一 を まゐら せて、 此書 をば 此事 奉，^ し 人々 に 昆 せらる 

べしと 申す、 是らの 物 共、 別に^る せし もの は あれ 

ど、 かの 申せし 所を辨 せし 大要 は、 六十 六 州の 人別 

に、 役錢を 課すべき 事、 異朝の 書に は、 世々 の戶ロ 

を^る せし 事詳 なれ ど、 我 朝の 書に は、 ゎづ かに 一 鄕 

の 事を^る せし は あれ ど、 六十 六 州の 戶 口の 數 はた 

しかなら す、 但 昔上宫 太子 攝 政の 時に、 かぞ へられ 

しに、 五 百万 人に たら ざ、 りしと 見え、 其 時 四百 九十 

六 万 九 千 八 百 九十 人と^ るされ しと も 見 ゆ、 また 一 

說に、 武 天皇の 御 時に 當りて は、 八 百 六十 三 万千 

七十 四 人と^ るされ しな ども 申す、 され ど、 これら 

の 事、 國史に は 見えす、 異朝の 書に、 漢の時 五 千 九 

百 五十 九 万 四千 九 百 七十 八 人と^ るされ し は、 天地 

開けし よ， o 此 かた、 かほ どの 人 多き 事 はなき 由申傳 

？、 是は 四百 餘 州の 人の 數也、 我國の 人の 數、 前 

に 見えし 所 も、 なほ 信用に たるべ からす、 塵 劫 記に 

見えし 所 は、 たいこれ 數學を 試む ベ きため の 事の み、 

當時 六十 六 州の 知行 高 を もて、 廑劫 記に 見えし 所に 

百 六十 一 
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くらぶれば、 凡百 石の 地に ある 所 二 万人に して、 猶 

^餘 分、 九^ 一  千 六 百 四十 八 人 あり、 太平 百年の 今 

とい へ ども、 ； Q 石の 地 二 萬 餘の人 ある ベ き や 否 は、 

人々 の 所領の 事 を もても 推知るべし、 又 六十 六 州の 

人別、 十二 餞づ、 を徵 されむ 事、 もし 麈劫 記に 見え 

しほ どの 人の 數百 倍した ちんに はさ も ありな む 敷、 

假令百 石の 地 二百 人 宛 あらむ にも、 人別の 役 錢を徵 

して、 金 一 兩を もて、 一 兩に換 ふ べき 料と せんに は、 

一 人に つきて、 一 莨 三百 餘錢 を徵 され ざら むに は、 

其 功 終る ベ からす、 天下の 富む もの はすくな く、 貧 

しき は 多し、 一日の 間ゎづ かに 五十 錢百錢 の 利 を も 

とめて、 父母 妻子 を も 養 ふ もの 共、 さほどの 餞 を徵 

れん V、 いかい あるべ ぎ、 しかの みならす、 宽 永年 

巾より、 皮々 に 鑄られし 錢 の數、 其 限り あ， o、 其餘 

の古錢 の數、 寬永 以來の 餞の 數 ほど あらんに も、 當 

時 夭 下に 通じ 行 ふ 所の 餞 は、 其 大數は しられぬ、 

假令 六十 六 州の 人別、 壹莨 三百 餘餞 を徵 れんに も、 

赏時 通じ 行 ふ 所の 錢の 數、 其 十分が 一 にも 足る ベ か 

らす、 さらば いづれ の 方よ， o、 多分の 錢 ども 求 出し 

て、 進ら すべき、 倭漢の 古より、 公役 を 課ら れ しに 
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は、 幼と 老 とのごと き は、 其 S を 除かる、 まして や、 

高贵の 人、 下賤の もの 其 差等 多し、 此外 行脚の 僧、 

行旅の 人の 外に も、 かしこに ゆき、 こ、 に來 りて、 

產業 をい となむ もの 多く、 一 鄕の 地、 一村の 里の 中 

にも、 朝に 生れ、 夕に 死して、 其 人の 數 定め 難し、 

しかるに、 六十 六 州の 男女 一 人 も殘ら す、 其數 をし 

るして、 其 役 をば 課さん 事、 いかなる 法 か あるべき、 

凡 天下の 人、 き 田と 貧 じきと を くらべん に、 貧しき も 

の、 數は 倍にしつべし、 たと ひ 一 兩の金 を もて、 二 

兩の 金に 換て、 半減の 損失 あ， りと いふと も、 是 等の 

損失 あらん は、 中 人より 以上の 事なる べし、 それよ 

り 以下 は、 一年 を 送る 間に も、 一雨の 金 得ざる も あ 

るべ し、 然る を 貧富 を 論せ す、 其 身に も應 せぬ、 役 

錢を 課せられん 事い. かい 有べき、 又 當時行 はる、 所 

の 金 を、 新 金 七十 匁、 新 銀 百 二十 匁、 新 錢四貫 文 を 

用 ひて、 換 ふべき 由の 事、 元 祿以來 の 金 を もて 古の 

製の 如くに 改 造られし に は、 其數の 半を滅 す、 され 

ば 今度 仰 下されし 法の 外に 新 金 一 一十 兩を增 して 換ら 

るべき 事、 いかにも かな ふべ からす、 又元祿 以来の 

銀 共 を もて、 古の 製の 如くに 改 造られし かば、 十分 


にして、 其 ~ っを滅 す、 しかるに 金を換 ふるに も、 

其 十分が 一 一は 銀 を 用 ひつ ベ くむば 元 祿以來 の 銀共換 

ふべき 料の 新 銀 は、 ゎづ かに 十二 万 五 千 二百 四 貫目 

餘 のみ 有ぬべし、 まして や 新 銀 を 造られし の 法 は、 

造り 出せし もの を もて、 元 祿以來 の 銀 共に 換 へて、 

其 換し所 を もて は、 新 銀 を 造る 也、 彼 申す 所の 法の 

ごとく、 金^.、 ふるに も、 新 嚴を用 ひんに は、 何 を も 

て か は、 元 祿以來 の 銀 共に かへ て、 其 金に 換 ふべき 

銀 をば 造るべき、 もし 申 所の 法 を 誤 b 用 ひられば、 

三日 を 出す して、 金銀と もに 造り 出す 事 かな ふべ か 

らす、 造 b 出す 事 かな. ふべ から ざら むに は、 何 を も 

て か、 金銀 を換 ふるの 術 を 施すべき、 又當時 通じ 行 

ふ 所の 金の 數、 其 十分が 一 に換 ふべき 錢の數 を はか 

るに、 二 千 九 百 五十 四 万 三千 貫 文 を 用 ふべ し、 寬文 

の 時 凡 十六 年の 間、. 百 九十 七 万 貫. の 餞 を 鑄 出せり、 

其 代に は 諸 物の 價賤 しか b しに、 其 費用に 堪す して、 

る 事 を 停められき •、 まして や、 近年 以來、 万物の 

惯騰， o 贵き において を や、 さらばた とひ 每 年に 十万 

贯を禱 出す とも H 一 百 九十 四 年を經 るに あら ざれば、 

世に ある ほどの 金に 換へ盡 す ほどの 錢を 得べ から 

折た く 柴の記 卷下 


す、 もし 二百 九十 餘 年の功 を 用 ひて、 金銀 改造ら む 

に は、 六十 六 州の 人に、 役 を 課せられ." 金 百 兩の十 

分が 二 は 銀 を 用 ひ、 一 は 錢を用 ふる 等の 法 を 用 ふる 

にも 及ばす、 其 功 を 終 ふべき 道 は、 いかほど も ある 

べき 歟、 此 等の 事共 また 其 異見 を 進ら すべき 由 をし 

るせ し 也、 人々 一 言を捧 ぐべ き やう も あらねば、 重 

て 異見 を 進ら する にも 及ばす、 此 時に 至て、 初 金銀 

の 事 仰 下されし 時、 何事に も よらす、 事の 妨 仕出し 

たらむ 者 は、 天下 後世の 爲に、 其 罪 を 正して、 嚴科 

に 行 はるべき 由し るし 出されたり、 しかるに か、 る 

事議し 申て、：； 金銀 換 ふる 事 停滯 する に 至らし む、 其 

罪 誅を容 すべ からすと い へ ども、 寬宥の 御沙汰に よ 

りて、 死罪 一 等 を 減じて、 流刑に 處 せられし 由 を 仰 

下されし かば、 此のち は、 金銀 換 ふる 事、 又もとの 

ごとく にぞな ，0 ける、 

彼 事 申せし もの 流刑に 處 せられし よしを 承 b て、 

たち 所に 氣を失 ひて た ふれぬ とい ふ、 此事を 大和 

守 重 之 朝臣き、 て 人々 にむ かひ、 此 男の ごとき、 

い かで 是 等の 大事 をな し 得る 事の 叶 ふ ベ きと 申さ 

れ しと ぞ、 誠に 名言と ぞ覺 ゆる、 

百 六十 三 I 
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折た く柴の 詆卷下  

此 年の 冬 前代の 御 遺志 をつ がれ、 長 崎の 事 御沙汰 有 

べき 由 議定 有け り、 此 御沙汰の 事 起 りし は、 前代 御 

世 を 嗣れし 初より、 海舶 互市の 料と すべき 銅の 數足 

ら すして、 事 ゆかす、 地下 人 等 産業 をう しな ひて、 

飢锇に 及 ベ き 由、 長 崎 奉行所より 注進す、 

これ はむかし i& 船の 數も、 交易の 銀 額 も定ら ざり 

しに、 贞享ー 一年 乙 1 より、 唐 船 交易の 歲額銀 六 千 貫 

目、 阿蘭陀 船の 金額 五 万 雨に 定められ、 元祿 元年 

戊辰に 至て、 唐 船の 歲額 七十 隻に 定めら る、 然る 

に 元 祿八年 乙 亥 伏 見 達 四 郞兵衞 とい ふ 者、 額 外に 

銀 千 貫 HJ の 交易 を ゆるされて、 價銀千 貫目に あた 

る 程の もの ども、 銅 を もて 買 とらむ 事 を 望み 申す 

其 望 所 を ゆるされき、 是を 世に 代物 替と いふ 事の 

始 とす、 明年 丙 子に は 運上の 金 壹萬雨 を 進ら すべ 

ければ、 五 千 貫目の 代物 替を ゆるされん 事 を 請 ふ、 

また 望む 所 を ゆるさる、 これ 運上と いふ 事の はじ 

め 也、 其 明年 丁？ H に、 長 崎の 商人 高木 彥右衞 門と 

いふ もの、 船 額 七十 隻の 外に、 十 隻を增 され、 銀 

額 六 千 貫目の 外に、 貳千 貫目の 代物 替を ゆるされ 

て、 運上の 金貳莴 餘兩を 進ら すべき よしを 望 申け 
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れば、 こ、 において、 伏 見屋が 代物 替 をば 停めら 

れ、 高木が 請 ふ 所 を ゆるさる、 一年 を 隔て、、 

元祿 十二 己 卯 萩原 近 江 守 林 藤 五郎 等 長 崎に 下り 

て、 長 崎の 會所 にて、 外國の 船賃 を もて、 我國の 

商人に 賣 得し 價銀 を、 金子に 換し所 七 萬兩、 此 

外 唐人 阿蘭陀 人の 置 銀 つ か ひ 銀 落 銀 間 金 役料钚 

いふ もの 共に、 總訐金 一 萬 兩餘の 外 は、 悉くみ な 

公に 收ら るべき 法を定 む、 これ 地下 配分 金 七萬兩 

とい ふ 事の はじめな り、 然るに 初 船 額 七十 隻の外 

に、 十 隻を增 され、 銀 額 六 千 貫目の 外に、 二 千 賞 

目を增 されし に當 りて、 交易の 料に 用 ふ ベ き 銅 

の 歲額八 百 九十 万 二 千 斤に 定まれり、 むかし、 長 

崎に て海舶 互市の 事 はじまり しより、 此 かた、 

外 國の人 交易して 得る 所の 銀 を もて、 換 ふる 所の 

銅 をば、 大 坂に 住せし 銅吹屋 と い ふ もの 共 十六 

人に て 運送し てけ， -、 元 祿十年 船 額 銀 額 を增さ 

れ、 代物 替 とい ふ事始 り、 明年 戊 寅に、 こ、 の 商 

人 梏梗屋 又 八と いふ 者、、 其 事 を 承りて、 運送の 銅 

歳 額に 足らざる 所 は、 銀 を もて、 其 數に充 つべ し 

と 仰 下されし に、 運送の 銅な ほその 數 すくな か.^ 


しかば、 十二 年の 己 卯 桔梗 屋 運送の 事 をと いめら 

れ、 大 坂の 銅 吹 屋幷に 諸國の 商人 等、 思 ひ/、 に 

運送すべき よし、 仰 下されし かど、 七 百万 斤の 外 

は、 長 崎に 來. ^集らす、 十四 年 辛 巳に 至て、 銀座 

の 輩に、 銅 座の 事 を * ね しめられ、 諸國ょ b 產す 

る 銅 を 買得て、 長 崎に 運送すべき 事 を 仰 下さる、 

され ど、 又 年々 に 銅の 數たら すして、 交易 行 はれ 

す、 外國 の人歸 るべき 期 を 過て、 年を越す に は 至 

h> たるな り、 

其 事の 御沙汰 ありて、 銅 運送すべき 事 承りし 銀座の 

もの 共に 催促し ぬれ ど、 諸國の 銅山より 產 する 所、 

年々 に 減じて、 其價 騰り賁 く、 其 價を增 し 加へ もる 

べしな ど、 申 事に て 事 ゆかす、 正德 元年 辛 卯に 至り 

て、 銀座の 者 共、 銅 四百 五十 万 斤 をば 運送す べきよ 

し を 申す、 其數 足ら ざらん む 所 をば 承るべし と 望 申 

す もの あ b しかば、 は 駄^と SK む 所 を ゆるされ 

しに、 銅の 價 なほ 騰 b 貴くな b て、 是も其 利 をう し 

な ひて 事 ゆかす、 我國 にて 用 ふべき 所の 銅 も 用 ひた 

らす、 明れば 二 年 壬 辰の 二月に 至れ ども、 銀座の 者 

共 運送す べきと 申せし 所の 數に もたらざる 所、 百 五 

折れく 柴の 記卷下 


と 


十万 斤 なれば、 同 三 月十 七日、 銀座の ものに 兼ねし 

めら れし銅 座の 事 を 停められ、 同 十九 日に、 大坂吹 

屋の もの 共に、 此事を 仰 下されぬ、 され ど 去年 辛 卯、 

諸國 銅山よ.^ 產 する 所の 銅 六 百 四十 万 斤に 過す、 た 

ひ 我 國の用 百 六十 万 斤 を 除く の 外、 長 崎に 運送す 

べき 所、 百 四十 万 斤に は 過べ からす、 是 その 價の騰 

貴ければ、 銅 を 商 ふ 者 共た やすく は賣 渡す ベから 

ざるが-故 なりと 申す、 か 、 りし ほどに 長 崎の 地下 人、 

交易の 行 はれざる がた めに、 飢餓の もの 多く、 弱き 

者 は、 かしこに とい まる 奢 人と 通じて 館 中に おいて 

私 販の事 あり、 强き者 はかし こ を 去りて、 唐 船 を 待 

ちて、 海上に して 私 販の事 あり、 外 國の人 も、 近年 

に 及びて は、 定れる 海路 を も 往来せ す、 近海に 出沒 

し、 我 國の姦 商 を 待ちて 私贩 し、 剩、 此 ほど は 陸に 上 

りて、 水 を 取， o 木 を 伐， o、 漁船の 網せ し 魚 蝦、 女 童 

の 拾 ひし 海藻 等 を 奪取. o、 居 民是を 制すれば、 戎器 

を 執りて ふせぎ、 番船是 に 近づけば、 火 炮を發 して 

劫す、 

此 ほど 阿蘭陀 船の 歸る 時に も 私 販の事 あり、 此國 

の 人 か、 る 事 ありし は、 未曾有の 事な り、 

百 六十 玉 


折れく 柴の^ 卷下 


百 六十 六 


と 


娃 崎の 舉行 所より 此 等の 事 を 注意して、 かくの ご 

くな らんに は、 舉行 所の 法令 行 はるべ からす 急 度 其 

^御沙汰な くして かな ふ ベ からすと ぞ申た b ける、 

S 人 等 かくの 如くに なり 來 b し 事は貞 享元祿 の 際 

より 遠 人 を 柔んし 給 ふ 御 事に てぞ あるら め、 我國 

の 人の 外國の 人に 敵 せん 事 を いましめられ、 奉行 

所の 下部の、 唐人の ために 凌櫟 せられん とする を、 

刀 をぬ きて 少し 傷け たると て その 下部 をば、 たち 

所に 追 却せられ しほ どの 事な b しによ りて、 次第 

に 外 國の人 ほしき ま、 になり し 流 弊、 つ ひに かく 

の ごとくに はなり し 也、 

我 この 事 を 聞て、 我國 は万國 にす ぐれて、 武を尙 ぶ 

阈 と申坩、 古より 申傳 へたれ、 然るに 今 か、 る 商船 

等が ために 侮 を 受けん 事、 國體 において 尤 然るべ か 

らすと 申て、 舉行 所より、 人 どもに^-すべ きもの 

の 草 を も、 西國中 S の 大名に も 下知せられ べき もの 

の 草 を も、 進ら せたり ければ、 此年甲 午の 五月、 是 

を 下し 行 はる、 

• 唐人 を 諭すべき 者の 草 は、 深 見 新 右 衞門三 宅 九十 

郎室新 助 等の 人々 をして 奉らし めしに、 深 見の ま 


ゐら せし 所 を、 こ、 かしこ 改正して 用 ひられたり、 

. 諸 大名に 下されし 所 は、 某が 草 を 進ら す、 みなこ 

れ、 外方の 人 近海に 出沒 し、 海岸に 上下す る もの 

をば、 其 船 を 焚き、 其 人 を 斬て まゐら すべし、 我 

國の 船の 外國の 船に 相 近づく もの をば、 からめ 捕 

てま ゐら すべ しと 仰 下されし 听 &、 

是ょ りさき 此 年の 春 一 一月 海舶互 市の 料の 銅 足らざる 

がた めに、 其 事の 意見 を、 長 崎 奉行所、 鳩 餘難舰 報 守 並 

こ 也 F りル 足， こ 高木 作 右 衞門を 始め WTiJ5、  N*n ン？ q 

i 扎 t—b お ソ： ^fpl て、 長 崎の 町 年奇共 也、 《£■ にる 名し る 

して 進ら する 所、 取 用 ひらる ベ き 事と も 見えす、 さら 

ば 前代の 御 時に 議せ しめられし 所 を 以て、 改め 行 は 

るべき 法例の 事共、 某が 草 を 進ら すべきに て、 其大 

綱 細目 二百 十 一條、 凡八卷 にしる して 進ら せた. り、 

其 事 どもた とへば 絲の みだれた るが、 その 端 多くし 

て、 其 緖を尋 得べ からぬ がごと く なれば、 今 こ、 に 

はいかに 共し るし 得べ からす、 其詳 ならむ 事 を しら 

むに は、 我 前後の 市舶議 並に 市 舶新例 等の 草 を、 倂 

せ 見るべし、 當家 世の 事し ろしめ されし よ b さきの 

事共 は、 今 はた 論す るに もお よぶ ベから す、 慶長六 

年より 此方、 外國の 船の 來 b 商 ひせし 事、 いまだ 定 


れる所 も あらす、 其 比は大 明の 代 も、 萬 曆の比 ほひ 

にて、 海 禁の嚴 なる 時 なれば、 今の ごとくに 唐 船の 

來れ るに も あらす、 長 崎に は、 ただ 西洋の 蕃船 のみ 

來， o 泊 ぬ、 寬 永の 初に 至て こそ、 外 國の船 共、 長 崎 

に來 b 商す ベ き 由 を 仰 下されし かど、 阿蘭陀の 船 は、 

なほ 肥 前の 國平戶 に來， ^泊. り、 寬 永の 末に 至て、 長 

崎に は 移された る 也、 又 大名 並に 商人 どもの、 御 朱 

印 を 中 請 ふて、 外國に おもむき 商せ し 事 ありし も、 

寬永十 一 年に ぞ 停止せられ ける、 其 比に は、 外圃ょ 

b 來れる 船の 數も、 互市の 銀 額 も 定まらす、 貞享ニ 

年 乙 丑に 至て、 始て 唐人 互市の 銀 額 六 千 貫目、 阿 蘭 

陀人 S 市の 金額 五 萬 雨に 定られ 、元祿 元年 戊辰に、 唐 

船の 額數 七十 隻に 定められ、 此比は 大淸の 康熙の 天 

子 海禁を 開かれし かば、 唐 船の 來る事 二百 隻に 及び 

しが 故 也、 同 八 年 乙 亥よ， 9 して、 額 銀の 外に、 銅 を 

用 ひて 代物 替 する などい ふ 事 出 來 て、 同 十 一 年 戊 

寅に 唐 船の 額數十 隻を增 されて 八十 隻 になされ、 額 

銀の 外 二 千 貫目の 代物 替を ゆるさる、 の、^: 協 55 

：^、 唐 船の 數定 b ぬれば、 定額の 外に * れる船 をば 

積戾 しとい ふて、 交 昜の事 を ゆ る さ れす、 又 定額 
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の 船と い へど も、 銀 額 定め あれば、 凡 一 船に 積來り 

し 物 を、 其 價銀百 六十 貫目 計ヶの 物交昜 する 事 を ゆ 

るされ て、 其 餘の物 ども をば、 殘 荷物な どい ひけ，^、 

はるかの 風浪 を 凌ぎ 來り て、 手 をむな しくして 歸ら 

む 事 も、 多くの 貨物 を 載せ 來，^ て、 利 すくなく して 

歸らむ 事 も、 其 志に あらねば、 いかにもして、 積來 

b し 物 どものう れん 事 を 謀り、 我 國の者 も 額 內の物 

を 買得る に は、 懸り 物な ど 云 事を始 て、 其 費用 多く、 

利 分す くなければ、 いかにもして 積歸 らん 物 共 買 取 

らんと 謀りし ほどに、 年々 に 私贩の 事共 多くな りた 

、 出 貫 ノ.1： 賈、 s け 荷、 ぬけ つ 寺、 良 身^ 亍听こ 

賈 など 種々 の 名目 ぁリ， び 稠^  ，也 零, ィ fiQi 

せて、 長 崎に おいて、 海舶 互市の ために、 費し 用 

ひし 所の 金銀 銅の 數 聞し 召れ しに、 慶長六 年 辛 S よ 

b 正 保 四 年 丁亥に 至まで、 凡 四十 六 年の 間の 事は詳 

ならす、 慶安 元年 戊 子より、 寶永五 年 戊 子に 至て、 

凡 六十 年の 間に 外國に 入りし 所の 金 一 一 百 三十 九 萬 七 

千 六 百 兩餘、 銀 三十 七 萬 四千 二百 二十 九 貫目 餘也、 

銅の 事 は、 寬文ー 一年 壬 寅よ b さき、 六十 一 年の 間の 

事は詳 ならす、 寬文 三年 癸 卯より、 寶永四 年 丁亥に 

至て、 凡 四十 四 やの 間、 一億 一 萬 一 千 四百 四十 九 萬 
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八 千 七 百 斤餘に 及べ b と 申す、 これ はた だ慶 安元 年 

戊 子より 此 かた、 奉行所に 聞え し 所の 事の みなり、 

夫より さきの 事共 は、 長 崎ば か， o の 事に も あらす、 

前に しるせし 事の ごとく、 外 國の船 ども、 我： M の 中 

こ、 かしこに 來り商 ひし、 我 國の船 共 も、 外 國の中 

こ、 かしこに ゆきて 商 ひす、 此餘對 州より 朝鮮に 入 

りし 所、 薩 州よ 琉 球に 入， o し 所の 事 等 は、 悉くに 

その 數を はか.^ 知る ベから す、 去れ ど 試に 長 崎 奉行 

所より しるし まゐら せし 所に よ， o て、 其 法 を 設けて、 

俊-おより 此 かた、 凡百 七 年の 間、 外國に 入りし 金銀 

の 大數を はかりて、 又慶 長より 此 かた 我國 にて 造ら 

れし 金銀の 大數 にくらべ 見る に、 金 は 四 分が 一 をう 

しな ひ、 銀 は 四 分が 三 をう しな ふべ し、 さらば、 今 

よ b して 後、 金 は 百年 を經 て、 其 年 を 失 ひ、 銀 は 百 

年 を 出す して 我國 にて 用 ふ ベ きもの は 有べ からす、 

銅 はすで に 今海舶 互市の 料 足らざる のみに あらす 我 

國の歲 用 もまた 足らす、 我 國に產 する 萬 代の 寶貨と 

なる ベ きもの 倾 けて、 遠方よ. o 來れる 一 時の 奇翫に 

なす-べき ものに 易ら れ此 等貨 利の 事の 爲に、 我國威 

を 損す るに 至らむ こと、 然るべ き 事共 覺ぇ す、 もし 藥 
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物 書籍 等 を 求め 得ん ために、 やむ 事 を 得べ から ざら 

んに は、 當時 我國に 通じ 用 ふる 數と、 每歲 諸國に 産す 

る 數とを はかりて、 長 崎幷に 對州薩 州 等の 地より.、 

外國に 入べき 所の 歲額 をば 定 むべき 事 也、 すべて こ 

れらの 事に も 及ばす、 長 崎に して、 每歲 互市の 金銀 

銅の 額數 をのみ 定められし こそ 心得られね、 され ど 

たと ひ 今よ，^ して 後是ら の 數を定 られ しと も、 只今 

迄の 如く、 每歲 に來る 所の 船數を も、 每 船に 載す る 

所の 物の 數をも 定められ ざら むに、 私 販の事 やむ 事 

を 得 ざら むは、 只今 迄の 如くに ぞ 有べき、 さらば 先 

凡 每歲我 國に產 する 金銀 銅の、 外國に 入らむ 所の 大 

數を はかり くらべて、 長 崎に して、 海舶 互市の ため 

に 用 ふべき 所の 歲額を 定められ、 次に 外 國の船 共に 

載 * る 所の 多少 を はか.^ て、 其 船數を も、 其 載來ら む 

物 どもの 數をも 定めて、 載 來らむ 程の 物 共、 悉く 皆 

買 とらむ に は、 今迄の ごとくに 私贩の 事の ために、 

我 國の寶 をう しな ふ 事 もな く、 外國の もの どもの、 

我 國の法 を 侮る とい ふ 事 もな くして、 我 國の威 は、 

萬 里の 外 迄に 行 はれ、 我 國の財 は、 萬 世の 後 迄に 足 

りぬべし、 長 崎の 地下 人ら 產業 をう しな ひて、 飢蕺 


に 及ぶな どい ふ 事 は、 實に はこれ 貧民の 事に して、 

富者の 事に は あらす、 其 由を詳 にせん に は、 其 罪の 

歸 する 所 あれば、 細かに 論す るに も 及ばす、 奉行 人 

を 選ばれ、 會 所の 法 を 正して、 京大 坂の 如く、 御 目 

付 を 差遣され て、 其 事 を 監護せ られむ に は、 長 崎 

の 事の みならす、 西 國中國 の 爲 にも 可然事 也、 此 

等の 事共、 前代の 御 時に 議し 申せし 所の 要領に て、 

此度草 を 進ら せし 所 は、 たいこれ 其 法例 也、 法を設 

け 例 を 立し 事共、 たと へば 常 山の 蛇の ごとく、 首 を 

救 ひ、 尾 を 救 ひ 首尾と もに 相 救 ひて、 多 かる 事共、 

一事 をも增 し、 一事 をも滅 すべきに あらす、 され ど 

前代の 御 時に、 此事 果して 行 はれ ざり しも、 長 崎の 

地下 人 等 は、 外 國の船 も 多く、 交易の 物 も 多から む 

事 をお も ひ、 奉行 人 は、 進ら する 所の 運上の 金 も 其 

數を 減せ す、 治る 所の 地下 人 も 其 所 を 得べき 事 を 思 

ひ、 諸圃の 商人 共 は、 外 國の者 

共 多く 來り て、 元 價も賤 しく、 贏 利 も 多から む 事 を 思 

ひ、 世の 人 は、 段疋藥 物の 類 多く 來 りて、 其 物 ども 買 

求む るに 、偕の 賤 しからむ 事 を 思 ひて、 天下 後世の 事 

などい ふ 事 をお も ふ もの は、 一人 もな くして、 本末 
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^らぬ 事共、 と あ， o かく あ h- とい ひしが 故 也、 是ょ 

b 後 も、 朝夕 を 謀らぬ 人々、 世の 多言の ために 誤ら 

れて、 妄に其 法を變 する 事 あらむ に は、 必す其 弊に 

堪 ざら む 事、 唯今 迄の 如くに ぞ あるべき、 明れば 正 

德五年 未の 春 正月の 中頃 海舶 互市 新 例 を 長 崎 奉行所 

に 仰 下さるべき、 御 使の 人々、 こ、 をた つ、 盟 1 歸 

使 番石川 三 右衛門、 4 一  一 ほ^ 4^ っ^ マ^し ここ 至， 9 眚て、 

餘 勘定 衆 等相從 ヘリ、 二月 ひ^つ 力す 力 n  f  ^ 

三月の 初に まづ新 例の 事共 地下 人 等に 仰 下されて、 

次に 唐人 等に 其 事を吿 まらす、 お：^ 

我 國の法 を 奉せ むと 申す 者 共に は、 信 牌 を 分ち 給り 

て、 此後來 b 商せ む 事 を ゆ るされ、 我 國の法 をう 

け ざら む 者 共 をば、 生理 を ゆるさす、 卽 時に 放ち 還 

され、 同 五月 西 國中國 の 大名に も、 新 例の 事に つき 

て、 卯 下さる^- 3 曰 ありけ り、 

未の 年の 春の 比に もや あるべき、 老中の 門前に 落 書 

あり、 其 記せし 所 は、， 攝河泉 三 州の 者共愁 申す 由に 

て、 北條 安^ 守 氏 英が事 を 訴し所 也、 詮， 房 朝臣 ひそか 

に 此事を もて 我お も ふ 所 を 問 はれたり けり、 ^るせ 

しと ころ 事實 ならむ に は、 申狀を さ、 げて訴 ふ ベ し、 

其 名 を 匿す まで も あるべ からす、 必す これ 赛 邪の 小 
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人、 私の 怨 を 報 いんため の 事 也 、此落 書 を もて 安房 守 

に 被 下な ば、 其 人 をば 得べき か、.： 都て 是 等の 事 を も 

て、 舉 行人 等の 事 御沙汰 あらむ 事、 然る ベ からざる 事 

の最 也、 たと ひ 奉行 人 等、 事 を あやまつ 事 あらむ に 

も、 ただ いかにも 至誠の 道 を もて、 其 心 を 成せし むる 

• こそ、 向後れ ため も 然るべ けれと 申ければ、 老中と 議 

せられ、 松 前 伊豆守して、 彼 落 書 を 安房 守が 許に 贈 

、レリれ しに、 麟麵 ま、 果して あとかた もな き 事共 を 

^るせ しに ぞぁ， o ける、 いくほどなくて、 又 佐 渡の 國 

- 人の 申狀の 由に て、 舉 行の 事を訴 申せし 落 書 あり、 

是も 前の ごとくに その 奉行に ぞ 下された b ける、 贿树 

此 ほどの 事な b けり、 老中 相議 して、 奉行 

人を始 て、 然るべき 職の 人々、 其 職 を 奪 はるべき よ 

し 申さる、 相 摸 守 政 直 朝臣 は、 我 はもと より 此人々 

の 事 聞 及びに し 事 も あらやと 申さる、 山城 守 忠眞朝 

臣は、 いかにと も 申さる 、旨 もなか b き、 當時此 等の 

事 あらむ こそ^ かるべ からね と、 詮房 朝臣の 歡 申さ 

れ しかば、 のた まふ 所の ごとくに こそ 某も存 すれ、 

いかにも はから ひ 給 ひて、 といめ 申さるべき 事 也と 

答 ふ、 神祖 百年の 御 忌 事 終，^ し 後に、 又此 事に、 及 
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ばれし を、 當時は 犯罪 有し もの を だに、 赦宥の 事 も 

行 はる、 に、 是 等の 御沙汰い か にゃあるべき 若 やむ 

事 を 得られ ざら むに は、 たい なにとなく、  ^職改 補 

の 事な ども や 候べき と 申されし 程に、 人々 かさねて 

申さる 、3 曰 もなくて 事 やみて けり、 

此 時に 職 奪 はれむ と議 せられし は 御 留守居、 大目 

付 町奉行、 勘定 奉行 等 を 始めて、 其數多 かる 中に、 

世に は^かるべき 入な りな どい ひし もの あり、 然 

る を、 かく 議 せられし は、 各 そのい はれ 有事 共な 

hy, 其 事の 由 を^る さん も 然るべ からす、 其 中二 

人 はいく ほどなく てつ ひに 其 職 を 貶され 奪 はれし 

なり、 其餘 は、 今 も 事故なくて おはす 人 々なり、 

此 年の 夏の 初めより 御 不例の 事 ありて 御 藥の驗 も 見 

えすな どい ふ 事に て、 御醫を 選ばれし 事 ども あ b け 

り、 七月の 十三 日の 未の 時ば かりに. - 我 返 出せし に、 

山城 守忠眞 朝臣 の あしばやに ま ゐられ しに 行 あ ふ、 

大和 守 重 之 朝臣 も、 召 供の 人 も 多からで、 馳參ら せ 給 

ひしと、 我 召 供の もの、 いふな. o、 心得ぬ 事 かなと お 

も ひて 、東門 を 出 ぬれば、 人 多く あつまり たつをき く 

に、 忠眞 朝臣の 乘物 かきし 男の 息絕 て、 た ふれし を 


見る 也と いふ、 彌 I 心得ぬ 事に おも ひしに、 明日 は、 

人々 のこらす 出仕す べしと 吿來れ り、 是は此 間紀伊 

守信庸 朝臣の 當 直にて おはせ しが、 い. かに 事 を 聞 誤 

られ た. o けん、 御 違例 以の外 也と、 老中の 人々 に吿知 

ら せられし が 故な り、 此夜 老中の 人々 、もし 諱ま ゐ ら 

すべ からぬ 事お はし まさん に は 御 跡の 事い かに やな 

ど^せられ しに 及びて、 前代 仰 置れ し 御 事 を、 詮房朝 

臣始て 人々 にも 洩し 申されし とぞ、 され ど 程なく 上 

に は 御 藥の功 もお はし ましけ るに、 ゎづ かに 一月 を 

おて、、 九月 十三 日に、 信庸 朝臣 は 中風せられ たり 

き、 世の中の 事共 は、 はか b がた き 事に ぞ ありけ る、 

御 初生の 頃に 煩 はせ 給 ひし 御 事の あ b ける に、 山 

田宗圓 法眼と い ひし 御醫の 進ら せし 御 藥の驗 しあ 

，o しょ.^、 常に 御 藥の事 は、 この 法眼の み 承りて、 

その他の 御 醫は其 事に ぁづ からす、 此 年の 御 不例 

の 事に よりて、 常の 御 やしな ひの 事 おろそか なり 

し 事 ども 聞え て、 御藥の 事改り ぬれば、 やすから ぬ 

事に やお も ひけん、 我が 許に も 來 りて、 申す 事 ど 

も あ りしが、 信庸 忠良 等の 朝臣、 その 申す 旨 を 信 

じて、 驚き さわがれし より 事お こりて、 かの 七月 
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十三 日の ごとき *: の 出來し 也、 さて その 夜前 代 

の 仰 置れ し 事共、 聞かれし 人々 の 中、 やがて 御 事 

あらむ 後の ための 事 ども 秘計 を囘ら されし も、 三 

四 人 迄 ありし など 聞え し、 皆々 譜 第の 御家人な ど 

聞え て、 前代に も當 代に も、 御恩淺 からぬ 人々 な 

り、 それが 中 一人 二人 は、 今 もな ほ 其 職に おはす 

るな り、 賴 みがた き 世の あ、 りさ まな b けり、 前代 

藩邸に おはし ませし 時に、 ある 若年 寄の 中より、 

西 城の 御殿の 圖をま ゐら せし ありき、 その 明の 日 

御 養 君の 御 事と て、 西 城に 入らせ 給 ひたりけ り、 

其 事 よしとも おぼしめ されす や ありけ む、 御代つ 

がれし 後に 至ても、 其 人御覺 よしと は 見えす して、 

やがて 身 ま かられけ り、 ありがたき 御 事と こそ 覺 

ゆれ、 

このと しの 冬、 法皇の 姬宫、 "針 1^ 御 入 輿の 事 仰 合 

されて、 來 年の 春 は豊後 守正喬 朝臣、 其 事の 御 使 を 

奉らる べしと 聞 ゆ、 これ 武家の 代 はじまれ るより 此 

かたの 初 例なる べし、 今 は 見 はてぬ 夢な b けれと、 

誠に ありがたき 事に こそ、 

前にも^ るしたり ける 近 江 國滋賀 郡 鵜 川 木 下等の 村 
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と、 北 小 松 村との^ 論の 事、 初、 我 申せし ごとくに、 

北 小 松の もの ども、 年 久しき 姦計 も あら はれぬ、 鵜 川 

村に は、 應 永の 比の 證狀も 明らか なれば、 事す でに 

決しぬ とて、 その さだめぶ みの 草 を、 評定の 人々 よ 

,0 進ら せられし を、 詮房 朝臣の 見せられ しに、 心得ぬ 

事の あ. o しかば、 其 由 を 申た b ければ 其 地の 繪圖等 

と. o よせて 見せられ しに、 果して 心得ぬ 事共 なれば、 

此 御沙汰の ごとく ならむ 事い か にゃある ベ きと 申せ 

し 程に、 評定の 議 中比變 じて、 其 地 を 踏 勘せ ざら む 

に は 事 決すべ からす、 されば まづ、 只今までの 地頭 

の 所領 共、 おのおの 他所に うつされて 後に、 其 沙汰 

べしと いふ 事に なりて、 此 年の 冬、 其 御 使 を 仰 か 

うぶ， o し 輩 ありと ぞ聞 えたり ける、 

此獄應 永の^ 狀に其 境 を しるせし 所す でに 分明な 

れば、 疑、 ふべき 事 は あらす、 罪 や 北 小 松の 者 共の 

進ら せし 證狀 は、 謀計た る 事 も 分明なる を や、 然 

るに、 前代の 御 時より して、 いまに 至りて 事 決せ 

ざる 寧 は、 世の 人の 申 沙汰せ し は、 事す でに 決す 

ベ か， C し を、 紀伊守 信庸の 朝臣 執政の 職に 補 せら 

れ しによ， o て、 評定の 議變 じた， o、 これ はは じめ 
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京に て 彼 朝臣の 裁斷の 時、 北 小 松の 申す 所理ぁ b 

とせられし 事、 二度までに 及びに し を 今 はた 打 返 

して 沙汰 あらむ 事、 いかい あるべき との 事な， 9 し 

ほどに、 すぎに し 比 彼 朝臣 中風せられ しかば、 又 

評定の 議變 じた b など 申しき、 此 年の 夏の 比に も 

や あるべき、 黑川左 門 家 從渡邊 庄右衞 門と 申す も 

の 也と て、 我 許に 來りて 召つ かふ 者に 對 面して、 

此獄の 事、 我に 申すべき 事 あ. りと いふ、 筑後守 こ 

れら の事存 すべき ものに あらす とい ひしに、 なに 

を かつ、 み 候べき、 いかにもして、 此 殿に、 事の 

よしを 申すべし と、 河內守 殿の 御家人 昔 羽 庄兵衞 

と 申す 人の 申されし が 故に、 推參 せし とい ふ 也、 

すべて 是 等の 事 執行 申すべからざる 由、 常に 戒し 

めて 候 ひし 上 は、 いかにと もす ベから すと いひて 

さし 返して けり、 此黑川 は 北 小 松の 地頭な， o けり、 

其 後 又正岑 朝臣 評定の 人々 にむ かひて、 應 永の 證 

狀 こそ、 事の 妨 なれと 申されし、 心得ぬ 事 也な ど 

申す 人 も ありき、 此獄の 決しが たしな どい ふ 事 は、 

前代より 此 かたの 事 也、 信庸 朝臣 執政の 事に よれ 

hN ともお も はれす、 いかさま にも その & ある 事に 


ぞ あるべき、 さらば、 たと ひこの 後に、 地 押な ど 

いふ 事 あ， 9 とも、 その 事い かに や 決しぬべき、 心 

得ぬ 事共な り、 

これ も此 年の 冬の 事 也、 奉行所より 伯父 殺せし 者 有 

とて、 此 年の 夏、 信庸 朝臣の 伯父 殺せし もの を斷せ 

られし 例 をし るして 進ら す、 詮房 朝臣 心得， ぬ 事に 思 一 

ひて、 其 時の 事の 由 を 問 はれし に、 前代の 御 はじめ 一 

に、 伯父 殺せし 者、 下手人の 法に 行 はれし 例 あ b と 申 一 

せし かば、 彼 朝臣 聞て、 さらば 其 例に よるべし と 申 

されし と 答 ふ、 此事 いか にゃある べきと 問 はれたり 

け， o、 人 を 殺せし 者の 死す ベ き 事 は、 よのつねの 法な 

b 、律に おいても、 伯叔 父母 を 犯せし もの、 罪 例 も あ 

るな b  、まして や、 前代の 御 時に、 伯父 殺せし 者 を、 よ 

のつ ねの 人 殺せし もの、 如く、 下手人の 例 を もて 斷 

せられし とい ふ 事の、 これより 後の 例と ならむ 事 こ 

そうた て けれ、 いかに 是 等の 御沙汰 は 候 ひしゃらん 

と 答へ たりき、 後に 聞に、 前代の 御 時に、 稻葉丹 後 守 

正 知の 家人の、 伯父 殺せし あ，？ し を、 此者逆 罪 を 犯し 

ず、 私に 事を斷 すべから すと 申して、 御 旨 を禀し 

を、 律に 見えし 所に よられて 斷じ給 ひし 事の ありし 
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を 思 ひ 出して、 老中の 人々 に、 其 時の 事 を たづね し 

に、 丹 後 守の 申 狀も仰 下されし 案 も ありし を もて、 其 

例に よりて、 彼 罪 を斷 じたり とぞ 語られた b ける、 

近 例、 主人 父母 を 殺せし 者の 事 は、 鋸 引と いふ も 

のに 行 はれ、 その 妻子 等 も 死刑に 行 はる、 かの 伯 

父 殺せし もの も 鋸 引に なされて、 その 妻子 は、 死 

刑 一 等 を 宥めて、 斷 せられし 御 事な、 りと ぞ、 

奉行所より 信庸 朝臣に 申せし 例、 前代の 御 時の 事と 

はき - 」>ん す、 

此年 もす でに 暮れて 十二月 晦日の 夜半ば か りに、 忠 

良 朝臣の 家より 火發 して、 延燒の 家 ども 多く、  f がの 

は^1 大と 名い の ふ 家 所 もの ％く^ ^明れば 丙 申の 春 正月 元日の 巳 

の 時の 終りまで、 火 消る 事 もな し、 火消しぬ べきよ 

そ ほひせ しものと、 ゑぼう し、 ひた 人れ せし 人と 行 

かふ さま、 けし かる 事共な b けり、 十一 日に もまた 

火發 して、 延燒ぉ ほかる 中に 獄舍 もやけ うせて、 禁 

. 獄の もの ども あまた にげうせたり、 この 中には、 獄 

一 中に ある 事、 旣に 十六 七 年を經 て、 今 は その 罪 犯 も 

明なら す、 その ゆか b の 者 ども もな くな b て、 今 は 

其 身 を 尋ね 求む ベから ぬ も 又 多し、 其 逃 失せし をと 
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らへ 得し 者の 事 は、 いかに や 罪すべき など、 奉行 

^人々 よ， o 申す、 此事 いかに や 有べき と、 詮房 朝臣 

問 はれたり けり、 獄に 下されし 者 共、 其 本 罪に 輕重 

あるべ ければ、 此 たび 逃う する 事 もなから むに は、 

本 罪に よりて 沙汰すべき は 勿論 也、 然るに、 今 か、 

る 事の 出 來 たらむ に は、 公法 を 犯す の 罪 小し きなら 

す、 され どか、 ると きに、 にげうせたら むに は、 一 

旦の難 をのが る、 事 もや あると 思 ふ は、 下賤の 者の 

よのつねの 情 也、 多くの 年 所を歷 て、 罪 犯 も 明らか 

ならぬ 者 共、 あまた 獄中に 繋がれし に、 此年 月の 大 

数お * の 度々、 いかに 其 恩に は洩 たりけ む、 然る を 

今一 切に 皆 極刑 を もて 斷 すべき 事、 誠に あはれ むべ 

き 事に こそ あれ、 是 より 後 も か、 る 事共 ある まじき 

にあら す、 今より 後 は、 か、 る 時に 獄を のがれ ざら 

む もの をば、 本 罪より 一 等 を 減じて 決せられ、 のが 

れ たらむ もの をば、 本 罪に 一 等 を 加へ て、 決罸 せら 一 

るべき 由の 法 をた てられ、 まづ其 犯罪 知る ベから ざ 

る もの 共狱 巾， にある をば、 皆々 放 還され、 次に 其餘 

獄中 をの がれ ざん もの ども、 皆々 罪 一 等 を 減じて 決 - 

せられ、 又 次に にげうせたら む もの、 行方 知る ベ か 
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ら ざらん に、 尋索 めら る、 事な かるべし * すべて 此 

等の 事 出来し は、 皆是 奉行の 人々、 欽恤. の 心お はさ 

ぬが 致す 所 也、 返す く、  ^かるべき 事に あらす と 

答たり けり、 

此 書の 草 猶今も あり、 され ど其議 合ざる 事 にゃあ 

. りけん、 某が 申せし 事の 如くに 沙汰 ありし とも 聞 

え ざ b き 

かくて 禁獄の もの 共、 其 事 を 決すべし などい ふ 事に 

て、 七 八 年の 前に、 主 を 殺せし もの、 屍 を、 鹽に漬 

しある を、 其 屍 を もて、 法の 如く 行るべし とて、 枯た 

る 屍繩を もて 縛して、 磔 せし など 聞 ゆ、 こ は 堀 田 伊豆 

守 正 虎の 侍淺 井右衞 門と いふ もの を 殺せし 奴 也、 此 

等の 類、 いと 四 度け なき 事 どもい ふば かりなし、 此時 

に 及びて、 去年の 春より 世に 聞え し 勾引 人の 事、 沙汰 

の 次第 聞え た b けり、 是は 水道 町と いふ 所に 藥種 あ 

きな ふ 者の、 IS^M 勢 州の 產 にて 幼き 兄弟の もの、 

二人 を 召つ かふに、 然献 其 弟なる もの 忽 

にう せぬ、 去年の 春 其 兄なる もの、 乞食の 家に、 其 弟 

の ある を 見つけて 主に 吿し ほどに、 やがて 乞食の 許 

に ゆきて、 其 幼き もの をと り 返す に、 山 田と いひし 浪 


人の、：^ ま g 藥稱 あきな ふ 者の 許に 來て彼 乞食の 家に 

あ. o しもの は、 甲 州の 住人 道 三と いふ ものの 子なる 

を、 5^ 今よ， H ハ 年の 前、 我に 托したり しかば、 ある 醫 

師 のめし つか ふ ものと なせし かど、 不肖の ものな り 

し 故に、 乞食に は與 へ しなり 、いかで これ をば とりぬ 

らむ とい ふより 事 起り て、 訴 論と はな b しが、 かの 甲 

州の 道 三 を も、 勢 州の 者の 父 也と いふ を も、 評定 所に 

召 問 ふに、 何れが 子なる も 定めが たき ほどに、 かの 道 

三 も、 乞食に なされし 幼き もの も 死し ぬ、 此上 は、 山 

田 をば 放ち 還 さるべ きに やと ぞ 申した ちけ る、 幌^^ 

f |# 我 初めより 閡 及びし 事 あれば、 詮房 朝臣に 申し 

て、 かさねて 事の 由 を 尋問 はれし に、 勢 州の もの、 父 

と 申す は、 藤 堂が 所領の 者なる を 召しけ るに よりて 

和 泉 守が 家從 して 送り 来れり、 かくて 評定 所に 召集 

てま づ道 三と いふ もの を 召して、 かの 幼 者に 汝が父 

にゃある と 問 ひしに、 見^り さ ぶら はぬ と 申す を、 彼 

道 一二 父 を 晃^らぬ 事 や あると いひて、 其 頭 を 打し か 

ば、 にげ 去りぬ、 次に 勢 州の もの を 召 出しけ るに、 幼 

きもの これ を 見て 、聲を あげ てな きて、 その かたはら 

に 居より て、 是 こそ 我 父に て 侍れと 申、 また 父 を 送り 
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來， o しもの ども を 皆々 見^ b て、 其 父 送. 9 來， OV し 事 

を も 謝し 申せし かど" 道 三 も 山 田 も 承伏せ ざれば、 い 

かにと も 事 決すべ からすと ぞ^る し 出したり ける、 

道 三旣に 死し ぬれば、 今 は 承伏し つ べし、 山 田に 問 ふ 

ベ き やう 有と て、 其 草 を まゐら せし を もて、 召 問 はし 

めら れ しに、 此事 すでに 事 ふ b たれば かの 幼き もの、 

惜に道 三が 子 也と も 申 難しと ぞ答 た，^ ける、 されば 

こそ あれ、 たと ひ 彼等が 承伏せ ざらん にも、 其 父子 兄 

弟と もに 父 也 子 也、 兄 也 弟 也と いふの みに も あらす、 

藤 堂が 家從等 も、 皆々 相 しれる 者なら むに、 なにの 疑 

はしき 事 や ある ベ き、^ かる を 其 事 を も 決せす、 幼き 

もの も 死し、 道 三も^ 碰^ 者 又 故な き 事に 宽 死せ 

しこ そかな しけれ、 いかに 此 等の あはれ をば、^ らぬ 

人々 に は あるらん、 さる にても • 彼 道 三が 子 をば、 い 

かに やなし けん、 今 はた 其 事 を ft し 問 はれん には猶 

々事 決すべ からす、 所詮 其 山 田 死罪 一 等 を 宥めて、 遠 

流に 處 せらる、 に^か じと 申ければ、 某が 譲の 如く 

にぞ、 決したり ける、 

すべて 評定の 舉 行人、 訟獄の 事に 心 を 用 ひざる 事 

かくの 如し、 或 人の いひし は、 甲 州の もの、 子の 事 
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は、 かの 山 田が いかにも なしての ちに、 勢 州の 幼 

きもの を 勾引して、 乞食に あたへ て、 道 三が 子な 

る 由 を 申せし 也と ぞ、 其 事 推 治した らんに は、 事 

明らかな るべ けれども、 正しく 其證 ある 事 を も か 

かる 事 申す 人々 に、 -仰 下されたり とも 事 ゆか じと 

おも ひし かば、 本書の 如くに は議し 申たり し 也、 

是 もまた 去々 年の 夏よ. o 聞え し、 紀州 牟婁郡 船津村 

の 者 |i 女子 等、 勾引 せられし 事、 奉行の 人々 申す 

事 有、 これ は 今より 六 年の 前正德 元年 辛 卯の 冬、 當 

國品 川の 驛 なる 旅籠す る扇屋 とい ふ 者 *^|| その 召つ 

かふ ものに、 手金 二十 兩を もたせて、 下 

部の，^ 買來 るべき 由 をい ひし かば、 其 者 こ \ かしこ 

經 廻りて、 終に 紀伊 國牟婁 郡船津 村に 至て、 貧しき 

もの 夫婦、 女子 二人 もちし を 見て、 此子共 我 主なる 

人に まゐら せな ば、 父母の 身の ために もし かるべし 

など い ひす ゝ めて、 十月の 頃 ほひ、 父母と もに 勾引し 

出し たれ ど、 遠 江 今 切の 關を越 ゆべ き やうなければ、 

やがて 見附の 驛 の人賴 みしに、 は fl、 す： ベ き檨 

あ， 9 とて、 屮刑部 村と いふ 所の もの を^け^^ f 賴 

みて、 山中の 道を經 て、 見附の 驛にぞ 至りたり ける、 


此所 にて 彼 姉妹 二人の もの を、 金 二十 五雨に 賣 るべ 

しとい ふ 事 有しに、 父なる もの 其 言葉に したが はす 

ゴし是 は、 旅籠： ！i の 召つ かふ ものに 賣 べしと いひし に、 我 II  一  3J 

* 子 それらの ものと なすべし とけ 思 はすと いひし 也、 「  一 P 

に 至て、 品 川に 來リ 着きぬ、 かの 主人な， りと いふ もの 

其姊 妹なる 者 を 見て、 いかに かく 幼き 者 ども 買得て 

來り ぬらむ とい ひて、 其 召つ かふ 者 共に、 家 を 追 出 

してけ る 彼 下人 我 身 だに ある を、 父母 姉妹 四 人の も 

の 、事、 いかにと もせん すべ なければ、 主なる ものに 

つきて、 歎き 申す 事共 有し かば、 さらば 其 姉妹の も 

の、 傾城に ゃ賣 べきと いふ、 其 父母 も、 今 はいかに も 

身 をよ すべき かた もな し、 其 はから ひに 任すべき よ 


外の 事 も あらす、 やがて 彼 主なる もの か、 る媒す 

る ものと 相義 して、 市 左衞 門ム统 、 蒙に 住で 新吉原 

ネ I もの 也、 世に 女 街と かいふ 業 也、 *n 

なる もの、 許に ^ほほ^な^ 姉妹 二人 を、 糊 § 

，ぬし |、の 駿 河の 國の もの 也と いひて、 身代 金 百 五十 

兩に賣 渡して、 其 中 三十 四兩 1 一分 をば、 彼媒の ものに 

わかち、 おのが 下人と 父なる ものと に は、 七 兩づ、 

の 金 を あたへ て、 其餘 をば 悉く 皆 主なる も、 得分と 

なしけ り、 其 後 かの 父母の もの、 身 をよ すべき かた 

もな く 成て、 娘 共の 事媒 せし 者の 許に 來. o 訴へ しか 


ば、 其 者の はから ひに て、 娘の 主の 許に 身 をよ せし 

程に、 壬 辰の はる 三月に 至て、 其 母 は 死し ぬ、 かく 

て 其 事の 由 聞し 者 共、 父 も 子 も か、 る 身と 成りぬ る 

いと 惜し けれど、 これよりも 猶、 今 切の 關 越え 來 b 

し 事の あら はれたら むに は、 いかなる 罪に や は あ ふ 

べきな どい ふ を 聞 驚きて、 其 事吿訴 ふべ しと、 聞え 

て、 此 事に ぁづか b し 程の 者 共、 かの 父 を さまぐ 

にす かしければ、 とかくす る 間に、 年 經て甲 午の 夏 

四月に および、 紀伊 殿に 吿訴 へたれば、 其 事の 由 を 

もて、 奉行の 人々 にの たま ひて、 かの 父なる もの を 

送， o 致さる、 これよ りして、 此 事に ぁづ かれる もの 

共、 評定 所に 召 問 ふに、 例の 長 詮議に 程へ しうちに、 

彼 父なる もの も、 去年 乙 未の 夏 四月、 獄中に 死し ぬ、 

然る を此 事に 至て、 人々 擬し 申せし は 彼 父 始め 越關 

の 事 を しらすと いへ ども、 旣に其 事 を さとり たらむ 

に は、 すみやかに 吿訴 ふべき に、 其 程經し 事、 罪 犯 

輕 からす、 其 屍の 首 をき， o て紀伊 殿に 渡され、 その 

鄕 土に 梟せられ、 二人の 娘 をば、 今の 主人に 下し 給 

るか、 又は 沒 して 婢と なさる べし、 次に 越 關の事 

にあ づ かれ る 者 共、 或は 磔し 或は 斬る ベ し、 品 川 

I 折た く  卷 下 


の 旅籠 屋の 事に 至て は 或は 追放、 或は 流罪に や 行 は 

るべき など^る し 出たり、 かの 父なる 者 越 關の事 を 

^ら ざら むに は、 多くの 年 所を經 て、 吿訴 ふる 事な 

かりし、 其 罪に は あらす、 旣に其 事 を さと b て、 

一年が 程を經 て吿訴 ふるに 及ば ざ， o しも、 元よ b 夫 

婦 父子と もに、 人に 勾引せられ しほ どの 下 愚の もの 

、、 人の ためにす かされて、 年 ra: を經し 事、 深く 咎 

むべき にも あらす、 凡 勾引せられ しもの をば、 其 本 

主に 還し 附ら るべき 由、 元 和 五 年 十二月の 制條 分明 

也、 いかむ ぞ彼 女子、 今の 主人に 下し 給る 事 や ある 

ベ き、 越關の 事に ぁづ かれる もの 共の 事 は、 論す るに 

も 及ばす、 品 川の 旅籠 屋の 事、 死刑 をまぬ か るべき も 

の に あらす、 是又 御代 御代の 御 制條に 、人賣 買 ふ もの 

の 法 をた てられし は、 是 等の 事の ため. sp  、己が 下人の 

勾引し 來 りて 關 越し もの を、 駿 河の 國の もの 也と い 

ひて、 身の 代の 金 百 五十 雨に 賣て、 其 中 四十 八兩ー 一分 

を もて 人に わかち、 殘る所 は 悉く 得分と せし 者、 い 

かむ ぞ其 罪の 輕 かるべき、 * や 最初 此 もの、 召つ か 

ふ 者して、 下部の 女 買 求 ざら むに は、 いかで か、 る 

大獄 は 起， o ぬべき、 さらば 此 事の 張 本、 かの 者に こ 

百 七十 七 


折た く柴の Si 卷下   

そ あれな ど 議し 申し ければ、 悉く 恃 某が 議の 如く 

• 決して、 其 姉妹 二人共に 紀伊 殿に 還し 附られ たり 

ける、 

此 時の 譏 草、 なほ 今 も あるな り、 近世 以來 か、 る 

^共、 皆々 評定 所留 役人と いひて、 其 日の 事共し 

るし S 候 もの 共の 申 所の ま、 に 事 決せし 也、 此事 

の 如き も、 品 川の もの、 新吉 原の 者 共の、 彼 役人 

等に、 まいな ひの 事共 あ b. ける ほどに、 いかにも 

して、 それらが 罪な からん やう を はから ひ 申せし 

を、 評定の 人々、 例の 如く、 夫 等が 申 所に まかせ 

て か、 る 事共 申されし なり、 天下の 刑法 は、 それ 

らの 役人な ど、 いふ もの、、 心の ま、 に 事 決しぬ 

る 事、 いかなる 事 にゃあるべき、 

閏ニ月 十三 日和 泉 守 忠言 朝臣の 狀に、 昨 十二 日傳奏 

の 人々、 法皇の 仰を傳 へられし は、 東大寺 勸進 上人 

公 盛 {I. す 事 あ. o 東大寺 は、 聖武 皇帝の 御 草創、 鎭護 

阈 家の 靈 場な b されば、 治 承の 囘祿 のの ち、 後白河 

の 法皇の 御 願に て、 諸國に 院宣 をな されて、 御再與 

f、 其 後 また 永祿 の囘祿 にも、 正 親 町 院綸旨 を 諸 

國に 下されし かど、 時 至らす して 功 成なら す、 先師 
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公慶が 時に 及びて、 關 東に 申し、 諸 國に勸 進して、 

大佛殿 を 造 立し、 公 盛 是に繼 て、 樓中門 等 を 造る と 

いへ 共、 廻廊 以下の 所々 は 其 功い まだなら す、 伏し 

て 願 はく は、 建 久永祿 等の 例に よられて、 院宣 をな 

し 下されむ 事 を 望 請 ふ 所と 云々、 綸旨 院宣の 例 明ら 

かなれば、 聞し めし 捨ら れん 事に も あらす、 望 請 ふ 

所の 如く、 院宣 をな し 下されん 事、 有べ しゃ、 

內々 申すべき 由の 仰なる 由 をし るされ、 建 久永正 永 

祿元龜 の 度々 なし 下されし、 綸旨 院宣 等のう つし を 

副て 給， 9 し 由 を 申さる、 詮房 朝臣 此事 いかに や 有べ 

きと 問 はれし かば、 答申 さるべ き 所の 草 を 進ら す、 其 

大要 は、 東大寺 勸進 上人 奏狀に よりて 、院宣 をな し 下 

されん 事、 何事 かお はします ベ き 、但し 建久の 例の 如 

き は、 ま づ 院宣 を 鎌 倉に なされて 、諸國 に 下知 せられ 

し 所な り、 然るに 公慶 上人の 時の 如き は、 院宣 を 望 請 

ふに も 及ばす、 鼸 東に 就て 申す 旨 あ h- て、 諸 國に其 役 

を 課せら る、 事の 次第、 建久の 例に は 同じから す、 當 

時 諸國に 課せられし 役と いへ ども、 近世 以來 天下の 

財力す でに 繼 がすして、 いまだ 催促に^ たが ふ 事 あ 

たはざる 國々 あ， o と 聞 ゆ、 され ど 大佛殿 樓中門 等の 


如き は、 功す でに 成， o ぬ、 今に 至て 其 廻廊 等の 事の た 

めに、 院宣 を 成されん に、 なほ 催促に 從がは ざら む 

國々 も あらむ に は、 朝 命 時に 行 はれが たきに 似ん も、 

いか にゃある ベ き、 公 盛 上人 は 先師の 志 を 承て、 その 

願 空しから ざら むに は、 それらば かりの 所、 造 畢の功 

ならむ、 何程の 事 か あらむ、 然れ 共、 これらの 事 は、 

只 竊に議 し 申す 所 也、 院宣 をな し 下されん に 至て は、 

すみやかに 諸國に 下知 せられん 事、 申す にや 及ぶ ベ 

きと ぞ まるした， o ける、 其 由 を もて 答申され しかば、 

初よ. ^事 ゆく ベ しと も 思 召れ す、 かの 上人 望 申す 所、 

聞 召し 捨が たくて、 仰 下されし 也、 聞 召す 所の 如き 

其 謂 あり、 院宣な さるべき にも あらす と、 仰 下され 

しと ぞ、 

閏 二月 廿 六日 老中の 人々 申 給 ふ 事共 あ， o、 是は 去年 

の 春、 海舶 互市 新 例 を 定められ、 通 事共の 信 牌 をう 

けし 唐人 共の 中、 福 建廣東 等の 者 共、 期の 如くに 信 

牌持來 りて、 生理 を遂 しか ど、 南京 寧 波 等の 船 は來ら 

す、 いかなる 事に やな どい ひし 程に、 此 年の 春に 至 

りて、 福 建の 人 李 韜士と いふ もの 來りて 、去年 南京 寧 

波 等の 者の、 我 國の信 牌 をう け歸し 時に、 是 等の も 


のど も、 ひ • そかに 日本の 正朔 を 奉りて 本朝に 叛 

力 * し 

とする 由の 落 書 ある、 .^11 お^ I、 いくほど なく、 

-事を もて & 


、、 


莊運卿 謝 時運な どい ふ 者 共 

に吿 ぐ、 彼等 はは じめ 信 牌 を わかち 給る 事 を 得 ざ 

しが 故 也、 胡 雲 客董宣 日な どい ふ もの を はじめて 信 

牌う けし 者 共 ぁひ議 して、 其 寃を訴 ふる ほどに、 そ 

の 信 牌 悉くに 官に收 めら れて、 此國に 來る事 を ゆる 

されす、 某 も 寧 波に とい まりし 程 なれば、 かれらと 

同じく 信 牌を收 めら れた， o、 せんかたなくて、 廣東 

に ゆきて、 かしこより、 こ、 に來れ りと いふ、 其 申す 

所 を 聞く に、 彼 總督撫 院關部 等相議 する 所、 我國の 

新 例 行 はれ 難 く，， -て V もとの ごとくに、 多くの 船 共 來 

り 商せ む 事 を 謀る に 似たり、 され ど 彼 申す 所 も 信す 

々からす、 此のち に 來らむ もの を 得て、 かさねて ま 

た 申す ベ し、 先づ 其 程 は、 かの 李韜士 をと い め をく ベ 

きょし を 長 崎の 奉行所より 注進す、 权 If 則詮房 朝臣 

此事を もて、 某が 思 ふ 所 を 問 はる、 我國の 中に して 

だに、 なほ 令の 行 はれ 難き 事 あり、 金銀 を改 造られ 

し 事の ごとき これ 也、 まして や、 我國の 外の 事なる 

を や、 されば 新 例 行 はるべき 初に、 事 定らむ 事、 三 


折た く柴 の^ 卷下 
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五 年が 程を經 べしと 申せし は、 これらの 事の ために 

こそ 侍れ、 前代 朝鮮 聘 使の 時の 事の ごとき、 しかる 

べき 人々 を はじめ まゐら せ、 彼 使 等が 申す 事共 聞 驚 

きて、 とかく 申されし 事共 ありし を、 上の 英斷 おは 

しませし によりて こそ、 仰 下されし ごとくに は、 な 

に 事 も 行 はれ たれ、 當時 は、 御 幼 主の 御 事なる を、 

某い かに 申す 事 ありと も、 事 ゆくべき にあらねば、 

谈し 申すべき 事 もさ ぶら はすと 申 切りたり、 ^^後 老 

屮の 人々 と 譏せられ し 事 ありと 見えて、 申すべき 事 

ありと いひ 送られし かば、 廿 六日に 參 りしに、 忠良 

朝臣 出來 りて、 老中の 人々 常に 祗 候の 所に 案內 せら 

る、 初より、 此事 は河內 守正岑 朝臣 奉られた b しか 

ば、 かの 朝臣 を はじめて、 各，^ 申されし 事共 多 かり 

け，^、 彼 大要 は、 去年の 春、 前代の 御 志 を繼れ て、 

^崎の 事 御沙汰す でに 訖 りぬ、 然るに 此 ほど 奉行所 

より 注進の 所 は、 聞 給 ひし 所 也、 若、 聞え し 事の ご 

とくなら むに は、 當時仰 下されし 事の 行 はれざる の 

みに あらす、 前代の 御 志 もむな しくな. o ぬと こそ 覺 

ゆれ、 前代 此事を 相 譏らせ 給 ふ 人に てお はせば、 是 

より 後の 事 ども、 いかにも、 ％ し 申さる、 听に まか 
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せて、 御沙汰 有べき 由、 こ、 にさぶ らふ 者 共、 皆々 

おも ふ 所 相 同じき 由 を 申さる、 ^房 朝臣に も 申せし 

事の ごとく、 此 たび 長 崎の 舉行 注進の 事の ごとき 

は、 前代の 御 時、 海舶 互市の 議を 上りし 日よ， o 案の 

內 なる 事共 なれば、 今 はた 事の 出來 り し 共存せ す、 

され ど、 某 年す でに 老て、 身 もまた 病す、 事定ら む： 《 

を 待つ べし 共覺 えす、 所詮い かなる 事共 出來 むに も、 

去年の 春 仰 下されし 事共、 一事 をも改 させ 給 ふ 所な 

からん に は、 つ ひに は 行 はれ やとい ふ 事 あるべ から 

す、 此外又 請し 申すべき 事 も あらす と 申す、 詮房 朝臣 

も 事 久しくして 後に、 定る所 あらむ 事 を こそ 申され 

侍る とい はれし かば、 た い とにもかくにも、 我 議し申 

す 所に まかせて、 御沙汰 ある ベ き 事の 由、 いづれ も餘 

i^<fe-5  X  )o-JH、 各 申されし 听 同じから^ ど、 其 ih 

僵 なく 申さ わし 力』 大要 異なら S 所な しるす のみ、 ^丄 

は 菊し 申す ベ き に も あ らす、 いいに も議を 進 1ら す ベ 

しと 答て 罷出 づ、 やがて 奉行所に 下さるべき 草 を 進 

らす、 其 事 は、 李 韜士が 申す 所の ごとき は、 彼國の 人、 

其 商船の 我 國に來 る を ゆるさ  > る 也、 しかる を、 韜 

士竊 にこ \ に來 b し は、 其 本 國の法 を 犯せし 也、 天 

下の 惡は 一 つのみ、 我れ 我 法に したが は ざら む 者の 


來る事 を ゆるさす、 いかむ ぞ又彼 法 を 犯す もの、 來 

る 事 を ゆるすべき、 すみやかに 柙 還すべき 由 をし る 

しぬ、 すでにして、 奉行所より、 又 寧 波の 人 祝武珍 

とい ふ 者、 崎 港に * る 事 を ゆるされ 來 りし 由 を 注進 

し、 その 鎭海縣 の 照 票 をう つして 併せ 進ら す、 我 其 

照 票 を 見て、 是我國 に 來る事 を ゆるされ しに は あら 

すと 申て、 これより さき、 年々 に 來れる もの、 持來 

b し 照 票 どもう つして 進ら せし 也、 

我國に 来れる 者に あたへ し 所 は、 皆々 長 崎に ゆく 

由 を しるせり、 武 珍が 持 求れ る 所 は、 たい 東洋に 

吿 ると 記せし な. o、 

奉行所に 下さるべき 草 を 進ら す、 其 大畧李 韜士が 事 

の ごとくに して、 祝武珍 持が 来れる 照 票 は、 我國に 

來る事 を ゆるされ しものに あらざる 事 を 辨 じたり 

け b 

三 w 四日の 朝、 相模 川の 邊 にて、 ^ ま sl、 s 一  人 

き， o 殺せし わか 侍 ある を、 其 ほとりなる 中島の 者 共、 

出合 ひお しと いめて、 御 代官 所に 送 來れ， o、 事の 由 

を 問 ふに、 彼 侍 は、 坂 井と いふ ものに て、 wwi^c: 

^sr の 駿河國 に おもむく に、 戶塚 藤澤の 間より、 大の 


男 一 人附來 り、 川の 邊 になり し 程に、 彼 者が ふと こ 

ろに 手 さし 入て、 ふところの 物 どもお しとる を、 刀 

を拔 てたい 一 打に き， o ころしつ、 所の 者 共に、 きら 

れ しもの 、事 を 問 ふに 、見知りし ものに も あらす、 海 

道に 徘徊せ る盜 人に やと 申す、 又 彼 若侍 は、 本 多 遠 江 

守 正武が もとにつ かへ しに、 此程彼 家 を にげさりし 

もの 也と いふ 也、 强盜 きり 殺せし は 高名 なれ ど、 本 主 

の もとにげ うせし 上 は、 其 罪の がるべ から ャ とて、 ま 

づ獄に 下された b と 聞 ゆ、 もし 此 もの 罪せら るる 事 

あらむ に は、 盜の 餘黨 ども 流言して 、盜 殺せし もの、 

罪に 行 はれし などい はむ に は、 これよ りして 後、 海 

道 往還の 人、 盜の 患に 堪 ふべ からす、 はから ふべき 

やう あり、 その 程、 御沙汰 またせ 給 ふべ しと、 詮房 

朝臣に 申て、 朝倉與 一 景隆が 許に 使して、 申すべき 

事 ありと いひ やる、 やがて 來 たれり、 此稃 御身の 主 

人の 家 を にげうせ しもの や あると 問 ふに、 されば 候、 

坂 井と いふ ものの にげ 去りて、 相模 川の ほと b にて、 

强盜 きりし 事の 侍りと いふ、 來 b 給 ふべ しとい ひし 

は、 其 者の 事な り、 年若から む もの、、 さる 强盜き 

b 殺せし を、 本 主の 家 にげ 出しに よりて、 其 罪に 行 


折た く 柴の記 卷下 
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はれん は、 不便の 事 也、 いかにも はから ひ 申さる ベ 

しとい ひし かば、 承りぬ とい ひて、 明の 日來 b て、 

主にて 候 ものに 申て 候へば、 かの 者の 事、 今 は追咎 

むる 事 もな しと こそ 申 侍れと いふ、 いしく も はから 

ひ 申された b とい ひて，、 其 由 を詮房 朝臣に 申ければ、 

盗き， o 殺せし 上 は、 沙汰に 及ばす とて、 ゆるされて 


ナ 
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是も又 其 頃の 事 也け り、 大和 守 重 之 朝臣、 詮房 朝臣 

の 4:^ 隱 岐守詮 之に 逢 ひて、 仰 蒙る 所の 商人の 事、. 

いかにも かな ふべ からすと いはれ し 程に、 いかなる 

事 を か 聞 給 ひぬ らんと いふより 事 起り て、 其 事 を 推 

問 ふに、 ある 人の めしつか ふ もの、、， |れ5^:^ひ 

き S は？^ f の ls， 詮 之の 書信 あ-て、 何某と いふ 

商人、 金 座の 事 仰 蒙る ベ き 由、 重 之 朝臣の 許に い 

ひ送リ し 事に ぞぁ りけ る、 是は重 之 朝臣、 金銀の 事 

を 奉られて、 ^之の 妻 は、 彼 朝臣に むす ぼ ほれたり 

しが 故 也、 やがて 此事 にあ づ かれる もの どもから め 

とりて、 マ 皆々 其 罪に 行 はれぬ、 か、 る 事の 出 

來し事 も、 近き 世より して、 贿胳 公に 行 はれ、 それ 

らの事 を もて、 貨賄 得る 事共 多 かるが 故 なれば、 す 


V 


て 商人 共、 その 事 かの 事 仰 蒙らむ 由 望 請 ふ 事共、 

一切に 禁し 止めら る、 にあら すば、 此浚 も、 又 か、 

る 事 やむべき にも あらす、 殊に は 又 賄賂の 事 行 はれ 

ざら むた め 也と 申す 事共 ありし かば、 詮房 朝臣 老巾 

の 人々 と議 して、 其 制條を 下されたり けり、 

去年の 事 也、 我 許に ある 一 寺の 役僧 を 使と して、 

長 崎の 事 をた のみて、 領 掌し 給 はむ に は、 先 謝 儀 

として 金 五百兩 進ら せ、 (是此 比 ター ズ モ ノと いふ 事 

也と ぞ、) 其 事 成らむ のち は、 歳 每に我 息 男 等に、 

三百 兩づ、 の 金 を ま ぬらせて、 恩 を 報 ゆべ しな ど 

いひし 事 あり、 これ 正しく 我 身 に^れる 事 也、 我 

ごとき ものに だに か、 る 事い ふな り、 凡 櫂 勢の 門 

の 事共、 思 ひやるべき 事 ども 也、 

四月 廿 二日に、 去年の 冬 越後の 國 に大盜 ある を とら 

へ 得しな ど、 世人 事々 しくい ひし ことの 御沙汰 あり 

けり、 されば 盗賊 追 捕の 事 を 奉れる、 船 越左衞 門が 


) 


吿來る もの 共 ありて、 越後 國蒲原 郡 安代 戶ロ等 

の 境なる 原 中に、 大盜の 住す る ありて、 其 從類數 

多し など 聞え て、 去年. 乙 未の 十月の 初に、 其 吿る者 

共に 案內せ させて、 手の もの 二人 かしこに. 差 向く、 


し 事 御に 
二 か 代 ひ 


折た く柴の 記卷下  百 八十 三 


吿る人 は、 三 州 立 石 村の 嘉右衞 門、 武州妻 沼 村の 

七 郞右衞 門と いふ もの 也、 船 越が 手の者 は 松 野 市 

兵衞歲 五十 一 、 田澤勘 太夫 歲 六十、 これ は 御先 手 

同心 衆と いふ 者 也、 

同 九日に かしこに 至て、 其 盗と いふ もの、 幷從類 等 五 

人を搦 捕つ、 お^ § ひま づ かれら を 安代の 

者に 召預 むと する に、^ き , 、かの 盗 也と いふ もの 

の 居所 は、 最初 安代 戶 口の 地 を わかちあ たへ しかば、 

安代の もの ゝみ召 預けら るべき にあら すと 申す、 さ 

らばと て、 戶 口の 者 を 召 問 ふに、 g 麟 §§551、 彼 

者の 居所 はもと より 戶 口の 地に も あらす と 申て、 事 

決せす、 御料 所 なれば、 茅 原の ものに 召 預けむ とせ 

しに、 關 | 齢^ 鹜 かれが 住せし 所の、 安代 戶 口 の 者 

共預ら ざら むに、 此 所に 預けられん 事 心得られ やと 

申す、 戶 口の 領主 溝 口の 新發 田の 城の 事 を 問 ふに、 >  一 

こ を 去る 事 八 九 里、 信濃路 にか、 b て 江戶に 歸らむ 

に は、 道の 程 百 餘里 也、 と 申す、 又 出 雲 崎の 御料の 

事 を 問 ふに、 こ、 を 去る 事 六 七 里、 それよ， o 江 戶 に歸 

ら むに は、 八十 里 餘の程 也と 申す、 さらば 出 雲 崎に お 

もむ きて、 御 代官 所に 預 置て 歸ら むに、 便路 よしと い 


ひて、 搦捕 しもの 共、 幷 その 弓 鐽刀等 もたせて、 かれ 

これ 十四 五 人、 同じき 十二 日に かしこ を 打た ち、 三十 

日の 暮っ かたに 出 雲 崎に 至て、 滅^ 魏^ Sf0、 と 

らへ 得し 者 ども 預置 むと いふに、 凡 盗賊 を とらへ 得 

て は、 其 所に 預け 置る、 事例 也、 ^かる を此所 - - 

きゐ 來 b て預ら れんと 承る 事、 心得られす と、 

官 所の 留守の 輩 申ければ、 こ、 にも また 預けむ 

な ふべ からす、 多くの もの 共 引 具して、 こ、 か 

經 廻りし ほどに、 路料 すでに 盡ぬ、 また これらの も 

の 共 引 具して、 鉢 崎の 關を 越む 事 も かな ふべ から や、 

fggo 、柏 崎 迄 引返して、 二人 栢議 りて、 かのとら 

へし もの どもの とら はれ ゆるして、 はなち や， o、 歸 

り來 b て、 事の 由 を 申す、 十 一 月朔 日、 左 衞門此 由 を 

申て、 かさねて 彼 手の もの 共 さしつ か はす、 溝 口に 

も 又 仰 下されし 旨 ありき、 同廿 七日 かの もの、 父子 

從類 三人 とらへ 得て、 戶 口の もの 共に 召 預けし 由、 

十一 一月の 九日に 聞えぬ、 鶴 認^ 1 日 あらす し 

て、 此餘の もの ども、 皆から めと，^ ての ち、 溝 口が 

家人 等、 路 次の ほど 警 固して ゐて きたれり、 その、 

ち、 大目 付 勘定の 奉行 等に 仰せて、 其 事 を 推 問 はる、 
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此 時に 船 越が 盜贼追 捕の 事 をと いめら る、 また か 

れら とらへ 得し 手の者 共 も 召 籠られて け， o-、 これ 

は 船 越 始め 手の者 共 差つ か はさんに は、 ま づ其事 

を 申す ベ き 也な ど、 老中の 人々 議 せられし 也、 これ 

らの 事まづ 申せし 例 も あらす、 此 たび は、 安代 戶 

口の もの ども 申す 事 ありし が 故に、 か、 る 事に も 

至りた る 也、 しかる を 船 越が 職と いめら れ しいか 

が あるべき、 其のち この 事 奉りし 人々 は、 橫田備 

中 守、 伊勢 伊勢 守、 杉岡彌 太郞、 かれこれ 三人な 


hv き 


ヒ、 


人々 彼盜 とい ふ もの を 始めて、 安代 戶ロ茅 原 等の 

者 共 召と ひて、 其 申狀 をし るし 進，， つせ、 ま づ御使 を 

差遣され て かの 住せし 所、 安代 戶 口の 間、 いづれ の 

地 な ら む とい ふ 事を檢 知せ しめらる べしと 申す、 ^ 

房 朝 臣此事 を もて 我 思 ふ 所 を 問 は れ しかば、 其 居所 

の 地の 如き は、 枝葉の 事 也、 今盜賊 なりと いふ 者の 

中狀を 見る に、 初 安代 戶 口の もの どもに 望 請 ふて、 

其 境に 宅地 を 卜む、 是 いづれ の 地に も か、 ら ざらん 

事 を 思 ふが 故 也と いふ、 其 申す 所 安代の 者の 申狀に 

合 ひぬ、 又 地 阖 を 見る に、 宅地 ゎづ かに 三 反に もた 


ら すして、 戶 口村の 方に あたりて、 杉の むらだちし 

所有、 すな はち 此れ 戶 口の もの 共、 其 村の 境 こ、 に 

至れ リと 申す 所 也、 さらば その 宅地 あたへ し 初、 す 

でに 其 地を棄 て、、 後の 累 なから む 事 を 謀りし 事^ 

か 也、 當時 何れの 地なら むに も、 追 捕の 御 使た らん 

もの， 召 預の盜 賊を預 らぬ事 やさ ふら ふべき、 是等 

の 事 は、 論す るに も 及ばす、 まづ盜 也と いふ もの、、 

眞盜也 や 否の 事 を こそ、 たづね き はむべき 事 なれと 

申せし かば、 御 使 を さ \れ て、 其 地 を蹈勘 せらる ベ き 

fi^xt  る、 是 程の 事に 、やまた の 御 使 下されて、 地 押 

蓍を はと ir. -っ る せむな ど 申されし は、 いかなる 事に や、 

其 後 かの 盜 也と いふ もの、 事共、 たづね 問 ひし 所 を 

しるし 進ら せし を 見る に、 其 父 はもと 茅 原 村の 百姓 

也、 ^lml、 七 歳の 時に 父 を 喪 ひ、 母方の 舅の 許に 

養れ しに、 九歲の 時、 其 舅 も 死す、 は sl、 是 より 乞 

食して、 十三の 時に、 茅 原 村の もの、 許に *b 居， o、 

十五の 時より、 長峯 北方 月 岡 等の もの 共に めしつか 

はれし 事、 凡 一年の 後、 母方の 姑なる もの、、 見 付 

新 町に 住みし が 許に ある 事 四 年餘、 見 付 新 町の 百姓 

の 家に、 £^|、 贅壻 とな， りて、 一 人の 男子 をう む、 

すな はち 今長藏 とい ふこれ 也、 憐ユ、 され どかの 妻と 


せし もの、 天性 不孝の ものに て、 それが 父母の 家に 

あらむ 事、 我 志に あらす、 四 年の、 ち、 妻子 家財 を 

捨て去て、 四 谷 » 昔 寺の 住僧に 請 ふて 地 を 借り、 田 

畑う ち 作りし ほどに、 始 すてた、 りし 妻のう みし 子と 

りて、 觀 音 寺に まゐら せ、 又 五 千 町村の もの、 女子 

を 迎て荽 とす、 此 時に 五 千 町村の 者 共 借し 金の 事に 

よ， o て、 我 を 殺すべし とい ふ 事 聞て、 其 妻 つれて 四 谷 

を 去， o、 こ、 かしこに 身 をよ せじに、 安代 戶 口の 者 

共に 地 を 請けて、 屋敷 搆へ、 田地 ひらき 住む 事、 今 

に 十二 年、 近 邊の者 共 相議、 りて、 おのく 歳 ごとに 

米 豆 を 出し あた へて、 、と 盗賊 を 守らむ 事 

を 請 ふ、 是は 初め 四 谷 を 去りし 時、 二 年が ほど、 盜 

贼の 中に 身 をよ せて、 相^れ る もの ども 有し かば、 

其 者 共に * 約して、 我 住 ほと b の 村々 に、 入 來る事 

なから しむる が 故 也、 家に 兵 具 をた く はへ し は、 盜 

賊に備 ふる 所 也、 又從者 等が 事 は、 皆是 我む かしの 

ごとく、 身 をよ す ベ きかたな きもの ども やしな ひて、 

晝は 田畑 作らせ、 夜 は 村々 うち 廻らす る 所 也、 我 は 

ほとりの 村々 の ものに たすけられ、 恒の產 ある 事 を 

得て、 財 も 又 ゆたかな，^、 なにの 足らざる 事 を うれ 


へ て 、盗賊の 事 を 業と すべ きと 申す、 彼 村々 の 者 共 召 

問 ふに、 各 申す 所 其 申す 所に 相 同じく、 寳永四 年 八月 

廿三 H、 十五 村の 者 共 連署して、 Iglg^il  、彼 者 

たのみて、 盜賊 守らし めん 事 を 約せ し 證狀を 進ら せ、 

又 十 年の 前、 東 山寺と いふ^に、 夜盜 入りし 時、 か 

の ものに 申せし かば、 やがて 其盜 ども 搜 求めて、 贜 

物 悉くに 取 返して、 彼 寺に あたへ し 事 等 を 申す、 又 

其 從者等 召 問 ふに、 人 を 愛する に 恩 あれ ど、 家 を 治 

る こと 嚴也、 常に 我々 を 戒めて、 よ， り 來る所 明らかな 

らぬ もの は、 一 物 を も 家に 入る る 事 を ゆるさす など 

申す、 さらば 初 船 越が 許に てこ、 かしこに して 强盜 

し、 多くの 人 殺せし 事 どもい ひし は、 如何にと 問 ふ 

に、 あま，^ に栲 問の 堪が たくて、 とてもの がれ ざら 

む もの、、 少も 早く 身の 暇 給 はらんと おも ひて、 そ 

れらの 事共 は 申した-り、 其 所々 の 者 共 召 問 はれむ に 

は、 事の 實否 はしる べしと 申す、^: S| 紅^」 一一 やが 

て 彼 申せし 所の 北方 月 岡戶 臺黑坂 等の 所々 にて、 或 

は 强盜、 或は 殺害 の 事 あ， り し 事共、 其 所 々の ものに 召 

問 ふに、 おのく 夫 等の 事 あとかた もな き 事の 由、 

證狀を 書て 進ら す、 中に も 溝 口が 所領の 大 庄屋と い 
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ふ 者の 申す、 摘 齢，^^ 侧此 村々 にて 人 殺されたら 

む 程の 事 某が 許に 吿來ら すと いふ 事な かるべし、 さ 

れ どつ ひに 是 等の 事 承 も 及ばす、 殊に は 十五 年の 前、 

月 岡 村に て次郞 作と いひし 者の 家に 入て、 そのもの 

刺殺し、 下人 斬殺せ し 由の 事、 その 次郞 作と 申す は、 

三年 前に 病死し つ、 人の ために 殺されし に は あらす 

と 申す、 我々 その しるせし もの 共 を 見て、 當時盜 を 

治めら る、 事 は、 世に 盜 する 者の なから む爲 にこ そ 

ある ベ けれ、 さらば 此 者の 事 是 迄にて 事 決しぬ ベ き 

事 也、 古の 聖 王の 代に も、 猶盜 とい ふ 事の あれば こ 

そ、 是を 治む る 法 を も 設けられき、 され ど それらの 代 

に は、 政 正しく 俗 厚 く，， -て、 人々 おの づ から 盜 すべ 

き 心の なか，^ し 也、 いやしき 諺に 身に しらみ、 家に 

鼠 國に盜 と 申す 事 も 侍り、 たと ひ 日々 に盜を とらへ 

殺されて、 其 肉 積て 山と なし、 其 血 を 流して 川， o な 

さる、 に 至る とも、 末代の 今に 至て、 此事絕 ゆべ し 

とも 覺ぇ す、 其ら を改 むる のみに も あらす、 ilcKy 

の 地 十五 村の 間に、 盗賊の 事 を 相 忘れし 事、 旣に十 

二 年、 たと ひ 其 舊惡を 追咎ら る、 共、 死 を 論 せらる 

べきに も あらす、 古よ， り此 かた 越後 信 濃 上野 等の 國 


々は、 盜 多き 所 なれば、 彼 十五 村の 者 共相議 して、 

彼 ものして 守らす る 事 は 侍， o、 然る を 今 其 舊惡の 聞 

え あるに よ，^ て、 今に 至て、 罪に 行 はれん に は、 4r 

よ， o して 後 マて こらの 者 ども、 夜、 もやす く 打 ふす 事 も 

あるべ からす、 又 彼 者の みに も 限る ベから す、 彼の 

！ I 々の 中、 むかし 盜せ しもの、、 今 は 平民と なりし 

も、 猶其數 ありぬべし、 夫 等の 者 共 終に のがる る こ 

となから むこと を 思 ひさ だめな ば、 なに を くるしみ 

て、 座ながら に 死 を 侍に は 至るべき たい 一 日 も 世に 

あらむ ほど、 貧しき 事な からむ とこ そ 謀べ けれ、 さ 

らば 盜 治めむ として、 多くの 盜 を 出し 給 ふに ぞ あ 

るべき、 大學に は 民 を 新に すと みえ、 論語に は舊惡 

を 思 はすと 見え、 周易に は、 君子 豹變、 小人 革 い 面、 

征凶、 居ぃ貞 吉 なりと も 見え 侍り、 たいね がはく は、 

彼 もの 放ち 還され て、 其 居所 を 溝 口が 所領に 引 移し 

て、 其 民と なされ、 ほと b の 村々 にて、 盗賊 守らし 

めむ 事、 唯今 迄の ごとくな らんに はしく ベから す、 

又 彼 者 某が 議の ごとくに 御沙汰 あらむ に は、 安代 戸 

口 茅 原 等の 者の 事、 御沙汰に も 及ぶ ベから す、 又 船 

越が 手の者 共の 事、 かの もの 共搦 めと りし かど、 召 


預 くべき ものな くして、 路料 旣に盡 たらむ に は、 い 

かにと もす ベから す、 され ど これらの 事に なれぬ る 

老者 ともなれ はこ そ、 かれら を はなち や. o て、 かさ 

ねて ゆきむ かひし 時、 一 人 ももら さで 搦捕 たれ、 是等 

は 其 賞 を 行 はるべき もの ども 也、 なにの 罪^: とい ふ 

事 や あるべき などい ふ 事共、 議し 申ければ、 If  ，は」^ 

つ ひに 某が 議の ごとくに ぞ、 事 決したり ける、 

是も此 ほどの 事な， り 流人 等 配所に わかち 遣す 時に 及 

びて、 こ、 より 十 里ば か，^ が 程 隔た，^ し是 政と いふ 

村の 者 共、 流罪の こと を もて、 舉 行の 人々 申す 事 あ 

り、 その しるせし 所 を 見る に 去年の 七月、 彼 村の 者 

共、 千 四 五 百 人相 催して、 下 小金 井村に みだれ 入， o 

て、 竹 木 田 毛 刈と りし 事に よりて、 其 張 本 三人 流罪 

に 決し、 獄. * に繫ぎ 置し に、 此 年の 春 獄舍燒 し 時に、 

にげうせ しもの 有、 其餘の もの をば、 此 たび 配所に 

遣すべきな b と 見えたり、 いかに かほ どの 事、 今 乞 一 

は 申さる、 事 もなくて や あらむ、 よく./,, ^其 事の 由 

を 問 はるべき 事な， o と 申す、 かさねて、 事の 子細 を 

問 はれし に、 初 是政下 小金 井の 者 共、 馬の 草 刈 場 を 

あらそ ふ 事よ， o 起. o て、 去年 七月 六日、 是攻の 者 共、 


ほと の 村々 相 催し、 弓鏠 等の 兵 具 を 執り て 、下 小金 

井に おしよせ、 貝 を 鳴らし、 時 を あげて、 打 入 ほど 

に、 そこの 者 共 皆 *j ちる を、 百姓の 家 一 つ、 資財 雜 

具 共に 打破 b てす て、 林木 を 伐り、 田 毛 を 踏む、 其 

由 御 代官 所に 聞え て、 脑 I 齢き^ 召 問 はむ とする に 

来らす、 其 明の 日 又お し 人て、 林木 を 伐り、 田 毛 を 

ふむ 事、 前の 日の ごとし、 兩 日に 伐り 取 所の 林木、 凡 

五 万 七 千 七 百餘、 竹林 を 伐 b 取し は、 此數 にあら す、 

たと ひ 一 人して 二三 本づ、 の 木 をと り 行 共、 其數ニ 

万人に は 過べ しな ど しるせり、 昔 島 原の 一 揆 などい 

ふ も、 三 万人に は 過す、 こ 、を さる 事 十 里の 內 外なら 

む 所に て、 か、 る 事 仕出し たらむ を、 只今 迄 かの よし 

申す 事 もなかり し は、 奉行の 人々 の 心の 程 こそ 心得 

られ ね、 御代々 の 御 制 條に徒 黨を結 ふ 事 を、 嚴に禁 し 

給 ひしな ど、 いかに や 心得られた b けむと 申せし か 

ば、 かさねて また、 當時其 事 を もて 申され ざ， o し 事の 

由 を 問 はれし に、 御料の 事 なれば、 伊勢 伊勢 守が 許 

に 吿來， -し 所な り、 翻^ 浙 1 八月 四日に 評定 所に 

召して、 衆 中と 相議 せし に、 あまりに 其 人 多くて、 

悉くに 皆 罪せん 事 も 叶べ からす、 た いその 張本人 等、 
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流刑に 處 する にし かじと 議定して、 十 一 月 四日に、 

張 本 三人、 流刑に 決す、 か.、 る 事の 例 を、 評定の 留 

役人と いふ もの 共 召 問 ひしに、 流刑に 處 せられし も 

の をば、 流しつ か はす 時に 至て、 申 給 ふ 事 也と 申せ 

しかば、 當時其 事 を 以て 申す に は 及ばす、 今 此仰を 承 

b 彼留 役人 等 召 問 ふに、 其 申す 所 各 同じ か らす、 せん 

する 所、 伊勢 守が あやまちに こそ 侍れと 申す、 詮房の 

朝臣 此 後の 事い か にゃある ベ きと 問 はれし ほどに、 

評定の 人々、 その 張 本 三人 流刑に 處す るの 由、 すで 

に 裁斷ぁ b しかば、 今 はた 打 返した る 御沙汰し かる 

ベから す、 され どか、 る 重 事、 此ま、 ならむ 事尤し 

かるべ からす、 さらば、 かの 獄中 を にげ 出し 者 共、 す 

みや かに^も とめて 進ら すべ きょし を もて、 餘黨等 

に 仰 下されて、 其 期 を 過て 尋出 さいら む 事、 二た び 

三お びの 後、 餘黨の 中 罪 重から む もの ども 召搦 めて、 

流刑に 行 ひ、 殘る もの 共に は、 其 罪 贖 ふべき ほどの 

物徴 して、 下 小金 井の 者に わかち 給ら むにし かじと 

申す、 老中の 人々 とい かに や 議定せられ たり けん、 

まづ 伊勢 守 御 勘 當の事 有と 聞 §  、 

此 時の 事 は 評定の 衆議 一 決して、 張 本の 者 共、 流 


刑に 行 はれぬ、 伊勢 守 一 人の あやまちの ごとくに 

なりし 事 心得ぬ 事に こそ、 

前に しるせし 事の ごとく、 近き 比 ほひ、 評定の 人々、 

評定 所留 役人と かいふ もの 共に 打 任せて、 訴 論の 事 

も、 禁獄の 者 も、 多くの 年 を歷れ とも 事 決せす、 か 

くて は、 世の 人の ためい か にゃある ベ きと い ふ 事共、 

つぶさに しるして、 今より して 後、 評定の 衆屮、 訟 

聽 かるべ き 事例 を議し 申ければ、 ま づ彼留 役人 ども、 

其 職 召 放されて、 公事 訴訟、 百日 を 過て 事 決せ ざら 

むに は、 其 事 を 申すべき 由の 事 等、 奉行の 人々 に 仰 

下されたり けり、 

いくほどなくて、 上 かくれさせ 給 ひし 時に、 前代 

のか くれさせ 給し 時の 如く、 御 勘當の 人々、 iw§ 

るされ しかば.、 伊勢 守 も 出仕し ぬ、 是政 村の 事い 

• かに やなりけ む、 また かの 奉行の 人々 に 仰 下され 

し 事 も河內 守正岑 朝臣、 過に し 比 仰 下されし、 お 

nw を 過て 事 決せ ぬ 公事 訴訟 をば、 申さ る ベ き 事 等、 

今 は 其 御沙汰に 及ば じと、 奉行の 人々 に 申されし 

とぞ、 皆々 よろこび ぬと 聞 ゆ、 奉行の 人々 こそ は 

心 やす かるべ けれ、 世の 人の うれ ひ はいかに ぞゃ、 


此 年の 春の すゑよ.^、 上 また 御 違例 ありて、 御藥の 

事共 驗も なく、 四月 晦日に、 申の 時ば かりに ぞ、 か 

くれさせ 給 ひぬ、 か、 b しほ どに、 前代の 仰 置れ し 

事共に よりて 紀伊殿 を 第一 一城に 迎 へ 入られ 明れば、 

五月 朔 日に、 よべ 御 他界 ありし 由、 披露 ありけ り、 

同き 七日に は、 增上 寺に. わたし まゐら す、 

五月七日 は大 坂の 城 陷し日 也、 周の 時 甲子の 日 を 

用 ひぬ 事 もこ そ あれ、 月日 も 多 かるに、 此日 か、 

一 る 事、 いかなる 事に や、 此 時の 供奉 はありし 時の 

ごとく、 某 もさぶ らふ、 此のち は、 世す でに 改りに 

たり、 其 御 事に も隨 はす、 

同 十二 日に、 中の 口なる、 某が 部屋 返し 進ら す、 此程 

詮房 忠良 等の 朝臣 を はじめて、 近習の 人々、 悉く 皆 

其 職 をと いめら れ けり、 

^房 忠良 等の 朝臣、 今まで 奉られし 職 事、 世隔 り 

し 後に は、 いかなるに 事 やと も 思 ふべ ければ、 そ 

の 事 を こ、 に 註す るな り、 神祖 より 第二 代の 御 時 

迄 は、 奉書 連判 衆な ど 申せし、 其官 五位の 諸大夫 

に 過す して、 其 祿も薄 か りき、 第三 代の 御 時、 二 

條の亭 行幸の 比より は 四 品し 侍從 になされ し 事 等 

.  祈た く  cs.^ 


出來 たり、 其 比に、 堀 田 加 賀守正 盛 朝臣、 はじめ 

の 程 奉書 連判の 衆に なされ、 程なく 其 事 止められ、 

• 御 側に さ ぶら ひて、 老中の 人々 に 仰 下さる、 御 3 口 

を も、 又 老中の 人々 申すべき 事な ど、 此 人に 就て 

申されき、 此 御代に ぞ、 大老 若年 寄な どい ふ 事 も 

出來 けるな り、 第 四 代よ，^、 御 幼稚に て 御代つ が 

れて、 老中の 人々 御 政務 を 補佐せられ しかば、 其 

後 は、 正 盛 朝臣の 事の ごとくなる 人 も あらす、 第 

五代の 御 時、 牧野 備後 守成 貞の 朝臣 は、 藩邸より 

したが ひま ゐら せし かば、 むかし 正 盛 朝臣が 時の 

ごとくに、 老中に 仰 を もった へ、 申 次 を もせられ 

き、 その 、ちに、 柳 澤出羽 守 保 明、 御家號 ゆるされ、 

御名 字 賜り、 四 位の 少將 になされ、 甲斐の！！ 主， と 

な b しほ どに は、 老中 もみな z\ 其 門下よ， o 出で、 

天下 大小の 事、 彼 朝臣が 心の ま、 にて、 老中 はた 

だ 彼 朝臣が 申す 事 を、 外にった へられし のみに し 

て、 御 目 見な どい ふ 事 も、 僅に 一 月が ほどに、 五 七 

度に も 過す、 前代 御代つ がれて、 老中の 人々、 日々 

に 召 問 はせ 給 ふ 御 事 ども ありし かど、 この 人々 は、 

元よ， o 世の 諺に いふなる 大名の 子に て、 古の 道學 
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びし などい ふ 事 もな く 今の 事 を もよ くしら す、 と 

し 比 仰事傳 へしの みに て、 前に しるせし ごとく、 天 

下^ 財の 有無 をに だしらぬ ほどの 事な り、 まして 

機 務の事 ども、 其 本末 しらる ベ きに も あらす、 然る 

を、 上の 明容 にお それて、 前後の 對を うしな はれ 

し、 あまたた び あれば、 よのつねの 事 を も、 まづ內 

々^房 朝臣して、 思 召 事 は 仰 下され、 人々 の 議合ひ 

し を、 またせ 給 ひて 其 後に、 御前に めして、 仰 下さ 

る、 その 理 深く 遠くして、 たやすく  > ひに 得らる まじ 

き 事 ども をば、 いくたび も詮房 朝臣して、 その 論 を 

上下し 給 ひ、 つ ひに さとし 得た まふ まじき 寧 をば 

人々 の 心得 易から む 檨に其 論 を ひきく し 玉 ひ 其 心 

に 得られし 後に、 仰 下され、 かりそめの 御 事に も 

推し て 御沙汰 あ b し 御 事 は あ らす、 さ れば、 此人 々 

にも. S. すべ き ほどの 事 ども、 まづ此 人して 申さる、 

詮 房の 朝臣 は、 幼時より、 つ ねに 御 側に めし つ か は 

れ、 其 心の 程 を も、 よくく しろしめされ しかば、 

か、 る 事 を も 仰 かう ぶ b しか ど、 なほ 思 召す 事 や 

ありけ む、 其 後 忠良 朝臣して、 その 事 を 同じく せ 

させ 給 ひ、 其 座 次 は、 老中と、 もに、 官の 前後の 


次第によ る ベ しと 仰 下さる、 されば 此 ほどまで も、 

詮房 朝臣 は、 豊後守 正 喬靱臣 の 上に 就き、 忠良 朝 

臣は、 正喬 朝臣の 下に ぞ、 就れ たりけ る、 それ か 中 

詮房 朝臣 は、 むかし 藩邸の 御 時より、 夙夜に 公に の 

みさ ぶら ひて、 家に 歸る事 は、 一 年が ほと を 過れ ど 

も、 ゎづ かに 三 五 度に は 過ぎす、 まして や、 前代 か 

くれ 給 ひ、 上い とけな くお はし ませし かば、 老中の 

人 々だに、 一 人づ 、宿直 せられし 事 なれば、 此五年 

が ほど、 しばし も 家に 歸られ し 事 もお はせ す、 前代 

かくれさせ 給 ふ 御 時、 なに 事 も 我 世に あ， o し 時の 

ごとくなる べしと、 仰 置れ しかば、 その、 ち も、 あ 

b し 御 時の ごとく 上よ， o 仰 下さる ベ き 事 も、 ^房 

朝臣 老中の 人々 と相議 して、 衆議 一 決の、 ちに 仰 

下され 、下より 申す 事 を も、 老中の 人々 詮房 朝臣と 

相議 し、 衆議 一 決の 上に、 其 事 を 決せられぬ、 され 

ば、 我 かごと きものに、 事を議 せしめられ しも、 前 

代 仰 置れ て、 其 御 時の ごとくに、 詮 房の 朝臣の はか 

らひ 申されし 故なる べし、 此 朝臣い とけな き 時よ 

b、 身の いとまなくて、 もの まなびし などい ふ 事 

はな けれど、 き はめて 生賀の 美なる 听 ありて、 大 


かた 古の 君子の 人に も耻 まじき 事 も ありし 故に、 

前代の 御 遺 託 をう けて、 此 年月 幼 主 をた すけ まゐ 

らせ、 天下 大小の 事共 議 せられし 所 も 人々 の 心 を 

も 感じ 服して、 一 事の 廢闕 もなくて おはした りき、 

末代に は、 ありがたき ほどの 事な b、 然るに 今に 

至 b て は、 人 々申さる、 事 も ありけ るに や、 まこ 

と此 人、 是 等の 仰 かう むらむ 事の しかるべ から ざ 

ら むに は、 たと ひ 前代の 御 時な b とも、 其 職 事 を 

といむべき は、 大臣の 職 事し かるべし、 まして や 

御 幼年の 間にお いて、 其 職 事 をと いめら れんに、 

何事 か ある ベ き、 凡の 事 ども、 此 朝臣 只 一 人に て 

とりはから ひし 事の ごとくに も 申され、 剩へ 我が 

如き もの もお も ふさ まに、 天下の 事 申お こな ひし 

やうに も、 申さる、 にや、 彼 朝臣な ほ 人々 の議合 

ざる 事、 いかにも かな ふべ からす、 まして や、 我 

かごと き、 人々 の 問 申さる、 によ， o て、 議し 申す 

所有と も、 一事 を も、 世に 行 ふ 事 かな ふべき 職 事 

あ b しに も あらす、 正しく 我議 せし 所の 人々 の議 

合 はすして、 果し行 はれざる 事い くら も あ， o き、 

され ど、 これらの 事 は、 論す るに もたらす、 よの 


つねの 時に、 當 家譜 第の 御家人な ど 申さる、 人々 

の、 只今 迄 は、 幼 主の 御 事、 いかに 心ぐ るし か b 

しに、 今よ， ^後 は、 御 家の 事す でに 定 りぬな ど、 

. 相賀し 申され.、 彼 朝臣の 事に あはせ て、 前代の 御 

事 を も、 かたぶけ 申さる、 事の ごとき は、 百年に 

して、 公議 定まらむ 日、 天下の 人の 議 しなむ とこ 

ろ こそ、 耻 かしき 事 なれ、 

筑 後守從 五位 下 源 君 美 正 德六年 丙 申 五月 下浒筆 

を絕っ 


斤 ！  > 


く 


柴の記 終 


折た く柴の 記卷下 


百 九十 


新 井家 系 序 

東方 諸 姓 0 盡古 之世爵 。後 因爲， 姓。 ^考ほ Ify^i 

^ほ l^li 非：. 若 ョ彼虞 夏 商 周 之 世。 因 二 所， 生地 ， 

也。 然其 保， 姓受 ^ 氏。 以守 M 宗舫？ 世不， 絕 ビ祀。 則 其 道 

1 耳矣。 若，， 夫 賜い 姓 命，， 氏。 乃自， 1 垂仁， 始。 而後 史不， 

絕 に 書。 天武改 ri 定夭下 族 姓？ 分 爲-八 等？ 卽如： -1 魏氏立 二 

九 品 之 制？ 差 コ第其 閥閱？ 頗多 Z 所-升 降？ 

古語 拾 造 云。 至 n 于淨 御原 御 朝？ 改，， 天下 萬 姓？ 而分 

爲，， 八 等？ 唯 序 n 當年 之勞？ 不ぃ 本- 1 天降 之績？ 卽謂レ 之 

也。 

或 同， 出 而異ぃ 等。 高下 懸隔。 亦 其 紛亂不 い 一 。 而帝世 

所， 賜。 僅 止，， 五 姓 一 百 五十 四 氏？ 其餘則 奠^^ 所 X 聞。 

迨 n 弘仁 初？ 乃 撰 n 姓氏 錄？ 甄 TT 差 群 姓？ 以ニ 皇族 ， 爲レ 首。 

國族 次い 之。 蕃族， 次い 之 。ルー 一十 姓。 一 千 一 百八士 一 

氏。 »且 有， 1 未定 之 姓氏， 云。 夫 世祿之 家。 以 n 氏族， 相 

高。 天下 之 俗。 皆是 也。 若，， 我 東方？ 別い 生 分 ^ 族。 以 二 其 

世 W? 則 姓 有 一一 尊卑？ 氏 有 一 ，大 小？ 自レ 古固然 也。 至，, 其 

弊 一也。 以レ貴 襲レ 貴。 以レ賤 襲レ賤 。唯 論レ有 一一 門地？ 非 一一 ー復 

辨& 否？ 擧世 所い 尙。 櫂 有い 所 レ歸。 竟 使，. 嚮所ビ 謂 帝 出 
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之裔。 神明 之 3EO 累 葉陵替 o 莫 „有，， 著 姓？ 皇室 式微 矣。 

世 道 之變。 I 到に 于 Z 此。 可-勝 而慨， 哉。 當二爾 之 S 權 

贵之 門。 其 第 所 Z 宅 。衣冠 相 推 ◦ 以爲 n 其號？ 亦 其尊レ 之 

也。 流 習 所い 狗。 煽以爲 ^ 俗。 至^? 郡國 豪傑。 各自 相 

稱 Q 以-其 食邑？ 亦 猶，， 一 古 者 別，, 其 族， 也。 降 及，， 置 之 

際？ 故 家 遺族。 往往 有 ァ世不 い 可い 紀。 而不レ 知 一，， 其 所，， 自 

出？ 擧，， 前世 所，， 號。 稱ぃ之 爲レ氏 者れ 夫 姓 非，， 天子？ 不レ 可，， 

以賜？ 氏 非 n 諸侯？ 不レ 可- 以命？ 而族人 子弟。 相稱相 呼。 

所レ 行，， 于家 里？ 豈此古 者 受ぃ氏 之義也 哉。 劉 氏 起い 自，， 

沛中？ 爲二 天子？ 太 上皇 無. レ名。 母媼 無， 姓。 其 名 姓 不レ傳 

也。 李 氏 出：. 于，， 隴西？ 有，， 夭 下， 成 紀令之 前。 不， 知，， 何 

始？ 其 世 系 不ぃ詳 也 。漢 唐 之 盛 Q 亦猶 如い 此 Q 而况 衰宗落 

譜。 莫ぃ 有^^ 考乎。 繫ニ之 地 ， 望？ 而考- 其 所 P 出。 之 

氏族？ 而 知，, 其 所，， 別 o 信 以傳て 信 0疑， 以傳ぃ 疑 o 此佘 家系 

一 所，， 由 作， 也。 且甞聞 ^之。 聖人 之 治 n 天下， 也。 其 不レ可 

一 レ得 一一 變革， 則 有矣。 親ビ親 也。 尊レ尊 也。 長 ぃ長 也。 男女 有 

| レ別也 。尊，， 其祖？ 敬 二 其宗？ 收 n 其 族？ 以 序，， 昭粮？ 正，， 昏 

姻？ 人道 竭矣。 嗟 亦 是我所 11 以望ジ 於- 1 吾 後人 " 也。 享保 

癸 卯 秋 七月 戊 亥 Q 筑後 守從 五位 下 源 朝臣 君 美 序。 
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筑 後守從 五位 下 源 朝臣 君 美 著 

柬州 士族 稱 曰，， 荒 居， 有 J 一 蓋 其 初 因い 地命レ 族 荒 居 或 

作，， 荒 井， 或 作 n 新居， 今 皆 作，， 新 井， 以，， 方 語 相 通， 故 耳 

古 者 荒お 新お 新 井 皆 其 地， 所い 稱各 別、 源 順 倭 

名 新 井 並 «,,爾 比 井， 是也、 源平 盛衰 有 二 阿 

波^ 人 新居 紀三郞 行 俊、 新居 紀四 郞宗 長者？ 蓥此兄 

*、 先 世 出レ自 二 伊豫 國 新居 郡 族， 也、 平家物語 爲，, 伊 

勢 ^人， 者、 字音 並 訛 耳、 據 ，，續 日本 紀 1 紀臣博 世子 

孫 《n 伊豫 S, 者、 冒 二 越智直 姓： 延曆中 奏請 乃 復，， 本 

姓？ 蓋此 爲，， 新居 之祖， 也、 豫章記 改ぃ紀 作い 橘 者、 疑 

非、 太： 中 記 亦 載 二 備後國 人 〖 有 ，， 新 井彈正 者？ 而其姓 

不詳、 近 俗字 皆 通用、 並讀 如，, 荒 居； 卽非レ 古 也 

其 一 則 出^ HU 宣化帝 胤 多 治比眞 人 之 後, 先 世 居，, 

武藏阈 秩父郡 多 治 比？ 後作 n 丹 比？ 又 作 n 丹 治？ 所謂 丹 

\る ハ H 

左 大に正 一 一位 多 治 比眞人 島 之 遠 孫 分 居，， 武 藏國秩 


百 九十 四  

父 郡： 名 曰，, 基 房， 者、 稱，， 秩父丹 五； 其 子 直 時 稱こ勅 

旨 河原 二 郞直時 〖 孫 重 直 稱南荒 居 四郞重 直、 子孫 

繁衍、 丹黨荒 居是爲 n 其祖？ 卽今秩 父 郡 中 稱，， 新 井， 

者 多、 蓋 其 後 也、 

其 一 則 出，， 于淸和 皇孫 源 朝臣 之 後， 其 族 分 居，， 上野 國 

新田 郡， 所い 謂 新田 族是也 1 一 國土壤 連接 兩家 氏族 混 

淆世能 明 辨而不 い 惑 者 鮮矣我 先 則 上野 國人 也， 初 

淸和 皇孫 中務卿 親王 貞純子 經基時 稱，， 六 孫 王， 以，， 第 

六 皇子 之 子 故 也 天 慶初經 墓 賜，, 源 朝臣 姓， 以 ニ武藏 

介， 叙， 1 從 五位 下， 爲，， 征 東副將 軍， 累官 至，, 正 四 位下 大 

宰大貳 兼筑前 守， 00 經墓 長子 曰，， 滿仲， 歷ニ 

官內 外， 至 二 正 四 位下^ l^^^l 满仲 第三 子 

曰 n 賴信， 賴信 長子 曰，, 賴義， 賴義 長子 曰，， 義家， 長 元 中 

賴信 以，, 甲斐 守， 討，, 平 忠常於 上 總國， 而平ぃ 之 賴義義 

家兩 世相 繼 爲，， 鎭守府 將軍陸 奥 守， 永 承 寬治間 父子 勳 

績 天下 傳誦满 

賴信康 平 三年 九月 卒年 六十 賴義永 保 二 年 十 一 月卒 

年 八十 八 義家嘉 承 元年 八月 卒年 六十 八 

義家 第三 子義國 歷，， 式部 丞加賀 介 等官， 叙，， 從五 位下， 

久安末 坐い 事 返つ 居于 下野 國足 利莊， 繇 k 是 子孫 爲，， 東 


人 一也 

義國時 稱，， 式部 大輔， 仁 平 四 年 三月 出家 更稱 二足 利 

加賀 入道， 久壽 1 1 年 六月 卒 古俗 去 官視髮 謂，， 之 出 

家， 稱爲二 入道， 而 非ニ眞 也 凡 云 二 出家， 云，， 入道， 

後^ 倣 レ此莊 者 古 之 園 地 後 俗 所謂 莊園是 也 

義國有 ニー  1 子, 曰 n 義重， 曰 二 義康， 義重 P, 于 上野 國新 

田莊， 家 世 稱，， 新 E, 乃自 あ始官 至，， 從 五位 下大炊 助， 

旣老 出家 名 曰， i 西， 建 仁 1 一年 正 H 卒年 六十 八 

始 稱，， 新田 太郞， 蓋 外 祖源敦 基 爲，， 上野 介， H 得 ニ邵 

地， 以爲， 稱焉保 元 二 年 三 お 乃 補，， 新田 莊 下司 職， 東 

鑑 所レ稱 新田 入道 上 西是也 

義康 起い 自二 左衞門 尉， 爲，， 撿 非違 使， 叙 n 從五 位下， 遷 

任，, 陸 * 權守， 時 稱，， 足 利 陸 奥 判宮， 足 利 族祖是 也義重 

有 二 七 子, 曰義範 

稱， 1 新田 太郎 三郞， 後 稱，， 山 名 三郞， 蓋 其 母 與，， 諸 弟， 

不， 同 因 分 n 其 族， 也 文治 中 任，， 從五 位下 伊豆守， 卽 

是 山名祖 

as^ 稱-- 新田 太 郎-母 下野 檫守 菽覲 廣女冈 立爲レ ョ |陵 稱-- 新 

Ei«^  SilH 世 稱-- 大 新田- 里 見大島 等祖是 也 』 霰^ 田 二 

郎 -g 稱 つ-小 新 ヨ^ 蹇稱 --新 E 三郞- 後稱- -額戶 三郎， ョ., fest 稱-- 新 

田. 铨見， -于 後, 出家 後 號，, 榮義， 額 戶齟是 也 曰義 wr 田 四 

郎 -报稱 --德 g 四郎- 出家 後 ョ 稱-- 新田 g,NU^- 

號-- 榮奚， 德河世 las 等祖 E 籲 S 玉郎- whT^ レ 僧名昌 ！fl 
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義兼 爲，， 皇嘉 門院 藏人， 因 稱，， 新田 藏人， Imfl^ 

M 錢 4 望 r き 載 疑 東非鑑 義 兼有- 一男 一 女- 男 曰ニ義 房- 稱ニ 

新 B 蔵ん お^  4^、 ん lat^? 新 編 墓 園云篛 房爲ニ 上 西 門 家 

旁 tti!^ リオ 袞ー タレ^ 院藏人 一家 系 不ぃ載 可に 疑 也 一一 

遠 江 守源義 純， 

義 純始稱 二足 利 太郞， 義康 孫、 義兼 子、 子い 時 有，， 源義 

兼 者 一 一人？ 卽是從 父 a 弟、 並 爲，， 藏人 ハ東鑑 所い 稱新 

田藏人 者、 義重子 也、 足 利 藏人者 義康子 也、 

義房有 ニー 一子 一長 曰，, 政義， 稱，, 新田 太郞 1 寬元ー 一年 六月 

因， 病 出家 稱爲ニ 新田 入道， 是則左 近衞中 將義貞 刑 部 

鄕義助 等 高祖 也 

政 義番上 在い 洛稱ぃ 病 出家 事詳ニ 東鑑， 或 云 後 號ニ了 

觀 ， 疑 非據- 長樂寺 資財 帳， 有 二 源政義 法名 了觀者 - 

乃 是觀應 時人 別是 一 政 義耳政 義子 曰，， 政 氏， 稱，， 又 

太郞， 東 鑑稱ニ 新田 入道 跡， 是也政 氏 第五 子 曰 基 氏 

稱 n 六郞， 基 氏子 朝 氏 稱，： 太郞， 後名 朝 兼 出家 後號二 

源 光， 義貞義 助 等 父是也 

季某稱 二 新田 ニ郞， 後 又 出家 號 曰，， 覺義， 因，， 其 所，， 居 

稱レ之 曰，， 荒 g 禪師ー 荒 居 之 族 所 一一 自別， 也 

一 一郎 名 盖闕、 覺義 所謂 法名 耳、 東 鑑建長 八 年 正月、 

有ァ 稱，， 新田 1 1 郞， 者 h 盖謂 之歟、 按義 季子 三 河守賴 

百 九十 五 
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氏 乃 稱，， 德河， 者、 柬 鑑又稱 云，， 新田 三 河 前 司： 則 其 

子敎氏 稱-三 河 1 一郎 一 者、 或稱ニ 新田 一 ー郞： 亦未ゾ 可 i 

知 也、 〔覺義 敎氏卽 是再從 兄弟 者 耳〕 長 樂寺藏 n 舊 

te: 有，， 新田 遠 江太郞 1 ー郞 入道 覺義 者？ 其 妻 則 三 河 

守 赖氏養 孫、 名 曰，， 妙 阿 r 人 有 n 源賴 行者？ 若 子 若 孫 

未 レ詳、 其 尾 云、 正 和 一 一年 十二月 1 一十 一 曰、 或 以謂覺 

^叔母 嫁，， 遠 江 守 義純ハ 稱， 之以 爲，， 新田 嚴松 女子 T 

盖以： ス乂義 兼 分 17 折 田莊， 以與巾 其 女 ± 故 也、 其 女始無 

レ子、 因以ニ 其娃， 爲レ 子、 至 ま 後生お 子、 乃 還，， 附其 姪； 

以，； 彼 ra 莊？ 故 稱，， 新田 遠 江 太 郞ニ郞 ハ 亦 稱，， 荒 居， 者、 

其 所. お 也、 己 之 所 レ呼曰 二 入道； 人 之 所い 稱曰ニ  K 

»ハ其爲 二 级義； 實是 ； 人 耳、 桉政義 出家、 事 在， 竟元 

一 一年 甲 至- 一 正 和 一 一年 癸 ま 相 去 凡 六十 九 年、 f 

其^, 多壽 h 亦 年 當ぃ踰 n 八十， 矣、 又 按義純 有 二三 子？ 

其. お 曰，， 遠 江 太郞時 兼？ 其 次 曰，， 遠 江 ニ郞時 明？ 並爲ニ 

新 W 巌松 女子 所い 生者 ハ季 子泰 W 稱ニ畠 山 三 郞ハ其 母 

則^ 江 守； 牛 時 政 女、 初 嫁，， 畠 山莊司 ニ郎平 重忠， 者 

也、 時 兼子賴 兼、 稱，， 村 田 太郞？ 賴兼 子賴綢 「稱 n 村 田 

太^ 次郞- 所： 江 太郞ー 一郎、 或 謂 ，， 此政 人， 乎、 然 

家系 不ぃ載 二 賴綱後 號覺義 事： 且其三 子、 長 曰 二 次郎 
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三郞賴 純： 次 曰，， 孫 1 一 郞贞賴 ：季曰 ニー 一 郞太郞 行 氏 T 

而不レ 見 T 其 子 其 孫 名， ー賴 行， 者よ 皆 是可レ 疑 也、 f 逸 

舊址、 國人呼 曰，， 荒 居 御菴： 卽今 在，， 新田 郡 新 井村 

中 T 南北 一 百 一 一十 步、 東西 六十 步、 綠垣高 丈 許、 宛然 

猶存、 蓋 其 爲，， 一 時 遺老、 國 人久而 敬， 之、 以到 二子 

今： 足，； 以想 ，1 見 其 人， 矣、 〇 義兼已 下 至，， 于覺義 

出 二 長 樂寺藏 新田 系！^ 嘗聞ニ 之 故老， 曰、 古 者 或 

其嗣， 或 喪，， 其 地： 乃 藏，， 其 家系 於 民 寺， 焉、 寺 者 花： 

新田 郡^ 良田 莊？ 蒐元 中義季 所い 建、 勅 以爲， 東海お 

初 鹂窟， 者、 今 則 爲，， 天台 敎寺： 其 所い 藏者、 累世 Is 气 

歷ニ數 十 百年， 物、 而不 x 知，， 是誰家 所，， 譜也、 正德中 ■ 

文廟 命，， 第二 子， 以-世 良田 氏， 於.， 是寺務 正 公治 因，， 

大明院 准 后？ 以= 其 系 本， 獻， 之 乃 得， 歸ニ于 秘府， 矣、 

元弘年 天子 西 狩ニ隱 岐洲： 源 義貞與 ：， 族 人， 起ニ義 新 

田？ 遂平ニ 東賊？ 皇輿 還， 洛矣、 覺義之 後、 有，， 太郞ー 一 

郎 兄弟 者？ 與而 有い カ焉、 未 ^ 幾、 大盜繼 作、 天子 出 

避 レ之、 初 分 ，， 命 義貞義 助？ 爲 m 征 東副將 軍；. 及，， 皇師 

敗 績ハ義 助 子 義治年 十三、 失 二 其 所在： 義助 率，， 親 ft  :s 

戰而 求い 之、 義 治乃與 n 三騎， 共馳、 出い 自ニ 敵中： 與レ父 

會、 三騎之 中、 太 郞者其 一 也、 義助乃 遇，， 太郞： 太郞乃 


I、  M  M 


^  4 ^ち、 s£  及 K- 後天 兵分據 二 金 培 城-之 日；^ 助. H 

,^5i ご^お 二 *^pn 爲，， 記 文； 而述 _ 一  其 事ー以 謝、 其 文 則 太 

興國 初、 其 赴，， 南山？ 朝，， 于 行 在？ 以レ功 叙 

爵、 任，， 上總 介？ 奏請 以 讓，， 其 子 八 郞左衞 門 尉 某？ 從，， 軍 

正 uy  、ラ ：. 美 Iff  ^  t8v-> 先 ^ 是延 文中 以-- 式部 卿 親王 懷 

7s-7>f  i 一具， 爲，, 钲西將 軍 〖鎭， ,于 西 州； 

其 子 小八郞 某、 正 平建德 間、 關西之 役 亦以， 1 其 

功一 爲ニ從 五位 下 土 佐 守 郷 | 議^ 子 先：， 是ー 一郎 

任，， 左 近 衞將監 ；累 叙，， 從五 位下： 其 子彌ー 一郎、 其 孫 又 

ニ郞、 皆 有 ，, 征東之 功？ 

初延 文與國 間、 第二 皇子 中務卿 親王 宗良、 經，， 歷遠 

江駿河 甲斐 信 濃 等 至，， 于越 中？ 還 鎭，， 信 濃？ 併，， 

上野 地？ 正 平 初 就 拜，, 征東將 軍 r 大授六 年 秋、 去い 鎭 

南 還、 東 人 多 附ニ鎌 倉， 也、 始自& つ, 戰 W, 以 至，, 于北： 

^良 居：. 東、 凡 四十 年、 時稱ニ 上野 親王： 或 稱，， 信 濃 親 

王？ 是也、 

帝 運 封い 移、 國勢 日蹙、 重臣 宿將、 退怯觀 望、 往々 賣レ降 

附， 賊、 能 居ニ此 間； 志專ニ 恢復： 屢 挫折 而不レ 移、 歷履ニ 

萬 死： 以 獲，， 信，， 大義 於 天下-者、 獨 有-, 新田 遺， 族 耳、 

大統^ IT 四海 潰亂、 上野 下野 之 間、 稍 有 K- 稱，， 荒 居 ， 

者" 出而 居，, 新田 足 利 佐 野 等 地？ 爲，, 其最， 也、 元龜 初、 

有，, 圖書允 某， 據-- 守 女 淵 城 #|^顏$ 此其先 居-, 足 
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利 郡， 者 也、 至：，, 於 關白豐 臣秀吉 平 n 定關東 八州？ 故 家 

多 喪，， 其 地， 矣、 

建武 中、 天下 翻 覆 帝室 南遷、 源 尊 氏 挾，， 立 新主于 

舊京； 以抗 二. 皇師？ 以，, 季子 基 氏， 管，, 領關東 八州 諸 

軍事？ 基 氏 鐄，， 于縑 倉； 以ニ 安房 守 藤 原 憲顯， 爲，， 執 

事： 憲顯 子孫、 世 掌，， 其 職？ 東 人 推 而稱ぃ 之、 謂， 1 上 杉 

管領 〖 永亨 中、 墓 氏 三世 孫 持 氏、 與ニ 執事 安房 守澎 

實， 相惡、 將軍義 敎乃授 二 憲實： 攻 n 陷鎌 倉、 而 殺，， 持 

氏 父子？ 未 1 幾義敎 「ih 弑、 義政嗣 、東 人 請 T 立 二 持 氏 

遺孤 r 以繼ゅ 父 後 h 義政從 い 之、 實德初 成 氏 立、 以ニ S 

實子 憲忠， 爲ニ 執事？ 任，， 安房 守；. 上 杉 家族 竊懼焉 、家 

臣左衞 門 尉平 景 标世 稱ニ 長 尾： 其 族 分 居 二 上野 弒後 

等 州？ 勢尤强 僭、 遂襲二 鎌 倉： 兵 敗 而奔、 憲忠爲 Z 之 請 

レ罪、 成氏棄 而不ン 間、 後 EE 年 成 氏 乃誅ニ 憲忠； 盖 報，， 

其父怨 - 也、 景仲乃 立，， 其 主： 奥，， 成 氏 ， 戰 而不， 利 、京 

兵復 援，， 上 杉？ 攻 TT 陷鎌 倉： 成 氏 退 保 二 下河邊 城？ 〔後 

-改 古河〕 是 東方 大亂初 夭 兵不レ 振、 國勢 日蹙、 

正 平 永享之 間、 義貞子 左 兵 衞佐義 興、 義治子 椾摸守 

義隆、 義宗子 兵 部 少辅貞 方、 及 世 良田 族 伊豫 守義政 

等、 間 TT 關 諸艱： 躓而復 起、 事 敗 皆 死、 其餘 死者 多、 

百 九十 七 
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及 こ 鎌 倉與ニ 京師： 構レ 兵、 新田 遺族 多 爲.， 成氏黨 援ハ亭 

德 中世 良田 里 見 族 亦 皆 戦死、 南朝 旣 u 、京師 變起、 

天下 潰亂、 景仲之 孫 亦 叛，， 其 主？ 而上杉 納，， 欵於成 氏？ 

以救二 家 難 應中 京師 人 平氏 茂 起 ぃ自，， 伊豆 國？ 幷 n 

ft 模地； 自 稱，， 北條 氏； 其 子 氏 綱 兵威 益 盛、 及 二 管領 兵 

部大輔 S 政 世 i 爲，， 北條， 喪 二 其 地； 奔，， 于 北陸？ 以こ 

： 牛^ 虎， 爲二 義子： 讓ニ其 職 事？ 景虎長 尾 族.、 分 居， 1 越 

後國， 者、 因 稱上杉 管領、 與ニ 北條， 爭， 、方 地つ 兀龜 

初、 景虎攻 TT 取 女 淵 城： 授ニ 之 阖 書 允 T 盖以 1,1 其爲， 1上 

杉黨 一 故 耳、 昔 在， 1 新田 郡， 者、 卽今 分而爲 レー 一 、並居 n 

勢 田 郡 7 其 一 則 云 其 祖父 一 1 郞某、 子孫 世稱， 1 將監 T 凡 

八 世、 及 一，， 祌祖遷 領，， 八州： 賜 以ニ田 宅， 者、 盖是ー 一 

郞後 也、 其 ： 則 云 其 祖上總 介、 十三 世 孫、 有，， 源 太 兵 

衞尉^ 次 者？ 左 京大 夫 平氏 直 〔北 條〕 所い 賜 書 猶傳ニ 

其 家： 盖^ 太郞後 也、 お， & 野莊， 者、 文明 中 旣以レ 名 

ig、 其 後 分お 二相 校 生莊： 時人 稱曰 M 桐 生 四 家？ 荒 居 

茂 木 谷 山越^ 也、 永錄 間、 今 川 家臣 有 二 加賀守 某ハ圈 

しし S 住，， 佐 野莊： 神祖 東遷、 乃 召，， 見 之： 盖以， 其^,, 

故 ffi 之 航， 也、 お，， 足 利莊， 者、 不. 知，, 何始： 然 其家徽 

幟 〔俗 云 家紋〕 與，. 居-, 新田 莊， 者. M 皆 同、 盖是^ 族 也、 
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而有下 子孫 分 居 二 沼田 莊， 者 h 爲レ予 說レ之 曰、 圖書 允 

有，， 子 三人： 長子 某自レ 少驍勇 善戰、 一 日 斬，， 殺數 人； 

自失， 一 其臂 T 以廢 n 于家： 自號 n 半 無 生： 子孫 今 在，， 厩 

橋 城： 次子 某 稱ニ勘 解 由 ？及ニ 其喪ジ 世、 去往 n 他 州； 季 

子 某 稱，， 刑 部？ 乃 依，， 安房 守滋 野： ngK  〔眞 田〕 遷，， 于沼 

田莊？ 遂爲ニ 其臣： 有 ニー 一子： 其 長某嗣 X 父、 稱ニ刑 部： 

貞享 三年 六月 死、 年 八十 五、 季子 某稱， 1 次郞 兵衞， 

後 爲，， 丹 波 守 源康長 〔松 平〕 家臣 (子孫 猶 在，， 加納 城： 

獨其 次子 不 ^ 知い 所い 終、 卽 我祖是 也、 嗚呼 我 祖實是 

上野 國人、 其稱亦 同、 而 先人 年 八十 一 一、 以ニ天 和 一 一 年 

而終、 與，， 彼真享 中 死者： 以&. 相 望、 或 是其從 父 S 弟，， 

亦不ぃ 可い 知 也、 但我 先人 幼 喪 二 父母？ 失，， 其 家牒ハ 且 

我 未， i 始 聞-, 其 有，， 從父昆 弟 者， 也、 吾安敢 以，， 其 似， 

而 合其宗 哉、 然我 無二 他 族 ハ而彼 宗衰薄 、於，， 我心， 有 

レ戚焉 、遂 收，， 其 孤， 而撫 y 之、 盖刑部 其 曾孫 重政是 也、 

我家 祖諱 某、 稱 n 勘 解 由 ： 世稱 n 荒 居 ： || 爲コ 上野 國 

人， 也、 天 正中、 關東諸 將被レ 奪，， 其 地： 獨常陸 州 郡、 以， 

先 附，， 關白； 故 皆 得，， 保全， 焉 、及，， 我祖 喪，， 地、 乃 起，, 常 

陸 T 修理 大夫平 宣家素 聞 n 其 名： 待以ニ 上客 禮？ 遂駐ニ 下 

妻 地， 數年、 故 部 m 稍歸ぃ 之、 


平 宣家其 先 武藏國 人、 所謂 野與黨 多賀谷 ニニ 郞重基 

之 後 也、 後 遷，， 居常 陸國 r 遂據ニ 新 治 郡 下 妻 城？ 併，， 河 

內地： 〔郡 名〕 城址 今 隸，， 下總國 結 城 郡？ 

慶長 初、 東西 兵 起、 西兵旣 敗、 宣家坐 X 黨郡 除、 我祖乃 

聚，， 其 *T 悉镦， 一家 貲 T 分 與ゾ之 曰、 二三 子窮 * 通 ゾ我而 

至，， 于此 極， 也、 我 今 旣衰、 必死，， 于此 T 男兒豈 無，， 四方 

志， 哉、 子等 勉， 之、 請 從レ此 別矣、 乃與， 1 私屬， 遯，， 于荒 

僻 T 不二 與ぃ 世相 聞？ 衆 相 共謀 以得ニ 廢田數 頃 於 郡 中， 

| 謂 築 二 宅 一 區？ 屢請 而迎ぃ 之、 老壯相 率、 爲 Z 之 力 耕、 

以 供，， 衣食： 事， 之如レ 初、 野中 人莫 也、 見，， 其 門外 斷 

橋 r 因 謂，, 之 古 橋 君？ 後 十年以 ぃ病而 終、 實慶長 十四 年 

八 H:  二十 七日 也、 

我祖 享年 不， 詳、 先人 語：. 予云、 我 幼 喪，， 考妣： 追憶 二 

當 時事？ 皆 惘然、 只 記 我考 眼光 爛々、 鬢毛 如い 螬、 想 

其壽 未， 踰，， 六十， 耳、 

葬 こ 于下總 國相馬 郡 小目 莊聖德 寺 中？ 與，， 祖妣， s、 祖 

妣 藤氏 生， 一 一 女 四 男？ 以 ，, 慶長九 年 五月 三日 一 終、 

藤氏 出 va,, 相模守 時忠之 後， 也、 時 忠者內 大臣 鎌 子 

玄孫、 創 a 建 鎌 倉 里， 者、 所謂 梁 屋太郞 大夫是 也、 子 

孫 因 以，, 染屋， 爲ぃ稱 云、 

新 井家^  ！ 
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先人 幼名 餘四、 諱正濟 生 而四年 喪， 妣、 九歲 喪" 考、 諸 

兄 愍-其 幼 孤： 而爲 r, 邑人之 子： 及，， 年 十三； 始 知，, 家 翁 

本 是先世 部 下士？ 深自愧 恨、 乃 去 赴，， 于 江都ハ 

先人 沈密 寡言、 不 T 與ニ 家人-燕 語ハ 旣老、 | 日 語に 予 

曰、 我 年甫 四、 喪 二 母 氏？ 家 有，， 老媼ハ 視保尤 謹、 九歲 

遇 二 大人 之 喪： 諸兄 憐，， 我孱 弱： 以爲ニ 邑人之 子； 其 家 

殷富、 翁 之 夫婦、 撫養亦 至、 我心 安， 之、 及 二 年 十三： 

里兒 相戯 曰、 郞何爲 n 奴產 子？ 我自驚 疑、 而 無，， 可レ質 

者： 于レ時 嚮レ之 家 嚮與ニ 其 子： 居 一， 數里 外； 乃就而 問. レ 

之、 媼不， ー肯言 つ 魔 問 不レ已 、乃^ 咽 拭レ涕 曰、 世變 至^ 

此、 今復何 言、 雖, 然 昔時 多艱、 徼ニ 彼數士 者： 擧家殆 

下 ゾ免二 溝壑， 矣、 且如二 郎君 r 豈幸二 五 年 撫育 之 恩 一 

哉、 盖 翁本是 我家 故 吏耶、 深自愧 恨、 乃 有，， 去 志： 而 

無二 資以自 致： 先 ^ 是翁 敎，， 我 學ニ書 於 隣 寺： 因 請，, 其 

W, 換ニ餞 一 千 T 然後得 \ 前 、去 日皁夜 趣 装 、腰 佩，, | 

刀： 肩，, 二 刀， 而出、 天明 遇 乙 一 丈夫 腰 帶ニ雙 刀： 向レ南 

而去 h 就 問，, 江路： 二人 相 顧而言 曰、 此間群 盜橫レ 道、 

剽 TT 刼 行者？ 兒何 男子、 而敢獨 行、 若 欲，， 必去？ 與レ我 

倶 *、 我 笑不レ 答、 行 一 一里 許、 抵，， | 亭驛？ 1 1 人旣 在，， 

于此： 與，, 亭長， 相 語 、 盖是水 5, 府兵赴 二 江 都, 也、 
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乃 請 得 一， 與俱： 彼 問， 一 其將レ 去 之 意： 我不レ 得レ不 n 以レ 

情吿： 彼^ 哀 許い 之、 卒與俱 行、 我 素 無い 有， 親 知 在，， 

于 都下： 而 得，， 居 停 爲，， 主 者、 亦 彼 1 一 丈 人力 也、 年 三 

十三、 先人 去 後一 一十 五 年、 是年秋 世 之 所謂 遠 忌 也、 

桑 梓 之 念、 悵然 無， 已， 乃 還 得い 拜二 先墳？ 諸兄 物故、 

老姊獨 ：4:、 相 見 悲喜、 且聞我 兄三郞 Z 求い 我 多年、 竞 

以レ爱 死、 徒自 « 恨 耳、 先人 舊物、 唯 見，, 軍 幕 一 帖ハ藏 

在 二 架德寺 中： 盖此殉 葬 者 也、 我幼而 孤、 乃得レ 去- 鄕 

先 世 sii 僅 有 レ得二 於 亡 姊及家 媼之言 〖可，， 勝 而慨， 

哉、 

是後單 遊 遠寓、 周， 7流§〖 無 "所い 得 y 志、 年 三十ぶ 、 

0 或^ 二 名 於 故^ 陁郡候 源 君つ 

君諱 利 直、 爲， 民 部 少輔； 其 先 出， 自ニ^ 利 源 判官 義 

廄 玄孫 公 深？ 公 深稱ニ 一  色 律師， 是 爲，， 一 色族祖 ハ 其 

後 十 餘世改 稱-, 土 尾？  土星 本 是相摸 B; 牛 氏、 而君家 

其赏則 源氏 也、 © 之 先人、 始 受，， 封 上 總國望 陁郡， 

君 あ 二. H  メま 一 

ぉ尜以 い 好レ士 聞、 乃 召 見 而も グ之遇 以，, 國士： 先人 感激 

思レ 奮、 無 一 盡者 T 先 ^沈毅 有，, 大畧， 寡言 而： 信、 行 

有レ 常、 家人 未；，, 嘗見ニ 笑 而粲然 者？ 其爲人 謹嚴 類如レ 


此、 參. n 畫郡事 ハ獻レ 可 替ぃ否 四十 餘年、 補 益 最爲ぃ 多、 郡 

中 於い 今 稱焉、 延資 三年 閡 四月、 源 君卒、 嗣キ； 襲い 封、 | 

體 先人 以ぃ病 家居， 年、 乃 乞 n 骸骨； 年 七十 六、 

遂去隱 二 于江都 城 東： 號， 所い 居爲 二心 齋； 後一 一年 郡 除、 

郡 人 以爲ぃ 見 ^ 機矣、 

初 源 君 憂 曰、 覆い 宗者必 我 子 也、 及，， 適 孫 稍 長： 欲，， 立 

以爲 ーレ嗣 、事 輙不レ 行 而卒、 先人 去 後、 有 一一 室 老藤原 明 

綱 者 ハキ； 家 外 族 也、 竊 有，， 廢立之 志： 就 n 先人， 而問 

焉、 先人 曰、 嗣主富 二 於 春秋： 未レ 有，， 其 不善 暴，， 於 天 

下つ 恐宗人 不レ從 二子 議， 也、 子 爲，， 彼 相 〖 顧，， 扶持 何 

如， 耳、 後事 枭敗、 嗣主 憤怒、 獲 レ罪者 多、 誅殺 日甚、 

人 皆 自危、 遂相 共謀、 幽，， 之 一 室？ 乃 請い 立い 嗣、 官特 

命 二 其 子： 以舉 ニ先祀 T 而郡 除、 f 時 延寳六 年〗 二月 

也、 

天 和 二 年 六 H 九日 威， 病、 一夕 乃 終、 享 Z 年 八十 二、 

是戚 三月 承 被： 光紀 君 辟； 幸溥， ー祿 賜： 以蒐， ー數 月 

之 養 〖 一 日 先人 與ニ故 ffl, 聚 「會于 予舍： 歎 娛情洽 、乘， 

慕 而歸、 厥 明 省 問 曰、 衣 眠殊ぃ 常、 我 使，， 人 招，， 醫、 止 

レ之 曰、 年踰， 八十： 亦 何用^ S 爲、 頃 之 乃 把 n 我 手 一 曰、 

永與ぃ 汝訣、 言 訖而 終、 


葬，, 于淺草 濱高寵 山 下 報恩 寺中ハ 與 n 妣 藤氏， 跗、 先妣 

延寶六 年 五 巧 十 B 、享年 六十 三而 終、 繊,^ 

歸§ 武坂 藏井國 I， 有 ngr 女 一 男： 子臂先 死、 男 則 君 美 也、 
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岩 松 家系 附錄 序説 

筑 後守從 五位 下 源 君 美 撰 

往昔 王朝 ノ盛 ナソ シ H 姓 ヲ賜ヒ 氏 ヲ命ゼ ラ レ シ事史 

書 一一 載セ シ 所明ラ 力 一一 シ テ且嚴 ナリ其 品 、ノ 皇 別ヲ以 

テ首 トシ 國族 蕃稱コ レ 一一 ツギ テ各其 家 ヲ保チ 其祭ヲ 

主レ リ是タ 、>  人倫 ヲ敦ク シ 世道ヲ 淳ナラ シメ ントナ 

ソ世 ノ末ッ カク 政敎漸 廢シ兵 革頻ソ 一一 起リ 人々 勇力 

一一 慕リ 家々 權勢ヲ 競 ヒテ古 ノ如ク 二 姓氏 ノ源 ヲ正シ 

名分 ノ守 ヲ愼ム 一一 モ及 、バズ 私 ノ稱號 ヲモテ 相 標望セ 

シ 力 、パ ォ ノ ヅ 力 ラ 庶流 嫡ヲ 奪 ヒ 僞系眞 ヲ 飢だノ 類 天 

下 ニ滿チ スサレ 、パ今 ニ據テ 古ニ復 セン トス ^ 事 誠 一一 

難シ トス ベ シ 抑當 時世 一一 聞フが 氏族 至テ 多 シ 其中最 

著 シキ事 源氏 二 過 ギタダ ハ無シ 經基ノ 王 始テ源 朝臣 

ノ姓 ヲ賜ハ リシ ョ リ世々 哲人 ヲ生ジ 上 ハ遙々 タ y 天 

淺ノ流 ヲ分チ 下 ハ綿々 タ ^ 幕府 ノ基ヲ 開ケリ 満仲ョ 

リ義家 マ 、デ四 代 ノ問其 a 績 人口 ニ稱 セラ レシ トコ & 

シ〃 ス 一一 遑ァラ ズ義家 ノ子義 國初テ 足 利 ト號シ 其 子 


 二百 二  

義 重義康 一一 至リ 新田 足 利 ノ兩派 トナダ 是ヲ源 家ノ正 

統 トス 其 後 子孫 蕃衍シ テ兩家 ノ族マ タ甚盛 ナリソ レ 

ガ中 一一 我 岩 松 ノ家ハ 正シク 新田 ノ 嫡流 ヲ受 y  ノ ミナ 

ラ ズ 足 利 ノ 血統 ヲ 兼 テ實 一一 百世 其 族 人 ノ 爲 二 大宗 タ 

\ ベ キ事モ ト ョ リ論ズ \  ニ及パ ズ 殊更 二 其徵ト ス ベ 

キ 者三ッ ァリ足 利 遠 江 守義純 、ノ 上總介 義兼ノ 嫡子 ナ 

リシ ガ故 ァソテ 大伯父 新田 大炊 助義重 ノ許  一一 * ヅ其 

孫 女 ヲ妻ト シテ田 中 岩 松 ノ地ヲ 領シ其 子 時 兼 一一 至テ 

遂 二 岩松鄕 地頭 職 一一 補 セラ ル夫ョ リシ テ當家 世々 岩 

松 ノ號ヲ ッグ是 一 ッ時兼 ノ孫龜 王 丸外祖 新田 下野 前 

司賴 有ノ爲 ニ養ハ レ 所領 ノ內ヲ 分 チア タ ヘラ レシ 力 

、パ此 一 代ハ 新田 下野 太郞 政經ト 名乘, 是ニッ 河部少 

輔満純 入道 天 用 ハ 實 ハ 新田 左 少將義 宗ノ子 也 ト云然 

二 天用ホ ビテ其 子 源 慶苒ビ 家ヲ興 セシ日 公方 普 

廣院 殿ノ仰 一一 因テ 新田 次 郞長純 鎌き：^ オト 名乘シ ョ 

リ我 曾祖豐 純一 一至 だ マデ七 世 新田 ヲ以 テ稱號 トス 是 

三ッ コ レ ラノ 事ヲ合 セ考ダ 二 新田 ノ 一  族 義貞ノ 流ハ 

旣 一一 衰 へヌコ レニ ツキ テハ 岩 松 又 其 正統 二 ァ ラズャ 

其 上 先祖 新田 莊  一一 土著セ シ ヨリ 今一 一至 テ終 一一 本國ヲ 

離レ ズ シテ永 ク箕裘 ノ業ヲ 守, コ ト獨 我家 ノ 規模 タ 
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リサ レ 、パ當 家 ノ系圖 上 西 入道 以來 累代 其 世 次 ヲ親シ 

ク記 シ置レ シ 家譜 一 軸 相傳フ 

此 一 軸 法華經 一 部 八卷ヲ ー卷 一一 ナセ シ程ノ 卷物ナ 

リ ト云フ 

並 一一 古來ノ 文書 記錄少 シノ 紛失 ナク 多年 兵 亂ノ中 二 

モ 秘藏セ シ 二 十四 代昌 純ノ 時享祿 年中 橫瀨雅 樂助ガ 

逆 謀 一一 ヨリ テ昌純 生害 一一 及ビ彼 一 軸ヲ手 一一 携へ 其餘 

ノ  ^ 記 古物 共 一一 一時 ノ 灰燼 ト成リ ヌ當家 陽 九 ノ厄此 

時 一一 極ヅ シ 一一 程ナク 和議 調テ昌 純ノ弟 丸 再ビ 金山 

ノ屋形 ト稱セ ラル サレド モ 先世ノ 書記 隻字 モ傳 、ノ ラ 

ザ リシ ガ幸 一一 一族 西 谷，、 力 家 ヨリ 略 系 一 卷ヲ呈 セソ 

コ レ ヲ古系 阖ト云 

其 後 カノ 系 本 一一 據ソ テ是ヲ 修補 シ加ル 一一 後事 ヲ以テ 

シ別 一一 一 編 ヲ作リ -プ家 一一 藏ム 

コ レ ヲ 巨細 系 闘ト云 

今一 一 於テ當 家ノ事 實ヲ考 へ見ル ベ キ者纔 一一 此ニ 本ノ 

ミ 二 シ テ ッブサ 一一 歷世ノ 遣 美 ヲ聞ク 事 ヲ得ズ 就中 天 

文弘治 ヨリ 後" 橫瀨ガ 勢 彌强大 一一 シ テ ^3 " リ 世 

ノ人又 屋形ァ ル コ トヲ 知ラズ 亂世ノ 風俗 上 ヲ犯ス ヲ 

以テ 尋常 ト シ敢テ カレ ヲ正ス 人 モ無ク 剩へ天 正ノ中 


ゴ "岩 松 終 一一 北 條ガ爲 一一 其 城 地 ヲ奪レ 又數年 ヲ隔テ 

豊臣 太閤 北條 ヲ滅サ レシ 力 パ 由良モ オノ、 ガ 領地 ヲ失 

ヒ常陸 ノ國- 一 徙サダ 岩松ハ S ク本國 一一 留ソタ レド 一 

所 懸命 ノ地 ヲダ 一一 モタモ タズ數 百年 ノ基業 愛一 一 至テ 

忽 二 絕 ヌ 舆廢 盛衰 天命 ノ然ラ シム ル所ト 、ノ 云 ナガ ラ 

口  S5 キ 1 ド モナ リコ 、 二 

神 祖開國 ノ始メ 同宗 ノ義ヲ 思シ召 レ頗ル 眷顧ノ 命 

ヲ蒙ソ 治 部 太 輔守純 其 子 豊純共 一一 咫尺 一一 拜謁シ 稍々 

舊領 安堵 ノ望ァ リ シ 一一 守 純 、ノ 天性 質朴 ノ人豊 純 ハ 未 

ダ 年弱 ク又 多病 ナル 一一 ヨリ テ應對 度ヲ失 ヒ甚ダ 上 

意 二 協 ザ リシ 力 、パ 其 志ヲ達 スダコ トァタ "ズ 豐純 ノ 

子秀純 一一 至 リ 天 海 僧正 幷  一一 * 日 局深ク 其 沈 淪ヲ憐 、、、 

猷廟 へ 愁訴 セク レ事旣 一一 調 ハント スルー ーノゾ ミ テ 不 

慮 ノ障リ 出 來テ又 其機會 ヲ失フ 力 ク テ蒐文 三年 一一 及 

ビ時ノ 執政 阿部忠秋 ノ吹噓 一一 ヨリ テ初テ 今ノ 采地ヲ 

下シ賜 ヒ重テ 先人 ノ 遺跡 ヲ繼グ コ ト ヲ得 タリ 是シ 力 

シ ナガ ラ ゅ田 代 ノ洪恩 一一 ョ だ所ナ ソ然ダ 二 カノ 由 良 

國繁. 、力 孫ヲ 新 六 郞忠繁 其 子 ヲ 新 六 郞親繁 ト云フ 父子 

共 ュ 柳營 二 事 ヘーズ ャ、 其名ヲ ァラ ハセ シ 二 岩松ノ 

家衰 ヘシ 時 ヲ伺ヒ 私 一一 系譜 ヲ造 リーブ ミ ダ ソ 一一 義^  ノ 
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遠 孫 源氏 ノ 正統 タル. a ヲ稱ス 宽文 元年 ノ 春內 裏囘祿 

セシカ 、、ハ 關柬 ヨリ コレヲ 造營セ ラ \ 親繁其 舉行ノ 一 

人ト シテ 女院ノ 御所 ヲ承リ 日夜 一一 奔走 シ殊ニ 材幹ノ 

者ュ テ每事 御 心 一一 叶ヒ ヌ 御所 造 畢ノ日 御 感ノ餘 二 望 

ミ請フ 所 ァーフ 、パ其 品ヲ中 セ關東 へ 宜 シク 御沙汰 ァ \ 

ベ キ由ヲ 仰下サ ケ親繁 カ子 テ思ヒ 、ノ カソ シ事ナ レ バ 

彼造リ S3 シ系圖 ー卷 ヲサ、 ゲ テ親繁 、ノ 建武ノ 功臣 義 

贞ノ 嫡流 タリ トイ へ， トモ 今 、ノ 世遠ク シ テ知ダ 人モ稀 

ニ候ホ ドニ カク 並々 ノ樣ニ テ罷在 候 事 無念 ノ至ソ 一一 

覺へ 候サレ 、パ 今度 ノ賞 一一 江府 一一 於テ高 家 ノ職ヲ 命 

ゼ ラ レ テ候 ハ ，、年々 一一 禁顯 一一 伺候 シ長ク 仙 院ノ御 機 

嫌ヲ 伺ヒ舉 ソ且； 關東 へ 密 々一一 仰 ラル ベ キ 御內意 ノ 

「共 ヲ 、パ ヮ ケ テ 申 次 仕 ダべ ゥ候ァ 、ノ レ 此事ヲ 仰 グ 力 

ハサ レナ バ 有ガ タ キ 御 恩 ニコ ソ候 ハメ ト奏シ タリ ケ 

レ バ 女院 ヨリ ャ、 ガ テ 其趣ヲ 東都 一一 仰 ラレ シ 一一 同 五 年 

ノ 秋遂 一一 高 家ノ職 一一 列シ 四位ノ 侍從ョ リ少將 一一 經上 

リ 一 時 一一 其 家ヲ興 シ ヌ 我 先考 深 ク是ヲ 愤リ給 

ヒ 此上ハ 新田 由 良 兩家ノ 虛實ヲ 召 問 X ベ キ由 ノ訴牒 

ヲ上ラ ン トテ先 阿部忠秋へ 申入 レ シ 一 一 忠秋ノ 意見 二 

足下 ノ 遺恨 尤 SU 當 レリ 去 リナ ガラ 親繁幸 ヲ得シ 、ノ 
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其 子細 ァ , 事 一一 テ初ョ リ 政府 ノ 議定 一一 モ ァ ラ ズ ィ 力 

二 モア レ今 ノ時訴 へ出ダ 事然メ ベ カラ ズ 時節 ノ 至〃 

ヲ待ッ ベ シト堅 ク止メ ラレ シカ 、パ 其 事 モ 亦 ャミヌ 先 

君コレ ヨリ ォモへ ラク橫 瀨ガ當 家 一一 於テ昔 、ノ 逆亂ノ 

威ヲ恣 一一 シ 今ハ誣 IE ノ害ヲ 致 ス此時 一一 當テ 能々 家系 

ヲ明 一一 セ ズ ン バ 後世 誰 力 其 眞僞ヲ 極 だ 事ヲ得 ンャ傳 

\ 所ノ新 舊ノ  二 系 皆 其 大耍ヲ ノ ミ擧 テ詳ナ ル 事 ヲ载 

セ ズ 唯今 聞見ノ 徵 トス ッ 二 タル 事 猶存ス ダ 時 二 及テ 

コ レ ヲ記シ 我 子孫 二 遺 ケ ン 二 ハシカ ジ レ終 二 舍弟主 

殿義勝 ぺ？« 省翁ト 共 一一-心 ヲ勞ス y 事年久 シ ク シ テ 其 

功未 ダ成ラ ズ 俄 一一 簧ヲ 易へ 給ヒシ 力 、パ 義元 義 雄^ H 

^ 000 相績デ 先人 ノ志ヲ 成 ン事ヲ 思ヒシ 

二 今 幸 二 正木 ノ記 

貞享元 祿ノ間 東都 城西麴 町善國 寺谷ト 云處- 正木 

新 五 左衞門 ト云 人ァソ 新田 家ノ  ffi 記 所持 セシ 由傳 

へ 聞シカ 、パ 所緣 ヲ求テ 義元義 雄 尊 行 キ シ 一一 先ヅ 上 

西 入道 ノ 御物 ナリト テ白紅 幅 变ノ幌 衣 ァソ幷 一一 岩 

松 代 々 ノ 文書 其 數甚多 シ イカ-一 シ テ 持傳 ヘラ レシ 

一一 ャト 問ヒ シ 一一 正木 答テ曰 某ガ父 、ノ 正木 庄右衞 門 

ト申シ 其 父 ヲ モ 庄右衞 門 ト 申 テ 初 ハ 新田 ト 名乘 ソ 


宇都 宫 城主 本 多 上野 介 殿 一一 小知 ヲ得 テ罷在 候此文 

書 等 ハ定メ テ 由緖ァ レ 、パ コ ソ相傳 へ 候 ハ メ其先 

ノ 举ハ 承 ソ及ビ 候、 ノ ズ. U 父 庄右衞 門 時 -ー 何 トゾ系 

1! ヲ相添 K  、パ ャト年 比心ヲ ッ ク シ候處 一一 由 良 故 信 

濃 守殿ョ リ御聞 及ノ由 一一 テ 御所 候ヒ シ 力 、パ 文書 

等 御 目 ュ カケテ 候へ ， ハ殊ノ 外 一一 悅ビ 給ヒテ 珍シキ 

物ド モヲ 披見 イタ シ テ候賣 殿ハ 正シク 我等 ノ家ノ 

總領ト 相 見 へ テ 候系圖 ノ事ハ 我等 ノ家 一一 持 傅へ 候 

ヲ委 シク寫 シ進 ラス ベ シ又 我等 武運 ノ爲 一一 候へ バ 

* 殿 浪人 ノ 間 、ノ 每月五 人 扶持 ヲ 相贈リ 候べ シトノ 

御 事 一一 テ 亡父 貧窮 ノ 時節 フケテ 忝ク存 候然ダ 二 ァ 

, 日 信 濃 守 殿 茅屋 へ 御 越候テ 最初 一 覽シ 候文 書ノ 

中 義重ヲ 新田 莊ノ 下司 職 一一 補 セラ レ候下 文 一 通 深 

ク所 ^一一  候へ 、、ハ 是非 我等 一一 賜 y ベ キ由頻 一一 仰 ラレ 

候ヒキ 多クノ 文書 ノ中 一一 モ殊 一一 秘藏ノ 物 一一 ハ 候へ 

ド モ カク 懇意 ノ上 、ノ 默シ、 ガ タク 右 ノ 一  通 ヲ參ラ セ 

候 其 後〜 程 ナク御 疎遠 ノ欉子 一一 テ月ゴ トノ 扶持 ヲ 

モ漸ク 三月 バ カリ 一一 テ送ラ レ申サ ズ系圖 ノ事モ 其 

沙汰 ナク ナリ候 兎角 申 シ候ヒ テ モスべ キ樣 モナ ク 

大切 ノ 文書 ヲダ 一一 取ラ レ 候其寫 ヲ 仕 リ置候 本紙 
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、ノ 今 一一 彼 家 一一 傅 ヘラ レシト 相 見へ 候 偖 只今 此 文書 

等 御 目 一一 力 ケ候上 私ノ願 ノ候ハ 滿次郞 殿御 家 ヨリ 

某ガ 先祖 へ 分 レ 候 由ノ系 圖ヲ下 シ成サ レ 候へ カン 

左 候 、ノ  、> 此 文書 ド モ殘ラ ，ズ 書寫 シ 參 ラセ 候 ベ シ ト 

申サ \ 舊記 ノ 寫 、ノ 甚所望 ノ事 一一 候へ ドモ此 人ノ血 

脈 虛實ィ カナダ 事 ニヤ、 ノ カジ、 ガ タケ レ 、パ 速 一一 約諾 

二 及 バ ズ 猶豫 シケル 中 一一 幸  一！ 是ョソ 先 尾 張 大鈉言 

光友 卿此 文書 御覽ノ 次委 シ ク 寫 シ置カ セ給ヒ シ 

ヲ御ニ 男 少將義 行 朝臣 ノ許 ヨリ 下シ預 V テ コ レ ヲ 

轉ぉ T ス ヅ コ トヲ得 タソ詳 二 是 ヲ見ル 二 始 、ノ 當家ノ 

事 ヲ シ \ シ終 ハ 全ク京 兆家ノ 文書 ト 見へ タリ 

五十子 ノ記 

此記 ハ世. 良田 長 樂寺第 十 □ 世 松 陰 軒 ト云ヒ シ人ノ 

永 正 年中 一一 シダセ シ 所ナソ 此人當 家中 興ノ 祖源慶 

二 睦ジカ ゾシカ バ 其 頃 ョ リ明 純尙純 ：nE 純 マ デ四代 

ノ間 執事 橫瀨宗 悅宗忠 等ノ事 ヲ記サ ル目錄 一一 ハ五 

卷ト 見へ シカ ドニ 卷ハ固 テ傳ラ 、ズ此 書武州 榛澤郡 

五十子 村 增國寺 二 在ソト 云コト 正德 年中 江府 ！ー  朝 

セ シ日新 井 筑後守 君美ノ 物語 一一 テ聞シ 力、 パ 歸鄕ノ 

後 速 二 コ レ ヲ求メ 得- ァ今 《ns 家 重寶ノ 第一 タリ 抑此 
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^-ぉ 樂寺 一一 ア^-ベ キヲ 洞 家 ノ增國 寺 一一 藏メ 置シコ  • 

ト 心得 ガタシ 五十子 ノ地ハ 代々 岩 松 家ノ舘 ァリテ 

關柬 多年 ノ戰 一一 此處 手ッガ ヒ宜シ 力 ソン 一一 ャ山內 

ノ上 杉， 岩 松 ト緣者 タル 一一 ョソテ 此地ヲ 力 ソテ上 州 

白 井 ヨリ 出張 ト ス 五十子 ノ陣ト 云 、ノ 是ナ リサ レ パ 

此^ 國寺 モ 昔 、ノ 濟家 一一 テ長樂 寺ノ末 院ナリ シ 由 今  .ド 

二 西 堂 松トテ 開山 ノ廟 所ナリ ト云傳 フ疑フ ラクハ 

彼 ノ松陰 西 堂 長 樂寺返 隱シテ 此地ヲ 開キテ 閑居 セ 
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古史 通讀法 凡例 

讀法 

本朝 上古 の 事 を 記 せし 書 を みるに は 其 義を語 言 の 間 

に 求めて 其 記せし 所の 文字に 拘 はるべ からす 上古の 

代に 今の 文字と いふ もの は あらす 先 世よ， o して 言嗣 

ぎ 語り 嗣し事 を 後世の 人 もまた いひつ ぎ 語. o 嗣 しの 

みな b 人皇 第 十六 代の 帝應神 天皇 十五 年の 秋 百濟王 

の. W 使 阿直岐と いひし もの * れ b 此人經 典 を 讀事を 

能せ しかば^ 道の 太子 師 とし 學 びた まひし かば 我國 

にして いまの 文字 を 傳習ふ 事の 始と見 へ たれ ども 其 

代に ひろく 行 はれし と は 見へ す 第 十八 代 履 中 天皇 四 

年の 秋始て 諸國に 國史を ffi き 言 事 を 記して 四方の 志 

を 送した まひし は 我 國に今 字の 行 はる ゝ 事の^と 昆 

へ た， 9 第三 十四 代 推 古 天皇 一 一十 八 年の 春上宫 太子 蘇 

我^ 子宿禰 とともに 勅 を 奉られて よ 古記 を 修めて 

先代 W 事 本紀を 撰ば る 其 代に 古記と い ひし もの も 履 

中天 皇始 て 國史を © き 言 事 を しるさ しめられ しょり 


後に 彼 先 世よ b 言嗣 ぎ語嗣 ぎし 事 を 今 字 を 用 ひて^ 

るし といめ し 所なる ベ し， され ど その 今 字 を 用 ひし 所 

もた とへば 今 俗に 假 字と いふ もの を 用 ゆる 事の 如く 

に 漢字の 聲 音を假 りて 我 俗の 語 言 を 記した るな り釋 

日本 紀に 上宮 記の 假名 はすで に舊事 本紀の 前に あ， O 

假名の 本は此 書の 前に あ.. o とい ふ ベ しと 見 へ しはす 

な はち 是な 上宮 太子 舊事 本紀を 撰ばれし 時に 至て 

たと へ ば 漢土の 人の 梵語 を釋 してし るすに 漢字 を 用 

ひし 事の 如くに その 字義 を 取， o て 其 字 昔に よらす さ 

わば 其 文字 をよ む 事 は その 字音に よらす して 我國の 

詰 言 に^たが はる こ、 にお ゐて 倭訓 とい ふ 事 も出來 

れ b と 見 へ た、 りされ ど 我國の 歌詞の ご と き は其聲 

調、 句 律 相 通せざる 所 あれば たと へば 梵 土の 陀羅尼 

の 漢語 を もて 譯 すべ からすた い 漢音 を假 b て 其梵昔 

をう つし 置が ごとくに それ < ^その 字音 を smp ひて 

その 字義 を とられす-上 宫 太子 を稱 じて 聖な りと 申せ 

ども 聖人 もとより 盡く 知. o 甕く 能し 給 はざる 所 あれ 

ば 其 字 を 用 ひられし 所 盡く其 義に相 合 ふ ベ きに も あ 

らォ されば 其 後 第 四十 三代 元 明 天皇 和 銅 五 年の 春 太 

朝臣 安麻 呂勅を 奉り て 撰錄 せ し 古事記 に は 舊事紀 に 


用 ひられし 所の 文 を 改め^る せし ことの 多.， -て 其 

序に も 敷い 文 搆ぃ句 於い 字 卽難巳 因い 訓述者 詞不ぃ 逮レ心 

全 以レ音 連 者 事 趣更 長と はしる した J これ 假用 ゆる 

所の 字に よ b てこの 正實 にたが ひて かの 虛僞を 加 へ 

ん こと を 恐る 、が 故と 見 へ た， 9 こ、 を 以て 凡 上古の 

事 を 記せし もの をみ るに は 其 記せし 所の 文字に 拘は 

ら すし て 其 義を語 言 の 間に 求むべし と は 申すな り 

正實 にたが ひて 虛偽ぉ 加 ふると は 第 四十 代 天武天 

皇の御 持に. 諸家に 傳 ふる 所の 帝 記 本辭 すでに 正實 

に 違 ひて 多く は 虛偽を 加 ふる 事 を 憂へ 給 ひしと い 

ふこと すな はち 古事記の 序に 詳な， o そのこと のよ 

し を 推し 考 るに S 事 本 紀に假 用 ひられし 所の 字に 

よりて 異端 荒 謬の 說を 招致され し 事 多し と 見 へ た 

たと へば 伊羿諾 尊と まるされ しによ，^ て 梵語の 

伊^ 那天 これな りと いひ^ 馭盧 島と^ るされ しに 

よりて 梵語の^ 呼 盧の義 これな とい ひ 大日 霎貴 

としる されし によ， りて 日 天子 大日 如來 等の 說 あり 

海神と しるされ しによ， o て M 神 M 女 等の 說ぁ， o す 

ベ て * 』 れら のた ぐひ盡 くにしる すに いとま あらす 

古事記 序に 全以ぃ 昔 連 者 事趣更 長と 見へ し は 凡 今 字 

古史 通讀法 I 凡，， 例 I  I 


を假， o 用 ゆ る 事 俗に い ふ 所の 眞名 假名 を 用 ゆる 法の 

如くなる 時 は 其 字の 多く な り て 其 句 もまた 長くな 

れる をい ふな，^ いに 其 字の 多くして その 句の 長き 

のみに あらす 專ら 假名 を 用 ゆる 法に したが ひがたき 

事 ある 也た と へ ば 我國の 方言に 日 を 呼て 比と いふな 

り 假名 を 用 ゆる 法に よ b て 今 字の 音 を か b て 比の 字 

を 用 ひんに は 我國の 方言に 比と いふ もの 猶 多し いづ 

れの もの を 斥 言 とい ふ 事 其 疑な きに あらす 

今 字 を假用 ひて 讀で 比と い ふ もの は 日 氷 樋 梭刀簸 

靈等 その 語み なおな じ 其 餘字昔 によ b て い ふ所棑 

非 等の 語 また ある 也 . 

されば 其 字義に と.^ て 假用ひ ざ る 事 を も 得難し ^ か 

れ ども 我國 にして は 日 を さして 比と いふ 日の 字に 比 

の 音 あるに は あらす た いその 字 は我國 にして 比と い 

ふ もの 卽是也 これによ b て 其 字 を 用 ひ讀で 比と いふ 

が ゆ ゑに これ を假 ると は 申すな.^ しかるに もし 其假 

用 ゆる 所に 或は 舛誤ぁ b 或は 疑似 あるに 至、 りて はつ 

ひに 本 實に違 ふ 所 あれば 凡我國 上古の 事 を 記せし も 

の をみ るに は 其 義を語 言の 間に 求めて 其 字に 拘 はる 

ベ からすと は 申すな. o 
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たと へ ば我國 上古の 俗に 海 を 呼で 阿 麻と いふ 天 を 

呼で 阿每 とい ふ阿每 また 轉 じて 阿 麻と もい ふこれ 

によりて 高天原と し る されし を 見る もの これ 海上 

の 地 を さすと いふ 事 を 解せ すして 上天 を さすと も 

虚^ を さし いふと も いふが ごとき あれば 假用 ゆる 

所の 字 其 疑似に 涉れ るが 故な，^^ 字に 拘 はる こと 

なくして 上古 の 俗 多 珂阿麻 能 播羅と いひし 語 言 に 

よ， o て 其義を 求る 時には 多珂 間の 海上なる ことお 

• のづ から 明かなる が 如し 

凡經史 おのく 其體を 異にす 史は實 に 據て事 を 記し 

て 世の 鑑戒を 示す ものな り 我 國の史 は 窗事本 紀を以 

て始 とす 日本書紀 は 又 葡事本 紀に據 りて 撰録せられ 

し 所な りと いふな りたと ひ 其體製 異朝史 漢 の 書に 同 

じ か らざ る 所有と い ふと も 其 史た る こと はこれ おな 

じ 然るに 後の 日本書紀 を 講 解す る もの 上古の 事に 至 

ては^ 辯 競逐て 一 つに 異端に 出す 其 言の 得ざる に 及 

びて は祌逍 不測 以て； i すべ からすと いふ 太古 朴陋の 

俗 いづれ の S にかな かるべ き 異朝の 書に いふ 所の 盤 

古氏大 荒の 世に 生れて 其 頭 四 岳と なり 其 眼 日月と な， 

りしと いふ 事の ごとき 女 媧氏石 を 練りて 天 を 滞 ひ 鼈 


を 斷て四 極 を たてしと いふ ことの ごときみ な是 我國 

にして 太古の 時の 事 を 言つ ぎ語嗣 しに 相 同じ 鴻 荒の 

世 聖人 不レ 取と い ひし 事 は た いに 其說の 荒誕な るた 

めに も あらす 其 疑 ひ を？ 1 き 給 ひしが 故.^ 楊 朱 列^ 寇 

が ごとき は 世に い ふ 所の 異端の 徒 也し かれ ども 列 子 

の 書に 楊子が ことば をし るして 太古の 事 滅びたり 孰 

かこれ を 誌さん ゃ三皇 の事存 する が 如く」 しする が ご 

とし 五 帝の 事覺 るかで とく 夢み るが ごとし 三 王 之 事 

或は 隱れ^ は顯 はる 侥に 一 っを識 らャ當 時の 事 或は 

聞き 或は 見る 萬に 一 つ を しらす 目前の 事 或は 存し或 

は廢す 千に 一 つ を識ら すと い へ、 り我國 上古の 事 又 こ 

れ におな じされば 舊事紀 に 見 へし 所 も 有が 如くな き 

が 如くなる 事の み 多くて 僅に 覺め ぬる 人の その 見し 

夢を說 くに 似た る 事 ども 世の 人の 言嗣し 所の 隱れ た 

る顯れ たる 其 異同 ある ま、 に 記し 置れ し は その 疑 を 

傅 へ られ しと 見 へ た.^ 日本書紀に もまた これに よら 

れて 諸說を 雑記され 其 用捨に 至りて は 後世の 君子 を 

俟れ しと は 申す 也 然る を 後の 其說 をつ くれる 人々 目 

前の 事 を 論す る ごとくに 盡 くしら すと いふ 所な きに 

至りて やむ いと 心得が たき 事な り 


我 W の 文お のづ から 其 體製ぁ b 其 文 を 敷き 句 を搆ふ 

るに 此事 をい ひ出づ ベ きため に ま づ彼事 をい ふ あ， o 

- J れを發 語の 詞 とも 諷詞 とも 又は 枕詞と いふと 見 

へ たり 太 手镪. を かけて とい ふべ きため に ま づ弱肩 

と い ひ 荒 振 神と い ふべき ために ま づ 道 速 振と い ふ 

たぐ ひこれ なり 

其 名 によりで 其 言を假 託し ていふ あ b. 

たと へば 其 名を奇 稻田姬 とい ふに よ， o て 湯 津津 間 

櫛に とりなして 髻に揷 むと いひ 其 名 を八岐 大蛇と 

いふに よりて 身 は ひとつに して 八 頭 八 尾 あ，^ とい 

ふの たぐ ひ 殊に 多し 

これらの 類 其 文 の 過て 質を滅 する 故に 其 假を認 て 眞 

とすべき 事 あ b 又 かの 奇異 荒怪 の 事に 至て は 太 古朴 

陋之 俗い ひつぎ 語りつ ぎし 所なる 歟 又は 太樸ゃ うや 

く 散せ し 代に 至て 其 事 を 神 にすべき ために 言 を 造 り 

し 所なる 歟 これらの 類 は いづれ の國 にも これな きに 

あらす 異朝の 書 天地 初 立て 天皇 氏 あ， o 十三 頭 次に 地 

皇氏 あ， o 十 一 頭 次に 人皇 氏 あ，^ 九 頭と 見 へ し を これ 

を 一 人の 身に して 或は 十三 頭 或は 十 一 頭 或は 九 頭 あ 

.o しな， o とい ひし 說 ある を これし かるに あらす 太古 

古史 通讀法 凡例 


の 俗朴賀 にして 人を數 ふる 事 鳥獸の 如くに 其 頭を以 

て數 ふるな り 十三 頭と いふ は 天皇 氏 十三 世な b 十 一 

頭と いふ は 地 皇氏十 一 世なら 九 頭と いふ は 人皇 氏 兄 

弟 九 人な， Q 又 女 媧氏石 を鍊， o て 天 を 補 ひしと いふ も 

石を敲 きて 火 をと b 昏黑 之變を 通じて 夭の 及ばざる 

所 を 補 はれし な b  - -れ 後世に 膏油を 焚き 以て 晷に繼 

ぐの 始也又 義和日 を 生みし とい ふ も 甲乙丙丁 戊 己 庚 

辛 壬 癸の 十日 こ、 にお ゐ て始 b 帝義月 を 生みし とい 

ふ も 三十日 を 積て 一 ほ となし 十一 一月 を 積て 一 年と す 

る ことこ、 にお ゐて 始れ、 り これ 後世 曆 日の 始 な，， ひ 又 

蛩尤 が獸身 人語 銅 鐵の額 あ. o しとい ふ もこれ 後世 金 

革の 事の 始な， 9 皆 ♦ これ 太古の 俗 朴賀の 言に 出し 所す 

ベ て此 等の 類讀む もの 辭を 以て 意 を 害する ことな か 

るべ しとい ひ傳 へた， o 我國 上古の 事共 をい ひ繼 語つ 

ぎし 所 も 又 か く の 如し 其 詞を以 て 其 意 を 害す る 事な 

か らん は 其 書 をよ む ことの 要旨と す べき もの 也 

凡 天下の 言 に は 古言 あ り 今 言 あ り 其 古今の 間にお ゐ 

て 又 その 方言 あ b その 方言 の 中に 又お の » 雅言 あ 

り 俗言 ありよ く辨ふ ベ き 事な り 古言と は 太古より 近 

古に 至る ま でお のく 其 世 の 人の いひし 所の 語 言 な 

I  I  — 

ITT 百 十三 


古史 逋讀法 凡^ 


二百 十四 


今^と は 今 世 の 人い ふ 所の 語 言 也 唯今 五 方の 人 の 

語 言お の/ \-间 じからざる 所 あるの みに あらす 古の 

時と い へ ども 又お のく 其 世に ありて 五 方の 語 言の 

おなじ からぬ 所有 事又猶 今の ごとし 古 も 今 も 中土柬 

西南 北の 人 も 其 人に は雅 なる あ ひ 俗なる あ b 大 やう 

はよ き 人の 云 所に 多く は 雅言 あ， O いやしき が 云 所 は 

俗 言 にあらざる はすくな しそれ が 中に 古 言 の 今に 專 

ら ざる は 論す るに も 及ばす 又 今の 人の い ふ 所の 古言 

に 出て 其 解說を 待す して 其義明 かなる もの 又 論す る 

に 及ばす 古言の 今も猶 のこ b て 今の 人の い ふ 所に は 

あらね ども 其 語の 解す ベ き あ b 又 解す ベ  力ら さる も 

の も 少なから す 爾雅の 書に 釋詁釋 言な どい ふ 事 は 古 

言 今 言 其異 ある を是を 解て 人 をして 知らし むる を釋 

^ と 申す 也 古今の 間に 五 方の 言の 能逋 する 事な きを 

， 」 れ を 解て 人 をし て 知らし むる を释 言と 申す 也 千載 

の 下に 生れて 千載の 上 を 論じ 一 方の 内に ありて 四方 

の 外に 通せん 事 難から すと は 申す ベ からす さらば 前 

にしる せし 我國 上古の 事 を 記せし 書 をみ るに 其義を 

語 言 の 間に 求むべし とい ふ 事た やす かるべき 事に あ 

らざ るに 似た. o され ど 今 言 よ. o 推て 古言 に 求め 乞 事 


遠く 我國の 外に 出る にも あらねば 夭 地の 大な るより 

して これ を みん に はこれ 又 一 方の 語 言 なれば 其 事 難 

しとの み も 申す ベ からす 然る を况ゃ 先達の 人の 古今 

一 の 言 を 相 通じて 釋を 記し 所 もす くな からす 彼是に よ 

りて 其義を もとめば 其 萬 一 を 得む こと あるべ からす 

とも 申す ベ からす 

舊事紀 古事記 日本書紀 古語 拾遺 等 は 古語 を釋 せし 

^>す く. 7? 力 

らす德 歌の 事を释 せし もの に はよ く 古 

語を釋 せし 物 ども 多し と 見 へ たり 古の 歌詞に も 東 

西南 北の方 言 ありし 事 萬 葉 集を释 せし 物 どもに も 

見 へ て 寺る にや 

我圃 上古の 事 猶誣べ からざる もの は 世の 人の いひつ 

ぎ 語り 嗣し 所の 語 言の 間に も ある 也され ば 漢字 を傳 

へ來て 我國の 語 言 を譯 して 其 字 を假用 ひしに 至て 其 

譯 せし 所の 義 にあ へ ると 合ざる とに よ. o て 疑 はしき 

所 ある 事 を 免 かれす 上古の 語 言の ありし ま、 に猶今 

も傳 はれる は 歌詞と 地名との 一 一 つ I 歌詞の こと をば 

後の 撰述の もの 改め 作る 事 をえ がた き 事前 條に 論る 

所の 如し 地名に 至て は 或は 國を廢 して 郡に なされ 或 

は 郡を陞 せて 國と なされし 類 これ かれ 多し とい へ ど 


も 異朝の 歷代 易い 姓 改レ號 州 縣郡國 其 沿革 同じから ざ 

るが ごとくに は あらす >  .1 こ を もて 今により て 古 を考 

ふるに おの づ から 其徵 とする に 足れる もの あるな り 

世の 人 其 心 を 用 ゆる 所 精し からすい まだ かって 我 王 

迹の肇 れる地 を 知る 事 を 得すみ だり に 異朝の 書を徵 

として 我國は 夏の 少康之 後 也 我 祖は吳 の 太 伯の 後 也 

な ど 申す は 異端 之 徒 の 伊羿那 天毗盧 遮那を 以て 天祖 

を誣 申す 說に相 同じ 惟皇 上天 斯 人に 衷を 降し 給 ふ い 

づれの 方に か 神聖 を 生じ 給 はざる べきい かむ S す 

其い ふ 所の 華に して 聖を 生じ 其い ふ 所の 梵 にして 佛 

を 生す るの みなる ベ き 或は 又 其 事 を 神に して これ を 

秘 する は 天統を 尊ぶ 義 也と いふべ けれど 其 民 を 愚に 

して 自ら 尊大に する は秦の 二世に して 滅びし 所 也 天 

之昭々 たる は 橫目之 民望で 視 すと いふ ものな し 其 夭 

たるの 所以に 至て は^も 又 知り やすから す これ 其 事 

を 神に して これ を秘 する がた めに は あらす 我 國の皇 

統の 天地と 共に 悠久に おはします 故 も 又 神に して 秘 

する 事に より 給 ふ ベ きに は あらす 

四十 四 代の みかど 元 正 天皇 養老 四 年の 夏 日本書紀 撰 

述成. -て 奏上 あ，？ しょり 舊事紀 古事記 等の 書 廢れた 


b 其 後 五十 一 代の みかど 平 城 天皇 大同 二 年に 至， 9 て 

忌 部.' 廣成 古語 拾遺 を 撰 進す 世の 人 又 これ を 取らす 

其 故 は 日本書紀 奏上 ありし はじめ 勅して 始て其 書 を 

講 せしめられ しにより 歷 代の 天子 儒臣に 勅して 始て 

其 書 を講せ しめられ しによ b てつ ひ に 世儒專 門之學 

とな b しが 故 也む かし 孔子 魯の 國史 春秋の 書 を 筆 削 

あ b て 後 に 左 氏 公 羊 氏 穀梁氏 鄒氏鄭 氏 其 學を傳 ふ そ 

れが 中に 鄒鄭ー 一氏の 傳は. U びて 左 公榖三 氏の 傳は世 

々 の 學 者其學 を受傳 て 其說 とす る 所お の 同じ か 

ら すされ ど其傳 ふる 所の もの は 並に 孔子 春秋の 學に 

あらざる はなし 凡 孔子の 春秋 を學 ばん 者 は 其 筆 削の 

意 に 於 て 能く 得る 所 あ る を 以て 能く そ の 學を傳 ふ る 

とはい ふべ き 事 勿論 也 さらば 我傳 ふる 所の 說 孔子 筆 

削の 意 をよ く 得たら むに は 其師說 にたが ふ 所な から 

ん事 然るべ しもし 彼傳 ふる 所の 說我傳 ふる 所よりも 

其義長 じたらん に は 我 をす て ゝ 彼に 從むも 又^ かる 

べした とひ 其師說 にたが ふ 所な からむ にも 孔子 筆 

削の 意に ぉゐて 得る 所な からん に はこれ を稱 じて 孔 

子 春秋の 學と いはん 事 は^かる ベ からす 本朝の 國史 

を 學ぶ事 も又此 事に 似た る 所 あ， り 舊事紀 古事記 日本 


古史 通讀法 凡例  二百 十 玉 


父大御 
子 神 姉 


古史 通讀法 凡例  二百 寸六 


の 書 は みなこれ 朝廷の 勅旨に 係りて 我國 上古 

祌 世より 始て服 代 君臣の 事業 を 記載 せられし 所 也 さ 

れど 其^る されし 所に はおの /^異同 ありし 事 孔子 

^秋の 書を傳 ふるもの、 其說 に異间 ある 事の 亡と し 

さ ら ば專ら 日 本書 紀 の說 にの み^たが ひて 舊事紀 古 

事 記 等の 書を廢 せん 事 然る ベ からすた い いづれ の 書 

に 出し 所なら とも 其 事 實に違 ふる 所な く 其理義 にお 

ゐ て；^ せりと 見 ゆる 說に ま、 たが ふ を 稽古の 學 とはい 

ふ ベ きものな り 其餘 諸家の 書に 見 へ し說多 けれども 

朝 ^ の 正&赏 銥 等に 出ざる 所 は其徵 とする に は 足ら 

すお 事 本紀の 齊蘇我 大臣 の 序 を « るに 上宮 太子述 

作い まだ^ら すして^ じた まひ 撰 錄の事 輟て續 かや 

これによ りて 撰定 せられし 所 十卷を 奏上し 其餘 は：  史 

に 後 勅 を 待て 撰錄 すべ しと 見 へ たり 今 其 書を閱 する 

に 重 祓鉛亂 その 撰定 すと いふ 所の もの も猶是 未成の 

書と 兒 へたり かの 神奇 鬼^の 事に 至て は 其 好む 所に 

^して 老 に 入ら ざ れば佛 に 出，、 つ 後の 異端の 徒 其說を 

附食 する - "と 其 由來る 所な きに あらす- 況ゃ其 筆 を 起 

すに 男；： 几 女 弟 夫婦 偶 を 成す とい ひ 其 筆 を絕 つに 子 姪 

ま、 母 父子 塵 を聚 にす と い ふ 名敎に ぉゐ てな にの 敎と 


し鑑戒 にお ゐて なにの 戒 とする 所 か ある ベ お 羞の述 

者 其 謬 を 襲て 其 非 を 覺らす 後の 說者其 非 を 知 b て 其 

謬 を 正 さ す壹是 に 皆 神道 の 不測と す以 て辨 せざる 事 

を 得す 

伊羿諾 伊羿册 兄と 妹と にて 夫婦に なりた まふ これ 

男女 配 匹の 始 也と いひ 又葺不 合 尊の 御姨に て^か 

も繼母 にて まし ませし 王 依 姬を娶 り て 妃 となし 給 

ひしと い ひ此餘 伊羿諾 伊穽 冊の 一 一 神 冰蛭兒 を 生み 

給 ひ 三 歳になる まで 脚た、 すと て 流しす てられし 

とい ひ伊羿 冊の 神火の 神を產 みたま ふ 時に 祌 去り 

たま ひ 伊羿諾 の. 神み づ から その 御子 をき りて 段々 

になし 給 ひしと いひ 素盞 鳥/神父の 神に 逐れ給 ひ 

にいと ま 申さん とて 天に 上 ，0 たま ひし を 天 照 

軍 起して ふせがれ しとい ふす ベ て これらの 類 

兄弟の 間にお ゐて 其 倫 の 正しき 所 を 得た まひ 

しと は 見へ すされ ど 細に 舊事 古事 等の 記 日本書紀 

幷に其 注に 見 へ し 所 を 見る 時 は 其說の 非なる 事 は 

おの づか ら 明ら かなる にや 讀者 よろしく 思 を 致す 

べきな り 


ヌ y 

一 凡 此書は 先代 舊事本 紀古寧 記 H 本書 紀等 にみ へし 

所 を 通じ 考て 其義 長す る 所に 據卩 て 其 要 を 撮 b て 

揭け 書し 其 文辭 の解釋 すべ きをば 各條の 下に 低 書 

して これ を 注し 其 注 の 解釋す 、、へ き を ば 細 書し て 分 

注す 〔此 書に 通 を 以て 名づ くる 事 舊事 古事 等の 記 

日本書紀に これらの 書 を 相 通じて^る すの 義 あ，^ 

今 字 を假用 ひし 所 古語 によ， o て 相 通じて 釋す る の 

義ぁ， o 今 言 を 以 て 古言 を 通す る の 義ぁ b 俗言 を以 

て 雅言 を 通す るの 義 あり 其義 多し〕 

一 凡 撮要 注 釋其說 の 據る所 は 或は 各說の 初に 其 書名 

を 注し 或は 各說の 下に 分注す 是 苟も 臆說に あらす 

皆投據 ある 事 を 證し且 は 其說の 出る 所 を 明らかに 

して 其 書 を 倂せ考 ふるに 便 ある ベ きため 也 

一 凡舊 事本紀 日本書紀 注 等に 見へ し 所に 其 說の異 あ 

る もの は其義 長せ し 一 說に據 りて 或は 其 說の疑 は 

しき 或は 其 文の 長き 要するに 大義の 存 する ものに 

あらざる をば- 】 れを. K る さや- 】れ は 多岐に 其 羊 を 

古史 通讀法 凡例 


t はむ 事 を 恐る、 が 故 也 

一 . 凡此書 は專ら 其義を 我國の 古書に もとめて 假り用 

ゆる 所の 今 字に 拘 はら や ttU お It 「？字 これ 

により て 古人 我國 の 語 言 を解釋 せし 所の ものに お 

ゐ て は 心 の 及 ぶ 限， ^は 尋究む る 事 も ありき 然れど 

も 神 名祌號 等に 至， 9 て は ひとつに： W 本書 紀に見 へ 

し 所に 據 りて 書す- 】 れは 日本書紀に 見 へ し 所 は 世 

擧 b て 習熟す る 所なる が 故 也 但し 注 釋の文 は 多く 

は 古事記に 見 へし 所に^ たが ふされば 古事記 は 俗 

にい ふ 所の 眞名 假名 の 法 を 用 ひて 古俗の 語 言 を お 

せし 事 ども 多し 前にい ふ 所の 其 義を語 言の 間に 求 

むる 事に 其 益 多き が 故也况 ゃ今此 書の 作 俗にい ふ 

所の 假名の 法 を 用 ゆる 所 なれ ば 古事記 の 書眞名 假 

名の 所に お ゐ て 取 用 ゆ る 所 最多し 

一 凡 引用 ゆる 所の 舊事本 紀の說 に 見へ し 神 名 神號等 

に 古人 の. 訓義 傳らざ る は 今 また 傍訓 を 加 ふるに 及 

ばす これ 其 疑 を 園く が：^.^ 

1 凡此書 專ら舊 事本紀 古事記 H 本書 紀を 以て 本據と 

すと い へ ども 或は 名敎に おける 或は $35 における 

斷す る に 義を以 て せ ざ る を 得 ベ か らざ るに 至.^ て 

1 二百 十七 


古. a 通讀法 凡例  二百 4^. 

は 其 說を注 下に 附 書す これ は 事 旣に僭 踰に涉 ると 

い へ ども 放て 其 罪 を 避く ベ からざる 所 あるが 故 也 

一 凡 諸家の 書お のく 其說 をな す 者 すくなから ゃ稱 

し て BH^I: 秘 S と い ふ も の も旣 に 多し - ) れを舊 事 本 一 

紀 古事記：：！ 本書 紀 等に 參考 して 其徵 とすべ きもの 

なき は 一 切に 採用 ひす これ はいに し へ にい ふ 所の 

蕪辭 異端 徒に 篇籍 を穢 すが 故 也  一 

一 凡 此書其 義^して いまだ 條暢 なら や 其 事 疑て いま 

だ明辨 ならす すべて 大方 之 譏を貽 すに 足，^ 後世の- • 

まど ひ を 解きが たからん は 別に 或 問 を 作りて 擬對  r 

す これ は蔓說 を揷み 注す る 時 は 端 多く 文 長く 観る 

に 便なら ざる を 恐る 、が 故 也 

正 德六年 丙 申 三月 上浒 

筑 後守從 五位 下 源 朝臣 君 美 題 
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筑 後守從 五位 下 源 朝臣 君 美 撰 


ァズ ッ 


我國 ひらけし 初 天地の 中に 生，^ 出 ませし 神の 名を國 

ノト n タチ ノ i コト  ク ニノ ゾコタ チノえ コト 

常 立 尊と 申す 又は 國 底 立 尊と も 申し き 其 次 を 

ば國 狭 尊と 申し 又は 國俠立 尊と も 申しき 其 次 を 

トヨ クム スノ  トヨ クニ ヌシノ  トヨ ク ミノ、  トヨ 

ば sws:^ と 申す 又は 豐國 主， ほと も豐組 野 尊と も豐 

香 節 野 尊と も 浮^ 野豐 H 尊と も 豐國野 尊と も豐凝 野 

rn クー |/*  ノ  * 

は とも 菜 木國野 尊と も 見 野 尊と も 申しき 

〔これ 日本 紀幷に 其 注に 見えし 一 書 等の 文に. 據， 9 て 

^るす 所 也 また 國常立 國狹槌 S 斟^ 凡 三 柱 は獨化 

純 男の 神に てお はします よし 束る されたり 釋 日本 

紀を按 する に 日本 紀の籙 文 は 全く 舊事紀 の 文に し 

一 書 云と いふ 所 は 多く は 古事記の 文 を 引 


かれし 由 見えた h>  、然れ ども 今- 】 \ に^るす 所の 日 

本 紀の文 は 鶴 事紀 によりし とも 見えす 其 注せし 所 

の 文 も 古事記に よ.^ しと も 見えす 其 詳 なる 事はド 

了 へ 

に まるし ぬ：^ せ 按す ベ き ， J と 也〕 


神と は 人 也 我 國の俗 凡 其 尊ぶ 所の 人を稱 して 加 美 

とい ふ 古今の 語 相 同じ これ 尊 尙の義 と 聞え たり 今 

字 を假用 ふるに 至， O て 神と^ るし 上と^ るす 等の 

別 は 出 求れ り 尊と は 舊說に 美 許 登と は 猶如& n: 御 

事 一也と 見え § 又 吾 國尊ニ 其 人, 則 言 一一 御 事, 也と も 

き。 

見えた 上古の 俗 凡 其 人 を 尊て は 皆 これ を 美 許 

登と 稱 して 君臣に 異稱 あ， o しに は あらす 此 故に 古 

事 記に は 君臣 共に 命の 字を假 りて 用 ひた b. き 然る 

を 舊事紀 に は 至尊に は 尊の 字 を 假り用 ひ 其 餘は命 

の 字を假 用ら れ しかば 日本 紀 にも 其 例に よられた 

,0 き 國常立 尊 は 古事記に は 國之常 立と^ るす かく 

せし は^ 國に立 給 ひし 御 事と いふが ごとく 又は 國 

底 立と も 申せし は 其 語 昔の 轉せ しのみ にて 異義 あ 

- ひ.？ つお、、 れ 世に 五 音 相 通な ど 申す 義なリ 後に 語： Tr!: 面 

るに も あらす 音 薄す ると いふ ものみな これ-し 倣 ふべ し". な B 

トコ ョ ノ  二 ヒバ リ ノック バノ  ム バラ キノ  ノ  ク 

は卽 常世 國也 古のと き 新治國 筑波國 茨城 國仲 國久 

自 國高國 等の 地す ベ て はこれ を 常世 國と いひ 又は 

日 高 昆， 國 ともい ひし 也 今の 常 陸 "國即 此也此 匦 は 


タチ 


日ノ 神の 立 給 ひし. 地なる が 故 一に 日立 國 ともい ひし 

によ. o てまた 衣 手漬" 國 などい ふ 事 も ありし と 見 

へ たり 其 後 今 字 を 撰び 假用 ゆるに 及びて 常陸國 と 


古史 通卷之 
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のす たれし 豊 せす S ぶ紀 れ 下名 和は 上 t 阔 ひ 立と し 

御 ベれ ば は 潘 し 語 賊 はに る 總 付 國しヒ うし い る 

事てば 葉舊 お ； は 昔 野— x 注 也 のら 海? 御 f ふ す 
i こ こ 木說と 其の 豐ぶ せ 國 れ 宮 1 の 上 ^ 事 ま ■  二 
いのれ 國に 申稱轉 組？ ら枣 g と し 御 了 地 阈〗 と ？；5 し s れ 
ふら は^もす せせ 野吁し K ま し を ^卽 伊ィぃ は 

が の必， 其に し し ^^し^ R 又 其 天 f 今 甚 T ふ 4 へヂ道 

ご號ら 主義 相 所 也 胬- 所 等 j 上 後 皇 i の 圃ノが s^s 路 

と お 今' ま詳 遠の 豊^ T も^ 總 又 の 上? 武ム如 ^^相 

し は 璺 7 な か 語 香 力な 多 圃 其 御 總; 社 クし ^ 
其 し 挺 おらら 同 節 Z ど く 1 の 國 代 下 t 國ク狹 お る 風， 
m ま n    ぬ す、 じ 野ノ見 の る紀地 の の 總モ肩  1 妯 %  m 郡 

又し の啊 由 其 か 浮 まへ 祌 S き 上 f 初 等 ひ ft 了^  f  "  | 

は け 御 常 見 中 ら 經ノ し 號 »  m 下お こ の 國ぷ r  I  m 

，^る 事 立え 葉ハ ね 野： は あ 停て のの 神 地 ぎ^  ^  S 

城キ事 と の て 木コど 豊: 皆 る 尊 ^  m  « こ 波つ、^ ス 4 サ f  ？ 
の は も 御 疏暴國 u  m ひ が と 亲 f  f ^ iz 國 S，  1  S 
國 s 定事舊 野ノ其 見ミ豊 屮 中 ^  1 サ^よ 印 ミ 謹ノ S!T  f 
と 國め也 事尊義 野ノ揚 に す 國 ^總 な 波'^ - お る 
も 野 申と 紀 と は な n 豐 よは としのる 國 ごン= クに § の 

甲の 難^ i レ甲晋 C  - と 國ニ  H は 上國へ 1、 ツ^ * 1 ノ義 
せ 主し へ 據せ是 申 申 主 ミ 本 な 總 と し 海 さ 田グ給 狹 也 

古 
史 
通 
卷 
之 

n 給 尊の き 根 ラ 妹 i 申 と 沙; 次 

こ ひ k 神 次 尊 惶£ し 申 土つ こ は に の ベ ； 總 た W し 
れ沫生 はに と 根? 大 ます 根4、 神 地據 名か孓 上りの な 
舊 蕩 給 靑? 神 も 尊ノ富 1 又 とま 名る をら 例 野 g| 國 る 
事 尊ノひ 檑ミま 申 と 道チ此 もす に 時 得す、 \ 三 g 责 1 ベ 
紀 伊 天 城 * す し 申 妹- t 二 申 泥 H 弔？ は る ミ 國ま答 な し 

H 羿 鏡 根 + 伊ィ又 す 大ま柱 し 土チれ も、 ぁ尽 の 等き さ 後 

本 諾ノ尊 翁 ノ^ r 靑? 又 富丄の き 煮, る t え b  i%X 大1 目 :f れ に 
紀 尊 天て 之 諾さ標 i 此 邊； ; 神 次 尊 に ふ f 神 ？ 守？ 袅其 其 

幷 を 萬ラ子 尊ノ城 t 二 尊 をに 妹 i 似 に ： 格！ • は し紀後 ^ 

に 生 尊グ也 妹 根' 柱 と 大ま祌 m す z  ^ よ ガ|{ 皆^ ま ，？ 

其 給 をと 伊ィ尊 の も 戶トま 土  =り ^  b  li^^m{ilfz  4i 
注へ 生 も 妹 神 申 摩 T す 煮 ノ     * て れ等， |5 れ紀上 f  ' 

に f> 給 申 冊す 吾ァを し 彥フ大 n 等 地 りに ？  ¥ リ新 野ぶ の 
見と ひし 翁ノ屋 v 吾 ァ き 尊 戶ト- と っ名舊 ？ 去 後 下お 也 
え も 天 又 ； 掼 j 尾ミ次 妹 4 之 叫3 祌. を說 し 未 代 野よ を 
し 申 萬 は 城 ぶに 大 i 道 r す 號 得 に 7     に な 割 
一 す 國 で 根 i 根； 祌 戶ト « 又 おる 地ム ，フ及 ど て 
書 沫ニ常 ^ 尊 tt. ま 摩： 妹 i は は あにな や， び は k? 
等 ぬ さ 立 又 と 妹 4 す 姬づ大 ま 泥？ しりょら；^ y てし 毛ぎ 
の 尊ノ尊 (此 も 忌 t 面さ 尊 苫- し 士チ' まと りん1^ 常る 野ノ 

sQ-          な：^' 一由 itu  n  w  ？  i ミ, も'. ぺ +H や 4^    t、           さ、 ノ、 ヲ (先 ^  シ 
wL            <L 入 わ  一 M11    'im. シ^^"'  C     X^c  '  Tit             if レ、 し b     - ズ l 使 c1 |' モ 

に 生 鏡: 柱 し 城， r も 尊 妹 4 し ふ 神 知 任 了 上 れ 毛？ 

百 

據 b, て ^るす 所 也 又 日本 紀に^  土 煮沙土 煮より 以 

下 伊 W 諮 伊 羿册に 至る 迄 凡 八 柱を势 女耦 生の 神と 

し 其 注 に 又 男女 祸 生 の 神 は塋土 煮 尊 沙土煮 尊 次に 

角 械尊活 as 尊 次に 面 足 尊 惶根尊 次に 伊 羿諾尊 伊 羿 

節. は.^ しませし ともい ふと ま るされ き 其 ま るされ 

し 所 を 見る に - 」 れ 又 舊事紀 古事記 に よられし 所と 

も 見えす 其詳 なること は 下に 見えたり〕 

此 等の 神號 地名に 係れり とも 聞え す 或は 其 神 功に 

よれる 事の 如くに 聞 ゆれ どもい まだ 其義 をば 詳に 

せす 垩 土 煮 沙土煮 また 塋土 根沙土 根と 申す 事 は 其 

語 昔の 轉せ しにて 異義 ありと も 聞え す JTS_」sk じ此 

一 一 柱の 祌か 、 る號 おはし ませし 事た と へ ば燧 凡. 氏 

の K, 木 取い 火し 事 の ご とく ほ m 夙沙 氏の 煮レ 

； a 爲ぃ鹽 事の ごとく に 物 を 開き 務を 成して 其 

ク ( 

民 を 利せられ し 事な ど あ. o しにより けん も 知る ベ 

^ らす、 大戶之 逍然大 S 逡尊 を大戶 靡 彥大戶 摩姬と 

も 大富道 大富邊 と 申 せし も 其 語音の 轉 せじなる ベ 

し 舊說に 上古の 民 は巢に 居り 穴に 處た りし を此時 

に 始て屋 宅 あ，^ と 見へ しとい ふ^ さらば 又た と へ 

ば軒轅 氏の 時始有 n 堂廡， し 事の ごとく 披， 山 通レ道 

古史 通卷之 一  I  I 


し 事の ごとくに 綠磯励 峰 i 其 神 功 ありし 事に より 

$lf(  ヲホ  ー 

て^ \ る號 もお はし ましけ るに や 大とは その 神 功 

を大 也と する の稱 なる ベ し戶 とい ふ は 止 所 也 道と 

いふ は 行路 也 苫は草 覆， 屋也邊 と い ふ は 家 也 ぉ| ま 

^ゴ^ 又卢 摩と いふ は卽苫 也彥と いひ 姬 

と 云 は 上古の 俗 男を稱 して 日子と いひ 女を稱 して 

日 女と いふすな はち 男女の 美稱 なれば 彥姬 等の 字 

を假用 ひし は 其 字義に 取れるな eBI^^!^ ほ 

面 足惶极 等の 神號^ 義詳 ならす 舊事紀 に は 此ニ柱 

の 神の 御 事 を 靑揋城 根 尊 妹 吾 屋棍城 根 尊と ^る さ 

れて其 靑掼城 根 尊 又は 沬蕩 尊と も 又は 面 足 尊と も 

申す 吾 屋掼城 根 尊 又は 惶根 尊と も 又は 蚊雁姬 尊と 

も 申す と 注せられ き 然る を： w 本紀 にかく^る され 

し は 古事記に^る せし 所に 據られ 1 也 

古事記 に は 游母陀 琉神妹 阿 夜 訶志古 尼 神との み 

^るし て 其 餘の神 號は記 さ す 

伊弊諾 伊 #: 冊 等の 神號 古より 相傳 へ て その 義詳な 

らす とい ふと 私記に は 見 へ た，^ もし 祌 功に よ，^ て 

か、 る號ぉ はし ま さむに はこの 二 柱の 神は豐 葦原 

の 中 國を始 開き 給 ひて 其 功旣に 至り 其德も 又大也 

二百 二十 I 


古史 逋卷之 


と 見えし かば^ r; 伊 羿と稱 し 申せし は 勇と いひ 功 


サ テ 


と 


とい ふ義 によれる も^る ベ からす 

古訓に 男の 字 を 伊佐と 讀み 功の 字 を 伊佐 袁斯 

讀む此 等の 字 我國の 古語に い ひし 所と 其 義相合 

ふが 故に 假用 ひて か、 る訓は 有しなる ベ し 

もし 又 地名に より て か、 る號 おはし まさむ に は 

ぉ陸歐 新お 眞壁 一 一郡 之 地に 並に 伊讃 とい ふ鄕ぁ b 

此 等の 地 其 神 跡の ある 所なる も 知る ベ からす 那伎 

uf.^ 那美と 申せ 化 j* は 傷 事紀 古事記 等に 沬那藝 

沫那 美の  一 一 * 频那 藝頗那 美の 一 一 神 も 見え たれば た 

i へ ば刺呂 伎と は祌 父に て 祌呂彌 は 神 母 也と いふ 

事の ごとくに g ば- 秘 上古の 俗 男 神 をば 那 伎と いひ 

女神 をば 那美 とい ひしと 見えたり 但し 舊事紀 日本 

紀に諾 の 字 冊の 字 等 を假用 ひられし は 其義詳 なら 

す 

古事記に は 伊 耶那伎 伊 ，那荬 と^るし 風土記 延 

與式 等に も 伊 射 奈伎伊 射奈美 伊佐 奈岐 伊佐 奈彌 

等の 字 を もち ひた りき 

又 伊^^ 伊 婶»  一  一  tt の 神 は 靑榥城 根 尊の 子 也と も 

又 一 說に沫 ^ 尊 伊 S 諾尊を 生と もい ふ事舊 事紀に 
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據 るに 靑檟城 根 尊 または 沬蕩 尊と も 申す さらば 伊 

羿諾の 靑檑城 根の 御子た b し は 一 定也 一 說に據 る 

時 は 伊 笄册尊 は 靑檁城 根 尊の 生 給 ひし 所と は 見え 

これ は 沬蕩と 申す も. w 円欞城 根と 申す も 一 祌 にて 

まします 然るに 一 說には 沬蕩尊 伊 羿諾尊 を 生 給 

ひしとの み 見えて 伊 # 册尊を も 生 給 ひしと いふ 

事 は 見えざる 故 也 

ィ & 

凡 男女 耦 生の 神に 妹と 稱せ しもの は 必らす 其 父母 

を 同じく する の 謂に は あらや 上古の 俗 夫を稱 して 

兄と い ひ 妻を稱 して 妹と いふ 男女 相 親しむ の 謂 也 


- 見えた 

兄讀で 勢と いひ 妹讀で 伊毛と いふ 夫婦 を稱- 

妹 兄と いふ 卽此也 凡 妹と いふ もの 後 みなこれ に 

放 ふべ し 

國常立 尊よ， O 伊 羿諾尊 伊羿冊 尊に 至る 迄 これ を 神 世 

七 代 i 稱す とい ふに^ 5 膽她 

祌世七 代と い ふ 事 舊事紀 古事記 日本 紀に 見えし 所 

各 異也舊 事 紀には 神 世の 始に天 讓曰天 狭霧 國讓日 


サギ： 


國狹霧 尊と いふ を^る して 夭 龃 


、オヤ 


國讓 日の 日の 字 を 月の 字に や 作る ベ き祌 皇實錄 

に は天讓 H の 下に 陽 神 日 神と 分注し 國讓 月と^ 

るして 陰 神月 神と 分注せ b 

ァメノ ミナ カヌ、 A  ノウ マシア- ン カピヒ コデノ  ァメノ 

次に 天 御中 主 尊 可 美 葦 牙 彥舅尊 1 一 神 を^る して 天 


フタ m 


神の 一 代と し 次に 國常 立尊豐 國主尊 を 二 代と し 

凡 夭 神の 外に 又 別 天神の 事を^る された b 其 別 

天神の 事 は 下に 詳 なれば こ、 に^る さす 

次に 角 櫬尊妹 活檨尊 を 三代と し 次に 塋土煮 尊沙土 

煮 尊 を 四 代と し 次に 大苫彥 尊 妹 大苫邊 尊 を 五代と 

し 次に 靑檀城 根 尊 妹吾屋 欖城根 尊 を 六 代と し 次に 

ノノ  アマ クダ 

伊羿 諾« 伊 羿册尊 を 七 代と して 此 一 一 柱の 神 は 天降 

b ます 陽 神 陰 神と 注 せ られた b 古事記 に 見えし 所 

ァメ ツチ ハジメ ヒ -r ケ ナレル カミ  ァメノ  i ナカ ヌシノ  - タカ ミムス 

は 天地 初 開し 時 成 神の 名 天 之 御中 主神 次に 高御產 

巢日神 次に 神產 * 日 神 次に 宇 麻 志 阿 斯訶備 比古遲 

ァメ ノト コタ チノ  ノ  ク ニノ 

神 次に 夭 之 常 立 神 此五柱 神 は 別 夭 神と す 次に 國之 

トコ タ チノ  トヨ クモ ヌノ  ゥ 

常 立 神 を 一 代と し 次に 豐雲野 神 を 二 代と し 次に 宇 

比 地 邇神妹 須比智 邇神を 三代と し 次に 角檄 神妹活 

クヒ  ォホト ノヂノ  ォホト ノべノ 

檨神を 四 代と し 次に 意富 斗 能 地 神 妹 大斗乃 辨神を 

五代と し 次に 游母陀 琉神妹 阿 夜 訶志古 泥 神 を 六 代 

ィザナ キノ  ィザナ ミノ 

とし 次に 伊 耶那岐 神 妹 伊 耶那美 神 を 七 代と す國之 


常 立 神 以下 伊 耶那美 神 以前 を 幷に神 世 七 代と 稱す 

とまるせ， 9 日本 紀に見 >ん しと- 】 ろ はこ、 に玄 るす 

が ごとし 

こゝに 記す と は 上に 見えし 本文 をい ふ 也 後 之に 

倣 ふ ベ し 〇 舊事紀 に は 天 御中 主 可 美 葦 牙の 一 一 神 

を 一 代と し國常 立豐國 主の 二 神 を 二 代と し角櫬 

活横此 一 一 神 を 三代と し是 より 以下 は 日本 紀に見 

えし 所に 相 同じ 古事記に は 國ノ常 立 を 一 代と し 

豐雲野 を 二 代と し 宇 比 地 邇妹須 比 智邇を 三代と 

し 角 懺^ 活懺を 四 代と し 之より 以下 は 日本 紀に 

見えし 所に 相 同じ 又舊事 古事 等の 記に み へ し 角 

櫬の 神と 申せし は 其 立 給 ひし 所の 地名に よりて 

此號 おはし ますなる ベ し 常 陸ノ國 風土記に 據る 

に 角 攛とは 常 陸 ノ國多 阿 郡に あ b し 地の 名 也 後 

に 改めて 黑前 とい ふ 卽今 も彼國 に 黑 前山と い ふ 

山の 侍る 也 活撗神 は 角 機 神の 妹の 命と 見 へ たり 

それが 中に 國狹槌 尊と 申す は 舊事紀 に は 國常立 尊 

ノ  ノ 

を 又國狹 立と も 國狹植 とも 申せし と^る されて 古 

事 記に は此 神の 事 は^るし も 置かす 此 等の 國史に 

見えし 所のお なじから ざる 事旣 にかくの ごとしい 
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 古史 通卷之  一  

づれを か其徵 とすべ き 古語 拾遺に 開闢 之 初に 伊羿 

^侨 * 册の f 一 神 まし ませし とのみ まるして これよ 

上つ かたの 世の 事に 及ば ざり し は 其 疑 を 闕し所 

也と 見 へ たり 然れ ども 神 世 七 代と いふ 事は舊 事紀 

古事記 日本書紀 等に 見えし 所 皆 同じければ 上世よ 

b 首. 嗣し W ありし と は 聞 へ たり 天神 七 代地 神 五代 

とい ふ 事に 至りて は此 等の 國史 にも 見えし 所に も 

あらす 但し S 事紀に 天神地祇 等 P 本紀 を^る され 

しか ども 其 天神 本 紀には 忍 穗根瓊 々杵 等の 尊の 御 

一.^ る さ I 此ニ神 は 世に いひ 傳 ふる 也 氏.^ -已 こよ 

肆を^ る ^0ゎ， ^の 也 神 たてまします ま,爪1^-糸1に 

^盏 雄大 己 貴 等の 祌の御 事を^る されたり きさら 

ば 天祌七 代地 祌 五代な どい ふ 事 は 後人の 附會に 出 

し听 決して 疑 ふべ からす 信す るに たらす 

ヮ カレ  タカ マノ ハラ ナレル カミ  ァメノ ミナ 力 ヌシノ 

亦 天地 初て 剖 判し 時に 高天原に 成 神の 名 天 御中 主 尊 

可お^ ォ彥. wt- と 申す 一 一 柱の 神お はし ましき 其 次 を 

ば 夭 八 下^と 申し 其 次. をば 天 三 降 尊と 申し 其 次 をば 

天 合^と 申し 又は 天 鏡^と も 申す 其 次 をば 天 八 百日 

ァメ ノヤ ソョ P ッ タマノ  タカ ミム 

と 申し 其 次 をば IKA 十 萬 魂^と 申し 其 次に は高皇 

產靈尊 祌皇產 靈尊津 速 魂 尊 等の 祌ぉ はしました りき 

〔夭 御 巾 主^の 後 凡 六 世に して 高皇靈 尊に 至る これ 


 二百 二十 四 

天 は 舊事紀 によりて^ るす 所 也. 但し 舊事紀 には祖 

天 讓日天 ノ狹霧 國讓日 國狹霧 尊と 申せ し を しるさ 

れ其 次に 天 御中 主 尊 可 美 葦 牙 彥舅尊 をば^る され 

た b 釋 日本 紀には 日本 紀は舊 事紀を 本と して 撰ぶ 

所 也と 見へ たれ ども ni 本紀に 天祖の 事 をば^る さ 

れす 舊事紀 にも 天祖の 事 は 見 へ ざれば 今- r 、にこ 

れ を^る さす 又 古事記に は 高天ノ 原に 成 神の 名 夭 

之 御中 主/神 次に 高御產 巢日神 次に 神 產巢日 ノ祌ま 

た 成 神の 名 宇 麻 志 阿 斯訶備 比 古 遲ノ神 次 に 天 之 常 

立 ノ神此 五 柱の 神 は 別 天神と ^る しき 其^る せし 

所 も 曰 本紀に 見えし 所と 同じから すと い へ ども 日 

本紀 注に 引れ し 一 書の 說には 相 合 ふ 所 ありまた 古 

語 拾遺に は 天地 剖 判の 初 天 中 所い 生 之 神ノ名 天ノ御 

中主ノ 神と いふ 其 子 三男 あり 長男 高皇產 靈ノ神 次に 

津速逄 靈ノ神 次 神皇 產靈， 神と ま るせ 6 此 書に よる 

とき は 高 皇產靈 等の 三 神 は 皆是天 御中 主ノ 神の 子 

にて まします 也 此說は 古事記 又 日本 紀 注に 見 へ し 

所に は 相 合 ふ に 似 たれ ども 高 皇產靈 ノ神は 天照大 

神と 其 時 を 同じ く，， -給 ひし ど 見 へ たれば 天地 剖 判 

の 初に 所レ生 神の 子 也と い ふ 事 心得られす 古事記 


日本 紀の注 等に 見 へ し 所の 中天 御主 尊と 申す はた 

タイ カウ ハウ ギ シ  ッ 

と へ ば大 皡庖犧 氏の 後 凡 十五 世 皆庖犧 氏の 號を襲 

ぐ 也と いひし 事の ごとく に 天地 剖 判の 初 所 レ生神 

の 後世々 相 襲て 天 御中 主 尊と 稱せ しなる ベ し神皇 

實錄神 皇系圆 等の 書に 高 皇產靈 尊 を も 天 御中 主と 

^るせ し 卽此也 其 世 次の 詳 なる 事 は 舊事紀 に 見え 

し 所に しく ものなければ 今 其 文に よりて 別 天神と 

も 申し IK の 別 神と も 申す おはし ませし 事 を- ^ ゝ に 

まるす 一 

高天原と は 私記に は師說 上天 をい ふ也桉 する に虛 

空 をい ふ ベ しと 見えたり 後人の 諸說 これに 间じ此 

等の 說皆是 今 字に よりて 其 義を釋 し 所 也 凡 我國の 

古書 を 讀には 古語に よりて その 義を 解くべし 今 字 

によ， o て 其 義を釋 くべ からす 高の 字讀 で多珂 とい 

ふ は 古に いふ 所の 高 國？； ほ まぽ 多珂國 fs5 風 

卽今常 陸國多 珂 郡の 地是也 天の 字 古事記に t;i 

で 阿 麻と いふと 注しき 上古の 俗に 阿 i とい ひし は 

海 也阿每 とい ひし は 天 也 天亦稱 して 阿窳 ともい ふ 

は 其 語 昔の 轉せ しな，^ 原の 字讀 で衝羅 とい ふ 上古 

之 俗に 播羅 とい ひし は 上 也され ば 古語に 多 訶阿麻 


能播羅 とい ひし は多珂 海上 之 地と いふが ごとし 

古語に 播羅 とい ふ は 上 也と はたと へば 日本 紀に 

川上の 字 を讀で 箇播羅 とい ふが ごとし 今 も 常 

陸國 海上に 高 天 浦 高天原 等 の 名 ある 地 現在せ 


K7 


天 御中 主 尊と は 天の 字讀 で海每 とい ふ 御と はたつ 

き 人 を さしてい ふ 語 也 天と いひ 御と いふ 其 至尊 


と 


ナ 力 


1 j 


なる 事 を 極言 ふの 詞也 中の 字讀 で那訶 とい ふ 古 

ナ 1 カノ  _l*r.ht  ^in T1 常^^ 1 亂 〜 ， ノ*  .  ノ 

いは ゆる 仲國 14 那珂國 土^ 口 卽今常 陸 國那珂 

郡 の 地是也 g 巧つ ぼ^? f 主と は卽君 也此神 那珂國 

の 君た る を 以て 也 舊說に 天 御中 主 尊 は 古 へ 之 君 也 

-rr£L 已  ノ ヮ タラ ヒノ 

とい ひし は是也 glr? 此神は 後に 伊勢 國度會 郡 山 

ガ  f  、丫 I トヨ ゥケ ォホ. p ミ 

ffl 原に いっき 祭る 所の 豊受大 祌の御 事 也と 申す 歟 

豐受 大神宮 鎭座本 紀大田 命 傳"」 ^ひ，；^ ビュ コ- チリに , ト , 

リ祌帛 正統 記 等の 書 LL 見 へ た 1 美 葦 牙 彥舅尊 は 古事記 に 

は 宇痲志 阿 斯訶備 比古遲 神と^ るせ b 可 美讀で 于 

麻 時と いふ 


日本 


紀注 ，* 紀 日本 紀に見 へし 伊 羿諾伊 

羿册 一 一 柱の 神の 御言に 可 美 少男可 美少女 等の 語 あ 

れば 上古の 時に 其 人を稱 嘆す るの 詞 也と 見えたり 

费 牙 は 私記に 萌芽の 義 也と 見 ゆ 萬 築 集 

の 注 釋には 葦の つのぐ みお ひたる をい ふと 見えた 


古史 通卷之 


二百 二十 玉 


古史 逋卷之 一 

17 コヂ  nn#  ォ ホア ナム チノ 

b 彥 W 請で 比 古 尼と いふ 耙§ 古事記に は 大穴 牟遲 

祌をも 穂々 手 見 命 を も 日子： きと 稱 せし 単 ありき 古 

語に 日子と いひ 牟遲 とい ふ は 尊貴の 稱と 聞え たれ 

ば^; 事紀 には彥 K の 字 を假用 ひられし を 日本 紀も 

これに よられし 也 此祌の 御 事 葦 牙 を 以て 號 せし 事 

其義詳 ならす 天 八 下 天 三 降 夭 合 天 八 百日 天 八十 萬 

魂 等の 神號 亦- 〕 れ 其義詳 ならす 高皇 產靈尊 古事記 

タカ ミムス ビノ  タ カノ 

に は 高 御產^ 日^と^ るせ b 此神は 古の 高 國に立 

給 ひし 所に て 其 國は卽 今 常 陸 國多珂 郡 の 地 これ 也 

皇 の 字讀で 美と いふ 事 御の字 を讀む の 語に 同じ 產 

で 武須毗 と いふ 紀 I 古語 に 武須 と いひし は 

ft 親 之義と 聞え て皇親 神と も皇睦 神と も 見えし は 

algg す な はち 此 神の 御 事 を 中す 也 

k*?I-lHST  ノ  タカ タマノ  タカ 

お 事 紀に高 皇產靈 尊 又は 高 魂 尊と もい ひ 又は 高 

木 命と もい ひし 由 を 注せられ た. り 魂の 字 讀で多 

末と いひし なるべし 上古の 神號に 魂と^ るし 玉 

としる せる もの 多し 一 J れはム 「{ 子 を 借，^ てし るす 

所の 異なる 也 古語 において は 其義 異な るに は あ 

ら じすべ て 上古に 稱 して 多 末と いひし 語 は褒稱 

する の詞 なりきし かるに 後人 多 珂武須 毗の號 あ 


I  二百 二十 六  

る を 以て 高 魂の 字を讀 でも 多珂 武須毗 とい ふ も 

し 高 魂 を も讀で 多珂武 須呲と いふべ く は 高皇產 

靈尊 又は 高 魂 尊と いふと は 注せら るべ からす 

神 皇産靈 尊上 古 之 俗 其 人 を 尊 びて 加 美と いひし は 

よのつねの 事 也 此神を かく 稱 しける は 地名に より 

し 故に や 常 陸 國多珂 郡に 賀 美と いふ 鄕 ある 也 律 速 

魂 の 神號 其義詳 な ら すす ベて これらの 神^ 東海の 

地に 君たら せ 給 ひし かば 其 代の 人 阿 麻 徒 加 美と も 

申し 又 其 至尊なる 事 を極稱 して 阿 每の加 美と も 申 

せし を 後代に 今 字 を假用 ふるに 及びて 天神と は^ 

るされ し 事と みえたり 

こ、 に 天神 伊 * 諾尊伊 弊 册尊ニ 柱の 祌に 詔して 修理 

固成り ぬ- J の 多 陀用幣 流 之 國天之 瓊矛を 賜 ふ て  一一 一一 口 依 

アマ ノウ. H ハシ 

し 賜 ふとの たま ふこ、 において 二 柱の 神 夭 浮 橋に 立 

シホコ テ P づ ヲ 口  力 キナラ 

して 其 璦矛を 指 下して 鹽許袁 呂許袁 呂に畫 鳴して 引 

ノス ェ  シタ、  力 サナ 

上る 時に 其 矛 末より 乖： 落る 鹽の 累積り 島と なる すな 

はち これ 游能碁 呂島也 其 島に 天降り 坐して 夭 之 御 柱 

ミ タテ ャヒ ロノ ミア ラカ  ノ  .  ，  ，  *  < 

を 見立て 八 尋 殿 を 見立て 伊 羿諾尊 其 妹 伊 羿册尊 U 

國を 生成さん 事 を 雜り給 ひ 吾と 汝と此 天 之 御 柱 を 行 

週 逢 ひ 美 斗 能 ft 具 波 比すべし 汝は 右より 廻 b 逢 ひ 我 


チギ 子 ハ 

は 左より 廻り 逢む と 約， 01.0 給 ひて 廼， o 逢 ふ 時に 伊 

* 册 尊先づ 阿 那邇夜 志 愛 袁登古 袁と言 ひ 後に 伊 * 諾 

尊 阿 那邇夜 志 愛 袁登賣 袁と言 ひて 女人 先 言 不良との 

たま ひき^かれ ども 久美 度邇 興し て 冰蛭子 を 生む 此 

子 は^ 船に 入れて 流 去，^ き 次に 淡 島 を 生む これ も 又 

子の 例に 入れす 旣 にして 二 柱の 祌議 りて 我 今 所 生 之 

子 不良 天神の 御所に 申す ベ しとの たま ひて すな はち 

共に 參上 り て 天神の 詔 を 請 ひ 給へ. o 

〔 * 】 れ 古事記 によりて^ る す 所 也 js* 古事 日 本紀幷 

其 注に 見へ し 一 書 等の 說 大同に して 小異 ありと い 

へ ども 男女 之道此 時よ 始まれる 事の 由 を^る さ 

れし所 は 皆 相 同じ 上古の 俗 か、 る 事 言嗣し は此ニ 

祌國土 を 生み 成されし とい ふことば にっきて いひ 

なせし 听 にて 其 事 實には あらや 古語 拾遺に は 二 神 

.T  ノマ グハ ヒシ： アム ォホ ヤシ マノ ヲ 

共爲 夫婦 生ニ大 八洲 國 一との み玄 るして 其 他に 及ば 

ざ りし 事 誠 に然 也. これにより て 今 こ、 にもたい 其 

大要 を^る す 所 也 又 H 本 紀に此 一 節よ， o 下の 一 節 

まで を倂 せて 一 節に^る されたり 今 こ、 に 一 一 ® と 

する 事 は 其 文 長く して 見る に 便りなら ざら む 事 を 

思 ふが 故 也 後 皆 これに 倣 ふべ し〕 

古史 通卷之 一 


天神と は 高天原に まします 所の 神 也 いづれ の 神と 

いふ 事は詳 ならす 修理 固成 はいかなる 事 を さし 給 

ひしと いふ 事又詳 ならす 此語 舊事紀 等に は 見へ す 

古事記 にの み^るせ しに は必 らゃ其 謂 有 ベ き 事 也 

タ-、 、ョ ヘル ノ クニ  トヨ ァシハ ラチ ィホ アキ 

多 陀用幣 流 M 國 とい ふ藝 事紀 には豐 葦原 千 五 百 秋 

瑞穂之 地 を 寄 賜 ふとの み^る されて 日 本紀注 に 見 

えし 所 も 又 相 同じ 然るに 古事記に かく^る せし は 

彼國 分れ爭 ひてい まだ 一 に歸 せす とい ふの 義と見 

えたり 天 之璲矛 日本 紀に ffl は 玉 也此曰 \ 努と注 せ 

られ たり 古事記に は 天 沼 矛と^ るせ り 其假用 ゆる 

所の 字に は 現と 沼との 異 あれ ども 讀で努 とする に 

至りて は 其 語 同じければ 今， 』 、に は 日本 紀に 見え 

し ま 、 に ^ る す 也 私記 に は 古 者 玉を誚 ひて 或は 努 

とし 貳 とす これによ りて 日本 紀の 異本に 努の字 を 

貳に 作れる も ありと 見へ た. り此 等の 義に よりて 後 

世に 及びて 又 玉 鉢な どもい ふ 事 あり 凡 矛 鉢の 類 を 

玉 を 以て 稱 する 事 は « 說に璦 とは类 稱也不 „1 必以 一, 

瓊玉之 飾， とい ひ 又 天神の 瓊矛 賜りて 言 依し 給 ひ 

し は 後世に 將軍を 命す るに 節 刀 を 賜 ふの 義の ごと 

く 也と いふ 鸸天浮 橋 は 天の 字 讀て阿 麻と いふ 卽海 

.  rnB  二十 七 


古史 逋卷之 


二百 二十 八 


也 浮 橋 は 舟 至 ン岸を いふ 也 ここ に 天 浮 橋と い ひ 

し は迚レ 海之戰 艦 をい ふなるべし 鹽卽潮 也許袁 

呂許袁 呂は矛 を 以て 畫す る の 聲也 然る を かくい ひ 

し は 游^ 基呂 とい ふ 島の 名 をい ひ 出す ベ きため の 

詞.^ たと へ ば 歌 詩 に 興 の義 あるが ごとし これすな 

i  osl^  ^  ,く ぷ ，古人の^ 語の 詞 とも 諷詞 とも 錄港 崔 

はち sni- のさ まなり 枕詞と もい ひし はこれ なリ ぉム =，- 

呂は W 紀 に き 馭盧と る さ る 日 本紀 これに よれ 

b 假用ふ る 所の 字 異なれ ども 其 語 は 相 同じ 自 凝と 

いふが ごとし 此島 は卽今 淡路國 西南の 隅に ありて 

俗猶 存，, 其 名 一也と 私記に は 見えたり 夭 之 御 柱 を 見 

立つ と は 舊事紀 に 夭，^ 矛 を g|  島 の 上に さした 

て、 國中之 天柱と し 給 ひしと ある は 此事也 天の 字 

讀で阿 毎と 云すな はち 天 也 柱の 字 讀で簸 ほ 邏 とい 

ふ ^if 古語に 波と いひし は 永き の義 志羅と 

いひし は標也 永久 之標 とい ふが ごとし 凡 我 國の俗 

初に 地 を 占む る 時 は其標 をた つ 彥父 a 々杵 尊の 天 

ノ 

降 b ませし 時に 建ら れし 所の 矛 は 今に 至て 日 向國 

高 千 穂 * に猶現 # す 又祌功 皇后 新羅 を S し 給 ひし 

に 其國王 降伏し かば 以 V 所， 杖 矛， 樹= 於 新羅 王 門- 爲二 

ぎ氣 之^ と 云し も 此義也 凡 尋殿は A は 


钟世 所い^ 之數 也と いふ S 尋は讀 で比呂 とい ふ 殿 

f  4  i レけ ：：- ラが  言 1„ま  ヒ 0 

の 字 讀で美 阿良 可と いふ Ml 舊說に 扉と は 八 尺 

也 一 方に 八尺づ 、八 角に 造れる 殿 也と いふ こ 

れ後 代の 制に よれ る 說也凡 我國 之俗兩 手を展 

て 物の 長短 を 量る を 比呂と い ふ 必らす 八 尺 を 以て 

尋 とする の 謂に も あるべ からす 見 立と は經始 とい 

ふが ごとし 國土を 生成す とい ふ は 土地 を 開 拓 と 

いふが ごとし 舊說に 凡 生と いふ 事 は 造 爲をも 生と 

いひ 出現 を も 生と いふ 不二 必 生 產之義 一とい ふ | 

此後 伊弊諾 尊の 伊 羿冊尊 に 吾と 汝 と 所レ作 之國 い 

まだ 作， o 竟ら やとの た i ひしと 昆 へ しも 又 此義と 

相 同じ 美 斗 能 麻 具 波 比 は 舊事紀 日本 紀 共に 或は 遘 

八 口と もしる し 或は 共爲 一一 夫婦, ともしる して 男女 交 

會之義 とせられし 心得られす これ は 二 柱の 神 相 約 

し 給 ふに をの.^' わかち ひき^ませし 御 軍 を かし 

こに 行 あ ひて 一 つに せんとの たま ひし 事た とへば 

足仲彥 天皇 | 滅^ | 熊 襲 S を 討 給 は むと てみ づ か 

トコ ロノ ッ  アナ ト  ュ.^ 

らは紀 伊の 德勒津 より 穴 門に 幸ます ベ し 皇后 は 

^鹿の 笥飯津 よ.^ して 穴 門に 逢た まへ と 約り たま 

ひし 事の ごとくな， o し を 上 古朴 陋之俗 か く は 謬 ！i 


/ ン ぶ ら、 、ゝ ノ  M 后 は 神 功 皂后 なリ紀 伊に 今の 紀伊國 坷 

, しなる 《 し 角 鹿/ 國は 今の 越 前 穴 門 は 長 門ノ國 な^や f, 

那とは 事の 甚 切なる 皆 阿 那と稱 すと いふ |ま 邇 

夜 志 愛 は 其義不 ぃ詳日 本紀 注の 一 書 に は 舊事紀 に 

よりて 妍 哉と しるして 阿那 ig 惠 夜と み 可愛と し 

るして 哀と讀 むと 注せられ し を 舊說に 悅之言 也と 

释 した 袁登古 袁登賣 舊事紀 日本 紀には 少男 少 

©  ヲ  ハ 4! ： て 

女と しるさる 下の 袁の字 は 語辭と 見へ たり に^ は 

なに  一 クミ ド -I タツ  ヒ 

久荬 度邇輿 は 其義又 不詳 日本 紀 注に はが、 

奇戶, 爲起 としる されし を 私記に は奇 戶は猶 忽然 

也と 釋 したれば 古語に 久荬 度と い ひし は猶 今た ち 

：  ヒル コ 

まちに とい ふ ことばの ごとくなる にや 冰 子 S 事 

紀に 見えし 所 もこ、 にしる すが 如くに して 此 後一 一 

柱の 神 日 神月 神 素 盞烏尊 を 生 給 ひし 次に 又 蛭 子 を 

生 給 ひしに 三歲 になる まで 脚な ほ 立 給 はす 初 一 一 柱 

の 神巡レ 柱の 時 陰 舯先づ 言を發 した. ま ひ し 事の 陰 

陽の 理に違 ひ ぬれば 此 故に 初 終に 此兒を 生 給 ひぬ 

としる された b さらば 蛭 子と 申せし 御子 一 一 柱お は 

したる 也 然る に 古事記 に は 國土を 生 給 はむ と て 最 

初に 蛭 子 を 生 給 ひしとの み 見へ し 事 こ、 にしる す 

がごと し 日本 紀には 日 神月 神 を 生 給 ひし 次に 蛭 子 

^史 通卷之 一 


を 生た まひ 其 次に 素 盞烏尊 は 生れ 給 ひしと 見 へ た 

b. いづれ を か徵と すべ きすべ て此 等の ■ 事 上古の 俗 

言 嗣語嗣 ぎし 所に 出て 盡く信 中る にたら す 强て其 

誤 をつ くるべ から ヰ 淡 島 は H 本紀 注に は淡洲 とし 

る さる 其 地 未い 詳桉 する に 日本 紀 注の 一 書に 淡路 

の 洲淡洲 としる されし 文 ありさ らば 淡洲と いふ は 

淡 路の洲 にある 所の 地名と 見 へ た， o〇 此 一 節 は 夭 

舯 伊姅諾 伊羿册 の 神に 言 依す に 葦原 の 地 を征す 

事 を 以てし 給 ひし かば 二 柱の 祌舟師 を ひ きゐて 海 

にう かび 西に 下りて 一 島に 至り 給 ひしに 初に は 其 

シ マッカ ミへ  オノ ジカ，  ノ，, •  * 

島 神 迎戰ひ ぬれ ども 終に は 自ら 來り降 りたれ は 夭 

神 所い 賜 フの寶 戈 を 建て 其 地 を 得 給 ひし 事の 標 とし 

二 柱の 舯こ、 にと ま，^ てな ほ 南北の 地 を^む 事 を 

相議 りて 男 祌 はみ づ から 左 軍に 將 とし 女神 は 右 軍 

に將た らし め て 此島を 行 廻、 り て 其 軍 を 合せて 進み 

戰は むと 約し 給 ひしに 右 軍 節度 を受 すして 輕く進 

みて 先んじ 左 軍 後れて 期 を 失 ふ 二 柱の 祌行遇 ひ 給 

ふ 事 を K びた まひし かど もす でに 前後 相 接ら や 其 

•  一  I  リ m リャク 

戰利 なくして はづ かに 邊 海の 民を虜 略し 海中の 一 

小島 を 得た まふの みなりし かば 其虜赂 せし 所の も 

二 百 二十 九 


 古^通 卷之  一  

ハナ チカへ 

の を 放 還し 其 得し 所の 小島 を棄て 終に その 兵 を 引 

て 高天原に s  b 給 ひしと いふ 事の ごとし 

天神 布 斗麻邇 に 相 せ て 女 先 言 ひ て 不良 亦 還り 降り て 

言を改 め よと し 給 ひし か ば 還 り 降， o て そ の 天 之 

御 柱を往 廻る 举 先の ごとし こ、 にお ゐて 伊羿諾 尊 先 

づ阿那 « 夜 志 愛 袁登賣 袁と言 ひ 妹 伊 羿册尊 後に 阿那 

«^ 志 愛 袁登古 袁と言 ひ 終りて 御 合せて 御子 淡路之 

穂 之 狹別島 を 生みつ ぎ， に 伊豫 之 一 一名 島 を 生む 島 は 身 

一 つに して 面 四つ あり 每ぃ 面に 名 あ， 9 伊豫 國を愛 止 

ヒメ  ノ  ィヒ ヨリ ヒコ  ァハノ  ォホ ゲヅヒ 

比資と い ひ 讚 岐國を 飯 依 比 古と い ひ 粟 國を大 宜都比 

メ  トサノ  タケ ヨリ ヮケ  ミツ ゴノ 

賣と いひ 土 佐 國を建 依 別と いふ 次に 隱岐の 三 子 島 を 

生む 亦 名 は 天 之 忍 許呂別 次に 筑紫島 を 生む  >  】 の 島 も 

又 身 一 つに して 面 四つ あ b 每ン 面に 名 あり 筑紫國 を 

シラ ヒヮケ  トヨノ  トヨ ヒヮケ  ヒノ  (〜ヒリ ケ 

白 HI 別と い ひ豊 國を豐 日 別と い ひ 肥 國を速 日^: とい 

ノ  トヨ ネヮケ  クマ ゾノ  々チ ヒヮケ 

ひ H 向 國 を^ 久士比 泥 別と い ひ 熊 曾 國を建 H: 別と い 

ヽ 

〔舊 事紀に 一 云 佐 渡 島と 注せられ たり これ は 一 說に 

， J の 時に 佐 渡， 1? を 生れし とも い ふ 由 を 注せられ し 

也 熊 曾の 國の 一 名 を 佐 渡 島と いひし とい ふに は あ 

らす」 


 二百 三十 

次に 伊 岐島を 生む 亦 名 は 天 比登歡 柱と いふ 次に 津島 

ァ マノ チ ，5 ブ ヨリ ヒ メ  ォホャ マト トヨ ァネ ッシマ 

を 生む 亦 名 は 天 之 狹手依 比 賣と云 次に 大倭豊 秋津島 

ァメミ ソ ラ トヨ アキ ッ ネ ヮケ 

を 生む 又 名 は 天 御虛空 豊秋津 根 別と いふ 此八島 は 先 

に所レ 生なる によりて 大ん島 國と. い ふかくて 後に 還 

マシ、 トキ キビ ノ n ジマ  タ^ ヒ カタ ヮケ 

坐 之 時に 吉備 S 島 を 生む 亦 名 は 建 日 方 別と いふ 次に 

小豆 島 を 生む 亦 名 は 大野 手比賣 とい ふ 次に 大島を 生 

む 亦 名 は 大多麻 流 別と いふ 次に 女 島 を 生む 亦 名 は 夭 

一 根と いふ 次に 知 訶島を 生む 亦 名 は 天 之 忍 男と いふ 

フタ ゴ ノ  ァ マノフ タヤ  トヲァ マリ ヨシ マ 

次に 兩兒島 を 生む 亦 名 は.^ 兩屋 とい ふ 凡 十四 島 を 

生む 其處々 の 小島 は 皆 是水沬 潮 凝て 成れる ものな り 

これ 舊事 古事 等の 記 LL 

f< リて しろす：.^: なり 

布 斗 a 邇は舊 事 紀に太 占の 字を假 用ら る 日本 紀こ 

れに 同じ 私記に 上古の 時 は龜卜 をば 用 ひす 卜に は 

鹿の 肩 骨 を 用 ふ - 】 れを布 斗 麻邇と い ふ と 見え た り 

舊事 紀古箏 記に 天 香 山之眞 牡鹿 之 肩 を 內拔て 天 香 

山 之 天 波 波迦を 取りて 占 はしむ と 見 へ し此也 

夭 香 山 は 山 名 波 波迦は 木の 名 也 類聚 倭 名 抄には 

本草 を 引て 櫻 桃 一 名 は 朱 櫻 こ、 に は 波波迦 とい 

ふと 見 へ たり 

又龜 卜 は 皇孫 天降ます 時より 始れ りと い ひ p 或 


は 龜の甲 を やきて 占 ふ 事 は 奥の 夷の せし 事 也と も 

い ふ 也 淡路 と は 舊事紀 に先づ 淡 路の洲 を 生 

みて 胞 とす 1 所い 不レ 快が 故に 淡路洲 とい ふす 

な はち 謂 M 吾 恥 I 也と 見えたり 日本 紀亦 之に よ h- て 

記されき 舊說に 初 は 必らす 珍 子 を 生む とお も ひ 給 

ひしに 今お も はさる 外に 此惡子 を 生 給 ひしが 故に 

吾吣 島と 名 付ら れ しとい ふ^ 此說 いかい あるべ き 

き。 ァ r ヂ シ マ 

初に は 淡洲と い ひし を今改 め て 淡 路洲と 名 付ら れ 

しに や これ 其 初 は 此地を 保つ 事 を 得 中して 棄られ 

し 所 なれば 吾 恥る 所 也な どの 給 ひし も 知る ベ から 

す 日本 紀 注の 一 書に 先 以ニ淡 路洲淡 洲ー爲 レ胞と 見 

へ て此 時に 當，， りて 此島を 生れし と は 見へ す 又胞と 

すと いふ こと も 此島は 初に 棄て 子の 例に 入れす と 

いふ 事の あるに よ b て 也 穗之狹 別と は 其 島 神の 名 

也 伊豫 一 一名 之 洲とは 今の 伊豫 讃岐土 佐 阿波 等の 四 

固の 地 を 總稱 せし 名なる 也 一 一名 洲と いひし 事其義 

不レ詳 私記に 上古 之 時に いまだ これらの 國名 あり 

しに は あらす 史書 撰述の 時の 名に よりて 記されし 

所 也 又 凡 國.， 名 其義 未" 詳先儒 も 說を傳 へ すと 見え 

た- 9糾1 お ほ I おひ 身 一 つに して 而 四つ ありと 

古史 通卷之 一 


は 一 島の 地勢 其體 面お のづ から 四つに わかれし 也 


テ チ- 


伊豫 國とは 其 島 西南の 地方 古の 伊 佘國久 味 國小市 

國 怒麻國 風速 國 等の 地 今の 伊豫 國卽此 也 愛 止 比 ま、 

と は其國 神の 名 也 讃岐國 は 其 西北の 地方 卽今 の讃 

ノ  ィヒ 3  U ヒコ 

岐國此 也 飯 依 比 古 は其國 神の 名 也 粟 國は其 東北の 

地方 古の 粟 國長國 ， 」 の地卽 今の 阿波 M 此也 大宜都 

比賣せ 其國神 の 名 也 土 佐國は 其 東 商 の 地方 古の 都 

佐國波 多^ 等の 地卽 今の 土 佐， k 也 速 依 別 は 其國神 

の 名 也 凡其國 神の 名比賣 とい ふ は 女子 之稱比 古と 

、 少^: と 、 ，o5 ま 《^M».MS 古の 俗 男子^ 稱 して 別と い 麦 

L- OR? と L ヱは 舅 猙 びし 由 は 萬 葉 集釋注 に 出づ S 

皆 これに 傲 ふ ベ し 隱岐國 は 古の 意 伎溷卽 今の 隱岐 

國 なりと い ふ 三 子 島の 義不レ 詳天久 忍 許 呂別は 其 

國 神の 名 也 筑紫洲 は 今の 西 海 九 國の地 を總稱 せし 

名 也 筑紫國 は 古の 筑志國 ^紫 米多國 等の 地 いまの 

筑前 筑後等 の 國卽此 也 白日 別 は 其國神 の 名 也豊國 

トヨノ ゥ サノ  々1; サ キノ ヒ タノ 

は 古の 豐國字 佐國國 前國比 多國等 の 地 卽今 の 豊前 

トヨ ヒヮケ  ヒノ 

豊後 等の 國此也 豐日別 は其國 神の 名 也 肥國は 古の 

火國 松津國 末羅國 阿蘇 W 葦分國 天草 國 等の 地卽今 

の 肥 前 肥 後 等の 國此也 速 日 別 は其國 神の 名 也 日向 

ト ョ ク シ ヒ ネヮケ 

國は卽 今の 日向 大 隅薩摩 等の 地豐久 士比泥 別 は 其 

二百 三十 I 
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M 神の 名 也 熊 曾 國舊事 紀には 熊襲國 としる さ る 私 

記に 據 るに 日向 國鲥淤 郡 之 地 卽此也 建 日 別 其國祌 

の 名 也 

熊 襲の 字 肥後筑 前等國 風土記に 讀で球 磨 獺^と 

いふべ し 〇 倭 名抄に は «淤 郡 は 大隅國 に屬す 

伊 岐島は 古の 伊吉 島卽 今の 壹岐國 天 比 登 都 柱 は 其 

^神の 名 也 ig; 島 は 古の 津島 縣卽 今の 對馬國 夭之狹 

テ ヨリ ヒ メ  トヨ アキ ッ シマ 

手 依 比 賣は其 島 神の 名 也 大倭豊 秋 津洲は 古への 代 

代 其 地 を 割き 其 地 を 併せて a 郡 を 置れ し 事 其 沿革 

同じ か らす 凡て 今の 畿內 東海 東 山 北陸 山陰 山陽 等 

ァメミ ソ ラ トヨ アキ ッ ネヮケ 

の 地 此也天 御虛芬 S 秋津根 別と いふ は其國 神の 名 

を稱 する に 似 たれ ども 詳 なる 事 は 古よ，^ いひ も傳 

らす. fiii 備 は 古の 吉備 中縣國 穴國 風 治國等 の 地卽今 

の 備前備 中備後 等の 國也 a 島 小豆 島 等 は 備前國 の 

海屮 にあ，^ 知 訶島は 舊事紀 に は 血 鹿 島と^ るされ 

た b さらば 肥 前 國松浦 郡 巾 値 嘉鄕は 一 百 餘の近 島 

ありと いふ もの 卽此也 ぼ 遍^ 風 此餘 は卽今 所在の 

海 島と 其 名 同じき あれ ども 古の 時に さしい ひし 所 

詳 ならす 建 日 方別大 野手 比 賣等は 皆是 其島祌 の 名 

也 〇 此 一 節 は 天神 太 占に うら へ て 征戰の 利 は 我 軍 


の 相 和ぐ にある 事 を 男女の 祌 に吿げ 戒め 給 ひし か 

ば 二 柱の 神 ふた、 び 其 御 軍 を ひ きゐ 天降， 5 まし て 

初に 得 給 ひし 所の 淡 洲に據 り て 西南 北の 國々 を 

征 されし に國 人の 來り 服せ し 事 其 父母に 歸 する が 

如くな りし かば 其國を 以て 國祌に 言 依し 賜 ふ 事 も 

ァラ タメ 

とのごと くにして 其 始を更 たま ひし 御 事 を 大< ：洲 

の國を 生成た まひし と は言嗣 しなる ベ し： ^大 八洲 

の 國を生 給 ひし 次第 舊事 +n 事 等の 記に 見へ し 所 は 

相お なじ H 本紀 に 見へ し 所 は淡洛 洲を狍 として 乃 

ォ ホヤ マト トヨ アキ ッ シ マ 

ち 大日 本豐秋 津洲を 生み 次 に 伊豫 次 に筑紫 次に 

n シ ノシマ  ォホ シ マ  キ ビ ノコ ジ マ 

隱岐佐 渡 を 生み 次に 越洲 次に 大洲 次に 吉備 子洲を 

生む これによ りて 大凡 洲國 の號 起れ りと しるされ 

た り 又 其 注に 引れ し 所の 諸 書の 說も其 次第 皆々 異 

同 ありすべ て これ は 上世よ 言嗣し 所の 說同 じか 

ら すして いまだ いづれ か是 ならむ こと を 知ら ざれ 

ば 其 疑を傳 へ られし 所 也 但し 舊說に 越洲は 畿內の 

地と 相 連り て別洲 とい ふべ からす 舊事紀 の 說を得 

纂疏 〇 越洲と いふ は 古の 高 志 國三國 角 鹿 國賀我 

ェヌノ  ノドノ  ；' グヒノ イミ * ッノ クビ キノ 

國江沼 國能等 國羽咋 國伊彌 頭國久 比岐國 等の 地 


卽 今の 越 前 越 中越 後 加 賀能登 等 の國 これな b 

今 こ、 に^るす 所 は舊事 古事 等の！ Si に據 b し 所 也 

又 日本 紀 注に 見 へ し 諸 說を按 する に大 八洲 ゆ號ぁ 

るに よりて 八洲の 數に 合すべ きがため に强 て其說 

を 作れ，^ と 見 ゆる 事 ども あ かるべ からす 大八 

洲と いひし も これ 又 八 數を尙 ぶの 義 とみ へたり 

祌代卷 

t  I  ヮ タノ  ォホヮ タツ i  ノ ミ トメ 

旣に國 を 生 終、 りて 其 後に 海神 名は大 綿津見 神 水 戶« 

、f アキ ッ t  n  ノ  ハヤ アキ ッ ヒメ ノ 

名 は 速秋津 日子 神 妹 速 秋 津比賣 神 等 凡 十 柱の « を 生 

み 袷 へ b 其 速 秋 日子 速 秋 津比賣 の 神 河 海に； ^りて 

持 別て 風神 名 は 志 那都比 古神 木 神 名 は久々 能 智柳山 

ォ ホヤ マツ ミノ  ノ 力 ヤノ ヒメ  ノ  ノ. ン チ，^ 

神 名 は 大山 津 見神 野 神 名 は 鹿 屋野比 賣神亦 名 は野椎 

神 等 十 二 柱 を 生む 大山 津 見神 野椎神 山野に よりて 

持 別て 八 柱の 神 を 生む 

〔日本 紀 古語 拾遺 等に は 男女 一 一 柱の 祌海川 山 等 を 生 

給へ. o と 見へ たり 心得られす 舊事紀 古事記に は 其 

神 を 生み 給 へ りと 見 へ たり 今- ) 、に は舊事 古事 等 

の 記に よりて^ るす 也〕 

ノ  ヮタッ ミノ In ト 

. 大 綿津見 神 または 少蓳 命と も^る す志那 I 比古舸 

又は 級長 津彥 命と も^る す久 々 能智神 又は 句々 廼 
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チノ  ォ ホヤ マツ i 

馳神 とも^る す 大山 津 見神 又は 大山 祇神 とも^る 

す也此 等の 神 を 生れし と い ふ 事は此 等の 神 を祀ら 

ッカサ K 

れ し事此 時よ.^ 始 りて 又 其祀を 掌れ る 職^ わかち 

命せられ し をい ふなる ベ し 

此 等の 神と は 河 海山 野 等の 神 を い ふ 也 其 祀を掌 

れる 職と は 河 海山 野 等を祀 るべ きものに 其 職 を 

分ち 命せられ し をい ふ 

たと へ ば 帝舜卽 位の 初に 望ニ于 山川 一 徧ニ于 群 神-と 

いふ 事の ごとく 誠 又 祭祀 以驭 -, 其 神- 糊^ 歉 などに 

• 見へ しに 其義苘 じかるべき 事 也 

かくて 伊羿諾 伊穽册 1 一 柱の 神 共に 日 神 を 生み まし ま 

ォホ ヒル メノ ムチ  ミ n  サヅ  ァ ► メ，  k, 、 

す 大日 靈貴と 申す 此 御子に は授 くるに 夭 上の 事 をお 

てし 天 之 御 柱 を 以て 送 b 奉らる 次に 月 神 を 生み まし 

ッ キヨミ  ツキ ユミ 

ます 月讀 尊と 申す 又は 月夜 見と も 月 弓と も 申す - J わ 

又 日に 配て^ら しむべし とて 天に 送 b 奉らる 最後に 

素 盞烏尊 を 生み まします 此神 天下 を^ら しめらる ベ 

ノ-ナ キイ サチ  アサ ャマ  カラ 

し 然るに 常に 哭 泣る こと を わざとし 靑山 をば 枯 山の 

カラ 力 ハウ i  ナ キカヮ  I, ァ i  M 

ごとくに 泣枯 し河每 をば 泣 乾かす こ、 を 以て 惡 刺の 

オト サ f へ、  ヨロ ヅヮ ザハヒ  すコ 

昔 狹蠅の ごとくに して 萬 物の 妖吹 風の ごとくに 皆發 

ク，？ これ 舊事紀 日本 耙 古語 拾 

！  ま 等に ぶる と,, ろな リ 

I 1  I rfie 三十 三 


ひ 給 見 


古史 通卷之  一  二百 三十 四 


日 祌とは 日 を 主り たま ふ 祌也月 神 また 此義 におな 

じ 大日 靈^ は 讀で於 保 比艇咩 能武智 とい ふ 紀 I 於 

保 は卽大 也比艇 咩は卽 y 女 也 女子 の 尊稱 也武智 

と は 上古の 俗贵 きを 稱 せし 語 也すな はち これ 授く 

るに 天上の 事 を 以てすと は 古事記に 汝命は 高天原 

を 知れと 事 依し 賜 ふと 見 へしこれ なり 天 之 御 柱 は 

初め 二 柱の 祌 天降ります 時に 天神の 事 依し 賜 ひし 

所の 天 之 瓊矛也 然る を 日 祌に附 て 還した まふ は 天 

神の 事 依し 賜 ふ 所 その 功す でに 成りぬ る 事 を 報じ 

吿げ 給ふ義 なる ベ し月讀 月夜 見 等の 字 を 讀む其 語 

相 同じ^ かる を假用 ゆる 所の 字異る は其義 もまた 

異 也と 兒へ たり 上古の 俗に 讀 むと いひし は 凡 物の 

數 をかぞ ふる 事 をい ひきさらば 月 と は 日月 一 た 

び會 して 一 月と なり 十二 度會 して 一 年 をな すに よ 

りて いひ w 夜 見と は 日に 代りて 夜に 現 はる 、の義 

によれるな るべ し 月 弓と は 其 語の 轉せ しにて また 

其 象 を 取りて いひし 所なる べし 

たと へ ば 上弦 下弦 は 弓 を 張れる 象な，？ は 其 持 

ffi の 象の ごとくな るが ごとし 

此 神の 御 琳は ^事 紀に滄 海原の 潮の 凡百 重 を 治し 


ナラ/  二 シ ラシ ム ァメノ ヲ ハ ル ョルノ テス クニ 

むべ し 後に 配い 日 而知， 一天 事 一所 1 知 夜 之食國 也と 

へ たりさら ば始 には滄 海原の 潮の 八 百 重 を^, o 

ひし かど も 後に は 日に 配て 天上 之 事 を 知， o たま 

し也滄 海原の 潮 八 百 重と は 海上の 廣く 遠き 事 をい 

ふなる ベ し今按 する に壹岐 島壹岐 郡に 月讀 神社 あ 

b 名 神 大社と 見へ たり I 喜 これ 海上の 事 を 治めた 

まひし が 故に 此 等の 國 に其祌 跡 ありし にや 又 月 li 

ノア ガタ ヌ -ン ガ  * 

命 は 壹岐縣 主等祖 なる 由 も 見え たれば Kft 其睬主 

は此 神の 後なる が 故に 其國 にいつ き 祭れる も^る 

ベ からす 又 舊事紀 日本 紀注 等に 此神 天照大神の 詔 

ゥケモ チノ モト 

をう けて 葦原 中國に 降りて 保 食 神の 許に 至 b 給 ひ 

しな どい ふ 事 ありこれ 後に 配レ 日て 天 事 を 知 b 給 

ひし 時の 事なる ベ し 今 も 伊勢の 度會 郡に 月 讀宫月 

夜 見祌祉 等お はします と 見へ たる は 元 これ 

又 配い 日 とい ふ義 による 歟素盞 烏 尊 は 舊事紀 に は 

ハ ヤス サ ノテノ  タケ ハ ヤス サ ノ テノ 

速 素盞烏 尊と ^る さ れ 古事記 に は 建 速 須佐之 男 神 

ィサミ タケ 

と^るせ. o 速と いひ 建と いふ も此； P! の勇陴 くお は 

しける 義な るべ し sss^^g^ 靑山 をナ泣 li し 

ナキカ ワカ  tn  I  ノ. 1 

河 海 を 泣 乾した まひし とい ふ は 生れながら 其 性の 

兇暴に おはした る を 申せし なる ベ し 狹蠅は 五 蠅 
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ともしる されて ^4 讀で佐 波 倍と いふ 夏 月の 蒼蠅 

の 衆多なる をい ふと 見 へ たり I 常に 哭泣 ちる とい 

ふよ， 9 萬 物の 妖皆 發れ. o とい ふまで は尙 書に 丹朱 

の 傲なる 事 を數へ いひし ごとくに 此祌 の惡を 極言 

ふの 義 なるべし 

其 後 伊 羿册の 神火 祌轲遇 突智を 生む に は b て 遂に 神 

避 ましければ 出 雲國と 伯耆國 との 界比^ 之 山に 葬 ま 

つ る 又 紀伊國 熊 野の 有 馬 村に 葬 まつ る 土俗 此 神の 魂 

を 祭る に は 花時に 以ぃ 花祭る また 鼓吹 旛旗を 用 ひて 

歌舞て 祭れり 

これ 舊事紀 古事記に よりて^ るす 所 也 H 本 紀には 

此祌 の祌避 ませし 事 はしる されす して 注に は舊事 

紀 古事記 に 見へ し 所 をし るされ きこれ は 舊事 古事 

等の 記に 見へ し 所 心得が たき 事の みなれば 其 疑 を 

闕れ しな る ベ し然れ ども 此 神の かくれ 給 ひし 御 事 

はまる さる ネ6 じき 義 にあら す- J れ -2 よ ひて 人 「- J ゝ 

には此 神の かくれ ませし 事と 葬 まつ， o し 地と を^ 

るして 舊事紀 古事記 幷 に 鏺火祭 り の 祝詞 等 を 併せ 

考 へて その 大要 を此 下に 注す 

ノ  f グッチ  ホ ノヤ ケ j ヤヲ ノ  /  ホ， ャケス ミノ 

火^ 軻遇 突智は 又は 火 之 燒速男 命 神 又 火々^ 炭 神 


舊事紀 に 炭 ， ホリ ャ， ケヒ コ  ホ ノカグ ヅ チノ 

一 作. 彦 又は 火 之燎^ 古 之 神 又は 火 之迦具 土神 又 

は 火 之產靈 §| 又 次 結 神と い ふ | 喜 出 雲國は 下に 

詳也伯 耆國は 古の 波 伯 國卽今 伯 耆國也 比 婆 之 山 其 

處所 未い 詳紀 伊國は 古の 紀伊國 熊野國 等の 地也卽 

今 紀伊國 也 熊 野 は 今牟婁 郡に 屬す 或說 に 有 馬 村 に 

產田 社と いふ あり 卽是 伊穽 W 尊 神 返ます 地 也 その 

カク レイ ハヤ  ゥブタ ツイ ハヤ  ハナ ィ： i- 

東に 隱 窟 あり 產立窟 とも 花の 窟と もい ふ 伊弊册 

尊 を 葬， まつる 所 これな.^ 慕 春に 繩を 以て 花 または 

旛旗 をつ くり 圍繞し 歌舞して 祭る 祌 世の 遺 俗 也と 

いふ |雜ー 一 伊 羿册尊 神 去 ませし 事 舊事紀 古事記に 

見へ し 所に よるに 伊羿册 尊 火 神 を 產み給 ふに 及び 

て その 爲に燒 れて祌 去ます 伊羿 諾祌 其 妹の 神 を 子 

の 一 木に 易た まひし を ふかく K 給 ひて みづ から 帶 

せ る 十 握^ を拔 て 火の s の 頸 を 斬り て 段々 になし 

給 ふに 其 段 ことん \  く 皆 神と なれ.^ 又 御 刀に靈 り 

し 所の 血 もみな/ ヽ神 となる かくて 妹の 神 を 見 給 

はんとて 黃泉國 に 追往き 其殮歛 之處に 至り ませし 

に伊羿 冊の 神な ほいけ りし 御 時の ごとくに 其 殿よ 

，り 出迎 ひし か ば 吾と 汝と 所作 之國 未 ニ作竟 一 還 b 給 

ふべ しとの たま ひしに 悔しく も來 まする 事の 晚か 
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り き 吾 は 黄泉 火 喫し ぬ 入 * ます 事畏 し^ かれ ども 

ョ モッカ i ァ ヒア ラソ 

我 つぶさ に 黄泉 神と 相 論 はん 我 をな 見 まし そとの 

たま ひて 殿の 內に 入りた ま へ b 甚 久しく 待 わび 給 

ミミ ヅラ サシ  ュヅ  ツマ グシ ホ トリバ 

ひし 左の 御 W に 柿 給 ひて 湯 津の津 間 櫛の 男 柱 を 1 

かきて 秉炬 として 入 見 給 ひしに 宇士 多加禮 斗呂々 

岐ぉ其 上に 八 雷 神化り 居れり 見畏み て すみ や 

か に 逃 還， o 給 ふ に 及びて 妹の 祌 その 辱 見し めた， ま 

ふ 事 を 恨み 給 ひ 黄泉 醜女して 追と いめ 又 其 八雷祌 

に 千 五 百の 黄泉 軍 副て 追し めみ づか らも 追來、 り ま 

チビ キ  ョ モッヒ ラサ 力 ヒキフ サイ 

すすな はち 千 引の 石 を 黃泉比 良 坂に 引 塞で 其 石 を 

I  ムカヒ タ、  コトド  ヮタ 

屮に S て對 立して っゐに 事戶を 度る の 時 伊 # 冊の 

ヱ ァなナ セノミ コ ト 

神 愛 我 那勢命  レ 

愛の 字訓 は 一 一 柱の 祌 巡い 柱の 所に 見 ゆ 蓋 男 女親 

愛之詞 

力 ク  イマ シク ニノ ヒ トゲサ ヒトヒ チカ ウベ クビ リコ 口 

如 此し給 はか 汝圈之 人 草 一 日に 千 頭 を 絞殺さん と 

ひし を 伊 羿諾の 神 は 愛 我 那邇妹 命 汝爲ぃ 然ば吾 

1 日に 千 五 百 產屋を 立む とのた まひき 其 所謂 黄泉 

比 良 坂は卽 今の 出 雲の 國伊賦 夜 坂 をい ふなり 今 世 

の人婦 死ぬ るに 夫 葬處を 避る はこれ によれ b 凡 其 

所謂 黄泉 比 良 坂 は 別に 處 あるに は あら じたい 死る 


二百 三十. 5^  

ノゾ： 、ィキ タュル  ァレ 

に 臨で 氣絕之 際 をい ふ歟 かくして 伊笄諾 の 神 吾 は 

シ n  メ シ n  メ 斗 キタナ キク 二  ミ、  ハラへ 

志 許 米 志 詐米伎 穢國に 至りて あ b けり 御身の 禊せ 

タチパ ナノ チト  ァハギ ハラ 

むと 言て 筑紫 日向の 橘 小 門の 阿波 伎 原に 至 b ま 

して 禊 祓し給 ふ 時に 脫棄 られし 御身に 著し 物 ども 

化 り 出し 所と 又 御身 を滌 た ま ふ に よ り て なれる 所 

との 神 等 多くお はし ましき 

祌 返と は 纂疏に は 死す る 事 を 神 去と いふと 見 へ 

たり 然れ共 日本 紀 注に 神 退 又は 祌 避と 云と 記さ 

れた りさら ば 其 字 を讀む 所の 語 は 同じく 共其義 

に は異る 所有に 似たり 祌 返と は 死す る 事 をい ふ 

な る ベ し祌 避と は 避け 隱れ給 ひし 事 を いふに や 

ヒシ ゾメノ  ノト  ホノム スビノ  ィ ハカ ガレ マシル 

鎭火 祭の 祝詞に 火 結 神の 爲に 燒れ て石隱 坐て 夜 

七日 畫 七日 我 をな 見 給 ひそと 申 給 ひきと 見 へ し 

は 神 避の 義共 いふべ し 子 之 一 木と は^ 記に 依に 

上古に は賁ん をば 木に 例 へ し 故に 一 柱 を 一 木な 

ァ テ t トグサ 

どい ふ賤人 をば 草に 譬 へし 故に 靑人 草な どい ひ 

しと 見へ たり 十握靱 は^の 長さ をい ふ 其た け 手 

掌 を 合せて 量る に 十 握の 長さ 有 也 段々 に 斬て 三 

段に なす 共 五段に なすと も 八 段に なすと も 見 へ 

たり 其 化れ る 所の 神の 名 は舊事 古事 等の 記に 詳 


ョ モ 


也 文 長ければ こ 、に 記さす 黄泉の 國は讀 で佘母 

都久爾 とい ふ 纂疏に 依に 地下 を さすと 見 へたり 

殯歛之 處は人 死して 未だ 葬す して 納置所 をい ふ 

黄泉 火 喫と は 死し 穢れし 所の 竈の 火 を 食 ふ 也 今 

世の 神 齋に同 火食 を 忌む 事の 緣 也と 纂疏 にみ え 

たり 入 * ます 事畏 しと は斯る 所に * ませし 事の 

いまいま しきと いふが 如し 黃泉 神と 相 論 はんと 

は 地下 を 主れ る 神と 事の 由 を宣ひ 論じて 還し 參 

せんとの 義な るべ し 湯 律と は 上古の 俗 凡 物 を 敬 

する 詞也滓 問 櫛 は 私記に 其 形の 爪に 似た るが 故 

也と 見 へ たれ ども 奥義 抄には 妻 之 義歟と 見 へ た 

b 袁久志 とい ふ 者 も あれ ば 妻 之義長 せる にや 男 

柱 は 舊事紀 に 雄 柱と 記されたり 讀で保 登 利 波と 

いふ 櫛 のぞの 大きなる もの 也秉 炬は讀 むこと 手 

火の 如し 手に とる 所の 火也卽 今の 松明な どい ふ 

もの、 如し 舊事紀 に 今 世人 夜 忌 n 1 片之 火， 亦 夜 

r〕§, 一擲 櫛， これ 其緣 也と 記された りき 宇志 多加禮 

斗呂々 K と は 宇志 は 虫 也 多 加 禮は聚 る 也 斗呂々 

伎 は 爛壤る 、 の 貌也八 雷神と は 雷神 八 部 ありし 

也 其 名 も舊事 古事 等の 記に 詳也 泉津 醜女 は 醜女 


讀で志 許 賣と云 古語に 志 許と は 見 惜き事 をい ふ 

されば 舊事紀 に 醜女の 字 を假用 ひられたり 地下 

の 鬼女 を 云と 見 へ た b 私記に 今 世の 人小兒 を 威 

ん とて 許々 女と いふ は此 語の 訛 也と 見へ た b 黄 

^軍と は 地下の 鬼 兵 をい ふなる ベ し 千 引 石 は 千 

人 所 ~ 引 磐石 也 其 石の 極めて 大な る をい ふ此石 

今 は 信 濃 國瞰訪 郡に 有と 神代 卷抄に 見 ゆい かな 

る據 あるに や 心得ら れ や 黄泉 比 良 坂 は 私記 に 出 

雲國 風土記 を 引て 出 雲 郡 宇賀 鄕に 窟戶 あり 夫 を 

い ふ 由 見 へ た b 是も 心得られす 事 戶を 度る と は 

日本 紀の 注に は 建 絕妻之 誓と 記された る を 私記 

に は 夫婦 之義 を絕 つと いふと 見へ た.^ 那邇 勢と 

は 上古の 俗に 夫を稱 する の 語に て 那邇妹 は婦を 

稱す るの 語 也き 古事記に 千 五 百 產屋を 立む と 見 

へ し を 舊事紀 に は 千 五 百 頭を產 むと 見 ゆ 其義は 

相 同じ 伊 賦夜坂 は 其處所 未い 詳 婦 死して 夫葬處 

を 避く と は 古俗 此事 おしなる ベ し 黃泉比 良 坂 は 

別に 處 所有に は 非 じと は是は 前に 出 雲 國伊賦 夜 

坂 を 云と は 見 へ たれ ど^か は 有べ からすと 云の 

義也今 も 人の 氣絕 しが 蘇 息し つる を 黃泉歸 す な 


古史 通卷之 


二百 三十 七 


 古史 通卷之 一 

ど は 申 也 志 許 米 志 許 米 伎 穢國と は 見に くし 晃に 

くきき たなき 所 也と いふが 如し 私記に は 其 汚穢 

を 以て 此名を 得たり と 見えたり 禊と は 濯 灌て妖 

邪を碱 除く 祭 也筑紫 rn 向の 橘 小 門の 阿波 伎 原と 

は 筑紫は 九州 地の 總名 をい ひ 日向 は 一 國の 別名 

をい ふ 小 門 橘の 精. 原 は 日向の 北に あり 小 磐屋 

とい ふ 所は此 也と 神代 卷抄に 見へ たり 卽今 日向 

國諳縣 郡に 其 神 跡 也 とい ふ 所 あ b 是 なるや 否や 

をば しらす 此 時に 化， o 出し 神 等の 名 これ 又舊事 

古事の 記に 詳に 見へ た b 

凡伊獰 冊の 神火の 神の 爲に神 避 給 ひし 由の 一 節 心 

得ぬ 事共 也 上世より 言嗣し 事に 斯る 類猶 多し 盡信 

する に 足ら や 其 疑 を！！ なんに はしく 可ら す 此神を 

葬， o し 地 も相傳 ふる 所異 ある 事 を 私記に は 神道 不 

測末レ 知- 1 其實 一所い 聞已 異にして 所 レ注又 異なり 猶 

是如 一 一黄 帝 之冢處 々不定 一也と しるせり され ど 初 は 

祌避 ませし 地に つきて 出 雲國と 伯耆國 との 界に葬 

b し を 後 改めて 紀伊國 熊 野に 遷 葬りし 事 或は 筑紫 

日向 國 なる 神代の 三 陵 を 後に 山城 國葛野 郡 田邑陵 

の 南 原に 祭られし 事の ごとく 顿 或は 足 


二百 三十 八 

ヒ n  ノ  ト 3 ラ 

^：彥 天皇 を 初 は 穴 門國豐 浦宫に ^敛 しま ゐらせ 

し を 後 に 河 內國長 野 陵 に 遷 葬られ し 事 の ごとくな 

る も 知る ベ からす き^ | き 5 薦^れ 又桉 する に 《 

事紀に 見へ し 所 日 神月 神 素盞烏 尊の 生れ 給 ひし 事 

を しるされ しに 三說ぁ h まづ其 初に は 伊 羿諾伊 弊 

慨 1 一 柱の 神 共に 日 神月 神 素 盞烏尊 を 生み 給 ひしと 

しるされし 听今こ \ にしる せし が ごとくに して 次 

に は 伊羿册 神神 返り ませし 後に 伊羿諾 祌筑紫 n: 向 

の 橘 小門檍 原に 禊した まひし 時に 左の 御 m を 洗 ふ 

アマ. テルオ ホミ カミ 

時に なれる 祌の名 天 照 大御神 右の 御 目 を 洗 ふ 時に 

なれる 神 の 名月 讀命並 に 五 ィ十鈴 に 坐す 伊勢 齋大神 

とい ふ 御 鼻 を 洗 ふ 時に なれる 神の 名 速素盞 烏 尊 出 

雲國 熊野杵 築神宫 に 坐し ます 又 次. に は 左の 御手に 

白銅 鏡 をと り 給 ふ 時に な b 出る の 祌を大 =靈 尊と 

いふ 右の 御手に 白銅 鏡 をと り 給 ふ 時に なり 出る 神 

を 月 弓 尊と いふ 御 首 を 廻らして 美 摩沙可 利栩な 

b 出る 刺 を素盡 烏 尊と いふと しるされた. りき 

白銅 鏡讀で 麻 須类能 加 々美と い ふ类艇 « 沙可利 

は舊 事紀に 顧眄之 間の 字を假 用 ひられ：：： 本 記 

注 また これに よらる 御ぐ し をめ ぐらして か ^  hy 


見た まふの 間にと いふ 義と 見えた、 り 

後の 兩說 による 時 は 日 神月 神 素 盞烏神 は伊姅 W 神 

の 生 給 ひし 御子に は あらす 古事記に は此三 柱の 御 

子 は 伊 * 諾神 左右の 御 目と 御 鼻 を 洗 ふ 時に な. o 給 

へりと い ふ 事 舊事紀 第一 一の 說の ごとし 日本 紀には 

舊事紀 第一 の說の ごとくに しるされて 其 注に は 後 

の兩說 を： K るされ た b 奮 事紀 日本 紀に 見へ し 所 は 

上世よ. o 言 嗣し所 同じから ざれば その 疑を傳 へ ら 

る 、 の義 なる ベ し此 等の 事す で にかくの ご とし 其 

餘の事 ども 盡く 論す るに たるべ からす 

伊棼諾 神 功旣に 至り 德も 又大也 天に 登りて 報 命し 給 

ヒノ ワカ ミヤ  スミ  カク レノ； ャ  /二 マ 

ひ HI 之少宮 に留， o 宅-たま ふ 又 幽宮を 淡路洲 に搆， o て 

ナガ ク カク レ  ， 、 ヨ 

長隱 ましぬ 

〔これ 蕩事紀 日本 紀 によりて しるす 所な b 古事記に 

は 此大祌 の 長隱れ ませし 所の 事 は 見 へ す〕 

功 こ、 に は擧 等と 讀み德 - .>  、に は 伊 幾 保 比と 讀む 

と い ふ 功の 字よ のつ ねに は讀て 伊佐 袁斯と い ふ舊 

事紀 日本 紀 等に 此 神の 御 事 を 功旣に 至りぬ とも 又 

は 神 功 旣に畢 りぬ とも 見へ たれば 伊佐 奈岐 と號し 

まゐら せし は その 伊佐 袁斯 おはし ませし によれる 

古史 逋卷之 一 I 


に 似た b 報 命と は 最初に 天神の 命 を 以て 事 依し 賜 

ひし 事の その 功 旣にを はりぬ る を 報じ 申されし を 

いふなり 少宮讀 で 倭柯美 野と いふと 見えたり ^ 

日 之少宮 其處所 不レ詳 天に 登りて 留. o 住ま せ し 所 

と 見 へ たれば 其處 所の 高天原に あ b し は 疑 ふべ か 

らす幽 宫は加 久禮能 美 野と 讀む とい ふ 淡 路洲は 私 

記に 此州は 最初に 生 出し 給 ひし 所 なれば 終りに も 

又 かくれ 給 ふこれ は 終始 を 同じく した まふの 義也 

と 見 へ たり 延喜神 名 式に 淡 路國律 名 郡に 淡路 伊佐 

奈伎神 坐す 卽其 幽宮を いふなる ベ し 長 隱とは か ね 

て此 宮を搆 りた まひし に 神 退 ませし にいたり て 其 

と - J ろに 葬 ま つる をい ふ に 似た. C- 

/  ャ ヅカ t グ ム ナサ キ 

これよ b さ き 素盞烏 刺 年す で にたけ て 八 握 鬚髯 心 前 

力 キイ サチ イカ  ノ 

に 至る まで 常に 啼 泣て 怒り 恨む 伊 羿諾大 神み ことの 

b して 何に よりて か 事 依せ し W をば しらすして かく 

泣つ とのた まひし に 妣の國 根 乃堅洲 國に罷 らんと お 

も ふが 故に 泣つ と 答へ 給 ひし かば 大きに 忿怒 li ふて 

さらば 汝は 此國に 住む ベ からすとの たま ひて 神 夜 良 

比！！ 夜 良 比 給 へ り此 時に 父の 大神は 淡 海の 多 賀に坐 

したりけ るに さらば 天 照 大御神 を 見 ま ゐら せて 浚に 

二百 三十 九 


古史 通卷之 一 


二百 四十 


- なむと 請 申されし によ， ^てみ ことの b して ゆる 

した まひき 

〔これ 舊事紀 古事記に よりて しるす ところな り 日本 

紀 には此 神の 暴惡に ましけ る を 以て 父母 一 一 柱の 神 

つ ひに 逐 はれし と 見 へ たりさら ば 伊 羿册祌 いまだ 

祌退 たま は ざ，^ し 時の こと 也 心得られす〕 

几 握 鬚髯 心 前に 至る と は 其 年の 旣に長 じ 給 ひし を 

い へ るな. O 此舯 いかなる 事 を 怒り 恨みた まひし と 

いふ 事詳 なら ゃ妣の 國に罷 らんと 言 ひしに 據りて 

見る 時 は 御 母の 祌の御 事に よりて 父の 大祌を 恨み 

給 ふ 事 も あ b しごとく に 聞 ゆる 歟事侬 せる 國 をし 

ら すと は 最初に 此 神に は 天下の 事 を 言 依し 賜 ひし 

見 へ たりき 妣國は 伊羿册 神の 御國也 根の 堅洲國 


刀 タス 


はすな はち 根 國也堅 洲國と は傍國 とい ふに 同じ か 

る ベ し |； 細 ぽ誌天 傷 説に 根阈は 黄泉の 名 也 地下 をい 

ふ 由 見 へ たり 鸸 心得られす 根の 堅 洲國と は 出雲國 

を さしい ふに 似たり 伊 胖奈彌 命彼國 にお はし ませ 

し 事 は 彼阈の 風土記に も 見へ たり 古語に 山 をば 根 

とい ひけり 

萬 葉集抄 にみ えた， O 富 士极筑 波 根 越の 白 根な ど 


いふ 卽 古の 遺言なる な- 

上世の 時に 根國 とい ひし を 後に 山陽 山陰の 國 とい 

ふ 古今の 言 同じから ね ど さしい ふ 所 異なる に は あ 

らす淡 海の 多 賀は卽 今 近 江 國犬上 郡 多 賀鄕也 また 

は 田 可と も 多 何ともし るせ b 延喜 式に 近 江 國犬上 

郡 多 何 神社と 見 へ し は此大 神の 坐せ し 神 跡 也 淡 海 

の 字 舊事紀 に 淡 路と見 へ し は傳寫 の 誤れるな b 古 

事 記に は 淡 海と しるせり 夜 良 比 は 上古の 語に 

事 を かくい ひし 也 


古史 通 卷之ー 終 


古史 通 卷之ー 


スサノ チ ノ  ノボ マ  ヮ ャム 

かくて 素 盞鳥神 天に 昇り 坐して なほ 其 あしき 事 止 時 

ァ マ テルオ ホカ ミトが メ  ゥラミ  タヒラ 

なし 然れ ども 天照大神 慍給 はす 恨た ま はす 平 かなる 

ァ ヒィレ  イン ハタ ャ  マ  カン ミゾ ァ ハセ オリ 

御 心に て相容 たま ふに 忌服 屋に 坐して 神 衣 を 合 織 給 

ハ タヤ イタ キ ゥガチ ァ マノフ チゴマ サ カハギ  オト 

ふ 時に 其 服 星の 頂 を 穿て 天 斑 馬 を 逆 剝に剝 て 墮し入 

アマ ノミゾ オリ メミ ォド P ハタ  ォチ  アマ ノィハ 

れ夭衣 女 見 驚き 機よ. o 墮て神 去る に 至 b て 大神天 石 

謹戶を 開て 刻 許母理 ます こ、 におい て 高天原 皆 暗く 

ノ ッ フク-一 クラ  トコ ョュ  ノ  サパへ ナス ミ 

葦原 屮國悉 闇く して 寄夜往 き 萬 神 の 聲狹 蠅奈須 満ち 

萬 妖メ ことぐ くに 發 りぬ 八 百 萬 神 憂 迷 ひて 天 安 

カン ヅドヒ ヅド  イノ リマ ヲシタ テ マツ  サマ 

の 河原に 神 會に集 ひて その 祈 謝 奉る ベ き 方 を讒り 

遂に 大； I： を 天の 石 匿より 出し まひら する に 及びて 高 

ノ  ノッ  テリ アキ 

天 原 及び 葦原 中國 おの づ から 照明ら かなる こ と を 得 

ノ  ノチ クラ ォキド  ォホ ハラへ 

つ 八 百 萬 神 共に 議， o て 素盞鳥 神に 千 座 置卢を 科せ 載 

具を責 て 其 罪 を 贖 は し め 遂 に 神 夜 良 毘 き 

此. 一 節 下の 一 節に 通じて 日本 紀 注の 一 書に 據 りて 

^るす 所 也 

I 古史 通 卷之ニ 


其 惡事止 時な しと は 日 神の 御田に 春 は 放 樋 埋溝毀 

ナチ シキ マキ  クシ サシゥ マフ スル 

畔又 重播し 秋、 は 刺 伏 串 馬の 類 也 

放 樋讀で 比波那 知と い ふ 樋は渠 槽 也が つと はこ 

れを廢 る 也 埋溝讀 で 美 曾宇賣 とい ふ 水 を 田に 通 

する 溝 を 土 を 以て 塞く 也 毀 畔讀で 阿波 那知 とい 

ふ 田の 界を壤 b 毀 ふな b 重 播讀で 志 伎 麻 伎と い 

ふ 凡百 穀 重ねて 種子 を 下す 時 は 其 土 瘠て 穀實な 

る 事 を 得す 剌串讀 で 久志 佐 志 とい ふ 田 間に を 

刺 立 て 馬 を 繋ぎ て 秋穀を 踏し む る を 云 ふ 

慍恨袷 はすと は 古事記に 據 るに 御田の 畔を 放ち 溝 

ウメ  ツチ ヲァタ ラシ ト コ ソス ルコト 力、 リノ タマ 

を 埋られ し をば 地矣 阿多 良 斯登許 曾 爲如此 と 言 ひ 

ォホ ムべキ n シメ ミア ラカ クソマ S リ f チ  タグ リ チラス 

大嘗聞 看 す 殿に 屎窳 理^ら されし をば 醉て 吐 散 

登 許 曾 爲如此 と 言 ひて 登 賀米受 と 

地 を 阿多 良 斯とは 地 を 惜しむな b 大嘗は 日本 書 

紀 注に 新嘗 に 作る 纂疏に 初て 榖を甞 む る 也 冬 時 

の 祭 也と 釋 した， o 大嘗 は讀で 於保武 倍と いふよ 

し 神代 卷抄に 見 ゆ 吐 は 讀で多 具 狸と いふ 飮 食の 

物 を 吐き出す なる ベ し 

忌服 屋は舊 事 紀に齋 服 殿と^ る さる 神 服 を 織る 所 

の 殿 也と いふ 瞎天斑 馬 は 鹿 也と いふ 鵷 いかい ある 

二百 四十 一 ； 
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フチゴ マ 


力 タド： 


ベ きた ぃ駁馬 をい ふ ベ し 逆剝と は獸を 殺して 後に 

其 皮 を 刹 を い ふ と 見え た b 

纂疏 〇 延喜式 載の 祝詞に よるに 放 樋 毀 畔埋溝 重 

播刺串 屎戶生 剝逆剝 等の 八 つ を 天津 罪と いふと 

見えたり 


ギゥゴ キ 


天衣， 女 は W 事紀に 天照大神 驚 動 給 ひ梭を もちて 

身を慯 ひた ま へ b とい ふ 一 說には 織女 雅日姬 尊お 

どろき て 機より 墮て體 を K ひて W 去ます とい ふ 其 

ォ モト 

雅日姬 尊 は 天照大神の 妹 也と しるされき 纂疏に は 

今 攝津國 生 田 社 は 此神を 祭 る听 也と 見 ゆ 天 之 石屋 

戶は 舊事紀 日本書紀に は 夭 窟 又は 天， や 等の 字 

を 用 ひ讀で 阿痲能 伊播椰 又阿痲 能伊播 等な どい 

ふ倭姬 世紀の 文に 據 るに 伊 播とは 齋也椰 と は屋也 

天を祀 るの 齋殿 をい ふなる ベ し剡 許母理 ます は齋 

殿 を 鎖して 其內 に隱れ 坐す 也 高天原 皆 暗く 葦原 中 

阈悉 暗と は 舊事紀 に 六合 之內 常闇し て 晝夜 之殊な 

ヨロ ヅ /力え  サ ハへ ナス  ヨロ ヅノヮ ザ ハ ヒコト 

る を しら や 故に 萬 神の 聲狭 蠅嗚 ごとく 萬 妖 悉 

ゴ トク. Tn ト コョ/  モロ カミ ウレ ヘプ： -T  テア シゥチ ヒロ ゲ  ノ 

發. ^て お 世 阈に往 く 群 神 憂 迷 ひて 手足 內廣 凡 其 

庶 事燭を 僚して 辨 ふと あ b 凡此 等の 文 は 日 神の 

隱れ たま ひし をい ふに よりて 群 神の 憂 迷 ひし 事 を 


形容い ひし 所に てすな はち 我國の 文の さま 也 

舊事紀 に萬妖 悉に 發り 常世 國に往 /、としる され 

し は 初め 素 盞烏神 葦原 中國に まし ませし 時に 萬 

妖吹 風の ごとく 皆發れ b と 見えき 今に 至 h- て 其 

妖此 常世 國 にも 來り往 く  》 ^いふ 事に や 古事記に 

はたい 常世 往 くと 改めし るしたり 手足 內廣と は 

猶今も 俗に い ふ ことば 也 手足 措く ところな きの 

謂なる べし 

八 百 萬 神と は 群 神と いふ が ごとし これ また 八數に 

よ b てい ひしなる ベ し 天 之 安の 河原 は 舊事紀 に 天 

八湍河 河原と しるさる 其處所 不レ詳 A 湍とは 其 川 

の廣さ をい ふなる ベ し 安と いふ は その 語の 轉 せし 

力 ハ ノホ トリ 

也 河原と は 河 上と いふ！^ ごとし 

天 安之 河原 を 日本 紀 注の 一 書に は 天 高 市に 作れ 

り 常 陸 國久慈 郡に 高 市鄕ぁ b さらば 又 天 八湍河 

は 久慈河 をい ひし もしる ベ からす 

祈 謝の 方 を 議られ し 事共 其 文殊に 長し 舊事紀 古事 

記 日 本紀 古語 拾遺 等に 據.^ て その 大要 を こ、 に 注 

八 百 萬 神 天 安之 河原に 集りて 高 皇產靈 神の 子 思 兼 神 


ナガ ナキ ドリ 

に 思 はしめ て 常世の 長 鳴 鳥 を 集めて 鳴し め 

〔思 兼祌は 舊事紀 によ る に 其 思慮の 諸 神 を 兼た る 故 

に此名 ありし と 見 へ た b 此神 後に 天降れ b 信濃國 

阿知 祝 部 等の 祖神 也と いふ 常世 は 國の名 その 說前 

に 見 へた.^ 長 鳴 鳥 は鷄也 これ は 鶴 鳴きて 日出る 義 

に 取れ，^ とい ふ〕 

ノ  力 ハカ ミ ァメノ カタ- ン  ノ カナ ャマク P ガヰ 

天 安河の 河 上の 天 堅 石 を 取り 天金 山の 鐵を 取りて 

カタ シ ァ マツ マ 口  モト  イシ コリ トメノ  ォホ 

鍛人 天津 麻羅を 求めて 石凝姥 命に 科せて 鏡 を 作ら 

しむ 

天金 山其處 所不， 詳 天津 麻 羅も 又不， 詳此 神の 事 

ノ  ァカ •、 ネ 

は 下に も 見 へ たり. 舊事紀 に は 初に 夭 金山に 銅 を 

ヒ カタ 

採りて 石 凝姥命 をして 日 像 之 鏡 を 鑄さし むる に 

いさ、 か 意に 合 はす 紀伊國 日 前 神 これな， o 次に 

. 天 香 山 之 銅 を 採 b て 天 糠戶神 をして 造らし むす 

な はち これ 伊勢に 崇秘大 神い は ゆる 八咫鏡 又は 

眞經津 鏡と いふ これ 也と 見 へ た b 舊事紀 に 見 へ 

し 所 は鐵を 鍛造れ る 也い かなる いはれ あ て舊 

事 紀の文 を あらためて かく^る したりけ ん又舊 

事 紀には 天糠戶 之 神 は 石凝姥 命の 子な b としる 

されし に 日本書紀 注の 一 書と 古語 拾遺と 纂疏と 

古史 1 卷之 I  二  I  — 


に は 石 凝 姥命は 天 糠戶之 神の 子 也と 見 へ たり い 

づ れか是 なる 事を^ら す 上世に 女を稱 して 戶邊 

とい ひしと 見 へ たり 此神も 女神な. ^しかば 舊事 

紀に姥 の 字 を假用 ひられし にや 古事記に は伊斯 

許 理度賣 身と^ るせ， o 又按 する に 夭 糠戶命 は 

鏡 作 連 等の 祖神 也と も 見へ たり 

タマオ ヤノ  ャ サ 力/マガ タマノ ィ ホッ ミス マル 

玉祖 命に 科せて 八 尺 勾 璁之五 百 津御須 麻 流 を 作ら 

しむ 

ノ  ノ  クシ ァ カル タマノ 

玉 祖命は 舊事紀 によるに 伊羿諾 御子 櫛 明 玉 神と 

ト m タマ 

^るされ 日 本書 紀注 によるに 玉 作 部 遠祖 豊 玉と 

ノア カル 

も 又は 伊穽諾 の、 兒 天明 玉と も 見へ たり 姓氏 錄 

によれば 天明 玉 命 は 高 魂 命 之 孫 玉 作 連の 祖也是 

又 いづれ か是 なる 事を^ら す 八 尺 讀で耶 佐 加と 

いふ 其 長き をい ふ a 私記に は 越後 國 風土記 を 引 

V サカ  ァヲ タマ ァヲャ サカ 

て 八 坂と は 地の 名 也 其 地より 出る 靑玉を 靑八坂 

丹と いふ 叱 玉に てつ くれる 也 八^と いふに は あ 

マ ガタ マ 

らすと 見 ゆ 心得られす 勾璁 又は 曲玉と も^る し 

て 舊說に は 其 形の 曲れ る 玉 也と いふ これ も 心得 

られす 私記に 據 るに 御 須窳 流と は 美 玉を聯 綴り 

クビ 

て 造. o 成して 頸に かけて 飾， o とする ものな りと 

. ^  二百 四十 三 I 
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みへ たれば 多くの 玉に 緖を 貫く 事た とへば 玉 佩 

の ごとくなら むに はおの づ から 委り 曲ぬ ベ し此 

故に 麻 加 多 末と いひし なる ベ し 又 古語に 加と い 

ひし は 赤色 をい ふと も 見 へ たり その 麻 加 多 末と 

マ  マチシ カマサ カキ  マ 

い ひし は 麻と は眞 男鹿眞 堅木な どい ふ眞の ごと 

力 

く 加と は その 赤色なる をい ひし も 知る ベ からす 

曲玉と も勾璁 ともしる されし は 實には 曲れ る義 

に は あらす してたい 其 赤 玉の 謂 也し かば 又 八 坂 

瓊な どもい ひしに や 璦は赤 玉 也と 見へ たり 五 百 

は讀で 伊保と いふ 其數の 多き 也 津とは 物 を數ふ 

るの 語助な りこれ によりて 箇の字 を 假に用 ゆ 御 

須麻流 は 奮 事 紀に御 統の字 を假用 ひらる 多くの 

玉 を 綴 集め てな すの 義 なる ベ し 日 本書 紀 に も 御 

統の字 を 用 ゆ 

アマ ノコ ャネノ アマ メフト タマノ  アマ ノカ ゴャマ  マ ヲシカ カタ ヌキ 

天 兒屋命 天 太 玉 命 をして 天 香 山の 眞 男 鹿の 肩拔 

ゥ ヅヌキ ァ マノ カゴ  アマ ノハ、 力  ト  ゥ ラナ  マ 力 

に 內拔て 天 香 山の 夭 婆 々迦を 取りて 占 は し め 麻迦 

那波 しめて 

ノ  /  ッ ハヤ タマノ  n トタ マノ 

天 兒屋命 は 津速魂 尊 三世の 孫に て 興 登 魂 命の 子 

卜 部中臣 等の 遠祖 春 日 社 第三 殿に 祭る 所 藤氏の 

祖 神と いふ 者 これな り 天 太 玉 命 は 思 兼 神の 弟に 


て 齋 部宿禰 の 祖神名 式 に 安房 國 安房 郡 安房 坐 神 

社と 見 へ 又 大和 國高市 郡 太 玉の 神社と いふ もの 

は此 神な りえ 香 山 は 其處所 不，， 詳舊 事紀： a 本紀 

萬 葉 集 等 を併考 ふるに 後の 筑波嶺 一 名見果 山と 

いふ もの 卽此也 眞男鹿 は 上古の 語に 凡 物に 眞と 

い ふ  >  】 とば をく は へ 稱 せし は 其 物 を 敬す る詞に 

してな ほ 御と いふ 詞の ごとし 肩 拔に內 拔とは 男 

カタ ホネ  ハ、 力 

踅 の！： 骨 を 全く 拔 R る をい ふ 婆々 迦は澍 の 名前 

ノ  ャキ  ゥラ カタ 

に 見へ たり 此樹を 以て 彼 骨 を 焚て 其 兆 を 見て 吉 

凶 を 占 ふな b 占 はしむ 麻迦那 波し むと は 祈禱の 

方す ベ て 思 兼 神お も ひ はかりて S 屋 命に 占 はし 

サダ  ノ  ヮ * マ 

めて その 吉凶 を 決め 太 玉 命 をして その 事 を辨へ 

治めし めし をい ふ 成べ し 

ノ  ィホッ マサカ  ネコ ジ 二 コ 、ジ  カン ヅェ 

天 香 山の 五 百 津眞資 木 を 根 許 士爾許 士て上 枝に は 

八 尺 勾 璁の五 百 津御須 麻 流 を 取り 著け 中 一枝に は 八 

尺 鏡 を 取り 繋け 下 枝に は 白 丹 寸手靑 丹 寸手を 取 b 

シ. プ 

垂て 

眞寶木 は 眞坂樹 とも^ る す 樹名也 俊名抄 に 楊 氏 

漢語 抄を 引て 龍 眼 木の 字 を 用 ゆ 今 俗に い ふ 所の 

サ 力  サカ  サ シタテ 

榊の 木 也： H 加と いふ は榮 なり 私記に 地に 剁 立て 


神 を 祭る の 木 也と 見へ たり 五 百津は 其榭の 多き 

をい ふと 纂疏に 見 へ た b 心得られす 日本書紀 筑 

前國 風土記 等に 據 るに 五百枝 置 木を拔 とる とい 

ふ 文 あ りた  > 其 木の 榮 えて 枝 多き をい ふなる ベ 

し 根 許 士爾許 士とは 根ながら に 移す を いふ 也舊 

事 紀には 山 雷神 をして 掘ら しめられ しと 見 へ て 

掘 の 字 を 左 禰古自 の 禰古自 の と 贖む よ し 注 せ ら 


上 枝に 取 著ら れし所 はすな はち 玉祖 神の 

つくられし 所なる ベ し 中 枝に 取り 懸られ し 所 は 

すな はち 石凝姥 命の つくられし 所なる ベ し 八 尺 

鏡 は 舊事紀 に は八咫 と^る されし を 古事記に は 

改めて 几 尺と^ るして 讀で八 阿多と いふ 由 を 注 

す 公望 私記に 阿多と は 手の 義な b と 見へ たり 上 

古の 俗に 多と いひし は卽 手な b 阿と いひし は發 

語の 聲な b 凡 八 數は神 世に 尙 びら れし所 なれば 

其數 かなら す 八に 限らね ども 八 を 以て 稱 せし 事 

も あ b と 見 ゆ^かる に 天德御 記に よる 時 は此祌 

鏡 を うつされし 所の 御 鏡 徑八寸 許と 見 へ たれば 

A 阿多と いふ は其數 おの づ から 中 婦人の 手の 長 

にも 相 合へ b 又 古事記に 八咫 の 字 を 改めて 八^ 


の 字 を假用 ひし 事は說 文に 八 寸を咫 と いふと 見 

へ たれば 八 咫の字 を假用 ひる 時 は八寸 なる もの 

の 八つなる な b さらば 此 神鏡の 圓 六尺 四 寸 にし 

て 其 經ニ尺 一 寸 三分 餘也^ かるべ からす 此 故に 

說文 に 古 周の 代に は 八寸を 以て 尺と す これ 中婦 

人の 手の 長さ 八寸 あるに よると 見 へ し 說に據 b 

て 尺の 字 を假用 ひしと 見 へ た b 下 枝に 取 垂し所 

其 靑丹寸 手 は 長 白羽 祌 をして 麻 を 稗て つくられ 

し 所 也 其 白 丹 寸手は 天； H 鷲 神津咋 見神 等 をして 

カヂ ュ フ 

穀 木綿 を 種て つくられ ，し 所 也丹寸 手は舊 事紀に 

は 幣帛 和幣 等の 字を假 用 ひらる 幣， と は 神に 禮 

する の 贄也 とい ふ義 によられし なるべし 爾伎、 fes 

とい ふ 事 上世の 語に 爾 伎と いひし は 和の 謂に し 

て 今 俗に « 古武と いふ ことの ごとし 神の 御 心 を 

和らぐ るの 義な るべ しおとい ふ は 手に 執りて 奉 

る 所なる が 故な b 其 長 白羽 神 は 伊勢 國廠 績の祖 

にて 今 俗に 衣服 を 白羽と いふ はこれ によれり と 

，事紀 に は 注せられ た. - 神 名 式 に 常 陸 國久慈 郡 

天 之 志 良 波 神社と 見 へ 三代 實錄に 常 陸國天 白羽 

神と いふ もの 卽今も 白羽 明 神と いふ 社 あ b 牝神 
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祭る 所な り 天日 鷲 神は舊 事紀に 粟の 忌 部 祖と見 

ゆ 姓氏 錄 による 時 は 神 魂 尊 五世の 孫なる ベ し津 

咋 見神 はい まだ 詳 ならす 

クナ / フト ミ. 一 アグラ  ノフト 

此稲々 の 物 は 太 玉 命 布 刀 御幣 を 取 持て 兒屋命 布 刀 

おと官 禱 申して 

稲々 の 物と は 賢 木の 枝に つけられし 所 をい ふ 御 

幣 はす な は ち 神 を禮す る の 贄也 さ れ ば 美 久良 

とい ふ は 手に 執りて 奠 くの 義 なるべし 布 刀と い 

ひ 御と いふ は 尊大の 稱と 見へ た， o 布 刀 詔 は 詔 は 

讀で能 等と いふ 神に つ ぐる 辭也 舊事紀 古語 拾遺 

等に よるに 太 玉 命 其 御幣 を 捧ぐ大 神の 神 德を稱 

讃 せられし に 兒屋命 相 副て 祈 申されし と 見 へ た 

アマ ノタチ カラチ/  ヮキ カク 

天 手 力 雄 神 を 御 戶の掖 に隱し 立て 

天 手 力 男 神と も^る す 此神は 思 * 神の 子 今 も 伊 

勢內宫 東の 相 殿に ます 又 常 陸國久 慈郡靜 神社 河 

內國高 安 郡 恩， 神社 紀伊國 牟屢郡 天 手 力 男 神社 

陸奧國 宮城 郡 鼻 節 神社 等 は 此祌を 祭 る 所なる 由 

神 名 式 又國々 の 風土記に 見 ゆ  . . 

夭 鈿女命 手 次に 天 香 山の 天 之 日影 を 繋け 天 香 山 乃 


天之眞 析を縵 として 天 香 山の 小 竹 葉 を 手 草に 結 ひ 

手に 著 鐸之矛 を 持 天 之 石屋 戸の 前に 庭 僚 を 舉げ汙 

ケ フセ フミ ト ドロ コ シ カン ガ、 リ  ムナデ カケ ィ- テ モノ ヲ  ホ 

氣 伏て 踏 登 抒呂許 志祌懸 して 胸乳掛 出て 裳 緒を畨 

登に 忍 靈 し 時に 高天原 動て 八 百 萬 神 共に 唉ぐ 

天 鈿 女 命 古事記に は 天 之 宇受賣 命と^ るせ り 又 

. 讀 で於須 女と もい ふ は 語 昔の 轉 せし 也 古語 拾遺 

. に於須 女と は 其 神 强悍猛 力なる が 故に 此名 あり 

今 俗强女 を於須 志と いふ は此緣 也と 注す 於須志 

と は 可畏の 謂なる ベ し 此神は 太 玉 命の 女 也詳な 

る 事 ども 猶 下に 見 へ た b 手 次 は 私記に 手 繦の字 

を 用 ひ讀で 多須枳 とい ふ 多と は 卽手也 須枳と は 

卽 次也釉 長く して 事に 便りなら ざるに これ を 用 

ひて 便りなる は 手 を 次ぐ の義 なりと いふ 日影 は 

倭 名 抄に蘿 の 字 を 比 加 介と 訓 じて 女 蘿と 注した 

b 神代 卷抄に 此物は 陰地に 生す る 故に 此名 あ、 り 

神 を 祭る に 木綿 手鏹 とい ふ 物 を 用 ゆる は此 事の 

遺制 也と 見 へ たり 眞折は 舊事紀 日本書紀 等に 

眞坂樹 の 字 を假用 ひられし を 古語 拾遺に は眞辟 

葛と まるせ りこれ は 葛の 名な h- 神樂 歌に 末 左 伎 

能 加 都 良と いふ 物此な b 縵は舊 事 紀には 襲の 字 


を 假用ひ 日本 紀には 鬉の字 を 假用ひ 讀で加 都 良 

とい ふ 神代 卷抄に 神 を 祭る 時に 冠に 日蔭の 糸 を 

かくる は此 遺制 也と 見へ たり 此 等の 物に く は へ 

稱 して 天と いふ は その 物 を 神 にす るの 謂なる ベ 

し 手 草は讀 で多久 佐と いふ 手に 採る 所の 物な b 

神 樂に採 物 ある は卽此 なり 小 竹讀で 佐々 とい ふ 

サ、 ノハ オケ 7 キノ ハ 

古語 拾遺に は 竹 葉 飫憩木 葉 を 手 草と すと 見 へ て 

ノ  ュ ダテ 

飫憇は 木 名 也と 注したり 今 も 湯 立に 小 竹 葉 を 採 

るは此 遺制なる ベ し 著 鐸之矛 は 倭 名抄に 鐸は大 

鈴 也 鈴 は 楊 氏 漢語 抄に須 々と訓 する 由 見へ たり 

著 鐸讀で 佐奈枳 とい ふ 鐸の聲 細かに 鳴の 謂な る 

べし 凡 神 樂に鈴 を 用 ゆる 事 は 上世よりの 遺風な 

b と 見へ し 事 あ，^ 庭 燎を擧 ると は纂 疏に此 時に 

六合： 具 閽 なれ ば 火を燒 て 明 りと す火處 を几處 に 

せし と 見 へ たり これ 今 も 御 神樂の 時に 庭 燎を設 

けらる、 の始 成べ し汗氣 伏す ると は 舊事記 に 覆 

嘈 置の 字 を假用 ひられし を 日本書紀に は 于該と 

ムマ フネ フ  ォキ 

訓 する よしを 注せら る 私記に は 槽舟を 覆せ 置て 

其 上に 登りた ちて ふみ 響かして 聲 あらしむ る 也 

と釋 した かる を 古語 拾遺に は 覆 誓 槽の字 を 

—I 古史 通 卷之ニ  I  I 


假用 ひて 讀で宇 氣布禰 とい ふ 約 誓 之 意と 注した 

b 心得られす 今 も 東國の 俗に 婦女の 歌舞す る 時 

小器に 水 を 汲 入て 其 水に 浮む るに ち ひさき 桶 を 

內 向に 伏 置て その 底 を 打 鳴らす 聲の 鼓に 似た る 

を宇氣 とい ふ 也 これ 神 世の 遺風と 見へ たり 登抒 

呂許志 と は 槽を覆 て 蹈 鳴らす の 謂なる ベ し神懸 

と は 神の 人に 憑り て 物の たま ふ をい ふ 今 俗に 

神の 託宣し 給 ふな どい ふ 事の ごとし 胸乳掛 出て 

裳 緖番登 に忍乘 な ど は 天 鈿女命 巧 に 俳優す る と 

舊事紀 日 本 書紀 などに 見へ しは此 事な b 俳優 は 

讀で 和佐袁 伎と い ふ戯 伎して 人の 笑 ひ を 催す 

也番 登と は 臍 也 これ は その 女神なる が 胷乳を か 

き 出して 裳の 緒の 臍の ほとりまでお したれ しに 

及びて 八 百 萬 神の 笑 ひし こ ゑの 高天原 を 動かせ 

しな b 今 も 御 神樂の 時に 人 長の 舞 ふ事此 伎の 遺 

風なる ベ し 唉の字 讀で惠 良久と いふ 又 樂む事 を 

も かくい ふなり 皆是 上世の 語と 見へ し 

天照大神 其 唉ぐ事 を 聞 召し 怪 みて 夭 石屋 戶を細 め. に 

開て 其 由 を 問 ひ 給 ひしに 天 鈿女命 こた へて 汝 命に 

まして 貴 神 座す を歡樂 ぬと 申せし 間に 天 兒屋命 天 太 

, 二百 四十 七 , 
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玉 命 その 御. ま を さし 出す いよ 怪しみお ぼして や 

や 御戶を 開て 窺す を 其隱れ 立ちし 手 力 雄 命 御手 を 取 

りて 引出し 奉る 太 玉 命 尻 久米繩 を もちて 御 後方に 引 

渡し  一 3 れ より 內に 還，^ 入ます なと 申しき 大神 出ます 

とき 高天原 及び 葦原 中國 おの づ から 照り 明らかなる 

一 Ji を 得ても ろ- (^の 神 倶に相 見て 面 皆 白し と 手 を 

メパ  ァハ レア ナオ モシ 口 アナ タノ シァ ナサ 

伸して 歌舞 ひ 阿波 禮阿那 於 茂 志 呂阿那 多能 志 阿那佐 

3 ケ オケ  ノ夕マ 

夜 楚飫憇 と 言 ふ 

〔其 御 銃と は 卽八尺 銳也此 時 其 御 鏡 石屋 戶に 觸れて 

少し 瑕つ く 其 瑕 今に お い て 猶存 すと 日本書紀 注 の 

1 書に は 見へ た b 尻 久米繩 は 舊事紀 に 端 出 之左繩 

シメ  ^ 

と ゑる さる 卽 今の 注 連と いふ 物な， o これ を 引渡さ 

れし は其內 外を界 ふの 義 なり 注 連 は 左り 繩に 藁の 

端 を 出して 繩ふ べしと 释 Ml 本 紀に見 ゆされ ば 端 出 

之 左 繩とは ^るされ しなる ベ し ffi 事紀 によるに 阿 

波 禮とは 天の 晴し なり 阿 那於茂 志 呂とは 古語に 凡 

イト セッ 

そ 事の 甚 切なる を皆稱 して 阿那 とい ふ もろ/^, の 

面の 明白なる な b 阿那 多能 志 は 手 を 伸して 舞な b. 

• 阿那佐 夜憇は 竹の 葉の 聲 なり 飫憇は 木の 名 その 葉 

を 振る の 謂な， o これ 於 茂志呂 多能 志な どい ふ 事の 


二百 四十 八 I 

緣 也と 見へ たり〕 

こ、 にお い ズ八百 萬 神 共に 議 b て素盞 烏 神に 千 座 置 

II； を 科せて 其 祓具を 責て鬚 を 切り手 足 の 爪 を 拔き其 

ァカナ  カン ャラヒ  ャラヒ 

罪 を 贖 はしめ て 神 夜 良 比に 夜 良 比き 

〔千 座 置戶は 私記に よるに 座と は 物 を 置く 所 也祓物 

を 千 處に積 置く 罪人 をして 其 中よ， 9 出しむ るを以 

て置戶 とい ふ 也 其 身に 隨ふ物 みなこと ごとく 皆 出 

しきり 物の 出す ベ きな きが 故に 髮を ぬき 爪 をぬ く 

に 至れるな りと 見 ゅ纂琉 に置戶 とい ふ事戶 と は詞 

ョ ク ラオ キヤ クラ ォネ 

助 也 後代の 解除に 四 座 置 八 座 置の 名 あ， 9 おのく 

一 束の 稻を用 ゆ これ 神 世の 遺 法 也と 見へ た b 釋日 

本 紀に據 るに 四 座 置 八 座 置と 稱 する 事 四と 八と は 

神道の 尙ぶ 所の 數 なりと 見 ゆ 又 世人 慎し みて 己が 

爪 を收る M これ 其緣 也と 舊事紀 に 見 ゆ〕 

素盞烏 神逐れ たま ひし 時に 霖雨 降れ b 靑草を 結束て 

笠簑 として 宿 を 衆 祌に乞 ふ 衆 神 共に 拒ま ゐら せし か 

ば 風雨 其し とい へ ども 留り 休む こと を 得すして 辛苦 

つ ゝ 降り 給 へ b 此後素 盞鳥神 我 今 諸 神に 逐れて 永に 

去らん にい かむ ぞ我姊 命と あ ひ 見す して 徑に 去らん 

ノ タマ  ァメ トヨ モ  トヨ モ  ァメ  ノボ マウ 

やと 言 ひ 又 天 扇し 國を 扇して 天に 上 b 詣づ 天照大神 
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アヤ  i  .< 

其 また 上 b 來.. o ます 事 を 怪しみた まひすな はち 御身 

タケ キソナ へ ヨリ ヒ  ゥケ 

に 武備 を 装て 待 問 はせ 給 ふに 素 盞烏神 誓 ひて 我 もし 

3 カラ ヌコ トォモ ヒマタ  カミ 

不善 を 懷て復 上り 來 らば 我 今 玉 を 齧て 生らん 子必 す 

女子な らん か、 らば 女 をして 葦原 中國に 降し 給 へ も 

し淸き >ひ あらば 必す 男子 を 生まむ か 、らば 男 をして 

夭 上 を^ら しめ 給 へ また 姊 命の 生 給^ん も此誓 ひに 

おなじ か ら むと 言 ひし か ば 大祌ま つ 帶せ る^ を 齧て 

生し 給へ る 所の 神の 名 市杵島 比賣命 次に 湍津 比賣命 

次に 田 霧^ぶ 買 命 凡て 三 柱の 日 女神ます すでにして 素 

ミヅ ラマ 力  ィホッ ミス マル  タマ カミ ナ 

盞烏神 其甏に 纏せ る 五 百 津御須 麻 流の 璦を嚙 て 生す 

マサ.^ ァ カツ カチ ハヤ t ァ マノ オシ ホ £  •  アマ ホ 

所の 神の 名 正 哉 吾 勝 勝 速 日 天 之 忍 穗耳尊 次に 天之穗 

日 命 次に 天津 彥根命 次に 活津彥 根 命 次に 煥之速 日 命 

次に 熊 野 忍 隅 命 凡て 六 柱の 日子 神 ますこ、 に おい 

て素盞 烏 神 我 更に 上り 來る故 は 衆 神 我を處 くに 根の 

ッ. f. マ 力  — 

國を 以てし 今 まさに 就 去りなん とす もし 姊 命と 相 見 

ワカ 

へ まゐら せす ば 終に 離れ まつ るに 忍ぶ 事 あた はじ 此 

故に また 上 b 來る のみ 今 は 見へ まつる 事 旣に訖 りぬ 

衆 神の 意の ま、 にこれ よ.？ 水に 罷 b なん 姊 命の 天國 

デラノ ゾ  サ キク 

を 照し 臨み 給 はん 事 平安 まし ませ 又 我 淸き心 を 以て 

生せ る兒等 は姊の 命に 奉る とのた まひて つ ひに 還 b 


降， o ます 天照大神すな はち かの 六 柱の 日子 神 を 取り 

て 御子と なして 養し 給 へ b 

〔此 一 節 上の 一 節に 通して 日本書紀 注の 一 書に ムれ 

5 舊事紀 古事記 日本書紀 幷に その 注に 引れ し 諸 書 

に 見へ しと ころ は 初 素盞烏 神父の 大祌に 逐れて 天 

ゥケヒ 

に 上， O たま ひしと きに 天照大神 と共に 誓約て おの 

〜、御子 を 生れ 後に その 惡事 やます して また 衆 神 

に逐れ たま ひしと 見 へ たり 然る を」 書の 說には 初 

紊盞烏 神 夭に 上，^ まし て その 所行 無狀し て衆祌 一 い 

逐れ ましての ちに 天に 還り 上りた まひし 時に 天 照 

大神と 誓 ひ ておのく 御子 を 生れし と 見 へた b 此 

說事^ において 最長 じたる に. 似 たれば 今 ここに 

3 リ 卜 n  d 

據とし \  、 ま るすと ころな， o 」 

衆 神 共に 拒ぐ とい ふ 下に 日本書紀 注の 一 書に は そ 

れょ， 9 以來 世に 笠簑を 着て 他人の 屋の內 に 入る 事 

諱を又 束 草 を 負 ひて 他人の 屋の內 に 入る 事を諱 む 

是を 犯す もの あれ ば 必す 解除 を 科す 是 太古の 遺 俗 

也と いふ 事 あ，^ 天 を 扇し 國を 扇す とは猶 天地 を 動 

かすと いふが 如し 日本書紀に 此神 天に 昇る 時に 溟 

ゥ ミト^  口 タ.. 、ョ ャマヲ 力 十  ホ  カミ t ガ タケ キ  シカ 

海 鈹き盪 ひ 山岳 鳴 ふこれ 神性 雄 健が 然 らしむ 


 古史 通卷 之 二 

るな， ^とい ひし 事の 如し 御身に 武備 を 装 ひ 給 ふと 

は此神 還り 上り 給 ふ を 天 鈿女命 見 まゐら せて 吿申 

け れ ば 天照大神 我 f 勢 の 上 來る故 は 又 好意 にあら 

ゥパ  ヮレ タラ ヤメ 

じ 必す 我國を "き は むと 思 ふ歟吾 婦女な りと いふと 

もい かん ぞ 避く ベ き やと 言 ひて す卽ち 御髮を 解て 

御 は r し 御 髮を結 ひて 御 響と し 御 裳を縳 ひて 御 袴 

とし 其 左り 右り の御鬟 にも 又 御 鍵に も 左右の 御手 

にもお のく 八 尺 勾玉の 五 百津 の御須 a 流 を 纏 ひ 

曾 比 良に；^ 千 入 之 靱を負 ひ 曾 比 良に は 五 百 入之靱 

を附け 太太武 伎に は 伊都 之 竹 辆を取 b 歡 きて 弓销 

フリ  カタ-一八  ム カモ、 フミ. k ヅ i ァハュ ギノゴ トク ヱ ハラ、 力 

を 振 立て 堅 庭 をば 向 股に 蹈那豆 美沬雲 如蹶 散し 

ィ ッ ノ ヲタ ケビ フミ タケ 

て 伊都 之 男建蹈 建び 給 へ， o と 見えた， o 

御 髮は讀 で美久 志と いふ 御 鷥は讀 で 美 加 豆羅と 

い ふ 御 键は續 で^々 豆羅 とい ふ 神代 卷抄 による 

に 上世 に は 男子 は髮を ふたつ にわけ て 結 ひ其餘 

,0 をう しろに 乖-る その ふたつに わけて 結 ひし を 

お 豆羅 とい ひ其餘 b の乖； れしを 加豆羅 とい ふす 

ァグ マキ  サ カカミ  ヒタヒ 

ベて これ を總 角と いふ 女子 は逆髮 にわけ て 額に 

ひとつに 結 ひて 櫛 を さしてう しろに たれた， o 今 

の 女の 髮 わけとい ふ は 其 遺 俗な b 此 時に 大 神の 
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御髮を 如い 此し たま ひし は 男装な されし 故 也と 

いふ 御 裳 を 縛 ひて 御 袴と せられ 御須麻 流の 玉 を 

御髮 にも 御手に もまと ひ 給 ひしと いふ も 皆是戎 

装の ためと 見 へ たり 曾 比 良と は 背の 事 をい ひし 

古語な り 千 入と は篦數 多き のい ひな，^ 靱は矢 を 

納る 、器な り 比 良 は いづれ の 所 を かいひし 古語 

にや 未 レ詳曾 比 良と いひて 負 ふとい ひ 比 良と い 

ひて 附 ると いふ 時 は 御身の 側に つけられ しなる 

ベ し 外國の 人は箭 をば 必らす 腰に するな b 五 百 

入と は - J れ も篦數 多く 入られし を い ふ 今 も大神 

の 神 寳に姬 靱蒲靱 に 造 進 せらる、 は牝 等の 事に 

. よれるな る ベ し 太々 武伎は 臂の事 をい ひしな， o 

伊都 は舊事 紀に稜 威の 字 を假用 ひられき 凡 上古 

. の 俗事 物 を 敬して は ^ 津と いひ 伊都と いふ 湯津 

之 間 櫛 伊都 竹辆 等- 3 れ也 これた いその 語轉 せし 

のみに て その 儀 異な と は 聞 へやされ ど 日本 書 

紀に嚴 の 字 を假用 ひ讀で 伊都と いひし と 見へ し 

は 敬畏 之 意 において その 義を 得し に 似たり 稜威 

の 字 を假用 ひられし はいかい あるべ き 竹 辆とは 

ュヅル サ 

靳は弦 を 避く ベ きため に B に 著る ものな り 上古 


の 時 は 竹 を 以て 造りし なる ベ し 後世に は 皮を以 

て 作れ， o これ 又 神 寶に造 進 せらる 、所 也 弓稱讀 

て 由 美波數 とい ふ 向 股は兩 股相對 ふの 義な b 私 

記に 沬雪は 雪の 脆き 也と 見 へ たり 蹶散は 讀で久 

惠波良 々加須 とい ふ 其 堅 庭を蹈 で 左右の 股 に 至 

る ま て 蹈裂 て 其 上を沬 雪の ごとくに 蹴散らさ れ 

しとな b 伊都 之 男建蹈 建， o と は 伊都 は 前に 見 ゆ 

また 敬 畏之謂 也 男 建讀で 袁多祁 夫と い ひ 蹈建讀 

て 布ぎ 多祁堙 とい ふす ベ てこれ は その 嚴猛 なる 


キグ 


貌を かた いひし 所な り 

帶せ る靱と は 十 握 八 握 を 打 折て 三 段と なして 三 柱 

の 神と なされし と 見へ 又 十 握 九 握 八 握の 三の 劎を 

以て 三柱の神と なされし とも 見 へ たり 其 三柱の神 

の 名 も 其 次第 も 諸 書に 見へ し 所お のく 间 じから 

す 神 名 式に 筑前 國宗像 郡宗像 神社 三 座と 見 へ し は 

此 三柱の神 也 その 中 市 杵島比 賣命は 安藝 國佐伯 郡 

伊都 伎 島 神社と いふ 又 是也魂 盞烏祌 の 生た まひし 

所 も 御須麻 流の 玉 を 左右の 掌と 臂と 足と に 置て 

生 出し 給 ひし I」 も 左右の 掌に 置て 生 出されし とも 

見へ て その 生り 出し 所 五 柱と も 六 柱と もい ひその 

古史 通卷カ 1!   


名 も 次第 も 諸 書に 見 へ し 所お のく 異同 あり 

葡事紀 にみ へし 所 は 今 こ、 に^るせ しごとくな 

り 古事記 日本書紀に は 馍之速 日 命 見 へす して そ 

の餘を 以て 五 柱と す 但し 日本書紀 注の 一 書に は 

六 柱と 見へ し說 あ』 


忍穗耳 尊の 御 事柙穗 耳と も 記し 忍穗 根と も 忍 骨と 

力 チ ハヤ ヒノ  ァ カツ ノ 

も^る し 勝 速 日 命と も 吾 勝 尊と も 申しき 古語 拾遺 

によるに 此尊 をば 天照大神 特甚鍾 愛して 常に 御腋 

イダ  ヮキコ 

にき 懷 きた まひし 故に 稱 して 腋 子，. O 申せし と 見 へ 

た b 

其 注 に 今 俗 に稚 子を稱 して 和 可 子と いふ は其轉 

語 也と いふ 


ァ マノ ホ 


天 之 穂 日 命 は 天 之 菩卑能 命と もしる す 出 雲 臣土師 

連 等の 祖 にて Is 天津 彥根命 は 天津 日子 根 命 

ともしる す 凡河內 直 山城 直 等の 祖 なりと いふ 


ス 


ス 


熊 野 忍 隅 命と も 熊 野 懷樟日 命と も 熊 野 久須毗 命 

ともし るす 

按す るに 天照大神 素 盞烏神 共に 誓 給 ひて 各 男女の 

神 を 生 給 ひしと いふ こと >  J れ又 上古の 俗言 嗣し所 

にて 盡く 信す るに たらす これ は 素 盞烏神 衆 神の た 

I II 一  二 M 五十 一 
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めに 逐 はれ 衆 神の ために 拒れ 進退 維れ 谷り たま ひ 

しにより てみ づ からの 御子 を 質と し 奉 b 天照大神 

よ り も 賀 子 給 は り て 其 危難 をす く はれん ために 高 

天 原に 還 上り 給 ひし 事 を かくは 言嗣 ぎしなる ベ し 

又 姊命を 見 まゐら せす して 罷 らん は 忍びす と 言 ひ 

し は 天 倫の 情なれば 誠にし かるべ きこと 也 三 柱の 

女神 は いづれ の 神の 子なる を賀 子と して 出された 

b けん 古よ， o いひ もった へ ざれば 詳 ならす 

ノ イソ タケル ノ  シ ラギ  ノト コロ 

素 盞烏神 五十猛 命 を ひ きゐて 新 羅國 に 天降り 此 地に 

ノ ヒ  トリ 力 ミノ タケ. 

居らん 事 をね が ひ 給 はす 出 雲 國簸之 川上 鳥 上 峯に至 

コ シ  ャ マタ テロ チ  キリ スガ  ッ- 

b て 高 志の 八岐 大蛇 を斬須 我の 地に 宮居して 國 神の 

子 櫛 名 田比賣 をむ か へ て妃 とし 八 島 士奴美 神 等 を 生 

み 後に 熊 成峯に 坐して つ ひに 根の 國に入 給 へ り 

〔これ 舊事紀 古事記 等に よりて しるす ところな， 9〕 

ノ  ォ ホヤ ヒコノ  ィサ 

五十猛 命 または 大屋 彥 神と いふ 舊事紀 に 此神を 有 

功之 神と す 一 說に素 盞烏神 之 子と い ふ 天降りし 時 

サハ  ャゾタ .ォ ミ クラ  コタネ  カラク- 1 ゥエ 

多に 八十 稀 子瞰ふ ベ き 樹種を もちて 韓 地に 殖やし 

ォホ ャ ヒメ ノ ッ マツ ヒメ ノ 

て盡く 以て 持歸 りて 其 妹 大屋 姬命 抓津姬 命と 三 柱 

ゥ エホ ド n 

の 神 共に 筑 紫より 始めて 大 八洲 之內に 殖播 さすと 

いふ 所な く して 靑山 と なす 紀伊國 所 祭 之 神是也 


.  二百 五十二  

と 見へ たり 有功 之祌 とすと いふに よれば 五十 讀で 

伊 曾と いふ は其義 伊佐と 同じく その 祌功 を稱 せし 

所と 見 へ た，^ 

伊 曾と いひ 伊佐と いふ は 其 語 昔の 轉せ しなり 

神 名^: 紀伊國 名 草 郡 伊太 祁曾祌 社 大屋 都比賣 神社 

都 麻 都比賣 神社 共に 名 神 大社と 見へ た. り 舊說に 其 

伊太 « 食 は 五十猛 祌 也と い ふ 

. 繹 日本 紀 〇 按す るに 五十猛 讀でィ タケと いふべ 

し 神 名 式 出 雲 國の韓 國伊±&1 神社 紀伊國 の 伊太 

« 曾 神社 並に 皆 此神を 祭 れる也 イタ ケ 。イタ 

テ 。ィ タ キ。 皆是 一 聲の轉 せし 也 

新羅 國は いは ゆる 韓地卽 今 朝鮮 東南 之 地 也 素 藍 烏 

神 天降り ませし より 神 去 b ませし までの 事共 舊事 

紀 古事記 日本書紀 等に 見 へ し 所 その 文 特に 長し そ 

の 大要 をと b てこ、 に 注す 

初め 素 盞烏神 新羅 曾 尸 茂 m 之處に 降り 給へ b 此地 

は 我 居らん 事 を 欲 はす 偖 埴土を 以て 船 を 作. O 乘. O 

て 東に 渡りて 出 雲 國簸の 河 上 鳥 上峯に 至り 給 へ り 

曾 尸 茂 梨 は 私記に は詳 ならぬ 由 見へ たれ ども 是 

は 新羅の 國人神 を 祭 を 掌れ る 者 をい ふ に 似た-^ 


埴土を 以て 船 を 作る と は 其 事 を 神に すべ きため 

に い ふ 所なる ベ し 出 雲國卽 今の 出 雲國の 地簸河 

は. 古事記に 肥 瓜と しるし その 國の 風土記に は斐 

伊川と しるして 大 原の 郡に あ b その 水 ^は 仁 多 

の 郡 鳥上峯 より 出づと 見へ たり 

其 河 上よ， 9 箸 流 下れる を 見て 水上に 人 あ. O とお ぼ 

して 尋覔め 上り 往 くに 老 夫と 老女と 一 一人 あり 童女 

を 中に 置て 泣く その 名 を 問 給 ふに 老夫答 へ て 我 は 

國神 大山 津 見神 之 子 我 名 は 足 摩 乳 妻の 名 は 手 摩 乳 

女の 名 は 奇稻田 比賣と い ふ 

大山 津 見神 は 前に 見 へ し 所 伊 * 諾伊 羿册！ 一 神 生 

給 ひしと いふ 速秋津 日子 神 妹 速 秋 津比賣 神の 生 

し 所なる ベ し 足 摩 乳 は 古事記に は 足 名椎. としる 

し 日 本書 紀注 に は 脚 靡と しる さ る 手 摩 乳 は 古事 

記に は 手 名椎 とし るし 日 本書 紀注 に は 手 摩と し 

る さ れ奇稻 田 比賣は 古事記 に 櫛 名 田比賣 とし る 

し 日本書紀 注に は 眞髮觸 奇稻田 媛と もしる され 

神 名 式に は久志 伊奈 太 伎比咩 としる す 

素 盞烏神 又其哭 よしを 問 給 ひしに 我 子 もとより 八 

の稚女 あ、 り 高 志の 八岐 大蛇 毎年に 來り喫 ふ 今 又 來 

古史 逋齊之 二，'，'  II  i ！ 


へ き 時なる が ゆ ゑに 泣く とい ふ 其 形 を 問 給 ふに 彼 

眼 は 赤 加 賀智の 如くに して 身 は 一 つ 八 頭 八 尾 あ h- 

ヒカゲ マッカへ ヒノキ  タ ニヤ タニカ t 

て 其 身 に は蘿又 松柏 檜 生 ひ 其 長 さ 雞八 谷峽 八 尾に 

度る 其 腹 を 見る に 事 ごとく 常に 血 爛れた b とい ふ 

高 志 は 出 雲 國神門 郡に ある 古志 鄕を いふなる ベ 

ャ マ タヲ 口 チ 

し八岐 大蛇 は 古事記に は 八 股 遠 呂智と 記す 上世 

の 時に 或は 大蛇と いひ 土 蜘蛛な どい ひし は皆是 

惡 神の 其 類を殘 害する 者を稱 せし 也 來り喫 ふと 

いふ は 其 刼奪を いふなる ベ し 赤 加 賀智と は卽酸 

醬を いふ 一 身 八 頭 八 尾 ありと は 一 人に て 八 谷 八 

尾の 地に 據 るなる ベ し 又は 其 兄弟 A 頭 あ b しも 

しるべ から ャ稱 して 大蛇と いふに よりて 其 事 を 

象りい ふ 此の 如くなる はこれ 我國の 文の 體也 

素盏烏 神其老 夫に 汝の女 は 我に 奉らむ やとの たま 

ひしに かしこし 又 御名 を覺ら すと 申す 我 は 天照大 

御 神の 弟 天よ h 人 「降れり と 言 ひし かば 其 父母の 神 

さらば かしこみ 立 奉らん と 申す すな はち 湯津々 間 

グシ  ミカ ヅラ サシ  ヅグ 

櫛に 取り成して 御 鬉に揷 たま ひ 其 父母の 神に 吿て 

八 S 折 之 酒 を 釀し又 廻 垣 作 ，りて 其 垣に A つの 門 

を 作り 每門 に 凡つ の 佐 受伎を 結 その 佐受伎 ご と に 

,  二百 五十 三 


 古史 通卷. Kl 二  

酒 船 を^て 酒 を ® りて 待し む 

かしこし 又 御名 を覺ら すと は 其 童女 を 奉らん 事 

恐れ あ， 9 又い かなる 祌と もし， 9 參ら せす とい ふ 

なり 畏 み立舉 らんと は 恐 あれ ども 奉らん とい ふ 

也 iSSi 々間 櫛 は 前に 見へ たり 彼 童女 津間 櫛に 取 

成して 御 鍵に 揷給 ひしと は 其 童女 を隱し 置き 給 

ひし 事 を 其 名の 櫛 名 田 比 賣又久 志 伊奈 太 伎比咩 

ともい ひしに よりて 又 其 事 を 神に すべ きため に 

斯 いひし 也是又 我圃の 文の 體也 八鹽 折の 酒 は 古 

老の說 に 酒を釀 成し て 其 酒 を 絞， 9 取 り て 其糟を 

去き 更に 其 酒 を 用 ひて 酒を釀 する 事 八 度 に 至る 

是を醇 酒と す 今 世に も 一 度 を  一 S とす 折と は飞 

度 折返す の 謂 也と 私記に 見 へ たり 舊事紀 に は 八 

醞の字 を 用 ひらる 是又厚 酒 をい ふと 見 へ た，^ 佐 

受伎 は舊事 紀に假 底の 字 を 用 ひらる 釋 日本 紀に 

因に 今 俗に 棧 敷と いふ は佐受 伎の 語 昔の 轉 せし 

也 酒 八糟を 設け て 垣 門 假痰皆 々八 つづ -、 を 作ら 

れ しとい ふ は 其 大蛇の 八 頭 あ， o とい ふに よれる 

也 凡て 是は彼 大蛇の 酒に 沈 S する 事 を 聞 召て 盛 

宴 を 設けて 迎へ しめられし 事 をい ふなる べし 
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かくて 八岐大 i いふ 所の 如くに 來 りて 每 船に 己が 

頭を垂 入て 其 酒 を 飲み 飮醉て 死が 如く 伏寢た b 素 

盞 烏神帶 せる 十 握の 劎を拔 て 其 蛇 を 切， o 散らす に 

簸川血 となりて 流る 其 中 尾 を 切 るに 至りて 御 魏 の 

ぶ 毀く 刺 割て 見 給 ふに 都 牟刈之 太刀 ありき 異物と 

思して 天照大神に 申して 奉らる 草 薙劍 これ 也 

是は彼 大蛇の 來 りて 沈醉 せし を 斬殺し 給 ひて 其 

寶鈕を 得 給 ひし を い ふ 也 素 盞烏神 の 十握靱 の 事 

言嗣し 所其說 多し m 本紀注 に 其 名 を 蛇之鑤 正と 

いふ 今 は 石 上に 有と い ひ 又 名 は 蛇韓鋤 之靱と い 

ふ 今 は 吉備の 神 部の 許に 有と いひ 又 名 は 天蠅斫 

之靱 とい ふとい ひ 古語 拾遺に は 天 羽々 斬と いふ 

今 は 石 上 之 神宮に 有と いひ 鑤正は 私記に 依る に 

其義未 Z 詳 由 見 へ たり 石 上 は 神 名 式に 大和 國山 

部 郡 石 上に 坐す 布 留御魂 神社と いふ 是也此 社に 

は 上古の 神寶 ども 數多 納られ しと 見 へ た， ^韓鋤 

は 私記に 其 形 鋤に 似た る 故に 此名を 得たり と 見 

へし を释 日本 紀には 加良須 伎と いふに やと 注し 

た b 此 等の 說 心得られす 鋤の 字讀で 佐 比と い ふ 

と 見へ たり 古事記に 依る に 小刀の 字 讀で佐 比と 


す さらば 此靱 は韓國 よ. o 得 給し 小刀なる ベ し吉 

備は國 名前に 見 へ たり 神 部 は 纂疏に 掌，, 神事， 者 

也と 見 ゆ 蠅疏， と は 私記 に^に 觸る 所の 蠅自斫 る 

其銳鋒 之甚き 也と 見 へ たり 都 牟刈之 太刀 は 大刀 

都 伎と いふが 如し 大刀 都 留伎は 太刀に して 兩^ 

あ る 物 を い ふ 也 異物 は 大蛇 が 寶劍な るが 故なる 

べし 草薙 a と は 日本書紀 注 古語 拾遺に 依る に此 

ムラ クモ 

劎 初の 名 は 天 叢雲と いふ 大蛇の 上に 常に 雲氣有 

しが 故に 此名を 得たり 後に 倭武尊 東征 之 時相 摸 

國に 至りて 野火の 難に 遇 ひ 給し に此靱 にて 草 を 

芟て 免れ 給 ひし かば 草 薙とは 名 付ら れ しと 見へ 

た b され ど 駿河國 風土記に は 草薙の a は 叢雲 靱 

ャキガ マ ト ガマ 

の 別名 也 草薙 とい ふは燒 鎌の 敏 鎌之義 に とれり 

倭武 尊の 時に 至て 此名 始れ b とい ふ は 謬れ りと 

見 ゆ 此劍今 は 尾 張 國吾湯 市 村に あり 卽熱 田の 祝 

部所 掌 之 神是也 と 日 本紀注 に は 見 ゆ 神 名 式 に 尾 

張 國愛智 郡 熱 田 神社と いふ は卽ち 此劍を 祭られ 

し 所 也 初素盞 烏 神 此劍を 天神に 參ら せられし 事 

舊事紀 に は 其 五世 孫 天 葺根命 を さして 献 せられ 

しと 記されたり 心得られす 古事記に は 天照大神 

古史 通 卷之ニ 


に献 せられし とのみ 記して 葺根 命の 事 は 見へ す 

素 盞烏神 其 國に宮 造る ベ さ 地 を 求めて 須賀の 地に 

到. o まして 我此 地に 來. o て 我 御 心須賀 須賀斯 との 

たま ひて 其 地に 宮作 ります 此 故に 其 地 をば 今に 須 

賀と い ふ 此神初 須賀宮 を 造 り 給 ふ 時に その 地より 

タ チノ ボ 

雲 立 騰るを 見 _ て 御 歌 作、 り 給 ふその ことにい はく 

夜 ，毛 多 都 伊豆 毛 夜 弊賀岐 都痲碁 微爾夜 弊 賀岐都 

久流曾 能 夜 弊 賀岐袁 

其 國は卽 ち出雲 國也宫 造る ベ き 地 を 求と は舊事 

紀 には^ 婚 之 處を覔 てと 見へ たれば 其妃を 

迎ら れんた め に 宮所を 覔られ しな る ベ し 須賀須 

賀斯と は 其 御 心の 淸 きをい ふ 也 日本書紀に は淸 

の 字 を假用 ひて 素 鵝と讀 む 由 を 注せられ た， o 出 

雲國 風土記に は須 我と 記す 大 原の 郡に 須 賀山須 

賀の 小川 等の 地 あり 此郡 中に ある 所の 御室 山 は 

神 須佐乎 命 御室 を 造られし 地 也と 見 へ たれば 須 

賀の 宫は此 地に 造られし 所なる か 御 歌 作， o 給 ふ 

と は 是我國 の 歌の 始也 古今 集の 序に あら かねの 

地に して は 素盞烏 神よ b ぞ 起れ， o ける とい ふ は 

此事也 夜 久毛多 都 は 八 雲 立つな り繹 日本 紀に夭 

二百 五十 玉 
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八重雲と いひし に 同じき よし 見へ たりたい 其 雲 

の 立 重れる 也 八 色の 雲の たちし とい ふに は あら 

すが 豆 毛 夜 弊 賀岐は 出 雲 八重 墻也釋 日本 紀に八 

重 蒼柴墻 とい ひしに 间 じき 由 見 へ たれば たい 其 

墙 のめぐ b 重れる 也 其墻の 廻れる 事 八重 也と い 

ふに は 非す 都 麻 碁 微爾は 妻 籠 也 其 妃を迎 へ 置 給 

ふ をい ふ爾は 語助 也 夜 弊 賀岐都 久流は 八重 墻造 

る 也 曾 能 夜 弊 賀岐袁 は 其 八重 墻也袁 は 語助 也 凡 

て此 歌の 意は释 日本 紀に 素盞烏 神宮 を 建て 稻田 

姬 と共に 住 給 ふの 由 也 物の 數 八つ を 以て 極と す 

神道の 執す る 所 也 故に 八 雲 八重 墻と稱 す 同じ 事 

を 押 返して 下の句に 連ぬ る 事 古歌の 定まれる 詞 

也と 見へ たり 出 雲 風土記に 此國を 出 雲と 名 付る 

は 八 束 水 臣津神 八 雲 立との たま ひし 故 也と 見 ゆ 

其 八 柬水臣 津神は 素盞烏 神 を 申すな る ベ し 又 出 

お八 重墻 とのた まひし は 風土記に よるに 大巳貴 

祌の靑 垣 山の 內 とのた まひし は 卽大原 郡の 事に 

て 須賀の 地の ある 所 なれば 其 山の かさなれ るが 

墙の めぐれる 如くなる を 彼 大神は 八 雲た つ 八重 

K とのた まひ 其 日子 神 は 又靑墻 山との たま ひし 
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も,^ る，、 へ 力ら す 

ァシナ ヅチ  m ビ イマ シ  ッカサ ョサ 

其 脚 * 乳 祌を喚 て汝は 我宮の 首に 任す とのた まひ 

イナ グノ ミヤ ヌ シス， サ ノ ャヅ ：、 

名 を 負び て 稻田宮 主 須佐之 八 耳 神と 名づく 

舊事紀 に は稻田 姬を妃 として 八 島 土 奴 美 祌を生 

ヮガ n ミヤ ッカサ 

給 ひて 吾兒宮 首 はすな は ち 脚 摩 乳 手 摩 也との た 

まひて 其 一 一 神に 號を たま ひしと 見へ たり 日本 紀 

又 これに よらる 古事記に 見 へ し 所 はこ 、にしる 

すがこと しこれ は稻田 姬を迎 へ られ て其宮 首に 

なされし なり 釋 日本 紀には 宮主は 今 世の 天子 后 

宫主 職の 濫觴 也と 見 へ たりさら ば 古事記の 說を 

得たり とすべ きに 似たり 又 日本書紀 注の 一 書に 

脚 摩 乳の 妻の 名は稻 田の 宫主 簀狹 之八箇 耳と い 

ひしと 見 ゆ ， 」 ゝ ろえ られ す 

其妃奇 稻田姬 生る 所の 御子の 名 八 島 士奴美 神と 申 

ォホ イチ ヒメ  ゥガ ノミ タマ 

す 又 大山 津 見神 之 女大市 姬を娶 りて 大年 神稻倉 魂 

タチ 

神 等 二 柱 を 生む 

八 島 士奴美 神の 事 は 下に 詳也 大山 津 見神の 事 は 

前に 見 へ た，^ 大年神 は 大和 國 にます 大國御 魂 神 

等の 父すな はち これな り稻倉 魂 神 舊事紀 に また 

宇迦 能 御 魂 神と しるさる 


其 後 尜盞烏 神 熊 成峯に ましくて 遂に 根の 國に入 給 

〈り 

〔熊 成 峯其所 未い 詳 出雲國 風土記 神 名 式 等に よるに 

熊 野 大祌の 社お はします 熊 野 山 はすな はち これな 

る ベ し 限の 國 にい b 拾 ふと は 伸 去，^ ませし なりし 

かる を か/、 いひし こと は 初に 伊 穽諾大 神 根 國に逐 

たま ひしと いふ 文 を 結ぶ ベ きがため な， 9〕 

八島士 奴美祌 W 事 紀には 稻田姬 を 妃 として 所い 生 

之兒大 巳 貴 神此神 又は 八島士 奴美祌 とも 大國 主神 

スガノ ュ ャ マヌシ i ナ 廿 口  t コ ヤシ マジ ヌ  スガノ カケナ サカ 

とも 淸之湯 山 主 三 名 狹漏彥 八島篠 とも 淸之槃 名 坂 

力 a ヒ n ャ シマ ギノ  スガノ ュ ャマ ヌシミ ナ サ 口ヒ コ ャ シ マノ 

輕彥八 島 手 命と も 淸之湯 山 生 三 名 狹漏彥 八 島 野と 

も 申す と^るされ 又 其 大己貴 神の 名 は大國 主神と 

ォホ モノ ヌ シ  クー ーッ クリオ ホナ ム デノ  すホク 二 タマノ 

も 大物 主神と も國造 大穴 牟遲 命と も 大國玉 祌 とも 

ゥッシ クニ タマノ  ァシ ハラ シコ ヲノ  ャチ ホコノ 

顯見國 玉 神と も 葦原 醜 雄 命と も 八 千 矛 神と も 申し 

て 並に 八 名 ありし と： K るされ た b 心得られ ゃ大己 

贵 神の 御 事 を 八 島 士奴美 神と も 申した らんに は 其 

名 は 八つに 限る ベ から や 

事紀に 記されし 所 前後 通じて 十一 一名なる が ゆ 

ゑな り 


モチク 


古事記 に は 八 島 士奴美 神 の 子 布 波 能 母遲久 須奴种 


此神之 子 深淵 之 水 夜 禮花神 此神之 子 游美豆 奴神此 

ァ マノフ ュギヌ  ォホ クニ ヌシ  ォホ ナナ 

祌之子 天 之 冬 衣 神 此神之 子大國 主神 又の名 は； ^穴 

牟遲 神と も 葦原 色 許 男 神と も 八 千 矛 神と も 宇都 志 

クニ タマノ 

國玉 神と も 申して 並に 五名 あ，^ と^るせ りさら ば 

大己貴 神 は 素 盞烏神 六 世の 孫に てまし ます 也 新撰 

姓氏 錄 にしる されし 所 も 大己贵 神 は 素 盞烏神 六 世 

の 孫に て まします 日 本書 紀 に は 素盞烏 神奇稻 田 姫 

を妃 として 生 給 ふところの 御子 大己貴 神と ^る さ 

れ又其 注に は 稻田姬 生める 所 は 淸之湯 山 主 三名狹 

漏彥八 島篠と 申す または 淸之槃 名 坂 輕彥八 島 手 命 

とも 又 淸之湯 山 主 三 名 狹漏彥 八 島 野と も 申す 此神 

五世の 孫 は 卽大國 主神 也と しるさる 古語 拾遺に 見 

へ し 所 も 大巳貴 神 を 以て 素盞烏 神の 御子と す 其 記 

す 所 各 同じから す 凡て 上古の 事其徵 とすべ きもの 

なき ことかく の 如し 但し 舊事紀 並に 日本 紀 注に 大 

物 主 大國玉 神 等 を 大己食 神と す る 事 は 心得られす 

大國玉 神と 申す は 舊事紀 に 素盞烏 神の 御子 大年神 

須沼比 神の 女 伊 怒 姬を娶 b て 生む 所の 子 大國御 魂 

祌は 大和 神 也と^ るされ し 所に て 神 名 式に 大和 國 

山邊郡 大和に 坐す 大國魂 神と 言 もの 卽此也 大物 主 


古史 通 卷之ニ 
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神の 事 は 下の 注に 見へ たり 

其 後. K 己 ま 神 少彥名 命と 共に 二 柱の 祌 葦原 中 國の如 

水母 浮漂 之 時に 坐して 相 並に 此國を 作り 立つ 其少彥 

名祌も 遂に 常世 國に 渡， 9 たま ひぬ 國中 いまだ 成ら ざ 

る 所 をば 大己贵 神獨. ^能く 巡り 造りた まひぬ 

〔これ 事紀 古事記に よ る 所 也 大己貴 神 は 前 注に 

詳也少 彥名命 は 舊事紀 に は 此祌は 神 皇產靈 祌の御 

子と 聞て 天神に 申 上しに 高 皇產靈 尊 聞た まひて， 吾 

兒 也との たま ひし 由 見 へ たり 古事記に は 祌產巢 日 

神の 御子 少名 ft 古那祌 とま るせ り 日 本紀 古語 拾遺 

等に は 高 皇產靈 の 御子な， o と 見 へ たり 葦原 中 B 如 

水母 浮漂と は猶 これ 多 陀用弊 流之國 とい ふが ごと 

くにて 國 いまだ 定ら すして 水母の 水上に 浮む がご 

とくなる をい ふ 初 伊 羿諾伊 * 册の祌 造成た まひし 

後此國 また 亂れし をい ふなる ベ し大己 贵少彥 名の 

神 此國再 造 られし 事 舊事紀 HI 本書 紀 等に 見えし 

所 其 大要 を こゝに 注す〕 

初 大己贵 神 出^ 御 火 之 御前に 坐 ませし 時 波 穂よ b 

天 之羅麼 船に 乘 りて 鹪鹩の 皮 を 內剝て 衣服と し參 

來る祌 あ b 其 名 を 問 ふ に签 へ す 所 從の諸 神に 問 へ 
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ども 皆 知ら や 多 邇具久 答 へ て ， 』れ は久延 古 か. な 

らす是 を 知らむ と 申す 久 延延 毗 古に 問し め 給 ひし 

にこれ は 神產巢 日の 御子 少名现 古那祌 也と 申す す 

な はち 神產巢 日の 御祖 神に 申 上た まひし にこれ は 

實に我 子 なり子の 中に 我 手 俣よ b 久岐斯 子 也汝葦 

原色 許 男 命と 兄弟と な.^ て 其國を 作.^ 堅めよ と 答 

へ たま へ り 

御 火 之 御前 は 卽出雲 國島极 郡 美 保 崎是な 5  HI 本 

紀 注に 出雲國 五十 狹之小 汀と 記 さ る 心得られす 

天 之 羅摩船 は 其 船の 小し きなる をい ふなる ベ し 

舊事紀 に は 白 薮皮を 以て 船と すと 記さる 羅摩白 

蔹 並に 草の 名 也 倭名抄 に 蘿摩讀 て 加賀 美と い ひ 

白 蔹讀で 夜 末加賀 美と い ふ 鶴 鹪皮は 舊事紀 に は 

鹪 鶴の 羽 を 以て 衣と すと 記さる 鹪鶬は 小鳥の 名 

也 日本 紀には 此に娑 々岐 とい ふと 注せられ た b 

內剝と は 其 皮 を 全く 剝取也 草 皮 を 船と し 鳥 皮 を 

衣と すな どい ふ 事は此 神の 名 を 少名§ とい ひ 

しによ る 所是又 我國の 文の 體也多 邇具久 は詳な 

らゃ久 延彥は 舊事紀 古事記 等の 書に 今に 於て は 

山 田 之 曾 富と いふ 者 也 此神足 行され ども 天下の 


事 を盡く 知れ る 神 也と 見 へたり さらば 今の お ど 

ろかし の そほづ とい ふ 物に ゃ此物 天下の 事を盡 

く^れり とい ふ も 上古 之 俗、 言嗣 ぎしと こるな 

る ベ し手俟 より 久岐斯 子 也と は« 事 紀に指 間よ 

ク キォチ 

,9 漏 落しと 兌へ た，^ これ 又 其 名に よ b てい ひし 

所な、 り 葦原 色 許 男 命 はすな はち 大己贵 神の 御名 

な， 9 色 許 男と は 醜女な どい ひし ごとくに 此 神の 

形の おそろしく 見に く、 おはしければ 此 御名 を 

負 ひた まひし にや 

かくて 大己责 神 彥少名 祌とカ を i せ 心 を 一 つに し 

ックリ  ゥッシ ./ ヲ t トグサ  ケモメ 

て 天下 を經營 たま ひ 顯又見 蒼生と 畜產 のために 其 

チサ ムル  >- マヒヲ  トリ ケダモノ ハフ ムシ ヮザハ t ハラ ハ 

療レ病 之 方 を 定め 又 鳥 獸見蟲 之 炎 害 を攘 れん 

マジ ナヒノ  ノリ  ォホム タカ： フ 

ために 其 禁厭之 法 一定め られぬ こ、 を 以て 百 姓 

今に 至る まで こと 思 賴 を 蒙れり 

經營 の字讀 むこと 造の 字の ごとし 顯 見の 字讀で 

ゥッシ  ァヲ t トク サ 

于都斯 とい ふ 蒼生の 字讀む 事靑人 草の ごとし 畜 

* は 牛馬の 類 也 療病之 方 は 卽醫藥 之 方 也 鳥 獸：^ 

蟲之炎 害と はすべ て これらの 物の 炎 をな し *： を 

なす をい ふ 禁厭之 法 はすな はち ％禁 の 事な， O 恩 

賴は纂 疏に利 澤の賴 むべ きをい ふなり と 見 ゆ 

古史 通卷之 二. 
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其 後 少彥名 神 は 熊 野 之 御崎に 行き 至 b てつ ひ 1 常 

世國に ゆき ませ b または 淡 島に 到りて 粟莖 に彈れ 

渡. O て 常世 鄕に い た まし- ^ ^きと も 申す 也 

熊 野の 御崎 は 其 處所不 い 詳淡島 は 伯耆國 風 土 記 

に ま 見 郡 西北の 餘戶の 里に 粟島 あり 少彥名 命 粟 

に 彈れて 常世 國に渡 b 給 ひし 地なる が 故に 粟島 

とい ふ と 見た， o 常世 國 常世 鄕等 舊說皆 これ 蓬萊 

を さしい ふとい へ， o 如何 あるべ き 文德實 錄に齋 

す ホア ラ ヒィゾ ザキ 

衡 三年 十一 一月 常 陸 國鹿島 郡 大洗礒 前に 神 降 b て 

ョ  ォ ホナモ チスク ナヒコ ナノ 

人に 憑る 事 あ b 我 は 是大奈 母 知 少比古 見 命昔此 

國を造 b 訖 b て 東海に 行き 今 又來歸 b しとい ふ 

と 見 へ^る は 卽神名 式に 見 へ たる 常 陸 國鹿島 郡 

大洗礒 前 神社 此れ 也 もし 此 神託に よらむ には此 

に 所謂 常世 國は 我國 東海の 地に ある 所の 國な. 9 

ともい ふべ き歟 すべ て此神 をい つき 祭れる 神社 

神 名 式 また 風土記に 見へ しと ころ あげて かぞふ 

\ 力ら r7 

一 か ( て 大己貴 神我獨 い か にして よく 此國を 造る 事 

一 を 得む いづれ の 神 か 我と 能く 此國を 相 作らん と 憂た 

ゥミ .ァ  m リク  ザ 

まふに こ、 に 海 光り 依 來る神 ありて 能く 我 前 を 治め 

17 百 五十 九 
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ば 我 能く 共に 相^， Cs 成さむ もし^から す は國成 難け 

テサ メタ- ズマ ッ  カタ チ 

んと いふ さらば 治 舉 るの 狀 いかむ と 問た まひし に 

ャ マト ァ チゲキ AJ が シャマ  〜ツキ タ-プ マ 

我 をば 倭の 靑垣東 山の 上に 伊都 伎 奉れと 答 へ られけ 

りこれ は 御 諸 山の 上に 座す 所の 神 也 

〔これ は 古事記に みえし ところ な. b 日本書紀に は 

大己责 神 其 神の 名 を 問 ひた まひし に 我 はこれ 汝の 

幸 魂奇魂 也と 答 へらる これ はすな はち 三輪 大祌 

其 神の 子 甘 茂 君 三輪 君 等 これな りと 見 へ て 幸魂此 

に 佐 枳彌多 摩と い ひ 奇魂此 に 倶 斯美艳 摩と いふと 

注せられ たり 釋 日本書紀に 五行 大義 を 引きて 幸 魂 

と は 行 之 義奇と は 久止之 義歟と 見 へ し を 神代 卷抄 

に 幸と は 先 之 義也魂 は 陽に て 光に 天に 歸 する 也奇 

と は 久化之 義也魄 は 陰に て 久く止 まりて 後に 地に 

K る 也と いまだ 今の 文字 あらざる 時 は 或は 其 字の 

義を取 b 或は 其 字の 聲を 借りて 此 等の 說 ある ベ き 

事 もっとも こ、 ろ えがたし また 舊事紀 に 見えし 

所は此 神の ことばに は 我 汝の幸 魂 奇魂術 魂 確 訓 

之 神な b とのた まひし と^るされ た， o さらば 此術 

魂と いふ もの は 陽 魂 陰 魂 之 外に またい かなる 魂 を 

いふべ しゃお も ふに 上世の 俗に K 枳彌多 * 倶斯美 


拖磨 などい ひし >  j と必ら やさし 名づ くる ものと あ 

るべ けれども 後代に 及びて 其 說の傳 はらされば 其 

義の詳 ならぬな b 古事記に 見へ し 所 は 其 文お のづ 

から 明らかな り其說 によるに 少彥名 神 避た まひし 

後に 又 大物 主神 出た まひて 大國 主神と 力 を あはせ 

て 大造之 功 を 成さ しめられき 神 名 式に 大和 國城上 

邵大神 大物 生 神社と 見へ し は三輸 社と いふ 物に て 

此 時に 大己貴 神の いっき 祭られし 所 これすな はち 

廿茂大 三輪 この 氏の 祖神 にて まします 大國 主と 申 

す は 大己贵 の 御 事て に 大物 主と 巾す は 大己责 の 御 

- J とに はまし まさ^ 7 なん 1 

此後 大己贵 神つ ひに 能く その 大 造の 功 を 成た まひ 

しかば 國造之 神と も 所 一一 造 天下一 大祌 とも 申せし な 

る y し 
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天照大神 夭 忍 穂 耳 尊の ために 高 皇產靈 神の 女 栲幡千 

デ t  メノ  ィ  、t  メ  アマ テル クニ. - アル ヒ コア マノ ホ ノア カリ 

千 姬命を 納れて その 妃 となされ 天 照 國照彥 夭 火 明 

クシ タマ ニギ ハヤ ビノ ァメ  ニギシ クニ-一  ギシ ァ マツ tn/\ ホノ二  0 ギ ノ 

櫛 玉 饒速日 尊 天 饒石圃 饒石天 涛彥彥 火 S 瓊杵尊 一 一 柱 

の 皇孫 生れます に 

栲幟 千々 姬は 思兼ノ 神の 妹 也 

纂疏に は栲は 木の 名 也し かれ ども こ、 にい ふ 所 

は その 義 にあら す 手繰と いふが ごとしと 見 へ た 

り 心得られす S 後國 風土記 によるに 速 見 部 柚 富 

鄕の 中に 栲樹 多く 生す 常に 栲皮を 取 b て 木綿つ 

くるに よ， o て杣 富鄕 とい ふと 見 へ た， o 倭 名鈔に 

は 由布鄕 としる せ b 又 倭 名鈔に 木綿 は 讀で由 布 

»r ト 

とい ふこれ を 祈れば 白き 絲多 きものな b と 見 へ 

た， o さらば 栲榭 又は 木綿と いふ 上古の 俗 其 樹皮 

を のぞき 白 絲を緯 て 布 を 織る 白木 綿と いふ もの 

卽 これ 也 また 纂疏に 幡は讀 む 事 機の ごとし 千々 


は 萬の 數 なり 機 杼の多 をい ふ 女 功の 事 織 を 本 


と 


する 故に 取て 名と する. ^と 見 へたり 

mo ッ ハタ トヨ アキ ッシ ヒメ タク ハタ チ デ t  メミ n ト  崔 

又は 萬幡 豐秋津 師姬、 栲幡 千千 姬命 とも 申し 記： 

3  ログ？ タ トヨ アキ ヅシ K  メ  ヨロ ヅ ハタ ヒメ  タク ハタ チデ ヒメ ョ P グハ タ 

萬幡豐 秋津 師比賣 とも 萬幡姬 とも 栲幡千 々 姬萬幡 

ヒメ ノ  ァメョ a ダタグ ハタ +' ハタ ヒメ  01本  ミ 

姬命 とも 天 萬 栲幡 千幡姬 とも 申す ^^妃 讀で美 

I 買と いふ 御 女と いふが ごとしすな はち 妻な b 天 照 

國照彥 天火 明 櫛 玉 饒速日 尊 又は 夭 火 明 命と も 天 

テ^ク 二 テル ヒっァ マノ ホア 力 リノ  ニギハ V ヒ ノ  二 ギ シ 二 ギホノ 

照 國照彥 天火 明 尊と も 饒速曰 命と も 膽杵磯 丹杵穗 

ホア カリ  力-ニー ギ： -ャ t  ノ  A3 氏 

命と も | 葛 火 明 命と も 神 饒速日 命と も | ぶ 申す 天饒 

石 國饒石 天津 彥 々火 瓊々 杵尊 又は 日子 番能邇 ゲ 藝 

4Q¥ ホメニ  ニギノ  ァメ/ キホ、 ォ キセノ 

命と も 1 火 S 々杵 尊と も 天之杵 火々 镫瀨 尊と も 

ァ マノ キセ ノ  J* 义 tj 

天杵瀨 命と も 申す^ I す皇 孫 と は 舊事紀 に 天照大 

神 高 皇產靈 尊 相 共に 生む 所な るが ゆ ゑ に 天孫と い 

ひまた 皇孫と 稱 すと しるされた b 


神代 卷抄に 天照大神の 孫なる § ゑに 天孫と いひ 

高 皇產靈 の 孫なる ゆ ゑに 皇孫と 申す とい ふこと 

はしい るべ いらす 


-タマ 


桉す るに 日本 紀 注の 一 書に 高 皇靈靠 兒萬幡 姫兒玉 

依 姬命此 神 天 忍 骨 命 の 妃 とな b て 天 之杵火 々 ©瀨 

カザ ；' ャヒ  ァ マノ  ホミ •  二 

命 を 生ます 一 つに は 勝 速 日 命の 兒天大 耳 尊 此神丹 
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舄 姬を娶 りて 兒火瓊 々杵尊 を 生ます とみ へ たり 此 

說 によれば 忍 穂 耳 尊の 妃は 栲幡 千々 姬に はまし ま 

さや 栲幡 千々 姬の御 女に てまし ます 也 また 璦々 杵 

尊 は 忍德耳 尊の 御子に て はまし まさ やして 御 孫に 

てまし ますな， o 纂疏に は 上古 之事傳 聞に 得 ぬれば 

いまだ 決すべ からすと 見 へ たり 然る を 萬 幡姬兒 玉 

依姬と 申す は 一 人の 御名な り 天大耳 尊と 申す を 忍 

穂 耳 尊の 一名に てお はします 丹舄姬 はすな はち 栲： 

幡千々 姬な いふ 說ぁり 禱抓 本文す でに 分明 也 

多言 を 費す ベ から や 纂疏の 說其義 正しき に 似た b 

すべ て此 等の 事 ども 其 疑を闕 くに はしか や 

ミ n.r  ノリ  トヨ ァシ ハラ ノナ カツ クー 一  i コ マサヤ ァ カツ 

初 天 K 大祌 命した まひ 豐 葦原 中 國は我 御子 正 哉 吾 勝 

力 户ハ. ビア マノ 1 シホ ミ、  シラ サン ノ クニ  コト ョサ タマ 

勝 速 日 天 忍 穂 耳 尊の 所 知 之 國と言 依し 賜 ひ高臬 產靈 

#&k" 萬 祌を會 へ て其國 S を 言 しめむ こと を議， 9 

アマ ノホ ヒメ  ク -I ザ マ  アマ ノク -I タマ 

たま ひ天穗 n: 命 をして 國體を 見せ しめられ 天 國玉神 

之 子 天 稚彥に 天 之 麻 加 古 弓 天 之 波々 矢 を 賜りて 遣 さ 

れきしか るに 天 稚彥八 年に いたる まで ffi 言 ま を さす 

無名 雉 をつ か はして その 由 を 問し めら れ しに 此神天 

稚彥 がた めに 射られつ ていに 經津 主武御 雷の 神 等 を 

し て その 國を 平定し めら れ しにお よ び大 國主祌 其 子 


.  二百 六十 二  

コ トシ ロヌシ  サ  マヅ  カミ タチ モロ  / ,\  ノ マツ 口 

事 代 主神 並に その 國を 避け 奉れ b 二 柱の 神 等 諸 不 

ハヌゥ 二 ヅ* 力 ミ  フ  ァメ  ノボ  力へ リコ ト 

順國 神を誅 伏せ 天に 昇りて 復命 ま をし つ 

〔此 一 節 下の 一 節に 通じて 日本 紀には 一 節と すその 

文 長き が ゆ ゑに 此には 一 一節 としわかち しろす〕 

大國 主神 其 子 事 代 主神 等 並に 其國を 以て 天孫の た 

サケ マツ 

めに 避 奉られし 事 舊事紀 古事記 日本 記 並に 延喜式 

神 賀詞 等に， 見 へ 1 所 異同 ありて その 文 亦 長し 其大 

要 を 撮り てこ v に 注す 天照大神 之 命 を 以て 豊 葦原 

チ アキ ナがィ ホ ァ キ ナガ ノ ミヅ ホス ク 二 

千秋 長 五 百 秋 長 之 水 穗國は 我 御子の 君た るべ き 地 

也と 言 依し 賜 ひ 天降した まひき こ、 に 天 忍 穗耳尊 

アマ ノウ キハ シタ、 シ  イタ クサ ャ 

天 之 浮 橋に 多々 志て 豐 葦原の 水 穗國は 伊 多 久佐夜 

藝、 ぉ有祁 a と 言 ひて 還 上りて 降 b まさ いる 狀を陳 

たま へ り 

. 豐 葦原 は 私記に 據 るに 此國 は肥饒 豊富 之 國也歟 

凡 肥 美 之 地に は 葦 草 多く 生す る ゆ ゑに これにと 

b て喩 ふと 見 へ たり 千秋 長 五 百 秋 長と は 私記に 

千 五 百と いふ は 古人 極 多之數 とする 由 見 へ たれ 

ば 曆數の 長く 久しくお はします ベ きの 義 なる ベ 

し 水 穗國と は 舊事紀 日本 紀には 瑞穗國 と^る さ 

れ纂疏 に は 遠く 長久 之 秋 必らゃ 珍 之 稻穂を 得む 


事 を 指す 也と 見 ゆ^かれ ども 古事記 並に 延喜式 

祝詞に は 皆々 水 穗國と 見へ た b 瑞字も 水 字 も そ 

の訓 は！！ じ けれども 其 義は異 也 これ はたい その 

地の 稻に 宜しき を 稱し言 ふの 義 なる ベければ 水 

穗と い ふ 事其義 最長せ るに 似た b 天の 浮 橋 は ， j 

こにい ふ 所 も 前に 見 へ し義の ごとく に 海路より 

し 給 ひし を 以てなる ベ し 伊多久 佐夜藝 逸 有祁理 

と は 伊 多 久は甚 と いふが ごとし 佐 夜 藝， と は喧擾 

とい ふが ごとし 其國 分れ 爭 ひて 騒ぎ 亂れ しの 謂 

なるべし これ は 最初に 忍 穗耳尊 此國に 天降， 9 ま 

さむと て中路 にして 其騒亂 をき こしめ されて 高 

天 原に 還り 上りた まひし をい ふ 也 

高 皇產靈 神 夭 照大 神の 命 を 以て 夭 安河 之 河原に 八 

百 萬 神 を 集て 思兼祌 に 思 はしめ て 此豊 葦原 の 水 穂 

n トヨ サ 

M は 我 御子の^ら さむ 國と言 依した ま へ る國 なり 

チ ハヤ. フル アラブ^ ク ニツカ ミタ チサ ハ 

おも ふに 此國に は 道 速 振 荒 振 國神等 多に あるらん 

いづれ の 神 をし て 言 趣し めんと 事 問 ひた ま ふに 思 

兼 神 及び 八 萬神議 b 七 天 穗日命 をつ か はすべし 

と 申す 

天 之 安河 は 前に 見へ た b 道 速 振 荒 振 神 は 日本 紀 

古 史 之 11! 


注に は 殘賊强 暴 橫惡之 神の 字 を假用 ひられた b 

舊說に は 道 速 振と は 荒 振 神と いふべ き 爲の詞 也 

とも 見 へ た.^ た い 其國津 神の 強暴なる 事 を稱せ 

し 上古の 俗語なる べし 言 趣と は說き 降すな ど 云 

が 如し 天 穂 日 命 は 前に 見 へた.^ 天 忍穗耳 尊の 御 

. 弟 とも 又は 御 兄と も 申 也 これ は 高 皇產靈 神の 天 

照大 神の 命に より 給 ひ 八 百 萬 神 をして 葦原の 國 

神 を說降 さしむ ベ き 神 を 撰ばし めら れ しに 諸 神 

等 天 穂 日 命 を 以て 薦 申されし なり 

すな はち 天 穗日命 をして 彼國に 降し 遣され しに 三 

力 へ リゴ トマ テ 

年に 至る まで 復 命 申さす 

舊事紀 古事記 に 見へ し 所 は 天 穗日命 を つか はす 

に 大己贵 神に 媚附て 三年に 至る まで 復命せ すと 

見へ た， o 日本 紀には 此後其 子大背 飯の 三 熊之大 

人 亦の 名 は 武三熊 之 大人 をつ か はすに これ また 

其 父に 順 ひて ついに 報 聞 さすと^ るされ た b 

延喜式 出 雲 國造神 賀詞 を 見る に 此時天 穂 比 命 を 

國體 見せに つか はせ しに 天の 八重雲 を 押 別て 天 

翔り 圃翔， ^て 天下 を 見廻 b て 返， o 事 申て 己 命の 

子 天 夷 鳥 命に 布 都 奴 志 命 を 副て 天降し つか は 

T  一  ,lc 六十 三 
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して 荒 布 §3 神 等 を 撥 平け 國作 りの 大神を も媚鎭 

めて 大八島 の 國の現 事事 避し めた まひき と 見 へ 

た， o さらば 天德日 命つ ひに 復命せ ざるに は あら 

ャ その 未だ 還る に 及ばす して 天稚彥 をば つか は 

されし なる ベ し國造 大己贵 神事 避ら れし 時に 天 

穗 H 命 をして 其 祭祀 を 生ら しめられし 事 は舊事 

紀 日本 紀に見 へ たり もし 此 神の ハ乂 子其國 神に 媚 

附 てつ ひに 復命の 事な からん に は その 祭祀の 事 

言 依した まふべ き義 にあら す國 造之大 W をも媚 

鎭し などい ふ 事に よ， りて 其 神に 媚附て 復命せ す 

など は 謬， ^傳 へしこと と 見えた，^ 

モロ 力. t タチ 

こ、 を 以て 亦 使すべき 祌を諸 神 等に 問た まひし に 一 

思 兼 神お も ひ はか b て 天 律 國玉祌 の 子 天稚彥 をつ ； 

か はすべし. と 申ければ 高 皇產靈 祌天稚 彥に天 之 麻 ： 

迦古. T 天 之 波 波 矢 を 賜りて 遣 さる 此神 其國に 降，^ 

到 b てすな はち 大^ 主神の 女 下 照 比 賣を娶 り 又 其 

國を 得ん *  J と を^ りて 八 年に 至る まで かへ h- ご と 

申さ や 

天^!: 玉 神 は 天 書に は 天に じて 玉 を 掌 れる舯 

な b と 見へ たりさら ば 神 名 式に 見へ しお 陸國茨 
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城 郡 主 玉 神社と いふ もの 或は 此神を 祭る 所なる 

にや 天稚彥 または 天 若 日子と もしる せり 天 之 麻 

迦古弓 は 舊事紀 H 本 紀には 天 之 鹿兒弓 と^る さ 

れ釋 日本 紀に鹿 子 を 射る を 以て 此名を 得る のよ 

し 見 へ た b しかる を 麻迦古 弓と いひし は 上古の 

語に 麻と いひ 御と いふ みなこれ 尊尙の 謂と 見へ 

たり 天 之 波 波 矢 は 舊事紀 日本 紀に天 , 羽 矢と し 

るされ しを釋 日本 紀に 鳥の 羽 を 以て 波久矢 也と 

釋し纂 疏には 重ねい ふ は 一 雙の義 也と 見 ゆし か 

れ. ども 舊事紀 に 又 天 羽 羽 弓と いふ もの あ b 鳥 羽 

によりて 此名ぁ b とい ふ 事 ども いかい あるべき 

天 稚彥を 降され し 時. に 高 皇彥靈 神 弓矢 を もって 

ハ ラヒム 

給 ，£> し は その 國 神の まつろ はざる をば 撥罕く ベ 

き 事 を 言 依し 賜 ひしと 見 へ た b 大國 主神 はすな 

はち 國造， O 大己賁 神な， O 下 照姬は 大己贵 の 女 又 

名 は高姬 とも 稚國 玉と も 申せし とい ふ 舊事紀 に 

よるに こ れは倭 國葛上 郡 雲 櫛 社 に 坐す と^ る さ 

れ た.^ さらば 神 名 式に 大倉比 賣祌社 一 名 は 雲 櫛 

社と いふ もの これなる べし 釋 H 本紀に は 神 名 式 

を 引きて 攝津國 東 生 郡 比 賣許曾 神社 は 此神を 祭 


る 所 也と 兒ゅ 古事記に よるに 此說の ごとき は 心 

得られす これ は 最初に 天穗日 命して 葦原の 國神 

を 言 趣し めた まひし にい まだ か へ.^ ごと 申す に 

及ば ざ b しかば ふた、 び 天稚彥 をし て 其 國神を 

撥 平ぐ ベ き 事 を言侬 した まひし に此神 其大國 主 

祌の 女を娶 りて みづ から 彼國を 得ん こと を^ b 

て かへ り ごと 申さ い b しょし をい ふなり 

また いづれ の 神 をして か 天 稚彥の 久しく 留まれる 

よしを 問 はしめ む 事 を 問た まひし に諸舯 及び 思 兼 

神 答 へ 奉り て 雑 名 鳴 女 つか はすべ しと 申す 其 雉 飛 

降 h- て 夭 稚彥の 門の 湯 津楓樹 の 上に 止 b て い ふ 事 

アマ ノサグ メノ  *  , , , 

天神の 詔の ご と し IK 佐具賣 神 其 言 を 聞 て 天 稚彥に 

語り て 此鳥は 其 鳴 音 甚惡し 射殺す べしと いでて 出 

すくむ 天稚彥 さきに 天神の 給 ひし 所の 天 之 波士弓 

ァ マノ  サ カサマ - 

天 之 加 久矢を 持て これ を 射つ その 矢 逆に 射.. H けて 

r  マ  タカ キノ  i モト 

夭 安河 の 河原に 坐す 天照大神 高木 神 の 御所に 及べ 

り此 高木 神と は高皇 逢靈 神の 別名 也 高木 神 其 矢 や 

耿 b. て 見た まふに 天 稚彥に 賜 ひし 物にして その 羽 

に は 血つ きたりすな はち 諸 神 等に 示した まひて 或 

は 天 稚彥命 を 誤らす 惡神を 射た b し 所の 矢なら む 


也 


ァタ  ァシキ 

に は 天 稚彥に 中ら じ 或は 邪心 あらんに は 天 稚彥此 

矢に て 麻 賀禮と 言 ひて 其 矢 を 取りて 衝 返し 下した 

,  ネ  タ カム ナサ 力  マ 力 

まひし に 天稚彥 の寢た b し 高 胷 坂に 中 b て 死る 今 

諺に いふ 雜の頓 使 又 返 矢 忌む と い ふ 事の 本 これ 

雉の 使の 事 ここに しるせし 所 は 古事記に よる 也 

y 本 紀匚は W 名 雑と しるされし を 天 書に は此神 

ころされて 報 命 を 得す 又 其 功名 無き によりて 此 

名 を 得た，^ と 見 § 心得られす 無名と いひし は 其 

賤 者なる の 謂なる ベ し猶今 もい やしき 人 を稱し 

て 名 もな きもの &な どい ふ は 古 へ よ，^ の 遺 俗と 

見 へ た.^ また 舊事紀 に. よるに 思 兼 祌諸神 等 無名 

雉 をつ か はすべ しと 申す によりて 無名 雉 鳩 をつ 

か はされ しに 此 雉と 鳩と 粟田 豆 田 を 見て 留 b 

へ ら す：^ 浚 また つか はさる ベ き 神 を 問 はれし 

思 兼 神 諸祌等 また 申す に よりて 雉 名 鳴 女 を 遣 

されし に 天稚彥 のために 射られぬ これ 諺に 雉の 

ヒタ  マノ ォチヰ  ？, 

頓 使と いひ 又 豆 見て 落 居る 鳩と いふ 事の 緣 なり 

とし るされ た b さ らば 初 にっか はさ れ. し Ml 名 雑 

とい ふ もの 、射殺されし にも あらす 又 雉の みに 


う- 
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も あらす 無名 鳩と いふ もの あ りき 又 古事記 に は 

天使 を 射たり し 事 をのみ むねと しるす ベ きがた 

めに それより さきに 下されし 难と 鳩との 事^ぶ 

略せし と 見 へ たれ ども 頓 使と いふに 頻りに 使 を 

發 遣す とい ふ 事 也と 見 ゆれば たい 一度の 使の 事 

のみ をし るした らんに に頓 使と いふ 事の 本緣詳 

ならざる に 似た b さらば 舊事紀 にしる されし 所 

其義を 得た b とい ふべ し 雉 名 鳴 女 は 舊事紀 に ま 

ナ ナシメ 

た 無名 維と もしる された， o さらば- 3 れは女 W に 

て あ，^ しに 似た，^ 飛 降る とも 鳴 昔と もい ひし は 

此 神の 號を 雉と いひし によれる 詞に てこれ 又 我 

W の 文 の 體也湯 津とは 美 稱也楓 は讀て 可 豆羅と 

いふ 樹の名 也； w 本紀 には杜 木と しるさる これ は 

^の 子 を 誤れる. H 公私 記に 見 へ た b 天 佐 久賣は 

お 事紀 口 本紀 に 天 探 女と し る さ る纂疏 に は天稚 

*J の 侍婢 也と 注せ むいか 3- あるべ き 舊事紀 に は 

K 神と しるされ 今 もさし 出て 物い ふ もの を W 麻 

能 佐 具と いふ は此 事に よれる なるべし 天 之波士 

T はすな はち 前に 見 へ し 所の 天 之 麻 迦古弓 也 波 

士と は樹名 也^ 事 紀日 本紀 等に は梔の 字を假 b 
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用ひ讀 て波士 とい ふ 倭 名 抄に梔 讀て久 知 奈" 之と 

いふ ものに は あらす 爾雅 に桑辨 有已甚 曰い 梔と見 

へし I に 山 桑と いふ もの 此也 私記に は 或 說を引 

て 天 香 山の 梔木を 採て 弓 を 造る 故に これ を 天 鹿 

兒 弓と いふと 見へ た b いか  > あるべき 天 之加久 

矢 は H 本紀 注に は 天 眞鹿兒 矢と ^る さる 加久と 

いひ 加 古と いふ その 語の 轉せ しな， o すな はち 前 

に 見へ し 所の 天 羽々 矢 也 雉の 射られし 事 舊事紀 

古事記 日 本紀 等に： ^えし 所 皆 々天 稚彥の 射殺せ 

し 所の 矢 雉の 胸に 徹て 逆に 天に 射 上せし と 見 へ 

たり 元々 集に 引きし 一 書に は 天稚彥 のために 射 

られて 其 矢に 中り て 上 報す と 見 へ た，^ さらば & 

雑 射殺され しに は あらす 其 矢に 中 b て 天に 還，^ 

上り て 其 由 を 報じ 申せし 也 然る を 射る 矢の 雉の 

胸を徹 りて 天に 上， o しとい ひし は 其 返 矢の 天稚 

彥の 胸に あたりし とい ふべ きため に設 しことば 

なるべし 麻 加 鱧と は 死す る をい ふなり 天 稚彥の 

死せ し 事 も 天神の 返した まひし 矢に あた b 死せ 

しに も ある ベ から やた い 其天罸 にて その 終 b を 

よくせ ざ しこと を かくい ひ嗣 しと 見 へたり j^j 


喜 式の 祝詞の 中には 天若彥 も高津 鳥の 殃 ひに 依 

b て 立ち 處に 身. u きとい ふ 事 あり 或は 又 其 死せ 

し 時に 妖 鳥の 怪ぁ， o しも^る ベ から や 返 矢 忌む 

と は 人 を 射し 矢 を 以て - J れを 反す 時 は必ら すま 

た 射し 人に あたる 此 故に - -れ を畏る ベ しと 纂疏 

に 見 へ た 雑の 頓 使の こと は 前に 見 へ た， 

かくて 天 稚彥の 妻 下 照 比 W の哭聲 風に 響て 天に 聞 

ベければ 天に ある 天 稚彥の 父 天津 國玉神 及び そ の 

妻. 子 降り 來 b て 其 處に喪 崖 を 作 b て哭 悲しむ 此時 

阿 治志责 高 日子 根 神 到りて 天 稚彥の 喪 を 弔 ひ し に 

夭 稚彥の 父 また その 妻 皆 その 手足に と b 懸 りて 我 

子 は 不死 有 祁理我 君 は 不死 坐 《 狸と いひて 哭 悲し 

む 阿 治志賁 高 日子 根祌其 死人に 比 穢す事 を 怒. 9 て 

佩せ る 斗 掬 劎を拔 て その 喪屋を 切り伏せ 足 を 以て 

蹶 放ちて 遣 る 美 濃國^ 見 河 之 河 上に あ る 喪 山と い 

ふ もの 此也其 切れる 太刀の 名 は 大量と いひ または 

神度靱 ともい ふ 阿 治志贵 高 日子 根 神 飛 去 h- し 時に 

そ の 妹 下 照比賣 命 其 御名 を あら は さん こ と を お も 

ひて 歌 作れり 

ァ メナ ルャォ トタナ バタ ノウ ナガ セル タマ ノ ミス 

阿 米那流 夜淤登 多那婆 多能 宇 那賀世 流 多 麻 能美須 
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麻 流 美 須麻流 邇阿那 陀麻波 夜 美 多 邇布多 和 多良須 

阿 治 志 貴 多 迦比古 泥 能 迦微曾 也」 此歌は 夷 振 也 

下 照比賣 の哭聲 夭に 聞え しとい ふ 事 これ 又 其 事 

を 神に すべ きため の 文 也 天 稚彥の 父と 妻との 天 

降 b て その 所に 喪屋を 作れ b とい ふ は 古事記に 

見 へ し 所 也 これ は 天 稚彥の 死せ し 所に 就て 喪屋 

作れる よしなり 神 名 式 に 出 雲 國出雲 郡杵築 神社 

に 夭 若 日子 神社 ありこれ その 殯歛之 所なる にや 

又 後に 其 神 をい つき 祭れる 所^る も^る ベ から 

す 舊事紀 日本 紀には 其 父の 神 疾風 をして 其柩を 

夭に 擧て 喪屋 作れ b と 見 ゆ これ も 其 事 を 神に す 

ベ きため な， 9 よりて 言嗣し 所と 見 ゆ これ も 日本 

紀 注の 一 書に は 其 妻子の 天降. 9 て 其柩を もちて 

夭に 上 ，9 しと も 見へ たり 其說 おのく 同じから 

す 喪 屋とは 纂疏に 殯宮 をい ふ 又は 其棺槨 を名づ 

けて 喪屋 とい ふな b とも ^ゆ 阿 治 志 食 高 日子 根 

神 は 舊事紀 日本書紀に は 味 耜高彥 根 神と^ る さ 

る 大己貴 神の 御子に て 下 照 比賣の 兄也此 神の 事 

出雲國 風土記に 詳に見 へ た， 9 神 名 式に 大和 國葛 

上 郡に 坐す 高 鴨 阿 治 須岐詫 彥根命 神社と 見 へ し 

I. i -  二  I3H 六.^  . 


稱 ら 注 下 本流 語 
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は此神 をい つき 祭れる 也 天 稚彥の 喪屋の 山と な 

りし 事 事紀 日本 紀には 夭より 墮 て 山と なれる 

出 見へ しこれ は 其柩を 天に 擧 しとい ふ 文に よれ 

る 也 篛疏に 喪 山 之 M 緣は 凡此 書に 是類 多した い 

古 傅 之說を 載て いまだ 是非 を詳 にせす と 見 へ た 

.o すべ て 上世より 言 嗣 しこれら の說 ども こと 

.<  、くに 信す るに たらざる 事纂疏 の說の ごとし 

太刀の 名大 量と いひ 神度靱 ともい ふこと は その 

義詳 ならぬ よし 私記に 見へ たり 日本 紀に は大槳 

刈と^ るして またの 名は祌 度！ g とい ふ 由 注せら 

れ たり 卜 部 家の 說に は大葉 刈の 三 字 を 引合せて 

加 利と 訓む べしと いふい かなる 謂 あるに や 他家 

の說 は^かり とも 聞 へ や 下 照 比 賣の歌 は 古今 集 

の 序に 久^の 天に して は 下照姬 に始れ b とい ひ 

しすな はち これな b. 日本 紀 注の 一書に は此 時に 

喪に 會ひ しもの、 よめる 歌 也と も 或は 下 照姬の 

つどへ る 人 をして 丘 谷に 照 b 映 やく は 兄の 神な 

る- 】 と を^ら しめんた めに よめる 所 也と も 見 へ 

た.^ 又 歌の 詞も 日本 紀 注に 見 へ し 所 は 古事記に 

見へ し 所に おなじ からぬ 事 ありこれ は 日本 紀を 


撰ばれし 時に 改め 删られ しこと も ありし にや 古 

今 集 序 注に 見 へ し 所 は：！ I 本紀 注に よれるな るべ 

し 阿 米 那流夜 は 天に ある やなり 日本 紀 注に は 阿 

妹奈屢 夜と 亥る されし を釋 U 本 紀には 阿 妹 は 天 

也と 释 したり 淤登 多那， 多能 は少き 織女 也 能 は 

助 也 宇 那賀世 流 は 頸に 嬰るな， -多麻 能 荬須麻 

ミス マル 

は 五の 御統也 御統の こと はま へに 見へ たり 日 

書紀 注 に は 多 麻 能 美須麻 流 能と しるされたり 

の 能の 字 は 語助なる べし 美須麻 流邇は 日本 紀 

に は此四 字な しその 義 もまた 傳はら ねば 詳な 

す 阿 那陀麻 波 夜^ は 阿 那とは 事の 甚 切なる 

にして 阿那 とい ふ 嗟嘆 之詞 なるな り陀. M は 玉 

なり 波 夜 は 早 也 美 は 語助 之 詞也多 邇布多 和 多 良 

須は谷 1 一渡るな b 須は 語助な b 阿 治志贵 多迦比 

古 泥 能迦微 はすな， はち 神の 名 也 曾 也 は 指示 之；！ 

也 日本 紀 注に は 阿 治 志 食 多 迦比古 泥との み 見 へ 

て 下の 五 字 は 見へ 中此 歌の 意 は 天に 在る 少女の 

頸に かくる 玉の 御統の 玉の 甚 早く 見へ わたる 事 

の ごとくに 一 一谷に 照り わたれる は 阿 治 志 食 高 日 

子 根の f: にお はします ぞ やとい ひし 義 なるべし 


アナ タマ ハ ャ S* 

舊說に 阿 那陀麻 波 夜 美 は 穴 玉 早 也 玉の 穴より 緖 

を つらぬく,  J との はやき をい ふ 也な どい ひ はこ 

-匕ナ プリ 

、 ろ えられす 夷 振 は 日 本紀注 に は 夷 曲と し る さ 

れ たり 纂疏 に猶ぃ 云，， 夷 歌， と 注 せ b 振と は 古今 

集のう たの 中に 近 江 振な どい ふ もの、 ごとくに 

たと へ ば 古詩の 國 風の 體の ごとくな るべ し 

こ、 にお ゐ て 天照大神 また い づ れ の 神 を かっか わ 

さるべき と 思 兼 神 i び 諸 神 等に 詔 し 給 ひしに 天 

安河の 河 上の 天 石室に 坐す 名 は 伊都 之 尾羽 張 神 こ 

れっか はすべし もし 又此 神に あらす ば 其 神 之 子 建 

ミカ ヅチ ノ チノ 

御 雷 之 男 神 これつ か はすべし 又 其 天 之 尾羽 張 神 は 

チ カサマ  セ キア ゲ  ァダ シカミ 

逆に 天 安河の 水を應 上て 居れり 他 神 行く 事 をえ じ 

特に 天迦久 神して 問し むべ しと 答申す すな はち 天 

迦久神 をつ か はされ しに 天 之 尾羽 張祌恐 こし 仕 奉 

らん 然れ ども 此 道に は 我 子 建 御 雷神 をつ か はすべ 

しと 答申て すな はち 貢 奉る 高 皇產靈 神 更に 諸 神 等 

ク ド 

を會へ て 葦 源 中國 にっか はすべ きもの を 問 ひた ま 

ひしに 磐 裂 根 裂 之 子 磐 筒 男 磐 筒 女の 生める と- 】 ろ 

經 St 主神 これよ けん と 申す これによ， りて 武御 雷神 

を經津 主神に 副て つか はさる 一 つに は 天 鳥 船 神 

古史 通 卷之三  ] 


を武御 雷神に 副て つ か はさる ともい ふな， o 

こ、 に^るす 所 は 舊事紀 に 見へ し 所に て その ま 

るされ し 所に すでに 兩說 ある 也 然るに 古事記に 

は 天 鳥 船 神 を武御 雷神に 副て つか はされ しと 見 

へ 日本 紀に は武御 雷神 を經津 主神に 副て つか は 

されし と 見 へ て 又 その 注の 一 書に は武御 雷神 及 

び 經津生 神 をつ か はされ しと 見 へ た.^ また 延喜 

式に 見へ し 神 賀詞に は 天 穗日命 其 子 天 夷 鳥 命に 

布 都 怒 志 命 を 副て 天降し つか はせ しと 見 へ たり 

其說 おのく おなじ からす 舊事紀 の 文に よらむ 

に は武御 雷神 は 天照大神の 撰ばれし 所に て經津 

n  ノ タビ 

主神 は 高木 神の えらばれし 所也此 度の 使に いた 

りて は 葦原の 國神を 撥 平 げらるべき ため なれば 

其 軍 を ひ きゐ しめられし 諸 神 等な ほ 多 かるべ し 

おの-/^ その 傳 ふる 所に よ.^ て 異同 あ， o と 見え 

たり それが 中天 鳥 船 神と いふ は 舊事紀 古事記 に 

よるに 伊 W 諾伊 弊册ー 一 神の 生みます 神の 名 鳥 之 

石 楠 船 神 又 名 は 天 鳥 船と いふと 見 ゆ 但し 式の 神 

賀詞に よらば 天 夷 鳥 神の 事 を かく あやま.^ 傳へ 

しも^る ベ からす 天 夷 鳥 神 は 神 名 式に 出 雲國出 

]  二百 六十 九 


古史 通卷 之 三  I 

お 郡杵築 大社に 神 阿 麻 能 比奈等 理神 社 ありて 、 J 

れ すな はち 此神を い つ き 祭 る 所と 見 へ たり 又 伊 

都 之 尾羽 張祌は 舊事紀 によるに 伊羿諾 神火 神 を 

斬た まひし 時 まの 輝よ.^^ た、 る 血の 湯 津石村 

に 走りつ きて なれる 祌の名 を 天 尾羽 張 神と いふ 

又は 稜 威雄 走 神と も 甕 速 to 神と も 嫫速日 神と も 

槌速日 神と もい ふと 兒 へたり 日本 紀には 天石窟 

に 住める 神稜威 雄 走 神 之 子 甕 速 日 神 之 子 燠 速 日 

神 煥速日 神 之 子 武甕槌 神と^ る さる， 日本 紀の說 

の ごとくな らんに は 伊都 之 尾羽 張 舯は武 御 雷神 

の 父に は あらす また 古語 拾遺に は 武甕槌 は 甕 速 

n 神 之 子と 見 ゆ これ また 其說 おなじから す又舊 

事紀 によるに 秦盞烏 神の 天照大神と 誓 ひた まひ 

し 時に 生れ 給 ひし 御子に 煥之速 日 神と いふ あり 

すべて 此 等の 事 いづれ をか徵 とすべき 武御雷 之 

男 神 は K 事紀に は武甕 雷と^ るされ 日本 紀には 

武甕槌 と^るされ 延喜 式に は 健 御 賀豆智 と 見 へ 

た， o その 假用 ゆる 所の 字 はおな じから ね ども 其 

訓は 相お なじ 又は 武布^ 神と も豐 布都祌 とも 申 

す^ 陸 國鹿島 邵鹿島 神宮に おはし まし 又 春 日の 
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社 第 一 殿に. いっき 祭る 所の 祌 これな.^ 又桉 する 

に大國 主神 五世 之 孫に 健甕槌 命と いふお はし ま 

せし 由 舊事紀 に 見へ たり これ はこ \ にい ふ 所の 

武御 雷神の 事に は あ らす天 迦久神 亦 天迦具 神と 

も^る す此 神の 事 未レ詳 尾羽 張 神の 恐 こし 仕 奉 

ら ん と 申 せし 事 ども は大神 の 詔の 辱き によりて 

詔 のま、 は 仕 奉る ベ し さ れ ど此 度に お ゐては 其 

子 をつ か はさる ベ しとて 進ら せし 也 磐 裂 根 裂 神 

は 舊事紀 H 本紀 注に よるに 伊 » 諾祌火 神 を 斬た 

まひし 時に ，ま 鋒より 乗る 血 湯津石 村に 定 り 就き 

て な れ る 神 名 磐 裂 根 裂 神と いふと 見へ たり 經津 

主 祌は布 都 怒 志 神と も^る す 舊事紀 によるに 下 

總國香 取大神 これな， 9 また 齊 主神と も齋之 大人 

とも 號 すると は 此神東 國镄取 地主と 見 へ たり 延 

^式に も 香 取に 坐す 伊波 比 主命と みへ し はこれ 

また 經津 主神の 別號 なるべし 此神又 春 日 社 第一 一 

殿に もい つき 祭れ， o 

武御雷 等の 神 出雲國 伊那 佐の 小濱に 降り 到. o て 高 

木祌 の 命を以 て 大國 主神に 問 ふ て 汝乃 宇志 波 « 流 

葦原 中 國は天 照 大御神 詔して 我 御子の 知らん 國と 


言 依し 賜ふ汝 心い かむ とい ふ 大己贵 神此祌 等の 來. 

りし 事 必らす 我處 に來れ るに も あらざる 事 を 疑 ひ. 

て，^ されす 二 柱の 神 其 十 掬 i を拔て 逆に 浪穗 

に 刺 立て 劍の 鋒に 踞 坐て 天神の 命 を 以て 此ニ柱 

の 祌まづ 此國を 馳除年 定む汝 意 い かに 避 ま つるべ 

化 ク^ やと 問 ふ 大巳责 神 我 は 得 申さ じ 我 子 八重 事 

代 主神 これ 申す ベ しと 答申 さる 此 時に 其 子 事 代 主 

种は 鳥 遊し 魚 釣て 御 火 之 崎に 出 行し を 天 鳥 船 神 

をつ か はして 徵來 らしめ て 問た まふに 事代キ ：神 其 

父の 神に 報 する に 恐 こし 此國 をば 天神の 御子に 

タテ マン  ヲハ  r:-.t タブ  サカデ 

立 奉れと 申訖 りて すな はち その 船を蹈 傾けて 逆手 

を靑 柴垣に 打 成て 隱れぬ 

こ、 に^るす 所 は 古事記 並に 侮 事紀 による 所な 

b 伊那 佐の 小獱は 舊事紀 日本 紀には 五十田 狹之 

小 濱と ま る さる その 處所 未：. 詳大國 主 * すな は 

ち大 己贵祌 なり 汝之 宇志 波 « 流と は 宇志 は 日本 

紀 によるに 大人の 字 を假用 ひて 此 には子 志と い 

ふと 注せられ たり 大人と は 威 福 盛， o なる 人な り 

と雾疏 に 見 へ た.^ さら、 ば 上古の 俗に 威 福 あるん 

を稱し 謂し 所なる ベ し 波 « 流 は 後代の 俗に 所帶 

古史 通卷之 Ifjl 


とい ふ- 〕 との ごとく 其帶領 する 所 也此國 は大己 

費 称の 造られて^,^ たま ひし 所 なれば かくはい 

ひし 也浪 穂と い 浪花 也劍 鋒に 踞坐 しと は 二 柱の 

神の 威靈 ありし 由 をい ふべき ための ことば.^ 八 

重 事 代 主神 は 舊事紀 によるに 阿 治 志 貴 高 ：n 子 根 

神 の 弟 也 神 皇系圖 に は 大己贵 神 の 長子と 見 ゆ 神 

名 式に よるに 神祗宫 御巫 祭神 八 座の 中に 事 代 主 

祌坐 します また 大和 國高市 御縣に 坐す 鴨 事 代 主 

神社と 見 へ し は此神 をい つ き 祭れるな、 り舊 事紀 

に は 倭 國高市 郡 高 市 社 に 坐す ま た 柑南備 飛鳥 社 

4 いふと 見へ たり 御 火 之 崎 は 舊事ま 日 本紀 等に 

三穗之 崎と しる さる 前に 見へ し 御 火 之 御前の 注 

i ッ ノ サキ 

に 見へ た 日本 紀 注の 一 書に 三津之 前に 作れる 

は 誤れる に 似たり 天 鳥 船 神 をつ か はすと は舊事 

紀 によるに 熊 野 諸手 船 を 以て 使者 稻背脛 を 載せ 

天 鳥船祌 をつ か はして 事 代 主神 を徵 すと 見 へ た 

b その 熊 野 諸手 船 は 伊豫 國 風土記 によるに 上古 

の 時に 熊 野と 名 付る 所の 船 ありと 見 へ た b 諸手 

と は 其 水 手め 多き をい ふ 由 纂疏に はみ へき 此船 

を 又は 天 鳩 船と もい ひしょし 日本書紀 にも 注せ 

二百 七十 一  [ 


古史 通 卷之三  I  I  ： . 

られ しを释 日本 紀に鳩 船と は 速 鳥之義 迅速 之 謂 

也と 釋 しきた いその 急 舸を 走せ て徵 されし をい 

ふなり 稻背脛 は 大己责 神の 天 鳥 船 神に 副 遣 はさ 

れし祌 の 名 也 出 雲 國出雲 郡杵築 大社に 大穴 持 伊 

邠 西波岐 神社と いふ ありすな はち 此神を 祭れる 

な b 天 鳥 船 神 は武御 雷神の 使と みえた.^ 此 神の 

こと は 前の 注に 詳 なり 事 代 主神 その 父の 神に 報 

じ 申されし 事 は 父の 祌 のめされ しか ども 來 るに 

及ば やして 天神の 命の 辱き を 以て 此國を 避 て 奉 

らる ベ しと 報じ 申されし な、 り その 船 を蹈倾 くと 

は その 船 を 沈めて 再び か へら じとの 意 を 示され 

しなり 天の 逆手 を靑 柴垣に 打 成す と は 其 海 島に 

かくれ 住みて ふた、 びか へ る 事 あら じと 誓 はれ 

し 也 天 之 逆手 をう つと は 後 ざまに 手 をう つ をい 

ふなり 私記に 今 世 も 物 を 厭 ふ 時 は 必らす 後手 を 

用 ゆと 見 へ 神代 卷抄に 人 を ％咀 する 符 など をば 

後 ざまに すつ る 時 は 我 身に おはぬ とい ふ 反 鼻 を 

も 後 ざまに す つれば ふた、 びか へ， 9 來 たらす と 

いふと 見へ た， O 事 代生祌 の 逆手 打れ し 事 は ％咀 

のために は あらす ふた、 びか へら じとの 義な 
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ァ チ シ パ 

靑 柴垣と は 靑柴を 以て 藩籬 をつ くるな， 9 屋舍と 

いふが ごとしと 纂琉 には^る された， り 

こ、 にお ゐてー 一 柱の 神 今 汝の子 事 代 主神 は 如 此まを 

しぬ また 申す ベ き 子 や あると 問 ふ大國 主神 こたへ ら 

タケ ミナ 力 タノ  ノケ 

れて わが 子 また 建 御名 方祌 ありこれ を 除て はなしと 

タ ナス； ^ 

申さる か、 b しほ どに その 建 御名 方祌手 末に 千 引の 

石 を さ 、げ來 b て 誰 ぞゃ我 國に來 まして^の び^の 

びに 物の たま ふ は 若し その 力 競 せんとお ぼ さば 我 ま 

づ そ の 御手 を 取らむ とい ひて す、 みよりて 手 を 取る 

タチヒ  チソ ノク 

に立冰 にと り 成し 又劍 の^に 取 成して 懼れ退 を 其 子 

力へ  ワカ ァシ  ト  ナ ゲサク 

を 乞ひ歸 して 若 葦 を 取る ごとくに 握， 9 て投 離れば す 

な はち 逃 去 をお ひ 注き 神 科 野の 國州 羽の 海に 迫 到り 

力 -レ n 

て 殺 さ ん とす るに およびて 建 御名 方 M 恐 み を 申し て 

莫 殺した まひ そ 我 此地を 除て 他 所 に ゆか じ 又 我が 

父大國 主神 の 命に たが は じ 我 兄 八重 事 代 主神 之 言 に 

違 はじ 此葦 K 中國は 天神の 御子 之 命の まに^,.^ 獻 

ると 申す 

これ は 古事記 ならびに 舊事紀 によりて ま、 るすと こ 

タケ ミ ナ カタ トミノ 

ろな，^ 御名 方 神 または 健 御 號方富 命と もい ふ大己 

貴 神の 子に て 事 代 主神の なり舊 事紀 によるに 信 濃 


國詉訪 邵娵訪 神社に 坐す とみ へ たりさら ば 神 名 式 

に 見 へ し 瞰訪郡 南方 刀 美 神社 卽 これな b 千 引 石 は 

前に 見 へ たりき はめで 大 なる 石 をい ふな， 9 立冰は 

いまだ 詳 ならす 冰を 立てし を 取る が ごとくに とり 

成せし 義 なる 歟 また 上古の 俗に 刀 を 比と いひ 比 衣 

とい ふ立冰 よんで 多 石 比と なして 大刀と 刀 をい ふ 

も^る ベ からす 一 說に立 冰の冰 の 字 は 木の 字 を あ 

やまれる にや 若 葦に 對し ぬる 詞 なれば 木と なすべ 

しとい ふ ひと あ b さも あるべ けれど 善 本 を 得 ざれ 

ばた やすく 字 を あらためて 解し がた きが ゆ ゑに ま 

づ あ b しま ゝ に釋 する ことかく の ごとし 若^. と は 

葦の 嫩 きなり わが 國の俗 弱と 若との 二字 その 聲ぉ 

なじき によりて 若の 字 を假， て 弱の 字と なして W 

事 古事 等の 記に 見 へ しと ころす でに かくの ごとく 

なれば その 由 來る ところ ひさしき ことな b 建 御 

名 方 神 千 引 石 を 手 末に擎 しとい ひ 一 一 神の 手 を 大刀 

刀魏 とと 成せし などい ふこと これ またい にし へ 

の 俗い ひ嗣 ぎしと ころと 見 へた りされ ど 舊事紀 に 

建 御名 方 神の 手 を 乞 歸し投 離ら れしは 二 神の 巾い 

づ のれ かみと いふ  >  -と を^る されざる は その 文の 


疎漏なる なり 古事 Si に は 建 御 雷神 に 天 鳥 船 神 を 副 

へ てっか はされ しと 見へ たれば 建 御名 方 祌の手 を 

乞歸 されし も投 離ら れ しも 建 御 雷神た る こと は そ 

の 文 あきらかな .o 神 科野國 はすな はちい まの 信 濃 

國な. o 州 羽の 海 は 今の 輙訪 のみ づ うみ をい ふな 


コ タチ 


1 一 柱の 祌さら に還來 りて 汝の 子等 一 一 柱 は天舯 御子の 

命の まに くた がふ ことな けんと 申 訖ぬ汝 の 心い か 

んと大 H 主神に 問 ふわが 子等す でに^ たが ひ 申しつ 

我 ま た 逢 はじ： の 葦原 中國は 命の まに /\ 獻る わが 

モ、 ヤノ  ノ  叉-く？ * テ づキ 

子等 百 八十 f: はすな はち 事 代 主神 神の 御 尾 前と な，^ 

ソ勺 7 マツ  フセガ 

て 仕 奉らば た がふ 祌は あら じ もし 我防澳 まし か ば國 

內諸神 必中お なじく 防缵 てむ いま 我 避， 9 奉る 誰か 順 

はぬ もの あらむ やと 申た まひ その 國 卒し 時极 b し廣 

矛 を 以て 二 柱の 神に さ づ け て 我此 矛を以 てつ ひに 功 

4^6,1 る - 】 と あ，^ 天神 御子 もし 此矛を もちて 國をを さ 

/  サ キク  モ、 タラ ズ ャ 

めた ま は 3. かな ら す 平 安 ま し ま さむ 今 我 は 百 不足 八 

十 g おに 長く かくれて 侍らむ とい ひ訖， ^て 遂に 隱れま 


や 


〔これ 舊攀紀 日本 紀 によ， 9 てし るすと ころな りこ、 
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に 至て 大己貴 神 天神の 命に 隨 ひて その 國を 避り 舉 

られ しな b 百 八十 神 は 舊事紀 にこの 神の 子 凡百 八 

十 一 祌ぁ b と 見 へ しにより て 多 子に おはせ し， 田 を 

申と ころなる 歟 古事記 に は 我 子等 S 八十 紳 と^る 

したり かなら す此 神の 子此數 おはせ しに は あるべ 

からすす ベ て屬 せし ところの 國 神を擧 ての たま ひ 

しな る ベ し 御 尾 前 LO は 前後に たちて とい ふことの 

ホソ 

： とし 胺( 矛と は 細 矛と いふ もの も. y のり， しと 見 へ た 

れ ばそ^の の廣 きをい ひしに やまた 其 矛の 長の 尋 

許なる を 以て この 名 を 得しに や 倭 武 尊の 東夷 を 

征し たま ふとき に 比々 羅木之 八尋矛 をた ま は， O た 

まひし などい ふこと も 古事記に は 見 へ た，？ さ 百不 

足 之 八十 隈は百 不足と は 八十と い ふ ベ きた めの 詞 

なる 由釋 日本 紀に見 へ 八十 は その 地の 深遠に して 

いた^ '易^らざる の 謂な， O と 赛疏に は 見 へ た b 隈 

と は 出 雲 國意宇 郡 熊 野 山 を さすなる べし この 所 は 

素盞 ^神の 神 跡 なれば この 祌も また その 地に かく 

れ 坐せ しなる ベ し釋 日本 紀に は杵築 神宮 にゃある 

ベ きと 見へ しか ど その 神宮 は此 後に 天神の 詔に て 

造， C- まゐら せられし 所な b 初め この W のみ づ から 


二百 七十 四  ， 

隱れ給 ひし 所に は ある ベ. からす〕 

こ > にお ゐてニ 柱の 神 等 天に 還 上 b て復 命 す 

古事記に は武御 雷神 還り 叁 りて 復奏 すと 見 へ て 

經津 主神 のこと はみ へ す 是は此 記 に は 最初よ り 

武御 雷神に 天 鳥 船 神 を 副て つか はされ しと^る 

せし が 故な り 

高 皇產靈 神 一 一 柱の 神 を 還し つか はさ れ大己 貴 神 に 

詔して 今 は 汝の言 を 聞く に 深く 其 堙 あり 此 故に 

更に 條々 にして 詔す 汝 の 知らす 顯 M 之 事 は 我 御子 

知らす ベ し汝 はすな はち 神の - 】 と を 知らす ベ しま 

た汝は 天日 隈宮に 住む ベ し 今 造 b 奉らん ， たと 千^ 

の 栲繩を 結びて 百 八十 & にせむ 其宫を 造る 制 は 柱 

は す な はち 高く 太く  K は すな はち 廣/、 享 く せ ん 、ま 

ミタ  タ十ッ モノ サ カリ ミノ 

た ゆたかに 御田 作らむ 祭に 請 ふ 所の 農穀は 茂に 實 

らむ また 汝の 祭祀 を 主ら む もの は 天 穂 日 命 也との 

たま ふ大己 * 神 報 して 天神の 勅 如此慇 慰也敢 

て 命に 從 ざらん やと 申 給 ひすな はち 岐神を 一 一 柱の 

神に 薦 てこれ 我に 代りて 仕 奉ち む 我 はこれ よ，  ゥ避 

去な むとの たま ひて 身に 端の 八 尺瓊を 被て 長く 隱 

れま しき 


汝の言 を 聞く に其理 あ， 9 と は 大己贵 の 申 給 ひし 

こと 共 皆 是其理 ありと 聞 召されし 由 也汝の 知ら 

すと は汝の 治る 所と いふが ご どし 顯露 は讀で 阿 

羅幡甙 とい ふ 纂疏に 顯露之 事 は 人道 也 神 liiffp と は 

卽 神道 也と 見へ た b 天日 隅宫 はいに し へに いは 

ゆ る 八 百 丹杵築 宮卽今 出雲大社と いふ もの これ 

な， o 日 隅宫と いひし 事 は 私記に よる に此所 葦原 

中國 西北の 地に ありて 日沒る 所の 隅に 當れ るが 

ゆ ゑな り 又 杵築宫 とい ふ 事 は 出雲國 風土記に よ 

るに 天下 造られし 大 祌の宮 造り 奉らん と 諸 神 等 

參. o 集 ひて 杵 築し 給 ふ 故に 此名を 得た.？ O 見 へ 

た b 千尋 栲繩は 栲樹の 事 は 前に 注せ. o 此 樹の絲 

チ t  口 

を 以て 繩 とする >  】 と 千尋なる なり 百 八十 &とは 

其 千尋の 繩百入 十條を 結合す る をい ふ 但し 必す 

その 數の百 八十なる をい ふに は あらす 百 八十 祌 

百 八十 日な どい ふ 事の ごとくに 上古の 俗に 多 か 

る數 を總稱 せし 語な b 神代 卷抄に 上古の 時は宫 

室 を 造る に 釘 をば 用 ひすして 繩を 以て 綽 造れ， り 

と 見 へ たり 此說 心得られす これ はた い. 其，！ 地の 

廣く 大きなら むこと をのた まひし と 見 へ た り哪 

. 古史 通卷之  一 T!  . 


田 は卽神 田な b 農穀は その 粢 盛に 供 ふ ベ き 物な 

り これらの 外み ことの b し 給 ひし 所猶 ありし か 

ども 文 長ければ こ、 に は 略しつ 天 穂 日 命 は 前に 

見へ たり 岐 神 は 纂疏に 道路 を つかさどる 神 也 

一 一 神の 先導と なさす ベ き 故な りと 見 へ たり 伊 弊 

諾神泉 津國に 至り 給 ひし 時に 投給 ひし 杖の なれ 

る 所 を 岐舯と いふ 號 して 來 名戶祌 と い ふ と舊事 

紀には 見 へしこ、 にい ふ 所 は 伊羿諾 神の 御杖の 

化れ る 所に は あら じ 神 名 式に 出 雲 M 意 宇 郡に 都 

辨志呂 神社 あ b  > れ大己 貴の 杖 代の 神に て 岐祌 

とい ひしも^る ベ からす 身に 瑞の八 坂瓊を 被と 

は此 神の 傅へ 得られし 所の 瑞寶と 見 へたり 被と 

は 被 衣 之 被の ごとしと 籩 疏に見 へ たれば い にし 

へ に 云 處の玉 衣 を 被 かれし 事 を かく^る されし 

もしる ベ からすす ベ て五畿 七道 之國々 にして 大 

己賁祌 をい つ き 祭る 所 こと < ^くに^る すに い 

とま あらや これ 此國 地主の 神に てお はします が 

經淖 主神すな はち 岐 神を鄕 導と なし 罔 流り 削 年て 

命に 逆 ふ もの をば 誅し歸 順 もの をば 撫す 

.  二 f 七. S 
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日本 紀 注に 二 神 遂に 邪神 及び 草木 石の 類 を誅ふ 

呰 すで に 平け 訖 b ぬ その 服 M ぬ もの ひ とし 星 神 

香々 背 男の みあ b 倭 文祌建 葉槌命 をつ か はす 卽 

り^ひぬ 倭 文祌 こ、 に斯 11 利 俄 未と いふと 見へ 


マ ッ 


たり^ 神と は國 神の 歸 順ざる をい ひ 草木 石 之 類 

とはい は ゆる 其靑人 草の 類 を い ふ な る ベ し 星 神 

香々 背 男は國 神の 名と 見へ た b 一 說には 天に あ 

る听 の惡祌 ともみ へ たり 倭 文 神 は 舊事紀 による 

に 倭 文 造 等の 祖天 羽槌 神と 見ゅ纂 疏に は葉槌 

祌は常 陸 國倭文 を 出す 地に 坐す 故に 倭 文 神と い 

ふ 委文と は 布に 文 ある をい ふ 常 陸國に 出す 所 也 

と兑 へ たりさら ば卽今 g 陸國久 慈邵涹 文 神社 は 


こ 

此祌を 祭る 所 也祌名 式に よるに 大和 圃葛下 郡 S 

ラキ  アマ ノハ * ^チノ 

木 倭 文 坐す 天 羽 雷神 社 あり 是又此 神 を 祭る 所 也 

と兒 へた， o 又 日本 紀 注の 一 書に 初 天 紳經律 主武 

御 雷 等の 神 をし て 葦原 中國を 平定し め られし 時 

一 ー祌 申さく 夭に 惡神 あ， o 名 は 天津 甕 星と いふ 又 

は 香々 背 男と 名づ くま づ此 神を誅 して 然 後に 下 

りて^ 原 中阔を 撥ん と S.1 ふ ど 兒 へ たりさら ば此 

祌を 詠せ し 事の 前後 又 異同 あり 故に 今- 」 ゝ に附 


- K- コ. v カミ 


此 時に 歸順 ひし 首渠は 大物 主祌 及び 事 代主祌 すな 

は ち 八十 萬 神 を 天 高 市に 集へ て： 1 ゐて 天に "升 h そ 

の 誠欵 の 至る 事 を陳す 高木 神 大物 主神 に 詔し 汝も 

し 圃神を 妻と せば 我な ほ汝を 疏 心 ありと 思 はむ 


ァ ハセ 


此故 に 今 我 女 一一 一 穂 津姬命 を 以て 汝に 配て 妻と せ む 

宜 し く 八十 萬 神を領 て 永， に 我 御子の ために 護り 

奉れと：^ たま ひて 還 し 降し た ま ひ き 

これ 事 紀 並に 日本 紀 注の 一 書に よる 所な b 首 

渠とは その 國祌 の畏 をい ム也 大物 主神 は 前に 見 

へ し大國 主神の 伊都 伎 奉られし 倭の 御 諸 山に 坐 

すと ころすな はち 三輪の 大 神な b 八十 萬 神と は 

八 百 萬 神と い ふ が ご とし 天 高 市 は纂疏 に よ る に 

高 市 は 天上に あり 諸 祌集會 之義を 取る ； つに は 

大和 國高市 郡- - れなリ とい ふと 見へ たり 天照大 

神の 石屋 戶に入 給 ひし 時に 諳神 等集會 せられし 

とい ふ 所 は 常 陸 國久慈 郡 高 市鄕を さしい ふ な 、り 

こ、 にい ふ 所 は 大和 國高市 郡 天 高 市 社 あ る 所 を 

さしい ふなる ベ し 葦原 中國 に し て も 天 高 市と い 

ひし こと は 高天原に あ， O し 地名に よりて 又此地 


名 を 得た るが ゆ ゑな b 凡 高天原の 地名に よりて 

菴 原中國 にして そ の 地名 を 得し 事な ほ 多し 三 穂 

津姫命 は 高 皇產靈 神の 御 女と 見 へた b 此 神の 事 

いまだ 他の 所見 は あらす これ は 大國生 事 代 主 父 

子の 神 はすで に 其 國を避 奉られき 大物 主神 はこ 

ゝに 至りて はじめ て歸 順せられ し か ば 高木 神 御 

女 を 配せられ て 永く 皇孫の 藩衞を 命じた まひし 

也又桉 する にこ、 に 見 へ し 所に 大國 主神 はすで 

に 百 不足 之 八十 隈に 長く かくれた まひぬ^ かる 

に 大物 主神 は 事 代 主神 等と 共に 高天原に 參り上 

b たま ひきこれ すな はち 大國 主と 大物 主との 別 

神に てお はせ し 所其證 また 分明な り 

こ、 に ぉゐて 天照大神の 命 を 以て 天 忍 穂 耳 尊 葦原の 

ッ  クシ タマ-一 ギ ；' ャヒノ 

中 圃に夭 降ります に 及びて 其 御子 櫛 玉 饒速日 尊 をし 

て 代て 降し まさむ こと を 請 奏し た ま ひし かば 詔 許 

した まひ 天璽瑞 寶 十 砘を 以て 饒速日 尊 に 授給ひ 

i ソァ マリ フ タト モノ ヲ カン グチ イツ トモ 

また 高 皇產靈 神の 命 を 以て 三十 二部の 神 等に 五 

/テ  ？へ  マ モリ  ィづ トモ ノヲメ ミヤ ッ n ァメノ モノ" ベタ チ 

部の 神 を 副て 並に 防衞 となされ 五 部 造 天 物 部 等 

ハタ チア マリ イツ トモ/ ヲ  ヅハ モノ ハキ  ヅカ 

二十 五部 を ひ きゐて 同じく 兵仗 を帶て 天降 b 供 

マヅラ  フナ チサ  力 ヂ トリ  ヒキヰ 

奉 しめられ また 船長 同じく 梶取等 を率領 しめて 天降 

が 史通卷 之 三 


ッ 力へ マツ 

供奉る 
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〔饒速 日 尊の 天降 b たま ひし 事 は 元々 集の 說 によ 

b て. 舊事紀 にみ へ し 所 を^る すなり 後 これになら 

ふべ し〕 

夭 忍 穗耳尊 請 奏さ れ しによ. ^て 其 御子 饒速日 尊 を 

天降した ま ふ こと 舊事紀 の天祌 天孫 等の 本 紀に詳 

なり 天 璽 はこ、 にい ふ 所の ものい まだ 詳 ならす 十 

すキッ 力、：、 へッ ャッ カノ ツル ギ イク タマ  タル 戶カ ヘシ 

稱瑞 寶は瘰 都 鏡 邊都鏡 八 握 劎生玉 死 反 玉 足 玉 道 反 

ヲロ チノ ヒレ ハチ ノ ヒレ クサぐ ノ モリ、 ヒレ- , ^な 玉 その^  ： 

玉^ 比禮 蜂比禮 品 物比禮 これな り 未 ぼ 1 ならす 此 

夭 璽 瑞寳等 は 舊事紀 による に 神 倭 磐 %彥 天皇 の 御 

時§減軟皇 饒速 日 尊の 子 宇 K 志 麻 治 命 天皇に 獻ら 

れて 後に 大和 國山邊 郡 石 上祌宮 に， めら れ 石上大 

神と いふ もの 卽此 なり 又 鎭魂祭 の 事 も 此瑞寶 に 

よりて 始れる 所 也と 見 へ た、 り 三十 一 一部の 祌 等は葡 

事紀 によるに もし 葦原 中國 にして 皇孫 を 防ぎ まゐ 

ら せ待戰 ふ も の あ ら ん に は 能く 謀 b 治め 平し めら 

れんた めに 三十 二人 並に 防衞 となして 天降 b 給 へ 

り， と 見 へ た^ TTPFTR^ 

ァ マ ノカ ゴャマ /  • 

夭 香 語 山 命 

タ グリ ヒコノ  タカ クラ ジノ 

名 は 手 栗彥命 また 高 倉 下命と もい ふ 饒速日 尊 天 
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に 在す 時に 天道 日 女 祌を妃 として 生み 給 ひし 所 

の 子 t 張の 連 等の 祖なり 

ウス メノ  フト タマノ  ノコ、 T ネノ 

天 鈿賣命 天 太 玉 命 天兒屋 命 

以上 三祌の 事前 見へ たり 

ノグニ タマ/ 

ヲ恨 玉 命 

力 モノ ァガタ ヌ. ン  タ刀 ミムス ビノ 

鴨縣主 等の 祖 姓氏 錄には 高 御 魂の 子と 見 へ たり 

神 名 式 大和 國添下 郡 矢 田 に 坐久志 玉 比古祌 社と 

いふ もの この 祌を いっき まつれる 所歟 

ミチ. ゃノ 

天 遨根命 

, 力 ハセ ァタ ヒノ  お， ン ムス ビノ  • 

川瀬 直 等の 祖 姓氏 錄に神 魂 命 五世 之 孫と 見 へ た 

り 祌系圖 には祌 皇產靈 尊の 子と す  . 

カン ダマ ノ 

天神 玉 命 

三 島縣主 等の 祖  . 

夭 椹 野 命 

中島^ 等の 祖 

天 糠 命 

此 神の 事前に 見 ゆ 

ノア 力 i タマノ 

天明 玉 命 

此神は 伊 羿諾の 子 也と 日本 紀 注の 一 書に 見へ た 

れ ども 姓氏 錄 に よるに 高 魂 命の 孫に して 皇孫 に 
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^從て 天降れ b と 見 へ た，^ 

ムラ ク モノ 

天 村 雲 命 

天 村 雲 命と いふ もの 多し 舊事紀 に 天 香 語 山 命 之 

子 天 村 雲 命 又 名 は 天 五 多 底 命と いふすな はち 迅 

張 連 等の 祖也 父の 祌と 共に 天降られし にや 詳な 

らす また 姓氏 錄に 明日 名門 命 三世 之 孫 天 衬雲命 

これ 額 田 部宿禰 等の 祖&又 元々 集に 度會 郡に 坐 

す 宫崎度 會の氏 祖天村 雲 命 は 一 名 は 天 二 上 命 一 

名 は 後 小 橋 命と 云 天 御中 主 尊 十一 一世 之 孫 也と 見 

ゆ 太 田 命の 傳 日本 紀等 によるに 此神 は瓊々 杵尊 

の 御前に 立て 天降られ しと 見 へ た り： 、に 兒 へ 

し 所 は 何れの 神なる 事 い ま だつ まび ら か な らす 

セ テノ 

山背 久我直 等の 祖と い ふ 姓氏 錄 に よるに 天 背 男 

命 または 阿 麻 乃 西 乎 乃 命と も 記されき 祌魂 五世 

の 孫に て 天^ 命の 子と 昆 へ たり 〇桉 する に此下 

に 又 天 背 男 命と いふ あり 一 本に は 下に 見えし も 

の はこれ なし 下 に 見 へ し 所 は傳寫 或^ れる歟 

天 御陰 命 

ォホシ カウチ ノ  ノミ 

凡 河内 直 等の 祖 姓氏 錄には 天津 彥极 命の 子 天 御 


影 命と 見へ たり 

天 造 日 女 命 

阿 墨 連 等之祖 

3 ヒラ タノ 

天 世 平 命 

久我直 等の 祖 

夭 斗 麻禰命 

額 田 部 湯 坐 連 等の 祖 姓氏 錄には 天津 彥根 命の 男 

天 戶 間 見 命と 見 へ たりさら ば 天 御陰 命の 兄弟な 

るな り 

天 背 男 命 

尾 張 中島 海 部 直 等の 祖也 〇 桉 する 二 天 背 男 命 上 

に 見えたり 此に 記す 所 は傳寫 或は 字 を 誤れる 歟 

ノ タマ クシ ヒコノ 

天 1 櫛彥命 

間 人 連 等の 祖 姓氏 錄には 神 魂 命 五世の 孫と 見 ゆ 

夭 湯 津彥命 

安藝 國造 等の 祖也 ， 

ノ カン タマノ 

I？ &魂命 

葛 野 鴨縣主 等の 祖と いふ 神 系 圖には 神 皇產靈 尊 

び -子と す 

夭 三 降 命  . 

I 古 通 卷 之 三， . 


豐田 宇佐 國連 等の 祖 〇 按す るに 豊田は 豐國の 字 

を 誤れる に 似たり  - 

天日 神 命 

對馬縣 主 等の 祖也 

ノチ ハヤ t  ノ 

天 乳 速 日 命 

廣湯神 麻續連 等の 祖也 

ノヤ サカ t  n  ノ 

天 八 坂彥命 

伊勢 神 麻績連 等の 祖 

ノィ サ フ タマノ 

天 伊佐布 魂 命  • 

倭 文 連 等の 祖と云 姓氏 錄には 角 凝 命の 子と 見 ゆ 

倭 文 連の 祖 ならむ- 2 は 建葉槌 神の 子なる か 建 葉 

槌 神の 事 は 前に 見えたり 

天 伊 岐志邇 保 命 

山 代國造 等の 祖也 

天 活玉命 

新田 部 直 等の 祖也 

ノス クナヒ n ネノ 

夭少 ^ 根 命 

鳥 取 連 等の 祖. si 

/ コトュ ヒコノ 

天 事 湯彥命 

畝 尾 連 等の 祖 姓氏 錄 に は 畝 尾 連 は 天辭 代の 後と 

ニず， 七， 力！" 


 古史 通 卷之三  

み、 へ、 たり 天 事 湯彥と は 天 辭代命 の 別名 な る 歟 

天 表 春 命 

信 乃 阿智 祝 部 等の 祖也 

，ノ シタ ハル 

天下 春 命 ， 

武藏秩 父 W 造 等の I 以上 一 一 神 は 並に 思 兼 神 子 也 

1K お！！ 

壹岐縣 主 等の 祖神名 式に 據 るに 一 岐圃 一 岐 郡に 一 

月 請； S 社 あり 名 神 大社と 注せり 天 月 神 命 一 岐縣 一 

主の 祖と 見へ たれば 此神 或は 月 神の 後なる が ゆ 

ゑに 其祖祌 を彼國 にいつ き 祭られし 所なる 歟 

五部 神 をば 舊事 紀に據 るに 五部 人 を 副て 從 とす 

と 見 へ た， C さらば 三十 一 一 神に 副て 皇孫に 從 はし 

めら れし 所なる べし 其 五部 之 物 部 造 等 之龃天 

津麻良 姓氏 錄に よるに 天津 窳良命 は 祌魂命 八 世 

の 孫な りと 見 ゆ 

力 サヌヒ ベ  マ ゥラ  • 

笠 縫 部 等の 祖天律 麻 占 

異本に 夭 剪 蘇と も 大男 蘇と も^る せし あり いづ 

れか是 なる 事 を ま、 らす 

キ ナベ  ァカマ P 

爲奈部 等の 祖 天津 赤 麻 良 

異本に 赤 古と^ るせ しあ りこれ 又 いづれ か 是な 


 二百 八十  

る >  J と を まらす 

トテチ ベ/オフ. r  フ *  口  ツル タ  ァ カボシ 

十 市部 首 の 祖富 々侶 筑紫弦 田 物 部 等の 祖 天津 赤 星 

五部 造 は 舊事紀 による に 五部 造爲ぃ 伴て 天 物 部 を 

ヒキヰ 

率 頟て夭 降ら しめられ しと 見 へ たれば 五部 造 谷 五 

部の 物 部 を 率領て 前驅に つか ふまつ ら しめられし 

なるべし 其 五部 は .  -. 

五部 造 並に 二十 五部 物 部 等 は 地名に よ. -て その 

號を 得たり と 見 ゆ 其 解す ベ きもの をば 分注して 

後考を まつ 

二 タノ ミヤ ッ コ 

二 田 造 

、丄 野國に 新田 郡 新田 鄕 等の 地名 今猶 あり 

： 大庭造 

常 陸 國荧城 郡に 大 場の 邑 あり 

舍 人造 

上野の 國 利根 郡 あり 

勇 蘇 造 

一 本に 勇 蘇の 字. を 蔭の 宇に 作れる あり 或は 誤字 

或は 闕文等 未詳なら す 

サカド 

坂戶造 

常陸國 新 治 郡 に 坂門鄕 あ 、り 


1  . 

島 
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**き タ  せ 
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我れ 伴 4 と 物 
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カタ 


常陸國 茨城 邵大 津鄕ぁ 

ノ  , 

肩 野 物 部 

、 上 總國武 ^郡に 片野鄕 あ ■ 

称 柬物部 

羽 東 未詳 姓氏 錄 に 羽柬は 天 佐 鬼 利 の 後な る よし 

見 ゆ 

^津物 部 


, サ キ 


4 津 未詳 

ッ ル 


布 都 3H 物 部 

布都留 未詳 

住 迹物部 

住^  j 本に 經迹に 作る 幷に いまだ 詳 かなら す 

讃岐三 野 物 部  - 

上 總國天 羽 郡 岐鄕ぁ _ 


ァ フ 


ォホヅ 


下總 國香収 郡に 大槻鄕 あり 姓氏 錄 にも 相 槻物部 

は 見 へたり 


^紫 聞 未 S 


常 陸 國鹿島 郡 下 總國匝 PI に 幷に幡 麻の 鄕 あり 

船長 は 跡 部首 等の 祖 天津 羽 厥 梶取は 阿刀 造 等の 祖 

ォホマ & 

大麻 良 

姓氏 錄に 意富 麻 羅は天 之 三 穂 命 之 後 &と見 ゆ 

フナコ  ャ マト ノ カタ、 ン  マウ ラ 

船 子 は 倭鍛師 等の 祖 天津 眞浦 

古事記に 鍛人 天津 麻羅と 見 ゆ 麻 羅 とい ひ 具 浦と 

. いふたい その 語の 轉せ しな b  . 

船長よ. り 以下 は 海 舶の事 を つかさどれる 所と 見 へ 

たり 〇 按 する に 天 忍 穂 5 尊 は 葦 原 中國 に 天降り た 

まふに あらす つ ゐに還 昇ります と 舊事紀 に 見 へ た 

、り 神 名 式を按 する に 土 佐 國香美 郡に 天 忍 穂 別 神社 

坐す 豐前國 田 川 郡に 忍 骨 命 神社ます また 相 模國箱 

根 山 神社 は 土俗 相 傳 へて 天 忍 穗耳尊 を い つ き 祭 る 

よしを 申す これらの 神社 何の 御代に いっき 祭られ 

しに や 未ビ詳 

饒速日 尊 天 祌御祖 の 詔 をう け 給 ひ 天 磐 船に 乘、 り 天翔 

り 給 ひて 河 內國河 上の 哮峯 に 降り 給 ひすな は ち大倭 

國鳥見 白 庭 山に 遷 坐す 其 國 神の 女御 炊屋 姫を娶 りて 

f  メ  ハラ 

妃 とし 御子 妊む こ あ り いまだ 生れます 時に 及ばす 

して 饒速日 尊祌 去ます 高 皇產靈 神の 命を以 て 天速飄 


古^通 卷之三  二百 八十 二 


の 神 降 りて つ ゐに 天上に 還し 葬 奉りき 

ど ■ 、 

〔天 » 船 は 私記に 磐と いふ は 堅 磐之義 也と a へ たり 

さ^ど 天 磐^と いふ は 天磐戶 などい ふが ごとくに 

伊波と い ふ齋の 字の 意の ごとくな るべ し〕 

祌功 皇后 新羅 を征 した まふ 時に 御船に 天 地 山海 

の 紳 を齋 祭られし の 類 を 阿 麻 能 伊波 布 禰とは い 

ひ し な るべ し 凡 上古 之 俗 に 稱 して 伊波 とい ひ し 

. 多く は 齋の義 と 見 ゆ 天 之 磐 戶天之 磐 船 天津 磐 境 

天 之 磐 座 天 之磐靱 このた ぐ ひみな これな り 

天翔る と は 東南の 海 を 巡り 行き 給 ふ を いふなる ベ 

し 河 內は古 の 凡 河內國 和泉國 等の 地卽今 の 河內 和 

泉 等の 國の 地な、 り 河上哮 峯は哮 の字讀 むこと いか 

にゃあり けん： K るし も傳 へられす また 其 處所も 未 

レ詳神 名 式に 大和 國平羣 郡 M 田 坐 天 i 柱 國 i 柱 神 

社と み へ しは此 尊の 天降 b ませし 始に 建ら れし所 

にゃある らん 白 庭 山 は 未 レ詳大 倭國は 卽今大 和國 

な b 舊事紀 に は 饒速日 尊 天 磐 船 に乘 b て 大虛空 を 

翔， o 行き 是鄕を 巡 睨て 虛空見 日本 國は 是歟 とのた 

まひし と 見 へ たり 

. 日本 紀 にみ へし 處も舊 事紀の 文に よられて 饒速 

お 史通卷 之 --. 


二百 八十 三 


日 尊名 づけて 虛空見 日本 國と のた まひし と 記さ 

一 れたり 

これ は 天翔 b 給 ふ 時に 大穴 モ 2 見 へ し 山 あ b し を 今 

>  J  、に 至 b て 見た まふに 此國は 彼 山の 外面に ある 

所なる かとの たま ひしゅ ゑに 耶麻 登の 國と いふな 

る べし 耶麻 登と いふ は 卽山外 也 舊說に 或は 山 跡な 

り と い ふ 類 皆  >  』 れ 其 本義 に 合ざる に 似た トノ 

舊說と は弘仁 私記 序 延喜開 題 記 等 を はじめて 諸 

家の 說 ども を さして いふなり 

大俊 IO まる， し 日 太； こしる す-ごとき は 皆 曰 疋後义 にん r 

字 を假用 ゆる 所 なれば 假用 ゆる 所の 字 は 古語の 本 

義 に よるに も あ らす 

これ 等の 說詳 なること は 或 問に 見へ た，^  • 

其國神 の 女 は 舊事紀 に は 長 髓彥が 妹 御炊屋 姬を娶 

b 給 へ りと 見 へ たり 

ナガ スネ 

長 髓彥は 日本 紀に長 髓は邑 の本號 也よ. り. てまた 

以て 人の 名と すと 見へ また 三 炊 屋媛亦 名 は長髓 

媛と も 鳥見屋 媛と もい ふよし を 注せられ た， o き 

ハヤ チノ  ノノ 

速飄神 降來る は 舊事紀 によるに 高 皇產靈 神饒速 日 

尊 を 天降した まひし のちに 御 心に^ しみ 思 ひた ま 


古. Si 通卷之 三—  i  n! I II  二百 八十 四 


ふ 事 ありて 速飄 神に 命じ 降した まふに 果して 饒速 

H 尊祌 去 b  ^ ひし かばすな は ち 還 b 上， o て 復命 1 

高皇產 ^柳 哀泣給 ひて 速飄 命して 其柩を 天上に 擧 

しめ H 七夜 七 遊 樂哀み 泣て 葬歛 りた ま へ りと 見 へ 

たり 

上古の 俗に は 葬歛之 時に 或は 七日 七夜 或は 八日 

八 夜- % ^し 悲歎 ふこと ありと a へたり 前に 見 へ 

し 天 稚彥の 死せ し 時の 事 舊事紀 に 見 へ し 所 は 八 

： :n 八^ 啼哭 悲歎 極， o ぬと 束る され 古事記に 日 八 

日夜 八 夜 以て 遊ぶ と 見えたり その 遊 樂とは 死せ 

しもの 、神 を樂 ましむ るの 義 にして 哀泣は そ の 

, 親戚の 啼哭 する の 謂なる べし 

速 飄神は 释= 本紀 によるに 日本 紀 にみ へ し 疾風と 

相 同じと 見 ゆ 疾風 は 風神 也， と 纂疏に は 見 へ しか ど 

此說 いか い あるべ きこれ はた ぃ此 時に 使た.^ し祌 

の 名なる ベ しされば 速飄 <p- とも^る されき 

たと へば 储雷舸 とい へど も 雷神に て は あら ざり 

し 事の ごとし 

饒速日 尊 神 去ます 時に 其妃に 命じて 汝の 生らむ 子 も 

し 男子なら むに は 味 間 見 命と 名 づけよ もし 女子なら 


にん は 色 4 見 命と 名 づけよ と 言 ひ き 其の 生れ ま す に 

及びて 日子 祌 にて 坐し ければ すな はち 味 間 見 命と 名 

づ け 申さる 其 後 又饒速 日 尊 其 妃 の 夢 に をし へ 給 ひ て 

カタ ミ モノ  ノノ 

汝の 子の 我 形見 物 の ごとき はすな はち 天 霞 瑞 寶 あ り 

ハ V- ュ ミノ ハグ ャ  カン ミソ オビ タス キ ミ クサ モノ  ト 

天 羽々 弓 天 羽々 矢 あり 又 神 衣 帶と手 貫と 三 物 をば 登 

ミノ シラ -I ハム ラ 力 クシ チ サメ ミ ハカ ック 

美 白 庭 村に 葬歛 て 御 墓 作 れ とのた まひたり き 

味 間 見 命 は讀で 宇痲志 麻彌乃 命と い ふ此 命の - 

は猶 下に 見えたり 形見 物と は 其 人の 物 を 見て 其 形 

を 見る が ごとくなる の 謂 也 天 璽瑞寶 は 前 に 見へ た 

り 天 羽々 弓 は 未い 詳天 羽々 矢 は 前に 見へ た-此弓 

矢 饒速日 命 天降 b ます 時に 所い 御 物 也祌 衣^ は 其 

ュ半ィ タイ  ，レャ n ゥ  タヌキ 

遺 衣 帶也手 貫 は 卽射鞲 也讀で 太沼岐 とい ふ 今 

ュ ゴ デ  I  I 

いふ 所の 弓 小手 は その 遺制 也此 皇孫 神 去り た ま ひ 

し 後に 其妃の 夢に をし へ 給 ひ 其 御子に 傳 へ 給 ひし 

物 共 は 後に 果し て 天神 御子 の 表 物と な り き 

神武 天皇 東征 之 日に 其 羽々 矢と 步靱と を 見 そな 

はして 饒速日 尊の 天神の 御子なる こと を^ろ し 

め さ れまた そ の 天 璽 瑞寶を 得 たま ふに および て 

此 皇孫の 御裔を 特に 寵異 せられき 其 事 は 舊事紀 

日本 紀 等に 詳 なり 


又す でに 其柩 をば 天に 舉て葬 歛られ たま ひし かば 

御身に ふれられし 三 稀の 物 を その 國に 葬歛 しめら 

るた とへば 黄 帝の 冢に唯 有 一, 靱舄 在-とい ふ 事の 如 

し 15 神 名 式に 見えし 大和 圃城上 郡等彌 神社 或は 

其 神 跡なる も 知る 可ら す 陸 奧國宫 城 郡 志津彥 神社 

^江 國敷智 郡 津氣里 神社 又 駿河國 有 度 郡 松 城 之 社 

加 賀國石 川 郡 神 田 神社 等 そ の國々 の 風土記 による 

に 皆 是此神 を いっき 祭る 所な. 9 〇 初 天神 御 祖天忍 

穂 耳 尊の 御代りと して 饒速日 尊 を 天降した まひし 

こと 舊事紀 に 見 へ し 所 はこ 、に^るす が ごとし 然 

る に 古事記 日本 紀 等に は 此事を ^ るされ す 日本 紀 

の 神武 天皇の 紀に纔 に 天神 之 子 櫛 玉 饒速日 命と 申 

す 天降り ませし よしを^る されし かど も いづれ の 

夭 神の 御子 也と も 見 へ す 纂疏に はこれ 正統 を^ぶ 

義 也と 見 ゅ其說 心得られす 元々 集に みへ し 所は舊 

事 紀に據 るに 皇孫 1 一人 あり 先に は 饒速日 尊 を 降し 

後に は彥火 s 々杵尊 を 降した ま ひしな り 如レ 此の 

委曲 を 載せ やして 直に 璲々 杵 尊の 降 たま ひし- J 

と をのみ いふ は 其 理を盡 さ いるに 似たり と^るせ 

り此說 もっとも 其 謂 ありと いふべ し 或 人の 說 にも 
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し 舊事紀 の 說に據 らば 饒速日 尊 は瓊々 杵尊 5 御 兄 

なり 其 御子 一 一人お はしき 天 香 語 山 命 宇 麻 志 麻 治 命 

とい ふ 是也瓊 々杵尊 は 饒速日 尊の 御 弟 也 その 御子 

を彥 火々 出 見 尊と 申す 彥火 々 出 見 尊の 御子 を鹪鵁 

フ キア へズ  カン ャマ 

草葺不 合 尊と 申し 鷓鵁 草蒈不 合 尊 の 御子 を 神 日 本 

磐余彥 尊と 申す 卽是 神武 天皇の 御 事な り 然るに 祌 

武 天皇 東征の 日に 夭 香 語 山 命 は 其 神 〈1 を 獻られ 宇 

麻 志 麻 治 命 は 其 外 舅 長 髓彥の 計に 據ら すして 官 

に從 ひつ ゐに其 傅ら れし 所の 天 璽 瑞寶を 以て 獻ら 

る 饒速日 尊の 御子 瓊々 杵 尊の 御 曾孫と 其 時 を 同じ 

くせられ しとい ふ 事 心得られす さ れ ば 古事記 に も 

其說を 取ら や 日本 紀 にも 其說に 據られ すと 兌 へ し 

とい ふ 也す ベ て 上古の 事存 する がごと く 」し する が 

ご とく 覺る がごと く 夢見る が ご とくにし て 其 說 と 

する 所盡く 信す ベ からす 舊事紀 古事記 日本 紀 等に 

見 へ し 所 天 忍穗耳 尊と 申す は 其實は *^ 烏 神の 御 

子 也と 申す は 其 說皆相 同じ 然るに 舊事紀 日本 紀等 

に據る 時は大 己^: 神と 申す も 素 盞爲 神の 御子と 見 

えたり さ ら ば 忍 穂 耳 尊 並 に 其 御子 a 々 杵 尊と 大己 

贵 神の 其の 時 を 同じく し 給 ふ ベ き は； i する に 及ば 
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す 古事記 日本 紀 注の 一 書 姓氏 錄 による 時 は 大己贲 

祌は素 盏烏神 六 世の 孫に てまし ますと 見 へた， o も 

し此 說に據 らば 素 盞烏祌 の 御子と 其 六 世の 御 孫と 

時 を 同じく^ 給 ふ 事は最 心得られす とい ふべ し 又 

日本 紀の說 に據る に 神武 天皇 東征の 日 に 饒速日 尊 

其 衆 を 帥 ゐて歸 順 ふと 見へ 古事記. 古語 拾遺 等の 說 

また 是に 同じ その 饒速日 尊と いふ もの 舊事紀 にみ 

へし 所の 璦々 杵 尊の 御 兄なら むに は 其 御 弟の 曾孫 

と 時 を お なじく せ られ し  >  」 と は 是又最 心得られ ぬ 

事な b 其 大己贵 神の 事 は^ばら く 置て 論せ す^ 速 

日 尊の 御 事は窗 事紀に 見へ し 所 を 以て 徵 とすべ き 

に 似たり 此神 天に ませし 時に 天道 日 女 命を娶 り て 

生 給 ひし 天 香 語 山 命と 申せし は 神武 天皇と 其 時 を 

同じく^ 給 ひしに は 有べ からす 今 世に 傳 ふる 所の 

S 事の 天孫 本 紀に見 へ し 所 は 天ず 語 山 命の 下に 分 

注して 天降れ， o 名 は 手 栗 彥命亦 は 高 倉 下命と^ る 

されし は 或は？ 1 文 或は 誤寫 あ.^ と 兌 へ た b 桉 やる 

に 饒速日 尊と 共に 天降られし 御子の 名 は 天 香 語 あ 

命と 申す 天 香 語 山 命の 子 を 手栗彥 命と いひ 手栗彥 

命 の 子 を 高 倉 下命と いふ 此 高 倉 下命 其祌 劍を 以 て 


神武 天皇に 獻られ しなり され ば 日本 紀 にも 天皇 熊 

野 荒 坂 津 に 至 ， り ます 彼處 に 人 あ b 號 して 熊 野 高 倉 

下と い ふ 此 人 夢 に 祌劍を 得 て 獻， りしと 見え た り 然 

る を 今 世 に傳 ふる 所の 舊事紀 に は 高 倉 下^と い ふ 

を 天 香 語 山 命の 一 名の ごとくに 注せし こと 傳寫必 

す 誤れるな る ベ し 

又 舊事紀 に 天 尾羽 張 神の 事 を 又 名は稜 威雄 走 神 

ともい ふと 注せられ たり 日本 紀に は稜 威雄 走 神 

其 子 甓速日 神 其 子 « 速 日 神 其 子 武甕槌 神と 見 へ 

た-りこれ も 舊事紀 に は 天 尾羽 張. 神 に 多く の 別名 

おはせ し ごとくに 注せ られ しか ども 日 本紀 に 見 

へし 所 は 父子 相 繼し四 世の 神 名と 見 へ き これら 

いづれ を是 とする 事 をし ら卞 とい へ ども 或は 一 

神に 數名 ありと いひ 或は 一 神に おのく  一 名た 

る ことの 由 相傳ふ る 所に 異同 あ る ， 一の 得.； と は 

す ベ し 

又 宇 麻 志 麻 治 命の 事 も 今 世に 傳 ふる 所の 舊事紀 天 

孫本紀 にも 天 香 語 山 命 弟 宇 麻 志" M 治 命 亦 は * 間 見 

命と いひ 亦 は 可 美眞手 命と いふと み へ てまた 其 次 

に兒宇 麻 志 麻 治 命と^ る されき その 見 へ し 所に 據 


らば 天 香 語 山 命の 弟 宇 麻 志 麻 治 命と 申せし 所の 兒 

もまた 宇 麻 志 麻 治 命と いふに 似た b これ は 其 文の 

重複せ し 事 疑 ふべ からす 其 麻 治と いひ 間 貝と いひ 

眞 手と いひし は 其 昔の 相 近くして 轉じ 訛れる もの 

に 似 たれ ども 舊事紀 に據る に 饒速日 尊の 神 去 b ま 

せし 時に その 妃に 命じて 汝の 生らむ 子 男子な らん 

に は 味 間 見 命と 名 づけよ と 言 ひしと 見へ これが 饒 

速 日の 御子 は * 間 見 命と 申せし こと は 疑 ふ ベ から 

す さらば 味 間 見 命の 子 を 可 美眞手 命と 申し 可美眞 

手 命の 子 を 宇 窥志麻 治 命と 巾し ける もまた 味 間 見 

命の 子 を 可美眞 手 命と もまた は 宇 麻 志 麻 治 命と も 

申け るも^ るべ から ゃ桉 する に舊 事紀 日本 紀 古語 

拾遺 姓氏 錄 等に^る されし こと はたと へ ば 我國の 

初 高天原に 成 神の 御 名 を. 天 御中 主 尊 と稱 しきそ 

の 後 高 皇產靈 尊の 代に いたる まで 世々 相 襲て 皆 こ 

れを夭 御中 主 尊と 稱せ しことの ごとくに 饒速日 尊 

の 御 後世々 相 襲て 饒速日 尊と 稱 しければ 宇 痲志麻 

治 命の 事 を も 古事記 日本 紀 古語 拾遺 等に は 饒速日 

命 其 衆 を 帥て 歸順 ぬと は^るされ しなるべし 又舊 

事 紀に饒 速 日 尊 天降りまして 長 髓彥の 妹 御 炊屋姬 
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を娶， ^給 ひしと 見えし 事 を 日本 紀には 神武 天皇 鳥 

見の 長髓 彥と戰 ひた まひし 時に 長髓彥 使して むか 

し 天神の 子 天より 降り止 b 給 ふを號 して 饒速日 命 

と 申す これ 吾妹 三 炊 屋媛を 娶，^ て っゐに 御子 あ b 

其 名 を 可 美眞手 命と 申す とい ひ 送り し 由 を^ る さ 

れて其 三 炊屋媛 亦の 名 は 長 髓媛亦 は 鳥見屋 媛と い 

ふ と 注 せられたり さら ば 夭 降，^ ます 饒速 日 尊に 其 

妹 を まゐら せし もの 、郝武 天皇と 戰 ひま ゐら せし 

事 も 又 心得られぬ ことに 似たり 日本 紀に據 るに 鳥 

見と い ひ 長髓と いひし は 並に 地名に て 長髓と い ひ 

し は 鳥 見 之 邑に屬 せし 地な りと みえたり 此 地名に 

よりて 其 國神を も 世々 相 襲て 鳥見彥 とも 長髓彥 と 

も稱 せし なる ベ し舊事 紀 によるに 初め 天降ります 

饒速日 尊の 妃 となされ しと ころの 長 髓彥の 妹の 名 

は 御炊屋 姫と 申せし ことこれ 又 疑 ふ ベ からす 其 後 

神武 天皇と 戰 ひま ゐら せし 長 髓彥と 申せし もの 、 

妹 は その 名 を長髓 媛と も 鳥見屋 媛と もい ひしな る 

ベ し 古事記に 登 美 f 古の 妹 登 美呲賣 と^るせ しも 

の 卽此也 諸 書見へ し 所を倂 せて 推考へ ぬればお の 

づ から 疑 ふ ベ き 所 もな きに 似たり 凡 上古の 神聖 其 
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一 百 八十 八 


號 多く 兌へ しもの は必す 一 神に して 別號 多くお は 

しませし にも あらす 或は 其號の 同じき 或は 其號の 

似た る を 以て 別 神の 事 を も 併せて 一 神の 事と なせ 

しと 見えし も 多 かりょく 辨へ 明む ベ き 事な， Cv 

其號 同じき によりて 別 神の 事を倂 せて 一 神の 事 

となせ し はたと へ ば 繞速日 尊 を 又は 火 明 命と 申 

せし によりて 日本 紀に a 々杵 尊の 御子の 火 明 命 

の 事の ごとくに^ るせ し 事 あ る が ご とし 其號の 

似た るに よりて 別 神の 事 を 併せて 一 神の 事と な 

せし はたと へ ば 大國主 大國魂 大物 主 等の 神 を 併 

せて 大 巳贵神 の 事と 記されし がごと しす ベ て ， 」 

れらの 類 ことごとく 舉る に い と、 まあらざる なり 
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また 天照大神 高 皇產靈 神の 命 を 以て 天津 彥々 火瓚々 

杵尊 をして 葦原 巾國に 天降し まします 天 兒屋命 天 太 

玉 命 天鈿資 命 石 凝姥命 玉祖命 並びに 五部 神に 配 侍ら 

チ キシャ サカ マ ザ タマ 力.、、 i クサ.^ ギ/ ヅ $ ギ 

しめた まひ こ、 に その 遠 岐斯八 尺 勾玉 鏡と 草 那藝靱 

とまた 常世 思 兼 神 手 力 男 神 天 石 門 別 神 を 副 賜 ひて 此 

饞は專 我 御 魂と して 吾 前 を 拜がご とく 伊都 伎 奉れと 

詔 賜 ひ て 天津 彥々 火瓊々 杵尊天 之 石 位 を 離ち 天 之 八 

へ タナグ そ オシ ヮケ イツ /  f ヮ キ テア マノ ゥキ ハシゥ キジ マ 

重 多 那雲を 押 分て 伊都 能 知和岐 S 天 浮 橋に 宇岐 士摩 

リ ゾ リ タタ シ テツ クシ/ ヒ厶 ゥ/ タカ チ ホ ノ ク シ ブ ル ダ ケ 

理蘇理 多多 斯氐筑 紫 日向 之 高 千 穗之久 士布流 多氣に 

天降ります 天 忍 日 命 天 尊 久米命 一、 一人 天 之 石靱を 取り 

負 ひ 頭椎之 大刀 を 取り 佩き 天 之 波 士弓を 取り持ち 天 

マ カゴャ  タぺサ ミサ キ  ヅ 力へ マツ ァタ  ナザ ヤノ 

之眞鹿 a 矢 を 手狭み 御前 に 立して 仕舉り 吾田の 永屋 

カサ、 ノサキ  コ ノト コロ カラク 二  厶  ナ〃 ャカ サ、 

笠沙之 前に 至りた まひて 此地は 韓國に 向き 永 屋笠沙 

ノ  ァタ  アナ 匕 ノ アタリ サスク -ーュ フヒノ ヒ チ^ク ニナ リ カレ 

之 御前に 直. 9 て 朝 n: 之 直剁國 夕日 之 日照 國也 故此地 

ヨキ ト n  a  ゾコッ ィ" ネ. ミ. k- パシ ラフ トシ リ タカ マが ハラ 

は其吉 地と 詔， o して 底津石 根に 宫柱布 斗斯里 高天原 
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に 冰椽多 迦斯理 て 坐す 

〔これ 古事記に よりて^ るすな り〕 

サキ ニギ ハャビ / 

元々 集に よるに 皇孫 1 一人 先に 饒速日 尊 を 降され 後 

に瓊々 杵尊を 降した まひし なり 天兒屋 命 天 太 玉 命 

天 鈿賣命 石 凝姥命 玉祖命 この こと は 前にみ へず 

此五 柱の 神 は 先に 饒速日 尊の 降り ませし 時に^た 

が はれし 所な り 饒速日 神 去 b たま ひし 後に 天に か 

へ り 昇られし を瓊々 杵尊 にも^た が は しめられし 

とみ へ た b 舊事紀 古語 拾遺 等に よるに 高 皇產靈 神 

ァ マツ ヒ モロ ギ ァ マツ ィ ハサカ 3n シタテ 

の 勅に 我 はすな はち 天津神 籬と 天津 磐 境 を 起樹て 

我 孫の ために 齋る ベ し 汝天兒 屋命天 太 玉 命 一 ー神宜 

しく 天津神 籬を 葦原 中 國に持 渡りて 又 我 孫の ため 

タ テマ  ミア ラカ ノウ チ サ ブラ 

にいつ き 奉 つれこれ 汝ニ神 共に 殿 內に侍 ひて 

能く 防護る * ) と をせ よとの たま ひまた 天 太 玉 命 弱 

カタ フト ダス キ  ミ.， ア シ Q 

肩に 太 手鏹を かけて 御手 代と して 神 を 祭らし め ま 

た 天兒屋 命 神事 を 主 之 宗源也 故 太 占の 事 を 以て 

ft まつらし むと 見 へ た. o- 

神 籬磐境 並に 天津と いふ は 皆 尊 之 辭也神 籬讀で 

. 比母呂 支と いふ 卜 部 家の 說に神 籬は坂 木 也 磐 境 

は 天 香 山の 磐 を ひき かきたる をい ふ此 等の 神器 

二百 八十 九 
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は 天兒屋 より 我家に 相 傅 ふ 神武の 朝に 天神地祇 

を 祭る 時に 此坂木 をた て、 其 中に 其 磐 境 を 安 じ 

て 祭れ b と 見 ゆ さらばた と へ ば 周の 禮に 宗祐と 

いひし ものの ごとくな るな， り 諸家 說猶 多し とい 

へど も 卜 部 家の 說は祌 世より 正しくった へられ 

し 所な.^: g 家の 說 ことごとくよ るに たら ざれば 

一 J  、に^る さす 卜 部 家の 說は 神代 卷抄に みへ た 

b 我 孫の ために 齋 奉る べしと は 葦原 中國. にして 

永く 皇孫の ためにい つき 祭られた まふ ベ しとな 

b 葡事紀 古語 拾遺 等に よるに 神武 天皇 卽 位の 時 

皇天 一 ー祖の 詔に^ たが ひた まひて 神籬を 建樹ま 

し 高 皇産靈 等の 神を齋 祭る と 見 へ しはすな はち 

この ことなる べし 一 一 神 共に 殿 內に侍 ひて よく 防 

護れ と はこれ 又た とへば 周の 禮に 宗祐を 生れる 

職の ごとくな るべ し 翁 肩と は 太 手織と いふ ベ き 

ための 語な b 太 手 镪は神 を 祭る ときに 肩に 掛る 

ュ フ タス ヰ 

所の 物 前に 見 へ し 木綿 手糨 すな はち 此也 御手 代 

と は 皇孫に 代りて 祭る をい ふなり 神事 を 主 どる 

宗源と は 卜 部 家相 傳 へて 宗 源の 神道と いふ もの 

これに よれり 太 占の 事 は 前に 見 へ たり 釋 日本 紀 
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に よ る に 上古の 卜 は 鹿 卜 也 龜卜は 皇孫 天降り ま 

す 時に 始れ りと いふ さらば 天兒屋 命の 仕 奉る 所 

はすな はち 龜 卜の ことなる ベ し 今に お ゐて卜 部 

家相 傳 へ てこの こと を もっか さどれ b 

五部 神と はすな はち - 」 、 に 見 へ し 五神な り 

古事記に は 五 伊 緒と^ るす 伴 緖は延 喜 式の 祝詞 

に は 伴 男と も^る せり 五部の 字讀て 五伴赭 とい 

ふに おなじ 

舊事紀 に は已上 五部 伴 領神配 侍らし むと 見 へ たり 

さらば 此 五神 額す る 所の 神 等 を ひ きゐ 降らし め ら 

れ しな. り 遠 岐斯は その 儀い まだ 詳 ならす 

天璽瑞 K 十 樋 は 先に 饒速日 尊に 授られ き 今 >  】 、 

に 見 へ し 所の 神寳は 天上に 藏め お かれし 所な る 

才力 

を瓊々 杵 尊に 授ら る、 が ゆ ゑに その 置れ し 玉 鏡 

^とい ふに 似た b され ど これらの こと 古人 相傳 

ふる 說も見 へ ざれば その 疑を存 すべ き- 】 となり 

^  ノ 

力 し 

八 尺 勾 璁は舊 事 紀には 八 坂瓊之 曲玉と^ るされ 日 

ハァ カル 

本紀 注の 一 書に は 素 盞烏神 天に 昇給 ひし 時に 羽 明 

タ マ 

玉 命 


クシ ァ カル タマ 

古語 拾遺に は 櫛 明 玉と^ るせ b 

i^y ャ サカ -1 ノ マガ タマ 

瑞の八 坂 a 之 曲玉 を獻 b し をう けた まひて 天照大 

神に 奉られし とい ふこと を釋 して 當時璽 笞 中の 

物は此 曲玉 也と 釋 日本 紀には 見へ たり 此說 いか ゾ 

ある ベ き 古語 拾遺に は 瑞玉を 以て 神璽と せられし 

と は 見へ す 其說傳 ふる 所 あるに 似た.^ 

古語 拾 遣に は鏡靱 一 一種の 神寶を 以て 皇孫に 賜 ひ 

て 天 璽と なさる 所謂 神璽の 叙饞 これな りと 見へ 

たり その 所謂 神璽の. 靱 鏡と は 神祇 令に 神璽 之 鏡 

劍 等の 文 ある をい ふ義 解に は 璽 は 信 也猶」 K-1 神 

明 之徵信 一也と 見 ゆ これすな はち 鏡 IS を 以て 神 

明之徵 信と する の義 な. o 

さらばい は ゆる 神璽と いふ もの は 別に これ 其祌寶 

の あるべし 禁秘抄 に は 神璽 は * 代より 今に か はら 

す壽 永に 海底より 求 出す 青色の 絹 を 以て これ を褢 

み 紫の 絲を 以て これ を 結ぶ こと 組の ごとし 営の 中 

に は 鏡 一 つ 程の 物 動く と^るし 置き 給へ 鏡 は 八 

咫鏡 又の名 は 眞經津 鏡む かし 日 神 天 石屋 戶に剡 許 

母理 たま ひし 時に 石凝姥 神の 鑄られし 所に て卽今 

伊勢 國に崇 秘大神 也 

I 古史 通 卷之四 


サ ク ク シ p  *r ス ,•  ノ ミヤ テガミ マツ 

古事記に は 佐 久久 斯侶 伊須 受能宮 ー拜祭 ると 見 

へ たり 日本書紀に は析鈴 五十鈴 宮 と^る されし 

を 私記に 鈴 口 さけたり ゆ ゑに 析 鈴と いふと 注し 

たりき 

草 那藝靱 は 前に 見へ た， り 常世 思 兼祌は 常世 は 國名 

前に 見 へ たり 思 兼 神 は 舊事紀 に 思 兼 神に は 前の 事 

を 取 持て 政 を爲 よと 詔した まひし と 見 ゆ 古事記 

又 これに 同じ 此 神に 言 依した まふ 所 は 後代の 執政 

大臣の 職 事 を 以てせられ しなる ベ し 

前 の 事 を 取 持 て 政 をせ よと は 皇孫の 御前に 仕 奉 

りて 政事 を つかさどる ベ しとの 義也 

手 力 男祌は 前に 見 へ たり 天 石 戶別神 は 神 魂 命の 子 

にて 多 米 連 等の 祖也櫛 石 窓 神神 石 窓 神と もい ふ 御 

門 之 神と いふ これな 

タメ メノ  ノ ィハト ワク ノ 

姓氏 錄に多 米 連 は祌魂 命の 子 天 石 都 倭 居 命の 後 

と 見 ゆ 神 名 式に 神祇官 御門 巫に 祭る 神に 櫛 石 窓 

おはし ませり 

此鏡は 專我御 魂と して 吾 前を拜 むが ごとく 伊都 岐 

奉れと は 古語 拾遺に は 我が 子此寳 鏡を視 むこと 吾 

ミア ラカ 

を視 るが ごとく 共に 床 を おなじくし 殿 を 共に して 

二百 九十 一 
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以て 齋鎰 とすべ しと 詔した まふと 見 へ たり 

此神凝 は 人皇 第 十代の 朝廷 崇神 天皇の 御代の 始 

まで は 天神の 詔の ま、 に 祌と皇 と 並て 一所に 坐 

まし けれども 漸其 神威 を 畏れた まひて 倭 國笠縫 

の邑に 磯城 神籬を 立ら れ 神鏡と 草 薙靱と をう つ 

し 奉られ 第 十 一 代の 朝廷 垂仁 天皇の 御代に っゐ 

に 伊勢 國 五十鈴 宫に鎭 坐な し 奉る その 詳 なる- J 

と は 倭姬命 世紀 御鎭 坐本紀 等に 見 へ たれば こ 、 

に は 注せす 

天 之 石 位 は 舊事紀 日本書紀 等に 天 磐 座と： K るされ 

«說 に 天と は 天上 之 義磐座 は 祝言 を 寄す るな りと 

も |§ 又は 天上の 玉座 也 磐と は 不レ壊 之義 とも い 

へり ， 此 等の 說 いか い あるべ きこれ は 天孫と 伊都 

伎 奉りし 御座 をい ふに 似た， o 天 之 八重 多 那雲は 其 

海路に 重な， 9 たなびき たる 雲 をい ふな，^ 伊都 能 知 

和 岐^ は 舊事紀 日本 紀には 稜威之 道 別 道 別と^ る 

されし を 舊說に 稜威は 可 レ畏之 謂 也 八重雲 路は 畏 

る ベ きの 道 也と 釋し たり 1^ 此說 もい か い ある ベ 

きこれ は卽 今の 伊豆 國に 御船 を艤 した まひ 其 道 を 

ひら か れし - J と を 天 之 八重雲 を排 き出づ と は い ひ 
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つ いけし に 似たり これ 我國の 文の 體 なる べし 上世 

以來 我國の 大舶は つねに 伊豆 國 より 造り ま ゐらせ 

しこれ 神代よ b して 由來る 所の 久しき ことなる も 

まるべ A らす 

崇神 天皇 十四 年 は 伊豆 國ょ， o 大船 を j 貝献る これ 

によりて 十七 年に 諸國に 勅して 船舶 を 造らし め 

られ しこと は皇 年代記に 見へ たり 應神 天皇 五 年 

伊豆 國に 科せて 官 船の 長さ 十 丈な. る をつ くらし 

めら れし事 は 日本書紀に 詳 なり また 萬 葉 集に 大 

侔宿禰 家 持の 歌に 伊豆 手夫彌 とよみし を 注釋に 

舟 は 伊豆 國ょり つくりたて まつり たれば 伊豆 出 

ブネ 

舟と も い ふ ベ しと 見 ゆ 

又 伊豆 國賀茂 郡に 走 湯の 祌 社と い ふ あり 土俗 相傳 

へ て彥火 遣々 杵尊 をい つき 祭れ， o と 申す 也い まだ 

その 徵とす ベ きもの を 見 ざれ ども 古 へ よ、 り 言嗣ぎ 

シ ヒ 

しと- J ろ誣 ざる こと も ある ベければ- 】れ その 神 跡 

なる もまる ヾ か らす 

今 は 土俗 此 神社 を 伊豆 權 現の 社と も 走 湯 權現社 

とも 申し 古 時に あ， りて は 大社 也と 申傳 ふるな り 

神 名 式に 伊豆 國賀茂 郡の 神 ft 四十 六 座み へ たり 


これ いづれ の 神社 也と いふ こ と 未い 詳鋒 倉の 代 

に ニ所權 現と いひし もの は 伊豆 箱 根の 神社に て 

その 箱 根の 神社 は 天 忍 穗耳尊 をい つ き 祭れる 所 

な， OLJ 申傳 ふるな b 

天 浮 橋 は その 義 前に 見へ たり 宇岐 士摩 理蘇理 多々 

斯丘は 舊事紀 曰 本省 紀 等に 立 二 於 浮 渚-在 二^. 處， と 

しるされ 讀で羽 企 爾磨利 陀毗羅 而陀々 志と いふと 

注せら れしを 奮說に 行路 之 間 浮 渚 平安 處に 立し 由 

也と 釋 した b  ^ さらば 古事記に 見 へ し 所 も 御船 

を洲 港に といめ られて それより 平 陸の 地に 下り立 

ち 給 ひしと いふなる ベ し 天 浮 橋に 宇岐 士摩 a と い 

ひつ いけし もまた 我國の 文の 體と見 へ たり 筑紫日 

向 之 高 千 穗之久 士布流 多氣と は筑紫 日向 は 前に 見 

へ た， h 咼千穗 は 日向 國 風土記に 據 るに 臼杵郡 智鋪 

鄕は 皇孫 高 千 穂 二 上峯に 天降りた まふに 天 冥く 儿 

て 人物 も 別ちが たかりし に 其 土 蜘蛛 名 は 大鉗小 鉗 

とい ふ もの 二人 

土 蜘蛛 は 前の 大蛇の 下の 注に み へ たり 又 攝津國 

風土記に よるに 土 蜘蛛と は 其 人 恒に穴 中に 居る 

が 故に 此賤稱 ありと 見 ゆ さらば 又 賤者を も 云な 

古 I 史通卷 之 四 


る ベ し 

申す 所 のまに く 皇孫 御手 を以 て 稻千 穂を拔 て 籾 

となし 四方に 投 散した， まふ にすな はち 天 開き 晴れ 

て 日 月 照， o 明らかな， o しによ り て 高 千穗！ 一  上峯と 

いふなり 後人 改 め て智 鋪と號 すと み へ たり 

此說 によれば 高と いふ は その 山の き はめて 高き 

をい ふ 千穗 はすな はち 穗千穗 之義也 1 一 上 は讀む 

こと 一 一 神と いふが ご. とく なれば 彼 土 蜘蛛 一 一人 を 

神と する の 故なる べし 纂疏に は 衆 山の 中 一 一峯 獨 

り秀る 故に 此名を 得たり とみ へ f 

久志布 流 は 奇石降 るな りこの 山の 西嶺 に 火 井 あ り 

時 あ b て 井の 中よ b 猛火 發 して 砂 石の 飛 下る こと 

數 里の 外にお よぶ されば 奇石 降る とはい ひしな り 

多氣 は卽嶽 なり 

高 千 穗之久 志 布 流 嶽は卽 今 土俗 霧 島が 嶽 とい ふ 

ものな b その 嶽頂極 て 高 く  - て 常 に 雲 霧の 際に 

あれば 此名を 得たり とみ へ たり 嶽 頂に 周 固 三 丈 

許りに 細 石を疊 みて 繞 垣の ごとくに して 其當中 

に 鋅を刺 立た る猶 今に あ， o 其 制 最奇 し て 其 

刃 銅 鐡を辨 やべ からす これ 皇孫 天降 b ませし 時 

二百 九十 三 
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に 建ら れし 所の 夭 之 御 柱と 見 へ たり 其 西の 嶽に 

火 井 あり 土俗 これ を 御池と いふ 時 ありて 猛火 井 

中よ. o 起る 土俗 これ を 神火と いふ その 火の 發す 

る 時に 山嶽 震動て 炎烟 天に 漲りて 砂 石の 地に 飛 

下る こ と 四 遠に およぶ 神 名 式 に 日向 國諸縣 郡 霧 

島 神社と いふ もの 西 麓に ありこれ 彥火 S 々杵尊 

をい つき 祭る 所 也此嶽 東南の 麓に 橘 小 門の 穩 

原 等の 神 跡な りと いふ あり 上古の 俗に 久志 とい 

ひ 久志備 と い ひ久須 志と い ひし は 神 奇之謂 也 - 」 

の ゆ ゑに 後人 奇の字 を假用 ひて 久志 とも 久志備 

とも 久須志 ともよむ 也 

ッ クシ- V ヒ ゥがノ タカ チホ クシ フル ダケ 

舊事紀 に は _筑 紫 日向 高 千 穂 IS 觸之峯 とも 筑紫 日向 

襲 之^ 觸 ニ上峯 とも^る され 日本 紀には 日向 襲 

之 高 千穂峯 と^るされ 其 注に 引れ し 諸 書に は 日向 

^日 高 千 穂之峯 とも 日向 襲 之 千 穗锶日 ニ上峯 とも 

日向 襲 之 高 千 穂 添 山 峯 とも^る された b その 

襲と いふ も の は 舊事紀 に は 熊 襲 國を建 日 別と いふ 

と 兌 へ し 所に て 私記 に 襲國は 日向 國«淤 郡な b と 

いふ ものすな はち 此也 

私記に みへ し 所 は 上世に 日向 大隅薩 摩 三 國の地 
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いまだ わかれす して 日向 國と 總稱 せし 時に より 

てい ひし 也釅 郡 今 は 大隅國 に隸す • 

添 山 は 日本 紀の 注に 讀で 曾 富 理能耶 麻と いふと 見 

へ た， o 其義 い， まだ 詳 ならす 櫞日は 卽鰣火 也 

舊說 みなこれ 地方の 事を曉 さす 舊事紀 日本書紀 

等に 暇 用 ひられし 今 字に よりて 强て その 說 をつ 

くれるな み 「こ^- に 取らす 

I ^忍 日 命 は 舊事紀 に大伴 連の 遠祖と 見 へ たり 天津 

ノ  ク メべノ  クシ ッす ホクメ 

久米命 は 舊事紀 に は * 目 部 遠祖 天榴 津大來 目と^ 

るされ たり 饒速日 尊に 仕 奉りて 天降りし 天 物 部の 

中に 久米物 部と いふ もの これ も 舊事紀 に 見 へたり 

天津 久米命 は 彼の 久米物 部を領 せし 祌に やまた そ 

の 物 部の 事に ゃ詳 ならす 

常 陸 國久慈 郡に 久米 之邑 あり 櫞津久 慈 其 語 相 近 

く 來目久 米 其 語 相 同じさら ば天榴 津大來 目と い 

ふ 彼 地 によりて 其 名 を 得し に 似たり  ノ 

姓氏 錄には 高 皇產靈 尊 五世の 孫大伴 連の 遠祖 天 押 

日 命 大來目 部 皇孫 の 御前 に 立して 日向 國高 千穗峯 

に 降れ とみ へ たり 

ュギ へ ベ 

姓氏 錄に そのの ち 大來目 部 を 以て 靱負 部と す 天 


靱負 部の 號こ 、にお これ. 9 雄 略 天皇の 御代に 大 

伴 室屋大 連奏し 請 ふ て 父子 衞門開 闔之職 を わ か 

もっか さどる これ 大伴佐 伯 一 一氏 左右の 開闔 をつ 

かさ どるの 緣 也と 見 ゆ これ 後代に 左右の 衞門を 

靱負 と號 する ことの 緣と見 へ たり また 大 伴の 二 

字 をば 引合せて 等 毛と よむ ベ し これ 淳和 天皇の. 

御 諱を避 申す ゆ ゑな りと 舊說に 云な b また 按す 

るに 舊事紀 古事記 等の 書 日本 紀等 によれば 彥火 

瓊 々 杵尊は 高 皇產靈 神 の 詔し 天降した ま ふ 所な 

b  :K かるに その 高 皇產靈 神 の 五世の 孫 御前に 仕 

奉られし はこれ また その 疑を闕 くべ きの 事な り 

天 磐靱は 舊事紀 日本 賓 紀 等に 天磐靱 と^る さる 磐 

石 等の 字 並に 讀て 伊波と いふ は その 義たと へ ば齊 

鈕 とい ふ齋の 字の ごとし 其 物^ 敬す るの 稱也 

前に 見へ し 夭 磐 船の 注に 詳な b 又按 する に大甞 

會の 悠紀主 基と いふ こと も 其 由り 來る所 ありと 

見へ たり 

頭槌之 太刀 は纂疏 によるに 劎 首の 槌の ごとくなる 

をい ふ 今 隼 人帶く 所の a 此形 あ， o と^るされ しか 

ども 私記に は 未： -詳 とみへ た、 り 天 之 波士弓 天之眞 
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鹿兒矢 はま へ にみ ゆ 吾田 は 地名 釋 日本 紀に 婀娜國 

はい まの 薩摩國 をい ふ 歟彼國 に 阿多 郡 ありと いふ 

もの 卽此也 長屋 笠狹は 並に 地名 その 處 未詳 舊事紀 

ゾ シ V  ノ ムナ クニ  カラ ヒタヲ  マギ クニ トホリ  ァタ  カサ 

に は 膂宍之 穴 H 國を自 ，, 頓丘， 覔ぃ國 行 去 て 吾田の 笠 

サ ノサキ  ナガ ヤノ タケ. ンマ ノボ  トリ 口 ミ ゾナハ 

狹之 崎に 到 力 遂に 長屋 之 竹 島 に 登り て 其 地 を 巡覽 

コ ト カツ ク 二 カツ ナカ サ 

すに その 地に 一 の 神 ありみ づ から 事 隊國搽 長狹と 

ナヅ  シホヅ チノす ヂ 

號く此 神 は 伊羿諾 尊の 子 父 は鹽土 老翁と いふ 此地 

はこれ 誰 國ぞと 問 給 ひしに 長狹が 有つ 國也 また 住 

むと ころの 國也 取捨 も 遊ばせ 勅の まに まに 奉 上る 

と對 申す が 故に 皇孫 就て 留り 坐す と 見 へ たり 

膂宍 之 空 國 は仲哀 天皇 の紀 にも 見 ゅ纂疏 による 

に 脊上は 肉の むなしき 所な り膂宍 とい ふ は签國 

とい ふべき ための 語 也 穴 H 國とは 不毛 之 地 也と 見 

へた り 日本 紀注 一 書に は 膂完 胷副國 と^るして 

曾 斯止能 牟奈曾 褒久檷 と いふ さ らば 膂宍之 { 仝國 

と は 前に 見 へ し大隅 國ま^ ^之 地 を さしい ふなる 

べし 頓丘 は舊 說に嶮 岡な b とも 小山な りと もい 

ふなり 上古の 時の 地名な りしも^ るべ からす 自 

の 字 讀て加 良と いふ 今 も 俗に 余 利と いふ ことば 

を 加 良と いふ は 古言の 猶 今にの これるな り 事 勝 
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國臉 ^ 狹と は國 神の 名な り 纂疏に 事 勝 は 人民の 

衆多なる な 勝 は 田野の 廣澗 なるな り 長狹は 

其 地の 縱横 度 b 量るべからざる なりと いふ さら 

ば 土地 人民 共に 富庶な るの 謂な る ベ し此 神伊羿 

^祌之 御子の 中 いづれ の 神 を 申す か 未だつ まび 

ら かなら す 伊羿諾 神 日向の 橘の 小 門の 穩原 にし 

スス  カヅ キス スゥ キス、  ナ 

て 海 潮に 洗濯ぎ 潜 濯ぎ 浮 濯ぎた まひし 時に 生り 

出しと いふ 底 筒 男 中 筒 男 表 筒 男 三柱の神の 中に 

して またの 名 は鹽筒 老翁と いひ けん もしる ベ か 

らす 

さ らば 皇孫 初 に 高 千 穂之峯 に 夭 降り まし て それよ 

b 宫.， iS した まふべ き 國を覔 めて 吾田の 地に 到りた 

まひ その 國祌の 奉れる 故につ ゐに其 地に 留， ^坐せ 

しな， o 韓！： に 向きと は 三韓の 地に 向 ふなり その 地 

を號 して 吾田と いひし 名に よ， o て 直る とのた まひ 

出す ベ きため に ま づ韓國 に 向く とのた まひ 朝日 直 

剣と かさねの たま ひて 又 夕日 日照と はの たま ひき 

これ 我國 の文辭 なるべし 故に 此地 は其吉 地と は此 

吾田の 地 は 謂 ゆる 士ロ 地なる をのた まふな り 底津石 

根に 宫柱 布^. 斯理 高天原に 冰椽多 迦斯理 と は 上世 
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n トホギ 

の 俗に 言 毒な ど い ひし 詞 なり 

延喜 式大殿 祭り 祝詞の 言 毒の 字 注に 古語に いふ 

許 止 保 企 は 壽詞を 今の 壽 言の ごとしと 見 へ たり 

き 

シ タツ ィハネ 

底 津磐根 は 延喜式 祝詞に はまた 下津石 根と もみ へ 

,  カタ 

たり ふかくして 固 かるべ きを 極め 云 ふの 詞 なり 宫 

柱 は g 殿 造られし 御 柱な b 布 斗 志 利 は 布 斗 は 太な 

シ リ  -ンル  フ ト-ン キタチ 匕 口 シキタ ナ 

り 志 利 は 知な り大敷 立廣敷 立な どい ふが ごとし 高 

、 レ 

夭 原 は 高く して 遠 かなる ベ きを 極め いふの 詞な b 

冰椽 は讀て 比 疑と い ふすな はち 千木なら 又 榑風冰 

チギタ カッテ ァグ 

木 等の 字 を も 假用ゅ 千木 峙て堅 魚 上る は 上世 宮殿 

之 制 也 卽今も 神社に は その 遺制 あるな り 多 迦斯狸 

は 多迦は 高な b 斯理は 知な り 高く 標 すの 謂な りす 

ベて こ、 に 見へ しと ころ はたと へ ば 周の 禮に惟 王 

建レ 國辨ノ 方正 レ位 などい ふ ことの ごとくな るべ 

し 

周禮 にみ へ たり 辨ぃ 方と は 四方 を 別つ をい ふ 日 

出る 景と 入る 日の 景とを 識し畫 は 日中の 景を參 

へ^は これ を 極 星に 考 ふる を 四方 を 別つ とはい 

ふな， C- 正レ 位と は 宮室 朝廷 之 位 を定む る をい ふ 


なり 


ャ チマ タ 


初彥火 a 々 杵尊 天降 ま さむと する 時に 天 之 八衢に 

居て 高天原に 上 光り 葦原 中 國に下 照る 神 あ b 天照大 

祌 高木 神 の 命 を 以て 天鈿 女神 は 手 弱 女 なれ ども 伊牟 

迦布 神と 面 勝 也 專に汝 往て誰 ぞゃ其 出 居る 故 を 問 ふ 

べしと 言 ひっか はされ しに 彼 神 答へ て 我 は 國神名 は 

猿 田 K 古神な b 出 居る 故 は 天神の 御子 天降ります と 

き \ て 御前に 仕 奉らむ ために 參 向て 侍 b と 申す 汝は 

我に 先 だち て ゆかん や 我 はた 汝に先 だち て ゆかむ や 

と 問 ふに 我 先 啓 行む と 答 ふまた 汝は 何處に 到り 皇孫 

は 何處に 到.^ 坐 さむ やと 問 ひしに 天神 之 御子 は筑紫 

日向 高 千 穂 久士布 流之峯 に 到ります. ベ し 我 はすな は 

ち 伊勢 之 狹長田 五十鈴川 上に 到る ベ しまた 我 を顯は 

しつる は 汝也汝 我 を 送り 致すべし と 云天鈿 女神 還り 

て ^命す 果して 先 期の ごとくに 皇孫 は 筑紫日 向高 千 

穂 久士布 流 之峯に 到り ましぬ  >  」 、に 仕 奉りし 猿田毗 

古神 は汝 送り 奉れ 又 其 神の 御名 は 汝負ひ 奉れと 夭鈿 

女神に みことのりし 給 ひ天鈿 女神 遂に 猿田毗 古神 を 

送り 致して 還 b 至る 是を 以て 猿 女 君 等 其 猿 田 毗古之 

男 神 の 名 を 負 ひ て 女 を 猿 女 君と 呼ぶ 事 はこれ 其緣也 


〔これ は 古事記 幷に 舊事紀 等に よる 所 也〕 

天 之 八衢は 舊事紀 に 天 八達 之衢 と^ る さる 八衢 と 

は必す 四方 四隅に 相 通す るの 謂に も ある ベ からす 

海に 通す る 道の 衢を いふなるべし これ また 八數を 

尙 ぶの 義也 高天原に 上 光り 葦原 中 國に下 照る と は 

すべ て 天神た ち 給 ふ 所 を さして 上津國 とし その 餘 

はみ なで 津國 とする の 謂な b 舊事 紀に據 るに 天 八 

ナ 、 ァタソ ビラ ナ 、ヒロ アマ リナ 、 

達 之衢に 居れる 神 其 鼻の 長さ 七咫背 長さ 七 尺餘七 

尋と いふべ し 口 尻 照 ひ 耀き眼 は 八^ 鏡の ごとくに 

ォモテ  ァカ 力..、 チ  ャソョ a ヅ 

して その 面 赤き こと 赤 酸醬の ごとし 八十 萬满 をし 

マ ガチ 

て 問 はしめ むと する に 皆目 勝て 相 問 ふ こと を 得す 

と 見へ た，^ 

纂疏 によるに 八寸 を^と い へ ば 七お ならん に は 

鼻の 長き こと 五 尺 六寸な かるに は ある ベ か 

らす 七寸 ばか， o の 長さと 心得 べし 其 背の 長さ も 

八 尺を尋 とい へば 七尋 ならん に は 五 丈 六尺な り 

これ もた い 七 尺ば かりの 長さと 心得べ し 今 世 諸 

ヮ ウノ ハナ 

神 祭儀に 赤面 長 鼻の 假面を 蒙り 稱 して 王 鼻と い 


ふは此 神に 象れ りと 見 ゆ 八咫鏡 赤酸醬 はま へ に 

見 へ たり 目 搽て相 問 ふこと をえ すと は 見 畏て其 
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目 を 合せ てこと とふ もの ゝ なきな b 

手 弱 女と は卽 女な り 

女子の 弱 質 をい ふなる ベ し 多 余波 賣 とも 多袁夜 

メ 

ぶ：：; とも いふなり 

伊 牟迦布 神と 面 勝つ と は 居 向 ふ 人の 畏れて 面を對 

する ことの あた はぬな り 舊事紀 等に よるに 高木 神 

天鈿賣 命に 勅り して 專汝 はこれ 人に 目 勝つ ものな 

b 往て とふ ベ しと 云 ひし こと 見 へ た、 り 

天 鈿女祌 のこと は 前 注に 詳な b 女神 なれ どもき 

はめて おそろしき 所の ませし 故に 其 名 を えられ 

しと 見 へ た-o  . 

猿田呲 古神 は自稱 して 國 神と いひし に據れ ば卽今 

常 陸 國鹿島 郡に 猿 田之邑 あり 土俗 稱 して 高天原 lo 

いふ 所に 相 近き 地方 也 その 出 居し 地なる が 故に 此 

名 を 得た る 歟舊說 に は 此祌は 卽是衢 神な り 今の 道 

祖祌な b いづれ のと ころへ も 人の さいさき に 出る 

神 也と い へ り ^1 狹長田 五十鈴 之 川上と は 狹長田 

は 或は これ 地名 を さしい ふに や 五十鈴と いふ ベ き 

ためにい ひし 所なる に 似たり 

紀に 鐵鐸の 字讀て 佐那岐 とい ふと 見 ゅ佐那 


二百 九十 八 

岐狹長 田 其 語 相 遠から す 

五十鈴川 上 は 度會郡 宇治 鄕に あり 卽今 天照大神 鎭 

座ます 所是也 伊賀 國の 風土記に 據 るに 伊賀 國は猿 

田毗 古神 始められし 所な り始は 伊勢 加 佐 波 夜之國 

たりき 其 女 娥津娘 命 天神の 天降し 給 ふ 所の 金 鈴 を 

守られし >  J とに よりて 其 地 を名づ け て 吾娥の 郡と 

い ふその 後 郡 名 を 以て 國名 として 伊賀 國と いふ は 

吾娥 之音轉 せし 也と 見 へ たり 大神宮 御鎭座 本紀に 

神 魯岐神 魯美命 伊勢 加 佐 波 夜 之國に 大小 之 金 鈴 五 

十 口 を もて 投降され しな どみ へ し は此說 にやより 

ぬらん さらば また 猿田毗 古の 到れり とい ふ 所 は そ 

の 加 佐 波 夜 之國を さしい ふ歟 

元々 集に 金 鈴の 事大 小 五十と いふ は 非 也と 見 ゆ 

さらば 五十鈴の 字に よりて 後人の 附會 せし 說に 

ゃ倭姬 世紀 によるに 佐 古 久志呂 宇遲之 H は 宇治 

土 公 祖太田 命が 國 なりし を 宇遲之 五十鈴川 上の 

地 を 進ら せし によりて 其 地に 天照大 祌を鎭 め 祭 

られ しと 見 へた，^ その 太 田 命 は 猿田呲 古の 神裔 

にて 奧玉祌 とい ふ もの 是 な，. o 

猿 田 K 古神 をば 汝 送り 舉れと 勅 ありし は此 神前に 


申せし ごとくに 御前に 仕舉. 9 て 皇孫 は 日向 國に到 

b 給 ひぬ 今又此 神の 前に 奏請 ひし ごとくに 汝 送り 


て 伊勢 國に 致す ベ しとな り 神 名 式に 見 へ し 遠江國 

蓁原郡 服 織 田 神社 は その 國の 風土記に よるに 猿 田 

毗 古と 天 鈿 女との 一 一 神 を 祭れり とい ふ 其 送り 致さ 

れし 時の 神 跡なる にや その 事は詳 ならす その 神の 

御名 は 汝負ひ 仕 奉れと は舊 說に鈿 女の 名 を 改めて 

猿 女と いふ 今 神宮に 子 良 之 子と て 少女の ある はこ 

れ天鈿 女 命の 子孫な b と 見へ II 又 後世 猿 女 君の 

苗裔の 少女 互に 稱 して 君と いふ これ を 尊びて な 


ホコ ツキ 


と 


見 へ た b 纏 神 名 式に みえし 甲斐 國八代 郡 粹衝神 

社 は 天 鈿女を 祭る 所な 其國の 風土記に 見 へ た 

b いかなる ゆ ゑに 粹 街の 名 は 負 はれし にや 其義詳 

ならす 陸奧 國磐瀨 郡に 坐す 粹街 神社 も 此神を 祭る 

所なる にや また 詳 ならす 〇 古事記 日本 紀幷に 其 注 

に 引れ し 諸 書 等に 據 るに はじめ 天照大神 高木 神の 

命を以 て 天 忍 穂 耳 尊 は 葦原 中國を ^ろしめ すべし 

と 言 依した まひて 天降した まふに その 國には 多に 

チ ハヤ ブル アラブ ル タチ  ノノ 

道 速 振 荒 振 神 等 ありと 聞え て 先天 穗 H 命 をつ か 1 

して 言 趣 しめられ 次に 天 穗日命 之 子 武三熊 之 大人 


ワカ 


をつ か はされ 次に 天 稚彥に 天 眞鹿兒 弓 天 羽々 矢 を 

賜りて つか はされ 次に 無名 雉 をつ か はされ 次に 經 

津主武 御 雷 等の 神 をつ か はされ て 其 國を撥 ひ 平け 

しめらる 此ー 一 神大國 主神 その子 事 代 主神 を 言 趣し 

め 健 御名 方 神 を 追 伏せて っゐ に大國 主神 其 國を避 

奉られ 事 代 主 大物 主神 等 八十 萬 祌をひ きゐて 夭 上 

に參 上りし かば 高木 神の 命 を 以て 大國 主神の ため 

に 夭 日 隅宫を 造りて い つ き 祭られ 又 御 女 を 以て 大 

物 主神に 配した まひて 永く 我 御子の ために 護り 奉 

つるべ き 由 を 言 依し 還し 降し 給 ひ- J  、にお ゐて天 

忍 穗耳尊 を 天降した まふ に 及びて 皇孫 天津 彥 々 火 

瓊々 杵尊 生れた まひし かば 忍穗耳 尊の 奏請 ひ 給 ふ 

ミオ ャ 力へ 

ままに 皇孫 を 以て 御 親に 代て 天降し 給 ひき 然るに 

皇孫 は 天神 御 祖の言 依した まふ 事の ごとくに 葦原 

中 國には 降り 給 はすして 筑紫 日向の 高 千 穗之峯 に 

降 b 坐して 纔 に其國 神の 獻 りしに よりて 吾田の 地 

に 大宮造 b してと い ま， o 住た まひし こと 凡 三世 を 

歷た まひし と 見 へ たりさら ば 其 初に あまたの 神 等 

を 天降し つか はされ っゐ に大國 主神 をし て 其^ら 

せし 葦原 中 國を避 奉らし めた まひし と い ふ こと は 
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そ も./^ 又な にの 御た めに か あるべ き瓊々 杵 尊の 

天降ります 時に 猿 田 呲古祌 の 天 之 八衢に 出 居 て 皇 

孫 は筑紫 日向 高 千 穂 之峯に 到り 給 ふ ベ しと 奏して 

御前に 仕舉 りて 架して 先 期の 如くに 筑紫 日向 高 千 

穗之^ に 降，^ 坐せ しとみ へ し は觀る ものよ ろしく 

忍 を 致す ベ き 事 & 

ノ  ノ ォ ホヤ マツ ミノ  コノハ ナノ サクャ ヒメ  ミメ 

彥火理 々 杵尊 大山 津 見神 の 女 木 花 之 佐 久夜比 賣を妃 . 

ホノ チラス ノホノ スセ り ノ ホ ノ ヲ リノ 

として 火照 命 火 須勢理 命 火 遠 理命三 柱の 日子 神 を 生 

ァ マツ ヒ グカ ヒコホ %  -i ブ ミ 

みます 火 遠理命 は夭津 日高彥 火々 出 見 尊と 申す 卽此 

ホ ノア カリ ホ メス 、 ミ 

也 又は 火 明 命 火 進 命 火 折 命彥火 々 出 見 尊 四 柱の 御子 

や： すと もまた は 火 酸 芹 命彥 火々 出 見 尊 二 柱の 御子 坐 

すと も * す 也 彥火瓊 々杵尊 神 去ります に 到， o て筑紫 

= 向 可愛 之 山陵に 葬 奉る 

〔これ は s 琳紀 古事記 等に よ， りて^る す ところな 

b〕 

皇孫の 御子 生れ たま ひ し 事舊事 古事 等の 記に よ 

るに 初皇 孫 海 溶に 遊 幸 ませし 時事 勝國勝 長狹に 

その 秀 起る 浪穗之 上に 八尋 殿 を 起て 手玉 も 玲瓏 

に 織 紙し 少女 は 誰の 女子 耶と 問た まひし に 大山 津 

ノ  メ タ チア ネ ィハ ナガ ヒメ ィ モト コノ ハナ ノサ ク ャ ヒ メ 

見神の 女 等 大を石 長 比 賣小を 木 花 之 佐久夜 虮賣又 


  三百  

は 神 阿多 都 比賣と 申す と 答へ 申す その 父 神に 乞 ひ 

ヨロ コビ フタ リノ  メ  モ 、 トリック ！4 シ n 

遣 はされ しに 大に 歡喜 て 二 女 をして 百 取 机 代 之 物 

ミニ クキ  ミ ォデ 

を 持し めて 奉 b 出す 其姊は 醜に よりて 見畏て 返送 

,0 其 妹 木 花 之 佐久夜 呲賣を 一 夜 留め 給へ b 其 父の 

神 石 長 比賣を 返した まふ 事を大 に 恥て 我 女 一 一人 並 

ミ イノ チ  ユキ ァメフ リカ セ フク 

ベ 奉る 由 は 天 种 御子の 御 壽は雪 雨 零 風 吹と も恒に 

ヽ  r,^1 ゝりキ ヽ  マ 

石の ごとくに して 常 石 堅 石に 動かす 坐し 木 花之榮 

ふる ごとくに 榮へ 坐せ と宇氣 比お 貢 進ら すし か る 

を 石 長 比 賣をか へして ひとり 木 花 佐 久夜毗 賣を留 

めた まふゆ ゑに 天神 御子の 御 壽は木 花 之 阿 麻 比 能 

i マ  ス ベ ラ ギ 

微坐 すと 申す こ、 を 以て 今にいた るまで 天皇 命 等 

の御壽 長から す 

秀起 は讀で 左岐陀 豆屢と い ふ 浪花の 飄る貌 なる 

ベ し浪 穂は卽 浪花な り八尋 殿 は 前に 見 へ たり 手 

玉 は 手 を 飾る 玉な b 我國 上古 之 俗 玉 を 以て 身の 

飾と す 延喜式 太 神宮 御 装束 之 中に 頸 玉 手玉 足 玉 

等 ある は 神 世の 遺制 也 玲瓏 は 讀で由 一良と いふ 玉 

ォ ホヤ マツ ミ 

の 鳴る 聲 なり 大山 津 見神 又は 大山 祇神 とも^る 

す此 神の こと 前に 見へ たり 大とは 長女 をい ひ 小 

と は 少女 を い ふ 石 長 比賣は 磐 長 媛と も^る す 木 


花 之 佐 久夜呲 賣は木 花 之 開耶姬 ともしる す 神 阿 

多 都 比 賣は神 吾田 津姬 ともしる し又豊 吾田 津姬 

とも  吾田 鹿 葦律姬 とも 申す これらの 御名 は 吾田 

の 地に よりて 稱し 申せし 所と 見 へたり 日本 紀 

に は 鹿 葦津 姬は 天神の 大山 祇 神を娶 りて 生まし 

めた る兒 也と^ るされ 纂疏に 父 は 天 母 は 地と い 

ふが ごとしと 注せられ た， 9 さらば こ 、にい ふ 所 

の 大山 祇神は 女神に て ある 也 心得られす 舊事紀 

に は 正しく 鹿 葦 律姬 のことば を しるされて 妾 は 

父 大山 祇神 ありと 申されし よし 見 へ たり 神代 卷 

抄 にこれ は 天女の 降りて 大山 祇 神に 嫁して 生め 

る 所 也と しるせし はさ も ある べし 常陸國 風土記 

に 筑 I 郡筑波 神社 は 木 花咲 耶比咩 を 祭れる 所 也 

と 見へ しいかなる 故に 此所 にいつ きま つられし 

にや 百 取 机 代 之 物 は 日本 紀注 に 百机飮 食と 

^るされ たり 釋 日本 紀には 飮食を 供 ふる 事 百 机 

な b とい ひ 又た い 其數の 多き をい ふと も 見へ た 

b 其饌の 盛りなる をい ふなる ベ し 宇氣比 は舊 

事紀に 誓約の 字 を 借用 ひられし を 古事記に かく 

改めし る せし は 誓約 の 謂 に は あ らす 祈誓 の義と 

I 古史 通卷之 四 


なすなる ベ し 木 花 之 阿 麻 比 能 微とは 木 花 之 雨 日 

而 巳な b これ は 石 長 比 賣をも 幸たら まし かば 雪 

雨 ふると も 常 石 堅 石に ますべ きをい ま はた い 木 

花の 雨 ふる 日の みに てうつ ろ ひ 落る 事の 早 かる 

ベ しと 申す 也 舊事紀 に は 磐 長姬と 父の 神と 共に 

%咀 せし と 見へ 日本 紀 注に は 磐 長姬の ％咀 せ 

しとの み 見へ たり 今に 至る まで 天皇 命 等の 御壽 

長から すと は 大山 津 見神 ％咀 し 申されし により 

て 叱 時よ. o して 君も臣 も其壽 短く 促 b しとな b 

纂疏 によ る に 人壽の 長短 お の づ か ら定れ る 所 あ 

b 此^ 祖 による ベ きに あらす と 見 へ たり 上古 之 

俗言 嗣ぎ しこと どもす ベ て これらの たぐ ひ其是 

非 を 論す るに もた るべ から や 

その、 ち 木 花 之 佐久夜 毘賣參 出て 妾 妊 身め b 今產 

ますべ き 時に な，^ ぬ 天神の 御子 私に 產 まつる ベ か 

ハラ 

、- りす. よりて 請， まいらす と 申した まふ 一 皮に ゃ娠め 

グ 

る これ 我 子に は あら じかなら す 國种の 子な らんと 

ノタマ 

言 ひければ 妾娠 める 子 もし 天神の 御子に あらす ば 

サチ  ゥ. ッ 

子う むに 幸 あら じと 答 へ 申されて すな はち 無 芦の 

八 尋殿を 作りて その 殿の 內に 入りて 土 を 以て 塗り 

H 
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^て 產む 時に 臨みて 其 殿に 火つ けて 產ま すその 初 

に 生れます 御子の 名 は 火照 命 次に 生れます 御子の 

名 は火须 勢理命 次に 生れます 御子の 名 は 火 遠遝命 

または 天 日高彥 火々 出 見 尊と 申し 奉る 凡 此三柱 


n ナ 


の 御子 火 も 害 ふこと あた はす 母 もまた 少も損 ふ 所 

なし 時に 竹刀 を 以て 其 兒の臍 を截る 其棄し 竹刀 終 

に 竹林に なりし 故 彼 地を號 けて 竹屋 とい ふと 見へ 

無 戶は讀 で 宇都 とい ふ p なき 殿屋 なり 日本 紀 

に は無戶 室と し るされ たり 火照 命は舊 事紀 に は 

火 明 命と し るされ ェ 造 等が 祖と 注せられ たり 日 

本紀 にも 火 明 命と し る さ れて尾 張 連 等が 始祖 

と 注せられ し を 祌代卷 抄に私 決の 释を 引て 尾 張 

迚 等が 始祖 は 饒速日 尊 也 饒速日 尊 を も 火 明 命と 

申せし によりて 此誤ぁ b としる せり 古事記に 火 

照 命と し るせ し は これらの 凝 を 避 し な る ベ し 火 

须勢现 命 また 火 酢 芹 命と も 富 須冼利 命 ともし 

るせ b 又 富 乃 須佐利 乃 命と も 又 火闌降 命と も 火 

進 命と も 火 夜 織 命と も 申す これ は 吾田 君 小 橋 等 

の 本 祖也火 遠 理命は 火 折 命と もしる す彥 火々 出 


見 尊 は 古事記 に は 天 日 高 日子 穂々 手 見 命と し 

るせ， o 桉す るに 日本 紀には 初に 生ます 御子 火闌 

降 命 次 に 彥火 々 出 見 尊 次に 火 明 命と し るされ そ 

の 注に 引れ し 所の 說 はこ、 にしる せし 次第の ご 

とし 又 舊事紀 の ； 說には 吾田 鹿 葦津 姬 一 夜に は 

らみ てつ ゐに四 子 を 生む 皇孫 其 子等 を 見 そな は 

ガミ n  キ 、ョク 

して 吾 皇子 は 聞 喜 も 生れ ませる かなと 嘲りた ま 

ひし かば 吾田 鹿 葦津 姬 怨み 憤りて 御子 等と 共に 

無戶 室に 入 b 居て 誓 ひて 火 を つけられ しにお 

の- その 火の 中より 躡誥て おの^-御名 を 名 

の り 出た まふ 火 明 命 火 進 命 火 折 尊彥火 々 出見© 

これ 也と^ る された り 又 日本 紀注 一 書に 木 花 

開 耶姬命 生める 御子 火 酸 芹 命次彥 火々 出 見 命と 

み へ たり 此 等の 數說 おのく おなじ からす 竹刀 

讀で阿 乎 比 衣と いふ 我 國之俗 生れし 子の 臍帶を 

截 つに 竹刀 を 用 ゆる 事の 始めなる べし 神代 卷抄 

に は 人の 生長つ 事 竹の ごとくな らん を 祝す るの 

義 也と 見 ゆ 其 竹刀 竹林と 化り しな どい ふ も 又 上 

世の 俗言 嗣し 所なる ベ し 竹屋は 地名 日向 國 にあ 

るに やと 纂琉に は 見 へ た b 卽今 薩摩國 阿多 郡に 


鷹 屋鄕ぁ hwj れ 古の 吾田 竹屋の 地と 見へ たり 

按す るに 我 W 之 古俗に 凡 其 子に 命す るに 或は 其 父 

祖の 名に 取り 或は 其 母 其 乳母 等の 名に 取りし こ， と 

ありと い ふ 也 木 花 之佐久 夜比賣 生た まひし 御子 等 

火 を 以て 命せられ し は 御 父 をば 彥火璲 々杵 尊と 申 

し 御 母 は 火產靈 神の 後に てお はしける が 故なる ベ 

し^かる を此 等の 御名に よりて 其 事 を 神に すべ き 

ために 天神の 御子 一 夜に して 三 柱 はらまれ 給 ひ 一 

時に 火の 中に 生れ 出た ま へりな ど 言 嗣し事 盡く信 

する にたら す 

K 事紀 によるに 伊羿册 神火 之 產靈神 を 生ん とし 

て そのために 燒れて 神 去ります 伊羿諾 神つ ゐに 

帶 せる 十握靱 をぬ きて 火の 神 を 斬て 三 段と なし 

五段と なし 八 段と なした まふに その 段 大山 祇神 

と 化 b 出し 三 柱と 見 へ た b 然るに 木 花 佐久夜 K 

賣命は 大山 祇神之 女と 見 へたれば 其 御子の 外 家 

は 火 神の 後に てまし ます 又 火 神 を 火 之產靈 神と 

號 する 事 も その 孫 女の 此御 子等 を 産ませし 故に 

よれる 歟 上古の 俗に 武須 にと いひし は 尊 親の 義 

と 見 へ た， 9 
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可愛 之 山陵 は 可愛 讀で 埃と いふ 日本 紀に 注せられ 

たり 延喜 式に は 日向 埃 山陵と ^る さる 其地卽 今薩 

摩 國穎娃 郡 讀で江 乃と いふと 倭 名 抄に見 へ し所歟 

これ 又 古の 代に 大隅薩 摩 等の 地 いまだ わかれす 

してす ベ て 日向 國と いひし 時の ことに よれるな 

. り 山陵 は令義 解に 帝王の 墳墓 は 山の ごとく 陵の 

ごとし 故に 山陵と いふと 見 へ た， り 

ノ  ノ  ゥ ミノ サチ  ゥミ/ サチ 匕 n  ノ  モウ 

火 須勢理 命よ く 海 幸 を 得た まふ 故に 海幸彥 命と 號し 

ャ マノ サチ  ャ マノ サチ ヒコゾ  モウ 

火 遠 理， 尊 よはく 山 幸 を 得 た まふ 故 ぶ 山 幸彥命 と號す 

され ど 兄 命 は 風雨 ある ごとに 輾其利 をう しな ひ 弟 尊 

は 雨に 逢 へ ども 其 幸た が はす 試に その 幸 を栢易 ふる 

につ ひに 各 其 利 を 得すし て 其 幸 を 返 さ む とす るに お 

よびて 弟 尊す で に 兄 命の 幸鉤を 海に 失た ま へ b 其 兄 

ゥ カラ コヒ ハタ ス ミヤ 力  タ チ  ニヒシ * チ カタ シ  ヒトミ 

族 乞 徵る事 急に して 其 橫刀を 以て 新 鈎 を锻作 b 一  箕 

モト ノチ ハタ シホヅ チノ ォ. や 

に 盛りて 償 へ ども 受す其 故 鈎 を 責る鹽 土 老翁 其 弟 尊 

の 憂へ 苦み 給 ふ を 見て 海に 入りて 綿津見 神と 相議 b 

まさむ 事を敎 申す 其 数の まに く 綿津見 之宫に 到り 

ノ  トヨタ マ ヒメ  ミア ハ 

ます 綿津見 神 其 女豊玉 K 賣 命に 御 合せ まいらせて- 】 

こに と >i6，9 给ふ こと 三年に して 歸， り 給 はんとお ほ 

せし 時 綿津見 神 その 失 ひし 鈎 を もとめえ て 進ら す 又 

三百 叫 
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兄の 戦 ふ 事 あらむ 時に 救 ひま いらす ベ き 事共 を 相 約 

シタガ 

りて 送 返し 舉る 又其敎 のまに- (-兄 命つ ゐに 自ら 伏 

ミ づ  £ 

ひま ゐら せられ き 其豊玉 呲賣有 い 娠て 御子 を 生ます 

ァ マツ ヒ ダカ ヒ n ナギサ タケ ゥ ガヤ フ キア ハセ ズノ 

其 名 を 天津 日 高 彥波潋 武鹧鷀 草 葺不合 尊と 名づ け 進 

ラギサ  ゥ プヤ  力 ャ 

らす その 海 逡の波 ffi に產 殿 を 造 る に 其 葦 草 い ま だ 葺 

アマ ムマゴ ミコ ヮタ ナカ 

合 はざる ほどに 生ませし 故 也 天孫の 胤 海中に 置 奉る 

ベ から やとて 其 妹 玉 依比賣 命 をして 送出し まいらせ 

て 日足し 舉ら しめらる 其玉侬 比 賣命ま た 御子 を 生ま 

す 武位起 命と 申す 大和 國造 等の 祖 これ 也 天津 日高彥 

火 〃 出 見 尊 は 高 千 穗宮に おはします 御陵 は 其 高千穗 

ノ タカ ャ ノヤ マ ノウへ ノ ミ t  、、、ヰ 

山の 西に ありこれ を： 高 屋 山上 陵と 申す 

〔« 事紀 古事記 日本書紀 等に よりて ^ るす 但し 兄弟 

易 幸の 事 舊事紀 日本 紀には 火 闌降命 火 出 見 尊 の 

事と す 古事記に は 火照 命の 事と す^かれ ども 古事 

記に も 兄 命 は 後に 弟 尊の 畫 夜の 守護 人となりて 仕 

奉れり と 見へ たれば これ 隼 人 等の 祖 たる 事 疑 ふべ 

からす さらば 火照 命と ま、 るせ し は必す 傳寫の 誤れ 

るな り 又 其 幸 を 易ら れし事 も 舊事紀 に は 兄 命の 望 

請れ しと 見へ 古事記に は 弟 尊 三度まで 請れ て 相 易 

られ しと 見へ た， o これ も 舊事紀 の義長 じたる に 似 
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たり 其餘は 注に つまびら かな b.〕 

舊事紀 古事記 日本書紀 等に 見へ し 所に よるに 皇孫 

の 御子 兄 酢 芹 命よ く 海 幸 を 得た まひ 弟 火 出 見 尊 は 

よ く 山 幸 を 得 給 ふ 然るに 兄 命 は 風雨 ある ご と に 懨 

其 利 を 失 ひ 弟 尊 は 風雨に あ へ ども 其 幸 惑 はや 兄 命 

試に 幸 を 易 へむ こ と を 乞 ひ 弟 の 弓矢 を 取り て 山に 

ケ モノ ノカ ラァ卜  チ 

入，^ て獵 るに 獸之 乾迹を も 見す 弟 命 は 兄の 鈎 を も 

ちて 海に 入りて 釣る に 得る 所な くし て 遂 に 其 鈎 を 

失 ひ 穴 >! 手に して 來歸る 兄すな はち 弟の 弓矢 を 返し 

オノ  ハタ  ミ ハカ セノ トツ カノ  ャブ  ィホチ 

て 己が 鈎 を責る 弟 尊 御 佩 之 十 拳^ を破卩 て 五 百 鈎 

を 作り 償 へ ども 取らす 又 一 千 鈎 を 作，^ て 償へ ども 

受ゃ して 忿 りて 我故钩 にあら すば 多 ありと もな に 

せんとい ひて ます/,^ せめ 責る弟 尊 求めん 所 をし 

サマョ  シ ホヅチ ノ 

らす 憂ひ吟 ひて 海邊 にた、 すみます 時に 鹽椎 祌來 

b 問 ひ て 其 事の 本末 を 聞 て 綿津見 神之宮 に 到りて 

相 議り給 はん 事を敎 まいらせすな はち 無 目 堅 間の 

小船 を 作り 載て 押 流し ま ゐらす 

海 幸と は 海に 入て 漁す るの 幸 ある 也 山 幸と は 山 

に 入て 獵す るの 幸 ある 也 今 も 漁 獵には 幸なる と 

不レ 幸なる との 人 あるな り 俗に 漁獵の きくき か 


ぬな どい ふ は 幸 あると 幸 あらざる との 謂な b 風 

雨に あ へ ども 幸 惑 はすと は 獵には 風雨 を 厭 はぬ 

なり 獸之 乾迹を 見ぬ と は獸の 過に し 舊き蹤 を も 

見ぬな 椎の神 はすな はち 鹽土 老翁 也 前にみ 

へ し 事 勝國勝 長狹が 事なる ベ し 綿津見 神 また 海 

神と もしる す 新羅 王の 事 をい ふ 也 舊說に 海神 を 

龍王と いひ 海宮を tt 宫と いふ 皆 これ 信す るに た 

らす 其^なる も は 下に 見 へ た b 無 目 堅 間の 小船 

カタ マ 

は HI 本紀 注の 一 書に 堅 間 はやの 竹 籠 也と しるさ 

れた， o さらば 竹 を 編む 事の 密 しく 風の 透ら ざら 

ん やうに^: りて 小船の 帆 席と したるな るべ し 今 

も 外國の 船舶の 風篷 とい ふ もの 多く は此 制な b 

又 日本 紀 注の 一 書に 鹽土 老翁 嚢中の 玄櫛を 取て 

地に 投れば 五 百 筒 竹林と 化成り ぬ 其 竹 を 取りて 

大目 艤籠を 作りて 其 籠の 中に 納れて 海に 投 奉る 

と 見へ たり 心得られす 又 舊事紀 の 一 說に 鹽土老 

翁の いひし は 海 祌乘る 所の 駿馬 は 八 尋鰐也 これ 

そ の 鰭 背 を竪て 橘 之 小 戶 にあり 我 彼と 共に 策る 

べしと て 夭 孫の 尊と 共 に往て 見る に 鰐 魚 策 b て 

いはく 我 は 八日の 後に 天孫 を 海宫に 致す ベ し 我 
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王の 駿馬 一 尋鸫魚 これ 一 日の 內に必 す 致すべし 

今我歸 りて 彼 をして 出來 さんと 言訖 りて 海に 入 

去る 待つ ことす でに 八日 久しくして 一尋 鍔 魚 あ 

りて 來れ b よりて 乘 b て 海に 入る と 見 へ たり 日 

本紀 注の 一 書に 又此說 によれる ありこれ はたと 

へば 古の 逐寵馳 馬 後の 海 鰌 蜈蚣な どい ふ もの、 

ごとくに て 其實は 海舶の 名を號 して 鰐 魚と はい 

ひしなる べし 

や、 ゆき て 眛御路 を 得 て 其 道に のぼ b て 出 まし て 

魚鱗の ごとくに 造れる 宮の 門の 外なる 井の 傍の 湯 

津 桂の 樹に 就て 立た まふに 海神 の 女豊玉 S 賣の侍 

ダチ  タマノ ケ 

婢 出て 玉 器 を 持て 水 汲む とて 仰ぎ見 ま いらせて 還 

り 入. O て 其 王に 申す 其 王 人 をして 問せ て 天神の 孫 

なりと いふ >  J と を 聞きて あやしみ てすな はちみ つ 

ミチ ノカハ  ニキ モウ ケ 

からむ か へ 入れて 海驢 皮 八重 を 敷設て 其 上に 坐 ま 

モ， トリノ ヅクて そノ  ァ ルジ ィャ  ォモ ブル 

つり 饒 百 机 を設て 主人の 禮を盡 す從容 に來ま 

せる 御意 を 問 ふに 情 之 委曲 を對 へ たま ひし かば 憐 

とお も ふ 心 起 b て 遂に 其女豐 玉毗賣 を 御 合せ ま い 

ら すよ. o て 綿 津官に 留り住 給 ふ 事 三年に な，^ ぬ 

* 御路は 日本 紀 注に は 可 怜御路 としる され 可怜 
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は讀て 宇麻師 とい ふと 注せられ き于麻 斯^ 知と 

は卽 今い ふ熟路 にて 人の 通 ひなれ し 道 をい ふ 也 

魚鱗の ごとく 造れる 家 は 海神の 宮殿 を かたどれ 

る 謂 也 門の 外なる 井 は 日本 紀注 一 書に 好 井と し 

るされ し を 纂疏に 玉 泉 をい ふ 也と 見え 神代 卷抄 

に は 鳥居と いふ 事 こ、 に始れ りと も 見 ゆ これら 

の 說其據 あるに や 心得られす 湯 津桂樹 は 前にみ 

へた， o 日本 紀注 一 書に 千 枝杜樹 ともしる された 

り 暑： 玉 呲賣の 事 下に 注す 侍婢 は豊 玉毗賣 に宫仕 

タマ マリ  タマノ ツルべ 

へす る 女 也 玉 器 は玉琬 とも 玉 瓶と も^る せし 

あり 古事記に は 其 侍婢 玉 器 を 持て 水 を 酌ん とす 

るに 井に 光， o あ り卯 見れば 美 はしき 男子 あ， o 甚 

ァ Y 

異 しと 思 ふに 水 を 乞 ひ 給 ひければ 玉 器に 水 を 汲 

入て 進ら せし に 水 をば 飮 みたま はで 御 頸の 喫 を 

解きて 口に 含みて その 玉 器に 睡 入れた まひし に 

其 澳彼 器に つきて はなれ ざ，^ し を その ま \ にて 

持 かへ b て豐 玉毗賣 命に 進ら せし を 其 父の 神に 

語り 申さ れ しと 見へ た hs 日本 紀に は豊玉 K 賣 

の 自ら 水 を 汲む とて 天孫 を 見 驚きて 還 b 入られ 

しと 見 へ た.^ 侍婢の 見 まいらせて 其 主に 吿 しと 
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いふ 說其義 長せ るに 似たり 其 王の 名 日本 紀 注の 

1 書に 豊玉彥 としる されし あ b 豊玉彥 とい ふ は 

豐 玉毗賣 の 兄の 名なる に 似たり 父の 神の 名と い 

ふ 事い かい ある べき 海 鱸 皮 八重 は 海 鱸 は 讀で美 

知と いふ 海 獸の名 也 日本 紀 注の 一 書に 八重 席 を 

設 く  》 O 見 へ し を かくい ふこと も これ 又 海神の 設 

けし 賓 席なる 由 を かたどれる 謂な る ベ し 饌百机 

は 前に 見 ゆ 從客は 於 毛布 流と 讀む ゆたかに^ づ 

か な る貌な る ベ し 情 之 委曲 は讀で 阿 流 加 多 知と 

いふ 御 心の中に ある 所 を對へ のた まひし をい 

ふ 

彼處 安らかに たのし けれどな ほ 鄕を憶 ふ 御 心ます 

ハタ ノヒ II モノ ハタ ノサ モノ  ァカ 

を 聞て 其大神 鰭廣物 鰭狹物 こと < ^く 召 問 ふに 赤 

女 口 女ロ疾 ありて 參來す 召 到らし めて その 口 を 採 

るに 口 女が 口よ b 初 失へ る 鈎 を 得つ 大神 制して 倆 

口 女 今より 以往 天孫 之 饌 に 預る事 を 得 ざれと い 

ふ 口 女 を 以て 供御に 進ら せざる もの は此緣 也大神 

其 鈎 を淸洗 ひて 奉り 敎 まいらせて 兄 命に 返し 賜ら 

むに は汝 が 生 子 八十 連屬 之襄 に 貧鈎狹 々 貧 鈎と の 

たま ひ訖 りて 三た び 唾して あた へ 給 へ 又 兄 命 海に 


入て 钩 する 時に 汝命 海濱に 在して 風 招し 給 へ 風 招 

と は卽嘯 也如牝 した ま は い 我 瀛津風 邊津風 を 起し 

て 奔波を 以て 溺し惱 さんと い^て 卽ち和 邇魚を 召 

集て 今 天津 日 高 之 御子 上 國に出 幸 まさむ とす 幾日 

に 送り 奉りて 復命 さむと 問 ふお の/.^ 其 長さ 短 さ 

のまに く 其 日 を 限 b て 申す 中に 一 尋和邇 一 日に 

送， o てすな はち 還來ら むと 申す すな はち 其 一 尋和 

邇の 頸に 載せ まいらせて 送 b 出し 舉る其 期の ごと 

く 一 日の 內に送 b 奉りて 歸 らんと せし に 佩せ る 叙 

の 小刀 を 解て 其 頸に 着て 返します 其 一 尋和邇 は 今 

において 佐 比 持 神 をい ふなり 

其大 神と は 綿津見 神 也 鱗 廣物は 大魚也 鰭 狹物は 

小魚 也 赤 女 口 女 は 舊事紀 に 赤 女 はすな はち 鯛 也 

ナョ シ 

口 女 はすな はち 鰌 魚 也と^ るされ た， 9 古事記に 

は 赤 海鯽魚 喉に 物 を 鲠て食 ふ 事 を 得す 其 喉 を 採 

れば钩 あ b と^るせ bffi 魚 を 供御に 進ら せざる 

はこの 緣 也と いふ は 舊事紀 に^る されし 所な， 9 

これ 又 上古の 俗言 嗣し 所信す るに たらす されば 

古事記に は 其說に 據らゃ 生 子 八十 連 屬とは 其 子 

子孫 孫の 相續ぐ をい ふな. o 貧 鈎 狹狹貧 鈞とは ％ 

I 古史 通卷之 四 


詛の辭 なり 貧の 字 讀で末 知と いふ 狹々 は 少しく 

して 又 少しき 也 貧^く して 窮れる をい ふな， e 舊 

事紀 古事記 日本 紀 等に 見 へ し ％ 咀の詞 に 異同 あ 

り 其 要は 皆 これ 其 貧窮なる ベ き 事 を 詛ふ也 三た 

び 唾す と は 舊事紀 に は ％詛 し訖 b て 後手に 投棄 

て 向授る 事な くして 三た び 唾^た ま へ と 敎られ 

しと 見 ゆ 其 後手に 投棄 給 へと いふ は 前に 見 へ し 

所の 天の 逆手 を 用 ゆる 也 瀛津風 は 海中 を 吹く 風 

也邊津 a は 海邊を 吹く 風 也 舊事紀 古事記 日本 紀 

等に は 潮 滿珠潮 涸珠を 奉，^ て もし 兄 命な ほ 怨み 

怒りて 攻戰は い 潮 滿珠を 以て 溺 らし 苦惱 みて 愁 

へ 請 は い 潮 涸珠を 以て 救 ひた ま へ と をし へ られ 

しとい ふ 事 あり. これらの 事 ども 皆是 上古の 俗言 

嗣し 所に て盡く 信す るに たらす 上 國は讀 で羽播 

豆久檷 とい ふと 日本 紀 注に 見 ゆ これ は 皇孫の 御 

子 の 國 をた つと びて 稱し 申せし 所 也和邇 魚の 事 

は 前 注に 見 ゆ 佩せ る靱の 小刀 は 今 も 刀の 鞘に 揷 

む 所の 小刀の ごとし 小刀 讀で佐 比と いふ 佐 比 持 

神と は その 小刀 を 持つ の 謂 ひなるべし 今 いづれ 

の 所に 祭る とい ふ 事つ まびら かなら す 
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火々 出 見 尊歸來 りまして 具に 綿津見 神の 敎に從 ひ 

ノ  ァ ヤシ キイ ャホヒ 

給 ひし かば 兄 命 其 神 德 ます 事を^り てつ ゐに 

シタガ  ノノチ /ハヤ ト 

以て 伏 事 ふ - ^  、を 以て 火須勢 堙 命の 苗裔 諸 隼 人 等 

ミカ キ モト  ホュ ルイ ヌ 

至レ 今 天 皇宮 墻之傍 を 離れす 吠狗に 代りて つか ふ 

まつる もの 也 世人 失 ひたる 針 を 債らざる は- j れ其 

火須勢 理，， 命 の 苗裔 諸，， 维人等 は 姓氏 錄 によるに 此 

命の 子孫 猶多 かりき 其 隼 人と いふ は 今の 大隅薩 

ま 等の 地に ある もの 番 上して 宮中 を 守護せ しな 

り 隼 人と いふ は その 勇捷 なる の 謂なる ベ し纂疏 

によるに 隼 人 は 上古 は 氏な り 後世 は官 となれ り 

宫 内に 宿直して 狗 吠して 守る 故に 又 これ を狗人 

とい ひしな り 失た る 針 を 債ら すと はこの 事 古の 

時に 有し 習俗 也と 見えた，^ 

初 天孫の 歸り まさむ とする 時に 豐玉 K 賣 語り 給 ひ 

ミ n ヮ タノ ハラ 

て 妾す でに 娠 めり 天孫の 胤 海原に 產 まつる 可ら す 

モト  ゥブャ 

必す君 が 御 許に 就む 我た めに 產殿を 海邊に 造りて 

待た ま へ とのた まひて 後 1 して 前の 期の ごとく 其 

女 弟 玉 侬呲资 命と 共に 叁出 到れ りすな はち 其海邊 

4* ギサ  力 ャ 

の 波 限に 鵜 羽を葺 草と して 產殿を 造ります に其產 
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フ キア へ  ス ミヤ 力  タへ 

殿 い ま： U 葺合ざ る に 御腹 の 急な る に 忍す し て 產殿 

スべ ァダシ クニ  コゥム  一て トツ クニ カタ チ 

に 入り 坐せ し 時 凡て 他 國の人 は臨產 時に 本 國之形 

を 以 て 子 産む 也 願く は 勿 見， まし そ とのた ま ひし を 

あやしみ お ぼして ひそか に 伺 ひ 見 給 ふに 御子 産ま 

す 時に M となり 給 ひぬ 其 伺 ひ 見 給 ひし を 知り て 深 

く慙 恨みみ づ から 御子 を 抱きて 海鄕に 入り 去た ま 

へり この 御子の 御名 は 初生れ ませし 時に いかに 名 

づけて よけむ と 御 ゆ 命に 就 問 ひた まひし に 天津 日 

タカ-， ナギサ タケ ゥ ガ .T フ^ア ハセ ズノ 

高^波 歛武鹧 1： 草 S 不合 尊と 申す ベ しとの たま ひ 

訖 b て 去 b たま ひたりき 

鵜 羽を葺 草と すと は释 日本 紀に鵜 羽 を 以て 產屋 

を ふくの 義 いかなる 故 を しらす 但し 此鳥は 口 喉 

廣 くして 魚 を 飮て又 吐く にた やす， け れば產 生 平 

安の 義に 取れる 歟產屋 を稱し て 鵜葺屋 とい ふ は 

鵜 羽 を 以て 葺 しむる の本緣 也と 兄へ た， o 日向の 

國 人の 申せし は 其國に 鵜葺草 i」 いふ 草 ありと 申 

しき さらば 草の 名に やされ ど 上古の 俗 産屋の 事 

を 宇賀 屋と いひけ を もしら す これ はた い 御產殿 

をも葺 合せ ぬ 間に 生れ 出 給 へ るに よ^-て 其 御 母 

フ キ ガヤ 

のかく 名 づけ 申されし を 鵜 羽 を 以て葺 草と せら 


れ しとい ひし を 又 後人の 產生 平安 之義に 取りし 

など 附會 せし に 似た b 豐玉 毗賣の M となり 給 ふ 

と. いふ 事 は 舊事紀 古事記に は 八尋の 鰐と 化し 給 

へ b と 見 へ たる を 日本 紀には 又 如レ此 に^る さ 

れき これらの 說も皆 これ 海神の 女な りと いふに 

よれる 也 信す るに たらす 彥波瀲 武鷉鵜 草 蒈不合 

ヒ n ナギサ タケ ゥ ザ ャ つ キア ハセ ズノ 

尊 又は 日子 波 限 建鵜葺 草 K 不合 尊と も^る す 波 

限 は讀で 那藝 佐と い ひ蒈草 讀で加 夜と い ふ と 見 

へたり 

天孫 その 別 去 h- ます 時に 恨 申されし ことばの すで 

に 切 なれば また 會ひ給 ふま じき 事を^ろ しめし 

て 贈， o たま ふ 御 歌に 意 岐都登 理加毛 都久斯 麻邇和 

賀 韋泥斯 伊毛 波 和 須禮士 余 能 許 登 綦登邇 

意 岐都登 理とは 瀛津鳥 也 鴨と いふべ きため の詞 

な， 9 加 毛 都久斯 麻邇と は鴨來 b て 着く 島な b 邇 

は 語助 也 和 賀韋泥 斯とは 我 寢し也 ％ 毛 波と は 妹 

な b 上古の 俗に 妻 を さしい ふ 稱也波 は 語助 也 和 

須鱧士 と は 忘れざる なり 余 能と は 世な b 能 は 語 

助な り 許 登 碁 登 邇とは 每ゾ事 也 日 本紀 注に は 許 

登蕃登 母と^ るされ たりい かい あるべ き释 日本 


紀に 海神の 宫を鴨 着く 島に 喩 へて 天孫の かしこ 

に 寢息給 ひし 時の 事 を豐玉 ^ 賣は每 い 事 に 思 ひ 

出した まふべ き歟 との 義 也と 釋 せり これ もい か 

> あるべ きに や 天孫の 忘れ 給 ふま じきとの 義な 

る に以 たり 

久しくして 天孫 之胤此 海中に おき まつる ベ からす 

とのた まひて 其 女 弟 玉 依 ^ 賣命 に 抱し めて 送り出 

しまいら せられし 時豊 玉毗賣 命 報し 奉られし 御 歌 

ァカ ダマ ハ ヲサ へ ヒカ レ ド.. 一 ラタ マ ノ キ i ガ， •  * ョ 

に 阿加 多 麻 波 袁佐閉 比 迦禮杼 斯良多 麻能岐 美我佘 

曾 比斯多 布斗久 阿理 祁理 凡此 贈 答の 歌 二 首號て 

ァグ ウタ 

擧 歌と いふ 

阿加 多 窳波は 赤 玉 也 波 は 語助 也 袁佐閉 比 迦禮杼 

と は緖副 光れ ども 也 斯良多 麻 能と は 白玉 也 能 は 

語助 也 岐美我 佘曾比 斯とは 君が 粧し 也斯は 語助 

也 多 布斗久 阿理 祁理 とは贵 く 有る 也 祁理は 語助 

也 これ は 赤 玉 はつらぬ きし 緒まで も 光り 副 ふと 

人 はい へ ども 白玉の 君が 粧ひ はな ほ 勝りて 贵く 

おはし ますとの 義な るべ し 君と は 其 生ませし 御 

子 を さすと も 又は 天孫 を さすと も 一 一義 ありと い 

ふな りされ ど 生ませし 御子 を させり とい ふ說其 

I  三百 九 
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義長 じたる に 似たり 日本 紀 注に 見へ し 所め 歌の 

上の句 は 阿軻娜 磨廼比 何利播 阿利 登 比 登 播伊珮 

耐と 見えて 下の句 は 古事記に 見へ し 所に 同じ 釋 

U 本 紀に阿 軻娜磨 廼とは 明 球な b 比 何利播 阿利 

登と は 光， o- は 有 b となり 比 登 播伊珮 耐とは 人 は 

い へ ど 也 これ は 明珠は 光り ありと 人 はい へ ども 

君が 粧 はな ほそれに 勝れり との 義 也と いふ 日本 

紀に 見へ し 所 は 後に 改られ し 所と 見え たれば こ 

. J に は 古事記 によれる 也擧 歌と は 神代 卷抄 に 其 

德を擧 揚る歌 也と いふ さらば 六義 にお ゐて は頌 

などい ふ もの、 ごとく にゃある ベ き 

ヲンナ  チすモ ュォモ ィ 匕〃" -ュ ヱビト 

すでにして 夭 孫 婦人 をと りて 乳母 湯 母 飯嚼湯 坐と 

し 諸 部備り て 養し 奉らる ， ^ れ 世に 乳母 をして 兒を 

養す の緣也 

乳母 は 幼兒に 乳を啗 しむる もの 也 湯 母 は 湯藥等 

を つかさどる ものな， 9 飯 嚼は飯 を 嚼て幼 兒に哺 

しむる もの 也 湯 坐 は 幼兒を 洗 浴す る もの 也 諸 部 

と は 或は 襁褓 を滌ぎ 不淨を 除く 等の 職 事 あ る も 

のまで をい ふ 玉依姬 はい は ゆる 慈母 也と 纂疏に 

見 へ たり 養の 字讀で 比 多須と いふ 日 足す 也 初生 


,  — 三百 十  

之兒日 いまだ 足らす これが 日 を 足して I くに S 

とならし むる 謂な， O 今 俗に 日立つ とい ふ も, j の 

義 によれる 也 

日本 紀 注の 一 書に よるに 或は 初豐玉 毗賣其 御子 を 

生 置て 海の 坂 を 塞て 返， ^入りた ま へ り これ 海陸 相 

通せざる の 緣也此 後 其 御子の 端 正ます を 聞て 心 

に 甚だ 憐み 重め てまた 歸り 養し まさむ と 思 ひた ま 

へど 義 にお ゐ てよ からす 故に 女 弟 玉 依 毗賣命 を 

して 來し 養し まつる とい ふ は 非 也と 見へ たり 

豐玉 毗賣生 置て 返 入 b たま ひしと いふ は 舊事紀 

日本 紀に 見へ し 所 也 海 坂 を 塞ぐ と は 海陸の 境 を 

塞がれし と 也 これ 海陸 相 通せざる の緣 也と は舊 

事紀に 見へ し 所 也豊玉 毗賣の 還り 給 ひし 後に 天 

孫の 御 歌 を も 贈られ 玉依姬 して * し 養され しと 

も 見 へ たれば 海陸 相 通せ や とも いふべ からすす 

ベ て 此說は 非 也と いふなるべし 

玉 依 毗賣命 又 一 柱の 御子 を 生れます 名 は 武位起 命 

と 申す 大和 國造 等の 祖卽此 也 

舊事紀 姓氏 錄を桉 やる に 大和 國造 等の 祖は椎 根 

津彥命 也 又 神 知津彥 命と も^る せり 舊事紀 古事 


記 日 本紀 等に よ る に 神武 東征 之 初吉備 の 速 吸水 

門に 到り 給 ひし 時に 其國神 珍彥迎 へ 奉る すな は 

ち 名 を椎根 津彥と 賜 ふつ ゐに 其 勳績を 賞し て 倭 

國造 となされ しと 見 へ た b さらば 此武位 起 命と 

申す は 其 珍彥の 父な りしに や 又 珍 彥の初 名な， o 

しに やい まだ 詳 ならす 又 火 出 見 尊 第二の 御子に 

武位起 命お はし ませし 事 は 古事記 日本 紀 等に は 

見へ すされ ど 舊事紀 に^るし 置れ し 所 なれば う 

たが ふべ からす 

高 千 穗宮は 前に 見へ し H 向國臼 杵郡智 舗の 地に あ 

し歟 曰 向高 屋陵 並に いまだ 詳 ならす 

前に 見へ し 薩摩國 阿多 郡 鷹屋鄕 をい ふ 歟又大 隅 

國肝屬 郡に も 鷹屋鄕 はあり いづれ をい ふに やい 


まだ 詳 ならぬな り 

〇按 する に 火 遠 狸 命 綿津見の 宫に 赴きた まひし と 

い ふ 事 は 初 兄弟の 命お のく 其 分 土お はし ましけ 

シ ホヅチ / 

るに 其 土地の 事に つきて 兄弟の 難 起れ b 鹽椎神 弟 

シ ラギノ  タス ケ 

命の ために 譏りて みづ から 新羅 國に 赴きて 其援を 

乞 ひ 給 はん 事 を敎舉 b しかば 彼國に 到りた まひし 

に 彼 國王御 合 まいらす るに 其 女 を 以てしつ ゐに 其 


國の兵 をして 我國に 送. o 納れ まいらせ 兄 命 拒 戦た 

まふに 及びて 其 援兵 を まいらせつ ゐに兄 命の 戰利 

なくして 降伏した まひた. o きその 御子の 彼國 にて 

生れた まひし に 御 母 命は來 b 給 はで 其 女 弟して 送 

b 出し まいら せらる 其 女 弟 も 又 御子 一 柱 生れし 事 

、こ 見へ た， 9 新羅の 國は 海外に ある 所 なれば 上古の 

俗に 綿津見 國 とも い ひ 其 國王を 綿津見 神と も い ひ 

し を 其 事 を 神に すべ きため につ ゐに 海神 寵王 など 

いふ 事に はなれるな b 豊玉毗 賣命は 山城 國 風土記 

ノ  ノ  ヮ タツミ トヨタ マ ヒメ  ノ  マ 

によるに 久世郡 水 渡 社に 和 多 都彌豐 玉比賣 命 坐す 

又 神 名 式 によるに 阿波 國名方 郡に も 和 多 都美豐 玉 

比賣 神社 坐す これらの 神社 此命 をい つき 祭る 所と 

見 へ たり 綿津見 神 玉 依 毗賣命 等の 事 はな ほ 下に 詳 

也 


ヮ タ 


和 多 都 美と は 古語に 大海 を も 海神 を もい ひし 


と 


いふ 


タ マ 


ァ マツ ヒ タカ ヒコ+ ギサ タケ ゥ ガ ャ フ キアへ セズノ  i 

天津 日 高 彥波潋 武鶬鷀 草 葺不合 尊 其 妃は玉 依 毗賣命 

と 申す これ は 綿津見 神 豐玉彥 の 女に て おはします と 

申す 也 其 生ませる 御子 彥五瀨 命 次に 稻飯命 次に 三毛 

野 命 次に 狹野 尊と 申す 四 柱， まします 又は 五瀨命 次に 
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イナ ヒノ  ミケ スノ  ワカ ミケ スノ  トヨミ ケヌノ 

稻冰命 次に 御^ 沼 命 次に 若 御 毛 沼 命 又 豊御毛 沼 命と 

も 申す 次 は 伊波 禮毗古 命す ベ て 五 柱の 御子 ありと 申 

す总不 合 尊 は 高 千德宫 にお はし まし 神 去まして 日向 

ァ ヒラャ マノへ ノ 

國 吾平 山上 陵に 葬 奉る 其 兄 彥五瀨 命 等と 相 議り給 ひ 

日向 國ょ り筑 紫に 出 まし 豐國宇 沙の足 一 騰 宮に J 

り 給ひ筑 紫の 岡 田 宫に遷 b 坐す 事 一 年 それよ， 9 上 幸 

して 阿岐 國多祁 狸宮に 坐す 事 七 年 又 それよ，^ して 上 

幸し 吉備の 高 島宮に 坐す 事 八 年其國 より 上 行 之時浪 

ハヤ  ァ テ ク モシ ラカ タノ  トミ  ナガ 

速 之 渡を經 て 靑雲 の 白肩津 にと いまります 鳥 見の 長 

髓彥軍 を 起して 待戰 ふに 到りて 彥五瀨 命 御手に 鳥 見 

彥が痛 矢 串 を 負 ひ 給 ひ 紀國男 之 水門に 到りて 神 去 ま 

す 陵 はすな はち 紀國の 竈 山に あり 御 毛 沼 命 は 波 穂に 

跳り て 常世 國に 渡り まし 稻飯命 は妣國 也と て 海原に 

入ます 狹野尊 其 地より 熊 野 村に 廻り 到りた まひ 御 軍 

ナカ ヅク- 一  ノ  <1  ノ チウ マ 

屮國に 入る に 及 び 初 天降ります 饒 速 日 尊の 御 後宇& 

志 麻 治命迎 降，^ て 天神より 授け 賜 ひし 所の 天 璽 瑞 

タカ ラドモ  ト ミヒ n  アラブ ル 

寶 等を獻 りて 仕 奉る 遂に 鳥 見彥を はじめて 荒 夫 流 f: 

ゥチム  ノ ゥネピ -ヒ フカ シハ ラノ  マ  ガ 

等を擊 平け て 大倭國 畝 火 之白檮 原宮に 坐して 天下 を 

治らす 祌倭 磐余彥 天皇と 申す 後に 御謚を 奉りて 神武 

天皇と 申す， ,れ 也！^^^^^^! 
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玉 依^ 賣命は 舊事紀 古事記 日本 紀等 に 見へ し 所 は 

蕞不合 尊 其 御姨玉 依姬命 を娶り て妃 となされ たりと 

いふ 也 さ ％ ば豊玉 毗賣命 の 女 弟 玉 依 呲賣の 御 事也纂 

疏 には姨 母を以 て 妃 とす 非禮也 ^かれ ども 陰陽 不測 

いまだ 知る ベから すと 見へ た b 舊事紀 古事記 日本 

紀 等の 事 は 姑く 置て 不ぃ 論纂疏 にも 其非禮 なる 事 を 

ば 知，^ て 陰陽 不測い ま * た^るべ からすと^ るされ し 

事猶又 心得られす 舊事紀 に 見 へ し 所に 據れば 豊玉呲 

賣 命の 女 弟は葺 不 <?a 尊の 御た めに 御姨 とい ふの みに 

クニ ヅヅミ  . 

も あらす 徇僻 母に て おはします 國津 罪と は 子と^と 

犯せる 罪 をい ふと 見へ たり もし 其 罪 を 犯した らんに 

はいか に 神道の 不測と は 申す ベ き按 する に 葺不合 尊 

の妃の 御名 を も 玉 依毗賣 命と 申せし 故に 上古 朴陋の 

俗 謬， o 傳 へ て 豐玉毗 賣の女 弟の 御 事と いひ 嗣し を舊 

事 紀には 其言嗣 しま、 に 記さ れ しに 古事記 日本 紀 

また 其 謬を傳 へられし 所 也と 見へ たり 日本 紀 注の 一 

書に 據 るに 綿津見 神の 名 は 豊玉彥 と^るされ た りこ 

れ すな はち 姓氏 錄に見 へ し 所の S 曇 宿； 纏の 祖 海神 綿 

嵇豐 玉彥 神と いふ ものと 見へ たり 上古の 俗 其 子に 命 

ヒコ  ヒメ 

する に 男 をば 日子と いひ 女 をば 日 女と いふ さらば 其 


豊玉彥 とい ふ は豊玉 S 命の 兄弟の 間にお はせ しな 

る ベ しさら ば又葺 不合 尊の 妃 にて まします 玉 依毗賣 

命の 綿津見 神の 子なら むに は 其 豊玉彥 神の 女に して 

豊玉 毗賣命 の 姪 女なる べし 豐玉 毗賣命 の 女 弟の 玉 依 

毗賣命 に は あらやし て 葺不合 尊 の 御た めに は 兩姨兄 

弟姊 妹の 間にて おはし ますべし 豊玉毗 賣の女 弟 を 玉 

侬 資と 申せし に 其 兄弟の 女 を も 又玉侬 ft 賣と， せ 

し 事 疑 はしき 事に 似 たれ ども 上古の 俗に は 伯叔 母と 

姪と 名 をお なじく せし は よのつねの 事に て あ. o きた 

とへ は孝靈 天皇の 御子に てまし ます 孝 元 天皇の 御 妹 

を倭迹 々 日 百襲姬 命と 申し 又 其 御 妹 を 倭迹 々稚 屋姬 

命と 申す まづ ， 』 れ姊 妹と もに 倭迹 々 姬と 申せし 也然 

るに 孝 元 天皇 第三の 皇女 を 倭迹々 姬 命と 申しき- 一れ 

叔母 姪 女 三人 共に 其 御名 を 同じく^ たま ひし 也又崇 

神 天皇 の 御子に て まします 垂仁 天皇 の 御 孫 を 千 々 街 

倭姬 命と 申し ^仁 第 四の 皇女 を倭姬 命と 申す これ も 

叔母 姪 女 1 一人 共に 倭姬 命と 申せし 也 又應神 天皇の 御 

ヮ カノ ケ フタ マタ  オシ サ カオ ホ ナカ ヒ メ 

子 稚野毛 一 一派 皇子の 御 妹に 忍 坂 大中比 K 命と 申す お 

はし ましき その 二 派 皇子の 御 女に も 忍 坂 大中姬 命と 

申す おはし ますこれ 又 叔母と 娃 女と 其 御名 を 同じく 

古史 通 卷之四 


^給 ひた b き これらの 類猶 多し 其 一 一派 皇子の 御 女 は 

一 一派 皇子の 御 兄仁德 天皇の 御子に てまし ませし 允恭 

天皇の 皇后に 立た まひて 安康 雄 略 等の 御 母に てお は 

します もし 其 御名 同じき によりて 允恭 天皇の 皇后 忍 

坂 大中姬 命と 申す は 天皇の 姊 也と 申して^ かるべ き 

事歟此 は猶神 世の 事に くらぶれば 其 世 近き が 故に 傳 

へ も 謬ら すかつ は 又 上世の 時に 玉 侬毗賣 と 申せし も 

ノ ヨロ ヅハ タノ  日本 ワク ノカミ 

また 多し 高 皇產靈 尊兒萬 幡姬兒 玉 依姬命 紀注 海 W 豐 

ノ  }&T£J' 已 JJJ 已 力 モノ 夕 ケスミ ミノ 

玉 毗賣女 弟 玉 依姬命 sl^iil  ，加 茂 建 角 見 命 之 子 玉 

依 日子 次に 玉 依 毗賣则 « i 大物 主大 神の 娶れ る陶津 

ミ、 ノ  イク タマヨ リヒ メ  .ff  タマ ノ オヤ/ 

耳 命 之女活 玉依毗 賣^^ 河 內國高 安 郡 玉祖荘 玉祖神 

社 所い 祭 玉 依比咩 1^1 遠 江 國敷智 郡許邊 神社 所レ祭 

玉 依姬践 P 信 濃 國埴科 郡に 坐す 玉 依比賣 神社 . 

れら 上古 之 俗 多く は 女子に 命せ し 所の 名 也と 見えた 

りすべ て これらの 事に 據る に葺不 合 尊の 妃は 御姨に 

あらす して 別に 是玉 侬毗 奮； 命と 申せし にて おはし ま 

す 事 疑 ふべ からす 御子 四 柱と いふ は 舊事紀 日本書紀 

等に 見 へ し 所 也 但し 其 三毛 野 命 日本書紀に は 三毛 入 

ノ  , 

野 命と^ るされ た， Cv 

〔日本 紀 注に 見 へ し 所 は 先 五瀬 命 次に 三毛 野 命 次に 

三百 十三 
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稻飯命 次に 余 彥 ^とも 又は まづ彥 五瀬 命 次に 稻 

飯 命 次に お 余彥尊 次に 三毛 野 命と も 又は ま づ彥五 

瀨命 次に 《 余 彥 t ひ 次に 彥稻飯 命 次に 三毛 入 野 命と 

も^る されたり 其 次第 は 異同 あれ どもす ベ て 四 柱 

とい ふ 事 は 同じ〕 

五 柱の 御子 あ b とい ふ は 古事記に 見へ し 所 也 又 日本 

紀 注の 一書に は狹 野と 申す は 御 年少く まします 時の 

御名 也 後 に 天下 を 撥 ひ 平け て 八 洲を奄 有 に 及びて 尊 

號を 加て 神 日本 » 余彥 尊と 申し 奉，^ しと 見へ 又 一 書 

には祌 = 本^ 余彥 火々 出 見 尊と 申せし と 見 へ たりさ 

らば 磐 余 彥尊を も又彥 火々 出 見 尊と 申舉 りし 也 日向 

吾平 山上 陵 は 卽今大 隅 國始羅 郡 中の 地に あるべ し 倭 

名鈔 によるに 始羅讀 で 阿比 良と いふ 也 ^ 醇教 認 就. は 

SiS  ^ぱ延 喜 諸 陵 寮 式 に よ るに 彥火 璞 

々 杵^ 彥火 々 出 見 尊 彥波瀲 武尊ー 1 一代の 御陵 日 向國 に 

あ， o て陵戶 はなし 以上 神代 三 陵 は 山城 國葛野 郡田邑 

陵の 南 原に ぉゐ てこれ を 祭らる 其 兆 域 東西 一 町 南北 

1 町と 見へ た， o 

〔陵戶 と は 令 式 等に よるに 先皇の 陵に は陵戶 五烟を 

置て これ を 守ら しめらる これ は 御 凌 を 守る 听のも 


の 五家 を 置る ゝ也 田邑陵 は文德 天皇の 御陵 也始は 

眞原 陵と い ひし を改 め て 田邑 陵と なさ れ ， J れを祭 

ら ると は每年 十一 一月 官使を 差して 荷 前の 幣を 奉ら 

る、 をい ふ 兆 域と は令義 解に 兆 も 亦 域 也と 見 ゆ 山 

陵の 界域 をい ふなり〕 

彥五瀨 命 弟 命 等と 議 りた まふ と は 舊事紀 に は 磐 余 

彥尊御 年 十 有 五に て 太子に 立た まひ 四十 五 歳の 御 時 

に 御 兄 御子 等と 東征の 事 を 相議， o たま ふと 見 へ たり 

日本書紀 これに よら わたり 古事記に は 伊波 禮舭古 命 

太子に 立 給 ひしと いふ 事 は^る さすして 其 伊 呂兄五 

瀨 命と 一 一 柱 高 千 穂宫に 坐して 議り給 ふと^る せり 舊 

事紀 日本書紀に みえし 所 はこれ また 所謂 正統 を 尊ぶ 

の義歟 古事記に みえし 所 は 其 事實を 得た るに 似たり 

豐國 宇沙は 舊事紀 に は筑紫 i 鬼 狹と ^る さる 卽今 S 前 

國 宇佐 邵の 地なる べし 足 一 騰 宮は舊 事 紀には 菟狹川 

ァシヒ トヅァ ガリ ノ 

上 1 柱 騰宮 と： K る さる これ は 行宮 をい ふなる べし 

〔此宮 をば 宇 沙都比 古 宇沙都 比賣ー 一人 作り出して 大 

饗を獻 b し 所な り假 りに 設けし 所に て 其 制の 狹小 

なれば かく 名 づけし なる ベ し〕 

筑紫岡 田 宫は舊 事 紀には 岡 水門 と^る さる 卽今筑 前 


國遠賀 郡 の 地 をい ふなる ベ し 阿岐 國は 即今の 安藝 國 

也 多 祁狸宫 は 舊事紀 に は埃宮 と^る さる 其 處所未 

Z 詳吉 備國は 前に 見えたり 高 島 宫は又 未い 詳 浪速 之 渡 

は K 事紀 に 難 波 之 崎 に 至る 奔潮 あるに 合 ふよ.^ て 浪 

速國と 名つ く 又は 浪花と もい ふ 今 難 波と いふ は 訛 

也と^ る さる 卽今律 W 難 波 の 地 これな h. 靑雲之 白 肩 

津は 舊事紀 に は 河 內國草 香 之邑靑 雲 白 肩 之 津 と^る 

され 草 香 又は 孔舍 ^ とも^ る された，^ さらば 卽今和 

泉 國大鳥 郡 H 部 鄕の地 これ 也 倭名鈔 によるに U 部 は 

讀で久 佐 倍と いふ 然る を 河內國 と^る されし は 上世 

に 河 內和泉 等の いまだ わかれ ャ してす ベ てこれ を 河 

內と いひし 時に よりて^ るされ しが ゆ ゑ 也 鳥 見長髓 

彥は 前に 見 へ た. お^ f 犓賀 其待戰 ひし 故 は 

昔 夭 神 之 御子 饒速日 尊 此國に 降り止り ませし を 君と 

し 仕 奉れ b 天神 之 御子い かむ ぞニ柱 あらむ やとい ひ 

て 拒ぎ て戰 ひし 也 彥五瀨 命 御手に 痛 矢 串 を 負た まふ 

は 舊事紀 に は 流 矢 ありて 五瀨 命の 肱 脛に 中れ りと 見 

、 こ ひ 日本 丧紀に 流 矢の 字な 讀 よ 尹 sfcK こ a  / 

, む 事 痛 矢 串の 訓に 同じ ，ぉ&-敎ぞ ほ マ {^ネへ ノ 

た h- 男 之 水門 其處所 未詳 舊事紀 に は 五瀬 命 茅^ 山城 

水門に 至りて 雄 詰し 給 ふ 故に 時人 雄 水門と いふと^ 


-マヰ 


るされ 日本 紀又 これによ りて 山城 水門 又は 山 井水 門 

ともい ふ 茅 停讀で 智 怒と いふと 注せられ たり 然る を 

古事記に は 舊事紀 によらす して 其 御手 之 血を冼 はれ 

し 听を血 沼 海と いふ 其 地より 紀國男 之 水門に 至りて 

男 建して 崩し 給 ふと^る せ b 茅 停 血 沼 其 讀む所 の 語 

相 同じ 又は 智努 とも 珍努 とも 千奴陳 奴な ども 記せり 

舊 事紀續 日本 紀等 によるに 卽今 和泉國 は 古の 珍努の 

也 丄珍努 宮珍努 縣主宅 茅 濘 山茅濘 海 等 さら SKis 每と ノ ふ 

地今糇 和 泉 國の內 にわるな リ l/f^r  i 一 

もの は 卽今和 泉國の 海に して 男 之 水門と いひし は紀 

伊國の 地に 係れ b と 見へ た b 竈 山 は 神 名 式に よるに 

紀伊國 名 草 郡に 竈 山 神社 あり 五 瀨命を 葬 奉りし は此 

地 也と 見 へ たり 古事記に は 五 瀨命神 去た まひし 事 を 

崩す と^るし 又 御 墓 を 陵と いふ 其事實 によ. O て^る 

す 所 也と 見 へ たり 稻飯命 三毛 野 命の 御 事 は 舊事紀 に 

見 へ し 所 は 御 軍 熊 野の 海中に 進み 卒に 暴風に あ ひて 

御船 漂 ふ 時に 至りて 稻飯命 歎きて 我 « は 天神 母 は 海 

神い かむ ぞ我を 陸に 危ぶめ 又 我 を 海に 危め 給 ふと 言 

ひて 铋を拔 て 海に 沒り鋤 持 神と 化 b 給 ひぬ 三毛 野 命 

又 恨みて 我&姨 並に 海神い かん ぞ 波瀾 を 起して 溺す 

やと 言 ひて すな はち 波 花 を蹈で 常世 鄕に往 きます と 


古史 通 卷之四 


三 百 十 玉 


古史 通卷之 四  I  ： . ： 

^るされ た b これ 又 上世 之 俗言 嗣し 所の ま、 に^る 

さ れし 所に て 盡く 信す る に たらす 古事記に 妣國 也と 

言 ひ て 海原 に 入ます と^るせ し は 新羅 國 に 援兵 を 乞 

はれん ためにみ づ から 赴きた まひし をい ふなる ベ し 

又 三毛 野 命は浪 穂に 跳. o て 常世 國に 渡ります と^る 

せし は 其 世に 所謂 常世 國卽 今の 常 陸國は 天神 御祖の 

立た まひし 舊土 なれば これ も 又 その 援軍 を 興し 給 ふ 

ベ きため にみ づ から 赴きた まひし をい ふなる ベ し 其 

御名 を 三毛 野と 申せし 事 も 其 世に 所謂 毛 野國卽 今の 

上野 下野 等の 國に 到.^ 止 b 給 ひし 故に かくは 申せし 

も 又^る ベ からす 姓氏 錄を按 する に 右京の 皇別新 良 

貴と 申す は 彥波姨 武鷓鷀 草不合 尊の 御子 稻飯 命の 後 

也 稻飯命 は 新羅 國に 出た まひし かば 其 子孫 新良贵 を 

以て 氏と なされし と 見 へ た.^ 葺不合 尊の 御子 は 四 柱 

共に 御 同 母 兄弟に てま^ま しければ 稻飯命 新羅 國主 

の 出な らんに は 其 餘も又 同じく 新羅 國 主の 出なる 事 

はいふに 及 はす 姓氏 錄に^ るされ し 所 其 文の 明らか 

なる 事旣 にかくの ごとし 上古 之 俗言 嗣ぎ 語嗣 ぎし 所 

に 比すべ からす さらば 初 火々 出 見 尊の 至りた まひし 

所 也と いふ 綿津見 宮も葺 不合 尊の 御 外祖と 見へ し 綿 


 一一 Ita 十六  

津 見神 も 新羅 國を いひ 新羅の 主 をい ふ 事 決して 疑 ふ 

ベ からす 宇 嵐 志庥治 命の ， j と 前に 見 へ たり 迎 降りて 

天 靈瑞寶 を 獻られ しと は 奮事紀 によるに 鳥見彥 すで 

に 磐余彥 尊の 天神の 御子なる 事 を さとり ぬれ ども 其 

勢 止む ベ からす 猶 拒ぎ 戰 はんとす るに 至りて 宇 麻 志 

ォヂ 

麻 治 命 其 舅の 謀に 據られ や 衆 を 帥ゐ歸 順して 其 初 天 

祖 より 饒速 尊に 授た まひし 天- 靈瑞寶 等を獻 られつ 

ゐ に 天 物 部 を 率ゐて 海內を 平け 定 めら れ しと 見 へ た 

り^かる に 日本書紀に はた ぃ其歸 順の 事 をのみ しる 

されて 天 靈瑞寶 の 事 は  >ハ る しも 置れ ゃ最是 心得が た 

き 事 也 

〔宇 麻 志 麻 治 命の 事は舊 事の 天孫 本 紀に詳 に 見 へ た 

b 其 文殊に 長ければ こ、 に^る さす これ 物 部 連 等 

の祖 にて まします. 一 

大倭國 畝 火 之 白 f! 原 宫は卽 今 十 市 郡 之 地 を い ふ 歟祌 

武 天皇の 御 謚は淡 海 三 船 眞人勅 を 奉りて 撰び 進ら す 

る 所 也と 釋 日本 紀には 見 へ たり 

古史 通 卷之四 終 


古史 通 或 問 上 


或 問 子が^る されし ところ また 其說 をな す 所の ごと 

き 本朝の 正史 實錄を 通じ 考て 其義 長せ し 所に より^ 

たが ひしと 見へ たりされ ど 先 儒の 說 によるに 日本 書 

紀の 如き は 上 は 天地 混淪の 先に 起， Q 下 は 品彙甄 成の 

後に 終 ふ 明白 該博 他 書 の 及ぶべき ところに あ らゃ之 

によりて 歷 朝の 國 史其體 製に よられす とい ふ ものな 

くこれ がた めに 講筵を 開かれ 儒臣に 勅して 進講せ し 

めら れ 終に 儒家 專 門の 學とは 成た ケ き^かる を 今 一 

つ に 其 書 に は よらす し て 舊事 古事 等 の書匸 見へ し 所 

を 兼 採りて 或は かれ をと り是を 捨て 或は これにより 

て かれ を とらす 我竊に 疑ふ處 あり 其 說の詳 なる 事 得 

て 聞べ しゃ 曰 日本書紀の 書 本朝の 正史た る. 事 誰か は 

得て 議 すべき 我 今 撰す る 書法の ごとき は是 書の 始に 

題せ し讀 法の 下に 詳 なれば かさねて 論す ベ きに も あ 

らす 我國書 契以來 諸家の 書に 錄 せし 所 も すくなから 

古史 通 或 問 上  ] I 


すと 見 へし かど 上宮 太子 勅を舉 じて 舊事 本紀を 撰せ 

られ しに 及びて 諸家の 書に よりて 其 文 を 修飾せられ 

し か ど 其 書 いまだ 成る に 及 ばす し て薨 じた まひし か 

ば 大臣 蘇 我 馬子 其 遺草 十卷を もて 奏上す 今 世に 傳ふ 

る 所の もの 卽此也 其 後天 武 天皇の 御代に 到 な て 詔し 

て 諸家の 所ぃ賫 帝紀 及び 本 辭旣違 二 正實ー 多 加 二 虛僞, 

撰， ー錄 帝紀, 討，， 霰 舊辭， 削い 僞定" 實欲レ 流 二 後葉， との 

た ほひし p  ^ 其 寧 も 未い 行して 崩 じ； 給 ひ に き 元 明 天皇 

の 御代に 及び 舊辭之 誤解 を惜 みたま ひ 先紀の 謬鍺を 

正されん ために 和 銅 四 年 九月 太 朝臣 安 麿に 勅して 淨 

見 原の 朝廷 の 御 時 舍人稗 田阿禮 に 勅して 講習せ し め 

給 ひし 帝 皇日繼 及 先代の 舊辭を 誦習せ しめらる 古事 

記 三 卷の書 卽此也 元 正 天皇 受禰の 後 一 品舍人 親王に 

勅して 日本書紀 を 修撰せ しめ ら る 弘仁 私記 序に は 親 

王 及び 安 鹧 舉ぃ 勅撰す とみへ たれ ど續 日本 紀に はた 

い 一 品舍人 親王 舉. 勅撰- HI 本紀 一と 見へ て 安齊 その 事 

にあ づ か れ b とも 見 へ す 其 書 修撰の 事の 如き 舊說に 

據 るに 古事記の 書 は 史書の 體製 にあら ざるが 故によ 

りて 此書を 修撰 せらる 其體 はすな はち 粱典齊 春秋 唐 

曆 等に 傚 ひ 其 文則舊 事本紀 によられ 其 註 則三國 志の 

三百 十七 


古史 通 或 問 上 


三百 十八 


例に よりて 古事記 及び 閭門假 借 の 書の ご と き 皆稱， 1 

一 書 一 これ を 註に 置れ しと 見へ たり ほ M は 化 其 後 また 

平 城 天 S の 御代に 當 りて 忌 部 廣成召 問 を 蒙りて 古語 

拾遺 を 奏上す 其 序に は 省 契以 來不， 好， 談ぃ 古 浮華 競 

興還嗤 ニ舊老 ， 遂 使う 人 歷ぃ世 而彌新 事逐， 代 而變改 1 顧 

問故實 rl^ 識二 根源， 國 史家 牒雖， 載 n 其 略-  一二 委曲 

猶 有い 所い 造と 見 へ たり 謹， で天武 元明兩 朝の 聖 旨に 據 

るに W 事紀の ごとき もな ほ 其 言 正しく 其 記實 也と は 

見 へ す 古事記の ごとき 卽是 天武の 勅語に 出し 所 なれ 

ども 日本 紀に は悉 採用ら れし とも 見 へ す 日本 紀の ご 

とき も 古語 拾遺に はな ほ議 する 所 あ， ^彼 代々 の 勅 を 

奉じて 修撰せられ 並に 稱 して 本朝の 國史 とい ふ もの 

盡信 すべ からざる すでに かくの ごとし 太古の 事 旣に 

滅びて 僅に 傳 聞の 及ぶ 所も存 する がごと く. □ する が 

ごとく 覺る がごと く 夢見る が ごとく 或は 隱れ 或は 顯. 

る 史書 撰述の 人 各 其 見る 所に よりて 是 とする 所を是 

とし 非と する 所 を 非と して 取捨す でに 異なれば 錄す 

る 所 同じから すされ ど 其 非と し其是 とする 所の ごと 

きも、 赀 これ 上世よ b いひつ ぎし 所に 出づ孰 か其是 

ならざる 事を^ら す 凡 我い ふ 所の 是 なる 者 はこれ に 


異な， o 其 事 はすな はち 實 のみ 其義 はすな はち 正の み 

好む 所に あ，^ て 曲げて 說 つくる ベ からす 卽今錄 せし 

所の ごとき は舊事 古事 日本 紀 及び 古語 拾遺 等の 書に 

出し 所に し て 其事實 に 近く 其義 や、 正しと 見 ゆる 所 

を徵 となし 據 となして 解く ベ きもの をば 解 作，^ 疑 ふ 

ベ きもの をば 疑 を 傳ふぁ へ て 私の 言 を 容れす 異端 小 

說の ごときに 到りて は斷 じて 是を 採らす 

問 日本 紀に^ るされ し 所 は 天地い まだ 別れす 渾沌た 

る 事 鶴- 子の ごとく 溟滓 りて 牙 を 含めり 其， 淸 陽なる も 

の は 天と な 重獨 なる もの は 地と なな 天成り 地定， o 

て 後神^ 其 中に 生す と 見へ たり 今 子が^る す 所 を 見 

るに 天地い まだ 別れざる 時に 及ばす して 直に 我國ひ 

ら けし 初に 生 出し 神より 始れ b 其 故い かに 曰 日 

本 紀の文 は 舊事紀 によられたり 其 記されし 所 は 異同 

あ. o とい へ ども 要するに 皆 是淮南 子 三 五曆紀 等の 書 

に 因襲して 其 文 を 成されし な b 凡 異朝の 書に 天地の 

始 を^る せし もの すくなから すされ ど 誰かよ く 天地 

の始を ^れる もの や 有べ き况ゃ 異朝の 書に 見へ し 所 

我國 の事徵 とする に 足る ベ きに も あらす 我 書に^る 

せ し 所 は 古事記 古語 拾遺 等 の 書に 據 b て 天地い まだ 


別れ ざり し 時事に 及ばす た いその 國 ^立 尊 を もて 天 

地 ひらけし 初に 生 出 給 ひし 所の W とする ごとき は 日 

本紀に 見へ し 所に よれ b 

問 舊事紀 に は 天成り 地定 りし 後 高天原に 化生れ る 一 

神 號天讓 日 天狹霧 a 禪 胁圃國 狭霧 尊と 申せし を 

天祖と し自ッ 厥 以降 獨化之 外俱生 一 一 代耦生 五代 所謂 

祌世七 代 也と^ るされ た b 古事記 日本 紀の ごとき 並 

に 天祖の 事に 及ばす して 古事記に は 天 之 御中 主神 を 

もて 始 とし 日本 紀には 國常立 尊 を もて 始 とす 子が 書 

もまた 天祖の 事に 及ばす 其說 いかに 

曰 古事記の 述作 はもと ， 」 れ先紀 の 誤 を 正す ベ きが た 

めに よりし 事前に^る せし 所の ごとし 日本 紀の ごと 

き は舊稱 して 其 文 は則舊 事紀 によられし とい ひ ぬれ 

どまた 天祖の 事 をば とられす 古語 拾遺の ごとき は 天 

御中 主神 を 天地 初 判の 神と せし 事な ほ 古事記に 見 へ 

し 所の ごとく  - 〕 れらの 書 皆 天祖の 事に 及ば ざり し 其 

故 あ， o と 見へ ぬれ ど 其 說の詳 なる は 今 得て 知る ベ か 

ら 1 

問祌 皇實錄 によるに 天祖 天讓 日 天 狭霧 國讓 日 國狹霧 

奪と 申す は 其應化 を名づ けて は 天 御中 主神と 申し 其 

古史 通 或 問 上  .. 


いまだ K れ給 はざる を 名付けて は 國常立 尊と 申す と 

見へ て 諸家 此 說を宗 とする もの 多 かり 

神 皇系圖 天 御 事 書 太 宗秘府 太 神宮 秘事 元々 集神皇 

正統 記 神代 卷抄 等の 說 みなこの 說 によれり 

さ ら ば 古事記 に 見へ し 所の 天 御中 生 神と 申す 卽是天 

祖 にして 古語 拾遺 に 天 御中 主神 を ^ るして 國常立 尊 

に 及ば ざり し亦是 この 義と見 へ たり 然る を 今 子が い 

ふ 所の ごとき は 天祖と い ひ 天 御中 主と い ひ國常 立と 

い ふ 亦 各 其 神 ありと いふが ごとし 其說 いか に 

曰 子が 說の ごとき は 正史實 錄 にみ へし 所に は あらす 

舊事紀 に 天祖 天讓 日國讓 日の 神 を^る されし は卽是 

此 書開卷 第一 義 とみへ しか ど f| のへ^; 後の 說者 其義 

を 曉らす 阿附苟 合し て 遂に 虛無應 化 等 の 說を なす に 

到.？ き 古事記 日本 紀 等の 書に 天祖の 事に 及ばれざる 

其 謂 ある 事と こそ 見へ たれ もし 天祖 天 御中 主 國常立 

の 神等實 にこれ 一 神の 御 事なら むに は 神代 系 紀のご 

とき 天祖 及び 俱生 一 代 二 代の 神 を わかち^ら ざるべ 

きに も あらす 古事記の ごとき も 天 御中 生 を もて 別 天 

神の 始とし 國之常 立 神 を もて 神 世 七 代の 始 ともなす 

ベ からす 古語 拾遺の ごとき は ひと ひ 國常立 尊の 事に 

三百 十九 I 


 古史 通 或 問 上 

及ばざる のみに あらす 凡 神 世 七 代の 神た い 伊 羿諾伊 

WW 一 一 祌の御 事 をのみ^ るせ り もし 天 御中 主神と 見 

へし .s^n 常 立 神の 御 事 也と いはむ に は 神 世 第一 一代 

より 以下の 神の ごとき 又 いづれ の 祌の御 事 也と かい 

ふ ベ き 

問 日本 紀に 開國之 初洲壊 浮漂 譬猶 S 遊 魚 浮-水上， 也于 

i 時 夭 地 之 中 ま 1 一 物 1 狀 如-, 葦 牙， 便 化ニ爲 神， 號 -1 國常 

立 tt, とみ へ た， 9 今此 書に これら の 事に 及ばす これ 

又 其 說 あるか 曰 U 本紀の 如き は 國常立 尊 を もて 

天地 開けし 初に 化 出し 所の 神 也と 記されき もし 其說 

の ごとくな らんに は此种 いまだ 化 出 給ざる さきに 當 

りて またい かなる もの、 あ，^ て か其洲 壊の 浮漂 ひし 

か 遊 魚 の ごとく 也し を も 其 狀葦牙 の ごとくなる もの 

の 化して 祌 となりし を も 見る 事 を 得て かくは い ひ傳 

ベ たりけ む 古事記に 見 へ し 所の ごとき は^からす 天 

地の 初 高天原に 成 神 天 之 御中 主神 次に 高御產 i 日 神 

次に 神 御產^ 日 神 等の 三祌 ありて 次に 國稚如 ，き 胎， 

而久羅 下 那洲多 陀用幣 琉之時 如，， 葦 牙， 因，， 一朋 騰之 物， 

而成 舯名二 宇 麻 志 阿 斯訶備 比古遽 神， とみ へ たり 卽 

是 $^ 日 本紀等 に 可卖萃 牙 彥舅尊 と^る されし 所 


三百 二十 

の祌也 但し 古事記 に玄 るせ し 所の ごと き は 此祌草 味 

之 際に 起. り 給 ひて 國定れ る 事 を かくい ひつぎ し 所な 

る に似てけ り 天地 初 判 之 時に 形 如.，： 葦 牙， もの 、化し 

て祌 となれ りと は 見へ す. また 日本 紀註 一 書に 天 常 立 

尊と 申す も 葦 牙の ごとくなる 物の 化れ る 所 也と 見 へ 

豐受皇 太 祌御鎭 座 本 紀には 天 御中 生 神 は 天地 初發之 

時 形 如，， 葦 牙 1 物の 化生せ し 所な るが 故に 我 國を豐 葦 

原中國 とも いひ また 因，^ て 以て 豊受皇 太 神と 申す と 

み へ たり 此 等の 說 によらむ に は國常 立の 尊の みに も 

あ らす天 御中 主 尊 も 可 美 辈牙彥 舅 尊 も 天 常 立 尊 も 皆 

是葦 牙の ごとくなる ものに 化れ る 所 也い と 心得られ 

すそれ が 中 豐受皇 太 神 宫御鎭 痤本紀 にみ へし 所は舊 

事紀 古事記 日本 紀 等の 說 にも 同じから す こ れ則豐 葦 

原中國 豐受等 の號 によりて 附會 せ し 所 の說 とこ そみ 

、こ^ > 

問 子が 說の ごとき は 天 御中 主 國常立 尊の 神 皆 これ 葦 

牙の ごとき もの、 化生し 給 ひしと 見 へ し を 以て 疑 ふ 

所 ある に 似た b. 祌 皇實錄 にみ へし 所の ごと き は 天 御 

中 主 尊 は 卽是國 常 立尊應 化の 神に おはしまして 隱顯 

雖レ殊 其實は 一 也と い ふ もの 卽此也 上世よ b 此かた 


言嗣し 所の ごとき 受傳 ふる 所に よりて 其； S 名の 同じ 

からぬ がごと くに は 見 へ ぬれ ど 葦 牙の ごとき もの ゝ 

化 出し 所 也と いふに 到て は其說 おの— 相 同じさら 

ば應化 之說の 如き もまた 葦 牙 之說の 如き も 共に その 

事な しと はいふべ からす 

曰 本朝の 载籍は 舊事紀 を も て 始 とす 古事記 日 本紀古 

語 拾遺 等 相繼て 作れり 皆 これ 歷 世の 勅旨に よりて 撰 

呈 せし 所の ものい は ゆる 正史 實錄也 今に ぉゐ て文獻 

之徵 とすべき これらの 書に^ くもの なし 然るに 舊事 

紀には 天 御中 主 尊 を 以て 神 世 第 一 代の 祌 とし 國常立 

尊 を もて 神 世 第二 代の 神と す 古事記に は 夭 之 御中 主 

神 を もて 天地 初 發之時 高天原に 成 神と し 次に 高御產 

巢日神 次に 祌御逢 奥 日 神 次に 宇 庥 志 阿 斯訶備 比古遲 

神 次に 天 之 常 立 神 以上 五 柱 を 別 天神と し 次に 國之常 

立 神 を も て 神 世 七 代之始 とす 古語 拾遺に は 天 御中 生 

神 を もて 天地 剖 判 之初祌 とす これらの 書に よるに 天 

御中 主神と 申す は 天地 開けし 初の 神に して 國常 立祌 

と 申す はい は ゆる 神 世 七 代の 始に てまし ますな りひ 

と b 日本 紀に のみ 天地 初 判れし とき 化れ る 所の 神 を 

國常立 尊と^ るされ て 其 註の 一 書に 高天原に なれる 

古 史通或 問 上 


神 の 名 を 天 御中 主 尊と 申す と^る さる 卽是 所謂 正 統 

を 尊ぶ の義 とみ へ たれ ど此ニ 神の 化生 いづれ が 先い 

づれが 後 也と は 見へ す 凡そ 天地 萬 物之始 無より して 

有なら すと いふ 事な し 有 は 無に 生す とい ひし 卽此也 

有生柃 無と は 元 々集-」 引 川 .&き骘彔¥ つ 兌り ごとく  4^ お 

ひし 道德經 述義に 出し 所 也 S 薹 ま 备！^ び. 惠 C ことく 牙^ 

之 神 を 國常立 尊と し 已形之 神 を 天 御中 主 尊と なす ベ 

く ば 舊事紀 古事記 古語 拾遺 等の 書 い か む ぞ ま づ 巳 に 

形 あるの 神 天 御中 主 尊 を もて 天地 判れし 初の 神と な 

しい まだ 形 あらざる の 神 國常立 尊 を もて これに 次ぐ 

事 をば なしにけ む 日本 紀 に 見 へ し 所の 如き も其狀 

如 一一 葦 牙 一にして 便 化 爲：. 祌號 して これ を圃常 立^と 

申す と 見 へ たれば 無名 無 狀之祌 也と も 形質 未 顯之神 

也と もい ふべ からす 其說の 自ら 相 矛盾せ し旣 にかく 

の ごとし， また 葦 牙の 說の ごとき も 前にい ひし 所の ご 

とく 本朝の 載 鐯は舊 事紀を もて 始 とす 其 書の 始可美 

. 葦 牙彥舅 尊と いふ 者 は 見へ たれ ども 其狀如 二 葦 牙， 化 

して 神と な， りしな どい ふ 事 はみ へ す 古事記に は 高 天 

原に 成祌三 柱の 後に 次ぎて 國稚如 ニ浮胎 一而 久 羅下那 

洲多陀 用 幣琉之 時 如，， 葦 牙， 因 二 萠騰之 物， 而成祌 名，， 

宇 麻 志 阿 斯訶備 比 古 a 祌， と 見 へ た り 卽是葦 牙の 如 

三百 ニナ 一 


古史 通 或 問 _ 上—   

しとい ふ 事の 始て見 へ し處 也け りされ ど 形 如 n 葦 牙- 

と もみへ  す 便 化 爲レ舯 とも 見へ  す 日本 紀に 到て  は 開 

闢之 初洲壤 浮漂 譬猶， 1 游魚 之 浮，， 水上， 也 于：. 時 天地 之 

巾 生 ，ー 一 物ー狀 如-葦 牙， 便 化爲^ S 號 -1 國常立 尊 一 とし 

るされ 其 註に 引用ら れし 書に 狀如 一一 葦 牙-等の 說 ある 

もの 凡 三つ 古語 拾遺の ごとき はい まだ かって これら 

の 事に 及ばす 日本 紀 にしる されし 所 は 古事記に しる 

せし 所に よられし と 見へ たれ ど 形 如 二 葦 牙， とい ひ 便 

化爲 X 神と 云が 如き は 其 義則異 也と ぞ見 へ たる 古事 

記に 又 天祌の 陰^ 二 神に 詔. 9 給 ひし 事 を 記して 修 n 

リカ タメ ナセ トコ ノタ ダ ョ へ ル ノ ク-!  アマ ノヌ ボコヲ  コ. T ョサ i ヒキ 

理 固，， , 成是多 陀用幣 流之國 ， 賜，， 天ぶ 矛 ， 而言依 賜 也 マ 

云に 依る 時 は國稚 如，， 浮胎， 而久 羅下那 洲多陀 用幣琉 

之 時 如，， ^牙 ， 因，， 萠騰之 物 ， 而成祌 と 見 へ し は 天 造 草 

眛之 際に 當 りて 溶 海 之 地より 起：^ て國 定められし 御 

事を稱 して 宇 麻 志 1： 斯訶備 比 古 遲祌と 申た りし を 開 


闢之初 天地 之 間 一 物の 其狀 如，, 葦 牙， なる 有 一 

則 神と なれり などい ふ 事に は 成しと み へ けり 我 今^ 

るせ し 所の ごとき は 奮 事紀 によ. o てこの 祌の事 をし 

るし ぬれ ど稱 する に 葦 牙 を もてす る は 其義詳 ならす 

とい ひし 事 は 其 疑 を 傅へ たるな 
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三百 二十 二 

古事記に 如 二 浮胎ー とい ひ久羅 下那洲 とい ひ 如 二 葦 

牙, とい ふみな これ 譬喩 之 言 也 然る を 日本 紀に如 一一 

形 葦 牙, とい ふに 到て は實 にか 、る 物 ありて 化し 

て 神と なれる 也 其 義卽異 也と いふ は 之が ため 也 

問 子が 錄 せし 所 また 說 とする 所の ごとき 舊事紀 古事 

記 日本 紀 等の 書に 見へ し 所に あらざる をば 皆 斥て 異 

端小說 とす 虛無應 化 等の 說の ことき 旣に とる 所なら 

むに は 國常立 尊 を稱し て 或 は大 元 尊 神 とい ひ Ml 

ェ 抄 或は 無上 極 尊と も 常住 とも 稱 しい 

ひ賺 1，# 系 其應 化の 神卽 これ を 尸棄大 梵天王と いふ 

がごと き赠縫 5盟 又盡く 信す るに 足らざる 歟 

曰 誠に 然り 其說の ご と き は 道經に 元始 天 尊 生 二於大 

元 之 先， 禀， 1 自然 之氣- 天 尊 之 體常在 不滅 等の 說 ある 

によれる なり 

祌皇實 錄に國 常 立 尊の 號を释 せし に 道德經 述義に 

み へ し 神 者 生 之 本性 命化而 神常然 等の 文 を 剽竊し 

て說を 造れり 觀ん 人よ く辨 すべし 

むかし 戰國 にあり て驄衍 陰陽 立 運 を もて 諸侯に 顯れ 

燕齊 海上 之 方士其 術を傳 へし もの すくなから す 威宣 

莊昭秦 始漢武 の ごとき 神仙 方術 之 言に 甘心し 給 ひし 


世々 に 絕ゃ漢 時 道 書 之 流 凡 三十 餘家傳 へて 梁に 至て 

武帝其 法 を 敬 ひ 給 ふ 事尤甚 しく 三 吳及蓬 海 之 際 これ 

を 信す る 事 逾甚し 後 魏の間 特に 盛に して 每帝 卽位必 

其符 籙を受 る を もて 故事と し 給 ふ に 到，^ てけ り 後 周 

魏を 承る に 及びて 其 法を崇 信せられ しな ほ 魏の舊 が 

ごとく 也し かど 尋て佛 法と 共に 滅びぬ 隋 南北 を 併せ 

られし 初 其 法 また 興りに き此 時に 當. o て上宮 太子 本 

朝に 攝 政し 給ひ經 S 藥物 等の 求の ためにし きりに 彼 

國に使 を 通せら る 其 書 我 國に傳 は， o し 此の 比と ぞ見 

へたる 

ある 人の 說に 初燕齊 海上の 方士倡 ふるに 神仙の 事 

を もてして 威宣 燕昭人 をして 東海に 入て 神 山 を 求 

めら れ秦に 到りて 始皇 もまた 方士 して 海に 入て 之 

めら る秦 氏我國 に來， ^と いまる 此事 によれる 

也お も ふに 上世の 時に あ， o て 我國の 道まづ かしこ 

に傳， o て 遂に 附 るに 長生 不死 等の 說を もてせ しも 

しる ベ からすと いひき 彼國 にして 道敎 の儀軌 とす 

る 事と も 我國の 神事と 相 同じき はいくら も あるな 

b さらば ある 人の 說の ごときい はれな しと もお も 

はれす 凡 上世の 事 或は 隱れ 或は 顯れ 億に 一 つ を も 

古史 通 或 問 上 


識ら すたれ か 其 疑 を 質す ベ きされ ど秦 氏の 祖來 り 

と  > まれる 事の ごとき は此 事に よれ，^ と は 見 へ す 

其敎 とす ると ころ 天地 鬼神 之說 陰陽 五德 の 論 潔齋淸 

淨濁染 滓穢之 法の ごとき 殫記 すべ からすと い へど も 

其 大意 を 推す 1 ^ 略佛 法と 同 じ 太子 S 事紀の 撰の 一、、 」 と 

き道經 によ，^ て 其 文 をな されし とみ へ しもの すくな 

からす 我い ふ 所の 老に出 ざれ は佛に 入な ど は これら 

の 事の 故 也 阿諛 苟合 之說の ごとき も 其 ，5 來る 所な き 

にあら す 後の 說者 或は 彼 言の 佛 氏に 出る が 非なる を 

知れる もまた 我說の 道家に よれる が是 ならざる をば 

^らす 要するに 是ー 一 つの もの ひとしく これ 異端の み 

たと へ ば 舊事紀 の 書 天 尊 開 創 の說 によられて 天祖 

より 以下の 神 名 天と いひ 尊と いふ 字 を もて かへ 稱 

せられし かば 末 學膚受 亦 各-其 好む 所に ありて 或 

は附 るに 大元 自然 常 在 不滅 等の 說を もてし 或は 合 

する に 梵王天 王統 御 太子 等の 言 を もてす るが ごと 

きすべ て これらの 數盡 くに^る すべ からす 

問舊說 によるに 國常立 尊と 申 は 五行の 德 そな はり 給 

ふ 神に おはします 國狹立 尊よ.^ 以下 五代 八 柱の 祌と 

申す は 五行の 德 おの- ^祌と あら はれ 給 ふ 所に て 第 

一一 1 百 二十 三 


古史 逋或問 上 


三百 二十 四 


七 代の 神に 到て HTi しく 陽と わかれ 陰と わかれ 五行の 

德を あはせ て 萬 物 を 生じ 給 ひしと み へたり 載 題 

f ぼ禱は 子が 書 これらの 事に も 及ば や 今 また 五德之 

■ の ごとき も斷 じて 不經之 言と する に 似たり されば 

天 一 生い 水 地 ニ生レ 火と いふが ごとき は 易の 大傳に 出 

し 所に て 家 語に も 又 天 有，, 五行 1 其祌謂 n 之 五 帝-とも 

みへ • たれば 葡說の ごとき 五德の 論に 例して 其 言を廢 

すべ しと も 思 はれす 曰 易の 大傳に 見 へ し 夭 數地數 

とい ふが 如き は 孔子 河圖之 數を發 明し 給 ひし 所に て 

天 一 生 1 水 而地以 vK 成 Z 之 地 二 生， 火而夭 以レ七 成レ之 

等の 說 ある は 先 儒 五行 生成 之 序 を もて 孔子 之 言 を 解 

ff せし 所 也我國 上古の 祌聖 相繼給 ひし 事の 符應 とす 

ベ きに も あらや 家 語 五 帝 篇に見 へ し 所の ごとき は 先 

儒斷 する に 易の 大傳 によりて 伏 義神農 黃帝堯 舜をも 

て 五 帝と す不 fe^ 傅而信 レ經と いふ もの 卽此 也- ^ れ ら 

の 事 ども 辨じ なむに は 其說 長け れば 姑く 置ぬ 謂 ゆる 

五代の 祌と 中す は實に はこれ 五行 之祌を さし ぬれ ど 

假 b に は 八 柱の 名 をた てし 所なる が卽 これ Att の祌 

おはし ませし を 推して 五行の 祌と いひし 所なる がご 

とし 實に はこれ 五行の 祌を さしぬ れど假 りに 八 柱の 


名 を 立し ならん に は 其 事な ほ 讖緯之 書 に 五 帝の 名字 

あるが ごとし 若 卽此八 柱 之 神 まし ませし を 推して 五 

行の 神と いひな むに は其說 なほ 五 精 之 帝 下 生 二王 者 一 

とい ふが 如し 其 言の 妄 たる こと 深く 辨 する を 待べ か 

らす かつ 天 祌の七 代 陰陽 五行 之 神に おはし まさむ に 

は 別 天神と 聞 へ し 獨化六 代の 祌の ごとき は 又い かな 

る もの、 德顯れ 給 ひし 所 也と や 申す ベ き 凡 祌世七 代 

の說 をな せる もの 或は 參天兩 地と なし 或は 八祌 八卦 

となし 或は 北斗七星 とし 或は 過去 七佛 とす 紛々 これ 

一 に附會 に出づ ひとり 五 德の說 のみに は あらす 

問 我國稱 して 神國 とす 祌道を 以て 敎を 設けられし 旣 

に 久し これにより て 古の 代の 人 其敎を かう ぶら すと 

い ふ ものな く 其 道に よらす と いふ ものな くまた 其彭 

とし 道と する 所 をし る せし もの もす くな 力ら 事 

紀 序に 古記と いひ 日本 紀 註に 一書と 見へ しが ごとき 

卽此 也され ど 幽明 道す でに 殊にして 其敎 同じから す 

幽祌 の 事顯 露に す ベ か らす 史籍の 載す る 所の ごとき 

は 皆是顯 露の 事に して 未だ かって 幽 神の 理には 及ば 

れす 然る を 今舊事 古事 日本 紀 等の 書に 見 へ し 所 をの 

み徵 となし 其 他 は 悉皆 異端 小說之 書と なして 其說を 


とる 事な き 然る ベ しと も 思 はれす 曰 幽明 之 事 分れ 

し 誠に 久し 高木 祌大 己责 神に 詔り して 汝之所 治顯露 

之 事 者 吾 孫宜レ 治 汝則可 レ治ニ 幽神之 事 1 復 當.. ま ニ汝 

祭祀 一 者 天 穂 日 命 上 也との たま ひ 皇孫 を 此國に 降され 

し 時に 及で 天 太 玉 命 をして 代以 御手 祭， 神 天 兒屋命 

をして 神事 を 主 しめられ 思佥 神に 詔り して 取 一一 持 前 

事 一 爲ぃ政 しめられし とみ へ しが ごとく 卽此 なり 旣に 

して 神武 天^ 大倭阈 SI 原宫 にして 天下^ろ しめされ 

し 初 兒屋太 玉 等の 神の 後 中 臣齋部 ニ氏倶 掌，, 祠祀之 

職, 宇 麻 志 麻 治 命 天日 方 奇日方 命に 勅して 申 食國政 

大夫 となされ しな ど 見 へ し は 祖宗の 法 を 舉じ給 ひて 

本朝 設ぃ 官分レ 職し 事の 始な るべ し 禮に幽 則 有 二 鬼神 一 

明 則 有 ニ禮樂 一とい ふ 事 有 h- 我國稱 して 祌國 とい ふと 

い へど も 祭祀 祈 纏 之 方の ごとき 禮樂政 敎には 施す 可 

ら すされ ば 思 金 神の^れ る 所と 兒屋太 玉の 祌 のっか 

さどれ る 所と 其 職 各.^ 相 分 れ し卽是 幽明 之 分 を嚴に 

し 給 ひし 所と こそみ へ たれ 神道 を も て 敎を設 く- C い 

ふが ご i きも^^の 道と し敎 とする 所の ごとき をい ひ 

しと も 見へ すされ ば 名 づけて 神道と はい ひつら めか 

つ 事紀 古事記 日本 紀等 にしる さ れし所 は 卽是顯 露 

古史 逋或問 上 


之 事に して 幽神 之理に 及ばれす とい ふが ごとき も幽 

明 之 故に 通せし 說也 ともお も はれす と これらの ごと 

き詳 にせん 事 煩し 子が い ふ 所の 古記に み へ し說の ご 

とき 實 にこれ 我 國の神 世より 相 授け 相 受けし 所と す 

る歟 また 其說の 後世の 人 に 出しと する 歟六經 の 我 

國に傳 はれる 佛經の 我 國に傳 はれる 其始 の ご と き 

は 本朝の 正史に 見へ し 所 明かな， 9 ひとり 道經の ごと 

き は 其來れ る始詳 ならね ど 我 前にい ひし 所の ごとき 

時の 後先 甚遠 かるべ からす それらの 書い まだ 傅，^ 來 

ら ざ.^ し 時に 當りて 子が い ふ 所の 古記に 稱引 せし 周 

易 及び 老佛の 書に 出し 事 ども 我圃の 人い ひ傳 へし 所 

に 一 語の 及びに しあり やなし や 我國の ごとき 其 萬國 

. の屮 にす ぐれて 神皇 の大統 天地と 共に 悠久に おはし 

まし 宗社群 神の 祀 典の ごとき 初 皇祖 神の ことよさし 

給 ひし 所の ま、 に 其 職 を 奉せ し 所の 神 胤 今に 絕せ す 

されば 齋祀 祈讓之 方の ごとき 其 人に あらす して 誰か 

は 樽俎 を こ へ て 其 事 を 謀る ベ き 本朝 正史の ごとき も 

なほ 日 星の 如く 明らけ き 世の 鑑とぞ 成ぬ る 今の 古 を 

稽む是 らの書 を 信せ すして 閭門假 借 之 言を徵 となし 

其 棧有を 得たり と い はむ は 我 しれ る 所に あらす 

lilli  二十 五 


  I 古史 通 忒問上   

問 子が 錄 せし 所 を 見る に 我 國 天地 初 判 之 時 高天原に 

成 神より 始て其 神 名を释 せし 所 多く は 係る に 地名 を 

もてして その 事 を赏 にし かつ 我 祌迹の 肇れる 所の ご 

とき も 卽今柬 海の 地に あ.^ とす これらの 說 子が いふ 

所の 正史赏 錄に見 へ し 所に も あらす 其徵 となし 據と 

なす 所得て 聞つ ベ しゃ 

曰我宫 の徵 となし 據と なしぬ る もの 皆 是正 史實錄 に 

あらやと い ふ ものな し 其 說を詳 にす ベ き は 言 また 長 

かるべ し 大要 を こ 、 に擧て 例と なし つ ベ し 我 國神世 

の 事 旣に 滅びたり ゎづ かに 舊 聞の 及ぶ 所の ごとき は 

太古の s  -U に 出 づ 古語 其 言淺略 にして 義を 取る 所 も 

深奥なる に あ らす其 言 を 聞 て 則其義 明らか なるな ほ 

今 俗間の^ 語 を 聞く 事の ごとし 然るに 國史 修撰 之 時 

に 及び 我國の ffi 事 をし るすに 異邦の 今 字 を 用 ひ 世の 

ふるところ すでに 載籍 にある に 至て は 其 事に つ き 

て 其義を 求る 文字^ 草 之 間に ぉゐ てせ ざ る 事 を 得 ベ 

からす こ、 にお ゐて その 事 は 久しき に 博 ふ ベ けれ ぶ 

其義 は隱れ ぬと 見へ しすくな か らす 高天原 を釋し て 

上. 大 也と いひ 天 御中 主 祌を釋 して 主，， 天 之屮， 而 統，， 

御 下 王, 也と い ふが ごとき：. 皆是字 を 逐ひ文 


y   三百 二十 六 

に隨 ひて 其義を 生せ し 所に て 其 本義に は あらす 道家 

の 言 をな す もの はよ b て 天 尊神皇 とい ひ佛氏 之說を 

なす もの はより て 天王梵 衆と いふ 二 家 之 言の 妄 なる 

事 を しれる もまた なほ 少康太 伯 之 後に 疑 あるが ごと 

きもと、 して， 」 れ 我祌迹 の 肇れ る 所 を詳 にせざる に 

よれる 也 古語 拾遺に 書 契以來 浮華 競 興欲レ 問，， 故實， 

靡 .識ニ 根源 一とい ひし は これらの 事の ためにて 古事記 

にしる せし 所の 神 名 世 にい ふ 眞字 假字 の 法 を 用 ひて 

舊事紀 に 見へ し 所に よら ざり し 其 謂 ある 事と こそ 見 

へたれ 我今释 せし 所の 神 名の ごとき は 其義を 古より 

いひつ ぎし 所の ことばに 求めて 後に しるせし 所の 字 

を 問 はす 凡 地名に 係れり と傳 へ しもの は 質す に國造 

本紀 風土記 祌名式 及び 倭 名 類聚 鈔國 郡の 部に 見へ し 

所 を もてし 虐 ふるに 秘府 の圖籍 各地 古老 之 言 を 以て 

せし に 其祌迹 の 肇れ る 所虛無 渺茫之 際に 求 めすして 

歷々 として 指 顧の 中に ある が ご とし 異端 小說 欺經妖 

妄之言 排斥 を 待す し て 亦 自ら 滅盡き ぬ 其說 の詳 なる 

事 は 各 註の 下に 見 へ て 古言 を 解す る說の ごとき も 亦 

此 書の 始に 題せ り 

問 子が 說の ごとき は 東海 之 地 を も て 我 种 逃 の «れ る 


所と なし 釋 せし 所の 神 名 其 地名に 相 合 ふ もの もす く 

なから すされ ど 日本 紀 によるに 景行夭 皇廿五 年の 秋 

武内宿 漏 をして 北陸 東方 諸國之 地形 百姓 之 消息 を 察 

せしめら る廿七 年の 春 還 奏せし 所の ごとき は 東夷 之 

中 有，, 日 高見 國, 其國 男女 椎結 文身 爲ぃ人 勇 惮摁曰 二 蝦 

夷， と 見 へ て廿八 年の 春 東征 之 詔に も 東夷 識性 暴强 

凌 犯爲、 示而犯 二 邊界- 以略 n 人民 - 往古 以來 未レ 染 k 

化, と 見へ たり 然るに 今日 高見 國を もて 國之常 立 神 

の 立 給 ひし 所 也と し 其餘の 神人 ことん、 く 皆 其 地よ 

b 起， o 給 ひし 所 也と す もし 子が い ふ 所の ごとくなら 

むに は 往古 以來 未い 染ニ 王化 一と もい ふべ からす かつ 

我 上古の 神聖 ことぐ く 皆 蝦夷^ 類に 出 給 ひしの 疑 

なきに あらや 曰 昔 岐周之 地の ごとき は 周の 王迹 

肇れる 所に して 所謂 成 周の 古都 卽此也 平 王 東遷 之 後 

に 至て 沒 して 西戎之 域と はな， 9 てけ b 我神迹 の肇れ 

る 所の ごとき も 初 皇孫 西の かた 日向 國に 天降り 給 ひ 

し 後 被 二 東征, 之 時に 到る まで 歷世凡 十五 代 旣に沒 し 

て 東夷 之 地と はな b ける 也筑 紫の 洲の ごとき も 皇孫 

降り止 まらせ 給 ひしょ b 神聖 相 襲ぎ 給 ふ 事 凡 三世 こ 

れ また 皇迹の 基し 給 ひし 所 也 - ) れ も景行 天皇 十 一 一 年 

-  .古史 通 或 問 上 


の 秋 熊襲叛 きま いらせて 夭 皇親征 し 給 ひ 日向 國高屋 

宫に駐 らせ給 ふ 事 六 年に して 其亂を 定めた まひき 幾 

程なくして また 叛 まいらせ しかば 小碓 尊して これ を 

征 せらる 仲哀 天皇 の 一 一 年 熊 襲 ま た叛 きま いらせて 天 

皇 皇后 親 征し給 ふ 事 凡 八 年 天皇 遂に 行宮に 崩 じ 給 ひ 

にき もし 日本 紀に しるされし 所に よらむ に は 初 皇孫 

天降 給 ひしより 彼 東征 之 時に 到て 曆數凡 一 百 七十 九 

万 三千 餘年又 神武 天皇 大倭國 欞原宮 にして 卽位 まし 

ませし 初よ， o. 彼 西征之 時に 及まで 曆 數ゎづ かに 六 百 

五十 餘年 これ を もて かれに くらぶ るに 世 を 相 去る 事 

の 近 遠な ほ 天壤 の 相 隔れる ごとくに して 筑紫洲 の ご 

とき も旣 にかくの ごとし 我 神 迹の肇 れる所 も 東夷 之 

地と な， o し 事 怪しむ ベ しと も 思 はれ す 况ゃ彼 海外 の 

島 夷 の ごとき 元よ，^ 我 族 類 に あ らす 往古 以來 い ま だ 

王化に 染 ざる 事 彼 東征 之 詔 に 見へ し 所の ごときの み 

にも あらす それより 後に 及びても またな ほ 越後 陸奧 

出 羽 等の 地に 盤據 して 邊害 をな せし 事歷 朝の 史に筆 

を 絕す彼 も 一 時 也是も 一 時 也 皇孫 天降の 後に 及びて 

其 侵略 之 事 あるが 故に 我が 神迹を 併せて 夷 壊と せむ 

夏 蟲疑レ 氷 之 言に や 似つ ベ きもし 子な ほ 我 言に 疑 あ 

三百 二十 七 


 古史 通 或 問 上     . 

ら むに はま さに 今 世の あまねく^れ る i 事 を もて 我 

言を證 す ベ し 初 天神 皇孫 をして 此 葦原 中國の 主と な 

されし 初 ま づ 經津主 武甕槌 の 一 一 W を 天降 さる ニ神國 

平て 天に 還 b 昇 b て 復命 せられし 後に 及び て 皇孫 を 

ば 天降し まいら せらる 此 時に 到て 皇孫に 配 侍らし め 

降され し 諸 神 等の 名し るされ しうちに は經津 主武甕 

槌の 1 1 神の 事 は 見 へす これ 皇孫の 御 後に 留鎭 めら れ 

し 故と ぞ見 へ たる 

古事記に は 初武御 雷の 神に 天 夷 鳥の 神 を 副て 天降 

されし と 見 へ て經津 主神の 事 は 見 へ ね ど 日本 紀及 

び 古語 拾遺に み へ し 所 は 舊事紀 に 異ならす 

經 5i 主 武甕槌 のニ祌 還り 昇りし と 見へ し は其來 降ら 

れし所 復命せ しと 見 へ し は 其 命 を 捧げられし 所に し 

て §H 線 めれ し 所の ごとき もまた その 還 昇り 復命 せら 

れし所 也 然るに 今 彼 一 一 神の 鎭 坐す 所の ごとき いづれ 

の 方に やお はすら む 古語 拾遺に も經津 主神 は 今下總 

^^取の 神 これ 也武 ffi 槌神は 今 常 陸國鹿 島神是 也と 

こそ 註した る なれ 

問 子が 錄 せし 所に よるに 神 世 七 代の 世次舊 事 古事 日 

本紀 等の 書に み へ し 所 各異也 然る を 今 子 日本 紀 によ 
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b て しるせし とみ へ たれ ども 种名 を釋 する 所の ごと 

き は舊く 日本 紀を釋 せし 說の ごとくに も あらや 初 三 

代の 神の 如き は 地名に よりて 祌名 ありと し 其よ b 以 

下 八 神 功に よりて 其 名 あるに 似たり とす 其 說の詳 な 

る 事い かに 曰 神 世 七 代の 事 舊事紀 古事記 日本 紀 に 

見 へ し 所の 同じから ざる 我 書に 見 へ し 所 なれば 今 は 

たいふに 及ばす 世擧， りて しれる 所 なれば 日本 紀 にみ 

へし 所の ま、 にしる して B 事 古事 等の 記に 見へ し 所 

をば 註し き 舊事紀 によるに 國常立 尊 亦 は 國狹立 尊と 

も 國狹槌 の 尊と も 申せし と 見 へ て 古事記に しるせし 

神 世 七 代の 神に は 國之狹 立と 申す は 見 へ す 日本 紀に 

は 國狹槌 尊 を もて 祌世 第一 一代の 神と し 又は 國狹立 尊 

と 申す と 注せられ 舊事 古事 等の 紀に見 へ し 角 找妹活 

找のニ 神 をば しるされす いかなる 故 か ありけ む其詳 

なる 事 はい ひも 傅へ や 公望 私記 に 國狹槌 の 御名 を 释 

して 天地 分れし 後い まだ 幾日 を經す 土地 狭小の 時に 

初出 給 ひしが 故に 國之狹 立 尊と いふと みへ 纂疏 にも 

三五曆 記に 天日 高 一 丈 地 日 厚 一 丈 等の 說 をして 此祌 

生 時 天地 相 去 未 遠 故に かく 名 づけ 申せし と 見へ たり 

され ど 舊事紀 古事記に 大山 祇神 野椎神 山野に 因 b 持 


別て 生める 祌の 中天 之 狹立神 國之狹 立 神と いふ 見へ 一 

たれば 夭 地 分れし 初 土地な ほ狹 小なる の義 なるべし 

ともお も はれす 舊舉紀 に 見へ し 所の ごとく 國常立 尊 I 

又は 國狹立 尊と 申たら むに もまた 日本 紀に 見へ しご 一 

とくに 別に 其祌 お は しまし たらむ にも 國之 狹立 と 申 

せし 神 名の 地名に 係り 給 ひた b けむ 其 義は國 之 常 立 

と. せし に なるべき にも あ らす さ ら ば 斟ー と 

申せし もまた 地名に 係り 給 ひたらん 其義又 これに 同 

じ 舊事紀 に は 豐國主 尊 亦 は 豐斟停 尊と も豐香 節 野 尊 

とも 浮 經野豊 買 尊と も 申せし とみ へ て 古事記に は豊 

雲 野 神と し るせ b 日本 紀には 豊斟停 尊と し るされ て 

其 別名の 八つまで おはし ませし 事 を つぶさに 註 せら 

る釋 ：n 本紀 等の 說の ごとき 此神 生れ 給 ひしに 及びて 

國 土漸廣 くして 沼澤 あるの 義 とみ へ たりす ベ て これ 

らの說 の ごとき 其 神 名を釋 せし ところ 皆 これ しるさ 

れし 所の 文字に よりて 義を 生せ しものに してし かる 

べしと はみ へす S 讀でト ョと いふ 古語に ト ョと いひ 

し は 常世 とい ふ 語の 意なる にて 必 しも 豐大豐 盛 の 義 

のみと もお も はれ ゃ國 とい ひ斟 停と いひ 雲 野と いひ 

また 組 野と いひ 國 野と いひ 齧 野と いふが ごとき 皆 こ 

古史 通 或 問 上 


れ其 語の 轉せ しにて その 地曠濶 なる をい ふに 似た b 

豊 香と い ひ豐 買と い ひ 節 野と い ひ浮經 野と いふが ご 

とき も 其 語並轉 せし にて 後に 毛 野と いひ 豐 城と いひ 

しが ごとき 卽是豊 香豐買 等の 語轉 せし な b 神武 天皇 

の皇 弟に 三毛 野 命と も 三毛 入 野 命と も 申し 崇神 天皇 

の 皇子に fi 城 命と も B 城入彥 命と も 申し まいらせし 

ともに これ 彼國 をし り给 ひしに よりて その 名 を 負 ひ 

給 ひしと ぞ見 へ たる 

國常立 國狹立 豊國主 等の 神 名卽是 地名に 係れ りと 

いふが ごとき は徵 とする に 足れる もの 多 けれど 其 

事 ども つぶさに しるさむ も 煩し 世擧 りて しれる 一 

二 を こ、 に擧 るな り 又 舊事紀 に 天孫 天降ます 時に 

配 侍ら しめられし 諸 神の 名に 常 陸上 總下總 上野 下 

野 等の 地名に 係れる もの ども 我 しるせし 所に 見へ 

た b 凡そ は卽今 東海の 地勢 を み るに これらの 國 

々土壤 相 望み 彊界相 接り て 我 神迹の 肇れる 地なる 

不ゾ 可レ疑  ソノ ゲ， イナ 

これら 以下 四 代の 神 名の 如き 角 找伊讃 等の 地名 は閬 

へ ぬれ ど 其 他 は 未だ 見る 所 あらす さらば 其功德 によ 

,0 て やな づけ まいらせた るら む 里 (朝の ごとき も 黄 帝 

三百 13 九 


 お 史通或 問 上  

より 以上 は 其 德を稱 し 唐 虞より 以下 は 其 都す る 所に 

よ， o て稱 せし と, J そ 見 へたれ 

問 子が 書に 國ぉ 立の 祌名 を释 せし 舊释 諸說を とらす 

常陸國 風土記に より て 常世 圃に立 給 ひし 御 事 也と す 

され ど 古事記に は 天 之 常 立 神に 次ぐ に 國之常 立 神 を 

もてし 日本 紀註 一 書に 天 常 立 尊 又 國常立 尊の 祌 みへ 

た， o もし 圃之常 立の 祌名 を释 して 常と は 地名に 係れ 

b とせば 天 之 常 立の 義の ごとき またい かに や 有べき 

また 葡事紀 に は 國常立 尊 亦 名 は 國狹立 尊と い ふ と 見 

へ た b 常と いひ 狹と いふ 並に これ 地名に 係りたら む 

に は 一 神に して 此 二つの 名お はし ましけ む その 義ま 

たいかに や 有べ き 

曰释 日本 紀に國 常 立の 義未 レ詳 とみ へ て 今 按に常 立 

之義は 天下の 始祖 將ぃ傳 n 子孫 萬 代 無^, 歟 とみ へ た 

り 其 他^ 之 義を釋 せし 說の ごとき 皆是 後人の 附會に 

出し 所， o み へ け， り 

祌 皇實錄 日 本 紀纂疏 等に 常 之 義を釋 せし ごとき を 

云 也 ま . 

天 之 常 立 神の ごとき 古事記 に は 別 天神と みへ て 日本 

紀 注に は 天地 初 判 之 神と 見 へ た b 一 一書に 見 へ し听同 
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じから ね ど 其 實は異 也と も 見 へ す舊事 古事 等の 書に 

み へ し 所の 別 天神と 申せし 其 立 給 ひし 地名の 異なる 

によりて 稱 申せし 御名 は各间 じから ね どす ベ て はこ 

れを天 之 常 立 神と 申せし 事た とへば 其宫 地に つきて 

ィ ハレ カシハ ラノ ミヤ 力 ヅラキ タカ テ カノ ミヤ カタ シ ホウ キア ナノ ミヤ 

は 磐 佘檟原 宮葛城 高 丘 宫片鹽 浮穴宮 等の 號 同じ 

からね どす ベ て は大傻 天皇と 申 まいらせ しが ごとく 

なるべし 

那珂と いひ 多珂 とい ふ賀 美と いふが ごとき 皆是常 

世國 にある 所の 地名に て あるな b 

天の 常 立と 申す も 國の常 立と 申す も 一 ー祌 並に 其 立 給 

ひし 地名に 係て 稱 しまいら せ 其 天統を 承け 給 ひしに 

つきて は 天の 常 立 と稱 しまい らす國 統を始 めら れし 

にっきて 國之 常世と 申 まいらす f 化觀^ ：： 舊 事の 

祌世系 紀の始 に 天祖の 一 神 をし るされ 名 づけて 天讓 

國讓 日と せられし も 天 統國統 日 神の 御 孫に 歸し たま 

ひ し義 をし め され 天孫 本紀 に 至て 天照大神 高 皇產靈 

尊 共 所 Z 生 故 謂 二 天孫 一 亦稱ニ 皇孫 一とし るされ 

舊事紀 に 天祖の 事 を しるされし 開卷第 一 義と見 へ 

しとい ひし は 卽此義 なり 

また 舊事紀 古事記 及び 古語 拾遺に 別 天神と 申せし と 


みへ し を 日本 紀には 國常立 尊 を もて 天地の 始祖と せ 

られ しが ごとき 皆 是正 統を尊 まる 、の義 と- ) そ 見 へ 

たれ また 國常立 また 國狹 立の 名お はし ませし 事 はこ 

の國を 定め 給 ひて また 彼國を 開かれたり けむ もしる 

ベ からす 凡 舊事紀 に 見 へ し 所 一 神に して 數名 おはし 

ます 或は 一 姓に して 世々 相 襲 給 ひし 所 を 注せし がご 

とくなる あ， o 必す 一 祌 にして 數名 おはし ませし との 

み も 見へ す 太古の 事旣に 滅びぬ 僅に 舊 聞の 及ぶ 所の 

ごとき 存す るが ごとく. □ する がごと し 其 事 を實 にせ 

ん はな ほ 風 を 繋ぎ 影 を 捕る に 似たり た い そ の 曉す ベ 

きを 解 得て 曉 すべ から ざら むは^ かじ 其 疑を闕 くべ 

きに は 

問舊事 紀には 國常立 豐國 主の ニ祌を 並べ ^るして 第 

一 一代 俱生之 神と なされ 古事記 もまた これ 異 也と は 見 

へす さらば 此ー 一 神 は 世 を 同じく し 給 ひしと み へし を 

日本 紀には 國常立 を 第一 代と し 國狹槌 を 第二 代と し 

豊斟停 を 第三 代と なさる 子が 書の ごとき も 日本 紀に 

よりて 其 註に は舊事 古事 等の 書に 見へ し 所 をし るし 

ぬれ ど 其 說の詳 なる 事 をば 注せす 三 書の 說の ごとき 

いづれ か 其 實には 近 かるべき 曰 我 書 神 世 七 代の 


事 を しるせし 所 は 日本 紀 によ. o て 其 註に は舊事 古事 

等の 書に 見へ し 所 を しるせし 說は 前に 盡 しぬ これら 

の 書に 見へ し 所 いづれ を是 とし いづれ を か 非と すべ 

き^かじた い 其 疑を傳 ふべ きに は 凡祌世 系統の ごと 

き は 舊事紀 に 見 へ し 所 特に 詳 なる に似てけ b 古事記 

に稱 して 先紀之 謬錯を 正す とい ひし も 國之常 立 嵐：^ s 

野 一 ー祌の 事の ごとき は 舊事紀 に 異なりと は 見 へ す 日 

本紀 にしる されし 所の ごとき は 疑 はしと 見 へ しもの 

ある 事， 一れ らの 所の みに 限らす 

太古の 事旣に 滅びぬ 本朝の 正史に 見えし 所お のお 

の 同じから ぬ旣 にかくの 如し 誰か 是非 を さ だむ ベ 

きされ  ど それらの 書に 見 へ し 所 を 併せかん がふる 

に それと お ぼしき なきに しも あらや 疑 は 疑 を專ふ 

とい ふ 事 あれば 我 疑 ひお も ふ 所の ごとき 其 大略 を 

こ、 に 註し ぬ 舊事紀 に 天祖の 事 をし るされ しが ご 

，こき は 是書開 卷の第 一 義と見 へ たれ ど 實には 其 神 

おはし ませし にも あらねば 古事記 日本 紀 及び 古語 

拾遺 等の 書に は此 事に 及ばれす 夭 御中 主神と 申す 

は 夭 地 初 判の 時の 神に てお はし ませし とい ふに 到 

て は 古事記 日本 紀の 註 古語 拾遺 等 に 見へ し 所 皆 相 


古 史通或 問 上 
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同じ 葡 V 紀には 第 一 代倶生 天神 天 御中 主 尊 可 美 葦 

牙彥 a 尊と み へ た b 古事記に は 天 之 御中 主神 次に 

高 御 産 奥日祌 次に 神御產 巢日祌 としる して 言 別て 

W 稚之時 成 祌を宇 麻 志 阿 斯訶備 比古遲 神と し 次に 

天 之 常 立 神 以上 五 柱 を 別 天神と す 古語 拾遺に は 天 

地 初 判 之 時に 生す る 所の 祌天 御中 主神 其 子 高皇產 

®^ 次に^ 速脔靈 次に 神 皇產靈 と 記して 其し るせ 

し 所脫^ あるに 似 たれ どす ベ て これらの 書に み へ 

し 所實は 異なる 所有と も 見 へ す 古事記に 見 へ し 所 

はま づ天統 の 始終 を 合せし るして 次に 國統 のより 

て 始れる 所に 及びし な b 古語 拾遺に 見 へ し 所 もま 

た 古事記に しるせし 事の ごとくた いその 天地 初 判 

の 時に 生れる 所の 祌を天 御中 ま 神と す 其 子 高皇產 

S 等の 三 神お はし ませし と 見 へ し は 疑 ふ ベ きに 似 

た れ ど祌皇 系圖神 皇實錄 等の 書に 高 皇產靈 祌をも 

天 御 巾 主と しるせし が ごとき は 太 皡包犧 氏の 後 凡 

十五 世 皆 包犧氏 の號を 習ね 給 ひしと いふが ごとく 

に 天 御中 主の 祌孫 世々 相 襲で 天 御中 主祌と 申せし 

によ， o 其 しるせし ところ 此の 如くな， o しと 見 へ た 

髙^^ ^祌 皇逄^ 津 速産靈 等の 次序 錯亂 せし を 


見れば 其 文の 脫誤 ありし 事 疑 ふ ベ からす 舊事紀 に 

みへ し 天 御中 主 尊と 申す も 彼 天地 初 判の 神の 御 事 

にゃあり けむ これ もまた 世々 相 襲ぎ 給 ひし 號 にし 

て其歷 世の 數は さだかなら ざ， o しもし るべ からす 

古事記 にしる せし 所に よれ ば 天 御中 主祌 の 代に 當 

り て 天 造草昧 之際祌 聖 あ b て 溶 海 之 地 より 起， o て 

其 國を定 めら る 稱し て 葦 牙 彥舅祌 と 巾す 是 より 天 

統國統 並た つ 事 を 得て 天 御中 主神の 後 を 受け 給 ひ 

し をば 天の 常 立 神と 申し 世々 相 襲で 高 皇產靈 の 祌 

に 至り 給 ひ 葦 牙彥舅 神の 後 を 受給 ひし をば 國之常 

立 神と 申し 又 世々 相 襲し 伊羿諾 の 神に 到り 給へ り 

また 舊事紀 に 第一 一代 俱生 天神 國常立 尊 豊國主 尊 天 

几下 尊の 三 神 をなら べしる され 天 八 下 尊の 下に 獨 

化 天神 第 一 世の 神な b- と 注せられ たり 此三神 また 

其 代 を 同じく し 給 ひしなる ベ し 天 八 下 尊 は 卽是天 

御中 主 尊の 後 をう け 給 ひし 所に てい は ゆる 高皇產 

靈の神 六 世の 祖 にて おはし ませし とみ へ た b 國常 

立豐國 主の ニ祌 並に 第 1 一代 倶 生の 神と、 


かば 此ニ神 は 共に 葦 牙彥舅 神の 後 を 相承け 給ひ國 

之 常 立 神 は 其 西南 之 地に 立 給 ひし かば また 國狹立 


祌 とも 申し 西北の 地に 立 給 ひし をば 豐國主 刺と 申 

す卽今 常陸國 の 地勢 を 見 るに 古の 仲國は 其 國中之 

地に して 下 總の地 は 西南に 相 連れ b 下野の 地 も 西 

北に 相 接る 國常立 神 また 國狹 土と も 國狹槌 とも 申 

せし はッ チとは 土地の 謂に 非す 古語に ッ チと いひ 

ッミ とい ひ ツチ 又轉 じて ッ 、とい ひしが ごときな 

らび にこれ なほ 神と い ふ がごと し 野 椎山祖 及び 

表 筒 中 筒 底 筒 等の 男 神な ど 見 へしこれ 也 豊國主 亦 

は豊 斟濘豐 雲 野豐組 野豐國 野豐齧 野と いふが こと 

トコ ョノク ニノ  ノ ゥ シ 

き 皆 これ 其 語の 轉せ しにて なほ 常世 國野之 大人と 

いふが - i とし 常陸國 風土記に よるに 信 太 邵は古 之 

^世 之 地 也と 見へ けり さらば 古 之仲國 西南 之 地に 

して 卽今下 總國と 其 境 を 相 接へ ぬされ ば 常と しる 

し§ としる すその^る されし 所の 字 は 異なれ ど 古 

語に ト コと いひ トヨと いひ トコ ョと いふ 皆 これ 其 

語の 轉 じて 相 呼ぶ 事の 緩急 あるに よれる 所に て 其 

地各異 也し と は 見 へ す 其 神 常世 西北 郊野 之 地 を^ 

b 給 ひし かば かく 名 づけ 申せし なる ベ し 古語に ク 

シと いひ オシと いひ ヌ シ i いふ 亦轉 じてい ひけ b 

されば 後に 漢字 を 借用 ひて 大人の ネ讀 てゥ シ とい 

I が 史. ^或 問 上 


ひ 忍 押 等の 字讀て オシと いひ 生の 字讀て ヌシ とい 

ひし かど 亦 通じて 主の 字 讀でゥ シ ともい ひ 舊說に 

ォ シと はすな はち 少主 也な どもい ひけ， 9 日本 紀に 

國常立 を もて 神 世 一 代と し 國狹立 を もて 二 代と し 

豐斟停 を もて 三代と せられ また 角找妹 活找の 一 代 

をし るされ ざ， o し 等の 事に よれば 豊國 主神 亦國の 

常 立の 神の 後 を繼ぎ 給ひ此 後一 一 神 之 御 後 か はるが 

は る 其 統を受 つ ぎ 給 ひ し 事た とへば 人皇の 代に 及 

び て 皇兄皇 弟 天統を 相繼給 ひその 兄弟 の 御 後 か は 

る < ^其統 を 相う け 給 ひし 事の ごとくな， 9 しか ど 

伊 * 諾の神 は國常 立の 神統 にお はし ませし を もて 

其 正統 を尙 び 給 ふが 故に S 國 主神 の 御 後 角 找妹活 

代の 神 をば 系統の 数に入れられ ざり しもし るべ か 

らゃ凡 別 天神と 申す 也 卽是天 御中 主の 神統 にて 其 

第 六 代に 當り給 ふと 見 へ し 高 皇產靈 神の 御 女 を も 

て 日 神の 御子^ 穗耳 尊に 配せ まいらせられ 璲々 杵 

尊 を 生み 給 ひしに 及び その 皇孫 を もて 此 葦原の 中 

國の 主と なし 給 ひしに 到て 天孫 國統 遂に 一 つに 歸 

し ぬれば 舊事紀 の始に 天祖 一 神 をし るされ 其 御名 

を天讓 日 天 狹霧國 讓 日 國狹霧 尊と は名づ けらる 其 

三百 三十 三 


古史 通 或 問 上 

義 なほ 天 を も B を も 讓らせ 給 ふ 御 事と いふが こと 

し 古事記に 獨神成 坐 而隱レ 身と いひし もまた この 

義と 見へ たりされ ど 其 天祖と しるされし 神の 御 事 

伊#諾 伊^ 册 のニ祌 天降 ませし 時に 詔し 給 ひし 所 

を も 天祖と^ るされ 饒速日 尊 を 天降され し 所 を も 

天祖と^ るされ 璲々 杵尊を 天降され し 所 を も 天祖 

としる されし による 時 は 天地 初 判の 時に 成 給 ひし 

神 をのみ さし 名 づけら- れ しと は 見へ す 天地 初 判の 

時に 成り 給 ひし 所の 天 御中 主神よ， o 高皇 產靈祌 に 

至る まで 獨化 天神と は^るされ しもの すべ て はこ 

れを稱 して 天祖と はなされ しなり その 獨化 としる 

されし も 日本 紀 にしる されし こごく に 純 男の 神に 

おはし ませし とい ふ義 とも 見 へ す 獨化第 六 代 之 神 

と 見 へ し 高 皇産靈 尊 男女 の 御子お はし ま せし 事 見 

へ たれば 妹 神お はし まさざる を もて 獨 化の 神と い 

ひしに は あらす たいこれ は 後代に 及びて 上 一 人と 

申し まいらす る 事の ごとく 大 一 統の 君に おはし ま 

す を 獨祌と は 申せし なる ベ し 古事記 釋 註に 天 御中 

主 は 古 之 君な りと 見 へ しが ごとき 卽此 な， o また 日 

本紀に より 以上の 三 神 乾 道獨化 所以 成此純 


 ^三十 四  — 

男と 見へ 泥土 煮沙土 煮より 以下の 八 神 乾坤 之 道 相 

參而化 所い 成 一, 此 男女, と 見へ しが ごとき 卽是 史書 

緣飾 の 言 に 出 て 古語 拾遺 にい は ゆ る 書 契以來 浮華 

競 興と いふが ごとき これな り豐斟 停よ り 以上 其 妹 

神の 聞へ 給 はざる は 其 世 を 去る 事の 遠くして 其 事 

の詳 なら ざり しに よれるな り もし 祌世七 代 叁天兩 

地の 數に折 合 ひ 給 へ b とい はむ に は 舊事紀 古事記 

及び 古語 拾遺に 獨化 天祌別 天神な ど 見へ し 所の ご 

ときこと < ^くみな 虛 僞の說 とやい ふ ベ き 凡祌世 

の 事の ごとき は舊 事の 祌世系 紀に見 へ し 所 その^ 

るされ しと ころ 最詳 なり 古事記 古語 拾遺 等に 見へ 

し 所 其 詳略は 同じから ね ど 神 世 系統の 如き は舊事 

紀に 見へ し 所に 異也 とも 見へ す 日本 紀には 國常立 

尊 を もて 天地 初 判の 神と せられ 天 御中 ま 神の 事に 

も 及ばれす 其 注に 引れ し 所に ゎづ かに 其 事に 及び 

し 一 書 あ、 り 凡 これらの 類 後の 說者贊 して 正統 を 尊 

ぶの 義と すと い へ ども 實に據 b て： K るされ し 所と 

は 見へ す 天命す で に歸 する 所 ありて 國常立 之神統 

遂に 大 八洲 之國を たもた せ 給 ふ 何の 德に慙 給 ふ 所 

あらて か諱 むと ころ あるが ごとく 或は 其辭を 曲げ 


て 避け 或は 其 事 を あはせ てし るされ や はありけ む 

我 ひそかに 舊事紀 に 於て 取と ころな き 事 あた はす 

問 日本 紀 注に 伊 弊 諾伊羿 冊の 二 神 は 靑欖城 根 神の 子 

な b と 見 へ また 沫蕩尊 生, 一伊 穽諾 尊, とも 兒 えた， o さ 

れ ど舊事 古事 日本 紀等 の 書に よるに 男女 夫婦 之 道 は 

伊羿諾 伊 * 冊の 二 神よ b 始れ b さらば 此ニ神 は靑欞 

根の 子 也と いふ も 伊 羿諾の 神 は 國常立 五世の 孫に お 

はし ませし とみ へ しもい は ゆる 閭門 假設の 言に や 出 

ぬらん されば 日本 紀 にも 此ニ說 をば 其 注に こそ 置れ 

たるな れ纂疏 にも 其 德相資 前後 相 因 如 二 父子 之 有 一， 序 

故 谷 曰い 生と みへ けり^ かる を 今 子が 書に は 日 本紀 

註の 後說 に^たが ひて 凡 妹と いふ は 夫婦 相 親しむ の 

謂な b とす 然る ベ しと も 思 はれ や 曰 太古の 事 旣 

に 滅びた b 僅に 舊 聞の 及ぶ 所も存 する が 如く. u する 

が 如く 夢見る がごと く覺 るが ごとし もし 其 聞 へし 所 

によりで 其 事を實 に せむ に はな ほ 風 を 繋ぎ 影 を 捕 る 

ごときに ぞ ある ベ きまして や 古俗 樸 Is! 之 言の ごとき 

深く 其 義を辨 す べきに も あ らす 男女 人道 の始の ごと 

きも 多く 言 を 費す ベ きに あらす 日本 紀 注に 見 へ し 所 

の ごときた とひ 閭門假 借の 言に 出たら むに も 古よ， o 

古史 通 或 問 上 


いひつ ぎし 所 また これらの 說も あ，^ しと ぞ見 へたる 

姓氏 錄 にも 天 御中 主 天底 立 天 三 降 夭 合 等の 神 孫の 

ごとき 其 世 系を錄 されし 所詳 にして 古語 拾遺に も 夭 

御中 主神 三 子お はし ませし と 見へ た，^ これら 皆 伊羿 

諾伊 驿册の 神よ b はな ほ 前代の 神 等と こそ 見 へ たれ 

舊事 古事 日本 紀 等の 書に 見 へ し 所に よらむ に はい 

ざな ぎ い ざな み 一 一 神より さきに はい まだ 男女 夫婦 

の 道 は 有ら ざり しなり され ど 天地 初め 判れし より 

. 此か たいは ゆる 天神と いふ もの 旣に 七代舊 事の 神 

世 系紀に 見へ し 所 三十 九 神 これらの 神の ごとき は 

いかに や 生 出 給 ひたりけ む 古事記 日本 紀に此 事 を 

しるされし は 舊事紀 に 見 へ し 所に よられた るな り 

fi 事紀に 見へ し 所の 大略 は 初い ざな ぎ いざなみの 

二 神 天祖の 命 をう けて 天降 まし 一 つの 島 を 得 給 ひ 

天の 御 柱 をた て 、國土 を 生み 給 はん 事 を 相 譏らる 

おの，/^ 其 身に ある 所 を 相い ひて 天の 御 柱 を 廻り 

て 始遘合 爲，， 夫婦， して 子 水 蛭 子 を 生み 次に 淡洲を 

サガ ナ-ン 

生み 給 ひその 生 給 ふ 子 不良な りと て 天に 還り 昇 b 

て 天神の 命 を 請 給 ひ ま た 還り 降り て 天の 御 柱 をめ 

ぐり ておの /^其 身の ある 所 を 相い ひ 給 ふ 事 はじ 

三百 三 十 玉 


古史 通 或 問 上 


三百 三十 六 


めの ごとくに して 國土を 生む とし 給 ひし かど 其 ^ 

を^り 袷 は ざり しに 鵲鴒 の飛來 りて 其 首尾 を搖か 

トヅキ  ミチ 

しぬ る を 見て 交通の 術 を 得て 國土を 生 給 ひしと 見 

へ たり もし その^る されし 所の ごとくなら むに は 

1 一 神 ふた、 び 天降 給 ひしに 到りても 人道の 事 をば 

給 は ざり しなり さらば はじめ 遘合爲 二 夫婦 一し 

て 水 蛭 子 淡 洲等を 生 給 ひし はいかなる 術に やより 

給 ひぬ らんまた 二 神い まだ 人道の 事 を だに^ ろし 

め さ いらむ には斯 人と い ふ もの 生る ベ きに も あら 

す 然るに 船 鴒の其 道を敎 へま いらせし と 見へ し は 

物の 生 はな ほ 人の 生より は 前に こそ あ b つらめ も 

とこれ 太古 樸陋之 俗 二 神 此國を 生じ 給 ひしと いふ 

事に よりて か、 る 事 どもい ひつぎ し 所なる を 謹み 

て 本朝の 國史に 書され 其 事を實 にせられし がごと 

きい は ゆる 蕪辭 の 篇 鐯を穢 すな る ベ し 古語 拾遺 の 

ごとき は これらの 事に 及ばす 

問 舊事紀 に は 天祖 陰陽 一 一 神に 夭 a 戈 を 賜 ひて 豐 葦原 

之 地 を 言 寄 賜と 見へ し を 古事記に は 天神 之 詔 命し 給 

ひしと ころな りと 見 へ た、 り 日本 紀には ニ祌共 に 計 給 

ひしとの みみ へ て 天祖 天神の 命じ 給 ひし 所と は 見 へ 


す 其 注の 一 書に 天神の 命 を もて 天降 ませし とい ふ 事 

を 引れ き 私記 の說 によるに 或は 日 本紀前 注 に 見えし 

所 高天原に 所生祌 とし 或は 古事記 を 引て 五 柱の 別 天 

神 をい ふと 見へ て いづれ の 神と いふ 事は詳 ならす 子 

今 古事記に よりて 天神の 命じ 給 ふ 所と す 其 天神と い 

ふ ものい づ れ の 神と か する 

曰 舊事紀 に我國 開闢の 初の 事 をし るして 高天原に 

化生 給 ひし 所の 神 を 天祖と なされ 是に 次ぐ に 天祖 陰 

陽 一 一 神に 詔して S 葦原の 地 を 言 寄 賜 ひしと み へし を 

古事記に は 天祖と はみ へす して 天神と しるせり 日本 

紀 註に 引れ し 所は卽 古事記の 說 によられ しな b 天祖 

と い ひ 天祌と い ふ ひとしく これ 高天原に 成り 給 ふ 神 

の 御 事と み へ たれば 其 斥 言 ふ 所 異な， 9 とも 見へ す舊 

事 紀に獨 化の 夭 神 をし るされ 古事記に 別 天神と いふ 

もの、 みえし は これらの 事 得て 誣 ゆべ からざる 所 あ 

るが 故なる ベ し 日本 紀の ごとき は 國常立 神 を もて 天 

地 初 判の 時に 化生し 給 ひし 所と せられ たれば 天祖 天 

神 等の 事に 及ばる ベ きに も あらす 若 舊事紀 に 見 へ し 

所 に よらむ に はい ざな ぎい ざな み の 一 一 祌は獨 化 天神 

第 六 世の 神の 世に 當り給 ひしと ぞ みえた る 


問 舊事紀 によるに 獨化 夭 神 第 六 世 の 神 は 高 皇產靈 尊 

にて おはします 是ょ b 後 陰陽 一 ー祌大 八洲 國を生 給 ひ 

て 日 神月 神 素 盞烏神 等 を 生 給 ひて 二 神 は旣に 祌隱れ 

給 ひぬ 日 神 素盞鳥 神の 生 給 ひし 所の 吾 勝 尊 を もて 御 

子と なさ れ高 皇產靈 尊の 御 女に^ せ られ 皇孫 a 々 杵 

尊の 生れ 給 ふに 及びて 皇天 一 一 祖の命 を もて 此國に 天 

降し まいらせられ しと 見へ たり 日本 紀 注の 一書の 如 

き は 吾 勝 尊の 御子 天大耳 尊丹舄 姬を娶 b て瓊々 杵 

尊 を 生 給 ひしと もみ へ たり 初 一 一 神の 天神の 命 を受て 

天降 給 ひしょ. 9 後瓊々 尊杵の 天降 ませし に 及びて 其 

歷 年の 數 は^るべ からね どい ざな ぎの 神よ. ^瓊々 杵 

尊に 至り 給 ふ 迄 は 或は 三世 或は 四 世に 及び 給 へ り然 

る を 一 一 神に 命じ 給 ひし 所 も 皇孫 尊に 命じ 給 ひし 所 も 

共に これ 獨化天 祌第六 世の 神に て おはします ベ しと 

もお も はれす 曰舊事 古事 日本 紀 等の 書に 見 へ し 

所 凡 ， J れらの 類 極 め て 曉し得 ベ か らざ る 事 多 かり 陰 

陽 一 一 神に 命じ 給 ひし 所の 天神の ごとき は舊說 旣に詳 

ならす 我 今い ふ 所の ごとき は 舊事紀 に 見 へ し 所に よ 

れ るな 其し るされ し 所 を 見 る に 舊事紀 高 皇產靈 の 

下 に 亦 云 高 魂 尊 亦 名高 木 命と 注 せられたり 凡 舊事紀 

* 史通或 間 上 


の 例 或は 一 神に して 其稱 せし 所 は 異なる を 注せられ 

しとみ へしあ. O 或は 其 神統を うけつがれし 世 次を附 

注せられ しと 見 へ しあり 古事記に 見 へ し 所の ごとき 

は 初 高天原に 成祌の 事を^る せし より 天 若 日子 を 葦 

タカえ ム ス ビノカ i 

原 中國に 降され し 事に 至る まで は 高御產 I 日 神と し 

るせ し を それより 後の 事共 しるせし に はこと く 

皆 高木 神との み 見へ た， O その しるせし 所 或は 偶然に 

出たり けむ も^らね ど 皇孫 尊の 御 時の 事の ごとき は 

陰陽 一 一 神と 時 を 同じ く  -給 ひし 天神の 御 孫に てお は 

しませし もしる ベ からす さらば 舊事紀 にみ へ し 所の 

力 i タチ 

ご と き は 高 皇逢靈 の神統 をう け 給 ひ し^ 等 の 御名 を 

附注せられ しなり されば 當 身の 事た る 萬に 一 つ を も 

^る ベ から やまして 太古の 時の 事なる を や 孰 かよく 

其 疑を賀 しぬべき 亦 幸に 一 書の 據 とする もの を 得た 

らむ其 事足ぬ へし 强て 其說を もとむ ベ からす 

問 陰陽 二 神すな は ち これ 梵 所い 名 之 伊羿那 天な りと 

い ふ說の ごとき は^^ 圖我も ま た 【問 はす 纂疏に は 

伊羿 者猶 ヒー 一一 n,i 去來， 和語な り諾 父册 母な b 此 ニ神往 一， 

來於 一 一儀 之 間 一而 爲ニ 造化 之 父 母 一とみ へ た ，9 然る を 

子が 書に 二 神の 御名の ごとき は 地名に や 係り ぬらむ 

三百 三十 七 


古史 通-或 問 上 

神 功に やより ぬらむ 詳 ならす として 大 八洲 國を 生み 

給 ふ 事の ごとき も释 して 神武の 功に より 給 ひし 所と 

す其徵 とし 據 とする 所の ごとき はいかに 曰 日本 

紀 私記に はい、 ざな ぎ いざなみ 等の 神號 先師 相 傳云未 

レ詳 とみ へたり さらば 伊 羿之義 古より いひ 傳し 所な 

かりし 事 は 明かな り 後の 說者 去來の 字を讀 む 事の 二 

祌の 御名に 似た る 事 あるに よりて 往來 の義を もて 附 

會せ しなり 應神 天皇の 皇子に 去 來 眞稚と 申す おはし 

まし 展 屮夭皇 の 御名 を 去來穏 別と 申 まいらせし がご 

とき 紀に去 * の 字 を 借用 ひられ 日本 紀 また それ 

によられし だに 往來之 義を取 給 ひし 所な りと も 見へ 

S 疏に宋 の 周 茂 叔太極 圖說の 言を據 となして 一 一 神 

の 御名の 義を釋 す これらの 事 を もて 其牽强 之說な 

る 事 を 知ぬ ベ し 

古の お世國 の 地方 伊讃と い ふ 地名 猶今も こ、 かしこ 

にあ b て 古語に ィサ とい ひし 事 も數義 有しと み へ た 

れば今 はた いづれ の義 によりて 此神 名お はし ましけ 

むと いふ 事 はしる ベ からす 

^陸國 新治眞 壁の 二 郡 並に 伊 讃の鄕 あり 其餘 村里 


三百 三十 八 

の 名に ィサを もて 名 づけし >  J ゝカ しこに あ また 

古語に ィサ とい ひし こと は 多 かる 中 去る の義 ある 

は 去 來の字 を 借用 ゆ 來の字 は 助詞と み へ し を纂疏 

に往 來の義 とせられし は 去と 求との 義 i やなされ 

たるらん また 誘 ふの 義 あり 誘引 讀でィ ザ ナフと い 

ふ が ごとき 是な， o 知ら ざ る の義ぁ b 不知 讀で ィ サ 

とい ふこれ なり 輕 捷の義 あり 勇讀 でィサ とい ひィ 

サ 、 ケキ などい ふごと き是 な，^ 壹岐國 風土記に よ 

れば 古に は 鯨 魚 をィサ とい ひけり 萬 葉 集に 勇 魚讀 

で イサナと い ひし これな b また 今 も 東國の 方言に 

漁場 を ィサ、 パと いふなり 漁 字 舊讀で ィサリ とい ひ 

し此義 な. りと み へけ り イサナ ミと いふ はィサ 、 メ 

とい ふに 同じ 詞 な. ^また 卒爾と いふ 詞 なりと もい 

ひけり ィ サ 、 メ とは聊 とい ふに 同じ また ィサ轉 じ 

てィ ソ ともい ひき 五十猛の 神と いふが ごとき も 勇 

猛之義 なりし とみ へ た，^ 爭 ふをィ ソ フと いひ 忙し 

きを ィ ソ シ キと いふが ごとき もまた 輕 捷之義 なる 

ベ し ， J れら 後の 代まで も いひつ ぎし 所な b 太古 之 

俗ィ サと いひし がごと きまたい かなる 義 もや あり 

けむん 「はた^る ベ からす 


古史 通 或 問 上  三百 三十 九 


陰陽 1 1 神大 八洲 圃を生 給 ひし 事の ごとき は 舊事紀 に 

は 天祖 詔 二 1 1 神， 曰豐 葦原 千 五 百 秋 瑞穂之 地 苴，， 汝往 

脩 r 之 則 賜 二 天瓊戈 1 而語寄 賜 也と 見へ 古事記に は 天 

神 誥命以 詔，， 1 一 柱 神， 修理 固成 是多 陀用幣 流之國 賜，， 

天 沼 矛 一而 言 依 賜 也と 見へ たり これらの 說に よ るに 

1 1 神い まだ 天降り まさいる さきに 豐葦原 千 五 百秋瑞 

穗之地 はありけ りた い 其 地い まだ 歸 する 所 あら ざり 

しかば 一 一 神して 平げ 治めし めら れ しなり 纂疏 にも 一 一 

神 天 戈 を 賜 ひし はな ほ 將軍を 命す るに 節 鉞を賜 ふの 

義 也と 見へ けり 天神 命じ 給 ふ所旣 にかくの ごとく 一  一 

神 其 命 をう け 給 ひし 所亦旣 にかくの ごとし さらば こ 

れ よ， 以後の 事 ども 其 文に 順 ひて 其 言を釋 せば^ を 

迎 へ て 解く るが ごとく 我 語 を 費す にも 及ぶ ベ からす 

凡 我國は 古の 事 ども を しるされし 所の 文字 自ら 一 

の體製 あり 一 ー神大 八洲 を 生じ 給 ひしと いふが ご 

とき も 生す とい ふ 一 語に よりて 終篇の 文字 こと ご 

とく 皆產 育の 事と なして 說き天 若 日子 身， まかりし 

事の ごとき 其 使 を 維と 名 づけし によりて 禽勢の 類 

サ チ 

其 喪 事 を 治めし と說き 火々 出 見 尊 幸 を 易 へ 給 ひし 

ご と き 海 の 幸お はし ます とい ふに よりて 寵魚之 類 


其 魚 難 を 救 ひしと 說く さ れ ば 彼 を假り て 是を說 く 

にも あらす また 其 言 を寓 せし 所 あ る に も 似す 列 子 

がい は ゆる 因る 所 あ b てみ し 夢の ごとし もし あや 

まりて 其義を 解し なむ は 眞 にこれ 癡人 面前 說レ夢 

に >  j そ ある ベ けれ 

問舊說 に天瓊 戈を释 して 即是 獨鈷 也と いひ 或は 金剛 

寶杵 なり-とい ふが ごとき は 我 もまた 是を とらす 亦 は 

天 逆 戈と いひ 亦 天 御 量 柱 とも 心 御 柱と もい ふが 

ごとき また 此矛 をば 五十鈴 宫酒 殿に 藏 めら れし とも 

また 満 祭の 神宮に 藏 めら れ しと もい ふ 事 あ b て彼満 

祭の 神と 申す は 廣瀨寵 田の神 等と 同體 にお はします 

されば 龍 田 神を號 して 天 御 柱 國御柱 神と は 申すな b 

とい ふが ごとき これ ら皆深 秘之義 あ b とい ふ 子が 書 

これらの 事に 及ばす またい かなる 說ゃ ある 曰瓊 

字 讀で努 とし 貳 とする 事 は 舊事紀 にみ へ しを始 とす 

天瓊 矛の ごとき 日本 紀には 舊事紀 に 見 へ し 所に よら 

れ しか ども 璦は玉 也此曰 レ努と 注せられ 私記 また 師 

說を 引て 古 者 謂レ玉 或爲レ 努或爲 い 贰 としる したりき 

凡我國 の 古俗 漢字 を讀む に 用 ゆる 所の 一 昔 二つ ありき 

吳音と い ひ 漢音と いふ も の 卽此也 日 本紀 及び 私記 に 


古史 通 或 問 上 


三百 四十 


注せし 所の ごとき は吳昔 を 

もて し なわば ヌ とい 

ひし 語の ごとき 亦轉 じて は 一一 とも 呼びけ るな， o もし 

讀む 事の 漢昔 の ごとくな ら む に は 其 語 ま た 轉す ベ き 

にも あらす 

努貳の 兩宇讀 む 事吳音 の ごとく なれば ヌと いひ 二 

とい ふ 卽是ナ 一一 ヌ 子 ノ同內 の 類 なれば 其 語相轉 せ 

しな b a 書の ごとくに 努讀で ド とし K 讀で ジ とな 

しなむ に は相轉 じて 呼ぶ ベ からす 

され ど遨の 字の 訓の ごとき 其 語音 疑 はしき 所 あるが 

故に 古事記に は 天 沼 矛と はしる した b き 或は 讀で漢 

昔の ごとくなる は 佛氏獨 鈷之義 に よ り て 瓊矛讀 で 

登 保 古と いふの 說 あるに よれるな り 

大江事 書 祌宮祕 文 等の 書 瓊矛讀 で 登 保 古と なす 也 

一 一 神 此矛を 建 給 ひしと い ふ 事の ごとき は舊事 古事 日 

木： y 等の 書に みへ し 所 明らかにして 私記の 說 また 疑 

ふ ベ き 所 あ らす 祌皇 正統 記 の ごと きも 此事を 論じて 

ぉ琳 本紀 古語 拾 造 等に 載せ ざら む 事 を 正しと すべ か 

らすと は 見へ た， o 天 逆 戈 を もて 五十鈴 宫の酒 殿に 藏 

めら れ しとい ふ は 大倭姬 世 記に 出し 所な り 其說 の ご 

とき も 陰陽 一 一 神の 賜り 給 ひし 听の 物と は 見 へ す延喜 


式に 寵田坐 天 御 柱 國御柱 神社と いふ もの も 亦 陰陽 二 

神の 建 給 ひし 所と は 見へ す 舊事紀 にしる されし 所に 

よれば 別に これ その 事 あり ぬ ベ し a 々杵 尊の 建 給 ひ 

し 所の ごとき 猶今も 日向 國諸縣 郡 霧 島の 嶽にぞ ある 

なる 其 制 を しれら む 人 は 諸說の 虛僞は 自ら 明に こそ 

ある ベ けれ 

また ある 人の 說に比 ft 山 は卽此 緞馭盧 島に して 栢 

輪 塔と いふ もの 卽是 陰陽 一 一 神の 建 給 ひし 天 御柱國 

御 柱の 遺制な りと いふ 事 ありこれ によりて 我む か 

し 西に 使せ し 日 彼 山に 上 b てこれ を 見て 其 制 を 中 

井 主 水 正に 問 ひしに つぶさに 圖 して あた へ ぬ 又 其 

說 には此 山の 上 風 烈し く，， -て よのつねの 塔婆 をた 

つ ベ から や これにより て 此制を 用 ひられし なりと 

いひき ある 人の 說の ごとき もまた これ 附會 の說に 

ぞ 有け る 

問 太古の 事 今 は 聞え や 子が 注せし 所の ごとき 其說の 

詳 なる 事 は いかに 曰 舊事紀 古事記 によるに 陰陽 

ゥ ラナ 

一 一 神 此國を 生 給 ひし 初に 天 祌太占 を もて 卜 合 はせ 給 

ひしと 見へ しか ど 其 卜 法の ごとき は 詳 ならす 日 神 

夭 窟屋戶 にこ も， り 給 ひし 事 をし るされ しに 到りて 天 


香 山の 眞 牡鹿の 肩 を 內拔て 夭 香 山 之 天 波々 迦を取 b 

て 占 はれし と 見 へ また 皇孫 尊 を 天降し 給 ひし 時に 夭 

兒屋 命して. 太 占の 事 を もて 奉仕せ しめられ しと 見へ 

たり 日本 紀には これらの 事 はしる されす して 一 書に 

見 へ し 所 を もて 其 註に 引れ き 私記に は 上 古 之 時 未 

レ用， ー龜 卜, 卜以， 一 鹿 肩 骨, 爲レ用 也 謂， ーフト マ 爾, とみ へ 

カタ カウ ナギ ヒヂ カウ ナギ 

け. 9 また 古語 拾遺に 神 世に 片 巫 肱 巫 の 占 あ、 り片 

シ ト ト/ トリ  力 マノ ヮ  ヨネ ノウ ラ 

巫 は 志 止 止 鳥 肱 巫 は 今 俗 竈 輪 及 米 卜な b と 註し たれ 

ど 其 卜 法の ごとき 又詳 ならす 释 日本 紀には 龜兆傳 及 

び 師說を 引て 龜 卜者 皇孫 天降 之 時より 起れ りと み へ 

て 其 傳に見 へ し 所 は 天 之 眞名鹿 は 上 國の事 を 知れ ど 

も 地下の 事 を しらす 天 香 山に 住みし 龜津比 女 命 はよ 

く上國 地下 天神地祇 を しれる を もて 皇孫の 御前に た 

ちて 下り 求れ り 今稱二 天津 詔 太 詔 命， なりと 見へ また 

淸輔 朝臣 奧義抄 に は 龜卜は 奥の 夷俗な りと 見 へ たり 

さらば 我國龜 卜の 始は 東國の 地よ b 始 りて 其 事な ほ 

後代 迄 も あ b しと ぞ見 へ たる 本朝 式に 見 へし ごとき 

は 卜 部 は 伊豆 壹岐對 馬 等 三 國の卜 術 優長の 者 を 撰ば 

れ 伊豆赍 岐各 五人對 馬に 十 人 を 取らる 龜甲は 土佐圃 

歲 ごとに 四 枚 を 進ら せ 波々 迦は 大和 國有封 之 祉に採 

古史 通 或 問. Ml 


られき 近世に 及びて は これらの 職 を 奉す る 者 も W え 

す 波 々 迦木 の ご とき 其 物 さだかな らす 伊豆 壹岐の ご 

とき はいか にゃある らむ對 馬の 國には 猶今も 其俗龜 

卜 をよ くす る もの すくなから す 其 法 を 聞く に 龜甲を 

鑽 て灼 くに 太 良と いふ 木 を 用 ひ 卜 食 をみ て これら 

を 占 ふ 事 龜兆傳 に 見 へ し 所に 異ならす 太 占の 遺 法な 

ほ存 しける とぞ聞 ゆるた いその 龜を灼 く 所の 木の ご 

とき は 世に 傳 ふる 所に 異なる に似てけ り 舊說に は 朱 

櫻 櫻 桃 等の 字讀で 波々 迦と いふ I, これは^ 名鈔に 

本草 を 引て 櫻 桃 一 名 朱 櫻 和名 波々 迦 一 云爾 波 佐久良 

とみ へ しに よれるな b また 太 良と は 倭 名鈔に 爾雅を 

引て， 和名 太 良 小 木叢 生 有レ曹 也と 見 へ しものに て 

古に 爾波 佐久 ^ とい ひ 今 俗に 由須 良と いふ ものに 同 

じから す此 もの 漢 にして 荆 とい ひ楚と いふ ものな， O 

や 否 はい まだ 詳 ならす 

龜を灼 くに 楚を用 ひ 荆を用 ふる 事 は周禮 及び 史の 

龜策傳 に 見へ たり 

東國 之^に 相 傳て鹿 太 良の^ の 葉 を 食 ひ て 其 角 を 

オト 

解す とい ふ 事 あち 此挽の 性よ く 其 骨 角 を 齦す る 所 あ 

るが 故に 上古 之 神聖 太 占の 事に 用 ひられし にぞ ある 
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  古史 通 或 問 上 

べき その 波々 迦と いひし は 其 葉 初生す る 時 に 其 色 の 

赤き を や いひぬ らむ 古語に 赤き を いひて 力と いひし 

事に みへ た b 爾波佐 久良を もまた 一 つに 波々 迦 とも 

いひし によりて 後人 因りて 謬 b て 櫻祧を もて 占卜の 

事に 用 ゆる 物な りと いひし もしる ベ からす これら ま 

た 古義の 隱れし 事の 一 つと こそ 覺 ゆれ 

過に し 比 大嘗會 を 行 はれし 時龜 卜の 事 其 法 をう し 

な ひて たい 其義を 備られ しな どい ふ 事 ありき 對馬 

國 人の ごとき は 常に 大事 をば 必す これ を もて 決し 

ぬるな り また 今櫻祧 を由須 良と い ふ は 朝鮮 國 の 方 

言に よりし なり かしこに て 俗に 移徙樂 としる して 

びて 由須 良と いふなり 其 物 を もて 龜 卜の 事に 用 

ゆるに は あらす とぞ對 W 國人 はい ひける 古義の 隱 

れ しこれら の 事 を もても 其 一 端 をし る ベ しまた 中 

世の 比 ほひに 至る まで 伊豆 壹岐對 馬 等の 國人龜 卜 

の 事に 精し か b しも 其 由 来れる 所 あると ぞみ へ た 

る これらの 事と もに 詳 にせむ は 事 煩し よく 舊事古 

事 日本 紀 等の 書 を 謂 得たら むに はおの づ か ら得 る 

所 ある ベ ければ 今， J  、に は 注せす 

問 私記に は 天 浮 橋を釋 して 天地 旣に 開け ぬれ ど洲島 
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未レ成 浮膏 の 根 係る 所な きが ごとく なれば 浮 橋 上と 

いふの みと 見へ て釋 日本 紀には 丹 後播磨 等の 風土記 

を 引て 丹 後 國與謝 郡 東北 隅天梯 立と いふ もの 卽此な 

りと す 然る を 今 浮 橋 は 連 舟 至い 岸 をい ふなり こ、 に 

いふ 所の 如き は 連 海之戰 艦な りと す 其 說の詳 なる 事 

いかに 曰 舊事紀 によるに 陰陽 一 一 神 天祖 之 詔 を 奉じ 

て 天降 まし て 天 浮 橋 之 上 に 立して 共 計 給 ひしと 見へ 

其 後 饒速日 尊 天祖 の 詔 を 承け て 天 磐 船 に乘 りて 夭 降 

り ませし とみ へ 又 其 後瓊々 杵尊 天降り ませし 時 天 浮 

橋よ，^ し 給 ひしと み へ たり 其 しるされし 所 は 各 同じ 

からね ど 其 事の ごとき は 異なる ベ きに も あらす 私記 

のい ひし 所の ごとき は 有レ物 如, 1 浮膏, とい ふ 事に よ 

りて 洲島 未い 成之說 あれ ど瓊々 杵尊 天降 ませし 時 に 

及て 洲島未 Z 成 ともい ふべ からす 陰陽 一 一 神 天 浮 橋の 

力 キナ シ 

上より 畫成給 ひし マオの 滴瀝 凝りて 島と なりし 南海の 

屮 にあら むに は 其 浮 橋の 石と なりぬ る 北海に 有べ し 

ともお も はれす 又 必らゃ 浮 橋と いふ もの 、其 處听ぁ 

ら むに は璦々 杵 尊の 天降 ませし 時に より 給 ひし 浮 橋 

の ごとき は卽今 いづれ の 方 にゃあ るら む 饒速日 尊 天 

降 ませし 時の 事： K るされ しに よらむ に は 初 廣陽ー 


の 天降 ませし 時の 事 も 後に 璲々 杵の 尊の 天降 ませし 

時 の 事 も 其 事 の ごとき は 推して 知るべし 天祖 饒速日 

尊 を 天降され し 時の 事^る されし に はま さしく 船長 

梶取船 子等の 神 名 つぶさに 見へ けり 

問 礮馭盧 島と いふ もの 卽是 梵語^ 呼 盧之義 也と いふ 

が ごとき 其 說の妄 なる 我 もまた 知れり 私記に は此島 

或は 淡 路國東 由良驛 下に ありと い ひ 或は 淡路 紀伊兩 

國之境 由 狸驛之 西方 小島 也と いふ 事 あれば 淡路島 西 

南隅 小島 卽是也 俗 猶存其 名 也と み へ けり また 舊說に 

栢傳 てこの 島の 處所詳 ならす 一 云 比歙山 一 云 如意 山 

1 云 金剛 山 一 云 須彌山 一 云 淡路國 西南 隅 小島 也と い 

ふとみ へ たり 子 が 書の ごとき は 私記の 說 によれり 

と 見 へ しか どまた 淡 路洲の 名義の ごとき は 私記に み 

へ し 所 を もて 是 なりと せし とも 見 へ す 其 說の詳 なる 

事 はいかに 曰舊事 古事 等の 書に よるに 初 夭 神 陰 

陽 1 一 神に 命じ 給 ひて 豊 葦原 千 五 百 秋 瑞穗之 地 を もて 

言 寄 賜 ふとの たま ひしと みべ け b さらば 一 一 神い まだ 

天降 ま さいりし より さき 旣に 豐 葦原 瑞穗之 地 あらし 

事 は 疑 ふ ベ からす また 比 叙 如意 金剛 等の 山の ごとき 

は 今 もな ほ 京 畿の內 にある ところ なれば 並に これ 豊 

古  > 史 通 或 問 上 


葦原の 外なる ベ き 地に も あらす 初 一 一 神 天降まして 淤 

能 墓 呂島を 得 給 ひま づ水蛭 子 を 生みて 次に 淡 洲を生 

み 給 ひその 生み 給 ひし 處 不良な b とて 天に 還，^ 昇 

b て かさねて 天神の 命 をう け て 天降 まし 淡 路洲を 生 

みて 胞 となされ 大 八洲の 國を 生み 終り 給 ふ 時に ぞ大 

日本 豊秋 津洲 をば 生み 給 ひしと はみ へたる もし その 

淤 能基呂 島と いひし もの かの 比 © 如意 金剛 等の 山 を 

さしい ひたらむ に は 二 神 天降 給 ひし 最初に 豊 秋津洲 

の 地 をば 得 給 ひしに こそ あれ かさねて 豊秋津 洲を生 

み 給 ひしと はしる しは傳 へ られ じたと ひ 日本 紀に見 

へし 听の ごとく 淡路洲 を胞と な し て ま づ 豊秋 津洲を 

生み 給 ひたらむ にも 初に 卽 今の 比 叙 如意 金剛 等 の 地 

を 得 給 ひたらん に は淡路 洲を胞 とな さる、 にも 及べ 

からす 其說の 自ら 相 矛盾せ し旣 にかくの ごとし まし 

て ゃ須彌 山の 說の ごとき 我國の 事に 相ぁづ かるべ き 

所に も あらす 淡 道 洲とは 謂，, 吾耻 1 也と いふ ごとき は 

もとこれ 舊事紀 に 出し 所に して 私記 其說 によれるな 

b 凡 地名に ァ ハと いひし ものす くな からす 古の 阿波 

國卽今 東海の 安房 國こ れ な り 古の 粟 國卽今 南海の 

阿波 國是な b 又 古の 淡 道 洲卽今 南海の 淡路國 又舊事 
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三百 四十 四 


紀 古事記に 淡 島と み へて H 本紀 注に 淡 路洲淡 洲と見 

へ しもの また 古の 淡 海の 國卽今 畿內の 近 江 國其用 ゆ 

る 所の 字の ごとき は 古今の 同じから ぬ あ b とい へ ど 

も舊說 の ごとき は淡路 をば 吾 耻之義 とし 淡 海 をば 鹹 

淡 之 淡に 取り 淡路 洲淡洲 とい ふ は 或は 卽 東海 之 安房 

洲 也と いひ 或は 別 有 n 一  島， 如，, 水沬凝 成， 不ぃ充 ぃ數者 

也と：^ ふそれ が屮淡 海國の 淡水 之義に 取れる を 除く 

の 外舊釋 せし 所の ごとき 皆 古義 を 得しと も 見 へ す 又 

古語 拾 ^ に 神武 天皇の 御代の 初 天 太 玉 命の 孫 天 富 命 

阿波の 齋部を わかち 居ら しめられし 地 また 安房 郡と 

いふ 房國 なりと いふが ごとき もァ ハ とい ひし 

本義に ぉゐ ては詳 な， o と はみ へ す 萬 葉 集に 古語に 地 

の 道つ いきし 所をァ 、ノ とい ひしと いふ 事 見へ け， o 卽 

今我國 東南 海上 之 地勢 を視 るに 安房 之國は 東海地方 

東南の 隅に ありて 伊豆 相 模武藏 等の 國と海 を 隔て 、 

ttsi み 海舶こ ゝ よ 6- 路を 開きて 直に 西に 指し ぬれば 

阿波 淡路 等の 地に 至りぬべし されば 東海 之 地 こ、 に 

盡 きぬれ ど 海路 は 西南 諸國之 地に 相 接して いは ゆる 

地の 道つ いきぬる 國な るが 故に これ を 名 づけて 安房 

とい ふ 阿波 國の 海 南 にある また これにお な じく^ 


伊和 泉攝津 等の 國と相 望みて 其 海路 また 東北 之 地相 

接しぬ るが 故に また これ を 阿波と いふ 淡 路國は 其 中 

路に當 りぬ るが 故に 淡道洲 とい ひしな， o 古事記に 陰 

陽 1 1 神大 八洲 國を 生み 給 ひし 事 を しるせし がごと き 

一 つに 是舊 事紀に 見へ しと ころに よりぬれ ど 淡 道と 

は 謂 ニ吾耻 1 也と いふに 至て は  >  」 れを とらす , "れら 其 

本 辭に違 ひしが 故と こそみ へ たれされ ど此事 舊事紀 

に 出し 所に て 日 本紀ま たこれ によられ しかば 我 書に 

もまた 存 して 論せ す 

凡そ 此 等の 事の ごとき もまた 古義の 隱れし 其 一 つ 

とこ そ覺 ゆれ 此 事の ごとき は 幸に 萬 葉 集 抄に見 へ 

し 所 あるに よ b て 其 本 辭の義 を も 得て け b しかる 

を 世に は此 島の 名を釋 する に 孟子 義論之 言 を徵と 

する ありな どい ふ あり 儒と いひ 佛と いふ 其 道 こそ 

はか はり ぬれと もに 附會 せし 所 は 嗞呼盧 の 說に異 

なる ベ からす 

問 陰陽 1 ー神大 八洲 之國を 生み 給 ひし 次第の ごとき 日 

本紀 にしる されし 所 旣に舊 事 古事 等の 書に みへ し 所 

同じから す 又 其 注に 置れ し 一 書の 說の ごとき もお の 

おの 異なり 諸家 是を釋 せし 所の ごとき も其說 同じ か 


らす 子が 書に しるせ し處 もまた 義盡 せ.^ とも 見 へ 

す其詳 なる 事の ごとき はいかに 曰 ニ神大 八洲 を 

生み 給 ひし 次第の ごとき はいに し へ よ， o いひつ ぎし 

所其說 多く 見へ たれ ど それが 中 古事記の ごとき は稱 

して 先 紀の謬 を 正す とい ひし も 舊事紀 に 異なりと は 

み へす されば 我 書 も 彼 一 一書に み へし 所に はよ b き 日 

本紀 及び 其 注に 置れ し 諸說の ごとき 皆 これ 古よ りい 

ひ つ ぎし 所に て 今 はた 誰か い づ れ をか是 とし い づ れ 

を かしから すと は^る ベ き其國 名の ごとき も 諸國厨 

土 記旣に c びうせ て 今 世に 遺れ る ある も 僅に 殘缺の 

餘に 出で いは ゆる 十 一 を 千 百に 存 しつ 私記に も其義 

未レ 詳先儒 も： 說を傳 へ すと み へし かば 後人 之 說に出 

し 所の ごとき 盡く 信す ベ きに あらす また 古の 代に 大 

八洲 之國 とい ひしが ごとき は その 大 なる もの 八つ あ 

るの 義な るべ きに も あらす また 四方 四隅に ある をす 

ベ いひし にも あるべ からすた ぃ汎 く其洲 島の 多き を 

いひし なほ 後の 代に 八 島と. いひ 八 隅と いひ 八十 島 千 

島な どい ふ 事の ごとくな b とぞみ へ たる 舊事紀 に 見 

へし 大 八洲の 事の ごとき も旣 にニ說 を^る されて 古 

事 記 は 其 後 說に隨 ひしと み へ たれ ど 其 しるせし 所 ま 

古史 通 或 問 上 


た 疑 ふべ き 所な きに あらす 日本 紀及其 注に み へし 所 

五條 其 說各同 じ か ら すす ベて これ 大 八洲の 號 あるに 

よりて 其數 のために 拘 はりて 終に 此紛々 の說 ありと 

こそみ へ たれ 

舊事紀 の 前 說には 淡路洲 伊豫 1 一名 洲筑 紫洲 對馬洲 

隱岐洲 佐 渡洲大 日 本豊秋 津洲を もて 大 八洲と なし 

後 說には 淡路洲 伊豫 1 一名 島 隱岐之 三 子 島 筑紫島 熊 

襲 國伊岐 島津島 大倭豊 秋津島 を もて 大 八洲と なし 

熊 襲國の 下に 一 云 佐 渡 島と 注せられ た b 是は 前說 

の 如くに 佐 渡 島 を^る されん に は其數 八つに 合 は 

ざるが 故に 此兩 可の 說を存 せられし と 見 へ たり 古 

事 記 に は 舊事 紀後說 の ごとくに して 熊 曾國を ば 筑 

紫 島に あはせ しるして 佐 渡 島 を 以て A つの 數 にあ 

てぬ され ど 筑紫島 身 一 つに して 面 四つ ありと いひ 

て ま た 筑 紫國豊 國肥國 日 向國 熊曾國 と： K るせ し說 

に その 文に 應せ すまた 淡道洲 より 豐 秋津島に 至る 

まで 皆々 其 神 名 をし るせ しに 佐 渡 島 にの み 其 神 名 

見へ す これ 舊事紀 の兩說 を； の はせ 取りて しるしぬ 

れど舊 事 紀に見 へ ざる 所 なれば 佐 渡 島の 神 名の ご 

ときは^る さ. い. o しと 見 へ た h- 日本 紀には 淡路洲 
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大： n 本豊 秋津洲 伊豫 1 一名 洲筑 紫洲隱 岐洲佐 渡洲越 

洲大洲 吉備子 洲を大 八洲と なし 其 隱岐洲 と 佐渡洲 

と は 双生な り 世人 或 有 n 双生， 者之始 なり 對 馬壹岐 

等の 小島 は 潮 沬凝成 者な りと^る されき これ 又大 

八洲の 數に 合されん ために 双生 潮沬 等の 說 あるに 

至れり かっ獰 事 紀に見 へ し 所 は 壹岐津 島の ごとき 

は大 八洲の 中に み へ て 吉備子 洲大洲 の ごとき は 小 

島 六つの 其 二つと 見へ たり 後代に 至りても 壹岐對 

•iT の ごとき は 海 西 一 一島の 國と稱 して 子 洲大洲 など 

いふ もの 昇りて 郡縣 とだに もな されす さらば 大溯 

子洲を もて 大 八洲の 國 となし 壹岐對 馬 を もて 潮沬 

凝 成れる 所の 小島な りと 見 へ しが ごとき： K かる ベ 

しと も覺 へ す 其 他日 本紀 注に 見 へ し 諸說の 如き 盡 

く 論す るに 及ばす 

淡 逍洲の 事 は 前 に盡 しつ 伊豫 二 名洲の ご とき は纂疏 

に 伊豫 都毘古 伊豫 都 S 賣ー 一 神 降 居 二 此洲， 故 名 二 一 一名 

洲, 神祠見 在，, 彼國, と 見へ たりさら ば その 男女の 神 

によりて 一 一名と は い ひしな りさ れ ど 舊事紀 古事記 に 

は 伊豫 國 謂，, 愛 止 比賣, とみ へ てまた 祌名 式に も 伊豫 

國 伊豫 郡に 伊豫 神社 ありて 亦 別に 伊豫 豆 比 子 命 神社 


 三百 四十 六 

とい ふ もの あれ ど 伊豫 都毘賣 神社と いふ ものみ へす 

筑紫洲 の 如き 私記に 見 へ し 所 は 先 儒 之 說四義 あり 

一 つに 此 地形 如，， 木 兎， 故 名い 之 也 一 つに 昔 筑後筑 前 

兩圃 之間峻 しき 坂 ありて 往來之 人 所い 駕鞍韉 摩盡さ 

ッ クシ ノサカ 

れ しが 故に 鞍 韉盡之 坂と いふ 三つ に 昔 此界上 惡神ぁ 

りて 往來の 人 死す る もの 多し 人命 盡之 神と いふ 四つ 

に 其 死者 を 葬れる 棺槨の 料に 山 木 を伐盡 さむと すよ 

りて 筑紫國 とい ふと 見へ けり 近き ころ ほひ 或 人の 說 

に筑 紫と は 初 筑前筑 後合爲 n 一  國， 時の 名なら 九國の 

地 を總云 ひしに は あらす 太宰府 を 置れ しょり 官府 あ 

る國の 名に よりて 九 國之地 をす ベ て筑 紫と はい ひけ 

るな り 今九國 之地圖 をみ るに 木 兎 鳥の 形に 似た りと 

もみへ す 古の 時に 異賊襲 來を禦 がれむ 爲に筑 前の 國 

北に 石 壁 を 築かれし かば 築 石と はい へ るな b とい ふ 

也 その 地形 木 兎に 似たり とい ふ はな ほ 其國の 地形 蜻 

蛤の ごとくなる を 以て 秋津洲 とみ. へし 說の ごとくに 

して 共に これし か る ベ しと もお も はれす 鞍韉 人命 山 

木等盡 るの 說の ごとき はもと これ 筑後國 風土記に 出 

し 所 なれ どこれ 又 日立 圃の名 あるに よ，^ て 衣手 漬國 

ともい ひし 事の ごとし その 本義と も 聞え すまた 築 石 


の說の ごとき も異賊 襲来の 事い まだ 聞 へ ざり し 代々 

の 事共 記 されし 所に も旣に 筑紫洲 と いふ 事み へし か 

ば 後代の 事を徵 となして 築 石の 義に とられた b けむ 

ともお も はれす 舊事 古事 等の 書に 筑紫島 身 一 而面四 

每 レ面而 有い 名と 見 へ たれば 九 國之地 をす ベて いひし 

名に あらす とい ふが 如き もい か V 有る ベ き 古語に ッ 

ク シと いひし は 猶如レ 言 レ標也 東南 及び 壹岐對 馬の 海 

より 來 るに 其 標 となれ る 地 也ければ ッ ク シと いひし 

事た と へ ば 齊國の 東海 表たり しな どい ふ 事の ごとし 

古の 時 水深き 所 をば、、、 ヲと いひて 其 所の 標に 或は 竹 

或は 木 を 植っ是 をミヲ ッ ク シ とい ひけ， ^漂標 の字讀 

でミヲ ック シ とい ふ卽此 なり 筑紫國 をック シと いひ 

しその 義亦 か/、 の ごとし 舊 說にシ ヲック シと いふ も 

ミヲッ クシと いふ に 同じと 見 へたる は 賴藻シ ヲック 

シ とい ふもミ ヲッ クシと いふ も 共に これ 標之義 な 

b とい ふ 事 は 似たり けれど シ ラ ッ ク シと いひし はシ 

ラヌヒ ノック シと いふに 同じく 筑紫 の國を さしい ひ 

しな， ON また シ ラヌヒ ノック シと いひし は 舊事紀 古事 

記に 筑紫國 謂 二 白日 別, とみへ し 卽此也 白日 讀でシ 

ラノ ヒと いふ 古語に ノと いひ ヌ とい ふ相轉 じてい ひ 

古史 通 或閬上 


けるなら 舊說に シ ラヌヒ ノック シと いふ 事を釋 して 

日本 紀に 見へ し景行 天皇の 御 時 火光の 事に よれり と 

す 其 事の ごとき は 肥後國 風土記に 詳に見 へ し 所に て 

古の 火 國卽今 肥 後 國八代 郡の 事に て 筑前筑 後 等の 地 

方に ぁづ かれる にも あら 卞舊 事紀に 熊襲國 とみへ 古 

事 記に 熊 曾 國と見 へ し は 日本 紀 及び 私記 また 肥後筑 

前 等の 國 風土記 を 併せ 考 るに 卽今肥 後 國球磨 邵大隅 

國赠 郡 等の 西南の 地方 をい ひしと みへ けり 

舊事紀 熊 襲國の 下に 注して 一 云 佐 渡 島と みへ し 事 

の ごとき 前に 注しぬ され どまた 熊 襲國の 一名 を 注 

せられし もしる ベ からす 日向 國那珂 郡 佐 土 原と い 

ふ 地名 はい ネ 6 も あるな， 9 

舊事紀 の 一 說に佐 渡 洲の事 はみ へす して 熊 襲 國の下 

に 一 云 佐 渡 島と 注せら る 日本 紀には 隱岐洲 と 佐渡洲 

と は 双生る と 見へ て ニ洲を あはせ て大 八洲の 其 一 つ 

となされ き 舊事紀 の前說 及び 古事記 日本 紀の 注に み 

へし 諸 說皆佐 渡洲を もて 一 洲の數 とす 纂疏に は 其 名 

義詳 ならす とみへ たり 古語に サト とい ひし は狹 也と 

いひし はな ほ フタと いひし が ごとく 卽 渡な， 9 穴 門と 

い ひ 能 等と い ひ 佐 渡と い ひまた 鳴戶と いふが ごとき 
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古史 逋或問 上 

^波る の義 とこ そ 見へ たれ サドと は其洲 の地狹 くし 

て 海 を 渡る をい ひし 也と 亦轉 じて ッと いふ 舊事紀 に 

ッ サ 

土左國 また 都佐國 とい ひしが ごとき 是なり さらば 伊 

豆津 島攝津 等の ごとき も 並に 海 を 渡る の義に 取りし 

40  fL りる ベり Ar^^y 

トは 渡な りと いふ は 渡の 字の 音 を もて 呼と いふ 義 

に は あらす 古語に トと いひした まく 渡の 字義に 

相 合 ひしな b 穴 門と は 今の 長門國 な， o 能 等と は 今 

の 能登國 なり ノ ト と は サ ドに對 しい ひしと 見 へ た 

り 古語に ノ とい ひしに 長き 義 あり 其圃の 地形 長き 

ナルト 

を もて この 名 あるなる ベ し 鳴 U! はい は ゆる 坷 波の 

« 渡な b 古 左と い ひ 都 佐と い ひし も 海 を 渡る の義 

とこ そ 見 へ たれ これら 並に 後に 借用 ひられし 今 字 

に抅る ベ からす 古語に よりて 其義を 求む べき こと 

な， リ 

日本 紀に 越洲を もて 大 八洲の 一 つと なされ 其 次に 置 

れし 所の 說 にも これに 同じき もの 三つ 纂疏に は 今 三 

越與二 畿內, 其 地相 連 屬不レ 可 レ爲， 一別 洲, と 見へ たり 其 

說の 如きい はれ あるに 似 たれ どこれ 又 古に 通せし 論 

とも 聞 へ すむ かし 天神の 代に 高天原と 葦原 中國 との 


 三 百 四十 八 

ごとき は 陸路い ま： U 開け ざれば 陰陽 一 一 祌西征 之 日た 

だ 舟 師を用 ひ 給 ふに のみ 利な りし かば 東海 を發 して 

南西に 轉 じて ま づ 海 南の 地 を 取りて 次に 海 西 諸島 を 

徇 へられ また 東に 折れて 海 北の 諸島 及び 越洲之 地に 

至， o 給 ひしと 見へ たり 卽 今古の 越洲の 地勢 を視 るに 

,  , ノゾ  カサナ へタ、  ヮタ 

北方 は 大海に 枕み 南方 一 帶 山嶽 重り 隔，， て 西 東に I 

れり此 時に 當 りて 誰か その 中國の 地に 相 連接せ し 事 

をば しる ベ き別洲 となせ し說の ごときい まだ かなら 

す是 ならす ともい ふべ からす 其 後 大己賁 神國 造られ 

しに 及びて 北 路始て 通せし と 見 へ て 高 志 國の名 見 へ 

たり 籍醇 i は 高 志と は卽 越な り 山を踰 るの 義と 見へ 

け b 舊事紀 の說の ごとき も 前 說は疑 ふべ き 所 も あら 

す 後說に まづ淡 路洲を 生み 次に 伊豫 一 一名 洲次 に隱岐 

之 三 子 島 次に 筑紫 島と み へ し を 纂疏に は その 隱岐之 

三 子 島と いふ を もて 山陰の 隱岐國 とせられ しが ごと 

きはい か い あるべ き 我 國の俗 大海 を 呼びて ォキ とい 

ふ瀛字 s 噴て ォキ とい ふ 卽此也 隱岐國 を名づ けて ォキ 

とい ふが ごとき も その 大 海 の 中に あ るに よれるな 

りかの 隱岐之 三子洲 とい ふ もの は 隱岐國 をい ひしと 

ォキ コ ジ マ 

は 見 へ す 後人の 歌に 薩摩方 沖の 小島と いふが ごとく 


卽今大 隅薩摩 等國の 海中に ある 所の 島 を さしい ひし 

とぞ見 へたる されば 伊豫 一 一名 洲に 次ぐ にこれ を もて 

タ *• ガシマ 

して 亦 次ぐ に 筑紫洲 を も て せ ら れ し な KV 多徵島 の ご 

とき はすで に舊 事の 國 造本 紀に見 へて 因りて 展朝邊 

要の 地と なされ 其 司 を 置れ 壹岐對 馬丄 共に 稱 して 三 

島と いふ 天 長の 初 停めて 大隅國 には隸 せられけ りさ 

れど其 三 子 島と いふ いづれ の 地 を さしい ひけむ いま 

だ 其徵 とすべ きもの を 得 ざれば 我 もまた 舊說 にした 

が ひて 其 疑 をば 11 きぬ 

卽今 大隅薩 摩の 海中に 子 島と いふ ありこれ 古の 

多镦 島な り また 屋久島 永 良 部 島と いふ 凡 三 つ の 島 

あるな り 古に いは ゆる 三 子 島と いふ ものすな はち 

, J れな るに 似たり 

大 日 本豐 秋 、# 洲 の ごとき は 先 儒の いは ゆる 日本 紀開 

題の 第 一 義 にして 其 言 特に 長ければ しばらく 置て 論 

せす 凡 葡事紀 古事記 日本 紀 等の 書に 見 へ し大 八洲 之 

國の事 西に 詳 にして 東に 略せる が こどき 視ん もの 苴 

しく 心 を 潜む ベ き 事に ぞ有 ける 

問 舊說に 八數は 神道の 所い 尙 とす 子が 書に も 又其說 

を 引きぬ 其義の ごとき はいかに 曰 我 國の神 世に 

I  古史 通 或 問 上 


あ て實に 八數を もて 尙ぶ 所と せられし や 否 我い ま 

だ^る 事 あた はす 古語に も物數 をかぞ へ てャ とい ひ 

し は八數 にの み 限らす たと へ ば瀵に 數年數 W などい 

ひし 事の ごとくた いその 重 b 積める 數を かぞへ ャ亦 

轉 じて ィ とい ひしと も 見へ たり 舊事紀 撰述 之 時に 至 

て 1 つに 皆 これ 八 字 を 用 ひて 讀でャ とせられ しご 

とき はまた 是 その 義 を道經 八 字の 說に 取られた りし 

とみ へ て 神道 所ン 尙之說 も 起， 9 ぬと こそ 見 へ たれ 私 

記に は 艮八世 之 卦也是 則 鬼門 而謂ョ 神 鬼 之 所，, 出入， 

也 故以二 八數 1 殊爲 n 神道 所 一， 尙耳 とみ へ け b 艮東北 

之卦 神道 之 所い 尙と いふが ごとき は 似た る こと は 似 

たれ ど 震より おこりて 艮に 終る は 卽 これ 文 王 之 八 

卦 なり 舊說の ごとき は 我國 にして 葺不合 尊の 御代 

の季 つかた 彼 三 皇の初 伏 義之氏 起れ り 周 代の 初 もな 

ほ此 尊の 御代の 終に 當， 9 ぬと 見へ たり 編^^ さらば 

我國の 初に 當て 彼の 後天の 易に よりて 八 數を尙 ばれ 

し義 ある ベ しと も 思 はれす 陰陽の 神 ふた、 び 天の 御 

柱 を 巡り 給 ひしと いふ 事を釋 して 易に 先天 後天 あ b 

周 文 王 も 一 一 神 後に あらため 巡 b 給 ひし を 知りけ るに 

やとい ふ說 によらば 赠^^ 伏義の 易の ごとき も 陰 

三百 四十 九 


古史 通 或 問 上  

ャ ヒ ロノ ミア ラカ 

ill ー祌の 造り 給 ひし 八尋之 殿の 事に や 倣れ たるら む 

お 說に八 尺を尋 とい ふ 八尋は 六十 四 尺に して 卽是八 

卦 りて 六十 四卦 となれ る象數 なりと ぞみ へ たれ 

I 漏^ され どまた a 々杵尊 天降 ませし 初に 大山 紙 

ノ タォ  n  ノ ハナ 

刺の 一 一女 八尋殿 を 起て 織 絍れ卩 とみ へ 又 其 少女 木 花 

ノ サクャ ヒメ 

之 開耶姬 御子 生み 給 はむ として 無戶 八尋殿 作りて 火 

を 放ち 室 焚かれし とも 見へ けりた とひ これらの 事 は 

一 一 神始 造り 給 ひし 所の 制に 倣 はれし などい ふ 事 あ b 

とも 其 火の 中より 生 給 ひし 火々 出 見 尊 綿津見の 尊に 

赴き 給 ひし 時八尋 の鰐來 り迎 へま いらせ 其 綿津見 

トヨタ マ ヒメ ノミ コト  ニー  2/  、Jf-  一  -f 

の^ S 玉姬 命の葺 不合尊 を 生み 給 ひし 時に 八 尋大鰐 

と 化 給 ひしな どみ へしが ごとき 八卦 六十 四 卦の義 あ 

る ベ しと もお も はれす また 舊說に 陰陽 一 ー神大 八洲 之 

國生給 ひしと いふ も卽 これ 八卦の 象數 にて 凡 八數は 

舯 の たっとぶ 所と し て 用 ひすと いふ ものな しとみ 

へけ bill 资事紀 に人岐 大蛇の 事し. るされ て 一身 

八 頭 尾 各 有 n 八岐- 其 長 度-於 雞八 谷峽八 尾， 素盞烏 

神の ため. に 斬られ て 八 段と なり て 毎 段飛爲 二八 雷 一 と 

みへ しが ごとき その 雞八 谷峽八 尾を始 とし て 八 頭 八 

岐八段 八 S また これ 八卦の 象 數に相 係れる 義 もや あ 


三百 五十 

るら むま た 其素盞 烏 祌八柬 鬚 生 ひ 給 ふ 迄哭泣 つ 事 を 

ヮザ  ナ  カラ ャ マト 

行と し 給 ひ國內 人民 多以 夭折 復作 n 靑山 變枯， し 給 ひ 

天 稚彥の 命 此國に 使して 八 年まで 復命せ すつ ゐに身 

まかりし を 還 葬りて 八日 八 夜啼^ 悲歎せ しな ど 見へ 

しが ごとき これら また 八數を もて^: ぶ 听の義 や ある 

m リキタ 

らむた い 我 見し 所の ごとき は 我國龜 卜の 法 は 因來る 

所 も旣に 久しき 事と 聞え て 其占辭 に八訣 あるが ごと 

き は 或は 上世よ b 相傳 へ し 所な， けむ もしる ベ から 

す 但し それ も 文 王の 卦名を あはせ て 、 】 れを 神に 祕し 

て 大祓の ft 詞と なすが ごとき は 疑 ふ ベ き 所な きに は 

ふ のらす 

古語に 凡物數 をかぞ へ て ャと いひし は 八 枚に のみ 

ャ クタ リノ 

も 限らす と はたと へ ば 舊事紀 神代 系 記に 天の 八 下 

ミ クグリ 

尊 夭 三 降 尊と 申す 見 へ しが ごとき 八 下と はな ほ 再 

降る とい ふが ごとし 天 御中 主神に 次ぎ 給 ひし かば 

か く名づ け ま い らす さ れ ば また これに 次. ぎ 給 ひし 

をば 天 三 降と は 申せし なり また 八咫 鏡と いふが 如 

きも 私記に 咫讀で 阿多と いふ は卽 手な b  i 手之廣 

さ 四寸兩 手相 加 正 是八寸 なりと いひ 釋 日本 紀には 

天 德御記 及び 太 神宮 式を證 として 圓 經八寸 とす 八 


咫猶 ヒー 一一 n,, 兩手 一也 これ まお 天 八 下の 義に 同じ 凡 物 

の 重なれる をャ とい ひィ ャと いふ 八重垣 八重 事 代 

主神な どい ふが ごとき は 今 俗に ャ へ にな， o しと も 

ィャ ガウへ に 重れり など もい ふが 如し 必ゃ. しも 八 

つ の數を いひし に あらす 其 他 - 」 れ に 倣 ふ べし ャ亦 

榑 じて ィと いひし と は 八十と いひ 八 百と いひ 五十 

とい ひ 五 百と いふが ご. とき 必す 八と 五との 數 をい 

ふに は あらすな ほ 數十數 百 幾 十 幾 百と いひし 事の 

ごとし 道經八 字の 說とは 天 書 八字盡 二道 體之奥 一 と 

いふが ごとき これな、 り 我國龜 卜に 八つの 訣ぁ りと 

は トホカ ミ ュ ミ タメと いふ 八つの 訣を いふなり 文 

王の 卦 名と は 後天の 易 坎艮震 巽 離 坤八允 乾 の 卦位を 

いふなり 三種 大教の 祝詞に 吐 普 邡身依 身 多 女 寒 言 

神 尊 利根 陀 見と 見， へしが ごとき 其 事 を 神に し秘す 

ると いふ 卽ー 』 れ なり 


古史 通 或  IRi 中 


古史 通 或 問 中 


或 問 陰陽 一 一 神 生み 給 ひし 御子 水 蛭兒と 申せし 子が 書 

に は 古事記に みへ し 所に よりて 舊事紀 日本 紀 等に 見 

へ し 所 の ごとき 强て 其 說を作 る ベ か ら すと いふされ 

ど 其 注せし 所の ごとき は 二 神 天降 ませし 初に 此國邊 

侮の 民 を 黉赂し 給 ひし 事 を 上世の 俗の かくはい ひつ 

ァ ラエ ビ ス 

ぎし 所な りと す 舊說に は 西宫の 荒夷と 申す 卽此 神な 

b とい ひ || 俗間， また 其 像 を 書きて これ を 祭れる 事 

も 世旣に 久しき 事と ぞ見 へ たる 子が 書 これらの 說を 

も 載せす 其 謂 こそ ありぬ， ベ けれ 我今此 祌を稱 して ェ 

ビ ス とい ふに よりて 視 るに 或は これ 東方 蝦夷の. 地 開 

かれた るら むも^る ベ からす 曰 古事記に 陰陽 一 一 

神 最初に 水 蛭 兒を生 給 ひしとの みみへ し を 舊事紀 日 

本紀 等に 見 へ し 所 は 日 神月 神 素 盞烏祌 等 を 生み 終り 

給 ひし 後に また 水 蛭 子 を 生み 給 ひしに 三年に 至る ま 

で 脚立 給 は ざれば 萆 船に 乘 せて 流し 棄られ しと 見へ 


 三百 五十二  

けり 古語 拾遺に は 水 蛭 子 を 生 給 ひし 事 は 見 へす これ 

らの 書に 見 へ し 所 各 同じから ざるす でに かくの ごと 

しまして や 其 足た ち 給 ふ 事 あた はざる を もて 流し 棄 

られ しな どい ふ 事 然る べしと もお も はれす 上古の 俗 

いひ 繼 ぎし 所 か 、 る 事 ども すくなから すそれ が 中 蛭 

子 鶴鴒の 事の 如き は 並に 是邊 海の 小 民 或は 來降 b 或 

は 先導き ま いらせし もの をい ひつぎ し 所と こそ 見 へ 

た れ 蛭子卽 是西宮 荒夷 の 神なる よし は 舊事 古事 日 本 

紀 等の 書に 見 へ し 所に も あらす され ど 土俗い ひ傳 へ 

しと ころ 誣べ から ざら むに はかの 二 神に 來降 b しも 

の をい つき 祭れる 所なる もまた 知る ベ からす 東方 蝦 

夷の 地 開かれし 神な りと いふが ことき いまだ 其徵と 

す ベ き 事 を も 見す 又 彼 夷 壤開國 の 神 洞 あ b とい ふ 事 

は 聞 へ ぬれ ど それと おぼしき 事 はき こえす 

後の 代の 人の 歌に たらち ね はいかに あはれ と 思す 

らんみ とせに なれ ど 足た、 すして とよみけ b まこ 

とに さる 事と ぞぉぼ ゆる 人の 親の 子 をお も ふこ、 

ろ 其 子の 三と せに 至る まで 足た、 ざら むいかに 悲 

しか b なまし まして ゃ此國 開かれし 神聖 其 御子 は 

なち やり 給 はむ 盲べ き 事に も あらす す ベ て - J れら 


の說の ごとき 尤 是名敎 におき て累 はす 事共に こそ 

あれ 又 俗間に 祭る 所 夷の 神と いふ もの、 事 も大黑 

祌と いふ ものと 並べ 祀 りて 二 神 福 を 降し 給 ふな ど 

いふめ，^ 大黑と は卽梵 土の 摩迦々 羅神 夷と は 水 蛭 

子の 祌 なりと もい ひ 又は 夷 は 水 江の 浦 島 子の 鯛 釣 

れる圖 な ，0 これすな はち 福と 壽とを 祈る の義 なり 

ともい ふ 又 一 說 に^かる に は あらす ダイ コ クとは 

大己贵 の 字の 昔 を もてよ びし な b 卽是國 造の 大神 

な b 爽とは 其 神の 御子 八重 事 代 主神 これな りこの 

1 一 神 は 我 阈の本 主 なれば いにし へよ，^ いっき 祭る 

所な.^ とい ふその 大黑 とい ふ もの \ 像 色黑く 身 短 

くして 袋 を 負 ひ槌を 手に す又此 神の 使者 鼠な. C な 

どい ふ K 事紀 による に 大己贵 神と 稱 しま いらせて 

爽原 醜男と も 申せし かば その 形 醜く や 書きぬ らん 

此： 負 ひ 給 ひしと いふ 事 ありまた 鼠の 鳴 鎬箭の 

羽 をば 食ひ盡 して 其箭 をば まいらせ しな どもい ふ 

事 あ ，9 その 手に せし 槌は此 に 力， フラ とい ふ もの、 

形 を あやまり うつせし にや 夷の 像 は 鯛を腋 にし 釣 

竿 を 抱り し を圔し ぬれば 事 代 主神の 釣魚の 遊し 給 

ひし 所 を や 書が きぬら むされ ど此 祌を稱 して ェ ビ 

I 古史 通 或 問 中  ^ 


ス とい ふ義 いかに や あるら む 又 蝦夷の 地 開きし M 

八 神 あり 現じて カド とい ふ 魚 を 捕りし よ. O 始れり 

とい ひて なほ 今 も 其 神 を 祭 b ぬと いふなり 

問舊事 古事 等の 書に は 陰陽 一 一 神 旣に國 土 を 生み 終，^ 

て 山川 草木 等の 神 を 生 給 へ りと 見 へ 日本 紀 古語 拾遺 

に は 山川 草木 土 を 生 給 へ りと 見 へ し を 子が 書に は此 

等の 神 を 祭 b また 其 祭祀 を 掌れ る 職 を わかち 置れ し 

とす 其說 いかに 曰 山川 草木の 國土 における なほ 人 

の 形 體毛髮 あるが 如く 其 神 ある は 亦な ほ 人の 精神 あ 

るが ごとし 人旣に 生れぬ るに 及びて は 精神 形 體皆備 

らす とい ふ ものな し 前日 人 を 生み 終， o- て 後 また 今 精 

神 形體を 生む とい はむ 其理 あるべし とも 思 はれす 舊 

事紀 古事記に 山川 草木 等の 神 を 生む と 見 へ し は此葦 

原 中國の 地に して これらの 祭典 此 時よ， 9 始れ b と 云 

の義 とこ そ 見へ たれ 問 舊事紀 に はい ざな ぎい ざ 

なみの 二 神 日 神 ほ 神素盞 鳴の 神 三 柱 を 生 給 ひしと 見 

へ てまた いざなみの 神神 避り 給 ひし 後に いざな ぎの 

神 彼 三 柱の 御子 を 生み 給 ひしと もみ へ たり 古事記に 

見 へ し 所 は 其 後說の ごとく 日本 紀には 其前說 に^た 

が はれて 註に 置れ し 一 書に はまた そ. の 後說の ごとく 

三百 五十 三 


古史 通 或 問 中 


三百 五十 四 


,づ る Ei^  ,  >/ 


古語 拾遺 また W 事 紀前說 の ごとくに ま 

るし ぬ これらの 正 &實錄 すでに かくの ごとく なれば 

子 もまた 其 疑を闕 くと 見 ゆされ ど いづれ の說を もて 

か 其 實に近 かるべし と は 思 へ る 

口：：： 祌：！ ：： 神お さ 神 等 生れ 給 ひし 事 舊事紀 に 兩說を 

せられし が ごとき は 其 疑を傳 へ られし 所と こそ 見 

へ た れ古事 記 に は 其後說 にの みよりし が ご とき は 疑 

ふ ベ き 所な きに あらす その^る されし 所の ごとき は 

い ざ な ぎ いざなみ 二 神 共に 生み 給 ひし 所 島 十四 島 神 

三十 五 « そのお 後に 生み 給 ひし 火の 神の ためにい ざ 

なみの 神 は 神 避り ます その後 いざなみの 祌筑紫 H 向 

の 1® 小 I： の 阿 波岐 が 原に て 御身 の 瘐し給 ふに よ，^ て 

成れる 所 八 卜禍律 以下 速 須佐之 男 命 以前 十 柱 神 

と 見へ だ り さらば 此十 柱の 祌の ごとき は 御^と いふ 

もの おはします ベ きに^らす 然るに 又 古事記に 速須 

ft 之 ^ 命 妣眩根 之 堅洲國 に罷ら むとの たま ひて 哭伊 

佐 知 給 ひし 山 を^る せ b その 稱 して 先 記の 謬 を 正す 

とい ひし 所の もの 錯^ ある 事 またな ほかくの ごとし 

まして や 我が ごとき もの 彼兩說 における いづれ を か 

^か し いづ れ をか^ から やと はなす ベ きされ ど 


其 前說の 如き は 日 本紀 古語 拾遺 等 の 書より 」<  た が ひ 

し 所に て 古事記 に も 速須佐 之男祌 の 御 母お はし ませ 

しょし 見 へ たれば 我 書 もまた：：： 神：：：： 神^ 盏嗚神 等 は 

1 一 神 共に 生み 給 ひし 所な，^ とは^る せ b 

問 伊羿册 神神 避り ま せし 時の 事の  一、、 J とき S 事 古事 等 

の 書 日本 紀 註に 引れ し說の ごとき その 事詳 な、 り 子が 

書 其 事 を ば^る さ すし て 舊事紀 古事記 鎭火 祝詞 に 見 

へ し 所 を 註して 其義 をば 釋せゃ - - れ又疑 を？ 1 きし 所 

、と は 見 へ ざれ ど 其 大要の ごときい か にや 心得 へ ぎ 

曰祌 世の 事 僅に 舊聞 の 及 ぶ 所も^ す る が 一、、 一 とく. JJ す 

るが ごとく 夢見る がごと く覺 るが ごとしと いひし は 

これらの 事の 類に こそ あれ 此 事の 如き は伊姅 W 神火 

神 を 生み 給 ふ 事の ために 神 避 b 給 ひしと いふに より 

て 火の ために 焚れ うせ 給 ひて 泉津祌 となり 給 ひ 伊 S 

力 ミタチ 

諾 神其穢 しきに ふれ 給 ひ 御祓し 給 ふ 時に 成 給 ふ 神 等 

おはします などい ひ嗣 ぎし- g 々變幻 鬼 怪の事 どもす 

ベ て 上世の 俗不經 の說に 出し 所擧 て 論すべき にも あ 

らす され ど 伊羿諾 神 其 御子 を 斬て 段々 になされ 又此 

事に よりて 妹 神の ために くるしめられ 給 ひしな どい 

ふ 事 の -ム 】 とき 其 義を詳 にす る 事 な か ら ざ  >, つ む ： 2 は 名 


敎 において 其 害 い と甚し かりぬ ベ けれ ば 其 義を辨 せ 

ざる 事 を も 得 可ら すま づ火 g と 申せし 事の 由 をよ く 

/^心得 わき まふ ベ き 事と ぞ覺 ゆる 舊事紀 に 火 神の 

御名 火 之 産 靈蚵遇 突 智と見 へ し は此神 天孫の 外祖に 

てお はしければ 產 靈の稱 はお はしけるな b 天孫 本紀 

に 據に瓊 々杵^ ：锐紫 = 向の 國に 天降 おはしまして 

其 固 神 大山 « 神 の 少女 木 花 之 開 耶姬を 娶，^ て 火々 出 

見 等の 御子 を 生み 給 ひき 又 陰陽 本 紀に據 るに 伊羿諾 

祌火神 を 斬， O て みつとな されし！^ 一  段 は 大山 紙 神と 

申す 又 斬りて 五段と なし 八 段と なされし に またお の 

おの 其 一 段 は 大山 祇 神と 申しき さらば 大山 祇 神と 申 

す は 火 神の 身 を わかちた まひし 所に して 卽是 火々 出 

見 尊の 外 祖の祌 にお はしければ 其 出 給 ひし 所 を 尊み 

親しみ て 火 神 の 御 事 を 火 之^ 靈と 申せ し 事な ほ高皇 

谇-邀 祌 皇淹靈 等の 祌.； ！i; 靈の稱 お はし ましけ る 事の ご 

ときな， o し 也 次に また 火 神と 申せし は 囘祿祝 など 

い ふが ごとき 火之祌 をい ひし 事に は あらや 筑紫洲 の 

國 神の 事と ぞ見 へけ る筑 紫國を ft  nz 別と いひ 豐國を 

トヨノ ヒヮァ  ハヤ ヒヮケ  トヨ クシ ヒ 

i リ.： ： 別と いひ 肥 H を 速 = 別と いひ U 向阈 を^ 久志比 

ネヮケ  --, 

泥 別と いふと 見 へ しが ごとき 皆是 U 別と い ふ を もて 


其 名と す： n とい ひ 火と いふ 用 § る 所の 字 は 同じから 

ね ど 其 語の ごとき は 異なる にも あらす た い 其 いづれ 

の國 神な，^ しとい ふ 事 をば まらす 

日向 國を 豊久志 比 泥と いひし は卽 =ぉ 之^ 日 二 上 

ノ タケ  ク. ンビ 

之峯 とい ふ これな り槠 日と いふ は卽祌 火な bnl と 

い ひ 火と い ふ 其 語 もと 異な b と は 聞へ す 古事記 に 

は 火 神の 名 を 火 之 夜 藝速男 祌亦名 火 ^ 迦具 土神え 

ま、 るし 舊事紀 にも 亦 火 燒速男 命と いふと 註せ られ 

たる 古語に 力 グと いひ ャ ケと いふ は相應 じて いひ 

けりこれ 其 昔の 轉 なり 力 グ また 轉 じて 力 ゴ ともい 

ふ 天 之 香 山 また 天 之迦久 山と い ふ , 」 れ なり ッケと 

いひ ッ 、とい ひまた ッョ とい ふ 皆相轉 じてい ふ卽 

地祇な り 速 男 神と いひ 迦具 土神と いふに よらば 卽 

今 の 薩摩國 其 神 a な り し も ネ？ る ベ. か らす古 時 に I 

人の 薩 摩と いひ 又彼國 に鹿兒 島と いふ 地名 あ， o て 

祌名式 に よ るに 大隅阈 桑原 郡 鹿 ごしま ま 社と い ふ 

ある は 此神を や 祭りぬ らん 

其 火 祌を生 み 給 ひしと いひ 嗣し事 は初筑 紫の 洲を征 

されし に國 人の 來服 せし をい ひし 事前に 注せし 所の 

ごとく 又 斬りて 段々 になされ しと 云 嗣し事 は 其攻降 


古史 通 或 問 中  三百 五十 玉 


古史 通 或 問 中  .  

されし 衆 を わかち 置れ し 事た と へ ば 帝舜分 n 北 三 苗 一 

せられし などい ふ 事の ごとくな りしなる ベ し 又 その 

斬り 給 ひし 靱 に靈れ る 血激で 神と なれり とい ふ は 其 

戰に功 有て 名顯 れし祌 等の 事 をい ひしな， り 

舊事紀 に^の 鋒よ b 垂る 血走りて 湯津石 村に 就て 

成る 所の 祌の名 夭 尾羽 張 神と いふな ど 見へ し皆是 

此戰に 功 ありし 所な b 

また 伊 # 册砷祌 避 ま せし 時に なれる 种の ごとき は鎭 

ぉノ ムス ビノ カミ  ，1 ハがク  ミコ 

火 祝詞に 火 結 神 を 生み 給 ひ 石 隱れ給 ひし 時に 御子 

ノ匕 サゴな ハナ 〔ニヤ マ ヒ-メ クサ  ゾ ノア ラ 

水祌匏 川^ 旭山 姬四稱 を 生み 給 ひ て - - れ を も て 其 荒 

振 心を鎭 奉れと 事敎 悟し 給 ひきと 見 へ たり 亦是 火の 

た め に 焚れ たま ふとい ふに よりて 火 を鎭む ベ き秭々 

の 物 を 生 給 ひしな ど 太古の 俗の いひつ ぎし 所と ぞみ 

へ ける 

お 寧 紀に此 時に 金山 彥 金山 姬神罔 象 女神 通 安彥埴 

ヤス アマ ノョ サゾ -フ 

^姬天 吉葛を 生み 給 ひしと 見へ て 古事記 又 同じ 日 

本紀 注に は 水神 土神 天吉 葛お 生 給 ひしと も 金山 彥 

罔 象 女 馗山姬 を 生 給 ひしと もい ふニ說 あり 鎭火祝 

詞に四 秤の 物と 見へ しかば 舊事 古事 等の 記に 見へ 

し 所に 異なる ベ からす 其 罔 象 女 は 水神な.. o 埴安姬 


三百 五十六  I 

は 土神な b 金山 彥と い ひし は鎭火 祝詞 に よらむ に 

は 川 菜 の 事 を やい ひぬ らん 天吉葛 は 卽匏な KV 吉葛 

ー爾で ョ サヅラ とも ョ ソ ヅ ラ ともい ふ g 今 ヒサ ゴと 

いふ もの これな b 萬 葉 集抄に 古語に 吉の義 を與と 

ヅ ル 

いひし と 見 へ たり ッ ラ とは蔓 也サ とい ひソ ト いふ 

が ごとき は 語助な b ョ サヅラ とい ひヒ サゴ とい ふ 

古今 之 言 同じ か らねど 其義は 異ならす ョ とい ひヒ 

L いふ 並に 吉之義 なり ッ ラ とは蔓 をい ひ コ とは實 

をい ふなり これらの 物 を もて 火 を鎭 めよ とのた ま 

ひし. 3 は 或は 川 菜に 土 を 和して 塗 b もし 或は 匏を 

もて 水 をも灑 ぎつ べしとの 義な  >り これらの 事 を も 

て 太古 淳樸之 俗お も ひ 見つ ベ き 事に こそ あれ 

其 神 避 給 ひし 所の ごとき は 出雲國 風土記に 伊佐 奈美 

神の 時に 神戶郡 古志 之 地 を 築れ しとい ふこと 兒 へけ 

りこの 事に よらば 此神 彼國に おはし ましけ る 時の あ 

り し 也 舊事紀 古事記 に 此 种 をば 岀雲國 と 伯耆國 との 

界比婆 ど 山に 葬る とも また 黃泉； 牛 坂と は 出 雷 國伊磁 

夜 坂 をい ふな b とぞみ へ しは此 祌彼國 にして っゐに 

祌去給 ひし をい ひしな 素盞鳴 神 妣國之 根 之 堅洲國 

に 罷らむ 事 を 父 神 に 請 申 されつ るに 其國に 天降 給 ひ 


しと も 見 へ たれば 出 雲 國に神 避り 給 ひし 事 は 疑 ふ ベ 

くも あらす 然る を また 此神を 紀伊國 熊 野に 葬れ りと 

もい ふ說 ありし は S 事 紀に據 るに 素 盞嗚神 高天原 を 

逐れ給 ひ 出 雲國 に 天降り まし 熊 成峯に 居た まひて 遂 

に 根 國に入 b 給 ひ き 祌名式 お よび 其國 風土記 に 意 宇 

郡 熊野大 神社と 見 へ しもの 卽 其神迹 とぞ見 へ たる 素 

着： 嗚 神の 御子 五十猛 神 また 大屋 彥神 とも 申せし 父 神 

に^たが ひて 天降 ませし 時に 多に 八十 種の 子瞰 ふべ 

き 樹秭を もち 歸， り 給 ひ 其 妹 大屋 姬命 孤津姬 命と とも 

に筑 紫よ h. 始て大 八洲 之內に 分布し 給ひ靑 山と なさ 

る 此三神 は 木國に 渡し 奉らる 舊事 紀に紀 伊 國所レ 坐 

大神 とみへ 古事記に 木國の 大屋 趴古 之 神と! へて 

神 名 式に 名 草 郡 伊太 « 曾 神社 大屋 都 比 賣祌社 都 麻 都 

祌 M 神社と 見へ し は卽此 三柱の神 をい つき 祭れるな 

b さらば これらの 神 等 を 渡し 奉られし 時に その 妣の 

神 を も 彼 國に遷 し 葬られたり けむ も^る ベ からす 

大己贵 神の 百 不足 之 八十 隈 とのた まひし も卽 これ 

熊 成 峰と も 熊 野 山と もい ひし これな、 り 古語に ク マ 

とい ひし はカミ とい ふ 語の 轉せ しな， りされば 後に 

神 亦 讀でク マと もい ふなり 紀伊國 を 古に 木國 とい 

古史 通 或 問 中 


ひ し も 大屋 彥祌 の 事に よ. りて また 此國 に も 熊 野の 

地名 ある は 出 雲 國 にある 所の 地名に よれるな， o た 

と へ ば 周の 東周漢 の新沛 ありし 事の ごとく また 根 

阈 とも 根 之 堅洲國 ともい ふ は蔡說 に は 地下 を さし 

いふと み へた b され ど蔡事 古事 等の 書を按 する に 

い ざな み の 神の 御 事の み に も あらす 素盞烏 神 も 其 

SS にお はし まし 又 黄泉 平 坂と いふ 所の 事 も 紊盞烏 

祌の御 事に も 見 へ け b 古に は必ら やさす 所 は 有べ 

け れ ど 其事旣 に隱れ しなるべし 

凡そ 此 事の 本末の ごとき は 初 一 1 神筑 紫の 國神 を征し 

給 ふ 事 ありし にい ざな みの 神の 御 軍 其爲に 敗れての 

がれ 奔り給 ひい ざな ぎの 神つ ゐに其 神を攻 降し 給 ひ 

一 其 衆 を こ、 かしこに わかち 置れ ていざな みの 神 をむ 

かへ 給 ひしに ふかく 其 敗 衂の事 を 恥 給 ふ 事に よりて 

つ^に 琴瑟相 和ぎ 給 はで いざなみの 神 は 神 去 b 給 ひ 

し 事と こそ 見へ たれい ざな ぎの 神黄柬 軍の ために B1 

しめられ 給 ひしと いふが ごとき は 初 國土を 生み 給 は 

む， とて 天 之 御 柱 を 巡 b 給 ひしに いざなみの 神先づ 言 

あげし 給 ひしと いふが ごとき 事の 爲 につ ゐに 建絕妻 

之 誓 給 ひしに 至 b しと 云 ふ 事 を 神 奇鬼怪 の 事と も魘 

30 五十 セ 


古史 通 或 問 中 


三. &玉 十八 


はれし 夢兒し 事を說 くが 如くに はい ひつ いけた，. 9 け 

るな， O 其祧實 制い 鬼 事の ごとき を 見る に 史書 文飾の 

言 も 又す くな かるべ か らす 


初 國を生 給 ひし 時に も 女神 先 だち 給 ひし 事の 故 

^ならす 天神の をし へ さとし 給 ひふた、 び 天降 

まして 其 功 をば 收 めら れき 火の 神の 時の ごとき も 

また それらの 事の ごとき こと 出來て っゐに はこと 

と を わたり 給 ふに も 到れ， O とぞ見 へ たる 初 國土を 

生 給 ひし 時の 事 は 我 書の 註に 見へ た b 桃實 制レ鬼 

事 は 典 術 及び 本草 等の 書に 見へ たり . 

問お^ 紀に 月 の 神 は 滄海之 潮 八 百 重 を 知ろ しめた ま 

ひ 後に 配 も而知 n 天 事， 不レ知 二 夜 之食國 一也 此神 日祌 

の 命を舉 けて 葦原 中 國保食 神の 許に 降 b てつ ゐに其 

神を搫 殺して 復命せられ しかば 日 神 相 見 給 はで  一 H 

一 ^を 隔離れ て 住 給 ひしと 見へ た. り 古事記に はた 、> 

=： 种 に は 夜 之 &  W 知， 9 給 ふ 事 を 言 依し 給 ふとの みみ 

へ て此 神の 事の ごとき は詳 ならす 素 盞烏祌 高大 原 を 

迷れ 給 ひし 時に 大宜津 比 賣神を 殺し 給 ひしと い ふ 事 

神の 保 食 神 を 殺し 給し 事の ごとくし るせ， o 

大宜都 比 賣神は 陰陽 一 一 神 生み 給 ひし 所な bigc 事 


hy 


ス ヱ 


古事 等の 書に 見 へ 

日 神の 御 事 は 申す に 及ばす 素盞烏 神の 御 ％ の 事は舊 

事紀 古事記 曰本紀 等に 見 へ し所詳 なる に 月 神の 御 後 

の事詳 ならぬ はいかに 曰 月 讀尊夜 之 食國を 知-り 

給 ひしと い ひ 潮 之 八 百 重 を 知し 給 ひしと いひ また 日 

神と 日 柊 を 隔離れ て 住 給 ひしな どい ひつぎ し 事 は 月 

神と 申せし によれる 事と こそみ へ たれ 保 食 神大宜 郡 

比賣 神の 事の ごとき 今 はたい づ れを是 とす ベ き 事 を 

^らす 舊事紀 に 天の 月 神 命と いひし は 壹岐縣 主 等の 

祖 也と 見へ て祌名 式に 奢- 岐島 壹岐 郡に H: 讀社ぁ b 

名 神 大社と 見 へし かば 彼 H: 神 命 及び 壹岐縣 主 等の ご 

とき 此 神の 御 後と ぞ見 へ たり 此 等の 外 古より いひ も 

傳 へ ざる 所の ごとき 孰 か はよ く其詳 なる 事 をば しる 

ベ き 

問 日 神 素 盞烏神 と 誓 ひ 給 ひて 其 後天 窟に こも， o 給 ひ 

しとい ふ 事 舊事紀 古事記 U 本紀 等に 見 へ し 所み な 同 

じた い 日本 紀 注の 一 書に のみ ま づ天窟 にこ も. o たま 

ひ 後に 誓 ひの 事お はし ませし と 見 へ し を 子が 書に は 

其 書の 說に從 ひし 其義は い か に 曰 我 東方の 人 天 

a と 共 に 日 神 を W ぎ ま い らす る 事 百世 の 後 迄も衰 へ 


すされ ど 神 德の廣 く大に おはしまして 得て 名づ く ベ 

からぬ 故 もや 有らむ いかなる 事の おはしまして かく 

はわたら せた まふと いふが ごとき は 古よ， Ov いひ 傳 へ 

し 所 も あらす 其 神 德の萬 一 をもう か いひ 見つ ベ しと 

覺 ゆる もの 古事記に 見へ し 所た、 >  一事 こそ ある なれ 

其 事 は索盞 烏祌天 照大御 神の 營田之 阿 離ち 溝 埋め ま 

ォ ホン ベ  ミア ラ カクソ  チラ 

た 大嘗き こしめ す 殿に ^ま b 散 さるされ ど 大御神 は 

とがめ 給 はす 地 を あたらしと こそ 我 那勢之 命の かく 

すれ 醉て吐 散す と 一 一 そ 我 那勢之 命 はかく すれとの 

ナホ 

たま ひ 直し 給 ひしと 見 へ けり 彼^ ことばに つ きて 

其 御 心 を 推 はかる に 大舜の 象 憂 亦 憂 象 喜 亦 喜び 給し 

などい ふ 事の ごとくに やお はし ましけ むいと ありが 

カゾ ノォ ホカミ 

たき 事に ぞ ありけ る 初素盞 烏 神父 大 神の ために やら 

はれ 給 ひ； 大に 上り 給 ひしと きの 事 ども 舊事紀 古事記 

= 本 紀に見 へ し 所の ごとき は 我 疑 ひ 思 ふ 所な きに あ 

らゃ この 時 父の 御 神 は 淡 海の 多賀に おはし ませし に 

紊盞烏 祌請申 されて 我 今 詔 を 奉け て 妣の國 根 之堅洲 

國に iib な 

一し と V*- し ^  .6  く 古^-天 原に ，ぶ .6  -フ 一し 、姊^ -に 

相 見 へ て 後に ひたぶ るに^ら むとの たま ひし を ゆる 

し 給 ひたりければ 卽 天に 詣で給 はむ とし 給 ひしに 一 

古史 通 或 問 中 


ハァ カル タマ  ミヅ ャサカ 二  ノ マガ タマ 

神 名 は 羽 明 玉神迎 へ 奉りて 瑞の八 尺瓊之 曲玉 を 奉る 

姊 命に 進ら せ 給 はむ 爲に其 玉 をう けて 昇 b 給 ひし を 

天 照 大御神 もとより 此 神の 暴惡 をば しろしめしぬ 其 

来れる 故 善き 意に は あら じ 我 高天原 を 奪 ふ 心 や ある 

らんとの たま ひて 丈夫の 武備して 拒が せ 給 ひしと 見 

へけ 、り 凡 は 人の 困 厄 に あらむ 外人 に おけるな ほ  > じ を 

動かさ いる 事 を 得す 羽 明 玉の 神迎 へま いらせて 贈る 

に 其寶を もて せられし 誠にし かぞ ある ベ きたと ひ那 

勢 之 命して 善意 もて 來 b 給 は ざら むに も大御 神の 御 

心に 彼 詐を迎 へ 給 ふ べしと もお も はれす 正しく 種々 

の 天津 罪 犯されし を だに とがめ 給 ふ 御 心お はし まさ 

すまし て や 姊命を 愛し 給 ふ 道 を もて 來 b 給 はん 嚷に 

セ メ 

鬪ぎ給 ふの ごとき 萬々 に おはします ベ からす かくて 

其 衆 神の ために また 逐れ給 ひふた たび 天に 還， o 昇り 

給 ふに かくみ づ から 出迎 はせ 給 ひし は 衆 神の ために 

は か らは. せ 給 ふ 所に して 前日の 時の -、、 J ときと は 事 勢 

大きに 同じから や 果して 彼 申 給 ひし， j とばに も 衆 神 

我 を 置く に 根國を もてす もし 姊命 と相兑 へま つらす 

ば 終に 離る、 に 忍ぶ 事 あた はじと ぞの たま ひた， りけ 

る 大神 の み づ か ら出迎 給 ふ に あ らざ らむ に は 其 時事 

—，11 一 百 玉 十九 


古史 通 或 間中 


三百 六十 


の ごとき はかる ベ からす H 本紀 注の 一 書に 見へ し 所 

の ごとき は ：" 神の 御 事 は 申す に 及 ば や 素 盞烏神 の 御 

事 も 神性の 强 暴に おはし ませし ごとき はいかに せん 

父母 兄弟の 間の 事 ども 其 道に たが ひ 給 ひしと は 見へ 

給 はす 此 時日 神に まいらせられし 御子の 御す ゑの 彼 

父大 神の 初に 言 依し 給 ひし 所の ごとく 天下し ろ しめ 

されて 今に 至らせ 給 ふ 御 事 其 幸に はお はし^さす さ 

れば我 書の ごとき はかの 注の 一 書に よ b て しるしけ 

るな ひ 

問 日 神の 天窟 にこ もり 給 ひし 時事し るされ しものと 

もに 天金 山 天の 香 山 等の 名み へ し を 子が 書に は 二 山 

其處所 共に 不レ詳 と 見へ たり 舊說に 天 香 山 は 大和 國 

にある もの 是な， o とみ へ け，^ さらば 子が 書に 高天原 

を もて 東海の 地と する が ごときい かに や 有べ き 

曰 天の 金山の ごとき は 傷く 释 せし 說も聞 へ す 天 香 山 

は釋 HI 本紀 に 伊豫 國 風土記 を 引 て 其國 に 天 山 あ， り 天 

よ， o 降る 時 二分して 一 片は 倭國に 降る 天 加 具 山是な 

b 一  片は 此國に 降る 天 本山と いふと 見へ たり これら 

不經之 言 信す ベ くも あらす たと ひその 說の ごとくな 

ら むにも^ の！： にある 所の もの は 高天原の 事に ぁづ 


か る ベ きに も あらす 凡 古の 名山 大川 後に 其 名の 改 

ぬる 舊名を 併せて 其處 所も詳 ならぬ いくら も 有め 

饒速日 尊の 天降 ませし 河内 國河 上の 哮峯の ごとき も 

古より 其 處所詳 ならぬ か寵 田に 座す 神社に 天の 御 柱 

H 御 柱の 名お はせ し 其 義も詳 ならす と 見へ たる 瓊々 

杵 尊の 天降 ませし 筑紫 日向 高 千 穂 機 觸之峯 の ごとき 

も 彼 尊 を いっき 祭れる 霧 島 神社の 名に より て 霧 島が 

嶽 とのみ いひて 舊名を しれる 人 も すくなし され ど此 

等 は 其 ある 所の 國名 をし るし も 傅 たれば 其 地に つき 

て 導ね 求めつべし 高天原の ごとき は 其 地 また 東夷 

之 域に 陷 b て 世旣に 久し か、 りしと 見へ たれば 香 山の 

如き も 其 處所詳 ならす 後に 都久 波の 山と いひし を ま 

た 都久 波の 義を 併せて さだか ならぬ 事に な b しな、 り 

萬 葉 集の 歌に 未 I 女 壯士之 往集加 賀布耀 歌と 見 へ し 

を 耀歌東 俗 曰 二 加賀比 一と 注し また 常陸國 風土記に 筑 

パ ネ 

波峯 之會 としる せし その 力 f 、とい ひカゴ とい ひカグ 

とい ふが ごとき は皆是 語の 轉 せし なり 古語に ヒ とい 

ひし は會と いふが ごとし 

ァヒ とい ふァ フ とい ふァ とい ふは發 聲也釋 日本 紀 

に 間の 字讀で ヒ とい^も その 義又 これに 同じ ヒと 


いひ フと いふ また 轉 語な，^ 

加賀 布と いひ 加賀 比と いふが ごとき はな ほ 後世 之 俗 

の^ 波 峯之會 とい ふが ごとく 香 山に 相會ふ をい ひし 

なり 此事 太古 之 造 俗な. o ければ 其 古語 は 後代 迄 もな 

ま 遺. c-^Nh- けるな b さらば 古に 天 香 山と い ひし もの 

卽 いまの 筑 波之峯 なる 事 疑 ふべ くも あらす 天 香 山 後 

に筑 波之峯 とい ひしな は 高 千穗^ 觸之峯 後に 霧 島が 

嶽と いふ 事の 如し 其筑 波と いふ 事の ごとき も舊く い 

ひ傳 へ し 事 ども あれ ど 並に これ 後人 附^ 之說に 出て 

き n す ベ くも あら 

常陸國 風土記に は^ 波 本名 築 波 上古の 時 東海 逆流 

せし に此山 高く して 其 波を捍 ぎし 事 堤防の ごとく 

な b しかば 築 波と いふ 後 訛 b て筑 波と すと 見へ け 

b 其 義を此 山の 海 波 逆流 を捍 ぎし 事の 堤 k を 築が 

. ごとくな るに 収 りて 築 波 一 一字 讀む事 昔の ごとくな 

ら むに は 其 事の ごとき は 漢字 傳 へ し 後の 代の 事と 

ぞ見 へけ る 上古の 時 の 事な る ベ しと も 見 へ す 新 治 

の 郡に 月 波鄕 とい ふ も ある は此 山に よれる 名と- 】 

そみ. へ たれさ. らば 都久と いふ 必らす 築の 義 なる ベ 

しと もお も は れす又 詞林采 葉 に 天， 照 大神此 山 の 巔 

I  古史 通 或 問 中 


一 > 


• にて 琴 ひかせ 給 ふに 鹿 島の 浦波 雲に の.^ て此山 

. 上 ，0 つきた. o しにより て 築 波 山と いふ 波の 上 りし 

所 を 波 上の 浦と 申す と 見へ た.^ 日神此 山に 上り 給 

ひしと 云が ごとき は 日 神 此國に 立せ 給 ひしと いふ 

事の 徵也 ともい ふべ けれど 波の 字 讀で音 の ごとく 

なるこれ もまた 漢字 傳 へし 後の 說と見 へ たれば こ 

ころ えられす  、  ト.. 

天金 山と いひし がごと きも 常 陸 國久慈 郡に 金砂 山と 

いふなる あ， o 此 山の 事 を やい ひ ぬらむ 東西の 二 山 あ 

りて 二 山の頂お の/, \ 神社 あり 其 神 特に 靈 にして 其 

山よ く 雷雨 を 起す 土俗 相傳 へ て 金砂 之 雷 は 一 國の雨 

，こい ふ もの 卽 な，， Q され ど此 等の 事の ごとき はいに 

キ • 

し へ の 人の いひも^ へ ざる 所に して また 今の 人の 聞 

を も 驚し つ ベ き 事 ども なれば 我 もまた 其處 所の ごと 

きょつ まびら かなら すと はまる せし な b 

ゥズ メノ  ノ  ラ、 ノハ  タク 

問 子が 書に 天 鈿女命 天 香 山の 小 竹 葉 を 手 草に 結び 手 

に 着 鐸之矛 を 持て 舞れ し 事を釋 して 凡 神 樂に鈴 を 用 

ゆる >  j と は 上世よりの 遺風な b と 見 へ し 事 あ，^ と^ 

るせ り その 說の詳 なる 事 はいかに 曰舊事 紀に鐸 

讀で 佐奈枳 とい ひ 揚氏 漢語 抄に鐸 讀で須 々とい ひま 

ユー 百 六十 1 


古史 通 或 問  

た 伊贺^ »丄 記に 猿 田 彥神其 女 吾娥姬 して 天よ b 

降り し 鈴 守 らせら れし などみ へし 事の ごとき は 我 書 

にす でに 兌へ たり 卽今 蝦^の 俗に 神 を 祭れる 具ク 、ノ 

サ キと いふ もの 、鐵 にて 造れる 其 製揪の ごとくに し 

て兩岐 とな， りし 宋にー 一 つ のす ぃ懸 しあ，， り また 朝鮮 之 

俗 に 巫女の 祌 を た の しまし む る に 小 竹 葉 を 手 草に む 

すび 乎に 鈴 を 執りて 舞 ふ 事 我國の 俗にた がふと ころ 

なしと 其 事 を 見た る 人の いふ 也 蝦^の ごとき はむか 

し 我圃 に 入り 犯して 日 高見 國 に 據りし 事 も歲す で に 

久しく その、 ち もな ほ 東 山 北陸 之 地に 據， りし 事 ども 

も 聞へ しか ば 其祌 を 祭 る に そ れらの 物 用 ひぬ る 我國 

の 俗に^: ひしに ぞ 有べ き 朝鮮の ごと 3 も卽 これ 古の 

®: 地 祌降迹 の ある 所に て 後に 三韓の 服 II しま 

い ら せし 時 に 勅し て 我！； の 神 を 祭 らし め られ し 事 も 

見 へ たれば なほ 今 も 其 流 風の あらむ 怪しむ ベ 

きに も あ らす そ れ より お 韓 の 時祌を 祭る に 鈴 鼓 を 用 

ひしと いふ 事の みへ しが ご、 とき は 其 俗の 由 來れる >  J 

, J よりかし こにや 傳， o た， o けむ かしこより こ 、一 にや 

傅. ^た.^ けん 又 東方 之 俗 期せす してお のづ から 相 合 

ふ^も や あるらん 神 を 祭る に 此物を 用 ゆる 義の 如き 


三百 六十 二  

もまたい まだ 詳なら す 

問 我む かし 漢魏の 書に 見へ し 所に よりて 我 國の先 は 

馬韓 に 出し 事に 疑 あ り き 今 子 もま た 馬韓 の 事 をと く 

がごと き郎 これ 我 疑 ふ 所の 一 事 也 幸に 請 ふ 子に 就て 

我 疑 を 正すべし 後 漢書 及び 魏 志に 三韓の 事 ども^る 

せし 所韓有 M 三 秫- 一 曰 馬 韓ニ曰 辰 韓三曰 辨韓凡 七十 

八國西 濟是其 一 國 焉馬韓 最大 盡王 ，， 三韓 之 地， 其諸國 

王 先 皆 是馬韓 種 人焉と 見へ しが ごとき 舊說に 阿と い 

ひ 伊と いふ 並に 初に 口 を 開く 昔に して 卽是發 語の 詞 

な， りと いふ 減傾錢 | ^今 試に 阿の 一 者 を もて 場 韓の字 

に 加へ 呼ぶ にな ほァ マ カミ とい ふが ごとし 天神の 代 

とい ひし が 如き は 卽是我 國の先 馬 韓の 時の 事 を さ 

しい ひて 天と いひ 神と いふ 語の 如き また 此事 により 

てい ひし 所と こそ 見へ たれ これ 一 つ 諸國邑 各以二 一 

人 一 主：. 祭 二 天 祌ー號 爲ニ天 君 一と 兌へ しが ごとき 其 天 君 

と い ひし は 舊事紀 に 獨化 天神と い ひ 古事記 に 別 天神 

とい ひまた 天 御中 主 は 古 之 君 也と いひし 事 に似てけ 

りこれ 二 つ 諸國各 別い 邑名ぃ 之爲 一一 蘇 塗 一 立 二 大木， 懸 ，, 

鈴 鼓-事- 1 鬼神， 諸 U 逃 至 n 其 中， 皆不き 之 其 立，, 蘇 

塗-之 義有レ 似 二 浮 屠， と 見 へ し 其 蘇 塗と 云し は 素盞烏 


-ゾ シ モ 


神 降り ませし 新羅 曾戶茂 梨之處 とい ふ ものと ぞみ へ 

たる 馬 韓の地 南 は 我國に 接. o 辨韓は 其 東に あ， o これ 

も 南 は 我國に 接る 新羅と は卽辨 韓の斯 國ま たこれ 

を 新羅と もい ふ 今 朝鮮の 東南 之 地方 皆 これな り 彼 神 

馬韓 の た めに 逐れ 東南の 方 斯羅に 逃れ て 其 蘇 塗 之 中 

スヅ  シ 3 ンッ 

に 至 b 給 ひしな， o 蘇 塗と^ し曾戶 と^るす 其 字の 

ごとき は 異なれ ども 其 昔 を も て 呼ぶ とき は 並 に 我 s 

の 語に 鈴 讀で須 々とい ふ に 相 近， 一お 戶茂 梨と は 猿 田 

彥祌 其 女 吾娥姬 して 天 よ、 り 降れ る 鈴 を 守らし め ら れ 

しと い ふ 事の ごと.^ 或 說に礅 奴^ 島と いひし は 今の 

比歙山 その 相 輪 塔と いふ もの 卽是天 之 御 柱 M 之 御 柱 

とい ふ もの * 一れ なりと いふ^ 說 もまた 蘇 塗 之 義^ レ 

似， 1 浮 屠 一とい ふに 相 合 へり是 三つ 其 俗 祭，, 鬼神, 畫夜 

酒會 お年聚 歌舞 舞 輙數十 人相 隨！ I, 地爲， 節と 見 へ し 

がご， o き 4 天鈿 女神 汚氣 伏て 踏 登 杼呂許 志 八百万 神 

相 共 歌舞に しとい ふに 和 似た，^ これ 四つ 其 俗 不^-二 

金寶錦 Ig, 不レ 知レ騎 T, 乘牛^  - と 見へ しが 如き 我國の 

神 世に あ b て 金寶錦 罰を寳 とせし とも 見 へ す 又 牛^ 

に騎乘 せし とも 閡 へ す 其 重， 一 瓔珠， 以綴爲 ぃ飾 及 懸レ頸 

垂レ 耳と 見 へ し は 八 尺 璦之五 百 筒御統 うな がせる 玉 


の 御統 など いふ ものに 同じ これ 五つ 乘仁 天皇 の 御 

代に 參來し 新羅 王子の 名 古事記に は 天 之 日 矛と み へ 

日本 紀には 天日 槍と 見 へ て 姓氏 錄には 天日 榨 命と 見 

へ たり 我 天神の 代に 聞 へ し 神 名に 異ならす 其 持來れ 

,  タマ クタ 力 ラビ レ カ^ミ 

る 物 も 古事記に 見 へ し 玉津寳 比禮鏡 等の 名 天神 御祖 


ーギ ハヤ. 


の 饒速日 尊に 授給 ひし 瑞寳の 事共 舊事紀 にしる さ 

し 所に 同じく して 日本 紀に熊 神 凝と み へし は高皇 產 

靈神瓊 々杵尊 を 降され し 時に 起立 給 ひし 天津神 籬， o 

いふ ものに 異ならす 新羅 もとこれ 馬 韓に屬 せし 辨韓 

にある 所の 國 なりし かば 其 頃まで もな ほ 古の 遺 俗 あ 

b しと こそみ へ たれ これ 六つ 續 日本 紀に 天平 勝寶の 

比渤海 王に 賜. はりし ：靈書 に 高麗 の舊 記を尋 ぬるに 其 

國 上表 文に 族 惟 兄弟 義則 君臣と いひし とみへ け b 外 

藩に 賜 ふ 所の 雪： 書に 見 へ し 所如此 にして 勾麗 もと 高 

を もて 稱 しま た 兄弟 を もて 稱せ しが 如 き 高 皇產靈 神 

の 事に おいて 疑 ふ 所な きに あらす これ 七つ 太古の 代 

に i 紫 洲を白 日 別と い ひ 又 熊 襲國と い ふ 聞え しが 如 

き 白讀で シ ラと いふ は 新羅と いふに おなじ 熊 讀でク 

マと いふ は狗 讀でコ マと いひ 高麗 讀でコ マと いふに 

相 近し 此等 また 斯羅 及び 狗 等の 國の別 械 にゃあ， -け 


古史 通 或 問 中 


三百 六十 三 


,  古史 通 或 問 中  

むこれ 八つ 此等 はな ほ大 なる ものにして 小し きなる 

事の 疑し きこと ぐく には擧 ぐべ からす 曰 我 も 

むかし 子が 疑 ふ 所の ごと き 事共な きに あ ら ゃ年旣 に 

久して 後 我お も ふ 所 もまた- i れ道氏 を 喜ぶ もの、 附 

るに 道經を もてし 佛氏を 好む もの 、會 する に 佛經を 

もてす ると ひとし かりけ， o とい ふ 事 をば おも ひま b 

々凡 夭 下 之 言 多くして 天下の 事 亦 多 か，^ 多 かる 中 其 

言の 疑し き 其 事の 似た るな どかな から ざら むむ かし 

斧 を C ひし 人の 其 隣の 子 を 疑 ふ あ， o 見る に その 行步 

斧を竊 め， o 其 顔色 斧を竊 めり その 言 語 斧 を竊め b 作 

動態 度な す と し て 斧 を 竊む事 あらす とい ふ ものな 

し 俄 にして 其 谷 を IS りて 其 斧 を 得 つ 他日 また 其 隣の 

子 をみ るに 勸作 態度 斧を竊 むに 似た る ものな しとい 

ふ 事 あ brr ョ 子 もし K 韓の 事に 疑 ふ 所 あらむ に は 見 

る 所と して 馬 韓の 事に あらやと いふ もの もなから ま 

し 多閒て 疑を闕 く J ^もみ へけ り 子た V 其 疑を賀 すに 

心 あらす 其 見る 所 聞く 所の 多くして 古に-阿 每と いひ 

阿 麻と いふ 上天の 事に も あらす また 殊 方の 事に も あ 

ら ざる 事を^ b なば その 馬 韓之說 の ごとき もな ほ 彼 

天«梵 衆に 同じき 事 我 辨をも 待べ からす 
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高麗 朝鮮 等 の史 によるに 周武 王の 時殷太 師箕子 を 

朝鮮に 封す 平壤に 都す 相 繼で九 百餘年 四十 ： 代の 

孫箕準 立て 後一 一十 九 年 漢惠帝 戊 申年に 燕 人 衞滿が 

ために 攻られ て 準 海 に 浮び 南 の 方 金 馬 郡に 到り て 

都す- 】 れを馬 韓と稱 すと 見 へ たり 此說の ごとくな 

ら むに は 馬 韓の始 は 本朝 人皇の 代と なりし 後に や 

あるら む 日本 紀に見 へ し 所に よらば 漢惠帝 戊 申の 

年 は 本朝 第 八 代の みかど 孝 元 天皇 一 一十一 一年に ぞぁ 

た るべき 

素 盞烏祌 新羅 國に 降給 ひしと み へし は 前に もい ひし 

事 の ご とく 天神の 代に あ， o て 高 天 原と 葦原 中國 と は 

陸路い まだ 開けす ゆきか ふ 事 はた い 海路に の みぞよ 

b ける 凡 海 を 過る に は 風の ために 放れ 浪 のために 漂 

ひて はからざる 地に 至る 事 いづれ の 代に かなから ざ 

らむ其 妣國に 就き 給 はむ とて 新羅 國に 至， o 給 はむ 怪 

しむ ベ き 事に も あらや 

妣國は 今の 出 雲國な り 其 北 は 僅に 海 を 隔て、 則 朝 

鮮の 地な り 

或は 衆 神の ために 逐れて 其寇を かしこに 避ら れ けむ 

もまた まる ベ からす 


朝鮮 東 萊縣絕 影 島に 神祠ぁ b 其國の 輿地 勝覽の ご 

とき はた ぃ絕影 島神祠 とのみ ま、 るして いづれ の 神 

と い ふ 事は詳 ならす 古人 稱 して 浦 江 將軍祠 とい ふ 

浦 江 又捕寇 とも 保護と も^る せ b 對馬國 人 は 其 島 

を牧 島と いふ これ 其 牧場 あるが 故な b 彼神祠 はむ 

かし 高麗の 代に 我 國の朝 比奈平 義秀を まつれる 所 

な，^ と 東 鑑には 義秀兵 敗れ 餘れる 所の 兵 五 百骑船 

六 艘に乘 ^'て 安房の 國に 赴む きその、 ち 行 所 を^ 

ら すと 見へ け、 り その 寇を 彼國に 避て 死せ し 後に 神 

となれ るな b 其 神 祠は埴 をつ き樹 をう ゑて 鹿 宇 は 

なしな ほ 今 も 土俗 歲 時の 祭絕る ことなし これより 

前 對馬守 親 光平 家の 亂を 高麗に 避し こ とも また 

東 鑑には 見へ け、 り これら は 並に 古の 新羅の 地の こ 

とど もな b 其餘 安倍 貞任宗 任 等 胡國に 赴き 源爲朝 

琉 球に 到り 源義經 蝦夷に 避し ことの ご とき 古今 

の 間 これ らの 類- 1  'くまる す にいと まあら 

曾 戶茂梨 之 處とは 則是蘇 塗な b とい ふが ごとき は 我 

思 ふところ も 亦： K か. ぞ 有け るされ ば 我 書に 曾 戶茂梨 

は 新羅 國 人-神 を 祭る 事 を つかさどれる もの をい ふに 


にた， o とュま るし き 

我國 にして 神 を 祭る に 蘇 塗に 似た る 事 あるが ごと 

き は 素盞烏 神の 事に よりて 始れ るに ゃ鐸の ごとき 

も 初 は サナキ とい ひし を また ス いとい ふ 事の 見へ 

し は 其 後の 事に ぞぁ b ける モ リとは 守 衞之義 萬 葉 

集に 神社の 字讀で モリと いひし 卽此義 なりと ぞ見 

へけ る 

猿 田彥神 の 女 鈴 守し と いふが ごとき も 其 鈴 は 天神 天 

よ， o 投降され し 所な， C- などい ふに 至て は 疑 ふべ き 所 

なきに あらす 

垂仁天 皇紀に 天照大神 之祠を 伊勢 國に 立ら れし事 

を^る されて 因 興， ー齋 宮于 五十鈴川 上 ， 是謂 ニ磯宮 ， 

則 天照大 祌始自 レ 天降 之處 なり と 見 へ けり 其始自 

レ 天降 之 處とは その 始生 れ ませし 所なる 事 を やか 

くは^る されたら むまた 天に 昇り 給 ひし 後に かし 

こに 降 b ませし 事の ありし を やかく は^るされ た 

るらん 猿田彥 神の 瓊々 杵 糞の 天降 ませし をむ か へ 

まいらせて 吾 は 則應ぃ 到，, 伊勢 之 狹長田 五十鈴川 

上- と 申せし が 如き 必す其 故 ありぬ ベ けれどす ベ 

て これらの 事の 由 は 古よ b いひ も傳 ふる 所な かり 
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 , 古，^ 通 或 問 中 

しと 兌 へ てお 事 古事：：： 本紀 等の 書に も^る し S れ 

す 伊贺國 風土記 及  一 ！所皇 太 神 宫御鎭 座 本 紀太田 命 

俜 などい ふ ものに 見 へ し 所の ごとき はかの 天照大 

神始 自， 天降 之處 也と いふ 事に より て 天 照 大神金 

： ^五十 口 を もて 自レ 天 投降され しな どい ふ 事 も あ 

b しと ぞ見 へ たる 祌名 式に 見 へ し 甲斐 國八代 郡 梓 

衝祌社 は其國 の 風土記 によるに 天鈿 女神 を 祭れる 

所な り 此神璲 々杵 尊に 配 侍， りて 天降りし にも 彼 着 

S 之 矛 を 執られし か ば 梓銜 の 名 を ば 得られ たりけ 

む又此 # 猿 S 逢 神 を 送りて 伊勢 之 狹長田 五十鈴川 

上に 致されし とも 見 へ た り 猿 田彥神 の 女 吾 娥姬の 

守， りし 所の 鈴と いふ もの は 彼祌の 執られし 着鐸の 

矛の 類 をい ひし もまた しるべ からす 

比^山- s 相 輪 塔の 制 大木 を 建て 鈴を懸 くと いふ 事に 

似た る 事 は 似 たれ ど 我國の 上世に 天 御 柱國御 柱と い 

ふ もの 、制に は 大きに 異なり 天日 槍と 

いひし もの \事 は^ 鮮の 史籍に 迎焉 とみへ しものと 

ぞ兑 へたれ 姓氏 錄 によるに 凡 諸蕃の 人の 姓名 其 W 土 

にあ， o し時稱 せし 所に は 同じから す此等 本朝に して 

其 姓名 を 賜り また 此國 の^に 隨 ひしに よれるな り 古 
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事 記 H 本紀 姓氏 錄 等に 日 槍が 事^ るされ しも みなこ 

れ その 神と なれる 後に 追^る されし 所 なれば 其し る 

されし 所の 我國祌 世の 神 名の ごとく ならむ 疑 ふ ベ く 

アマ ノヒボ コ 

も あらす 古語 拾遺に 海 檜 槍 と^る せし 事の 如き は 日 

槍の みに も かぎら ゃ祌世 に 閡 えし 神 名 天 を もて 稱 せ 

られ し. 大之義 に は あら ざり し 一 つの 證と こそな すべ 

けれ 其 齎來れ る 物の ごとき も 古事記 日本 紀に見 へ し 

所の 名 同じから や これ も 我國の 俗い ひ嗣し 所お のお 

の 異な リし 故に よれるな， o 我國 にして それらの 名 あ 

りしに は^べ からす 

むかし 新羅 東海の 濱 に迎焉 郞細焉 女と いふ 夫婦の 

もの あり 其 夫 海 濱に出 て 藻 を 採 る と て 忽 に 漂 ひて 

n 本國 小島 に 到り て 王 と な る 其 妻 も 夫 を た づ ね 到 

b て 其國 の妃と 也け b 此時 新羅 日月の 光な か りし 

に 彼 夫婦の もの は 日 En: の 精 今日 本に さ， o しが 故に 

此怪 あ. りと 申す もの あ， o しかば 其 國の君 使して 一 一 

人 を迎ふ 迎焉我 こ、 に 到れる は. 大 なりと いひて 細 

焉が 織れ る 紹を其 使 に附 てこれ を もて 天 を 祭 れ と 

いひ やる 其 言の 如くし ける に 日月 また 明らかな.. o 

き卽今 朝鮮の 海上 迎日縣 と いふに あると ころの 日 


n^f い ふ もの は 天 を 祭 れる 池な， り 此事東 國通鑑 

に は！ S 永壽 三年 新羅 阿 fS 羅王四 年の 事と^ るせ，^ 

さらば 本朝 成務 天皇の 御代の - 】 ろ ほひに は あたる 

ベ きされ ど 輿地 勝覧に は 高麗の 代の 初 臨 汀と いふ 

を 改めて 迎 = となし たれば 新羅 阿達 羅 王の 時の 事 

に は あらす と 見 へ た 本紀 にみ へ し 所 も 垂仁天 

皇 三年 春 新羅の 王子 天 H 槍 來れ. ^と^るされ たれ 

ど 古事記 に は む かし 新羅 國 キ： 之 子 名 は 天 之 日 矛と 

いふ 此人參 來，？ v の 參來る § へ は 新羅 國に后 あり 

名 は 阿具 奴 磨と いふ 一 人の 賤 女^りて 此 沼の 邊に 

畫寢ぬ 日の 光 b 虹の ごとくに して 其 陰 上 を 指す そ 

れょ. o して 奸身 こと あ b て：^ 玉 を 生みけ， o 新羅の 

生 之 子 其 玉 を 得て 床邊 におく に 顔よ き孃 女と 化る 

よ .o て 妻と す 其 妻 夫 を 恨む る 事 あ b て 我 は 汝の妻 

ヮ ガ.. - オヤ 

となる ベ きものに は あらす 吾 齟の國 に ゆきなん と 

いひて 小船に のりての がれ 來 りて 難 波に 留る難 波 

の比賣 * 曾の 社に 座す 阿加 流 比賣神 これな 其 夫 

これ を 追 ひ 渡り 來て多 運 摩國 にと いま b て 多遲摩 

の 俣 尾 が 女 を娶り て 子の 多 遲摩母 呂須玖 を 生 む そ 

れが子 多 遲摩斐 泥 それが 子 多 遲摩比 那良岐 それが 

古史 通 或 問 |¥  I 


子 多 遲* 毛堙次 は 多 遲摩比 多 河 次 は 淸比子 三 柱る 

の 多 遲摩毛 理は垂 仁 天皇の 御代の 末に 常世の 國に 

使せ しと 見 へ たり H 矛 三代の 孫垂仁 天皇に つ か へ 

まつり たらむ に 初日 矛が 參來る 時の ：；！ 本紀 に み へ 

しごとくなる ベ きに も あらや 播磨 國臧土 記に 見 へ 

し 所の ごとき は 口 矛が 來. o し 葦原 志舉乎 命の 時の 

事と す さ ら ば國 造 の 神大 a 貴 命 の 事に ぞ ありけ る 

彼是 を 併桉ャ る に 其來れ る 時の ごとき は さだか な 

らす又 古事記 に は 昔 新羅 國 の 王 の 子 參渡來 しと 見 

へ て いづれ の 代の 事な，^ とも また 其國 王の 子な、 り 

とも 見 へ す 日本 紀に 新羅 王子と み へ しが ごとき は 

猶彼國 の 書に 迎焉 *b て わが 阈 小島の 王と なれり 

とい ふが ごとし 其 小島の 王と なりし とは但 國に 

來. C と いまれる をい ふな. o その H 月 池と いふ は 古 

事 記に 阿具 奴 摩と^ るせ しものと こそ 見 へ たれ こ 

こに 傳 ふる 所 も かし, j に 博 ふる 所 も ひとしく 是古 

の 俗の いひつ ぎし 所に 出で 盡く 信す ベ きに は あら 

ね ど- 】 、にて 日 矛の 名 あ b しも かし, j にして 迎焉 

とい ひまた 日月 之 精な，^ などい ひしが ごとき 事に 

もやよ， o ぬ らむ神 名 式 に 但馬國 出 石 郡 伊豆 志 に 座 
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す 祌社御 出 石神 社 並に 名 神 大社と 見 へ し は 日 槍 及 

び 其 持 來れる 物 を 祭れる ところな り 

高 K 之時稱 して 兄弟と いひし ごとき は寶龜 三年の 夏 

渤海 王に 賜し 璽 蔷に高 氏の 世兵亂 無い 休 爲レ傾 二 朝 威， 

被レ 稱 一一 兄弟 一とみ へ たり これ 又 外 蕃に賜 ふところの 

.%ド：2 にみ へ て 彼 兄弟 を もて 稱 せられし 本朝 懿親之 故 

に は あらす 上古に ありて 筑紫洲 を 白日 別と いひ 熊 襲 

阈 とい ふ あ，^ しごとき は 我 もまた 疑な きに あらす 本 

朝^ 史 によるに 人皇の 御代に 到て 韓國の 通せし 崇神 

大^の 御代に 任那 國人來 りし を もて 始 とす 任 那 はす 

な はち かしこに いは ゆる 伽羅 伽耶等 の 國是な り 高麗 

朝鮮 等の 史籍 を 見る に 彼 天皇の 御代より 前の 代々 我 

國の人 かしこに 通じ かしこに 寇せ しな ど^る せし 事 

すくな か らゃ是 我 朝廷 の 事に ぁづ かれり と は 見へ す 

近き 代の 比 ほひ 九 國中國 の 人 海外 諸國に 或は 通じ 或 

は寇 せし 事の ごとく 其 代に あ， o て も我邊 海の 圃人私 

に 彼 國と好 を 通じ また 入寇せ し 事の ありし なる ベ し 

此 等の 事な ほ 本朝の 人 は傳も 聞す ましてな ほ 上世の 

事の 如き 誰か はよ く其詳 なる 事 をば^る ベ き 我國の 

初 新羅 ％ 等の 人筑紫 洲に據 りし 事な ほ 蝦夷 人の 入 犯 


して 東海の 地に 據，^ しが 如き 其 事 必らゃ あら じと も 

いふべ からす それが 中 熊 襲國の 事に 至て は その 皇化 

に 服せ ざり し 年旣に 久しく 景行 天皇の 御代に 反び 天 

皇親征 し 給 ふに 至り 幾程な くして また 叛き しかば 小- 

碓 尊して これ を征 さる 其 後 また 叛き しかば 仲哀 天皇 

親 征し給 ひて つ ゐに其 行宮に 崩 じ 給 ひぬ 住吉 神の 敎 

へ 申されし によりて 皇后み づ か ら 新羅 を 征し給 ふ に 

よりて 熊襲國 自ら 服し ま いらせたり きおも ふ に 熊 襲 

^ば /—本朝に 叛き まいらせし 事の ごとき は 新羅 高 

麗 等の 外援に よりし を 住 吉祌謀 を 奉られ 直に 彼巢穴 


f^c  ^,  X ン P  、よ 匕 S 

を W プ 力 わし 力 は ム QS; 


據を失 ひて 自ら 报 しま い ら 


せし と， ) そみ へ たれさら ば 熊襲國 とい ふ もの これ 狗 

の 族 類な b けむ も 知る ベ からす 古事記 日本 紀 にみ へ 

し 所の 如き は 住 吉神敎 申されし ところた いその 寶貨 

を 貪られし 事に 出で 皇后の 親 征し給 ひし はい は ゆる 

無名の 師に こそお はし まし けれされ ど此 等の 事 本朝 

の國史 にも 見へ す彼國 代々 の 史籍に も 聞へ す 然る を 

今 我が ごとき もの 其 事を辨 すべ きに も あらね ど 子が 

問の 及ぶ 所 なれば 其  一 二 をば こ、 にもら しつ 

^事 古事 等の 書に よるに 陰陽 一 一 神 生み 給 ふ 所に 太 


綿 神 見と いふなり 又 陽 神 生み 給 ふ 所に 綿津見 神 

とい ふ 二 柱 あり 姓氏 錄を按 する に 凡 綿津見 神と い 

ひし 卽是 海外の 祌を させし と 見 へ しなら ば韓 地の 

ごとき 陰陽 一 一 神の 時す でに 聞き 給 ひし 所に や 彼 上 

世の 時 我 俗と ひとしき 事 ありし 怪しむ ベ きに も あ 

ら すされ ど * 1 れらは あた， OS に 怪誕の 說に似 たれば 

- J  、にも^る さす 〇 我國の 俗に 海 を フタと いふ 韓 

國の 方言 また 然，^ 今 は 朝鮮に して 海 を ハ タと いふ 

な b 秦姓も パ タと いひし もこの 義と 見へ たり 詳な 

る 事 は東鑑 にも^る しき 

問 素^ 為 神の 御子 舊事 古事 日本 紀 等の 書に 見 へ し 所 

も其數 多く おはし まし けり それが 中子が 書に 見 へ 

し 所の ごとき は大己 S 神と 申す は 或は 素盞烏 神の 御 

子な b- とも また 六 世 之 孫に て おはします とも 見えて 

孰か是 なりと い. ふ 事 は 見 へ す 舊事紀 日本 紀 及び 古語 

拾遺 等に 見 へ し 所に よらむ に は 天 之 忍 穂 耳 尊 天穗日 

尊 等 六 柱 之 神 は 素 盞烏 神の： H 神に もまい ら せられ 

し 所の 御子に てお はします 五十猛 神 は その 天よ， o ひ 

きゐ 降給 ひし 所に て 大己责 神 大年神 稻倉魂 神 葛 木 一 

-u 主神の 如き は 出： 雲國に 天降 ませし 後に 生み 給 ひし 

古史 通 或 問 中 


所の 御子に て あ， 9 けり 大贵己 神の 瓊々 杵 尊の 御た め 

に 其國を 避ら れたリ けん 其 兄の 御子の ために 讓り給 

ひし 所に て 天神. また 天穗日 命して 大己贵 神の 祭祀 を 

生らし め 給 ひし は 其 兄 を もて 其 弟の 祭祀 を 生らし め 

たる 並に これ 其 兄弟子 姪 之 間の 事に おはし ませし は 

疑 ふ ベ き 所に も あらす 古事記 日本 紀の注 姓氏 錄 等に 

見 へ し 所の ごとく 大己賁 神の 素盞烏 神 六 代の 御 孫に 

おはしましたら むに は瓊々 杵尊天 穗日命 等と 其 世 を 

同じく し 給 ふ ベ しと もお も はれす 纂疏 にも 日本 紀正 

文 及 舊事紀 を本據 とすべ し大國 主神 は 素盞鳥 神の 御 

子な， o と 見 へ けりされ ど 舊事紀 の 地 神 本 紀に見 へ し 

i オヤ 

所 も 大己贵 神御祖 の敎 によ b て 素 盞烏神 の 御 許 に 參 

b 給 ひしな どい ふが ごとき 古事記に 見 へ し 所に 異な 

らす これらの 事に よるに 世に 傳 ふるの 所の 舊事紀 の 

ごとき 其 全文と は 見 へす- 」 れらの 事の ごとき 観む も 

のい かに や 心得べ き 曰 素盞烏 神の 御子の 事 出 雲 

國 風土記に よるに 舊 事の 地 神本紀 に^る されし 所の 

ごとき は 漏る 、所な ほ 多 かり 當身之 事 或 聞 或 見萬不 

iJg レ 一 とも 見へ たれば まして や 古の 事 は 或は 隱れ或 

は顯る 億に 一 をも識 得べ からす 素 盞烏神 草 薙靱を 得 

三百. K 十九 


占 史通或 問 中 

給 ひて 我が 私に 用 ゆべ からすと のた まひ 則 五世 之 孫 

天 之^ 根 命して 天に 奉 上られし とい ふ 事の 舊事紀 に 

みへ し は 彼 大神其 六 世の 孫 を 見る に 及び 給 ひしと こ 

そ 見 へ たれ もし それらの 事お はしましたら むに は大 

己お 神 其 六 世 之 孫に て彼大 神に 見へ 給 ひた るら む そ 

の 事 あら じと も いふべ からす 

舊事地 神 本^ 舊文 の ごとき は 古事記 に 同じ かりし 

なる ベ し 世に 傅 ふる 所の 本は大 rd 童 神の 素 盞烏神 

六 世 之 孫に おはし ますと 見 へ しが 疑 はじさに 其 世 

次 を： K るされ し 所 を 削り 去ぎ しとみ へ たれ ど大己 

贵神御 祖の敎 によりて 素盞烏 神の 御 許に 參給 ひし 

などい ふ 事の その 御祖 とみえし もの か 疑 はしき 事 

の ごときい かに やすべ き 

a 々杵 尊の ごとき も 日本 紀 注の 一 書に 勝 速 日 命兒大 

5"れ 此神娶 二 丹 舄姬, 生 二 璦々 杵尊, とも 見 へ け りさら 

ば 正 哉 吾 勝 勝 速 日 天 忍穗耳 尊と 申す は 父子 の 御名 を 

あはせ て稱 しまいら せし な hs 御 父 をば 正 哉 吾 勝 勝 速 

日と 申し 御子 をば 忍穆耳 と 申す 大耳と 申す はすな ま 

ち忍穗 耳の 御 事 也 

我む かし 琉球 人に あ ひて その 大の字 を 呼ぶ を » に 


三百 七十 

於 保と いひて 意富と はい はす かしこに は 我 國の古 

言の 遺り しな， o とお も ひたりき 大 耳の 大讀て 於 保 

とい はむ に は 忍 穂と いふの 轉し たるに て あるな b 

若其說 によらむ に は 大己貴 神と 其 時 を 同じ く，， -給ひ 

たらむ 又 其 事 あら じと もい ふべ からす 凡そ 舊事紀 古 

事 記 日本 紀 等の 書に 見 へ し 所の ごとき 神 世の 事 ども 

僅に 舊 聞の 及びし 所お のく 其 聞く 所の ま、 にや 記 

された るら む 或は 同じく 或は 異なる 疑 ふ ベ くも あら 

すそれ より 後の 代の 事 だに 猶疑ふ ベ き 所な きにし も 

あらす 舊事紀 日本 紀に見 へ し仲哀 天皇の 御 事の ごと 

きその ^ る さ れし 所に 據 るに 此 みか ど は 日本 武尊 

第二の 御子に おはしまして 御 年 三十 一 にして 御 叔父 

成務 天皇の 太子に 立 給 ひ 御 年 四十 四に して 御 位に つ 

かせ 給 ひ 世 を しろ しめす 事 九 年に して 崩 じ 給 ひぬ 

その 御 年 五十一 一にて お はし ま しき と 見 へ た b 卽景 

行 天皇の 天下 しろしめす 六十 年成務 天皇の 御代 をつ 

がせ 給 ひて 御 位に おはし ませし 事 六十 年 日本 武 尊の 

薨じ たま ひし は景行 天皇 四十 三年の 事と 見 へ たれば 

仲哀 天皇の 崩 じた まひし に 至る まで 凡 八十 八 年に 及 

びたり け b 若し 仲 哀の崩 じ 給 ひし 御 年 舊事紀 日本 紀 


にみ へ し 所の ごとくなら むに は 其 生れ ませし は 日本 

武尊薨 じ 給 ひしょ b 三十 餘 年の 後に てお はし ませば 

其 御 孫 にても やお はし ますら む もし 必らゃ 日本 武尊 

の 御子に てお はしましたら むに は 其 御 年の 程 九十に 

は 及ばせ 給 ひぬ ベ き 古事記に も 御 年 五十二に て 崩 じ 

給 ひしと はみ へ たれ ど景行 天皇の 御代の 程 も 成務天 

皇の 御代の 程 も 其 曆數の 如き は^る さすして 日本 武 

尊の 薨じ給 ひし 事 もまた いづれ の 年の 事に おはし ま 

せし と もまる さす これ 其 疑 を闕し 所と ぞみ へ たる そ 

の 序に 帝紀 及び 本 辭正實 に 違 ひし 所 あ b と 見えし は 

此 等の 類の 事に や 有らむ まして や 神代の 事の ごとき 

たれ か はよ く 其 正しき 所 をば^る ベ き 其 事の さだか 

ならぬ ぞ まことの 神代の 事に は あるなる たいその 解 

かる べき 事 を 解きて とくべ からざる 事の 如き は 其 疑 

を闕 きな むこ そよ く 古の 書を讀 むと はいふべ けれ 

日本 紀に 仲哀 天皇の 崩 年を^る されし ところ また 

疑 ふ ベ き 事 ある 也 古事記に は此 天皇 御 年 伍 十贰に 

して 壬 戌の 年 六月 十一 日に 崩 じ 給 ひしと 見へ け b 

魏志 及び 朝鮮の 史に見 へ し 所 を 併 考れば 古事記に 

みえし 听頗其 貰に 近し とぞ見 へ たる 魏 志に 倭 女王 


奉獻の 事の 見 へ し は 神 功 皇后の 御 事と み へ け，^ 彼 

志に 其 景初ー 一年 六月 倭 女王の 使帶方 郡に 至て 生 口 

班 布 等 を 獻す十 1 1 月 詔書して 女王 を 親魏倭 王と な 

さる 正始 元年 帶方 郡大守 使して 詔書 弔 使 等 を 奉じ 

て 倭 國に詣 b て物假 せし む 四 年 倭 王 又 使して 生 口 

倭 錦 等 を 献す六 年 詔して 黄幢を 賜り 帶方 郡に 付し 

て假授 すと 見 へ た b 日本 紀 すな はち 魏志 によられ 

て景初 1 一年 は 皇后 攝政 三十 九 年の 事な b となされ 

正始 元年 は攝政 四十 年 正 始四年 は攝政 四十 三年の 

事な りと なさる 古事記に みへ し 所に 據 b て 壬 戌 を 

もて 仲 哀の崩 年と なす 時 は 卽是魏 志に 正 始四年 倭 

王復遣 使上獻 すと 見へ し 前 一 年の 事な， ^さらば 皇 

后魏に 通せられ しことの はじめは 正始四 年の 事な 

る を魏志 謬り て 景初ー 一年に 始れ b とは^る しける 

な b ま た 高麗 朝鮮 等の 史 に 魏嘉平 元年 新羅 佐 解 尼 

師今 三年 己巳の 夏我國 入寇^て その 舒弗邯 汙老を 

殺せし 事 見 へ たり 此事は 日本 紀に初 皇后 新羅 を 討 

給 ひて 其 王 宇 流 利 富利智 干を擒 殺し 給 ひしと 注せ 

られし 事に て 彼史に 汗老 とも 于老 とも 見 へ しは此 

に宇留 と^るされ 舒弗邯 とみえし は 此に助 富利智 


古史 通 或 間中 


三百 七十 


 古史 通 或 問 中 

^ »1 ^まるされ し 所に て その 國の 王に は あらや もし 

日本 紀 によらん に は 己巳と いふ は 皇后 攝政 四十 九 

年 の 荞荒田 別 魚 我 別 等 を もて 百濟の 兵を卒 ひ て ふ 

たたび 新羅 を 撃ち 給 ひしと み へし 事な b さらば 高 

腿 朝鮮 等の 史に 汙老 殺されし 事 を もて 己巳の 年に 

ありと せし も 心得られす 彼是 を 通じ 考 るに 仲哀崩 

じ 給 ひし は 壬 戌の 年の 事に して 皇后 初 新羅 を 討 給 

ひて 其 慮と なされし 生 口 を もて 魏に 送られし は 仲 

哀-: 朋じ給 ひし 明年 癸 亥の 事魏 志に 倭 女王の 使始て 

W 方 郡に 詣りて 生 口 班 布 等 を もて 朝獻 せし と 見え 

し 事に てこれ 則 本朝 魏に 通せられ し 事の 始也 己巳 

の 年 荒 田 別 等 をして 新羅 を擊給 ひしと み へ しは皇 

后 » 政の 七 年の 事に して 魏 志に 倭 王復遣 ：- 使して 

^口 倭錢等 を上獻 せし と 見 へ し 事な りさら ば 古事 

記に 見へ し 所 其實を 得しに 似て 魏 志の ごとき は 正 

始四 年に 初て 我 國の使 * れる事 を 謬り て 景初ニ 年 

となし 嘉平 元年に 復我國 の 使 到る 事 を 謬り て正始 

四 年の 事と なした るな b され どこれ はた いそのた 

が ふ 所 或は 五 年 或は 六 年に して W 本紀に 見えし 所 

の 四十 一 一年の たが ひ あるが ごときに は あらす S 事 


   三百 七十 二  

紀 日本 紀に 見えし 所の か、 る 事 ども 多き は 帝紀の 

ごとき 其 實に據 りて^る されん に は 人皇の 御代の 

始の 甚だ 遠から ぬ 事に 縑ひ あれば 世々 のみ かどの 

世 を： K ろしめ さ れし ほど を も そ の 御よ は ひの ほど 

を も 其 年 をく は へ て^るされ しかば その 多 かる 中 

^るし あやまられ しと, 〕 ろな き 事 を 得す 现々 杆尊 

の 天降 ませし よ b 神武 天皇の 曰 向 國に起 b 給 ひし 

まで は 凡 一 百 七十 九 万一 一千 四百 七十 餘 年に 及びし 

とみへ しが ごとき これ 其 徵のー つに ぞ ありけ る 凡 

その^る されし 所の 事 ども 人皇の 御代の 事 だに さ 

だかなら ぬ 事 ども 多し と 見えし を これらの 事の ご 

ときい かにして か はか ほどに 詳 に^られたり けむ 

古事記に 帝 紀及本 辭旣違 一， 正實， 多 加，， 虛傳 一と はこ 

れらの 事 をい ひしなる べし 古事記に 見へ し 所の^ 

事紀 日本 紀 等に 同じから ぬ 事 ども ことぐ くに は 

まるす にた へ す 

問 少彥名 神 の 事 高 皇產靈 の 御子と し 神 皇產靈 の 御子 

とす また 其 去， o 給 ひし 常世 國の ごとき も 子が 書に 見 

へし 所い まだ 詳 ならす 此 等の 事 またい かに や 有べ き 

曰 少彥名 神の 父 神の 事ニ說 孰か^ からむ とい ふこと 


は 思 ひわ かや 常世 國の 事を舊 事 古事 H 本紀 等の 書に 

^る されし 始は思 兼 神 常世 長 鳴雞を 集られし と 見 へ 

た， o その、 ち 少彥名 神 常世 國にゅ き 給 ひまた 常世 思 

兼 神 を 皇孫に 配 侍し め て 天降され また 彥波 獄武 尊の 

御子 三毛 入 野 命 も 彼 國に入 給 ひ 天照大神 倭姬 命に 誨 

トコ ョノ ナミ シキ ナミ ヨス ル クニ ゥマ. ンカ タク-一 

給 ひて 神風 伊勢 國則 常世 之 浪重浪 寄 國可怜 傍國な b 

とのた まひし は垂仁 天皇の 御代の 事に てまた 此 天皇 

非 時香果 を 常世 國 にもと め 給 ひき 雄 略 天皇の 御代 

ノ  ョサ  ノ ゥ ラシ マ ゴ 

に 丹 波國餘 社の 水 江 浦 島 子 彼國に ゆきぬ 但し 日本 紀 

に は 蓬 萊の字 を 用 ひられて 讀む事 はな ほ 常世 國のご 

とし 舊說に 常世 國は 蓬萊 をい ふな、 りと いふが 如き は 

これらの 事に やより ぬらむ 常陸國 風土記に は 其國を 

もて 古の 常世 國と はなしけ，^ 凡 これらの 事 ども 倂見 

るに 常世 長 鳴雞と い ひ 常世 思蒹 神と いひ 三毛 入 野 命 

入 給 ひしと いひ 常世 之浪 重浪歸 ると みへ しが 如き は 

皆是 常陸國 風土記に み へ し 所の ごとく 彼 國の事 を さ 

しい ひし 所に て そ れ が 中 天照大神 の敎給 ひし 所の へ、 」 

とき は 神の 御 心に も 其 もとつ 國の事 忘れ 給 は ざり け 

b といと ありがたく ぞぉぼ ゆる 非 時 香果を 求ら れし 

所の ごとき は 其 時に 使の 事 奉れる 田 道 守と いひし は 

古史 通 或 問 中 


新羅 曰 槍が 三代の 孫な りし かば ゆ 5^^^: 

其 W 土に 使せ しめられし 所に て 古の 耽 羅國卽 今 朝鮮 

の濟 州の 事 にゃあ るら む 猶今も 彼 地方に して は此島 

の外柑 橘の 額を產 する 所 あらす 浦 島 子が 事の ごとき 

は 我い まだ 其 さしい ふ 所 を しらす 凡 我 國の俗 常世 國 

とい ふ はな ほ 外津國 とい ふが ごとし されば 海外の 國 

を もさし いひて 常世と す 卽今兒 女の 語に 燕 鷹 の 類 常 

世の 國ょ， o 來 りぬ とい ふが ごとき もまた なほ 古の 遺 

俗と み へけ 少彥名 神の さ b 給 ひし 所の ごとき 海外 

の國を さしい ひし にゃあ るら む- 】 れ もまた その もと 

っ國 にさり 給 ひし 事 三毛 入 野 命の 事の 如くな， 9 けむ 

も 知べ 力ら す 

問 子 前 に 天 之 常立國 の 常 立 豊國 主の 神 等 の 名 を释し 

て 常と は 常世 也豊と はな ほ 常世と い ふが；：」 としとい 

ひけ、 り 今の 如き は 常世 國と は猶 外津圃 とい ふが 如し 

とす 若然 らば 夭 之 常 立 國之常 立 豐國 主の 神 等の ごと 

き 我國の 神な b- とい ふが ごとき 疑な きに あらす 

曰 天神の 代に 常と いひ 常世と いひし がごと き 其義は 

入 「しる ベ からす 後の^ 外 津國を さして 常世 國と いふ 

によらむ， に は その 常世と ぃひ豊 とい ひし またな ほ 外 

さ 百 七十 三 


： 神 事 だ 


古史 通 或 間中  三百 七十 四 


も ひわ かす 古事記に は大 三輪 神の 言の ごとき もたい 

能 治，, 我 前, とのみ 見えて 神 功 皇后の 時の 事の ごとき 

も 底 筒 尾 中 筒 尾 上 筒 尾 三柱の神 我 之 御 魂 を 坐，, 于船 

上， とのた まひし とのみ 見 へ て 幸 魂 奇魂和 魂 荒 魂な 

どい ふ 事 はみ へす 大己貴 神 其 事 を 共に し 給 ひし 少彥 

名神國 いまだ 造 b 訖 b 給 はすして 去り 給 ひし を 深く 

憂 給 ひしに 御 諸 山上に 座す 神の 言の ま \ に 倭の 靑垣 

山上に いっき 奉られて 其 功 をな されし と 見 へ しかば 

大物 主神の 此國に 功お はし ませし また まことに 大き 

な hs とぞ見 へたる 

大己賁 神は卽 今の 出雲國 にお はし ませし と 見へ た 

り 大物 主神の 言に よりて 其 神を卽 今の 大和の 國に 

いっき 給 ひし かば 葦原 中 國の事 成りし と 見 へ し は 

その 事な ほ 後の 太 宰鎭守 等の 府 置れ しが ごとくな 

ho とお ぼ ゆ 

アマ ノォ. レ ホネノ  i- メタ マ rr リ ヒメ アマ ノォォ i  、ノ 

問 日本 紀注 一 書に 天 忍 骨 命の 姬玉 侬姬命 天大耳 

尊妃 丹舄姬 とみへ し 二 柱の 姬 神の 父 神 は いづれ の 神 

にゃあ るら む 其^る せし 所詳 ならぬ はいかに 曰 

武須備 と は 尊 親の 稱 なりし 義は 前に も悉 せり 高皇產 

靈の御 女 を もて 忍穗耳 尊に きせられて 皇孫 尊の 御 外 


津と いふが ごとくな hN けんも^る ベ からす 中と いひ 

外と いふ は對 しい ふ 所の 詞 なり 天地 開けし 初 高天原 

になれ る 神 天 御中 主神と みへ しが ごとき 中と いひし 

は卽是 高天原の 中 土 今の 常 陸 國那珂 之地是 なり その 

常世 國と いひし は 卽今常 陸 國信太 郡の 地に して 古の 

那 珂國疆 外に ありし 所な b 豐國の ごとき は卽 今上 野 

下野 等國の 地な ほ其疆 外に ありし 事い ふに 及ばす 豊 

葦原 水 穂の 地と いひ 筑紫洲 の 豐國 豐久志 比 泥 等 の ご 

とき 並に これ 古 時の 海外に ある 所な b 我 前にい ひし 

がごと く 常と いひ 豊と いひ 常世と いふ は 皆是其 語の 

轉 也と ぞ 見えけ る 

綿津見 神 豐玉彥 また 豐玉 姫と いふが ごとき その 義 

また これに 同じ 

問大 三輪 神の 幸魂奇 魂と みへ しが ごとき 子い ま 

其 說を盡 さす 詳 なる 事の ごとき は いかに 曰舊 

サキ タマ クシ タマ イク タマ 

紀 古事記 及び 神 名 式に 見 へ し 所 前 玉 櫛 玉活玉 等の 

あ b て 其 餘太玉 神 玉 明 玉 等の 神 名 ことぐ くに 擧へ 

からす 其 餘神功 皇后 紀に和 魂 荒 魂 とい ふ 事 もまた 

み へ たりす ベ て是 等の 類 古俗 さしい ふ 所 こそ 有べ け 

れど その 義 すでに 隱れ にたれば 今 はたい かにと もお 


祖に てお はしければ 此 神に 其稱の おはし ませし 疑 ふ 

ベ くも あらす 神 皇產靈 神に も此稱 おはし ませし が 如 

き は大耳 尊の 妃 とみ へ し 丹 舄姬と 申す は此 神の 御 女 

にも やお はし ますら む 大己貴 の 經津主 武甕槌 の祌等 

を 饗し たま ひし 時に 櫛 八 玉 神の 言 壽し詞 に 神 皇產靈 

の御祖 神と いふ 事の 舊事紀 古事記に 見へ し はこれ も 

皇孫の 尊の 御外祖 也し をい ひしと こそ 見へ たれ 玉 依 

姬の父 神の ごとき はいかに ともお も ひわ かす 

玉 侬姬は 高 皇產靈 の 御 女 萬幡姬 ノ兒と 見へ けり 古 

語 拾遺に 高 皇產靈 津速皇 產靈神 皇產靈 並に 武須備 

之號 おはし けれど 其詳 なる 事 はい まだ 見る 所 あら 

ユ^-, 

問 天照大神 の 命 を もて 夭 忍 穗耳尊 に 豊 葦原 の 水穗之 

國を言 依し 賜 ひて 降 まいらせられ しに 此尊 はつ ゐに 

此國に 降り まさ い b し 事の 本末の ごとき 詳 なる はい 

かに 曰 初い ざな ぎ いざなみの 神と 共に 豊 葦原の 

水 穂の 地に 天降 ま し H 造 給 ひし 後大 ^賁神 少彥名 神 

と共に また 國 造られし とみ へ し は い ざな ぎ の 神神 隱 

れま せし 後に 國ま たみ だれし が 故と 見 へ け， 9 天神 忍 

穗耳尊 を 天降し まいらせられした まく 其い まだ 平 

古 史通或 問 中 


かならざる 時に 當り ぬれば 降 b ます 事を果 され ざ.^ 

しに ぞ 有べ き 

これ は 古事記に よりて いふなり 舊事紀 日本 紀 及び 

延喜式 出 雲 國造砷 賀詞 等に 見へ し 所の 如き 文 各 t 

同じから ね ど 其 大要 は 天神 葦原 中國を もて 忍穗耳 

尊に 言侬し 賜りし &ど 其國神 及び 靑人 草まで も 申 

I コト ノリ 

す 事 ども あ てぶ 命 を， フけざ b しと 見 へ けり それ 

を彼國 多に 螢火 米 神蠅聲 邪神 あ b て 草木 咸 言語な 

どい ひしな b 上世 之 俗 天神 を稱 する に は 日 を もて 

し 火 を もてす 瑩 火光 神と はかし こに 多 ある 國 神の 

なほ 螢火の 火 陽に おける がごと くなる をい ふなり 

蠅聲は 佐 波倍奈 須と讀 む狹蠅 鳴と も 五月 蠅 ともし 

るせ り 狹とは 小な hN 五月と は その 衆多なる 時 をい 

ふな， 9 これ は其國 神の いふ 事 ある もの 、多き にた 

と へ いふなり 草木と はな ほ靑人 草と いふが ご-とく 

凡そ これら 皆 我國の 文の 體 なり 

凡 天神の 代に 葦原 中國に ゆきか ふ 神 等の ごとき は卽 

今 東海の 地より 船を發 して 安房 國を 過て 伊豆 國に至 

,0 艤 して 其 道 を 開かる 卽 これ を 伊都 之 道 別と いひし 

とこ そみ へ たれされば 此 時の ごとき も 御船 を 伊豆に 

三百 七十 玉 


古史 通 或 S| 中 _  I  I   

といめ られ て國體 をみ そな はした まひし を 天 浮 橋に 

た、 して 臨 睨 給 ひしな どい ひしなる ベ し 神 名 式に よ 

るに 伊豆 國ゎづ かに 三 郡 之 地に ある 所 大小 之 祌社凡 

九十 1 一座 六十 餘 州の 內地 小し くして 神社の 多き か 、 

る 類 もな しまた こ、 にも 國之御 柱の 神社 座す は いづ 

れの時 いづれ の 神の 建 給 ひし 所なる にや 詳なら や 土 

俗 相 傅へ て 伊豆 櫂 現 社と 申す は璲 々 杵尊を い つ き 奉 

れ りと いふが ごとき も 日本 紀 注の 一 書に 忍 穂 耳 尊 天 

降 ませし 時に 虛 夭に 居て 御子 璦々 杵尊を 生み 給 ひし 

ともみ へ しかば そのこ.^ に 生れました b し 故な りけ 

む も 知る ベ からす 

其國を 伊豆と いひし も 古に 伊都と いひ 湯津 とい ひ 

し 事の ごとく 高 嚴之義 なる も^る ベ からす 

忍 穂 耳 ^天 に 昇り 給 ひ 神の ま KV ま せし 所の ごと 

きはい まだ 詳 ならす 卽今相 模國箱 根 山の 神社 は 土俗 

相傳 へ て 此^ をい つ き 奉れり とはい ふなり 

問 子が 書に^る せし 夭 神 初に 皇孫 饒速日 尊 を 此國に 

降し 給ひ此 神神 去 給 ひし 後に 其 御 弟璲々 杵尊を 天降 

されし 事の ごとき は 舊事紀 に 見 へ し 所に よれ，^ と 見 

へし かど S 事 紀には 天神 初に 此國を もて 忍穗耳 尊に 
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言 依し 給 ひその 請 ひ 申 給 ふに よりて 御子 饒速日 尊 を 

降し ま いらせ らる此 御子神 去ます に 及び て 忍 穗耳尊 

降 まさむ とせし に國 みだれて いまだ 平 かなら ざり し 

ノノ  コ トム ケ 

かば 天 穗日命 等の 神々 して 其 荒 振 神 等 を 言 向し めら 

れつ ゐに經 津主 武甕槌 の 神 等 其國を 駆除 安定ら る 忍 

穗耳尊 かさねて 天降ます に 及びて 虛天 にして a 々杵 

i オヤ 

尊 を 生ませし かば 其 御 親に 代て 天降し 給 ひしと み へ 

たり 子が 書に 見 へ し 所の ごとき は 其 事の 次第 舊事紀 

に は 同じから す其義 はいかに 曰 舊事紀 序によ る 

に 初上宮 太子 奉い 勅 じて 此書を 撰ばる 書い、 まだ 成ら 

すして 薨じ給 ひぬ 蘇 我 馬子 大臣 其 遺草 を もて 奏上せ 

しと 見 へ たり 卽今 世に 傳 ふる 所 をみ るに 其 文 重複 錯 

亂是に 加 ふるに また 後人 改竄の 所 ありき とみへ けり 

一 一 柱の 皇孫 天降り ませし 事の ごとき 世に 傳 ふる 本に 

み へ し 所の ごとき は これ を其理 勢に 推す に 然る ベ し 

とも 見えす 其 錯誤 疑 ふべ からす 饒速日 尊旣に 天降り 

ませし に 及びて 葦原 中 國の國 神 これ をい つき 奉りた 

ら むにた とひ 其 神 去 b 給 ひぬ とも 初 天降.^ 給 ふ 時に 

配 侍ら しめられし 三十 貳 部の 神 等 五部 造の ひ きゐし 

カゾ ォ ホカミ 

一 一十 五部の 物 部 等な ほ其國 にあり 彼 父の 大神 天降り 


給 はん 何事 か 有べ きまた 大國 生の 神旣に 葦原 中國之 

地 避け まいらせられ 大物 主神 等 まつろ ひ 奉りし に 及 

びて 天降し 給 ひし 皇孫の 尊筑紫 日向 之 國に到 b 給 ひ 

てゎづ かに 其國 神事 勝國勝 長狹が 奉れる 地に 宮居し 

給 ふ ベ き 事に も あらす 初 忍 穗耳尊 を 葦原 中國に 天降 

しまいら せられし 時に 其 國津神 等 申す 事 ありし かば 

天穗 日 天 稚彥等 の 神して そ れを言 向し めら れ 最後 に 

經津主 武甕槌 の 神 等 をつ か はされ しに 及びて 大國主 

神 其國を 避け 奉られ 大物 主 等の 神 天に 參來 しかば 饒 

速：" 尊 を もて 其國に 天降し まいらせられき 幾程な く 

して 饒速日 は 神 去 給 ひぬ れど國 神な ほ 其 御子 をい つ 

き 奉れる 所 はありし 時に か はらす 

神武 天皇 東征 之 日 に 及びて 其國神 な ほ 宇 麻 志 麻 治 

命に まつろ ひま いらせし を もて 其 初の 時の 事お も 

ひしる ベ し 

され ど その 御子の 神い まだ 幼く おはしましたり けれ 

ば饒速 日の 御 弟遨々 杵尊を もて 筑紫洲 に 天降し 參ら 

せられ 大 八洲の 圃を わかち^ら しめられし 事と 見へ 

けりされ ば 我 書 は 彼 錯亂を 正して 其舊 文に 復 さん 事 

をお も ふが 故に^る せし 所^ かぞ 有け る 問舊事 天神 

古史 通 或 問 中 


天孫 等の 本 紀に饒 速 日 尊 乘，， 夭 磐 船， 而 天降 坐，， 於 河 

內國河 上哮峰 一と 見 へ し を 子が 書釋 して 哮字讀 む 事 

いま： U 聞かす また 其 處所も 未詳 大和 國平群 郡 龍 田 坐 

え 御 柱 國御柱 神社 は此 尊の 天降 ませし 始に 建ら れし 

所歟 と^るせ り 其 說の詳 なる 事 はいかに 曰舊事 

仁德 天皇 本紀に 地名 哮羅 とい ふ もの 見 へ けり 古事記 

に は 訶和羅 と^るして 三 字 以ぃー 昔と 注しき もし これ 

に據ら むに は哮讀 で 訶和 とや い ふ らむ さ れ ど 今彼國 

地名に それ と覺し き 所 も 聞え や 舊事紀 の 文に 據.^ て 

彼 地勢 を視 るに 河內國 にある 所の 河流 土俗 稱 して 大 

和 河と いふ ものより 大 なる もの もな し 其 源 を 大和 國 

に發 して 鳥 見 及び 長 谷 龍 田 等の 諸 水 合流れ て 大縣郡 

ソパ グチ 

に 入る - 】 、 に 到て 兩岸對 し 峙て相 去る 事 僅に 二 丈 許 

土俗 これ を 龜瀨と いふ こ 、を 過て 大和 國に 入る 所の 

山路 を龜瀨 越と いふ 卽是 大和 國平群 郡の 疆上 にして 

世の 人 寵田明 神の 社と いふ もの 彼處を さる 事 遠から 

す 神 名 式に W 田 坐 夭 御 柱 國御柱 神社と いふ もの - 】 れ 

にて 舊 事 紀に河 內國河 上と いふ もの また これな， ^筑 

紫 日 向高 千穗媳 觸の峯 に瓊々 杵尊 天降 ませし 初に 建 

られし 所の 天 御 柱 國御柱 猶今も 現在す る 事に 據る時 

I  三百 七十 七 


古史 通 或 問 中 

は 饒速日 尊 天降 b ませし 時の 如き もまた/ (かぞ ある 

ベ きさら ば 寵田坐 天 御 柱國御 柱と いふ もの 此 尊の 建 

られし 所なる こと 疑 ふ ベ くも あらす 彼櫞 日の 峯 とい 

ひし もの 後に は 其 南 麓に あると ころの 霧 島 社の 名に 

よりて 霧 島嶽と い ひ て 其舊名 は隱れ ぬ 哮峯と いひし 

もの 、 ごとき も 後に 寵田 社の 名に よりて 寵 田の 山と 

のみい ひて 其舊名 は隱れ にけ むも^る ベ からす また 

河 內國讚 良 郡に 土俗 岩 船 明 神の 社と いふ もの あ 又 

. J  、を 過て 大和 國に 入る 所の 山路 をば 岩 船 越と いふ 

なり 饒速日 尊の 乘， o 給 ひし 所の もの を藏 めら れし所 

なりけ む もまた^る ベ からす 

古語に 峯を よびて 禰と いふ 富 士根筑 波 根と いふが 

ごとき 是 な.^ 哮峯 もし 讀で訶 和乃稱 とい ひたらん 

に は 後に 神奈備 山と いひし もの にゃある らん 萬 葉 

集に 三 諸 之神邊 山と^ るせ しもの 卽是神 奈備山 を 

いふと 見へ たり 加 美の 邊は 卽訶 和の 稱の轉 にして 

加 美奈備 亦是加 美の 邊の轉 な b 今の 如き は 神 南と 

^るして 加 布奈備 とい ふ 也 又 今の 如き は W 田 明 神 

の 社 あ る 所 をば 龍 野 村と いふ 也 こ ゝ より 勢 野總持 

寺 神 南 等の 村 を 過て 龍 田と いふ 所 あ b. 「神 奈備の 
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三 室の 岸 や 崩る らん 寵 田の 河の 水の 濁れり」 とい 

ふ 時 は 龍 田 河 は 神 奈備の 下流， と 見 へ し を 今の 如く 

に寵 田と いふ 所の 其 上流に ある ベ しと も 思 はれす 

問 古に 證國 を耶摩 登と いひし は 舊說に は山戶 なりと 

もい ひ 山 跡な.^ ともい ふ 然る を 今 山 外之義 也と いひ 

しはい かに 曰 これ 我 說には あらす いま そかり け 

る 我師な b し 人の 學 びし 時の 友に て 世に は 損 軒先 生 

と 云 ひし 人の い へ る 所に て 其 說には 山 外 は 河内に 對 

し 云 ひしな りと ぞい ひける 我む かし 河 內國を 過て 大 

和國に ゆく 事 あ， 9 て 彼 人の いひし 所の 義 最長し ぬる 

事 をば おも ひ 知， 9 き 古の 凡 河 內の國 とい ひし は卽今 

の 河 內和泉 等の 地 を あはせ いひけ るな b それが 中 河 

內 郡と いふ もの は此 國の最 とこ そみ へ たれ 其 南め 

方 高 安大縣 西の方 若 江 等の 郡 は 前にい ひし 所の 大和 

河と いふ 水流れ て 北の方 交野 讚 良^ 田 等の 郡 は攝津 

國の疆 上に して 大 淀の 川に 枕め り その 二つの 河の 內 

にある 所 なれば 河 內の名 あ b しとみ へ けり 此國の 東 

につら なれる 山 共を踰 るに 數路 あ， o て 其 山 外 は 皆 こ 

れ 大和の 國の 地に ぞ ありけ る 

古史 通 或 問 中 終 . 


古史 通 或 問 下 


問 舊事紀 によ るに 天神 瓊 々 杵 尊に 授 賜り し神寶 及び 

配 侍ら しめられし 衆 神の ごとき は 並 是初忍 穂 耳 尊 を 

天降され し 時に 詔し 給 ひし 所な b 璲々 杵 尊の 生れ ま 

すに 及び 此 御子 を 代て 降され む 事 を 請 ひ 申されし に 

よりて 其 請 給 ふ 所の ま、 に 夭 兒屋命 夭 太 玉 命 及 び 諸 

部 神 等 を もてみ な 悉相授 且服御 之 物 一 依い 前 授られ 

しとみ へ た b もし 子が 書に み へ し 所の ごとくに 初に 

忍 穂 耳 尊 を 降され 次に 饒速日 尊 を 降され 亦 次に 瓊々 

杵尊を 降 さ れ たらむ に は そ の 初 忍 穗耳尊 を 降し 給 ふ 

時に 詔し 給 ひし 所 舊事紀 にみ へし 所の ごとくに して 

其 請 給 ふ 所に よられて 饒速日 尊 を 降し まいらせられ 

し 時に 至ても 兒屋太 玉 等の 神の 隨ひ まいらせ しと 見 

へ し は *  J の 時旣に 天^神 籬及 夭 津磐境 を 起樹て 天神 

を 葦原 中國に い つき 奉れるな る ベ し 日本 紀に 天照大 

神初自 天降， o ませし と 見 へ 又 舊事紀 日本 紀に 猿田彥 


神 吾 則 伊勢 之 狹長田 五十鈴川 上に 到らむ とい ひし も 

初 天照大神 天降 ませし 所に 參 b 向ん 事 をい ひしに や 

有らむ また 次に 瓊々 杵 尊の 天降 給 ひし 時に もな ほ 前 

に 忍穗耳 尊に 詔し 給 ひし 如く 兒屋太 玉 等の 神 等 を 配 

侍 しめられし かどた^ その 授 賜りし 神寳の ごとき は 

天上に 藏め 置れ し 所 を もてせ らし かば 古事記に も 其 

テキ シャ サカ マガ タマ 力 *、i  ノ  ，  • 

袁岐斯 八 尺勾璁 鏡と 草薙劎 とはい ひしと み へ たり 子 

が 書 舊事紀 の 錯亂を 正して 其舊 文に 復せ しが 如き は 

^かるべ けれど これらの 委細 を も 記さ いらむ いかに 

や あるべ き 曰 子が い ふ 所 誠に 然，^ ffl 事紀 古事記 

日 本紀 及び 古語 拾遺 等 の 書 を 併せ， み るに 初 饒速日 尊 

の 天降 ませし 事に 到て は 舊事紀 のみ 其 事 を 記されて 

其 他は此 事に 及ば や これ は 纂疏に 所謂 正統 を 尊ぶ の 

義とは 見 へ たれ ども 其 事の 詳 ならねば 神武！ K 皇紀に 

見へ し 饒速日 尊の 事の 如き 何れの 時に いかなる 天神 

の 降給 ひた るら むと いふ 事 も 明かなら す 元々 集の 如 

きも 日本 紀に此 等の 事 を 載られざる 事 然るべ からす 

とはい ひける にやされ ど 舊事紀 にみ へ し 所の ごとき 

も 前後 論せ し 事の ごとく 此書 もとより 其 遺草に 出で 

重複 錯亂加 ふるに 後人の 改竄 を經て 或は 本文 を離析 

三百 七十 九 


古史 逋或問 T    I   ,::  i 二百 八十 


し 或は 句 字を增 損せし と 見 へ し 事 ども 多 かり 今に お 

いて 其明證 とす べき ものな からむ に 其 文 を あはせ て 

改正す ベ きに も あらす た ^ '其 文に 據， o て 其義を 求め 

む 事の ごとき はこれ を視ん 人の 自ら 得る 所に ぞ 有べ 

問 m 事 紀に佐 古 久斯侶 五十鈴 宮と見 へ 伊勢 之 狹長田 

五十鈴川と 見 へ し 五十鈴の 義 いか に 曰 舊事紀 に 

み へ し 佐 古 久斯侶 五十鈴 宫 古事記に は 佐 久久 斯侶伊 

织受能 宮に作 本紀に は拆鈴 五十鈴 宮と 記されし 

を 私記に は 鈴の ロ拆 たり 故に 拆 鈴と いふと 釋 したり 

古事記に 猿田彥 神の 事 ども^る せし 事 は あれ ど 吾 則 

伊勢 之 狹長田 五十鈴川 上に 至らむ とい ひし 事の ごと 

き は 見 へ す 日本 紀 注に は 舊事紀 の說を 引れ しと 見 へ 

しか ど » 釋 せし 事 も閡 えす 私記の 說 によらむ には拆 

鈴と は 鈴の 口 拆し義 に こそ あるべ けれと 佐 古 久斯侶 

と 見 へ 佐久々 斯侶 とみ へし ごとき は 古語に みとしろ 

田 そしろ 田 八し ろ 田な どい ひしが ことく 其義 なほ 狹 

長 田と いふに 同じ かりし も^る ベ からす 古の 俗に 田 

の 事をシ "とい ひし こと はありけ， ^その 伊勢の 狹長 

田と いひし 狹長 田の 義は詳 ならす 舊事紀 に また 日 神 


稻種を もて 始て 天の 狹田 及び 長 田に 梳給 ひしと いふ 

事 見へ たれば 古より いひつ ぎし 詞 也と はみ へ たり 又 

五十鈴と いふ 事い ひ 出ん ために 狹長 田と やい ひ ぬら 

ん鐵 鐸讀で 佐奈枳 とい ふと 見 へ しも 狹長 田， とい ひし 

語に 相 近き に は 似て けりされ ど 古語に 伊須 受と いひ 

し は 五十の 鈴 をい へ る義な b しと は 見へ す舊 事の 神 

武 天皇 本紀に 正妃 媛蹈毓 五十鈴 媛 命の 御名 見 へけ 

り 其 御名 を 得られし &の ごとき は い かにと もまる さ 

れす 古事記 に は 比賣 多多 良 伊須 岐佘理 比 賣舊名 は 富 

登 多多 良 伊須々 岐比賣 と 申せし 事の 緣を^ るせ し 所 

特に 詳 にして 伊須々 岐とは 洗濯 之義 とみ へ た b 伊賀 

國 風土記に も 其 國久禮 波 之 登 利須々 杵 化と いふ 川の 

名を釋 して 昔 吳服之 君 濯い 衣 之緣な b と 見 へ て其義 

古事記 にみ へし 所に 相 同じく 倭 姬世記 に も 五十鈴 之 

河 上の 河岸に して 御 裳齊長 く 計加禮 侍り ける を 洗ぎ 

i モ ス ノガ、 

給 ひしょ， o 御 裳須曾 河と い ふなり とみ へけ b さらば 

伊須 受とは 彼 御 裳 を 洗ぎ 給 ひし 事に より て 云し を 後 

人 また 御 裳須曾 川と もい ひしな b 伊と は發 語の 詞に 

て 須受と 云し は卽 洗濯な b 倭姬 命の 御 事に 始 りたら 

む 名の 神 世の 事に み へ し は 私記に 凡 地名 上代 雖レ 未 


ゾ得二 其號， 以ニ 史書 撰述 時 之 名字 一 載.， 之 者 倭漢之 例な 

りと いひし がごと き 卽此な 天神 金 鈴 五十 口 を もて 

伊勢 加 佐 波 夜 之國に 投降され しな どい ひし 說の 如き 

に 到て は 

此說は 太 神宮 御 鎭座本 紀太田 姬命傳 などい ふ 書に 

見へ た b 

^事紀 に 五十鈴の 字 借用 ひて 讀で 伊須 受 となされ し 

によりで ついに これら 附會之 言 も ありし なる ベ し 其 

義を 古語に 求めて 今 字に 拘 はるべ からすと いひし は 

これらの 事の ために こそ あれ 

伊賀 國 風土記に 伊勢 加 佐 波 夜 之國は 猿田彥 神の 知 

る 事 一 一十 餘萬歲 に 及びし と 見へ しによ らば 其 名よ 

b 來る 所す でに 久しき 事と 見 へ たりされ どい かな 

る 故によ b て 加 佐 波 夜と はい ひけん 其 義は詳 なら 

す 又 神風の 伊勢と いふ 事 は 伊勢 國 風土記に 見えし 

所の ごとき は 神武 天皇の 御代に その 國神 伊勢 津彥 

の 避け 舉， 9 しに よれり とみ へ けりされ ど 初 神武 天 

皇戊 午の 年 八十 梟 帥 を 倭 H に 斬 b 給 ひし 時の 御 歌 

に 神風 之 伊勢と いふ 事 をよ ませ 給 ひたりけ る は 其 

事な ほ 天日 別命の 伊勢 津彥 を征 せられし より さき 


の 事と ぞ見 へたる 凡 か 、る 事の 本緣 ふるくい ひつ 

たへ し 事に もうけが たき 事の みぞ 多 かる 猿 田彥の 

女 吾 蛾姬の 守りし とい ふ 鈴の 事 は 前に^る しぬ 併 

せ 見るべし 

ス メラ ギ タチ 

問舊事 皇孫 本 紀に石 長姬， ％咀 の 事に よりて 天皇 命 等 

の 御 命 長から すと 見 へ たり 其他此 等の 緣 を^る され 

し 多 けれど 此 事の 如き は 其 天皇 本 紀に見 へ し 歷朝夭 

皇の 聖壽 これ を 神 世の 事^る されし 所に 比すれば 俄 

に 促ら せ 給 ふ 事の ごとくに 見へ ぬれば 此言を 設けて 

其 疑 を 避る 地 をな されし と 見 へ けり^ かる を また 舊 

說に 倶舍の 論に よりて 人壽 長短 之說 あるが ごとき は 

1 疏假を 認て眞 となす ににて けり 子が おも ふ 所 また 

いかに 曰舊事 皇孫 本紀に 神武 天皇の 詔 を^る さ 

れて 天祖 降臨より 今に 至る 迄 一 百 七十 九 萬 二 千 四百 

七十 餘年 とみへ し を 舊說に は瓊々 杵尊 天降り 給 ひし 

より 後 三十 一 萬 八 千 五 百 四十 一 一年 彥火々 出 見の 御代 

の ほど 六十 三 萬 七 千 八 百 九 十三 年葺不 合の 御代の 


-ナ 


神皇 正統 記 


さ ら 


ほど 八十 三 萬 六 千 四十 一 一年と いひに〜 募疏等 I 

ば 大山 津 見神 石長姬 等の ％咀 の ごとく 天神 之 御子の 

御 命 促 b 給 ひしと もい ふ ベ からす その^る されし 所 


古史 通 或 問 下 


三百 八十 一 


I  古史 通 或 問 下   I   I  I 

の 相 合ざる 旣 にかくの ごとし 後人の 說の ごとき 猶辨 

する にもお よぶ ベ からす 

神代 卷抄 に神皇 實錄を 引て 國常立 尊の ごとき は 天 

地 開闢 以來到 今不變 常住 也 第一 一代よ b 第 六 代に 至 

るまで 凡 五代 之 間八 百億 萬歲 いざな ぎ いざなみ 二 

神の 代 一 一万 三千 四十 歲 これ 易に 陰陽 ニ爻を もて 萬 

物の 數を擧 るに 萬 有 一 千 五 百 二十な り 二 神お のお 

の 其 数に 相 合 ひた ま へ b 天照大神 忍穗耳 尊の 1 一代 

凡 五十 五 万歳 これ 又 大衍の 数に 相 合 ひ 給 へ b 瓊々 

杵 尊より 以下 は 其年紀 おの づ から 明かな b これ を 

五重の 神代と いふなり とみへ け b その 乾坤 之策大 

衍 等の 數を 引し がごと き卽是 附會之 言なる また 明 

かに こそ 見 へ たれ これらの 說の ごとき はさら な b 

神皇 正統 記に 盤 古の 始も彥 火々 出 見の 御代の 末つ 

かたに ゃ當る ベ きな ど 見 へ しが ごとき は 天地 開け 

し 事 もま づ我國 よ b 始 b て 八 百億 萬歲の 後に 漢土 

の 天地 は ひらけし にこ そ ある ベ けれ^ かるべ き 人 

々のい かに か、 る 無稽 之 言 ども^ るし 置れ たりけ 

むすべ て これらの 說の ごとき ひとの 國の 人に 聞か 

せたら むに は 我國の 人の 事 をば いかに i やお も ふ 


三百 八十 二 

ベ きその^ るされ し 所の 我國の 文の 體 にて 他國人 

の 得べ からぬ ぞ せめての 幸に は 有け る 漢土に し 

て は堯舜 より 今に 至る 迄纔に 三千 餘 年の み義農 

去， 1 盤 古 之 時 ス必不 い 遠 其 年 可，， 以べ千 計， 不ぃ 可二以 

レ萬計 一 などい ひし 人 もこ そ あれ 

問 子が 書 姓氏 錄 によりて 綿津見の 國を釋 して 新羅と 

す其據 すて に 確ければ ^るべ からすと もい ふ ベ から 

すされ ど 古事記 日本 紀 等に 豊玉姬 のよ み 給 ひし 所の 

歌 一 一首 見へ け，^ もし 今に 據りて 古 を 推しなん に は 我 

國彼國 其 俗旣に 異なりた とひ 其 語の ごとき は 相 通じ 

ぬる 所 ありと も彼國 人我 國の 歌讀 得べ きに も あらす 

彼 御 歌の 如き 史書 文飾の 言に 出たら むは^ら す 其 事 

實な b けむと もお も はれす 曰 神 世の 歌の 古事記 

日本 紀に見 へ し 其詞の 同じから ぬ 多 か， 9 史書 撰述 之 

人 修飾 あ しに ぞ よる ベ きさら ば 又 古の ごとき も 好 

事の もの ありて 其 歌 を あはせ て擬し 作りし あ b けむ 

も 知る ベ からすされ ど 古の 歌の 父母な b け b とい ふ 

なる 難 波 律の 歌の 如き は 彼國の 人の 讀し 所に こそ あ 

れ卽今 琉球國 人の よめり し 傻歌こ ゝに傳 ふる もす く 

なから す これらの 事 を 思 ふに 豊玉姬 の 御 歌 其 事 實に 


あら じ とも 、<  ふヾぃ らす 

古の 耽 羅國卽 今 朝鮮の 濟 州と いふ 所 は 其 初 人物な 

かりじに 三 神人の 地中より 湧出せ しに 我 國の神 女 

三人 來 りて 夫婦と な b ついに 其國を 開きし とい ふ 

事 彼國の 輿地 勝覽に 見へ け b 前にも^ るせ し辨韓 

の 斯盧國 とい ひまた 我國 上世の 時に 筑紫洲 を 白：！ 1 

シラ 

^とい ひしが ごとき こ ゝに 白と いひ かしこに 斯盧 

とい ふ 其 語 相 同じき はこ ゝの 人の かしこの 國を開 

きし かば 其 名 あ b しに やまた かしこの 人の こ、 の 

洲を 開きし かば 此名 ありし にや 其 始の事 は 共に^ 

る ベ からすされ どこ、 にして は 天の 曰 矛が 但馬國 

を 知り かしこ にて は 三 神 女の 耽 羅國を ひらきし ご 

とくの 事 あらむ に は 彼國の 人我 國の 歌讀 得る 事必 

す 其 事な かるべし とはい ふべ からす 但し 其 時の 如 

き は 新羅 國 主と 見 へ し 人 其 姓名^る ベ からす 後に 

新羅と い ひし 始祖 赫居 世と い ひしが 其國を 興せし 

は漢宣 帝の 代に 當れ bi いふな b 漢宣 帝の 比 ほひ 

は 我 國崇神 天皇の 御代の 程な りと いふ 

問 神 世 以來我 國を稱 せし 所 其 名 多し とみ へ け b 子が 

書に 豊 葦原 千 五 百 秋長瑞 穗之國 とい ひし を釋 せし 所 

古史 通 或 問 下 


の^き も舊釋 せし 所に よりて 其說 をつ くせ りと もみ 

へす その 餘我國 の 名 異邦に て稱 せし 所の ごとき 其義 

詳 なる 事 はいかに 曰 我 書の 如き 凡 大義の 係る に 

あららざる をば 舊释 せし 所に よれる， との 1 くな から 

すねが ふ 所 は 我 もまた 述て 作る 事な からむ こと をお 

も ふが 故な b 我國の 名の 如き 舊事 紀に據 るに 豊 葦原 

千 五 百 秋長瑞 穂の 地と いひし は 初 天祖 陰陽 1 一 神に 命 

じ 玉 ひし 所な b とみ へ たれば 我 國の名 舊く聞 へ しも 

の これよ， 9 さきなる は あらや 覺 とは猶 常世と いふが 

ごとし 葦原と は 前に もい ひし 事の ごとく 天神の 代に 

ありて は 海原に のみ 隨ひ ぬれば 其 蘆龍蒹 荻の 上に あ 

る 所の 地 を さして 葦原と はい ひけるな り：^；:^ 

^ 千 五 百 秋 長 水 穂と は 其 地の 稻に宜 くして 常に 秋 

ある をい ひしな り 

豊受皇 太 神 御鎭座 本紀に 天地 初 發の時 形 如，， 葦 牙， 

化して 神と なるこれ を 天 御中 主神と 申しき 故に 豊 

. 葦 原中國 とい ふと 見 へ 私記に 肥 美 之 地 葦 草 あ 生 故 

取喩 とい ふが ごとき 並に しるべ から ャ 古語に 豊と 

いひ 常世と いふ 相轉 じてい ひし 事 また 瑞 穂と^ る 

し 水 穂と^ るせ し 事の 如き 我 旣に釋 しぬ 

.  三百 八十 三 


古史 通 或 下 


三百 八十 四 


ま た 國と いひし は 奮 事 皇孫 本紀 によるに 卽今 

幾 内の 地方 を さしい ひし 所と ぞみ へ たる 

祌武 天^ 束 征の時 中 邦と い ひ 葦原 中國と いひし 事 

の ごとき 並に これ 今の 大 和國を さしい ふなり 神皇 

正統 記に 耶麻 土と は大 八洲の 中 津國の 名な b とい 

ふ卽此 なり 

S 秋津島と いひし は 秋と は 卽千五 百 秋の 謂に して 津 

と は 語 之 助な り舊 事の 神武 天皇 本 紀に腋 上嗛間 丘に 

登まして 國狀を 廻 望て 雖， ー內 木綿 之 眞^ 國， 猶 如，， 蜻蛉 

之 1= 咕， とのた まひし 事に よりて 始有 一一 秋津洲 之號ー 

とみえし を もて 大 八洲 之國を 總稱し て 秋津島と い ふ 

事は此 時より 始れ りし 事と なし 瞵 また 神代に S 

秋 、# 根と い ふ 名 あれば 神武 天皇の 御 事に 初らざる に 

やとい ふが ごとき gfs 並 是其義 を 得しと も 見へ す 

雖，, 內 木綿 之眞 途國， 猶如 二 蜻蛤 之臀咕 一と 詔し 玉 ひし 

は卽 今の 大和 國の 國狀 をのた まひし なり 大 八洲の 國 

狀を總 言 ひしに は あらす 其 事 はな ほ 雄 略 天皇の 吉野 

宫に 行幸 まし て 其 川上の 小 野に して 蜻蛉 を讃 たま ひ 

し 御 歌 有しより 蜻蛉 野の 名始れ b し 事の ごとくに し 

て 卽 今の 大和 國を稱 して 秋津島 诿と いふが ごとき 此 


時に 始れる をい ひしな り 

內木 綿眞逢 國は內 木綿 は な を大 己贵神 の 玉垣の 內 

國 とのた まひし がごと し眞 と は 卽狹な b 蟥蛉之 

. 臀咕は 蜻蛉の 尾 を 相 ふくめるな りかくの たま ひし 

はもと これ 大 八洲の 國 を總稱 して 豊秋 津洲 とい ひ 

それが 中に 倭國 をば 中 土と なして 中洲と はい ひし 

な b その 國狀 をみ そな はし 給 ふに 壤地は 小し きな 

りと い へ ども 眞に 秋津島 根の 中 土 なれば 其狀 また 

蜻蛉の 臀咕 に似てけ りとの 義 なりこれ 蜻蛉に もァ 

キ ッ の 名 あるが 故な り 雄 略の 御 歌の 事 は 蝱の來 b 

て 御臂を かみし を 蜻蛉の 忽に來 りて 齧 殺したり け 

る を讃給 ふて 見 蟲の蜻 蛤の ごとき も 秋津島の 名に 

負 ひて かくの み 仕 奉る とよみ 給 ひしな り 事 は 日本 

紀に見 へ たり 秋津島 倭は釋 日本 紀に見 へ しな b 大 

八洲の 國 を總稱 して 秋津洲 とい ふ 事の 神武の 御 時 

に始れ りと する が ごとき は 舊事紀 にみ へ し 事 ども 

見る 事の 詳 ならぬ によれる 成べ し 

浦安國 とい ひし は 舊說に 四海 安寧 之義に 取れり と 見 

ホ .>  ボコチ タレ/  リ 


へ 麵細戈 千足國 とい ひし も 舊說に 軍器の 備 足れる を 

いふと 見 へ けり， 磁輪上 秀眞國 とい ひし は 地 雄に し 
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て ^石の 固 ある 事 をい ひしな 

古語に 石をシ とい ひ 廻れる 事をヮ とい ふホ ッとは 

ヒ ッ の轉 なり 莴葉抄 によるに ヒ ッと いひし はよ し 

とい ふ義 なりと 兕 へ けり 

これら は大 八洲の 國 を總稱 せし 所と 見 へ たり 玉垣 內 

國 とい ふ虛 莶見津 日本 國 とい ひしが ごとき は卽 今の 

大和 國を いひし なり 

玉垣 內 H と は 大己贵 神の 靑垣 山の 襄 とのた まひ 大 

物 主神の 倭 之靑垣 山との たま ひし 事の ごとし 虛莶 

見津 日本 國の事 は 我 書に 旣に見 へ た，^ 

此圃は 初 國も大 神 大己贵 命の 時 大物 主神 を- "、にい 

つき 奉られ 其 後 饒速日 尊 天降 ませ し國 にして また そ 

の 後 神武 天皇 此國畝 傍 SI 原の 地 を大宫 地と なされた 

b しに 到て つ ゐに大 八洲の 國 を總稱 して 意富 耶麻登 

乃國 とはい ひけるな b 然る を また 舊 事の 陰陽 本紀に 

一 一 神大倭 S 秋 律岛 を 生み 給 ひしな ど^る されし は 私 

0 に 上代 雖ぃ 未レ 得，， 其號 ， 以，， 史書 撰述 時 之 名 ， 載に 之 

者 俊漢之 例な りと い ひし 卽此な b 又 後に 漢字 を 取 用 

ひ 倭 宇 敲で耶 麻 土と いふが ごとき は 漢人の 我 國を稱 

して^ 國と いひし によれるな り また 漢人の 我 國を呼 


びて 倭國 とい 一 ひし 事 は 北史に 新羅 百 濟皆以 い 倭 ，， 一 

大闺多 二 珍 物 一 並 仰と みへ し は卽是 彼に して 我 國を倭 

とい ふ 事の 義疏 なりと- ) そい ふべ けれ 倭の 字 其 昔 は 

巋和 反彼國 の 一昔 を もて 呼 ぶ 我國 にして 大讀で 意富と 

い ふ 語に 相 近し 上世の 代に は 我 國の俗 我 國の事 を 尊 

び稱 して 意富 久倆 とい ひしと 見へ たり 國 造の 大 神の 

名大 國 主神と も 大國玉 神と もい ひしが ごとき これな 

b 漢人の 我 國を稱 して 倭と いひし はな ほ 我 國の都 を 

耶馬 臺國と いひし がごと くに 我 國の俗 大國と いひし 

語 を彼國 の 昔 を 用 ひ て^るせ しなり 

後 漢書に 大倭王 居，, 耶馬 臺國， とみ へ しは卽 今の 大 

和國 をい ひしな b 我 國の語 上世 以 * 凡 事物の 大な 

る を、、 ハ ォ ホと いふ 漢字 傳 得しに 及びて 大 讀てォ ホ 

とい ひし も此義 なり また 後に 御 讀てォ ホンと いひ 

しも また 大の義 な^ 倭 名 鈔相模 國高產 郡に ある 大 

庭の 鄕讃で 於 保無 波と いふと 見 へしが ごとき 卽是 

な り 我む かし 朝鮮 琉球 等の 人に 逢 ひて 其い ふ 所 を 

聞く に 我國を 尊び 稱 して は オタ 一一 と 言 ふ卽 是我國 

の 人の 御國 とい ふに 習 ひし 也 古の 時 新羅 百濟 等の 

人我 國を 尊び 仰ぎて 大國 となし ォホク 一一と いひし 


古史 逝 或 問 下 


三百 八十 五 


古史 通 或 問 下   

* も 亦な ほかく こそ あトノ ぬべ けれ 後 漢書 魏志 等に 

我 W の 地名 官名の 事な ど^る せし にたと へ ば 漢人 

の 梵語 を^る せし 事の 如くに 漢昔を 用 ひて 我 H の 

才ホ コ 

語 を^る し た， o きォ ホ ク 二 を^る し て傻國 とな 

ャ マァタ 1 アコ 

しャマ トク 二 を まるして 耶馬臺 M となす がごと き 

皆然. o 释： ：： 本紀に 師說を 引て 昔 我 M の 人 唐 國に至 

りし 時 彼 人我 M の 名 を 問 ふに 東 を 指て 我國耶 とい 

ひし 事に よりて 彼 人我 國の名 を 倭奴國 とは^る し 

たるな. o 倭 奴と は猶 ヒー 一一， 我な b と 見 へ し  力 ことき 

^かるべ しと はお も はれす 今 試に 彼 H の 音 を 用 ひ 

て 倭 奴の 字を讀 むに 我國 にして 我と い ふ 語の ごと 

くに 次 あらす 

又^ 書に 我圃 後稍レ お，， H 昔， 惡，， 俊 名， 更號 ，，：》 本， 使者 

自.^ ^近- 1 日所ジ 出以爲 レ名 とみえし が ごとき^ か は 

あらや 隋 書に は 本朝よ.^ 彼國に 贈り 給 ひし 國 書に 日 

出處 天子 致， 一 U 沒處ノ 夭 子， と^る されし 事 を 載せ ぬ  >  』 

れ我國 の 書に U 出處 天皇 致 一一 書 日 沒處天 子 一と^る さ 

れ しとみ えし 卽是 な， o さらば 我國稱 して H: 本と いひ 

し此 比よ ひや 始， ^ぬらん 然る を 唐人の ごとき かくは 

コ •  ォホ 

0^0 へしと こそ 見へ たれ 此 にして 大と いふ 事の 彼 


 三百 八十 六  

ォ， 

にして 俊と ^るしたら む 我惡む ベ き 所に も あらす 

舊事紀 に 初 陰陽 1 一 神 大日 本豐秋 津洲を 生み 給 ひし 

と^る されし は 日本と はな ほ 日出 處と いふが ごと 

し 古のと き 我 國を稱 せし 名な， o しが 故なる も^る 

ベ からす さらば 大日 本讀で ォ ホヒノ モトと いふべ 

しまた 大倭豊 秋津島と も^る されし 見 へ しが 故に 

後人 因りて 大日 本の 字讀む 事大 倭の 字讀 むに 同じ 

かりし にや 日本 紀に崇 神 天皇 の 御 時 意富 加羅國 王 

の 子 来れる 時の 事^ るされ しに 傳 へ 聞く 日本 M 

有 コ聖皇 一とい ひし も 見 へ しが ごとき はかなら す讀 

でヒノ モト ノ 國と いふべき にに た， 

或 人 云 日本 乃 小 國爲ぃ 倭 所い 幷 ともみへ し は 神武 天皇 

日向 國 より 起 b たま ひ 大倭國 を 併せ 給 ひし を 謬り 傳 

へ し 所に て卽今 大和！； を もて 日本と はなしぬ るな b 

宋 明の 書に 南 倭と みえし もの 、 ごとき は 我 國の事 を 

いひし に は あらす 

別に これ 此國ぁ b 事 長く して 我國の 事に 係ら ざれ 

ば§ す 

後 漢書に 倭 凡百 餘國 自，， 一 武帝 滅，， 朝鮮， 使 譯通ニ 於漢， 

者 三十 許國皆 稱レ王 世々 傳レ統 其 大倭王 居 二 邪 馬 臺 W, 


とみえけ b 我國 都の 邪 馬 臺國 にあ. o とい ふが ごとき 

は 誠に 然， 9 漢に 通す る もの 三十 許 國皆稱 レ王ト とい ひ 

また 光武 中元 二 年奉賈 朝賀の 事 ありし などい ふが ご 

とき は 本韌の 正史に 見へ し 所に も あらや 子が 說の如 

きまた 聞つ ベ し 曰 我 圃載鐯 ありし より 此 かた 上 

世の 事共^る されし 所の ごとき 萬に してたい 其 一 一 一 

を もや 得られた るら む 其餘； g れ ぬる 事 ども 孰 か は 又 

これ を： K る ベ きさら ば 彼國の 史書に み へ し 所の 如き 

必 無から む 事と もお も ひわ かす 我 神 世の 事 は 姑く 釐 

ぬ 人皇の 御代の 事の ごとき も 第 十代の 朝廷に 到る ま 

で 遠 荒 人 等猶不 レ受ニ 正朔， 未レ習 二王 化 一とみ へ て その 

のち 異俗多 歸國內 安寧な りと み へ しか ど 第士 一 

Lil シタガ 

代の 朝廷の 御 時に 筑 紫の 熊襲叛 きしより 或は 服 ひ 或 

は叛 きし 事 三代の 朝廷 を經 て暦數 凡百 餘 年に 及びた 

き 蒲 此 等の 時に 當 りて かの 正朔 を受ざ 

し 所の 諸國 海外に 通じて 王を稱 せし 者 あら じと は 

いふべ から ゃ崇神 天皇の 御 時 意富 加 f 國人 の來 りし 

アナ ト  イク、 aj  n 

に 穴 門の 伊都々 比 古 吾 則是國 王な りと いひし 事 は U 

本紀 にもみ へ けりた い に 彼 史に見 へ し 所の ごとくな 

るの みに も あらす 三韓の 史に 倭寇の 事 ども 見 へ しも 


皆 是我國 西南 海上の 人の 彼の 疆を 侵せし なほ 宋元明 

の 代々 の 事の ごとくな，^ しと ぞ見 へけ る 神 功 皇后の 

御 事の ごとき は彼魏 代の 頃に ゃ當， o- ぬらむ 後 漢の史 

に 見へ し 事 は 史書 撰述の 時に よりて 謬. o 書せ し 事と 

- -7C^>  / こ^ 神 功 皇后 西征の 時の 事 

こそろ s ナオ は，； 則の 注 に 見へ たリ 

問魏 志に また 倭人 今使譯 所い 通 三 十 國彼國 の 使 もま 

た 常に 往來ふ 事 ありと み へ て 我 圃名官 名な ど 亥る せ 

し 所の 如きい かにと も曉 すべ からす 亦 男子 無 一一 大小 一 

皆 黥 面 文身す 其 俗 夏 后 少康之 子 會稽に 封せられ 斷髮 

文身せ し 事の 如しと す此 事の 如き はいかに 曰 本 

朝 上世の H 名 舊事紀 古事記 日本 紀に みえし 所な ほ 今 

考 ふべ からざる もの 多 か， o 或は 古今の 稱 する 所 も 同 

じから す 或は 古に 國と いひし もの 後に は 郡と な b 鄕 

となれ る もす くな からす 凡て は 諸 B の 風土記 旣に滅 

びて 僅に 世に 傳 ふる 所の 者 も殘缺 の餘に 出て 十一 を 

千 百に 存 せし によれるな b 魏 書に 見 へ し 所の ごとき 

^馬. 國は舊 事 古事 等の 書に 見 へ し 津島卽 今の 對 W 圃 

也 一 支 國は舊 事 紀に壹 岐伊岐 伊吉な でみ へ て 古事記 

に 伊岐に 作れる 卽 今に 壹岐國 な b 末 慮 國は 舊事紀 


- ) 


古史 通 或 問 下 


三百 八十 七 


古史 通 或 問 下 


三百 八十 八 


ッ ラ 


は 末羅國 とみへ 古事記に 末羅縣 とし 日本 紀に梅 豆 * 

S とい ふ 卽今肥 前 國松浦 郡な り 伊都 國は舊 事 紀に見 


ァガタ 


己 

き a 


へし 伊覩縣 古事記に 伊 斗 村に 作り 筑紫 風土！ 

縣に 作れる 卽今锐 前 國怡土 郡魏志 に稱 して 女王 國と 

いふ ものにして また 自 n 女王 國， 以北 特置 ，， 一 大率ー 常 

治 二 伊都！ ：ー  とい ふ卽此 なり 

魏志 によるに 彼 阈の使 及び 諸韓國 人の 來れる 常に 

此 所に 駐れり 後の 太宰府の 事の ごとくな りしと み 

へたり 

奴^と は 锐前國 那珂郡 不彌圃 と は 古事記に 筑紫國 の 

字 F み へ U 本紀に 宇舰に 作り 筑紫 風土. まに 芋湄野 

と兑 へ しもの - 〕 れ なり 投馬 W はい まだ 詳 ならす 

魏 志に 筑 紫より 水 行 一 一十 日に して 投^ M に 至り 是 

より 邪 ぉま：^ に 到る に 水 行 十 = 陸行 一 巧 とみへ け 

. り 世に 相傳 ふる 所 は 備後圃 辆浦は 神 功 S を藏 め ら 

れし 所な りと いふ 投^:? は靭 の語轉 せし にや 又播磨 

の须 iS の 浦 をい ふ 海 西の 要地な りけ り 投昔 與レ頭 

间く is.i;: の 昔 轉じ たりけ む もまた^る ベ からす 

邪お 41: は卽 今の 大和 國 なり 其旁國 斯馬國 より 奴國 

に 到る まで は皆是 女王 疆界， にある 所と み へ ぬれば 卽 


是 今の 筑前 锐後豊 前豊後 肥 前 肥 後 等 の 地名と こそみ 

へ たれされ ど 其 名の 如き 今に 於て - 3 とん、 くに 解す 

へ 力ら す 

斯馬 國は卽 筑前國 志摩邵 なり 奴 國は卽 前に 見 へ し 

筑前 國那珂 郡な り 邪 馬國は 日本 紀に見 へ し 八な 阈 

妲 * 國は卽 々竹 野邵並 ^ 後に m 後國 T 隸 せし 所な 

り 對蘇國 は 鳥 栖邵蘇 奴 a は 彼杵郡 鬼阈は 基肄， 彌 

奴 國は三 根 郡 並に 後に 肥 前 阈に隸 せし 所に て躬臣 

國は合 志^^ 利國は 波良鄕 並に 後に 肥 後 國に隸 せ 

しな， o 支愤は 筑城邵 後に お前！； に 隸す邵 子 國は球 

珠郡烏 奴國は 大野 郡 並に 後に 豐後 國に隸 しぬ 其餘 

未詳  ， . 

其 南 は 狗奴圃 あ，^ と 見 へ し は 日本 紀に みえし 熊縣後 

に 球 磨と も 球 麻と もい ひ て 肥 後 に隸 せし 所の 邵名其 

國 主の 名 呼 素と みえし は 卽奮事 紀に熊 襲と みえ 古事 

記に 熊 曾と みへ しもの これな， り 或 說に魏 志に 倭 女王 

K して 狗奴國 男 王と 相攻搫 する 狀を說 くと 見えし は 

忍 熊の 御 王の 事な りと いふい か にゃある ベ き 

魏 志に 狗奴 a 男 主 卑彌子 呼 素と 見 へ し は 狗奴國 は 

熊之國 とい ふ 語の 轉 なり 卑彌 子と は 日 御子と いふ 


が ごとし 其偕號 とみ へ たり 呼 素 は 於 f の轉 なり 或 

說 によらむ に は 初仲哀 天皇 角 鹿に 幸き ましてすな 

はち 行宮 を 建て まします 之 を 萄飯宫 とい ふ 皇后 及 

び 百 察 を留て 南國を 巡狩して 熊 襲叛き しと 聞 召れ 

て 紀伊國 よ b 筑紫に 幸ます 皇& もまた^ 鹿よ，^ た 

力 ゴサカ オシ クマ 

ち 給 ひしと 見 へ た， o 香 坂 忍 熊 等の 皇子 は 笥飯宫 に 

留 りお はし ませし を もて 狗奴國 男 王と やい ひ ぬら 

ケ ウノ コ  ケヒノ クニ  フ 1 ス 

むさら ば 狗奴國 とは笥 飯之國 とい. ふが 如く 呼 素 又 

忍と 云に 似た b され ど 狗奴國 は 女王 國の 南に あり 

とみへ たれば 今の 越 前 國敦賀 郡の 地 を さしい ひし 

とも 見へ すまた 其官 に狗古 智卑狗 ありと いふ は 菊 

池彥 とい ふが ごとくに して 卽今肥 後 國 菊 池 郡 を ま 

れる 人に 似 たれば 前說を もて 是に 近し とすべ きに 

や 凡その 男 王女 王と 相攻擊 せし とい ふよ， Q 以下 宗 

女 壹與を 立 つと いふに 至る 迄の 事い かにと も 思 ひ 

わかす 舊事紀 に は 皇后 攝 政の 始の 事共 詳 ならす 古 

事 記に 建 內宿禰 命 太子 を ひき^て 禊 せんとて 淡 海 

若 狹の國 を經て 越 前 角 鹿 に 行宫を つく.^ て 其 地に 

おはし まし 氣比太 神と 御名 を 易 へ られ しな ど 見え 

し 事の ごときい かなる 事を^る されし とも 心得が 

せ 史通或 問 下  I . 


たし 我む かしょり in 本紀に 見へ し 所三大 疑問 ある 

なり 仲 哀崩じ 玉 ひしょ， o 皇后 攝 政の 事 これ 一 っ應 

神 崩 じ 玉 ひしの ち 仁德の 御代の 間の 事 ども これ 一 一 

つ 天 智崩じ 玉 ひし 事より 天武卽 位し 給 ひし 間の 事 

ども 是 三つ 

その 官名と み へ しもの 多く 解す ベ からす 

卑狗と は 古 の 時 男子 を 尊 びて 日子と いふ 官名 に あ 

らす卑 奴 母 離 は 夷 守な， ^景行 天皇 筑紫國 を 巡狩し 

て始て 夷 守に 到 b ます はる か に 人衆聚 b 集， o し を 

望み 給 ひ 兄 夷 守 弟 夷 守 して 見せしめら れし などい 

ふ 事 日本 紀 にみ へ し は 邊防之 地 を も 其 防人 を も 爽 

守と い ひしと 見 へ たり 其 餘は皆 是其國 造縣主 等の 

姓名 を もて M となせ しと 見 へ たり. 

黥 面 左袵の ごとき は我國 上世 之 俗に あらす と は い ふ 

ベ からす 履 中 安康の 御代の 頃まで も 賤隸之 人 黥 面の 

事 あ， o し は 日本 紀 にもみ へけ. o 其 後 いづれ の 時に 此 

俗の 改. ^ぬ らむ 左袵の ごとき も 元 正 天 皇 養老 三年に 

至 b て 始て其 俗 を 改められ けり 卽今も 蝦夷 之 俗被髮 

左 袵黥面 文身す る がごと き は な ほ 我國 古の 遺 俗と こ 

そみ へたれ 

三百 八十， 九 


：  古史 通 或 問 下   

ホォク メノミ tl ト 

古事記に 神武 天皇の 御代の 始に大 久米命 自ら 黥せ 

られし 事み へ た， 9 古語に 佐 « 流 斗 目と いひし なり 

1沖，皇 淡 路岛に 御 獵し給 ひし 時に 從駕執 轡の蒙 

おお 部 の S しその 血 臭 か b し 事市璲 の 押 羽 皇子 殺 

され 給 ひし 時に 面に 黥した る 老人の 彼 御子 意祁袁 

« 二王の 御 粮を奪 ひし 事 等 古事記に み へ て 日本 紀 

に は 雄 略 天皇 楚田 人面 を 黥して 鳥 養 部と なされし 

* 見 へ け，^ 今 も 俗に 人を賤 めて 某 目 と いふ 事 は 古 

の 遺言な b 養老 三年の 詔の 事は續 日本 紀に見 ゆ 

問晉 書に 倭葡有 二百 餘國 一至 魏時， 有 一， 三十 國， 通 レ好戶 

有，， 七 萬， 男女 無，, 大小 , 悉黥面 文身 I 謂 太 伯 之 後と み 

へ けり 魏に 通せし 所の 諸國 及び 黥 面 文身の ごとき は 

旣に 聞きぬ 太 伯 之 後と いふが ごとき は いかに 曰 

紀古事 記 に據 るに 筑紫島 の ご とき も 筑紫國 謂 一 , 

白日 別， 豊國 謂，， 豐曰 別， 肥國 謂-建 曰 別， H 向國 謂，， 豊 

久志比 泥 別， とみへ し は 皆 是其國 神の 名と 見へ けり 

これらの 先 世い か にゃある らんまた 漢魏之 間に 湎) じ 

て 王稱 せし とみ へ し 三十 餘國の ごとき 其 先 世 また い 

かに や 有らむ 今 皆考ふ ベ からす 其 三十 餘國 之屮 或は 

少康 或は 太 伯 之 後に 出し もの あら じと もい ふべ から 
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中古に 肥 人の 書薩 人の 書な どい ふ もの、 あ 、りし も 我 

中國 の書體 におな じからぬ が 故に 此名 あ. o しと 見 へ 

たりさら ば それら は 彼 古文 科 斗 等の ごとき もの、 其 

先 世 より 相傳 へし 所な りけ む も ^ る ベ か らす 本朝 皇 

統の 如き は & ら誣 ゆべ からす 彼 書に 見 へ し 所 もまた 

其 文 自ら 明 か にして 本朝の 事に も 相ぁづ か らす 然る 

を 或は 妄に彼 書に 見 へ し 所 を 信じ 或は 切に 其 事の 非 

な る 事 を辨ゃ 並 是彼書 を讀む の 精し. か ら ぬが 故に ぞ 

有べ き 

問 後 漢書 東夷 國倭圈 に附 るに 夷 洲滚洲 を もてして 秦 

の徐福 かしこに 來り 止れ りと す 我 國之俗 又 相 傳て紀 

伊 國熊野 山 下 飛鳥 之 地 に徐福 が 墳ぁ り 又 彼 新 宫の東 

南に 徐 福が 祠ぁ， o とす 宋 明の 人の 說の 如き， も 或は 我 

國の徐 福が 後と し |融 或は 徐福 我國に 來れる 時に 古 

文 百 篇の書 を齎す 舰^ 日本の 學こ、 に始れ りと いふ 

事 あ b I 彭此 等の 說の ごとき またい かに 曰後漢 

書に 徐福 止り て 還らす とい ふ もの は夷洲 な， o これ 臨 

海 東南 海上に ある 所に して 元よ， o 我國の 事に 相關か 

、ら^ s 

明の 顧 應詳も 兩山墨 談の說 を もてし から 中と しき 


惜陰錄 にみ ゆ 

秦氏 之祖我 國に來 りし ごとき は秦 韓人の- 】 、 に來れ ■ 

るな b 秦韓は 其始秦 人の 其 役 を 避て 韓 地に 来れる も 

の これ もまた 徐 福が 事に 關れ りと も 見 へ す 我 前に 彼 

古文の 我 國に傳 れる事 を 疑 ひし は 別に これ 其說 あり 

^事 紀に 神武 天皇 元年 大倭國 畝 傍 之 僵原宫 にして 卽 

ヒ ツギ ミ コマ, キン ゲチ 匕キヰ テオ A ムラ. ジ トモ ミヤ ッコク ニノ ミヤ ッコヲ 

位 まし ませし に 皇子 大夫 率， 一臣 連 伴 造 國造 一而 

朝賀 あ， りし 事 見 へけ b これ 臣連伴 造國造 等の 名聞え 

し始 にて 其 後 或は 職號 となされ 或は 姓氏と なされし 

事の ごとき ことん \ ^く に擧べ からす また 本朝 令に 凡 

へ ジス クネ  クム  ォホ ムラ ジ  コム ラ ジ 

W 事に は 土 師宿禰 年 位高 進 者爲ニ 大^, 其 次 爲ニ少 連， 

m  - 

並 紫 衣 刀 ^世 執 二 凶 儀 一と 見へ けり 、 

此 事の 始は垂 仁 天 皇紀に 皇后 日 葉 酢 媛 命 薨じ給 ひ 

し 時 野 見宿禰 奏して 埴を 取りて 人馬 及び 種々 の 物 

形 を 造. o て 人 を もて 殉 する 事に 易 ふ 天皇 大きに 喜 

給 ひ- 1 れ より 後に 人 を もて 殉 する 事 をと いめら れ 

^..0 の 功 を 赏し給 ひ 本姓 を改 め て 土部臣 とな さ る 

これ 土 部 逆 等 主 ーへ大皇喪 葬， 之緣 也と 見へ たり 日本 一 

紀 及び 姓氏 錄 によるに 野見宿 禰は天 穗日命 十二 世 一 

の 孫可类 乾飯 根 命 之 孫な りしと 見 へ たり  一 

I  I 甘 史通 或饲下 


禮に 孔子 大連少 連 善 居い 喪 事 を稱し 給 ひ て 東夷 之 子 

也との 給 ひしに よらむ に は我國 にして 善く 喪 を 治る 

も^ を稱 して 大連少 連と いひし がごと き は 上世 以來 

其 因來る 所旣に 久しき 事な b しかば 彼 宿禰之 後の ご 

とき 連 を もて 姓と なし 其 職 事に 從 ふに は必ら す大連 

少連 之號ぁ b しと こそ 見 へ たれ その 連と み へ し は 彼 

國の 文字な ，9* 羅斯 とい ひし は 我圃の 方言 也 もし 上 

世の 時に ありて 我國 にして 彼 國の字 を 用 ひし 事 もな 

からまし かば 孔子 もまた い か にして か はか の 大連少 

連 一 一子の 事 は^,^ 玉 ふ ベ きさら ば 彼 科 斗 古文の 如き 

も 此に行 はれし 事の 旣に 久しくして 其 後 また 漢之隸 

楷の 書を傳 ふるに 及びて 彼 古文 を 改めて 今 字 を 用 ゆ 

る 事に もやな り ぬらむ 

或は <n に 見えし 大連少 連 之號の ごとき は 後に 禮經 

傳 へし 代に 始れ りな どもい ふべ けれど 連と いふ 事 

の ごとき は 神武 天皇 の 御代の はじめに 聞へ て土師 

連の 事 は垂仁 天皇の 御 時に 聞へ しかば 此等 はまた 

皆 今 字 傅らぬ さきの 代の 事 也是ょ b さき 彼 W の 古 

文 こ、 に 行 はれし 事必 すな かるべし ともい ふべ か 

I 三百 九十 一 


 古史 通 或^   

また 周禮^ 官大 祝の 九拜に 其. a を 振動と いふ 事 を 今 

倭人 拜以ニ 兩手ー 相 擊蓋古 之 遺 法と 陸德 明が 說に見 へ 

しが ごとき は ® 今も此 儀 あ， リ 

古に 八： 牛 乎 をう つな どい ひしに や 近く は^に 拍^ プ 

ク 

打な どい ふすな はち これな り 

其餘彼 三代 之禮 の 我國に 遺れ るすくな か らす必 >  J れ 

我 M の 上世よ， 9 相傳 ふる 听 ありし とこ そ 見 へたれ 

說 文に 夷の 字を釋 して 東方 之 人也从 レ大 从レ 弓と 見 

えて 徐 氏が 說 にも ま た 東夷 以レ 大以ぃ 弓 俗仁而 壽 

有- 一 君子-不死 之國 とも 見へ けり 古より 今に 至りて 

离國之 中 我^ の リ の ごとく 長大な る 者い まだ ある 

事 を 聞が す 虞 書の 蝸爽 日出 之 谷 等の 事に よるに 倭 

王 我國の 事の ごときす でに 唐 虞 之 際より 彼國 にも 

閡へ たりけ るな り これらの 事 彼 三代の 禮 制の ごと 

き 我^にの み 遺れ b と 見 ゆる もの 多 けれど それら 

の 事 どもい ひ 出ん もまた 老佛附 會之說 に 似た る 所 

も あ b ぬ ベ ければ こと <\ - く其說 をば 盡 さす 

問 宋齊梁 等 の史 によるに 倭國世 修，, -真職 ， 宋 高祖 の 代 

に當 b て 永 初 二 年倭國 王讃、 貢 を 修め 太祖 元 嘉ニ年 

又 奉 表して 方 物 を 獻す讃 死して 弟 珍 立て 貢 獻す廿 年 


三百 九十 二 

廿 A 年 倭 國王濟 奉 獻し世 祖大明 六 年濟が 世子 興賈献 

す 大明六 年 興 死： し て弟武 立つ 世： 使 持 節 都督 倭 百濟 

新羅 任那加 羅秦韓 等國諸 軍事 安東 大將 軍倭國 王と 稱 

し 倭 侑 等 十三 人 平 西 征膚冠 軍 輔國將 軍 等に 除 せらる 

順 帝 昇 明 一 一年 倭王武 遣い 使 上表し 開 府儀同 三 司を假 

b 高麗 を 伐む 事 を 請 ふ 南齊の 代と 也て 高 帝 建 元元 年 

新 使 持 節 都督 倭 新羅 任 那加羅 秦韓慕 韓六國 諸 軍事 安 

東大 將軍倭 王武が 號を鎭 東大 將 軍に 進ら る 梁 武帝卽 

位の 初 倭 王武が 號を征 東大 將 軍に 進む とみ へ け. o 此 

等の 事 ども 皆是 本朝の 國史に 見 へ し 所に も あらす 然 

る を 又 彼 世々 の 國史に はか 、 る 事共の 見 へし はいか 

に 曰 異朝の 史 によるに 初 皇后 新羅 を 征し玉 ひしょ 

り 此 かた 世 i 貝 職 を 修められし 事 ありし と 見 へけ り 

本朝の 國史に 見 へ し 所の ごとき も 日本 紀に神 功 皇后 

攝政 三十 九 年 四十 一 年 四十 三年 魏志 にみ へし 所 を 引 

て 本朝 かしこに 通じ 玉 ひし 事 を 注せられ き 其 餘は雄 

略 天 皇紀に 吳に使 をつ か はされ し 事 凡 三た び 吳使も 

また 一 たび 来りし 事み へし かど 其 事の 詳 なる 事 をば 

^るされ す 日本 紀 にみ へし 事共に よらむ に は 彼 世々 

の 國史に 見 へ し所誣 た. o ともい ふ ベ か らす初 魏の代 


に 倭 女王 奉 獻の事 ありし と 見へ し は祌功 皇后 新羅 を 

討 給 ひし 時 其 生 口 を 送り 渡されし 事に して 本朝 彼に 

通じ 給 ひし 事の 始と見 へけ b 晋武 帝泰初 1 1 年に 倭人 

求れ b とみへ し は應神 天皇の 御代の 程に ゃ當. o ぬら 

む宋の 時に 到りて 倭 王讃と 見へ し は 履 中 天皇 の 御代 

の 頃讃 死し て 弟 珍 立つ 自ら 使 持 節 都督 倭百濟 新羅 任 

那秦韓 慕 韓六國 諸 軍事 安東 將軍 倭國 王と 稱し倭 侑 等 

十三 人 平 西 征虜冠 軍 輔國將 軍 號に並 除せられ む 事 を 

求む と 見へ し は 反 正 天皇の 御代の 事に して 任那 にあ 

る 所の 日本 府 及び 每國 守臣の た め 彼 假授を 請 ひ 給 ひ 

し 事の 始と 見えけ b 或は また 前世の 事に や よられた 

るら む其詳 なる 事 は 知る ベ からす 倭 國王濟 奉献して 

所レ上 二十 三人 軍部に 除す とみえし は 允恭 天皇の 御 

代の 事に して 世子 興と は 安康 天皇の 御 事 を 申し 其 弟 

武立 つと は 雄 略 天皇 の 御 事 を 申し て 齊粱 の 代に 及び 

て 俊 國王武 とみへ しも 此 天皇の 御 事と こそみ えたれ 

俊 女王 卑彌 呼と 見 へ し は 日 女子と 申せし 事 を彼阈 

の 昔 を もて^る せし なる ベ し 讃とは 履 中の 御名め 

去 來 と 申せし を 取れるな. o 珍と は 反 正の 御名 を瑞 

と 申せし 事に て濟と はこれ も 其 字 昔の 允恭の 御名 


ヲ アサ ヅ  ホン 

雄 朝 津の津 に 同じき 也 與とは 其 字 昔 を もて 安康の 

御名の 穂の 字 を や あやまり ぬらむ 武と は卽雄 略の 

御名の 字 を 取れるな， ^その 事な ほ 小 野 妹 子 臣を蘇 

イン カウ 

因 高と しるせし 事の ごとく 但し その 我稱 せし 所な 

るか 彼 また 稱せ しと ころなる かその 詳 なる 事 又^ 

らす魏 志に 景初 1 ー尔 六月 倭 女王 其大 夫して 帶方郡 

• に詣 りて 天子に 詣 りて 朝献 せん 事 を 求む 其 年 十二 

月に 詔書 をた ま はりて 親魏倭 王と すと 見 へ し は 心 

得られす 遼 東の 公孫 淵 滅びし は景初 一 一年 八月の 事 

也 其 道 未だ 開け ざら むに 我國の 使人帶 方に 至る ベ 

きに も あらす 晋書に は 公孫 氏 平ぎ て 倭 女王の 使帶 

方に 至 b しとみ へ た りこれ 其實を 得た b しと ぞ見 

一 へ たる さらば 我國の 使魏に 通せし は 公孫 淵が 滅び 

し 後に ありて 其 年月の ごとき は詳 ならす in 本紀に 

も魏 志に よられて 皇后 攝政 三十 九 年に 魏に 通せら 

れ しとみ へ しは魏 志と、 もに 其實を 得しに は あら 

じ魏 志に 正始四 年に 倭 また； in 献の事 あ b しとみ え 

け b 古事記に よるに これすな はち 本朝 魏に 通じ 給 

ひし 事の 始な るべ し 然る を魏 志に 景初 一 一年に 我圃 

始て 通せし と 見へ し は晋に 及びて 魏志 撰述 之 tn 公 


古史 通 或 問 下  三百 九十 三 


古史 通 或 問 下   

孫 淵 滅びし 年に 據 りて 誤， ^しるせし 事と こそ 覺ゅ 

れ其後 應祌履 屮反正 允恭 安康 雄 略 等 天皇の 代々 の 

事共 もし 日本 紀に見 へ し 所に よらむ に は彼歷 代の 

史に. 兒 へ し 所 はこと < ^く 皆 誤れるな り もし 古事 

記に みへ し 所に よらむ に は彼歷 代の 史に 見へ し 事 

ども 甚^ れ りと はみ へす され ど經 籍後傳 記に よる 

に 本朝に して 用 ひられし 事 は 推 古 天皇 十一 一年 

甲子 正月 朔に 始れ， o とみ へ け， o さらば それよ. C- さ 

きの 代々 の 事に 干支 しるせる 見 へ し は 曆曰行 はれ 

し 後に 及びて 逆さまに 其 歲數を 推して しるせし 听 

なる ベ ければ 古事記に 見 へ し 所の 干支の ごとき も 

必らす 其 錯誤な かるべし ともお も はれ す盡 く 書 を 

信せば 書な からむ に はしか じと も 見えたり 古事記 

の ことき はた いかれよ， 9 は 一 J れ まさりぬ と >  J そ 昆 

ン ナ -4* 

^11: 地の ごとき は 唐 虞 三代の 世よ， o 此 かた 世々 彼 荒 

服に ありて 其- W を修 め き 漢朝 鮮を滅 し て 郡 縣を置 か 

る澳 業す でに 衰 るに 及で 我 兵威に 畏れて 終に 兩屬之 

國と はな b しか ど 其 誠に 我に 服し ぬべ きに も あらす 

されば 彼 上國之 靈に藉 りて 其 6 を鎭服 せらるべき を 
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も て 魏晉 宋齊粱 の 代々 任那 日本 府 及び 谷 國守臣 の た 

めに 其 假授を 請 ひた まひし 所と こそみ へ たれ 隋 南北 

を 併せし に 及び 我 朝に して は 推 古 天皇の 御代 上宮太 

子 攝政之 時に 當り て 隋國 にも 通せられ しか ど稱す る 

に 東西の ま 子 を もてせられ 隣 好 をのみ 結れ て 前世の 

故事に 因循れ す齋明 天皇の 御代に 至りて 新羅 終に 唐 

國 に内附 して 百 濟を滅 しわが 國の 援軍 もまた 唐 兵の 

ために 敗れき 其 後 三韓の 地の ごとき は 棄て收 めら れ 

す 彼 を もて 彼に 還し 我 も， また 我 尊 を 降し 給 はす その 

得失の ある 所の ごとき は 我 得て 議 すべ き 事に しも あ 

初 神 功 皇后 魏に 通じ 給 ひし 事 は 新羅の 我に 服せ し 

事の ごとき はたい 我 兵威に 畏れて 其 心の 誠に 服せ 

しに も あらす 其 事た ま. /(.- 魏人 公孫 淵を滅 せし 後 

に當. ^ぬれば 我 もまた 獲し 所の もの ども 送， o 致さ 

れて のた まふ 所の 事 ども あ b しを魏 もまた かの 公 

孫 氏の 世々 遼 東に 據 りし 事に 懲りて 幸に 我 國をも 

て 三韓の 地を鎭 むべき ために 親 魏倭王 等の 號をも 

て稱 しき 其 書に 可 一， ー以示 一一 海 國中人 一と いふが ごと 

き は その 我 を 待し 心の ほど も 見 へ けり 其 後 また 使 


持 節 都督 倭百濟 新羅 任 那秦韓 慕 韓六國 諸 軍事 安東 

大將軍 及び 平 西征虜 冠軍輔 國等將 軍の 號の ごとき 

は 彼國に 置れ し 日本 府 並に 每 國守臣 のために 其授 

を 請 給 ひし 所に して 彼 もまた 國 いまだ 平 かなら す 

我が 求に 從 はざる 事 を 得べ からす 然る を彼歷 代の 

史に 見えし 所の ごとくなる は 其國體 におき てまた 

まからざる 事 を も 得べ からす 宋昇明 一 一年に 至て 高 

麗 不臣の 事に よりて 大皋 して 其 罪 を はれん 事 を 

吿給 ひしと 兌 へ し は 高麗の ごとき はは じめ 魏晋の 

代よ， o 我 管 內の國 な， o しに も あらす 宋に 至りて 其 

王 をして 車 騎大將 軍 開 府儀同 三 司に なされし かば 

彼 また 我と 其 長を爭 ひ 終に 百 濟を攻 め て 其 王 を 殺 

すに 至りき 日本 紀に雄 略 天皇の 御 時に 高麗の ため 

に 逼られ て 百濟の 危き累 卵の ごとしと 見 へ し卽此 

な b さらば 日本 府 及び 每 國守臣 のために 彼 職號を 

求められし は 時の 權苴の ごとき 其 策な か b しと も 

いふべ からす 梁の 武 帝の 後 かしこに 通じ 給 ひしと 

いふ 事 も 聞え す 新羅 百濟の ごとき も 彼 南北の 天子 

に 朝して おのく 自ら 其 封を受 くこれ より 後諸韓 

おのく 心 ありて 新羅 終に 任那を 滅し隋 南北 を 併 

^史 I 通 或 問 下 


せし に 至 hs て上宫 太子 攝 政の 日 隋國に 好 を 通せら 

れし かど 前代の 故事の ごとき は 藩國の 求めに 似た 

b とやお も ひ 給 ふらん 韓國の 事に は 及ばれす 自ら 

稱 して 日出 處 天子と 稱し給 ひし かば 彼國の 天子 も 

其意氣 高遠なる こと を 怪しみて 使して 我 國の風 を 

觀 せられし とぞ みえた る 

問 我旣に 子が 書 を 讀て疑 ふ 所 あるが ごとき はまた 子 

が 說を聞 事 を 得たり 皆是 平常 淺 易之 言に 出て 微妙 深 

秘の旨 あるに も あらす 世に 所謂 神道の 敎の ごとき か 

か り とは閡 へ やた い 恐らく は 子が 說の ごとく ならむ 

に は 何 を もて か は 我國の 道と なじまた 我 國の敎 と は 

なしぬ ベ き 曰經 とい ひ史 とい ふ 其體製 自ら 同じ. 

からす 孔子 春秋の 書の ごとき 稱し てこれ を經 とはい 

ひ ぬれ ど其實 は魯史 にして 筆 削の ごとき は 孔子に よ 

れるな b 其 書を傳 ふる 所 もまた 其義た レ筆 削の 旨に 

あ. o て 其 他の 經の道 を 論せ しもの ゝ ごとくに は あら 

す 舊事紀 古事記 日本 紀の ごとき もまた 事 を 記せし 所 

の ものにして 道 を 論す る 所の ものに は あらす 我釋せ 

し說の ごとき はたい これ 訓詁の 事に して 古今の 異言 

を 解く こと は 其 文献の 足れる 徵 となし 知らざる 所 を 

三百 九十 玉 ！ 


古 史 ^或 問 下  ，_ 

闕き疑 ふ ベ き は 疑を傳 ふるのみ 古の 時に あ， りて 歷朝 

の^? 筵に 侍りて 本朝の 史を 講じぬ る もし 其學に 通せ 

しに あらやして は 其 選に もぁづ から じ 其 選に ぁづ 炉 

れる もまた 其專 ふる 所に あらやして は 其 說をも 進む 

ベ からす 然るに 歷朝 進講 之說の ごとき は 初め 養老の 

年 日本 紀を講 せしめられ しょり 弘仁元 慶延喜 承 平の 

講說の ごとき は 我い まだ 其 全文 を 見る 事 をば 得 ざれ 

ども； 二の 略 は 聞く 事に ぁづ かりき 释 日本 紀の 如き 

は 其 出る 听 もっとも 後に あれ ど 古より 相傳し 旨の ご 

とき は猶 得て 見つ ベ き 事 どもな きに あらす 神皇 正統 

記の 說の ごとき は 世に 傳 ふる 所の 元々 集と いふ もの 

に见 へ し 事 ども 多 けれど 彼 元々 集に 引用 ひし 所の 如 

き は 並に これ 古に い ひし 閭門假 借 之 書 本朝の 正史 實 

記に 見 へ し 所に も あらす 又歷 朝の 宿 儒 進講の 說 にも 

あらす 日本 紀纂疏 の說の ごとき は 別に 一 家の 言 を 立 

て、 詭文 僻見 越い 理亂 レ眞 これより 甚 しきもの もみ へ 

す祌代 卷抄の ごとき は 淺陋之 言 穢濫實 に 多し 子 もし 

本朝の 正史に 見 へ し 所に も あらや 歷 朝の 儒 臣講 せし 

所に も あらぬ 說 によりて 我 國之道 我 國之敎 微妙 深秘 

之 旨 鑑みて 其 中に ありと せば 我の み ひと， 9  ^ らざ b 
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し 事に も あらす 歷朝 講官の 如き も 又し る 事 を 得 ざ，^ 

し 所に ぞ 有べ き 初 皇親皇 睦の神 IKaa 天 太 玉の 祌等 

に 命し 常世 思 兼 神に 命し 言 依し 賜 ひし 事の 如き は卽 

是郊社 之 禮ー稀 嘗之義 を 明かに して 國を 治めた まひし 

所に て 我國の 道の ある 所 我 國の敎 の ある 所の ごとき 

其 中に こそ あるべ けれ 

正 德六年 丙 申 三月 下浒 

筑 後守從 五位 下 源 朝臣 君 美 撰 
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讀史餘 論 卷之 一  三百 九十 九 


鎌 倉 殿 1K 下 兵馬 ノ權ヲ 分掌 ラ^!! 後堀河 四條 後嵯峨 

後深草 龜山 後宇多 伏 見 後伏見 後一 一條 花 圓後醍 §.嚴 

士 一代 凡百 十一 一年 ノ間ハ 北條 陪臣 一一 テ 執，， 國>^« 

醍醐 重祚 天下 朝家 一一 歸スル 事纔三 ソ ノノ チ^子 

蒙 塵 尊 氏^^ ヲ立テ 其 主 トナシ テ 天下 ナガ ク 武家 ノ 

代 トナグ I， 

〇 武家 ハ 源賴朝 幕府 ヲ開テ 父子 三代 夭 下 兵馬 ノ權ヲ 

司 レリ 凡 三十 三 崖 lj 卒義時 承 久ノ亂 後天 下 ノ權ヲ 斥 

\ ソノノ チ七 ％も 十一 一年 高 時、 ガ 代 一一 至 テ滅ズ ち 

〔コノ 時 一一 攝家將 軍 二 代 親王 將軍四 代 有 リキ〕 ， ■ 

後醍醐 中興 ノ後源 尊 氏反シ ープ 天子 蒙 麈尊氏 光明 院ヲ 

北朝 ノ主ト ナシテ ミヅ カラ 幕府 ヲ開キ 子孫 相 繼デ十 

二 代 一一 ヲ ヨブ 凡 二百 三十 八 

〔此內 南北 戰爭 五十 四 年 應仁亂 後 百 七 年 ノ 間 天下 

大ニ 亂ル實 一一 七十 七 年ノ間 武威 ァダガ コ トク ナレ 

ド東國 、ノ 皆 鎌 倉 -ー 屬セシ ナリ〕 

足 利殿ノ 末 織 田家 勃興 シ テ 將軍 ヲ 廢 シ 挾 二 天子 - 令 一一 

天下-謀 リシ カド事 未レ成 シ テ ^.t£ 其臣 光秀 二 弑 セ 

ラ \  S 臣秀吉 其 故智 ヲ询 ヒ 自關白 ト ナリテ 天下 ノ 樺ン 

ヲ恣 一一 セシ事 凡 十五^ 其 後 終 二 當代ノ 世トナ ) 


讀史餘 論 卷之ー . 

一 本朝 天下 ノ 大勢 九 變シ テ 武家 

ノ 代トナ リ 武家 ノ代又 五變シ 
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經外舅 ノ親ニ ヨリ テ陽成 ヲ廢シ 光孝 ヲ建シ 力、、 

ノ 權歸ニ 於 藤氏 一 其 後關白 ヲ置キ ^ン 置 ザ ル代 アリシ 
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間 、デ 外戚 櫂ヲ專  一一 〈^ 三條白 河兩朝 " 政 出 一一 

子 f 想 掘 河 鳥 ill^  J 烏近衞 §| 十 後白河 一 一 

條 ^ 倉 安 德 一 凡 九 代 九十 七 年 ノ間ハ 政 出 二 

皇， § 後鳥羽 土 御門 順德 三世 凡 三十 八年ノ 間； 


讀史餘 論卷之 
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鎌^ 殿 天下 ノ櫂ヲ 分 タレ シ事ハ 平淸盛 武功 ュ 

ョ ソ ープ身 ヲ起シ ッ ヒ 二 外祖 ノ親ヲ モ テ 櫂勢ヲ 專ラ 

二 セン 二 ョレリ 淸盛 カク アリシ 事 モ上ハ 上皇 ノ 政 

ミ ダレ 下ハ 藤氏 累代 櫂ヲ專 二 セ シ 一一 傲 ヒシ 二ョレ 

^ナ リサ レ、、 ハ 王家 ノ衰 シ始 ハ 文德 幼子 モ ーズ ョ ッ ギ 

ト ナサ レシ 二ョ レジ トハ 存ズダ ナリ尊 氏 天下 ノ權 

ヲ恣 一一 セラ レシ 事モ 後醍醐 中興 ノ政正 シ カラ ズ天 

下ノ 武士 武家 ノ代ヲ シ タヒシ 一一 ョレダ ナリ尊 氏 ョ 

下ハ 朝家 ハク  >虛 器 ヲ擁セ ラレ シマ、 一一 テ 天下 

、ノ 全ク 武家 ノ代ト ハナ ソタ ダナ ソ 

本朝 幼 主并攝 政始附 藤氏 建 n 家學， 事 


ソ 


W 十 S 


文 德帘ハ 仁明ノ 太子 ナリ母 左大臣 藤 冬 嗣ノ女 M ，い f 

^ ナ 五條 后ト 云 フ嘉祥 三年 三月 仁 明崩ズ 四月 文德卽 

位卽位 ヨリ 五 一一  アタリ テ淸和 生 だ 母 右大臣 藤 良 房 

ノ 女お 殿 后 是ナ- 一^む きばに 男始 文德 一一 一 一三 子 有- 

長 、ノ  wmM^ ハ 惟條ー 一人 共 一一 紀ノ名 虎 ガ女ノ 

^ム 所ナ ソ 三 ハ 惟彥ト 云 フ 滋野負 主 ガ女ノ 生 ム所ナ 

タン 力 だ 一一 文 德第四 子 惟仁 ヲ 太子 ト ススナ ハチ 卽位 

ノ年ノ 十一 月 惟仁 生 レテ縫 一一 九月 ナ ソ p に^ 大納 


言 源信ヲ 皇太子 傅 トス! -41 

〇 江 談云帝 有 下 讓ニ 位 於 惟喬 一 之 志よ 良 房 一一 憚 ヅテ不 

^果或 祈， 祌又修 二 秘法 一 眞濟爲 二 惟喬 一 祈 ぃ焉 眞雅爲 一一 東 

宮 一 祈レ焉 按ズダ 一一 コ ノ事又 見 一一 于國 史ータ 、>  シ信 諫止 

シナリ 齊衡 三年 十 一 月 帝 新 一一 殿 ヲ作ソ 庭 上 一一 テ ミヅ 

カラ 天 ヲ祭だ コ トァリ 是江談 一一 所謂 祈 祌ノ事 力 天 安 

元 二月 右大臣 良 房 爲ニ太 政 大臣^ 航 || 麟鐘 帶劍ヲ ュ 

^'サ ダコレ 源 信ガ諫 一一 ョ ソ テ 良房ノ 心 ヲ慰セ ム タメ 

力 其 二月 弘法 一一 贈 ，, 大僧正- コ レ其 弟子 眞濟ガ 請 二 ョ 

リテ ト云フ ォモフ 二 眞濟ヲ シ テ 惟喬 ガ 事ヲ 祈ラ \  、 

ガ故カ 其 十一 一月 惟喬 元服 授四品 明 \ 1 一年 八月 天皇 崩 

ズ 三士 ー歲ナ ソ鰣 ft 五 惟仁 九歲 一一 テ踐 祚外祖 良房攝 

政ス 

〔實錄 ヲ按ズ \  二 帝 倉卒 有 二 不豫之 事， き C 語不 レ通ト 

云々 亦 良 房 攝政タ \ ベ キノ 遺詔ノ 事ドモ 見へ ズ〕 

異朝 ノ 例堯ノ 時 舜攝政 殷時伊 尹 保 衡周時 周 公旦漢 

時霍光 本朝 ノ 例應祌 ノ 時 神 功 后 推 古 ノ 時 厩 戶齋 

明 ノ 時 中 大兄 元 明ノ時 皇女 淨足姬 尊； ^パ 

貞觀六 年 正月 帝 元服 良 房 還 政 || 白 河 -ー 閑居 ス 十 一 二 

年 二月 帝 御 n 紫宸殿 一視：， 政 四月 加 n 良 房 食祿， 賜 ，, 隨 


身 兵仗 一 准 三 后^ 后 十四 年 九月 良房薨 f5 贈 正 一 位 

封，， 美 濃 公 ， g,, 忠仁公 ， liti 此 後源融 藤基經 執政 

タゾ 初閑院 左大臣 冬 嗣歎ニ 藤氏 之衰 一子 孫 親族 ノ學ヲ 

勸メン タメ 一一 建ニ勸 學院, 

〔大學 東西 ノ 曹司 有テ 营江ニ 家 是ヲ掌 ルソノ 南 一一 有 

• レ 、パ 南曹ト 云フ〕 

氏 長者 管領 シ テ 舆福寺 及 氏 社 ノ事 ヲ司ル 良房ガ 後 コ 

ノー  流 二 傳リ掌 ^ 

西宫記 -ー 獎學院 以-, 元慶五 年， 中 納言在 原 行 平庶， - 

幾 勸學院 之 例， 所，， 建立 - 也 〇 江 次第 二 應和 一 一年 閏 

十一 一 月 源氏 王 卿 大納言 高 明 以下 申，， 請 當院學 生， 

准，， 勸學院 例， 〇 拾芥 -ー 淳和院 天 長 上皇 離宮 今西院 

或 云 橘 太 后宮 〇 江 次第 -ー 學舘院 、ノ 橘 氏 諸兄 公右大 

臣 申，, 立 之， 良 房 救 二 源 信 ， 事 正統 記 二 委 シ 〇 大納言 

伴 善 男 有レ寵 而欲レ 任，, 大臣 一 シ カレ ドモ 三 公 ノ闕ナ 

力 リシ 力 パ 左大臣 信ヲ ウンナ ヒテ 其闕 ニナ ラント 

ォモヒ 應 天門ヲ ャ キ テ 左大臣 世ヲ ミ ダ ラ ン 謀ナソ 

ト申 ス淸和 帝ォド コ キ 右大臣 良 相 一一 詔シ テ ス デ 一一 

誅セ ラダ ベ シ ト有シ 二 良 房 カク ト聞テ 烏帽子 直 衣 

ノマ、 二 テ白畫 二 騎^ 二 テ 馳 參申ナ ダム ソノ ノチ 


善男ガ 謀ァラ 、ノ レ 流サ レ タリ 

一 關白幷 廢立始 之 事 


貞觀 十八 年淸和 ^ ハ傳 二位 於 太子 ， g 以ニ外 舅 右大臣 基 

s  ^  陽成ノ a ハ 

慈-お 一一 探 ®-  ノ女ニ 條后是 也 

元慶 三年 上皇 薙染四 年 遷，， 丹 波 水 尾 山， 十一 一月 崩 一一^ 

ー說 一一 此年 十一 月 八日 以： 基經- 爲二閼 白， | 義随 摊リ 

八 年 二月 四日 墓 經廢ニ 陽 成 帝, 針 | 源融コ レ ヲ難ゼ シ 

一一 藤 原 諸 葛 提レ劍 曰 誰 違 一， 太 政 大臣 言， ト云シ 力 、パ事 

决 スト 云 又 古事 談 一一 ハ 此事ノ 評定 ノ時融 左大臣 ノ 

望 二 帝位 一志 アジ テ皇親 ヲ求ラ レ パ融等 モ侍ダ 、ノ ト ァ 

リ シ 一一 墓經 皇胤 タ ゾト云 トモ 旣 一一 賜レ姓 タ. ヾ人 一一 テ 

ッ 力へ ラレ シ 人 卽位ノ 例 如何 二 ャト 云シカ 、パ 融ノ言 

ナカ ソシ トモ 見ュ カク テ基經 相 二 諸 皇子 一 建 二 光孝 帝 一 

露き 時 一一 一 品 式部 卿 親王 御歲 五十 五歲也 〇 古事 

談 ニ基經 親王 タ チノ 許 一一 ユキ メグ リツ 、事 ノ體ヲ 見 

給フ 一一 他ノ 親王 タ チ ハサ フ ギア ヒテ或 、ノ 装束 シ或 、ノ 

圓 坐取テ 奔走 セ ラ レ シ 一一 小 松 帝 ノ御許 一一 參ラ レ シ 一一 

破タ , 簾ノ 内 二 緣破タ \ 疊 二 オハ シマ シテ モト ドリ 

二 俣 一一 取テ 頃 動 ノ氣ォ ハ シ マサ、 >  リシ 力 パ コ ノ 親王 


誼史餘 論卷之 
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四百 二 


コ ソ 帝位  一！ ハ 卽給ハ メトテ 御輿 ヲ ョセ タリ ト云々 〇 

三代 實錄 -ー 嘉祥 一 一年 勃 海 大使 王文矩 望，， 一 見 帝 立 二 諸 親 

王 中， 謂，， 所 親 一 曰此 公子 有，， 至 貴 之 相 1 其 登 二 天位 一 必 

矣 〇 古事 談 一一 帝 在藩ノ 日多ク 町人 ノ物ヲ 借 リ用ヒ 給 

ヒシ 力、 パ卽位 ノ後參 内 シーア セメ 申ケレ ハ納殿 ノ物ヲ 

モテ返 シ與へ ラ レ シト 〇 正統 記 ニ踐祚 ノ始攝 政ヲ改 

メテ關 白 トス コ レ我 朝關白 ノ始也 

〔宣帝 詔-一 萬 機 之 政猶關 n 白 於 光-之 語 二 ョ〃〕 

按 一一 此ニ 月廿 三日 卽位 五月 九日 勅 <K„ 博士 等， 勘 ^奏 

太 政 大臣 有，, 職掌, 否 幷當， 大唐 何官， 〔p 融舉， 勅令 ，，， 

文章 博士 菅遨眞 善 淵 永 貞大藏 善行 等， 議. J 六月 五 

ス  セ m 

日 詔 應奏應 下 之 事 必先咨 禀朕將 n 垂拱仰 P 成ト 云々 

廢立 ノ 事 四十 六 代 孝 謙 上皇 廢 一一 淡路帝 一 重祚 ノ 後此 

度 ヲ初ト ス 又 關白ノ 事 ぐ帝ャ ム コ トヲ得 ザ, 二 出 

タ〃 力 ハジメ 博士 等 一一 議セシ メラ レシ トキ 太政大 

臣 職掌 ァ \ ベ カラ ズト 申サ、 パ 基經、 ガ權ヲ 抑 ントノ 

御 事 力 又 按ズル 一一 當代ノ 老臣 盡ク關 白或ハ 內覽ノ 

臣ノ如 クナル 力 不審 シ 

1 宇多 醍醐 村 上 三代 攝關ヲ 置 力 レザダ 事附菅 

丞ネ ノ 事 


光孝 在位 三年 而崩ズ ^第三 子 宇多 卽位 g^gls 

女王 ト云 

ミ リ 

ハ ジメ仁 和 三年 八月 廿 六日 光孝 大漸ノ 日基經 等勸テ 

立 二 太子 ユー^ 宇多 踐舴ノ 初 十一 月廿 一 日 詔 曰 萬 機 巨 

細 皆 關二白 於 太 政 大臣， 廿 六日 基經 上表 辭閏十 一 月、 

詔 曰、 社稷 之臣、 非，， 朕之臣 U チ以 n. 阿衡之 任- 爲巾卿 

之 任 5 四 年 1 一月 廿 二日、 勅 二 基經； 准 三 后 賜 n 年官 年爵： 

如，， 忠仁公 故事： 五月 九日、 基經 上表 曰 、未い 知 阿衡之 

任 、如，， 關白， 何、 仍持レ 疑 久矣、 伏 聞、 左大臣、. 明經 博士 

等 勘レ令 申 云、 阿 衡之任 可レ無 一, 典 職， 者、 以，. 其 可 も 無 一, 

典 職？ 知 n 阿衡爲 ジ貴、 以レ 臣比擬 非い 所 二克堪 1 耶、 敕曰、 

左 大辨橘 廣相作 ビ詔宜 T 以ニ阿 衡之任 1爲$ 卿 之 任 h 而尙 

持レ 疑不， 肯" 視 、天下 之務皆 雍滯、 於い 是、 使 二明經 

紀傳 之士勘 申， 云、 阿 衡是殷 世 三 公 官名、 三 公 坐而論 

レ道、 無， 所 二 典 職 T 然而朕 本意 欲 T 關ー， 白 萬 機ー賴 * 其輔 

導い 廣相 所レ 草、 巳 乖ニ朕 意？ 自么 「以後 輔ニ行 衆 務ー總 一一 

百官； 應奏之 事、 應下之 事、 必先 咨禀、 朕 將二垂 拱 仰ジ成 

寛 平 元年、 十 一 月、 基經 -ー 乘-, 腰 輿， 出 二 入 宮中-源 融 二 

乘レ 輦コト ヲ聽ス 三年 正月 基經薨 MM 贈 二 正 一 位， 封 二 

越 前 公， 諡，， 昭宣 公， 


母 ハ桓武 ノ子仲 


〔公卿 補任 - 一 ョ レ バ元慶 四 年 ョ ソ寛平 一 一年 マ デ關白 

十一 年ノ間 也〕 

帝 在位 十 年 筧平九 年 七月 三日 傳，， 位 於 醍醐 帝， 3 

籠認 高 上皇 剪 一時 さ ナ菅 家，， 相並テ 行， 政 靄お 

昌泰元 一 一月 時 平 左大臣 左大將 如い 元 菅家右 大 臣右大 

將如 元年 菅家辭 表不ぃ 許延喜 元年 正月 二十 五日 徙，， 菅 

家， 以，， 源 光， 爲，， 右大臣， 三年 二月 二十 五曰菅 家薨 ^ 

四 年 立 二 保 明， 爲，， 太子， ^ 母 時 平 女 弟 ■ 九 年 四月 時 平 

薨結 贈 n 正 一 位 太 政 大臣-十 三年 三月 源光薨 き 十 

四 年 七月 忠平 右大 e 延長 元年 三 お 太子 薨 謚，， 文彥， 一 一 

年忠平 左大臣 帝 外 H 藤定方 右大臣 八 年 九 B1 一十 二  H 

帝 大漸傳 二位 於寬明 三十 九： S 朋」 f 針 在位 三十 三年 攝 

關ナシ 朱雀ハ 醍醐 ノ第十 一 子 

〔按ズ \  -ー  延喜 -ー 皇子 二十 人ァリ 太子 克明 早世 二子 

保明モ 早世 朱 雀 十一 子 村 上 十二 子コ ノ 二人 ハ基經 

ノ女ノ 所 生 也〕  * 

〇大 鏡 一一 朱 雀ノ下 一一 コノ ミカ ド生 レサ セ給ヒ -ズ ハ 御 

格子 モ マ ヰ ラズ夜 畫火ヲ ト モ シテ御 帳ノ內 一一 テ三ト 

セマ デォホ シ奉 ラセ 給ヒ キ北野 一一 ォ デ申サ セ給テ 力 

ク有 シゾカ シ此 帝生レ オハ シマ サズ 、パ 藤氏 ノ榮 イト 

讀史餘 論卷之 一 


力 クシ 乇ォ" シ マサ"、 ラマ シィ ミジ キヲリ フシ 二 

生 レサ セ給ヒ シ ゾカシ O 三歲立 一一 太子 一一 0  A 歲踐 

祚 忠平攝 政ス. 承 平 六 年 六月 南 海賊 起 g 天慶ー 一年 十 一 

月 平 將門反 三年 一 一月 將門 伏い 誅 四 年 六月 南 海賊 平 コ 

ノ年十 一 月忠平 還い 政 爲二關 白， 九年讓 二位 皇太弟 成 

明， 遷，， 朱 雀院， き 在位 十六 年 5 天 曆六年 A  B 崩" 

〇 保 元 物語 一一 朱 雀 母后 ノ勸 一一 テ 譲位 アリシ カド 後悔 

ァリテ 重祚 ノ事ヲ 諸 神 一一 祈ヅ 伊勢へ モ 公卿 敕 使ァリ 

キ 

村 上 、ノ 醍醐 第 十四 子 夭 慶九年 四月 廿 八日 卽位 一一 一針 夭 

曆 元年 四 w 實賴 左大臣 左 大將師 輔右大 E 右 大將其 父 

忠平關 白太 政 大臣 一一 テ 父子 三人 三 公 タリ 三年 正、 月忠 

平 致仕 實賴 師輔 執政 タリ 八月 忠平薨 | 十 贈 二 正 一位， 

封，， 信 濃 公， 諡ニ貞 信 公 年後 十九 年間 ハ 攝關ヲ 

置 レズ 

謹按朱 雀ノ初 東南 亂ル 、事 延喜ノ 政衰へ シ上 外戚 

ノ 權ヲ專 二 セ シ 二 ョレだ 歟又朱 雀 一一 男ナ カリ シ 力 

、パ同 母 弟 ヲ以テ 太子 ト セ リ傳位 ノ早カ リ シ事ハ 炎 

變ノシ キソナ 〃一一 ョレ〃 力 

大鏡 宇多 ノ下 一一 此 帝ノタ 、>  人 一一 ナソ 給フホ ドナン ォ 

—四百 三 


 讀史餘 論卷之 一  

ボッ カナシ ョク モ覺侍 ラズ又 醍醐 ノ下 一一 寬平九 年 七 

月 三： n  二 立 ニツカ セ給 フ御歲 十三 ャガ テコョ ヒョダ 

ノオト、 >  ョ ソ陂 一一 御 力 ゥ ブ リ奉テ サ シ出ォ ハ シマシ 

タ ソケグ 御手 ヅ カラ ヮザト 人 ノ申ス 、ノ マ コ トニ ャト 

云々 大和 物語 二 宇多 驟位ノ  ノ チ跡 ヲ滅シ テ ノガレ 給 

ヒ シ事ヲ ノ セラ レタ リ橘良 利 一 人 供舉セ シ ョ シ战 お 

崩 年 六十 五 傳位ノ 

no 三十 一 歳ナ リ 

菅家ハ 是善ノ 子 也 

〔ー說 一一 天子 ノ 御子 ト然ラ 、、ハ 仁明ノ 御子 一一 ャ 仁明諱 

ハ遨康 公 諱ハ遨 眞ト 云へ 、パ 也〕 

儒家 ヨリ 起テ 宇多 ノ時 一一 シ. キ リ 一 1 登庸 シ 大納言 右大 

$ ズ， 公極諫 直言 ノ事 多シ乂 

ノ ！相 エノ 相セ シ事 ァリ 

續古 事談寬 平ノ時 营公諫 申サレ シ事 漢人 ノ諫ヲ 奉〃 

二 コトナ ラズ或 時 殺生 禁斷 アリシ 次 ノ年君 自ラ鷹 狩 

シ玉 ヒシヲ 今年 ハ 鳥 獸何ノ 謬ァ レ 、パ 忽 一一 狩 玉 フ ト 

ァ レ 、パ 止 ミ 玉ヒケ リスべ テカャ ウノ 器量 ヲ 御覽ジ ラ 

レ シ 一一 ャ 織-一九 ケ年ノ 間 一一 讃岐守 ヨリ 右大臣 內覽マ 

デ 二 至ゾ 給へ リー 說ニ 宇多 ヒ ソ 力 二 菅家ヲ メ シ テ傳 

位 ノ事ヲ 議セ ラダ 公諫テ 申シト >  メ ラ \ 其 後 又 コ 

ノ 事ヲ議 セラ レシ 力 、パ急 ギ其事 有べ シ時 ノビ ナ、 パ他 


I 四百 四  I 

ノ 妨有 モノ 也ト アリシ サレ 、パ 延喜 卽位ノ  HI 菅公 、ノ 當 

今ノ 忠臣 也ト 上皇 仰ラ レシ トモ 云お P 事 正統 記 二  丁 

巳 ノ年卽 位 戊 午 一一 改元 時 平 菅氏兩 人 上皇 ノ勅ヲ ゥ ケ 

テ 輔佐 シ申サ レ キ後 左右 大臣 一一 任 ジテ共 一一 萬 機ヲ內 

覽セ ラレ ケリト ゾ右相 ハ年モ タケ 才モ 資クテ 天下 ノ 

望 也 左 相 、ノ 譜代 ノ器ナ リケレ バ ステ ラレ、 ガタ シァク 

時 上皇 ノ御茌 所 朱雀院 一一 行幸 猶右相 一一 マ 力お ラ〃 ベ 

シ ト 云定 ァリ テス デニ 召シ仰 セ給ヒ ケダヲ 右. S 力 タ 

ク ノガレ 申サレ テ止ヌ 其 事 世 二 漏 ニケボ 二 ャ 左 憤 

ヲ フク ミサ マ ザ マ讒ヲ マウ ケ終ニ カタ プケ舉 リシ 事 

コソ後 マシケ レ善相 公淸行 朝臣 ハ コ ノ事ィ マ ダキザ 

サザ. ソシ 二 カネ テサ トリ テ菅氏 二 災ヲノ  、ガレ 給フ ベ 

キ ョ シ ヲ申ケ レド モサタ ナクテ コ ノ 事出來 二 キ 〇 北 

野緣起 一一 其 比 ミカ ドノ 御身 チカ ク召仕 ハ レ給フ 人々 

二 源 光 卿 藤定國 卿菅根 朝臣 モ & トモ 一一 僞テ敕 宣ト稱 

シ申 構へ 博士 共 一一 色々 ノ珍寶 ヲァタ へ テ冥衆 ヲ祭リ 

皇城ノ 八方-一 厭 術 ノ雑寶 ヲ埋給 ヒケリ 一 說延 喜ノ弟 

齊世 親王 ハ公ノ 壻ナレ 、パコ ノ人ヲ 立 ントノ 事 アジト 

讒 セント モ云 フ延喜 元年 辛 酉 正月 元日 日食 ソノ廿 五 

日菅公 左遷 晦日 夜 上皇 諫メ 給ハ ン トテ參 ラセ 給ヒシ 


カド宫 門 一一 入レ， ズ^^び ， 

二月 朔ム ナシク 還御コ ノ日菅 公都 ヲ出ヅ 齊世王 出家 

也 コノ年 十一 月 上皇 造 二 御室， 或 云 上皇 築 ニ雙岡 ー隔ニ 

京師， 云々 三年 一 一月 廿五 曰公薨 1^ 九 年 時平薨 十年旱 

十三 年 右大臣 源光薨 十四 年 正月 京師 火 六月 大水 十六 

年 三月 大風 雨 十七 年 大旱廿 一 一年 旱 延長 元年 文彥 太子 

薨 ffi ニ菅公 官位， 七 年 洪水 八 年 六月 廿 六日 雷 震 二 淸凉 

殿， 大納言 藤 淸貫右 中辨平 希世 等 數輩震 死 帝 遷ニ常 寧 

殿 一 召 一 1 僧 尊意 ， 加ニ 持 聖體- 九月 廿九 曰 帝 崩 朱 雀 天 慶 

四 年 八月 ^道^; 見 二 管 公 於 金 《,  Ml;if2 天 慶五年 

七月 西 京 七 條坊門 女子 文 子ト云 モノ 一一  公 託シテ 右近 

馬場 .ー\ 止 ^ 

〔事 見 二 北 野緣記 一 村 上天 曆 元年 六月 北 野 一一 移 スト 云 

フ〕 

村 上天 曆九年 三月 十二 日 近 江 比 良 社禰宜 神主 良秫子 

太郞丸 トテ七 歲ナル 一一 祌託シ テ我至 ラム 所 一一 ハ松ヲ 

生ズ ベ シ ト ァリ 良種 右近 馬場 一一 行 ムカヒ テ 朝日 寺 ノ 

住僧 等 一一 相議 スダホ ドー 一 一 夜 一一 松 數千本 生 ジテ忽 二 

fc- ヲ， k ス 事 大滿 天神 託宣 . 

树ヲ ナジ 記 並 北 野緣記 等，  ク メ 

琉球記 云 封 王 第 十代 王 尙元ガ 時 -ー 古米 村ノ林 氏大夫 

讀史餘 論卷之 一. 


ト云 モノ 常 二 

ィヅ クー ーモ 梅サ へ ァ ラ 、、ハ 我ト シ レ 

心ヅ クシ 一一 外ナ タヅ子 ソ 

ト云フ 歌ヲ吟 ジープ 神 ヲ祭ル 後 入唐 船ノ 上使 タソ漳 州 

梅花 海 一一 テ 船覆ル 船中 百ェ皆 溺死 ス林 氏ヒ トリ 梅 枝 

一一 取ッ キーズ 活ク他 船 二 乘ソテ 歸リ遂 一一 天 満宫ヲ タツ 

〔先師 木恭靖 云菅公 外戚 ノ權ヲ 抑へ ムトノ 志 アリシ 

.RJX^ 氏ノ 子弟 是ヲ讒 シケク ナル ベ シト云 へ リ〕 


一 冷泉 以後 八 代ノ間 攝家ノ 人々 權ヲ專 

一一 セ ラレ シ事付 天子 院號之 始之事 
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冷泉 院 、ノ 村 上 第一 一子 母 、ノ 中宮 安子 右大臣 師輔ノ 女 天 

曆四年 五月 生テ 七月 立 n 太子 一 桉ズル 一一 村 上 九 男 

ァソ長 ハ廣平 親王 鋪^^ 冷泉 圓融ほ ^具 平 0 

| 爲平 、ノ 四男ナ レ ドモ高 明 ノ壻故 二 立テ レズ ト云々 

、ノ ジメ村 上 在位 久シ ク康保 元年 四月 中宫藤 安子 崩ジ 

ソノ妹 登子ヲ ム 力 へ テ寵ス コ レ ； 帝 ノ兄重 明 親王 ノ 

室 ナジ 中宮へ 參ラ レ シ時 一一 帝 通 ゼリ今 ハ重明 モ薨ジ 

中宮 乇崩ジ 給 ヒケレ 、パ 迎入ラ レ テコレ ヨリ 朝政 衰 フ 

^ 康保四 年 五月 一一 崩 ジ給フ に 針 在位 廿 一年 ナジ キ 
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讀史餘 論卷之 一  

カク テ 冷泉 院踐， 一 *u 於 凝 華舍， 針 八 從舅 左大臣 實賴 

爲ニ關 白， 古事 談 一一 紫宸殿 一一 シテ卽 位ァリ i 大極殿 二 

テコ ノ事ヲ 行ハ レサ ダメテ ミグ^ シ カラン カト ノコ 

トナソ 小 野宮ぁ 高名 コ ノ 事也ト 云々 江談續 古事 談等 

一一 帝抽， "神 開 二 祌靈， ノ事ァ リ大鏡 一一 コ ノ帝  一！ 元方 

ノ モノ  、ケ オハ シマ シテ俊 マ シカ リシ ト按ダ 二 村 上 

長子 廣平 ハ 元方 ノ女ノ 生 X 所 ナリソ レ ヲサシ S テ帝 

ヲ 以テ嗣 トセ ラレ シ故 一一 ャ江談 一一 曰 ク天慶 征討 使 朝 

纖 欲，. 以，， 元方， 爲，. 大將 軍よ 元方 聞い 之 曰 大將軍 所レ言 

1 事 以上 國家莫 ^不ぃ 被い 用意 若 被い 拜，， 大將 軍， 者必 

請 一 一貞 信 公 息 一 人.， 爲レ 副因 レ玆寢 二 此議， 此 一 事 ヲ以テ 

見〃 一一 元方 剛庶ノ 氣有シ 人ナソ 安和 二 年 三月 左 馬 助 

源 滿 仲 武藏介 藤 善時吿 ス 中 務少輔 源 繁延反 ス是ハ 左 

大臣 源 高 明， 雌^^ ハ ガ 謀 一一 テ帝 ヲ廢シ 其壻 爲平ヲ 

||ノ§ 位セ シ メント ノコ トナリ ト云太 政 大臣 實賴右 

大臣 師尹卷 シ テ 高 明 ヲ 太 宰權帥 一一 ナ シ 剃髮 セ シ メ テ 

出 ス繁延 4E 述茂等 ヲ捕テ 窮問ス ^ 一一  藤 千晴モ f| 與 

E ノ. a  二 テ コ , い ヲ捕テ 皆 流刑 高 明 ガ家ヲ ャク ：e ハ M 

一.； -此年 八月 帝傳 二位 於皇 弟， 

〔在位 三年 此後 四十 二 年 ヲ經テ 一 條院 ノ寬弘 八 年 十 
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月崩壽 六十 二〕 

コレ ヨリ 以後 天子 皆院號 一一 テ 諡ナシ 正統 記 一一 此帝 ョ 

リ 天皇 ノ號ヲ 申 サズ又 宇多 ヨリ 後諡ヲ 奉ラズ 遺詔ァ 

ソテ國 忌 山陵 ヲ置レ ザ だ事ハ 君父ノ 資道ナ レ ド尊號 

ヲト、 >  メラ だ 、事 ハ. 臣子 ノ義ニ ァラズ 神武 以來ノ 御 

號モ皆 後代 ノ定ナ リ持統 元 明 ヨリ コ ノ カタ 遜 位或ハ 

出家 ノ君 モ謚 ヲ奉ソ 天皇 トノ ミ コ ソ申メ レ 中古 先賢 

ノ義ナ レ ド モ心ヲ 二 ヌ事ー マテ 侍ダ ナ リ圓融 ハ 冷泉 同 

母 弟 安和 二 年 九 巧卽位 M 一大 鏡 一一 コ ノ帝ノ 東宮 ユタ 

、セ 給フホ ドハ イト 聞ニク 、イミ ジキコ トドモ コ ソ 

侍 レ是ハ 皆 人 ノン 口 シメシ タル コト ナレ、 パ事モ 長 シ 

ト、 >  メ ま ソヌ  . 

按〃 一一 大鏡ニ 云 フ所ハ 爲平ヲ 立 ーズズ シテ圓 融ヲ太 

弟ト シ又源 高 明 ヲ流セ シ額ヲ サスナ ダべシ 初メ村 

上ソ ノ 長子 廣平ヲ ステ 、劇 二 冷泉 ノ生レ テ三月 二 

ミ タザ ルヲ 太子 ト セ シ 事尤ァ ャマ レリ ト云フ ベ シ 

カツ ハ 冷泉 ノ狂 疾ァ, ヲ其マ 、 一一 太子 トシ テ位ヲ 

傳 ヘラ レシ モア ャ マレ だナダ ベン 次 二 村 上崩ジ テ 

後 實賴爲 平 ヲ捨テ 、 圓融ヲ 太弟ト セシコ トハ爲 平 

乇帝ノ 同 a 弟ナソ トイ へ ド モ源高 明ガ女 其妃タ レ 


パ 爲平モ シ傳 位ナラ 、パ高 明ノタ メ 一一  藤氏 ノ權ヲ 奪 

\ ベ シ ト 思 ヒ シ ガ故ナ ソ高明 終 二 罪 セラ レシ モ世 

人實 賴ガ 此 擧ヲ議 スダ モノ 多 キガ故 一一 ミヅ カラ 疑 

懼ノ心 ァだガ 故ナル ベ シザラ 、パ此 事ハ村 上始ニ ァ 

ャ マグテ 實賴 アヤ マ リヲ カサネ シナソ 

實賴攝 政隨身 兵仗 牛車 內覽ノ 宣旨ァ リ^ |1 天 祿 元年 

五 薨 T 針 贈- - 正 一 位-封- 1 尾 張 公- 謚ニ 淸愼 公- 共- 

帝 ノ外舅 右大臣 伊 尹攝政 三年 四月 源 高 明 歸京十 一 月 

太 政 大臣 伊尹薨 | 針 贈 二 正 一 位- 封，， 參河公 1 謚 ニ謙德 

公^ | 伊 尹 弟 兼道內 大臣 二 任ジ 1 き ¥白 タ リ经 わ 

兀々 年 五月 宫殿炎 六月 ヨリ 至 七月 地震 帝 后 在，, 

兼 道 堀 河 第， §b 能 一 一年 兼道奏 以-, 左大臣 源 兼 明， 0 

爲，, 親王 一任 一！ 中務 卿-陽 n 尊 之- 奪 一一 其 職 1 十月 兼 道 因 

レ病而 讓ニ關 白 於 從弟賴 忠，^ f 奏我弟 兼 家女受 n 寵冷 

泉 上皇- 而誕， 子 g 故 有 下 復-, 帝位-之 志 上 請 貶：^ | 言 爲-, 

治 部 卿， 復請 處，， 流 死 之 刑-帝 不レ許 

〔コ レ ハ兼道 三 木 タヅ シ時 一一 兼 家中 納 言-一任 ジ兼道 

.5. 納言 ノ 時 兼 家 大納言 タ リシ ヲ 憤テ 賴忠 ト 相議 シ 

テ兼家 ヲ害セ ン トセ シ 心 也〕 

十一 月 兼道薨 f 針 封 二 遠 江 公- 諡-- 忠義 公-天 元元 年 八 


月 兼 家女詮 子 ヲ梅壺 一一 入 \ 之ョ ヅサキ 兼道ガ 女中 宫 

タ〃 故 一一 他家 ノ女ノ 入內ヲ ュ 〃サズ 去年 兼 道 薨ジケ 

レ 、パ ナク詮 子ャ、 ガープ 一 條帝ヲ 生 メリ 四 年 七月 帝不豫 

詔 山 慈惠- 聽，， 輦 車- 爲-, 大僧正 ， 0 & 十 3 還-, 新 

宫， 五 年 十一 月 十七： W 宮殿 炎 遷 二 掘 河院， 永觀 元年 二 

月 命，， 檢 非違 使， 捕 f 京 畿猥帶 ，i 弓箭 兵仗， 者し 一年 帝 

專 ^チ帀 痣 花 山 ノ院ノ 御 事 O 帝 ノ姪也 

ffl  二； 3! が 節^-帝 時 二 廿六歲 在位 十五 年 

花 山 、ノ 冷泉 第 一 子 母 、ノ 懷子攝 政 伊 尹ノ女 一一 テ 圓融受 

禪ノ日  一一 ニ歲 一一 テ 太子 一一 立 ッ永觀 二 年 八月 卽位 

〔十七 歲〇按^  - 一 一條 帝ハ 時-一六 歲 ナリ〕 

賴忠爲 二 關白ー 

〔此時 冷泉 圓融 兄弟 共 一一 上皇 一一 テマ シ マス〕 

寬和 元年 弘徽殿 女御 卒 f§ 光 帝卽位 ノ 後關白 賴忠女 

爲平 親王 女 大納言 藤 朝 光女 三人 ヲ メシテ 女御 トス 大 

納言藤 爲光ガ 女 恒子ヲ 弘徽殿 一一 納レ テ寵ス ル事殊 二 

甚シ カリ シ 一一 卒セ シカ、 パ 悲傷 モ又甚 シニ年 六月 廿ニ 

日 貞觀殿 北門 ヨリ 出、 デ花 山寺 二 入テ 落飾 § 九 在位 一 一 

E- 寬弘五 年 二月 八 £ 充 己一 一 ，阁 JTT 道^ ナリ^/ 载し 

碑 B 崩 四十 一歳 丑 弒-ー m  一一^ tti  ノ  BstI 家ノ 第二 子 ノ  S リ 

辨ト聞 ュ シ比ソ 、ノ 力 シ申ケ だ トゾ 〇 古事談 一一 弘徽 

亂 女御 薨ゼ ラ レ シ時帝 御 悲歎 ノ處町 尻 殿 §g 細 世 間 
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無お 法文 ヲ記 シ テ ミセ マ ヰ ラセ 御 出家 ヲ勸メ 申 シ 乇 

"トモ 一一 出家 御供 ス ベ シ トナリ 出御 ノ時 女御 ノ 手車 

ト リ 二  S 入ラ レント アリシ ュ 道兼寶 靈寶劎 ス デ 一一 東 

宫ニヮ クジヌ， 一 ほ 今 ハ カナ ヒサ ブラ ハジ ト申 サレタ 

リ御 落飾 ノ時 大臣 一一 力 、ノ ラ ヌ姿今 一度 ミュ テ 歸叁〃 

ベ シ ト テ 逐電 アジ シ 力 、パ 我ヲ 、ノ カルナ ソ ケソト テ涕 

泣 シ 給 フ 又 云 花 山 御 出家 ノ時 天下 騒動 大入道 殿 仰 一一 

云 ケシゥ ハ ァラジ ョ ク求メ ョト テサワ ガシメ 給；' ズ 

桉^  一一  兼ノ妹 一 人 ハ 冷泉 ノ 女御 一一 テ花山 ノ弟三 

條ノ母 ナジ 一 人 ハ圓融 ノ后ニ テ 一 條 ノ母ナ リサ レ 

、パ 花 山 世 ヲス テ給ハ .，、 我 女 弟 ノ ゥ ミ シ 皇子 立 給 フ 

ベ シ サ ラ 、パ 帝ノ 外舅ト ナリ ナント ノ 事ナ ダ ベ シ C 

古事 談 -ー 粟田 殿 五箇 月ノ內 五位 少辨 ョ リ 正三位 中 

納 言-一至 ルト 有事 按ズべ シ江談 一一 云ク 惟成辨 〔惟 

成 後帝ト 共-一 出家 ス〕 任意 行 叙位 ノ 下-一 此帝卽 位 

之 日 於，， 大極殿 高 坐 上， 犯 n 馬內 侍， 之 間 惟 成 驚，， 玉 

佩 及 御冠 鈴聲， 持，， 參 叙位 之 申 文， 帝 以レ手 還い 之 間 

任レ意 行，； 叙位， 云々 又 云 帝 禁，, 女房 幷 下女 等 袴， 又 

一 條ノ時 長 德ニ年 正月 花 山 法皇 鷹 司 H  ノ四君 

〔弘徽 殿 女御 ノ女弟 ナリ〕 へ ユキ テ歸ル ヲ中關 白 道 


隆ノ子 伊周 其 弟 中 納言隆 家 ト^ テ コレヲ 射テ腋 一一 

ァ ッ コ レ 伊周 四 君 ノ姉三 君 一一 通 ジケリ 法皇 力 レ 二 

ャ通 ジ給フ ト 疑有シ 二 ョ リテ也 法皇 耻 ティ ハ ザリ 

シ 力 ド事ァ ラ 、ノ レ テ 伊周 筑紫 二 流サル コ レラノ 事 

二 ョソ テ観レ 、パ 帝ノ 不德ヲ 知〃 

一 條 ハ 圓 融院ノ 長子 母 、ノ 梅壺ノ 女御 兼 家ノ女 ナリ花 

山 卽位ノ 日東宫 一一 タツ § 花 山 遜位ノ 日 兼 家 速 一一 參內 

シ テ 東宮 ヲ位 二 ッカ セシメ テ f 自力 ラ攝 S ト ナ \ 

〔此時 一一 關白 ヲ辭セ シナル ベ シ關白 十 年 也〕 

コ ノ時 冷^ ヲ太 上皇 ト云ヒ 圓融花 山 共 一一 法皇 トイ フ 

〔三 上皇 ァ , ナジ〕 

永 延ニ年 八月 兼家ガ 二 條京極 第 成 源賴光 獻，, 駒 三 

十 匹， 永祚 元年 六月 前關 白賴忠 薨^ 針 封，, 駿河 公， 諡ニ 

廉義 公一 正曆 元年 正月 帝 元服 針 一 五月 蒹家 因い 病 薙染 

號二 東三條 大入道， 讓，， 攝政於 嫡子 道隆， 以 二 兼 家， 爲，， 

准 三 后， 

〔執政 出冢 ノ始〕 

七月  一 一 H 薨ー^ 病中 出家 故 無 ^ 諡棄 ぃ宅爲 ^ 寺號 n 法 興 

院， 

〔攝家 院號ノ 始兼家 攝政六 年〕 


按^ ュ 冷泉 巳 後天 子院號 タヅ 今 兼家薨 ジ-プ 院號ヲ 

稱ス ダ尤以 潜 上 ト云ッ ベ シ 

十お 梅壺 皇太后 爲ぃ尼 號，, 東 三 條院， 

〔皇后 院號 ノ始〕  • 

五 年 使 £ 源 滿政平 惟 時 源賴親 源賴信 等， 分.. 捕羣盜 ± 古 

事談 二 賴信 、ノ 町 尻 殿 家 入 也 常 欲.. 爲ニ其 生， 殺+中 關 

白 上 賴光止 レ之曰 殺 得 不レ定 雖ニ殺 得 一 汝主爲 一 1 關白ー 不 

ン定雖 レ爲， 1 關白 ， 而事露 則 事， t 汝 生 _ 不ぃ定 云 々 長德元 

年 三月 道隆 因い 病薙染 奏請 以， 1 其 子 伊周， 爲 ニ假關 白- 

旣而 無い 幾薨 f 針 四月 右大臣 道 兼 爲ニ關 白 一 五月 八日 薨 

十 一 日 道 兼 弟 道 長ノ左 大將ヲ 關白ト ス コ レ女 院ノ心 

ナリト 云 〇 大鏡ュ 道 兼 花山ヲ ス カシオ コセシ 功一 ーョ 

リテ 父ノ我 一一 關 白ヲ讓 ラザダ ヲ恨ミ 居 喪ノ時 悲ノ體 

ナカ リシ トミ ュ 正統 記 二 ハ 道隆病 ァリテ 其子內 大臣 

伊周 シ 、パ ラク 相カハ ソテ 內覽 セラ レシ ガ 相續 シ テ 關 

白タ \ ベ シ ト存ゼ ラ レ シ 二 道隆 カク レテャ 、ガ テ弟右 

大臣 道 兼ナラ レ 又 七日 ト云 シニアへ ナ クウ セラ レヌ 

又 云 ク 造 長 大納言 一一 テオ ソセ シ ガ 內覽ノ 宣ヲ カウ ム 

リ 右大臣 マ デ イタ ラレ シカ ド延喜 夭曆ノ ム 力 シヲ思 

召ケ \  二 ャ關白 ハヤ メラ レキ 

教史餘 論卷之 一 


〔正統 記 一一 ョレ 、ン 道長ハ 一條 ノ時 一一 關白 一一 、ノ ァ ラ ズ 

續世續 二 ハ關白 タリ シト 見ュ〕 

七月 道 長爲ニ 右大臣， 

〔コ レョ リ道長 朝政 ヲ恣 一一 ス〕  ， 

二 年 正月 伊周 流サ X 伊周 道 隆ノ子 一一 テ 嫡流 ナ レドモ 

道 長 一一 超ラ レ シヲ 恨ミ且 ハ 又 花 山 法皇 ヲ射ク リシ 罪 

二 ヨリ テ道長 姉 ノ女院 へ申テ カク 行 シナリ 三年 伊周 

歸^ コレ ハ 伊周 妹ノ 皇后 誕 二 皇子 一 故 也 

〔長子 敦康 親王 ゥ マ レ 給ヒシ ナリ〕 

八月 源 満仲卒 M 長 保 元年 道 長 ノ女彰 子 入內藤 壺ノ女 

御 ト云其 後 中宮 定子崩 シ彰子 爲，， 中宫， 

〔 コ レ ヲ上東 門院 ト申セ シ也〕 

寬弘五 年 伊周 ヲ准 大臣 賜 二封 戶- コ レ ヲ儀同 三 司ト云 

八 年 六月 十三 日 帝 病 傳，， 位 於東宫 居貞， 廿ー 一 日 崩 一/^ 

在位 廿五 年續 古事 談 一一 帝 寒夜 i 一  御衣 ヲ脫 セラ レシ ョ 

シ 上 東 門院 ノ仰 アリシ 由見ュ 古事 談 一一 源 國盛越 前 守 

一一 任ゼ シ 時 藤爲時 女房 一一 就テ 上表 ス 其辭 -ー 曰 苦學寒 

夜 紅 淚沽ぃ 釉除目 寿 朝 蒼天 在い 眼 帝 覽レ之 不ぃ食 而 臥 

ラ シ メ  テ 

以涕泣 道長聽 レ之忽 召 n 國盛， 上ニ辭 表， 以 -1 爲 時-任-越 

前 守， 國盛 家中 涕泣國 盛自ぃ 是欝々 &ぃ 秋 任， 1 播磨守 _ 

四百 九 I 


讀史餘 論卷之  一  

遂卒 正統 記 一一 此 御代 一一 ハサ ダべキ 上達部 諸道 ノ家々 

顯密 ノ僧マ デモ スグレ タク 人 多 カリ キサレ 、パ 帝乇ゾ 

レ 人 ヲ得タ \ 事 、ノ 延喜 夭 曆 二 マサ レリ ト 自讃 メ サ セ 

給 ヶ^' 一一  林 氏 ガ說ニ 兼 明 親王 ノ子 源伊陟 獻，, t 鬼 裘赋， 

序 曰 君昏臣 諛無レ 處ニ于 g ー賦云 扶桑 豈無ヅ 影 乎 浮 雲掩 

而乍昏 叢 蘭豈不 二方 乎 秋風 吹 而先敗 帝 自書 レ 之藏， 1 筐 

笥ー崩 後 道 長 見レ之 破棄 焉 古事 談 一一 ハ帝 範ノ去 讒篇ノ 

^^欲 レ茂 秋風 敗い 之 王者 欲レ明 讒人蔽 レ之ト アソ^ サ 

レ シヲ道 長 我事 ヲ思 召テ 力、 シ メ給ヒ タリ トテ 破ソ 

シ トナソ H 遣 バ^¥%談 リー 一 三條ハ 冷泉 第二  ノ 子母ハ 

ジ IT  一  ノ日 さ 一口  J- 

兼 家 ノ女也 一條 卽位ノ 日 東宮 一一 タツ ^ 一  寬弘八 年 六 

月 受禪だ 針 道 長 執政 タ リ 帝 目 ヲ患テ 傅 い 位 在位 五 年 

疆化 Ifni 古事 談道長 請 フ n トァ ソ不, 聽道長 返 出 

ス敦侥 親王 召 力 へ サ, 親王 立 ナガ ラ敕 S 入ノ由 ヲ稱ス 

怯 歸奏曰 如い 此生宫 達 立 二 板 敷 t, 召 一， 執 柄 人 一 乎經 

任 卿 說云不 ぃ歸罵 二親 王， 直 出 云々 

後一 條ハ 一 條 第一 一子 母 、ノ 道 長女 也三條 M  ノ 日 東宮 

トス § 水鏡 云 一 條院 御惱ノ ヲ リ仰ラ レ ケ 火 、ノ ス ベ 力 

ラク 、ノ 次第 ノ マ、 ニー  ノ 御子 ヲ 東宫ト ス べケレ 、ド後 

昆 スべキ 人ナキ 二 ヨリ 思 ヒガケ ズサレ 、パ 此宫ヲ 、パ 立 


 四百 十  

奉〃 也ト 

〔 一 ノ 御子 ト ハ敦 康ナソ コ い ゝノ 道隆ノ 女定子 皇后 ノ 

所 生 也 伊周 ノ妹〕 

長 和 五 年 正月 受禪 | 外 祖道長 攝政ス 此：： 《 三條ノ 長子 

敦明ヲ 東宫ト ス 

〔此帝 柬宫ノ 時傅ノ 大納言 砂金 ヲ懷 一一 シケだ コト續 

古事 談 - ミ ュ 〕 

寬仁 元年 三月 道 長 讓二攝 政 於 嫡子 賴通， y 針 

〔公卿 補任-一 ハ道 長內覽 二十 一年 正統 記-一 ニニ 條御 

時 一一 ャ關白 後 一 條ノ 御代 始攝 政ト 見へ タリ〕 

此年 五月 三條 上皇 崩 八月 東宮 敦明 東宮 ヲ ノガダ 皇弟 

敦良 ヲ柬宫 トス 1，^ 敦明ヲ 小 一 條院ト 申 ス此後 冷 

泉 ノ統ハ 絕タソ 三 條ノ子 八 人有シ カド敦 良ヲ立 タリ 

大鏡 一一 粟田 殿 花 山院ヲ ス カシオ n シ奉リ 左 衞門督 小 

一 條ヲ ス カシオ" シ奉ソ 給 へ ジ帝 東宫ノ アタリ チカ 

ヅ 力 デ ァソヌ ベ キ 御ゾ ゥ ト 云 事出來 二 シ / 力 シ 

. 按だ 一一 左衞門 督ト云 ハ 粟田 殿ノ第 二子， 兼 隆也此 兼 

隆カ 長女 敦明ノ 弟 敦平ノ 親王 ノ室ト ス 力、〃 故 

一一 敦明ヲ ス カシオ &シ タル ニヤ 〔林 氏 、ノ 道 長 父子 

ノ謀 一一 ャ トイ フ〕 又 按^' 一一 道 長 三條ノ 子ヲ立 ザ〃 


治 宇 入御 粟 町 白 中大朿 ： ほ 三 河 堀條ー 
道 堂 田 尻 關入三 


讀史餘 論卷之 


四百 十 


ハ彼帝 在位 ノ時 ヨリ 君臣 ノ 間隙 ァダ 故ナダ ベ シ 

I 一年 正 ほ 元服 針 一 三月 道 長納レ 女爲ニ 女御 一 I  ノ 三 年 三 

月 道 長薙染 ^^入道 殿ト云 十二月 賴通辭 二 攝政ー 爲，， 

關白， 四 年 道 長 造，， 法 成 寺 ，§^HI 萬壽 元年 三月 京師 

多 コ强盜 一四 年 道 長 薨^ 針 三 代 ノ 間恣レ 權 三十 餘年 一 

條三條 後 一 條幷 東宮 共 二 其 女 壻也長 元元 年 六月 上總 

介 平 忠常反 四 年 四月 甲斐 守賴 信平レ 之 九 年 四 帝 崩 

二 十 

九 歳  ノ 

後朱雀 ハ 一條 第三 子-一 テ 後一 條ノ同 母弟ナ リ九歲 一一 

シテ柬 宫廿八 -ー テ受禪 外 舅 賴通闊 白 タリ 長曆， 三年 三 

月 山門 衆徒 賴通 一一 書ヲ 呈 シ 明 尊 ハ | ^冬 智 證 ノ 門 流 

也 非，， 慈覺 狐， 不ぃ 可い 任 二 座主， ト云賴 通 不ぃ聽 山 徒 憤 

怒 伐，， 賴通 門柱， 使，， 平 直 方 之 死傷者 多 長久 元年 九 

月 神鏡 ャケ タリ 在位 九 年 二 シ テ 崩； 正 統 記 二 天皇 

賢明 ナ レ ド 執柄恣 レ權セ シ故政 跡 聞 へ ズ 無念 ナ , 事 

二 ャ 

後冷泉 ハ 後朱雀 第一 ノ子母 ハ道長 第 四 女 十三 一一 テ東 

宫廿 一 歲 一 一 テ宽德 一 一 年 正月 受禪外 舅賴通 爲ニ關 白， 永 

承 六 年 安倍 賴時反 源賴義 爲，， 陸 奥 守， 兼，， 鎭 守府將 軍， 

伐 レ之康 平 五 年 冬 討 二 平之ュ t 在位 廿 三年 崩 酬針 


良 房 攝政五 年 ゅョ 中間 十三 年 攝政ナ シ お： 判 

ョ I 八  - 

年 二 至^ 

基 經攝政 四 年？ 誠 9 ョ關白 十 r 年^^ 鞣 1 

年 マ J;«nsraT4lfe.sfl」 ン宇 多寬平 三年 ノ後 

デ .IfmssL1l49 隊ナ 、ン延 喜 一 代 攝關ナ シ 

ま 一  W. 朱 S 承 平 元年 ヨリ cfl ョ. tt3  E« 天 慶四年 ヨリ 

SIT 撵 011 一  今 天 慶四年 一一 至 か ブ今 村 上天 曆 三年 

に 至 中間 十九 年攝關 ナンお 一』！." 

此後 連綿 

小 野 MHJTM  1fe-^"H 水 康保四 年 ヨリ 暴 & 一  一;!L 圆融 卽位ョ 

宫 fs^ln! 白 二 今 安和 元年， 一至 か 攝政 ニ^- リ天祿 元年 

一一 至 

伊 尹攝政 一一 一年 琵^  r 

兼 道關白 丄ハ年 琵ぉま 1 

賴 S 關白十 年寬和 元年 ,ー 至 わ 」 

道 兼 家 攝ぽ rl\ 年 曆元も 二 至レ 

道 隆攝政 - 一年 雜^ r 讕白ヨ 年黯 | ま 1 

道 兼關白 二月^ 一  ff^f 月 或 日 七日 

道長內 覽廿 一年 SK-S 一  ヒ條 

賴通攝 政 四 年 賺^^ 關白 四十 九 年お | ま 

曆四年 

マ デ 

凡 十二 代 百 四十 凡 年 實賴已 後 、ノ 九 代： A 九 年 ナソ按 

\  二 冷泉 狂疾 ァヅテ 遜位コ 、 一一 於 テ间母 弟 圓融繼 


請史狳 論 卷 之 


四百 十二 


位 其 後冷泉 圓融 ノ子替 ルガ 、ノ  X 帝位 一一 ツキ タリ 後 

一 條ノ後 、ノ 圓融ノ 皇統 ノ ミ嗣位 一一 テ 冷泉 ノ帝胤 、ノ 

絕クソ 

又按ル -ー小 野 宮殿 嗣絕シ 事 藤 原 忠文ガ 寃鬼ニ ヨ^ 

ョ シヲ 云傳フ レ ド村 上ノ詔 ヲ矯テ 爲平ヲ ス テ圓融 

ヲ モ テ 冷泉 ノ 東宮 ト シ西 宫殿ヲ シ ヒ -ズ 流刑 シ テ無 

辜ノ者 多ク罪 一一 處シ又 冷泉 ヲ ォ S シ テ圓融 ヲ立ラ 

レシ ノ 類 好邪ノ 人 トイ フ ベ シ 兼道ノ ョ ツギ ナカ リ 

シ^ 前 中 書 王 兼 明ノ權 ヲゥ、 パ ヒ且、 ノ ヮガ弟 兼家ヲ 

シ ヒ テ冷， M 圓融 兄弟 ノ間ヲ ァシク シ 三條ヲ ァ ャブ 

メン トセ シ類 コレ 又 好 邪 ノ人也 道隆ノ 嗣微ナ リシ 

モ 其 子 伊周 隆家ガ 不忠 ノ罪 一一 ョレ ルナ だべ シ 町 尻 

殿嗣ナ キコ トモ 花 山院ヲ ス カシオ &シテ 其 功 二 ッ 

ノリ テ父 大入道 殿 一一 恨ヲ フ ク ミ居 喪ィサ 、 力 悲傷 

ノ 色ナキ ノ類 不忠 不孝 ノ人ナ リ天ノ 報應ァ ャ マ ラ 

I ) 一  後 三 條院攝 家 ノ權ヲ 抑給ヒ シ事 

帝 ハ^^ 雀 第 ニノ 子 母 ハ陽明 門院 トテ 三條ノ 皇女 ナ 

リ 給世繼 一一 後朱雀 宽德ニ 年 正月 十六 日位ヲ 後冷泉 ユ 


讓給フ 時 さーョ 大納言 能 信 肩^ 堵？ 一一  宫 尊仁ヲ 、パ 僧 二 

ナシ給 フカ ト申ス 帝 此次ノ 東宮 タク ベ シト 仰ラ〃 然 

ラバ 早 ク御定 アル ベ シ ト申ス 一一 帝 東宫ノ 定ハ遲 カラ 

ザ〃 ヨシ 關白賴 通 申 セ 、パ 重テ 其 沙汰 有べ シト 仰ケリ 

能 信 サラ、 パ 今日 ノ 中二 仰 出サレ シ カル ベ シ ト申セ シ 

二 ョ ソ テ 則 決定 シ タ リ 古事 談 一一 帝 新 帝 維 冷 幷 一一 新 東 

宫ノ  I 一一 一 御事ヲ 宇治 纖 殿 二 被 二 仰 置 ， ノ 處 東宮 御 事 仰 

ラレ シ時ハ 御 返事 申 サシメ 給 、ノ ズ 不受ノ 色ァリ 

〔後冷泉 二 ハ男 ナシ齋 院ニテ 尊子內 親王 ト申ス 一人 

ァ リキ〕 

按〃 -ー 時 一一 帝 十一 一歳 一一 テ 東宮 一一 タ ッ能信 ヲ以テ 東 

宮大夫 トス 同月 十八 日 後朱雀 崩ジ 給ドモ 東宮 旣 二 

定 レ パ ゥ ゴキナ シ 東宮 一一 ァ メ 事廿 五年靜 一一 學ビ 給 

フ大江 匡 房 御 師範 タジ ほ績 古事 談 一一 後 三 

條院 ハ ィ カ程ノ 學生ゾ ト間シ 二 匡 房思ヒ マウ ケシ 

ャ ゥ 二 佐國 ホド ニヤ オハ シケン ト云ヲ 長 方 、ノ 閒 テ 

泣ケソ 正統 記 一一 帝坊 ノ時ョ リ賴通 三 K  ノ執政 二 テ 

五十 餘年權 ヲ專ニ て シ事ヲ ァ シ、 ザ マ 一一 思 召ト聞 へ 

テ隙 出來テ ァ ャ ブ ミ 思召ホ ドノ 事ァ リ 卽位ノ 日 場 

诚 ^ 十賴通 關白ヲ 辭シテ 宇治 二 退居ス 其 弟敎通 I 


關白タ レ ド事ノ 外 一一 威權ナ シ帝 詩歌 ノ 御製 モ多ク 

世ニ傳 フル アジ 後冷泉 ノ末 一一 世 ノ屮ァ レ テ 民間 ノ 

愁ァ ソキ帝 四月 卽位ァ リ シ 二 秋 ノ收ニ モ及、 パ ズ 二 

世 ノ中ナ ホリケ リ始テ 記 錄所ヲ 匱 テ國々 ノ衰ヲ ナ 

ホサレ タリ 延喜天 曆以來 二 ハ誠 ユカ シコキ 御事ナ 

リ 此時ョ リ 執柄ノ 權仰ラ レ テ 君ミヅ カーフ 政ヲ シ ソ 

給フ事 一一 歸ル 古事 談 一一 大 嘗會ノ 時 ノ冕ハ 應神ノ 物 

ナジ 後 三 條院ノ 御 頭  一一 メデ ククァ ハセ 給 ヒシヲ 御 

自讃 ト云々 績 古事 談 -ー 東宮 御 護 刀壺切 ハ 昭 宣公ノ 

物延喜 儲君ノ 時舉ラ ダ 自是 代々 ノ 東宮 一一 ヮ タダ此 

帝ノ トキ ハ 後冷泉 ヨリ ワク サレ ズ 後冷泉 崩 後求メ 

出 シ 敎通關 白 ノ 時獻ズ 立 坊廿餘 年 マ デ ャ ミ キ 今 ハ 

化 ラレ ズト モト 申セシ .ー 一 神璽 寳劍 ュク マジ 力 リシ 

力 ド廿餘 年 過 一一 キ何カ 苦 シ カラ ン トテ止 給 キ其後 

ホ ドナ クー 一條 內襄ノ 火 一一 燒テ 刀、 パ カリ 殘 タゾシ 二 

柄鞘ヲ 造テ 進 ラレ タル 也 又 云 堀 河左府 讓雜 U 三 

木 ノ時前 齋院ヲ トリ コ メテ家 二 ォク. 後冷泉 ハ 宇治 

殿 一一 憚ソ給 ヒ 問 給 ザ リシ ヲ帝ハ 東宫 一一 ォ 、ノ シ テ事 

ノ 外憒ソ 玉 ヒア ハレ 吾一 人ガ 妹 一一 テ モナ キ モノ ヲ 

ト被レ 仰 卽位ノ 後追ヒ コ メ玉 フ^ I 延久ノ 間 召 仕 

讀史餘 論卷之 一 


、ノ レ ズ白河 ノ御時 召出サ レ -ズ 大納言 ト モ ナサ レシ 

也 又 云 後冷泉 ノ季過 奢 上官 ノ車外 金物 ヲ用 フ 此帝 

ノ 代始 八幡 行幸 一一 鳳輦 ヲ停テ 見物 ノ車ノ 外 金物 ヲ 

ヌ カセラ レタ ゾ中ノ 金物 ハ 御覽 ゼザゾ シ 力、、 ハヌカ 

レ ズ故 一一 今一 一 用フ, 也 加 茂 行幸 ノ日外 金物 ノ車 一 

輛 モナ シ 又云此 帝犬ヲ 一一 ク マ セ玉ヒ 內裡ノ ャセ犬 

ヲ取 リ捨ョ ト藏人 二 仰 ケレ、 パ犬ヲ 二 クマ セ給 トテ 

京 ヨリ 始 テ諸國 一一 テ殺ス 由 聞 召 驚給ヒ ケ レ 、、ハ 又 殺 

サズ續 古事 談 一一 帝 東宮 ノ時 天下 ノ政ヲ ョ クく聞 

置 玉ヒ卽 位/後 檨々 ノ 善政 ヲ 行玉フ 其 中諸國 重任 

ノ功ト 云 コ ト長ク 停止 セラ レ シ 一一 興 福 寺 南 圓堂ヲ 

作リ シ 二 國ノ 重任 ヲ關 白敎通 枉テ申 コ ト度々 二 及 

ビ帝怒 テ攝政 ノ重ク 怖" シキ 事ハ帝 外祖ナ ドノ コ 

トナリ 我、 ノ何ト 力 思 、ノ ム ト テ 揮い 鬚 テ仰ケ レ 、、ハ 敎 

通 座 ヲタ チテ出 クトテ 藤氏 ノ 上達部 皆罷タ テ春日 

ナ QH. ン Iffi:  ノ 

御 威 、ノ 今日 ゥ セ果テ ヌ グ ト大音 一一 云ケレ 

、パ 氏ノ 公卿 一 人モ 殘ラズ 退出 ス帝コ レ ヲ聞 召テ駢 

白 並 一一 藤氏 ノ諸 卿ヲ 召返サ ゾ テ南 圓堂ノ 成功 ヲ ュ 

〃サダ 古事 談 一一 宇治 殿 平等 院ヲ 立ラ レ テ 宇治 邊多 

ク寺領 一一 打 入 ラル 帝 イカ デ恣ニ サダ コト アル ャ撿 

四百 十三 


 讃.^ 餘論卷 之  一    I 

注ス ベ シトテ 官使ヲ 向 ラダ 賴通コ レ ヲ聞テ 平等 院 

EM 一一  錦 ノ平帳 ヲ打テ 稀々 ノ儲ド モ 用意 シ ープ官 使 

ヲ マ ッ官使 恐レテ 不，， 參， 止ヌ續 古事 談續 世續等 

一一 帝 宸筆ノ 宣旨ヲ 太 神宮 へ 獻ゼラ レント テ匡房 御 

前 一一 アリシ 二 績キ 力 セ玉フ 其辭 二 我 卽位ノ 後 一 事 

ト シ テ 僻事 セ ズト云 事 ヲ書給 へ リ 匡房此 御辭ィ 力 

ガ侍ル ラ ン ト中ケ レ パ事ノ 外 二 怒 ソ玉ヒ 何事 ヲ思 

出シ テ カク 、ノ 云ゾト 問玉ヒ ケ ソ實政 二 常 陸 介隆方 

ヲ超サ セ ラレ シ事 ハイ カニト 申ケレ 、、ハサ ク 事ァ ジ 

ト思 召出タ ル樣ニ テ色 ナホ リ玉 ヒ讀モ 、ノ テズ宣 命 

ヲ： S: テ內 一一 入玉ヒ キ此事 初メ帝 東宮 ノ トキ 春日ノ 

使 二 東宮 學士 實政ガ ム カヒシ 一一 隆方 、ノ 辨ニテ 下〃 

和 泉木津 二 テ實政 マヅ儲 テ渡ラ ン トセ シ船ヲ 押妨 

テ侍 ff ス レ ノ者ナ 一一 、イソ グゾナ ド云ま 職^ ぽ 

^ 實政ナ ク 、 、 此事ヲ 訴申 スヲ ヤス カラ ズ 思召ケ 

ク 〔古事 談 -ー 實 政學士 ョ ソ 甲斐 國守 一一 拜シ 赴仕ノ 

時 東宮 御 餞別 二 州民縱 爲，， 甘棠 詠， 奠レ忘 多年 風月 

遊 〇 フス レズ ハオ ナ ジ 穴 エト" 月ヲ ミヨ ホド ハク モ 

ヰ 二  メグ リア フマ デ い 實政白 河 承 曆三木 左 大辨從 

三位 應德ニ 年 前參議 正三位-一 テ太宰 大貳ト 也 掘 河 


  四 十四 

直 治 二 年 八幡 宫訴 一一 ヨリ テ豆 州へ 流 サレ七 年死ス 

七十 五歲 也〕 其 後 卽位ァ リテ實 政 左 中 辨ヲ望 申ケ 

, 一一 騎鰣^ 露、 パ カリ モ理ナ キ事ヲ パ ス マジ キ ニイ 

力 デ 力、 ル事 ヲ、 パ申ス ゾ 正 左中辨 二 始テ ナ ラム.，： 

ァ 〃マジ キヨシ 仰ケリ 〔職 原抄 一一 名 家譜 第 任 レ之多 

者先禰 n 五位 藏人， 任， 辨也藏 人 帶ぃ之 頗精撰 也近衞 

中 少將中 有 二 才名， 之 人 遷任或 兼〉 之 又爲ニ 規模， 矣 

又 中 少辨之 間權官 一 人必 任い 之仍 謂，， 之 七辨， 云云〕 

資仲 中納言 其時藏 人頭 ナ ソ シ 、ガ 重ネ テ實政 申 事 侍 

リ木 津ノ渡 ノ事ヲ 一 日 一一 テ思シ リ侍ラ ン ト奏シ ケ 

レ パ帝 沈思 ノ禮 一一 ーズ 此锂ソ 天照大神 一一 申請 ム トテ 

左中辨 一一 加ラ レ タクナ リツ ギノ朝 ノ陪膳 、ノ 隆方ガ 

番 ナジ シヲ ソレ 二 ムカ ヒープ ェ 物ク ハジ ト §： ラレ テ 

內 二 テ 供御 、ノ 參ケリ 隆方遂 一一 辨ヲ辭 シテコ モレリ 

宇治 大納言 源隆國 、ノ 先 朝 ノ 寵臣 一一 テ 東宮 二  、ノ 無禮 

ノ事ド モア リ卽位 後 彼 子息 等 一一 事ノ ッ イデ 一一 罪科 

ァ \ ベ シ ト 思 召ス時 二 權中納 言隆俊 殿上 祗候 ノ體 

ヲ小 蒒ョジ 窺給フ 一一 威儀 容貌 政事 並 一一 當時 無雙ナ 

リ モシ カレ ナカ ラン 二  、ノ 朝ノ 爲不レ 可レ然 トニ 男宰 

相 中 將隆綱 ヲ見給 7  -ー  齋宮寮 ノ申セ シ狐ヲ 射殺 ノ 


罪ァ リャナ シャト ノ陳定 一一 帥 大納言 經信白 M 魚 服 

懸ー, 豫 且之密 網- ト、 パ カリ 打 云 テ居ラ レ タリ 又ァ 

〃人 射 タリ ト云 トモ 其 狐正シ ク死タ , ヲ見ズ 、パ科 

不レ重 ト申ス 其 日 ノ定文 ハ隆綱 執筆 一一 テ雖レ 有 一一 飮 

羽 之 名， 未 レ見ニ 首 丘 之實- トシ ルシ ケダヲ 御覽ジ テ 

隆 綱が 宰相 中將ヲ 過分 一一 思ヒ シ ハュ、 シキ 僻事 ナ 

リケリ 天照大神 正 八幡 宫ィ 力  >  思召ケ ント仰 ラレ 

テ 近侍 ヲ 許サレ 今、 ノ トテ 三男 四 位 少將俊 明ヲッ ミ 

セヲ レント 思召ノ 時忽 一一 內褢燒 .U 帝腰舆 一一 駕 シ テ 

出ム トシ 玉フ 一一 雜人南 庭 一一 入テ 其隙ナ ク 安座 シ 玉 

フコ トナク テク、 セ玉 フー 一 俊 明 頗遲參 シ テ 其有樣 

ヲ 見奉リ ミヅ カラ 弓 ヲ執テ 走廼リ 雜人ヲ 擊退ケ シ 

力 バ 安座 シ給フ 其 時 仰 一一 今日 浚明ガ カー 一 ョジ テ耻 

ヲ見ズ 是運未 レ盡ガ 故ナ リトテ 三人 皆 近臣 トナリ 

テ肩 ヲ比ス ル人ナ シ 續世繼 一一 此時帝 南 殿 一一 出玉ヒ 

シ 一一 誰モ 參ラズ 見知 リ玉 ハ ス者 スクャ カー 一 走リ廻 

テ 神鏡 ヲ出シ 右近 陣 一一 ハ御 M ハ 出 シテ 階下 二 ョセ 

一 プノ セ奉 ソケレ バオ ノレ ハ誰ト アリシ 一一 左 少辨正 

家ト申 ス辨官 ナラ、 パ近ク 侍へ トァリ 正 家 匡 房 一 雙 

ノ 博士 ナル 一一 匡房ハ 朝夕 參リ 正家ハ 御覽ジ モ知ラ 


レザル 二  M ヲ 具 シ テ 名 對面申 セ シヲジ 一一 ッケ ティ 

トカ ドア グ 心ナリ 大極殿 前 朝 一一 ャケテ 十 年 ヲ經シ 

二 卽 位後ッ ク リ始玉 じ 延久 三年 八月 落成 四 年 十一 一 

月讓位 _|| 白 河 延久五 年 五月 崩 古事 談賴通 時 一一 

出冢シ テ 宇治 一一 ァ リ帝崩 ヲ閬テ 食ヲ ト 、>  メ器ヲ ス 

テ 、歎息 シ 末代 ノ 賢主 也 本朝 運ッ タナク シテ 早ク 

以テ 崩御 也 ト云ァ ダ人夢 一一 異國ノ ソコナ ハレ シヲ 

直 サン トテ 此國ヲ 、パ去 玉フト 見シト ナタ白 河位ヲ 

ァ 親政 シ玉ヒ シ事ハ 下 一一 詳ナリ 


五 

變 


上皇 御 政務 之 事 


白 後 三條第 一 子 母 、ノ 中 納言藤 公成 ノ女ヲ 大納言 

能 信 養テ後 三條東 宫ノ時 一一 御 息 所 一一 參ラ セ シ也白 河 

十七 歲 一一 シ テ 東宮 一一 タ チ 廿歲 一一 テ 受繩廿 一歳 ヨリ 政 

ヲ ミヅ カラ シ給 フ關白 ハ 敎通 タリ 承 保 元年 二月 前關 

白賴通 薨^ 一 一年 九月 關白敎 通 慕^ 十 十 月 左 大臣 師 

實ヲ關 白 ト ス 續世續 一一 此帝人 ノッ カサナ ドナ サセ給 

フコ トク ヤス クシ 給ハ ズ六條 修理 大夫 顯季世 ノ覺ァ 

レドモ 宰相 -ー ハ ナ ラ ズ 御氣色 トソシ 一一 ソ レモ 物 カク 

ゥ へ ノ事 也ト仰 ラル ま」 院又 顯隆中 納言ョ 


讀史 餘論卷 之 


四百 十五 


 讀史餘 論卷之  一  

^  ノ 關白ナ ド云シ モ辨 一一 ナ サン ト思フ 一一 詩作 ラデ 、ノ 

イカ，、 ナラ ン四韻 詩作 ダ者コ ソ辨ニ  、ノ ナ レ ト仰ケ レ 

、、ハ ^ テ ，f±? ミ キ 

〔古事 談 一一 太 政 大臣 藤 伊通 一 一條 院 一一 參ラ セ ラ レ シ 草 

紙 一一 不レ 作い 詩人 至 二 卿相 一事 始ニ源 顯信ー 不レ書 二 消息 一 

人 至-, 卿相， 事 始ニ藤 俊 忠ート シ クサ レ タリ 按 ダニ  二 

人 ガ事堀 河ノ時 ナリ〕 

さ事談 二 帝 曰 我是文 王也必 不ァ以 n 、稽古 大才， 謂 巾 文 

王よ 我 柚，， 賞 匡 房， 非つ 尊 二 文 道， 乎 尊 二 文 道， 則 謂，， 文 王， 

也此時 人才 多ク出 タソ歌 一一 ハ籐通 俊 顯季源 俊 賴詩ニ 

ハ藤實 政敦光 詩歌-一 ハ匡房 詩歌 管鈸ニ ハ源經 信等ァ 

ヅ後 拾遺 金 葉 集 モ 此時撰 パ レ 續 本朝 秀句 モ 撰 、パ セ ラ 

^ 續世 綾 二 御 弓ナド モ 上手 一一 テオ ハンマン ケ クニヤ 

池ノ鳥 ヲ射タ リシ 力 、パ 故院ノ ム ッ カラ セ給ヒ シナ、 ド 

仰 ラレ ケグ 又此帝 ハ御 心、 パ へ タケク モ ヤサン クモォ 

、ノ シ マ シケダ 御 事ハ後 三條院 -i 似 サセ奉 ラセ 給へ ソ 

カク テ 在位 十四 年 掘 河 二位 ヲ傳タ マ ヒ院 中二 テ政ヲ 

シ了ゾ メサダ 0^0,^0 保 元 物語 一一 白 河 

院^ # ノ志マ シ/^ テ 出家 ァリ シカド 法名 ヲ 、パ ッガ 

セ タマ ハ ズ天武 ノ例思 召ケダ 二 ャ重舴 ノ御志 フカ 、 


 四百 十六 

リケ ダソレ カナ ハネ、 パ 院中 二 テ御 政務 ァ ダコ トスべ 

テ 道理 二 モソム キ 王者 ノ法ニ モ 違へ リ 正統 記 二 孝 謙 

脫履ノ 後廢帝 、ノ 位 二 居玉フ バ 力 ソト見 ュ タレ ドタシ 

カナ ラ ズ 嵯峨淸 和 宇多 モ 只讓テ ノカ セ玉フ 圓融 ノ 御 

時 ハヤ ゥ /、 シ ラセ 玉 フ事 モ有シ 二 ャ院ノ 御前 二 テ 

攝政兼 家 承 テ源時 仲 ヲ三木 一一 ナサ レ シヲ小 野 宫實資 

ノ 大臣 ハ 傾 申サ. レシ サレ 、パ 上皇 マ シマセ ド 主上 幼キ 

時 、ノ 偏 一一 執政 ノ政ナ リキ後 三 條踐祚 ノ時賴 通 卽關白 

ヲ ヤメ テ 宇治 一一 コ モリ 弟 敎通關 白 タリ シ カド 其權モ 

ナン マン テ 此 御代 一 一 ハ院 一一 テ政ヲ キカセ 玉へ バ 執 柄 

、ノ 只 職 二 具リ タク 、、ハカ ゾナ リサ レ ド是ョ ゾ又 古キ姿 

、ノ 一  變スグ 一一 ャ執柄 世ヲ行 レシ 力 ド宣 官府 二 テ コ 

ソ 天下 ノ事ハ 施行 セラ レ シ 一一 此御時 ヨリ 院宣 廳ノ下 

文 ヲ重ク 被レ爲 シ 一 一 ョ リテ 在位 ノ君又 位 一一 ソ ナハソ 

玉へ ダ 、、ハカ ソナソ 世ノ末 ニナ レダ スガ タナダ べキ 二 

ャ 又 城 南 鳥 羽 一一 離宮 ヲ タテ 土木 ノ 功大 一一 起 y 昔 、ノ ォ 

リ位ノ 君 、ノ 朱雀院 一一 マスコ レ ヲ 後院ト モ冷 泉院ト モ 

云 フ此帝 ハ カノ 所々  一一 、ノ マ サデ 白河ョ ソ後 一一 ハ鳥羽 

殿 ヲ以テ 御 坐 ノ本所 ト定ラ レ タリ 院中 ノ禮 モ是ョ ソ 

始レ ルナ リ續 世續ニ ハ 後ニ條 大臣 細通コ ソ オリ 位ノ 


帝ノ門 一一 車タ ッダ ャクャ ハァダ トノ給 シソレ カク レ 

袷 ヒテ後 ハス n シモ 息昔タ ツル. <  ャ ハ侍シ 正統 記 一一 

此 ミカ， ト白河 一一 法 勝 寺 ヲ立テ 九重 塔ナ ド昔ノ 御願ノ 

寺々 一一 モコ ュ as 此 後代々 一一 打ッ ，、キ 御 願 寺 建 ラレ 

造 寺 熾盛ノ 謗ァリ 造作 ノ タメ 諸國 重任 ナド云 コ ト多 

クナ y 受領 ノ功課 モ正シ 力 ラ ズ 封戶 庄園 多 ク寄 セラ 

レ テ誠 一一 國ノ費 トナ〃 

〔績 世績 ヲ按, 一一 後 三 條ハ五 a ノ御 修法 一一 モ 國ャソ 

コナ ハレ ヌ ラン ト仰ラ レ 圓 乘寺ヲ モコ チタ ク作ジ 

袷 r ス〕 

法 勝 寺 ヲ建ラ レ シ年ノ  二月 仁 和 寺 御室 性 信 ヲニ品 一一 

一一 f*  二  \  jg^. 

叙ス 皇子 僧トナ ソ位ヲ 賜^ コ トコ レ 一一. 始ダ 翻：^!^ 

ノ 四子大 御堂 

ト云 コ レナ リ 

按〃 一一 帝 八男ァ ヅ六人 ハ僧ト ナス 其 中 第三 子覺行 

法 親王 ト申セ シ 、ノ 法 親王 ノ始ナ リ績世 繼-ー 後一 一條 

大臣 師通 出家 ノ後 例ナ キヨ シヲ. & サン シ 一一 內 親王 

ト 云コト モアレ、 パ 法 親王 モナ ド カナ カラム トテ法 

親王 一一 ナサ レ シナグ 又 金泥 一 切經ヲ クッサ ダ此事 

ノ 始也又 殺生 ヲ禁ジ 獵具ナ ド持シ 者 モ罪セ ラレ 殿 

上 ノ臺盤 モ六齋 日 一一 力 ハタ コ トナシ 古事 談 一一 加 藤 

讀史餘 論卷之 一 


大夫成 家 不レ拘 二 厳 制 一鷹 ヲ仕フ ヨシ 聞へ テ使廳  一！ 

仰テ メ ス 早速 參洛 門前 一一 ミ ヅ 力 ラ鷹ヲ ス M 下人 一 一 

人 モ同ジ 制 禁數年 一 一 & 一一  イカ V 存ジテ 猶鷹ヲ 、パ仕 

フ ス デ 一一 朝敵 一一 ァ ラ- ズ ャ ト 也申テ ィ ハク 宿 ニモ今 

一 二 鷹 候 下人 候 二 ァ相具 セズ某 ハ刑部 卿 殿 相傳ノ 

家人 也 女御 所 供御 料 一一 每日 鮮鳥ヲ ァテ ラレ 闕怠ァ 

ラ、 パ可， 處ニ 重科 一 ト也 源氏 平氏 ノ習ヒ 重科 ト ハ刎 

首 笑 也 p ノ道ー 一 ハ獲ダ 日 モ獲ヌ 日モ アジ 必定^ ヲ 

刎ラ \ ベ シ 勅勘 ハ タトへ 禁獄 流罪 タ リ トモ 死 (一 、ノ 

及 マ ジ ト存ジ 命惜サ 一一 如 レ此候 ト申ス サ, シレ者 

ヲ パ 可，, 追放 ート仰 出サ〃 

掘河院 、ノ 白 河 第一 一子 Ifclws ^一  母 、ノ 右大臣 源顯房 

ノ 女ヲ關 白師實 ノ子ト シ-ズ マイ ラセ シナ リ八歲 一一 テ 

受禪 l^;p^1^tt! 應師實 攝政ス 寬治四 年 二 關白嘉 保 

元年 其 子師通 關白帐 yf§D 在位 廿 一 年 廿九歲 -ー テ崩 

ズ 錢 ね 績 古事 談 一一 掘河院 、ノ 末代 ノ 賢主 也 天下 ノ雜 

事ヲ殊 一一 御 心 一一 入 レ玉ヒ 職 事 ノ奏セ シ申文 ヲ御夜 居 

一一 又 細 二 御覽ジ テ所々 二 ハ ナ ミ紙シ テ此 事尋 ヌ ベ シ 

此事ハ 重テ 問べ シナ ド手ヅ カラ 書テ次 日 職事ュ 賜ダ 

一通 一一 コマ 力 二 聞 召事ダ 一一 ァリ、 ガ タキ 一一 重テ 御覽シ 

四百 十七 


讀史蜍 論卷之 一 

テサ マデノ 御沙汰 イト 止 事 ナキ事 也 都 テ人ノ 公事 勤 

パ ホ ドナ ド御心 一一 御覽ジ 定ケダ 一一 ャ 追儺 ノ 出仕 一一 故 

•S 中サダ 公卿 元三 小朝拜 一一 參ー リタ ダヲ悉 ク追入 ラレ 

其 夜 マ デ 所勞ァ ラム 者ノ イカ デカ 一 夜ノ內 一一 直^ ベ 

キ偽レ だ 事 ナリト 仰 ケグ白 河 院ハ聞 召 テキ クト モキ 

カジ ト仰 ラレ タリ アマ リノ 事 ナリト 思 召 二 ャ又ァ ダ 

時ノ S 逸 一一 序 書べ キ人ナ シ 大業 藏 人國資 無才 ノ モ ノ 

一一 テ 人 不レ許 五位 藏 人時 範書ケ ヅ其日 帝 人.々 一一 連句 

セサ セ給ヒ シ ュ 國資モ 末句ィ へ ト仰ケ レ 、、ハ 今日 私ノ 

衰日也 W ァリ ト申ス 殿上 ノ曆ヲ メ シ テ 御覽ズ \  二 巳 

日 ナジ 巳 日ノ衰 H ィ マ ダナ キ事ナ リイ カデ君 ヲ欺ク 

迚 句ィ ハ ヌ 程ノ者 イカ デカ 博士 一一  ナ ルべキ ト仰ラ レ 

ケリ 昔モ 無才 ノ 博士 ハ アル モノ 也ケリ 

〔按 一一 卿相 ノ 詩作 ラヌ 、ノ ジメ 消息 力 、 ヌ始モ 此朝ノ 

人 也 又 無才 ノ 博士 ァ ゾ ス ベ テ 本朝 ノ 文運 此時 ヨリ 

衰 タタ〕 ぶ： .y£v  ： 亡 リ^ 

又 云 アル 人 柑子ノ 木 ヲ獻ジ タル ヲ御庭 一一 植ラ レ テ愛 

シ 玉ヒケ レ 、パ藏 人 瀧 口 集 グーア 木 ヲ枯サ ジトテ 家ヲ作 

リオ ホへ リ坊 門左大 辨爲隆 コレヲ 見 テア レハ 何事 ゾ 

サ^ 事ャ 有べ キト テ 御倉 ノ小舍 人 ヲ召テ 散々 一一 コ， ホ 


 四百 十八 

タセシ 力、 パ木ホ ドナ ク カレ クジ イカ 二 トモ 卯 ラ レズ 

〔此 爲隆 白河院 一一 事 ヲ奏シ ケ \ 時 一一 題目 事ノ外 重：： s 

テ ウダ サゲ 一一 思召タ \ ヲ 此序デ 二 申文ァ ダカ ギジ 

奏シ 、ノ  f ム ト思ヒ シ ラズ顏 一一 テ申ス 申 文 五六 通 二 

成テ院 立玉フ ヲ見ヌ 、ガ ホー 一 テ 祭主 大中臣 某 謹 申 一, 

請 天 裁 一事 ト讀 ケレ 、パ太 神宮 ノ訴哉 トテ還 座シ玉 

フソ レヲカ 二  ノ コ ラズ奏 セシト ナソ〕 

帝歌ヲ コ ノ ミ玉フ 事 フ カク 世-一 訴 へ シ人 一一 源 俊賴藤 

基 俊 周 防內侍 伊勢大輔 ナ ド 云 者 ァ ヅ 掘 河 百 首 又 掘 河 

院艷 書合ナ ド云フ モ此時 ノ事也 帝 又笛ヲ フカ セ給フ 

^  life ジな n フ田樂 ノ張行 

一一  ノ  5  、ン系 フ此時 ノ事也 

按〃 -ー此 時 -ー 至 テ文學 漸衰タ リ大江 匡 房中 納言 二 

ナサ レ太宰 帥 一 一 任ゼ シ コ ト此 御時ナ レドコ レハ白 

河 法皇 ノ御心 ナレノ べシ麵 ft^x 

鳥 羽 、ノ 掘 河 第  ーノ 子母ハ 閑院 大納言 實季ノ 女 ナゾ續 

古事 談 一一 掘河院 皇子 ォ ソ ク 出來玉 ヒシカ 、パ 白 河歎キ 

玉ヒ テ鳥 羽ノ御 母后 、ノ 入 內ナリ 懷姙ノ 後 カノ 母坊門 

尼 上賀茂 一一 コ モリ テ 男子 ヲ祈玉 シ時ノ 夢 1 一明 神衣ノ 

釉 ,一 居玉ヒ テ モノ、 タマ ヒ 男子 ヲ 生べ シ ソノ卷 タ^ 

物ヲト レ ト有シ ヲ見テ 驚テ 卷ヲサ グソシ 一一 ック タタ 


，龍 ァゾソ レ ヲ取テ イツ 、ノ リテ 鳥羽院 ニ獻レ ソ カノ 

コ P モハ 御正 體ト テ 四條 坊門ノ 別宮ヲ バ 力 ノ 尼 上 造 一 

レ リ又女 一 人 叁リテ 女 S 二  テ in  、ノ ラ ミ玉フ 、ノ 王子 一 

ナ リメ デ タク オハ シ マスべ シ右ノ 御 尻 一一 ァザォ 、ノ シ 

マスべ シト 云實 季出ァ ハント セン 二 彼女 ハウ セ タリ. 

ゥ マレ タマ ヒシニ 誠 二 右 ノ御尻 二 痣 オハ シマ シケ 、—ノ 

帝 生 レテ几 月 一一 テ 立太子 五歲 一一 テ卽位 右大臣 藤忠實 

攝政十 ー歲 一一 テ 元服 忠實關 白 保安 二 年 二月 忠 

K 辭二關 白 ^十三 月 忠通關 白 在位 十六 年 一一 テ讓 

i 二十 一 歳-政事-白 河ノ 上皇 ョ リ出ヅ 白 河 Jrrts* ヲ 、、、 44. 《元 ト iW 

位ノ 崩後是 帝政 二十 四 年玉 十四 歳 一二 ァ崩 ズ £』ゅ ノオ^-  一 7 

じ 鳥羽ヲ パ新院 ト云フ 白 河 花 宴 J ，だ醉 鳥 羽 五十 御 

賀^ 肝 \SS ナド云 此御時 ノ事也 正統 記 一一 此帝ノ 時 二 

装束 コ ハク ナリ CIT 帽子 ノ額 ナドィ フ事モ 出來ヌ 花園 

ノ有仁 大臣 ト仰 合サ レ シ 績世繼 花園 大臣 ノ傳  一一，^ | 

三宮輔 仁 親王 ノー  男 源 姓 七4.>埒 ^；、  ^^一一  ^突 ヲ コ， I 

チ賜フ 白 河ノ御 養子 ナリ A ナル 展ノ ま 夕 一一 ネ ぉラ コノ 

給 ヒー ァ袍ノ 長短 ナド コ マヤ カー 一 調へ 一 ァ其道 一一 スグレ 

玉へ リ昔ハ 奴 袴 中 フク ラミ -グ鳥 帽子 モ コ ゝノ ク塗ダ コ 

トナ カリ キ此比 ョソサ ビエ ボウ シキ ラメ キ烏 帽子 ナ 

ド折々 力 ハ ジ テ侍ル 白河院 ハ 御裝柬 一一 叁ダ人 引 繕" 

ヒ申セ 、パサイ ナミ 玉ヒ キ鳥 羽院此 大臣 コマ カー 一 沙汰 

護史餘 餘卷之 一 


シ玉ヒ 肩 當腰當 烏帽子 ト >  メ 冠ト *、  メセ ヌ人ナ シ 冠 

烏帽子 ノ 尻雲ヲ クガチ タレ、 パサラ ズ 、パ 落 ヌ ベ シ 衣紋 

ノ 雜色ト 云ヒテ 藏人 一一 ナジ シ モ此御 家ノ人 也^き；！ 

^ハ， fit 一 4 チ 正統 記 一一 鳥 羽院ノ 御代 一一 ャ諸 國ノ武 

士ノ 源平 ノ家 一一 屬ス ダ事 ヲト、 >  ムべ シト 云制符 度々 

ァ リキ 源平 久シ ク武ヲ 取テ仕 へ シカド モ事ァ ダ 時 、ノ 

宣旨 ヲ給ハ ソ テ諸國 ノ兵ヲ 召具シ ケ \ 一一  近代 ト ナジ 

テ頓テ 肩ヲ入 x  \ ャ カラ 多 クナリ シ 一一 ョ リテ 此制符 

、ノ 下サ レ キ果シ テ今マ デノ亂 世 ノ墓ナ レ 、パ云 力 ヒ ナ 

キ事 一一 成 一一 ケ y 又 白 河 鳥羽ノ 御代 ノ比ョ リ 政道 ノ フ 

レノキ 姿 ャゥく 衰§赚 

崇德院 、ノ 鳥 羽 第 一 子 母 、ノ 待資 門院 也 ^勵||^^ 一 

保安 四 年 正月 受禪 M 關白忠 通 攝政タ リ此時 曾 祖白河 

ヲ 本院 ト云 ヒ 鳥羽ヲ 、パ 新院 ト云ヒ キ大治 三年 待資門 

院ノ 御願ト テ圓 勝寺ヲ タ ッ 四 年 七月 白河ノ 法皇 崩ズ 

れ針此 後 力 鳥 羽 上皇 政ヲ 聽玉フ y 針 白 河 世 一一 マ セシ時 

ハ待資 門 院寵ァ リ テ 男女 ノ子ァ マ ク生妙 f>m 河 崩 

後鳥羽 憚 \ 所ナ ク 前關白 忠實ノ 女 入內高 陽院ト 云 フ 

f か 三 木 藤ノ長 實ノ女 ヲ召テ 女御 トス 美 福 門院 ト云 

一 時女院 三人 ァだ中 一一 モ美福 門院 專寵シ テ鳥羽 政 怠 

四百 十九 1 


 讀史馀 論卷之  一  

^ 天 承 元年 十二 n 故關 白忠實 上皇 -ー 謁ス是 ハ 白河ト 

隙 アリシ 一一 ャ退居 十二 年 一一 テ始テ 出仕 ス旣  一！ 致仕 タ 

レ ド此後 政 一一 預 カリ 嫡子 關白 忠逋ト 不和-一 テ ニ男賴 

長ヲ愛 スレノ コ ト甚シ ュ 龍； HI 長 永 元年 正 H 忠實 

內^  ノ 宣三 月 鳥 羽 上皇 得 長壽院 ヲ作リ 三十 三 間堂ヲ 

s ッ 平 忠碰舉 行 但馬國 ヲ 賜リテ 昇殿 ヲ 許サだ 

0 "五 年 五 r=: 近 衞生ク f?ff| お 當今崇 德ノ 養子 トナ 

.シ A 月 立太子 ；ぉー^ お 六 年 一 一月 忠實 P 一  1- 

六月 准 三 后 賜 ニ隨身 兵仗 一十 月薙染 ^^永 治 元年 鳥 羽 

上皇 薙染^ 射 續世繼 二 御 年 四十 二 ミ タ セ玉ハ 子ドモ 

年頃 ノ御 本总 モ又ッ 、 シ ミノ 年 一一 テ年ゴ &  、ノ 御隨身 

ナド モ 止玉ヒ テ供セ サセ 給ハ子 ド モ寶 莊嚴院 ヲ作ラ 

セ 給ヒテ 供^ シ タ マ フ. 一一 兵仗 供 シ給 ラセ 給 ヒテ珍 ラ 

シク太 上天な： ノ御フ ル マ じ 也打ッ , キ 八幡 賀茂 ナド 

御幸 ァ リテ 三月 十日 二 鳥 羽 殿 一一 テ御グ シォ f! サ セ給 

フ 五十 御 佛事ト テセサ セ給ホ ド 大路 一一 ァ リク 犬 ャ 

木嵇デ ァ ヅク車 牛ナド マ デ養セ 玉 ヒ 御堂 ノ池 共ノ ゥ 

ヲ 一一 モ庭ノ 雀.：：？ ナド 力 ハセ 給フ 山々 寺々 ノ惯ニ ユア 

ム シ 御 布施 ナ -、ト ハイ ヒ シラ ズタ、 >  ノ節 モカ ャ ウノ 御 

功德 ハ 常 ノ御ィ ト ナ ミナ リ人ノ 奉 \ 物多ク ハ 僧ノ布 


 四百 二十 

施 一一 ナム 成ケ y オハ シ マス アタリ アマ タノ 御所 北ハ ュ 

ハイ t シラヌ 綾錦 唐 織 唐 絹桡  〃 ノ 寶物所 モナ キマ デ 

置ミ ダレ ケク ヲ御 布施 二 セサセ 給へ 、パ來 ム世ゾ 御 功 

德ィ 力 、パ 力 ソ侍ラ ム白 河院ノ オハ シマ ス所キ ラ /\ 

シクハ キノ ゴヒ テ只ク チノ 見參 ト テ 紙屋 紙 二 書ク メ 

文ノ每 HI 一一  參ラ ス X 計リヲ 御厨 子 一一 取 置 力 セ玉 ヒープ 

サラヌ モノ ハ御 アタリ ユミ ュ X 物 無 リケ リマ シテ 裁 

縫ハ ヌ モノ ナ ドハ 御前 一一 取 出サ, だ 事 ナクテ カタ シ 

、ノ ブキセ サセ玉 ヒー ァタ、 >  一所 ニォ ハ シ マ シ テ 近お ノ 

上下 ヲ トリ ドリ 召ッ カヒ オハ シマ シケル 其 年 十一 ^ 

七日 讓位 一お 保 元 二 年 帝 南 狩 至 ニ于讃 州-長 宽ニ 年， 

于讃州 針詳ナ ル事ハ 下 一一 見ュ 縐世繼 一一 帝 故 キ事ド 

モ起サ ム ノ御志 、ノ オハ シマ シ ナガ ラ世ヲ 心 - 一 モ任セ 

玉 ハデ院 ノ御マ 、ナレ 、パ 安キ 事 モ カナ ハセ 玉 ハズォ 

ハシマ シケだ 二 春宫 |  二 ク ラ ヰ譲ラ セ 玉 フ 其 日 辰 時 

ョ リ 上達部 樣々 ノッ カサ ぐ參 リ集ダ 一一 帝ョ リ鳥羽 

上皇へ 度々 御 使 有 テ藏人 ノ中務 少輔師 能力 ハ メ ぐ 

參リ又 六 位 藏人御 書捧ッ 、參ル 程-一日 暮 方-一 ゾ 神璽 

寳 劍ナド 春宫ノ 御前へ 上達部 引 續キテ 渡シ玉 ヒケ〃 

靄 鐘？ S 元 物語 一一 先帝 n ト ナレノ 御恙 モ ヮ タ 


ク玉、 ノ ヌ ュ 押下 シ玉ヒ シ コ ソ淺マ シケレ 古事 談待資 

門院 ハ白 河院御 猶子 ノ義 一一 テ入內 ナリ其 間 法皇 密通 

シ玉フ 人 皆コレ ヲシル 崇德院 ハ 白 河 御亂子 ト云 一一 鳥 

羽 ノ院モ 其由ヲ 知食テ 叔父 子トゾ 申サシ メ玉フ コ レ 

一一 ョ ソ テ 大略 不快 一一 テ ャ マシメ 玉フ 鳥羽院 最後 一一 モ 

惟 方 II 廷ヲ 召テ汝 バ カリ ゾト 思テ 仰 ラル 、 ナジ 閉 

眼 ノ後御 遺言 ノ旨 候トテ 力 ケ廼リ 入 奉ラザ レ トノタ 

マ フ 

近 衞院ハ 鳥羽ノ 第ん 子三歲 一一 テ卽位 闢白忠 通 攝政ス 

此 時鳥 羽ヲ 一 院ト申 シ崇德 ヲ新院 ト云フ 天 養 二 年 八 

月待資 門院 崩 久安六 年 正月 元服， 二 此月 左大臣 賴長 

ノ 女入內 |ぉぃ ^^藤 一六 ほ 攝政忠 通 ノ 女入內 S 帝 中 

宮  一一 、ノ 親 シ ク 皇后  一一 、ノ 疎 力 ソシカ パ 忠通賴 長兄 弟ノ 

間彌 不和 九月 忠通 氏ノ 長者 十一 一月 闢白仁 平 元年 正月 

身 兵仗 氏 長者 內覽ノ 宣下 是父忠 實申行 フ 所 ナリ賴 長 

隨 龍^^ば I ま 內久壽 二 年 七月 廿 一一 一日 崩^ 在位 

十四 年 後白河 ハ鳥羽 第 四 子崇德 同 母 弟 也廿九 歲卽位 

忠通關 白 タリ 古事 談 一一 八條院 I 铺 II 找弟ヲ ャ 女帝 一一 

ス H 奉 ル又ニ 條院ノ 今宮賺 白ノ小 宮トテ 座シケ 〃ヲ 

ヤッケ 舉ル ベ キナド 沙汰 ァリ ケダ 一一 法 性 寺 殿 | 今宫 

霏史餘 論卷之 一 


ノ 后 腹 ュ 御 坐 ス y ヲォ キティ 力 ダ異譏 有 ベ キト 讒シ 

玉 シ 力 バ 受禪保 元 物語 一一 新 院此時 ヲ得テ 我 身 コソハ 

位 一一 力へ リツ カズ 共 重 仁 親王 コ ソ 一 定 今度 ハツ カセ 

玉 ハメト 待ゥケ オハ シマ シ 天下 ノ 諸人 モ皆 カク 存ゼ 

シ所 一一 思ノ外 一一 美 福 門院 ノ御計 一一 テ 後白河 院其時 、ノ 

押コメ ラレ テオ ハセ シヲ 御 位 二 ッケ玉 ヒシカ 、パ 高キ 

モ賤キ モ思ノ 外ノ事 一一 思ヒ ケリ此 四 宫モ新 院ト御 一 

腹 一 一 テ女 院ノ御 タメ 一一  ハ共 一一 御 マ 、子 ナレ共 重仁ノ 

位 二 ッカ セ玉ハ ム事 ヲ猶猜 ミ玉テ 後白河 ヲ モ テナ シ 

參 ラセ 玉ヒ テ 法皇 一一 モ內々 申サ セ玉ヒ シ也其 故 ハ近 

衞ノ世 ヲ早ク シ タ マ フ 事新院 ％ 詛シ 玉フト ナム 思 食 

ケリ此 一一 依- ズ新院 ノ御恨 一 シホ マサ ラセ 玉フ モ 理リ 

也此 時四宫 雅仁ヲ タ テ 、 其 子守 仁 ^條 ヲ 東宮 ト シ 障 

子內 親王 ヲ東 宫ノ 養母 ト シテ 八條 女院ト 尊號シ 

5:^ 號 障子 同 母 ノ女弟 高 松院ヲ 東宮 ノ 御 休 所 ト定メ 

ラ \ ほ^| 宫保元 物語 一一 後白河 卽位ノ 後忠通 世淳素 二 

返〃 ベ ク 、パ關 白ノ辭 表ヲサ マ \ 力 又 內覽氏 長者 關白 

一一 付 ラダ 、 力 兩欉共 ュ天裁 一一 在 リト頻 一一 申サ セ玉ケ 

リ？ usfits っサレ 、パ賴 長 新 院ノ. ニ呂重 仁 親 

王ヲ位 一一 卽ケ奉 y 天下 ノ事ヲ 執行 セ バ ャト 思ヒ常 一一 
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新院 一一 參 リテト ノヰァ リケゾ 保 元元 年 七月 一 一 日 鳥 羽 

シテ 後ァ, 夜 新院昔 ヲ以テ 今ヲ 思 フ 二 天智 、ノ 舒明 

ノ 太子 也^ 德ノ子 多 力 リシ モ位 一一 ッ キ玉ヒ 仁 明 ハ 嵯 

峨ノ 第一 一子 タ レ ド Si 和 ノ子ヲ サ シ置テ rg- ヲ フ ム 花 山 

ハ 一條 一一 先ダチ 三條ハ 後朱雀 一一 ス 、 ム我 先帝 ノ 太子 

一一 生 レ 帝位 ヲ 厣ォ ゥ ス h 皇ノ 尊號 二 ッ ラナ \ ベ ク 、パ 重 

仁 コソ位 ニックべ キニ文 二 モ非 ズ武 一一 モア ラヌ 四宫 

一一 超 ラレ テ 父子 共 ニ愁ユ シ ヅム然 レドモ 鳥羽ォ 、ノ シ 

マ ス ホド ハ カナ クニ 年ヲ ス ゴ シ ヌ今" 我 天下 ヲ奪ハ 

ム 「ナ ニノ 憚 リカ アルべ キト 仰ケレ バ 賴長 シ 力 \ ベ 

シト勸 申 ス內襄 一一 モ此由 聞へ テ兵ヲ 召 ス源義 朝義康 

^ノ 源氏 等 召 一一 應ズ 鳥羽モ 此亂レ ァ \ ベ シ ト 思食サ 

レ シ ュ ャ美福 門院 へ. 遺誡 有 テ內襄  一 一 メサル ベ キ 武士 

ノ名 ヲ記シ ォカグ 重 仁 親王 、ノ 故 刑 部 卿 忠盛ガ 養 君 一一 

テ ^ 盛 、ノ 其 乳母 子タ ソシカ バ 御 遺誡 一一 ハ モレ シ ヲ 美 

福 門院 ノ  ^ 一一  テ 故院 御造戒 一一 任セ テ參, ベント 仰 下 

サ レシ 一一 ョ リ淸 盛子笫 引具シ テ 參ソタ ゾ新院 、ノ 鳥 羽 

ノ田 屮殿ョ リ白 河ノ前 齋院ノ 御前 へ 御幸 ァリ テ義朝 

ノ 父 爲義其 子 四 郞左衞 門 尉 賴資掃 部 助 賴仲賀 茂六郞 

爲^ 七 郞爲成 鎭西八 郞爲朝 九 郞爲仲 等 六 人 ヲ具シ テ 
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參〃 淸盛ガ 叔父 平 右馬助 忠政 父子 モ參レ グ賴 長モ宇 

治 ョ リ白河 殿 -ー 參ラ y 凡 兵 一 千 餘騎是 ョ リ先內 裏 二 

、ノ 關白忠 通參內 シ テ 賴長 ヲ 流刑 一一 申 シ行フ 是 諜反發 

覺 ノ事ァ レ 、パナ ヅ馳集 ダ勢ー 千 七 百 餘騎新 院齋院 御 

所 ヨリ 北 殿へ 移 ソ給フ 軍讒ノ 時爲朝 内裏 ヲ ャ クべシ 

ト 奏ス賴 長 不レ聽 內裏ニ 咼松殿 一一 テ分 內狹シ トテ俄 

二 東 一二 條殿 へ 遷幸 其 後義朝 ヲ召テ 軍議 ァリ 義朝奏 シ 

テ 曰ク淸 盛等ヲ 止メテ 内裏 ヲ護リ 自ラ兵 ヲ卒ヰ テ夜 

打 一一 ス ベ シト .3- ス^ 麵 3  一  tn5 少納言 入道 

奏ス 臣ガ家 ノ事猶 クラシ 况ャ 武事 ヲャ 一向 義朝ガ ハ 

カラ ヒタ〃 ベ シ先 ンズ〃 時 ハ人ヲ 制 ス後ニ ス^ 時ハ 

人 一一 制 セラ ダト 云へ バ 今夜 ノ發 向尤也 淸盛ヲ ト、 >  メ 

マ モラン コ トモ 然ダべ カラ ズ 武士 皆罷向 フ ベ シ 早ク 

凶徒 ヲ討 ジテ 逆鱗 ヲ ヤス メ、 パ マヅ 日頃 申所ノ 昇殿 二 

オイ テ疑フ ベ カラ ズト 云義朝 戰ノ場 一一 臨 デナ ンゾ餘 

命 ヲ存ゼ ン 只今 昇殿 シ テ 死後 ノ 思 出 一一 仕ダ ベント 

ーズ ォ シ テ 階上  一一 ノボ ゾシヲ 信 西 コ ハイ カニト 制セシ 

ヲ帝御 入 興 アジ キ白 河殿ョ リ 武者 所 親久シ テ內衷 プ 

クカ、 >  ハシメ テ 敵來が ト 聞へ シカ 、パ 爲朝 其^ 行 レ ザ 

\ コ トヲ 憤リケ レ 、パ 藏人ュ ナサ ル 猶怒 リテ不 レ拜十 


一 日 寅ノ 時計 ゾ 一一 軍 始リテ 夜 明 一 ズ義朝 奏シテ 火ヲ放 

タ ン事ヲ 奏ス信 西 承 テ許サ \ ャガテ 火 ヲ放ッ 辰 時 新 

院賴長 出奔 北 白 河 一一 テ賴長 中， 一流 矢 一新 院爲義 ヲ召具 

シテ 如意 山 一一 入テ 武士 等 ヲ散ジ 給 フ爲義 忠政三 井寺 

ノ方 一一 ュ ク新院 ハ 知足院 ノ傍ノ 僧坊 一一 入テ薙 染忠實 

、ノ新 院ノ 軍利ナ シト聞 テ橋ヲ 引キ特 南都へ 出奔 賴長 

モ 南都 一一 ォ モ ムキ舌 ヲ喰切 テ死ス 新 院其後 御室へ 入 

玉ヒ シヲ取 奉ダ十 一 日夜 一一 入テ忠 通關白 モト ノ如ク 

氏ノ 長者 タゾ 子ノ 時計 ソ 一一 勸賞 ァ リ 安藝 守淸盛 ヲ 播 

守 下野 守 義朝ヲ 左 馬 權翊義 朝 ムカシ 左 馬 助 タリ 今 

權娘タ ラ ン 事 面目 二 ァ ラズト 云 シ 力 、パ 頸 一一 ナサ〃 重 

仁 ハ 出家 淸盛ヲ シ テ 爲義ヲ 求ム爲 義東國 一一 赴 キシガ 

忽 ュ 病テ 父子 相 失 シ テ 義朝ガ 許-一 來 y 忠政モ 淸盛ガ 

方ニ來 レレ ノヲ 奏シテ 父子 五 人 ヲ誅ス お f  fwf 

一； ム 爲義ヲ モ 斬べ シト 勅ァリ シ ヲ義朝 一 一度 迄訴 シヲ淸 

盛旣 一一 叔父 ヲキだ 姪猶レ 子ト云 リ豈父 一一 異ナ ラム ャ 

ト怒 ラセ 給へ 、パ鎌 田次郞 政淸ヲ シ テ斬セ タリ 義朝弟 

九 人 キラ ル爲朝 一 人遁レ タリ 近 江 ノ和田 一一 隱レ キ 

シヲ 九月 二 ロニ 生 捕レノ  ひ" 違, 期且ハ 勇士 タレ ノ 

故 一一 流刑 九月 知足院 入道 相 國忠實 モ賴長 同意 ノー =  二 

讀史餘 論卷之 一 


テ 流刑 ノ 沙汰^ シ 一一 忠通訴 シ 力 、パ 其事ナ ク 父子 始テ 

口 ife  7 八月 賴 a  ノ三子 ハ 皆流サ か爲 JT^?  、  Itt ゝ £ 

ネ睦ャ ー 長 雲 州 師長 土州敎 l^u 常 州廿 三曰院 ノま船 へ 流 

ナ レ 八年ノ 後^ 寬ニ 年ス月 も TT お s:Kyi«^\r?es!: ス ト， 3fi 

ラノ 六日 ニ^ズ 四十 .1 ハ歲 スト テ白 效 

ノ旗サ シ テ 武士 洛中 ヲ 東西 ス敕 使ヲ以 テ兩方 ヲ御尋 

有 シュア ト カタ モナ キ由 ヲ奏ス 保 元 物語 一一 曰クス ベ 

テ 今度 ノ 合戰ハ 前代未聞 ト申ス 一一 ャ 主上 上皇 御 連枝 

ナ y 關白 左府 モ 御兄弟 武士  ノ 大將爲 義義朝 父子 也此 

兵 亂ノ源 モタ、 > 故 院后ノ 御 勸-ー ヨリ- プ 不義 ノ 御受禪 

ド モ有シ 故ナリ 七月 十九 日 源平 七十 餘人誅 セラ レ キ 

中院 左大臣 政 貞大宮 大納言 伊通 等議 シ 申シケ ^ ハ嗟 

蛾 ノ御時 左 兵 衞督仲 成誅セ ラレ シ ヨリ 以來 死罪 ヲ停 

メ ラル 、一！ ョソテ 一條 ノ御 時內 大臣 伊周 中 納言隆 家 

ノ花山 院ヲ射 タグ シ罪 旣-ー 斬罪 一一 當 ル由法 家 ノ輩申 

ケレド モ遠流 二 宥ラク 今改テ 死刑 ヲ行〃 ベ キー 一 非ス 

就中 故院ノ 御中 陰 也 旁； 宥メ ラダ ベ キ由ヲ 申サ〃 信 

西內々 申ケ \  、ノ 此 議不レ 可レ然 多クノ 凶徒 ヲ國々 一一 分 

チ遣 ハサ レ ム ハ定テ 兵 亂ノ本 タルべ シ 非常 ノ 理ハ 人 

生專 一一 セョ トイ フ事ァ リ重テ 僻事 出來タ ラ 、パ 後悔 ナ 

ン ゾ益ァ ラム ト申ケ レ パ 皆斬ラ レ タリ 弘仁 二 仲成誅 

セ ラ レ テ 帝王 廿六 代年紀 三百 四十 七 年絕タ \ 死刑 ヲ 
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申行タ ダコソ クタ テケレ 就中 義朝 一一 父ヲ キ ラセ ラ レ 

シ ^前代未聞 ノ義ナ リ且ハ 朝家 ノ御誤 リ且ハ 其 身 ノ 

不覺也 孟子 一一 舜 天子 タ ヅ替 瞍人ヲ コ &ス事 ァ ラン ヲ 

阜陶ト ラへ クラ， ハ舜 ハイ 力、 V シ給フ ベ キト 云 二位 ヲ 

棄テ 父ヲ負 テ去ダ ベ シ ト ァリ. 義朝實 一一 助ン ト思 、ノ ム 

二 ナド其 道無ダ ベ キ恩 ヲ給フ 一一 申 力 フ y ト モ譬ヒ 我 

身 ヲ捨ダ ト モイ 力 デ是ヲ 救た ザ ラム 誡ニ義 二 背ケ〃 

故 二 ャ 無雙ノ 大忠セ シ カド モ殊ナ ダ勸賞 モナ クケ ッ 

ク 幾程 モ ナク シテ 身ヲ. C シ ケ X コ ソ淺マ シケレ 正統 

記ノ 評コレ -ー间 ジ又云 保 元 平 治 ヨリ 此方 天下 亂テ武 

用 盛 一一 王位 輕ク ナリ ヌ未ダ 泰平 ノ世 一一 歸ラザ X ハ名 

行 ノヤ ブレ ゾカシ 

按〃 一一 白 河 ソノ義 女 一一 私 シソノ 妊 メル ヲモ テ孫婦 

ト シ 其 產\ ヲ 待テ ャ ガ テ 天位 ヲ 嗣 シ ム 鳥 羽 マ タ 聚 

癭シテ 多クノ 男女 ヲ產シ メタ リ其子 何ノ. 罪 一一 ァ \ 

其母ヲ 寵シテ 其子ヲ 一一 ク ミ カツ ハ又艷 妻 二 マドヒ 

テ 幼子 ヲ立ッ ^德又 其 假父ヲ 恨 ミテ同 母 ノ弟ヲ 責 

メ屮： 實 大臣 トシ テ 故ナク 幼子 ヲ愛 シ賴 長長 ヲ凌ガ 

ム ト シ忠通 又 其 弟 ト氏ノ 長者 ヲ爭ヒ 淸盛其 叔父 從 

兄弟 ヲ斬テ 義朝ガ 父ト弟 トヲ斬 ラム 事ヲ諜 リ義朝 
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又 朝 命 ヲ辭シ カネ テ父 ト弟ト ヲ斬ダ 後白河 其兄ト 

爭 ヒコレ ヲ流シ 其 功臣 等 ヲシテ 其 父子 兄弟 ヲキ 

ラ シ ム 謂ッ ベ シ 父父タ ラ ズ 子子タ ラ ズ 兄兄タ ラ ズ 

弟弟タ ラ ズ 夫夫 タ ラ ズ 婦婦タ ラ ズ 君君タ ラ ズ 臣臣 

タ ラ ズ ト 北畠ノ 准后ノ ィ ハュク 名行ノ ャ ブレー 言 

以テ蔽 へソト 云べ シ 

賴長 、ノ 忠實ノ 愛子 一一 テ 信 西 一一 學 ビタリ 其 兄 忠通ガ 詩 

歌手 跡 一一 巧 ナだヲ 、パ 朝家 ノ要事 一一 非ズ トォモ へ リ五 

常ヲ 正 シ ク シ テ 賞罰 ヲ ヮ カチ 政務 ヲ正 シ テ善 惡ヲ正 

シケレ バ 時人 惡左 府ト ィ ヒープ 恐 レ キ眞實 ハ 心ゥ \  、ノ 

シク舍 人 牛 飼等ノ 道理 ヲタテ 、申 ワク ル事ヲ モ 後悔 

シ陳ニ テ 公事 ノ時外 記官史 ヲィサ メラ レ シ  一！ モ過ラ 

ヌ由ヲ 申披ケ 、パ怠 狀ヲカ キテ給 へ リ是 ヲ辭ス レ パ 一 

ノ上ノ 怠狀ヲ 以 テ下ノ 臣下 取傳 フ \ 事家ノ 面目 ナ ラ 

ズ ャト 仰ケリ カノ 信 西ト云 ハ 左大臣 武智麻 呂ノ遠 孫 

二 テ 後白河 上皇 ノ御 乳母 紀伊ノ 二位 ガ夫也 此人南 家 

ノ 儒胤タ レ ド 儒業ヲ パ傳へ ズ少ョ ゾ 諸道 兼學シ テ九 

流： 白 家 二 至 ダマ デ當代 無雙ノ 宏才博 覽ナリ 初 、ノ 日向 

守通憲 ト テ 御前 二 テ何 トナク 召使 レ ァ， ル 時 首 切 

ラレ ムズ^ '相 アル ヲ自相 シーア 出家 ノ暇 申ス 時日 向 入 


遨 ト呼レ ム ハウタ テシク 候少納 言ヲ数 シ給ラ 、パ ャ ト 

申セ シ ヲ始ハ 赦シ給 、ノ ザ ソシヲ ャゥ ./(-  二 申 テ許サ 

レ 出家 シ テ少納 言 入道 信 西 ト云フ 3?  ノ ソノ 出家 

ノ心 ツキ シ時賴 長未ダ 若 力 リシ 二院 一一 テ 參會シ 

ノ 

オノ レハ 出家 ノ イト マ申テ 法師 一一 成べ シソ レニ イタ 

マ シキ事 一 ッァリ 才智 身 一一 餘ソ ヌル 者ハ遂 一一 不運 ナ 

\ ト人 ノ申テ 學文ヲ 懶クセ ム コ ト悲シ キナリ 君ハ攝 

籙ノ家 一一 生レ 前途 賴 ァ リ 必學文 才智 ヲ 極メテ シカモ 

人臣 ノ位ヲ キ "メ 給ヒ オノ レ 故人 ノ怠 タラ ム 邪執ヲ 

カウ ヅリテ タべト 申 ケレパ 其顏ヲ ッ クヅク トマ モク 

テ淚グ ミ詞 、ノ ナクテ ゥナヅ キ給ヒ ケリ後 四 年 ヲ經テ 

賴長ノ  ^ 四病ヲ ト フ事ァ ソ シ 二 臥シ ナガ ラ龜 卜ト蓍 

筮トノ 事 ヲ論ゼ シ -1 左 府龜卜 深 シトテ 事ノ外 一一 論シ 

ァ ガリ- ズ 入道 遂 二 マケ ヌサテ 入道 今 、ノ 御 才智 旣 二 ァ 

マリ 給ヒタ リ御學 文 入べ カラ ズ若ナ ホセ サセ給 、ノ ；、 

一 定御 身ノ粜 トナダ ベ シ ト申テ 退出 セ リ 此事ヲ 自讃 

シテ： ：！ 記 一一 モシ ダシォ カレ キ保元 物語 一一 弟子 ヲ見〃 

事師 一一 シ カズ ト云 事有リ コ レ御 學文ヲ ヤメ 申 一一 ァラ 

ジ 才智 一一 ホ コ リ給 フ所ヲ ゾ誡シ メ參 ラセ ケン マヅ御 

心 II ュ >5 ァリ テク ダ ハ シキ 御 心 、パ セ ノ上ノ 御學文 コ 


ソ然 \ ベ ケレ何 カス ベ テ 內外ノ 鑽仰タ , 一心 ノ タメ 

ナジ  嚎 

按〃 一一 此 物語 一一 評セ シ所ハ シカ也 サレド 通 憲ガカ 

ク 言 シ所 ハシカ ハァラ ジ 、ノ ジ メ勤シ 所 只智ヲ キ 、ノ 

メ 給へ ト コソ 見へ タレ 德ヲ 修メ 給へ ト ハイ r サソ 

キヒト ゾ賴 長ノ身 ヲ ゥシナ ヒシノ ミ 二 ァ ラ ズ M 西 

ガ終ヲ ョクセ ザ タシ モタ、 >  才智 ヲ以 テ學ト セ シ謬 

二 ヨレ^ 歟 

甄後帝 後 三 條ノ例 一一 ヨリ テ記錄 所ヲ立 テ自ラ 政ヲキ 

キ御 乳母 ノ 夫 少納言 入道 ヲ寵 任シ テ大內 ヲ造ラ レ 

0^ 洛中 ヲ モ掃キ ョ メ テ古ノ 盛時 一一 立歸ソ 在位 

三年 一一 テ讓 位^^^^"  二 條院ハ 後白河 第： 子 

母 ハ大炊 御門 贈 太 政 大臣 經實ノ 女 也 保 元三 年 八月 受 

禪 せハ 忠通辭 二 關 白-其 子 基實爲 -ー關 白- 針 六 天下 ノ事 

ハ 後白河 聽玉ヒ 信 西ィョ 、任用 セラ ダ平治 元年 十二 

月 信 賴義朝 ノ亂起 レ リ l^f  E 櫂 中 納言兼 中 宫權大 

夫 右 衞門督 藤信賴 ハ 中關 白道隆 ノ後ナ リシ ガ 父祖 、ノ 

諸國ノ 受領 ヲ經テ 老後 從 三位 一一 至 ヅキシ 力 X 一一  此人 

後白河 上皇 一一 寵任 セラ レ 廿七歲 -ー テ中納 言 右 衞門督 

二 ナ , 猶大將 ヲ望申 セシヲ 上皇 信 西 一一 譏セ ラレ シカ 


讀史餘 論卷之 


四百 二十 玉 


 M 史餘 論卷之 一 

パ此 事ュ メく 然ダ ベ カラ ズ君ノ 御 政 ハ 司 召 ヲ以テ 

先 トス 敍位除 目 一一 僻事 出來ヌ レ パ 上天 ノ意 一一 背キ下 

民 ノ謗ヲ ゥケテ 世ノ亂 y  、端 ナリ漢 家 本朝 其例コ レ 

多シ三 公一 一 つ M ス レド モ大將 ヲ經ザ \ 臣ノミ 有ソ執 

柄ノ& 英才 ノ輩 モ此職 ヲ先迩 トス 信 賴ナド 、ガ 身ヲ以 

テ大 將ヲケ ガサ、 パ 愈.^ I ヲ極メ テ暴逆 ノ臣ト ナ リ天 

ノ爲ニ  サ レン 事 イカ デ 不便 二 ハ思食 サレザ ラント 

諫シ カド實 一一 モト 思 召 ス御色 ナカ リシ 力、 パ信 西唐ノ 

安 祿山ガ 11 三卷ヲ 力 、 シ メ獻ゼ シカ ド猶實 二 モト 思 

召 ス事ナ シ信賴 カク ト聞テ 常 一一 所勞ト 稱シ引 籠リテ 

馬 ノリ 弓 引 ハヤ 足 力 持 ナド單 へ 一一 武藝 ヲ習ヒ 信西ヲ 

滅サ ム 爲トゾ 聞 へ シ信賴 其 子 信 親ヲ淸 盛ガ壻 一一 ナ シ 

テ 相謀ラ 、ノ ン ト思シ ガ彼ハ 太 宰大貳 一一 ナソ 大國ァ マ 

タ玉 リテ恨 ァラジ 義朝コ ソ 保元ノ 功大 二 シテ賞 ノ輕 

ヲ 恨べ ケレト 思 ヒ 日頃 懇 一一 語ラ ヒ帝ノ 外戚 新 大納言 

經宗御 乳母 ノ別當 惟 方等ト ム ッ ビ タヅ 正統 記 一一 淸盛 

ハ 信 西 ガ緣者 ト成テ 事 ノ外召 仕 、ノ ル信 西淸盛 ヲ滅シ 

テ 世ヲ恣 一一 セ ムトハ 力 ダ此年 十二月 四日 淸盛其 子 左 

衞門佐 重 盛 ト熊野 一一 詣シ 後一 一 テ 義朝ト 相謀リ 九日 あ 

時 一一 義朝 五百騎 ヲ率ヰ 信賴院 ノ 御所 一一 參ヅ 上皇 ヲ大 


四百 二十 六  

內ノ 一  品ノ 御所-一 捕へ 帝ヲ黑 BS  ノ 御所  一一 S キ叁 ラセ 

三條殿 ヲ燒キ 信西ガ 西洞院 ノ宅ヲ モ ャキ其 子 共！ 1 官 

セシメ 御 方ノ兵 一一 除 目 ヲ行フ f ま^ ，翻^ 義平 ハ 

母方 ノ 祖父 三 浦介ガ 許 一一 有シガ 都騒シ キ事有 ト聞テ 

馳上ヅ 今日 ノ除目 一一 逢シ 一一 勢ヲ 給ソテ 安倍 野 一一 出向 

ヒ淸盛 父子 ヲ討テ 後一 一 玉ル ベ シト辭 ス信賴 許 サズ信 

西 、ノ 九日 午 時 一一 白虹 貫い 日 ヲ見テ 今夕 御所 一一 夜 討 入 

ベ シ ト シ リク 奏セ ム 爲 一一 院參セ シ 一一 御遊 ノ中 一一 テ子 

息 等 モ 御前 一一 有シカ パ 女房 一一 申 置キ家 一一 歸ダ 妻ノニ 

位 二 子供 一一 モ知セ ョト云 ヒ郞等 四 人 具 シテ奈 良へ 奔 

\ ト テ シ、 ガ ラ キノ 峰 二 テ 忠臣 君 二 代ル ト云事 ヲ思出 

テ 十日 ノ朝 右衞門 尉成景 ヲ都 一一 返 シ見セ シ 一一 舍人武 

澤 ガ來ル 一一 ァヒテ 變ヲキ 、入道 ハ春日 山ノ奧 へ行ン 

ト云テ 引返 シ斯 ト云フ 入道 生 ナ 、ガ ラ 穴 一一 埋 ラダ 出 雲 

前 司 光康 五十 骑 一一 テ 追カケ カノ 月 毛 ノ馬ト 武渾ト 云 

フ舍 人ヲ見 カケテ 尋問 テホ リ出ス 一一 未ダ息 アル 首キ 

リテ 十四日 一一 獄門 一一 力 ク 正統 記 一一 信 西 モ 才學 ァリ心 

サカシ カジ ケレ ド己ガ 非 ヲ知ソ 未萠ノ 禍ヲ防 グ迄ノ 

知分ャ カケタ リケ ム 信賴ガ 非ヲ諫 メ申ケ レ ド 我子ド 

モ 、ノ 顯 職顯官 二- 上 リ近衞 中 將ナド -ー サ へ ナリ 三木以 


上 一一 上ク モ有リ 斯テ失 一一 シ カパ是 モ 天道 一一 タガ フ所 

ナリト ハ 疑ナシ 十日 ノ朝六 波涎ョ リタ テシ 早^ 切目 

ノ 王子 ュ -プ追 付 ク淸盛 マ ヅ熊野 ニ參 ラン ャト 云ヲ重 

盛諫テ 引返 ス兵 具ナ シト 云へ •  、ノ 筑後守 家 貞長櫃 五 拾 

合 ヨリ 鎧 五 拾 矢 五十 腰 竹 ノ杠ノ 中 ヨリ 弓 五十 出シタ 

リ別 當湛埒 廿騎ヲ 遣 シ 湯 淺宗重 三十 骑 一一 テ來 \ 彼是 

百騎 一一 テ返, 義ギ 三千 一一 テ安倍 野 一一 待 ト閡テ 四國へ 

渡ラ ント云 フヲ重 盛 諫テ家 貞ト共 一一 勸 テ歸ダ ソノ後 

信西ガ 子ドモ 流刑 

〔嫡子 新 宰相 俊憲播 磨中將 成憲是 、ノ 淸盛ノ 壻也後 二 

樱 町中 納言ト 云 フ 權右中 辨貞憲 美 濃 少將長 憲信濃 

守 政 憲等也 僧俗 共-一 男子 十二 人 女子 五 人有シ 也〕 

廿 三日 內裏 一一 テ ハ 六波羅 ヨリ 寄ス ダト テ騷グ 六波羅 

一一 モ 十日 ヨリ 日々 一一 マツ 廿 六日 ノ 夜 上皇 竊 一一 仁 和 寺 

二 奔^  00 モ 六波羅 -ー 奔 y  fl^ 信 賴斯ト 聞 

テ驚テ 六 波 羅ヲ攻 ベ シ トセ シ 一一 廿 七日 淸盛 內褢ュ ォ 

シ ョ ス 源氏 ノ 兵是ヲ 打破 ソテ 六波羅 一一 ョ ス源賴 政 心 

變ソ シ 源氏 利 ナク シテ義 朝 東 奔信賴 道 一一 テ捨 ラレ 降 

0 シ テキ ラル 上皇 信賴ガ 死罪 ヲ宥 メラ レム 事ヌ 請 給 

ヒシカ ド叶ハ ズ義 朝靑墓 ョ リ尾州 野 間 へ 下向 長田忠 


宗ガ家 へ 入 ダ明だ 永曆 元年 正月 三日 一一 忠 宗ガ爲 一一 ク 

ク, 鮮義平 ハ父ト 議シテ 山道 ヨリ 攻上ダ ベ シトテ 

飛驟 一一 下リ シ ュ 多勢 トナ, 義朝 ウタ レ シト聞 テ兵散 

ズ都 一一 上 リ淸盛 ヲネラ ヒ シ ガァラ " レ難波 二 郞經遠 

三百 騎 一一 テ 旅館 ヲ 力 コ ミ シヲ 打破 リテ 石山 ノ邊 一一 力 

ク レシ ヲ難波 三郞經 房ガ郞 等捕テ ノボ^-首 キー フレタ 

リ 二月 九日 賴朝ヲ 躧ケ原 一一 テ 捕レノ 池ノ尼 

ノ請 一一 ヨリ テ豆州 一 一 流サ〃 常 盤 腹 三人 ハタ スケラ y 

此功 一一 ヨリ テ淸盛 正三位 一一 敍シ おは 一 ！i 子息 兄弟 皆々 

國給, 信 西ガ子 十二 人ハ召 返サダ ベ キ -ー其 事 ナシ是 

ハモ トノゴ トク 召ッカ ハレム  一一 、ノ 信賴 同心 ノ事 天聽 

二 達セ ム事 ヲ恐レ テ經宗 惟 方 ガ申シ ス 、 メ シ 所ナソ 

トゾ院 、ノ 顯長ノ 宿所 一一 御坐ァ クシ ガー 一月 廿日 頃 

〔仁 和 寺 ヨリ 出 給へ ドモ 三條 殿燒テ 御所 一一 ナ^  、ベ 

キノ 所ナ カリ， シカパ 八 條掘河 皇后 大夫顯 長 ノ 宿所 

二 マ セシ 也〕 

淸盛 ヲ召テ 主上 幼ケ レバ コレホ ドノ 御 、ノ カラ ヒ 有べ 

シ トモ オボ へ ズ 

〔按ダ 一一 御 棧敷ヲ 板ヲ以 テ打ッ ケ シ也李 輔國ガ 明 

皇 ヲ西宫 一一 幽へ シ事ノ 如 クナ, ヲ イカリ 玉フ 也〕 


讀史餘 謫卷之 


四百 二十 七 


讀史餘 論卷之 


經宗 惟方ガ シ ヮザト 思食ィ マ シメ參 ラセ ョト 有シカ 

パ 召 捕 テ參ラ ス 死刑 一一 定 リシ ヲ 忠通 申ナダ メラ レテ 

流 サ\ 正統 記 一一 斯テ シ 、パ シ靜リ シ -ー 生 上 上皇 御中 ァ 

シ ク テ帝外 愿 大納言 經宗御 乳母 子 別 當惟方 等 上皇 ノ 

御总 二 北：： キ ケ レ 、、ハ 淸盛 二 仰セテ 召捕ラ レ 配所 一一 遣 、ノ 

サ レ是ョ リ淸盛 天下 ノ權 ヲ恣 一一 シテ程 ナク太 政 大臣 

一一 上 リ其子 大臣 大將 二 ナリ剩 兄弟 左右 ノ大將 一一 幷べ 

リ 天下 ノ諸國 半過ダ 迄家領 トナシ 官位 ハ多ク 一門 家 

僕 一一 フ サゲタ ソ 王室 ノ 權サラ ニ無キ ガ如ク 二 ナジ ヌ 

桉〃 一一 此年帝 藤 原 ノ多子 ヲ召テ 后 一 I タ テラ ダコレ 

、ノ 近衞院 ノ 后 也 其美ナ \ 事ヲ帝 聞召テ 其 父 右大臣 

公 能 一一 勅シテ メサ〃 此 事然, ベ カラ ズト 上皇 モ ォ 

ボ シ メ シ羣臣 モ諫シ 力 ド聞給 ハ ズ 一 一代 ノ后 トイ フ 

^ ナリ 時 一一 帝 十八 后ハ廿 三也コ レ ヨリ 主上 上皇 ノ 

問 快 カラ ズ此事 一一 ヨリ テ經宗 惟 方 罪 セラ レシ ガ平 

治 物語 ノ如ク ナ レ 、パ信 賴ガ亂 ハ 主上 ノ御旨 ナリト 

云シ 事-一 ャ又 信西ガ 子息 等 流刑 ノ事歟 平家物語 二 

代 后ノ下  一！ 永 In 應保ノ 頃 ヨリ シテ に嫌ノ 院ノ 近習 

老ヲ 、パ 內ョ リ御戒 有 リ內ノ 近習 者ヲ 、パ院 ヨリ. イマ 

シ メ玉フ 上下 ォソ レヲノ  、ィテ ヤスイ 心 モセズ 只 


臨，， 深淵， 履 n 薄氷 ， ガ如シ 主上 上皇 父子 ノ 御 間 何事 

ノ御隔 力 有 \ ナ レ ドモ思 ノ外ノ 事共 多 カリ ケリ應 

保 一 一年 富家 入道 相國忠 實薨ズ 知 足院ノ 關白ト 

云是也 三年 1 1 月 前攝政 忠通薨 お 針 法 性 寺 殿ト云 

iluis  ^  ^  f 十 永 萬 元年 三月 源 爲朝豆 州 大島 ョ 

ジ鬼島 一一 赴 シ ト云フ 六月 帝 病有テ 讓位七 巧 崩 | 三 

在位 七 年 

六條ニ 一 條ノ子 母 、ノ 大藏大 輔紀兼 盛 ノ女受 禪ノ時 一 一 

歲攝政 ゝノ 關 白基實 後白河 上皇 政 ヲ聽玉 ヒ キ 平家物語 

二  一  ノ宮 ノニ歲 ニナ ラセ 玉フヲ 太子 ユタ- プ玉フ ベ キ 

ト聞 ヘシ 程 一一 六月 廿 五日 俄 一一 親王 ノ宣旨 蒙 ラセ 玉フ 

頓テ 其 夜 受禪有 シ 力 、パ 天下 何ト ナク ァヮテ タル 樣ナ 

グ 本朝 童 帝ノ例 ヲ尋ダ 一一 淸和 天皇 九歲 一一 テ讓 ヲ受サ 

セ玉ヒ 外 祖忠仁 公 幼 主 ヲ 扶持 シ玉 ヘリ 是ハ攝 政ノ始 

ナリ鳥 羽 院五歲 近 衞院三 歲彼ヲ コソ イツ シ カナ レト 

申セシ 二 是 ニー 歲ー 一成 セ玉フ 先例 ナシ 物サヮ ガシト 

モ 愚 也 仁 安元 年 七月 基實薨 g 四 其 弟 左大臣 基 房攝政 

タリ 十月 後白河 上皇 ソノ 第三 子憲仁 親王 ヲ 東宮 ュ タ 

ッ n レ 主上 ノ 叔父 ナジ 00  二 年 二月 a. 淸盛太 政 

大臣 


〔1 1 條應保 元年 中納言 六 條永萬 元年 大納言 仁 安元 

年 一一 內 大臣 ン レ ヨリス グー！ 太 政 大臣 也〕 

從 ！ 位隨身 兵仗 ヲ賜 リ繫萆 ヲ聽サ ダ時ー 一 五十 歲 五月 

辭表 八月 賜，， 官符， 以，， 播磨肥 前 肥 後 之 郡鄕， 爲，， 功田， 

三年 二  H 上皇 廢レ帝 以，， 東宮， 爲 x 帝 tjgf^g 在位 三 

年 正統 記 一一 上皇 世ヲ知 ラセ 玉シ  一一 二 條ノ帝 本 ヨリ 快 

ョ カラ ヌ 御事ナ リシ 故 一一 ャ イツ シ カ讓國 ノ事ァ ソ キ 

御 元服 ナド モナ クシ テ 十三 歳 一一 テ世 ヲ早ク シマシ マ 

シ キ 

桉〃 一一 上皇 淸盛 ヲ頻 一一 擢任セ ラレ シ事ハ 其 愛子 憲 

仁ヲ 立ムト 思ヒ玉 ヒシ故 一一 其 力 ヲ借ラ ントノ 御 事 

成べ シ此事 鳥 羽ノ崇 德ヲ廢 シテ近 衞ヲ立 ラレ シ ョ 

リ ハ猶 僻事 成べ シ孫ヲ 立 ダト云 事古ノ 禮也是 一 ッ 

叔父 ヲ シ テ姪ノ 太子 一一 立ラ レ シ事最 逆 也是ー 一 ッ鳥 

羽 院ハ崇 德ノ我 子 一一 非 ^ コト ヲ知リ 玉シ故 トモ 云 

、；、 シ 是 ハ 正シキ 嫡孫 也然 モ 旣 一一 帝位 ヲ踏 ミ 玉ヒシ 

ヲ 孽子ヲ モ テ 取替 ラ レ シ事 是三ッ 力 ッ ハ 又 元服 モ 

ナク廢 セラ レシ ナド云 事 ハ 古今 二 其 例無キ 事歟 

高 食 ハ 後白河 ノ 第三 子 母 ハ贈 左大臣 平時 信 ノ女建 春 

門院 ト云 フ八歲 一一 テ 卽位基 房 攝政タ リ 後白河 天下 ヲ 

讀史 餘論卷 之 II 


知 玉 フ事元 ノ加シ 正統 記 一一 淸盛 權ヲ專 一一 セ シ 事ハ殊 

更此 御代 ノ事也 

按ダ -ー 淸盛、 ガ妻 平時 子 、ノ 建 春 門院 ノ女兄 也 故 ュ 平 

氏 益々 勢 ヲ得シ 也 又 建 春 門院 ノ兄 大納言 平時 忠 、ノ 

主上 二 モ院 一一 モ 平家 一一 モ皆親 ミ有シ 故權柄 ヲ執レ 

リ 時人 是 ヲ平關 白. ト云フ 此年十 一 月 淸盛依 レ病薙 

染 ^ 針嘉應 1 一年 春 豆 州 狩 野 介 茂 光ガ訴 一一 ョ ソ 源爲 

朝 追討 ノ 院宣 ヲ 下サレ 四月 爲朝 ノ大島 ノ宅ヲ セ ム 

爲朝 自殺  一一^ 十月； 牛 重盛ノ 第二 子 資盛松 殿 攝政基 

房ト 取合 ノ事 ァリ承 安元 年 正月 帝 元服 針 一 淸盛女 

德 子入內 女御 トス 針 五 二 年 二月 德子 中宫 トナ^ 十 

一 一 月 基 房攝政 ヲ辭 シ關白 トナダ 百鍊 抄嘉應 1 一 年 九 

月 上皇 幸，， 福 原 1 爲 Z 覽，， 宋人， 也 承 安元 年 七 H 淸盛 

進-, 羊 五頭 麝 一 頭 於 上皇， 三年 三月 宋人 有い 貢 相國 

入道 可い 遣， 1 反牒- 之 由內々 被^^ 仰 安元 二 年 七月 

六 條院崩 ^一一  同月 建 寒 門院 崩 治 承 元年 ノ 春 後白河 

法皇 別當新 大納言 藤 成 親 西 光 法師 等 ト東山 鹿 谷 二 

會シテ 平家 ヲ 、ノ カル 五月 ノ末 事覺レ テ 六月 淸盛成 

親 西 光 等 ヲ捕リ 西 光 幷其子 加 賀前司 帥 高 其 弟師經 

ヲ切テ 成 親 ヲ流ス 其 子 成 經平康 賴俊寬 等 事 一一 坐 セ 

四百 二十 九 
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ラ レ テ流サ X  二 年 十 一 月 安 德生ル 十二月 立 n 東宮， 

三年 八月 平 重 ス ^十 一 月淸盛 使：， 一宗 盛 二 法 

住な， 幽，, 法皇 於 鳥 羽 離宮， 流，. 園 白 基房于 n 備前 - 太 

政 大臣 師長 千ャ 尾 張 i 削，， 按察使 大納言 源 資方等 四 

十三 人 官爵， 以，， 二位 中將基 通， 任，, 內 大臣， 爲ニ關 

白 ， 0^ 恐 管抄 ュ 無二 文才 ， 爲二執 柄 一 自 き 通， 始 

四 年 1 百 譲，， 位 於 東宮，^' 在位 十一 一年 正統 記 二 淸 

盛^ 行ヲ ノ ミナ シケレ バ 主上 フカ ク歎カ セ玉ヒ 遜 

位ノ 事有シ モ世ヲ イト ハセ マ シケグ 故トゾ 御心バ 

へ モメデ タク 孝行 ノ 御 志 深 カリ キ管鉉 ノ方モ ス 

グレー ズ オハ シマシ ケソ 平家物語 二 主上 コ トナ^ 御 

恙 モヮタ ラセ 玉ハザ リシ ヲ オシ ォ tl シ 奉ッテ 東宮 

踐：^ ァゾ U だモ 入道 相 H ョ &ヅ 思樣ナ V ガ致ス 所 也 

高 會ノ主 德.^ シぉ 

tt〔 ハ 二  B? 1.1 

11, ノ, 力 4" lap  -  -  rp\ コ 

安徳 、ノ 高 倉 ノ子母 、ノ 淸盛、 ガ 女建禮 門院 ト ィ フ 三歲 一一 

テ 受禪淸 盛 夫 « 准 三后ノ さ： ぽ ヲ载ダ 關白基 通 攝政タ 

リ 法皇 、ノ 鳥 羽 殿 一一 トラ ハレ 高 倉 上皇 、ノ 新 院ト申 セ シ 

カド 政務 ヲィ "ヒ 玉ハ ズ攝政 モ名ノ ミ 一一 テ天 下ノ事 

コトゴ トク 淸盛 ノ心ノ マ、 也 三月 新 院嚴島 へ 御幸 

^Ifl:^;!!^ 四月 源 賴政密 力 一一 以仁 親王 ヲ勸メ マ 
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ィ ラセ 平家 ヲ u サン ト ハカ レノ 織 B おき 五月 事覺 

レ淸 盛ャ、 ガテ 知盛ヲ シテ 討シ ム 親王 中， 一流 矢 一 而死 

妇十賴 政 自殺 P 仲 綱 兼 綱 " 戦死 六月 淸盛 遷，， 都於攝 

州 福 原， 復幽ニ 法皇 於 福 原 御所 一 以仁 親王 ノ 事 一一 ョソ 

テ也又 賴政ガ 事 一一 ョゾテ 諸國ノ 源氏 悉ク 殺サ タべシ 

ト 沙汰 ス 八月 賴朝擧 二 兵 於 豆 州- 十月 義仲擧 二 兵 

於 信 州 一 此月淸 盛 ガ下セ シ 兵 富士川 二 テ潰ュ 匿 | 

| 十一 一月 淸盛復 -1 京師， 養 和 元年 正月 高 倉 院崩ズ y 針 

二月 淸盛 命， 一 城 助長， 爲ニ 越後 守， 討 n 義仲， 西 海 南海 兵 

S 西 圃ニ緖 方 伊豫 二 河 野 ^亍 A^nvA 長 - 一き レ ト OS?  /  -r  pi 

起紀 州！！ 熊 野 別 當等也 沥 \ゃ豸 尾^  二  3 ル IBS  〈  _r 

維盛ヲ サシム ク 逗留 シ テ ミナス 、 マ ズ閻 八月 淸盛^ 

| 針 此夜西 八條第 火宗盛 奉い 還 二 法皇 於 法 住 寺， 三月 重 

衡維盛 敗，， 行 家 兵 於 尾 張 ノ墨股 川， 鄕 公義 圓戰死 II:- 

六月 平 助 長 出い 師俄死 七月 宗盛 令；， 一 肥 後 守 負 能 討ニ鎭 

西 兵， 八月 勅，， 陸 奧守藤 秀衡， 討 ，， 源賴 朝， 秀衡不 レ受レ 

命壽永 元年 九月 城 長 茂 任 二 越後 守， § 長與 n 義仲， 戦敗 

二 年 四月 平 維 盛 通 盛 爲，, 大將 軍， 忠度 經政淸 房知敎 

爲，， 副將 軍， 討ニ義 仲， 五！^ 平 軍 大敗 十 萬 ノ兵僅 力 一一 生 

還 一 一 萬 人副將 軍知敎 戰死セ リ^ 七月 義仲歙 山 二 陣 

ス宗盛 等 舉-ま 上, 奔 -« 原， 


〔七月 十四日 虞 能 討，， 鎭 西,；^ K 之 而歸廿 五日 -ー 都ォ 

-チト 云 又 平 族 ノ中知 盛、 パ カリ 都 一一 テ 死べ シ ト諫メ 

シ ナリ〕 

義仲 ハ 以仁 ノ 御子 ヲ 乳母 子 讃岐守 重秀僧 一一 ナ シ北國 

へ 奔シヲ 還俗 セシ メテ主 一一 セント テ 具 シ テ 上洛 ス 木 

曾ノ宮 還俗 ノ宮 後一 一 ノ ョ リノ 宮ト申 

〔按ー 一義 仲 塞 二 近 江路， 入洛 セ ン也山 一一 上シ 一一 ハ ァ 

ラ ザ \ 歟又始 義仲越 前 ノ府 一一 至 テ議ス 江 州 ヲ經テ 

都 二 入 ラム 二 山僧モ シフセ ガン 力 彼 ト戰ン 事 セン 

ナシ ト云フ 覺明^ テ山 僧等ト 合 謀 リテ東 坂 本ニ陣 

シ テ 楣六郞 親 忠覺明 等 六 千 ノ 兵 山 一一 上 リシナ リ〕 

玉 海 一一 是月朔 帝 御 n 紫宸殿 一 誤墜， 一 于南階 奮 下 一 又 有 

レ牛 升，， 小 板 敷 上， 又 狐 糞 二 御床 上， 愚 管抄 二 此時 法皇 

新 熊 野 -ー マ ス 藤 原 範季潜 一一 奏 シ テ 源氏 旣 一一 江 州 二 至 

レ リ 六波羅 S キ騒キ ヌ 東北 ノ兵 軍事 一一 長ゼリ 16. 氏ノ 

敵 スべキ 一一 ァラズ 君 モシ ノガレ 給 ハン ュ 、ノ 此時也 ト 

云シ 力、 パ鞍^ 一一  至リ給 フ玉海 一一 ハ攝政 基 通 艷容ァ \ 

ヲ 法お々" 二 愛 シ給シ 力 、パ 基 通 平家 一一 シ クシカ リシ 力 

ド取奉 リテ西 海 一一 赴ン ト 、ノ カリ シ事ヲ 吿ゲ參 ラセ シ 

力、 パヒソ 力 一一 鞍^  一一  ^ 御幸 其 後歙山 一一 登ソ 給フ宗 

髖史餘 論卷之 一 


盛 等 法皇 ゥ セ給シ 力、、 ハカ ナク 主上 ヲ取奉 テ都ヲ ォ ッ 

カク テ 法皇 御 歸洛義 仲 、ノ 勢 多 ョ リ行家 、ノ 宇治 ョ 

リ都 一一 入ダ 法皇 使ヲ 下サレ テ 賴朝モ 召 ケレ ドモ不 

レ答 八月 s 法皇 尊成ヲ 卽位セ シ ム 

〔是 ヨリ サキ 平家 、ノ 福 原 一一 タマラ ズ 筑紫 へ ォッ是 

ョ グ 1 ー帝ァ リ 安德ヲ 、パ 先帝 ト申シ キ此時 高 倉ノ皇 

子 安 德ノ外 1 一宮 、ノ 西 海 ュ在ス 三宫 ト四宫 ト洛 一一 ァ 

リ三宫 時 一一 五 歲此外 以仁 王 ノ子木 曾宮ォ 、ノ シキ〕 

後鳥羽院 、ノ 高 倉 第 四 子四歲 一一 テ卽位 基 通攝政 元ノ如 

シ此時 前 關白基 房ヒ ソ 力 一一 法皇 一一 請 テ其子 師家 ヲ攝 

政ト セン トス 世人 ハ 右大臣 兼實其 任 二 當 レリ ト 云 シ 

、ガ 法皇 モト ョ リ基 通ヲ愛 シ且ハ 平家 ノ密謀 ヲ吿ゲ 申 

セシ 一一 ョ リ 其難ヲ ノガ レ給フ 故 也 十日 一一 義仲ヲ 左 馬 

頭 一一 任ジ 越後 ヲ賜ヒ 朝日 將軍ト ス 行 家 備後守 一 1 ナ サ 

〃 義仲行 家國ヲ キラ ヒシカ 、パ 義仲 ハ 伊豫 守 行 家 、ノ 備 

前 守 二 ナサが 此外 源氏 十餘人 受領 檢 非違 使 衞府ノ 尉 

ュ ナサ ル 十月 賴 朝欲ピ 討， 一義 仲 1 發レ兵 到， 1 遠 州, 聽 一- 1 藤 

秀衡 出， 1 師於白 河關， 而還 平家物語 -ー 木 曾 、ノ  ^氏筑 紫 

ヲ 奔歸 ソ テ 讃州屋 島 一一 止 リ 山陽 南海 十四 ケ國 ヲ狗へ 

シ ト閬テ 兵ヲ遣 、ノ ス 備中水 島 一一 テマ ケ軍 スト 聞 ヘシ 

四百 三十 一 
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程 ュ自 ラ備中 一一 向 テ勝軍 シ都ノ 留守 行 家院ノ キ リ人 

ュ テア ゾト 聞. へ シカ、 パ歸 ダ行 家播磨 一一 下 リ室山 合戦 

シ テ ；牛家 一一 破ラ レシト 見 ュ玉海 一一 ハ十 一 月 義仲守 

レ洛行 家 發， 「兵 於 播州， 賴朝 就，， 廳官 中原 泰定， 奏曰聞 

藤ぬ 秀 « 賜 二 院宣， 討ニ賴 朝， 恐 是非，， 敫旨， 義仲 矯ン制 

也以. n 其 院^ 鸭錢 至ニ關 東， 乃 S 呈焉 法皇 大驚 • 

〔桉ダ 一一 是賴朝 作 謀 法皇 義仲 君臣 ノ際ヲ ： 離間 セム 

トス ダニ ァソ 又義仲 ヲ討ム トス, 二 辭ナキ ガ故也 

力 ッ 、ノ 又 法皇 ヲ脅制 セ. ントノ 爲ナダ ベ シ 〕 

東鑑ヲ 按レノ 一一  淸 盛薨ゼ シ養和 元年 閏ー 一月 賴朝其 伯父 

志 m 三郞 先生 義廣ト 戰フ事 ァソ義 廣戰負 テ義仲 二 ョ 

レ リ其 三月 院中 一一 テ 議定 有テ武 田太郞 信義 一一 仰セテ 

賴朝 追討 ノ廳ノ 御 下 文 ヲ被レ 下べ シート ノ事京 ヨリ 大 

夫屬 入道 三善康 信吿ゲ タヅ シカ 、パ 賴朝 信義 ヲ 疑フノ 

間 信義 誓紙 ヲ捧テ 其 事ナキ 由ヲ申 ケソ中 一 年 ヲ隔テ 

毒 永 二 年ノ頃 信義 賴朝 一一 ック義 仲 越後 ヲ破 ヅ賴朝 二 

隨 ハ ズ 平氏 ト緣ヲ 結 ビープ 賴朝ヲ 謀 ルト是 ハ 信義 ガ女 

ヲ志水 冠者 義高 一一 嫁 セント セシヲ 義仲ュ ダサ、 >  リシ 

ガ. 故 一一 カク ハ讒セ シ也コ 、 一一 於 テ賴朝 義仲ト 戰ント 

ス^ 仲 志 田 義廣ヲ 討 テ出ス ベ キヤウ モナ シサラ バ ト 


I  四百 三十 二   

テ義高 ヲ鎌倉 二 遣 、ノ シ テ 賴朝ト 和シタ ソ是 、ノ 平家 コ 

ソ 朝敵タ レ 賴朝 ト軍セ ンャ ゥハァ ラズト ノ事 ナリキ 

義朝其 長女 ヲ シテ義 高ガ妻 トス 是兼テ 相約セ シ所ナ 

〃べシ ソノ、 チ義仲 力 北陸 ヲ攻上 リツ ヒ 一一 ミ ャ コ 一一 

入 シ也十 一 月 十九 日義仲 攻，， 法 住 寺， 幽ニ 法皇 於 五條 

內裏 1 遷ニ帝 於 閑 院ー是 ゝノ 源氏 ノ兵京 中 一一 ミ チ ミ チ ュノ 

洛外 一一 テ田 ヲ刈テ 称ト シ 資財 等 ヲ奪フ ト閡へ テ院 ョ 

リ壹岐 判官 知 康ヲ御 使 一一 テ制ス ベ キ由ヲ 仰下サ レ シ 

二 知康其 御答ヲ モ聞 カズ 馳セ 歸リテ 義仲ヲ 、パ 討^ ベ 

シ ト讒セ シ ヲサラ 、パ トテ 山々 寺々 ノ僧ヲ 召集 テ義仲 

ヲ討ダ ベ シ ト有シ 力、 パ木曾 一一 屬セ シ畿 內ノ兵 皆々 院 

二 參リ五 萬 ノ兵纔 力 一一 七 千 一一 ナソ タソ院 中 一一 參 〃兵 

二 萬 知 康大將 ヲ承ダ 義仲ャ ガテ法 住 寺 殿 一一 ョセテ 火 

箭ヲ射 カケタ レ 、バ官 兵 皆潰ュ 法皇 ノ ォ チ玉フ ヲ取リ 

テ 五條 ノ內褢 へ 入レ參 ラス 帝ヲ モ閑院 殿へ 行幸 ナス 

義仲ガ 手-一 クッ所 六 百 四十 餘人 ト云廿 三日 義仲 四十 

九人ノ 官職 ヲ停ム 此時賴 朝 舍弟等  一！ 六 萬 ノ兵ヲ ッ 

ケテ義 仲ヲク テトテ 遣シ ケ, 一一 斯ト 聞テ. 尾 州 熱田逡 

一一 陣ヲト ,,、 ム義仲 平氏へ 使シテ 上洛 有べ シト 云遣セ 

シ 一一 知 盛 ノ讒ニ ヨリ テ義仲 一一 降參ス ベ シト 答ラ〃 義 


仲 又 シ タ 、ガ 、ノ ズ 松 殿 入道 殿下 ノ 異見 一一 依テト *、  メ シ 

人々 ノ官 ヲ復シ 殿下 ノ子 師家 せ 一 從ー 一位 中 納言ナ , 

ヲ內 大臣 ト シ 攝政タ ラ シメ 十一 一月 十日 一一 法皇 ヲ出シ 

申 セン 力 、パ大 膳大夫 成忠ガ 宿所 六條 西洞院 へ 幸ナリ 

ヌ元曆 元年 正月 十日 義仲 兼- 1 征夷 大將軍 一 東 鑑云鎭 守 

府 宣下 者 坂 上 中興 以後 至 n 籐範季 ，11 七十 度 征夷 僅 

兩 度也椬 武延曆 十六 年 十 一 月 坂 上田 村 丸 朱 雀 天慶三 

年 正月 藤 忠文爾 來皇家 一 一十一 一代 一 一 百 四十 五 年 職原抄 

云 征夷 者 始，， 於 日本 武尊， 巳往 東征 人 或 爲，， 按$, 或. 

爲二 鎭守將 軍， 文 屋綿丸 以來有 n 征夷 將軍 之號， 

丸-愚 按田村 忠文皆 稱，， 征東將 軍/征夷 號久以 

中 絕義仲 任-征夷 將軍， 其後賴 朝任レ 之爾來 連綿 

名 自，， 日本 武-始 征夷 將軍 號自 -1 ぶ 34»igJ.af  ，襄中 ^ 

綿 丸， 始爾來 以-, 義 仲- 爲 中興， 曰. iff  - 罄ニ  ？ュ 牙 

師， 義仲及 義廣敗 死 

按ダ 一 一義 仲 ハ始高 倉 ノ宫ノ 令旨 ヲ奉 ジテ兵 ヲ擧ゲ 

シ 二 宫ノ御 事 有 シカド 其 御子 ノ僧 トナ タ給ヒ シヲ 

取 立 マ イラ セ主ト ナス 又 伯父 ノ義廣 ュ賴マ レシ ヲ 

賴 朝恨デ 私軍セ ム トセ シ 一一 我 愛子 ノ 十三 ナダ ヲ出 

シテ 中和 ラギシ ナド君 父 ノ義ヲ 知 レリ ト 云べ シ北 

國度々 ノ戰 一一 打 勝 都 一一 向 シ時モ 山 僧 ト故ナ キ軍セ 

讀史餘 論卷之 一 


ン事 然ダ ベ カラ ズ十 テ覺 明ガ策 ヲ用ヒ テ ス ミヤ 力 

二 京 一一 入ゾ ス ベ テ 平家 ノ兵ヲ ャブリ テ都ヲ 追落セ 

シ 事悉 ク 義 仲、、 力 功也 賴朝 四年ガ 程東國 ヲ併 セ吞デ 

自ラ ノ事 ヲ營ミ シ、 ガ如ク  一一 、ノ ァ ラ ズ 法皇 天子 ヲ撰 

ビ給ヒ シ日モ オノ、 ガ主 トセ シ人ニ 黨セシ 事 モナ 力 

リシナ ド悉 ク皆義 一一 ァ タレ ソ ト云フ ベ シ タ , 法 住 

寺殿ヲ セメシ 一事 ノ ミ罪 アジト 雖其モ 知康、 ガ爲ニ 

讒 セラ レ 法皇 旣 一一 御誅 罰有ダ ベ キ 一一 テ手 一一 屬セ シ 

兵 乇盡ク 馳參グ シ 力 、パ其 憤 一一 堪ザダ ガ故也 此事死 

ヲ救 フノ策 一一 テ 君側 ヲ掃フ ノ擧ト モ 云べ シサレ 、パ 

大方 ハ義仲 最後 ノ軍ナ X ベ シ トモ 又 一一 クキ 其鼓メ 

打破 リ テ捨 ョナド モ云シ 也 其 後 松殿ノ 仰 一一 隨ヒ院 

ヲ 乇 出シ參 ラセ 闕官ノ 人々 ヲ 乇出セ シ 類理ソ シ ラ 

ヌ男 一一 ハ非ズ 賴朝ノ 義仲ヲ ウタ レシ 事更ニ 其謂ナ 

シ ト 云 ベ シ始私 ノ軍ヲ セム トセ シモ 心得 ラ レズ 其 

後秀衡 一一 下サレ シ トイ フ院 旨ヲ木 曾ガ諜 也 ナド云 

シ モ 心得 ズ 此度 兄弟 一一 兵ヲ ッケテ ノボサ レシ モ法 

住 寺 殿 ノ事有 シヲ閡 テ其罪 ヲ問シ 一一 ハ非ズ 義仲法 

住 寺殿ヲ 燒 シ時旣 一一 東軍 ハ熱田 一一 至 レリ ト 見へ シ 

賴朝 ノ& ヒトへ ーー自 ラヲ イト ナム、 ガ爲ニ アダナ ジ 
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讀史狳 論卷之 


四百 三十 四 


ク 


平家物語 盛衰 記 等-一見へ シ所モ 木 曾ガ田 舍人ナ 

シ ョ シト法 住 寺 殿 ヲャキ シトノ 事ノ ミ 見へ テ其餘 

ノ罪ハ 聞へ ズ法住 寺 殿 ヲ燒シ 事ハ先 一一 論ゼ リ田舍 

人ノ禮 ニナ ラハヌ 事ィ 力 デ 力 其 功ヲ掩 フ ベ キ 是ラ 

ノ記鎌 倉 ノ代ュ 記セシ 所ナレ 、パ 偏へ 一一 賴朝 ガ地ヲ 

ナ サム トセ シカド 遂 一一 其 辭ヲ得 ザ リント 見へ シ又 

玉 海 二 淸原ノ 賴業ヒ ソカ -兼實 一一 申セ シ ハ若キ 時 

信 西幷ー 1 其 ノ子俊 憲ト睦 マ シ 法皇 其 時 御 在位 ノ頃 

ナ ソ俊憲 申 セ シ 、ノ 今上 、ノ 暗 主 也治國 ノ量ァ ラ ズ 晉 

ノ惠帝 八 王 一一 挾レ テ 兵亂ャ ム事 ナカ リシ、 ガ 如クナ 

\ ベ キ歟ト 果シテ 其 言 ノ如シ 誰 力 先見 ノ明 ヲ感ゼ 

ザ \ ベ キト 云シト 也按ル 二 此院始 メ今宮 ト申セ シ 

時鳥 羽 院美福 門院 ヲ愛シ 玉 ヒテ. 近 衞院ヲ 位 一一 ッケ 

申サ レシ 力 、パ 宫ヲ、 パ押 コメ 置レキ 其 後女院 ノ崇德 

ヲネタ ミ 玉 ヒシ故 一一 思 ヒノ外 ニ此院 、ノ 卽位 アリサ 

レドモ 二 年計ヅ ノ 中 一一 保 元 ノ亂ァ ヌ キ 其 後 幾程 ナ 

ク テ 寵任 シ 玉ヒシ 信賴ガ 爲 一一 トラ ハレ 給ヒテ 平 治 

ノ亂ァ リ其後 又 一 一條 院ト御 心 ョ カラ ザ リシ 故 一一 嫡 

孫ノ六 條ヲォ P シ玉 ハン 料 一一 淸 盛ヲ頻 一一 擢任シ 玉. 

ヒ カレ 、ガ 權ヲ恣 一一 スルー 一 及テ ョ カラ ヌ輕薄 ノ輩ト 


謀ソテ 平氏 ヲ滅 サン トシ テ終 一一 兩度 マデ捕 レ給ヒ 

今 又 知 康ガ如 キ輕薄 ノ者ノ 讒シテ 申ス旨 一一 ョソテ 

義仲ガ 大功 ヲ捨 テ忽 一一 誅シ 給ハ ン トシ テ捕 レ給フ 

ス ベ テ 寵臣 功臣 ノ爲 一一 捕ハ レ給フ 事前後 四 度 ナジ 

ン ノ後ャ 、モヌレ パ賴朝 ニォ ビヤ カサレ テツ ヒ 一一 

夭 下ノ權 ヲ奪ハ レ 給へ ソ 保元ノ 觏後シ バ シ ガホド 

善政 ヲ 行 ハレ シハ 皆是 信西ガ 、ノ カラ ヒ申 セシ 所 也 

ソレ ：： カレ ガ 才略 ィ ミ ジキヲ シ ソ テ Hd 用 セラ レシ 

ト云 一一 ハァラ ジ 御 乳母 ノ夫ナ レバ ソレガ 申ス旨 一一 

マ カセラ レ シナダ ベ シ俊憲 ヒトソ 帝 ノ非器 ヲ知レ 

\  ノ ミ 一一 モ 非ズ 崇德 モ文 一一 モア ラズ武 一一 モア ラ ズ 

ト仰ラ レシ ヨシ 保 元 物語 一一 モミへ タリ 

義仲敗 レシ 後廿 二日 師家 ノ懾政 ヲト、 >  メテ墓 通再ビ 

攝 政氏ノ 長者 タ ソ是又 法皇 ノ 御意 也廿 九日 一一 東軍 京 

ヲタチ 二月 五日 ノ夜義 經三草 山 ノ兵ヲ 破リテ 七日 一一 

1 谷ヲ陷 ル此頃 法皇 松 殿 墓 房 一一 御 使有テ 去年 墓 通 職 

ヲ ヤメ ラレ シ時 右大臣 兼實ヲ 擧ゲズ シ テ 十一 一 歲ノ童 

子 | ヲ 攝政ト シ朝 ヲ輕ン ジ私ヲ イト ナミ 義仲 一一 黨シ 

テ朕ガ 西 幸ヲ勸 ム朕モ シ西セ 、パ 今日 ァラ ム ャ ト仰ラ 

レシ 力 バ 基 房陳ズ \ 么 辭ナ シ 平氏 攝州 二 至 リシ 日 勢 


振 フト閡 へ テ 內應ノ 人々 多シ 一 "谷 敗ス ト 聞へ テ夫 

等 ノ輩皆 恐 ル兼實 一 人義仲 一一 黨セ ズ 平氏 一一 通ジ タ ジ 

ケ レ 、パ賴 朝是ヲ 聞ープ 中原 親 能 一一 向ヒ テ 朝政 ヲ正 サン 

一一 ハ 右府ヲ シ テ 當職ク ラ シ ム ベ シ ト 云シヲ 親能密 一一 

中納 言雅賴 -ー 0  \ 雅賴 又兼實 ュ 吿グ シ由玉 海 -ー 出ヅ 

三 月 廿 七日 賴朝正 四 位下 秀鄕 自，， 六 位， 叙，, 四 位， 例 也 

四月 賴朝義 仲ノ子 義高ヲ 殺 ス 六月 範賴 任， 一三 河 守 ， 八 

月義 經左衞 門尉檢 非違 使タ ヅ賴朝 不快 一一 テ義 經ヲ西 

海 一一 ム 力つ ゾ メズ 京都 ヲ 守ラ シメ& 

範賴ヲ サシム ク 九月 義經 叙， ー從 五位 下 一十 月院內 昇殿 

ヲ ュ ,サ, 賴朝彌 々心ョ カラ， ス 文治 元年 二月 十六 日 

義 經西征 十七 日 渡海 十八 日 陷-屋 島, 三月 廿 四日 義經 

與 ー1 平 軍 i 戰，, 長 州 壇 浦, 敗い 之 先帝 沒ぃ海 平氏 悉殲キ 西 

海 皆平グ 賴朝命 n 範賴 ， 留 鎭，， 九州， 徵 n 義經 一 還 四月 廿 

二日 基 通 加茂詣 法皇 御 見物 按ダ 二 去年 十二月 十六 日 

基 通 春日詣 時人 ィ ハ ク兵 革打ッ ，、 キ 神鏡 ィ マ ダ御歸 

洛ナク 飢僅又 加 だ 一一 力 、 ダ 大營ヲ ナス 事時ヲ シ ーフズ 

ト廿 六日 神鏡 祌靈 入洛 廿 七日 賴朝 叙，, 從 1 一位， 玉 海 二 

賴朝ノ 賞 ヲ議セ シメ ラル 淸盛叙 二 正三位, 凶 例 也賴政 

叙- 一 從 三位- ハ 力 " シトテ 正 四 位下 ョタ 三位 ヲ歷ズ シ 

讀史餘 論卷之 一  • 


テ 二位-一 ナサ レ シ ナジ 五月 義經賴 朝 二 使シテ 誓 

紙 ヲ遣シ 因幡 守廣元 一一 就 テ寃ヲ 訴シカ ド 賴朝不 レ答 

其 後 義經宗 盛 父子 ヲ ヰ テ柬行 腰 越 一一 至 ル鎌倉 -ー 入 \ 

事ヲュ X サズ 六月 義經宗 盛 父子 ヲヰ テ歸洛 

〔盛衰 記 平家物語 長 門 本 ュ ハ 義經鎌 倉 - 一入 テ 唯一度 

賴朝對 面 スト 東鑑 平家物語-一 ハ不 レ然〕 

宗盛 父子 近 江篠原 一一 テキ ラル 玉 海 一一 義經篠 原 一一 ァ リ 

テ大藏 卿 高 階泰經 一一 就テ 奏シテ 曰ク彼 父子 ヲ コ 、 一一 

テ誅ス ベ シ 其首檢 非違 使 一一 ッ ィ テ 按檢 セラ レン ャ但 

シ 路頭 一一 ス ッ ベ シ ャト 法皇 此事 ヲ議セ シ メラ〃、 一一 

兼實 ハ 官高 シ 力 ッ 帝家ノ 外戚 ナソ 使廳 一一 附スべ 力 ラ 

ズ ト 云 法皇 賴朝 義經 ヲ憚 テフ タク ビ 勅問 有 シ 一一 兼實 

是 ヲ決シ ガ タシト 申サレ シカ、 パ 法皇 御  > ひ ョ カラ ズ彼 

首 ヲ使廳 一一 附テ 獄門 一一 懸ラ レ キ 八月 四日 賴朝 佐々 木 

定綱ヲ シテ近 江 ノ兵ヲ 具 シ前備 前 守 行 家 ヲ討シ ム | 

4 ハ咱國 十四日 義經兼 伊豫 守 院厩別 當タソ 京師 ヲ 守護 

スべ キ由ヲ 宣下 ァ ソ 

〔今日 改元 アジ 今日 除 目トハ 百鍊抄 一一 見 ュ東鑑  一一 、ノ 

十七 日ノ事 ナリト 見ュ〕 

此月 法皇 義朝ノ 墓 一一 勅使 §1， 有テ 內 大臣 正 二位 ヲ 

四百 三十 玉 


譖史餘 論卷之 


四百 三十 六 


贈 ラダ 1^ 九月 賴朝梶 原 源 太 左 衞門尉 景季ヲ 京師 一一 

遣シ義 經ヲ伺 シム^^^ ャ義經 一一 命ズ , 一一 行 

家ヲ 討べ シ トイ フ ヲ以テ ス 

〔此時 義經病 シ テ 灸治 數ケ 所ナ リ平 愈ノ後 ミ ヅ 力 ラ 

行家ヲ 、パ 追討 ス ベ キ由ヲ 稱ス〕 

此月範 賴自こ 西 海 一 入洛 十月 廿日 一一 鎌 倉 一一 至ダ 十月 1 一 

日 賴朝土 佐 坊昌俊 一一 八十 三騎ヲ ッケ テ義經 ヲ討シ ム 

此： n 鎌 倉ヲ タ ッ 行程 九箇日 二 定メ ラル 百鍊抄 一一 十月 

十七 日 今 n 被レ 下 一一 源 1 1 品 追討 宣旨. 廷尉 義經雖 v& レ 

斷 上皇 都 無二 御 承引， 而 再三 申い 之 難！ I 之 間 忽有二 公 

卿 愈議， 左 內兩府 以下 諸 卿 多 參入各 申 云 平家 義仲等 

之 時事 雖レ不 い 起- 1 於 叙 慮- 隨 n 彼等 申請， 被 Z 下，； 件宣 

3=, 今 又 如 Z 此不 可：， 有，， 異議-者 仍 宣下 今夜 子 刻許ジ 

^經 宅, 穩 軍兵 自 二 四方- 攻寄有 二 夜 打 之 企 一 義經忽 合 

戰.^ * ル 勇士 皆悉 逃散 此間院 中 騒動 四 門 等 被い 閉義經 

進 レ使曰 奇怪 之 輩 皆 退散 了不ぃ 可，， 驚 思 食， 者 也 件 張 本 

^土 佐坊 云々 柬鑑- ー此時 右大臣 兼實 意見 殊被 レ盡 レ理 

皆 是關東 引 汲 之 詞也內 大臣 基 通 不ぃ被 二 申 分明 i 之 儀 

左大臣： g ^せ 可い 被，， 宣下， 之 由 申 切 リ帥中 納言經 房 

再三 傾，， 申 之， 云々 按ク 二 東 鑑所レ 記 少異而 詳-ー 註 n 于 


下， 十月 十一 日 十三 日 義經潜 二 院參シ テ申ス 行家關 

東 一一 背キ テ兵ヲ 起 サム ト ス 其 故 ハ 賴 朝彼ヲ 誅 セムト 

ス 〃由ヲ 聞 ティ カナ ^ 故 ァソテ 罪ナキ 叔父 ヲ殺ス ベ 

キ ヤノ 旨 鬱陶ス \  二 ョ ソ テナ リ義經 之 ヲ制ス ト云 へ 

ドモ 承引 ナ シ 又 義經、 ガ 如キモ 平家 ヲ亡シ 世 ヲ靜謐 一一 

セ シ ム豈 大功 ト 云べ カラ ザラ ン ャ然だ 二 賴朝 其功ヲ 

思 、ノ ズ計 ヒア ッ だ所ノ 所領 悉ク改 變シ剩 誅滅ノ 由 結 

構ス 其難ヲ 免 レム タメ 行 家 一一 同意 シ 訖 ヌ此上 、ノ 賴朝 

追討 ノ官符 ヲ賜ダ ベ シ敕許 ナカラ ムニ ハ， 一 一人 共 二 自 

殺ス ベ シト 云々 ョ ク 行家ガ 鬱憤 ヲナダ ム ベ キ由ヲ 仰 

下サダ 十七 日 昌俊丄 ハ 十餘騎 一一 テ義 經ノ宅 ヲ襲フ 家人 

等 西海邊 一一 逍遙 ス だ ノ間 無勢 ナリ 忠信 ヲ相具 シテ門 

ヲ開キ カケ出 テ戰フ 行家ゥ シ&ョ ソ援 ケ來ソ テ防ギ 

戰フノ 間 土 佐坊等 退散 義經 院參 シテ無 爲ノ由 ヲ奏ス 

十八 日 昨日 義經 言上 ノ事 議定 ァダ 一一 當時 義經 ノ外警 

衞 ノ士ナ シ モ シ 濫行ァ ラ ム  一一 、ノ 誰 カ是ヲ フセグ ベ キ 

今 ノ難ヲ ノガレ 給 ハン 爲メマ ヅ 宣下 有 テ追テ 子細 ヲ 

關東 一一 仰 ラダ ベ シ賴朝 定テ憤 ナカラ ン カノ 由 治定シ 

テ 宣下 上卿ハ 左大臣 經宗 タリ 廿 二日 土 佐 坊破レ シ事 

關東 一一 聞 ュ賴朝 マ ゾ南 御堂 ノ 供養 ヲ 行ヒ廿 五日 二 勇 


士等ヲ 遣 シ 尾 張 美 濃 一一 至リテ 足 近洲俣 ノ渡ヲ 兩國 ノ 

住人 一一 守ラ セ 入洛 シ テ 義經行 家 ヲ 討 ベ シ ト 下知 シ廿 

九日 ミヅ 力 ラ鎌倉 ヲ立チ 東海 東 山 北陸 ノ兵ヲ 催促 ス 

〔平家物語 盛衰 記 一一 ハ此時 範賴ヲ 上 セシト 也 東鑑ニ 

、ノ 小山 朝政 結 城 朝 光 等 五十 餘人ヲ ノ ボス〕 

十一月 一 日 駿河國 黃瀨川 一 1 陣シ 京都 ノ事ヲ ゥカ、 >  フ 

三日 義經 行家院 參シテ 後西 行 浦^ I 酬鰣讓 其 勢 二百 騎 

計 ヅト云 

〔義經 行 家法 皇ヲ 奉 ジテ西 海 一一 赴 カム トシ テ畿外 諸 

國ノ兵 ヲ集ム レ ドモ皆 服 セズ故 一一 四國 西海ノ 地頭 

ヲ 請シト ナソ〕 

五日 一一 關東ョ y 發向ノ 武士 入洛 賴朝 忿怒 ノ趣 マゾ 左 

大臣 綏宗 -ー 申 ス 今日 義經河 尻 - 一至 だ 處  >  一 攝津 源氏 多 

田 藏人行 綱豊島 冠者 等戰 テ打ャ ブラ〃. 然 レドモ 義經 

ノ兵モ 落 ウセ テ殘ル 者 多 カラ ズ 六日 行 家義經 ノ船大 

物ノ浦 一一 テク ッガ へ X 七 U 義經都 ヲ出シ 事 黃瀨川 二 

聞ュ 今度 ノ事宣 旨 トイ ヒ廳下 文 トイ ヒ 逆徒 ノ 申請 一 一 

任セ ラダ 何事 一一 ョ リ度々 ノ勳 功ヲ捨 ラダ 、 ヤノ 由賴 

朝頻 一一 欝怒ス 八日 大和 守重廣 一 品 房 昌寬等 ヲ都ュ 遣 

ス 辯愤ノ ヨシ ヲ申サ y  、所 也 十日 還， ー縑 倉-十 一 日賴 

% 史餘 論卷之 一 


朝が 欝怒ヲ 聞 召驚テ 義經行 家 追討 ノ 院宣 ヲ畿 內ノ近 

國ノ國 司 一一 下サダ 十五 日大藏 卿泰經 ノ 使 鎌 倉 一一 至 ダ 

行 家 義經事 偏爲ニ 天魔 所 爲-歟 彼 所 &i 爲：， 避 1, 當時之 

難 1 一旦 雖レ 似レ有 一一 敕許ー 曾 非 歙盧所 一 k ハ賴朝 報 云 行 

家義經 謀反 事爲ニ 天魔 所爲， 之 由 被 二 仰 下， 甚無 ビ謂事 

候 天魔 者 爲こ佛 法， 成に 妨於 一一 人倫， 致 レ煩者 也 賴朝降 一一 

伏 數多之 朝敵， 奉い 任，， 世務於 君， 之忠何 忽變哉 反逆 非 

fesT 歙盧被 も 下-, 院宣 I 哉 云 il 行 家 1 云， 1 義經， 不二 召 取， 

之 間 諸 國衰弊 人民 滅 C 歟仍 日本 第 一 大 天狗 者 更非ニ 

他者， 歟 

按〃 一一 賴朝行 家義經 ヲ誅セ ム トス y 事甚謂 レ ナ シ 

初 賴朝鎌 倉 一一 入シ ヨリス グ 二 自家 ヲ 經營 スル ノ.^ 

アリサ レ パ 東國ノ 豪家 ヲ故ナ ク誅滅 シ又義 廣ト戰 

ヒ義仲 ヲ討ム ト セ シ類悉 ク皆己 一一 害ァ ラン 事ヲ ハ 

力 レ 、パ也 平氏 ノ暴逆 ヲ誅セ ム由 ヲ稱ス トイへ ド. モ 

兵 ヲ舉テ 四 年ガ間 一騎 ヲシテ 西セシ メズ 〔富士川 

ノ戰モ 彼 * レ ^/力 故 一一 應ゼ シ モノ 也西征 ノ師ト ； 

見へ ズ〕 東 國ノ鄕 郡悉ク ホシ イマ、 二 押領シ テ 

ス デ 一一 功 有 者 ニサ キア タフ イカ デコ レヲ 朝憲 ヲ 重 

ク ス ト 云べ キ義仲 ヲ討シ モ彼旣 一一 京 一一 入テ 平氏 ヲ 

四百 三十 七 


蘐史餘 論卷之 一  II 

追 落 シ朝賞 一一 預ソ シヲ 一一 ク ミ シガ故 ナジ 然, 一 一義 

經其心 ヲ得ズ シ テ院中 二 伺候 シ テ朝賞 一 1 預ダ 且其 

兵ヲ 用ダノ 間 天下 一一 變 ナカ ソ シ 力 バ 尤 賴朝ガ 忌 ォ 

モ フ 所ナ リサ レ 、パ 賴朝常 一一 カレ ガ 兵權ヲ 奪 ヒ ープ 其 

兵ヲ 孤-一 シテ 平家 滅ビ シ後 一一 是 ヲ推ス 一一 タヤ ス 力 

ラン 事 ヲ謀レ ゾ賴 朝ミヅ カラ 朝 一一 二心 ァ クガ故 二 

朝-一 志ァダ モノ ヲ忌メ ^ ナソ義 經己ガ 弟 也 トイ へ 

ドモ當 時旣ニ 朝臣-一列 シテ 京師 0 鎭護 タリ 然\  二 

是ヲ » 殺ノ下 一一 襲 殺 サム トス 是 豈臣タ ク モノ、 シ 

フザナ ラン ャ 上皇 ノ暗 弱ナ, ヲ利シ テ 行 家 義經ガ 

事 ヲ以テ 是ヲォ ビヤ カシ參 ラスク 一一 木曾ト 平氏 ヲ 

滅ス ノ功 アル 一一 誇レ リ始 一一 平氏 ノ 兵威 ヲ摧シ ハ義 

仲ノ功 ナリ終 一！ 平氏 ヲ滅セ シ ハ 義經ガ 功多 シト云 

ッ ベ シ義仲 ヲ誅セ シ事ハ 法 住 寺殿ヲ セメ マイ ラセ 

シ罪 ヲ問シ 一一 ハ非ズ 東軍 ノ京 一一 入シ 時偶々 彼ガ凶 

惡ノ 日 ユア ヒ シナリ 賴朝朝 ノ御爲 一一 彼ヲ クチ シト 

云フ ハ僞レ ルナ リ或ォ モ へ ラク 義經ッ ヒ  一！ 賴朝 一一 

ソム キタ リサラ、、 ハ 賴朝ノ カレ ヲ誅 セム トセ シ 事理 

リト モ云 トイ フ ベ シ然ダ  一一 、ノ ァ ラズ義 經始ョ リ賴 

朝  一一 二心 ナシタ *、 賴朝ノ 姦計 アル 事ヲ 知ラズ 古へ 


四百 三十 八  I 

賴光賴 親 賴信ガ 如 ク義家 義綱義 光 ガ如ク 兄弟 ト モ 

二 朝 ノ御守 リタ ダべ シトノ ミオ モヒ テ 賴朝ノ 代官 

ト シ テ 義仲ヲ クチ 平氏 ヲ破ソ シ後 京都 ヲ 守護 シテ 

院中 一一 伺候 セ ソ然ダ ヲ賴朝 不快 ノ氣 色有シ 力 バ ィ 

カー 一 モシ テ 其心ヲ トラ ムト 思ヒ キサレ 、パ 範賴ガ 平 

氏ヲ破 ダ事ノ 叶た ザル 一一 及 ビテ義 經讃岐 一一 向 ヒ，シ 

時渡邊 一一 テ風 ァラク 浪高キ 一一 眞先  一一^ ヲ出ス 大藏 

卿 泰經是 ヲ諫メ シ - 一義 經殊 一一 存念 ァリ 一陣 ニォヒ 

テ命ヲ ス テム ト ォモフ ト云キ 其 志 モ シ咜 i 又 ノ軍ニ 

勝 事 ヲ得ズ ン 、パ 最初 ュ 打 死 ス ベ シ 若 勝 ッ事ヲ 得 パ 

賴朝ガ 心モャ ハラ ギ ナム ャト 思ヒシ 一一 ァラ ズ ャ 力 

ク マ デ 二 賴朝ガ タメ 心ヲ盡 シヌレ ド 賴朝更 一一 ョ シ 

ト思フ 心 モナ ク 平氏. C グ日ス ミヤ 力 一一 其 兵 權ヲ奪 

ヒ テ 召還 ス 此後數 通 ノ 起請文 ヲ以テ 二心 ナキ 由ヲ 

申 セシカ ドモサ ラニュ ダサ ズ終 ,ー 討手ヲ 差向タ ソ 

此時義 經ミヅ カラ 首刎テ 年頃 ノ志 ヲ顯 サン ハイ サ 

知 ラズ其 餘ハ自 ラ死ヲ 救フノ 謀ヲ出 サム. 一一 、ノ シカ 

ズ義經 院宣 ヲ 申請 シ事止 ム事ヲ 得 ザ, 一一 出 タリ ソ 

ノ志 ノ如キ ハァ ハレム ベ シ或人 又 思へ ラク 義經其 

志麟テ 勇ヲ恃 ミ自ラ 其禍ヲ トレリ is フク -ー景 時 


ガ讒 ヲ以テ ス トイ フ是モ 又賴朝 一一 黨ス  、ノ  ノ  說ナリ 

範 賴ガ愿 一一 シ テ怯ナ ダモッ ヒー 一死 ヲ マヌガ レズ 其 

死セ シ時誰 力 コ レ ヲ讒セ シ思フ 一一 唯賴朝 ガ如キ モ 

ノ  、弟 タラ ン事 最難シ トイ フべ シ 

パ^ 1 鎌 倉 殿 分，， 掌 天下 之權， 事 

賴朝/ +4 歲ノ時 1 一條 院永曆 元年 三月 豆 州 二 流サ レ 高 

倉 院治承 四 年 八月 三十 四歲 一一 テ兵ヲ 起シ杉 山ノ戰 一一 

利ナク シテ房 州 二  ノ、 ガ\ 九 H 上總 下總ヲ シタガ へ 十 

巧 武藏ヲ 經テ縑 倉-一 入 ダ初メ 賴朝房 州 一一 在 シ時藤 九 

郞 雄長ヲ シ テ千葉 へハ 常 i ヲ カタ ラヒシ 一一 常 胤 盛 長 一一 

就テ 申セシ ハ當 時ノ御 居所 要害 ノ地 一一 ァラズ 又 御 la 

跡 ユア ラ ズ 、 ミヤ 力 二 相 模國鎌 倉 二 出 給 フべ シト勸 

メシ 一一 ヨリ テ^ニ 縑倉 一一 住セ ラレ シナソ 

〔始 賴義 東征 ノ日鶴 岡 ヲ勸請 シ 義家 是ヲ修 シ 義朝 

龜ケ谷 ニ住セ シカ、 パ 曩跡ト ハ云シ ナソ〕 

カク テ 賴朝行 家義經 ヲゥッ ベ シ ト テ 黃瀨川 マ デ 打 出 

テ其後 嫌 倉 一一 歸 リシ 時， 

〔十  一 H 十： n 一一  鎌 倉 一一 歸ル 十二 曰ノ事 ナジ 〇 賴朝鎌 

倉 一一 歸 リシ 後平 時 政 一一 兵ヲッ ケテ 入洛 セ シ メ京ヲ 

守ラ シム〕 


今度 、ノ 關東ノ 重事タ レ 、パ 沙汰 ノ 始終 ノ趣 ヲ思ヒ 煩、 ン 

レ シ 一一 因幡 前 司 廣元謀 y 申セ シ ハ世已 一一 澆季 一一 シ 

テ 梟惡 ノ 者尤時 ヲ得タ リ 天下 ュ 反逆 ノ輩ァ ラム 事更 

一一 絕スべ 力 ラ ズ 東海道 ノ內 一一 ハ カク テマ シマセ ，ハ靜 

謐タ \ -， I 'グゾ ド奸濫 定メテ 他方 一一 起 ラム 歟ソ レ ヲ鎭 

メン爲 一一 每度東 國ノ兵 ヲ發セ ラレ ム事 人々 ノ 煩ナソ 

國ノ費 ナリ此 ツイ デヲ モ テ諳國 一一 沙汰 ヲ交 へ 國衙庄 

園ゴ ト 一一 守護 地頭 ヲ補セ ラ レ 、パ ア ナガ チ 一一 恐ダ 、 所 

ァ ラ ジ早ク 申請 給フ ベ シ ト云シ 力 、パ 賴朝大 一一 喜ビ ケ 

ク十 一 月廿 五日 時 政 入洛 此日又 行家義 經ヲ尋 索べ キ 

由 宣下 廿 八日 ノ夜時 政 帥 ノ中納 言經房 一一 就テ 補任 ノ 

諸國 平均 一一 守護 地頭 權門 勢家 ノ莊公 ヲ論ゼ ズ 兵糧 段 

別 五升ヲ 充課ス ベ キ由ヲ 申ス廿 九日 早ク 申請 一一 任セ 

御沙汰 有べ シト 仰下サ y 卽曰定 ニ驛法 一 不レ 論，, 權門勢 

家 之 所領 1 課， 1 往 * 之 兵糧- ト云々 十二月 六日 ニ賴朝 

行 家義經 同意 ノ 廷臣 ヲ 罪科 一一 處セ ラダ ベ キ由ヲ 申請 

ヒ 又 右大臣 兼實 一一 狀 ヲ獻ズ 其 大略 、ノ ジ メ 平家 都ヲ落 

シ 後畿內 近國ノ 武士 ノ 狼藉 ヲ停メ ム タ メ久 經國平 二. 

人 ノ使ヲ 差上セ テ 院宣 ヲ賜テ 事 ヲ行フ ベ シ ト申セ シ 

一一 彼國々 大略 沙汰 シ鎭メ シ 力 、パ 重テ別 ノ仰ヲ 受テ鎭 


讀史餘 論卷之 


四百 三十 九 


 諧史餘 論卷之 一  — 

西四國 一一 下シ造 ス然ク 一一 義經 九國ノ 地頭 ヲ給リ 行 家 

四 K ノ 地頭 ヲ 給リ旣 一一 下向 ノ處 一一 風浪 ノタ メ 一一  從軍 

悉ク ffi 沒ス 力 レ ラヲ fS? 求メ シムク ノ間國 々庄々 門々 

戶々 山々 寺々 定テ 狼藉 ノ事ァ ラム 力 今一 一 於テ ハ諸國 

庄圚 平均 一一 地頭 職 ヲ尋ネ 沙汰 ス ベ キナゾ 是身ノ 利潤 

ヲ思フ 一一 非ズ 土民 モ シク ハ梟 惡ノ意 ァソテ 謀反 ノ輩 

二 倣 遇シ モシ ク ハ脇々 ノ武土 一一  就 テ事ヲ 左右 二 ョ セ 

奇怪 ヲ ァラハ サム 歟其 用意 ナ カラン  一一 、ノ 向後 四 度 計 

ナ〃 ベ キ歟但 其 後先 例 有い 限正稅 以下 國役 本家 ノ雜 

事モ シ對捍 ヲ致シ モ シ 懈怠 ヲ致サ 、パ殊 一一 誡ヲ 加へ 其 

妨ナク 法-一任 セ テ 沙汰 致 ス ベ シト 云々 此年賴 朝 撰 二 

勇士, 分，, 監西海 二十 六國， 十七 日 賴朝ガ 請 1 一 ヨリ テ 

廷臣 多 ク見任 ヲ解却 セジニ 年 三 EH: 朔日賴 朝 一一 敕シ テ 

六十 餘州ノ 惣追捕 使トナ シ諸國 各地 頭 職 ヲ置シ ム 時 

政七箇 s ヲ 賜ヒ シカド 固辭 シ テゥケ ズ 

〔關東 知行 ノ國ハ 相 模武藏 伊豆 駿河上 總下總 信 濃 越 

後 S 後 等 九ケ國 也〕 

十二 = 內 大臣 某-通 ヲ 免ジテ 右大臣 兼實ヲ 攝政ト シ氏 

長者 賜-, 隨身 兵仗， 弊， 牛車， 此月時 政 歸，， 鎌 倉， 武士 三 

十 餘人ヲ 京 二 留メ 左お 頭 藤 能 K ヲ シ テ京ヲ 守ラ シ ム 


四百 四十  ， 

是 ョ リ能保 ガ威日 一一 盛 也 顏聊ノ 五月 能 保 兵 ヲ シ テ行 

家ヲ 和泉國 二 テ ゥ ッ 其 子 光家 モウ クル 三年 三月 基 通 

再 賜；】 隨身 兵仗, 賴朝 義經ハ 秀衡ガ 許-一 ァリト 聞テ使 

ヲ馳 セテ奏 ス^ ff，f な 逆 カク テ廳ノ 下 文ヲ奧 

州 一一 下サル 賴朝又 雜色ヲ 遣 ス 秀衡 異心 ナキ 由ヲ申 ス 

雜色 ノ申ス ハ旣 一一 用意 ノ事 アル 歟ト 云々 又 此事ヲ 京 

ニ申ス 十月 廿 九日 從 五位 上 鎭守府 將軍陸 奥 守 藤秀衡 

平 泉 館 一一 卒ス 秀衡 父基衡 一一 ツギ テ陸奧 出 羽 ヲ領ス , 

事卅 年後 妻ノ子 泰衡ヲ 嫡子 一一 セムト ス錦 戸太郞 國衡泰 

衡 ト心ョ カラ ズ秀 衡死セ ン トス グ時 一一 泰衡 ガ母ヲ モ 

テ國 衡ガ妻 トシ 中ナ ホラ セ 泰衡 國衡泉 ニニ 郞忠衡 本 

吉 冠者 隆衡等 一一 誓シメ 義經ヲ 大將軍 トシ テ國 務セ シ 

ム ベ シト云 テ死ス トイ フ五年 閏四巧 晦日 義經 民部少 

輔藤基 成 衣川 館 一一 自殺 ス 泰衡 數百騎 一一 テ 襲 シ 力 バ 先 

グ妻ヲ 殺 シ^ 子ヲ殺 シテ^ 自害 シ ヌ 一一 一一 針 五月 廿三 

日 申時奧 州ノ 飛脚 來 六月 十三 日 泰衡使 新田 冠者 高 

平 義經ノ 首 ヲ持來 義盛景 時 腰 越 一一 出向 ヒ テ實檢 ス^ 

、^； 5  ^ 觀者 皆淚ヲ 球フト 云々 隨 ，ゴ ^後廿 四日 泰衡 

日頃 義經 ヲ隱 シ置シ 科旣 一一 反逆 一一 過 タリ 是ヲ 征ス ベ 

キ由ヲ 下知 ス此日 京師 ョ リ能 保、 ガ狀來 州 追討 ノ 


事內々 申サレ シ處 沙汰 ヲ經 ラダ 關東ノ 鬱陶默 止難シ 

ト雖モ 義經旣 一一 クタ レ ヌ 今年 太 神宮 上 楝大佛 寺ノ造 

營 彼是 計會ス 追討 ノ事 猶豫ァ \ ベ シト ナヅ廿 五日 猶 

追討 ノ宣 旨ヲ 給^' ベ シ ト申 ス廿六 HI 泰 衡忠衡 ヲ誅ス 

P 義經 一一 同意 ス ルノ間 宣下 ノ旨ァ ケ 一一 ョレ义 S 

日按ご ー此歲 三月 忠衡ク タレ シト 云東鑑 -1 見へ 

シ處ハ 六月 廿 六日 ノ事 也思フ 二 東鑑ノ 說然ダ ベ キカ 

世 一一 傳フ 此時義 經死ナ ズ ト 思 フ 一一 忠衡ガ モト 一一 遁レ 

シナル ヘシ 力 ッ 義經已 二 自殺 シ テ館 一一 火 ヲ放チ シ 茂 

云歟泰 衡ガ獻 ゼシ首 眞ナル -ー ハ 非ズ泰 衡モ始 ハ義經 

旣 一一 死シヌ ト思ヒ シ 一一 其 首 ヲ 得 ザ レ バ 似タ ダモノ、 

首切リ テ酒 一一 ヒタシ 日 數歷テ 後 二 鎌 倉 ニ送レ ルー ーャ 

力 ク テ忠衡 •  カ義經 ヲ援ケ テ奔ラ シ メ シ ヲ 聞テゥ チ シ 

ナ てへ シ賴朝 モ疑フ 所有 シ 力 、パ頻 一一 泰衡 ヲ討ス ベ シ 

ト望申 セシ歟 世 一 一 傳フ〃 事ノ 如クナ ラン 二  "忠 衡ガ 

討 レシ モ 義經 ノウ タレ ショ リサ キ 百日 一一 近シ 忠衡 ス 

デ 一一 ウタ レ シ上ハ 義經ノ 死近キ 二 有ダ事 智者 ヲ待ズ 

シ テ明 カナリ 義經 手ヲ束 ネテ死 一一 就べ キ人 二 ァ ラズ 

不審 ノ事ナ ソ今モ 蝦夷 ノ地 一一 義經ノ 家 跡 ァリ又 夷人 

飮 a  ニ必 マツ〃 モノ ィ 、ノ ュ 〃ォ キク クミ ト云フ ハ卽 

史餘論 卷讀之 一 


義經 ノ事ュ テ義經 後一 一 ハ奧へ 行 シナド 云 傅へ シ トモ 

云 フ 也 晦日 賴朝大 庭 平 太 景能ガ 故老 タ \ ヲ 以 テ相議 

シテ曰 奥州 征伐 之 事天聽 ヲ伺フ 一一 今一 一 敕許ナ ク御家 

人等ヲ 召集 シ 事 如何 有 ベ キト 有 シ 一一 景能速 力 一一 應 、ジ 

テ軍中 聞 二 將軍之 令, 不ぃ聞 二 天子 之 詔, ト 云へ リ旣ニ 

被 レ經ニ 奏聞- ノ上ハ アナ ガチ敕 許 ヲ待ッ 一一 及ブべ 力 

ラ ズ 且泰衡 ハ 累代 御家人 ノ 遺跡 ヲ ゥケ ツギ シ 者也綸 

旨 ヲ下サ ゾ ズ ト モ誅罸 有 ラン 事 何事 力 有べ キ 集レ〃 

兵士 數日ヲ 費 ス事却 テ人ノ 煩 也早ク 發向ァ ^ ベント 

云 賴朝大 一一 悅デ 鞍馬 ヲ賜フ 七月 十一 一日 定- ブ宣 旨ヲ下 

サ レン 力 軍士 旣ュ 集リ. 日 ヲ經ダ ノ間官 使 ヲ下サ レ ン 

二 ハ 遲滯ス ベ シ能保 一一 仰 セテ彼 飛脚 シテ 給ッ. ぺ シト 

奏シ テ十 九日 一一 出 レ師 八月 八日 石那坂 一一 戰ヒ 九日 大 

木戶 ヲ破リ 國衡ヲ ゥ チ連戰 皆利ヲ 得テ廿  一 HI 平泉ヲ 

陷レ 九月 三日 泰衡ガ 首 ヲ得タ リヨ 針 九月 九日 陣 ヶ岡 

二 テ 七月 十九 日 一一 下 サ^'  、  口宣 院宣 等至レ リ 十一月 

三日 縑倉 一一 歸 ル是ョ リ六 十六 州盡ク 賴朝ノ ッ カサド 

レ^ 處トナ レジ 建久 元年 十月 賴朝 上洛お 麵 ほ；： 二 年 十 

1 一月 兼 實關白 ト成ダ 三年 三月 後白河 法皇 崩ズ 在位 三 

年ノ後 六條高 倉安德 後鳥羽 マ ヂ五朝 ノ間院 中 一一 テ政 

四百 四十 一 


史餘 論卷之 


四百 四十 二 


務ヲ聽 給フ事 三十 四 年 保 元 ノ亂後 信賴淸 盛義仲 等、 ガ 

タメ  二 クだシ ミ給ヒ シガ賴 朝 ノ爲ニ 推 載 力 レ テ安 樂 

二 終リ給 へ ゾサレ ド 皇威ノ オト tl へ 天下 終 一一 武家 一一 

歸セ シコト ハコ、 一一 始ル 七月 帝始テ 政ヲ 三 ヅ カラス 

賴翊ヲ 征^ 大 將軍ト ス 六 年 一 In!: 賴朝 上洛 東大寺 供養 

ノ爲 ナリ政 子賴家 同ジク 入洛 シ七年 十 一 月 兼實 上表 

內 大臣 基 通 關白タ ソま度 初兼實 長女 入 內シテ 中宮 タ 

リシ 力 ド皇子 誕生 ナ カリンカ バ 賴朝ノ 女ヲ 入內 セ シ 

メム トセ ラレ キ時, 一 權 大納言 源 通 親帝ノ 乳母 三位 局 

.通ジ テ相 、ノ カリ テ己、 ガ女ヲ ィ レシ 力 、パ 帝是ヲ 


、、ヽ 


子 

愛シ テ賴 朝ノ女 入內ァ ラム コトヲ キラ ヒ給 ヒシカ 

ヒソ カー 一 奏シテ ソノ事 ヲャム 承 仁 法 親王 f 抽| 院帝膽 

卿ノ 叔父 二 テ帝 トム ッ マシク 曰々 宮中 二 入 ジープ 丹 後 

«f ト 密通 シ給フ 此丹後 局ト云 ハ 後白河 法皇 ノ寵女 

一一 テア リシ 力 、パ 法皇 カク レ 給テ モ 宮中 ノ事 ヲ專二 シ 

テ播磨 W 前 ノ國務 ヲ領シ テ新タ 一一 大庄ヲ イト ナミ シ 

ヲ兼 實賴朝 ト計リ テ是ヲ ト、 >  メラ, サレ 、パ 兼實ヲ 恨 

デ 承 仁 通 親 ト 黨 シ テケリ 帝ノ 遊 宴 ヲ 好 ミ テ 兼實 ヲ 憚 


給フヲ a テ隙 一一 乘ジテ 是ヲ譖 シ進奏 ノ事賴 朝 悅パズ 

ト 稱シテ ハ帝ノ 心 ヲォソ レ シメ帝 悅ズト 稱シテ ハ賴 


朝 二 ッ グ 兼實ガ 上表 ヲ悅ビ 其職ヲ ヤメ 基通ヲ ス 、 メ 

-ズ是 二 代ラ シ メ タリ 猶モ 兼實ヲ 流刑 ニ申ス 、メシ 力 

ド其罪 ナケレ 、パ 帝ュ k シ 玉ハズ サンド 其 詐ヲ、 パサト 

リ給 、ノ ズ 中宮 モ 兼實 ノ 闊白 ヲャ メラ レシ 力、 パ 宫中ヲ 

出テ 八條院 一一 ゥ ッ ソ 僧正 慈圓モ 天台 座主 ヲ ヤメ ラレ 

テ承仁 法 親王 ヲ以テ コ レ 一一 代 フ八年 七月 賴朝ノ 女 死 

ス初メ 兼 實ノ奏 一一 ョ リテ 女御 ノ宣 有シ 一一 俄 一一 兼實ノ 

停職 ヲ聞 ープ遲 滯ノ內 一一 死シ キ 賴朝ッ マ ビラ 力 一一 通 親 

、ガ 謀ヲ 聞テ猶 少女 ァリ來 年 入洛 シテ 女御 一一 備フべ シ 

且 攝關ヲ 力へ ラレ シ事其 沙汰 有べ シ ト云シ 力 、パ人 皆 

是ヲ懼 レノ九 年 正月 十一 日 讓，， 位 於爲仁 親王，：^ I， 通 

親 帝 ノ朝務 一一 倦 ミ 宴 樂ヲ恣 一一 セント 思 ヒ玉フ ヲ知ソ 

テ 其 女ノ生 ミ シ 所ヲ タテ 、權 ヲ專 一一 セ ムガ爲 一一 ヒソ 

カー ー勸メ マイラ セシ所 ナリ鞋 針 | 

土 御 門院 、ノ 後鳥羽 ノ 第一 子 母 、ノ 承 明 門院 內 大臣 通 親 

女實ハ 法 印 能 圓ガ女 也 

〔能圓 ハ 法 勝 寺 執行 也八條 1 一位 殿ノ 兄始メ 後鳥羽 ヲ 

四" 宮ト f- セシ日 能圓ガ 養君タ ク キ刑部 卿 範兼ノ 

■ 女 範子始 メ能圓 一一 嫁 シ テ 承 明 門院 ヲ 生 ミ 通 親 一一 通 

ジテ 入內セ シ メ能圓 死 シテ終 一一 通 親ガ妻 タリ〕 


關白 基通ヲ 攝政ト ス賴 朝讓位 ノ事ヲ 聞テ大 一一 驚キ又 

ハ疑フ 十月 基 通 賜，, 内 舍人隨 身 一基 通 墊居年 ヲ經シ 一一 

兼實. 職 ヲ罷ラ レ シ 後又ァ ラ 、ノ ダ 皆 通親ガ ハ カラ ヒナ 

？是 ョ ゾ近衞 九 條ノ兩 流 互 一一 攝關タ リ此時 基 房 師家 

猶ォ 、ノ シケレ ドモ松 殿 ノ流ハ 衰フ正 治 元年 正 H 十三 


日賴 朝卒ス 群 愚管抄 一一 賴朝 病中 書 ヲ兼實 一一 送 

今年 入洛 シテ朝 儀ヲ正 サム トォ モヒシ 一一 不幸 二 シテ 

愛-一至 ル 命ナリ ト云フ 賴家 十八 歲 一一 テ 0 ヲ ッ ギ 外祖 

時 政 コレヲ タス ク 四月 高 雄 ノ文覺 隱岐國 へ 流サダ 平 

家 物語 一一 後鳥羽院 御遊 ヲ ノ ミム ネト セサセ オハ シマ 

ス 政道" 一向 卿ノ局 卿^/マ 、ナグ ケレ、 パ人ノ 憂 

歎モャ マ ズ吳 王劍客 ヲ好シ 力、 パ 天下 一一 疵ヲ蒙 ダ者タ 

へ ズ楚王 細腰 ヲ愛 セシ 力， ハ 宮中 一一 锇テ 死ス ダ女多 力 

ゾキ上 ノ好ム 事 一一 ハ下ハ 從フ 習ナ レ 、、ハ 世ノ危 キ有樣 

ヲ見テ 、ノ 心ァダ 人ノ歎 キ悲シ マ ヌ 、ノ ナカ リケソ 中二 

モ 二宮 ト申 、ノ  ^隱 正道 ヲ專ト セサ セ給ヒ 御學文 


テ 


ヲ 


コタ ラセ 玉ハネ パ 文覺 ハオ ソロ シキ聖 二 ティ d フマ 

ジ キ 事ヲ 好ミ イロ ヒ給 ヘリ イカ 二 モシ テ此 君ヲ^  二 

ッ ケ舉ラ バ ャト 思、 ノ レケ レドモ 賴朝ノ オハ シケ〃 ホ 

K ハ思 モク、 レ ズ 力 ク テ 賴朝ゥ セ玉シ 力 、パ 文 覺頓テ 


謀反 ヲ 起サレ シガ忽 一一 閡へテ 宿所 二 條猪熊 ナグ所 二 

官人共 数多 付ラ レ -ズ 八十. 一一 餘ソテ 搦取テ 終 一一 隱岐ノ 

國 へ 流サ レケゾ 都ヲ出 ルトテ 是ホド 老ノ浪 一一 タチテ 

明日 ヲ知ラ ヌ身ヲ タ ト へ 敕勘ナ レ バ トテ 都ノ邊 一一 モ 

置ズ シテ遙 々隱岐 ノ國マ デ 流サレ ケダ毬 杖 冠者 コ ソ 

安 力 ラネ イカ ャゥ 一一 モ 我流 サ X  、 國 ヘム 力へ トラ ン 

ズ, モノ ヲトヲ ドリ 上ソ ヲ * トリ 上ジ テ ゾ申ケ \ 其 後 

彼 國へ移 サン シ 時文 覺ガ £ 靈ァレ テオ ソ n シ キ事ド 

モ多 カリ ケリ常 ハ 御前へ 參リ 御物 語ド モ申ケ y トゾ 

維 盛 ノ子六 代禪師 座- 事 見， 誅 1111,1^^1 二 年 四 

月 立 二 守成 - 爲ニ 皇太子 ， 源 通 親 ヲ傅ト ス 守成 ノ 母 藤 重 

子 上皇/ 寵深カ リシ 力、 パ 守成 モ亦鍾 愛 諸 王子 一一 コ ュ 

通 親 上皇 ノ御 心ヲ サ トリ テ勸 ナシ其 傅トナ ヅテ彌 I 

權ヲ マ ス建仁 二 年 正月 兼 實薙染 十月 正 二位 內 大臣 源 

通 親 薨ズ赦 愚管抄 一一 通 親ガ妻 1 一位 局範 子死シ テ後承 

明 門院 モ宫 中ヲ退 キ給フ 通 親 常 一一 參 レリ 其實子 一一 非 

ザ レ 、、ハ 私通 セリ トモ 又 人 二 ハカ ラレ シ トモ 云 ヒキ十 

一 一 月 基 通 攝政ヲ ヤメ テ 左大臣 良 經代レ リ 愚管抄 二 古 

者 前官 執 柄 存者少 也此頃 、ノ 墓 房ヲ 入道 殿下 ト云 ヒ 其 

子 師家 ヲ小 殿下 トイ ヒ基通 ヲ近衞 殿下 トイ ヒ兼 實ヲ 
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入内 セリ 上皇 良經， 一 ハ東宫 I 卽位ヲ 待テ其 女ヲ、 パ后 

一一 ナサ グ ベ シ ト テ 麗子ヲ 、パ 女御 ト ナサ ダ 建 永 元年 一 一 

月良經 寬弘賤 寬治 I ノ例 ヲ追ヒ 上 己 曲水 ノ 宴 ヲ行フ 

べシ トス 上皇 モ 臨幸 ァ だべ キー 一 テ京極 ノ第ヲ 脩造シ 

山ヲ グ キ木ヲ ゥュ池 水ヲ湛 へ テ巴字 ノ流ヲ 通 ジ住吉 

ノ松ヲ 分 チウ ッス 三月 攝政太 政 大臣 從 一 位 良 經盜ノ 

爲ニ殺 サルぉ 針或ハ 上皇 ソノ縑 倉 トシ タシク 又其才 

藝ヲ イミ テ殺シ 給フト モ或 ハ定家 和歌 ノ己レ ニ敵シ 

玉フ ヲ以 テナ リト モ菅爲 長 新 古今 ノ序 ヲ作ラ ザ〃 コ 

ト ヲ恨ミ シ 故ナ リト モイへ ド愚 管抄 一一 依リ テ見レ 、パ 

賴實ト 兼 子トガ 謀ョ y 出シ也 上皇 ハシ p シメサ レシ 

ャ否 ハ詳ナ ラ ，ズ 其盜遂 一一 ァラ ハレ ザル ハ 當時 賴實兼 

子 ノ威ヲ ォソレ シュ M ナ〃 ベ シサレ 、パ 上皇 モキ ビン 

ク尋モ トメ 給た ザソ シナソ 良經ノ 女入內 ナカ ソ シ事 

賴實兼 子 夫婦、 ガ シ ヮザナ ダ事ヲ 憤 ヅ給ヒ 彼等 、ノ 又 上 

皇 /御 覺へ 一一 ョジ テャ、 モス レ 、パ攝 政 殿ヲ傾 ケ申セ 

シ ヨリ 事 起レ, 也 左大臣 家 實攝政 其 父 前 關白內 大臣 

基 通 賜 ニ隨身 兵仗， 舰 まれ 十一 一月 前 太 政 大臣 賴 

實 賜，， 隨身 兵仗， 承 元元 年 一 一月 僧 源 空 讚岐 一一 流サ レ 其 

弟子 安樂 住 蓮ヲ誅 ス 愚管抄 二 源签ガ 徒勸 レ人稱 念レ佛 


九條 殿下 トイ ヒ良 經ヲ當 殿下 ト云フ 同時 五 殿下 ァソ 

未 首 有ノ事 ナリト 三年 正月 權 大納言 藤宗 賴卒ス 其 妻 

、ノ 承 明 門院 ノ 母 範子ガ 妹 一一 テ卿 三位 兼 子 ト云フ 外戚 

二 ッ キ テ 上皇 一一 仕へ テ權 ヲ專 一一 ス 宗賴 ソレガ 勢 二 ョ 

ソテ身 ヲ起セ リ宗 賴死セ シ後 イク ホ ドナ ク 上皇 一一 奏 

シ テ 太 政 大臣 賴實 ガ妻タ ラ ム 事ヲ 望 ミ ケ リ賴實 宮中 

ノ權ヲ 執 ン事ヲ 思 ヒ テ悅デ ム 力へ タ ソ是 ョ リ賴實 院 

中ノ政 一一 ァヅ カル 九 月 實朝將 軍 一一 任 ズ 元久 元年 春 ノ 

頃 北面 ノ士 猶少 シ ト テ 西 面ノ士 ヲ置キ 武事 ヲ 好 ミ 玉 

ヒ 七月 宇治 一一 狩 シ留リ 玉 フ事數 日ミヅ カラ 御衣 ヲ脫 

ダ水 一一 嬉 レ給フ 該^ 、i 棚 リ 一 一年 四月 賴實 ガ女麗 

子ヲ 女御 ト ス是 ハ賴實 ガ前妻 藤 隆子ガ 生シ所 ナリ其 

後 兼 子 ヲ 娶ヅテ 隆子ヲ バ 出シキ 兼 子麗子 ヲ帝ノ 御成 

長ノ後 入內セ シメン ト思ヒ テオ ノレ ガ 子ナラ ネド モ 

養ヒタ ソ 賴實旣 二 相國 ヲ辭シ ケ y ガフタ 、 ビ 朝權ヲ 

執 火 ベ シ ト 思 ヒ 妻 兼 子 一一 ョソテ 左大臣 一一 任ゼ ラレ ム 

事ヲ 上皇 一一 コヒ ケレド モ相國 タタ シ人ノ 降 ソープ 

臣タ ラム コ トイ、 ノ レナ シト テュル シ玉ハ ズト寿 

元服 ァリ テ攝 政良經 ノ女ヲ 女御 一一 參ラ セン トス 

兼子ヲ シ テオ ノレ 、ガ女 ノ事ヲ ヒソ 力- 申ケ レ バ 


則不， 妨ニ 犯い 女 食：， 肉 云々 四月 前 關白從 一 位 太 政 大臣 

兼 實薨九 條殿ノ 祖後法 住 寺關白 ト 云 又 月輪 殿ト 云 ^ 

t  二 年此頃 ヨリ 上皇 鍛冶 ヲ コ ノ ミ給ヒ 十三 人 ノ番緞 

冶ヲ定 ラダ 自ラ モ ウタ セ給ヒ 前 太 政 大臣 賴實 二位 

僧 郤 尊長 等槌ヲ ゥ ッ 其 柄 一一 菊ヲ銘 セーフ \ 四 年 十 一 月 

帝 傅 一， 位 於 太 弟  一 I れ I 針 ほ 順 上皇 東宮 ヲ 愛 シ玉ヒ 家 

實 賴實ト ハカ リテ 帝ヲ 、パ ォ&シ 舉ラ \ 家實 關白タ ソ 

上皇 ヲ 本院 ト モー 院ト モ申シ 土 御門 ヲ新院 ト申ス 

順德 ハ 後鳥羽 ノ 第三 子承久 元年 正月 廿七 日夜 一一 源實 

朝ノ事 ァゾ迎 f  ,ぉ^ 一一 一 一月 一 一 位 殿 信 濃 守 藤 行 光 ヲ使 

ト シ テ雅 成賴仁 一 一 皇弟ヲ ュ ラ ミ テ鎌倉 ノ主ト ス ベ キ 

由 ヲ申サ ダ是ョ リサ キー 一位 殿上 洛ノ時 一 一位 局 兼子ト 

顿 § 約シ 玉ヒシ ハ 實朝モ シ子ナ クバ 皇子 一人 ヲ養ヒ 

參 ラセ テ縑 倉ノ主 トセ ム ト云 シガ故 ナリ行 光頻ニ  0 

申 シ又義 時 等 連署 ノ狀 ヲ上ヅ テ望シ 一一 モシ 然ラ、 パ天 

下 ニニ 君 有 y ナリ トテュ が， シ給ハ ズ 閏月 義時 ハ 力 ソ 

テ 實朝ノ 後室 ヲ シテ雜 ^^臣 左大臣 道家 ノ 季子 ヲ ョ 

ッ ギ 一一 セム 事ヲ 請 、ノ シ ム 故 中 納言能 保 ノ妻ハ 賴朝ノ 

女兄ナ ヅ其ゥ ミ シ 女子 攝 政良經 一一 嫁シ テ 道家 ヲ ゥ 三 

シナリ 外戚 二 ッ キ テ 道家 ノ子 、ノ 源義朝 一一 ハ 外 玄孫 也 

教史餘 論卷之 一 


六月 敕許ァ ヅ 六月 三 寅 丸 下向 七月 大內 守護 右 馬權頭 

源賴茂 1^1 賴 其 子 下野 守賴氏 上皇 ノ命 一一 背キ シ 力 

、パ西 面ノ士 一一  仰 セテ誅 セラ X 賴氏生 捕 ラレ 賴茂 等從 

類ト共 一一 仁壽殿 一一 入 テ大內 一】 火ヲ カケテ 自殺 ス 朝廷 

夏 一一 器 多 クャケ 又 f ぉ白レ湄 I 族 カク テ承久 三年 ノ 

ノ  テ ィハュ ^ 承久ノ 亂起 ソ ヌ 

^ 一  北 條九代 陪臣 一一 テ國 命ヲ執 リシ 事附 皇統 

V7 分レ并 攝家五 流 トナダ 事 

承久記 一一 義時敕 一一 背キ シ事 ノ起ソ ハ 信州ノ 住人 仁 科 

二 郞平盛 遠ガ子 十四 ト 十五 一一 ナツ ヲ具 シテ熊 野ニ詣 

シ 二 一  院御參 詣ノ時 一一 御覽 ジ^ ラ ゾ テ 一 一人 ノ童西 面 

一一 召 仕 、ノ  \ 盛 遠 面目 ノ思ヲ ナ シ テ是モ 同ク參 だ義時 

聞 テ關東 御 恩 ノ者ュ クサ レ ナク院 中 ノ舉公 不一 一心 得 一 

ト テ 關東 御恩ノ 一 一ヶ所 ヲ收ム 院宣 ヲ下サ レ 還シ 與フ 

、、ヘシ トァ レ ド不レ 用 g ー攝州 長江 倉 橋兩庄 ハ院中 二 召 

仕 ハ\  、白拍子 龜菊 一一 給 ソタゾ 其 地頭 等領家 ヲ忽諸 

シケレ 、パ龜 菊憤リ 改易 ス ベ シト仰 下 サル義 時 地頭 職 

ノ事 上古 一一 ハ 無力 ソシ ヲ賴朝 平家 追討 ノ賞 一 一 申シ給 

、ノ  \ カノ 追討 六ケ 年間 國々 ノ 地頭 人 等 父子 兄弟 郞從 

ヲク タレ シ勳功 二 ョジテ 分 チ與へ シ所ヲ サセ y 科ナ 

四百 四十 玉 
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ク シ テ今 義時ガ ハカ ラヒ 一一 テ 改易 セ ムスべ キヤ クナ 

シ トテ是 ヲモ不 レ用ー 院ィョ 、 廣 ジ給ヒ テ國々 ノ 兵 

ヲ事 一一 ョ セテ 召サレ シ ナジ 正統 記ノ論 ヲ按〃 一一 此亂 

盛 遠 龜菊ガ 事-一起 レグ- 一 ハ非ズ 賴朝薨 ゼシ後 ヨリ 關 

東 ヲ滅サ レム トハ 年頃 御心ノ クチ 一一 思召ョ ラ レシト 

見へ クリサ レ パ自ラ 武事 ヲ習ヒ 西面ノ 侍等ヲ 召加ラ 

レ實朝 ノ代ニ 至ジテ 關東ノ 御％， ノ 事共 多 カリ 承久 

記 一一 モ當 大臣 殿ノ 官位 ヲ モ 除目ゴ ト 一一 望 一一 過テ ナサ 

レ ケリ是 ハ官打 一一 セン 爲トテ 三條白 河ノ橋 一一 關東調 

伏ノ堂 ヲタテ 、 最勝 四天王 院ト名 付 ラルサ レ 、パ 大臣 

^ナク 討レ玉 ヒシカ 、パ 白河ノ 水ノォ ソ レモ 有 トテ急 

ギコボ タレ 一一 ケソ ナド モシ ルセ リ實 朝死セ シ 時 二 關 

東ノ 長久 ヲ祈レ , 陰陽師 數人其 職 ヲ罷ラ レ カツ 、ノニ 

位殿ノ 皇子 ヲ 申請 ケラ レ シヲ敕 許 ナカ リシナ ド兼テ 

ノ 御 志此頃 一一 決 シケダ トシ ラレ ヌ カク テ承久 三年 四 

月. THZ 日 W 德に -I 位 東宮- 1! 歳 九 條菽帝 トー ル 正統 言 承 

久 三年 ノ春ノ 頃ョ リ 上皇 思 召 立 ッ事ァ タケ レ 、パ俄 一一 

譲 國シ玉 フ順德 御身 ヲ 力 シメ テ只戰 ノ事ヲ モ 一 ッ 

御 心 一一 サセ給 ハン 御 謀 一一 ャ關 白家實 ヲ罷テ 左大臣 道 

家攝政 タリ 此後 一一 鳥羽ヲ ー院 トモ 本院 トモ 申 シ土御 
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門ヲ 中院ト シ Mffl 順德 ヲ新院 ト申ス 後鳥羽 順德 、ノ 

御心ヲ 一 ッ 一一 シテ 關東ヲ 追討 ノ事 ヲ議 セラ レシ  一一 土 

御門 ハ諫メ 止 メ給ヒ シ ナジ 

〔承久 記  一一 、ノ 德大寺 大臣 諫止 ラ レ シ ァ V 右大臣 公 

繼ナ K ベ シ〕  I 

カク テー 院 北面 能 登 守秀康 一一 仰 セテ三 浦駿河 前司義 

村ガ弟 平九郞 判官 胤義 當時 大番 -ー テ 在京 セ シ -ー 仰 合 

サ产 胤義 モ義時 二 心ョ カラ ネ、 パ 領掌ス 五月 十四日 一 

院 高陽院 一一 ヮ タリ 玉ヒ 西 園 寺 右 大將公 經幷其 子中納 

言 實氏ヲ 弓 場 殿 一一 召籠ラ レ f  If  a 伊賀 判官 光季 ヲ 召 

ス 讀^^纖 考フ ザジシ 力、 パ 胤義 秀康等 ヲ以テ 其 

家ヲ圍 ミ攻ム 光季 幷其 子壽 王冠 者 光 綱 針 四 戰死其 後 

中納言 光親 奉 テ諸國 へ 院宣 ヲ下サ ^'闊 東へ ハ 押松ト 

云 者 御 使ナソ 胤義 モ使シ テ兄ヲ ス 、 ム押松 足 、ノ ャキ 

ヲ以テ 撰 、パル 秀康ガ 所 從ナリ 同 W: 十九 日 午 時 ニ兩使 

鎌 倉 一一 着ク 義村弟 ノ使ヲ 追 返 シテ其 狀ヲ義 時 一 一 示ス 

一 一位 殿ノ 御堂 ノ 御所 一一 テ 陰陽道 ノ輩 卜筮 ァリ關 東 可 

ン屬ニ 太平， ノ占ァ ヅ諳士 羣集ノ 後 二位 殿 秋 田 城介景 

盛 シテ仰 一一 該^ 卜 皆心ヲ 一 ッ 一一 シ テ承レ コ レ 最期 

ノ 言葉 ナ リトテ 京方 一一 參ラ ム ト モ又留 テ御方 一一 ナリ 


テ 奉公 仕 ラム トモ 只今 タ シ 力 一一 申 切 レトァ ソシカ -バ 

皆々 一 同 二 御方タ ラン 由ヲ 領掌セ ク 

〔此時 輥朝ノ 恩 一一 ョ リ 一 プ諸侍 昔 二 力 ハジ クダシ マ ザ 

^ヨシ ヲ申サ レキ〕 

此日ク レ 一 一義 時ガ宅 一一 テ 一 族 幷老者 會議ス 異見 トリ 

ドリ ナレ 、パ 大略 ハ 足 柄 箱 根 ノ道ヲ 塞 ギテ待 軍 有べ キ 

ノ ヨシ ナ リシ ュ廣元 入道 覺阿 羣議ノ 趣然グ ベ ケ レド 

モ關東 ノ諸士 一  心ナ ラズム バ關ヲ 守 ジ日ヲ ワク〃 事 

却テ 敗北 ノ因ナ ラム 歟運ヲ 天 一一 任セ早 ク兵ヲ 京師 ュ 

發 セラ^' ベ シト云 義時此 兩議ヲ 二位 殿 一一 申サレ シ 一一 

西 上セザ ラムー 一 ハ 官軍 ヲ敗リ 難 カルべ シ武藏 ノ兵ヲ 

待テ 速力 一一 上洛 セ シメョ ト有シ 力 パ遠 江駿河 伊豆 甲 

斐相 模武藏 安房 上 總下總 常 陸 信 濃 上野 下野 陸 奧出羽 

ケ等ノ 兵 ヲ徵ス 廿 一 日重テ 評議 ス是ハ 住所 ヲ離 

レ 官軍 一一 向ヒ 左右 ナク 上洛 思惟 有^' ベ キ歟ノ 由 異議 

ァ y ガ故ナ リ廣元 又曰ク 上洛 定声 ノ 後日 ヲ經ル 一一 ョ 

y 異議 マタ起 レリ 武藏ノ 兵 ヲ待ル 、事 モ猶僻 案ナリ 

日 ヲ重ネ 、パ武 藏ノ國 衆 モ漸. -案ジ 定テ變 心有ル ベ シ 

只今 夜中 武州 一身 ナリ トモ 鞭ヲ揚 ラレ 、パ 東西 ノ 武士 

悉ク 雲ノ寵 一一 シタガ フ如ク ナダべ シト云 義時モ カク 


、ノ 思 ヒシ 力， トク，、 シ 大夫屬 入道 善 信^ 老 一一 テ此ホ ド 

老病 危急 ノ間 籠居 セ〃 ヲ 二位 殿 メシテ 仰 合サレ シ 一一 

關東ノ 安否 コ ノ時 一一 至極 セリ 羣議ヲ 能々 思 召サ〃 ベ 

シ タダシ 凡慮 ノ及ブ 所ハ兵 ヲ發セ ラレ ン 事然ダ ベ シ 

ト思フ 一一 日 數ヲ經 ラダ 、事 懈緩ト 申べ シ大將 壹人マ 

ヅ 進發ァ y ベ キカト 云 義時聞 テ廣元 善 信ガ議 同ジキ 

ヲ悅 ビ泰時 一一 下知 シケレ 、パ 泰時 今夜 門出 シ テ 稻瀨河 

ノ 藤 澤左衞 門 尉 淸近ガ 家 -ー 宿 ス廿ニ 日泰時 十八 騎 ュ 

テゥチ タツ 式部 丞朝 時モ 北陸 道 ノ大將 一一 テ打タ ッ廿 

三日 宿老 等ハ 上洛-一 及 V ザダ 由-一 テ止, 承久記 二 親 

上レ 、パ 子止リ 子上レ 、パ 親止ル 父子 兄弟 引分ケ 上セ留 

タ〃 謀 コソ怖 口 シケ レ廿 五日 マデ 一一 東國 ノ兵ス 、 

打タ ッ 東海道 大將相 模守時 房 武藏守 泰時足 利武藏 

ノ前司 義氏三 浦 駿河前 司 義村千 葉 介 胤經針 東 山道 

大將武 田 五郎 信 光 小 笠 原 次 郞長淸 小山 左 衞門尉 朝 長 

結 城 左 衞門尉 朝 光 北陸 道大將 式部 丞朝時 結 城七郞 

朝廣 佐々 木 太 郞實信 都合 十九 萬 騎也廿 七日 -ー 使 押 松 

ヲ？ M ス ハジメ 鎌 倉 一一 至 リシ 時 胤義 ガ使 一一 テ事 現レテ 

尋ネ ラレ シカ 、パ 葛 西 谷 一一 カク レ居 シヲ 頓テ 尋出 サ 

レ テ 院宣 共燒キ 棄ラ レ囚 ハレ 居タ リシ ヲ義時 召出シ 


リ 


三 
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讀史餘 論卷之 一 

テ汝歸 ジ參テ 申 サム ハ義時 不義 ナ クシ テ 違敕ノ 身 一一 

罷成 候上ハ ト カク 申 一 1 及 、バズ 軍 御 好ナレ パ舍弟 時 房 

子 一一 テ候泰 時 朝 時 等ヲ始 一一 テ 十九 萬餘騎 ヲ參 ラセ 候 

是等 一一 軍セ サセテ 御 見物 アルべ シ 猶ァ キ 思 召 候 ハ ズ 

、パ 三郞重 時四郞 政 時是等 ヲ先 トシ テ廿萬 騎ヲ相 具 シ 

義時モ 急ギ參 ラム ズ\ 一一  テ候ト 申 候へ トテ追 出セソ 

此日 午ノ時 一一 縑倉 ヲ出デ 六月 一 日 午 時 一 一賀 陽 院へ走 

タ ッ キ泣々 子細 ヲ申ス 人々 興ヲ サマセ X 體ナ リシ 二 

一 院ョ シ^-物 ナイ ヒ ソ 武士 ドモ上 ラン アト 一一 義時 

ガ首ヲ 、パ 取 テ進ラ ス ダ者ァ ラ ン ズ ダ ト仰ケ ソ斯テ 宇 

治 勢 多 引力 \ ベ シ ャ尾張 河 へ ャムケ ラグべ シ ト有シ 

一一 尾 張 河 破 レ タラン 時コソ 宇治 勢 多 一一 テ防グ ベ シ尾 

張 河 二  、ノ 九瀨ァ レ バ ト テ官兵 ヲ分チ ッカ ハサ ダ 官兵 

一 萬 七 千 五 百餘騎 六月 朔日 ヒー 一都 ヲ タツ 五日 東 

軍 尾 州 二宮 一一 至 リ兵ヲ 分 ッ此日 山道 ョ リ向 ヒシ兵 

一一 破ラ レ テ大井 戶ノ官 兵退キ 六日 豆戶 ノ官 兵. 破テ株 

川 洲股市 脇 等 ノ官兵 潰へ 走ダ 八日 秀康等 入洛 敗狀ヲ 

奏セシ 力 、パ 宇治 勢 多 一一 兵 ヲムケ ラレ 一 院中院 新院等 

^山 一一 御幸 此日縑 倉 -ー テ義時 ガ釜殿 一一 雷震シ テ 一 人 

ヲ 殺ス義 時懼レ テ廣元 ヲ呼テ 泰時等 上洛 セ 、パ 朝家 ヲ 
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カタ ブケ奉 ラン 者 也然ダ 一一 此怪 有ル事 モ シ 運命 ノ シ 

,v マ ダ所也 今度 ノ次第 天 ノ決斷 ヲ仰グ ベ シ怖 畏ノ限 

二 非 ズ 就中 此事 關東ノ 佳例 歟 文治 五 年 東征 ノ時雷 

震， 1 奥州 之陣， ト云 卜筮 セシ メシ 二 最吉ノ 由 陰陽道 皆 

一 同 一一 申ス 九日 山 僧等ガ カー 一 テ 東軍 一一 ァ タリ 難キ由 

ヲ奏セ シ 力 、パ 十日 三院又 高陽院 一一 御 還 十三 日 宇治 勢 

多合戰 十四日 官兵皆 敗 ダ此時 佐々 木 四 郞左衞 門 尉 信 

綱 子息 太 郞重綱 宇治川 ノ 先陣 セ シ 事ァソ 十五 日大夫 

ノ 史國宗 ヲ 敕使 二 テ 泰時ガ 陣ー 一向 フ辰ノ 時 樋 口 河原 

一一 テ相逢 フ泰時 馬 ヨリ 下 ダ從兵 五 千餘ノ クチ 院宣 讀 

ベ キ者ヲ 尋シー 一武 州 住人 藤 田 三 郞ヲ撰 出 シ テ 讀 シ ム 

今度 合 戰不レ 出 一, 叙 慮 一 謀臣 所 一， 申 行， 也於义 「者 任 一一 申 

請 一可 Z 被 二 宣下 1 於 二 洛中 一 不レ可 レ及ニ 狼戾， 之 由 可 三下， 一 

知 東 士-者 十六 日時 房 泰時六 波羅- 一入 ル コ レ兩六 波 

羅ノ始 ナゾ凡 今度 ノ殘 黨多ケ レ ド モ疑刑 可, 從 レ輕ト 

テ死ヲ 宥メ ラ \  、者 多シ 佐々 木中務 入道 經蓮 ハ院 

中ノ 謀主タ リ 兵敗レ テ鷲尾 一一 ァソト 聞へ テ泰時 使 

シ テ死ス ダ事ナ カレ ト云 ヒッカ 、ノ ス經蓮 是死ヲ ス 

ス ム X 使ナソ 、ノ ヅカ シ キ事 也トテ 自殺 ス ィ マ ダ死ナ 

ザ ダヲ輿 一一 載テ 六波羅 一一 來シ 一一 泰時 本意 一一 ソム キン 


ヨシ ヲ云シ 力 パ眼ヲ ヒラキ 心地 ョゲニ テ死ス 廿四 日 

廿 五日 一一 張本ノ 公卿 並 北面 ノ侍 法師 等 十 一 人ヲ 渡サ 

〃七 2： 六日 一 院ヲ四 辻 仙洞ョ V 鳥 羽 殿 一一 クッ シ 八日 

一一 落飾 此日持 明院ノ 宫ヲ御 卽位ナ シ申ス ベ キヨ シ 一一 

テ 九日 一一 踐祚 先帝 ハ 卽 位登 坡 モナ ク軍 破レ 外 舅攝政 

道家 ノ九 條ノ 第へ ノガレ 玉フ 在位 七十 五日 嗣 一一 ハ加 

へ參 ラセ ズ 元服 モナ クテ 十七 一一 テ カク レ 玉フ 九條廢 

帝ト 申シキ 十六 日ュ 一院^に 認 ハ隱岐 a へ 廿日 二 

亓^  二十 五 鼓 四 、 a  、  ョ, 一 」、 条.， ぎ 後 鳥-羽.'^ 三， 

^院 十六, 一 テ崩 ノ  fi^B へ 》PE 日  一一 .K^TPii 子雅仁 親王 

ハ 但馬國 へ廿 w 日 一一 冷泉 宮^ is! 賴 、ノ 備前國 へ 閼 十月 

十日 巾 院^:^ 歳 、ノ  土佐國 へ 御幸 ナ シ マイ ラス 東鑑ヲ 

按ダ  一一 土 御 門院 、ノ  00 ョ ソォコ ソテ忽 一一 南海 一一 御幸 

有 X ョ シヲシ ダシ土 佐 國ノ下 一一 阿波 國 一一 移 スト 分 註 

セ ソ 年代記 一一 ハ 此 十月 十 一 日  一一 土 佐 一一 ムカヒ 玉ヒ閏 

十月 十日 一一 阿波 國 一一 クッ リ給フ ト有 リサラ、 パ 土佐ト 

申定 シ ガ 阿波 へ クッシ 參 ラセ シナ〃 ベ シ 始タ ，、 其 マ 

、一一 マシ マス ベ シ ト申セ シ 一一 御 心 ョ リ移サ レ 玉ヒシ 

ト見 へ シ 年經テ 阿波 へ 移 ジ玉ヒ シ ト云フ ハイ ブカシ 

正統 Is 一一 » モ 其世ノ a ヲ思フ 一一 誠 二 末ノ世 一一 、ノ マ ョ 

フ心 モ有ヌ ベ シ又 下ノ上 ヲ凌グ 端ドモ 出來ヌ ベ シ其 

讀史餘 論卷之 11 . 


謂レヲ ョク辨 ヘラ \ ベ キ事 一一 侍ソ賴 朝勳功 ハ 昔ョソ 

類ナ キ程ナ レ ド偏 一一 天下 ヲ掌 一一 セシカ 、パ 君ト シ. テ安 

カラ ズ思召 ケダモ 理ナリ 况ャ其 蹤絕テ 後室 ノ尼 公陪 

世 一一 成ヌレ 、パ 彼蹤ヲ 削リテ 御心ノ マ 、 一一 セラ ダべシ 

臣ノ義 時 ガト 云モ 一 往 ノ謂レ ナキ 二 非 ズ然レ ド モ白 

河 鳥羽ノ 御代 ノ頃ョ リ 政道 ノ古キ スガタ ャク ャク衰 

へ 後白河 ノ 御 時 兵 革 起 テ姦臣 世 ヲ亂グ 天下 ノ民殆 塗 

炭 二 落 一一 キ賴朝 一 臂ヲ撣 テ其亂 ヲ平ゲ タリ 王室 、ノ フ 

〃キ ニ歸, マ デナ カソシ カド 九重 ノ麈 モ斂ソ 萬民ノ 

肩モ ヤス マソ ヌ 上下 堵 二 安 ジ東 ヨリ 西 ヨリ 其德 二 服 

セシカ 、パ實 朝ナク ナリテ モ叛ク 者 ァリト "聞へ ズ是 

一一 マ サだ ホ ドノ 德 政ナク シティ カデタ ャ ス ク 覆〃 ベ 

キ タト ヒ 又 失 ハ レ ヌ ベ シ ト モ 民 安 力 ラ ズ 、パ 上天 ョ モ 

與 シ玉ハ ジ次ニ 王者 ノ軍 ト云フ ハ咎ァ x ヲ討シ テ釁 

ナキヲ 、パ t サズ賴 朝 高官 一一 上リ 守護 ノ職ヲ 給 フ是皆 

法皇 ノ敕裁 ナリ私 一 一 ヌス メリ ト ハ定 メガ タシ 後室 其 

迹ヲ ハ カラ ヒ義時 久シク 彼 ガ權ヲ 取- ズ 人望 一一 背 カザ 

リシ 力 、パ 下ニ釁 ァリト 、ノ 云 ベ カラ ズ 一往 ノ 謂計リ 二 

テ 追討 セラ レ ム 、ノ 上ノ 咎トャ 申べ キ^ 叛起 シタ〃 朝 

敵ノ利 ヲ得タ \  二  、ノ 比量セ ラ レ タガシ 力、 レ パ時ノ 

四百 四十 九 


 讀史餘 論卷之 1 

至 ラズ天 ノ許サ ヌ事ハ 疑 ナン 伹シ下 ノ上ヲ 刻スダ 、ノ 

キ ハ メタ ダ非逍 チソ終 二  、ノ ナドカ 皇化ニ 順た ザ, ベ 

キ誠ノ 德政ヲ 行レ朝 威ヲタ レ彼 ヲ刻ス , パ 力 リノ 道 

ァリテ 其 上 ノ事ト ゾ覺へ 侍〃 

謹デ 按ダ 一一 後鳥羽院 天下 ノ君 タラ セ玉フ ベ キ器ニ 

非ズ ト モ 一一 德政ヲ 語べ 力 ラ ズ 思 フ 一一 始 後白河 ノ 君 

ヲ擇 ミ給ヒ シ ャ ゥ輕々 シキ御 事ナリ 高倉ノ 御子 ヲ 

立ラ レム トナラ 、パ長 ヲ立ル ハ 定レダ 事ナレ 、、ハ 三宮 

ヲ ャ 立玉フ ベ キ治 レダ代  一！ モ幼主 ヲ立ラ レン、 ノ尤 

心得 有べ キ 事ナソ マ シ テ飢レ ノ中ナ レ バ 一 歲モ年 

^ シ玉 シヲ コ. ソ 立玉フ ベ ケ レ自ラ 一； ナヅカ セ玉ヒ 

シ トテ顿 テ立ラ レ シ ハ事ノ 外 一一 帝位 ヲ輕ク 思召ケ 

\ サ マ 也 只 以仁 親王 ノ ミ ヅ カラ ノ 御爲 一一 天下 ノ 兵 

ヲ メサレ 事ナ ラ ズシテ ウタ レサ セ玉ヒ シ事ヲ 思 召 

サ レナ、 パナ ド 木曾ノ 宫ヲ 、パ 立 玉 、ノ ザ リ シ 是 、ノ 猶御 

年モ長 ゼサセ 玉ヒタ y ラメ 平家 ノ人々 モ 此宮立 セ 

給 フ ベ シ ト思 ハレ ショ シ 平家物語 二 モ 見へ タソ且 

、ノ 又此時 東西 ノ帝 御兄弟 一一 テマ シ マン、 後鳥羽 ハ 

殊ニ 御 弟御 兄 一一 向ヒテ 世ヲ爭 ヒ玉フ ャ ゥナク モ名 

正シト ハ 云 ベ カラ ズ カク 其 ノ始ノ 正シ カラ ザ〃 、ガ 
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故 一一 ソノ末 イカ デカ ハ治ル ベ キ 

後堀河 ハ高 倉ノ孫 二宮 守^ ノ子 也義時 帝位 ュ ッケ參 

ラ セ 針 御 父守貞 一一 尊號 ヲ奉ソ 餘 ^ 雌 f 家實ヲ 攝政ト 

ス 

〔今迄 ノ攝 政道 家 、ノ 鎌 倉 ノ賴經 ノ父ナ レド順 德ノ外 

舅ナ レ 、パ 其職ヲ ト、 >  ム〕 

威應ー 一年 太 上 天皇 崩 十月 家 實攝政 ヲ辭シ テ 關白タ リ 

元 仁 元年 六 月義 時 死 一一 針 泰時家 ヲ繼； ^お ff 

f 嘉祿 元年 七 M 一位 尼甍 が 十 一 一年 賴經將 軍 宣下 安貞 

1 一年 十 一 月 近 衞家實 關白ヲ 罷テ九 條前攝 政道 家關白 

寬喜 三年 七月 道家 其 嫡子 左大臣 敎實 ー1 關白 ヲ讓〃 十 

月 土 御 門院 崩 ^針 專水 元年 十 一 月 讓レ 位 一一 一針 在位 十 

一年 

四條 、ノ 後 堀川 子 母 、ノ 道家 ノ女藻 壁 門院 也 1 一歳 一一 テ卽 

位敎實 攝政タ リ 

〔道家 ハ帝 ノ外祖  一！ テ鎌倉 ノ賴經 一一 モ 父也攝 政殿モ 

其 子 也 西 園 寺 前 相 國公經 ハ 其 舅 也朝權 ミナ 此人 二 

ァ乙 

天福 元年 近 衞前攝 政 基道薨 | 十 文曆 元年 五月 廢帝崩 

針 七 A 月 後 堀川 崩  一 V 一十 嘉禎 元年 三月 攝政 敎實 K た 針 


道家. フタ 、 ビ攝政 タリ 三年 二月 道家 フタ 、 ビ其婿 近 

衞 左大臣 兼經 一一 攝政 ヲ讓ル 延應 元年 1 一月 後 鳥 羽 崩 

お 十 仁 治 三年 正月 帝 崩 針 二 泉 涌^  -ー  葬^^ 在位 十 

後 輕峨院 ハ 十； 御 門院 第一 一子 母 " 宰相 中 將通宗 ノ女也 

承 久ノ亂 一一 ニ歲ナ ^ ヲ土 御門 大納言 源 通 方 外戚 ノ親 

一一 テ養 ヒ參ラ ス 十八 歲ノ御 時 通 方 モ隱レ ケ レ 、パ 祖母 

承 明 門院 ノ許 一一 オハ シ マス 四條俄 一一 崩 ジ テ 御子 モ 御 

迚枝 モナ シ順 德院ィ マ ダ佐渡 二 マ シ/ \- 其 御子 忠成 

京 一一 マシ マス 道家 ノ 外孫 ナ レ 、パ 是ヲ立 申 サム ト テ 

關 東へ 議 セラ レシ-一 泰時秋 田 城 介義景 シテ此 帝ヲタ 

テ 參ラ ス 城 介義景 着 以前 忠成タ 、セ 給ハ 、パ イカ ガス 

ベ キヤ ト云シ 一一 汝ヲ 遣ス上 、ノ 何 ノ揮カ 有 X 只ォ 口 シ 

テ土 御門 院ノ 御子 ヲタテ マイラ セョ ト云シ 力、 パ城介 

急 ギ 上洛 シ テ 承 明 門院 ノ 御所 一一 參 テ 泰時ガ 旨 ヲ申ス 

順德ノ 母修明 門院 モ 道家 モ大 一一 驚 シカド 力 及、 パ ズ同 

H 廿 rc^ ^一一 針 左大臣 良實關 白- ナダ 雜ニ 條殿ノ 

祖ナ I 正統 記 一一 泰時ハ カラ ヒ申テ 此君ヲ ス H 奉 だ 誠 

一一 天命 ナリ正 理ナリ 土 御 門院 御 兄-一 テ御 心、 パ へ モ. ォ 

ダシク 孝行 モ深ク 閡へサ セ給シ 力、 パ 天照大神 ノ冥盧 

i 史餘 論卷之 一 


二 代テ ハカ ラヒ 申ケダ モ 理ナリ 大方 秦時心 正 シク政 

直 一一 グ テ人ヲ ハ グク ミ物ニ 奢ラズ 公家 ノ御事 ヲ重ク 

シ 本 所ノ煩 ヲ止シ 力 パ 風 ノ前ニ 廣ナ ク シ テ 天ガ 下 則 

靜リキ カク テ 年代 ヲ重シ 事 偏 一一 泰時ガ カト、 ゾ 申傳フ 

メ グ 陪臣 ト シテ久 シク權 ヲ執ル 事ハ 和漢 兩朝. 一一 先例 

ナシ其 主 タリ シ 賴朝ス ラ 二世 ヲ 、パ過 ズ義時 イカ ナク 

果報 一一 力 ハカ ラザダ 家業 ヲ創 メテ 兵馬 ノ權ヲ 執シタ 

メシ希 ナダ事 二 ャサレ ド殊ナ ダ 才德 ハ 聞 へ ズ 又 大名 

ノ下 二ォ ゴ \ 心 ャ有ケ ン 中ニト セ計 リゾ 有テ身 マ 力 

リ シ 力 ド彼泰 時相 綾 テ德政 ヲ先ト シ 法式 ヲ 堅ク ス己 

、ガ 分ヲ ハカ ルノ 三 ナ ラ ズ 親族 幷 二 ァラュ y 武士 迄 モ 

戒テ 高官 位ヲ S モノ ナカ リキ^ 政 ツイ デノ マ 、 ニ衰 

へ 終-一. D ヌだ ハ 天命 ノ終 X 姿 ナリ九 代 マ、 デ保 テ^ コ 

ソ 彼ガ 餘薰ナ レ、 パ恨だ 所ナ シ ト 云 ッ ベ シ 凡 ソ 保 元 平 

治ョ リ此 カタ ノ亂 リガ ハ シ キ 二 賴朝ト 云人モ ナク泰 

時 トイ フ者 ナカ- タ マシカ 、パ HI 本國ノ 人民 ィ 力、 >  ナリ 

ナマ シ コ ノィ ハ レヲョ クシ ラヌ 人ハ故 モナ ク 皇威 ノ 

衰 へ 武備 ノ カチ 一一 ケルト 思 ヘル ハ 過ナリ 泰時ガ ム 力 

シォモ フー 一 ハョ ク誠ァ ル所ァ リケン 力 シ子孫 、ノ サ稃 

ノ心ァ ラジナ レド堅 クシ ケ y 法ノマ 、 一一 行 ヒケレ 、パ 

i" 百 玉 十 一 
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及、 パ ズ ナガ ラ世ヲ モ 累ネシ 一一 コ ソ遠 カラ ヌ事ド 乇ュ 

レ ド 近代 ノ 得失 ヲ見テ 將來ノ 鑒誡ト セ ラルべ キ ナム 

此年 六月 十五 日泰時 卒ね經 時繼グ IJi 寬元 元年 六月 

中宮 皇子 誕生 西 園 寺右大 臣實 氏外祖 ノ勢 ヲ得テ 道家 

良實 父子 ト共 々一一 朝政 ヲ執 レノ  ？？ I;nt  二 年 四 

月 賴經其 子賴嗣 一一 將軍 ヲ讓ダ 在職 十八 年 は 十 賴嗣六 

歲ナゾ 四 年 正巧讓 位 \14 在位 四 年 

後深草 ハ 後嵯峨 ノ 第一 一子 母 、ノ 西 園 寺 太 政 大臣 實氏ノ 

女 大宫院 殿ナヅ 卽位ノ 時四歲 上皇 ノ御 政務 ナ ヅ 關白 

良實父 ノ 道家 ト 不快 一一 ヨリ テ. 職ヲ罷 ラレ テ 其 弟左大 

臣實 經攝政 タリ 是 一條 殿 ノ祖也 三月 經時病 一一 ヨリ テ 

執權ヲ 弟時賴 -ー 讓リ閏 四月 一一 卒ス 七月 賴經歸 洛寶治 

元年 正月 實經 罷ラ レ テ近衞 兼 經又攝 政 タヅ 建 長 四 年 

二  時 賴重時 使シテ 上皇 ノ 一  宫宗尊 親王 ヲ迎 フ是前 

將軍 賴經京 一一 テ K ヲ亂ラ ム ト ノ企有 X 由 聞 ヘシ ニョ 

リ テナ リ此月 道家德 ^1 此 人賴經 ノ父 ナレ、 パ ウセ 給 

シ堪關 東 ノ計ラ ヒ  一！ ャト云 フ說ァ リニ 條家 ノ說ニ ハ 

道家 北條ヲ 恨ミ世 ヲ亂ラ ム トセ シ ヲ良實 常 一一 諫メ ラ. 

レシ 力 、パ 父子 睦 マ シ カラ ザ ソシト 云 々四月 宗尊 親王 

下向：^  U  乂 同月 賴 S 歸洛^ | 寳 十月 近衞兼 經攝政 
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ヲ辭シ 其 弟 左大臣 兼 平 攝政タ ゾ是鷹 司 殿 ノ祖也 初 道 

家ノ 長子 敎實 九條ヲ 相續シ 一 一子 良 實ニ條 殿ト云 ヒ 三 

子實經 一 條殿 トイ ヒ今又 近 衞分レ テ鷹司 トナリ コ レ 

ヨリ 五 攝家ト 稱ス執 柄家ノ 權ヲヮ カタ ム タメ 時賴カ 

ク ハカ ラヒシ ナ〃 ベ シ 

〔此後 、ノ 攝家ノ 事 ヲ論ズ \  二 及 バ ネ バ 略シォ ハンヌ 

ソ ノ故ハ 藤氏 ノ權 是ョ リツ ヒー 一 衰シ、 ガ故 也〕 

案〃 一一 良 房 基 經ノ相 業議ス ベ カラ ズ 社稷 ノ臣ト 云 

ッ ベ シ 雖ン 然 光孝 宇多 ノ君タ ダ 菅公 廣相ガ 臣タ k 

猶其權 ヲ奪ム 事 ヲ欲ス 蓥是防 レ微杜 レ漸ノ 深盧ナ ソ 

忠平 ガ純臣 タリ シ外實 賴ガ後 柄臣九 世皆是 外戚 ノ 

威 ヲ恃ミ 朝廷 ノ權ヲ 弄 ス後三 條其櫂 ヲ抑玉 フ^ 英 

明 ノ主ナ リ院 中政衰 へ 兵 革 * 起ソ シ 一一 及デ 藤氏 ノ 

大臣 ソノ 危ヲ 救ヒ顚 ヲ扶シ モ ノ 一  人 モナ シ 保元ノ 

M  二 忠通 朝家 二 有リ 其 弟賴長 ト 不和 ナダ 、ガ 故也ト 

雖ド モ 其 職 二 恥ズ ト云フ ベ シ 平 治 二 墓實 關白タ ソ 

シ カド 十六 ノ 童子 論ズ "/ 一一  タ ラズ 平氏 西奔ノ  M 

通 不レ從 レ駕而 還 法皇 ノ 恩寵 ヲ思フ ユ ョ, ト 云ドモ 

身 S 一一  朝廷 大臣 タリ イカ， テ捧首 鼠竄シ テ生 ヲ苟モ 

ス ベ キ 義； ± ガ 法皇 ヲ 幽セシ 日 基 房 其 間 一一 彌縫 シ テ 


泰甚 ヲ去ソ シ濟 レ時ノ 才ナキ -了ゾ モア ラズ 賴朝守 

護 地頭 ヲ請シ 一一 兼實コ レ ヲ 執奏ス 遠見 深識 ナシト 

云べ シ承 久ノ亂 1 一家 實 才災ナ クシ テ又新 帝 ノ攝政 

ト成グ 某 恥 ナキ事 五代 ノ臣ノ 如シ其 後醍醐 南狩ノ 

日 一一 至 テ經忠 、ノ 最初 一一 南 一一 來レ リ 大臣 ノ義 一一 耻ズ 

是等ノ 外 北朝  一一 S リ仕 シ 輩與 一一 君臣 ノ 大義 ヲ語〃 

可ラズ 抑謂ュ ル攝 政關白 ハ 人臣 ノ表率 タリ 然 X  二 

カク 忠ナク 義ナキ 輩 累世 其 職 一一 任ジテ 唯 自ラ其 望 

族 門地 一一 矜, 耻ナ キノ 甚シキ 也 王室 ノ衰へ シ事唯 

名 行 ノヤ ブレ 一一 依 レリ ト北畠 准后ノ ィヒケ ム事誡 

一一 然タ帝 在位 十三 年 一一 テ正 元々 年 十 一 月 譲位 I 針 

龜山 院ハ後 嗟蛾ノ 第三 子 共 第 六 子 共 云 紹運圖 一一 ョ レ 

、パ第 四 子 也 後深草 ノ同母 弟 也 十 ー歲 一一 テ踐舴 ァリ弘 

長 三年 十  一 W 時賴卒 ぉ十是 ヨリ 先 後深草 ノ建長 七 年 

十 一 月 三十 歲ノ時 入道 シテ長 時 一一 職 ヲ讓レ リ文永 九 

年 1 一 月 後 蜣蛾崩 H 十院中 一一 テ政ヲ 知 シ召ス 事 二十 餘 

年 也 文 永 十 一 年 正月 譲位 一お 

後宇多 ハ龜山 第 ニノ 子 後嵯峨 トリ 養 ヒ文永 五 年 八月 

太子 一一 立ッ r 十一 年 正月 受禪 M 此 後深草 ヲ 本院 ト云 

ヒ龜山 ヲ新院 ト云龜 山院中 一一 テ政ヲ 聽玉フ 十月 本院 


ノ子熙 仁續滅 I ヲ東宫 一一 立ッ針 ijf 一^二 正統 記 一一 龜 

出 院ヲ繼 體ト思 召ォキ テケダ 一一 ャ后腹 一一 皇子 生レ 玉 

ヒ シ ヲ後 嗟蛾ト ソ養ヒ マ シティ ッ シ 力 太子 一一 立玉ヒ 

ヌ II 後深草 ノ 御子 モ先ダ チテ生 レ玉シ カドモ 引越 

レマシ 一一 キ滅は ノ後嗟 蛾 カク レ給シ 後^;! 兄弟 ノ御ァ 

、ノ ヒー 一 爭ゝノ セ給フ 事 有ケレ バ 1 お ま| 御關東 ョ V 賺宗 

© 儀 大宫院 ュ 尋ネ. S 'ケ , 二 先 院ノ御 素 意 、ノ 當今 ュ 嶙 

マ シ マ ス由ヲ 仰遣サ レケレ 、パ 事定 禁中 一一 テ 政務 セサ 

セ給フ ^IfigD 後嵯峨 繼體ヲ 、パ龜 山 思 召定ケ 

レ 、パ 後深草 ノ御流 イカ、 >  ト覺へ シヲ^ 11^5^ 龜 

山 弟 順 ノ義ヲ 思召ケ y 一一  ャ伏見 院ヲ御 猶子 一一 シテ東 

宫 一一 ス M 玉フ弘 安四 年 正月 蒙古 入寇 ノ事ァ ヅ十年 十 

巧讓位 一一 一十 在位 十三 年 

伏 見院ハ 後深草 院第 二子 十 一 歳 一一 テ 東宮 一一 立 玉ヒニ 

十三 一一 テ受騵 後深草 院院中 一一 テ御 政務 ァソ此 時 上皇 

三人 アジ 後深草 ヲ ー院 トモ 本院 トモ 云 龜山ヲ 中院ト 

云 ヒ 後宇多 ヲ 新院ト 云正應 一 一年 四月 帝 ノ 第 一 子 胤 仁 

f 續輒 東宮 一一 立ッ 正統 記 ニ龜山 n  ノ 君ヲ賊 東宮 一一 ス 

H 給フ 其 後 御 心 モュ カズ ァシザ マナ ル事サ へ 出來テ 

踐舴 ァリキ 東宮 一一 サ へ此 天皇 ノ 御子 ヰ 給ヒキ 關東ノ 


戆史餘 論卷之 
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讀史餘 論卷之 一    

輩モ サ 龜山ノ 正統 ヲゥケ 給へ ダコト "知 侍 一 

リ シ カド 近頃 トナ リテ世 ヲ疑シ ク思ヒ ケ レ バ 二 ャ兩 

^ノ 雜 I 草 御流ヲ カ^ガ^ ス. へ 申ント 相計ヒ ケ 

〃ト ナン 異本 太平 記 一一 故 院ノ歙 慮更 一一 御 嫡流 本院 ノ 

御子 孫 登極 ノ事ヲ 止 申 サレ中 院ノ御 一 流ヲ ノ ミ將來 

な 統タダ ベ シト 、ノ定 申サレ ケソ 武家 モ年來 、ノ 如ン此 

一一 存 定メ舉 ソキサ レ 、パ 中院ノ 御， 禪位モ ャガテ 新院受 一 

繼セ給 ヒケ, 是 一一 依テ， 本院 ノ 御 方 、ノ 旣 二 皇位 ノ御競 

^ヲ 斷ゼ ラ レ 御愁吟 ヲ含ミ ムナシ ク 年月 ヲ ノ ミ過サ 

レ ォ 、ノ シケゾ 愛二 弘安 ノ末ッ カタ 持 明院殿 ヨリ 故院 

ノ叙 思全ク 御正 嫡ノ 當流ヲ 棄捐 申サレ 後代 ノ御 登極 

ヲ止メ 申 サ^' 、 御 素 意 一一 ァ ラザ， ル 所見 ト 宸翰 ノ御遺 

狀等ヲ 内々 關柬へ 遣 サレテ 愁仰ラ レシ 力 バ 其 時 武家 

承リ披 キケダ 一一 ャャ、 ガ テ正應 登極 ノ御 事ヲ、 パ fg 持 

明院殿 一一 執シ 申シケ ダナ ソ 

按だ 二 伏 見院ヲ 東宮 一一 立ラ レ シ ハ 時宗 ガ ハカ ラヒ 

二 テ有 シナリ 本院 悅ビ給 ヒ新院 ノ御心 モト ケ 本院 

ト 御中 ョクナ リシ 力、 パ 大宮院 殿 モ悅ビ 玉 フ 此後 、ノ 

a 位卽 位立坊 ミナ 關東ノ ハ カラ ヒナ リト云 說有正 

統記 ノ說 ノ如ク 二 テ然 \ ベ キ歟 時宗 ガ訐ラ ヒ 二 テ 
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東宫 一一 タテラ レム  一一 、ノ 本院 ハ悅ビ 給 フ ト モ 新院ノ 

御 心 二 ハ悅 ビ玉フ ベ 力 ラ ズ 但 シ 關東 ョ ソ申ス 旨ァ 

リシ 力 、パ龜 山 弟 順 ノ義ヲ 思 食寄ケ ダ 力 又 後 嗟蛾ィ 

カナ だ 御 事 一一 依テ 繼體ヲ 、パ 龜山ト 思食ケ . ルー 一 ャ乇 

シ 後深草 、ノ 不孝 一一 マシマ シ 龜山 、ノ 御 愛子 一一 テア リ 

シ 故ナソ シ歟コ レ ョ リ兩 院相爭 ヒ玉ヒ テ終ニ 天下 

南北 一一 分 レ 龜山ノ 皇統 ハ絕 タリヨ 力 ラ w 御 事 二 

ャ 

又按 一一 後宇多 讓位ノ 時纔廿 一歳 ナレ バ 龜山 モ 殘多 

ク 思 食 主上 モ 御 本意 ナラ ネ ド モ 後深草 ノ 本院 待 兼 

玉 フ ベ シ ト 關東 ョゾ奏 シ申セ 、バ 御 心 ノマ、 ナラズ 

讓 位有ケ ダト 云說ァ リ 異本 二 所謂 弘安ノ 末 二 持 明 

院殿關 東 ニ仰ッ 力、 ノサ レシ ナド ミ へ シ 、ノ 正統 記 二 

ィ へ \ 其 後 御 心 モュ カズ ァシザ マナ ダ事サ へ 出來 

一一 ノ踐祐 ァリキ トイ ヒ シ 事ナル ベ シ是ョ ジサ キ後嵯 

峨崩後 一一 後深草 龜 山御ァ ーフソ ヒノ時 一一 大宫 院殿ノ 

仰ラ レシ 一一 ョレ 、、ハ 龜山 一 流 繼體タ \ ベ シト又 持 明 

院ノ仰 一一 ョ レ 、パ後 嵯娥ノ 御 心 然レノ 一一 非ズ關 東ノ輩 

イカ 二 トモ 申サダ メガ タキ 二 ョソテ サラパ 兩皇 ノ 

御 流ヲカ 、ノ ダガ ハル ニス H 申 サム ト相謀 リシす〃 


ベ シ タ 、>  シ 持 明院殿 ョ リ 關東 へ 遣 ハサ レシ 後後 嗟 

蛾 ノ 御 遺 狀崩後 十數年 ノ 後出 シナ ド 心 ユラ レズ 關 

東 ノ輩モ イブ 力 シ キ事 一一 モ思テ ナダ ベ ケ レ 、ド 世ヲ 

疑シ クオモ ヒシ 程ナレ 、パ然 だ ベ キ事 ノ出來 シトォ 

モヒ テサラ 、パ 兩皇 ノ 御 流 力 ハダ 力 ハダス ュ申 サン 

ト ハカ リシナ y ベ シ 

此年九 B 鎌 倉 ノ將軍 惟 m 俄 一一 上洛 一一 テ Igf ザー 一お 

^；: 君 後深草 ノ 御子 久明 親王 ヲ 鎌 倉 二 迎 へ テ 

君ト ス 

〔此時 天子 モ 鎌 倉 殿 モ 皆 後深草 ノ 御子 也 鎌 倉 ノ執權 

^時 宣時 ナリ〕 

三年 三月 四日 一一 紫 震殿ノ 獅子 粕犬中 ヨリ フレタ ソ人 

皆ァ ャ シ ミ シ 二 十日 ノ事ナ \  二 天ィ マ ダ明ザ ^  二 甲 

斐 源氏 ノ末 3 き^ 淺原 A 郞爲賴 ト云者 禁闕ヲ 

侵 ス事ァ ソ是- 一 ョヌ 中ノ院 W 新院 錄宇吿 文ヲ關 東へ 

ッカ 、ノ サル增 鏡 二 九日 右衛門 ノ陣ョ ソ 武士 三 四 人馬 

一一 乘 ナガ ラ 九重 ノ 中へ 馳入テ 上 二  ノ ボリーズ 女 孀ガ局 

ノロ  二 立テャ 、 ト云 モノ ヲ見ァ グクレ 、パ タケ 高キォ 

ソ 口 シゲナ ダ男ノ 赤地 錦ノ ヒタ、 レ 二 緋緘ノ 鎧キテ 

帝 ハ 何ク 一一 ォ、 ノス ゾト 問夜ノ オト、 >  一一 トイ ラフ レ、 パ 

讀ぉ餘 i 論卷之 一 


ィヅク ゾト又 問 南殿ョ リ 東北 ノ隅 ト敎レ 、パ 南サキ へ 

步ミ ュク間  一！ 女 孀ノ內 一一 參 リ テ 權 大納言 典侍 殿新內 

侍 殿ナド 一一 語 だ上ハ 中宮 ノ御方 一一 渡 ラセ 給ヒケ レ 、パ 

對ノ屋 二 忍ビテ 一一. ゲサセ 給 ヒ春日 殿へ 女房 ノ ャゥ 一一 

ティ ラセ 給フ 春宮ヲ 、パ 中宮 ノ御方 ノ按察 殿 イダ キ參 

ラセ- プ常 S 井 殿へ 力 チニテ 一一 グ此男 カラ ウジ テ夜御 

殿へ 尋參 リタ レ ド モ 大方 人 モナ シ中宫 ノ御方 ノ侍ノ 

長 景政ト 云 者名乘 參テタ 、カフ ホド  一二 一條 京 極ノ篝 

五 千 餘騎ニ テ馳 參リテ トキ ヲ ッ ク \ 一一  合ス ル 聲ヮヅ 

力 二 聞へ ケレ 、パ 心安 クテ內 一一 參ダ 御殿 共ノ 格子 引力 

ナグ ソ テ亂入 二 叶ジ ト思 ヒ テ夜 御殿 ノ御 茵ノ上 二 テ 

自害 シ ヌ太郞 ナリケ ク男ハ 南殿ノ 御帳ノ 中二 テ 自害 

シ ヌ弟ノ 十九 一一 ナジ ケ ^ ハ大床 子 ノ緣ノ 下 一一 伏シテ 

寄, 者ノ足 ヲキソ 二 ケレ ドモサ スガァ マ タシテ カラ 

メム トス レ、 パ カナ ハ デ 自害 スルト -ズモ 臈ヲ 、パ 皆ク ソ 

出 シテ手 一一 ゾモタ ソケダ 其 マ 、ナガ ラ何 レモ 六 波 * 

へ カキッ 、>  ケ テ出シ ケソ此 事 次第 二 六 波羅ニ テ尋沙 

汰 スルホ ドー 一 三條 宰相 中將 實盛モ 召捕レ ヌ三 條ノ家 

一一 傳ソテ 鯰 尾トカ ャィフ 刀 一一 テ彼淺 原 自害 シタ ルナ 

ド云 事モ出 來-ズ 中院モ シ "シメ シタ ダナ ド云聞 有 エノ 

四百 玉 十 玉 


^あ 狳論卷 之 


四百 五十六 


心クク ィ ミ ジ キヤウ 二 云 アツ 力 フ 中宮 ノ 御 兄 櫂 太夫 

公衡 一 院ノ 御前 一一 テ此事 ハ臟林 寺 殿 I ノ御心 合 タ^ 

ナ \ ベ シサ テナ ダラ 力 二 モ オボ シ マサ、 パ マサ, 事ャ 

出 * ム院ヲ マ ヅ 六波晨 一一 移シ奉 X ベ キ事 一一 コ ソナド 

彼 承 久ノ例 モ 引出 ヅ ベ ク 申 給 へ 、パイ カデ カサマ デ ハ 

ァ ラム 實ナ ラ ヌ 事ヲ モ人ハ ョ ク云ヒ ナス モノ ナ リ故 

院 ノナキ 御影 -ー モヲ ホサム 事 コソ イミ ジケレ ド淚グ 

ミテ宣 フヲ 心ョヮ クオ 、ノ シ マス 哉ト 見奉テ ナホ 內ョ 

リ ノ 仰ナ ドキ ビシキ コト ドモ聞 ユレ 、パ 中院 モ 新院 モ 

思 シ 驚ク イト ァ ？タ 、>  シキ檨 ニナ ソヌレ 、パイ 力 、>  、ノ 

セムト テシ； I シ メサヌ 由誓タ \ 御 消息 ナ ド 關東 へ 遣 

、ノ サ レ テ後ゾ 事シヅ マソ ニケル サテ 長月 ノ初ッ カタ 

中院 ハ 御ク シ ォロサ セ給フ 

〔九月 中院 四十 一 一一 テ御 落飾 禪林寺 殿 ト云今 ノ南禪 

寺ハ 卽院ノ 皇居 也〕 

桉〃 一一 此時 中院鎌 倉へ 移シ 申べ シナド 云 事 モア リ 

シ 一一 ャ稱名 寺 ノ山カ グー 一 龜山院 御座 アジ シ アト ナ 

リナ ド云 所ァ リ ソノ御 儲ノ爲 一一 御所 造ラ レ ム ト云 

シ $ モア リシ 二 ャ 

永 仁 六 年讓位 に 十 在位 十 一 年 持 明 院殿ト モ申ス ナリ 


後伏見 、ノ 伏 見ノ第  一 ノ子 十一 歲 一一 テ受禪 コノ トキ 二 

後深草 龜山 後宇多 伏 見 上皇 四 人 マ シ マ ス 八月 後宇多 

國 ノ 御子 ヲ 東宮-一 タツ |%細|1十 在位 三年 一一 テ 

正 安三 年 正月 鎌 倉 ヨリ f 辦雜 I 隱岐 前 司時淸 山城 前 

司 行 負 上洛 シ テオ u シ マイ ラセ 東宮へ 御位ヲ 讓ラ〃 

時 十四 

歳 ナリ 

後 ニ條ハ 後宇多 第一 ノ子 十七 歲 一一 テ受禪 八月 伏 見 第 

ニノ 子 ヲ東宫 一一 タ ッ § 龜山ノ 法皇 ト 後宇多 上皇 ト院 

中二 テ御 政務 伏 見 後伏見 ノ 御代 一一 ハ參リ 仕 フル 人モ 

マ レナ リシ 一一 又 移ソカ 、ノ レ ソ 在位 六年餘 一一 テ德治 三 

年 ス月崩 四 歳 

花園 、ノ 伏見院 第一 一子 十二 歲ニ テ 卽位伏 見 上皇 院中 ュ 

テ 御政ァ リ 九月 後宇多 法皇 第二 子ヲ 東宮-一 タクね 

^ 正統 記 二 儲 君ノ定 アリシ 一一 後 ニ條ノ 御子 邦 良 親王 

居給フ ベ キカト 聞 へ シ 一一 思 食 故 アジト テ此 親王 ヲ太 

子 一一 クテ 給フ彼 1 ノ 御子 ヲ サナク マ シマセ 、パ 猶子 ノ 

儀 一一 テ傳 へサセ 給フべ シ若邦 良 親王 早世 ノ御 事ァラ 

、パ コ ノ 御 末 繼體タ だ ベ シトゾ シダシ 置 セマシ マシケ 

6 霍" I！ 謹 一？？  I  I 文 保 一 一年 

一 一 H: 東宮 一一 讓ラ , 此時帝 、ノ 一 一十 1 一歳 東宮 ハ 三十 1 ー歲 


一一 ナゾ 給へ 、パ 後宇多 法皇 ヲ始 其方 サ マ ノ人待 カ子 申 

サルべ キヨシ 一一 テ 關東ョ リ訐 ヒ申セ シト ゾ^ 娜？ ほ 

後醍醐 ハ 後宇多 第一 一子 三十 1 一歳 一一 テ受禪 後宇多 ノ法 

皇院中 一一 テ 政務 有 三月 後 二 條ノ子 邦 良 親王 ヲ 東宮 

, 一一 タ ッ元亭 1 一年 ノ夏 法皇 ヨリ 大納言 藤 定房ヲ 御 使 一一 

テ政 ヲ當今 一一 任ゼ ラ レ 閑居 ァ \ ベ シ ト 闢東 へ 仰 造 サ 

, 武家 異議 ナ 力 ソシカ 、パ 大覺寺 殿 へゥッ リ玉フ 正中 

元年 六月 後宇多 法皇 崩ズ ^ 十九 月 土 岐賴員 多 治見國 

長 等 帝 ノ密詔 ヲ受テ 縑倉ヲ ハ カル ノ由 聞へ 六 波羅ョ 

リ兵ヲ ッ 力 、ノ シ テ是 ヲク ッ 一 一年 五月日 野中 納言資 朝 

日 野 右少辨 • 俊 基 トラ ハ レ テ 東行 帝ノ 近臣 一一 テ 密勅ヲ 

受シ由 一一 ョ ジ テナ リ 七月 萬 里 小路 宣房ヲ シ テ 吿文ヲ 

高 時 一一 給 、ノ  , 資朝 佐渡國 へ 流 サレ俊 基ハュ ダサ レテ 

歸リ 朝廷 無事 一一 ナジ ケリ 

按ル 一一 高 倉 院嚴島 御幸 ノ時淸 盛 入道 誓詞 ヲ給ハ , 

ョ シヲ 云傳フ コ レ 、ノ 入道 逆 威ヲ恣 一一 シテ强 申タ〃 

ナ リ 其 後龜山 後宇多 關東 一一 吿文 ヲ給ハ リシ 力、 パ淺 

原が 事 一一 ョ y 世 ノ浮說 ヲ仰開 カレ ム爲 一一 萬 乘ノ尊 

ヲ 屈シテ 陪臣 二 向 ヒ誓ハ セ給フ コ 、 一一 至リテ 王 威 

地-一 落 タリ 此タビ 後醍醐 又吿文 ヲ下サ レ シ モ シ 、パ 


ラク關 東ノ疑 ヲ解シ メテ 御宿 意ヲ ハタ サ レン 爲ノ 

歙盧 一一 ョ レリ トイ、 ノ ム 歟サレ ド帝德 ノ御累 トゾ申 

ベ キ 

嘉曆 元年 三月 東宮 邦良薨 y 十 七月 後伏見 上皇 第 一 子 

a 續 if ヲ 東宮-一 立ッ ^帝ノ 御子 ハ 多 カジ シカド 東宮 

立坊 、ノ 關東 ヨリ ノハ カラ ヒナ レ、 パ 御 心 一一 任 セラ レズ 

元 德ニ年 四月 一 日中 原 章 房 盜ノ爲 一一 殺サダ 00 

^ 異本 太平 記 一一 章 房 淸水寺 一一 詣テ 下向 ノ時 西ノ 大門 

一一 テ 八幡 ヲ フシ ヲガ ミ シ 二 小雨 フ リケ〃 ュ 簑笠 一一 力 

、パキ シタダ 者 一 人後 ヲ過ダ ト ミ へ シガ 太刀 ヲ ヌキ テ 

章 房 ガ首ヲ 打落シ テ坂ヲ 下リ行 下人 四 五人ァ レャト 

テ主 ノ持セ シ 太刀 ヲ ヌキテ 追 シカド 後影ダ 一一 見へ ズ 

ナ リタ リコ ノ章房 ハ中家 一流 ノ 楝梁 法曹 一 道ノ 碩學 

者 シカモ 四 朝 一一 仕テ 一 家 ノ世譽 ヲ得タ リコ トー 一 當代 

無雙 ノ恩澤 一一 浴シ 夙夜 無二 ノ拜趨 ヲ致シ ス ベ テ釐務 

ノ 斷獄 朝議 ノ裁斷 君臣 ノ 顧問 ヲ得シ 力 、パ 皇家ノ 輔弼 

タリ シー 一力、 ル殃 炎ノ出 * シ 事朝ノ 愁歎 道ノ 衰微 ナ 

リ 子息 章 兼 章 信 等 嫌疑 ヲ正シ 仇敵 ヲ索ム が-一 イカ 一一 

シ テ 力 聞出シ ケ \ 東 山 雲居 寺ノ南 ノ門ノ 東南 ノ門ノ 

岸ノ上 一一 一宇 ァヅ瀨 尾 兵 衞太郞 幷同卿 房ト云 者ナリ 


^史餘 論卷之 


四百 玉 十七 


讀史餘 論卷之 


四百 五十八 


名 ノ^ 黨 カク ゾ ナキ者 ナリ然 y 一一 彼ラガ 殺害 疑ナ 

シ ト 聞定 メケレ、 パ 章 兼 、ノ 折節 病床 一一 フ シ テ 行お 、ノ ズ 

^^^お 廳ノ 下部 十四 五 人郞從 下人 三十 餘人具 シ 白 

襖 二  S 一一  帶劍 シ 小 八 葉 ノ車 一一 テ 未明 一一 彼 在所 へ ゾ 

せ タリ ケル 是非 ナク 彼屋ヲ トリ マ キ 屋ノ內 ヲサガ シ 

ケ〃 一 一人一人 モ 見へ ズ又 本人 他行 ノ家ト モ ミ へ ズ塗 

Si 迄 打破 リ板敷 ノ下マ デサ、 ガ シケ レドモ 一人 モナ シ 

カナ ク歸 ラント スだ處 一一 心ハ ャ キ者走 返テ薦 天井 構 

タ \ ヲ 見上タ \  二 人ノ 衣裳 ノ ッ マ 少シ ミ へケレ パ マ 

ヅ 長刀 一一 テ 天井 ヲ ゝノ ネ攸 y  二人 コ ソ隱シ 居 タグ ケレ 

旣 一一 見付ラ レ ヌ ト思テ 大刀 拔テ男 一 人ヲ ドリ 下ラ ム 

トシ ケル 所 ヲ下シ モ タ テ ズ 長刀 一 一 テ 腹ヮキ ヲ サスサ 

、 レ ナガ ラ 飛下ソ ケ だヲョ セ合テ カラメ ム トシ ケレ 

ド モ名譽 ノ手キ 、 ナ レ 、パ 手ォ ヒ足タ 、 ネド モ散々 二 

切 ハラ ヒテ. - リックべ キヤウ モア ラザ ソシヲ 郞從 一 

人ク シロ： n リ 太刀 取 直 シ小ヮ キヲサ スサ、 レ テヒ〃 

ム所 ヲ廳ノ 下部 彥武ト 云者ク ミ フ ス此男 初 メノ勢 二 

モ似ス $ ノ外ニ ョフ ソケレ 、バヤ、 ガ テオ サへ首 ヲトク 

此 章房ハ 一道 ノ儒宗 ノ當職 ノ廷尉 トシ テ義 ヲ正シ 狸 

ヲ斷 ジケレ バ 若撿斷 訴訟 ノ由來 一一 ョソテ ミ ダグー ー鬱 


憤ヲ イダ キ 怨念 ヲ結 ブ人ャ ァリケ ン又ハ 旦募 ノ拜趨 

叙 賞 他 ニコへ ケレ、 パモ シ權ヲ ソネミ 祿ヲゥ 、、ハ 、ノ ン ト 

二 ャ有ケ ム 本人 モ 親眤 モカ ネテ 宿敵 ヲ サ ト ラ ネ 、パ 傍 

輩 等 倫 ノ怨望 一 端 モナ カリ キ然 一一 彼ノ 災害 萬 人ノ疑 

ヒ 淺カ ラズ 愛一 一 退テ 子細 ヲ タヅ ヌ \ 一一  此章房 、ノ 無 一 一 

ノ拜趨 年 積 ソ恐ク ハ匡弼 ノ器タ リシ 力、 パ 恩寵 モ淺カ 

ラザソ シ 一一 付 テ是ゾ 敦旨ヲ モ重ク シ 公議 ヲ モ背 クマ 

ジ キ者ト 思食レ 年來ノ ft 念ヲ ァ グ時ァ ラ ハサ レ テ關 

東征 伐 之 事 仰 出 サ レシ 一一 章 房 身 ヲ 顧 ミ ズ 義 ヲ貽サ ズ 

眞實ノ 諫言 ヲ奉ソ ケ レ 、パ 不直 梟惡ヲ サシ ハサ ミ 偏頗 

漏 脫ノ事 有べ キ器ー I ァラザ レドモ a 盧ニ 一味 シ舉ラ 

ザ リシ 事 ヲ深ク 怖 レ給ヒ テ 近臣 成輔朝 E 一一  仰談ゼ ラ 

レシ 力 、パ 彼名譽 ノ惡黨 一一 緣ヲサ グリ祿 ヲァタ ヘーズ 竊 

二 章房ヲ ゥカ、 >  、ノセ ケレ、 パー 一 ャ果シ テ 此事ヲ 達セリ 

サ レ 、パ彼 ガ橫死 天下 大變 ノ端ト シテ 朝議 ヨリ 出 ケ^ 

ト爰ニ  /  & ヒンラ レア ノ按少 一一 是等ノ 事 一一 ョ リ帝ノ 御心チ 

&ニ ソ シ ラレ ケソ 觀 ^一一 帝業 終 二 全 タカ： ソザ リシ 事 

ハ .1 此月帝 東大寺 興 福 寺 延曆寺 へ 行幸 力 ノ 僧 從等ヲ 

カタ ラヒ 關東ヲ ハカ ソ給フ 五 e: 僧圓觀 文觀忠 圓等ト 

ラ 、ノ レテ 東行 流刑 野 資朝佐 渡 一一 テ 殺サレ 七月 俊 墓 

フタ タビ關 東 ー一 召ョセ ラレ テ 殺サ, 元弘 元年ん 月關 


ソ 


東ノ使 1 一人 上洛 帝幷尊 P 親王 ヲ流 シ參 ラセ ン爲ナ 

帝 笠 置 一一 行幸 九 笠 リ帝 蒙麈路 一一 テ捕 ハレ テ六 

波羅 一一 入給ヒ ヌ 在位 十三 年 時 四十 九歲 光厳 院元弘 元 

年 十月 御卽位 t 後一 一條 ノ孫邦 良ノ子 康仁ヲ 東宮 ト ス 

〔按〃 一一 龜山ノ 後-一 テ 後醍醐 カク マ シマセ シニ後 二 

條ノ 御孫ヲ 東宮 一一 立 申 ヶ^' ハ 武家 猶義ノ アツ キト 

ャィ ハマ シ〕  . 

明 レ バ 正慶 元年 三月 後醍醐 隱岐 へ 遷幸 此帝僅 力 在位 

一年 ノ正慶 一 一年 五月 北 條滅ビ 後醍醐 重祚 ァ ソ 

一 後醍醐 復位 之 事 

元弘 T 一 一  年 1^ 慶 六月 皇位 ヲ復シ 給ヒ其 明年 ヲ建 武ト 

號スニ 年 八月 源^ 氏叛シ ヌ 三年 八月 尊 氏 光厳 ノ御弟 

光明 院ヲ タテ 其主ト ス 十月 後醍醐 尊氏ガ 軍門 一一 下ソ 

玉 じ テ 叙山ヲ 御^- リ有シ ヲ 花山院 ニトラへ マイ ラス 


一 南北 分立 之 事 

建 十一 一月 一一 後醍醐 吉野 へ 奔 リ給ヒ キ是 ョ リ吉 

野殿ヲ 南朝 ト云 武家 ノ 共 主 ヲ 北朝 ト云シ 也 サレ、 パ重 

舴ノ 後天 下 一 統 三年 ダ 一一 ミタズ シテ 南北 ト分レ 其 後 


吉 野二ゾ マシ マスコ ト四年 一一 シテ延 元 四 年^き；； 一^ 

八月 十六 日 -ー 崩ジ 給フゼ 3 玉 

後村上 院位 ヲッガ セ給ヒ テ 在位 三十 三年 建 德ニ年 

北朝 後光 嚴ノ應 安四 三 22 月ジ 合フ 1£ おお 立 マ シマ シ. y 

年 義滿將 軍 ノ時也 三月 前、 ンぎ フ^ 翁 は お 一 、ン マ、 ン.^ 

位 十九 年-一 テ 北朝 後小松 院 ノ明德 三年 閏 十月 南北 御 

和睦 一一 テ有シ 世 ノ如ク 持 明 院殿ト 大覺寺 殿トカ 、ノ  , 

、ガ 、ノ  y 御 治世 ァダ ベ シトテ 南 帝 御 入洛 一一 テ大覺 寺 殿 

一一 人 ラセ 給ヒ 三種 ノ 神器 ヲ 北朝へ 渡 サレキ jf せせ | 

コ ノ後又 兼テ. ノア ラマ シ 一一 タ、 ガヒ テ大覺 寺 殿御 流 代 

ヲシ p シメ サレザ リシ 力、 パ 南方 ノ人々 憤ソ テ軍起 シ 

力 ド南軍 終 一一 利ナク シテ 後花園 院ノ長 祿ニ年 六月 後 

龜山ノ 御子 南 帝 高 福院殿 クタ レ 給ヒシ 力、 パコ、 一 1 テ 

ぽ^ R、  ^充、 s\」 ノ明德 三年 ョ リコ、 二 至リテ 六十 七 

^帝ノ 白ま 絲ノ 紹シ ナジ 年 前後 合 南朝 百 二十 餘年ゲ 程ナリ 

按ダ 一一 後醍醐 不德 一一 オハ シケレ ドモ 北條ガ 代ノ滅 

ブ べキ時 ユア ハセ 給 ヒシカ 、、ハ シ 、パ シ ガ 程 、ノ 中興 ノ 

業 ヲ起サ セ給ヒ シカド ャガテ 又 天下 亂レ テ終 一一 南 

山 ニノ ガレ 玉ヒキ サレド マサシ ク 萬 乘ノ尊 位ヲ踐 

セ給ヒ シ， 御 事 二 テ 三種 神器 ヲ 御身 一一 シタガ へサセ 

給ヒシ 力、 パ 時ノ關 白近衞 左大臣 經忠ヲ 初メテ 〔光 

明院 御代 ノ始建 武四年 四月 ナリ〕 忠 ヲモ存 シ義ヲ 
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讀史餘 論 卷之ー 


一 上古 征伐 自 天子 出 事 

祌武 日向 ョジ 起リ給 ヒ筑紫 ノ國ヲ 平グ安 藝ノ國 一一 渡 

リ士 ロ備ノ 國ヲ經 テツ ヒ 一一 大和 ノ國ヲ 討 平ゲ畝 傍ノ山 

ヲ 開キ 欞原宮 一一 シ テ 帝位 一一 卽給ヒ ショ リコ ノ カタ 

針 f  "帝 九 世 凡 五 百 六十 九 年 ガ程ハ 金 革ノ事 聞へ ズ 

上世 民淳 一一 シテ俗 厚ク皇 化ノ 被フ處 オノ ヅ カラ オダ 

ャ カナ リシ ガ故ー 一 ゾ有 ベ キ但シ 世遠ク 人. □ -ズ 史策 ノ 

载^ 所 自ラ闕 漏 ァリケ ム モ知ダ ベ カラ ズ 

第 十代 崇神ノ 十 年 九月 大彥命 M 武^ 川 別 I 吉 備津彥 

| 丹 波 道 等 二 命ジテ 四方 ノ國々 一一 ッカ 、ノ シ敎ヲ 

受ザ グ者ヲ 、パ 兵ヲ擧 テ討シ メラ ダ是 後世 將軍 ノ始也 

ト申 ス歟シ カレ ドモ 其 代 二 將軍 ナドィ フ名 號有シ 一一 

、ノ ァ ラ ズ 日本書紀 二 シ ダス 處ハ 後代 史作ラ レ シ 時 潤 

钸ノ 詞ト見 へ タリ 

〔崇祌 ノ 時今ノ 文 學我國 一一 傳 ラ ズ 古事記 一一 見 M シ所 


モ將 軍ナド 云事ハ 見へ ズ〕 

此比 、ノ ャ 、 皇化 一一 順ハ ヌ モノ 有ケダ 一一 ゾ此年 武埴安 

彥ト 云者叛 キ參ラ セ テ 帝京 ヲ襲ハ ン トセ シヲ 彥國葺 

及 五十 狹芹彥 一一 命ジ テ 討平ラ レシ 事 モ侍ジ ^0 

f 此後百 六十 七 年 一一 シ テ第 十一 一代 景行 十一 一年 筑紫熊 

襲叛テ 帝ミヅ カラ 是ヲ 征シタ マ ヒ 八年ヲ 歷テ遂 一一 平 

ゲ給フ i^fl 叛 一 一十 七 年 熊 襲 又叛キ シ 力 バ 日本 武尊 

ヲ シ テ 征セ ラレ シ 二 ャガテ 討 平サセ 給ヒキ 其 後 四十 

年 夏 東夷 叛ク 事有シ 力 、パ 又尊ヲ シ テ是 ヲ討シ メ ラレ 

シ 二 是モ ャ ガテギ ヌ^^ キ 

其 後 八十 餘年 一一 シテ熊 襲 又叛ク lu^rj;^ 第 十 

四 代 仲 哀ノニ 年 一一 皇后 ト共 一一 自征 シ給フ 八年ヲ へ テ 

代ヲシ 口 シ メス 事 九 年 一一 アタリ シ年ノ 二月 筑紫ノ 行 

宫二 崩 ジ給フ 神 功 皇后 吉備 臣ノ祖 鴨別ヲ シ テ討シ メ 

ラレ シカ 、パ 熊襲モ ッ ヒニ滅 ヌソレ ヨリス グ 皇后 自ラ 

新羅 ヲ討給 ヒシニ コ レモ ャガ テ從ヒ マイ ラス 力 クーズ 

皇后 御軍ヲ 還サ レ筑紫 一一 至 リ給ヒ テ ゾ 應神 、ノ 生レ給 

ヒ キ 

〔十月 生 レ給フ ベ キ期 一一 アタリ 給ヒ シカド 皇后 ノ御 

イノ リー 一 テ 十二月 筑紫ノ 伊 覩ノ郡 一一 一 プ生レ 給フト 


諼史餘 謫卷之 二 
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^史餘 論 卷之ニ  四百 六十 二 


ラソ ヒ給ヒ シ事ノ 始ナ レ バ 王德 ャ 、衰テ 風俗 ス 、デ 二 

シ トコ ソ串 べケレ 

其 後 八十 年 ヲ經テ 四十 五代 聖武 天平 十二 年 太 宰少貳 

藤廣 嗣叛ク ム 力 シ武埴 安彥ガ 叛シ後 帝王 三十 四 代 星 

霜 九 百 1 1 十七 年 ヲ經テ 人臣 ノ叛參 ラセ 干戈 邦內 ュ 動 

サ レ シ事ノ 始ナル ベ シ 

〔世  一一 、ノ 守屋 連ガ ミ ダレ ヲ 叛臣 ノ ャ ゥ 一一 申傳 レドモ 

是 ハ馬子 大臣 ト to ァラ ソ ヒ シ軍ナ レ バ世ノ 常ノ叛 

臣ノ例 二 ハ 比 散 シ、 ガ タク ャ侍 ラム〕 

此時大 野柬人 ヲ大將 トシ 紀飯鹰 ヲ 副將ト ナシテ 討 平 

ゲラだ 此勳功 一一 ヨリ テー 一階 ヲ越從 三位 ヲ東人 一一 授ラ 

^000 コ ノ後三 ±ハ 年 ヲ經テ 三十 九 代 

光仁 寶龜六 年 陸 奧ノ夷 叛キ鎭 守 府將軍 大伴駿 河 麿 シ 

テ討ル 其 功ヲ赏 シ テ動 三等 ヲ授ラ レ 十 年 二 又叛キ シ 

時 參議藤 原小黑 K 是ヲ 討 平 シ 力 バ 正三位 ヲ授ラ \ 

此後九 年 ヲ經テ 梪武延 曆七年 陸 奧夷叛 ク參議 紀古佐 

お ヲ 征 東大 將軍ト シ テ 討 レシ 一一 終 一一 利ナク シ テ 召還 

サ \ 九年大 伴 弟^ ヲ 征 東大 使トナ サ レ 坂 上田 村輕 等 

ヲ副ト シ テ^レ シ 一一 田 村 丸 ノ功是 多 力 リシ 力 、パ 十六 

年 二 征夷 大將箪 一一 ナサ レ タリ 廿年 一一 マタ 陸 奧夷高 丸 


ト云 シガ駿 河國淸 見關迄 攻ノボ リシ 一一 田 村 丸 是ヲ. 打 

ャブ ヮ北ダ ヲ追テ 陸 奧神樂 岡 ト云フ 所 二 至 テキ ソテ， 

ケ レ 、パ 陸奧悉 ク平グ 東夷 皇化 一一 順 、ノ ザ ソン 事ハ 古？ 

一一 モ聞 ュ シ 力 ド此比 ノ如ク シ キ ソ 二 叛 キ亂レ シ事ハ 

イマ ダァ ラズ 皇化ス デ 二 遠キ  一 一 及 、パ ザ ダンが シトャ 

云 フ ベ キ 

〔日本 武尊 東征 ノ後六 百 六十 餘年 一一 テ 東夷 叛キ 愛一 一 

至ソテ 五度ソ ムク〕  - 

其 後 八年ヲ へ ダテ 、五十二 代 嵯蛾弘 仁 元年 九月 帝ノ 

御 兄 平 城 太 上皇 寵姫 藥子ガ 兄 藤 原 仲 成 等、 ガ 勸 メ申セ 

シ 二 ョ リテ御 位ヲ復 シ給フ ベ キ 御心ォ 、ノ シ テ近 國ノ 

兵ヲメ サレ東 H  ノ方 一一 御幸 ァ-ダ ベ シト聞 H ケ レ 、パ帝 

大納言 大將坂 上田 村 九 一一 勅シ テフ セギト v  メ 參 ラ ス 

ベ シ ト有シ 一一 田 村 九ガ請 一一 ヨリ テ參議 文屋綿 麿ヲ副 

將軍ト ナサ.〃 ャガ テコ、 カシコ ノ道ヲ フ サギテ 仲 成 

ヲィ ケドソ 流刑 ニ處セ ラル ベ シト 聞へ シ、 ガキ ラレ テ. 

ケリ 藥子モ ミヅ カラ 藥ヲ飮 テク セシカ 、パ 事； 牛ギ ヌ 

^"職^^お" 五年ノ 夏文屋 綿麿ヲ 征夷 將軍 一一 

ナサ ダ 其 冬陸奧 ノ夷 叛キシ ヲャガ テ 打平グ 其 後綿麼 

從 三位 中納言 ノ大將 一一 ナサ レ タソ カク 其 比 迄 ハ世ノ 


史餘論 卷之ニ 
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讀史餘 論 卷之ニ 


四百 六十 四 


亂 アリシ 一一 臨デ 、ノ 其 任 一一 ァ タレ y 人々 ヲ撰レ 出テハ 

將帥ノ 任 二 アタリ 亂平ギ 功成ヌ レ 、パ又 入- ズ 卿相 ノ位 

二 ッ ラナ レソ 

〔古 佐 美 大納言 正三位 田 村 丸 大納言 大將 正三位 綿 麿 

從 三位 中 納^ 一一  至 ソシノ 類 ナリ〕 

後世 ノ ゴ トク 文武 其 職 ヲ異ニ セラ レ シ ガ如ク 二 ハ非 

ズ コレョ タ後王 綱絲ヲ トキ 柄臣 權ヲ專 二 セラ レシ ョ 

y 將帥ノ 任 コトゴ トク 一一 輕ク 卿相 ノ官 一一 至 レ \ 人ナ 

ク且ハ 文武 ノ職 世官世 族トナ リシ 力 、パ 朝廷 ノ威 日々 

一一 衰 へ 功臣 常 一一 兵馬 ノ權ヲ 司 ドリ 天下 ノ 大勢 一 度變 

ジテ古 二 力 へ ル事ヲ 得べ カラ ザダ R ト ハ成シ 也 


世以來 將帥ノ 任 世 官世族 トナ ソン 事 


六十 一 一代 朱 雀天慶 一 一年 十  一 H 平 將門藤 純 友、 ガ亂出 來 

タ リ 

〔嗟 蛾 弘仁五 年 ョ ソ 帝王 、ノ 九 代 凡百 一 一十 餘年 ノ後ナ 

將門 、ノ 陸 奥 鎭守府 將軍從 五位 下 良將ノ 嫡子 ナジ 

〔栴武 ノ+ぉ 原 其 子 高見 王 其 子 高 望王始 賜，， 平 姓， 良 

將ハ其 次 SR ナリ〕 


伊豫 椽藤原 純 友 、ノ 太 宰少貳 良 範ガ子 ナジ 

ほ ^ 二人 ハ ジメ洛 二 有 リシ 時 二 ft 山 一一 登ジテ 相約シ 

兵 ヲ起セ シト云 古事 談 一一 將門謁 二 仁 和 寺 式部 卿宫ー I 

平 郎等 五六 人 ヲ 具 シクリ 平贞盛 モ參ソ テ 將門 

ガ門ヲ 出 一一 行 逢 フ 酸 ^將贞 盛 申 ス 今日 郞從ヲ 具セザ 

〃事尤 ロ惜キ 事也此 將門ハ 天下一 一 大事 ヲ 引出 ス ベ キ 

者也ト 云々 正統 記ヲ 見, 一一 將門 久シク 執政 |！ ノ家 一一 

仕ソ使 ノ宣旨 ヲ望シ 一一 不 許ナ, ガ故 一一 東國 一一 下ソ テ 

反 セシト 云 f ハ^ 將門誅 害 日記 一一 天 慶ニ年 

十一月 廿ー 日常 陸大 椽國 香ヲ 殺シ舰 献^ 即 國巾ヲ ャ 

キ テ 廿九 日 豐田 郡 鎌輸府 一一 至 リ 長官 詔 使 ヲ幽シ 武藏 

守 興 世 王カ議 一一 ョ リ テ諳國 ヲ倂セ ム ト シ 十二 月 二十 

一 日 入 n 下野， 國守 以下 降 十五 日 入， 1 上野， 國^ ヲ追却 

テ此日 除 目ヲ行 カク テ武藏 相 模等ヲ 巡 ダ是ョ y サキ 

建，， 都 於 下 總國猿 島 郡 石 井鄕， 置 二 文武 百官， 三年 正月 

十 一 曰 詔，， 東海 東 山， 討，， 將門 三月 八 曰參議 修理 大夫 

兼，， 右衞 門督， 藤 忠文ヲ 征夷 大將 軍ト シ 

此人近 衞將タ リシ 時 直夜ゴ トー ー寮ノ 御馬 ヲ引 ョセ 

テ枕ニ タツ 萄ヲ 噴フ音 ヲ 聞テネ ブ ラ ジトノ コ トナ 

ジ キ 


刑部大 輔忠舒 パぉ 右京亮 藤國 幹、 大監 物平淸 基、 散 位 

就 國源經 基 爲，， 副將 軍， 

經墓ハ 武藏ョ リ上 y テ將門 ガ反狀 ヲ吿ラ レ キ此人 

右大臣 源 能 有ノ壻 一一 テ弓^ ノ藝 ヲ傳ラ レシト 云フ 

下 總權少 將平公 連、 藤 遠方 等ヲ シ テ 討，， 將門ハ 江談 二 

此時 朝議 欲 T 以，， 藤 元方， 爲+大 將 軍ハ 元方 聞 曰、 大將 

軍 所に 言、 一 事 以上 國家莫 ヅ不ぃ 被 "用、 若拜， 一大 將軍， 者 

必 請-, 負 信 公 息 一 人- 爲 い 副、 因い 是議 生、 旅 4 駄是 

月 一 日 下野 押 領使藤 秀鄕、 常 陸 椽平贞 盛 等 四千 餘兵 

gj< 萬 戰ニ於 下野 國， 敗い 之、 十三 日、 襲 二 將門營 ：將門 

逃，, 島廣 山， 焚，， 其營？ 十四 H 大戦，， 干 辛 島， 將門 中，， 負 

盛箭， 秀鄕 獲ぃ 首、 斬，， 百 九十 七級ハ 

將門 八十 三日 一一 テホ& ビ シナリ 案 正統 記 承 平 五 年 

二月 將門 起レ 兵天慶 三年 二月 滅歷， 一四 ケ年， 云々 

タハ 曰 者獰自 お 各 帚、 此時 於- 1 淸見 閼- 軍監淸 三 

がレ曰 Kvllass^ 自 二.. Tt.® 一 原滋藤 誦， 一杜 荀鵪 句- 三月 プ 

日、 秀鄕從 四 位下、 |ナ 功田 永 傳，， 子孫 T 追 兼， 一 任 下野 

武 藏兩國 守？ A 盛從 五位 下 右馬助、 經基從 五位 下 兼 太 

宰少貳 、此時 小野宫 左大臣 實賴 曰、 疑 勿い 質、 九 條右大 

臣師輔 曰、 刑 疑 勿い 賀賞疑 許 レ之ト 左 府ノ議 一一 ヨリ テ 

忠文 一一 ハ 貪 ナ シ 


忠文 東征 ノ日 六十 三歲村 上天 曆 元年 六月 七十 五歲 

一一 テ卒 贈，, 中納 言ート 云々 

純 友 追討 記 -ー 純 友 爲，， 海賊 魁 首？ 南海、 山陽 之 間 望レ風 

而下、 聞，， 將門 反？ 而 擬，， 上 道 T 東西 一 一京 連夜 放い 火、 十 

二月 下旬^ 備前守 子 高 奔，， 于京？ 純 友 使，， 文 元追ジ 之、 

廿六 曰、 及，， 攝州兎 原 郡， 相戰、 獲，， 子 高， 斷，， 耳鼻， 奪，， 

其 妻子， 而去、 下 二 固 關使於 諸國： 論，， 純 友， 叙，， 從 五位 

下 T 純友寇 n 讃州？ 介 藤 國風兵 敗 奔ニ淡 路ハ經 ニー 一月， 募 

レ兵 還い 府、 左 少將小 野 好古 爲，， 長官： 源 經基爲 二次 官ハ 

右 衞門尉 藤 慶幸爲 二 判官？ 右衞 門志大 藏春實 爲，， 生 典： 

征乏 到，， 播讃 等國： 造 ニニ 百 艦， 入 ，-賊 地： 先， 是賊 次將藤 

恒利降 ニ國風 T 國風 以ニ恒 利， 爲ニ鄕 導， 擊：. 賊 敗い 之、 賊 

入 二 太宰府？々 兵 大敗、 虜掠 殆盡、 好古 自 n 陸路？ 慶幸、 

春實自 n 海路？ 五月 與ぃ贼 合， 1 博 多津？ 春實 袒身髮 亂陷レ 

陣、 恒利、 遠方 乘 X 之、 賊軍 亂 欲，， 乘" 船 而戰： 官兵焚 ニ賊 

船： 賊敗 死者 數百 人、 溺死 不， 知， 計、 純 友 乘，， 輕舸； 奔，， 豫 

州 # 固 使 S 遠 保虜. 之、 純 友 死 n 於 獄中： 碰き賺 麟轉？ 

f  $ 其 後 四十 一年-了 ビアー 條長德 元年 下野 守 平維衡 

平 致 賴ト東 H 一一  テ戰フ 議-ー 其 罪 一致 賴ヲ 流-, 隱岐ー 

盛 力 四 男 致賴 

ト ハ再從 兄弟 


讀史餘 論 卷之ニ 


四百 六十 玉 


^ 史狳論 卷之ニ  ；   , 

其 後 二十 八 年 -ー シテ 後一 條長 元元 年 平 忠常叛 ク忠常 

、ノ  原 ノ孫高 王ノ 五男 村 岡 五郎 良 文ノ子 t 賴是年 

マ ヅ肥後 守 高 階 成 章 藤 原 時 遠 平 爲行等 合戰セ ン トス 

其 罪 ヲ定ラ X 其 四 E 前 上 總介平 忠常下 總ノ國 一一 テ叛 

ク檢 非違 使 平 直 方 | 诚む H 時 中原 成道ヲ シテ 東海 東 

山 ノ兵ヲ 發シテ ゥッニ 年 十一 一 月 成 道 無 レ功徵 還、 三年 

三月、 安房 守 藤 光業棄 レ國而 還、 是 忠常ヲ 恐レ テナ リ 

九月 忠常 兵威 熾 一一 シテ直 方 亦 無 レ功徵 還、 甲斐 守源賴 

信 二 坂 東 ノ兵ヲ ッケ テ征セ シ ム 四 年 四月 忠常 降、 扶 

桑 略記、 前 追討 使 平 直方不 ^ 遂，， 其 功， 空 以歸洛 、源賴 

信 下，， 向 任 所， 之 曰可ビ 討，， 忠常， 之 由 有レ勅 まお |~ 方 宇 

治 拾遺 一一 河 內守賴 信 上野 守 一一 テ有 シ 時 平 忠恒ヲ ゥ ッ 

海 ノ淺所 ヲ知テ 渡 だ 四 五騎、 パ カリ 先陣 シケ レ 、パ五 百 

騎パ カリ 馬 ノ 太腹ュ 立チ テ渡ル 二此渡 ソヲ、 パ只 三人 

シ リタ ジ f^"tw^ チ 忠常 周章 シテ 名簿 ヲ書テ 文 

柿 二 ハサ ミ 小船-一 郎等 一人 ノセテ 迎降ト 云々 扶桑 赂 

記 ュ 賴信 隨身參 上之處 、於，, 美 濃 國山縣 郡， 忠常 病死 

卽斬ー 1 其 首, 獻， 1 于 京師： 六月 十六 日、 入洛、 以降 之 間 其 

首 還，, 賜從 類？ 

其 後 七 年 一一 テ 山徒ノ 亂ァリ 後朱雀 長曆 三年 山 徒賴通 


 ,  四百 六十 六 ，  

一一 奉狀 シ 明 尊 ハ. 智澄 ノ 門 派 也 該 慈覺 ノ 派 一一 

非 ズ坐主 一一 任ス ベ カラ ズト云 ィヅレ ノ 門流ナ ラン 二 

乇其 人, 一 ョルべ シ ト云レ シカ、 パ山徒 怒リテ 大勢 賴通 

ノ館 一一 來ジ嗷 訴シテ 其 門柱 ヲ キル 賴逋怒 ソテ平 直 方 

シ テ f シム 山徒ト 相戰 死傷 ノ 者 多 シ ^腿讀 

其 後 十 年 二 テ 安倍 賴時ガ 事 起 k 關白賴 通 宇治 平等 院 

ヲ 建ルノ 年後 冷泉 永 承 五年賴 時叛キ タリ 

陸 奧守藤 原 登任是 ヲ討 チープ 破 ラル 賴義ヲ 陸奧守 

兼 鎭守府 將軍ト シテ ウタ シメ ラル 賴義 、ノ 長元ノ 間 父 

賴信 一一 隨テ 平忠 常ヲゥ ツー プ功ァ ダニ 一條 院ノ 判官 代 

トナレ リ院ノ 御 狩 一一 從ヒ 弱弓ヲ モ テ猛 獸ヲ射 タリ 上 

野 守 平 K 方 將器ナ 〃ヲ シ リテ壻 トス 判官 代ノ勞 一一 ョ 

リ テ相模 守 トナリ 坂 東ノ士 大半 爲ニ門 客 T 上洛 數年ノ 

後此撰 一一 アクレ V 職 酽 之 信士き^ 賴義到 レ任俄 有-一赦 

令： 賴時 降、 賴義任 終 之 S 賴時 又叛、 

也 今年 新 司 Sn 國亂， 而辭、 更 重，， 任 賴義， 遂， 1 征伐 之 事： 

而國內 飢饉、 糧食 不ぃ 給、 大兵 散 而不ぃ 集、 官軍 不：， 利、 

天 喜 五 年 九月、 賴時 中，， 流 矢， 而死、 康平五 年 春、 賴義 

任 終、 拜 n 高階經 重， 爲二國 守？ 揚ぃ鞭 而來、 無い 幾 歸洛、 

是以 H 國內隨 n 前 司 指揮， 也、 朝議 紛紜之 開、 賴義屢 求 一 1 


兵於武 則； 秋 七月、 武則 率， 一子 弟 萬餘人 一而 來、 八月 十 

七日、 陷，, 小 松 柵 一九 月 五日、 與 n 貞 任-戦 一一 于盤井 郡 一大 

敗, 之、 七日 、破，， 衣川 關； 拔，， 大麻 生、 野瀨原 1 一 柵； 十 一 

日、 陷，, 鳥 海 柵： 又 拔，, 鶴 脛、 比 與鳥ニ 柵： 十五 H  、圔 こ 厨 

川、 嫗戶 一 一 柵： 十七 日、 賴 義焚レ 柵、 貞任 出戰、 見 ^ 虜而 

死、 碰 ^ レ i 任 弟 重任 ト子 千代-童子 ヲ斬ル 付に^^ 

お T 脂 1?！ お：^ f^i 碑 六 年 二月 ±ハ 日 獻二貞 任、 經淸、 

重任 首 三級 於 京師 ハ廿 五日、 賴義正 四 位下 伊豫 守、 義 

家從四 位下 出 羽 守、 義綱 右衞門 尉、 淸原 武則從 五位 下 

鎭 守府將 軍、 獻ぃ首 使者 藤季俊 右馬允、 物 部長 賴陸奥 

大目、 

其 後 二十 年 一一 テ 後三年 ノ 事起ダ コ レ ョ ソサキ 白河院 

永 保 元年 三月 興 福 寺ノ僧 多武峯 ノ奴ト イサカ ヒ テ僧 

討 レシ 力 バ 衆徒 峯ヲ ャ キヤ ブル 六月 三 井寺 山ト 不和 

ュ シテ 合戦 シ寺悉 ク燒ル 明 クニ 年 ヨリ 奥ノ事 輿^ 奧 

六 郡 ュ 淸原 眞衡ト 云者ァ リ故鎭 守 府將軍 武則ガ 孫 二 

テ 荒 川太郞 武貞ガ 子ナソ 眞銜 富有 ノ奢 過分 ノ 行跡 一一 

テ 一族 ナガ ラ郎從 一一 ナ リシ 出 羽國ノ 住人 吉彥 秀武恨 

ダ 事有テ 軍起ル ァ 同 三年 源義家 陸奧守 一一 ナ 

サレ俄 一一 下向 ス初ハ 淸 衡家衡 兄弟 秀武 一一 組 シケ〃 ガ 

讀史餘 論 卷之ニ 


其後武 衡家衡 一一 組 ミ シ 義家 二 背キ 淸 衡秀武 、ノ 義家 ュ 

ゾ屬シ テケ^ 

案 -ー 後三年 ノ記 -ー 淸衡 パ 一旦 理權大 夫 經淸ガ 子也經 

淸誅 セラ レ シ後其 妻 武貞ニ ソ ヒ テ家衡 ヲ生ム サ レ 

、パ 淸衡ト 家衡ト ； 異父 同 母 兄弟 也ト 云々 然ラ、 パ眞 

衡ト 家衡ト 、ノ 同 父兄 弟 一一 テ 一 一人 共 一一 淸衡ト ハ 異父 

兄弟 タ , 力 武衡ガ 事 彼 記 一一 見 ュ ズ思フ 一一 是モ武 則 

武貞 カ子 弟タダ ベ シ王代 一 覽 -1 武衡ハ 家 衡兄ノ 由 

見 ユイ カナ ル據 一一 ャ覺束 ナシ彼 記 一一 ハ永保 三年 ノ 

事 迄 ヲ 記 シ テ 屮間七 年 ノ事脫 シテ寬 治 五年ョ リノ 

事ヲ 記 シ タ リ凡 テ此軍 ノ事サ ダ カナ ラザ , 力 大系 

圖淸 衡ガ下 ュ 後三年 合戦 濫觴 此仁也 異父 间母ノ 弟 

淸原家 衡爭論 此事也 ト云々 サラ 、パ 永 保 三 年 ノ 後眞 

衡 ウセ テ 其 跡 ヲ淸衡 家 衡又相 ァ ラソヒ 家 衡國宣 二 

隨ガ 、ノ ザ リシ 力 、パ 軍起ジ シ 一一 ャ 

カク テ寬治 五 年 九月 義家數 万騎ヲ ヒキ ヰテ金 澤ノ柵 

ヲセメ 十一 月 十四日 ノ夜 城陷テ 武衡家 衡ヲ生 捕リテ 

頸 ヲ切リ 國解ヲ 奉 一 ズ武衡 家衡ガ 謀反 已 一一 貞任宗 任 ュ 

過 タリ 私 ノカヲ 以テタ マ く 打 平 ル事ヲ 得 タリ 早ク 

追討 ノ官符 ヲ給リ テ首ヲ 京 へ 獻ゼ ムト申 セドモ 私ノ 

四百. i ハ 十七 
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敵 タだョ シ聞ュ 宫符ヲ 給ラ、 パ勸 賞行ハ ダ ベ シ 仍テ官 

符ナダ ベ カラ ザダ 由定リ 首ヲ遨 一一 捨テ ム ナ シク京 二 

ノボ〃 

按 二 永 保 一 一年 ョ リ寬治 五 年  >  一 至 テ十年 二 及ブ時 ュ 

義家 五十 m 歲義光 ニニ 十三 歲ナソ 

其 後 十六 年 一一 テ源義 親 ノ事ァ リ義親 ハ 義家ノ 嫡子 系 

圖 ュ康和 二 年 匡 房卿訴 一一 ヨリ テ 流罪 

按 二 匡 房 、ノ 堀 河 ノ承德 一 一年 九 太 宰權帥 康和四 年 

六月 任畢ソ テ歸京 サラ、 パ義親 流罪 ノ比 ホヒ ハ匡房 

任 中 ノ事也 

古事 談 ユ 前 對馬守 義親康 和 五 年 十一 一月 一 一十 八日、 依 ，， 

g 崎 宫訴ー 配 二流 隱岐國 ： 然而不 レ赴ニ 配所， 經 一一 過 出 羽 

國， 殺，， 害 當國目 代； || 依 二 此事ー 被 レ下ニ 追討 之宣 旨： 

嘉承 三年 | ぼ 仁 正月 六日、 被誅、 同廿 九日、 梟 二 首右獄 

せ 按堀河 院嘉承 二 年 七月 崩 此年平 £ 盛チ下 す \ ン fe-/  二 

校 一 サレ烏 羽 卽位ノ 明年 天 仁 元年 正月 討シ 0?p  V  、ン <r  ノ  二 

月 七日 義家ノ 一 一男 右兵衞 櫂 佐 義忠其 叔父 義光 ノ爲 一一 

殺サダ 鹿お 三 郞ト云 モノ シテ ココセ シ 也然ダ ヲ義綱 

ノフ ザナソ ト聞テ 義綱大 一一 怒ソ近 江ノ國 甲賀山 一一 コ 

モ ノ is^/  ？ 完 ぎ ーヲ乾 タ爲義 嫡孫 一一 テ義家 二  - ソグ義 綱 

乇 リ確惠 ノ罗^ 毫^ 日 ーヲ. srtN ハ爲義 が 大叔父 二 テ シカ乇 シ 

"0 追討 ス 誠； 一一 ：l:i^Hfp 義綱下 V シ 力 パ佐渡 一一 流 


サル i 翻此年 A 月 十八 日義 家卒ス 六十 七 歳 ""f^ 


被誅 

竝 二 舍弟 I 

人 チ先ダ -ソ 


難 太平 記 一一 義家ノ 御 置 文 一一 我 七 代ノ孫 一一 生レ 力 ハ 

ソテ 天下 ヲ取ダ ベ シト 見へ シ由ヲ ノ ス按ズ \ 一一. 中 

世 一一 ハ將帥 ノ命ヲ 承リテ 其功ヲ 奏シヌ レバ 其勳勞 

二 報 ルー 一 ハカ ナラズ 卿相 ノ位 ヲ以 テス 大野 東人ガ 

藤 廣嗣ヲ ゥ チ大伴 駿河鹰 藤 原 小 黑丸坂 上田 村 丸 文 

屋綿 丸等ガ 東夷 ヲ討シ 類 是也天 慶ノ夏 二 參 議右衞 

門 督忠文 ガ中路 ョ リ還ソ シ ダ 一一 猶 勸賞ァ \ ベ シ ャ 

否ノ 朝議 ァ. ソキ其 時 秀鄕貞 盛ガ功 ヲ賞セ ラレ シ n 

トヮヅ 力 一一 四 位 五位 一一 ナサ レ シト云 トモ 是等 、ノ 將 

帥 ノ命ヲ 承 ソテ討 セシニ ハァラ ズ况ャ 又 其 本秩ヮ 

ヅカ 一一 六 位 ノ輩ナ レ 、パ 力 ホ ドノ 賞モ猶 不次 ノ賞ト 

ィ フ ベ シ且ハ 又 トモ 二 鎭守將 軍 ニナ サレ 功田 多ク 

給ソ兩 國ノ守 ヲ兼シ メ ラレ キ經基 將門純 友 ガ亂ニ 

東西 ノ 軍事 一一 勞シ賴 信ノ代 一一 年 ヲ經テ 平 力、 ザリ シ 

忠恒ヲ 日 ァラズ シ テ攻下 シ賴義 十一 一年、 ガ ホド柬 事 

一一 シタ、 ガヒ白 頭 一一 シテ遂 一一 其 功 ヲ奏シ 義家又 十 年 

ヲ經テ 武衡家 衡ヲ； 牛 グ然, 一一 此人々 其 位 四 品ュ過 

ズヮヅ 力 一一 昇殿 ヲ許サ y  、 ヲ以テ 其 面目 トセ リツ 


ネー ー攝關 ノ家ュ 伺 侯 シ テ 其 家僕 一一 肩ヲナ ラブ 抑經 

基 ハ 淸和 一 一世 ノ王タ リ其 子孫 王家 ヲ出テ 未 遠 カラ 

ズ タト へ 卿相 ノ列 一一 加リヌ トモ 他家 ノ 比例 二 ァラ 

ジマ シテ ャ義家 武衡家 衡ヲ平 ラゲ シ時官 符ヲ 給〃 

ベ キ由ヲ 望、、、 シニ 私ノ敵 タダヨ シ聞ュ トテュ 〃サ 

レ ズ此 事サラ 一一 心得 ヌ事 一一 非ズ ャ私 ノ戰鬪 一一 任國 

ヲ 凋弊セ シ ムルコ ト十年 一 1 及、 パ -,、 ナド其 罪 刑ヲ定 

ラレ ザル已 一一 其 罪 二 ァ ラズン 、パ 是 其功ナ ドナ 力 だ 

ベ キ是 等ノ事 一一 ツキ テ義家 ノ寃ヲ フカ ク含マ レシ 

事 其故ナ シト云 フべカ ラ ズ 但 天下 ヲトダ ベント 云 

置レ シ事 一一 心得 有べ シ 朝家 ヲ カタ ブケ參 ラセ ム ト 

ノ 謂 一一 ハァ ラジス ベ カラク 、ノ 當時ノ 事 勢 一一 寄ソ テ 

ォモ ヒ計ダ ベ シ當時 夭 下 ノ權久 シク執 柄ノ家 一一 ァ 

リ ソ ノ權ヲ ゥ 、パ ヒ テフ ガ後ニ ァ タフべ シト ノ義 一一 

テ 有べ キ ハ タ シテ 三世 ノ後賴 朝 其權ヲ ワカ ッ事ヲ 

得 テ足利 殿 フタ 、 ビ 天下 ノ君 ト仰ガ レ 三度 今 代 世 

ヲシ P シ メサダ 其 遺言 ムナシ カラ ズトャ 云べ キ又 

淸和ノ 皇統 ハ陽成 一一 テ絕タ リシ -ー賴 朝 ヨリ 此 カタ 

武家 世ヲ シ" シ メサレ シ人々 皆コ レ其 皇胤 也 天意 

ノ程ハ カジ ガ タキ 事 二 ャ又按 一一 正統 記 二 鳥 羽院ノ 

讀史餘 論 卷之ニ 


御代 一一 ャ 諸國ノ 武士 源平 ノ家 一一 屬スダ 事ヲト ゾ ム 

ベ シト云 制 符タビ く有キ 源平 久シ ク武ヲ 取リテ 

仕 へ シカ ドモ事 有ル時 、ノ 宣旨 ヲ給ソ テ諸國 ノ兵ヲ 

召具シ ケ \ 一一  近代 ト成 リテ頓 テ肩ヲ 入 \ ャ 力 ラ多 

クナ リシ 二 因テ 此制符 、ノ 下サ レ キト 云々 抑 源氏 武 

ヲ取リ シ事經 基 一一 始リテ 平氏 武ヲ取 リシ 事 ハ貞盛 

一一 始ル皆 是天慶 ノ亂ノ 時 一一 始レソ 其 後平 氏 一一 逆亂 

ノ 臣ァ レ パ 源氏 一 一 仰セ テ 是ヲゥ タ , ^00 源 

氏 二 逢 勅 ノ者ァ レ V 平氏 一一 仰テ コ レ ヲ討 疏^ 

サレ パ 源平 私ノ 仇敵 二 ァ ラ ズ ト雖モ オノ ヅカ 

ラ世 警ノ思 ヒ ヲナセ リマ シテャ 保 元 平 治ノ ミ ダ レ 

ヲ經テ 平氏 權勢 ヲ恣 一一 シ 源氏 其 跡ヲ コトゴ トク 削 

ラ レシ 一一 オイ- ズヲ ャ其 中東 國ノ輩 皆々 源氏 二 心 ヲ- 

ョ セ シ事ハ 初 賴信賴 義父 子忠常 ヲ討シ ヨリ 此 カタ 

賴義義 家 ノ 一 一 代奧 前後 ノ戰  一一 二十 餘年ヲ 經テ其 手 

ユ 屬セ シ 力 、パ 自ラ其 從類ノ 思ヲナ セ シ者コ レ多シ 

賴朝ッ ヒ 一一 天下 ノ權ヲ ワカ タレ シ 事皆是 累代 ノ餘 

烈ニ ヨリ テ也ソ ノ事ノ 由 ヲ考ル 一一 ヒ トツ 二 天慶ノ 

ミ ダレー 一 ョレソ 此亂ノ ヨリー プ來レ ダ所ハ 執 柄 ノ 人 

人 朝家 ノ權ヲ 奪 テ皇威 日々 一一 ゥ ス ク是 一一 加フ y  二 

四百 六十 九 


是 下鳥レ 

ヲ サ羽パ 


護 &餘論 卷之ニ  四 ffl 七十 


來 ソ都ュ 入ント ス 勅使 ヲ ッカ ハサ レ シカ ド不レ 用 爲 

義ヲ 遣サル 大衆 敗ラ レ テ歸ダ 其勸賞 一一 左 衞門尉 

ニナ サダ 

按ダ - 一白 河 法皇 朕、 ガ心 一一 カナ ハヌ ハ雙 六賽山 法師 

ト仰ラ レ シト云 也此比 ハ 山僧ノ ミ 二 モ ァ ラズ三 井 

興福ノ 僧徒 等モ ャ、 モス レ 、パ 兵革ヲ 勸シテ 朝威ヲ 

蔑 如 セント 見へ シ其 事ノ始 後朱雀 長曆 三年 ノ春山 

徒等關 白賴遨 ヲ恨テ 兵起セ シ ーー始 レル 力 是又執 柄 

權ヲ恣 一一 シ 皇威 ス デ 一一 衰 ヘシ 一一 ョレ \ ナ リ古 、ノ 僧 

徒 兵器 ヲ カク ス事ハ 尤國ノ 重禁ニ テ有シ 也然〃 二 

カク、、、 ダソガ ハンク ナレク コト ハイ ハュダ 王 綱 解 

ン鈕ノ 一  端ナリ 此後ャ 、モヌレ、 パ 僧徒 兵ヲ 起シテ 

世ヲ亂 リ甚シ クシ テハ保 元 ヨリ 後一 一 ハ 僧徒 ノ兵ヲ 

假ソテ 征伐 ノ事ヲ 行 レン トス 

二 高 會ノ宫 三 井ノ暦 チ賴ミ 後白河 山 僧 チ賴ミ テ 義仲チ も§| 

討レ ン トス 後 醛醐兩 度 マ デ 山門 チ賴 ミ給ヒ シ亊 ノ如キ ま St 

仁ノ亂 後山 僧 ハ 云 一一 及、 パ ズ法華 一 向 ノ徒高 野根來 

ノ 僧等ャ 、モス レ 、、ハ 兵威 ヲ振ヒ 又 甚シク シーア 、ノ 一 

向ノ徒 加賀ノ 富 樫 介 ヲ滅シ 織 田殿ノ 兵威 盛ナ〃 終 

一一 力 レ ヲ碎ク 事 叶 ヒ給ハ ズ サ レ ド此 人ノ代 一一 歙山 

ノ 兵器 ヲ ャキ根 來ノ寺 ヲ燒. U サ レ テ數 百年 ノ禍ヲ 


武備 モ又 ュ, ミシガ 故 也 始メ將 門 純 友 ガ相謀 リシ 

二 皇統 ナ レ 、パ將 門 ハ 帝位 ヲ シ ソ 藤氏 ノ裔ナ ン 、パ純 

犮ハ執 柄 タル ベ シナド 相約セ シト 聞へ シ モ其尤 二 

. 敝ヒ シ者ニ 非ズ ャ是 一 ッ 外戚 ノ權ヲ 專ラ 二 セショ 

ソ執柄 ノ職ヲ モテ 我家 ノ者ト ナシテ ミヅ カラ是 ヲ 

其 子弟 一一 讓グ 一一 至 レリ サレ 、パ 朝 庭 ユア ラュル 卿相 

皆ソノ izm  二 ァラズ ト云事 ナシ悉 ク皆其 譜代 ヲ モ 

-ズ 其 官其職 ヲシ リシ 力、、 ハ カノ 將帥 ノ職モ 又 其 譜代 

ヲ 以テ 任ゼ シ程 一一 終 一一 所謂 世官 世族ト ナ〃 サ 

又ソレ 一一 屬セシ 兵モ又 譜代 ノ 屬 兵 ト成シ 力、 パ 

ノ 比ホヒ 源平 二 屬スべ 力 ラ ズ ト頻ソ 二 制符 ヲ 

レ シナゾ 源平 兩氏 ノ兵權 ヲ解ム ト思ヒ 給 、ノ  、> 

？ v  ft- ま」 カラ デラ" 二 後漢 光武 ノ劝臣 ノ兵權 チトカ 

A へ ケ ララ ラ ヤー フ ム 二. レ宋 太祖 ノ杯 酒ノ間 一一 兵權チ 

1ぉ^ ノソノ ョ リテ 來ル所 ヲキヮ メズ シテタ 、>  二 

曰 お ヲ制セ ラレ シハ 兩氏 憤ヲ含 ム ノ媒 ユア ラズ ャ是 

二 ッ合セ -プ是 ヲ論ズ だ 二 天下 終 一一 武家 ノ世 トナレ 

〃事 ノ其ョ ダ所 藤氏 外威ノ 櫂ヲ專 一一 セン 一一 ョレソ 

トゾ見 ユタ〃 

其 後三年 過 テ白河 永久 元年 比歙山 ト 興 福 寺 ト 爭論興 

福 寺 朝家 ヲ恨テ 春日ノ 神木 ヲフヅ テ數千 人 栗 栖山ニ 


除 力 レ シ ハ尤其 功大 也 ト云フ ベ シタ ♦ 、一向 ノー  宗 

今 二 其 禍根 絕ヌ トモ 見へ ズ 後世 又國ノ 憂ヲ モ ナサ 

ン モノ ハ此 1 ッノ ミゾ殘 レ〃 

其 後 十五 年-一 テ崇德 大治四 年 三 H 山陽 南 海賊 起だ備 

前 守平忠 盛 一一 院宣 ヲ下サ レ テ是ヲ ク ッ ^を^が 其 

後 二十 六 年 一一 テ保 元ノ 亂出來 レジ |  ;ー1 1 义 、、ハ 其 後 

ニ年ヲ へ ダテ 、 平 治 ノ亂ァ モ 

其 後 二十 一 年 一一 テ高倉 宫ノ御 事 ァリテ 天下 亂ル ソ レ 

T  1、 で1 ？ .r  s  ^ 1 j  〃一  T  — 高 倉ノ御 事ハ窩 倉 袷 承 四 年 平 

ョ リ丄 ヲ經テ IT 家 亡 ヒ ノノ リ 家亡ビ シ ハ 後鳥羽 文治 元年 

桉ク 二 天 慶ー 一年 將門純 友、、 力 亂起ソ シ ョ リ. 文治 元年 

ノ春 平家. U シ迄 二百 四十 五 年 ノ間兵 革 動 ク事凡 

十一 一度 也 神武 卽位ノ 年 ョ リ 朱 雀天慶 元年 迄 千 五 百 

六十 四 年間 一一 ハ兵革 ノ事僅 一一 十四 度 力 天ノ方 一一 蹶 

ク時 ユン カク 泄々 スル事 ナシト 云 事 マ コト ナダ哉 

1 源賴朝 父子 三代 ノ事 

賴朝 三十 四歲 一一 テ高倉 治 承 四 年 八月、 起， レ兵、 戰 不- 

利 奔ニ房 州：  九月、 赴 二 上 總-入 二 下總： 十月、 歷- 一武 州-入- 1 

鎌 倉？ 卒_,  二十 万 兵， 越- 1 足 柄 山， 與ニ大 場景親 1 戰敗 Z 之、 

進 到，， 駿州賀 島， 聞， 軍 潰， 而留、 武 田太郞 信義 守 n 駿 
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州； 安田 三 郞義定 守，， 遠 州？ 而 還，， 鎌 倉？ 十 一 月、 擊，， 佐 竹 

冠者 秀義- 斬い 之、 十二月、 遷-& 倉 新 第-出仕 之 侍 三百 

十 一 人、 安 德養和 元年、 閎 二月、 淸盛薨 、此 月、 重衡 卒，， 

千 餘騎， 東征、 賴朝與 -1 叔父 志 田 三 郞-戰 敗い 之、 三月、 

行 家等卒 -1 尾參兵 I 與 -1 平氏 1 戦-墨 俣 川-敗 績、 八月、 伊 

勢守淸 綱、 上總介 忠淸、 館 太 郞貞保 東征、 屯- 1 兵 於 江 

州 T 九月、 賴朝 遣， 1 三 浦、 葛 西， 討- 足 利 太郞俊 綱, 斬 

に 之、 十月、 維 盛 東征、 十 ； 月、 義朝 遣， 一足 利義 兼、 九郞 

義經、 土 肥 1 ー郞實 平、 土屋 三郞宗 遠、 和 田 小 太郞義 盛， 

« 二 平 軍 於 遠 州？ 佐々 木 秀義與 維 盛 屯，， 江 州？ 出い 師無 

レ期且 行 家 在，, 尾 州， 可，， ,以 支，, 平 軍, 故 東軍 不ぃ發 、二 年 

三月、 賴朝與 -1 義 仲-平、 七月、 平氏 西 奔源義 仲入レ 京、 

十一 一 月、 賴朝殺 n 上 總介廣 常？ 是年冬 遣，， 範 賴義經 ， 討，, 

義仲？ 後鳥羽 元曆 元年 正月、 義仲敗 死、 二月 七日、 一 谷 

城陷、 十八 气命 二 京都 守護， 且 命，， 景時、 實平， 遣レ使 

守，， 播、 美、 備前中 後 五州 n  二月 朔日、 下 二 下 文 於 鎭西九 

國 住人？ 九日 宣旨 一一 ィ ハ ク 武士 等征賊 一一 事ョ セテ獏 

鐯ァ リ賴朝 子細 ヲ訪テ 言上 ス ベ シト 八日 二 板 垣三郞 

兼 信、 土肥實 平等 西 海 二 向ヒテ 討 一一 平氏 - 四月 殺， 1 義 

高； 六月 範賴三 河 守、 賴朝不 X 聽 二義經 任官 ェハ 月、 義經 

四百 七十 一 
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下向 シテ 謝. 讒 f きお ¥|1麵|, 七月、 賴朝奏 二 上 

皇， 以 T 勅-, 義經， 西征ハ 八月 義經 左衞門 少尉 檢 非違 使 

f 一  谷 之 功 ハ賴朝 不ぃ悅 、罷ニ 義經之 西征， 而遣ニ 範賴？ 

範賴發 二 鎌 倉： 九月 義經從 五位 下、 十月、 院內 昇殿、 文 

治 元 二月、 義經 西征、 屋 島陷、 三月 四日、 賴朝使 S 大膳 

太夫 久經、 近 藤 國平鎭 二 在レ洛 武士 狼籍 r 廿 四日、 平氏 

亡 、四 月 十二  H"、 賴朝 命， 一範 賴， 在， 一九 州， 沙汰、 沒， ー官 領， 

徵， 1 義經 ， 還、 賴朝從 一 一位、 十五 日、 關東 御家人 不ぃ蒙 二 

內擧， 拜ニ 衞府諸 司， 者 二十 三人、 收，， 本領， 且 可ぃ 處，， 斬 

罪， 之 旨 注文 ヲ 京師 一一 遣ス廿 九日 田 代 信 綱 一一 使シテ 

義經 自立 ノ儀ヲ 企 テ侍等 一一 私 ノ恩ヲ 施 ス事不 當ナリ 

向後 賴朝 ュ 忠ァダ 者不レ 可レ隨 ，， 義經 ， ト 相觸ル ベ シ ト 

云 々 五月七日、 義經 使， 龜 井六郞 獻，， 誓文； 十五 日 、義經 

以 ， 一平 內府 - 到 n 酒 勾驛？ 北條 シ テ 迎ぃ 之義經 ヲ バ 鎌 倉 

へ 入 レズ 六月 九日、 附， 一義 經， 還，， 内府， 誅，， 之 江 州 篠原ハ 

八月、 久經國 平 帶，， 院廳下 文 ， 赴 二 鎭西？ 十六 日、 義經 

任，, 伊豫 守 兼院厩 別當， 特勅 衞，， 京師？ 九月、 梶原景 

季ヲ ッ 力 ハ シ備 前前 司 行 家 ヲ誅ス ベ シ ト義經 一一 命ズ 

十月、 使， i 佐坊 襲，， 義經： 廿五 曰、 使，， 小山 朝政、 結 城 

朝 光五 十餘人 赴，， 京、 廿 九日 賴 朝西征 、十 一 月 三日、 義 
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經行 家出 京、 五 气東兵 入い 京 、八日、 賴朝 還い 師、 廿五 

日、 時 政 入洛、 廿八 日時 政 請 48 國 守護、 地頭 不ぃ 論，， 權 

門 勢家 庄公， 可き 充， 1 兵粮 米？ 廿 九日 勅許、 此日賴 朝 

定 レ驛、 士 一月 六日、 兼實 へ 獻 ^ 帖箭 一一 地頭 職 T 一  不 一 

日 勅許、 是年、 西 海 1 一十 六 州 一一 勇士 ヲ撰 ミ遣シ テ分監 

タラ シム 1 一年 三月 一 日 、使，， ー賴 朝爲， 一 惣追補 使 並 地頭 一 

此時 知行 ノ國々 相 模武藏 伊豆 

駿河 上總信 濃 越後 豐後等 九州 

按ク 一一 賴朝ノ 初志 ハ 平氏 義仲行 家 等 ト戰ノ 間 二 東 

國ヲ 打隨へ ソノ後 鹬蚌之 弊 一一 乘シテ 世ノ亂 逆ヲ治 

メサ テ始ョ リ打從 シ國々 ヲ勸賞 一一 申 シ請テ 奧ノ秀 

衡ガ奧 羽ヲ 押領 セン ャゥニ テア ラム ト思ヒ シ 二 ャ 

然〃 一 一義 經行家 ノ事起 リシ 一一 ヨリ テ廣元 ガ策ヲ 用 

ヒテ 守護 地頭 職ヲ 望ミテ 天下 ヲ併セ テ握中 一一 セシ 

ナ y ベ シ又賴 朝政 ノ初 一一 江 廣元善 康信康 俊 等ノ儒 

士ヲ モ テ 政所 ノ 沙汰 人ト セ ラレ シ事尤 心得 ァ リ 

a 一一  人ヲ撰 ミ用ラ レシ 日 ハマ ヅ德 行ヲ盡 ス德行 

レ 、パ 勞功ァ ルヲ トル 又格條 -1 ハ 朝 二 廝養タ レ 

，トモ 夕 一一 公卿 一一 至ル ト云事 ノ侍ダ モ德 行才用 一一 ョク 

テ 不次 一一 用 ラダ べキ心 ナジ 寬弘 ヨリ アナ タ 二 ハ | 嫌ノ 


誠 一一 才賢ナ レ 、パ稱 姓 ニ拘ハ ラズ將 相 一一 至ル人 モア ソ 

宽弘以 來ハ譜 第 ヲ先ト シテ其 中二 才モ 有テ職 一一 カナ 

ヒ ヌ ベ キ人ヮ 撰、 パ レ ケダ 世ノ末 一一 ミダ リガ ハシ 力〃 

ベ キ事ヲ イマ シ メラ^' 、 一一  ャ有ケ ム 七 ケ國ノ 受領 ヲ 

經テ 合格 シテ& 文 ト云事 勘ヌレ ハ 參議- 一任 ト申 ナラ 

、ノ シクソ ァ マ リ 譜第ヲ ノ ミ ト ラ レ 

テ 賢才 ノ出コ ヌ端ナ レ 、パ 上古 一一 及 難キ事 ヲ恨ム 〃族 

モアレ ド昔ノ 儘 一一 テ 、ノ 彌<亂 ヌ べケレ 、、ハ 譜第ヲ ォ 乇 

クセ ラレ ケだモ 理也 1^ ィ 但才 モ 賢ク 德 モア ラハ 二 

ンテ 登用 セラ レ ン 一一 人 ノ譏有 マ ジ キ程ノ 器ナラ 、パ今 

トテ モ 必然 重代 一一 ョルマ ジキ 事トゾ 覺待ダ 次 二 功田 

ト云 ハ昔 ハ功ノ 品 一一 隨テ大 上中下 ノ四ノ 功 ヲ立テ 田 

ヲ ワカ チ給ヒ キ其數 皆定レ リ 大功 ハ世々 一一 絕ュ ズ其 

下ッ カタ ハ或ハ 一 二世 一一 傳 へ 孫子 二 傳へ身 ニト、 >  マ〃 

モ有ソ 夭 下 ヲ治ル ト云事 ハ國郡 ヲ專ラ 一一 セズ シテ其 

事 トナク 不輸ノ 地 ヲ立ラ , 、 事ノ ナカ ソ シニ コソ國 

一一 守ァ リ郡 一一 領ァリ 一 國ノ內 皆 國命ノ 下 一一 テ治メ シ 

故 一一 法 一一 背ク 民ナク シテ 國司ノ 行跡 ヲ考テ 賞罰 ァ リ 

シ 力 、パ 天下 ノ事 掌ヲ サ シ テ 行 ヒ安カ ク キ 其 中 一一 諸院 

諸宮 ュ 御封ァ リ 親王 大臣 又 カク ノ如シ 其 外 官田職 田 


ト 


テ アル モ皆 官符ヲ 給リテ 其 所 ノ正稅 ヲ受ダ パ カリ 

二 テ國 、ノ 皆 國司ノ 吏務 ナが ベ シ但 大功 ノ モ ノ ゾ今ノ 

庄園 ナド トテ 傳フ ルガ 如 ク國司 ニイ ロハ レズ シ テ傳 

へ ケダ 中古 一一 ナリテ 庄園 多 ク立ラ レ 不 輸ノ處 出來シ 

ョ リ 亂國ト ハ ナ レ リ後三 條院ノ 御世 一一 此弊ヲ 聞セ給 

ヒ テ記錄 所 ヲ置レ テ國々 ノ 庄公ノ 文書 ヲ メ シ テ多ク 

停廢セ ラレ シカド 白 河 鳥 羽 ノ御時 ヨリ 新 立 ノ地彌 多 

クナ ソテ國 司ノ知 x 處百ガ  一 二 成リ ヌ ノ チザ マ 二  、ノ 

國司任 一一 赴 ク事サ へ ナク テ其人 一一 モア ラヌ 目 代ヲ差 

テ國 ヲ治シ 力、 パイ カデカ 亂國ト ナ ラザ ラ ム 况ャ 文治 

ノ始國 一一 守護 職 ヲ補シ 庄園 鄕保 一一 地頭 ヲ置レ シ ヨリ 

此 カタ ハ更 一一 古 ノ姿ト 云 事 モナ シ 政道 ヲ行ハ \  、道 

悉 ク絕ハ テ 一一 キマ タイ ハク 平氏 滅亡 セ シ 力 、パ 天下 本 

ノ如ク 君 ノ御マ 、ナル べキカ ト覺ュ シ 一一 賴朝勳 功 誠 

一一 タメ シ ナカ ソケレ 、パ 自モ 權ヲ恣 一一 ス君モ 又 打 マ 力 

セ ラレ 一一 ケレ パ 王家 ノ權 、ノ 彌衰 へ 一一 キ諸國 一一 守護 ヲ 

置 テ國司 ノ威ヲ 抑へ シ 力 、パ 吏務 ト云 コ ト名、 パ カリ 一一 

成 ソヌァ ラュダ 庄園 鄕 St! 地頭 ヲ補セ シ 力 、、ハ 本 所 、ノ 

ナキ、 ガ如ク 二 ナ レ リキ、 東^ <治 元年、 十一 一月 廿 一 日 

一一 諸國 庄園 下地 關東 一 向 可 T 令，, 領 掌- 耠. M 云々、 前々 
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保 二 地頭， 者 多分 平家々 人 也、 是非 n 朝恩？ 或 平家 領內 

其號 補，， 置 之， 或 國司領 家 爲，, 私 芳志， 定ニ 補 其 庄園， 

又^な 背 本 主 之 命， 之 時 者 改二替 之？ 而 平家 零落 

之 刻、 依， 爲 m 彼 家人 ， 知行 之 跡 被 ^ 入 n 沒官， 畢、 仍施 n 芳 

恩， 本領 主 手 後悔 之處、 今度 諸國 平均 之 間還斷 -1 

其 恩-云 〈々負 永 式目 集 1: 一條 云 郷/ 一：； 聽 | 右 大將家 御 時 

所レ 被，， 定置， 者大番 催促、 謀叛、 殺害 等 事 也、 而至 n 近 

年， 分，， 補 代官 於 郡 鄕：， 充，， 課 公事 於庄 保？ 非，， 國司， 而 

妨，， 國務？ 非，， 地頭， 貪，， 地 利； 所行 之 企甚以 無道 也、 兼 

又 所々 下司 庄官 以下 假，， 其 名 於 御家人？ 對，， 捍 國司領 

家 下知？ 云 々 、如 Z 此之 輩可レ 勤，， 守護 所 役， 之 由、 縱雖， 1 

望 申， 一切 不 ^ 可 n 加 催？ 早 任 n 大將家 御 時 例？ 大番役 並 

^奴、 殺害 之 外、 可^ ^停止 二 守護 之 沙汰； 若 背 二 此式 

目， 相，， 交自餘 事， 者 、被い 改 n 所い 帶職， 可い 補，， 穏便 之 

1, お. -、 此下皆 守護 人ノ不 

ii 法チ 禁ぜ シ處也 

文治 五 年 閏四巧 晦日 義經 自殺 九月 三日 泰衡走 死建久 

元年 十 一 月 上洛 四 年 八月 殺，， 範賴， 六 年 二月 上洛 九 年 

十二月 ft  isa: 院正治 元年 正月 十三 日 薨^^ 

mtt 奴 If 正統 記ノ ィ 、- ク白河 鳥羽ノ 御代 ノ比 

ヨリ 政道 ノ古 キス ガ（^ 衰 へ 後白河 ノ 御 時 兵 革 ォ コ 


ッテ 姦臣世 ヲ亂ダ 天下 ノ民殆 塗炭 ニ墜チ ニキ 賴朝ー 

臂ヲ撣 テ其亂 ヲ平グ タリ 王室 ハフ ダキ ュ歸〃 マ デナ 

力 リシ カド 九重 ノ麈モ ヲサマ リ萬 民ノ肩 モ休リ ヌ上 

下 堵ヲ安 ク シ東ョ リ西ョ リ其德 一一 服 セソ又 云 凡 保 元 

平治ョ リ此 カタ 世 ノ亂リ 、ガ ハ シキ 二 賴朝ト 云 人 モナ 

ク泰 時ト云 モノ ナカラ マ シカ、 パ 日本 國ノ 人民 イカ，、 

ナソナ マ シ 

案 二 (正統 記" ^ 云^-所 ハ孔 子 管仲ガ 仁ヲュ ダシ給 

ヒ シ ベ シ 賴朝ノ ハ ジメ 軍起セ シ事 王ヲ勤 

メ民ヲ 救 ハム トノ心 二 ハ ァラズ 平氏 ノ罪惡 貫盈天 

下ノ 豪傑 ァ ラ ソ ヒ起ソ シ 一一 ァ タ リテ 高材 逸足 終 ュ 

其 鹿 ヲ得タ ソ シ也初 兵 ヲ起セ シ ョ リ義仲 ヲ擊シ 一一 

及 テ數年 ガ間ィ マ ダ 一 騎 ヲ發シ テ西 一一 ムカ ヒ罪ヲ 

問シ事 有リ シ トモ 見へ ズ カツ 、ノ 普 天 之 下 率土 之濱 

誰 人 力 王臣 一一 非ズ ィヅク 力 王土 一一  ァラザ ッ 賴朝ノ 

打滅セ シ所ォ シ取ヅ テ領セ シ 所抑是 誰、 ガ臣 一一 シテ 

誰、 ガ土ナ ソシゾ ャ義仲 ヲ討シ コト タマ く 其暴亂 

ノ日 一一 ァ ヒ 平氏 ヲ. □ セ シ事タ マ く 其 兵威 摧シ時 

二 ァ ヒ其 師名ァ ダ 一一 似テ 其功ヲ ナス 事モ速 ナ^ 

似 タグ 也 平氏 都 ヲ落シ 時 若 其 謀 ノ如ク 一 院ヲモ 同 


シク 御幸 ナシ マ イラ セ義仲 ガ賴朝 ト軍起 リシ 日 二 

又 其 謀 ノ如ク ー院ヲ 取リ參 ラセ 西 海 一一 赴 キナ、 パ賴 

朝 ノ起セ ダイク サイ カナダ 名 ヲ以テ 義仲ヲ モウ チ 

イカ ナル 辭ヲ 以テ 平氏 ヲゥ ッべキ 一 院 希有 一一 シ テ 

都 一一 殘リ トマ ラセ 給ヒ 平氏 四宫ヲ 都ニ殘 シ置キ マ 

イラ セン ハ 御 裳 濯 川 ノ流モ ト ョ ソ絕 ュサセ タマ フ 

マ ジ キ 御事ナ レ 、パ シ カル ベ キ天ノ 御 計 ヒナ ダ 、；、 キ 

然ダ 二 賴朝常 一一 ミ ヅ 力 ラ 其勳勞 ニン ノジ テ 朝家 ヲ 

脅 シ制シ マイ ラス 誠 一一 天 之 功 ヲ攘メ  y トャ 云べ キ 

但シ世 ノ賴朝 ヲ議ス ^ 人 其 六十 餘州惣 追 補 使 ヲ 給 

ジ 守護 地頭 職ヲ補 セラ レ シ コ トヲ申 奉^-其 時 二 ァ 

タヅ テ 天下 ノ亂始 テ平ギ 先 亡 ノ餘類 猶國々 一一 ミチ 

テ是 一一 加フ, 一一 又 義經行 家 ノ事ァ リソノ 代 一一 守護 

地 頸 ナド置 ク事ノ ナカラ マシカ バ 天下 ノ亂止 時 有 

^ ベ カラ ズ賴朝 初 二 此事ヲ 奏請 シァ へ テ 王家 ノ威 

ヲ、、 ハ ョフメ 自ラノ 權ヲ專 二 セム ト 二  、ノ ァラ ズサレ 

、、ハ 貞永ノ 式目 ヲ見ダ 一一 其 始-ー 當時ノ 守護 地頭 ヲ禁 

シム ルー 一 敢テ國 司 領家ノ 煩ヲナ ス ベ カラ ズ ト云事 

數條ヲ 載 ス此事 一一 ヨリ テ朝 庭ノ威 曰々 一一 衰へ 武家 

ノ權マ スく熾 一一 ナ リシ 皆是其 法ノ 後一 一 弊へ シ也 

漦史餘 論卷之 IF. 


賴朝ノ 初 意 一一 ハ非 ズ初賴 朝スデ 一一 敗 レシ 士卒 ヲ集 

メ東國 士民ノ 心 ヲ得テ 兵威 日々 一一 サ カリ 天下 終 二 

其 武功-一服 セン 事 其 祖先 ノ餘 烈ノミ 二 モ非ズ 自ラ 

英雄 ノ資 ァリテ 其 人 ヲ得テ 其 事ヲタ スケシ ム其濟 

時ノ策 一一 於テ ハ廣元 善 信 等 ガ功尤 多 カリ 世人 タ，、 

二 其 武功 ヲ ノ ミ知ジ テ其功 ノ成レ ル 所以 ヲ シ ラズ 

サレド 又 其 人 極 テ殘忍 ノ性ァ ，1 ヒア 猜疑 ノ 心 深 ク 其 

子孫 ヲ保ム コトヲ 謀^- ガ爲 一一 親シキ 兄弟 一族 ヲ多 

ク殺シ 我 妻 黨-ー 倚 テ其孤 テ 託シ終 一一 ソレガ タメ  二 

其後ヲ 滅サレ キ天之 報應ァ ャ マ ラズ ト雖モ 抑又自 

ラ作 レダノ 孽也 〔案 一 一 範 賴義經 ハ 弟ナリ 義廣行 家 

、ノ 叔父 ナリ義 仲 及 行 家ノ子 光家 、ノ 從 兄弟 ナ リ義經 

ノ 子 、ノ 姪 也 義仲ノ 子義高 、ノ 從子 一一 テ壻ナ リ凡八 人 

力〕 

賴家 十八 歲 -ー テ家ヲ ッ グ時 一一 正 五位 下 右近 衞權 少將 

兼讃岐 權介タ ソ家ッ キ シ時轉 二 任 左 近 衞中將 T 同一 一年 

正月、 從四位 上、 十月、 從 三位 左 衞門督 建 仁 1 一年 八月、 

從 二位 一一 敍シ 征夷 大將 軍-一任 ズ f に^^ ン 同 三年 

職ヲュ ヅリテ 落飾 ソノ 明年 一  卒^ 治世 纔 二 五 年初 

賴朝ノ 代 北 條時政 義時並 廣元善 信 親 能 | 三浦義 澄、 

四百 七十 五 


讚 史餘論 卷之ニ 


四百 七十 六 


八 田 知 家、 和田義 盛、 比 企 能 員、 藤九郞 入道 連 西、 足 立 

左 衞門尉 遠 元、 梶原景 時、 民 部 太夫 行政 等 談合 シ テ成 

敗ヲ 、ノ 力 ラフ 4 鑑賴朝 ウセ ラレ シ年ノ 四 ほ厕^ 梶原 

景時 右京 進 仲 業等ガ 奉行 二 テ 政所-一書 セシ所 、ノ 小 笠 

原 彌太郞 、比 企 三郞、 同 彌四郞 、中 野 五 郞等從 類 者 於- 

鎌 倉 巾， 縱雖レ 被 一一 狼鐯ハ 甲乙 人 敢不レ 可 レ令ニ 敵對？ 若 

於 T 有，， 違犯， 聞い 之 輩よ 者、 爲 ，， 罪科- 糙 可，， 尋注進 交 名， 

之 旨 可ョ 觸，， 廻 村里， 之 由、 且彼五 人 之 外 、非-別 仰， 者 諸 

人輙不 レ可レ 有-一 參ー 一 昇 御前 一之 由、 | 七月 十 曰、 三河國 

ョ リ 飛脚 來テ室 平 四 郞重廣 ト云者 强竊ノ 盗人 ヲヰテ 

路次 往來ノ 人ヲ烺 スト 聞へ テ十 六日 一一 安達 彌九 郞景 

盛シ テ是ヲ 追討 セ シ ム 景盛フ カク 使節 之事ヲ 辭ス是 

、ノ 去 春 ノ比 在京 ヨリ 美女 ヲ招シ ケだガ 片時 ノ別ヲ モ 

愁フダ 故ナメ ベ シサ レド彼 ノ國、 ノ父ノ 奉行 ノ國 ナレ 

パ 遁レガ タク テ打 立ッ 廿日 ノ夜 フケ 月 出シ 比 中 野 五 

郞能盛 シ テ 景盛ガ 妾女ヲ トリ テ 小 笠原彌 太郞ガ 家 一一 

スへォ カレ 廿 六日 ノ夜 北向ノ 御所  一一 メシテ 今ョゾ 

コ 、 一一 サブ ラフべ シト也 八月 十八 日 景盛歸 ル重廣 等 

一一 ゲゥ セテ ュ キガタ ヲ知ラ ザダ由 ヲ申ス 景盛 彼女 ノ 

事ョ 一一 ソテ恨 申 由 ヲ讒ス ル 者有シ 力 、パ小 笠 原 彌太郞 


和 田 三 郞比企 三 郞中野 五郎 細 野 四 郎等 -ー 仰テ 景盛ヲ 

誅 セラ だ ベ シ トテ晚 一一 及 テ小笠 原籙ヲ 上テ籐 九郞入 

道 蓮 西ガ甘 繩ノ家 一一 向 フ縑倉 中ノ士 先ヲ爭 フー 一位 尼 

盛 長ガ宅 一一 ユキ テェ藤 小 二 郞ヲ使 トシ テ大將 ウセ 給 

ヒ程ナ ク姬君 又 旱世シ 悲歎 一人 一一 ァ ラザク 一一 戰ヲ好 

ミ給フ 事 亂世ノ 源 ナリ就 中景 盛 ハ 賴朝殊 一一 憐 ミ給ヒ 

シ 者ナソ 罪科 ァ ラン 一一 ハ我早 ク尋ネ 成敗 スべ シ其故 

ヲ尋 問ハ ズ シ テクチ 給 、ノ  、v 定テ 後悔 有べ キカ 若猶彼 

ヲク タルべ クン、 パ 我 先 ヅ其箭 ユア タルべ シト 有シカ 

、パ シ プ 兵ヲ ト ドメ ラル 鎌 倉 中 ノ騷動 人是ヲ 恐怖 

セズト 云 者 ナシ廣 元 曰 力 、 ダ事先 規ナキ 二 モ非ズ 鳥 

羽院ノ 御寵ジ ノ 祇園 女御 ゝノ 源仲宗 ノ妻ナ ル. ヲ 召レテ 

後一 一 仲宗ヲ 隱岐國 一一 流サ レシト 云々 廿日 モー 一位 殿 盛 

長、 ガ 宅 一一 逗留 ァ リーア 野心 非 ザ y 由ノ 起請文 ヲ 景盛 二 

參 ラセ ョ トテ歸 リタ マ ヒ ソノ帖 ヲ賴家 二 マ イラ セラ 

レ シ次手 一一 海內ノ 守ヲ忘 レ 政道 一一 倦テ民 ノ愁ヲ シ ソ 

ク マ 、ノ ズ 聲色ヲ 好 ミ テ人ノ 謗 ヲ顧ミ 給 、ノ ズ 召 仕 ハ , 

〃者 賢才 二 ァラズ シテ多 ク邪佞 ノ輩ナ リイ 力 二 況ャ 

源氏 ノ人々 ハ故 殿ノ御 一族 北 條ハ我 親戚 ナ リサ レ 、パ 

賴朝シ キ ソ 一一 芳情 ヲ施シ 座右 一一 招キ 給ヒキ シカ^ 一一 


彼 人  一！ 優劣 ナク剩 皆實名 ヲ呼タ マ へ 、パ各 恨 マ ィ ラス 

〃由 其 聞 へ ァ リ詮ズ ル所 能々 用意 セ シ メ給フ ベ キ由 

佐々 木 三 郞兵衞 入道 御使タ リ十 H 廿 五日 結 城 七郞朝 

光 御所 ノ侍 一一 テ夢相 ノ吿ァ リトテ 賴朝ノ タメ 一一  人別 

一 萬 反 ノ念佛 ヲ進メ 忠臣 一 一 君 一一 仕へ ズト云 我 、ノ 故 殿 

ノ 厚恩 ヲ蒙 ル身ナ リウ セ給ヒ シ時御 遺言 ノ事ァ ソ シ 

力 、パ 出家 セ ズ 後悔 一 ツー ーァラ ズ且ハ 今 世上 ヲ 見 ダ 二 

薄氷 ヲフム ガ如シ ト云キ 此人賴 朝 ノ 近侍 無雙ナ ク シ 

力 、パ其 懷舊ヲ 感シテ 聞人淚 ヲ流シ ケリ景 時 カノ 朝 光 

ガ申セ シ 所ヲ以 テ讒シ ケ ダ由 安房 局 ト云フ 女房 廿七 

日 ュ シ ラセ シカ 、パ 朝 光義 村ガ許 一一 行キ テ斯ト 云義村 

義盛蓮 西等ヲ 招テ相 計ソ廿 八日 一一 大名 六十 六 人 鶴 ケ 

岡ノ 廻廊 一一 集 ソ景時 年 比ノ積 惡ヲ訴 だ狀カ 、セ 一味 

ノ事 改變ァ ラ ジ ト誓フ 朝 光ガ， 兄 小山 五 郞宗政 、ノ 姓名 

ヲ、 パ 載ケレ ド 加判 二 及、 パ ズ廣元 一一 就 テ奉ラ ムトテ 

義盛義 村ゥチ 向フ十 一 月 十 曰 義盛廣 元 ガ未ダ 披露 セ 

ザリ シ ヲ怒リ シ 力 、パ 十二 日 廣元之 ヲ參ラ ス ャガテ 

景 時-一 下サ レ テ 是非 ヲ陳ズ ベ シ ト有シ -ー 十三 日子 息 

親類 等 ヲ具シ テ相州 一 宫 一一 下向 ス三郎 兵衞景 茂、 パ 力 

リト、 >  マ ダ 十二月 九日 一 一景 時 鎌 倉 一一 歸ダ 十八 日景時 

史餘論 卷之ニ  il 1 ！ 


鎌倉ヲ 追出サ レ 其家ヲ 破 却 セラ ダ明レ バ 正 治 一 一年 正 

月 十九 日ノ 夜景 時 潜 一一 一 宮 ヲ出グ f 靖繊" HI 明レパ 

廿日 亥 時計 リ駿 河國淸 見ガ關 一一 至グホ トリノ 的射テ 

歸ン トセ シ 二 行 合怪シ ト見シ 力 、パ箭 射 力 ケテ蘆 原 小 

次 郞ェ藤 八 郎三澤 小 二 郞飯田 五郎 等 追 カク 景時 狐崎 

二 テ返シ 合 セテ戰 フ飯田 等 二人 討 グ吉香 小 二 郞船越 

三 郞矢部 小 次 郞潞河 二 郞馳加 テ梶原 三郞兵 衞景茂 

^十 ト戰テ 互 一一 ウタ グ 六 郞景國 七 郞景宗 八 郞景則 九 

郞景連 等 散々 一一 戰フ 當國ノ 御家人 馳集リ 彼 兄弟 四 人 

討レ ヌ景時 並 景季お 十 平 次左衞 門尉景 高ね 十ゥ シ 口  ノ 

山 二 引テ 戰シ、 ガ討レ シ後 死骸 、ノ 有リ テ首ヲ 得ズ廿 一 

日 二 山中 ョ リ 其首ヲ サガ シ得テ 三十 三人、 ガ首ヲ 路頭 

二 カク 景時ォ グト聞 テ時政 廣元相 議シテ 討手ノ 軍兵 

ヲ 遣 レシ 力 ドス デ 二 討 レシ 力 , 發向 二 及 、パ ズ 景時カ 

子 テ駿 河國ノ 內吉香 小次郞 、ノ 第 一 勇士 ナソ若 上洛 ノ 

日 彼 男 ガ家ノ 前 ヲ過ザ ラン 二 ハ怖畏 ァダぺ カラ ズト 

云 シ 、ガ 果 シ テ 吉香ガ 爲 一一 ウタ レヌ 其 後 小山 左 衞門尉 

和 田 畠 山 以下 羣集 シテ 雑談 ノ折フ シ澀谷 次 郞景時 近 

邊ノ橋 ヲ引テ 支 フべカ リシ 一一 左右 ナク 逐電 シ 途中 ュ 

テ 討 レ シ 事兼テ ノ 自稱 一一 違 ヘリ ト云フ 重忠事 粗忽 一一 

四百 七十 七 


讃史餘 論 卷之ニ 


四百 七十 八 


起リ械 ヲホソ 橋ヲヒ クノハ カソゴ ト難レ 信 力 ト云シ 

二 安藤 右お 大夫忠 宗^ 畠 山殿ハ 只 大名 ノ計ヒ 

ナ リ橋ヲ ヒ キ城 ヲ構フ ル 事ハシ リタ マハザ クニヤ 近 

邊ノ 小屋 ヲ橋ノ 上 一一 コボ チカ ケ テ火ヲ カケム 一一 子細 

ァ ラ ジト云 又 小山 左 衞門尉 ノ弟五 郞宗政 、ノ 年 * 當家 

ノ 武勇 宗政ー I 有リト 自讃 セ シ 二 今度景 時ガ 威一 一 ォソ 

レテ訴 狀ニ判 形ヲ加 ヘラ レズ 其 名 ヲ落サ ^  、事 是ヲ 

耻 ベ シ 向後 發言ナ カ^-ベ シ トイ ヒキ 

桉〃 一 一景 時、 ガ讒諛 其 罪 死 一一 當レ リコ レー 一 加フ〃 一一 

反 謀 ヲ以テ スルヲ ャ 大名 等ガ コ レ ヲ訴シ 事 君側 ノ 

惡 ヲ掃ハ ム トス^'  ノ謂 レナ キ ユア ラズ 義時ガ 其 積 

惡定テ 羽 林 一一 歸シ 奉ダ ベ シ世ノ タメ 君ノ タメ 討セ 

ズ ン バ 有べ 力 ラ ズ然 レドモ 弓箭 ノ 勝負 ヲ 決セ、 パ又 

國 郡ノ亂 ヲ招ク 一一 似 タジト 云シ事 深謀遠慮 ァヅト 

云 ベ シ 廣元 十日 ヲ 過 ダ 迄 其事ヲ 披露 セザ リシ 、ノ 思 

嗞ナ キー ーァラ ジ 其 心 モ シ 彼等 ガ 申狀 一一 ヨリ テ 景時 

ヲ罪セ ラレ、 パ コレラ ノ 訴ャム 事 有 ベ 力 ラ ズ サ ラン 

二 オイ テ ハ 國家黨 人ノ禍 一一 堪ザダ ベ シ 彼等 ガ怒ノ 

ォコタ ラム ヲ待テ 景時 シ テ謝セ シメム ト思ヒ シ成 

ベ シサレ ド 事スデ 二 カク ノ如ク 衆 怒當ル ベ カラ ズ 


時 政 執柄ノ 上首ト シ テア へ テ是ヲ 決 セズ景 時西奔 

ノ日 一一 至リ テ忽 二 討手ヲ サ シムク 其 姦計 恐ル ベ シ 

其 心 二 思 フ 所 大名 等ガ 申狀 二 ョ グテ是 ヲ誅セ 、パ刑 

殺ノ權 コレ下 ヨリ 出, 也必ー 罪ヲ 得テ是 ヲ誅ス ベ 

シト云 フー 一 アル カサレ、 パ 彼ガ 去 二 任 セテ是 ヲ問ハ 

ズ來ル 二 ヨリ テ是ヲ 追ヒ其 進退 ヲキ 、ノ  メテ 叛カシ 

ムヒ トリ 刑 殺 其 下 ョソ 出ルヲ 思フノ ミ 二 モ ァ ラ ズ 

必 カレ ヲ 死地 二 ォ 力 ン事 ヲ思ヒ シ ナソ若 シ然ラ ザ 

ラン 二 ハ彼 ハジメ 鎌 倉 ヲ 去ソ シ 一一 及ビ テス ミ ャ 力 

一一 其 罪狀 ヲ案シ 其舊功 ヲ議シ 其死ヲ 宥メ 父子 悉 ク 

流刑 二 處セ ラ \ ベ キ事 一一 ァラズ ャ 若命ヲ 受ザラ ム 

二 ハ其 時二是 ヲ誅セ ラレ ン事ハ 云 二 不レ及 

正 治 三年 测 | ま 九月 十 A 日 犬 ノ钱飼 日 ヲサダ メテ每 日 

結番セ シ メラ, 一 番小笠 原 彌太郎 、細 野兵衞 尉、 一 一番 

中 野 五郞、 ェ藤 十郞、 三番 比 企 彌四郞 本 間 源 太、 fl: 

^其 月 一 一十 二日 御 鞠ノ會 ァソテ 人々 多 ク見證 一一 候ゼ 

ソ ."i^lf 其 中 一一 江 瑪太郞 泰時ヒ ソ 力 一一 中 野五郞 

能 成 一一 力 タリ テ蹴鞠 ハ 幽玄 ノ藝ナ ソ御賞 翫ノ條 庶幾 

ス 〃處ナ リサ リナ ガ ラ去 八月 ノ 大風 一一 鶴 ヶ岡 ノ宫門 

顚倒國 土 飢饉 ヲ憂ヒ シ折フ シ都 ヨリ 放 遊 ノ輩ヲ 召 下 


サ \  皇 去 二十日 ノ變 異ョノ 常 ノ事ナ ラ 

ズ？ ^^^^如 尤驚 思食ダ ベ キ御事 也 司 天 等 一一 

尋ラ レ 異變ナ ラ ズン、 パカ、 ダ 御遊 ニモ及 バ ン 力 貴 客 

眤近ノ 人 也 事ノ次 ヲ以テ 諫 申サル ベ キ事 ナラズ ャト 

云ヒ シ 一一 甘心 ノ氣 色ァ ソ シ カド言 一一 、ノ 發セズ 十月 一 一 

日ノ 夜觀淸 法眼 密 一一 泰時ガ 許 一一 來リ 近習 能 成 一一 仰ラ 

レシ 事ッ ブ サ 一一 御聽 一一 達セシ 一一 父祖 ヲ サ シヲキ 諷諫 

申 サルノ 條御氣 色 一一 タガフ ノ由糙 一一 御 形勢 一一 アラワ 

レ キ此上 、ノ 御所 勞ト 稱シ テ シ 、パラ ク御 在國ァ ラム 力 

先々 他人 ノ上 ヲ見タ 一一 御氣色 アナ、 ガチ 旬月 ヲ歷ズ 唯 

一旦 ノ御事 ナリト 云 泰時全 ク諷諫 ヲ申ス 二 ハ ァラズ 

意ノォ ヨブ 所ィサ 、 力 近習 ノ人 一一 相談 リシ 、パ カリ 也 

罪科 二 處 セラ レン  一一 、ノ 在國 二 寄べ 力 ラ ズ 但 急事ァ リ 

テ此曉 、ノ 北條ニ 下向 ス ベ シカ マへ テ 今ノ告 二 就テ出 

, 一一 ハ 非ズ 御 推察 ノ ホドヲ ハヅカ シ ク存ズ ト テ旅具 

錢笠ヲ 召 出 シテ見 セラ レキ^き^^^:" 建 仁 二 

年 六月 廿五 日 ！ 一位 尼 御所 一一 入 給 フ 御 鞠 會日比 ノ事ナ 

ソ シカド 行景等 上足 ノ藝ヲ 見 給 、ノ  、ザ ソ シ ガ故ト 聞へ 

シ ソ ノ 夕 雨 ソ 、ギテ 上下 遺恨 ノ事 一一 思 ヒシ 一一 ャ ガ テ 

晴 テケリ 潦水猶 煩ヲナ シケル ーー壹 岐 判官 知康 f 一^" 


V 直 垂惟等 ヲ解テ 其水ヲ トル 人々 興 ヲ催セ リ申ノ 時 

I 御鞠始 マ ヅ 員三 六十 一一 テ晚ッ 方 一一 事訖 東北 ノ兵 

ノ 御所 一一 シテ勸 杯 ァリ舞 女 微妙 メサレ テ 舞曲 ァリ知 

康鼓ノ S 一一  候ズ酒 半、 パ ス ギテ知 康铫子 ヲ取テ 酒ヲ北 


条£は 寺き 二  時 連 ハ義時 之 弟大佛 之祖賴 家^ IKI.rM 

储玉良 時 3  一一  ® ム 之外霉 タリ 修理 太夫 相模守 康 

餘北條 五郎 ハ 容儀 ト云 進退 ト 云 ヒ拔群 ト云ッ ベ シ 然 

〃 ーー實 名ハ甚 下劣 ナリ時 連 ノ連ノ 字ハ錢 ヲッラ ヌク 

ノ議カ 貫 之 ハ 歌仙 タ レ 、パ ソノ 芳躅ヲ ト ヒ 給フ歟 カク 

ガ タ然ル 可ラズ ト云シ 力 、パ 賴家ハ ャク名 ヲ改メ ョ ト 

仰ケ ゾ 、パ 承リ ヌ ト ゾ申ケ y 廿 六日 二位 尼 御所 一一 歸ソ 

給ヒ シガ 昨日 ノ儀 興ァ だ 一一 似 タレ ，トモ 知康ガ 振舞 甚 

以テ 奇怪 也 伊豫 守 義仲法 住殿ヲ セメ ラレ テ 卿相 雲 客 

耻辱 一一 及、 パ レ シ事其 源 ハ知康 ガ凶害 一一 起ヅ又 義經朝 

臣 一一 同意 シテ 關東ヲ 、ノ 力 レ リ 先人 特 一一 憤 リ給 ヒテ解 

官 追放 セラ X ベ キ 由ヲ奏 シ給ヒ キ然ル 一一 彼 先非 ヲ忘 

レ テ 眤近ヲ ュ ダサ ダ 、事. L3 君ノ御 本意 ュ 背ケ リトテ 

心ョ カラ ズ 三年 正月 二日 若君 一 幡丸鶴 ヶ岡 一一 奉幣 ァ 

ヅテ 神馬 ニ疋 ヲ引レ 御神樂 ヲ行レ シ 一一 神 巫女 一一 力 、 

リ給ヒ テ 今年 ノ內關 東 一一 事 有べ シ 若君 家督 ヲ グ グ可 

ラズ岸 上ノ樹 其限ス デ 一一 祜ダ 人是ヲ 知ラズ シ テ シ 力 


ノ 
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四百 八十 


モ 梢ヲ タノ ミヨ クトノ タ マフ 此年六 月 伊豆 ノ 奧狩 二 

和 田 平 太 胤長 ヲ 伊東 ガ崎ノ 洞 一一 入レ ソレョ リ 富士ノ 

狩 クラシ テ仁田 忠常ヲ 人 穴 二 入レ ラだ同 二十 三日 八 

H 知 家 一一 仰セテ 河 野 法 橋 全 成 ヲ 下野 國 一一 ク ッ ^^遠 

壻也 五月^ 反ノ聞 へ^ シ故 一一 生 捕リテ 常陸ノ 國ー 一 流サ レシが 殺 ^ 

サ レ シ 也系圖 一一 逑保中 一一 北 條義時 命， 一 金 窪 右 衞門等 ，誅ス ト見 ュ 七 

月 廿日 俄 二 病 惱ノ事 有 ソテ旣 一一 危ク 見へ シ程 一一 八月 

廿日 關西 三十 八ケ國 地頭 職 ヲ舍弟 千幡針 關東 二十 八 

ケ國地 頸並總 守護 職ヲ 長子 一 幡ぉ 一一 讓ラ グ ベ シトァ 

V キ九 H 二日 能 員 其 娘讀巧 P 腿^ ヲ以テ 家督 ノ 

外地 頭 職 ヲ分タ \ 事 威 櫂ニッ 一一 分レ テア ラソ ヒ出來 

ン 事疑フ ベ カラ ズ子ノ 爲弟ノ 爲靜謐 ノ御ハ カラ ヒー 一 

似タ レドモ 亂ヲ招 ク基也 時政ガ 一 族 世 一一 有ン 一一 ハ家 

ft ノ 世ヲ# レ ン コ ト又 以異儀 ァラジ ト云ヒ シ 力 、パ賴 

家 S キ能 員ヲ枕 モト 二  メ シテ 時政ヲ ウタ, ベ キ由ヲ 

仰ス 二位 尼-障子 ヲ隔テ 、此由 ヲ聞テ 女房 シテ 時政ヲ 

尋 ラグ 佛事ヲ 修ス ダ事ァ ソテ名 越 ニ歸レ ソト 聞へ シ 

力 、パ此 由 ヲ書キ テ女シ テ送ラ レシ 二道 二 テ追ッ キ テ 

參 ラ ス 時 政 シ \ シ 思案 シ テ 廣元ガ モ ト 二 行テ 其 由 ヲ 

語ソテ 此上ハ 能 員 ヲ討だ ベ キ モノ 歟ト 云シ 二 廣元某 

故 將軍ノ 御 時 ョソ御 政道 ヲタ スクダ ノ號ァ レ ドモ兵 


法 ニ於テ ハ 是非 ヲ辨 ゼズ誅 戮ノ事 一一 於テ ハ御心 二 有 

、、/ ン ト 、/多 ケ レ 廣 元が 其^ 一一  與セザ か ハ 時 政が 詐謀ラ 知^ 

へ ン ン名ク ノ故也 廣元謀 主 タリ 兵 チ知ラ ザ か 人 二 ァラズ 

時 政 座 ヲ立テ 歸レノ 一一  天 野 民 部 入道 蓮 景仁田 四 郞忠常 

供 二 ァゾ筏 柄 社 前 一一 テ S ヲ控へ テ 彼等 一一 向 ヒ能員 謀 

反セリ 今日 是ヲ 誅シ ナム 人々 討 手 タク ベ シト 云フ蓮 

景兵ヲ 起 シ給 フー 一 及 ヾ ジ 御前 一一 召 シテ討 レン 一一 彼老 

翁 何事 カァラ ムト 云フ家 一一 歸ソテ 又 廣元ヲ 招 ク廣元 

思 盧ノ氣 色ァソ シ カド 行向フ 家人 等 多 ク供セ ン トセ 

シヲ思 フ所ァ リトテ 皆 止 メ置テ 飯 富 源 太宗長 、パ 力 ソ 

ヲ具 ス路次 一一 テ密 一一 宗長 一一 云ヒ シ ハ世 ノ有檨 尤怖畏 

ス ベ シ 重事ハ 今朝 旣二議 セラ レキ然 だ 二 又 某 ヲ招カ 

だ 、事 心得 ズ若 不慮 ノ事ァ ラン 一一 ハ汝 マヅ我 ヲ害ス 

ベ シ ト テ名越 > 一至 y 時 政 對面稍 < 久シ此 間 宗長廣 元 

ガ後 一一 候 ジテ座 ヲ去ズ 午 時、 パ カリ 一一 廣元返 出 ス時政 

藥師 ノ像ヲ 供養 ス ベ シトテ 桑 上 律師 ヲ 導師 トス 尼 御 

臺モ結 緣ノ爲 入 玉フべ シト聞 ュ時政 ェ藤五 郞シテ 能 

員ガ許 一一 宿願 一一 依 テ佛像 供養 ノ儀 ァソ來 ソ玉フ ベ シ 

且ハ其 序 一一 雜事 ヲ談ジ 申べ シ ト云ャ y 一一  早ク 豫參ス 

ベ シ ト 答 へ 、シ 力 、バエ 藤 ハ歸ダ 能員ガ 子息 親族 諫テ 左 

右 ナク行 向フべ カラ ズト云 モ有ソ 家ノ子 郞從等 二 物 


具 サセテ 具 セ ラダ ベ シト云 モ有リ 能 員 其事ュ メ^- 

然だ ベ カラ ズト テュ ク時政 甲冑 シ中野 五郞市 川別當 

五郎 二 弓箭 ヲ帶セ シメ兩 方 ノ小門 一一 ォク ffff タ蓮 

景忠^ ハ 腹 卷着テ 西南 脇戶ノ 内 一一 ァ リ能 員平禮 一一 白 

水 干^^ 着 テ黑キ 馬 一一 乘 リ郞從 1 一人. 雑色 五 人具シ テ 

門 一一 入ダ廊 ノ沓脫 一一 上 リ妻戶 ヲ通リ 北面 一一 參ラ ム ト 

セ シヲ 逮^ 忠常造 合ノ脇 戶ノ邊 一一 立向ヒ 能員ガ 左右 

ノ手ヲ トリ 山 本 一一 引ス へ テ首ヲ キル 下人 等歸 ソテ斯 

ト云シ 力、 パ 一 族郞從 一 幡殿ノ 御館 tf， 一一  引 籠ジタ 

リ未ノ 畤計リ  一一 二位 尼 ノ仰ヲ クケテ 力 レ ラヲ 追討 ァ 

ダ ベ シトテ 兵 ヲサシ ム ク能員 ガ子比 企 三郞同 四郞同 

五郎 ヲ始ト シテ 一 族郞 等命ヲ ステ 、戰 ヒシカ パ寄手 

ノ兵 多疵ヲ 蒙ジテ 引 シソゾ ク畠山 一 一 郞重忠 入力 、ノ  y 

テセ メ戰シ 一一 ャブ ラレ テ 御所 一一 火ヲ カケ 皆々 若君 ノ 

前 二 テ 自害 シ ケレ、 パー 幡殿 モウ セ玉フ 能員ガ 嫡子 餘 

一 兵 衞尉女 一一 姿ヲャ ッシ落 ュクヲ 加 藤次景 廉 討取リ 

ヌ夜 一一 入 テ澀川 刑 部 丞ヲ誅 ス能員 ガ舅タ レ パ ナジ 明 

レ 、パ 三日 其 餘黨ヲ サガシ 求 メテ或 ハ流シ 或 ハ誅ス 其 

妻妾 並 ニ歲ノ 男子 ヲ 、パ ユカ ソ 一一 ツキ テ義盛 一一 預 ラレ 

テ 安房 ノ國 へ 流サダ 四日 一一 小 笠 原 彌太郎 中 野 五郎 細 

讀史^ 論 卷之ニ  , 


野兵衞 尉等ヲ 禁獄 ス 是 能員ガ 外孫 タリ 此時島 津左衞 

門 尉 忠久モ 大隅薩 摩 日向 等ノ 守護 職ヲ 收公セ ラク同 

五 日 賴家ノ 病少ク 心地 ョクテ 若君 能 員 等 ガ事ヲ 聽テ 

其 憤 一一 堪ズ時 政 ヲ誅ス ベ キ由和 田 義盛仁 田 忠常ニ ォ 

ホス 堀 藤 次 親 家 御 使 タリ 義盛深 ク思盧 シテ彼 御書ヲ 

時 政 一 一 見セ シ 力 バ 時 政 ャ 、ガ テ 御使ヲ トラへ ェ藤小 次 

郞行光 シ テキ ラセ ケレパ 賴家ィ ョ /\安 力 ラ ヌ 事 二 

思 給 へ リ 六日 ノ晚ッ カタ 時 政 仁 田ヲ名 越ノ館  一一 メ シ 

テ 能 員 追討 ノ 賞ヲ 行 ハレン トス 忠常ガ 參 リシ 後日 ク 

レシ カド モ罷出 ズ舍人 ノ男怪 ミテ馬 引 テ歸レ ソ舍弟 

五郎 六 郎等 忠常ガ 時 政 追討 ノ仰 ヲ承ゾ シ 事ァラ ハ レ 

テ旣 ニ討レ 一一 ケソト 思 ヒテ義 時 ガ許ニ 押 寄ス義 時ハ 

二位 殿 一一 參リテ 家 一一 ァラズ 家人 等 防 ギ戰シ 程 一一 五郎 

、ノウ タレ ヌ 六 郞臺所 一一 亂入 テ火ヲ ハナ チン 力、 パ 是ヲ 

見テ 御家人 等 馳集ダ 忠常ハ 名 越 ヲ出テ 家 一一 歸ダ 一一 此 

由 ヲ 途中 ユ テ聞シ 力 、パ 今ハ 命ヲス ッ ベ シ ト テ 御所 二 

參レ ル所ー 一景 廉ガ爲 一一 討レ ヌ 七日 一一 賴 家出 家ス 二位 

ノ足ノ ハカ ラヒト 聞 ヘシ 二十 一 日時 政廣 元相議 シテ. 

廿 九日 賴家ヲ 伊豆 國修禪 寺 一一 下向 セ シ ム 

案 X  二 比 企 判官 ガ討タ レ シ事悉 ク皆時 政 ガ詐謀 二 


 讀史餘 論卷之 二  

出 タリ 賴家ノ 長子 g 兵/中 一一 殺 サレ賴 家又是 一一 ョ 

ヅテ 弑セ ラレ 賴家ノ 第二 子 其 仇ヲ報 ゼン爲 一一 實朝 

ヲ 殺 シ テ 賴朝ノ 子孫 終 一一 絕 タリ サン X 其 禍根 皆 コ 

、 二 萠セソ ョ クく其 罪 ヲ論ズ ベ キ 事-一 ャ 時政ガ 

姦智 天下 ヲ分チ 讓ダガ 亂本タ ダ事ヲ 知 ラザラ ム ャ 

賴家ガ 病 一一 苦 ミ テ 人事 ヲ省セ ザ , 隙 一一 乘ジ 一 一位 ノ 

尼 ヲ欺誑 シテ賴 家 ノ命ヲ 矯ーズ カク ハ計レ ソサレ バ 

賴家 病ノ間 一一 カク ト聞テ 其 怒 一一 堪ズ例 ノ輕々 シク 

躁シキ 本性 ナレ 、パ 我病ィ ュ ン ヲ待チ テ此事 ヲ汰沙 

ス ベ シ ナド云 シヲー 一位 尼 心 憂 キ 事 一一 思 t テ 時 政 一一 

吿 シナ〃 ベ シ時 政ャガ テ廣元 ト議セ シカド カレ モ 

其詐謀 ヲ知 リシ 力、 パ 其 事 二 ァ ヅ 力 ラ ズ 然ヲ 又 時 政 

己ガ家 一一 ョビテ 時移ル 迄相對 シテ歸 セリ此 人故將 

軍 ノ代ョ リ 東方 ノ倚 賴ナリ シ 力、 パ カレ モ又 謀ヲ同 

ジ ク セ シ由ヲ 一 一位 尼 二 モ思ハ セ世ノ 人 一一 モ 信 ゼ シ 

メ ンガタ メナ ソサレ 、パ 對面 ャ 、久 シト、 パ カリ 見へ 

テ事 ヲ議セ シト モ 聞へ ズ况宗 長 其 座 二 アリシ ャ又 

能 員 賴家ノ アト ワカ チ讓 ラント 一 一位 殿 時 政 等定メ 

シヲ 愤レル ハ 一定 ナル ベ シ 時政ヲ 討タ ムトハ 云 ベ 

力 ラ ズ名越 ニ行シ アソサ マ更 二 異謀 アル 者 一一 非ズ 


I   四百 八十 二  

又賴家 ノ忠常 一一 仰 セープ 時政ヲ 討レ ン トセ シモ 心得 

ズ マサシ ク 時政ガ タ メ 一 一 判官 討 シ者 ユカ、 \ 大事 

ヲ 命ゼ ラダべ シャ タトへ サル事 ァ \ トモ 當時 ソ ノ 

使承ソ シ親家 イカ デ其由 ヲ申サ デ有ル ベ キ 時政賴 

家 ノ怒ュ ァヒ テン ノ 罪ヲ 忠常 二 嫁シ テクチ シ也カ 

クテ 賴家ヲ 、パ欺 シカド 世ノ人 ヲ欺ク ベ カラ ズサレ 

、パ カク 披露 セ シ ヲソノ マ、 ニ記シ テ 北條ガ 地ヲナ 

セ シ文 辭也サ レ ド賴家 ノ憤リ 猶甚ダ シカ リシ 力 パ 

世 二 オハ サン 一一 ハ 御 志 ノ者モ 出來ヌ ベ シ ト思ヒ シ 

力 、バニ 位尼ス 、 メテ 入道 サセ 又廣元 ト相議 リシ 二 

鎌 倉 中 二 オハ サン 事然ル ベ 力 ラ ズ ト申 由ナド ィ ヒ 

テ 伊豆 國 一一 クッシ 終 一一 是ヲ 殺 シ. 世 二 ハ病 一一 テ失ラ 

レ シト 披露 セ シカ ド自ラ 其死セ シサ マ知ル 人ァリ 

シ 力 パ彼 子息 等恨ヲ フ ク 三 シ モ 理ナリ 時 政 マコト 

賴朝 ノ託セ シ所 一一 ソ ム カザ ラ ム 一一 ハ 賴家ノ 非器ナ 

〃ヲ 知ラ、 パ ソレヲ 廢シテ 實賴 シテ家 ッガセ タラン 

ハ古ノ 社稷责 戚ノ臣 ナド云 モノ  二 ハヅ, 所 ァラジ 

マ シテャ 賴家ノ 病 ノ危キ 二  ノゾ ミシヲ ャ本朝 二 ソ 

ノ例モ 多 カル 事 ナレパ 實朝シ テ 其跡ヲ シ ラセ テ 一 

皤ヲ モテ實 朝ノ世 ツギ ト定メ タラ マ シカパ 其禍カ 


ホド迄 一一 ハァ ラジ時 政ガ此 後又實 朝 ヲモ失 ハント 

謀シナ ド引 合セ テ 其詐謀 ノホ ドハ 力 リシ ラレ ヌス 

べテ 力、 ダ禍ノ 貽レダ コト モ賴朝 親シキ 一 族ヲ猜 

ミ疑 ヒテヒ タス ラ 二 其 妻 黨ヲ タノ ミト セラ レ シ 二 

ョレ ダ^ I 

カク 云 フ事ハ 古聖 人ノ禮 一一 ハ子ヲ 立ズシ テ孫ヲ 立 

ット 見へ タジ サラパ タトへ 賴 家父 一一 先 ダチテ ウセ 

賴朝 後一 一失 セラ ダ 、トモ 一 幡ヲ立 テョ ツギ トス ベ 

キ事 一一 ャ マ シテ賴 家 正嫡 二 テ世ヲ 治〃 コ ト五年 其 

子 其迹ヲ ッグべ キ事禮 一一 オイ テ正 シトゾ 云べ キサ 

レ ド此 時時 政 外祖ノ 權勢ァ \ 事 年久シ ク能員 力 レ 

一一 比 量 ス ベ カラ ズ モシ 一幡 シテ 家ッ ガセタ ラム 二 

ハ中々 世 ノ人ノ 猜疑 ォ コ リーズ 家 安 カラジ モ シ賴朝 

ノ 親戚 ノ 時政ト 共 一一 其 後事 ヲ託 セラ レ シ有 テ世ノ 

倚賴 タラン 人ァソ ナム 一一 ハ 古ノ禮 ノ如キ モ行ナ 、ノ 

レ ヌべシ 又國ヲ ワカ チシ ダニ 力， 、ルミ ダレ アリマ 

シ テ ャ實朝 二  ノ ミ 讓ソ ァ タへナ パ 能員ィ 力 デ 其憒 

一一 堪べキ トモ 云 事有ジ ヌ べケレ ド シ カハァ ラ ズ タ 

ト へ 此時ノ ミダ レナ クト モ 此定ノ 如クナ ラム 二 ハ 

必世 ハ亂〃 ベ シ時政 モ其事 ヲ思ヒ シ 二 ャ東 國ノ地 

髌史餘 論卷之 二 


頭職ヲ 一幡 一一 、ノ 讓ラ セ シ 其 故 、ノ 東國 ハ 皆 時政ガ 年 

比シ タシキ 輩 多 シ 能 員 ハカ ダ事 ァソ トモ イカ デ舊 

好ヲ 忘〃 ベ キト 思シ ガ故ナ リサ レ ド旣ニ ソノ御 家 

人 ト定マ レ 〃上ハ 其 中二 志ァ X 者ナド カナ 力〃 ベ 

キサラ 、パ 其禍 コト 一一 深 カソヌ ベ シ實 朝スデ 一一 其 君 

ト定ソ ナム 二  、ノ 能員ガ 微 カイ 力 デ 1 臂ヲ フダ ヒー ズ 

世ヲ ミダ X 事ノカ ナフ ベ キ能員 ガ討レ シ日 ソノ黨 

類 ノス クナキ ヲ見テ カレ ガ 微勢ナ \ ヲ 知 リ其微 勢 

ナ 〃ヲモ テ能 員ガ蓄 シ謀ァ \ ベ カラ ザダ事 ヲ マス 

マス 知ジヌ 

又案ダ 二 此度ノ ミ ダレ ニョソ テ 賴朝ノ ウセ ラレ シ 

ャゥ玉 海 一一 見へ シ 所ナ、 ド疑ハ シ 朝政 ヲ 亂サズ シテ 

身 マ 力〃 事ヲ 恨 メシト 思 玉 ハン ホ ドナ ラ パ ィ 力 デ 

我家 ノ事 沙汰 シ置カ レザラ ム タト へ賴 家事 故ナク 

テ世ヲ タモツ 事 年久 シクァ ラム 二 ハ 實朝ィ 力  一一 、ノ 

力 ラフ ベ キ事 一一 ャ 是等ノ 事ハ尤 遺誡 有グべ キ事ナ 

リ廣元 善 信 等 ガ如キ モ承 リ置ク ベ キ事ナ ラズ ャ 力 

力〃 沙汰 ノ 聞へ ザ ル事ハ 其 ウセ ラレ シ ャゥ世 二 云 

傳フダ 事ノ如 ク明ラ カナ ラ ヌ 一一 モア ソシ ニヤ タ^- 

シ  遺誡 ノ  アジ シカド 之 ヲ用フ A 人ナ カソシ ニヤ 

I 四 H 八十 三 I 


讀史 餘論卷 之 二 


四百 八十 四 


賴朝ゥ セラ レ シ時實 

靭ス デ 11 七 鼓 ナリキ 

又 案 \ 一一  賴朝畠 山重忠 一一 後ヲ托 セラ レシ 由ハ 東鑑 

重忠戰 死ノ下 一一 見ュ 

ノ 賴 皂 第 一  一子 建 仁 三年 九月 爲こ 關東 長者， 叙，, 從 

五位 下 征夷 大將 軍， 針 十月 右兵衞 佐 元久 元年 正月 從 

五位 上 三 H 右近 衞少將 同一 一 年 正月 叙，， 正 五位 下 兼 加 

贺介， 任，， 右近 衞權 中將， 建 永 元年 一 一月 從四 位下 承 元 

元年 正 H 從四位 上 同一 一年 士 一月 正 四 位下 三年 四 お 從 

m 位建曆 元年 正月 正三位 兼 美 作權守 同一 一年 十一 一 月從 

一 一位 建 保 元年 二 巧 正 一 一位 四 年 六月 櫂 中納言 七月 左 近 

衞屮將 六 年 正月 櫂 大納言 三月 左 近 衞大將 十 H: 内大臣 

十一 一 H 右大臣 承久 元年 正月 廿 七日 被 レ弑た 針 

赖家 伊豆 國 一一 至リ. 一 一位 尼實朝 二 文 シ テ 幽棲 徒然 二 堪 

パ、 H 來 近習 セ シ モ ノ參グ 事 ヲ ュ クサ だべ シ又 安達 右 

衞？： 尉：^ 盛ヲ 申請 テ勘發 ヲ加フ ベ シト 申サダ 所望 ノ 

條々 然ダべ 力 ラ ズ 其上此 後書 ヲ 通ゼ ラ \ ベ 力 ラ ズ ト 

云 な 使 ハ 三 ffi 義村タ リ 義 村歸參 リ テ 彼 閑居 ノ體 テツ 

ブサ 一一 申セ シカ 、バニ 位 尼 殿 歎 力 セ玉ヒ ヌ實 朝世ノ  ，ノ 

ジメ 十： n 十九 日 一一 關柬 分國並 一一 相模 伊豆 等 百姓 ノ 

當年ノ ぼ ヲ 減ズ是 御代 始タ レ パ 民戶ヲ ヤス， メラ レン 


タメ 也ト ゾ元久 元年 正 B 十二 日 御 讀書始 1 相 模權守 

仲 業 爲侍讀 ？ゎ： ポ侧 六月 十 A3 賴家 卒^ 麵 

十月 坊 門前 大納？ " 信 淸女ヲ 御臺所 一一 ムカ ヘント テ御 

迎ノ 武士 等 上洛 

案 二 時 政 能 員ガ事 一一 コソ 外戚 ノ權勢 ナカラ シメン 

爲 二 公家 ョ ソ 御 臺所ヲ ムカ ヘンナ だ ベ シ 

十 一 月 四日 京ノ 守護 武藏前 司 朝 雅ガ家 一一 テ 酒宴 ァリ 

シ 二 亭主 ト畠山 六郞重 保ト爭 論 ノ事有 シヲ會 合ノ輩 

是 ヲ和セ ；ン ム 一 一年 四月 十  一 =! 鎌 倉 中靜 カナ ラズ 近國 

ノ輩群 參シテ 兵 具ヲト 、 ノ フ ^ 由 聞 ュ又稻 毛 三郞重 

成 入道 日 比 蟄居 シテ 武藏 一一 ア^ 近頃 時 政 是ヲ喚 ビン 

力 、パ 從類ヲ ヰテ參 レリ カレ ト云 是ト云 人是ヲ ァ ヤシ 

ム 五月 三日 仰 一一 ヨリ テ群 參ノ輩 大半 歸國ス 六月 廿日 

畠 山 六郞重 保武藏 ョソ參 \ 是稻 毛、 ガ ハ カラ ヒト ゾ 廿 

一 日 牧御方 オノ、 ガ娘ノ 夫 朝雅、 ガ重 保ガ爲 一一 惡ロ セラ 

レ シヲ憤 ソ重忠 父子 ヲ討ル ベ キ由ヲ 望 ム時政 此由義 

時時 房 一 一人  一！ 云シカ 、パ 力 レ ラ聞テ 重 忠治承 ヨリ 以來 

忠 直ヲ專 一一 セシ 力、 パ賴朝 其志ヲ 鑑給ヒ 後胤 ヲ護 參ラ 

ス ベ キ 由 御 遺言 有 シ人 ナリ過 シ 比 賴家ノ 御 方 一一 ァ ソ 

ナガ ラ能 員、 ガ兵ヲ ャ ブ ラ \ 是 父子 ノ禮 ヲ重ム ズ \ ガ 


故也賴 然ダ 一一 今 何事 力 アジ テ叛謀 アルべ キ度々 

ノ動功 ヲステ 、楚忽 一一 誅戮ァ ラン 一一 ハ定テ 後悔 ァ〃 

ベ キカ 事ノ實 否 ヲ氣明 ァソテ 其 沙汰 有べ シト 云シカ 

、パ時 政 辭ナク シテ座 ヲ立チ ヌ 二人共 家ニ歸 リシ ニ筛 

前 守 時 親 牧御方 ガ使ト シ テ義 時ガ許 二 來リ重 忠ガ謀 

叛發 覺ス君 ノ御タ メ 世ノ爲 一一 遠 州 一一 漏 シ申セ シヲ御 

身 彼 一一 代リ テ申披 カル 是繼母 ノ故ヲ モ テ我ヲ 讒者ト 

シ給フ 一一 ャ ト云シ 力 、パ此 上 、ノ 御 心 二 有べ シ ト 答フ廿 

二日 鎌 倉 中騷ク 軍兵 馳チ ガフ是 ハ^ R ノ輩ヲ 討べ シ 

トテ佐 久問太 郎等 重 保 ガ家ヲ ffi ム重 保ョ ク戰 シカド 

多勢 -ー 敵 シガ タク テ 主從ゥ タ \ 又 重 忠參上 スト 聞ュ 

路次， 一一 テ誅ス ベ シ トテ義 時等ヲ 、ノ ジメ テ馳向 ヒ武州 

二 俣 川 一一 シ テ行ァ ゥ重忠 ハ 十九 一一 小 衾 郡菅屋 館ヲ 

出 テ今コ 、 一一 來 X 弟 長 野 三 郞重淸 信 濃 一一 ァリ 其ノ笫 

间六郞 重宗ハ *- 一  ァ リ相從 フ者ハ 二 男 小 次郞 重秀郞 

從本田 二 郞近常 榛澤六 郞成淸 以下 百 三十 四骑 鶴ゲ峯 

ノ下ー 一陣 スコ、 ニテ 今朝 重保ゥ タレ テ 討手旣 一一 行 向 

ゥ トキ 、本 田榛澤 キク 所ノ 如クナ ラム 二 ク討手 巳 二 

多勢 ナリ 敵ス ベ カラ ズ早ク 本 所 二 引返 シテ 待ッ ベ シ 

ト云フ 重忠 シカ k ベ 力 ラ ズ 重保ゥ タレ シ上ハ 本 所 一一 


歸〃 一一 及， ハズ景 時 其舘ヲ 出テ途 巾 一一 テ討ダ W 時ノ命 

ヲ惜 ムニ  W タ ジ 力 子 テ 、ノ 又 陰識ァ だ 二  M タ リ キ是後 

車 ノ戒ナ リトテ 歸ラズ カク テ 安達景盛 先陣 一一 進 ミ * 

, せ | 重忠小 1 1 郞 シテ戰 、ノ シ ム ミカ タ多 ク討レ テ勝 

負ィ マ ダ決セ ズ申ノ 刻 一一 及テ 愛甲 三 郞季隆 、ガ矢 二 中 

リ テ 重忠終 一一 ウタル ，針 重秀幷 二 郞從等 自害 シヌ 1! 

siitisl^^ ^二十 三日 未 時義時 以下 歸リ 參リ 

シ 一一 時政戰 ノ事ヲ トフ 義時重 忠ガ舍 弟 親族 大略 他方 

一一 ァリ 相從フ 所ノ兵 百餘輩 サラ、 パ 謀反 旣ニ ソ ラ事ナ 

リ モシ 讒口  ノ爲 一一 誅戮 ユア ヒシ ニヤ 其 首 ヲ 見 候 シ 二 

年 比 ノ事思 出 サレテ 悲淚 一一 堪ズ 候ヒ キト 云 フ 時 政页 

一 一詞 ナシ酉 時、 パ カリ 一一 鎌 倉 巾 又 騒動 ス稻毛 入道 並+ 

息 小次郞 重政榛 谷四郞 m. 朝 其 子 太郞季 重ゥズ ノ ヌ是 

三 浦 義村カ サ子テ 思盧ヲ 廻ラ シ タ、 パ カリ テ 討 シナソ 

重忠ガ 討 レシ 事 、ノ 重 成 法師 ガ 0 シニ ヨリ テナ リ 牧御 

方 一一 申セ シ旨 二 ョ ソ テ時政 力 ノ 入道 一一 カク ト云シ 力 

、パ 忽 一一 親族 ノ好 ヲ變ジ テ 縑倉 ュ 兵起リ ヌト オノ ガ子 

ヲ重 忠ガ許 ニ使シ テ路次 一一 テ カレ ヲ討 シナリ 人々 悲 

歎 セズト 云 事ナシ 

案 二 時 政 又稻毛 ヲ殺シ テ重忠 ヲ殺セ シ罪ヲ カレ 二 


讀史餘 論 卷之 二 


Hue< 十五 


讀 A 餘論， 卷之 二 


四百 八十 六 


嫁ス 、ノ ジメ仁 田 ヲ殺シ テ能員 ヲ討シ 罪 ヲ嫁セ シ事 

マ ス/^ 信 ナ ラズ ャ 

閧 七月 十九 日時 政 俄 一一 出家 ス初メ 賴家ヲ 出家 セシ メ. 

實朝 ヲ世嗣 トセ シ日^ 十二 位 ノ尼ノ 許 ヨリ 時 政 

ガ舘 -ーヮ タラ y 阿波 局 同 輿 二 參 \ 泰時 扭§ 義村等 輿 

寄ニ參 レリ イク 程ナク 阿波 局 二位 ノ尼ニ 參リテ け 1 

1 お 君 遠 州 ノ御亭 二 マン マサ ム事シ カルべ カラ ズ ッ 

ラ/, ^牧御 方ノ體 ヲ見ダ 一一 事 ォカシ キ其中 一一 害心 ヲ 

サン • ハサ メリ 御傳&  二 賴 ミ ガタシ サダメ テ 僻事 出 * 

ラム カト 云 シ 力 、パ 力 ネ テ 思 ヒ シ 所也ト テ 政 村 酣瞷 義 

衬朝光 等 シテ迎 トラ ^ 時 政 周章 大 力 タ ナ ラ ズ 駿河局 

シ テ 是ヲ 謝ス カク テ 此程牧 御方ガ 、ノ カラ ヒ 二 テ 朝 

雅 ヲ立テ 將軍ト シ 實朝ヲ ゥシ ナフ ベ シ ト聞ュ 此程實 

朝 時政ガ 許-一 オノ セシ 力、 パ長沼 五 郞宗政 結 城 七郞朝 

光三 浦 兵 衞尉義 村 平 九郞 胤義 天 野 六郞政 景等シ テ實 

朝ヲ迎 へ テ義 時、 ガ家 一一 入ル時 政、 ガ 召集 メ シ 御家人 等 

传義 時ガ 許 一一 向ヒテ 實朝ヲ 守護 シケレ 、パ ぜ H 此 

日丑 時計 リ 一一 時 政 入道 シ テケリ；^ 明レ 、パ 廿日 辰 

時時 政 入道 伊豆 國北條 二 下向 ス 同廿 六日 右 衞門權 佐 

朝雅 京都-一 テ ウタル 佐々 木 三 郞兵衞 尉 盛 綱 後藤 左衞 


門 尉 基 淸等戰 功 アジ 

案 二 朝雅 lg 新羅 三 郞義光 二 出 ヅ父義 信義 朝 平 治 

ノ難 一一 隨 li 賴朝 ノ起ダ 一一 及テ 一 族 ノ上首 タリ 朝雅 

父 一一 代リ テ 武藏守 一一 任ズ時 政牧御 方、 ガ生 y 女ヲ以 

テ渠ガ 妻 トシ 是ヲ 愛スダ 「諸壻 一一 コュ 京師 守讒ノ 

長 トシ テ 右衞 門佐從 五位 下 昇殿 ヲ ュ, サ ダカ レモ 

賴義ノ 後胤 タ レ 、パ縑 倉殿ト 尊卑 ナ シ ト云ヒ シカ 、パ 

時政モ マ ド ヒ ケリト 云 時 政 後妻 二 マ ドヒ世 ヲ亂ラ 

ン トセ シニ 一朝一夕 ノ故ニ ハァダ ベ カラ ズ 賴家ノ 

病 急ナダ 一一 臨 テ其男 ヲ失ヒ 又 賴家ヲ モ殺セ シ事實 

朝ガ 爲ニ ハカ レダ  一一 、ノ 非ズ ハジメ 一  幡ヲ ゥ シナヒ 

シ時纔 一一 十日 ガ稃又 實朝ヲ モ謀 ラン トス 若 一幡 失 

セ シ事其 外祖ノ 故ナリ ト云ン 二 ハ實朝 ヲ計ソ シ 、ノ 

コレ 誰、 ガュ M ゾ ャ 又重忠 ヲ殺セ シコト カレ 時政ガ 

女婿 タ ゾ トイへ ドモ 其 人忠直 一一 シ テ 且其 武勇 ハ 天 

下 一 一 雙ビ ナ シ 時 政 ガ奸諜 二 クミ セン 者 二 ァ ラ ズ 又 

賴朝 ノ 遺誡 ヲ 受テ 其 孤  一二 一心 ナン カレ ヲ失シ 事ハ 

實朝ノ 羽翼 ヲソグ ベ キガ爲 ナリ稻 毛 重 成 モ又時 政 

ガ 女婿 ナ リサ レド カレラ ガ妻 或、 ノ死 シ 或 、ジ 後妻 ノ 

生〃 所 一一 非 ズ時政 力 レ ラヲ見 ル事愛 女ノ壻 ヲ見グ 


ガ如ク 一一 非 ズ此後 八月 十日 宇都 宮彌三 郞賴綱 謀反 

ノ 事ァゾ トテ旣 一一 討 手 ヲ定メ ラレ シ 一一 彼 出家 シテ 

自ラ義 時ガ許 一一 馳來テ 陳謝 シケレ 、パ事 止 ヌ彼モ 又 

時 政ガ婿 也若ク ハ彼モ 時 政 一一 同意 ノ由閡 へ シ 一一 ャ 

若 時政ヲ シテ其 志 ヲ得セ シ メ  、パ其 子孫 ノ如キ モ其 

死ヲ遁 ジサラ 、パ賴 家父 子 ノ事彼 イカ 一一 ャ思フ ベ キ 

十二月 二日 賴家ノ 子 善哉 二位 尼ノ ハカ ラヒ 二 テ鶴ケ 

岡別當 尊曉ノ 弟子 ト シ テ 今日 力 ノ 本坊 一一 渡 ラ^' 元久 

三年 六 H 十六 日 善哉 着 レ袴 十月 廿日實 朝ノ 猶子 ト セ 

ラク 二位 尼 ノ計ヒ 也 承 元 四 年 午 十 一 月 廿 一 日 駿河國 

STi 寺ノ鎭 守お， at 大明 神小兒 一一 託シ -ズ 酉年 可 二 合戦， 

之由ヲ 示サ ダ占ァ \ ベ シト 沙汰 有シ 一一 實朝廿 一 日ノ 

曉合戰 ノ事ヲ 夢見 シ 一一 此吿ヲ 得 タソ虛 夢 一一 ァラズ 占 

フ ベ 力 ラズト 云 テ彼ノ 社 二 太刀 ヲ納 メラ^' 同 五 年 九 

H 廿ー 一 日禪師 | 登« 受戒 ノ タ メ 上洛 實朝供 ノ侍五 人 

ヲ添 ラダ 猶干タ ダ ガ故 ナソ十 月 鴨ノ 長明雅 經ノ擧 一一 

テ 下，： ii 實朝 一一 逢フ事 度々 ナリ 十三 日 ハ賴 朝ノ总 日ト 

テ法華 堂 一一 參リ ッ 、 

草モ木 モ靡キ シ秋 ノ霜キ ェ テ 

穴予ン キ苔 ヲ拂フ 山風 

護史餘 論卷之 二 I  — 


建曆 三年 酉 1 一月 十五 日 千 葉 介 成 胤信 濃國 住人 靑栗 七. 

郞， 弟 阿靜房 安念 ヲ 捕へ テ義時 一一 送 ダ是ハ 叛人ノ 中 使 

タリ 十六 日 彼 法師 ガ白狀 二 テ叛人 等 所々 一一 テ 生捕ラ 

\ 其 中和 田 四 郞左衞 門 尉 義直同 六 郞兵衞 尉 義重同 平 

太 胤長 其 餘信濃 下總ノ 御家人 等張 本 百 三十 餘人伴 類 

二百 人 一一 及 ブト 云國々 一一 仰セテ 其身ヲ 召進ス べキ由 

ヲ 沙汰 セ ラダ サレ、 パ 信濃國 住人 泉 小 二 郎親平 Hi 

S 去々 年 ヨリ 謀反 シ 故 左衞門 督殿ノ 息 尾 張中務 

丞養 君ヲ大 將軍ト シテ 義時ヲ ハ カルべ シトテ  一 * セ 

シ 輩ナリ 囚人 ノ 中 園 田 七 郞成朝 十八 日 ノ 夜預人 ノ 家 

ヲ遁レ 出 祈 禱ノ僧 敬 昔、 ガ： i? 一一  ムカ ヒテ 日 比 ノ事ヲ ノ 

ブ坊 ガ云ク 叛逆 ノ罪ノ ガル ベ カラ ズ 1 旦 ノガレ 出ト 

モ 安堵 ノ事終 一一 叶 フべカ ラ ズ ハヤ ク 出家 有 y ベ シ ト 

云 成朝與 カノ 事 勿論 ナリ古 ノ名將 其 難 ヲノガ レ シァ 

リ モシ 素懐 ヲ遂ナ 、パ 所存 ナキ ュ非 ズ就レ 中年 來 受領 

ノ志ァ リイ 力 デ頭ォ & ス ベ シトテ 數盃ノ 後 逐電 ス ト 

云實 朝此 由ヲ尋 ラ レ シ 二 僧ァ リ シ事ド モ申セ シ 力 、パ 

受領 所望 之 志 ノ事感 ジ給ヒ テ早ク 尋出ス ベ シ 恩赦 有 

k ベ シト仰 ァヅ又 二十 五： H 一一  囚人 潞河刑 部 六 郞兼守 

明朝 誅セ ラダ ベ シ ト聞テ 十 首 ノ歌ョ ミテ待 柄 ノ神ュ 

四 e 八 i 十^ 


讀史餘 論 卷之ニ 


コ ムェ藤 些ニ祐 高 其 夜 參籠シ 今朝 返 出 スト テ 彼歌ヲ 

ト ソ テ參ラ セシカ 、パ 感 ジ給ヒ テ 其 I 非ヲ翁 メ ラ \ 廿七 

日叛人 等多ク ハ 配流 三月 二日 親 平 建 橋 二 カク レ居シ 

由 酣へテ ェ藤十 郞シテ 召サレ シ 二親 平 ェ藤幷 郞從數 

人 ヲ切テ 逐^ ス 八日 鎌 倉 一一 兵起ノ 由國々 一一 聞 ュテ馳 

^ク 者數ヲ 知ラズ 義盛此 時上總 伊北 庄 一一 有リ シガ馳 

參ソ 今日 參上 御對 面ソノ ッ イデ 一一 累日 ノ戰功 ヲ陳テ 

子息 義重義 疽 ガ 事ヲ愁 フ 今更 御感 ァソ テ父ノ 勳勞 二 

ョソテ 二人 ガ罪 ヲ赦サ y 九 H: 義盛 一 族 九十 八 人ヲ具 

シテ參 上 胤 ！K ガ事ヲ 申謝セ ム事ヲ ノブ 廣元申 次 タリ 

胤長 、ノ 此事ノ 張本タ レ、 パ 許サレ ズ預人 金 窪 兵 衞尉行 

親ガ手 ヨリ 山城 判官 行 村ガ方 一一 召 渡サレ 禁遏ス ベ キ 

山義 時仰ヲ 傳へテ 胤長 ヲ面 縛シテ ；族 ノ前ヲ 渡シテ 

ゥケ トラ シ ム十 九日 胤長 陸 奥岩瀨 郡-一 流サグ 十九 日 

ノ夜 庚申 ヲ守ラ ッ べシト テ 御會ァ k  一一  ^半 一一 及テ甲 

兵 五十 計ソ 義盛ガ 館ノ邊 一一 徘徊 ス コ. レ ハ横山 右 K 允 

時 兼 義盛ガ 許 二 來レ ルナ リ 伊賀 守 朝 光申ト 、>  メシカ 

、パ 御用 心ノ問 勝會ヲ 止ラ \ 1 一十 五日 胤長 ガ尾地 荏 柄 

前 一一 ァゾ 御所 一一 近ケ レ 、パ 人々 是 ヲ望ム 今日 義盛 五條 

お 一一 就 テ愁申 ス故將 軍 ノ御時 ヨリ 一 族 領所收 &ノ後 


四百 八十 八 


他人 一一 仰ラ レ ズ彼地 宿直 伺候 ノ便ァ リ給ハ \ ベ シト 

云 々 忽 二 達 シケレ 、パ 殊 二 喜悅 ノ思ヲ ナセソ 四：！： 二日 

義時 胤長 ガ屋地 ヲ賜リ 行 親忠家 一一 ワカ ッ義 盛ガ 代官 

ヲ 逐出 シタソ 七 曰 女房 等 ヲ召レ 御酒 宴 ノ 時 山 內左衞 

門 筑後四 郞兵衞 尉 等 屛中門 ノ砌ヲ 徘徊 セシヲ 簾 中 ョ 

リ見給 ヒテ緣 一一 召レ杯 酒 ヲ給ヒ 一 一人 ト モー 一命 ヲ オト 

ス事近 カラン 力 一人 ハ御敵 一人 ハ 御所 二 在 ベ シ ト仰 

ケ レ 、パ 三人 怖 畏ノ氣 有 リーア 杯 ヲ懷ニ シ テ出ヅ 十五 日 

和 田 新兵 衞尉朝 盛 ハ 寵臣 二 シ テ f| 其 等倫ナ シ義盛 

ガ 籠居 セシ 一一 ヨリ テカ レモ 引籠ソ テ 淨遍 | 日 都 二 佛道 

ノ 要旨 ヲゥケ 今夕 出家 セント 思 シ 力 、パ 御前 一一 參〃 實 

朝 月. 二 對シ テ歌 ノ御會 ァソテ 女房 數輩サ ブラ ヒ シ 二 

朝盛參 ソテ 和歌 ヲ奉ル 御 感度々 ナリキ 此程 出仕 ナ 力 

リシ 事 ナド申 ス實朝 數ケ所 地頭 職ヲ 一 紙 一一 載 テ手ヅ 

カラ 賜 フ朝盛 退出 シ テ ス グ 二 僧都 ノ許 二 ュ キ 入道 シ 

テ實阿 彌陀ト 號シテ 都ヲサ シテ登 ル郞等 二人 小童 一 

人 供ス義 盛驚キ 尋ネシ 一一 一通 ノ書 ァリ！ 族ト共 二君 

ヲ射 X ベ カラ ズ 又 君 一一 從 ヒ 父祖 二 敵 ス ベ 力 ラ ズ シ テ 

無爲 一一 入 ラム ト ノコ トヲ ノス 義 盛大 一一 怒ソ四 郞左衞 

門 尉義直 シ テ 追ト 、>  ム 駿河阈 手 越 一一 テ追 ツキ テ 具 シ 


歸〃 義盛 對面シ テ憤ヲ ハラ シッ ャガテ 黑衣ノ マ 、 二 

テ其 シ參 ダ召シ 一一 從へ バナソ 二十四日 義 盛年 頃歸依 

ノ僧 人ァソ 人怪ム コ レ ハ誠ハ 太 神宮 一一 祈請 ノ 

事ァ, 故 ナリト テ縑倉 中 一一 コト 物騒、 ガシ 二十 七日 宫 

內兵衞 尉公 氏 御使ト シ テ義 盛ガ家 一一 向ヒ 用意 ノ事ァ 

〃閬ァ レ 、パ 其實 否ヲ尋 ラダ 侍 一一 入テ 案內セ シ 二 シ 、パ 

ラク シテ義 盛出テ 寢所ョ リ侍ニ 來ダ トテ 造會ヲ トビ 

コ ュ ダ時ュ ボウ シ ヌゲ ォッ義 盛年 來ノ 勳勞ヲ カタ ゾ 

テ更 一一 謀反 ノ心 ナキ由 ヲ申ス 言葉 終 テ 子息 等 以下 ノ 

勇士 列坐シ テ 兵具ヲ J  、  ノへ オケ リ公 氏此由 ヲ申ケ 

レ 、パ義 時 在 鎌倉ノ 御家人 等ヲ 御所 一一 召ス 義盛ガ 謀反 

巳 二 決セリ 但シィ マ ダ 甲冑 ヲ 、パ 着ラ レ ズ晚ガ タ荆部 

丞忠季 ヲ御使 一一 テ世ヲ ；カ ダべキ 聞へ ァリテ 驚キ給 

フ 處ナリ マヅ 蜂起 ヲ ヤメ テ 恩義 ヲ 待べ シトナ リ義盛 

上 二 オイ テ恨 ヲ存セ ズ義時 ガ所爲 傍若無人 ノ間 子細 

ヲ導 承ハ ラム タ メ 發向セ ン ト 近日 若輩 等ヒ ソカニ 群 

議 スグ歟 義盛諫 レドモ 一切 ユカ、 、ノラ ズ旣ニ 同心 シ 

訖此上 ハカ-一 及 、バズ ト申ス 五月 一 一日 筑後左 衞門尉 朝 

重 義盛ガ 隣家 タリ 義盛ガ 家 一一 軍兵 馳集グ ヲ 見 テ廣元 

ガ許 一一 吿グ折 フシ 酒宴 シテ人 多ク坐 一一 ァソシ 一 一廣 元 

讀史餘 論 卷之ニ 


獨坐 ヲ立テ 御所 一一 參ダ 三 浦 平 六 左衞門 尉義村 九郞右 

衞門尉 胤義 兄弟 義盛 ト盟テ 北門 ヲ警 回ス ベ シト云 合 

セ シガ忽 一一 心ヲ變 ジテ義 時、 ガ許 一一 ュ キ 義盛旣 一一 發兵 

ノ由ヲ 吿グ義 時圍碁 ノ會セ シガ驚 ク色ナ ク靜カ 二 目 

算ヲ 加へ テ後折 烏帽子 ヲ立 烏帽子 一一 改メ 水干ヲ キ テ 

參〃 義盛 今日 兵 ヲ起ス ベ シトハ 思ヒョ ラザソ シ 力 、パ 

御所 ノ警衞 モナ シー 一位 尼 並 御臺ヲ 、パ 北門 ョ リ鶴岡 別 

當坊 一！ 入レ參 ラス 申 刻-一義 盛 百 五十 ノ兵 ヲ三ッ 二  y 

ケ 御所 ノ 南門 ト 西北 ノ 兩門ヲ 力 コ ミ義 時、 ガ家ヲ セ ム 

義時ガ 留守 ノ兵 防ギ戰 ヒ討ダ 、者 多シ 酉時遂 一一 御所 

ノ 四面 ヲカ コ ミテ義 秀惣門 ヲ破リ 南 庭 一一 亂レ入 籠〃 

所ノ 御家人 等 剩火ヲ 放シカ 、パ 屋舍黑 煙天ヲ コ ガス 實 

朝 法 華 堂 一一 遁ダ義 時廣元 御供 ス義秀 一一 向フ者 タス 力 

x 者 ァラズ ソノ中 二 高 井 三 郎兵衞 尉 重 茂義秀 ト組シ 

、ガ遂 ニ討レ キ足利 三 郞義氏 、ノ 鎧 ノ釉引 キラ レ テマ ヌ 

力〃 ® 一一  及ビ 義盛ガ 兵戰疲 ゾ テ前 濱ノ邊 一一 返 ク相模 

修理 亮泰時 足 利 義氏等 勝 一一 乘ジ テ戰フ 三日 二 雨フリ 

テ 義盛ガ 兵粮 ヲタ チ馬ッ カル 黄 時 、パ 力 リ 一一 橫山 右お 

允 時 兼 一族 ノ 兵 ヲ 具 シ テ 腰 越 一一 至 ダ 簑 笠脫捨 テ 義盛 

二 馳加リ 彼是 三千 騎 一一 ナヅ 御家人 等 ヲ追ゥ ッ辰時 曾 

ま 八十 九 


ダ保大 賜 


讀史餘 論 卷之ニ 
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二十 七 人 首數 二百 三十 四 御 方討レ シ 御家人 

五十人 手 負 千餘人 

東鎰 ヲ案ク 一一 去々 年建曆 元年 十二月 義盛ガ 上總國 

司 擧任ノ 申 狀ヲ進 シ給フ ベ キ由廣 元 一一 云ヒ シ事上 

ノ御計 ヒヲ輕 ムク事 ノ由ヲ 記 サン 明 y 年ノ正 R: ョ 

リ彼 子息 等頻 二 恩寵 ヲゥケ 其 六月 義盛ガ 家 一一 入 給 

ヒ シ 一一 和漢 將軍ノ 影 十二 鋪ヲ 奉ダ 八月 伊賀 前 司 朝 

光ト 義盛ハ 北面 三 間 所 ニ候ス ベ シ 彼處ク 近習 ノ肚 

士ヲ 撰ビ詰 番セシ メラ X  、所 ナレド カノ 兩人 宿老 

タ , ガ故 古キ物 gg ヲ聞 召ン爲 一一 加へ ラル 其 後此年 

一 一月 子息 義直並 二 亂長ガ 謀反 有ト聞 ュ シ 一一 子息 等 

、ン罪 赦サレ 胤長 並 餘黨等 皆 々配流 セ ラダ 胤長 ガ 屋 

地初ハ 給ハ, ベント 聞へ シ 一一 義時 二 給ソ義 盛此事 

ヲ 憤ソテ 出仕 ヲト ム 其孫ノ 朝盛モ 引籠ジ シガ 出家 

ノ心着 テ御暇 乞ノ爲 一一 數ケ 所ノ 地頭 職 ヲ給ソ 其 後 

出家 セ シ ヲ モ頓 テ召レ シナド 見 へ タ リ 彼是 ヲ合セ 

見〃 二 實朝カ レ ラ 父子 ヲ 、パク ノ モシ キ モノー 一思 ヒ 

給シヲ 義時 疑猜ミ テ カレ、 ガ 勢ヲ 沮. ミ シ 也 義盛ガ 兵 

起セシ 偏-一 其 君 ノ爲ヲ 計 リシ 也 決定 謀反 一一 ハァラ 

ズ或 ハ實朝 ノ密旨 ヲ受シ 一一 ャト モ云人 アジ 世人 乇 


我 屮村ー 一宮 河村ノ 人々 武藏 大路 稻村崎  > 一 馳^ レノ 法 華 

堂 ヨリ 召ケ レ ド モ疑テ 左右 ナク 參ラズ 御敎書 一一 御 判 

シ テ召レ シ 力 、パ 參 グ 又 千 葉 介 成 胤 一 族 具 シ テ 參〃 御 

書ヲ 近^  一一  T サ レ テ兵ヲ 召ク義 時廣元 連署 ノ上御 判 

ヲ叔セ シ ム頓テ 多勢 ヲ濱ノ 手 一一 ム ケ ラダ 義盛 御所 ヲ 

-ン トシ ケレド モ 大路々々 塞リ シ 力 、パ由 比濱並 若^ 

路 一一 テ戰ヒ 時 ヲ移ス 土 屋大學 助 義淸古 邵左衞 門 尉 

忠朝比 奈三郞 義秀三 騎轡ヲ 並テ戰  一一 * 方 追 散 サレノ 

コ ト度々 一一 及 ブ泰時 小 代 八郞行 平 ヲ使ト シテ 多勢 

ノ賴ァ レドモ S 徒 破 レ ガ タ シ 重テ 賢慮 ヲ囘サ \ ベ シ 

ト云シ 力 、パ 實朝大 一一 驚ク 力、 グ所 二 義淸 流矢ノ 爲 二 

M. レ 和 田 四 郞左衞 門 尉 義直^ 十 モ 討 ソ 其 後義盛 

^十五 郞兵 衞尉義 重^ 5 十六 郞兵 衞義信 た 十 七 郞秀盛 針 

四 人 モ^レ ヌ 義 秀海濱 一一 出テ 其 勢 五百騎 船六艘 二 ト 

リ乘テ 安 一一  赴 ク又新 左 衞門尉 常 盛 ff 十 新兵 衞入 

逍朝盛 古 郡 左 衞門尉 山 內千ニ 郞左衞 門 尉 岡崎餘 一 左 

衞門 尉橫山 右馬允 六 人 、ノ 行方 知ズ 後 二 常 盛 父子 古 郡 

ハ自害 シ^ 餘 ハ捕 ハレ テ誅 セラ ダ討ト グ所橫 山人々 

三十 人 土屋人 々 十 人山 內人 々 一 一十 人 毛 利 人々 十 人 鎌 

倉 人々 十三 人其餘 三十 三人 凡百 五十人 f ヨ^む 生 捕 


シ 力 思 へ、 パコソ 同意 ノ人 々モ 多クハ 其 時  一一 ノ ゾ ミ 

テ モ 贫我河 村 ノ者ド モ 、疑シ トミ ュ 抑是 何事 ヲ 力 

疑べ キ思 一一 義盛ガ 兵實朝 ノ密旨 ヲ受シ ヨリ 起リ シ 

ニヤ ト疑 ヘル 也サレ バ義時 ャガテ 御判ヲ 申請 ヒテ 

カレラ ヲ召ス カレラ モ御判 ヲ見テ 召 二 ハ應ジ タリ 

義盛ガ 志 ヲ遂ザ リシ ハ義時 ハ實朝 ヲ挾ミ 義盛ハ ソ 

レ 一一 ムカヒ テ戰シ ガ故ナ ソ義盛 モカ ネテ 其 事ヲ 思 

ハザ ダニ ハァ ラズト 見へ シサレ 、パ 義時廣 元 等、 ガ 許 

一一 賓客 會合セ シヲゥ 力，、 ヒ テ速ニ 兵 ヲ發シ マ ヅ義 

時ガ 家ヲ セ メ 御所 ノ 四面 ヲ圍 ミ實朝 ヲ我陣 一一 トリ 

參 ラセ ム ト謀 リシ 也ン レニ シタシ キー 族 一一 テ 北門 

ヲ守 V ベ シト約 セシ義 村 胤義 心變 リシ ケレ 、パ義 時 

御所 二 入 グ事ヲ 得テ實 朝ヲ モト リ得 ザリキ 是ハ義 

盛、 ガ 不運 一一 ァラズ 實朝ノ 不幸 ナ リサ レ 、、ハ 實朝モ 彼 

ガ忠 謀ヲ思 ヒ給ヒ シト 見へ テ其年 十一 一月 自ラ壽 福 

寺 二 詣テ 義盛ガ アト トム ラ ハレ シナド トモ 見 ヘシ 

又^ 村 胤義 一族 ヲス テ盟 一一 背キテ 義時 一一 ク ミ シ ケ 

レ ド 胤義 マ 、、ス 義時ヲ 恨 テ身ヲ 滅シ義 村 ガ子泰 村 又 

義時ガ 曾孫 時賴ガ タメ 一一  殺サ レ タリ 天 ノ報 應^ ラ 

ズ ト 云 ベ シ 


八月 十八 日ノ子 時實朝 南面 一一 出 ヅ燈消 ュ人 定リ月 一一 

對 シ テ 獨詠 セ シ 二  S 時 バ 力 リ 一一 靑女 一 人前 庭 ヲ走リ 

過 ク頻ソ 一一 トヒ シカド 名 乘ラズ 門外 二 至 ダノ比 二 光 

物ノ 松明 ノ如 クナダ ァリキ 

建 保 二 年 十一 月 十三 日和 田 土 屋ノ餘 類 京 一一 テ 賴家ノ 

子禪師 ト 云シヲ 取 立 ッ \ 由 聞 テ 廣元 在京 ノ 家人 カノ 

一 條 北邊ノ 旅亭 ヲ襲シ 一一 禪師 自害 シ餘黨 一一 ゲ去〃 三 

年 正月 六日 入道 遠 江守從 五位 下 平時 政北條 一一 テ死ス 

W 十 腫物 ヲ患テ 也 十二月 廿 五日 俄 一一 佛事ァ ソ行勇 律 

師 導師 タリ 是實朝 昨夜 義盛 以下 御前 -ー 群參 スト 夢見 

ラレ シ故 也， 四 年 六月 As 陳 和卿來 レノ是 

東大寺 佛像ヲ 造 レル者 也 彼 寺 供養 ノ日實 朝 一一 ハ謁セ 

ズ 實朝 櫂化ノ 再誕 ノ由申 シ テ 謁見 ヲ請 シ ト云フ 十五 

日實朝 一一 見 參シテ 三拜シ 涕泣ス 曰 君 ハ宋國 育 王ノ長 

老 ノ 後 身 吾 其 門弟 ノ後身 タリ ト去ダ 建曆 元年 六月 コ 一 

日 丑 時ノ夢 一一 高僧 一 人 ヲ見ダ 其 僧 ノ云シ 所 又 如レ此 

敢テ詞 一一 モ 出サ ゾ V シ 一一 六年ノ 後 和 卿 ガ申所 一一 符 

合セ リ ト テ 信仰 ノ外 他ナ； ゾ 九月 十八 日 JJf  ^« チ 義時 

廣元 ヲ招テ 右 大將家 、ノ 官位 ノ 事 宣下 ァレド 常 一一 辭 シ 

給ヒ キ是 佳運ヲ 後胤 一一 及、 パ シメン トノ事 也 三十 一 一 モ 


讀史餘 論 卷之ニ 


四百 九十 


 謾史餘 論 卷之ニ  „ I  —  ： 

ffi チ給ハ ズ 御 昇進 甚速也 御家人 等 モ面々 ノ 補任 ヲ 望 

ム 過分 ト 云べ シ義時 力 タブ ケ申ス モ還テ 其誡ヲ s〃 

シ ォ コ トナド 給 ハ ヌ ト云廣 元日 比此事 ヲ存ズ ト 

ィ へ ドモ右 大將家 ノ御時 ハ事每 一一 御下問 ァリ 當時ソ 

ノ 侥ナケ レ バ心 一一 存ダ計 也 今 力 、 ダ仰ヲ 蒙 \ 事尤大 

幸 也 臣^い 己受 レ職ト 見へ タリ 今ハ 先君 ノ跡ヲ 繼給フ 

、、ハ 力 ソ也サ セ ル 勳功モ マシマ サズ 諸國ヲ 管領 シ給フ 

ノ ミ 一一 ァ ラ ズ 中納 言中將 一一 上 リ給フ 攝關ノ 子弟 二 ァ 

ラ ズ シ テ 凡人 二 オイ テハ 此 儀有ダ ベ 力 ラ ズ ィ 力 v フ嬰 

レ^ W レ殃ノ フタ ッヲ ノガレ 給ハ y 早ク 御使ト シ テ申 

き シ ト云テ 二十日 一 一廣 元 カク ト申ス 御子 孫 繁榮ノ 

タメ ヲ願ヒ 給" .,, 《虽 官等 ヲ辭 シ テ タ ，v 征夷 將軍ト シ 

テ，： ：2 年 一一 及ビテ 大將ヲ 兼給フ ベ キカト 申ス實 朝諫申 

ス處悅 ヌサレ ド 源氏 正統 此時 -ー 縮ソ畢 ヌ 子孫 相續グ 

ベ カラ ズ飽 マ デ 一一 官職 ヲ帶シ 家名 ヲ擧ム ト 思フノ ミ 

ナソト アリシ 力、 パ廣 元詞ナ クシ テ 退出 シテ義 時 二 力 

クト云 十 一 月廿 四日 先身ノ 住所 育 王 山 ヲ拜セ ン タメ 

宋ー 一渡 ラント テ唐 船ヲ作 ラダ 供舉ノ 輩 六十 餘人 ヲ 定 

メ ラル 朝 光 奉行 ス 義時泰 時 頻ソ. 一一 諫シカ ド用ヒ ラレ 

ズ^ 朝ソノ 死期： a リヌト 見テ栄 ニ入テ Efe-S.  a?4«t 日 ロ卽 

ク禍 チマ ヌカ レム トス ソ レモ カナ ハズ 3 考 SL 月 1 1» t- 日 ネ冗 


 .  四百 九十 二  [ 

ガ造レ ダ唐船 功成數 百人ヲ シテ由 比 浦 一一 浮べ テ見給 

フ午 ヨリ 申 一一 至 レ共浮 ム事ナ シ此所 ノ有檨 唐 船ノ出 

入べ キ海浦 二 非ズ ト テ{ 仝シ ク 沙汰 二 ナリ ヌ 六月 廿 H 

公 曉阿閣 梨園 城寺ョ ソ 下着 一 一位 尼ノ仰 一一 テ鶴 岡別當 

ノ闕 一一 補セ ム トノ爲 ナソ此 一 兩年ハ 明 王 院惯正 公 胤 

ノ 弟子 一一 ナジ テ カノ 寺 一一 住 ハレ シ也 十月 十 一 日公曉 

ヲ鶴岡 別 當職ト ス 又 宿願 ノ由 一一 テ 今日 以後 一 千日 宮 

寺 一一 籠居 ト云々 承久記 一一 此ニ 一一 一年 御所 中 一一 化物 ァソ 

女ノ姿 一一 テュ キア フ 足早 ク 身輕ク 行方 ヲ見 ル人ナ シ 

今コ ソ 此人ト 、ノ 知 レケレ 六 年 六月 廿 七日 申ノ刻 二 鶴 

岡 二 テ大將 拜賀ノ 儀ァゾ 七月 八 H 一一  直 衣始ァ リテ鶴 

岡 二 詣ラ ダ 義時路 次 、ノ 供奉 セ ズ 宮寺 一一 テ參會 シ 其 夜 

ノ夢 一一 藥師 十二 神將ノ 內戌祌 ヲ見ル 一一 今年 ノ拜賀 無 

事 也 明年 ノ拜 賀ノ時 供奉 ス ベ カラ ズト 云シ 力、 パ明〃 

九日 一一 大倉鄕 南山 ノ間 一一 一堂 ヲ立テ 藥師ヲ 安置 ス泰 

時時 房 等此年 大禮ー I 御家人 等 民 財ヲ費 シテ. 其愁ャ マ 

ザ X 一一  然, ベ カラ ザ y  ノ事カ ト云シ カド義 時用ヒ ズ 

〔此事 義時後 一一 云 シ ヲ 東鑑 一一 記 セ シ 歟若時 々 -ー 初 

ョソ カク 云 沙汰 シ タ ラ ン 二  、ノ 公曉 ニ敎 ヘシ 所 也〕 

十一 一月 二日 功 成 テ洪養 ノ事ァ リ此日 京 一一 テ實 朝ヲ右 


大臣 二 任ゼ ラ グ 七 年 正月 廿 七日 拜 賀ァ リ 深 出 

立ノ時 一一 廣元 入道 參 ソー ズ覺阿 成人 ノ 後淚 ノ面 一一 クカ 

ム 事ヲ シ ラ ズ然ル 一一 今落淚 二 堪ズ コレタ V 事 一一 ァ ラ 

ズ 子細 有 y ベ シ 東大寺 供養 ノ日右 大將家 御 出 ノ例ュ 

任 セ御束 帶ノ下 一一 腹卷 ヲ召ダ ベ シトテ 唐 綾滅ノ キ セ 

ナガ ヲ參 ラセ シ 一一 文章 博士 仲 章 大臣 大將 一一 昇 ダ人未 

ダ 其 式 ァ ラズト 云 シ 力、 パ是モ ヤメ ラダ 廣 元頻ソ 二 畫 

一一 テア ラパ ャト 云 シ ヲ 仲 章 必秉燭 一一 テス ダ 事ナ ソ ト 

テ戌ノ 時 ト定ム 公 氏御鬢 二 候ゼ シ ニ自ラ 鬂ノ髮 一 筋 

ヲ拔テ 紀念セ ョト テ賜ハ ダ又 庭ノ梅 ヲ見テ 

出 ティナ 、パ主 ナキ宿 トナリ ヌト乇 

軒端 ノ梅 ョ舂ヲ 忘〃 ナ 

トー 咏テ 南門 ヲ出 デラ レ シ 二 鳩シ キジ 二 ナ キ車ョ ソヲ 

リ給フ 一一 細 太刀 ノ柄 車ノ 手形 一一 入シヲ シラデ 打ヲラ 

ダ 仲章ク \ シ カラジ ト テ木 ヲ結ソ へ テ進ラ ス 初メ宫 

寺 ノ槌門 一一 入 給 シ時義 時 夢 ノ如ク 一一 白 犬ノ傍 一一 見 へ 

シト覺 テ心祌 亂レ御 劎ヲ仲 章 一一 讓リ 伊賀 四郞 一 人ヲ 

具 シ テ 退出 ス 神拜終 y テ 返 出 シ玉ヒ シ 時 石 階 ノ 下 二 

テ 公曉ガ 爲  一一 0 レ 仲 章 モキ ラレー プケ グ公曉 實朝ノ 首 

ヲ持ナ 、ガラ 後見 ノ備中 阿 閣梨ガ 雪下 北 谷ノ坊 一一 テ物 

讀史餘 論 卷之ニ  _ 1 . 1 . 


ク ヒ テ乳 母子 彌源太 兵 衞尉シ テ義村 一一 將軍タ ラム 事 

ヲ申合 サダ是 、ノ 子息 泰村ィ マ ダ駒若 九 トテ其 門弟 ノ 

中ナリ シガ故 ナジ 義村 マヅ來 ラセ 給フ ベ シ御 迎ヲ參 

ラ セン トテ 使ヲ返 シ義時 二 カク トツ グ 左右 ナ ク誅ス 

ベ シト 下知 シケレ 、パ 一 族ヲ 招キテ 評定 ス阿 闍梨タ 、> 

人 二 非 ズトテ 長 尾 新 六 定景ヲ 討手ト ス黑皮 威 ノ甲キ 

テ 雜 賀四郞 以下 郞從五 人具シ テ カノ 坊 一一 行ク 公曉迎 

遲シト テ鶴岡 ノウ シ &ノ峯 二 上 ソテ義 村 ガ家ニ 至ラ 

ム トセ シ 一一 行ァ ヒ雑賀 組シ ヲ定景 首ヲ切 リタ リ承久 

記 二 ハ其後 公 曉トテ 所々 二 テ多ク 討 レシ ガ實 スクナ 

シ 一 說 一一 若宮 ノ後 ヲ西ノ 御門へ 來ダ トテ山 ヨリ 落シ 

ヲ西ノ 御門 ノ 小屋 ノ上 一一 力 、リタ ダ 二 家主 盜人 トテ 

打殺 ス 其 夜 犬共ク ヒシ 力、 パ朝 二見 レ 共 身體ク シ カナ 

ラ ズ 廿 八日 葬. ル 時 公 氏 一一 給ソ シ 髮 ヲ以テ 首 一一 カュ S 

管抄ニ ハ公曉 ノス テシ 首ヲ 葬ルト 云々 

一 北條 代々 天下 ノ櫂ヲ 司- ル事 

一 一月 十三 日 信 濃 守 行 光 上洛 六條宮 冷泉 宮ノ子 冠者 時 

元^ 腹 多勢 ヲヒ キヰテ 駭河國 一一 城郭 ヲ 構へ テ東 

國ヲ 管領 ス ベ キ由ヲ 企 トキ 、 テ十 九日 一 一 ま ノ仰ト 

シ テ 金 窪 兵 衞尉行 親等 ノ討手 ヲ 差ムク 時 元 自殺 ス 承 

II 百 九十 三 
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久記 一一 ハ河野 冠者 ハ手 强キ 源氏 ナレパ 是コソ 鎌 倉 殿 

一一 モ成給 ハント ノ、 シソァ へ リ義時 コ レ ヲ聞 キ何條 

サ ダ事ノ ァ \ ベ キト テ討 手ヲ ッ 力 ハ シ攻ラ レケリ 身 

二 アヤ マル 事ナ ケ レドモ 陳ズ \  二 及 、パ ネ 、パ 散々 一一 戰 

テ ウセ ヌト 云々^ お^^ f 七月 十九 日 


九 條左府 道家 ノ子三 寅 九 下向 ァソ お 中 一 年 ヲ隔テ 承 

久ノ亂 アソ^ I 承 久ノ亂 後 二 年ヲ隔 ーズ、 元 仁 元年 六 

月 十三 日 義時死 I 針ね f 東鑑 一一 日頃 脚氣ノ 上 鶴亂ニ 

テ 彌 危急 ナ リシ 力、 パ 若君 二 申テ 今朝 寅 時 二 出家 シ テ 

死ス 昨朝 ヨリ 彌陀 ヲトナ へ テ怠 タラ ズ外縛 ノ印ヲ 結 

ビ念佛 十反ノ 後一 一 終 y 順次 往生 ト 云べ シ保暦 間 記 二 

ハ近 習ノ小 侍ノ爲 一一 刺殺 サレ シト云 ー說 一一 近侍 二 深 

見 三 郞ト云 者 ァリ始 彼 ガ父數 ケ所ノ 地頭 タソシ 一一 罪 

ァリ テ殺サ y 其 三人 ノ子 ハ流サ レ キ 年經テ ュ y サレ 

テ * お 子三郞 近侍 トナ^-父 ノ罪ヲ モ贖ヒ 又弟ヲ モ召仕 

、ノ レ ン事ヲ 思ヒテ 夙夜 ス ル事五 年 一一 及ビ シカ ドー 所 

ヲ モ給、 ノ ズ 又弟ヲ モ許サ 、>  リシ 力 、パ恨 ミテ其 病 二 乘 

ジテ刺 シケダ ヲ亘狸 平 太ト云 モノ 七十 餘歲ナ ダガ傍 

一一 ァソテ ヲシ隔 シカド カナ ハズ 義時 ハサ、 レヌ 深 見 

ヲパ 亘理 クチ ケソト 云 


按〃 一一 本朝 古今 第一 等ノ 小人 義時 一一 シク ハナ シ義 

時 三 帝 二王 子 ヲ流シ ー帝ヲ 廢シ參 ラセ 賴家幷 其 子 

二.^ 禪師 君え 負^/ 14»  一^ 意淸坊 生 觀ノ娘 腹 二 出來シ 負 

二 ソ公嘵 ヌ ノ 守 一 ゾ チ殺セ シト云 承久記 二見 ュ 賴 

朝ノ弟 一 人齡娃 一 人觀ソ レ ガ中 公曉ヲ シ テ 實朝 

ヲコ サセシ アソサ マ 其 姦計 ヲ ソ \ ベ シ 景時義 盛 

ヲ 殺セシ 事前 一一 論ジキ カレ イカ デカ 其死ヲ 得べ キ 

東鑑ノ 記セシ 所信 ズ ベ カラ ズ 順次 往生 ノ類 皆是文 

钸ノ コト 、バタ 〃事 明ラ カナ ゾ保曆 ノ說サ モアが ベ 

シ ャサレ ド 義時ガ 姦計 ヲ遂 シ事モ 外戚 ノ勢 一一 ョ ソ 

シ故 ナリ譬 へ 、パ王 莽元后 ノカヲ カリ テ遂 一一 漢鼎ヲ 

移セ シ如ク 本朝 一一 シテ ハ蘇我 馬子 元 舅ノ親 一一 ョ リ 

テ 用 明 ノ 皇弟穴 穂 部 皇子 及 ビ 守 屋ノ大 連ヲ殺 シ 其 

後 終 一一 崇 峻ヲ弑 シ參ラ セショ リ以來 力 、ダ類 モナ 

ク義時 ガ罪惡 ハ ナホ 馬子 一一 軼 タク 

義時 死後 二七日-一 泰 時時 房 鎌 倉 -ー 歸ダ S ノ中 一 

日 ヲへダ ープ、 泰時 1 一位 尼 一一 見 參將軍 御 後見 ヲ命ゼ ラ 

\ 先是廣 元ト議 シ テ 此事 楚忽タ ラム カト アリシ 一 一廣 

元 入道 ノ ベ ープ 今日 一一 及 ブ猶遲 シ世ノ 安危 人ノ 疑懼 治 

定ァ〃 ベ キ事也 早ク其 沙汰 有べ シト云 シガ故 ナソ義 

時 死 セ シ 後 泰時舍 弟 等 討 ベ シトテ 下向 スト テ 四郞政 


衬ガ邊 物 サフガ シ 政村ガ 母 ハ 伊賀 守 朝 光 ガ女也 故 一一 

伊賀 式部 丞 光宗 兄弟 政村ヲ 後見 ト シ テ 宰相 中 將實雅 

ヲ將軍 トセ ムト 謀レ ソ 此實雅 、ノ 義時 當腹ノ 女婿 ナ レ 

、パ 也泰 時-一 カク ト吿知 ラス ル 人ァレ ド不實 タグ ベ シ 

耍人ノ 外 、ノ 參べ カラ ズト テ 物サビ シク テア リ ケソ廿 

九日 時 房 ガ男掃 部 介 時 盛 泰時ガ 男武藏 太郞時 氏ヲ上 

洛セ シ ム物 サヮガ シ キ折フ シ イカ 二 トニ 人 ナガ ラ申 

セシヲ 京師 ハ猶 人ノ疑 アル ベ シ早ク 警衞セ ョト テツ 

力 、ノ ス七 H 四日 三七日 ノ佛 事ァリ 五日 ノ夜鎌 倉 中 物 

騒 一一 テ 光宗 兄弟 義村ガ 家 一 一往 * シ又義 時 後室 ノ モト 

二 テ此 事變ズ マジ キ トノ盟 アジト ァダ 女房 告シ 一一 泰 

時 カレラ 兄弟 變ズ ベ カラ ズトノ 契約 尤祌妙 也 ト 云 ケ 

リ五 七日 ノ明ル 日 M 七 近國ノ 輩 馳集リ 此夕大 一一 サ " 

ガ シ子時 一一 一 一位 尼 駿河局 計具シ テ 義村ガ モト 一一 ユキ 

此ホ ド世靜 カナ ラズ 政 村 光宗 等汝 ノ 家-一往 來頻 リナ 

リ トキ コ ュ 何事 ゾ ャ 泰時ヲ ハカ レダ 二 ヤコ ノ人ノ 功 

二 ァ ラズン パ 承久戴 一一 關東 今日 ナカラ マシサ ラ パ 義 

時ガ世 ツギ 此人 一一 ァラズ 、パ誰 力 、ノ アル ベ キ政 村ト汝 

父子 ノ如シ 誰 力 疑 ヒナ カグ ベ キ 無事 ノ樣ヲ 計 ラフべ 

シト云 義村シ カラ ザ だ 由 ヲ申ケ レ 、パ 政村ヲ 扶持 セ ン 

1i 史餘論 卷之二  _ 


力 和 'ノ計 ヲ廻ラ サン カタ ，、今 申サダ ベ シ ト有ソ シ 

力 、パ義 村 四 郞殿ハ 全ク 異心 ナキガ 光宗 等 申 旨 ァリ制 

止 ヲ加フ ベ キ由ヲ 誓ヒシ 力、 パー 一位 尼 力 ヘリ 給ヒ ヌ明 

日義村 泰時ガ 許 一一 行キ 光宗 等ヲ 制止 セ シ由ヲ 陳ズ泰 

時サラ 二 政 村ガ爲 一一 害心 ナ シ イカ デ阿黨 ヲ存ゼ ン ャ 

トテ喜 シ色モ 驚シ色 モナ シ 四十九日 ノ佛 事ノ夜 は 十 

鎌 倉 中 サヮガ シ ク旌ヲ ナビ 力 シ 鎧着シ モ ノ 馳チガ ヒ 

シ カド曉 方-一 ハ靜 レリ 明レ 、パ閏 七月 一 日 二位 尼 若君 

ヲ 具シテ 泰時ガ 家 一一 入義村 一一 使 シテ世 ヲ鎭ム ベ シト 

申セ シ後 昨夜 ノ騷 動殊 一一 驚キ思 フ所ナ ソトテ 義村ヲ 

召 シテ我 今 若君 ヲ具 シテ泰 時時 房 一所 一一 ァリ 義村モ 

各 別ナル ベ カラ ズトテ 止ォカ レ其餘 宿老 等悉ク 召集 

八日 二 廣元ガ 老病 一一 フ セシヲ 召シテ 光宗 等 謀ァラ ハ 

レ ヌ 流罪 タグべ シ 餘黨ハ 罪科 一一 及ブべ カラ ズト テ廿 

三日 實雅ヲ 上洛 セ シム 伊賀 四 郞左衞 門 尉 朝 行 六郞左 

衞門尉 光重 式部 太 郞宗義 伊賀 左衞 門太郞 光盛 等 コ レ 

二 從フ廿 五日 一一 伊賀 式部 丞 光宗 政所 執事 職ヲ ト く  メ 

五十一 一箇所 ノ 所領 ヲ召ハ ナ シ外 叔隱岐 入道 行 西 一一 預 

ラ〃 廿 二日 一一 百日 ノ佛 事ァ ソテ廿 九日 一一 義時 後室 ノ 

尼 伊豆 國北條 二 下シ テ 籠居 セ シ メ實雅 ハ 越 前 光宗 、ノ 
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信 濃 一一 流 レ 其 弟 朝 行 光重 等 ハ京 ヨリス グ 一一 鎭西 一一 流 

サレ テ事定 マル 九月 五日 義時 遺領ヲ 男女 ノ子 一一 フカ 

ッ兼 テ泰時 一 一位 尼 一一 中 請 シ 所ナリ 嫡子 分スク ナカ ソ 

シカ、 パイ 力 一一 ト有シ 一一 泰時執 櫂 ノ身領 所 等 ノ事ハ 望 

ナシタ 、>舍 弟 等 ヲ顧ム ベ キナソ ト云シ 二  二位 尼頻ジ 

二 感淚ヲ 流 シ給ヒ キ嘉祿 元年 六月 正 四 位下 前 陸 奥 守 

大膦 太夫 大江廣 元卒； ^十 中納言 匡 房 之 曾孫 ナヅ四 代 

ノ 幕府 一一 仕へ テ. 參政 五十 年子 孫 多 シ 上田 古河 小澤西 

目 柴橋寒 河 長 井 那波毛 利 海 東 水 谷 等ノ祖 ナヅ 

按^ 一一 廣元 累世 王家 ノ臣 トシ テ賴朝 ヲ輔ケ 六十 餘 

州ヲ シテ其 掌握 ニ歸セ シ メ義 時ヲタ ス ケテ 承久ノ 

^主 タリ 此人當 時ノ望 アリシ 力、 パ 時政ガ 一 幡ヲ殺 

セ シ時 モカ レ ヲ假ソ テ自ラ ヲ成シ 義時ガ 姦計 ヲ恣 

ニス ^'常 二 カレ ヲ カリ テ 私ヲ イト ナミ キサレ パ此 

人ヒト ソ 朝家 一一 ソム キシノ ミ 二 ァ ラ ズ 賴朝 二 モ 背 

キタゾ 其 柔佞多 智是モ 又義時 ガ惡ナ \ ベ シ玉海 一一 

賴朝廣 元-一 委ヌダ 一一 腹心 ヲ以 テス 恐ク ハ 獅子 身中 

ノ蟲 也トノ タマ ヒシ事 先見 ノ明 アジト 云べ シ 

二 年 七 H 十 一 日 二位 尼 平政 子 薨^ 十 負 永 元年 五月 泰 

時 撰 定式 目泰時 1 一男 時 實高橋 某 -ー 殺サダ M 高 橋 捕 レ 


テ誅セ ラダ 三年 六 H 泰時 卒^ 十 執權 十九 年 嫡孫 左 近 

^盆 至 寺戠ヲ ク 、グ 嫡子 修理亮 時 氏 ハ寬喜 元年 六月 S 一 CI  Ife. 

躅ヲ ソ ク廿八 歳 一二 ァ卒锊 時ハ時 氏が 子 舅 一 5  一^' 

四月 賴經 ノ子賴 嗣六歲 一一 テ 元服 將軍 一一 任ゼ ラ だ 從五 

位 上 右少將 タリ 賴經 ニ歲 一一 テ 下向 九 歳 一一 テ將 軍トナ 

ジ十凡 年 一一 テ ュ ダラ X 天 變ノ愼 一一 ヨルト 云 ぞ^ 叶 

午 時 白虹 貫 日此事 一一 ョ リ テ賴锊 種々 ノ祈 禱ノ事 ァリキ 三 E- ヒョ 

1 說： 二 貫 ハ北條 威チ恣 ー一 セ ントテ 幼 主 チ立シ トモ 云フ 三 <rtr- 厂 

賴經 落飾 一一 一針 此月經 時 妹 檜皮姬 ヲ賴嗣 ノ室ト ス 細 |ぉ 

針 六 四 年 四月 十九 日 經時病 危急 職ヲ 其 弟 左 近 將監時 

賴 ニ讓リ 落飾 閏四 =： 一 日 武藏守 經時卒 一一 一 一寸 執 權五年 

同 as 十八 日 亥 時 ヨリ 縑倉 屮騷 動甲士 群集 廿日 近國御 

家人 等 群參五 H: 廿 三日 寅 時 城 介義景 家中 並 甘 繩邊騷 

動 二十四日 鎌 倉中大 二 騒動 旣 一一 辻々 ヲカ タム 面々 御 

所 一一 參時賴 、ガ方 一一 行ク 一 一十 五日 時 賴ガ宅 警衞キ ビ シ 

ク 卯 時 御使ト シ テ 但馬前 司 定員 來 レドモ 入 レズ 越後 

守 光時滅 I ぎ， 御所 一一 ァ- シ ガ 今曉 出奔 ス 髮ヲ 制- 

テ時賴 一一 贈 ダ此ハ 光 時賴經 一一 近習 セ シ ガ時賴 ヲ討ン 

ト謀だ 事 發覺セ シ -ー ョ ダト云 光 時 弟 尾 張 守 時 章備前 

守 時 長 右近 大夫將 監時兼 等 ハ 野心 ナ シ ト聞ュ 午 以後 

又 群 參ノ士 旗 ヲ擧グ 今 H 遠 江 修理 亮時幸 病 一一 ヨリ テ 

出家 六月  一 n 時幸卒 十三： W 光 時^ 豆 圃 - 一流 サ レー 一 十 


七日 ュ 賴經 越後 守 時 盛 ガ佐介 第 二 入ダ 御上 洛ノ 門出 

ノ儀也 七月 十一 日 入道 將軍 賴經 上洛 二十 八日 入洛 八 

月 一日 一一 供奉 人 ヲ歸サ X 能 登 前 司 光村 落淚 一一 堪ズ同 

1 F^P5-r  >,  i 丄案ニ 光 時が 事 二 ョ リテ i ム ヨ^  f 卽チ 

1 |1» 化 A«c^s  ノ ソせ 時賴急 一一 其 主チ追 フカ ¥W<-^<?T 寬元 

g 正月 1 一十 九日 羽蟻 羣飛 三十日 星 流 三月 十 一 曰 由 比 

濱潮血 ノ如シ 十一 一日 流星 十六 日 鎌 倉 中 騒動 十七 日黃 

蝶 飛 四月 四日 秋 田 城 介景盛 入道 覺地高 野 ヨリ 柬來常 

一一 時賴ガ 許  一一 * リテ 長居 ス 十一 日 一一 子息 義景 ヲ 諷 シ 

孫 九 郞泰時 ヲ鼻ッ カシム 是三浦 ノ輩當 時 一一 秀デ傍 若 

無人 ナ ソ世旣 - ー澆季 二 ナ リナ、 パ我 子孫 彼等 二 對揚 二 

足〃 ベ 力 ラ ズ 思慮 ァ ダ ベ キ事ナ k 一一  義景泰 時 等怠ソ 

ープ 武備 ナキ事 奇怪 ノ事ト 云々 一 一十 五日 巳 刻 日暈ァ ク 

六月 十八 日 流星 二十 一 日 鶴 岡ノ鳥 井ノ前 一一 札 ヲ立ッ 

ト云々 若狹前 司泰村 獨步之 餘依ッ 背，, 嚴命， 近日 可 

レ被 誅罰 一 之 由 有，， 其 沙汰 ， 能 々 可い 有 n 謹慎， 云 々 

此程時 賴輕服 有シ泰 村ガ家 一一 ァリ 二十 七日 カノ 一  族 

群集 シ夜 一一 入テ鎧 腹卷ヲ 粧フ昔 聞へ シカ、 パ此 程吿申 

ス 人多ケ レドモ 、信用 ァ ラザソ シ 力 パ 忽 二 符合 ス ト 

思ヒ 合セテ 五郎四郎 ト云者 一 人 二 太刀 モタセ テ家ニ 

歸\泰 衬內々 一一 陳謝 一一 及ブ 二十 八日 夜 一一 入テ 三浦ノ 

讀史餘 論卷之 二 


者ド モ ノ家々 一一 人ヲ ッ 力 、ノ シ見セ シムダ 一一 面々 二 用 

意ヲ 整へ ォキ安 房 上 總等ノ 領地 ヨリ 船 二 テ 甲胄 ヲト 

リ運ブ 由 ヲ申ス 二十 九日 三 浦 五郎 左 衞門尉 時 賴ガ許 

一一 * ヅ 去レノ 十一 曰 津 輕ノ濱 一一 大魚 流來偏 一一 如， 一死 人， 

先日 由比濱 水紅ナ リ シ 事此魚 ノ死セ シ故カ 其頃奧 

ノ浦々 ノ水モ 紅ナソ 此事 文治 五 年 泰衡ガ 時 建 仁 三年 

左 金 吾 ノ 事 建 保 元年 義盛 ガ事ァ リ シ 由 勘 申 ト云々 六 

月朔 日時 賴近江 四 郞左衞 門 尉 氏 信ヲ泰 村ガ許 一一 遣 ス 

其 旨 ヲ知ル 者 ナシ泰 村此間 世上 物騒 偏 似，， 一 身 之愁ー 

其故ヲ 、パ 兄弟 他 門 - 一越へ 巳-一 正 五位 下タ リ其外 一 

族 多帶ニ 官位 ， 剩 守護 職數 ケ 國 庄園 數 百町ヲ 掌 メ 榮運 

極リ ヌ 讒人ノ 愼ナキ 一一 ァラ ズト 云々 ソノ侍 一一 弓 征矢 

鎧 ノ 唐櫃 旗棹數 十本 ァ ソ 郞從友 野太 郞 シ テ見セ シ 二 

厩 侍 一一 積 ォク所 鎧 匣 百 一 ニニ 十 合 カノ 由ヲ歸 リ申セ シ 

力 バ 時賴ガ 用心 彌キ ビシ クー 一日 近國 御家人 等 時賴ガ 

家 二 馳集テ 旗ヲ ァ グ 三日 泰村ガ 南 庭 一一 落書ァ ジ 檜 板 

二 シだ セ リ其詞 一一 此程 世間 ノ騷ク 事 何故 トカシ ラレ 

二 候御邊 ウタ レ玉フ ベ キ事也 思 マイ ラセ テ御 心得 ノ 

爲ニ 申 候 泰村使 シテ某 一一 於テ 野心 ァラズ 世ノ中 沙汰 

ス ダニ ョ リテ國 々ノ郞 從等來 ソ集レ リ定 メテ讒 ロノ 
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モト キカ御 不審 ァラ、 パ早ク 追返ス ベ シ若 他人 ノ上ノ 

事ナ ラン 二 ハ衆 カー 一 ァラズ 、パ 御大 事ヲ 支べ カラ ズ進 

退责 命-一 隨フ ベ シ ト云シ 一一 時賴敢 テ疑ヒ 申事ナ シ ト 

答フ 四日 御家人 並 時 賴ノ祗 候 人 等 退散 ス ベ キ 由ヲ觸 

ラ〃 五日 曉ョ リ鎌倉 巾 彌物騷 時 賴馬年 入道 ヲ使ト シ 

テ郞 從等ヲ シヅム ベ シト泰 村 一一 云 送リ次 一一 平 左衞門 

入道 盛 阿 二 誓紙 モタ セ 異心 ァ ラザク 由 ヲ云ケ リ泰村 

殊ニ K ビ盛阿 座 ヲ立テ 泰村猶 座 二 アリシ クチ 其 妻 湯 

漬ヲ ス 、メ-ズ 安堵 ヲ賀ス 曰な さ咼野 

入道 覺地 カク ト聞テ 此後泰 村、 ガ 氏族 獨驕 侈ナダ ベ シ 

其 時 力 レ 一一 對 揚力 ノウ マ ジタ 、>此 時 一一 雌雄 ヲ決セ ョ 

ト テ 父子 一 族 泰村ガ 家 一一 馳向 ヒテカ ブラ ヲ飛ス 泰村 

大ー 一驚 キテ防 ギ戰フ 盛 阿馳歸 リテ カク ト云時 賴此上 

、ノト テ實 時シテ 御所 守 ラセ 六 郞時定 ヲ大將 トス f| 

I 毛 利藏人 太夫 入道 西 阿 モ 御前 一一 參ラ ム ト セシヲ 其 

妻 二 麟 諫 ラレ テ泰村 ガ陣ニ 馳加ル 時賴コ レヲ聞 

テ 午刻 一一 御所 一一 參リ 北風 南 一一 カハ リシ 力 、パ 泰村ガ 南 

隣 一一 火ヲ放 ッ泰村 光村 等 法 華 堂 一一 ユイ テ賴朝 ノ影前 

二 テ 自害 ス宗 徒ノ輩 二百 七十 六 人 都合 五百餘 人ナヅ 

此中 御所 ノ番 帳ヲュ \ サレ シ者 二百 六十 人 此外緣 坐 
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二 テ罪 セラ ク 、者擧 テ數フ ベ カラ ズ京 都へ ノ狀ニ 若 

狹前司 泰村能 登 前 司 光村 以下 舍 弟 一家 ノ輩 今日 已 

射，， 出箭， 之 開 被，， 罪誅， 候訖 ト 云 々 法 華 堂 承 仕 法師 天上 

ヨリ 伺 ヒシ事 書 一一 光村 云 入道 賴經 ノ 時 任 ニ禪定 殿下 

内々 仰 旨 一則 於 思 企 可レ執 n 武家 之權 ー然ル ヲ若 州ノ猶 

豫 ニ依テ 後悔 有 レ餘ト テ自 ラ顔ヲ 削ソ猶 見知 ラ〃 ベ 

シ ャト云 其 血 御影 ヲ穢ス 又 御堂 ヲ燒ン トス ダ ヲ泰村 

制止 ス 泰村云 義時以 來 四 代 ノ功ヲ 思 ヒ 又北條 外戚 ト 

シ テ內 外ヲタ ス ケ シ事ヲ 思 、ノ レ 、パ 一 往ノ讒 二 ョ リテ 

多年 ノ ナ ジ ミ ヲ 忘 レ テ斯 有べ シ ャ定メ テ 後日 二 思 合 

セ ラダ 、事 有 \ ベ シ但シ 故 駿河前 司 殿 他門ノ 人々 ヲ 

多ク 死罪 二 申行ヒ 夫ラノ 子孫 ヲ. D シ給フ 罪 報 ノ果ス 

處カ今 死 二 臨 テ騷シ ク北條 殿 ヲ恨ム ベ カラ ズト 云々 

泰村 以下 ノ妻兒 等ハ 命ヲタ ス ケ テ諸國 二 預ケラ 〃七 

月 北 條相摸 守 重時纖 m お 男 京師 ョ リ 下向 時賴. カ招シ 

二 依 テナ リ是ョ リ 兩執權 タリ 重 時 、ノ 陸奧守 二 ナリ相 

模守 二 任ズ 其 後 建 長 三年 十一 一月 一 一十 六日 了 行 法師 矢 

作 左 衞門尉 長 次. 郞左衞 門尉久 連等ヲ 捕 フ 謀反 一一 依テ 

也 二十 七日 反 人ヲ誅 ス近國 御家人 等 馳集ダ 事 夥シ皆 

々歸サ ^ ト四年 一 一月 一 一十 日和 泉 前 司 行方 武藤 左衞門 


尉景賴 上洛 ス コ レ 上皇 第一 ノ宫ヲ 申 テ將軍 二 セン ガ 

爲 ナリニ 十一 H 法 性 寺禪定 殿下? ほ 薨奧州 相 州 以下 

群 參彼薨 御 事 有 レ說等 武家 可い 有，， S 笕 _ 之 期 也 云 々 四 

月 一 日 後嗟峨 上皇 一 宫 一品 中 務卿 親王 宗 尊 御 下向 

一に；；： 一一 g1 三日 賴嗣 歸洛 治世 A 年 ナジ 中二 年へ ダテ 、 

同 七 年 八月 賴經 卒^ 十 十月 賴嗣卒 ^ 案 一一 宗尊ハ 親王 

タ リ シガ故 公卿 殿上人 一 一三 輩 近侍 シ テ 儀式 嚴重 前代 

二 超 タリ ト云 

案^ 一一  三 浦 光村 ガ 死期 一一 申セ シ モ 道家 公 内々 仰有シ 

由也是 關東ヲ ハカ ラレ シ 由聞ュ ト雖モ 賴經ノ 父賴嗣 

ノ 祖ナ レ バ 其 儘 二 テア ソ シ ガ 了 行ガ事 發覺セ シ 力 、パ 

道家 自殺 シ 給ヒシ 力 又 武家 ヨリ ハカ ラヒシ 二 ャ賴嗣 

ヲ急ニ 逐出セ シ モ了 行ガ事 ヨリ 起レ リト 見へ シ但シ 

是等 モイ カナ J 謀計-一 ャ イブ カシ 建 長 五 年 十 一 月 時 

賴建長 寺 ヲ建テ 供養 ス 導師 ゝノ 宋ノ 僧道隆 タリ 蘭溪ト 

號ス 大覺禪 師是也 異僧ノ 來ク是 ヲ始ト ス康 元元 年 三 

月 重 時 辭職其 弟 政 村ヲ以 テ執權 トス 十一 月 時 賴辭職 

4| 十 武藏守 長 時 執權タ ソ gf  > 重時賴 落飾 山內 -ー 退 

居 最明寺 ト號ス お 十文應 元年 二月 改近衞 兼 經公ノ 息 

女 下向 時賴ガ 猶子 トシ テ宗 尊-一 嫁ス 一一 一け 尊, 七月 

讀史餘 論 卷之ニ 


僧 H 連時賴 - 一 對面弘 長 元年 十 一 月 陸 奥 入道 重 時卒が 

四 極 樂寺ト 號ス是 赤 橋ノ祖 ナリニ 年 十 一 月廿 八日 僧 

範宴死 親 K 是ナソ f 十 三年 十 一 月 一 一十一 一 日 相模 入道 

時賴卒 おナー 一男 時宗 十三 二 テ 家督 セソ 

案〃 一一 時賴兄 一一 繼テ 權ヲ 掌リ始 一一 其 生 ヲ逐 ヒ^ 其 

後 三 浦 一族 ヲ ハカ ソテ終 一一 滅シカ サネテ 又其ノ 

後主ヲ 逐フ議 峯殿ノ 薨去 ヲ モ世ノ 人關東 ノ籌^ ヲ 

疑ヒ ホ ドナ ク舊主 二人共 二相 ツギ テ卒 セラ レシ 疑 

ナキ 一一 ァラズ カク テ 後嵯峨 上皇 ノ 皇子 ヲ 關東ノ 主 

ト ナ シ 攝家ノ 息女 ヲ オノ ガ子 トナシ テ御 息所ト ス 

長子 ヲ ステ、 幼子 ヲ モテ世 ツギ トナシ 死 シ テ 後 其 

家亂レ シ是等 ヲ以テ 見^-時 ハ カレ ヲ 泰時ト 並稱ス 

\ 事 心得 ラ レズ ソレノ ミ 二 ァ ラ ズ 始メ テ 異國 ノ 僧 

ヲムカ へ禪窟 ヲ開テ 今一 一世 ノ費ヲ ナス 後世 賢明 ト 

ス 〃事 我ソ ノ故ヲ 知ラズ 

文 永 元年 八月 長 時 卒；； J 十 左 馬頭 時宗 執權タ ソ 栢模守 

二 任ズ 時賴 長男 式部 丞時輔 ハ 在京 シ テ時茂 ト兩 

六 波 « タリ 時宗 家督 ノ後ハ 政 村長 時是ヲ 輔佐 シキ時 

宗ガ 舅 秋 田 城 介泰時 モ 權勢ァ リ キ 三年 三月 卅日 御所 

和歌 會四ほ 一 一十 二日 御惱 一一 依 テ松殿 僧正 良 基 驗者ト 

四百 九十 九 


讀史^ 論卷之 二  I   

シ テ 讒身ァ , ベ キ由 御沙汰 一一 及ブ 六月 十九 日時 宗ガ 

第一 一 テ 秘セダ 沙汰 有 ソ左京 太夫 政 村 越後 守實 時城泰 

盛 ガ外會 スル者 ナシ此 日 良 基 御所 ヲ出テ 逐電 f^， 

0^ 二十 三日 酉 時 俄 二 御 息 所 山 內殿ニ 入給ヒ 若宮 

、ノ 時宗 ガ 第-一入 給フ 人々 時宗 ガ 家 二 馳參 \ 鎌 倉中騷 

勸 二十 六日 近國ノ 御家人 等 馳來グ 事夥シ 七月 一 日 近 

國 御家人 或 ハ關ヲ ャブソ 或 ハ道ヲ マ ハリテ 來ダ者 多 

シ 三日 巳 時 甲士旗 ヲァゲ 東西 一一 馳囘ソ 時宗 ガ 門外 ヲ 

ゥカ、 > ヒ次 一一 政所 ノ南 大路 一一 テ 一 同一 一時 ヲァ グ少卿 

入 逍心逮 信 濃 判官 入道 行 閑 時宗 ガ使ト シ テ 御所 二 往 

來兩 三度 眤近ノ 輩 皆々 御所 ヲ出 テ殘ヅ ッ カフ ダ者纔 

* 一  五 人 四日 午 時 又 騷動戌 時 將軍家 越後 入遨勝 圓ガ佐 

介 宅 一一 移 ゾ給フ 女房 ノ輿ヲ 用フ是 、ノ 歸 洛ノ 御首途 

也 二十日 入洛 g お 案 x  二 宗尊ノ 時宗 ヲ ハカ ラレ シ 二 

ョ リ テ 也歸京 ノ 後 後嵯峨 上皇 モ御對 面ナク 中 御門 左 

少辨經 任ヲ下 サレテ 仰ラだ 、旨 ァソシ 一一 武家 別義ナ 

ケ レ バ 事定 -ヌト 云據^ 職 鎌 倉  一一 、ノ 其 子 惟康 S 一一 

三歲 ナタシ ヲ主ト ス 五 年 十一 一月 蒙古 ノ牒 宰府 一一 來〃 

七 年 正 パ北條 時 茂卒は 八 年 十月 長時ガ 子義宗 上洛 シ 

テ北 一一 任 ズ九年 一 一月 十五 日 鎌倉ノ 早馬 六波羅 ノ北ノ 
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方 義宗ガ 許 一一 來ゾ 義宗俄 一一 南方 一一 ョセテ 時 輔ヲク ッ 

時宗、 ガ兄ニ テ弟 二 家督 セ ラ レ 逆心 ァリ シ 由ァラ 、ノ レ 

シ故ナ ソ鎌倉 一一 テモ 北條公 時敎時 等緣座 一一 テ殺 サ〃 

騷動ト 云 十 年 五 リ政村 卒ス義 ^ 四男義 政 力 半 メリ 四 I 十 

一 年 三月 蒙古 襲來 七月 宗尊薨 一一 一十 建 治 三年 五月 義政 

加？： ヲ 辭ス是 ヨリ 時宗 一 判 タリ 四 年 蒙古 阿 刺 罕范文 

虎 等 襲 來弘安 六 年 業 時 加判 タ ラ シ ム M， 七 年 四月 四 

日 時宗 病 -ー 依テ 入道 道 果ト號 ス此日 卒^ 十 寶光 寺ト 

云 執權ー 一十 一 年 嫡子 左 馬 權頭負 時 十四 一一 テ 家督 ソ ノ 

外 祖秋田 城 介泰時 陸奧守 一一 任シ威 ヲ恣 一一 ス時國 六 波 

0  二 テ 逆心 ァソ ト テ ョ ビ下シ 常 陸 へ 流シ遂 一一 殺ス ^ 

タ " A 年 一一 月 A 時相 模守タ ゾ 其內 管領 平 左 

衞門尉 賴綱泰 盛 ト快ラ ズ泰盛 ガ子宗 景驕侈 ノア マ ソ 

曾祖 景盛ハ 賴朝ノ ュ カリアリ トー ーノ 源氏 ト改稱 ス賴綱 

彼ガ氏 改グ事 將軍ノ 志ァダ 二 ャ ト云シ 力、 パ桌 時モサ 

乇思ヒ シ 力 又實ニ 異心 有リ シ ニヤ 十一 月 泰盛 宗景以 

下ノ 一 族幷其 同類 皆誅 セラ グ是ヲ 霜月 騷勸ト 云此後 

賴綱 一 人 一一 テ權 ヲ執リ 薙染シ テ 果圓ト 云 

案ダ - 一泰 盛 ガ 祖父 高 野 入道 覺地三 浦、 ガ 一 族 ヲ讒シ 

殺 シーア 子孫 ノ爲ニ ハカ リシ 二 其 孫 ノ代ニ 一家 滅ブ 


又 果圓泰 盛 ヲ失ヒ シガ其 後 又 己モ誅 セラ レ ヌ夭ノ 

報應 カク ノ如 ク明ラ カナ ゾ 

十 年 六月 業 時 剃 髮貞時 宣時ヲ 加判 ト ス III 正應元 

年桌 時ガ 計ラ t 一一  テ 後宇多 ヲ ォ コ シ參ラ セ テ 伏見卽 

位ァ ゾ 一 一年 九月 鎌， 倉 騒動 シ 將軍 惟康 親王 俄 一一 上洛 去 

八月 十五 日 鶴 岡 放生會 迄 、ノ 貞時宣 時 供奉 シ テ 渴仰セ 

シ ガ 俄 一一 綱 代 輿 逆 マー 一 ョセテ 返 出 セ ソ 四 貞時 

後深草 ノ當 今ノ御 弟久明 親王 ヲ迎へ テ主ト ス 十月 御 

下向 惟康 ノ娘ヲ 久明ノ 御 息 所 トス 永 仁 元年 三月 貞時 

初 テ 北 條兼時 ヲ 六 波 « ヨリ 筑 紫へ 造シ 鎭西 探題 ト シ 

長門ノ 探題 ヲ置テ 西 國中國 ノ事ヲ 司 リ異賊 ノ押ト ス 

四月 鎌 倉 大地震 K 死 一 万人 一一 及ブ此 

比 果圓恣 一一 威 ヲ振ヒ 一 一男 飯 沼 判官 モ父 一一 ヲ ト ラズ時 

人 飯 沼 殿 ト云又 安房 守 一一 任ズ 果圓驕 ノ餘リ 一一 飯沼ヲ 

將 軍-一 セント 謀ダ 果圓ガ 長子 宗綱斯 ト吿シ 力 、パ 賴綱 

入道 モ飯沼 モ誅セ ラレ 宗綱モ 佐 渡へ 流サレ 其 浚 召 返 

シ テ 管領 タ ラ シ メ シ ガ 又 罪有テ 上緦 へ 流 サレキ 四 年 

十一 月 三 河 守 範賴ノ 玄孫 吉見孫 太 郞義世 反 謀ノ聞 

へ ァリテ 鎌 倉 一一 テ誅セ ラ , 五年貞 時國々 へ 使ヲ ッ 力 

ハ シ 守護 ノ善惡 民間 ノ 疾苦 ヲ 問フ是 ヨリ 年每 一一 遣 ス 

讀史餘 論 卷之ニ 


又 其 使 ノ行先 二 テ惡事 ァ ダヲ 貞時シ ラザソ シカ、 パ 

出羽ノ 羽黑ノ 山伏 來テ 直訴 セ シ 一一 テ惡 事ヲ轧 明シテ 

罪 一一 行 ハダ、 使 百 人 餘也其 後諸國 ョク 治リテ 人 皆 善 

政 ヲ稱ス 正 安三 年 正 H: 直 時使ヲ ッ カハン テ 後伏見 院 

ヲォ ：！ シープ 後 二 條ヲ位 一一 卽ク 八月 貞時 入道 ス崇 演ト 

云 其 婿師時 二 讓職 き！^ 又 時 村 、ノ 政 時 ガ子ニ テ 長者 

タ レ 、パ師 時 一一 副 テ執權 加判 セ シ ム嘉 元三 年 正月 宗方 

S 丽^ 時 村ヲ殺 ス 是 、ノ 師 時時 村 一 一人 A 時ガ 名代 二 テ 

執 權セシ 一 一宗 方 師時ト 櫂 ヲ爭フ 先 時村ヲ 殺 シテ師 時 

ヲ 計ラ, ベ シトテ 久明將 軍ノ仰 ト稱シ テ兵ヲ 集メテ 

時 村 ヲ夜討 一一 ス 5^1 衬贞時 怒ソテ 陸 奧守宗 宣ト宇 

都 宫貞綱 トシ テ宗方 ヲゥチ 其 同類 ヲ モ 殺 シ 宗宣 ヲ 師 

時 二 副テ 加判 セシム 德治 三年 I， 麼 七月 貞時 ガ計ヒ 

二 テ久明 親王 ヲ追 出シ其 子守 邦 親王 ヲ主 トス 久明在 

職 二十 年^ i 守 邦ヮグ カー 一 七 歲也應 長 元年 九月 師時 

頓死 十月 二十 六日 負 時卒 f 十最勝 園寺ト ィフ 執權當 

職 十八 年 剃 髮ノ後 十 年合セ テ 一 一十 八 年ナリ 嫡子 高 時 

九 歲ナレ パ 宗宣ト 熙時ト 連署 執 權タソ 鶴 餅 4f 数 A 

時ガ內 管領 長 崎 入道 圓喜ト 高 時 ガ舅秋 田 城 介 時顯ト 

遺言 ヲ ゥケテ 高時ヲ 輔佐 ス 嚷難 (麵關 ^顯 龍^ 

I 玉 百 一 


 讀史狳 論卷之 二 

案〃 一一 世人 貞時ガ 善政 ヲ稱ス サ ゾ ドモ 十四 歲 一一 テ 

父 二 ツギ 十五 歳 一一 テ外祖 外 舅 ヲ殺シ II 其 主ヲ逐 

フ事 二人 綠醜 帝位 ヲ廢ス レノ事 二 代賺 II 其 威 ヲ 恣 

二 シ テ 柬宫ヲ タテ給 フ事モ 皆 カレガ  > ひ 二 マ カセラ 

ダ S 家旣 一一 善政 ヲ稱ス ト云ド モ 力 レガ代 干戈 ノキ 

ノ二. H  泰盛^ M 吉旯宗 マ、、 一き- く、、、， r  、  f  STT 

ク 二 翦ク 方 前後 四 ケ度也 タ 、 一 葛 ノぎス へ キ ノ 諸 ft 

二 使ヲ メ クラシ テ 民間 ノ 疾苦 ヲ問 シ事ノ ミ 二 ャ 

正 和 元年 六月 宗宣死 シ熙時 一 判 圓喜ャ 、威 ヲ振フ 四 

fe-s^iil? あン 寺 t®.^ 霍 タノ 墓 暗ハ業 時が 孫貞 顯ハ篛 £ 

今^ シ 榨タ 時が 支 孫 金澤實 時が 子 也 5 

年 高 時 十四 一一 テ執權 トナソ 基 時 辭ス文 保 元年 三 巧 高 

時相 模 守お 二 年關東 ヨリ 花園 ヲォ U シテ 後醍醐 ヲ立 

ッ元亭 二 年奥ノ 安東 五 郞反ス コ レ ハ 又太郞 ト云フ 一 

族 トイ サ 、 力 爭論ノ 事ァリ シ 一一 圓喜耄 シテ其 職ヲ嫡 

子 高 i 一 マ讓ク 高 資驕力 高時ヲ ナイ、 ガ シ & 一一  セ シ比ナ 

レ 、パ 兩方ョ ソ賂ヲ トジテ シカモ 私ァ ソシヲ 五 郞憤レ 

〃ナソ 又攝州 ノ渡邊 紀州ノ 安田 大和 ノ越 智ナ ドモ武 

家 二 叛ク承 久以來 武士  ノ北條 一一 背 ク事ノ 始ナリ 正中 

元年 土 岐賴員 ガ事ァ リ 一 一年 資朝俊 基 下向 ノ事ァ リ此 

年 十月 前將軍 惟康 薨ズ f 十嘉曆 元年 三月 高 時 入道 ス 

に 十 崇鑑 ト號ス 舍弟左 近 大夫泰 家-一 職 ヲュヅ y ベ シ 


 五 百 二  

ト有リ シ 一一 長 崎 高資キ カズ 泰家 入道 シ テ惠性 ト云北 

條守時 維 貞執權 ト ナソテ 高時ガ 旨 ヲクケ 事ヲ行 フニ 

年 十月 維貞 卒元德 一 一年 六月 茂 時 執權タ ジ H 九月 高 

資ガ逆 威甚シ キ 一一 ョ ソ 高時ヒ ソ 力 一一 其 一 族 高賴シ テ 

誅 セント セシ ガ事見 、ノ レ テ 高賴奧 へ 流サ レ テ 高資ガ 

權彌盛 ンナソ 元弘 元年 八 s: 帝 笠 置 一一 行幸 九月 笠置陷 

帝ヲ トリ マイラ セ正慶 元年 二月』 隱岐國 へ 行幸 

五月 楠 正 成 兵起ソ 八月 赤松 兵 起 リニ 年 五月 七 H 京陷 

仲 時時 益 討 レニ 十二 曰 高 時 義貞ノ 爲ニ 滅サル 當職十 

一 年 其 筏 七 年 一一 一一 針 守 邦將軍 同日 入道 シ テ 七月 一一 卒 

ス 三十 

ヌ 三 歳 

案 -ー 北條 九代ト ハ 時 政 義時泰 時時 氏 經時其 弟時賴 

時宗 貞時 高時ヲ 云也サ レドモ シ執權 ノ世次 ヲ以テ 

云 、ノ  -.、 時 氏 父 二 先テ 死シタ ソ九代 二  、ノ ァ ラ ズ モ シ 

血統 ヲ モティ ハ 、>  經 時時 賴 兄弟 ナ リ トモ 一一 是 一世 

二 シ テ九代 二 ァ ラ ズ實ハ A 代 ナジ シ ヲ イカ デ九代 

トハ 申ス二 ャ其中 時 政義時 父子 ガ姦惡 前 一一 論ゼ シ 

ガゴ トシ サレ ド 天下 ノ 武士 力 レ ヲ仰 ギシ事 ハ義時 

承 久ノ亂 後 一一 多クノ 關所ヲ 軍功 有リ シ輩 一一 分 チア 

タへテ 己レ、 ガ 一 所ヲ モ領 セザソ シ事ニ ャ有ル ベ キ 


泰時 ガ賢ナ だ 事 云 フニ オヨ 、パ ズ f  §『T サ テ 其嫡 

孫 經時ノ 執 權ノホ ド久シ カラ ズ其 人稱ス ベ キコト 

モナ ク又ソ シ , ベ キ事モ 只 將軍賴 經ノ職 ヲ讓リ 落 

飾有ソ シ ヲ 經時ガ ハカ ラヒ ノヤ ゥニ 申セド イカ. > 

有 だ ベ キ其弟 時賴ガ コ ト ハ ソノ悖 逆 不智ス デ 二 前 

二 シ \ シ ヌ 時宗 又 持 明 院殿大 覺寺殿 ト兩流 力 ハ \ 

ガ 、ノ  \ 御 位 シ。 シメ サダ ベ シ ト テ 帝室 ヲ ミ ダ ソ 其 

生 ヲ逐ヒ 縣其兄 ヲゥッ | 是等皆 人倫 ノ理 ナン 只大 

元ノ 兵頻リ 一一 我國 一一 寇セ シ ヲ己レ 鎌 倉 一一 在ソ ナガ 

ラ コ レ ヲ 破ル此 一 條其器 度 思 ヒ計ダ ベ シ貞 時ガ事 

又 前 一一 論シ ヌ 又世ノ 人時 賴ヲ幷 ベ 稱スだ 事 ハ諸國 

二 巡察 使 ヲ下セ シ事ノ ミナ ソ高時 ガ事ニ 至リテ 、ノ 

論ズ \  -ー  足ラズ 正統 記 -ー ィ 、ノ ク 大方 泰時心 正シク 

政ス ナホ 一一 シ テ人ヲ ハグ クミ 物ニォ ゴ ラ ズ 公家 ノ 

御 事 ヲ重ク シ本 所ノ煩 ヲ止シ 力 、パ 風ノ前 一一 麈ナク 

シ テ 天、 ガ 下靜 マ リ キ 年代 ヲ累ネ シ 事 偏 一一 泰時ガ 力 

ト モ申シ 傳メダ 陪臣 ト シ テ久シ ク權ヲ トル 事ハ. 和 

漢雨朝 一一 先例 ナン 其主タ リシ 賴朝ス ラ 二世 ヲ 、パ過 

ズ 義時ィ カナ y 果報 ゾ 、ノ カラ ザ \ 家業 ヲ始テ 兵馬 

ノ權ヲ トソシ タメ シ マ レナ ダ事ニ ャサレ ド殊ナ , 

讀史餘 論 卷之ニ 


才德 モ 聞へ ズ 又 大名 ノ 下 二. ホコダ 心 ャ有ソ ケム中 

二 年 計リゾ 有 リシ 身 マ カリ シカド 彼ノ泰 時相 ツギ 

テ德政 ヲ先ト シ 法式 ヲ 力 タク ス己ガ 分 ヲ計ダ ノ ミ 

ナ ラ ズ 親幷 二 ァラュ ダ 武士 迄 モ 高官 位ヲ 望 モノ ナ 

カリ キ 其政ッ イデ ノマ、 一一 衰へ終  一一.！ J ヌダハ 天命 

ノ終 \ スガタ ナリ七 代 迄 保 テグ 事コ ソ彼ガ 餘薰ナ 

レ、 パ 恨ムダ 所ナ シ ト 云 ッ ベ シ オヨ ソ 保 元 平 治 ョ ソ 

此 カタ ミ ダグ ガ 、ノ シキ 二 賴朝ト 云 人 モナ ク泰 時ト 

云 者 ナカラ マシカ バ 日本 國ノ 人民 ィ 力、 >  ナソナ マ 

シ此謂 ヲ能ク シラ ヌ人ハ 故 モナ ク皇威 ノ衰へ 武備 

ノカケ 二 ケルト 思へ だ ハ アヤ マソ ナソ 泰時ガ 昔 ヲ 

思 フニ ハ能ク 誠 ァダ所 ァリケ ムカシ 子孫 ハサ ホド 

ノ心 ァラジ ナレド カタ クシ ケダ 法ノマ 、 二 行ヒケ 

レ 、パ 及、 パ ス ナガ ラ世ヲ モ 累ネシ 二 コ ソ 〔案 ズ〃 二 

泰時其 異母 弟 政 村 一一 ゥラ ミナ ク父ノ 所領 ヲ悉ク 諸 

弟 二 フカ チア タへ 執 櫂 十三 年ノ後 ヮヅカ 二 從 五位 

下 ニ叙シ ヌ 四條院 崩御 ノ後 皇胤 マシ マサ、 >  ソシニ 

土 御門 院ノ 皇子 後嵯峨 院ヲ立 マイ ラス 又 其 主君 賴 

經ヲ ゥャマ ヒ 成敗 式目 ヲ定 ム〕 太 田 道 灌ガ說 一一 泰 

時 執 櫂 ノ時僧 ァリテ 云ク公 モシ 善心 ァラ、 パ 一 伽藍 

I 玉 百 三 


讀史餘 論卷之 二   

ヲ立テ 給へ ト云 フ泰時 建立 ノ事モ 有 ナム 其功德 、ノ 

イカ 一一 ャト云 一 宇ノ 伽藍 ヲ 建立 シ ヌ レ 、パ 治世 安民 

後生 善 所 子孫 繁昌 ノ功德 ァリ ト云フ 泰時佛 法ト神 

道 if, 法 ト何レ 力 優劣 ア^-僧 答 へ テ祌 道聖法 、ノ 佛法 

一一 ハ及ビ 難 シ 泰 時笑テ 一 師道 一一 クラ ケレ パ 万 弟 道 

二 惑フト " 力 、 グ事 一一 ゾ有 X ベ キ 我國ノ 宗廟 太 神 

宫 ハ 小社 ヲ茅ブ キ 二 シ テヮタ ラセ 給へ、 ドモ御 メグ 

ミ ハ 秋津洲 二 ミ ッ 和僧ノ 心コ ソ正シ カラ ネ 功ノ大 

小 二 ョラ ズ 志 道 ユカ ナフ トキ ハ 求 ザ \ 一一  善緣 ァ ソ 

ト勸ナ 、パ ョ カリ ナム 我 ヲ賺シ テ 伽藍 立 ョト 云ハ大 

二 過レダ ニコ ソ 伽藍 ヲ建 テナ バ其費 ュ 大 一一 シテ國 

ノ烺 ヒナ ダべ シコレ 安民 ノ便 ナラズ 民ヲ苦 シム〃 

ナ〃 ベ シ 現世 安穩ト 、ノ 何ヲ ャ云フ ベ キ世ヲ 治メ從 

類 眷族 ハ ゴ クム コ ソ 現世 安穩ト 、ノ ス ベ キ 子孫 善ナ 

ラ 、パ 祈ラズ ト モ榮ュ 惡ナラ 、パ 祈ト モ. U ビナ マ シ我 

家業 ダ 一一 能 ク知ダ 事 ハ難シ マ シテ ャ我 道ナラ ヌ事 

ヲ ャ聖 資ノ法 神道 ノ意ノ 深長 ナ〃. 爭デカ 知盡ス ベ 

キ 一 天ノ 主万乘 ノ君モ 渴仰シ 給へ ル 佛法ナ レ 、パ惡 

シ ト ハ 申難シ 和 曾 鎌 倉 一一 ァ ラ パ 政 ノ妨ト モナ ソ淺 

智ノ 人家 業ヲ失 フ媒ト モ成 ナム トテ 鐮倉ヲ 追出シ 


五 百 四 

ケソ其 後 ハ鎌倉 ノ僧是 一一 恐テ誑 カサス 泰時カ 、 \ 

賢才 ァリ シ 力 ド時賴 ガ代ニ 建 長 寺立シ ョ ヅ鎌倉 中 

二 五山 トテ 大ナ, 寺ド モ數 多作 ル其外 H々 一一 寺ヲ 

作 y 事數ヲ シ ラズ國 ノ寶大 二 費 ュ盜賊 巷 ニ滿チ ヌ 

尊 氏 ハ夢窓 國師ト 云 僧 一一 誑サ レ テ天龍 寺 ヲ立テ 有 

二 モア ラヌ事 多 カリ キ武 將ノ身 トシ テ斯ル 道 二 惑 

テ ハ國 ヲ治ム ル事難 カル ベ シ寺 作ル者 有ナ、 パ先四 

海 二 ミテダ 流 放 ノ民ヲ 救フ謀 コ ソアラ マホ シケレ 

一 後醍醐 帝 中興 御 政務 ノ事 

元弘 三年 謹， ^ 六月 七日 御歸洛 年號幷 御方セ シ公 

家 ノ 官位 元 ノ如シ 先年 配流 ノ 宫方並 公家 武家 僧徒 國 

々 ョ ヅ 上洛 七月 廿 三日 護 良 親王 御 入洛 任，， 征爽將 軍 一 

十月 十日 北 畠顯家 g^fl ヲ陸奥 守 一一 ナシ テ遣 ハ サ 

〃義良 親王 p^l 奥へ 渡 ソ給フ 結 城 上野 入道 道忠 

後見 十二月 廿 八日 成 良 親王 針 一 鎌 倉 一一 御 下向 ァリ足 

利 左^ 頭直義 II 執權 タヅ 建武 元年 正月 大內 裡ヲ造 

ラ レ 高言 院安元 二 年 大內裏 燒タ .yJCET 司 カヲ 二  fer ラレ 

フル リ爰 二 至リテ 百 玉 十六 年 5 鑾 fe-w ラ ^ 茅 ラレ 

日本 國ノ 地頭 御家人 ノ 所領 得分 二十 分 一 ヲ懸課 セラ 

\ コ ノ時 初- プ紙 錢ヲ作 ラダ ^1 認 三月 本 間 澀谷鎌 


倉 ヲ襲テ 敗 ス筑紫 一一 規矩 孫 田 兵ヲ起 シ河內 一一 兵起テ 

飯 盛 山 -ー 籠リ 伊豫 -ー 赤 橋 兵 ガ起テ 立 烏 崤子峯 -ー 籠〃 

程ナク 飯盛ハ 楠ガ 爲- 一敗 ラレ 立 烏帽子 、ノ  土 居 得 能 等 

一一 破 ラレ 筑紫ハ 大友 二 敗ラ レ 其 後先 大功 ヲ賞セ ラ \ 

足 利 治 部大輔 -ー 武藏常 陸 下總左 馬頭 直義 -ー 遠 江 新田 

義助 -ー 駿河楠 判官 -ー 攝津 河内 名 和 伯耆守 二 因幡 伯 省 

其 外 公家 武家  一一 二 ケ國三 ケ國ヲ 給ハだ f 匪 三 赤 

松圆心 一一 ハ佐 用庄ー 所ヲ給 ハリキ 播磨ノ 守護 職ハ ホ 

ドナ ク召 返サダ 三月 十  一 H 万里 小路 藤 房 卿 出家 セリ 

梅 松 論 -ー 元弘 三年 天下 一統 セシカ バ ィ ッ シ カ諸國 一一 

國司 守護 ヲ定メ 卿相 雲 客 其 階 位 一一 登 リシ 體實 一一 目 出 

タカ ヅシ 御聖 斷ノ 趣五畿 七道 八番 一一 分レ 卿相 ヲ以 

テ 頭人ト シテ新 決 所ト號 シテ新 一一 作 ラル 是 、ノ 先代 引 

付ノ 沙汰 ノ タツ 所 也 f  1-1"^ 气 大儀 一一 於 テク 記錄 

所 一一 テ 裁許 ァリ 又 窪 所ト號 シ テ 土 佐 守 兼 光太 田太夬 

判官 親 光富 部大舍 人頭 三 河守師 直等ヲ 衆中ト シ テ御 

出 有 リ テ 聞 召 昔 ノ如ク 武者 所 ヲ置レ 新田 ノ人々 ヲ以 

テ 頭人ト シテ 諸家 ノ輩 ヲ結番 セラ レ古 ノ興廢 ヲ改テ 

今 ノ例ハ 昔 ノ新儀 也 朕ガ新 儀ハ未 來ノ例 タグ ベ シト 

新 ナだ敕 裁 ャゥく 聞 へ ケリ記 錄所決 斷所ヲ 置 y レ 

S5 史餘 論卷之 IT, 


ド モ 近臣 臨時 一一 內 奏ヲ經 -プ 非議 ヲ申 行フ 間 綸言 朝 一一 

變ジテ 夕べ 一一 力 、ノ リ 諸人 ノ 浮沈 反 掌ノ如 シ或ハ 先代 

滅 C ノ時逃 來輩又 高時ノ 一族 等 被官ノ 外ハ寬 宥ノ儀 

ヲ以テ 死罪 ヲ宥ラ ゾ 天下 一 同 ノ法ヲ 以テ安 堵ノ綸 旨 

ヲ下サ だ 、ト 雖モ所 帶ヲ召 ^  、輩 恨 ヲ含ム 太平 記 

二 ハ元弘 三年 八月 三日 ヨリ 軍勢 恩賞 ノ 沙汰 ァダべ シ 

ト ープ 洞 院左衞 門 督實世 ヲ上卿 一一 定 ラ X 諸國ノ 軍勢 功 

狀ヲ 捧ゲ テ 恩ヲ望 ム 輩數ヲ シ ラズ實 一一 忠ァダ 人ハ功 

ヲ 恃テ詖 、ノ ズ忠 ナキ者 、ノ 奧 一一 媚寵 一一 求メ テ 上聞 ヲ 力 

ス メシ間 數月ノ 間 二 僅 二十 餘人ノ 賞 ヲ行ハ レシ カド 

正路 一一 ァ ラ ズ シ テ 召返サ レ 萬 里 小路 中納言 藤房ヲ 上 

卿ト ナサ ル忠 否ヲ： ^シ テ 申ァタ ヘント セラ レシ ニ內 

奏ニ ヨリ テ 朝敵 ナリシ モ安 堵ヲ賜 リ忠ナ キ者モ 五ケ 

所 十 ケ所ノ 所領 ヲ給フ 藤 房 諫ヲ納 カネ テ病 ト稱シ テ 

辭ス其 後ん 條民部 卿 光經ヲ 上卿ト ナサ ^ 諸大將 二 其 

手ノ 忠否ヲ 尋究テ 申ァタ ヘント シケ クニ 相模 入道 ノ 

1 跡 ハ內裡 供御 料 一一 ォ カレ 四 郞左近 太夫 入道 ノ跡ヲ 

パ 兵 部 卿 親王 へ 大佛陸 奧守迹 ヲ 、パ 准后ノ 御料 一一 此外 

相州ノ 一  族關東 家風 ノ輩 ガ領ヲ 、、ハ^ 曲 妓女蹴 鞠伎藝 

ノ者、 ドモ 衞府 諸司官 女官 |E 等  一一 二 跡 一 跡 ヲ合セ -ァ內 
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奏ョソ 申 給 、ノ  y シ 力 、パ 六十 餘 州ノ內 一一 錐ヲ立 針ノ地 

モ 軍兵 二 宛 行 フ 關所 ハ ナ シ 光經 モ センス ベ キヤウ ナ 

クテ 年月 ヲ送 ラダ 又訴 ノ 沙汰 ノ爲 一一 郁芳 門 左右 ノ 脇 

二 決 斷所ヲ 建 テソノ 議定 ノ人 一一 ハ才學 優學ノ 卿相 雲 

客 記傳明 法外 記 官人ヲ 三番 一一 分チ 一月 一一 六ケ 度ノ沙 

汰ノ 日ヲ定 メラ ダサ レド 或ハ 内奏 ョ リ 訴人 勅許 ヲ蒙 

レ 、パ 決斷所 一一 テ論人 一一 理 ヲ付ケ ラレ 又 決斷所 一一 テ本 

主 安堵 ヲ 給 レ バ 內奏 ヨリ 其地ヲ 別人 ノ 赏 二 行 ルカ、 

ソ シホド 一一 所領 一所  一！ 四 五 人 ノ給主 付 テ國々 ノ騷動 

ャム 時ナシ 又 日 比 一一 武威 一一 誇ジ 本所ヲ ナ ミ セ シ 武士 

ド モイ ッシカ 諸庭ノ 奉公人 トナ ソ或ハ 香車 ノ後  一一 、ノ 

シ リ或 " 靑侍ノ 前 一一 跪 ク世ノ 盛衰 時 ノ轉變 ナゲク ベ 

カラ ズ又 習ト ハ知 リナ ガラ今 ノ如ク 二 テ&家 一 統ノ 

天下 ナ ラム 一一 ハ 諸國ノ 地頭 御家人 ハ此 奴婢 雑人 ノ如 

一一 テア ダべ シ哀 レイ カナ \ 不思議 モ 出來テ 武家 四海 

ノ  グ世ノ 中二 ナレ カシト 思 フ人ノ ミ多 カソケ 

L 梅 松 論 一一) 京都 ノ  S 斷 一一 恨 ヲ含ム 時分 下 ノ 御所 左 馬 

頭 一一  御座 ァゾケ レ 、パ 東國 ノ輩是 一一 歸服 シテ京 

都 一一 ハ 應ゼ ザ ソシカ 、パ 一 統ノ御 本意 今 一一 ォ イーズ ハ更 

二 其益ナ シト 思召サ レ 武家 ハ 又 公家 二 恨ヲ含 ンデ賴 
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朝 卿 ノ如ク 天下 ヲ專 一一 セ ン事 ヲ急ガ シク 思へ ソ故ニ 

公家 武家 水火 ノ諍シ テ元弘 三年 モ暮 一一 ケ リ建武 元年 

三節會 以下 ノ 儀式 ハ昔 ユカへ だ 體ナ リシ 力 ド世ノ 中 

ノ 人心 モト、 ノハズ 萬 ヅ物サ ハ ガシク 見へ シ 二 大塔 

宫義 A 正 成長 年 潜 一一 敫盧ヲ ゥケテ 打 立 事 度々 一一 及べ 

ド モ 尊 氏 一一 附 シ 軍勢 數ヲ シ ラ ズ 合戰 難義ナ \ ベ キ 二 

テ旣 二軍 ァ, ベ キ日 マヅ 軍ヲ延 サン 爲 一一 無 爲ノ體 二 

テ北. H 殿へ 臨時 ノ 行幸 度々 一一 及ブ 六月 七日 大塔 宫大 

將ニ テ 尊氏ハ 御所へ 寄 セラ^' ベ シト 聞へ テ武 將ノ御 

勢 御所 ノ 四面 ヲ警固 シ餘ル 軍勢 1 一條 大路 一一 充満 シ テ 

事ノ體 大義 一一 及ビ シ程 一一 當日 無爲 二成ケ レドモ 尊 氏 

憤ソ 申サレ ケレ、 、ハマ ッ タク 歙慮ニ 非 ズ宫ノ 張 行ノ趣 

ナジ シトテ 十月 廿 二日 ノ夜御 參內ノ ツイ デヲ モテ武 

者 所 一一 居 籠奉ソ 翌朝 常 盤 井 殿 へ ゥッシ 奉リ 武家 ノ輩 

警固シ 、奉 ソ宫 ノ御內 ノ輦ヲ 、パ 武者 ノ番 * カネ テ 勅命 

ヲ蒙リ テ數十 人召預 ラレ 同 十 一 月 川 陸奧守 

顯氏 受取 テ關東 へ 御 下向 ァリ宮 i 謀反 ま實 、ノ 歙慮 

二 テ有 リシ カド御 トガヲ 宫ニ讓 リ玉ヒ シカ、 パ 宮ハ武 

家 ヨリ モ君ノ 恨 メシク 渡 ラセ 給フト 御獨 言有ソ シ ト 

モ 承^- 保 曆間記 二 尊 氏 昇殿 & 途 ハナ 力 リシ 力 ドサ セ 


\ 恩賞 モナ シ 其 故 、ノ 大 塔宫サ 、 へ 給ヒテ 尊 氏 兵權ヲ 

取 ラム ハ ムカシ 賴朝 一一 力 ハル ベ カラ ズコノ 次 一一 詠 罰 

セ ラダべ シト申 サレケ X ヲ 帝サシ 乇軍 忠ノ人 ナリト 

テ 其 儀 ナン 彼ノ宮 稱々 ノ謀ヲ メグ ラシ 尊 氏 ヲ討ン ト 

ス 其 比 畿內西 國ノ 武士 楠 ナド申 者 、ノ 皆 彼宮ノ 御方ナ 

リケレ 、パ 便宜 ァ ラ 、パ尊 氏 ヲ討ン トセ シ カド東 國ノ武 

士多ク 尊 氏 方 也シ上 一一 譜代 ノ 武勇 ナ レ 、バタ ヤス クモ 

討 レ ズ將軍 一一 サ へ ナサ ダ ベ シト聞 ュ建武 元年 宫世ノ 

心 二 マ カセヌ 事ヲ 安 力 ラ ズ 覺 シ テ 天下 ヲ ミ ダ ソ給ヒ 

御 位ヲ退 ケテ我 御宮^^ ニ歲ニ ナソ給 フヲ位 一一 

ッケテ 尊 氏 以下 サダ ベ キ 武士 ヲ 討チテ 天下 ヲ我マ 、 

一一 セムト 思ヒ立 チ給フ コノ事 イカ、 >  シテ 聞へ ケン主 

上 驚 力 セ給 ヒ宫ヲ 十月 晦日 內裡 一一 テ捕 舉リテ 直義ガ 

鎌 倉 二 ァソシ 二 ァヅケ 置レ彼 御方ノ 武士 多ク誅 セラ 

レケソ 

今 川 威世ガ 難 太平 記 一一 曰ク 義家ノ 御 置 文 一一 我 七 代 

ノ孫 一一 生 レ變テ 天下 ヲ取 \ ベ シト仰 ラレ シ ハ家時 

ノ 御代 ニアク ソタゾ 猶モ時 不レ來 事ヲ知 シ召ケ レ 

、パ 二 ャ 八幡 ノ 菩薩 一一 禱申シ 給 テ我命 ヲ約テ 三代 ノ 

內ニ 天下 ヲ取 ラシ メ 給へ トテ 御腹 ヲ切 給ヒ シナリ 

讀史餘 論 卷之ニ 


其 時ノ御 自筆 ノ 御 置 文 一一 子細 ハ 見へ シナリ 正シク 

兩 御所 ノ 御前 一一 テ 故殿モ lm 我等 ナドモ 拜見申 

タリ シ也ト 天下 ヲ取ク 事 唯 此發願 ナソケ ソト兩 御 

所 モ仰ァ ソン ナリ又 曰元弘 一一 御上 洛ノ時 不思議 ノ 

事ァ ソケリ 三河國 八橋 一一 御着 ノ 時 御前 不人 數ノ夕 

二 白衣 被タ ダ 女 一 人參テ 云 御子 孫 惡事ナ ク 、パ 七 代 

守ソ申 スべシ 其支證  一一 、ノ 每 度合 戰 一一 出 給 フ 時 風雨 

ヲ以テ 示 シ申ス ベ 、>  ト& テ夢 ノ如ク  一 I 失 一一 ケソ ソ 

レ ヨリ シテヒ シ ト 謀反^ 事 思 召 定テ上 杉 兵 庫 入 

f  S 膽， 羅 先吉 良上總 人道 S 門 

m,  二 仰含ラ レ シ 一一 御 返事 一一 云 今 マデ ハ遲ク コソ存 

ジ ッ ゾ 此事關 柬御立 ノ時 ヨリ 內々 上 杉 兵 庫 入道 、ノ 

申勸ケ V 一一  ャ家時 真 氏此兩 御所 ノ御 造意ヲ 大方 殿 

ノ 上 杉 、、ハ 力 ソ 二 仰 聞 サレ ケダト カャ是 一一 ョソ テ殊 

更此 人骨 折 テ 河原 合戦 一一 討死 シ ケリト 云々 

桉^ 一一  梅 松 論 保曆間 記ノ說 皆々 武家 ノ爲 一一 濶飾セ 

者 シ也尊 氏 越階シ テ從 三位 一一 昇 ソ參議 一一 ナサ レ三 

ケ國ノ 守護 ヲ給 フ イカ デ サセダ 恩賞 モナ シト 云フ 

べキ 太平 記 二 ハ尊氏 宫ヲ讒 ゼシ由 ヲ載セ タリ サレ 

、パ舰 暦建武 元年 ト云フ ヨリ 以下 ハ 則 尊氏ノ 讒說ノ 

玉 百 七 


 護.^ 餘論卷 之 二   ,  

趣 シカァ リト見 ュ又此 宮初メ ョ リ 尊氏ヲ 叛臣 ト御 

^ジ テ 征伐 ァ \ ベ シ ト 思召サ レ シ 事 尤其謂 レ 有事 

ト 見へ タリ 難 太平 記ノ說 一一 ョ レ 、パ尊 氏 武家 ノ代ヲ 

獰 ハント 思 、ノ レ シ 事 年久. シ 唯 一一 尊 氏 直 義兄弟 カク 

思ヒ玉 t シノ ミ 二 非ズ 家 時 貞氏ノ 代 ョ ソ 其 志 、ノ 有 

リシ カド便 ナカ リシ 力、 パサ テノ ミ 過 ギ尊氏 ノ 宮方 

二 參ラ レ シ 、ノ 只 其勢ヒ ヲ假 レルノ ミナ リ 朝家 ノ御 

爲 一一 義兵 ヲ擧ラ レ シ 二 ハ ァ ラ ズ 力 ク テ 天下 ノ有樣 

思 、ノ ザダ外 I 一  公家 一統 ノ代 トナ リシ 力、 パイ 力 二 モ 

シ テ 故 右大將 家ノ如 ク 武家 ノ代ト ナサ、 パャト 思 、ノ 

レ シ事 ヲ宮ハ トク 御覽ジ 付ケラ レシ 力 パ速二 討チ 

給フべ シト 思召レ シカ ド 御 許 シ ナ カリ シヲ 兎角 タ 

メラ ヒ給 フ內 二 尊 氏 ャ ガ テ 其 叔母 シ テ 准 后 一一 サ 、 

へ 申セシ ヲ帝ッ ヒ 二 惑 給へ ソ 「又 案ル 二 中興 ノ初政 

悉ク 議ス y 一一  足ラ ズョノ ツ子 ノ 時ダ 一一 中興 ノ業 、ノ 

創業 ヨリ ハ猶 カタ クャ アルべ キ譬へ 、パ 創業 、ノ 新 二 

家ック ルガ 如 ク造立 ノ功ソ コ 、パク 也 ト雖モ 其 功 

テナ シ得 ヌレ 、パ 其家數 百年 ヲ モ保ッ ベ シ 大厦ノ 

破 レ 倾ブ キシヲ モト ノ如 クー 一 修造 セン トス ^ 事 ハ 

尤 大儀 ノ事ナ リ賤キ 諺 二 角立 直 サン トテ其 牛ヲ殺 


五 百 八  II 

セリト 云 ヘル 誠 一一 ョ キ譬へ 成べ シ初 攝關ノ 人々 ノ 

櫂ヲ恣 一一 シテ 朝廷 ノ禮衰 へ シヲ後 三 條院ノ 御位ノ 

後 イク 程 ナク昔 一一 力へ サレ シ事ハ 未 ダ其ノ 衰甚シ 

カラ ヌホ ドナ レバ 也譬 へ バ 小破 ノ時 二 ャ ガ テ 修造 

セ y 屋舍ノ 如 シ賴朝 天下 ノ權ヲ ワカ チ北條 九 代打 

績 テ世ヲ シ リシ 後ハ 六十 餘州ノ 武士 其 勢 ヲ張リ テ 

其 威ヲ恣 二 シ タリ キソレ 、ガイ カデ今 無功ノ 人々 ノ 

下 一一 手ヲッ カネ 膝ヲ 力、 >  ムべキ 夫 ユタ、 >  ョ ノ常ノ 

如ク 古へ 朝家 ィ マ ダ衰へ ザ リシ 代 ノ如ク ニナ シカ 

ヘサン トシ 給 フ事ハ 基 カタ ブキ破 レシ ヲャ、 ガテヲ 

シ ナホ シ テ粉 餘ヲ加 フ \  二 異ナ ラ ズ 其ク ッ ガ へ ラ 

ム コト日 ヲサシ テ 待べ シ然〃 二 民 ノー 屑 未ダ安 力 ラ 

ザ \ 一一  大內 ヲ建ラ レン トシ マ ヅ 宦官 縢 妾 伎能 僧 法 

師ノ類 一一 所領 給 、ノ ソ テ 軍功 ァソ シ モノー ーヮ ケ給フ 

ト 云 事 モナ クタ マ /\ タビヌ 〃ヲ、 パャガ テ 召返サ 

\  、ノ 類タ 、>  是亂ヲ 招 キ給フ 所 ナソ且 ハ又 力、〃 

時ノ 急務 刑賞ノ 二 ツー j シク ハナ シ恩ヲ ク テ 威ヲク 

ッコノ  二 ツー ーァラ ズ シテ 叶フ ベ 力 ラ ズ 小 功 輩ノ事 

、ノ 云フ 一一 及パ ズ 先賞セ ラ レ シ 大功 ノ人々 其 功ノ多 

少 ヲ論ゼ ラ レ シ所悉 ク其所 ヲ得サ リキ今 試 一一 其 功 


ヲ議 セン 一一 讒良 親王 ノ功ハ 申 一一 及、 パ ス 但シ是 ハ 正 

シキ 御父ノ 爲ナ レ 、パ サ モ有 ^ ベ シ ャ 功臣 一一 於テ 、ノ 

正 成 ヲ以テ 第 一 ト ス ベ シ其故 、ノ 初 メ笠置 一一 オイ テ 

天子 西 州 一一 蒙麈ァ リシ 時 一一 アタリ テ 六十 州ノ ゥ チ 

タ，、 此ー 人 其 節ヲ改 メズ シ テ. フヅ カノ 小勢 ヲ以テ 

東 國ノ大 軍 ト戰フ 事 年 ヲ經シ 程 一一 武家 一一 背 ク輩モ 

カレ コレ 出來 シ 也此人 力 ク 王家 ノ 御爲 一一 勳勞ナ 力 

ラ マ シカ、 パ 新田 足 利 赤松 等ノ 人々 モ其志 ヲ立ッ \ 

事 叶 フ ベ カラ ズサ テ 其 次 、ノ 義貞ノ 功 尤大也 是其巨 

魁ヲ. u セ シガ故 也 サテ其 次 ハ 赤松 那 和ィヅ レ ヲ 力 

上ト シ何レ ヲ カ下ト ス ベ キ 赤松 ガ 功一 一 ァ ラズ ン 、パ 

六波羅 ハ 破 レ ジ帝譬 へ 船 上 一一 オハ シ マス トモ 縑倉 

イマ ダ滅ビ ズ六波 羅未ダ 破レザ ラムー 一 ハ行 在尤ァ 

ャゥ カリ ナム 那和乘 輿 ヲ迎へ テ是ヲ 守ソ參 ラセ ザ 

ラン 一一 ハ譬へ 鎌 倉 £ ビ タソト モ誰 ガ爲ニ 力 其功ヲ 

乇奏ス ベ キ然ハ ァ レ ド 窮鳥 懷 一一 入レ 、パ獵 者 モ是ヲ 

ァ ハレム ト云ソ マ シ テ况ャ 萬乘ノ 天子 御賴ァ ラム 

ュ ハ 凡人 タラン 者 イカ デ身 ヲ以テ 守ソ參 ラセ ザ〃 

ベ キ 其 功多 ナ \ 一一  似 タッド 其 事 ハ 又 成 難 シト乇 思 

ハ レズ 天子 旣ュ 海外 一一 ゥ ッサレ タマ ヒテ 武威 殊ノ 


外 一一 張 リシ 日 一一 都 ノ外遠 カラ ヌ境ュ 兵 ヲ起セ シ事 

、ノ 其 功 長年 一一 及 パ ザ 〃ガ 如クナ レドモ 其 事 ハ ナ シ 

難シト ャ 云べ キ 尊氏ノ 功稱ス ベ キ 所ナキ 一一 ャ東兵 

久シク 正成ガ 爲 二 苦 シ メラン 赤松 ガ兵 新タ 一一 起リ 

天子 船 上 一一 移 リ給ヒ テ官兵 都 一一 ォモム キ事 以テ ノ 

外 一一 難義タ ダ 由 聞 へ カツ ハ 高時ノ フダ マヒ方 ニ滅 

ビ ヌ ベ キ時至 ル事ヲ マ ノア タリ 見 及、 パ レケ レバ 年 

比ノ志 事成ヌ ベ キ折ヲ 待得ヌ ト思ヒ シカ、 パ官兵 二 

屬ス ベ キ由ヲ 申サレ シカド 六波羅 ノ滅ビ シ 日トテ 

モ 仕出 シタだ 程 ノ戰功 モア ラザリ キ然ダ 一一 此人ヲ 

賞セ ラだ、 一一 第一 ノ功 ヲ以テ セラ レシ 事 心得 ヌ 事 

也 サレド 又其ィ パ レ 有事 モア リキソ ノ故ハ 此人ノ 

祖陸奧 判官 義康ト 聞へ シ ハ義 家ノ孫 一一 テ保 元ノ亂 

一一 モ 官軍 一一 屬シテ 一 方 ノ大將 一一 テ有ケ リ其ノ 子 上 

總介義 兼、 ノ實ハ 八郞爲 朝ノ子 一一 テア リシ トモ 申ス 

也賴朝 ト同ジ ク 北條時 政ガ婿 一一 テ有 リシ 力 、パ 賴朝 

二 乇 親シク 又北條 二 モシ タソシ 力 ソシ程 二 源氏 ノ 

一族 ノ 中二 ハ賴 モシ クャ 思ヒ給 ヒケン 平家 ノ兵ヲ 

フセ ガレン 爲ノ 大將ト モナ サレキ カク テ世 ノ覺へ 

モヨ 力 リシ 力、 パ 受領 ナ ド乇執 シ申サ レケリ 其子義 
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ヲ兼ラ レシ マ デ也 カク 其 代 一一 大功 ト云 レ シ人々 ノ 

功 ヲ議セ ラレ シダ 一一 アヤ マ リ多シ ト見 へ タ レ バ マ 

シ テ 其ノ餘 小功ノ 輩ノ忠 否明ラ カナ ラザ リシ 事 太 

平 記 等 ニシ ルセ ク ガ如 ク成ク ベ シサラ 、パナ ド世亂 

レ ズ シテ 有〃 ベ キ 

建武ー 一年 春 三月 西 園 寺 大納言 公宗 謀反 シ テ誅 セラ〃 

五月 二十 一 日出 羽ノ 住人 國司葉 室 宰相 光顯ヲ 殺ス名 

越 太郞時 兼北國 -ー 起 ソ相模 二 郞時行 、ノ 信濃國 -ー 起 鎌 

倉 一一 向フ. }g 義ノ サ シムケ シ 軍勢 利ナク シ テ敵 攻メ入 

シ 力 、パ直 義成良 親王 ヲト モ ナヒ參 ラセ 七月 一 一十三 日 

鎌倉ヲ 出ヅ 八月 一 一 日 尊 氏 凶徒 返 治ノ爲 一一 出京 正統 記 

二 建武 乙亥ノ 秋 ノ 比 高時ガ 餘類 謀反 ヲ 起シテ 鎌 倉 一一 

入リ ヌ直義 ハ成良 親王 ヲ引ッ レ申テ 三 河 ノ圈マ デノ 

ガ レ 一一 キ 尊 氏 申請 テ 東國 一一 向 ヒケ, 、ガ 征夷 將軍並 諸 

國惣追 補 使 ヲ望ケ レ ド 征夷 將軍 一一 ナサ レ テ悉ク 、ノ ュ 

ダサ レズ 太平 記 一一 ハ 征夷 將軍 並柬八 ケ國ノ 管領 ヲ望 

ム 征夷 使 ノ事ハ 關東靜 謐ノ忠 一一 ョダべ シ東八 ケ國管 

領 ノ事ハ ュルサ ダ是ノ ミナ ラズ御 諱ノ字 ヲ下サ 〃梅 

松 論 一一 關東合 戰ノ事 先 ダチテ 京都へ 申サレ シ 一一 ョソ 

テ 將軍御 奏聞 ァ リケレ 、ノ 直義 無勢 一一 シ テ 防戰 ベ キ 智 


氏 、ノ 時 政が 外孫 也 シ カパ カレ ガ家 ニ特 二 シ タシク 

承 久ノ時 一一 モ 一 方 ノ大將 一一 ナサ レ キ其ノ 子泰氏 、ノ 

泰時ガ 外孫 其 ノ子賴 氏 ハ泰時 ガ孫女 -1 テ時 氏ガ娘 

ノ腹 一一 テ生ル 其 子 家 時 又 時茂ガ 外孫 一一 テ其ノ 子 ま 

氏モ 時茂ガ 外孫 タリ 此虚 氏ノ ミ上 杉^ 

クシカ バ 尊 氏 直義ノ ミ 北條ガ 外孫 二 ハ 

々 北條 一一 シ タシク 且 源氏 ノ 末葉 ナ ク シ 

モ 一 方 ノ大將 一一 ハサ、 レタ ソサレ パ帝モ 年 比此人 

ノ事ヲ バ サル 者也ト シ& シメサ レシ ガー 方 ノ大將 

一一 テノ ボルト 聞 H シニ 御 方 一一 參ル ベ キ由ヲ 船 上 二 

申サ レシ 程-イカ ニ賴 モシ ク モヨ " コ 、パシ クモ思 

召サレ タグ ケン 義贞 ノ如キ モ同ジ 源氏 ノ流レ 二 テ 

コ ト 一一 此 人ノ祖 新田 義重 入道 上 西ト申 、ノ 足 利ノ祖 

義 康ノ爲 一一 ハ兄 ナレ、 パ凡幡 殿 ノ男義 國ノ流 一一 ハ嫡 

家-一 テオ ハセ シカ ド賴朝 不快 ノ事ォ ハンケ レ パ 其 

ノ代 一一 モア ラハ レシ 人々 二 モア ラズ 上野 國 一一 ゥ ヅ 

乇 レ テ世 二 モ知 ッ人ナ カリ シカパ 帝 二 ハ 猶聞乇 及 

ビ給ハ ザ リシ サレ ド其 ノ功殊 一一 大ナ リシ 力 バ 父子 

兄弟 是モ四 ケ國ノ 守護 ヲ給 、ノ ソ シ カド其 官位 ハ 尊 

氏  一一 、ノ 及ブ ベ 力 ラ ズ 從四位 上 左 兵衞督 一一 テ播磨 守 


畧ナキ 一一 ョ リテ 海道 一一 引退 ク由 其ノ聞 ヘア レバ 暇ヲ 

給テ 合力 ヲ加フ ベ キ旨御 申 渡 度々 一一 及 ブト 云 へ ド モ 

敕許 ナキ間 所詮 私 一一 非ズ 天下 ノ御爲 ノ由ヲ 申ステ 、 

八月 二日 京都 ヲ御 立ァリ コ ノ比 公家 ヲ背キ シ人々 其 

數 ヲ知ラ ズ有リ シガ皆 喜 悅ノ眉 ヲ開テ 御供 申 ケリ三 

河矢矧 一一 テ 京都 鎌 倉 兩大將 御 對面ァ リテ關 東 一一 御 下 

向 遠 江 ノ 橋 本 佐 夜中 山駿河 高橋繩 手箱 根 山 相 模川片 

瀨川ョ リ鎌倉 一一 至 ダマ デ七ケ 度ノ戰 一一 打勝テ 八月 十 

九日 鎌 倉 一 1 攻 入給フ 一一 凶徒 悉ク 自害 ス去程 一 i 將軍御 

兄弟 鎌 倉 一一 打 入 一 一階 堂別當 一一 御 坐有リ シ 力 、パ 京都 ョ 

y 供奉 ノ輩ハ 勳功ノ 賞- 預ダ 事ヲ悅 ビ 又 前代 與 カノ 

輩ハ 死刑 流刑 ヲ宥ラ レシ 程 一一 イカ 一一 モ 忠節 ヲ致サ ム 

事ヲ 思 、ノ ヌ者ゾ ナカ リケル 京 ヨリ ハ人々 親類 ヲ 使者 

トシ テ賀シ 申サル 又敕使 中院藏 人頭 中將具 光關東 一一 

下リ 今度 東國ス ミヤ カー！ タヒ ラゲ シ 事歙盧 再三 ナソ 

但シ 軍兵 ノ賞 一一 於- ズ ハ京 二 テ綸旨 ヲ以テ 行 ^ ベ シ マ 

ヅ早々 歸洛ァ , ベ シ ト也 大御所 、ノ 急 一一 參ダ ベ シト御 

申有ケ , 所 一一 下 御所 御上 洛然ダ ベ 力 ラ ズ 其 故 、ノ 高 時 

13 ビテ 天下 一 統セ シ事饼 御 武略 一一 ョ レ リ 然^' 一一  頻年 

京 一一 御 坐 有シ時 公家 並 義貞隱 謀 度々 一一 及ト モ御運 二 

讃史餘 論 卷之ニ 


ヨリ テ今 一一 安全 ナソ タ マ /、大敵 ノ 中ヲ ノガレ テ關 

東 二 御座 然ル ベ シ ト カタ ク諫御 申有ケ \  二 ョ ソテ御 

上洛 ヲ企ラ レ キ 

案 ^ 一一  正統 記 保 曆閒記 太平 記 共 一一 尊 氏 下向 ノ事ヲ 

0 ミ シ 時 一一 征夷 將軍並 總追補 使 ヲ 望 ミシヲ 許サレ 

タリ シ由也 梅 松 論 一一 ハ 下向 ノ事 ヲュグ サレタ リシ 

檨ニ記 シタダ 、ノ 是 モ 潤飾 ノ 言葉 也 尊氏ガ 請 フ處ノ 

叶 カザ だ ヲ憤リ テ下ソ シ ヲ カク 公家 ノ御ァ ャ マチ 

アル 檨ニ 書シ モノ 也 

南朝 記 傅 一一 冬 十 一 月 十八 日 尊 氏 細 川 阿波 守 和 氏ヲ以 

テ奏狀 ヲ捧グ 同 十九 日 一 宮尊良 親王 並 新田 義貞ュ 節 

度 ヲ給フ 太平 記 一一 ハ尊氏 勅 約ノ上 ナン、 パト テ未 ダ宣 

旨ヲ モ下サ レザダ 一一 ォ シテ 征夷 將軍ト 稱シ東 八ケ國 

管領 ノ事 ハ敕 許ナレ 、パト テ マヅ 新田 一 族ノ拜 領シタ 

〃東 國ノ 所領 共 ヲ悉ク 此度ノ 軍功 ノ輩 一一 宛 行 フ斯テ 

尊 氏關東 ヲ平 ラゲ シ 後隱謀 ァダ由 聞へ テ 追 伐 ノ 宣旨 

ヲ下サ \ ベ キ 二 テ有ソ シ 一一 親 房 公明 頻 ニ諫 メ申サ レ 

テ法勝 寺 ノ慧鎭 上人 ヲ下 サレ事 ノ樣ヲ 尋ネキ ハ メラ 

\ ベ シ ト テ旣 二 關東 へ 下ラ ムト セラ レシ 日 尊 氏 細 川 

可. K  J4J  \ ーァき R ヲ ゆ 、グ 案 か 二 奏狀ニ ハ建武 二 年 十月 日ト 

^ 守シ ープ 素^ ヲ ft ク 有 リ義皇 ノ奏狀 一一 ；； 十一 月日 トァ 

玉 百 十一. 
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V 正統 記 ュ 柬國 ハ シヅ マソ ケレ ド尊氏 望 ム 所 達 セ ズ 

シテ 謀反 ヲ起ス 由 聞へ シガ建 武ニ年 十 一 月 十！ H 餘ニ 

ャ義處 ヲ 追討 ス ベ キ由奏 狀ヲ舉 ソ則打 上ソケ レ 、パ京 

中騷勸 ス 保 曆間記 -ー 尊 氏直義 海道 所々 ノ 合戰 -ー 打 勝 

テ 諸人 降 參ス 然ル 一一 故 大塔宮 ノ御方 人臣 下 ノ中ュ ャ 

有ケ ム ^氏 識反ノ 志 ァダ由 讒シ申 テ義貞 ヲ招テ 種々 

ノカ タラ ヒヲナ シーズ 左中將 一一 申ナシ テ 上野 、ノ 尊 氏 分 

國也 她| 義桌 一一 申 宛 ケソ尊 氏 上洛 セ 、パ遨 一一 テ 討べ キ 

き S セ 

由 ヲ義處 一一 仰ス偖 尊氏ヲ 京都 ョソ 召サ X 關 東勢ヲ 、パ 

直義二 附置キ 一身 急 ギ馳參 ^'ベント 云々 尊 氏 敕定ニ 

應ジテ 上洛 ス \ 所 一一 京都 ョ ソ內々 此ノ仰 ヲ吿シ 人モ 

有ケ \  二 ャ 又直義 モ柬國 ノ士モ 不審 二 思ヒ テ留 一一 ケ 

レ \ 尊 氏 上洛 セ ズ 梅 松 論 一一 今度 尊 氏直義 一一 供奉 ノ人 

な ュ 、ノ 信 濃 常 陸 ノ闕所 ヲ宛行 つ/  、所 一一 義貞 討手ヲ 

給リテ 下向 ノ ヨシ 聞へ シ間 マヅ義 貞分國 上野 守護 職 

ヲ 上 杉 武雕禪 門 一一 任ゼ ラ ゾ 用意 ノ爲 一一 國 一一 下 か. 力、 

リシ 程 一一 京都 伺候 ノ 親類 代官 共 、ノ イソ ギ 都へ 上リ關 

東 一一 忠 ヲ存ス ダ< /ノ 又 京都 ヨリ 逃ゲ下 X 間 海道 上下 

ノ輩俄 一一 織綺 ノ如シ 

案〃 一一 中前 代 滅ビシ ハ 八月 十九 日 ナリ尊 氏 奏狀ヲ 


  I  , 五 百 十 1J  

捧ラ レシ ハ 十一 月 十日 餘ソ也 中閒 九十 日計 リ 乇 ャ 

有〃 ベ キ此ゥ チ兵部 卿 親王 ノ御事 聞へ ザ リシ 、ノ ィ 

カナダ 御 事 一一 ャ ャガ テ敕使 ヲ下サ レ シ由梅 松論ノ 

說ノ如 クナル ベ シ保曆 閒記ノ 如クナ レ 、パ義 貞ノ奏 

狀 一一 モ及 バ ズ 又 上野 ヲ此時 義^  二 給 ハソシ ト云モ 

誤 也 又此時 左中將 一一 ナサ レシト 云モ 誤 也延 元元 年 

二月 尊 氏ヲ筑 紫へ 追 落セシ 功一 一 ョソテ 左 中 將ュ任 

ゼ ラ レ キ又梅 松 論 二 義負 向フト 聞へ テ 上野 ヲ上杉 

二 宛 行 ； レシト 云フモ 文飾 ノ 言葉 也義 A 十 一 月 十 

九日 追討 ノ宣 旨ヲ給 、ノ ソ卽： n 發向 同一 一十 五日 一一 矢 

矧合戰 ナリ此 事 鎌 倉 一一 聞へ テ上杉 上野へ 下ソ義 A 

ノ 一  族ノ 代官 等 上洛 セダ ナド云 、ノ 符合 セ ヌ 一一 ャ太 

平 記ノ說 ノ如ク 一一 テ 事情 二 カナ へ ソ譬 へ義貞 追討 

ノ 宣蒙ラ レシト 風聞 ァレ、 パト テ 其 ノ 領國ヲ オシ ト 

ラム ハ豈逆 節 一一 ァ ラザー フムャ 梅 松論ノ 作者 尊氏ノ 

爲 ニ非ヲ カザ リヌ レドモ ツイ 二 其 ノ 辭ヲ？ J? ザ ジ シ 

ト 見へ シ思フ 一一 尊 氏 鎌 倉 へ入ラ レシ 後 御 使 シ テ 召 

サレ シカド モ急ニ 參 y ベ キ由 ヲ申シ テ上ラ ズ其ノ 

內ニ ォ シテ將 軍 ト稱シ 或ハ， 東國 ノ中ヲ 武士 ノ軍賞 

二 行 ヒシナ ド閡へ シ 後 二 奏狀 ヲ捧ゲ ラレ シナ〃 ベ 


シ又 太平 記-一 ハ義桌 下向 ト 聞へ テ東 兵發セ シ由ナ 

レ ド是モ 符合 セズ十 一 月 十日 餘リ 二 奏狀 京師 二 至 

ソ其ノ 月 二十 五日 一一 矢矧 合戰ナ レ 、パ 正統 記 ノ說ノ 

如ク 一一 奏狀舉 リテ則 打 立チシ ナジ 

同 十  一 0: 廿 七日 矢矧 合戦 十一 一 巧 五日 手 越 河原 合戦 皆 

東 兵利ナ クシ テ箱根 一一 引返 ク同 十二 日 箱 根 竹 下等 ノ 

戰 官軍 利 ヲ失ヒ テ 引退ク 梅 松 論 一一 サダ程 一一 直 義ハ箱 

根 山 一一 引籠乂 水飮ヲ ホリ キリ テ耍 害ト シテ 御座 ァソ 

ケダ 一一 仁 木 細川師 直師泰 以下 一 人 當千ノ 輩 陣ヲト X 

將軍ハ 先日 敕使 下向 ノ時 歸洛 有べ シト テ御參 リナ キ 

事 御 本意 一一 非ザレ 、パ深 ク歎キ 思召レ テ 今度 ノ 事條々 

御 所存 一一 ァラ ズトテ 政務 ヲ直義 一一 御 讓有ゾ 細 川源藏 


人 賴春並 近習 兩_ 


、、ヽ 


カリー 一 テヒソ 力 二 淨明寺 二 御 


1 广〜 \  - 、ドニ 按^ 一一 難 太平 記 一一 中 先代 ノ時箱 根 山 ヨリ シテ天 

迹 アリシ オト 一一 下 チモ御 當家チ モ讓 リ給ヒ シト有 ハコ ノ 事ナリ 

海道 ノ合戰 難儀 タグ 由 聞 召 シテ頭 殿命ヲ 隕サレ 、パ我 

有リ テ モ 無益 ナジタ , シ違勅 、ノ 心中 一一 於テ更 一一 思 召 

サズ 先立 テ諸 軍勢 ヲ 、パ 向ケラ レ シ カド御 遠慮 ャ有ケ 

ム 小山 結 城 長沼ガ 一 族ヲ 、パ惜 ミ止メ ラダ 其 勢 ニ千餘 

騎ヲ 先陣 ト定 メ ラレ 十一 一 Hi: 八日 縑倉ヲ 御立チ ァ ソ 

s^wl 懿人笞 根御陣 一一 加 7 テ御 合戰ァ レノ  、、へ キ 一一 


ャ ト思ヒ シ ニ將 軍謀ォ ホセ ケダ ハ我 水飮ニ 至 ソテ其 

敵 支フダ 、パ カリ 二 テ利 ナカ ダ ベ シ莒根 山 ヲ越テ 合戦 

セ 、パ敵 驚 キ騷ガ ン所 ヲ破ラ ン事案 ノ內ナ ゾトテ 十日 

ノ夜竹 下路夜 ヲ籠メ テ明ダ ヲ マチ 辰ー點 一一 新田 ノ脇 

屋 ヲ大將 一一 テ足柄 明 神 ノ南ノ 野 一一 ヒカ ヘシ 一一 味方 ノ 

先陣 山 ヲ下リ テ野山 一一 打 上リ小 坂ノ下 一一 テカ ケ合ヒ 

戰ヒシ 一一 敵堪へ ズ シテ 引退 クヲ勝 一一 乘リテ 三十 餘里 

追 詰 メ テ 藍澤原 一一 テ數百 人ヲ打 トダ翌 十二 日 京勢駿 

河 一一 引退 ク 

按〃 -ー 此說尤 實錄ト 見へ シサラ 、パ 太平 記 一一 尊氏翼 

ヲ切テ 建 長 寺 一一 入リ シヲ直 義鎌倉 一一 歸ソテ 上 杉 伊 

豆 守 重 能ト謀 リテ作 リ綸旨 ヲ書キ テ 引出 セ シトァ 

\ ハ尊氏 ハ勅ニ 背 カザ ソン 力 ド直義 ノ詐謀 ナリト 

云ハ ム爲ニ 作レダ 言 也 

* 方 ハ竹下 佐 野 山 伊豆 國府三 ケ日ノ 合戦 二 打 勝チ今 

日 十三 日 二 兩大將 一 手-一 成テ 府中 ョ リ車返 浮 島 原 二 

至 , 迄陣ヲ ト ラ ズ ト云 所ナシ 十四日 御 逗留 有ケ , 議 

二 云是 ヨリ 兩大將 鎌 倉 一一 御歸 有リテ 關東ヲ 御沙汰 有 

ベ シ又 一議 一一 譬 へ 關東ヲ 全 シ給フ トモ 海 東京都 ノ 合 

戰 大事 也 シカシ 只 一 手 二 テ御立 アルべ シ ト有ケ レ パ 


護 史餘論 卷之ニ 


玉 百 十三 


讀史餘 論卷之 二 

同 十五 日 海道-一向 フト云 々延无 元年 8|气 正月 

十：：： 妙. 氏 都 一一 入 帝 、ノ  a 山 へ 遷幸 內裡 兵火. ノ 爲 一一 ャカ 

〃十二  E 蓊良 親王 北，：： Effi 家 江 州-一 着ク 佐々 太 氏賴ガ 

觀昔寺 城ヲ 落ス 十六 日 11 城 寺 合戦 官軍 利 有 シカド a 

, ヲ追 テ破ラ y 廿 七日 八日 九日 合 戰尊氏 終 一一 利ナク 

シテ丹 波へ 奔 y  二  H  二日 山ョ リ還幸 花山院 一一 入御 五 

日顯 家義 州 二  フ 十三 日 櫻 山 合 戰尊氏 直 義魚御 

堂 二 テ旣 一一 自害 セ ム トス 細 川卿ノ 律師 諫テ 九州 一一 赴 

ク梅松 論 一一 晦： W  ノ夜半 一一 合戦 始ヅテ * 方 破 レテ其 日 

ノ夕 二 丹 波 ノ篠村 二 御陣ヲ 召サル 二月 朔： W 猶都 二 攻 

入べ キ 沙汰 有 リシ カド返 テ功ヲ ナス ハ 武略 ノ 遨也ト 

テ 細川ノ 人々 赤松 以下 西國ノ 輩ヲ案 內者ト シテ先 御 

1： ヲ 兵^: ノ. SS  二 移サ , ベ シトテ 同 二  =: 三！ n  二 兵 庫一 一 

御お アル 所-一先 皮 ノ御敎 書 一一 ヨリ テ周防 ノ大內 長 門 

ノ 厚東 兵船 五 百餘艘 一一 テ 參リケ レ 、パ此 新手 一一 テ 都へ 

攻入ル ベ シ トー プ 二月 十日 兵 ヲ立 チ給ヒ シ 二 楠 和 泉 

河 内 ノ勢ヲ 率 ヰ テ西宮 一一  テ 終日 戰ヒテ 如何 思ケ ン 

^一一  入 テ正成 引返 ク十  一 H 細川ノ 人々 大將  一！ テ周防 一 

長！： ノ勢 攻上ル 一一 篛贞瀨 川 河. S 一一  テ掛合 テ戰フ 細 川 

和 氏 ノ弟賴 ^ffi 手 オフ タガ ヒ 一一 陣ヲ 支へ テ人^  ノ& 
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ヲッガ セケソ 其 夜 深テ. 圓心竊 一一 將軍ノ 御前 一一 參テ申 

ケグ ハ譬へ 此陣ヲ 破ソテ 都 一一 攻入 トモ * 方 勞レテ 大 

功ナソ 難シ暫 ク御陣 ヲ西國 へ 移サ ゾ 軍勢 ノ氣ヲ モ ッ 

ガセ^ ヲ モ ヤス メ 弓箭 ノ 用意 ヲ モナ サレ 重テ 上洛 ァ 

ラン 力 凡 合戦 一一 ハ旗ヲ 本 トス 官軍 ハ錦ノ 御 旗 ヲ先ダ 

ッ 味方 ハ此ニ 對ス X 旗ナケ レ 、パ 朝敵 二 似 タリ 所詮 持 

明院殿 、ノ 天子 ノ 正統 一一 テ 御座 ァレ パ 先代. U ビ シ後定 

テ叙盧 モ心ョ カラジ 急テ 院宣 ヲ申 下サ レ テ御 旗ヲ先 

立 テラル ベ シ 去年 身方 利 ヲ失ヒ シ ハ大將 軍 西方 二 在 

シ 故ソレ 二 向 ヒ給ヒ シカ、 パ每度 ノ戰利 ナカ リシ サレ 

ド御： 連 一一 ヨリ テ御 上崇ハ 相違 ナシ 今西國 ヨリ 攻上ラ 

、パ 洛中 ノ敲ハ 大將軍 一一 向べ シ カタぐ 御 本意 ヲ達セ 

S ベ シト苒 三 忠言 ヲ盡 シ申ケ X 程 二 夜半 計 一一 瀨川 

ノ御陣 ヲ退テ 十二 日 卯 刻 兵 庫 一一 入 給 フ 直義 、ノ 猶立歸 

ソ テ摩 耶ノ麓 二 御座 有テ イカ 二 モ都ニ 向テ命 ヲ捨べ 

キ 御所 存ナ ソシヲ 將軍御 問答 頻 一一 有テ 兵 庫 一一 御歸有 

酉 時 パカソ ョ ソ船ド モ 二 乘始戌 時、 パ カジ 一一 御座 船ヲ 

一 出サ ダ 備後辆 二 御着 有^' 所 -ー 三 寳 院惯 正贊俊 敕使ト 

シ テ 持 明院殿 ヨリ 下 サル是 一一 ヨリ テ人々 勇 ミア ヘリ 

今ハ 朝敵 ノ儀 有ル ベ カラ ズトテ 錦 ノ御旗 ヲァグ ベ キ 


由 國々 ノ大將 二 仰 造 ハサ レケ ダコソ 目出度 ケレ 0 

說ノ 如クナ レ パ持明 院殿チ 北朝 二 143  L  JJ^IC 正 一 It- ト £ ス 

ノ主ト ナセシ ハ 赤松 圆 心が 謀 也 一 ー戶. tu プ ーフ； ^ーフ la» ス 

義负ヲ 左中將 二 爲サ レ 義助右 衞門佐 一一 ナサ ダ拆モ 尊 

氏 ハ 筑紫 下向 ノ時 京都 ョ リ討 手下 ラ 、パ 防グ ベ シ ト テ 

西國 II 作 へ ハ細川 一 族播磨 二  、ノ 赤松 備前 -ー 、ノ 尾 張 

左衞門 督氏賴 ヲ大將 一一 テ三 石ノ城 一一 兵 ヲ停メ 備中 、ノ 

今 川 安木 二 〖桃 井 闳 ^二 ハ大內 畏？： 二 ハ厚東 等ト定 

テ宗像 大宮司 ガ館 一一 着給ヒ シ 一一 少貳 入道 妙惠 子息 太 

郞賴尙 等 味方 -ー 參 レゾ 其 後 菊 地 掃 部 助 武敏宫 方 二 テ 少 

貳ガ城 ヲ攻テ 妙 恵； S レ シカド 多々 良 濱ノ戰 二 菊 地 打 

マ ケ テ 松 浦 河 田 、ノ 降參 ス菊地 モ城ヲ 落 サレテ 深山 二 

通レ八 代ノ城 モ落チ 阿蘇 大宮司 ガ 兄弟 秋 月 備中守 等 

、ノ 自害 シケレ 、パ 九州 悉ク 尊 氏 二 屬シ 又 陸 奧常陸 二 モ 

朝敵 起 レリ ト閡ュ 先 東 國ヲ鎭 ラダ ベ シ トテ顯 家ヲ鎭 

守 府將軍 トシ テ被レ 下義貝 一一 ハ 十六 ケ國ノ 管領 ヲ許 

サ レ « 氏 追討 ノ 宣旨 ヲ ナサ レ 義貞播 磨 一一 向 ヒ 義助備 

前 一一 向フ 尊氏ハ 赤松 尾 張 難儀 ノ由ヲ 聞- ズ九國  一一 、ノ 一 

色 入 道 仁 木 右馬助 松 浦 黨幷國 人 等 ヲ 停メテ 四月 三日 

有テ ヲ タツ 五月 五日 備後辆 二 着キ テ コ 、 二 テ軍 評定 

宰 府少贰 賴尙ガ 異見 一一 ョ ソ テ 尊 氏 " 船 直 義ハ陸 ヨリ 

讀史餘 論 卷之ニ 


上 ラダ ベ キー 一定 マ〃 

按ダ 二 太平 記-一 ハ此時 五月 二日 尊氏嚴 島-一 詣デ三 

日參籠 有シ 結願 ノ日 一一 三寳院 僧正 資俊京 ヨリ 下ヅ 

テ 後伏見 院去 ^ 四月 六日 一一 崩 ジ給ヒ シ ガ未ダ 崩御 

ナラザ グ內ニ ナサ レ シ 院宣 ヲ持來 レリ ト見ュ 尊 氏 

ソノ 五日 ノ日 一一 嚴嶋ヲ 立ット 云々 梅 松 論 ノ說ナ レ 

、パ去 正月 晦日 尊 氏 京 軍 一一 打負筑 紫へ 下 ラレ シ時ニ 

備後辆 一一 テ持明 院殿ノ 勅使 賢 俊來レ レノ 也 異本 太平 

記 ヲ考〃 二 一 一月 八日 二 兵 庫 ヲ落チ 十三 日 二 多々 良 

濱ニ 付シト 見へ タソサ ラバ 兵庫ヲ 落 シ 時 院宣 ヲ申 

請 テ辆ニ 至ラ レ シ時ニ 勅使 下, ベ キュア ラ ズ 思 フ 

二 九州 ョ リ登产 トテ辆 二 至ラ レ シ時 一一 賢 俊 來會セ 

シナル ベ シ伹 錦ノ御 旗ヲ. サス ベ シト 諸國ノ 味方 二 

觸レ ラ レ シ事ハ 未ダ 院宣 、ノ 下ラネ ドモ已 一一 持明院 

殿へ 院宣 ヲ 申請 シ上ハ 味方 ヲ勇マ ス ベ シト テ推テ 

錦 ノ御旗 ヲ用ヒ ョ ト ハ申サ レ シ 成べ シ是レ 臨時 ノ 

謀 二 出シト 見へ タジ 

力 ク テ大江 田 式部 大輔 直義ノ 爲 一一 備中福 山 ヲ落サ レ 

義助 ニニ 石ヲ打 捨テ播 磨へ 引ク 義貞ハ 播州 加 古川 二 

テ 備前美 作 ノ勢ヲ 待 受ケテ 兵 庫 へ 引退 陣ド ラ \ 此由 
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ヲ奏 セラ レ シカ、 パ楠ヲ 兵 庫へ 下サレ テ義貞 一一 カヲ合 

ス ベ シト也 五月 二十 五日 湊川 ノ戰 一一 楠 兄弟 討死 ス官 

軍 都 -ー 歸ダ 廿 九日 帝 山門 へ 遷幸 同日 尊 氏 都 - 一入 ^'建 

武ノ曆 ヲ用ヒ 後伏見 第 ニノ 皇子 豐仁 親王 ヲ位 一， 一 ッケ 

ゆ サン ト ス g 六月 一 一 日 京 勢 山 へ 向フ 官軍 難儀 一一 及ブ 

十日 一一 光厳 院 重祚 ァヅ 二十日 合戦 晦日 官軍 京 ヲ攻メ 

テ利 ヲ失フ 七月 十三 日 義貞京 ヲ攻メ テ 敗 ス 長年 討死 

ス 


讀史餘 論卷ー 一 終 


讀史餘 論 卷之三 . 

1 足 利 殿 北朝 ノ主 ヲ建ラ レ シ事幷 室町 家 代々 將 

ノ  WT 

八月 十五 H 光 W 院御卽 位 g 六 十月 十日 ,j 帝都 一一 還 幸 

是ョ リサ キ ft 氏ヒ ソ 力 二 使ヲ參 ラセ 去年 ョ リ讒 ロノ 

タメ 一一  敕勘ヲ お リシ 一一 義貞義 助事ヲ 逆鱗 一一 ョセテ 日 

頃ノ憤 ヲ散ゼ ン トス ッ故 一一 ャム コト ヲ得ズ シ テ此亂 

天下 一一 及ブ尊 氏 讒 一一 ォチテ 罪 蒙ソ シ コ トヲ憐 ミ給ヒ 

テ 還幸ヲ ナサ レン 一一 ハ 供奉 ノ諸卿 降參ノ 輩悉ク 本官 

本铋 ヲ復シ 天下 ノ 成敗 ヲ 公家 一一 任 セ申ス ベ シト テ吿 

文ヲ奉 リシ 力、 パ 都へ 御 出 有べ キ二極 リーア 九日 ノ朝ヒ 

ソ 力 一一 山門 ヲ 御 出 有べ キ時  一一 ノ ゾ ミ テ 掘 口 美 濃守貞 

滿馳 參リテ 一 族 百 六十 三人 郞從七 千 六 百 人 朝 ノ御爲 

一一 ^氏 ト戰テ 命 ヲ落セ シ條々 ヲ ナグキ 申セシ 力、、 ハ義 

^兄弟 ヲ 召サレ 東宮 中務 親王 恒 良計 幷尊良 親王 ヲ 力 

ノ 兄弟 一一 屬セ ラ レ テ越前 一一 下サ ゾ テ帝 、ノ 都 へ 御出ァ 

讀史餘 卷之 三 


y シヲ花 山 殿 一一 押籠テ 供奉 ノ 武士 共 ハ悉ク 大名へ 預 

ケ ラレ タリ 義貞 ハ敦賀 一一 着- ァ 東宮、 一 宫ヲ守 リ參ラ 

セ テ 其 身 \ 金 崎 一一 子息 義顯ヲ 、パ 越後 へ 返 シ 義助ヲ 、パ 

杣山ノ 城へ 遣ス 十二月 廿 一 日ノ 夜帝吉 野へ 潜 幸 源 親 

房 伊勢 へ 奔 X 梅 松 論 一一 此上 ハ 京 中 一一 御 敵 出べ シ ト テ 

急ュ 東 寺へ 警固ヲ 遣サレ シ 一一 將軍 宗徒 ノ人々 一一 御對 

面有テ 此間君 花山院 二 御座 ノ故 一一 警固申 事 其期ナ シ 

武家 ノ煩 迷惑 ノ處 一一 今一 一 出御 ハ 大儀 ノ中ノ 吉事 ナ ゾ 

定テ潜 一 一 畿內ノ 中 一一 御座 ア^ ベ キ 力 御 進退 ヲ歙慮 一一 

任 セラ レ テ 自然 一一 落着 セ 、パ 然ダ ベ キ 事也ト テ有シ 力 

パ 人々 不思議 ノ事 一一 ゾ申 合ケダ 延元 一 一 年 „f  1^ 正月 

右大臣 公資 大納言 師基中 納言實 任吉野 二 來ダ 三月 中 

納 言惟繼 大藏； 卿 菅原在 氏 左大辨 宰相 淸忠吉 野 -ー 來〃 

同 六日 金 崎 陷尊良 親王 並 新田 義顯 自害 太平 記 ヲ按ズ 

\  二 去年 義助義 顯敦賀 ヨリ 杣山 -ー 行キ シ 一一 足 利 尾 張 

守高經 ガ催シ 二 テ瓜生 判官 保 心替リ シケレ 、パ 其弟義 

鎞房 一一 義助息 式部 大夫義 治 ヲ 預テ義 助義顯 、ノ 敦賀 へ 

歸〃 纔 十六 騎 一一 テ金 崎へ 入, 斯テ敵 ハ 金崎ノ 城ヲ攻 

〃事 年 ヲ經テ 春 一一 成ケソ 瓜生ノ 兄弟 等義治 ヲ 大將 二 

シ テ杣山 一一 旗ヲ ァ グ兄ノ 判官 モ金崎 ノ攻衆 一一 テ有シ 

玉 百 十七 


讀史除 論 卷 之 三  

ガタ バ 力 ソテ城 一一 歸レ リ斯テ 金 崎ノ後 詰セ ン トテ越 

前ノ府 一一 テ戰フ 瓜 生 利 ヲ失テ 里 見 伊賀 守ヲ初 メテ瓜 

生 兄弟 甥ノ七 郞討ダ 金 崎 一一 テ カク ト 聞テ義 A 義助等 

杣山 一一 入テ金 崎ノ寄 手ヲ 拂フ諫 ヲ囘ラ サン トテ 二月 

ノ末 一一 城ヲ 忍ビ 出ヅ 瓜 生悅ビ テ 後 詰 ノ事ヲ 談 ソシク 

チ 一一 城落テ 一 宮義顯 ハ 自害 ス宮ヲ 、パ船 一一 テ落 シ申セ 

シヲ生 捕, 四月 五日 關白 左大臣 經忠吉 野 へ #\ 同廿 

六日 經忠 ノ^ 墓嗣 北朝 ノ 關白タ リ. 同月 義貞杣 山 ョ "ノ 

起〃 九 c 義良 親王 顯家 西征 南朝 延元 三年 西 

征ノ官 兵 去年 十二 H 十三 日 上野 利根 川 合戦 十六 日武 

州 安保 原^ 戰廿 四日 鎌 倉 所 々 合戦 此年 正月 美 濃國靑 

野 八 n 戰ニ 月 義贞 陷，， 府中， 高 經奔二 於 足 羽 城-十四 日伊 

勢^ 津河俣 川口 所 々 戰 一一 官軍 利 ヲ 得テ廿 八日 ^良 合 

戰 二 京 勢 利 有義良 親王 吉野 へ 入 ラセ 給ヒ 顯家ハ 河內 

へ お ヒ 顯信 八幡 一一 陣 ス 五月 廿ー 一日 和州堺 浦合戰 官軍 

敗 シ顯家 討死 ス 一一 一十 七月 十 一 日 八幡 糧盡テ 官軍 返ク 

閎 七月 一 一 日 足 羽合戰 義^ 討死 ^ 十 同 十三 曰 恒良 遭レ害 

^ 廿 一 日 成 良 是 ョ リ先義 負黑丸 ヲ落サ ム ト テ 

向ヒ足 羽ノ城 ヲ攻シ ム 官軍 利 ナク義 A 兄弟 河 合ノ庄 

二 陣シテ 大兵 ヲ集メ 七 ケ所ノ 敵 城 一一 向ヒ自 、ノ 籐島ノ 


 五 百 十八  

城 一一 向ン トテ纔 五十 餘騎 一一 テ 微行 セ シ ヲ細川 出 羽 守 

鹿 草 彥太郞 藤 島 ノ後詰 セント テ 打出シ 一一 行 合 ヒ矢ニ 

中リ テ死ス 同月 廿 五日 義良尊 澄 親王 幷宮々 一 品入遨 

親 房顯信 以下 結 城 道 忠東兵 ヲ集メ テ勢州 一一 赴ク 八お 

廿 八日 北朝 改元 尊 氏 上 首 拾 一 人 ヲ超テ 正 二位 大納 3 

征夷 大將軍 直 義從四 位 上 左 兵 衞督兼 相 模守征 東將軍 

ト成ク 九月 十 一 日東國 下向 ノ船豆 州 三 崎 一一 テ 風-一 逢 

ヒ悉ク 覆沒ス 親王 顯信 ノ船ハ 勢 州篠島 へ 吹戾 シ 親 房 

ノ船 ハ 常 陸 ノ內海 一一 着 尊 澄 親王 尊 良 親王 ノ 御子 一 品 

ノ宫ノ 船" 遠 州 白羽 ノ 湊 一一 われ I" 井 花園 宮懷良 親王 

ノ 御船 、ノ 四國 一一 着是 ョ ソ 鎭西 一一 御 下向 有 ベ シ ト 也 八 

月 九日 帝 不豫同 十五 日義良 親王 ^踐祚 十 六日 帝 崩 

1 十 十月 後村上 卽位親 房 常 陸 ヨリ 祌皇 正統 記 ヲ獻ズ 

〔按 #  -ー  此時宫 方-一 志有ダ 人々 ハ 大和 河 內紀伊 伊賀 

伊勢美 濃 尾 張 遠 江 越 前 越 中越 後 信 濃 上野 武藏出 雲 

伯耆備 後備 中 安藝 石 見播磨 伊豫 淡 路常陸 陸 奥 一 一十 

五ケ 國ー 一充 滿ス〕 

曆應 三年 麵^ S: 春 二月 親 房 常 陸 小 田城ョ リ 職 原抄ヲ 

獻〃 五月 顯信奧 州 ノ國司 ト成白 川ノ城  一丁 ソク義 助 、ノ 

去年 冬 新 帝 ヨリ ノ敕ヲ 請 テ黑九 ノ城ヲ 攻落シ タリ 高 


經富樫 城-一 落ッ 其 後 京 勢 多 ク下 テ杣山 ノ城モ 落サレ 

美 濃 根 尾 城 一一 籠 ソン ヲ 土 岐ガ爲 一一 落サ レ 郎等 七十 三 

人ヲ具 シテ竊 一 一吉 野 殿 一一 參だ 臨時 ノ 宣下 有テ 一 殺ヲ 

加 へ ラレ 當參ノ 一 族 相 隨フ兵 迄或ハ 官位 ヲ進 メラ レ 

^ ハ ©:ぽ ヲ 易 f レ 南 嘲 記 @レ1 ハ 信^へ 赴 キン レョ リ美遨 raTa 

^  ノ  1*5  0,,  ノ  ノ へ落チ 伊勢 チ終吉 野へ 來シト 見へ タリ gs 

ノ路 ヒラケ シ ト閜 へ テ刑部 卿義助 、ノ 四 國西國 ノ大將 

ト ナリテ 四月 二日 吉野ヲ タチ 二十 三日 一一 伊豫 ,ー 着 幾 

程 ナク五 月 四日 國府 一一 テ俄 一一 病死 セリ H 翻 f| 一； Sf 棚 

ハ興國 元年 九月 十八 日ト記 サか然 ラバ 五月 二 死セ ^/口 三 UL 南朝 

シ ト云亊 一 定ナ ラン 二 ハ興圃 ニ年ノ 五月 ナ か ベ シ A^VKT 三 与 正 平 

に 六月 直義 男子 ヲ儲ク 其 後 東國ノ 官兵 モ 次第 一一 勢衰 

へ ヌ A 和 四 年 八月 一一 楠 正 行兵ヲ 河內 一一 起ス京 

勢 利 ヲ失フ 事 度々 一一 及ブ 十二月 武藏 守師直 越後 守師 

泰四 國中國 東海 東 山 一 1 十餘州 ノ兵ヲ 率 テ向フ 间五年 

^正月 四條繩 手ノ戰 一一 正 行討レ シカ、 パソレ ヨリ 師 

直 兵 ヲ進テ 河內 一一 向 ヒ吉野 一一 攻入 ケ レ パ 南 帝 、ノ 加 名 

生 一一 遁レ 給ヒ ヌ師 泰河內 一一 向 ヒ楠正 儀 ト戰へ パ師直 

、ノ 京-一 歸ダ 四 巧 宫內大 輔直冬 西國ノ 探題 一一 ナサ ダ是 

、ノ尊 氏ノ忍 ビ-ズ 一 夜通ヒ シ 越後 局ノ腹 一一 出來シ ナリ 

相 校 東 勝 寺 ノ喝食 ナダヲ 男 一一 、ゾテ 京へ 上ス玄 慧申ケ 

レ パ直義 對面シ 去年 五 巧 紀州ノ 宫方起 リシ 時 右兵 蔚 


佐 ニナ サレ テ大將 ヲ給リ シガ靜 謐シケ y 此度 直義ノ 

計ヒ 一一 テ 備前迄 下 セシ ト云フ 園太曆 一一 ハ 長 門 一一 發向 

彼ノ國 一一 テ八 箇國ノ 成敗 ヲ掌 y ト有 八月 直義 師直ヲ 

殺 サン ト謀 ゾシ 一一 事 顯レ師 直弟ノ 河 內國石 川 河原 二 

陣セシ ヲ迎フ 多勢 一一 テ 九日 ノ酉刻 計 一一 京 一一 歸ク 十一 

日ノ夕 一一 圓心則 祐等師 直ガ宅 一一 行シ 一一 師直 彼等 ヲ國 

一一 返 シ テ 直 冬 ノ備後 ョソ上 ラン ヲフ セグべ シ ト云フ 

十二 日ノ宵 ヨリ 洛中 騷動 直義師 直ノ家 一一 軍勢 馳參〃 

直 義へ參 か モノ 七 千餘師 i ミ三条 ^  ご,， - 1 UT  - 一  r  、 

直へ 疆セシ モノ 玉 百餘 灣 F 三 偕 顧へ 使 シーア 一 別 ニォ ノ 

ス ベ シ ト有シ 力、 パ直義 將軍ノ 近衞東 洞院ノ 御所 二 入 

ダ 十三 日ノ 卯 時 師直其 子 武藏五 郞師夏 等將軍 ノ 第ヲ 

力 コ ム 上 杉 畠 山 一 一人 ヲ給ラ ン ト云 タリ 直義 ノ申サ レ 

シ 旨-一任 セ今 ヨリ ハ左兵 衞督殿 一一 政道 ィ & ハセ 給フ 

事ァ ラ ジ 上 杉 畠山ヲ バ 流サ , ベ シ 妙吉 侍者 ハ 元ョソ 

抖擻 桑門 ノ徒 タリ 生捕ュ 所ナシ 宜シク 尋サタ ス ベ シ 

ト有シ 力、 パ 無事 一一 成 タグ 直 冬 モ辆ュ ォ 、ノ セ シヲ師 直 

近國ノ 地頭 御家人 等 討奉レ ト云シ 力、 パ押ョ ス 辛ジテ 

九州 へ 落 行將軍 ゝノ 箱 根 竹 下 ノ時ョ リ 天下 ノ事ハ 直義 

一一 讓ラ レ シ  一！ 今 、ノ 直義ノ  口 入 一一 及ブ ベ カラ ズ 關東 ョ 

左 馬頭 義詮 ヲ急ギ 上洛 セシ メテ 政遨 ァ ソ 師直 諸事 


讀史餘 論卷之 三 
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ヲサク シ 申べ キ 二 定ソ 十月 四日 二 鎌 食 ヲ タ チ廿 二日 

一一 入洛 有ソ廿 六日 三 條坊門 高 倉 直 義ノ家 一一 移リ 政務 

ヲ 執行 ノ 沙汰 始ァ リ 直義 、ノ 細 川 兵 部 大輔顯 氏 ノ 錦 小 

路^ 河 ノ家 ニ移ラ \ 師直 師泰カ ク テ 、ノ 始終 憤ヲ 止 ラ 

レジ トテ密 一一 失フべ シト 聞へ ケレ 、パ某 ノ疑ヲ 散ゼ ン 

トテ世  一一 Sfi ナク身 ヲステ ラレ シ 心ヲシ ラセ ム トニ ャ 

士 一月 A 日出 家ス 于レ時 S 十 1  一? t【"l; 上 杉 伊豆 

守靈能 S 山 大藏少 輔直宗 ハ 同ジク 越 前 一一 流サ レ シ ガ 

二人共 二十 二 月 ノ末ッ カタ 一一 師直ガ タメ  二 配所 二 テ 

殺サレ タリ 明 y 年 1 一月 改元 有 リ觀應 トイ フ 稍認直 

冬 ヲ可レ 討 由 御 敎書ァ リシ 力 ド是ハ 師直ガ 所 爲ト知 

リ テケレ パ 討 人 モナ ク 少 貳賴尙 ハイ 力、 >  思 ヒケム 婿 

君ト ナス 石 見 住人 三角 入道 直 冬 一一 應ジ テ國中 ヲ討隨 

フ \ ト開 テ師泰 六月 廿日 一 一 發向カ 、ル所 一一 九國 一 ー嶋 

直 冬 一一 屬ス ト聞 ヘシ 力 、パ師 直將軍 ヲ勸メ 征伐 セ シ ム 

十！：：： 廿 八日 發向 有べ シト 聞へ シ前ノ 夜直義 逐電 是ハ 

師 E ガ今. W 竊 一一 討 參 ラセ テ西國 へ向フ ベ キト 計フト 

聞へ シガ故 也師直 ハ サガ シ參 ラセ テ後 一一 御發向 有べ 

シ ト云シ 一一 將軍 "用 ヒ給ニ ァ發向 ナリキ ；^: gwif 

直義ハ 大和へ 赴 キ越智 伊賀 守ヲ賴 テオ 


、ノ セ シ、 ガ吉野 殿へ 降參セ ラ レ タソは 一^ ノ カク テ直 

義 一一 屬ス ル 兵數ヲ シラズ 京 一一 オハ セ シ義詮 早馬 ヲ立 

テ 將軍ノ マ シ マ ス備 前ノ福 岡へ 吿ラ X 尊 氏 師泰ニ モ 

早々 引返 ス ベ シト 下知 セラ ル師 直彼ガ ル ヲ待タ マ 

フ事モ 日 數經シ ト テャガ テ福岡 ヲ立テ 上洛 ァリ 直義 

、ノ 勢ノッ カヌ內 一一 京ヲ 攻落ス ベ シ ト テ觀應 一 一年 正：：：： 

七日 八幡 一一 陣ヲト X 越中ノ 祧井右 馬頭 直 常 モ 東 坂 本 

一一 ック義 詮ノ勢 H ！々 二 落失セ シ 力 、パ 尊氏ト 一 所 ニナ 

ソ テ戰ァ ラム トテ 正月 十五 日 西國ノ 方へ 落 ラル 桂 川 

ヲ渡ソ 向 明 神ヲ南 へ 打 過 y 程 一一 テ將 軍師 直 一一 行逄ヒ 

祧井ガ 勢 ト戰テ 利 ァリ祧 井大岳 ニ陣ト レ 、パ將 軍 父子 

ハ 都 一一 入 此夜京 勢 大半 八幡 ノ勢 一一 加ハリ ケレ、 パ カク 

テ 、ノ 都 一一 叶フ ベ カラ ズ西 國ノ方 へ 退 キ中國 東 國ノ勢 

ヲ催シ 軍ァ, ベ シトテ 明 ル日ノ 肝ナ 丹 波路 ヲ西 へ ォ 

チ義詮 一一 ハ仁木 賴章義 長 等 ヲ付テ 丹波ノ 井原 石 ffi  二 

止 メ將軍 ハ書寫 坂 本 一一 陣ヲ トラ, 師泰モ コ、 一一 來リ 

逢フ 八幡 ヨリ ハ石堂 右^ 權頭賴 房 ヲ大將 一一 テ書寫 坂 

本 ニ向ケ ラダ 師泰ガ 多勢 加ク. ト聞テ 石 堂 ハ播 磨ノ光 

明 寺 一一 陣 ヲ取テ 八幡 ノ 加勢 ヲ乞 フニ 月 三日 將 軍書 寫 

坂 本 ヲ立テ 石 堂 一一 向 ヒシガ 城 力 タク 見へ タレ 、パ將 軍 


、ノ 引尾-一 師直 ハ泣尾 一一 陣シテ 矢軍ス カク テ 八幡 ノ加 

勢來ゃ ョ シヲ 聞テ先 其勢ヲ ャ ブラ 、パ 敵悉 ク敗シ ヌ ベ 

シ ト テ 光明寺 ヲ捨テ 一 一 月 十一 一 日 兵庫ノ 湊川 へ 馳向 ハ 

〃同 十七 日 一一 小淸 水ノ戰 一一 利 ヲ失ヒ 松 岡 ノ城ー 1 コ モ 

リ 味方 コ ト ゴ トク 落 行ト聞 テ將軍 ヲ始テ 高家ノ 一  族 

七 人 宗徒 ノ侍 二十 三人 旣 一一 自害 セ ム ト仕タ マ ヒシニ 

饗場命 鶴 丸 合 體ノ事 調 ヒ シ 由ヲ吿 * リ シカ、 パト カク 

評定 有シ -ー 執事 兄弟 降參 出家 ノ 議 一一 落着 シケ リサ レ 

ド 猶子 播磨 守師冬 、ノ 鎌 倉殿ノ 執事 一一 テ東國 一一 勢ァ V 

事 ノ體誠 二 難儀 ナ ラ バ 兵 庫 ヨリ 船 一一 乘テ 鎌 倉 二 下ラ 

ムト 兄弟 約諾 セシ ガ柬國 一一 モ亂起 リテ師 冬 甲斐 ノ國 

へ 落シ ガ終 一一 自害 シ ケリト 廿 五日 ノ 夜半 一一 聞へ テケ 

リコ ノ上ハ トテ 兄弟 入道 シ テ降參 二 ナリテ 出 ヅ將軍 

上洛 シタ マ へ パ師直 兄弟 供舉ス 武庫 川ヲ 過, 程 二 テ 

一 族殘ラ ズ討レ テ ケ リカ クテ廿 八日 一一 尊 氏 都 一一 歸ソ 

ク マ ヒ義詮 モ丹波 ヨリ 上洛 シ直 義モ 八幡 ヨリ 歸 リタ 

？  V  ノ是ョ リ先 二十 五日 一一 直義ノ 三 V に 力 テ リ 

- しケ子 五^ ナヤが 八幡 一一 テ死  一 ニノ ャラ ヲ售^ ァ 

テ ー獻ノ 禮有レ ド互ノ 言少ク 無興氣 二 テ 歸 ラレ タグ 

此後 政務 ノ 事相 互 一一 問答 ァリテ 直 義^ 門 政務 一一 落着 

歟 將軍ハ 佐々 木 邋譽ヲ クタ ダ ベ シトテ 進發義 詮ハ播 


州 一一 進 發東寺 一一 テ相 逢禪門 一一 可い 尋ノ由 音 通ノ事 有 

シ 力 、パ 七月 晦日 ノ夜直 義京ヲ ォチテ 越 前 二 赴ク八 

十八： n 尊 氏 近 江錢宿 一一 陣シ テ 禪門ヲ 征伐 ァ ラム トス 

0^. ハ 石堂祧 井畠 山ヲ 大將ト シ テ八相 山 一一 陣 ドラ シ 

ム si は 八日 八 相 山 合 戰禪門 方 越 前へ 返ク畠 山 阿波 

將監ハ 兄弟 和睦 義詮 政務 ノ事ヲ 執 シカド 禪門不 レ許國 

淸將軍 へ參, 是 ヨリ 將軍方 へ 參ダ者 多 力 リシ 力、 パ越 

前 二 ハ溜 ダ可ラ ズトテ 十月 十八 日禪門 北陸 道 ヲ經テ 

鎌 倉 二 下グ .t^u 月 十月 廿 三日 將軍鎌 倉 -ー 下向 義 

詮 ハ 在京 十 一 月 晦日 將軍 薩陲山 二 陣ス禪 門 宇都 宫ガ 

薩 陲山ノ 後攻 セ ム トス ル ト聞テ 軍勢 ヲ向 ミヅ カラ 、ノ 

薩陲山 一一 向フ 十一 一月 廿 七日 宇都 宮所々 ノ戰 一一 討 勝テ 

薩陲山 ノ 後 _lg ス 禪門 ノ 兵潰テ 伊豆 ノ 國府 一一 奔 , 仁 木 

義 長攻ケ レ 、パ ^門 北條 一一 落ッ愛 一一 モ タマ リ兼テ 伊豆 

ノ 御山 へ 退 キイ ヅ地 へモ落 ユタ 力 自害 有べ キ ャト有 

y シ 一一 又 和睦 ノ事 有テ降 參シ正 月 六日 ノ夜鎌 倉ニ歸 

. ぶ 太平 記 一一 中 先代 ノ時 天下 ヲモ御 當家ヲ モ讓リ 申 

給ヒ シ事ヲ 大御所 ハ 忘 レ給ハ デ只 イカ 一一 モ シ テ大休 

寺 殿 ヨリ 寶筐院 殿へ ゥ. ック シク夭 下 ヲ讓リ 申 サセ給 

へ カシト ノ 御 方便 故  一一 » 州 井出 ノ合 戰ノ時 モ 師直師 
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泰討レ シ モ^メ 給 、ノ ズ又由 比山ノ 合戦 ノ 後上 杉 民 部 

大 輔憲顯 伊豆山 一一 引 分レ テ 落行キ シ モ 大御所 ハ咎メ 

給 ハ ズ 又 御 合體ィ ト、 > 定 マソ キソ ノ 一一  ッ キ兩 御所 竊 

一一 御 談合お ケ X 一一  ャ 京ノ坊 門殿ハ イカ 一一 申サ セ給フ 

ト モ御 改サセ 給ヒ難 シ然ラ 、パ終 一一 天下 ヲ保セ 給ヒ難 

力 \ べシ タト へ 御 政道 少シ違 フ事有 トモ 關東 大名 等 

一同 セ、 パ 日本 ノ 守護 タ \ ベ シ然ラ バ 又此 御兄弟 ノ中 

一一 鎌 倉 殿 ヲ置カ レ テ 京都 ノ御守 目 一一 成 シ申サ レテメ 

デ タカ だ ベ シト御 內談有 テ坂東 八 ケ國ヲ 、パ光 王 御料 

基 氏 一一 譲 リ申サ レ テ 御子々 孫々 坊 門殿ノ 御代々 ノ守 

タ \ トク \ ん\き^ヒ合 ヒ ン む 1 此說ニ ョ レバ 基 氏 關柬ノ 

ノ ノレ ー クレ -/^ 申^ セ^ ヒ シ. ^^守護 タク 寧ハ此 時, 一定 リ 

き此歲 «應 二 年 二月 廿 六日 禪 門卒ス I 針 七或ハ 毒殺 

セ ラダ トモ 云此 時義詮 謀 テ 吉野殿 一一 降リ 南 帝 勅許 有 

リシ 力 バ 北朝 觀應 1 一年 十一月 七日 二 義詮崇 光 院ヲ廢 

シ舉リ 南朝 ノ正平 六 年 ト稱ス 園 太曆十 一 月 五日 ノ記 

一一 將軍 必定 心底 不審 一一 有 レ之： 然シ テ贊息 道 譽妙善 等 

張 行 如.， 此ト 云々 正 平 七 年 閻 1 一月 南 帝住吉 へ 行幸 ソ 

レ ヨリ 八幡へ 行幸 廿 Ml 一一 官軍 京都 二 押 寄ス細 川讚岐 

守 七 條大宫 一一 テ戰死 ス義詮 江 州 一一 奔ダ廿 一 日光 嚴光 

明 井 東宮 贞仁ヲ トリ 參ラ セ吉野 ノ奧加 名 生 へ 移サ〃 
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此 月 十五 日 武藏守 義宗上 州 一一 テ兵 ヲ揚ゲ 十六 日國中 

ヲ 平ゲ 同日 武州 -ー 越 へ 十八 日 鎌 倉 二 攻入尊 氏 狩 野 川 

二 引籠ダ 太平 記 一一 ハ義 宗武州 小手 差 原 一一 テ戰ヒ 尊 氏 

破 レ テ 武 州石濱 一一 引返 ク 義興義 治 、ノ 縑倉 一一 打 入^お 

笛吹 峠 一一 陣セ シヲ廿 五日 一 一 將 軍押シ 寄セ戰 テ破リ シ 

力 パ 笛吹 峠 へ 引上ダ 其 夜 越後 -ー 落 グ 義興義 治 モ 義宗 

打負テ 尊氏縑 倉へ 向フト 聞へ テ三月 四日 一一 國府、 ま 山 

ノ奧 一一 引 籠 ^ 三月 十一 日 義詮近 江 四十 九院ヲ 立テ十 

五日 京 一一 向 ヒ戰フ 八幡 ノ 皇居 ヲ遠攻 一一 ス ダ事 五十 餘 

H 八幡 兵粮 盡シ 力 、パ 五月 十 一 日夜 大和 路 へ 行幸 ナ \ 

路次ニ テ 武家 方ノ者 共コ 、彼處 一一 テ留 メ參ラ セント 

シ ケ ノ 共 事故 ナク吉 野 還幸此 時義宗 ハ 四月 廿 七日 二 

越後 ヲ立テ 七 千 二 テ越 中二 着祧井 三千 馳加リ 一 万一 一 

ナリ能 登 へ 向 ヒ吉良 石堂モ 四月 廿 七日 駿河ヲ 立テ路 

次ノ勢 ヲ催シ 五月 十 一 日 美 濃ノ垂 井一！ 着ク信 濃ノ宮 

モ同 R 信 濃 ヲ御立 有 土 居 得能モ 兵船 七百艘 -ー テ 海上 

ョ リ 攻上リ シ 二 今 四 五日 ヲ待ッ ケズ 八幡 陷リ シ也北 

朝覜應 三年 || 舰平 南帝吉 野へ 還 幸 義詮歸 京 北朝 ノ 

天子 ハ 南方へ トラ ハレ 給へ ，パ 義詮崇 光院ノ 御 同腹 ノ 

弟 彌仁ヲ 天子 トス 是 後光 嚴院也 计 八 H 踐舴 九月 文 和 


ト 改元 11$ 文 和 1 一年 山 名 時 氏 其子師 氏義詮 二 背 

キ テ 南方 へ 參 ル 是佐 々木 道譽ガ 無禮 ヲ 憤テ師 氏ヲ勸 

テ 父子 伯耆 へ 歸ゾテ 兵 ヲ擧シ 也 五月 伯耆 ヲ立 チテ六 

月 南 軍ト京 一一 入 V 義詮敗 テ帝ヲ 伴 ヒ坂本 へ 落 チ柬國 

へ 赴 キ 美濃垂 井ヲ 皇居 トシ 國ノ兵 ヲ催ス 山 名 勢盡テ 

伯耆 へ 歸ル 義詮帝 ヲ奉ジ テ歸京 三年^ 義興義 治 河 村 

ノ城 ヲ去テ 錢 f  東國 靜ジシ 力 、パ 尊 氏 昌 山 國淸ヲ 

基氏ノ 家老 ト シ歸洛 仁 木 左 京大 夫 賴章ヲ 武家 執事 ト 

ス義 詮ヲ播 磨へ ャリテ 勢 ヲ催シ 山 名 ヲ討ン トス 山 

名 S 冬ヲ迎 へ 一 ァ大將 トス お，， |  K 冬 南 

朝へ 屬シ 尊氏ト 父子 ノ戰ヒ 始ル越 前 ノ足利 高 經越中 

ノ桃井 直 常 モ直冬 一一 屬ス 

〔按^ 一一  山 名 八幡 ノ 戦-一 功 有 シカパ 先年 給リ テ未ダ 

知行 セザ タ シ 若 狹國今 積 ヲ元ノ 儘 一一 給フべ キ由ヲ 

佐 渡 判官 道譽 一一 ツキ テ望 ミ シ 一一 道譽終 一一 對面 モ セ 

、ザ リシ ヲ 憤リ タ \ 也高經 ハ 鬼 切 鬼 九 ヲ尊氏 一一 望 マ 

レ シ ヲ惜ミ テ， 燒失セ シ由 ヲ申セ シニ ヨリ テ 義貞ヲ 

シカ ドサ マ デノ賞 モナ ク 面目 ヲ失フ 事 度々 二 及 

ブ ヲ恨テ 去 比 高 倉 殿  一一 0 シ 今 又 直 冬  一一 0 セ シ 也〕 

四 年 正月 尊 氏 帝ト共 -ー 江 州 二 奔ダ 直 冬 時 氏 高經 

請史餘 論卷之 -1 


直 常 入洛 一 一年 三月 雨 軍 相戰事 度々 一一 テ南軍 粮盡シ 力 

、パ 山 名 歸國其 後義詮 ノ招キ 一一 ョ ソ テ高經 ハ 武家へ 屬 

ス 延文ー 一年？ ^1 十光嚴 光明 崇 光三 院ヲ 都 二 還サ x 是 

ハ荧 宫卽位 ノ上ハ トメ 參 ラセ テ 其詮ナ シトノ 故 也お 

M 三年 四月 廿 九日 征夷 大將軍 正 一 一 位 大納言 源 

尊 氏卒廳 針贈從 一 位 左大臣 

按ダ 一一 尊 氏始メ 一一  累代 ノ親 眤ヲ ス テ 、公家 一一 屬シ 

其ノ家 ヲ起シ 程ナク 公家 一一 背キテ 天下 ヲ亂レ リ公 

家 其微功 二 報ゼ ラ レ シ所尤 厚 二 過 タレ ドモ元 ヨリ 

我ガ家 ノ爲ヲ 計リテ 公家 ノ御爲 一一 起セダ 軍ナラ ネ 

、パ 終 二  、ノ 公家 一一 背 キ參ラ セン 事ハ 兼テ 思 ヒ 設ケ ラ 

レ シ所ナ X. ベ シ サレド 公家 一一 背キ大 塔宫ヲ 殺シ其 

後 恒良成 良等ノ 親王 ヲ殺 シ參ラ セ シナド 皆 是直義 

ノ 姦謀 一一 出テ 尊氏ノ 本意 一一 ハァラ ズサレ 、パ 尊 氏 、ノ 

中前 代ノ 時下 向セ シ後 勅使 一一 應ジテ 上洛 セ ン トセ 

ラ レ シヲ 直義ニ 諫止 ラ レシ 日ョ ヌ 當家ヲ モ 天下 ノ 

事ヲ モ 皆直義 一一 讓リテ 其 身 ハ 口 入 ナカ リシ 由 申 也 

サモ有 ナム 力 大方 此人 " 其 器量 寬ャカ 一一 坐 セン 事 

、ノ 每. レ事 - 一見へ タリ 詐謀 、ノ 直義 -ー ハ及ビ 給 、ノ ザ リ 

シ 一一 ャ軍ノ 事 ハ遙ニ マサ リ 給へ ソト 見へ シ初師 直 

五 百 二十 三 
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兄弟 ガ亂レ ハ然氏 天下 ノ事 ヲィ n ヒ給 r ス 直義ノ 

政務 ヲ師 K 等 倾ケ申 夫  一一 K 義實 子出來 テ義詮 、ノ  0 

二 坐セシ カヽパ 自ラ讒 人モ便 ヲ得シ ト見 へ シ斯ク テ 

^義師 直 兄弟 ヲ誅セ ン ト計ラ レシ ョ リ 尊氏ト 不快 

一一 成 ソテ終 一一 師直 兄弟 討 レ 政務 ノ事 一一 付 尊氏ト モ 

義詮ト モ 不快 一一 ナリテ 再 迄 直 義都ヲ サソテ 終 二 父 

子 兄弟 ノ戰ト 成 ソテ直 義薩陲 山ノ戰 一一 打 負 テ降參 

シ 幾程 ナ クシ テ死 シテ跡 絕ヌ是 積惡ノ 餘殃タ 〃ベ 

シ 其 後 又 時 氏 父子 高 經等尊 氏 父子 一一 叛キ 直冬ヲ 大 

將ト シ又 父子 兄笫 ノ軍始 レリ 此人 初メ兵 ヲ擧シ ョ 

リ以來 二十 六 年ノ間 一 日モ 干戈 勸カ ヌ日ト 云事モ 

ナク 天下 終 一 一定 マ だ 事 ヲ得ズ シテ 君臣 父子 兄弟 互 

二 相， ヒ シ事 古今 二 例 ナキ事 也總テ 自正シ カラ ザ 

リ シ故 二人 ヲ正ス 事 叶ハザ リシ 一一 ョレ ル也サ レド 

此人終 一一 武家 ノ 楝梁ト ナ ラレ シ事ノ 公家 ノ 政道 ノ 

事ノ外 一一 武家 ノ世 一一 劣レ X 事ヲ士 E 能知リ ヌ レ 、パ 

誰 一一 モ オハ セ 武家 ノ代ヲ 興 シ給ハ ン人 ヲ君ト シ參 

ラ セン ト夭下 ノ思ヒ 慕ヒ シ 一一 幸 二 此人 朝敵 トナラ 

レ シ故ニ 其 名ヲ 、パ 惡ム ト云 ドモ其 ノ實ヲ 慕へ リソ 

レ ュ纏テ 持 明 院殿ヲ 取立參 ラセ シカ、 パ其嫌 モナ キ 
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ガ如 一一 ナソ ヌ斯 迄亂レ シ 武家 ノ世ヲ 南帝ノ 一  統シ 

給 フ 事 叶 、ノ ザソシ 、ノ 新田 ノ 氏族 コソ身 ユカ、 ゾシ 

敵ナ レ、 パイ カニモ シ テ 足 利殿ヲ 討 シ テ ム ト 思 、ノ 

レ シ其餘 、ノ 忠ヲ 存ジ義 ヲ知レ ダ者無 ニシ モア ラネ 

ド其 兵力 弱 クシ テ 自立 シ難シ 其 外 二 ハ皆々 武家 ト 

不快 ノ者共 一 旦南 一一 屬シ オノ レく ガ愤ヲ 散ゼン 

ト ノ ミ 思 ヒ シ 輩ナ ソ シ 力 バ 遂 二 其 功 成ラザ ソ キ 

義詮せ 職 父 一一 繼レ シ初 九州 一一 テ 菊地ガ 軍强ク ナゾテ 

南 軍 モ又振 t キ山 名モ未 降ラズ 其 中 鎌 倉殿ノ 家老 畠 

山國淸 入道 道 誓ガ謀 一一 テ關東 一一 テ 新田 義興ヲ ゥチ其 

後 道 誓 東 兵 ヲ 催 シ 上洛 シ テ 南 兵 ト戰ヒ 赤 坂 等 ノ城ヲ 

落シ 武威 又 盛 ニナ リシ 二 故 執事 仁 木 賴章ガ 弟 仁木義 

長ヲ滅 サン トテ道 誓 幷今ノ 執事 細 川 相 模守淸 氏 等 兵 

ヲ起セ シカ、 パ義 長義詮 ヲ刼カ シテ 二人 ヲ 追討 ノ 御数 

書 ヲ給ハ ソシ カド事 成ラズ シテ 義長ハ 伊勢へ 落ッ此 

便 ヲ得テ 南 軍 又起リ シ 力 バ 道 誓 モ關 東へ 歸ダ 又淸氏 

モ道譽 | 々ト互 一一 權ヲ 爭ヒ シガ淸 氏 謀叛 ノ由 一一 云ナ 

サ レ テ終 一一 南朝 二 屬 シ 楠 正 儀ト京 二 攻入 シ 力 、パ 義詮 

都 ヲ落給 ヒ淸氏 阿波へ 赴 キ四國 ヲ打從 へ ン トシ タレ 

ド モ 細 川 右 馬頭 賴之 ト讃州 一一 テ戰テ 討レキ 關東 二 テ 


モ諸 大名 山道 誓 ガ罪惡 ヲ訴へ シ 一一 ヨリ テ畠 山叛キ 

テ 豆 州 修禪寺 一一 籠ソ シ ガ 年經テ 河 內へ落 * テ南 二 

a セント sf! シ 力 ド 勅許 ナカ リシ 力 パ 是 モ 行方 知ラ ズ 

ナソキ 山 名 ハ伯耆 ヨリ 打 出 美作國 一一 ーズ 赤松 ト戰ヒ 又 

中國 一一 テ戰フ 事 度 々 一一 テ 程過テ 降リ シ 力 バ 因幡 伯耆 

丹 波 丹 後类作 五ケ 國ノ 守護 ヲ 許 サレノ  II， 一 

^ 周 防 大內介 モ 武家-一 從フ 又 鎌 倉 二 テ 上 杉 民部大 

輔澎 顯ヲ 執事 ト セラ レシ 一一 宇都 宫ノ芳 賀禪可 入道 上 

杉ト 不快 一一 テ^ 叛ス 基氏自 ラ是ヲ 打破 k 其 比 道譽並 

諸 大名 等今ノ 執事 足 利義將 ガ父繊 ほ" S 武高經 入道 道 

朝ヲ讒 シケレ 、パ道 朝ハ越 前へ 赴ク討 手向シ 一一 道 朝 病 

死 シケレ 、パ義 將降ソ ヌ 其 後 貞治六 年 四 ほ 左 馬頭 基 氏 

廿八歲 一一 テ卒其 子息 氏満父 一 1 繼グ其 九月 義詮 不例 二 

テ 政務 ヲ 義満 二 讓 , 細 川賴之 ヲ四國 ヨリ 召シテ 執事 

トシ 武藏守 ニ任ジ 管領 ト號ス ^0 ー說 一一 道 朝沒落 

ノ 後道譽 執事 タグ ベ シト閡 へ シ 一一 基 氏ノ勸 メラ レ シ 

故 ニ賴之 執事 トナ レソ トモ 云 十二月 七日 義詮卒 ス^ M 

左大臣 從 一位 ヲ 贈-叉き ア 一き ぱ f 言 

桉〃 二義^ 始 上洛 ノ日 ヨリ 奔走 常 一一 安キ年 ナク南 

兵 、ノ 云 一一 不レ及 パ山名 細 川 仁 木 足 利等ノ 一  族 相繼テ 

護 史， 餘 論 卷 之 HI  T- 


叛ケリ 是等皆 其 上 タク 人ノ爲 一一 習 ヒテ其 主 一一 叛ナ 

ド 云事ョ ノ常 ノ事ト 思ダガ 故.^ サ ゾ ド是等 ガ叛キ 

シ事ー 一一 ハ義詮 不和 一一 シテ、 佐々 木 佐 渡 入道々 譽ヲ 

寵任 セ シ 、ガ 钦也 又關東 ノ 事 始義詮 鎌 倉 -ー坐 セシ日 

高播磨 守師冬 執事 シテ東 國ノ宮 方 ト戰フ 事 年ヲ經 

テ 後義詮 上洛 師冬 モ 又亂起 リ テ 甲斐 國 一一 落 テ失セ 

ヌ 尊 氏直義 和睦 ノ 時相 議 シ テ 基 氏 ヲ鎌倉 一一 置テ東 

八 ケ國ノ 管領 ト ス 畠 山國淸 入道々 誓 執事 タ ソ 道 誓 

謀反 ノ 後上 杉 憲顯ヲ 執事 トス 是上杉 ダ關東 一一 テ執 

事 タダ始 也サレ ド東 國未靜 ナラズ シテ 基氏卒 セラ 

レ キ總テ 關東ノ 事 委シク 記セダ 物無レ 、パ詳 ナラズ 

義滿十 一 歲 一一 テ家ヲ ッ ギ 治世 四十 一 年 | おき^ | 

，！； f 此 人家 繼シ 明年 應 安二 年^, J 三月 十 一 日 

南朝 後村上 崩御 ff 十 在位 三十 一 年 也 太子 熙成 親王 受 

禪後龜 山院是 也此年 二月 義満ノ 弟 左 馬頭 満詮 I- 武州 

本 田ノ陣 一一 下向 ま鼸 I 歳？ ff^ 十 5 日 一一 歸 

京 東 兵 信 州 二 發 向シテ 大河 原ノ城 ヲ攻ム |，1 此 

比賴之 南朝 一一 奏シテ 古 ノ如ク 持 明 院殿大 覺寺殿 力 ハ 

\ダ 、ノ ル御 治世 二 テ三秫 神器 北朝へ 御 渡ァリ 南北 御 

和睦 御上 洛有ラ 、パ 公家 武家 本領 元ノ 如ク幷 一一 官位 相 

營 一十， S 


 M 史綠 論卷之 三  ^  

逮ァ ラジト S 三申セ シカド 南朝 ノ 公卿 並祧井 等是ヲ 

キ カズ 和睦 破ル 

〔此時 南方 ノ 御 領 、ノ 河內 大和 和 泉紀伊 伊賀 伊勢 志 

» 飛 K 信 濃 上野 越後 伊豫 備前石 見 長 門 越 中 肥 後日 

お 大隅薩 摩 二十 ケ國也 北 a  - 一征 東 將軍宗 良 親王 西 

0  二 征西將 軍懷良 親王 伊勢 二 北 S  ノ國司 ナリ〕 

南朝 記傳 二 建德 元年 春 細 川賴之 軍勢 ヲ催シ 河 

內ー 一向 ヒテ楠 ヲ攻ム 左 馬頭 正 儀 城 一一 籠 ソ防グ 賴之山 

名氏淸 二 下知 シ テ 戰 ハンメ 又 宇都 官氏綱 ヲ 紀州 二 遣 

シ テ戰ハ シム夏 五月 紀州ノ 軍强ク シーア 宇都 宮敗ス 其 

後畠 山，： ヒ テ 宇都 宮ト共 一一 戰ヒ南 軍ヲ敗 x 七 巧紀州 

一 テ ひ.；， 祁. Jhnu* 予 f  ほ.^ 系圖 二 伊豫 守 南 齢 庵 £もま 一二た 己 

一一 -フ\ぅ茗.一?111^1:^仟^?ず穉^ト^ス^綱子 み次玄 ニー：； 1 き P 

一一 應安ニ 年 正月 二 曰 楠 左 兵 衞ノ督 正 儀可レ 參，； 御 昧方ー 

m 巾 被， 成，， 御敎 書， 三月 十六 日 爲，, 楠 合力， 赤松 光範 

入 近 南方 -ー ^ フ 十八 日 細 川 右^助 賴光 以下 向 フ 廿日 

楠 引 n 退 天 王 寺， I 一十三 日 引，， 退禝 並， 赤松 入道 モ自ニ 

天 王 寺， 同 引返 四月 二日 楠 正 儀 上洛 綱赚 s 三日 夜 楠 

御所-一 對面 二十 「一日 楠 下，， 向 河 州， 應安 三年 十 一 月 和 

田 以下 寄，， 楠 要害， 合戦 頭 九 上洛. 四 年 五月 細 川 右馬助 

南征 八月 山 名 石 堂 一 色 佐々 木 赤松 等南征 十三 日 南方 
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宫方 打，， 出 於 楠 要害，、 越 中 右、 近大 夫將監 殿飛彈 國司舍 

弟 二人 以下 百餘人 或， 降參 或， 生， 捕 之 由 注 n 進 之， 櫻 雷 記 

二 建德 元年 f  f 十 一 月 南朝 ノ 和 田 以下 勅 一一 應ジテ 楠 

ガ 耍害ヲ セ ム f  gf  |§ 細 川賴之 大勢 ヲ ヒキヰ テ楠ヲ 

援ク南 兵 敗 レテ返 ク賴之 山 名氏淸 ヲ河內 一一 止 メテ歸 

洛 疋儀ハ 南朝 一一 叛キ 武家 一一 降 リシ カド其 一 族 ハ正成 

正行ガ 遺訓 ヲ守 ソテ 南朝 一一 忠ヲ盡 セリ 

〔按 ^ 一一  賴之 河內 一一 向ヒシ 事 南朝 記 櫻 雲 記同ジ ク 

建德 元年 ト記ス 只 月 ノ 違 ヒ シ 也 南朝 記 一一 楠叛キ シ 

事 見 へ ズ 三代 記 櫻 雲 記同ジ ク 其事ヲ 記 シ テ 三代 記 

特ニ 詳 カナ ソ 不審 也〕 

應 安四 年 三月 後圓融 院卽位 S き 1 時 二 十四 歲也此 

時 持 明院ノ 正統 タレ、 パ崇光 第一 ノ宮 | お 御卽位 有〃 

ベ シト評 讒有シ 力 ド賴之 後光厳 第  一 ノ宫 ヲ立テ 申セ 

シ 二 ヨリ テ崇光 後嚴光 不和 ト云同 五 年 三月 九州 探題 

今 川 伊豫 入道 貞世大 内 左 京 權大夫 義弘筑 州 世 振 山 二 

陣 ス 菊 池 肥 前 守 松浦黨 以下 是 ヲ攻ム 今 川 方 奥山 井伊 

笠 寺 等 討 レシ 力 ド寄手 打 マ ケ テ 引退 ク 

〔王 代 一覧-一 ハ應安 四 年-一 了 俊 下向 トァリ 南朝 記 

傳 -ー 、ノ 應 安五 年 -ー 下向 夫 ョ ヅ四年 目 永 和 元年 菊 池 


ト 戰有ト シダ セリ」 

永 和 四 年 |ま賴 義 滿花亭 -ー移ダ 室町 殿 ト稱ス 冬 十 n 

南 帝 唐 橋 肥 後 守經泰 一一 勅 シ テ 兵ヲ催 シ 大和 紀伊國 二 

起〃 十二 月 義滿柬 寺 -ー 陣 シ 賴之賴 元 山 名 赤松 シ テ 八 

幡山ヲ 攻落ス 楠 千劎破 一一 據テ 敗軍 ノ士ヲ 集 メ和田 和 一 

,M 守正武 ハ土 丸-一 據 テ戰ヒ カ盡テ 城陷， ル賴之 一一 和 泉 

山 名 修理 大夫 義理 一一 紀伊 守護 ヲ 給 フ康曆 元年お | 六 

月斯波 右兵衞 督義將 管 傾 細 川賴之 阿波 國 -ー 退ク 

〔三代 記-一 ハ應 安四 年 五月 丹 波 ノ山國 へ 退 クト有 

今年 ョ リ九年 前 事 也 又此時 洛中 騷勸細 川 賴之ヲ 四 

國 へ逐ヒ 賴元等 、ノ 勘氣ト 云此年 九月 賴之 可い 被レ誅 

ト御敎 書 有シガ 赦サレ テ 四國ヲ 給フト 見へ タリ〕 

二 年 五月 十六 日總州 裳原ノ 小山 下野 守 義政宇 部宮右 

お 頭 基 綱 ト戰テ 基 綱 戦死 明年 鎌 倉 ノ氏滿 小山 ヲ攻 

ム此事 一一 テ信州 ノ宫方 皆 叛キ高 坂 高 宗計殘 ^宗良 

親王 南方 一一 奔^' 河 內國山 田 一一 住 給テ新 葉集ヲ 撰、 パ \ 

永德 元年 S 氏滿 十二 州ノ兵 ヲ催シ 上 杉 安房 守 ヲ 

大將ト シ テ 小山 ヲ 攻 ム 氏 滿武州 府中 一一 陣 ス 九 B 義政 

降 參ス終 一一 誅 セラ^' 三年 閎 正月 南 軍 起 リ 楠^ 州 土 凡 

城ュ籠 x 山 名義 a セム同 右^助 氏 賴戰死 シケレ ド土 

讀 卷 之 三 


丸 幷紀丹 藤 代 兩城落 チテ楠 一 族 六 人 郞從百 四十 人 討 

〃氏淸 土 丸ヲ守 X 義理 藤 代 ヲ守レ ノ此年 十二  w 後小松 

卽 位^， | 融 三年 正 H 踏 歌 節食-一義 滿內辨 |ぉ§ お 

將 十六 S  -ー  * 學淳 和兩院 別當氏 長者 ？i 聊^ 3 

政，" 超 |鷇 丄ハほ 准 一一 一 后至德 一一 年 ー顿^ 丄ハ 月關東 ノ宫 

一 方 小山 若 犬 丸 古河-一 テ 合戰シ テ敗レ ノ嘉慶 二年^!: 春 

一 義満高 野詣此 時紀州 一一 南 軍多シ 若起ラ 、パ 征伐 セント 

也 楠 正 秀少々 河 內國迄 出 シカド 山 名氏淸 二 打敗ラ \ 

七月 關 東宮 方 小 田 原 據，， 下野 男體 城， 此秋義 満駿河 二 

下向 今 川上 總介泰 範ガ館 一一 富 士ノ歌 ヲ詠ズ 八月 歸洛 

此月土 岐刑部 大輔康 行 其 弟 島 田 伊豫 守 滿貞ト 合戦 其 

故 、ノ 去年 十一 一月 美 濃 國土岐 大膳大 夫 入道 賴房 死シ テ 

其 息康行 二 美 濃 尾 張 伊勢 ノ 守護 ヲ 命ゼ ラ レ满 貞ハ兄 

ガ 代官 二 テ 在京 セ シガ 惣颌ニ タ 、 ム事 ヲ謀ソ 義満ュ 

訴 フ 從弟 宮內少 輔詮直 反逆 ス康 行ソレ ガ 舅タ レ パ 一 

眛ス某 ソノ緣 座 ニ逢ハ ン事 ヲ存ズ レ パ告申 スト 云々 

義 満纏テ 詮直 ヲ 勘當 シ 満貞 一一 尾 張 ヲ給フ 満貞尾 張 二 

赴 シヲ詮 直 黑田ロ 一一  迎へ テ 戰フ康 行兵ヲ シテ 詮直ヲ 

助 ク 義滿斯 ト聞テ 康行ガ 從弟 土岐左 京大 夫賴益 シ テ 

康行ヲ 討 シメ明 ル康應 元年 f| 二 H 軍勢 ヲァ マタ 遣 

五 百 二十 七 


M ^0 論卷之 三  

ス廄行 落 テ賴益 一一 美 濃 守護 ヲ斯 波義重 一一 尾州ヲ 一色 | 

ぉ範 一一 勢 州 ヲ給フ 三月 四日 義満 九州 一一 赴ク是 ハ鎭西 一 

ノ宫泰 成 親王 並 菊 池 肥 前 守 ヲ討ダ ベ シト也 上 杉彈正 一 

少弼朝 M ヲ京ノ 留守 ト シ山名 義理 兄弟 一一 畠 山 基國ヲ 

、パ^ 方ヲ 1 棋メ シ メ 一  色 詮範仁 木満長  一一 、ノ 伊勢 H 司 北 

\Jn,c き HJIJi: ヲ tf  \  ，-T 是ョ リサ キ國司 伊賀 伃 MnKnMh 

畠.^. K^s 羅^ ヲ^ シ ム勢數 郡 チ討從 ヘラ か I 

笠 ffi 宇都 宫等 伊豫 二 赴 キ土居 得 能 金 居 高 市 村 上ト戰 

テ打チ 勝 河 野 刑 部 大輔通 直討レ シ 力 パ諸 軍備 中ノ水 

島 ニ赴ク 四月 菊 池 肥 前 守 長門國 二 出 テ戰ヒ 利 ヲ失フ 

. 七月 ヨリ 八月 大雨 九 月 菊 池 降ル細 川賴之 入道 常久備 

前 二 有ソテ 九國ノ 成敗 ヲ主リ 十 月 歸洛 

〔按だ -ー ー說 一一 是ョ リ 十六 年 ノ前應 安七 年 三月 義 

満西征 細 川 賴之斯 波 義將畠 山 義深仁 木 今 川 土岐佐 

佐 木 等 大名 三十 九 人 軍勢 十万 騎ニ テ山 名師氏 赤松 

一 族 先陣 タリ 四月 義滿藝 州 一一 至ソ 先陣 長 門 一一 至 \ 

菊 池 ト戰テ 先陣 敗シ ケレド モ細川 讚 岐守義 之ガ四 

國 勢續キ テ攻シ 力 、パ 島津 伊東 降ヅ菊 池敗レ 將軍ノ 

宫ヲ 具 シ テ 宰府 一一 陣 ス 原 田 秋 月 等皆是 ョ リ 背ク 菊 

池 筑後ノ 高 良 山 - 一陣 ス^ ffi 宰府 -ー 到 ダ細川 山 名 赤 

松 等 菊 池 トシ バ シ 、パ戰 ヒ菊池 降 テ肥後 一一 歸ル 義満 
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日向 ヲ 伊東 一一 筑前 肥前ヲ 少貳  一一 S 後 ヲ大友 一一 長 門 

豐 前ヲ大 內義弘 一一 給 フ筑後 肥 後 肥 前ノ内 一一. ハ菊池 

、ガ兵 所々 一一 城ヲ構 へ テ守グ 十月 歸洛ト モ云. フ〕 

此年ノ 春 鎌 倉 一一 濃 州 ノ亂閬 へ シ 力 パ 上 杉 憲方入 遨逍 

合 三月 十日 一一 豆 州 三 島 迄 出陣 セソ康 行落ヌ ト 聞キテ 

三 島 一一 逗留 セリ 此折フ シ故ァ ソテ氏 満將軍 ト心ョ 力 

ラ ズ氏満 ハ東國 一一 テ十 一 ケ圃ヲ 從へ勢 ァリ義 滿ノ政 

務ヲ 天下 苦ミ シ 力 、パ將 軍 ヲ討テ 夭下ノ 憂苦 ヲ救 、ノ ム 

トテ 上洛 ノ志ァ リ義滿 上 杉 刑 部 大輔憲 春 一一 書 ヲ給ヒ 

、シ 力 、パ憲 * シ キリ 一一 諫シ カド氏 滿用ヒ ラ レ ズ 憲春諫 

カ子 テ 自害 シ ヌ 氏 滿其志 ヲ 感ジテ 上洛 ヲ止ム 五月 上 

杉中務 入道 禪助 下野 一一 向ヒ 男體ノ 城ヲ攻 落セソ 東西 

ス デ 一一 如 レ此ナ レ、 パ南軍 勢衰 へ 近 H ノ屮  一一 、ノ 河内 二 

和 田 楠 橋 本 福 塚 宇佐美 神宮 寺 八 尾 等紀州 -ー 湯 淺山本 

恩 地 贄川贵 志 野 上等 大和 -ー 三 輸眞木 宇 野 酒 邊佐和 秋 

山 等 7 ヅ 力 二 殘リヌ 伊勢 國司 、ノ 未 ダ勢衰 へ ズ 伊勢 大 

和 | 多 伊賀 § 張 志 摩に 等ヲ 領セリ 明德 元年 輔 11* 山 名 

畠 山 ト和田 楠 ト河州 落 合-一 テ合戰 楠 敗 ス土岐 大膳大 

夫 康行ガ 罪ヲ 赦サル 山 名 陸 奧守氏 淸播磨 守満幸 シ テ 

山 名 伊豫 守 時 長宫內 少輔時 SI 右 馬頭 氏幸ヲ 討ッ是 、ノ 


去年 九州 下向 ノ時故 伊豫 守 時 義但馬 國掘崎 一一 有テ下 

知 二 背ク 一一 ヨリ 誅 セント 思ヒ 給ヒシ カド 九州 發向ニ 

付テ其 沙汰 ナカ リシ 一一 五月 五日 時 義卒ス 其 子息 等猶 

過分 ノ 振舞 有 ノミ 一一 非ズ 父祖 ノ罪ハ 子孫 一一 報フべ シ 

ト テ氏淸 一一 討 手ヲ承 ダ氏淸 一 家 ノ者ノ 退治 ノ事偏 一一 

當家 衰微 ノ基也 去 ナガ ラ 上意 ナレ 、パ 辭スダ 一一 所ナキ 

歟急ギ 馳下テ 誅伐 仕ダ ベ シ伹 彼等 モ シ歎キ 申 事モ候 

ベ シ 御免 ァラ ン -ー ハ 氏 淸罷向 ザ だ 先 一一 敎訓シ テ 召 上 

セ、 パャ ト存ズ イカ 一一 申 スト モ長ク 御 許 シ有マ ジキ 一一 

候ハ *、 一日 モ早ク 下向 仕 X ベ シト申 セン 一一 彼等 上意 

ヲ背キ シ 一一 ョ リ討 手ヲ下 サ^' 、上 ハイ 力 二 歎 キ申ト 

乇 許容 有べ カラ ズ 不日 二 發向ス ベ シト 有シカ パ此上 

ハ ト テ馳向 フ時長 討レ時 熙 氏 幸 落サダ 氏淸伹 馬國ヲ 

給 ヒ 滿幸 伯耆國 ヲ討 シタガ へ 隱岐 國ヲ合 セテ 給ソタ 

リ細 川常久 ハ 四國ョ リ押渡 リ備中 國ヲ討 平 ダニ 年 六 

常久 上洛 シテ 再ビ 管領 トナダ i ま i^IrM 子 

十月 山 名氏淸 宇治 ノ 別業 一一 シテ 紅葉 御覽 有べ キ由ヲ 

申 ケレ、 パ十 一日 一一 入 給 フト也 此程時 熙氏幸 嘆 キ申ス 

\ 一一  ヨリ テ 宇治 一一 テ 彼等 ガ罪ュ \ シ氏淸 ト祉睦 ナサ 

シメン ト計 ソ給フ ョ シ氏 淸ガ姪 一一 テ婿ナ x 滿 幸知ラ 


セケレ 、パ 氏淸俄 一一 疾ス ト申テ 淀 一一 有 テ參ラ ズ義滿 宇 

治 ヨリ ムナ シク還 y 十 一月 滿幸ガ 出 雲 守護 職ヲ ヤメ 

ラダ 是 ハ 仙洞ノ 御領 ヲ押 領セ シ罪 一一 依 テ也時 熙氏幸 

ガ罪ヲ 許 サダ氏 淸南帝 一一 申 テ都ヲ 攻ン事 ヲ乞フ 錦 御 

旗ヲ給 ダ義滿 氏淸ヲ メス 罪ナ キヨ シ吿 文ヲ參 ラス 十 

一 一月 廿 三日 山 名宮内 少輔氏 冬都ヲ サ \ 一 一十 四日 義理 

ヲ召ス 一一 從ハ ズ氏淸 八幡 山 一一 陣ス義 滿諸將 ヲ召ス 一 一 

十九 日 氏淸淀 -ー 至 ソ満幸 谷 堂 - 一陣 ス 晦日 氏 淸滿幸 京 

都 一一 攻入リ 戰破レ 氏淸討 ナ 満幸幷 一一 氏 淸ガ子 左 

馬 介 時 淸民部 少輔満 氏- 落サ ん 从 I 

^〇 明德記 二 山 名が 子宫 

田 左 馬 助 二 男七郎 トァリ 

按〃 一一 難 太平 記 一一 山 名 修理 大夫時 氏 常 一一 申セ シ 、ノ 

我 子孫 、ノ 疑ナク 朝敵 一一 成べ シ 其 故 ハ我 ハ建武 ヨリ 

以後 ハ當 御代 ノ 御蔭 一一 テ人ト 成レド 元弘 ヨリ 以前 

、ノ 只 民 百姓 ノ如 一一 ーズ 上野 ノ山市 ト云所 一一 侍シ 力 バ 

渡世 ノ悲キ モ身ノ 程 モ知キ 又 ハ軍ノ 難義ヲ モ思知 

タ., 、ズマ タト 

キ去、 パ 御代 ノ御恩 ノ辱キ 事 モ知リ 世 ノ佇ヒ モ 1 へ 

辨へ タグ ダニ 今ハ動 モヌレ、 パ 上ヲ モ 疎 力 一一 思タ ソ 

人ヲ モ卑 ク思フ 一一 テ知ヌ 子共ガ 世 ト成テ ハ君ノ 

御恩ヲ モ親 ノ恩ヲ モ不ぃ 知己 ヲノミ 先ジテ 過分  一一 ノ 


讀史餘 論 卷之三 
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竣.^ 狳論箧 之 三   

ミ成行 ぺ キ 程 二 我意 一一 任 セ タ , 故 一一 御 不審 ヲ蒙〃 

ベ キ也ト 子息 共 ノ聞處 二 テ申シ キ案ノ 如ク. 御 敵 二 

成シカ 、パ昔 ノ人 "箇 檨ノ 大姿ヲ 、、ハ 心得 ケだ 二 ャサ 

レ 、、ハ 此人 一 文 不通 ナソシ 力 共能ク 申ケタ 二 コ ソ三 

年；^? 1 正 四 ：= 山名ガ 領國ヲ 此度ノ 賞 一一 遣 サ \ 

山城 ヲ cm 山 *s 丹 波ヲ細 川賴之 丹後ヲ 一色 滿範美 

作 ヲ * 松 翁 則 和 泉紀伊 ヲ大內 義弘出 雲隱岐 ヲ佐々 

木 高 則但馬 ヲ山 名時熙 伯耆ヲ 山 名 氏 幸若狹 今富ノ 

庄ヲ 一 色詮範 一一 給 フ 山 名 ノ亂聞 へ テ 縑倉 氏満 、ノ 正 

月 四 = 首途ァ リ事 平グト 聞へ シ 力 パ 鎌 倉 一一 歸ラ 氷 

^ 兩國ノ  H 司 ヲ氏滿 一一 給 フー 一月 大內義 弘紀州 へ 赴 

キ 山 名 義理 ヲ攻ム 泉 州 雨 山 土 丸等ノ 城 ヲ落ス 十八 

=滿 幸 因 州 靑屋庄 一一 テ 遁世 廿 五日 義理 藤 代 ノ城ヲ 

落 ッ 中 務大輔 氏 冬 降 レノ 廿 八日 義 a 父子 三 人出 家 勢 

州 二 奔レノ 三月 一 一 H 細 川 武藏守 入道 常久卒 § 十郞從 

三^ 入道 常頓 殉死 六 H: 氏淸 一一 屬セ シ 輩千ハ  1 破 二 籠 

リ cm 山 入 逍ト戰 テ破レ ス 十月 大內 介義弘 南朝 一一 通 

、ジ テ 兩朝御 和睦 ノ事ヲ 奏 ス 持 明院殿 大覺寺 殿兩流 

代〃 々々御 治世 有べ シ先ヅ 御 和睦 有テ 三種 神器 ヲ 

北朝 へ 御波 シ有リ 南朝 ノ 太子 ヲ春宮 一一 立奉ラ ム ト 
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也 事 調リテ 十五 m 一一  御 合體卜 一 一月 二： n 南 帝 太子 S 

幸有テ 大覺寺 殿 一一 人 セ給フ 峰 公家 武家 ノ 

臣 供奉 三 日 神器 入内 南 帝 一一 太 上 天皇 ノ 尊號 ヲ 參 ラ 

セ 太子 寬成 春宫 一一 立給フ 吉野 御領 モト ノ如シ .11 十 

南 帝 ノ新院 御 落飾 延元 1 一年 ョ リ此年 迄 五十六 年 二 

テ 南北 1 統也 11^1^ 鍾 f!: 按ダ 一一 此比 a 山河 內ヲ 

頜シチ 、ノ ヤヲ 攻落 シケ レ 、パ楠 正 勝、 ノ十 津川邊 二流 

浪 シ テ其弟 正 元 、ノ 窃 一一 京 一一 入テ 將軍ヲ ネ ラ ヒ シ 二 

顯ハ レ テ 殺サ, 南方 ィョく 衰 へ 和 泉 河 內ノ和 田 

楠ガ 一 族 畠 山 大內、 ガ 家人 ト ナツ 者 多 カリ シ 力 、パ南 

北和談 調へ リト 云〕 

應永ー 一年 新田 方 小山 若 犬 九 征討 ノ爲鎌 倉氏滿 二月 1 一 

十八 日 古河 一一 至 リ 小山 出戰 テ敗ル 三 nr: 滿幸誅 セラ〃 

出家 シ ヌ レド明 德亂ノ 張本タ X 故赦サ レズ 三年 春大 

友 修理 大夫 吉弘右 馬頭 ヲ殺 ス大 友ヲ都 一一 召テ 籠居 セ 

シ ム 小 笠 原 長秀今 川範忠 伊勢 負 行 一一 仰 セテ定 一， 武家 

之 儀式 一 〔按 一一 王 代ノ記 一一 此年今 川 止 職ノ事 ヲ記シ ヌ 

レ ド難 太平 記 一一 大友 赦免 ノ後 二 大內ガ 方便 一一 テ貞世 

止 職 ト見ュ タゾ 去、 パ應永 四 年 ノ冬カ 五年ノ コ トナダ 

ベ シ〕 四 年 秋少貳 入道 宗間菊 池 肥 前 守兵 起ソ 千葉大 


村是 二 與 ス 大內 義弘並 二 伊豫 守弘勝 六郞盛 見是ヲ 討 

ッ 伊豫 守 討死 冬 十 ； 月 大友ュ \ サ ノ テ 歸國ス 〔 一 說 

一一 大內功 ヲ恃テ 驕ケレ 、パ少 貳菊池 密旨ヲ ゥケテ 大內 

ヲ計 リシ 也 大內ガ 逆 謀爱萠 スト ィフ ハ非 ナソ〕 五 年 

五月 八日 畠 山基國 管領 |ー^ 武家 三 職： 七 頭 ヲ定ム 三 職 

、ノ 斯波細 川 畠 山 七 頭 、ノ 山 名 一 色土岐 赤松 京 極上 

杉 伊勢 也 其 中 -ー 山 名 一 色 赤松 京 極 、ノ 都 ノ 奉行 II 是 

ヲ四職 ト云フ 奏者 ハ 伊勢 守 貞行也 又 武田小 笠 原 1 一 人 

、ノ 弓馬 ノ禮式 奉行 也 又 兩吉良 今 川澀川 武者 頭ナソ n 

關東 一一 テモ是 一一 傲ヒ 鎌 倉 管領 ヲ 、パ 將軍ト 

モ 御所 ト モ 家老 上杉ヲ 管領 ト云ヒ 千 葉 小山 長 沼 結 城 

佐 竹 小 田 宇都 宫那 須ヲ 、パ屋 形ト云 

案〃 一 一義 滿此擧 朝家 ノ五攝 家 七 淸華ナ 、ド云 一一 傚フ 

ト云攝 家出 來シ ハ 朝家 ノ衰へ シ始- 一 テ其 家五ッ 二 

分レ シ ハ攝家 又衰へ シ始 也義満 カノ 衰世 ノ政 一一 傚 

フ事眞 一一 不學無 術 ノ行也 武家 ノ衰へ シ 事モ是 ヨリ 

始レソ スべテ 此人驕 侈  一丁 ゾテャ 、モス レ パ 王朝 ノ 

禮ヲ僭 竊シテ 無智 妄作ノ 當否ヲ ハカ ラズ 父祖 ノ餘 

： 烈ヲ 振ヒ家 ヲ起シ ヌレド 創業 垂統ノ 深謀遠慮 ナカ 

一 リシ 事惜ム ベ シ 


六 年ノ冬 大內亂 ァリ十 B 十三 日 _1 大內左 京 太夫 義弘 

泉州堺 一一 ツキ 平 井新 左衞門 シテ案 內ヲ申 ス此人 野心 

ノ 聞へ ァリ テ靑蓮 院坊官 伊豫 法眼 シ テ 召セド モ故ァ 

リ ト申シ テ參 ラ ズ 和 泉 紀伊筑 紫中國 ノ兵堺 ノ城ニ ミ 

ッ 南方 ノ 楠正秀 H 錢^ 馬 百餘騎 一一 テ 馳加 、ノ レノ 菊 

池 肥 前 守 モ堺ノ 浦 一一 來ダ 尾張ノ  土 岐宫內 少輔詮 直 池 

田 周 防 守 秋 政 山 名 故 陸 奧守ガ 子満氏 モ 同意 タリ ト聞 

ュ 是 義滿繼 海和尙 ヲ シテ義 弘ヲ宥 ムレ ドモ 從ハズ 十 

一 月 八日 義滿東 寺 一一 至リ 十四日 八幡 一一 進ミ 管領 畠 山 

基 國斯波 細 川 山 名 兄弟 京 極 赤松 吉良石 堂 吉見潞 川 一 

色 今 川土岐 佐々 木 武田小 笠 原 冨樫河 野 伊勢 國司ノ 兵 

都合 三 萬 餘騎泉 州 一一 向フ廿 九日 卯 時ョゾ 戰始リ 夜半 

二 至 リカ 盡テ互 一一 返 ク此時 北 畠左少 將満泰 討死 ス 土 

岐詮直 池 田 秋 政 等 尾 州 ヨリ 起 ソテ美 濃 一一 至リ 土岐美 

濃 守賴益 一一 破ラ レ テ長森 城 一一 籠 ソ山名 滿氏丹 波ノ八 

田庄 ヨリ 起リテ せに 月戰フ 十二月 廿 八日 堺ノ 城ノ四 

邊ヲ 燒拂テ 攻メ入 義弘畠 山 尾 張 守滿家 一一 討 , 菊 池 モ 

敗レ テ九國 一一 落 行 楠モ破 ラレ ヌ義弘 ガ子新 介 持 盛 降 

\ 此時 ョ リ畠 山基國 河內紀 伊ヲ領 シ 細 川 一一 攝津和 泉 

ヲ給 フ此年 七月 鎌 倉滿兼 謀反 ノ 聞へ 有ソ十 一 月 二十 
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護 史狳論 卷之三 

1 日武州 府中-一打 出 高 安寺-一陣 シ又 足利庄 二進 發ス 

明レ パ七年 三月 五日 足 利ノ庄 ヨリ 鎌 倉 ニ歸ダ 義満ト 

和睦 有べ シト上 杉 中務少 輔朝宗 入道 禪助頻 一一 申セ シ 

♦  力 故 也 ftn 過ハ 難 太平 記-一 曰 大內和 泉-一 攻上ソ 

シ 時 我等 野心 ノ事カ ッ テ不レ 存マシ テ關東 ヨリー 言 

乇 一 紙 モ仰蒙 ソン 事 ナカ ソキ唯 大內申 行ケダ 一一 ャ諸 

方ノ 人並 ノ御 敎書ト テ 持來リ シ 力 、パ 卽時 一一 上覽 一一 及 

ビ シ 力 、パ 更 一一 別 心 ナカ ソ シヲ 遠江國 二 テ 子供 家人 等 

關東 一一 心 寄 申 ス^ー 一  遲參ノ 由 人 申ケダ 一一 ャ疑ヒ 思 召 

ト內々 承及ビ シ 力 、パ 九州 一一 身 一 人 海賊船 ヲ以テ 遣 { 

サだ ベ シ ト有シ 上意 不審 一一 存 ジテ國 二 下リテ 我 身 、ノ 

隱 居シテ 子供 ガ事ハ 上意 一一 ョ ッ テ追テ 相計フ ベ. シ若 

シ猶 京都 ノ御 助ナク パ ィ マ 天下 ノ爲ト テ鎌倉 殿 思 召 

立 事 御 當家御 運 長久 ト 云 万人 安堵 ヲ ナスべ キヤ ト思 

ヒ ナリ シ也 京都 ヨリ 遠 江 一一 討 手下 だ 事 必定 ト聞シ 比 

關 東-一 モ御 和睦 ノ事上 杉 力 タク 申行ト 聞へ シカ、 パ扨 

、ノ鎌 倉殿ノ 天. 下ノ爲 一一 思 召 立事ハ ナカ ソケ タト 存ゼ 

シ 也 又 曰 今度 縑倉殿 思 召 立 ケ \ 事當 御所 ノ御 政道 餘 

二 人ゴ ト 一一 傾 キ申ス 間 終 一一 天下 一一 有益 ノ 人出 來テ天 

下ヲ奪 、ノ  、> 御當 家滅ビ ン事ヲ 嘆 思召テ 他人 一一 トラ レ. 


  I  五 ぼ 三十 二 

ン ヨリ ハトテ 御 發起ァ ヅテ只 天下 万民 ノ爲ノ 御 謀反 

ト普ク 聞へ シカ 、パ 誠 一 一 當 御所 モ悉ク 御意 ヲ飜 シ給ヒ 

テ 一 向 善政 ト パ カリ 思 召サズ ト モ此 間ノ特 一一 過 ツル 

御 惡行御 無道 ヲ少シ 止 給 ヒテ人 ノ歎ヲ モ休 メラ レ ン 

一一 ハナ 二 シカハ 今 鎌 倉 殿 モ思召 立べ キ是 ホド 人ゴト 

一一 恨申ゾ ト 見 申 シケ グダ 一一 モ 御 運 モ ッョク 御 威勢 ィ 

カメ シ クフタ ラセ 給 フニ マシテ 御 政道 ノ 少シ モ渡ラ 

セ給 ハ 、> 誰 人力 ハ鎌倉 殿 一一 モ心寄 申シ語 、ノ レ 申べ キ 

今モ 御怖畏 一一 ョ ソープ 檨々 ノ 御祈禱 モシ グク關 東 御調 

伏 ナドト カャ聞 申事モ 多カダ ヲ何ノ 御調 伏モ 御祈禱 

モ 打捨サ セ給テ 天下 ノ 天下 タダ道 ヲ少シ ナソト モ思 

召 レン 一一 殊更 天道 モ佛神 ノ御心 一一 モ カナ ハセ 給フべ 

キー 一 ト愚ナ 〃心 一一 ハ 存ズ , ゾ 力 シ 

案ズ. ダ 一 一大 內ト満 兼 トノ事 諸家 ノ說 詳ナラ ザ〃 力 

難 太平 記 一一 據ダ 時ハ大 內ガ兵 ヲ擧シ ハ満兼 ノ仰ト 

稱シ 諸家へ モ満兼 ノ御敎 書ヲ下 シテ勢 ヲ催セ シナ 

^ ベ シ 大友歸 國ノ時 義弘貞 世 一一 云 シ辭 一一 今 在京 仕 

テ 見及ゴ ト キ 、ノ 諸 大名 御 一族 達ノ事 更 一一 心 ニクク 

不レ存 也ト見 ュサラ 、パ 今度 管領 職事ナ ド定メ ラレ 

シヲ カタ ハ ラ痛 ク思ヒ 天下 義滿ノ 政 ヲ疎ミ シ時ナ 


レ 、パ镰 倉殿ヲ 生 二 ナ シ參ラ セ ン ト出テ 兵 ヲ起セ シ 

ナ^べ シ カク テ 大內滅 シ 力 、パ 上 杉 東西 和睦 ヲ申行 

ヒ無事 一一 ハ成 リシ 也 

九 年 二  0: 鎌 倉滿兼 ノ弟滿 貝 陸奧ノ 管領 ト シ テ 篠川 ノ 

城-一 下向 ス 此時 伊達 大膳大 夫政宗 入道 叛ク 鎌 倉 ョ リ 

上 杉 右衛門佐 氏 憲向テ 五月！ 一十 一 日戰テ 敗レ其 後軍 

勢 馳加ヅ 政宗打 負テ九 H 五 R: 一一  降 參十年 四月 1 一十 五 

日 新田 義隆 n  S 根 山中 一一 隱レ 居シヲ 安藤 隼 人 シ テ 

底 倉ノ湯 一一 テ 討 ッ 十三 年 夏大明 ノ 使來リ 義滿ヲ 日本 

國王 一一 封ジ ープ冠 服等ヲ 賜グ是 ョ ヅ先永 和ノ初 絕海汝 

霖ヲ 明朝へ 遣ス 太祖 一一 見 ュテ歸 レリ 應安六 年 六お 大 

明 ノ使僧 仲猷無 逸鎭西 ョ リ 入洛 嗟峨 一一 置ク是 、ノ 大明 

ョ リ 三度 マ デ使賜 、ノ リ シ 一一 筑紫ニ テ菊池 ニ留 メラ レ 

テ京 一一 到 ラズ故 一一 兩僧 ヲ來ラ シ ム ト也義 滿驚キ 其 九 

月 一一 兩僧ヲ ？速サ \ 八 年 義満明 帝 一一 使ヲ 奉 ソ黃金 千 雨 

ト及 器物 等 ヲ獻ズ 九 年 一 一月 建 文 帝 書 ヲ賜ヒ 日本 國王 

道義 ト稱シ 給 ヒ十年 十 一 月 成 祖書ヲ 賜 ヒテ卽 位ヲ吿 

グ十 一年-一 モ使來 レリ 偖又此 年壹岐 對馬ノ 海賊 彼國 

ノ邊 ヲ犯セ シヲ 道義 捕へ テ平 ラゲ ラ レ シガ故 二 勅書 

ヲ賜フ 也此後 ハ例 シテ將 軍家ヲ 日本 國王 一一 封ゼ ラ レ 

讀史餘 謫卷之 三 


キ 十五 年 三 ほ 北山 へ 行幸 道義 法服 ヲ着 シ數珠 ヲ持チ 

義嗣ヲ 携へテ 門下 一一 出 テ迎舉 ダ十餘 御滯留 管&倭 

歌ノ 會有其 座 次 御製 ノ次 一一 沙門 道義 其 次 一一 源 義嗣其 

次關 白經嗣 ^ 以下 也 義嗣左 馬頭 二 任ジ正 五位 下 二 叙 

シ又從 四 位下 一一 昇 ラレ 左中將 一一 ナサ ダ 此時義 持 ハ 京 

^>  a 宁 タノ 于時從 一 位 大納言 タリー 說ニ此 t ハ t ト四弓 & 

？  ノ^^ク リ  <  一一 義嗣が 威名 チ重 クセ ン タメ 成べ シ i 

衞左府 良 嗣關白 一一 任 ジ忠嗣 ト改ム 是義 嗣ヲ避 シ ナ〃 

ベ シ 同月 義 嗣內裡 一 I テ 元服 其 儀 親王-一 准ジ參 議從三 

位 タリ 中將 如， J 兀 十 五月 前 征夷 大將軍 太 政 大臣 

從 一 位 准三宮 源義滿 入道々 義薨? 十 太 上 天皇 ノ尊號 

ヲ 贈ラ \  十 1 一 月 大 明成祖 ョ ソ義持 一一 慰 詔 

ヲ賜ヒ 道義 ヲ弔ヒ 祭文 ヲ作リ 恭獻王 ト謚ス 

案^ 一一 義満幼 クシ テ 父祖 一一 繼ギ 南征 西征シ テ終ュ 

南北 ヲ 一 統シ自 西 討 シテ鎭 西 モ靜メ タリ 朝家 ヲ重 

ム ジテ 武家 ノ禮 ヲ定ム 室町 家 ノ盛ナ ル此時 ヲ最ト 

ス然共 天下 唯 其 威一 一服 シテ其 德ヲ稱 セズ此 故 一一 シ 

タシ キー 族 鎌 倉 ノ氏滿 滿兼常 一一 世 ヲ謀ダ ノ志有 山 

名大 內ガ亂 天下 危キ 一一 至 レリ 終 一一 彼等 ヲ打 滅セ シ 

ハ天 ノ幸ト 云べ シ土岐 康行山 名 時義ガ 子息 等讒人 

ノ申ス 二  kid セテ猎 二 反 人 二 擬シテ カレ ヲ打 ッサレ 

玉 百 三十 三 


讀史餘 論卷之 三 


五 百 三十 四 


バ 天下 ノ 人安キ 心ナ 力 リシ 力 、パ 山 名大 內、 ガ亂モ 出 

來シ也 然レ共 今一 一 將軍家 ノメデ タキ 例 一一 此人ヲ 世 

ニ稱ス ダニ ハ 謂 レ アル 事 也 一 ッ 二 ハ 此人ノ 代 二 南 

北暫ク 一統 ス 後代 其 武威 ヲ稱 スニッ 二 ハ此人 太 政 

大臣 一一 糜上リ テ 死 シ テ 後 太 上 天皇 ノ尊號 マ デヲ贈 

ラ , 武家 ノ 光榮ヲ 生 ゼシ事 愛一 一 始ダ事 ヲ稱ス 三 ッ 

一一 ハ 木朝ノ 事ノミ ユア ラズ大 明ノ帝 ヨリ 日本 國王 

二 封^ セ ラ レ 其 名外國 一一 及ブ 四 ッ 一一 ハ 武家 ノ禮式 

ヲ定メ テ永ク 幕府 ノ例 トナ, 五 ツー 一 ハ或 ニニ 職 七 

頭 ヲ定メ 或ハ功 ァダ者 一一 國々 多 クサ キ與 ヘラ レケ 

レ 、パ其 恩 ノ廣キ 事 ヲ稱ス 然ドモ 所謂 南北 一 統ト云 

事 誠-一 一統 セン-一 ハ非ズ 若 其 盟約 ノ如ク 持 明院殿 

大覺 寺殿ノ 御末ヲ タパ ンダ、 ノ\ 一一  帝位 一一 付 ケ申サ 

レ ナ 、パ 此 後ノ亂 レモ 有べ カラ ズ然ル ユタ、 >  一旦 ノ 

詐謀 一一 出シ所 一一 シテ終 二 其 約 ノ如ク ナラズ 尤信ヲ 

失ヒシ 人ト云 ベ シ 天下 ノ主タ ラム 者 信 二 止， 事ナ 

カラン ハ 何 ヲ以テ カ稱ス ベ キ又太 政 大臣 一一 登ソ日 

本國王 一一 封ゼ ラレ シ額 モク、 > 人ナ ドノ 其勳勞 二 ョ 

リ テ 官加階 シタ ラム コソ誠 一一 光榮ト モ云フ ベ ケ レ 

常時 此人ノ 權勢ヲ 以テ何 ヲ望テ 力 其 > ひ ノ如ク ナラ 


ザ〃 ベ キサレ 、パ世 一一 傳フ だ如キ モ此人 三十 七歲ノ 

時 此官ヲ 望 申サ レ シ -ー 平 淸盛ガ 外 武家 此官 一一 任ゼ 

ラレ シ 例ナシ イカ 二 ャ有べ キト 有 シヲ大 二 怒 ソープ 

去、 パ 公家 ノ 御領 ヲ 押へ 自ラ國 王 ト成リ テ細川 畠 山 

等ヲ攝 家淸華 一一 准ゼン ト^ラ レシ 力 、パ ャ、 ガ テ 勅許 

ァソ シナド モ申ス 也 孔子 曰 名不レ 正則 言不レ 順言不 

レ順則 事 不ぃ成 ト又名 レ之必 可レ言 也 言 レ之必 可い 行 也 

君子 於-, 其 言， 無レ 所い 苟而 已矣ト 見ュ夫 所レ謂 大臣 

ト 、ノ 人臣 一一 シ テ君 一一 仕フノ 官也其 官有 y 時 、ノ 必其 

職掌 ァ リ是ヲ 名レ之 可レ言 言 レ之可 レ行ト 、ン申 ス也王 

朝旣 一一 衰へ 武家 天下 ヲ シ & シ メシテ 天子 ヲ立テ 世 

ノ 共主ト ナサ レ シ ョ リ其名 人臣 也 ト雖其 實ノ有 所 

ハ 其 名 一一 反セ リ我旣 一一 王官ヲ 受テ 王事 一一 從 、ノ ズ シ 

テ我 一一 仕 フル 者ハ 我事 一一 從フ ベ シ ト令セ ム 一一 下タ 

\ 者豈心 一一 服セ ムャ且 へ我受 y 所ハ 王官也 我臣ノ 

受 〃所モ 王官也 君臣 共 二王 官ヲ受 ル時ハ 其實 、ノ 君 

臣 タリ ト 雖其名 、ノ 共 一一 王臣タ リ 其 臣豈我 ヲ尊ブ ノ 

實ァ ラン ャ義 滿ノ世 叛臣 常 一一 絕へザ リシ ハ 其不德 

ノ致ス 所 ト雖且 ハ 又 其 君 ヲ敬フ ノ實 ナキ 一一 ョ レリ 

其 上身已 一一 人臣 タリ 然ダ 二 王朝 ノ臣ヲ 召 仕 テ是ヲ 


名 付 テ眤近 トシ 其 家禮ト スト 云へ ドモ^^ ノ罪豈 

萬 代ノ譏 ヲ遁レ ン ャ 世態 スデ 二  ジ ス レ X 其變ニ 

ヨリ テ； 代ノ禮 ヲ制ス ベ シ ：：• 疋卽 變通ズ \  ノ儀ナ 

ベ シ モ "ン 此人 ヲシテ 不ゅ無 術 ナ ラ ザ ラ シ メ、 パ此時 

漢家 本朝 古今 事制ヲ 講究 シ テ 其 名號ヲ タ テ 天子 二 

下〃 事 一 等 一一 シテ 王朝 ノ 公卿 大夫士 ノ外ハ 六十 餘 

州ノ 人民 悉其 臣下 タ \ ベ キ ノ 制ァ. ラ 、パ今 代 二 至〃 

共遵用 一一 便 アル ベ シ又 武家 ノ禮式 ヲ定メ ラレ シナ 

ド云事 ハ漢家 一 代ノ禮 モ叔孫 通、 ガ議 セシ 儘ナレ 、パ 

今^ 譏ス \ 一一 及、 パ ズ三職 七 頭ヲ定 メラ ゾ シ ハ尤是 

弊政 ナリ是 終  一！ 僧 竊ノ臣 ヲ唱フ 所 一一 シテ此 人ノ子 

孫ソ ぃガ爲 一一 弱メ ラレ シ事世 一一 知 ダ所ノ 如 シ功ァ 

〃者 二 國多ク サキ與 へ ラ レ シ事此 一 ッ 世俗 ノ者ノ 

稱スル 所 二 シテ 國ヲ計 ダ者ノ 尤畏グ 、所 ナリ 近代 

一一 モ豐臣 大閻ヲ 今一 一 至 だ 迄 人 ノ稱シ 云 、ノ 只此 一 事 

也古ノ 人赦ヲ 論ジ テ 小人 ノ 幸 君子 ノ 不幸 ト云シ 事 

ぉ此 事乂夫 一一 同ジ 小人 、ノ 惠ヲ懷 ヒ土ヲ 思 フ習ヒ ナ 

レ、 パイ カー ーモ シ テ 祿厚ク 家 富 ント思 ヒ願フ ぐョノ 

^也 去ド纔 一一 六十 餘州ノ 地ヲ或 、ノ 十 個國或 、ノ 五 筒 

II 七简 S 宛 合セ領 セシカ 、パ 其餘 功有ル 者 一一 與 フ 、、へ 


キ 地トテ モナ ク義政 將軍ノ 代 二 至リテ 太刀 刀 又 、ノ 

書 書 器物 一一 價ヲ定 テ賞セ ラ レ シ 天下 ノ人爭 力 利 一一 

赴 カザ ラン 斯ル 深謀遠慮 ナキ事 イカ デカ 稱ス〃 ュ 

足 ン 豐臣 太閤 モ 六十 六州悉 -ー 割與 へ 今 ハセ ン方ナ 

ク 朝鮮 ヲ モ 奪取 ラ ン ト 思寄テ 終 一一 世 ノ亂ヲ 引起シ 

其家ヲ モ滅サ レキ且 ハ義滿 幼子 ヲ愛シ 長子 ヲ惡ミ 

身 死 シ テ 程ナ ク 其 愛子 ヲ シ テ 死 二 イタ ラ シ メラ〃 

淺マ シ カリ シ 事共 ナゾォ ョ ソ 、ノ 此人驗 恣ノ性 二 テ 

信義 ナ キ人 一一 オハ シキ 其 代 一一 アリシ 今 川貞世 入道 

y 論ゼ シ 所 尤其病 一一 ァタ レリ トコ ソ覺 ユレ 

義持 ハ 應永 元年 十一 一月 九 歳 一一 テ 元服シ テ 正 五位 下 左 

中將 一一 ナサ レ 征夷 大 將軍ヲ 譲 ラレ 廿三 歲ノ時 道義 薨 

ジ政 ヲ親ラ シ 治世 廿 一 年 也應永 十七 年 鎌倉ノ 滿兼卒 


義宗 

ノ子 


ヲ 


ラ へ 


ffs^ 其 子 持 氏 繼グ此 月 新田 威 方 

侍 所 千 葉介シ テ斬ル 十八 年 七月 飛 驟國司 姉 小路- 

W 綱 ヲ京極 加賀守 高數シ テ討タ シム 向井 小島 兩城落 

テ 尹 綱討ダ 一 一十 年 八月 稱光 院卽位 lltljl 子 此時伏 

見殿モ 南帝ノ 太子 モ 御位ノ 事ヲ 望 給 ヒシカ ド 武家 實 

仁ヲ 立申セ シ 一一 ョ リ 伊勢 國司幷 大和 紀伊 河內 陸奧ノ 

宮方 一 同-一 訴フダ 旨ァリ 御卽位 事成シ 力、 パ悉ク 謀反 


^  .el 餘論卷 之 三 


玉 百 三十 玉 


讀 史狳 論卷之 三 

スト 云 十一 一月 奥 ノ宮方 伊達 松 犬 丸 園 田 播磨守 等大佛 

ノ城 一一 籠 ソ持氏 ^山 修理 大夫 國詮 一一 ーーーひゅ 命ジ テ攻 

落ス 二十 一 年 九月 伊勢 國司満 雅御卽 位ノ事 一一 テ兵ヲ 

舉グ關 一 黨祌戶 峰 國府鹿 伏 兎 等 也 大和 伊賀 志 摩ノ兵 

悉ク馳 * ダ 北 畠 俊泰ノ ミ京 一一 組ス廿 1 一年 春滿 雅俊泰 

ガ坂內 ノ城ヲ 攻取ル If ほ 兵 ヲシテ 木造 阿 射 賀多氣 

大河 內坂內 玉 丸 等ノ城 ヲ守ラ シム義 持 土 岐左京 太夫 

持 益 ヲ大將 トシ テ 北 畠 中 納言俊 泰等ヲ シテ討 シム寄 

手 城々 ヲ落シ テ國司 ノ籠ダ 阿 射 賀ヲカ コ ム城カ タク 

シ テ拔ズ 九月 南帝ノ 太子 力 サネテ 御卽位 有べ キ由 二 

テ 事 平 グ 此年 四月 鎌 倉 家老 上 杉 氏 憲持氏 ト 隙 出來テ 

1 一十 六日 ョ リ 籠居 ス上杉 安房 守憲基 管領 タ ソ氏憲 入 

道 禪秀ヒ ソカ 一一 同意 ノ輩 ヲ催シ 南方 ノ亂ヲ 待 テ兵ヲ 

起 サン トス 七月 一一 至 リテ關 東 ノ兵鎌 倉 一一 馳集 \ 1 一十 

日 二 B 國ス ベ キ由ヲ 持 氏 ヨリ 下知 ス 二十 三年 七月 中 

旬 ヨリ 八州 ノ兵鎌 倉 一一 集ダ 十月 晦日 大納言 義嗣ヲ 林 

£み も-一 P ン 1" 義持ノ 代 ト成リ テ中納 言 pm:o^ 去 Ml 直 

ヌ& ニ栌 シ^ "ム 二 任ジ其 明年 大納言 タリ き 日 ±1豸ぉ 名^ 

繩  一^ ぼ， f  ^ 是 、ノ 道義 在世 ノ 日將軍 ヲ廢シ テ義嗣 

ヲ立ン トセ シ 一一 其事ナ ラ ズ シ テ 薨ゼ ラ ダ 義嗣 本意 ナ 

ク 思 ヒ 今關東 ノ亂ヲ K ビ 滿 隆禪秀 一一 通 ジテ 京都 ヲ傾 


  五 百 三十 山ハ  

ケン トセ シ 事露レ シ、 ガ故 ナソ. 十一 一月 二  H  ノ夜 持氏ノ 

叔父 滿隆 || 持 氏ノ弟 持仲鍾 腿^^ 殿犬懸 入道 禪秀 一 

家幷 同意 ノ輩旌 ヲァグ 三 日 持 氏 微行 シ テ 憲基ガ 佐 介 

ノ館 一一 至^-同 六日 持 氏 扇 谷 上 杉 彈正少 弼氏定 ヲ大將 

トシ テ戰 フト 云ドモ 禪秀ガ 方 一一 諸國 ノ 勢馳加 ソ 旣 二 

十 一 万餘 散々 ニ攻シ 力 、パ持 氏 戰ャブ レ テ夜 一一 入駿河 

國ニ 落 行 追ク, 敵ノ爲 一一 討ル 、者 多 シ日ヲ 經テ瀨 名 

二 趣 今 川 範忠ヲ タノ ム 氏定 " 籐澤ノ 道場 一一 テ 自害 持 

氏 豆 州 國淸寺 •  二 有 ト聞テ 敗軍 ノ士 カシコ 一一 集 ル狩野 

介禪秀 一一 ク ミ セシカ 、パ 國 淸寺ヲ 攻破ゾ 入道、 ガ 嫡子 伊 

豆 守憲方 持^: 一一  從テ 武藏國 一一 向 ヒ 持 氏 ノ御方 南 一. 族 

江戶 豊島幷 1 一階 堂 等 ト戰打 マ ケ テ鎌倉 -ー 歸ル 禪秀ガ 

婿 岩 松 治部大 輔持國 上野 一一 起ソテ 力 ヲ合ス 義持此 由 

ヲ 聞 キ今川 並 葛 山 一一 御 敎書ヲ 被. 成 廿四年 正月 朔日滿 

隆持仲 並 禪秀等 武藏國 一一 向ヒ 五日 一一 世 谷 原-一 戰テ勝 

チ 九日 一一 戰テ敗 レ歸, 是ハ 岩松ガ 驕甚シ ク テ皆 人心 

ョ カラ ヌ、 ガ 故 也 持 氏 今 川 大森葛 山 鎌 倉ヲ 攻 ム 禪秀打 

負 十日： 雪下 ノ 御坊 一一 テ満隆 持 仲 禪秀憲 方 憲春快 尊 等 

皆 自害 十七 日 持 氏縑倉 一一 歸岩 松殘黨 ヲ催シ テ 舞木宮 

內丞 ト戰フ 五月 岩松ヲ 生捕閏 五月 誅 ス 子息 宗純 \ 落 


，、後一 一新 田 ノ岩松 ノーな,.. r 頁 タ ノ 此 後禪秀 一一 クミ セシ 輩コ 

ヌ ^ 河^ ト云 ぉ5 憲基 S ヒ管 領, ノ リ 、力 シコ -1 起 リシ カド皆 

f 一 一十 五 年 正月 一 一 十四日 義嗣ヲ 殺 ス, ^ 十 後 二 贈從ー 

位 五月 十日 權 大納言 滿詮卒 ^相 f 贈 二 左大臣 從 一 位- 

是故將 軍 ノ 弟 當將軍 ノ 叔父 贈 大臣 ノ 例 力 廿九年 十月 

一 日日 有 テ雙- 出 南方, 長 德寺殿 惡黨ヲ 催 サダ佐 竹 上 

總介持 氏 -ー 叛シ関 十月 鎌 倉 比 企 谷 -ー テ合戰 佐 竹 打 敗 

テ 自害 ス 又 常 陸 國小栗 五 郞満重 叛ク持 氏 上 杉 小山 シ 

テ 追討 セ シム 三十 年 源 義量將 軍 一一 任ズ $ 十 四月 長德 

寺殿ゥ タ だ 五 0: 持 氏 小 栗 返 治ノ爲 下野 結 城 一一 至〃 八 

月 城 落 ッ小栗 宇都 宫右 馬頭 持 綱ト共 一一 落 行 ヲ討ッ g 

麵^  皆 京都 ヨリ 小 栗 追討 ノ 多勢 駿河迄 來ソ城 落 ッ 

ト聞 テ歸^ '持 氏武藏 府中 迄歸ル 愛一 ー留リ テ 驕恣 ノ 

事有是 一一 ョ リテ 京都 ト快 カラ ズ 三十 一 年 三月 京ョ リ 

服 西 堂 ヲ使ト シテ 府中 一一 至ラ シ ム 四月 十二 日 南 帝 後 

龜山院 崩御 五月 服 西 堂上 京 九 ！=: 又 府中 一一 來リ 持氏ヲ 

サマザ マ 諫メテ 京 鎌 倉 和睦 十 一 月 持 氏歸， 一 鎌 倉 ニニ 十 

1 一年 一 一 HI 一十 四 曰 將軍參 議正四 位下 義量 頓死：^ 義持 

苒 政務 ヲ司ル 九 e: 志摩ノ 伊雜浦 一一 兵 起 \ 兵 ヲシテ 討 

平グ 三十 四 年 五月 赤松 左 京大 夫 滿祐同 越後 守持貞 爭 

論 ノ事有 赤松 ガ 一族 攝津播 磨 備前美 作 因幡 五ケ 國ヲ 
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領ス 満祐ハ 則祐ガ 嫡流 一一 テ 持貞 ハ 則祐兄 ノ 貞範ガ 0 

ナレ， トモ 庶流 也サ レ ド持貞 ハ 義持ノ 寵臣 ナ レ 、パ 三 州 

ヲ 給フ満 祐憒テ 己ガ舘 一一 火 ヲ掛ケ テ播磨 一一 歸 リ白幡 

ノ城 一一 籠 \ 義持怒 テ 細 川 持 元 山名満 熙 一一 仰テ討 ント 

ス 十月 諸 大名 一 味 シテ持 虞 ガ 驕奢 無 禮ノ事 ヲ訴フ 持 

負 異議 二 不 レ及 自害 シ満 祐赦サ レ テ 十一 一月 十七 日歸 

洛ス正 長 元年 正月 義持 不例 嗣ノ事 評定 ァ リ或ハ 連枝 

ノ 僧中ヲ 還俗 セシ メムカ だ；： 或 、ノ 持 氏然ダ べキ カイ 

ヅレヲ ヮキ難 キー 一 ョ リ 管領 畠 山 左衞門 督滿家 入道々 

端 石淸水 一一 テ M ヲ取ル 一 一義 持 同 母ノ弟 靑蓮院 義圓大 

僧正-一定 マダ旣 一一 シ テ十 八日 一一 將軍從 一 位內 大臣 義 

持薨， 十 十九 日 一一 義圓 靑蓮院 ヲサリ 三月 十二 日歸洛 

左 馬頭 從五 位下 一一 ナサ レ義 宣ト名 ノル UJi 七月 廿日 

f  月 二十 き o*  r  / マナ ズ 此帝 魔法 チ行 t 常 羞ト公 

稱光帝 崩 七- 白 子 マ シマづ ク 一一 潔齋， ン給 フト 云凝バ お 

院 一一 モ 皇子 坐 サズ此 I 一  ヨリ テ帝未 ダ崩ゼ ザ リシ 時 一一 

Is 十 義宣伏 見 一一 便シテ 道欽ノ 御子 ヲ迎へ 院 一一 申テ 

御 養子 ト セラ レニ 十九 日 一一 踐祚 =驟 

案〃 一一 義 詮觀應 1 一年 一一 南 帝 後村上 院ヲ ム 力へ 降ラ 

レシ 日 一一 北朝 ノ君崇 光 院ヲ廢 シ奉ダ 此時南 帝光嚴 

光明 崇 光三 院ヲ トリ 參 ラセ テ吉野 へ 還 幸有シ 力 、パ 

玉 百 三 r. 七 
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義詮 又^ 光 同 母弟ヲ 北朝 ノ 君-一 ナ シ參ラ ス是 後光 

嚴院 ノ 御 事 也 其 後 六 年 ヲ經テ 三 院ヲ、 パ都 一一 返シ參 

ラセ ラレ キ 義満 ノ代 一一 至リテ 後圓融 院踐祚 ノ 日崇 

光院第  一 ノ 宮榮仁 親王 ヲ御位 一一 付ケ 參ラ ス ベ シ ト 

譏 セラ レシ 一一 細 川賴之 後光 嚴院ヲ ヒ キ參 ラセ ケレ 

パ其 御子 御 位 一 一定 リ給ヒ キ崇 光院 ハ 持明院 殿ノ嫡 

流ナ リシ， 一 力、 y シ 力 、、ハ 後光 嚴院ト 御兄弟 ノ間 

モ快 カラ ズ？ f  f 錢 シ伏 見殿旣 i ジ 給 ヒ 

榮仁ノ 御 時 一一 ハ 御領 モ滅シ 應永廿 三年-一榮 仁モ失 

給 ヒ 貞成 其跡ヲ ッ ギ テ 愈衰 へ 給 フ 後小松 ノ 上皇 ノ 

仰 二 テ 無 品 親王 ノ 宣下 有 シヲモ 稱光院 ノ御憤 深 力 

リシ 力、、 ハ ャ、 ガテ 出家 シ給ヒ テ道欽 ト申セ シガ其 御 

子此度 御卽位 ヲシリ 給 へ 、、ハ 此後 ハ. 永ク 持^ 院殿 

ノ御 嫡流 一； テ^ 光 院ノ御 末 正統 ト 、ノ ナ ラセ 給へ 

南朝 記  一 I 大 德寺ノ 一休 ト聞 ヘシ； 實 ハ 後小松 ノ皇 

子ナ レドィ ヤシ キ服 一一 宿 リ給ヒ シ 力 、パ 人臣 ノ子ト 

ナサ レテ ^ト ハナン 給へ k 也稱 光院ノ 御世 ッ ギ ノ 

事ヲ議 セラ レシ 一一 ： 休 一一 問つ ンメテ 定申 サ \  、ベ シ 

ト テ院宣 ァ リ シ 一一 和尙 モ ひ 一：：^ ハナ クー 首ノ 和歌 ヲ 
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常 盤 木 ャ木寺 ノ梢ッ ミ捨テ ョ . 

世ヲ ッ グ竹ノ 園；； フ シ ミ 二 

サラ 、パ トテ伏 見殿ノ 御子 一一 定レ リト云 此歌カ 、 レ 

シ者 、ノ 今 モ世ノ 寶ナド 申 テ傳フ ザ 者 モアレ、 パサモ 

有シ ニヤ  > ひ 得 ラ レ ズ 

南朝 記 一一 此時南 帝 ノ 宫御位 御- 3.: ミア レド叶 じ、 ガ タキ 

事 ヲ歎思 食テ士 口 田從 一 位守 房 以下 御供 二. テ 御座 ヲ他 

所 二 移サセ 南方 ノ輩彌 恨ヲ合 ム 十二月 宫 § 伊勢 ノ國 

一一 行啓 ァ ク テ 國司北 畠 兵ヲ催 シ 又吉野 一一 モ 官軍 旌ヲ 

擧 グ永享 元年 將軍 元服 畠 山 加冠 參議 -ー 任 ジ將軍 宣下 

諱ヲ 義敎ト 改メ櫂 大納言 從 三位 一一 ナサ X 錢 ぱ？ ^院 

七月 南 軍 越 智十市 久世萬 年 等吉野 ヨリ 打 出 所々 一一 テ 

合 戰畠山 持 國是ヲ 討 ッ 伊勢 國司滿 雅ノ討 手 一一 ハ 仁 木 

一 色 等 ヲ差向 ク土岐 世 保 刑 部 少輔持 賴大將 タリ 國司 

戰 ャブレ テ討レ 南 帝ノ宫 京ト御 和睦 有 テ嵯蛾 一一 還ラ 

セ 御 出家 ノ後 萬壽寺 一一 入 給 フ 御 法名 覺理後  一一 _長 慶院 

ト申奉 だ 满雅ノ 子顯雅 モ降レ リ 

案 一一 義滿 初陶北 ヲ和セ シ H 一一  盟約 セラ レシ 所ハ持 

明 院殿大 寸殿兩 流 昔 ノ如ク 御 位 ヲ知ラ セラ〃 ベ 


シト -ー テ 三種 ノ 神器 ヲ 北朝 一一 渡サレ 南帝ノ 太子 寬 

成 親王 ヲ 東宮  一 I 立ラだ 此後 十七 年 ヲ經テ 義 滿薨ズ 

終 二 盟約 ノ如ク 一一 南帝ノ 太子 ノ翼戴 シ奉ラ ズ又四 

年 一一 シテ 後小松 讓位 ノ日義 持前盟 一一 背キテ 稱光院 

ヲ 立參 ラセ シカ 、パ 南 軍憤ヲ フ ク ミ テ 諸國 ュ 兵ヲ擧 

グ此時 義持南 軍ト相 和スル -ー此 次ノ御 位-一 ハ南帝 

ノ 太子 ヲ 立- ズ參ラ ス ベ シ ト約セ シ 力 、パ 兵解ケ ヌ其 

後 十六 年 一一 テ 稱光 院崩ジ 給 ヒ 御位ヲ ッ ガ クべキ 御 

子ナク 後小松 ノ 上皇 -ー モ又 御子 ナ シ此時 一一 オイ テ 

ハ義 敎宜ク 南帝ノ 太子 ヲ立 申べ キ事ニ ァラズ ャサ 

ラ パ 義滿義 持 ノ 盟約 モ 違 r ス 南朝 ノ舊臣 ノ憤モ 散 

ジ且ッ ハ 建武以 * 八十 餘年ガ 程 一一 戦死 セシ 南朝 義 

士  ノ 忠魂 寃魄ヲ モ慰ッ ベ シ 豈忠厚 ノ至 一一 ァラ ズ ャ 

其 一一 腹ァ シク南 帝 ノ統ヲ 絕棄參 ラセ シ事 コソ ウタ 

テケ レ是ヲ 譬フダ 一一 秦張儀 ガ商於 六 百里ノ 地ヲ獻 

ゼ ム ト楚懷 王 ヲ欺キ 終 一一 武 關ノ會 一一 ョ リテ 楚王ヲ 

執へ テ歸レ x ガ如 シ但シ ソンラ ハ欺キ -ズ地 ヲ少シ 

ク與べ モ シ ハ王ヲ 執へ シ ノ  、、、也 義滿 義持義 敎等ノ 

南帝ヲ 欺キ參 ラセ シ事ハ 三種 ノ 神器 ヲ奪フ ベ キ爲 

ナレ 、パ穽 騫ノ盜 ノ如シ トモ 云べ キ 二 ャ イカ デ夭下 

讓史餘 論 卷之三 I 


ノ 生タ ^者ノ シ ヮザナ ルべキ サレド カク カレ ラガ 

爲 一一 欺 レ給ヒ シト云 事モ皆 後醍醐 院ノ御 餘殃タ レ 

、パ 三 ダ リ ガ 、ノ シ ク 彼 人 々ヲ モ恨ム マジ キ事 ニヤ 

一 一年 春 和 泉 河 內紀伊 ノ南軍 モ皆降 >ノ 近衞 左大臣 、ノ ジ 

メ  二 南 帝 ヲ離レ 自ラヲ 立 テ紀州 一 一 趣 キ堀內 殿 ト稱シ 

南 軍 ノ餘類 ヲ語ラ ヒ給シ 一一 從フ 者多シ 

公卿 補任 幷 南朝 記 傳ヲ案 一一 後醍醐 南山 へ 入 ラセ 給 

ヒ 光明 院卽位 建 武四年 四月 五日 一一 近 衞闢白 左大臣 

從 一 位藤 原經忠 吉野宫 一一 奔 ヅ給ヒ 明年 滅^ 南 

帝 崩 ジ給ヒ 後村上 院 卽位ノ 日 南朝 ノ關白 ュ 任ジ給 

フ其後 十四 年 南 帝 義詮ノ 御請 申 一 一 ョヅテ 御 和睦 有 

-シ 明ル年 輔 slw  A 月 十三 日 一一 五十一 歲 一一 テ薨 

ジ給 H リ其 子經家 ト申セ シ モ 五十 九歲 一一 テ 康應元 

年 二 失 セ給ヒ シ由 公卿 補任 一一 見へ タリ 經家ノ ウセ 

給ヒ シ事モ 後 龜山院 武家 ト 御 和睦 有 シ年 ヨリ 三年 

前 ノ事也 大系 圖 一一 モ 補任 一一 モ經家 ノ子ノ 事ヲ、 パ記 

サ ズ 今茇 一一 見 ヘシ 所 永享ー 一年 ト云 、パ 經忠薨 後 ョ ソ 

七十 八 年 ニ當リ 經家ノ 失. セ給ヒ シ ヨリ ハ 四十 一年 

也然ダ 一一 近衞 左大臣 殿ト 見へ シ ハ ィ ブ 力 シ 思 フ ュ 

飴 ト云字 ノ下ノ 二字 ヲ訛 ソ寫セ シ ニヤ モンク ハ是 

玉 百 三十 九  — 
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經忠公 初 一一 南都 ヲサリ テ紀州 一一 趣キ 自門戶 ヲ起シ 

給ヒ其 子孫 ノ 今 又 南 帝 ノ舊臣 ヲ集メ 給フト 云事ュ 

ャ 南朝 記ノ 第二 卷闕 タレ 、パ 南朝 輿國 元年 ヨリ ^ 

年 正 平 十一 一年 迄 f ぼ 治 一 一十 七 年 ガ間ノ 事 見 ェ ザ レ 

，ハイ カニト モ定メ 難 シ然レ * カク 甲 5 フ事ハ 經家ノ 

事 補任 一一 見 M シ 所 負 和 n 一年 ヨリ 康應 元年 ノ 薨年迄 

散 位ノ中  一一 ノ セ テ從 三位 ト許リ 有 テ其餘 昇進 ノ事 

モナ シ此人 朝 二 仕べ ラレ 、パ 四十 四 年ノ間 ー官 一階 

ヲモ進 ミ給ハ ヌ事ャ 有 ルべキ 是 南朝 一一 モ 又 仕 へ ラ 

レザリ シ事ノ 支證ト ヤスべ キサラ 、パ 經忠ノ 南朝 ヲ 

去給ヒ シ 事何レ ノ比 一一 ャ有 ン貞和 五年ノ 正月 高師 

直吉野 一一 攻入 テ 南 帝 賀名生 一一^ レ給 ヒシ比 一一 ャ有 

ベ キ^シ 然ラズ 、パ觀 應ニ年 南 帝 義詮ト 御 和睦 有テ 

都 二 還 ラセ 給フ ベ シトテ 八幡 迄出サ セ給ヒ シ比ノ 

事 ニヤ 又 コ 、二 堀 內殿ト 見へ シヲ 大系 圖  一一 、ノ 掘 川 

殿 ト有リ ィヅ レガ ヨシ ト スぺキ 是 又他ノ 所見 ナ 

シ 抑 王家 衰 へ 給ヒシ 後 兵 革 起 リ シ 始保元 ョ リ 

以來 平治ノ 亂壽永 承久サ テ 其 後 ハ 元 弘建武 ノ 亂 レ 

ヲ 大ナリ トス 保 元ノ時 關白忠 通內裡 一一 參ラ レ キ是 

、ノ 舍弟賴 長新院 ノ御 方ノ謀 主-一 テ 忠通ト 不快 ナリ 
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シ 力 、、ハ 時勢 力 クァラ ズ シ テ叶フ ベ 力 ラ ズ 平 治 二 信 

賴院 內ヲ脅 シ參ラ セ シ 一一 關 白基實 ヮヅ 力 一一 十六 歲 „ 

二 テ有 リシ 力 バ 云フ 二 及 バ ズ 其 ノ父ノ 忠通ヲ ハ ジ 

メ 其餘ノ 大臣 一人 ノ 奇策 ヲ 出シテ 君上ノ 急難 ヲ救 ： 

ヒ參ラ セント セン 人 モナ シ幸 ニ淸盛 ガ計ヒ ニテ院 一 

ヲモ 帝ヲモ 奪ヒ參 ラセ 兵 ヲ起シ テ 逆賊 ヲ ゥ チ平ゲ 

タレ、 パコソ 一 一 帝御恙 モヮタ ラセ 給ハネ 其 後 又淸盛 一 

ガ驕 惡ヲ恣 一一 セン 時 關白基 房 ヲ始テ 皆々 ソレガ 威 一 

二 ォソレ 一 人ノ 大臣 朝家 ヲ鎭 定セ シ者ナ シ 程ナク 一 

木 曾 都-一打 入セシ カバ 平家 西 海へ 落 行帝モ 同ジク 一 

都ヲ出 給ヒシ 二 攝政基 通 ハ 平家 一一 モ ムス ボフ ラレ ！ 

タ〃 人 也 シカド 帝 ヲ捨參 ラセ 都 一一 落止リ 後鳥羽院 

ノ攝政 一一 ハナ ラレ キイ ク程 ナク 法皇 義仲 ヲ討レ ン - 

トテ僧 法師 カリ 集 メ終ー 一義 仲、 ガ爲 一一 幽ハ レ 給ヒシ 

二 法皇 ヲ 諫止 參 ラセ シ  一 I  .モ 非 ズ前關 白 基 房ャゥ 、 一 

、 ュ 義冲ヲ ナダ メラ レシ 二 コ ソ 帝位 御ッ 、ガ ナカ 一 

リキサ テ承久 ノ亂ハ 九條廢 帝ノ攝 政道 家 後鳥羽院 . 

ヲ諫 メ申サ レ シ事 モナ ク又 帝ヲ ス クヒ參 ラセ シ事 

モナ シ但 シ此人 、ノ 鎌 倉 ノ賴經 ノ父ナ レ 、パ 義時ガ フ 

か マヒヲ ァシ、 トハ思 ハレ ザ リシ 二 ャ其後 義時三 


帝ヲ或 ハ流シ 或 ハ廢シ 奉ソ後 堀川 ヲ立參 ラセ シ 一一 

近 衞ノ家 實義時 ガ計ヒ 一一 テ攝政 セラ ダ此人 ハ カノ 

基 通ノ子 一一 テ 土 御門 院ノ 御 時 ノ攝政 一一 テ 其 後關白 

ト ナリ頓 德院ノ 御 時 一一 モト ノマ、 一一 關白タ ソキサ 

レ バニ 代 ノ攝關 一一 テ有 シ人ノ 其君ヲ 、パ 陪臣 義時ガ 

タ メ 一一  流シ ス テ舉ラ セ マ タ其 ガ計ヒ ノ儘 一一 後ノ朝 

一一 仕へ テ 攝政セ ラ ル 凡是ラ ノ 人人 ノ フ^' マヒ イカ 

デ 大臣 ノ義ァ リト ハ 申サル ベ キ思フ 一一 ョ ク恥知 ザ 

ル人々 二 テ有 ケリ是 ヲ譬フ 一一 只 五代 ノ大 后 ニョク 

似 タだ事 一一 テ有ル 哉 中世 ョ リ 此方 喪 亂ノ際 節々 段 

々義ヲ 思 ヒカヲ 竭シ死 ヲ致ス ハタ、 > 武人 ノ ミナ リ 

世スコ シモ穩 一一 ナソ ヌレ、 パ 尊 位高 祿 一一 居テ 武人 ヲ 

、パ奴 僕 雜人ノ 如 クー 一思 ヒナ シ世 ミダ レシ 時 一一 ハ捧 

首 鼠竄シ テ 一 人 モ身ヲ 挺テ忠 ヲ致ス 者ナキ ハ 公家 

ト 僧徒 ノ ミ也 誠-一 國ノ 蠹害ト ハ 此 輩ヲゾ 云べ キサ 

レ 、パ 天道 ハ天 一一 代 ソテ功 ヲ立ル 人 一一 ムクヒ 給フ狸 

ナ レ 、パ其 後 武家 世 ヲ知ソ 給 フ事其 故 ア^-事 トゾ覺 

ェ 侍^-然^' 一一 建 武ノ亂 出來シ 初-一 此近 衞殿ハ 北朝 

一一 シ テ 乇 關白 二 ナサ レシ 力 ド夫レ ヲ捨テ 、 最初 一一 

南朝 一一 參 ラレキ 其餘 大臣 一一 テ ハ 吉田內 大臣 從 一 位 


藤定 房ナリ 攝家ノ 人々 -I テ 、ノ  二 條ノ師 基 モ參リ 給 

ヒ後 一一 ハ 關白シ 給ヒキ 二十 一年 ガ程隔 タリ テ後延 

文 二 年 一一 一條 ノ內嗣 モ參ヅ 給ヒキ 就中 近衞殿 一條 

殿ハ共 一一 嫡子 一一 テオ ハ セシ 人々 ノ カク 有 シ事誠 一一 

其家祖 -1 愧給、 ノヌ トコ ソ 申べ ケ レ 喊 1 お^ fM 殊 

一一 ハ北畠 源 大納言 親 房 父子 ノ忠 功古ノ 大臣 一一 モォ 

トリ 給フべ カラ ズ 1  此世 一一 ハ 朝廷 ノ人々 多ク ハ義ヲ 

思 ヒ節ヲ 守 リ給ヒ シ 一一 ャ 公卿 以上 南山 一一 參ラ レ シ 

人々 二十 餘人 一一 及べ ヅ其下 、ノ 猶多 カリ キ殊 一一 戰場 

一一 シ テ命 ヲ損ゼ シ人々 モ 少カ ラ ズサレ パ 或 人ノ云 

シ ハ其代 一一 義ヲ モ節ヲ モ知 リシ 人々 ハ皆南 一一 奔ジ 

テ 北朝 ノ臣タ ラム 事 ヲ深ク ハ デ 一一 キ其餘 北朝 二 殘 

リト V マジシ 人々 ハ 皆恥ナ キ ノ 人也ト 云キサ 乇有 

リケメ トコ ソ思 ハダ、 也ソレ ガ中 一一 一 一條 良 基 ハ 光 

明崇光 後光 嚴後 圓融 後小松 五 朝 ノ帝師 タヅ 其家是 

ヲ 以テ榮 トセ ソト 申侍ダ 力 某、 ガ思フ 所 ハカ ホ ドノ 

辱ハ 有べ 力 ラザク 一一 ャ其 身旣ー 1 後醍醐 ノ朝 一一 事へ 

シ人ノ 北朝 ノ臣 トナソ テ關白 一一 任ジ 義詮ノ 崇光院 

ヲ廢. シ 南帝ヲ 迎奉ソ シ時 百僚ヲ ヒ キ ヰテ吉 野 殿 二 

* ソ光嚴 以下 三 帝 吉野ュ トラ ハレ 給ヒ シカ、 パ又北 
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讀史餘 論 卷 之 三 

一一 奔ソ テ 後光 嚴御卽 位 \ 日 又 關白シ 剩此時  一二 二種 

神器 ヲ 皆 南方 へ 渡- シ ヌ レ 、パ 御卽位 ノ事ィ 力、 >  ト傾 

申メ 人々 モ有シ 一一 寶劎 二  、ノ 尊 氏ヲ用 ヒ ラレ 神璽 二 

ハ 良 基 ヲ用ラ グ ベ シ ト申サ レケレ 、パ踐 祚ノ儀 行； ノ 

レ シ ナドモ 申 二 ャ且ッ 、ノ 武家 ノ 故實ナ 、ド モ 此家 ョ 

リ 勘進 ヲ セラ レシト カャ 其事ョ ク 五代 ノ馮 道ガ振 

n 二 似 タル 也 力 、 だ人ヲ モ 博 學宏才 一一 ォ 、ノ シテ代 

々帝師 一一 テ坐セ シナ ド敬ヒ 思フ 事ョ ク義ト 云 事 ノ 

明ラ カナ ラヌ俗 二 ハナ ソタ〃 也 

永亨 三年 二月 將軍 伊勢 參宫 四月 高 野參詣 供奉 ノ 大名 

廿 三人 此序 二 南方 巡 見 八月 赤松 満祐ヲ 召 籠 ム其故 、ノ 

義敎 近習 ノ 女房 三人 罪 有 テ殺ス 其 中 一一 滿祐 ガ女ァ リ 

是ヲ恨 テ^ 反ァ タ由聞 シ故也 満祐ヒ ソ 力 一一 播磨 ニ奔 

\ 九 s: 富士 見物 ト シ テ 駿河 一一 下向け 今 川 範政館 一一 テ 

歌 會ァソ 其 後一 ー歸洛 i 一  十月 京 勢 和 州 一一 向 ヒ越智 伊 

豫守維 通ヲぉ ッ 十二月 赤松 ヲ討チ テ降ス 五 年 正月 豐 

後大 友中務 少輔ソ ム ク大內 持 盛 河 野 通 久向ヒ テ合戰 

ス 刑 部 太 輔通久 討死 三月 小 早 川 又太郎 シ テ 修理 權大 

夫 持 盛 ヲ助ケ 大友ヲ 討シム 十月 山門 衆徒 背ク 坂 本 志 

賀 一一 城 守 山 名 持豐シ テ攻十 一 月 十三 日ョ ゾ 十二月 屮 
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戰止ズ 六 年 正月 山 徒 降 ダ七年 七月 山 徒 並 五山 ノ僧數 

十 人 殺 サ .ル 九月 京 勢 越智ヲ ゥ ッ 八 年 畠 山 方河內 守護 

代 遊 佐 兵 庫助ヲ 大將ト シテ 越智ヲ セ ム越智 南 軍ヲ催 

シ 高 鳥 一一 城 守城險 一一 シ テ 落チ. ズ十 一 月 信 濃 國小笠 原 

大膳大 夫 村 上 中務太 輔ト戰 フ 村 上 加勢 ヲ 縑倉 一一 乞 フ 

持氏是 - 一 應ズ 上 杉 憲實諫 テ小笠 原 、ノ 京都 御家人 也 私 

一一 討チ 難シト 云 持氏悅 、パ ズ ト雖モ 加勢 ヲ バ ャ ラ ズ 是 

ョ ゾ持氏 憲實快 ラズ九 年 三月 高 鳥合戰 四月 持 氏 上 杉 

陸 奥 守憲實 一一 仰テ 村上ガ 加勢 ト稱シ テ武州 本 一 揆ノ 

兵ヲ 催ス是 、ノ 憲實 ヲ誅セ ン 爲ト 聞ュ憲 實驚テ 七才ノ 

愛子 ヲ 七月 廿 五日 上野へ 遣ハ ス八 月 十三 日 持 氏憲實 

ガ 家へ 行テ 和睦 ス十年 五月 大和 一 揆 起リ吉 野ノ 官軍 

所々 一一 起 ル越智 ナホ 高 鳥 一一 有 一 色 左 京 太夫 義貫世 保 

刑 部 太 輔持賴 ヲ大將 トシ テ是 ヲ討ッ 六月 持 氏 ノ 子賫 

王 九 若宮 元服 義久 ト名ク 憲實例 ノ如 ク京ノ 諱ヲ 望 マ 

^ ベ シト數 諫レド モキ カズ カレ ガ參賀 ノ時誅 セラ〃 

ベ シト 聞テ病 ト稱シ テ 參 ラ ズ 八 月武州 府中 ュ 進發 一 一 

十八 H 京 勢 和 州 ュ向ヒ 多 武峯ヲ ャキ高 鳥 城 ヲ落ス 越 

智ャブ ^ 九月 義敎綸 旨 ヲ請ヒ 御 敎書ヲ ソ へ テ上杉 中 

務少輔 持房ヲ 大將ト シ テ關東 一 一 差向ク 九月 十^ 笞根 


合戰 京方 打 マ ケ 寺 尾 熊 谷 等 討死 去 ダ 四日 ヨリ 上杉憲 

實モ上 州 白 井城 ヲ タ チ十 九日 武州分 部 一一 陣ス持 氏ノ 

軍兵 心 ヲ變 ジテ是 ュ從フ 者 多 シ 一 一 十七 日 京 勢 足柄ヲ 

越テ 早 川尻 一一 至 \ 縑倉 方戰破 だ 十月 三 日 縑倉留 i 三 

浦 介 時 高 三 浦 へ 十七 日 三 浦 兵 大藏谷 一一 放火 十 一 

月  一 n! 三 浦介縑 倉-一 入 ダ義久 落 ッ梁田 石 塚 河 津等留 

リ戰テ 死スニ 日 持 氏 降 五日 出家 義久 一一 家讓ラ ム 事ヲ 

_ 請 フ憲實 此由ヲ 京都へ 訴フ 義敎キ カズ 七日 上 杉憲實 

父子 一 色 直 兼 自害 ソノ 郞從憲 實ガ爲 一一 誅セ ラダ 、者 多 

シ 4. 年 二 K 持氏滿 API 自害 lut " 一一 一十 八日 義久 

自害 t 憲實 力 ノ 父子 ノ命 ヲ乞フ 事 數十度 事 叶 、ノ ズ 是 

二 ョ リ テ 自殺 ス 人是ヲ 止 メシカ 、パ 出家 シ 豆 州 國淸寺 

二 閑 W ス長楝 庵ト云 十二 年 正 H: 持 氏 ノ餘黨 一 色 伊豫 

守 縑倉ヲ 去リテ 相 州 今， M ノ 城 一一 コ， モ^' 管領 淸方 兵ヲ 

シテ セ ム持 氏子 春 王 安 王 日光 山 一一 忍 ビ此月 山 ヲ出テ 

_ 锆城中 務太輔 氏朝ガ 城-一入 リ野田 右 馬 介 古河-一 籠ル 

吉見希 慶上州 一一 起 y 鎌 倉 方是ヲ セ ム 四月 兵 庫 頭淸方 

等 結 城 一一 向フ 五月 朔日京 ヨリ 持 房ヲ下 シ憲實 入道 ヲ 

催 ス和州 一色 左 京 太夫 義貫^ | き^ f 大當時 越 智ヲ攻 

テ 三輪 一一 ァソ將 軍 ノ近ク 召 仕 ハ レ シ小辨 ト云女 一 色 
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南 帝 一一 志 有^-由 ヲ讒シ ケ^' 一一 實否ヲ モ乱サ ズ武田 信 

榮 一一 仰 テ陳中 一一 テ誅ス 一 族 三 B 人 自害 f^f^^ 

又 細 川 讃岐守 一一 仰テ 土岐世 保持 賴ヲ 和 州 多武峯 一 一 テ 

討 ッ持賴 戰ャゾ レ テ 自害 ^fww:f 智 七月 一 色 伊 

豫守武 州 一一 出テ 須賀土 佐 守 ガ城ヲ 落 シ 其 後上 杉ト戰 

テ敗レ 奔ダ信 濃 ノ守大 井越 前 守 源 持 光永 壽丸ヲ |g 

取立テ 笛吹 峠 一一 起ダ 上 杉兵ヲ シ テ討 ッ此月 一 一十 九日 

ョ リ京勢 幷武藏 上野 越後 信 濃等ノ 大兵 結城ヲ 力 コ ミ 

セ ム 此時故 伊勢 國司 滿雅ノ 嫡子 中 將顯雅 大河 內ノ城 

一一 ァ リニ 男 少將敎 具 多 氣ノ城 一一 ァソ 將軍頻 一一 和睦 ヲ 

調 へ テ親ミ 世 保、 ガ 伊勢 ノ 守護 職ヲ ャ メ テ國司 一一 與フ 

是ハ關 東 靜ナラ ズ此時 宫方起 リナ、 パ 大事 也 一統 ノ後 

一一 ハ 國司 ノ 一  族皆誅 ス ベント 思 ヒテ カク 計ラヒ シ ト 

云 九月 義敎 異腹 弟 大覺寺 門 主 大僧正 義昭 出奔 此人慈 

悲深ク シ テ 人 崇敬 大 カタ ナラ ズ 南 帝 |§ トモ 親 ミ 深 

シ南帝 一一 ス、 メ申サ レシ ハ 將軍 カク 威ヲ フル ヒ驗ヲ 

キ 、ノ  メ 天下 悉ク 困窮 ス ネガ 、ノ ク ハ君ヲ 世 一一 立參 ラセ 

萬 民ノ苦 ヲ救フ ベ シ五畿 內ノ宮 方 年 比 ノ恨有 關東又 

大- ー亂レ ヌ 九州 ノ菊池 大村ヲ 催 サム 一一 彼是 御 勢ノ不 

足ァラ ジ 夭下ノ  K 覆此 時也ト テ南帝  一！ 申テ ヒ ソカュ 
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勅使 シ テ 菊 池 一一 仰 ラル 、 旨 有 菊 池 答申 ケ y ハ 結城ノ 

城來年 堅固 ナラ、 、ハ來 年ノ末 一一 ハ必々 天下 反覆 スべシ 

ト也是 一一 依 テ南帝 舊臣等 ヲ催サ ル義昭 僧正 ハ 病ト稱 

シ 長髮ス 久シク 出仕 ヲ止メ 給フ事 心得 ズトテ 義敎討 

手ヲ向 ケント ス僧 正坊官 大和 法 橋 一 人 ヲ具シ テ落チ 

ラ 庀 其 形 ヲ圖シ テ國々 ヲ タヅ ネ カレ ヲ討 ナパ 敵 御 方 

ヲ ィ ハ ズ賞 、ノ 望 ミ 一一 ョ〃 ぺ シト 也嘉士 口元 年 三月 僧正 

薩！： 一一  至ソ 民家 一一 入給ヒ シ 一一 カラ 臼ス ソ 臼等ノ 農具 

ヲ見テ 其名ヲ R 人 ュ問ハ レ シヲ怪 シミ都 ョソ尋 ラレ 

落人 必此 人ナ \ ベ シ ト 思 フ 其 時 僧正 菊 池 へ 遣 、ノ セ シ 

狀ヲ農 人 奪トソ テ見ダ 一一 歌ァリ 

花ィ カー 一 我 ヲァダ シト思 フラン 

《吊 二 力 ハラ ヌ コ トシ ナ リケソ 

山陰 ノ花コ ソ今ハ 唉初メ レ 

都 ハ末ト 思 ヒャル ベ シ 

愈怪テ 十三 日 一一 是ヲ攻 僧正 モ 法 橋 モ討ヌ 僧正 辭世 一一 

アダナ リト思 ヒシ花 ノ齡サ へ 

浦山シ ク モ 明日 ヲ シル哉 

此！！ ：：  二十 三日 義敎 伊勢 參宮 大雨 降ヅ モノ  、ケ 多シ輿 

一一 入ラ レ シ劍 g アヤ マソ テコ ト物 也草津 一一 テ是ヲ 見 


付ケ テ飯尾 肥 前 守ヲ返 ヘシ テ マコ ト ノ叙ヲ メス 一一 水 

ロニー  テ是ヲ 奉 ル此度 伊勢 參詣 ノ事ハ 國司モ シ 義昭ヲ 

力 ク シ 逆心 ァ \ 一一  ャト 疑ヒモ シ然ラ 、パ 自ラ 國司ヲ ク 

タ ン トノ爲 也 五月 義昭ノ 首 上洛 ス面 一一 疵多ク シテ疑 

ハ シ 僧正 ノ 近習 ノ童 一一 見セシ 二 僧正 ノ御 首ナラ ン ュ 

ハ 先年 奥 齒ニ ッ落シ 其跡ァ y ベ シト 泣々 云ヒ シ 一一 果 

テ齒 ナカ リシ 力 、パ 疑ヲ ナサ ズ又結 城モ去 四月 十六 日 

一一 落 チテ氏 朝 持 朝 父子 自害 並 兵 數千人 皆 討死 春 王 安 

王ト ラ 、ノ レ 十七 日 一一 古河 モ落. チ 五月 四日 一一 首 共 上洛 

六日 一一 濃州靈 井一 一 テ春王 £ 安 王サキ ラダ 六月 二十 四 

日義敎 赤松 滿祐 ガ爲メ  ニ弑セ ラダ | 針義敎 赤松 伊豆 

守 貞村ガ 童 ノ時 寵愛 シ玉ヒ シ 一一 ヨリ 成人 ノ後 モ愛猶 

深ク シ テ 満祐ガ 所領 備前播 磨 美作ヲ ワカ チア タへ ン 

ト ス此日 二 満祐ガ 館 へ 入玉フ ベ シ ト 兼ーズ ョ ソ仰 アジ 

コ レ ハ満祐 ガ庭ノ 池 中 一一 鴨 ノ子多 ク生ゼ シヲ 見玉フ 

ベ シトナ ソ此日 滿祐ガ 二 男 今日 ノ御入 ハ庭ノ 御覽ノ 

事 一一 ハ ァラズ 貞村 一一 所領 ヲ 玉 ハラン タメ ナソ ト閡ュ 

ト ッ グ 満 祐憤テ 渥美 中 村 浦 上等 三百 人 所 々 -1 隱シ置 

ク卯時 一一 入 玉 ヒ猿樂 酒宴 ノ 半-一 マヅ厩 ノ馬ヲ 放チ是 

ヲト ラント テ門ヲ トデテ 伏兵 起 渥美 屛風 ノ後ョ ジ出 


テ^: S ヲ^ ス 是ョ "先に 公方 小坐敫 一一 テニ寸 計 リノ 人形 出デ鴻 

^5 名 ス詞ノ 能 チセシ が 鵜 詞ノ時 一一 難 起， レ此 時滿祐 が子彦 

卞ぷ 敎 ^ト  一 ^左 馬 介 ス 、 ミ テ. ぉ敎 ニ坐 43« 司 r おノ  r>  .N  K キ $ 

が手チ トリ 渥美 後ョ "首 チ玉フ トー 叶^-化 ノ  ノ々 が ョ ® 

ギ或 ハ^レ 或ハ 同士 討數 ヲシラ ズ 京 極加賀 入道 々 統 

山 名 中務大 輔熙责 命 ヲ a ス 斯波左 兵 衞^義 廉大內 刑 

部 少輔持 世 垣 ヲ越テ 一一 ゲ去ャ 滿祐^ 手ヲ 待チテ 一 矢 

射テ 自害 セ ン ト待チ シ 二 諸人 ァ ヮテサ ソギテ 時ヲ移 

ス滿祐 父子 三百 餘騎 攝津中 ^  ノ 所領 一一 趣キ 愛一 一 テ將 

軍 ノ首ヲ ^禪 寺-一 葬 其 後 播州 一一 赴ク七 月 二十 一 日 

大内持 世卒疵 カウ ム レ ンノ故 也 八月お 山 左衞門 督持國 

義勝ヲ 立 テ家ヲ 繼ギ從 五位 下 一一 敍 1^ 幼 シ テ 未將軍 

ノ^ 下 ナン き 此 =： 奏シテ S 祐 追討 ノ綸 

旨ヲ ナサ レー 一十 六 細 川^ 岐守持 常 赤松 伊豆守 A 村 

武田大 膳 大夫信 貫 、ノ 追手 ョ リ山名 左 衞門督 持 豐同修 

理大 夫敎淸 同相 模守敎 之 搦手 ヨリ 向フ 九月 滿祐 追手 

ノ 陣 一一 逆^ シ テ ® 坂 一一 戰ヒ 京 勢 敗 \ 重ネ テ白 幡ノ城 

ヲ 攻メン トス 細 川 、ノ 滿祐 一一 シタシ カリンカ 、パ 先陣 二 

お ヒ圓 中ハ他 ノ勢ヲ マ ジ へ ズ攻メ 入 九日 山 名山 ロヲ 

過テ 播州 一一 入 滿祐カ キ山ノ 城ヲ攻 落ス同 十日 滿祐自 

^敎 祐幷 一 一 一 族落チ サ だ 敎康 ハ 後一 一勢 州 二 テ 自害 

ft ド 左 馬 介 "朝鮮べ 行ク 十七 B 播磨ヲ 山 名 


S 一一  美 作ヲ敎 淸備前 ヲ敎之 一一 給フ 魏„ は 夫 此 

時 一一 少 貳嘉賴 催促 一一 應ゼ ズ 大內敎 世 一一 仰セテ 攻シム 

嘉賴戰 破 レ 對馬 一一 落ッ 大內遂 二 少貳ガ 頒地ヲ ト レ y 

明德 一一 山 名 氏 淸討レ 堺ノ戰 二 大 内義弘 ウタ レシ ヨリ 

兩家少 シ衰へ タリ シ、 ガ是ョ ソ兩家 又 起 レリ 

按 \ 一一  初義 持薨ゼ ラ レ シ 時 嗣ヲ議 セラ レシ 一一 畠 山 

滿家 石淸水 一一 テ 御 闘-一任 セ シ 事前  一一 0 シ 又義滿 ノ 

子 七 人 ァリキ 長 ハ義持 ニ男ハ 大納言 義嗣已 二 義持 

二 殺 サダ三 男 義圓僭 正義 敎 ナ ソ 四 男 梵光院 淮后法 

尊 五男 大覺寺 准 后 義昭後 二 義敎 二 殺サダ 六 男相國 

A 永 隆七男 梶井義 承 僧正 ナリ 其 年長 ゼ ダヲ 以テセ 

、パ 義敎四 弟ノ前 一一 ァリモ シ 其人ヲ 撰、、 ハ義満 ノ子猶 

四 人 ァソコ レーフ ノ 內其器 ユア タレが 人有ソ ヌ ベ キ 

一一 ャ又湘 山 星 移祿ヲ 見^' 一一  義持总 ナカ リシ 力、 パ關 

東 重 書 御 重代 マ デ渡 シ申サ レ 、ゾ ト 見へ タ リサラ 、パ 

義 持兼テ ョ ソ持 氏ヲ世 ツギ トセ ン ト思 、ノ レシ ニヤ 

滿家タ ラ ン 者宜 シク 人々 ノ才 ヲ撰ム 事忠仁 公ノ光 

孝 帝ヲ諸 皇子 ノ中 ヨリ 撰ミ 出サレ シ如ク 一一 有ノべ 

キ事カ 然^-  一 I 神 一一 聽テ 定メシ 事譬、 パ庸 醫ノ 藥袋ヲ 

手 一一 シテ藥 師ノ號 ヲ唱へ テ手ヲ 、ノ ナチ 其 盤 上 一一 落 


饋 史餘； s;s 卷之三 
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誼 史餘論 卷之三 

シ藥袋 ノ藥ヲ 集メテ 一 方 ヲ立シ ト云諺 一一 似 タヅ 義 

敎 ノ惡德 天下 旣 一一 亂レ ン トセ シヲ 見, 一一 石 淸水ノ 

舯 イカ， テカ 、グ人 ヲシテ 一 日モ 天下 二 君ト シテ萬 

民ヲ苦 マ シメム トハシ 玉フべ キ神 二 シ テ知 X 事ァ 

ラ バ 必然 ラ ジ モ シ 其祌ナ カラム 二  、ノ 人事 ヲ 盡ス事 

ナ クシ テ祌ニ  SI シムッ 事尤恐 カナ ル事 トャ ィフぺ 

キサレ 、パ 義敎ノ 殺サレ シ事ハ 足 利 殿 ノ家ノ 爲幷當 

時 天下 人民 ノ爲 一一 ハ大キ ナツ 幸 一一 テア ダナ ソ此人 

今 シ バ シ ガ 程 世 二 オハ シタ リセ バ 必足 利殿ノ 世 、ノ 

滅 ビ失セ ヌ ベ シ 是ヲ以 テ思フ 一一 満家、 ガ罪ヒ トリ 愚 

味 トイ フノ ミ ュ 、ノ ァラズ 持 氏 ノ兵ヲ 構へ テ終 一一 其 

身モ. □ ビ關 東ノ逆 亂是ョ ソ ャ ム事ナ カリ シ モ了ソ 

二 ハ義 持ノ兼 テ契ラ レ シ所ニ タガ ヒニッ 一一 ハ義敎 

ノ 桑門 ノ身ト シテ 武家 ノ楝梁 二 ナラ レ シヲ 片腹ィ 

タク 思 ハレ ショソ 起 リシナ リサラ 、パ 義敎失 セ給ヒ 

室町 殿ノ 家ハ事 ナカ リシ 力 ド東 國ノ亂 、ノ 遂 一一 是 ョ 

リ起レ > ナリ滿 家 ガ罪輕 カダべ カラ ズ但石 淸水ノ 

神ノ敎 一一 從フト 云 ヒナ セン モ満家 ガ詐謀 一一 シテ持 

氏ノ憤 ヲ慰ン トノ 爲ナリ シ モ 知べ カラ ズ 

初 尊 氏 直 義兄弟 末年 心ョ カラ ズ戰 一一 及ブ事 度々 一一 


五 百 四十 六 

シ テ 直義終 一一 尊 氏 ノ 爲 一一 毒殺 セラ レキ 其 後義詮 ft 

兄 直 冬 ト戰ヒ 基 氏 ガ忠 厚ナリ シ ヲ モ深ク 疑 聞 へ リ 

義詮ノ 子 只 二 人義滿 滿詮ノ ミ 也滿詮 事故 ナ ク終ソ 

シ 力 ド 其 四 子 ヲ 、パ 悉ク倂 トセ ラダ 義滿 ノ 子 七人義 

嗣ヲ殊 二 愛セ ラレ シカ 、パ 義持ノ 憤深ク シ テ終ニ 殺 

サ〃 其餘 ノ弟悉 ク僧ト セ ラレ キ是赀 尊 氏ノ 兄弟 義 

詮ノ 兄弟 ノ事 一一 懲ゾ テ自 ラ ノ 兄弟 從 兄弟 九人ナ 、、力 

ラ僧 一一 ナセシ 也サ レ 、パ 其死セ ン トシ テ家ッ 、ガ ス ベ 

キ人ナ クー 度 桑門 二 入リ シ人ヲ シ テ家繼 、ガ シム本 

朝ノ 習俗 僧 法師 ヲ、 パ 長釉 ナ ド云ヒ 名 付 ケ テ 士類 二 

ハ齒セ ズ然レ 、パ上 二 ハ 從フャ ウー 一、 ノアレ ドモ下 二 

、ノ 心服 スル者 ナカ ゾシ也 義敎ノ 子 義政ノ 弟 モ^ 惯 

ニナ シ タリ 世繼ノ 事 二ョソ テツ ヒニ 兄弟 心 ョ 力 ラ 

ズ其 家法 不友 不弟ィ ト淺 マシ且 、ノ 天下 ノ富ヲ モ ィ 

カデ 長子 ノ外 ヲ悉 ク僧ト ハセ ラレ シ 心得難 キ事ナ 

ラ ズ ャ 思 フ 二 羹 二 懲ソ テ朌 ヲ吹ク ノ 謂ナル ベ シ 義 

敎ノ 事論ズ , 二 及、 パ ズ ト云ド モ代ノ 始ニ南 帝ト盟 

約 二 違ヒ テ 諸國ノ 官軍 コ、 カシコ 一一 起リ更 一一 安 力 

ラ ズ 縑倉ヲ C シ テ 持 氏 父子 二人 ヲ殺シ 兵連ソ テ 後 

又 其 子 二人 ヲ殺 シ舍 弟義昭 俗正ヲ モ 殺シ讒 ヲ信ジ 


一. — *    ■  V* 

-ニ義 

辭年勝 ゾ 
サ世七 九 見 


^史 餘！ f 卷之三  玉 百 四十 七 


義成嗣 同一 一 十 As 播州 浪人 等満祐 

ガ甥 赤松 三 郞則重 ヲタテ 、兵 ヲ起ス 山 名宗全 ゥチ平 

グ^^  ^1  おが 九月 二十 三日 夜 南 兵 吉野十 津川河 

內紀伊 ノ國人 等 南 帝 § ヲ 助參ラ セ 三百 餘ノ勢 一 一手 二 

成 楠 一 一 郞大將 一一 テ大內 一一 入 テ淸凉 殿 一一 入！ 手ハ 大和 

ノ 越 智大將  一二 ァ局町 ヨリ 攻入 放火 ス 帝 、ノ 近衞前 殿下 

ノ第 一一 潜 幸 南 兵 三秫ノ 神器 ヲト ソテ內 侍所ノ 唐櫃 、ノ 

東門 ノ警固 佐々 木黑田 判官-一 取 力 へ サダ祌 璽 ハ吉^ 

ニォ クル 寳 〈1 パ 札 ヲ付テ 淸水寺 御堂 一一 捨ッサ テ 南 兵 

、ノ 比 » ノ屮堂 一一 籠ル 二十 五日 京 勢 幷山徒 中堂 ヲ セ ム 

楠 越 智戰死 シ南帝 御 自害 ァ ソ g ほ | 是 、ノ 日 野 東洞院 

一 品 有 親 ノ 嚮導 ノ 由 聞 ヘーズ 誅 セラ y 其 子參議 右大辨 

資親 ハ 其 事 ヲ知ラ ザ レドモ 流罪 ト稱シ テ誅 セラ \ 文 

安元 年 八月 南帝ノ 太子 二人 ノ內 一 人 ハ吉野 ノ奧ニ 神 

璽 ヲタモ チ給 ヒ國人 南方 ノ新皇 ト仰グ 一 人 、ノ 和 泉 河 

內 大和 ノ 浪人 ヲ從 へテ 八幡 一一 籠 リ給フ 畠 山 軍勢 ヲ遣 

、ノ シテ攻 シカド 利 ナク南 軍 勝 一一 乘ク細 川 出 羽 守向ヒ 

戰テ 城落シ 力 、パ南 兵紀州 一一 赴 クニ 年 正月 江 州 佐々 木 

大膳大 夫 入道 崇體 父子 故ァ リ テ 自殺 佐々 木 五郎 飯 高 

山 ニ籠ダ 三年 八月 飯高ヲ 攻落ス 五郎 自殺 九月 畠 山家 


テタ ヤス ク 一 色 世 保 等 南方 討手ノ 大將ヲ モ殺シ テ 

叛ク者 常 一一 絕ュ ダ事 ナン 天下 ノ人^ 氷ヲ蹈 ムガ如 

ク ナゾシ 由 其 代 ノ モノー 一見へ タリ且 ハ 滿祐 一一 弑 セ 

ラ レ シナド 自ラ其 死 ヲ招カ レ シナリ 此滿祐 ト云者 

義持ノ 時 一一 モ持貞 二 所領 多 クサ キア タ ヘント セラ 

レシ ヲ 恨テ ソムキ シ事ァ リ義敎 ノ代ト ナゾ テ乇其 

女 ヲ殺シ 給シヲ 憤リ國  一丁 奔リ兵 ヲ起シ 戰ノ後 力 籤 

キテ 降リキ イク 程 ナク又 力 レガ 所領 ヲ分 チ奪パ ン 

トセ シカド 其 家 二 入 テ猿樂 酒宴 シテ 遊、 パ レ シ事仰 

ィ カナダ 心 ニヤ 是ヒト へ 一一 驗奢ノ 餘 二人 ヲ人 トモ 

思 、ノ レ ズ 當時 何者 力 我！！：  二 タ ガ フ べキナ ド 思 ヒ ァ 

ナ ドラ レシ ヨリ 力、 ル 事 出 * シ也其 代 ニー  人乇 其 

事 諫メ 止ル人 ナカ ゾ シ モ能ク 驕甚シ クイ ハュッ 人 

ヲ シ テ 物言 ヒ テア へテ 怒ラ ザ ラシ メラ レシ モノ ト 

へ タ だ 

歲 -ー テ 元服 正 五位 下 左 中 將將軍 宣下 ァ リ嘉吉 

w 二十 一 日 薨；^ 1 世 落 塔 一一 ョソテ 也 Hi? 

ィテコ ソ人モ ^ ソハ見 ダべキ 二 

ァ ナウラ 山シ アサ、 ガホノ ハナ 


讚^ ゆ 論卷之 三 
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老遊佐 兵 W 助 等紀州 一一 向 ヒ南兵 ト戰ヒ 打破 ^ 四 年 富 

ニ郞 | 山 ^ 父 常 Si 入逍 安高 加州 守護 職 ヲ論ジ 半 

阈ヲ" 力 ... 八 w 铋倉持 氏ノ子 永壽； 十： ヲ立ッ 初 持氏自 

殺 土 安： 小生 ド ラ レ テ 殺 サ .ル 末子 永壽： 土ヲ バ 信 濃 住 

ん大 井越 前 守 持 光 力 クシ 置 ケリ 元服 シ テ 左 衞門佐 成 

氏ト云 上 杉 安房 守憲實 ハ持 氏ヲ滅 シテ其 

後出 家 シ テ 豆 州 一一 在 リ シ ヲ 重 ネ テ 京 ノ 催促 一一 テ 結 城 

ヲ モ攻メ シ事ヲ 恥ヂ テ德 丹淸藏 司トテ 一 一人 ノ子ヲ 出 

家セ サセテ 引 ッレ 方 ニノ ガレ テ應仁 元年 周防ノ 

圆 二 や. 死 、ン タ 伊^  二  ； 子ヲ ス テ置キ シガ 成長 シ ープ 

龍お 丸 ト云じ ケ" カク テ上杉 ノ人等 相 議リ長 尾左衞 

e: 入 近：：： ：ぉま 京郤 一一 請 ヒア 永 壽王ヲ a 倉 殿 ト仰ギ 龍 

^ ヲ 右京亮 憲忠 ト名 乘セテ 執事 ト ナス 十二月 遊 佐 等 

又 兵 ヲ集メ テ湯淺 ガ城ヲ 落 ス南帝 ノ宮幷 一一 楠 弟 一 一郎 

ヲ^ ッ 五 年 正月 大ぉ 以下 御所 一一 參賀義 成 左 馬頭 二 ナ 

サ y 南方 返治ノ 賞 ナソ同 二十 七日 懸ニ南 帝 太子 幷楠 

甘 _  ^^記 文 安元 年 八月 六 Ml  ノ 下 一一 南方 宮方於 二 大和 

吉野， 被 レ#, 御 旗， 之 由 自， 無 野 本宮， 注進 上野 宫御 

領^^;^ 五 年 正 "ノ 下-一 十 B 舊冬於 n 紀 

伊 潮  一^二^み か：： 部類 1 其 5? 京 進自 山 殿， 執進セ ラ 


レ テ 相ニ當 年始 一 御 敵 之 § 到來 爲，， 珍重 ー仍 爲，， 其 今日 一 

. 上 下人々 被レ 進，， 御太刀 一 者 ナリニ 十三 R  ノ下 一一 件宮 

去年 十二月 一 一十 二日 於，， 紀 伊國， 隱^ 露 顯之間 舉レ討 

レ之 云々 二十 七日 之 下 -1 是首圓 滿院門 主 令，， 還俗-於 こ 

紀伊國 北山 云 所， 有 ニ隱謀 企， 之 間 a 山 左衞門 入道 仰， 1 

國人 等， 去年 十一 一月 一 一十 二日 於 二！ 紀伊國 1 奉^^い 之 南 

朝 護性院 部類 云々 

桉 ケ 二 諸 門跡 系圃 -ー 行 悟 南朝 後 龜山院 皇子 後圓滿 

院宫 僧正 圓悟 南朝 五常 院宮御 弟子 號圓 滿院ト 云 々 

巌富記 二  、ノ ュ \ 護 性院卽 門跡 系圖 - 了.1 ハュ产 五 

常院十 \  、；、 、ン 其 部類 ト モ 、ン ル 、ン 又 前門 主ト. モ 記 シ 

タレ、、 ハ 此度討 レ 給ヒシ 、ノ 行 悟 僧正 ナ ダ ベ シ 然ラ 、パ 

南朝 記 二 南帝ノ 太子 一 一人 ォ ハシ マス トシ だ セシハ 

此時高 福 院殿ト 行悟ト オハ セシ ナヤ ベ シ 

八月 赤松 左 馬 助敎祐 11 朝鮮 ヨリ 歸リテ 家 起 サン ト 

シテ誅 セラ, 寳德ー 一年 四 H 縑倉成 氏 上杉憲 忠 不快 二 

テ 成 氏 江 島 一一 移リ濱 一一 テ 合戰 八月 和 譏成リ テ 成氏歸 

座享德 三年 四 H 畠 山 尾 張 守 政長ト 伊豫 守 義就ト 管領 

左衞門 督持國 入道 德本ガ 家督 ヲ ァ ラ ソ フ初德 本子ナ 

. 力 リ 、ン 力 、パ 弟 尾 張 守 持 ガ 子 政 長 ヲ 猶子 ト シ テ 惣領 


トスべ キ由 約セリ 後義就 出生 セ シ 力 、パ是 一一 家讓ラ ン 

ト セ シ 間 兄弟 不快 一一 テ 終 一一 ，論 ト ナル 政長ハ 德本ガ 

家 ヲ出テ 細 川 勝 元ガ宅 一一 行ク 其 家人 ハ 山 名 宗全ガ 家 

ニツカ ハ ス 几月德 本家 人 皆 山 名、 ガ宅ニ 赴 キ政長 二  ® 

セリ 洛中 騒動 二十  一 H ノ夜德 本 ガ宅ヲ ャク德 本ハ伯 

父 S 則ガ 0^ 家 二 行義就 、ノ 山 名 相 模守之 敎ガ宅 二 

來レ ドモ入 ザ， 一一 ヨ 7 テ遊佐 河 內守國 助 ガ家二 入 二 

士 一日 ノ夜國 助， 力 宅 放火 義就國 助河內 二 落 0^ 

一 一十 八 n: 德本建 仁 寺 西來院 一一 蟄^ シ 政 長 一一 家繼ガ シ 

ム 勝 元ガ最 負 二 ョ ゾ テ ナ ゾ 德本ガ 一 族諫メ シ 力 ド德 

本 用 じ 、ザ レ 、パ 父子 一 族 七 人腹キ ゾ テ 死 ス 辭世 ュ 

尸ヲ 、パ 東ノ 山-一 殘セド モ 

名ハ 西方 一一 有明ノ 月 

桉 二 cm 山ガ 家燒 ケ シ 事 皆^ 全ガ 計 ヒナ リ： ント ゾ 

十一 月 二： n 義 政兵ヲ メ ス山 名ヲ^ レ ン トノ爲 也 管領 

勝 元頻リ 一一 諫シ 力、 パ宗全 ガ訴フ y 一一  任セ ラレ 許サレ 

$  、ノ 但_ 馬 -ー退 キ息男 伊豫 守" 在京 ス^ 械 P お f  ^ 

爲ナ リ トテ誅 セラ レント ナ リ勝元 モ 其 家人.；. 一 一 .バ さ t  ヲ 

磯谷 今度 ノ張 本ナリ トテ誅 セラ レ シト 、ノ 寸ー 一月^^ ^ 穿 ヲ 

蒙リ シ ヲ 以テ細 川 fg 岐 守成 之 赤松 彥五 郞則尙 ガ舊領 

ノ事ヲ 、パ嘆 シカパ 許 サレテ 播州 一一 赴ク 5f  i^^f 

護史餘 論卷之 三 ^ 


パ滿祐 が弟義 稚が 息ナ ^ ベ 、ゾ 南朝^  二 ハ彦 五^ 叫尙 トシ ヤシ 下 一 一 ハ 

赤松 祐 之同彦 玉 郎則尙 トシ ^  、ン糜 仁 別記 二 ハ彦 次郎彦 五郎 ト計 リア 

"ば 力 名 此月鎌 倉 一一 .テ 上 杉 右京亮 憲 忠殺サ , 一一 一針 是 

ョ ゾ 上 杉 家人 長 尾 ト成氏 戰始リ テ 關 東大 一一 亂ル康 正 

元年 正月 武州立 河原 合戰 府中 合 戰此時 成 氏 敗 M 二  W: 

廿 六日 德本卒 四月 山 名 赤松 播磨  一！ テ 戰 フ 五： H: 赤松 W 

前 二 テ 自殺 山 名 { 罪宥サ レ 上洛 シ テ 威ヲ恣 二 ス 

桉ダ -ー 應仁 別記 二  、ノ 此時 彥次郞 、ノ 伊勢 へ 行 北畠ヲ 

賴 三 シカド 叶 、ノ ズ 、ン テ 自害 スト 見ュ 南朝 記 二  、ノ 滿 

祐討ン 、ン時 敎祐ハ 伊勢で ァ誅 セラ t  、ト記 シ其後 

文 安 ノ 記 一一 敎祐 伊勢 一一 テ洙 セラ >  、 -., _i セ ゾ 是 一 

人 ノ事ヲ マヅ シダ 、ン 後ニシ ルセ シ ト 見 へ タ 7  W 此 

所 ノン^' 一一  ハ彥五 郞ガ事 計 一一 テ 彥次郞 ガ事ハ 見へ 

ズ王代 ； 覽ニ  ；父ト 同 ジ年ニ 伊勢へ 下.' テ自 害セ 

シ ハ敎 m ト 見へ テ 左 馬 助 ガ殺サ レ シ所 "何 

處ニ テ殺サ レシト モシ ダサ ズ 又 其名ヲ モ 記 サズ此 

度 ノ事ヲ X 彥五郞 則 小 ！： 計リ 0 セ 7 敎康旣 一一 伊勢 ュ 

テ討レ クラン 二 ハ 敎祐又 伊勢 へ 行 力 ラ ズ 心得難 

キ事ナ ン -パ  一 土 代 一 -覽 一一 左 馬 助ガ 死所 ヲ 詳 一一 セ ザ^ 

欽 

ダ\  - 

六 0: 京 ョ リ 上 杉 房 顯定政 等 一一 仰 セ テ 縑倉ヲ セ ム 成 氏 

玉 百 四十 九 


ウテ 四 
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敗 レテ落 行 十月！： 部 原 一一 テ合戰 上 杉 打 勝 十  一 羽繼 

原 合 戰上杉 ャ ブル 分 倍 合 戰上杉 打 勝 上 杉武州 五十子 

ュ陣 ス^^  二 年 scm 山 政 長 義就河 州萱振 一一 於 テ合戰 

義政ー X . ュ 命ジテ 和睦 セシメ 同人 洛鶴 薦^ ひ 1 ？ 

u  I  ノシ： ァ河州 ー1 向ヒ 六月 廿六 n 譽田道 明 寺 河原 等 一 ーテ戰 

ケ^ト^ 々F- 代 一 覽ニ ハ. お 就 河內ョ リ出デ 大和 片岡 ノ邊 チカ コ ム^ 

嶽 i  長祿元 年 九月 一 一十 六日 義政弟 香嚴院 

ヲ S セ 、ン メ 一一 一一 針 左お 頭 政知ト ナノ ラセ 關東 ノ主ト 

ス サレド モ東國 ノ兵多 ク成氏 二 志ァ ソ シ 力 、パ政 知 、ノ 

伊 S 國堀越 -ー住 ス山內 扇 谷 皆是ヲ 仰 グ琵^ れハ 城 

£ にび ほ 衞ニ年 六月 一 一十 七 U 夜 南 帝 高 福院殿 崩御 祌電 

歸洛 南朝 記傳 二 滿祐ガ 家人 石 見太郞 三條內 大臣 實量 

一一 仕 へ シガ 赤松 ガ家 絕シ コ トヲ 嘆テ尊 氏圓心 ヲ父ト 

賴〃 、 由ノ 文書 等ヲ モ見セ シ 力、 パイ カー 一 モ シ テ嘉士 口 

ノ 逆罪ヲ マヌガ ダ 、 コトャ 有べ キト 有シニ 南 帝 ヲ 討 

チ テ祌 W ヲ フ タ 、 ビ朝二 獻リ テ罪 ヲ贖フ ベ シ ト云フ 

內^: カク ト # シ 武家 ニ乇 W ラレ シニョ ソ テ ユ^ サダ 

赤松 一 族眞 a 衣笠 幷巾村 彈正ト 相 議シ十 餘人南 帝 二 

仆ン コ ト ヲ請シ 力 、パ ュ か サル此 夜中 村 忍 ビ入テ 南 帝 

ヲ；： t 舉ダ 手^ 給 ヒ ナ. ザ ラ十津 川 一一 遷幸 終 一一 崩御 ナ ソ 

屮村 ハ^ レシ 力 ド眞ぉ 衣笠 等 神 S ヲ 、パ 奪得テ 都 二 歸 


ソ テ大內 一一 奉ダ 義政ャ ガ テ 赤松 滿祐ガ 弟義雅 ガ 子 二 

性存 法師 ト云シ ソレガ 子 一 松 九 トテ五 歲ナリ シヲ召 

出 シ 赤松 次 郞政則 ト 號シテ 富 樫 入道 安高 ガ 跡 加賀半 

國ヲ 袷フ宗 全 憤テ石 昆ヲ 、パ ャ ミ討 二 シ テ殺セ リ嚙に 

,  ,  -ス  pi?  -111a 

二 ハ三條 殿 二 事へ シ ハ石見 太 郎左衞 門 尉 南 帝 チ^ 舉 リシ ハ中 付太郎 

^ト云 モノ ナリ石 見が 討 レシ ハ三條 殿 一一 テ幸若 舞 有 ーァ 人々 羣集シ 

歸少サ 一一 辻 切 ノヤ 

二 ウタ セ、》 ト見丄 

按〃 一一 後 K 醐ノ 南山へ 遷幸 有シ ョ. リ五 十五 年 二  -プ 

南北 御 合 體其後 五十 年 二 テ 南帝フ タ 、 ビ吉野 二 起 

リ給ヒ 其 後 十五 年 一一 テ討レ 給 ヒス， スべ テ 南朝 百 二 

十 年 二 シ テ. U ビク マ ヒキ 

寬正 元年 九月 帛山右 衞門佐 義就又 義政ノ 命 一一 背キ 河 

內 へ 返キ若 江ノ城 一一 據ダ 尾 張 守 長政シ テ攻ラ \ 義就 

嶽山 金胎寺 一一 城 守 シ テ戰フ 事 止 ズ 三年 四月 義政細 川 

山 名武田 佐々 木等ス ベ テ 二十 餘州 ノ兵ヲ シテ 政長ヲ 

助ケ ラ \ 金 胎寺陷 四 年 四月 嶽山 陷義就 高野山 二 奔〃 

政 長是ヲ セ ム 義就ヒ ソ 力 一一 吉野山 一一 遁\ 十一 一月 政 長 

上洛 後土御門 院寬正 五 年 八月 政 長 管領 タ ソ此年 十 一 

月 義政弟 淨土寺 門 主義 尋ヲ 歸俗セ シメ從 五位 下 左 馬 

頭 義視ト ナノ ラセ 錢き 二れ ■ 天下 ヲ讓 ラム ト約シ 

細 川 勝元ヲ 其 執事 ト ス 六 年 十 一 月義政 男子 ヲゥ ム 


請 史餘論 卷之三  五 百 五十一 


飾 f 御臺所 1^ 顏謅密 一一 山 名 宗全ヲ ク ノ ミ テ 其 男 

ヲ世 ニ立ム コトヲ ハカ〃 宗全是 一一 應ズ 

桉〃 二 勝 元ハ宗 全 ガ聱ナ リ勝元 初子 ナク シテ宗 全 

ガ子 ヲ養フ 其後實 子生レ シ 力 、、ハ 養子 ヲ 、バ潸 トセ ソ 

是ョ リ^ 全心 ョ カラ ズ又 赤松 次郞ガ 家ヲ立 ン事ヲ 

ミ テケレ 、パ 義 視世ヲ シリ クマ ハ い 勝 元 其權ヲ 執 

ヌ ベ 、ン イカ ニモ シ テ 義視 ヲハ カラム ト テ 此事 二 應 

ゼシト ナリ 

明〃 文 正 元年 四月 斯波 右兵衞 督義廉 右兵衞 佐 義敏爭 

論ノ コ ト 有ソ是 ヨリ 前斯 波惣領 千代 德 早世 

シテ 子ナシ 大野 修理 大夫ガ 長子 義敏ヲ ョ ツギ トシ テ 

三 職 ノ座ニ ォク 程ナク 甲斐 朝 倉 織 田等ノ 家人 ト 不快 

二 テア リケソ 伊勢 守 A 親ガ 妻 、ノ 甲斐 ガ 妹 ナソシ 力 、パ 

贞親 一一 ヨリ テ 訴 へ シ 一一 頓テ 潞川治 部少輔 義廉ヲ ク テ 

給 じ テ 右兵衞 督 一一 任ゼ ラ ゾ 義敏ヲ シ ソダ ケラ X 筑紫 

ノー  下リテ 大內左 京權大 夫敏弘 ヲ賴ミ テア ソ シ ガ 五六 

年ノ 後一 一 義敏ガ 妻 ノ妹桌 親ガ妾 ト成リ 新造 ト名 付テ 

寵愛 淺 力 ラ ズ 其 妾貞親 ヲ シ テ 取 成 サシメ 義敏ガ 息 松 

王 丸 ヲ鹿苑 ノ蔭凉 軒 桌蕋 西堂ノ 弟子 トナ シ 西 堂 シ テ 

義敏 赦免 ノ事ヲ 歎 ケヅ贞 親 ガ子兵 庫 助貞宗 諫止 メ シ 


力 、パ^ 親 力 レ ヲへダ テオ 乇ヒ シ 二 ホド ナク義 敏赦サ 

レ テ宽正 六 年 冬 上洛 シテ 十二  =： 廿九 B 一一  父ノ 修理 大 

夫 入道 明 意 ^ 作い トト モ 二 御所へ 參 X 此ノ年 ノ夏ノ 頃 

義敏ヲ 斯波ノ 家督 一一 ナサ レ シカ、 パ義廉 シゥト ノ宗全 

ト 議セシ 一一 入道 ャガ テ分國 ノ兵ヲ 召集 ム義廉 モ尾張 

越 前 遠 江 ノ勢ヲ 召 シテ屋 形 一一 櫓 ヲ上ゲ 搔楣ヲ カキテ 

待ッ諸 大名 モ皆 國々 ョ リ兵ヲ 召 シ上ス 洛中 ノ騷 劇甚 

シ 其 時 落 書 一一 

義敏、 ノ 一 一見 ノ浦ノ アマ ナレャ 

伊勢 ノ ワカメ ヲ賴ム 、パ カリ ゾ 

莶 セ ミノ ゥッ 、ナキ 世 一一 出ズ トモ 

ック シ ョ シ トシ 人テ居 ョカシ 

今 出 川 殿 ハ義廉 御 汲引ノ ョ シ云 沙汰 セ シ程 一一 御兄弟 

不快 ノ ャゥ - 一有 シ 力 、パ義 視勝元 ガ家ニ ヒソ カー ーヮタ 

リ給 フ又貞 親、 ガ モト へ 、ノ 天下 ヲ ミダダ 張 行 一一 ヨリ テ 

細 川 山 名 上意 ヲ得テ 討手ヲ 差向ト シ ラセ ケレ 、パ四 M: 

六 n 夜貞 親父 子 新造 幷西堂 近江路 一一 力、 ソテ 落ッ義 

敏モ 同日 北國 一一 落 行 九： M  二 諸 大名 連判 一一 テ桌 親ガ積 

惡ヲ訴 へ誅セ ラレ ザ ラム 一一 ハ皆々 出仕 止ム ベ シト望 

ミ シ 力 、パ 貞親 追討 ノ仰ァ ゾ 


1 餘論卷 之 三  

贞親ハ 近 江 ノ浦ノ 鮒 ナレャ 

目ュ マカレ テゾ ロニ 入 ケ〃 

クミ ォキシ はノ カノ ッ ョケレ ハ 

破レ カネ タダシ ブカハ ゴ 力 ナ 

^^ヲ モ詠ス ベ シト S シカ、 パ是モ 請フ所 一一 任 セーフ ル 

十 一 日 -1 今 出 川 殿へ 日 野內府 ヲ使ト シテ吿 文 ヲ送ラ 

\ 同心 ノ氣色 ナカ ゾシカ 、パ 一 色 伊豫 守諫 シ 力 バ 歸座 

ァリキ » モ お 山義就 、ノ 日 野 內府北 小路 殿ヲ 賴 ミ 御臺 . 

所 へ 歎 キ申セ シ 力 ド御ュ ダサ レモ ナカ リシ 一一 宗全入 

道 去ダ嶽 山ノ戰 一一 テカ レガ 武勇 ヲ見 テケ レ 、パ 彼ヲ昧 

方 トセ、 パ 當家ノ 爲ニ ョ カリ ヌト思 ヒテ 姊尼 安淸院 シ 

テ御臺 所 へ 申ケ レ パ ャガテ 出仕 ノ事 御ュ \ シ 有. 

文 正 1 一年 十 1 一月 廿 五日 一一 上洛 シ テ 出仕 ス 其ァ シタ彼 

ガ 旅宿ノ 千本ノ 地藏院 ノ 門 一一 落 書 ス 

右衞 門佐ィ タ、 >  ク モノ ガニ ッァリ 

山 名 ガ足ト 御所 ノ盃 

明レ 、、ハ 應仁 元年 正月 朔： n 管領 畠 山 左 衞門督 椀 飯ヲ勤 ， 

ム 二  例 二 テ 管領 へ 御成 始タ \ ベ シ然ダ 二 明日 ノ 

御成 思 召 子細 ァ レ.、 パ 後日 ヲ期セ ラル ベ シト有 政 長 四 

五年ノ 間八 箇皮ノ 大儀 ノ御 晴シテ 奉公 他 一一 異ナリ 別 


  —  五 百 五十二 

ノ 御感 コ ソナ カラメ 此仰 ハイ カナ， ル 事ゾ ト 周章 ス 義 

就 ハ政長 追 出 シテ屋 形 ヲ取ム ト ス政 長、 ガ方 一一 モ矢倉 

搔循搔 テ是ヲ 待ッ例 ノ如ク 十五 日 山 名ガ椀 飯事 終テ 

夜半 計リ 一一 今 出 川 殿 へ 參ゾ 室町 殿 へ 入參ラ セ義就 上 

洛 ノ上ハ 萬 里 小路 ノ 宅へ 移ムト スダ 一一 勝 元 政 長 一一 合 

一 カス 且ハ 上意 一一 背キ且 、ノ 叛逆 ヲ企ダ 力 上使 ヲ以テ 政 

長 二 合 カノ 事 ヲ止メ ラダ べキ由 室町 殿へ 申ケ レ 、パ頓 

テ 上使 有ケ レ 共 勝 元 承伏 セズ 遂 二 諸家 ノ輩政 長義就 

一一 合力 ス ベ 力 ラ ズ 只 相手 向 ヒ 二 勝負 ヲ決 ス ベ シトァ 

リ山名 此程畫 夜 四日 迄 歎申セ シ 一一 此御 下知 ハイ 力 二 

ャ ト云シ 一一 義就御 下知 尤願 フ所 也トテ 十八 日 一一 政 長 

ト戰ン トス 政 長 御 靈ノ淼 一一 返ク是 細川ガ 要害 近ケ レ 

パ 其ノ 合力 ヲ 思 フ 、ガ 故也宗 全頓テ 室町 行幸 御幸 ヲ 

ナ ス此日 勝 元へ 御 使 有 シカド 承伏 セズ 義親ョ ソ細川 

民 部 少輔敎 春 ヲ使ト ナサ ル 敎春身 ノ暇申 一 プ參リ シ ガ 

勝 元 モ 政 長 一一 合力 ス ベ 力 ラザ ル由 ヲ領掌 ス 落 書 一一 

春 クレ、 、ハ又 打 返 ス畠山 

©ィ サ カヒノ g ヲ マクラム 

カク テ 十八 日ノ卯 ノ時ョ プ 終日 戰ヒ ク ラ シ政長 ハ 勝 

元、 ガ助、 ザ ソン 力 、パ其 夜 落 行ク 4 請； f  m¥ 


古 具足 御靈 迄キテ 屋張殿 

細^- キ ンヲ タノ ム ハカ ナサ 

細 川；^ 仅川ト 名 ノレ カシ 

尾 張ソ コ ナ ソ川ト コ ソキケ 

力 、 ゾ シ 力 ， 、ハ 洛中 シ 、パ ラ ク 靜謐 シ テ 山 名 山ガ 驕奢 

*  〕 ン斯テ 勝 元 叔父 右 馬頭 持資 入造內 々 勝元ヲ 勸ケ レ 

バ 宗全 ト 軍 起 ラ ム ト 聞 ヘシ 力 、パ 今 出 川 殿 細 川 山名ガ 

方 二 行 給 ヒア 和睦 ノ儀ヲ 仰 ラル 勝 元ガ謀 一一 テ 赤松 一 一 

郞ガ 舊臣等 播磨備 前-一打 入 勢 州へ ハ土岐 世 保 五郎 政 

廣^ 入 尾 張 遠 江へ ハ義敏 ノ舊臣 打 入 若 狹今富 ノ庄へ 

ハ武田 下向 シテ 一色 家人 ヲ追出 ス宗全 ガ方人 憤テ屋 

形屋 形-一 要害 ヲ 構へ ス 五月 廿 四日 山 名 方 一色 左 京大 

夫ガ 構 御倉 ノ 政實ガ 屋敷 ヲ 勝 元方 成眞院 打入テ 陣取 

タリ 明レ 、、ハ 廿 六日 兩陣 相分レ テ矢 軍ヲ始 タリ 此日勝 

元 出仕 シ テ御 旗竿 ヲ申 下ジ テ四足 御門 一一 御旗ヲ タ ッ 

細 川 方 勝 元 5 き 離 岐守政 之 II 備中守 I 淡路守 雜 

和 泉 守護 g 斯波義 敏畠山 政 長 HI 京 極大 膳大 夫持淸 

隱岐出 雲お 公一 一 ^播磨 美 t 堅ト 加，^ pntBt お 園 言 安藝 

飛 彈近江 If? お 一 10 作 倔 前 ii&i 拘イ賀 t! ^圧 》K，.K.tf\ 面お 若 狭 

凡 一 一十一 一州 兵 十六 萬餘 人山 名 方宗全 HI 相 模守入 

道 鎖| 因幡 守護 鰣 修理 大夫 g| 斯 波義廉 | 翻 § 畠山義 

教史餘 論 卷之三 


就^ 修理 大夫義 純 II 一  色 左 京大 夫義直 1^1  土岐 

左 京大 夫成賴 | 六角 四 郞高賴 § 大內新 介政弘 iiili 

體河野 | 凡 二十 七 州 兵 十 一 萬 六千餘 人力 クテ 六月 

ョゾ 日々 戰フ 事止ズ 洛中 洛外 悉ク 兵燹 八 H 勝 元. w 上 

上皇 ヲ花 御所 へ 迎 へ 參ラ ス是 ハ義政 山 名 一一 心 ヲ通ジ 

給フト 聞へ シカ、 パ 主上 上皇 ヲ a 戴 セムト ノ謀也 

a ナ 此 E: 義視 伊勢 國司北 畠 中 納言源 敎具ガ 館へ 奔ダ 

應仁 別記 チ按シ 」ー莪 視五 月廿 五日 ヨリ 義政ト 一所 二ァリ テ 八月に 十 

n 細 川が 館 二 招 ズ義钕 此亊チ 尋ラ レ シ 一一 御所 樣ニ ハ 山名チ 御轟賁 ァ 

レ パ此ノ 御 听チ賴 ミ入タ ダ ト パ カリ 答フ 廿 二日-一義 視 ョ リ 使シテ 一 

听ー！ チヮ サム 事ハ勝 元申ッ カフ か ュ へ 二 延引 ノ由ナ リシ 二等 ナキ 

^讦 要ナ リ タ 、>  は； 御所 一 一 テ義政 ョ リ仰ラ レ シ カトニ 十三  一 一. £"£3.* 

日 一一 戌刻パ カリ 御所 チ出テ 伊勢 一一 下ク レシト 見へ タリ -4^  j  J 

ヨリ 三月 迄 東西 ノ陣 洛中 一一 テ戰 へ 、パ其 外 ノ者ド モ國 

國ニ テ 相戰フ 四月 勝 元 義視ヲ 迎フ十 H 歸 洛然ダ 一 一義 

視ヲ勝 元ガ君 トセ ム由ヲ 計ダト 聞へ シカ、 パ義 政モ疑 

給 フト聞 ュ勝元 其 疑 ヲ解ム タメ 義視 ヲ歙山 一一 上ラ シ 

ム 認^き きき^お f?:s ャ 、ガ テ i 陣 i 力 

へま 君 トス ニ是 ヨリ 將軍 兄弟 國ヲ爭 ハレン 如 

クュ ナリヌ 文明 元年 近 江 一一 六角 龜壽丸 山 名 方 一一 テ 起 

リ ヌ 大內ガ 留守 一 一 尾 加賀守 、ノ 生 一一 叛 テ 細 川 -ー 屬ス此 

ヒ マ 一一 少贰 嘉賴ガ 子敎賴 對馬ョ ソ出テ 筑前ノ 本領 ヲ 

取返シ 九州 亂ダ 一 一年 七月 一 條關白 兼 良 辭返時 六十 九 

, 五 百 S 十三 


讀史餘 論卷之 三 


五 百 五十 四 


歲 相傳ノ 書悉ク 兵火 二 燒ク^ 後奈良 へ 蟄居 其 子前關 

白敎房 、ノ 兵 庫 へ 下リ 其 孫 房 家 土 佐 二 下 ダ其後 赤松 勢 

播州 71 リ上リ シ 一一 兼 良ノ孫 殺サク 其 時 兼 良 

トテモ 死ヌダ 命ヲ ィ カデ 武士 ノ 

家 一一 生レ ヌ事ゾ 侮シキ ， 

十二月 後花圓 上皇 室町 殿 一一 テ崩 ^ 針 三年 正月 悲田寺 

二 葬 五月 義政越 前ヲ朝 倉孝景 一一 給 フ越前 、ノ 斯 波領シ 

ケ^ ヲ 家老 甲斐 兵亂 ノ紛レ 二 主 ヲ殺シ 國ヲ奪 シヲ朝 

倉 是ヲ討 ッ其後 武衞ノ 子孫 浪人 シテ關 東へ ヲ モムク 

尾 張 モ武衞 ノ國ナ リシ ヲ 家老 織 田 奪 へ ゾ 41， " 賴赚 

敵 ：i 同ジ コ レ つお 茛チ 家督 トス^ 茛資ハ 莪淳が t  w..lntH*>  £ ら 

子 後お 寬ト 攻ムト 見へ タリ 此人 殺サ レ シ 二 ャ 今ま^-  ノ^^ 

上 杉顯定 一一 古河 ヲ落 サレ テ 千 葉 へ 落 四 年 洛中 ノ 戰尙 

止ズ義 政ノ仰 一一 因テ 能 登 ノ，： S 山 賴細川 一一 降 リテ北 

阈 路開テ 兵糧 多 ク東陣 一一 聚グ 山 名 方 ノ 輩 降 \ 者 多 シ 

應仁 別記 二 山 名 一 色 畠 山 左衞門 下向 大內新 介 降 リ武衞 &  E- 二 一 

土岐 下^： ？ 洛中 靜謐 御所^ 御悅 二 ダナ リュケ ルト 云云 ヨ^ 三 


： 十九 H 出 名 右 衞門督 持 豐入遨 宗全卒 g 十五 パ 十 


ノ 


日 細 川 右 京大 夫 勝元卒 ij 應仁 元年 ョ リ 是迄七 年 

戰勝 负ィ マ ダ 決セズ シテ兩 方 ノ大將 病死 スサレ ド其 

餘黨 鈉洛屮 二 戰陣ス 十一 一月 義尙 元服 征夷 大將軍 正 五 

位下 左巾將 山 政^ 管領 タリ 七箇日 一一 テ止職 同 


義統 管領 九 年 十  一 n 山 名方ノ 大名 皆々 京ヲ去 テ歸國 

ス義視 、ノ 美 濃 へ 赴ク ^尊？ m 洛中 靜譜シ 帛山政 長 

又 管領 ト ナツ 應仁 ョ ヅ此年 迄 十 一年-一 及ブ是 ヨリ 諸 

大名 在國 シ テ 近國 ヲ 押領 シ 武家 ノ 威衰 フ 十 年 成氏顯 

定ト 和睦 シ 古河へ 歸ル 顯定 、ノ 山內 ノ家 ヲ繼ギ 上野 平 

井城 一一 在 テ 八州 ヲ 管領 ス. 扇 谷 修理 大夫定 正、 ガ 臣太田 

道 眞ガ子 道 潢武州 一一 ァ リ此 父子 ガ^ 一 一  テ東國 ノ兵山 

內ヲ背 テ 扇ケ谷 一一 從フ者 多 シ是ョ リ兩 上杉戰 一 一 及ブ 

同 十一 年 十一 月義尙 十五 歲判始 評定 始是 ヨリ 義政ハ 

東 山 柬求堂 一一 在テ 古器 古畫 ヲ翫ビ 年月 ヲ送リ 北山 ノ 

金閣 一一 准 テ銀閣 ヲ作ラ \  |f  || 十七 年 古河 成 氏和ヲ 

義政 ニ乞テ 許サダ 十八 年 勝元ガ 子細 川 右 京大 夫 政 元 

管領 タリ 此年 顯定、 ガ^  -ー  テ太田 道 灌定正 一一 殺 サ爪是 

ョ リ扇 ケ谷衰 フ^ 享 元年 九 H 佐々 木 六角 高賴 上洛 セ 

ズ 義尙親 征高賴 甲賀山 一一 奔 グ 義 尙鈎ノ 里  一！ 陣ス 此年 

伊勢 新 九郞京 ヨリ 駿 河へ 下向 シ 今 川 一一 屬 スト 云延德 

元年 3^ ハ中 三月 一 不 六日 將軍從 一 位內大 K 源 

義照鈎 里 ノ 陣中 一一 薨 ^ 在職 十七 年也義 政嗣ナ ケ レ 

、パ 義視 ト和ス 四：！ ！： 義視美 濃 ョ リ 歸. 洛 落飾 其 子 義材ヲ 

義 政養フ 1 一年 正月 七日 前 將軍從 一 位 左大臣 准 三宫義 


政 裂 0 治世 四十 九年ナ V 七 義材將 軍 宣下 ^參 

議從四 位下 中將タ リ 三年 正月 七日 入道 大納言 源義視 

^ ^ 十 四月 從 三位 左 兵 衞督源 政 知 伊豆 國 二 テ卒 お 

欺き^お "一-?^々 應仁記 一一 義政 天下 ノ 成敗 ヲ管 

領 二 任セズ タ 、>  御臺所 香 樹院春 日局ナ ド云テ 理非 ヲ 

モヮキ マへ ズ 公事 ヲ モ知リ 玉ヌ靑 女房 比丘尼 達 ノ 

計ヒ 二 テ 酒宴 姹樂ノ マ ギレ 二 申サタ セラ レシ 力 パ 只 

今迄 巔負 一一 慕リ 論 人 一一 與 フ ベ キ 所領 ヲ モ 又賄胳 二 耽 

リ 訴人 一一 理ヲ付 又 奉行所 ョゾ本 主 安堵 ヲ給ハ レ 、パ御 

^所 ョ リ恩賞 一一 被レ行 如レ此 錯亂セ シ閒^ 山 兩家モ 去 

ダ 文 安元 年 甲子 ョ リ 今年 崖 仁 元年 丁亥 迄 -ー 纔 -ー 十四 

年ノ中 一一 兩家互 一一 勘 當ヲ蒙 y 事 三ケ度 赦免 セラ^  、 

事モ三 ケ度也 是ヲ見 V 一一  何ノ 不義 モ十 ク 又 何 ノ忠モ 

ナ シ 又武衞 ノ. 家 一一 義敏 義廉纔 一 1 十 年 ノ中改 動 セラ^ 

ノ  二 ケ度ナ リ是皆 伊勢 守 A 親 吹 舉ノ下 ヨリ 出 テ色ヲ 

好ミ 姹着セ シ故ナ リ〇 其 頃 江 州鹽津 住人 熊 谷 トイ へ 

〃奉公 ノ者御 政道 ノ 不正 ノ事 ヲ悲シ ミ密 一一 諫言 ヲ ッ 

ヅリテ 一 紙ノ狀 ヲ捧シ 一一 義政大 一一 イカ ソ給ヒ 諫グ所 

、ノ 一  ッ トシ テ道ニ 當ラ ズ ト 云 事 ハナ ケレ * トモ 其 司 二 

非ズ シテ法 ヲ行ヒ 諫言 ヲ納 \  、 條 狼鐯是 一一 過^- コト 


有 ベ カラ ズト テ 所領 ヲ 沒收 シ テ 追出サ \ 〇 亂前 ノ 公 

家 武家 都鄙 遠境ノ 人民 憂悲苦 惱セ シ因緣 、ノ 義政カ ッ 

テ人ノ 費 二 乘ズ ダ 事ヲ 知 給 、ノ ズ心 ヲ恣ニ モタ セ給ヒ 

テ 仁政 ヲ下 シ給ハ ザ ダ 故 二 若 五六 年 二 一度 ァ ラム 御 

晴サへ 諸家 由々 敷 大儀 ゾカ シ然ダ 二 五 年ノ中 九ケ度 

迄 執行 レ シコ トコ ソ 悲シケ レ 一 番 一一 將 軍ノ大 將拜賀 

一 1 番 一 1 寬正五 年 三月 河原 猿樂 三番 一一 同年 七月 後 土 御 

門院 御卽位 五番 二 同 八月 八幡 上 卿 六番同 九： IT 春 日 御 

社 參七番 二 同士  一  H: 大嘗會 八 番 -ー 文 正 元年 三 H 伊勢 

御參 宫九番 一一 花ノ 御幸 コ レ 一一 ヨリ テ 諸家 ノ大營 萬 民 

ノ費 言語 ノ 不.. 及 所 ナ リ 「一又 花 御所 ノ甍 珠玉 ヲ ミ、 ガ 

キ汆銀 ヲチソ 、パ ム 其 費 六十 五 萬縟幷 一一 高 倉 御所 義政 

ノ御 母御 臺後 一一 入 給フ腰 障子 一 間ノ惯 ニ萬錢 ナリ是 

ヲ以其 嚴齄ヲ モ計 V  、、： シ了 是ヲ以 諸國ノ 土民 百姓 等 

二 課役 ヲ 力 ケ 段 錢楝別 ヲ色々 ノ樣ヲ 力へ テ 譴責 ス レ 

、パ國 々ノ 名主 百姓 、ノ 耕作 ヲ仕得 ズ田畠 ヲ捨テ 乞食 シ 

足 手 一一 任セ テモタ へ 行 鹿 苑院殿 ノ御時 ハ倉役 四季 二 

力、 ソケム 普廣院 殿御 代ト ナリテ 一年 二十 一 一 ケ度ナ 

サレケ ム然ダ ヲ當 御代 トナリ テ 倉役ノ 臨時 繁ク 力 、 

リシ 力、 パ 大嘗會 ノ有シ 霜月 一一 ハ. 臨時 九 ケ度ト 臘月 一一 


讀史餘 論卷之 11ー 


玉 百 玉 十 玉 


讚 史餘論 卷之三 


五 百 五十六 


ハ八ケ 度 ナリ又 彼借錢 ヲ破ラ ム トテ 前代未聞 ノ德政 

ト云 n トヲ云 出 シテ此 御代 一一 十三 度 迄行パ レ ケ レ 、パ 

倉方モ 地下 方モ皆 絕っァ 、夏 ノ世ノ 民 ノ此日 イツ ク 

ン、 ゾ. LT ビ A 我 爾ト俱  一一 c ビ ム ト 云シ、 ガ如シ 若 此間ノ 

近臣 ノ屮ニ 君ヲ ォ モ フ 忠臣 ァ ラ 、パ 大ド カ諫奉 ラザラ 

ム ャ然ッ 二 天下 ハ破レ 、、ハ 破レョ 世間 ハ しし ビ 、パ しし ビ ョ 

猶ィ ャマシ 二 懸取テ ^  j -リ. 一 段美ヲ 三 .ガ クャゥ 二つ 

ゾマ ； サン トス ダ 無道 ； 是 猿犬ノ 前表 ナ ャ へ シ 

按^  二 天下 ャ 、 定リ ヌ ク 二 及デ 、ノ 驗侈 必生ズ だ コ 

ト 二 ャ 5i ノ シダ ス所ヲ 見， ル 二 室町 家ノ 政？ i レ ン コ 

ト旣ー 一義 ffi  ノ代 一一 萠シ テ義 敎ノ代 一一 長ジ義 政ノ時 

二 至 リテ極 ダナ リ倉役 ト云ダ ハ富商 富 民 ユカ ケテ 

錢 カリ 給へ クナダ ..: シ カク 國用ノ 不足 ナダ ト云事 

ハ 皆是上 一人 ノ 驕奢 二 ョ レリ 其 流 弊 下民 一一 歸 シ テ 

怨 « セシ所 ノ禍終 一一 又 上 一 人 一 一 歸スダ 者ナリ 天下 

ノ亂ト 云 フ物ハ 其ョダ 所 端 多 シ トイへ 共 其 根本 、ノ 

天下 ノ 财盡テ 民窮リ 大名 貧 シ ク ナレル ヨリ 起 k 

ナ リ 我神祖 府庫 ノ 金銀 ヲ 御覽 ジ テ 此 金銀 半 一一 ナ ラ 

ム時 一一 天下 ハ ャ 、亂ク ベ シト仰 ラレ シ誠 一一 深キ神 

盧ァ リト覺 ダナ リ又夭 下亂レ ムセァ ハ 驕恣 ノ生出 


テ シ 力 モ 天下 ヲ 5 で、、 給 フ事年 久シキ 者ト 見へ クゾ 

義滿ノ 治世 四十 一 年此時 天下 ャ 、定 リテ 武家 ノ禮 

式等備 レグャ ウー 一世  一一 、ノ 申傳 レ ド モ 此代 一一 世ノ憂 

ぉミ諸 大名 ノ恨 ミ憤レ ^'事 尤多カ V キ是只 上 一 人 

ノ S 奢 二 ョレ ダ所ナ リサ レ ド 室町 殿 ノ代ノ 盛ゾナ 

^ 時ナ レ バ 勸キナ ク世ヲ モ保 チズ マ 、 V 其 後義敎 

治世 ハ 十四 年 成 シカド 天下 以ノ外 一一 クル シ ミ此人 

今 シ . 、パ ラ ク 世 ユマ シ マサ、、 ハ此代 二 天下 ； 亂レヌ ベ 

シ赤 松， ガ クノー 一  ウセ 給じシ 、ノ 室町 殿 ノ猶世 ヲ累ネ 

給 フ ベ キ コ トノ幸 二 テ シ 、パ シ ガ ホ ド モ世ノ ミ ダレ 

ヲソカ マ シ 、ノ 又 其 代ノ民 ノ 大幸 一一 テ 有 シ ナゾサ テ. 

義政ノ 治世 四十 九 年此時 一一 至ソテ 天下 ノ亂 、ノ 出來 

シカド ソノ事 ノ起ソ 、ノ 皆々 義滿 一一 萠 シ テ. 義敎 一一 長 

，ジ ケ ダナ ゾ况ャ 四十 九年ガ 程 驕奢 ヲ恣  ー了ゾ タマ ヒ 

テ 天下 ノ 大名 下民 モ 苦 シ ミ 究ソ シ 力 、パ 室町 殿 終 二 

：しビ シナ リ猶モ ソノ代 ノ內ニ か 口 ビ失給 ハザリ シ 

事ハ 世-一英 雄ノ人 モナ ク 一 ッ 一一 ハ 天下 久シ ク將軍 

ノ 威二 服 セシィ 、ノ レア〃 故ナソ f 紹ハ =t 大學 一一 

雖レ有 一 1 善 者， 亦 無 レ如ニ 之 何- 矣ト 見へ シコ トサモ 有 

事 ナリ今 出 川 殿 ノ御事 ハ其代 ノ物ト モ見 ヘシ 所、 ノ 


,1 カニモ a 撒 K  ノ 人ニテ マン マシキ サレド | 日モ位 

一一 オハ シ マサ v レ 、パ 其德 擇 ノ世 一一 及 ブト 云 事 モナ 

シ義 尙將軍 、ノ 凡 室町 代々 ノ內 一一 ハ勝レ 給へ ク 人 主 

二 テ オハ シキ 思 フ； 一一 其生賀 ノ美ノ ミ 二 乇 ァ ラ ズ 父 

將軍 ノ不德 一一 テ 世ヲ亂 リ給ヒ シ 一一 大キ 一一 懲サセ 給 

ヒ 、、つ カ故ナ リミヅ カラ ノ德ヲ モ修 メ給ヒ 十一 歲ノ 

御 時 二 文 學ヲ好 ミ 給 ヒ テ 倭歌ヲ モ タ シ ナミ 給ヒ弓 

が？ ノ藝ヲ ナ ラヒテ 書法 ヲ モ學 ビ給ヒ キサレ バ 小槻 

宿 禰雅久 、ンテ 論語 ヲ講ゼ 、ン， ，. 卜 部兼俱 一一 日本 紀ヲ 

講 セシメ ラレ 花 御所 ノ厩前 一一 テ 犬追物 ヲ 御覽ズ ヅ 

事 度々 ナリキ 十五 歲 一一 テ 父 一一 代リテ 天下 ノ 政務 ヲ 

-V リ給フ 十六 歲ノ 七月 一 條ノ 太閤  一一 - ^テ^ 談治要 

ヲ 撰、、 ハ セ申サ レ 十九 歲ノ 正月 詩歌 ノ會 ヲ催サ レ 廿 

1 一歳 ノ時大 將拜賀 ノ 參內ォ パ セ シ 一一 其禮 一一 ナラヒ 

給、 ン ョ シ世 一一 モ申傅 . 、侍" 比 三歲ノ 時 六角 高賴ヲ 

親 討 給 ヒ 甲賀 二 遁去ソ シヲ猶 討 レム トテ鈎 ノ里ニ 

陣シ タマ ヒ シ其軍 中 一一 モ孝 經ヲ講 ジサセ 春秋 左 氏 

^ヲ講 ジサセ テ聞シ 召サレ 、ン ガ 終 一一 其 陣中 二 ウセ 

給 ヒス 去、 パ 文事 ヲ 好 給 ヒシノ ミ 一一 ァ ラ ズ 武事 二 モ 

堪給 ヒシ所 オハ セシト 見へ キ 此 人世 一一 マ、 ン マス コ 

蒙 史餘論 卷. 之 三 


ト 年久 シクヌ ヨキ 人シ テ政ヲ 輔佐 シク リセ、 パ乇 シ 

• ク ハ 室町 殿ノ 代 中興 シ給 フコト モア リヌべ シ然〃 

二 兵 亂ノ中 一一 生長 シ給 ヒ世ヲ シ&シ メサレ シ事ヮ 

ヅ 力 一一 テ 失 給 ヌョ カラ ヌ 東 山 殿 ハ世 ヲシヅ 給フ事 

年久 シ 力 リシ 程 一一 天下 終 一一 亂 レシ ナリ 夭 ノ 其 邦家 

ヲ. C サン トシ 給フ時 一一 ハ 善者ァ リト 云へ ドモ イカ 

ニト モスべ キヤウ ナキモ ノト コ ソ見へ タレ I 言、 パ殷 

二 三仁ァ レ ト紂 王世ヲ 亡 シ給フ 、ガ 如シ義 政ガ代 一一 

天下 亂レ シ コト其 根本 ハ 驕奢 一一 起ルト 云へ 共事ノ 

端ト ナ ，ノ シ ハ 義敎 被レ弑 シ 一一 ョ レリ 其 故 、ノ 滿祐ガ 

逆 罪 一一 ョ リテ義 量 ノ御時 一一 討手ヲ 向ケラ レシ 一一 山 

名 入道 ガ 一 族 功有シ 力 バ 其赏殊 一一 多 カリ， キ然〃 ュ 

t 入道 夭 性 ハラ ァシ ク ォ ゴ ソ ヌ ダ 氣ァ テ畠山 ザ 

家 ヲ亂リ 赤松 ガ家 ノ絕ム コトヲ 謀 カリ テ終  一！ ソノ 

婿 勝元ト 不快 一一 シ テ今出 川 殿ヲ世 一一 立參ラ セ ン ト 

御 臺所ノ 御 方 人申セ シナリ 此人 嘉吉ゾ 功ナク バ ィ 

カデ カク 迄世ヲ ミ ダ ダ程ノ 勢ハァ y ベ キ ^又 畠 山 

斯波各 家督 ヲ爭ヒ シ n ト亂ノ 端ト 成リ シ 第一 ナ 

リ畠 山ガ事 初 、ノ 政 長 ヲ勝元 ガ最負 シテ宗 全 方 人タ 

リシ 後一 一 ハ， i. 小 全 父義就 ヲ荷擔 -ゾ テ是 ヲ立ム トス 斯 

Isw^ 十七 


讀史餘 論卷之 三 — 

波ガ 事モサ キー 一 、ノ 家老 甲斐 內緣 一， 一 ョソテ 望シカ バ 

ト：： ハ. 親是 ヲ用ヒ テ義敏 ヲ退ケ ッ ィ 一一 新造 ノ申ス 一一 付 

テ 贞親 又義廉 ヲ返ク 又 此時義 政 猶子 シ テ 後 實子出 

來シカ 、パ 初ノ 志變ジ 勝 元 モ 猶子 ヲ僧ト セシカ バ 宗 

全ト聱 舅ノ 中ラヒ ァ シク S 山モ 養子 ノ後 一一 實子生 

ショ クソノ 家亂 レ キ 公方 モ 管領 モ 猶子 シ テ ノ チ志 

ノ變ゼ シ コ ト共 一一 同 ジク山 名 伊勢、 ガ人ノ 家ヲ或 ，ノ 

タス ケ或 ハカ タブ ケム トセ シコト 又 共 一一 同ジサ レ 

、パ 世ノ至 テ重キ コ ト人ノ ョ ッ ギノ事 程 大切 ナ k  、ノ 

ナ シ 北條ガ 鎌 倉殿ノ 嗣ヲ絕 シ コ ト 其 後天 子 ノ 皇統 

ヲ ミ ダリ テ 王室 ヲ弱メ 攝家ノ 支流 ヲ ワカ チテ其 勢 

ヲソギ シ モ 皆是 ョッ ギノ事 ユア ラザル ハナ シ 孔子 

春秋 ヲ筆削 シ給ヒ シ初 一一 魯隱 公元 年 一一 始ラ レシ モ 

繼嗣ノ 事 ヨリ 國亂 シガ故 也禮記 一一 モ此事 ヲ論ジ 給 

へ ソサレ 、パ 異朝 二 モヨ ッ ギノ 事ヲ殊 一一 重ジ寺 ソ我 

朝 ノ古モ 令ノ中 一一 繼嗣 令ヲ撰 ミオ 力 レ近ク ハ我祌 

祖 天下 ノ 法式 ヲ定 メ給ヒ シ ュ モ此事 ヲ返ス 々々仰 

ラ レ シ 是全ク 人臣 ノ家 ノ事ノ ミ 二 ハ ァ ラズ 人君 ノ 

御 単一 一 力、 レ y ナリ東 山 殿ノ御 アト ノ事 則是ニ ョ 

リ テ重テ g レ シ也閻 主自ラ 邦家 ヲ覆 シ給フ モ姦臣 
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世 ヲ亂ラ ム トス ル モ必ズ 繼統ノ 事 二 起 ルナ レ 、パ能 

能 心得 有べ キ コ トナリ 〇 義政ノ 時 天下 ノ政 ニッ 二 

出 シ由應 仁 記  一丁 ゾ ルセ シ所 後醍醐 ノ 中興 ノ 政敗レ 

シ事 ノ如シ コ レ皆 御臺所 香樹院 春： " 局 ナド內 二 

ョ〃 ト 云へ 共 其事ヲ 執行 じ シ 、ノ 皆 伊勢 守 負 親 也 X 

親、 ガ 事 記 二見 ヘシ 所詳ナ リ 且 別記 一一 モ ^親 、ノ 御所 

樣ノ御 父ナリ 新造 ヲ御 母トゾ 中奉ル 是 ホ ドノ 遠 遨 

ナ シナレ 、パ 天下 ノ 大事 出 來べ キ事ヲ 顧ズト 、ノ 記セ 

ゾ 伊勢 ノ 系圖幷 一一 小 田 原 一一 テ記サ レ シ 舊記ヲ 見^ 

二 室町 殿ノ御 父分タ ^ 由 見へ タリ 其 餘ノ物 一一 支證 

ナ キ 歟但應 永 五 年義満 武家 ノ 三 職 七 頭等ヲ 定メ ラ 

レ シ時 一一 伊勢 守貞行 ヲ以テ 奏者 ト セ ラレ キ貞 行、 ガ 

子 伊勢 守^ 國贞 國ガ 子從四 位下 伊勢 守^ 親 也其嫡 

子 、ノ 兵 庫 介 贞宗後 一一 備中守 又 伊勢 守 一一 任ジ キ是 力 

金 仙 寺 ト ィヒテ 世 二 重ク 思 ヒ シ人 一一 テ 其 父  一一 、ノ 以 

ヌ人 一一 テ有 シ^ 親 、ノ 文明 五 年 正月 五十 七 歳 一一 テ卒 

セシ 由ナレ 、パ 應仁ノ 前後 、ノ 五十 歲 、パ カリー 一 モャァ 

だ ベ キ 親元 日記 ナド ヲ見ル 一一 乇 カレ ガ 當時ノ 權勢 

管領 職 事 モ及ブ 所 一一 ハ ァラズ 初義滿 奏者 ノ職ヲ 置 

レ シ 事旣 一一 アヤ マレル ニヤ 思 フー 一 此截 ハ 朝家 ノ藏 


人 職掌 一一 ョ ク似 タグ 事 トゾ覺 ュ藏人 トイ フ職ム 力 

シ ハ無 リシ ヲ嵯蛾 ノ御時 ヨリ 置レ シ ナゾ績 古事 談 

ヲ見ル 一一 昔； 牛 城 ノ御時 迄 ハ此國 一一 モ 朝政 シ 給ヒケ 

リ其 儀式 ィ マ ダホノ ボノ、 ホ ドニ 主上 出テ 南面 二 

ヲヮシ マ ス羣臣 百 寮 谷 座 一一 攝ス 四方 ノ 訴人 サウナ 

ク內裡 へ 參集テ 高 キ机ノ 上 一一 ウレ へ 文 ノ箱ト 云 物 

ヲ S レ タリ ケレ 、パ アヤ シノ 民 百姓 迄 申 文 ヲ モテ參 

テ此箱 一一 納ル史 外 記辨少 納言ナ ド 次第 一一 取 上テ是 

ヲ ョ ミ申 羣臣モ 各是ヲ 評定 シ生上 マ ノ アタリ. 勅定 

ヲ 下サダ ウレへ モシ 左右 二 ァ レ 、、ハ 則 問 、ノ  \ 申 文 多 

クシ テ r  ノ外 二日 タケ ヌ レ 、バヤ ガテ 其 坐 二 テ 供御 

ヲ參ラ ス 諸卿モ 御膳ヲ ォ "シ テ 各是ヲ クフ ソノ政 

モシ、 つ ァヌレ 、、ハ ソ ノ 後ゾ 舞樂 御遊 ナ ド モア ソケ 

^君 ノ御心 二 ハ民ノ 愁ヲ聞 召テ御 斷リ有 ヨリ 外ノ 

大事 ナカ リケソ 嗟 蛾 天皇 ョ ソ此カ タス タレ ニケリ 

此君コ トノ外 一一 放逸 一一 テ政ヲ 御 心 一一 ィレ給 r スサ 

レドモ ソノ 儀式 ハ 尙 有ケリ 五位 ノ藏人 二人 ヲ サ シ 

テ御 倚子 ノ傍 一一 ス へ テ愁ヲ キカシ メ 羣議ヲ 閡召シ 

テノチ 一一 成敗 ヲサセ 給 ケソ是 今ノ職 事ノ始 ナソ嗟 

蛾ノ 別業 ナド へ 常 二 オハ シマ シケ, ュ. ユー 一 御暇ナ 


ク シ テ自ラ 朝政 二 逢セ 給ハ， ザリ ケ ダ 也ト見 へ タ リ 

又 職原抄 一一 藏人 所ノ下 ヲ考ル  一一^ 峨 天皇 御宇 弘仁 

年中 初 置い 之模ニ 異朝 恃中內 侍 等 職 ， 歟彼侍 屮尤爲 二 

重任 ， 內 侍者 宦者之 任 也 或 有，, 卑ぃ之 代， 或 有 二食 レ之 

時， 古 來宦者 知い 事 先賢 之 所い 謗 也 唐 玄宗以 二 内侍 高 

力士， 爲，， 一 品 將軍， 爾降內 侍 執 二 文武 之 柄， 遂. L1 二 唐 

祚， 依い 之 執政 之 官大惡 ，i 宦者 - 本朝 不二 必然， 弘仁以 

往少納 言及 侍 從爲二 近習 宣傳之 職， 而此 御宇 初 E 二 

當所, ト ミ へ シ是ラ ノ記セ ^ 所ヲ 以 テ見ダ 一一 室町 

殿ノ代 伊勢 ガ家司 ル所ハ スナ ハチ 本朝 ノ藏人 異朝 

ノ內侍 ノ職也 貞親ガ 代 一一 至 ソテ威 禍ノ權 力 レ ガ掌 

ュ落テ 勢 益驕橫 一一 テ彼ノ 明 皇ノ世 一一 高 力士 ガ省 一一 

決章奏 一進 一， 退將 相- セ シガ如 クナリ キ甚ク シテ " 

義政ノ 御 父母 ナ リナ ド 自稱ス ルー 一至 y コ ト彼唐 末 

ノ 定策國 老門生 天子 ノ 禍 一一 異ナ ラ ズ 異朝 ノ宦 侍ト 

云 モノ で； 兀 是刑餘 掃除 ノ人 一一 テ士流 猶是ヲ 鄙ム事 

ヲシ レリ 此貞 親、 ガ ゴ トキ ハシ カラ ズ 梪武 平氏 ノ流 

一一 テ弓馬 ノ業ヲ 家 二 シ代々 ノ 公方 ノ 近侍 セ シ モノ 

ナ レ 、パ 其禍 異朝 ノ宦侍 ョ ソ 、ノ 猶甚 シ カソキ 力、〃 

職掌 ノ者出 * テ 謀議 一一 與リテ 威 福ヲ恣 一一 スル事 治 

玉 百 玉 十九 


 讀史餘 論 卷之三  _ 

世 二 ハナ キ事 一一、、 ソ侍, 是皆驕 逸ノ主 資士大 夫ヲ見 

^事ヲ { ，、カリ 給フ時 一一 近習 ノ人シ テ其宣 傳ノ職 

ヲッ カサド ラシ メラク 、 ョ y 事起リ シ 也 此流弊 終 

二 天下 ヲ 稷ス禍 一一 至 y コ ト ヲ知ラ レム  一一、 ノ 東漢ノ 

0/  シ代ノ コ トナド 併 セ按ズ 、、へ キ事也 我 祌 

祖カ 、 , 事ヲ J ク 鑑ミ 給シ 二 ャ國初 二 ハ. 力 、 だ 職 

ヲ、 パ置 カレ ザゾ キ凡ソ ハ又義 満ノ時 管領 四 職等ヲ 

定メ ラレ シ 二 天下 ノ 大名 ヲ 引ス グリ テ 其 職  一一 E ジ 

殊 一一 ハ 譜代 ノ家ヲ 立 ラレ シ返 ス返ス モ大 キナ〃 誤 

上 巧へ シき^ Cff?C?ii 應 仁ノ亂 ノョ- テ起タ 

所 ナリ漢 ノ文帝 ノ時賈 誼 ガ諫申 セン モ近ク ハ 明ノ 

^文 帝 ノ世ノ 亂モ此 事 一一 テ有シ 也 後漢ノ 光武 趙宋 

ノ 太祖 ハ ョク 此事ヲ 心得 給ヒテ 功臣 藩鎭ノ 權ヲォ 

サメ 給ヒキ タトへ 、パ 虎二  M ヲ付ダ 事 ノ如シ 翼 ナカ 

ラ ン ダ 一一 其 爪牙 ノ利 畏ダ 、；、 シ マシテ ャソレ 二 翼ヲ 

付タ ラン ニイ 力 デ カ飛デ 人ヲ^ ハザ ラン ャ此ィ ハ 

レ ヲ 、パ 近代 織 田豊臣 ノ如キ モ ュメュ メ知ソ 給 、ノ ザ 

リ シ 一一 我 

神祖 心得 セサセ 給 シ 御 事 誠 一一 千古 一一 卓越 シ給 ヒヌ 

S 代 ノ後マ デ モ メゲヒ ヨリ^ フ 、、へ キ 御 事 ニヤ ム 
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力 シ北條 ガ家九 代 マ デ保チ シ モ此 心得 ノ有シ ト 、ノ 

ミ ュ レ ド其ナ セ シ 有檨ハ 皆々 詐カニ 出タ レ バ 論ズ 

〃一一 タラ ズ 

此外 一一 室町 家 開 國ノ初 一 一大 一一 アヤ マリ テ其 代ノ末 

ノ亂 モ又是 一一 ョヅシ 事ニ條 アソサ レド其 事 勢ヲ計 

〃ニイ カー ート モスべ カラ ザ X 所ナ ソ其ー ッ 二  、ノ 關 

東 八州 ノ事ヲ 墓 氏 一一 ワカ チ與へ ラレ シ事ナ リ其後 

義満 ノ 世氏滿 一一 奧兩 國ヲ與 ヘラ レシ 力 -パ 鎌 倉 殿 管 

領 ノ國旣  一二 一十一 箇國其 數ハ少 ナカ リシ カド 土地 

ノ濶ク 兵馬 ノ强 キォ ソラク 、ノ 日本 半國 一一 敵ス ベ シ 

サ レ 、パ 義詮 ノ代ョ ソ鎌倉 ヲ疑ヒ シ ホド 一一 其 後ハ常 

二 京 鎌 倉 ノ間快 カラ ズ義 敎ッヒ 二 縑倉 ヲ滅サ レシ 

力 ド東國 ノ者ド 乇. 數世ノ 舊主ヲ シタ ヒ京ノ 御 下知 

ヲ クケズ 又 持 氏 ノ 末子 古河 殿ヲ 取タ テ主ト ナシ參 

ラセ ショ リ東 國ミダ レ テ足利 殿 ノ代ヲ 終ル迄 ツイ 

一一 靜 カナ ラ ズ サ レ ド義詮 不器 二 オハ セシカ 、パ 尊 氏 

直 義相議 シ テ 其 藩 屛ヲ立 ォカ レシ 事 一義 ナシ トモ 

云ガ タ シ 事勢ィ カュト モス ベ 力 ラ ズ ト ハ 是也 一 一 ッ 

ュ ハ 幕府 ヲ京ニ 開 力 レ シ事ナ リ義詮 ヨリ 以來 代々 

ノ將軍 都ノ中 一一 成長 シ給ヒ シ 力 、パ歌 鞠 管 鈸ノ遊 二 


ノ ミ日ヲ 送 リ給ヒ 物事 -ー 花 美ヲ好 ミ給ヒ 武備 殊ノ 

外 一一 ュク、 、、シ 力 バヤ、 モス レ、 パ 强 臣ノ爲 一一 劫サ レ 

給世モ 又隨テ {J ビヌ サンド 足 利 ノ世ノ 初 一一 ハ南帝 

吉野 一一 渡 ラセ 給ヒ シ程 一一 自ラ 北朝 ノ御 カタ メノ爲 

二 都 ノ內ニ 幕府 ヲ開カ レ シ 成べ シ是又 イカ 二 ト モ 

ス ベ カラ ザダ者 ナソ抑 建都ノ 事ハ甚 子細 有 由ヲ申 

傅へ 侍 ソ我朝 二  r 牛 安城 ハ誠 二王 者ノ都 一一 テ有ケ 

リ有德 ノ君 ユア ラズ シテハ 一日 モタモ チ給フ マジ 

キ 地勢 一一 テ侍 ソサレ 、パイ ヅ レノ代 ノ戰ニ モ 京方 一 

日 モ支シ ト云フ 事 ヲ 、パ聞 カズ サ レ ド梪武 帝 此京ヲ 

定 メ給シ ョ リ千五 百年 ガ ホ ドウ ゴキナ キ 帝都 ナ ソ 

異朝 ノ洛城 一一 ョク似 タグ 所 モ侍ル 二 ャ其後 賴朝ノ 

大 將ハ此 心得 ヲ知 ソ給ヒ シ トミ へ シ昔 源平 兩 家相 

ナ ラビ テ朝ノ 御 カタ メ 一一  ォ ハセ シ時 弓馬 術ィヅ レ 

勝 ソ劣ソ 、ノ ァラズ 保 元 平 治 亂-ー 平氏 ノ勳功 有シ事 

源氏 ノ人々 一一 ハ猶 マサ リ給 リ然 グー ー纔 二十 余年ガ 

程 一一 其 武事 ノ殊ノ 外 一一 衰へ 源氏 ノ兵 起ダ 一一 及デ立 

足 モナ ク破レ タマ ヒ シ事其 家運 ノ盡ヌ ベ キ 時至レ 

リト ハイへ ドモ 平家 ノ人々 コ ノト シ月都 ノ內ニ 住 

給ヒ 公家 ノ人々 ト 朝夕 一一 シタ シ ミナ ラヒ 武勇 ノ事 

讀史餘 論卷之 三 


ィ ット ナク打 忘レ シ 一； 因. レ^' ザ リ賴朝 此事ヲ 遠 力 

ラ ヌ鑑ト 思給ヒ シ 一一 コ ソ 六十 餘州ガ 中二 殊 一一 スグ 

レ テ用武 ノ國ト 申ナダ 武藏相 模ノ間 一一 居ヲ シ メ給 

ヒ キ然レ 、パ遙 一一 世ヲ へ ダ テテ 高 時 入道 ガ. C ビ シ H 

迄モ 武事 一一 オイ テ 、ノ 見所 有事 共 侍 ソ キ 其 後 基 氏 ノ 

代 一一 又縑 倉ヲタ モ チ給ヒ シカ、 パ 此所ハ 後人 ノ議ス 

〃所 一一 ァラ ネド今 ノ代ノ 天下 ノ如ク 人多ク 物盛ソ 

ナ ラン 二 ハ猶ョ カラ ヌ所 モ有ヌ ト覺ュ 其 後 ハ 織 田 

殿 近江ノ 安土 ヲ 御座所 ト セラ レ シガ イク 程 ナク失 

、ノ レ給 ヒシカ バ 論ズ \ 一一  及、 パ ズ 太閤 秀士ロ 初 、ノ 聚樂 

二 住 シテ伏 見 一一 移 ソ給ヒ 又 大坂ノ 城ヲカ マへ テ子 

孫 萬 世 ノ 御座所 ト思 ヒ給 ヒント 見 シカド 彼 地モ武 

家ノ 住給フ ベ キ所ト モ思 、ノ レ ヌ事 ドモ多 シ然〃 二 

我 神 祖東國 一一 ウッラ セ給シ 初 世 ノ人ハ 鎌 倉 ヲ コ 

ソ 御座所 トナ サダべ ケレト 思 シニサ ハナ ク シ テ 此 

所 二 都 城ヲ定 メ給ヒ 永世 ノ業ヲ 開 力 レ シ神 謀ノ程 

是又 前古 二 超絕 シ 給 シ 御事ナ リ 誠 一一 此所 、ノ 文事 武 

備兼全 カラ ム 一一 ゝノ 百 代 ト云ト モ動 ナカ ダ ベ キ 地勢 

二 テハァ y ナソ 〇 今ノ代 國ノ 蠹害ヲ ナ ス事ノ 東 山 

殿 メ時ョ ソ初レ ダ事ド モイ クラ モ有コ /後 ィヅレ 

玉 百 六十 i 
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ノ 世-一力 コ ノ流 弊ヲ改 メラ, 、善政 ハオ ハスべ キ 

了ソ 一一 ハコ ノ公方 、ノ 宮室 ヲ治メ 園 池ヲ廣 メ給フ コ 

卜ヲ好 ミ給ヒ キ今モ 東 山 銀閻ナ ドノ 遺跡 ァ \ 二 テ 

知ソ ヌサレ ド後來 此等ノ 事 好 メル 人 皆 彼 世 ノ事ヲ 

思 シタヒ テ是 一一 倣シカ パ 民力 ヲ殫シ 圃財ヲ 費 ス 事 

多 カリニ ツー 一 ハ此人 萬ノ物 一一 過奢ヲ 好ミ奇 物ヲ翫 

ビ給シ 力 、パ 其 世 ノエ 皆 心カヲ 盡シテ 造 リ出セ \ 翫 

器 多 ク今モ 東 山 殿 ノ時ノ 物ナゾ ト云ヌ レ 、パ 世ノ寶 

ト ス ， ル者少 カラ ズ是 富貴 ノ人ノ 過 奢 ノ心ヲ 開ク媒 

トナ, コ ト多 シ三ッ 一一 ハ此人 天性 心匠ォ ハセ シガ 

故 二 萬ノ事 一一 物 好ト云 事出來 シ 力 、パ 今一 一至 ル 迄 好 

事ノ 人物 ゴ ト 一 一 古式 ヲ イト ヒ我 巧智ヲ 用ヒテ 新奇 

ヲ兢ヒ ヌ凡古 禮ノ廢 レ行ト 不訾ノ 財ヲ費 スト ハ皆 

此物 好ト云 コ ト ョ ソ起 レゾ尤 風俗 ヲ敗ダ ト 云べ シ 

四 二 ハ茶 事ヲ好 ミ給ヒ テ古畫 古器 多 ク集メ 給ヒテ 

今ノ世 一一 モ東 山殿ノ 御物 ナ リナ ド 云者ハ 其 價殊二 

贵シカ 、 ル事ハ 閑人 散 士ノ聊 平生 ヲ樂ム 二 ハサ モ 

コ ソ ァ ラメ ド其流 弊 、ノ 難レ得 ノ物ヲ 求ムト シ 有用 

ノ 財ヲ盡 シーア 士大夫 ノ如キ 牙 儈ノ事 一一 習ヒ テ 廉潔 

ノ風ヲ 敗 ダ五ユ ハ コノ時 驕奢 ノ餘夭 下 ノ財旣 一一 盡 


五 百 六十 二 

果シカ 、パ 刀 劍ノ價 ヲ定ラ \ 其價ノ 高下 ヲ以 ープ 奉公 

ノ淺深 一一 隨ヒ其 賞 一一 充行 、ノ レ シ 其 習 、ノ シ今 一一 殘リ 

テ君上 二 奉 ダ物ニ モ マヅ 其價ヲ 論ズダ 二 至 レリ 淺 

マ シ キ事ト ゾ覺ュ X 是等 ノ五ッ ヲ 、ノ ジメテ 後代 ノ 

人 奢侈 ヲ好ム 心 ヲ生ジ 國家ノ 財 ヲ費シ 士君子 ノ風 

俗 ヲ敗ル 事 彼 治世 四十 九 年、 ガ ゥ チ 一一 出 * テ 一 ー百餘 

載ノ 今一 一 及べ リ書ノ 五子 之 歌 一一 內作 一, 色 荒 一 外 作 一一 

禽 荒-甘 ビ酒嗜 k 曰峻" 宇 彫い 墻有匸 11 于此- 未い 或レ不 

レ凶ト 見 ュ伊訓 二 ハ敢 有.. 恒，, 舞 于宮， 酣.. 歌于 室よ 時 

謂，， 巫 風， 敢有 T 殉，， 于貨色 1 恒+于 遊 畋ょ時 謂 11 淫風- 

敢有 T 侮，， 聖言， 逆，, 忠 直， 遠 二 耆德- 比 里. m 時 謂 n 亂 

風， 惟 茲三風 十 愆卿士 有い  一 n 于身， 家 必喪邦 君 有 

レ 一 一一 于身, 國必. D ト 見へ シ 誠ナダ カナ 是等ノ 事 身 

二 一  ッ 有ソ テ ダニ 家 ヲモ國 ヲモ. jj シッ ベ シ マ シ テ 

ャ此 公方 二  、ノ 一  ッ トシ テ カク ダ所 モナ クオ ハシケ 

レ 、パ 世ノミ ダレ シ モ狸ナ ソ實ニ 天 ノナセ ダ禍ニ  、ノ 

ァ ラズ自 ラナ セク 罪ノ ガ グ ベ 力 ラ ズ ト 云 ベ シ然〃 

ヲ 今ノ 人尤 二放フ ノ戒ヲ シ ラ ズ シ テ タ ，、 其風ヲ 思 

ヒ 慕フコ トイ カナ V ィ ハレ ニヤ 心得 ガ タ シ 

義材 ハ 今 出 川 入道 大納言 源 義視子 也 前 職 四 年 再任 十 


I  . 


四 年義政 一一 ツキ テ 後明 應 元年 八月 兵 ヲ帥ヒ テ江州 六 

角高賴 ヲ討テ 三 井寺 一一 陣ス 高 賴甲賀 山 ニノ ガ X 義材 

歸京ー 一年 三月 河內 へ 向ヒ畠 山上 總介義 豊ヲ討 管領 畠 

J£i5n^.?11w^ フ 按シ 一一 義暨ハ 義统が 子ナリ 政長義 就ハ兄 

山 左衞 門^: 政 長從フ 弟 ノ列ナ レパ義 豐が爲 一一 ハ伯父 ノ列ナ A 

四月 義材 正覺寺 一一 陣 ス 義豐 、ノ 譽田 - 一陣 シヒ 

ソ 力 一一 細川ガ 家人 三 好 一 一 郞左衞 門 之 長 一一 通ジ テ細川 

，力 加勢 ヲ乞フ 之 慶ね报 生 人 右 京大 夫 政 元ヲ勸 テ義豐 

一一 同セシ ム義豊 正覺寺 ヲ攻グ 一一 及テ政 元是ヲ 助テ同 

ジ ク攻ム 畠 山 政 長 討 レ 其 子 尾 張 守尙順 、ノ 紀州 一一 走ソ 

義材 トラ ハ ノ タリ カク テ政元 伊豆 ノ國ョ リ政 知ノ男 

義 通ヲ迎 テまト ス其年 六月 義材ヒ ソカ ニノ、 ガレ テ越 

中 一一 趣キ ソレョ リ又周 防 一一 行 大內ガ 許 一一 ョ 庀 

義澄初 名義 通 改ニ義 高 一 堀 越 殿 ノ男政 元ガ爲 一一 立ラ レ 

在職 十四 年 t ^^十 明應 三年 伊勢 新 九郞入 二相 州- 取- 1 

小 田 原 城， 六 年 九月 古河 成氏卒 | 針 其 子 政 氏 タツ 左 

お H タリ 九 年 九月 後土御門 院崩 M 針 在位 三十 六年亂 

世 ノ最屮 一一 テ 御葬ノ 料ナク 四十 rn 餘內 裏黑戶 一一 置參 

ラセ 十一 月葬ク 後柏原 院踐 S  永 正 元年 十月 

山內 ノ 上 杉顯定 ト扇 ケ谷ノ 上 杉 朝 良 ト 河 越  一二 ァ戰ニ 

年 和睦 ス此時 北 條早雲 其 子 氏 綱 父子 武 州へ 出- プ其威 


關東 一一 振シカ \ 兩上杉 相 共 一一 北條ヲ 防 ギ戰フ 四 年 

六月 二十 三 z: 夜 細 川 右 京大 夫 政 元 其 下ノ爲 一一 殺サ , 

if 一 一一 本" 是 ハ 政 元 家人 香 西 又 六 ト云者 反 謀 有 テ政元 

ガ 右筆 戶倉ト 云 者 一一 賂テ 伺ハ シム政 元 愛宕 精進 ノ爲 

ト テ 今夕 浴室 - 一入 シヲ 戶倉殺 セリ 近習 一一 波々 伯部ト 

云 者 出合 シヲ 是ヲ モー 刀サシ テ 一一 ゲ去 波々 伯 部 、ノ 死 

ズ政元 外法 ヲ 修シテ 子ナシ 下 屋形讃 岐守元 勝ガ子 

しヽ B- ま £ ヲ I  F  .1  ^ 系圖ニ ハ讃 岐守義 春が 子ト ァリ弒 川が 

六 郞澄ー K ヲ 養子 トス 家四國 チ頜セ シ ；パ賴 之 ョ リ已來 嫡流 ハ 

管^ タ レ バ 在京 シテ 上屋 形 ト云賴 之が 弟 左 近將^ ^VJ 義登ヲ # ジ 

監詮 春が 後 ハ阿州 一一 在 國セリ 之 チ下屋 形ト云 g ーフ "き g  ^ 

テ江州 一一 奔ル 香 西 等 相議シ テ政元 初九條 關白尙 經ノ. 

末子 ヲ養ヒ 九 郞澄之 ト名ノ ラ セ シヲ取 立 テ嵐山 二 城 

ヲ 構へ 籠 ダ 七月 澄 元 兵 ヲ 引- ズ 上洛 二 一好 筑前守 長 輝 等 

兵 ヲ發シ テ 攝州ョ リ 上京 一一 入 八月 香 西 ト戰フ 波々 伯 

部 、ノ 先ガ ケシテ 終 二 戶倉ヲ ゥ ッ 香 西 矢 二 中 リ死ス 其 

黨ャブ ゾ テ九郞 澄 之 殺サレ 洛中 靜謐澄 元 管領 トナ〃 

針 六 コレョ ジ 三好ァ ラ 、ノ  \ 

按〃 一一 勝 元 、ノ ジメ 子ナク シ テ a; 山 名 入道 ガ子ヲ 養 

ヒ實子 政 元生レ シ 力 、パ 養子 ヲ僧 トナセ シ ョ リ山名 

モ心ョ カラ ズ 山 名義 政 ノ御臺 所 一一 賴マ レ義 尙ヲ保 

護 シ潞川 畠山ガ 家督 ヲ爭ハ シメテ 世 ヲ亂ル 是義視 
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、ノ 勝元ガ 補佐 ス ダ所ナ レ 、パ マ ヅ勝 元、 ガ黨ヲ サリテ 

ノチ 勝元ヲ モ t シ義 視ヲ謀 ラン トノ事 ト見 ヘシ 偌 

政 長 ガ義就 一一 タ シナメ ラレ シ時勝 元 忍ビテ 是ヲ救 

、ノズ 世 二 つ 義政ノ 旨 ヲ重ジ 一 ズ彼ヲ 助ケズ トイへ ド 

モシ 力 ハァラ ジ 其 時 、ノ 義政 義視共 一一 山 名 入道 ガ陣 

二 オハ シケレ 、パ 忍 テ時ヲ 待 シナリ 政長ガ 兵敗レ テ 

義就 家ヲ知 リタ リシ 力 、パ山 名 ガ黨ノ 志 ヲ得ー ズ怠ソ 

シ 隙ヲゥ 力、 >  ヒ ャガ テ義政 義視ヲ 己ガ陣 一一 トソタ 

リサ レドモ 義視ハ 初 ヨリ 己ガ 輔佐 スダ 處ナレ 、パ義 

政ノ疑 ヒア ラン 事ヲ察 シケレ パ 、ノ カリ- プ義 視ヲ伊 

勢 へ 走ラ シ ム 猶義政 山 名 一一 心 ヲ寄給 ヒシカ 、パ 頓テ 

主上 上皇 ヲ取テ 陣中 一一 置參 ラセ 若 義政違 變有ラ 、パ 

天子 ヲ狹ン デ戰ン トセ シナソ 其 後 義視ヲ 伊勢 ョソ 

ムカ ヘシ 一一 又雜 說有シ 力 、パ 義視ヲ 再ビ山 名ガ陣 へ 

奔 ラシ メ義政 義視 兄弟 ノ爭 ノ如ク 一一 ナシ タテ、 山 

名 ト相戰 フ是皆 君ノ爲 一一 セ シ所 一一 、ノ ァ ラズ 己ト山 

名ト 私ノ戰 二 主 ヲ刼シ テ其陣 一一 トラへ 置シ ナリソ 

レノ ミナ ラ ズ 兩帝ヲ ト ソ 參てフ セ 上皇 終 一一 陣中 二 崩 

ジ給ヒ キ カク テ十餘 年 ノ間ハ 細川ヒ ト へ 一一 公方 ノ 

御 方ノ如 クナレ 、パ勝 元 死 シ山名 モ死セ シ 後代々 管 


領ノ家 タグ 故 其 子 政 元 父 一一 ツギ シナソ 政 元 管頜ト 

ナ ラザジ シ時 一一 義豊ト 心 ヲ合セ テ 政 長ヲ討 チ主ノ 

公方 義材ヲ トラ へ義政 ノ約セ シ旨 アジト テ 義通ヲ 

伊豆 ヨリ 迎へ サテ コ ソ 管領 二  、ノ 成ケ レ其時 一一 義材 

不君タ レ 、パ 是ヲ廢 シ義政 ノ約セ シ如ク 義通ヲ タツ 

ト世 一一 ハ申セ シカド 實ハ義 材政長 ヲ失ヒ 援立ノ 功 

ヲ 以テ 管頜タ ラ ン トノ詐 謀ナリ 本意 ノ如ク 管領 タ 

\ コ ト 十五 年 威 福ヲ擅 一一 セ シカド 己モ又 逆臣 ノ爲 

二 殺サレ 愛二 オイ テ 勝元ガ 血脉絕 テ 政元ガ 跡大 一一 

、、、ダレ 澄 元 澄之兩 人相 爭ヒ シ事政 元 ガ義政 ノ跡ヲ 

亂 リシ ニ少 モタガ 、ノ ズ終 一一 ハ其家 ヲ滅シ キ天ノ 報 

應 尤明ラ カナ ラズ ャ 

義尹 重職 I 據文龜 元年 官職 ヲ停 ラル コ レ義澄 政元ガ 

請 一一 ョソシ 成べ シ周防 二 有コト 十六 年 IfL! 大內介 

ヲ賴ミ 名 ヲ義尹 ト改ム 永 正 五 年 正月 義興京 ノ亂ヲ 聞 

テ 義尹ヲ 取タテ 九州 中國 ノ 兵 ヲ 催シテ 上洛 スト 聞へ 

シ 力 、パ 管領 細 川 右 京大 夫 澄 元 阿波 へ 走 將軍義 澄 江 州 

へ走テ 佐々 木 ヲ賴ム 四月 義尹義 興 和 泉 ノ堺 一一 イタ x 

五月 三 好 長 輝 入道 喜 雲 阿波 ョ リ攝州 へ 渡 リ細川 佐々 

木 ガ 兵 ト 共 一一 義與 ト戰ヒ 打負テ 父子 三人 京ノ百 萬遍 


ノ寺 一一 テ 自殺 六月 義尹 入洛 七月 苒任將 軍 大內介 管領 

トナダ 六 年 十月 1 1 十六 日夜 半 盗 幕府 一一 入義尹 自ラ防 

ギ戰 ヒ九瘡 ヲ蒙ル 同月 兵 ヲ江州 へ サシム ク七年 一 一月 

京 勢敗ル 同月 上 杉顯定 家人 長尾爲 景ガ爲 一一 越後 二 テ 

死ス 認 此人 十四 歲 一一 テ 越後 ヨリ 鎌 倉へ 赴キ 關東ヲ 

領ス X コト 四十 餘 年子 ナ クシ テ 古河 政 氏ノ子 顯定ト 

憲實、 ガ孫憲 房トヲ 養子 ト ス 八 年 八月 前 將軍義 澄 江 州 

岳 山 二 テ薨 一一^ 法 住 院殿ト 申 ス此月 細 川 右馬助 政 賢 

四 國東國 ノ勢ヲ 催シ京 ヲ攻ン トス 義尹義 

興 丹 波 一一 奔ル 政 賢 京 一一 入 義尹兵 ヲ集テ 歸洛舟 岡 山 二 

テ合戰 政 資敗死 九 年義興 叙， 1 從 三位， 軍功 二 ヨリ テナ 

リ十年 三月 義尹江 浦 一一 向ヒ 軍破レ 正月 歸京名 ヲ義植 

ト改ム 十三 年 北 條早雲 三 浦 介道寸 f 奥 其 子 新 井惡次 

郞義意 1^ ヲ. D シ 兵威 强ク ナジ テ兩上 杉ャク ャク衰 

フ 十五 年 八月 大內左 京大 夫 義興職 ヲ辭シ テ歸國 11 

年 公家 武家 ノ 事ヲ 執行 ヒシカ バ 財盡 テ歸ト 云 此頃公 

家 武家 同ジク 衰微 京師 ァ ゾ 、ノ テ ヌ 公家 ノ人々 義興ヲ 

賴ミ テ 連-一 彼國 へ 趣ク有 又國々 ノ 大名 ヲ賴テ 下向 ノ 

人々 多シ 十七 年 細 川 澄 元 ト高國 ト戰ヒ 始^' ハジメ 政 

元 子 ナカ リシ 力 バ 故 管領 右 京大 夫 賴元ガ 一 一 男 右 馬頭 

讀史餘 論卷之 m I 


滿國 曾孫 民 部少輔 政春ガ 男 高 國ヲ養 ヒ 又 九 條殿ノ 末 

子 澄 之 ヲ養シ 力 ド皆政 元ガ心 二 叶 ズサテ コ ソ 澄元ヲ 

モ養ヒ ケ レサ レ 、パ 高國 、ノ 初ョ リ澄元 ト間ョ カラ ズ澄 

元 義興ガ 歸國 ヲ聞テ 阿 州 ヨリ 兵 ヲ發シ 高國 ト戰フ 高 

國 ャブレ テ江州 二 奔ダ フ タ 、 ビ兵 ヲ引テ 上洛 ス是 、ノ 

義植澄 元 ト心ヲ ァ ハ セ高國 ヲ討ム ト シ給フ 由 聞 へ シ 

ガ 故ナ- 澄 元 播州 ニ奔丄 i 

之 長 京師 曇花院 一一 テ擒ト ナダ此 年 六月 澄 元 阿 州 二 テ 

卒 お M 舍弟晴 元 ヲ嗣 トス 大永 元年 三 月 二十 三日 當今 

卽位是 公家 武家 共 一一 衰 へ シ 故踐祚 ヨリ 此 カタ 二十 四 

年 ヲ經, 迄大體 延引 三條 逍遙 院 入道 ノ ハカ ラヒ 二 テ 

本願 寺 ョ リ 御卽 位料ヲ 調進 セシカ 、パ 鱧 行 、ノ  \ 此賞 一一 

本願 寺 代々 門跡 一一 准ゼ ラル 同月 一 一十 五日 義植 京ヲ落 

チ 淡路國 へ 赴 ク是ヲ 島 公方 ト云 舰 t 此年 七月 之 

長囚 ヲ免テ 阿 州 一一 歸〃 

義晴義 澄 ノ 子 ？ 樣 ^ 治世 n 一十 年 細 川 右 京大 夫高國 

播州 ヨリ 迎へ大 永 元年 六月 入洛 十二月 義植ノ 官職 ヲ 

停 テ義晴 任 n 將軍 一 針 一 高國 管領 タリ 入道 シテ 道永ト 

號シ 又常植 ト云フ 三年 四月 義植阿 州撫養 一一 テ薨 ^針 

子孫 今一 一有 平 島ト號 ス諸將 相議シ テ義榮 ヲ嗣ト ス 
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讓史餘 論 卷之三  ,  

三 好 家譜 一一 此時^ 将ハ^ 持ノ弟 翁圃チ タ テム ト ス か 一一 三 好 元 良義榮 

チタ- ソ ト見ュ 大系 圖 II 義榮 ト云フ ハ篛晴 ノ弟義 維ノ子 トシ かセ リイ 

ヅ レモ 不審 義持ノ 弟 11 ^ 國ト 云人ナ シ タトへ コ レ有 トモ 此時迄 存生 

タ^べ キ 11 モア ラズ 又 義榮ノ 父 義維卜 云人義 晴ノ弟 タラ ム 一一 尸 此時 

筏喑サ へ 十一 歳ナ レバ 其 弟 ハ猶幼 ナカ.^ べキ 二子 ノア ラ ン樣 モナ シ 

其 上 三 好 記 チ見ル 一 一義 榮永祿 十 一 年 一一 五十八 歲ト见 へ タ レ バ 大永ノ 

三年 二 ハ 十三 歳ナリ 護人 ノ 子成シ 二 ャ若乂 篛維ノ 子 タラ.； JAK」 ヽ w« 

ム 一一 ハ義維 ト云シ ハ義植 ノ弟カ 義澄ノ 弟 カー 一 テ 有べ シ リカ ズき 

高 國讒ヲ 信 シ テ 家人 香 西 四 郞左衞 門 光重 ヲ殺 シケレ 

、パ其 一 族 皆 背 ク此時 一一 乘ジテ 元 長 兵 ヲ阿州 二 起シテ 

攝州 一一 渡 ソ 泉 州 一一 至 \ 高 圃將軍 ノ仰ヲ 蒙テ越 前ノ朝 

倉 若狹ノ 武田 江州ノ 六角 京 極等ノ 兵 ヲ召ス 七 年 二月 

三 好 ガ兵京 一一 テ合 戰利ァ ラ ズ 三月 元 長自義 榮晴元 二 

隨テ 堺ニ至 リシ 力 、パ 兵勢大 二 强ク 高 國ガ諸 城皆ヲ チ 

伊丹 一 城殘レ ソ高國 ガ兵ヲ シ テ 伊丹 ヲ援 ヒ自ラ ハ 東 

寺 一 一陣 ス元長 丹 波 ノ波多 野 孫 右 衞門河 內ノ遊 佐河內 

守 ト謀ヲ 通ジ四 國ノ兵 ヲ召シ テ高國 ヲ攻ン トス 1-1 

野 ハ 丹 波 但^  ノほニ 萬 二 千 遊 佐 ハ 畠 山 ft 國ー ト. S ヲ S ズ ？ 

が 兵 チ引來 ャ波多 野ハ香 西が 兄 ト云フ 一 f^fl ネラ f ヌ W 

祿 元年 正 m: 和旣 一一 成シカ 、パ 佐々 本 京 極 朝 倉等ノ 兵 皆 

々s 國ス 高國元 長ガ僞 ゾ和セ シ事 ヲ聞テ 伊勢 一一 奔北 

^植親 ヲ賴ミ シカド 不レ許 江 州 一一 行テ 佐々 木 高賴ヲ 

賴ム 一一 モ不レ 許 越 前へ 行 テ朝倉 ヲ賴ム 二 モ許サ ネ、 パ 

北海 ヲ渡リ テ出雲 一一 行 尼 子 ヲ賴ミ シ 一一 是モ又 不レ許 

終 ニ備前 一一 行 テ浦上 掃 部 頻 ヲ 賴ム是 一一 ヨリ 義晴モ 京 


 五 百 六十 六  

ヲ 落テ 江 州 一一 奔朽木 民 部少輔 植綱ガ 許 一一 在晴元 、ノ 堺 

ニアリー 一年 山 崎 一一 於テ柳 本彈正 t| 伊丹 彌三 郞私ノ 

戰有テ 伊丹 死ス 伊丹 ニニ 好ガ 緣者タ レ 、パ三 好 ノ者共 

是 ヲ救ム ト京 ョ リ兵 ヲ發ス ト聞テ 柳 本 、ノ 牧方 一一 走ル 

晴元彼 一一 援兵 ヲ 遣 ス 元 長是ヲ 恨テ 阿 州 一一 歸\ 晴 元 

柳本シ テ兵ヲ ッ カサド ラシ ム 伊丹 城ヲ 落セゾ 三年 ノ 

冬晴元 前非 ヲ悔テ 元 長ヲ呼 ブ 晴元 弟持隆 モ 元長ト 共 

一一 兵 ヲ集ム ま |斷„  十一月 高 國攝州 一一 

ヮ タソテ 晴元ガ 兵 ヲ 討 ッ 晴元ガ 將藥師 寺 敗 レ テ降レ 

リ四年 ノ春元 長攝州 二 渡ゾ テ 晴元ヲ タ スク 六月 元 長 

高 國ト天 王寺邊 一一 テ大 一一 戰ヒ 高國 ャ ブレテ 尼ガ 崎 二 

走 , 元 長 ヲ シ テ ^テ 戰 フ 高國脫 セザ X 事ヲ 知 テ廣德 

¥  二 しテ 自殳 ス按か ニ高國 管頜タ かコト 十一 年 一 說 民家 二 カク 

tip 一一  ヌー ブ自ぁ ス レ大ナ ル壷ノ 中 一一 有かチ 見出 シ テ殺ス ト云フ 

天文 元年 正月 三好ガ 一 族 京 一一 テ柳本 彈正ガ 子 甚四郞 

ヲ 殺ス是 、ノ 伊丹 ガ譽 ヲ報ュ k ナソ 晴元大 一一 イカ ソン 

力 、パ元 長 入道 シ テ罪 ヲ謝ス 薩 ft 海 義榮幷 持 隆等意 

見 セシカ ド晴元 不レ聽 六月 廿ー 一 日 終 一一 海 雲ヲ殺 ス がお 

入道 ガ妻 三人 ノ子 ヲタ ダサ へ 一 プ阿州 一一 ノガだ H 雄 

け 二 年 二月 一 向 門徒 泉 州 堺ヲ討 晴元ノ 戰利ナ クシ テ 

淡路 一一 奔ダ 門徒 堺 一一 入 テ住ス 三月 門徒 伊丹 ヲ攻ム 木 


课 長 攻京ノ 日蓬宗 ヲ催シ テ是 ヲ救フ 門徒 等ャプ レ テ 

死ス ^ 者多シ 四月 晴元阿 州 ノ兵ヲ 卒シテ 兵 庫 一一 歸ソ 

池 田ノ城 一一 入諸將 シテ堺 一一 向ハ シ ム 門徒 大坂 一一 築 テ 

守〃 五 ほ大坂 ヲセム 門徒 降 \ 其 後 晴元京 一一 趣 キ義晴 

ヲ朽 木ョ リム 力へ テ 管領 ト ナ ソ右 京大 夫ト名 ノ  \ 

1 說 一一 天文 元年 義晴チ ム 力 ハ 管^  巧义. ノ  BJ^\a( ヲ S 

トナリ 其 後 海 雪 チコ ロセシ トー； ムフ パ戶 ノ  pv^fil つ ^ 

IrTT^Pi- 豊亍、 レ 大、 水 六年奈 頁院 三十 歳 一木 作 三 

ス 玉 年 一 一月. g 位 ノ騸^  ノ, 十一 歳 一一 テ踐齚 アリシ ョ "今年 

な U ゆ；^ 今度 ノ料 ハ大内 介義隆 調進 セリ 六 

月中納 言兼秀 勅使 二 テ周防 一一 下向 左 京大 夫 義隆ヲ 太 

宰少貳 一一 補 セラ \ 七月 叙 山ノ 衆徒 大 一一 起 リ京中 一一 亂 

レ入 放火 シテ 日逮宗 ヲ討ッ 洛中 大半 燒タ リコ レ ハ日 

蓮 宗門 徒ヲ破 y シ後 殊ノ外 一一 驕リ シ 力 、パ歙 山 ノ僧惡 

ミ テ討シ ナソ 八月 三 宅 出 羽 守 國村其 主 高國ガ 子晴國 

ヲ 殺ス是 ハ 近年 大坂ノ 門徒 兵 勢 張 リ テ シ バ シ バ 利 ヲ 

得； ン 力 、パ 晴國カ レ ラ 二 謀 ヲ通ジ テ兵 ヲ起サ ン トス 晴 

元ガ將 カク ト聞テ マ ヅ大坂 ヲ攻シ ニ戰ヒ 利有テ コ 、 

カシコ 一一 打ャ ブソヌ 國村 カク テ 、ノ 謀成ガ タント 思 ヒ 

テ晴 國ヲ殺 シ罪ヲ ノ ガレン トセ シト モ云 又己ガ 志ヲ 

タ テント セシヲ 晴國許 サ、 >  リシ 力、 パ殺 セント モ云フ 

此年 大坂ノ 門徒 大 一一 起ヅ テ畿內 所々 一一 戰フ六 年 十月 

諛 史餘 論卷之 1 一一 


御 弓 御所 右兵衞 佐義 明北條 氏綱ガ タ メ  二 討 \ 初 古河 

成 氏 ノ子左 馬頭 政 氏 採ま^ 三男 有 長子 高 基 二子 義 

明 三 子 基 賴ト云 彼 父子 兄弟 不快 ノ事有 テ義明 ハ奧 一一 

下〃 政 氏 高 基 一一 家讓ジ テ 關宿ノ 城 一一 有 テ享祿 四 年 七 

一 feL ス 政 氏 高 基 父子 ノ 合戦 ハ 永 正 四年ノ  ft 氨 taa  /  0/ 

0  二ず ス事也 其 故 イカ ナ か 事 二 ャ 不レ詳 S 頃 ュ弒 ノ  B ン 

守護 武田豊 三 入道 恕閑 glrfi 一  同 國ノ原 次 郞ト爭 論 

ノ事 有原ハ 千葉ガ 一 族 一一 テ 家人 ナゾ千 葉 彼 一一 加勢 シ 

ケ レ 、パ武 田 勝 事 ヲ得ズ 謀 ヲ廻ラ シ テ 義明ヲ 奥ョソ ム 

力 へ トソテ 主 トシ ケ レ 、パ上 總下總 安房 ノ國人 等馳集 

リ其 勢ヒ國 一一 振ヒ シ程 一一 三年 ガ內 一一 原 終-一打 マケヌ 

義明 ャガテ 彼ガ御 弓ノ城 一一 移 ヅ住シ 力 、パ 御弓ノ 御所 

ト云フ 義明ィ 力 二 モン テ關東 ヲ討隨 へ 鎌 倉 ノ跡ヲ 起 

サ パ ャ ト思フ 此折フ シ北條 氏 綱 伊豆 相模 ヲ打隨 

へ 上 杉ト武 藏ノ國 ヲ爭ヒ シ 一一 古河 殿 彼 一一 ム スビ上 杉 

ヲ滅シ テ數 代ノ恨 ヲ散ゼ ント ャ思ハ レケ ム彼 ガ娘ヲ 

子息 晴氏 ノ室ト セラ レ キ 1^ ト カク テ義 明ノ 兵威 次 

第二 ッョ ク成テ 古河 殿 ノ御爲 二 モヨ カラ ズト 聞へ テ 

晴氏 ハ 氏綱ガ 加勢 ヲ乞フ テ義明 ヲ滅サ ムト セラ レシ 

力 ド氏綱 上 杉 ト戰フ 最中 ナ レ、 パ カレ モ御弓 一一 使者 ヲ 

叁 ラセ 其 下風 一一 從 ヒケリ カク テコト シ 天文 六 年 十 g: 

—玉 百. K 十七 


讀史餘 論 卷之三 

^綱 御 弓 一一 ム カフべ シト 聞テ義 明舍弟 基賴幷 御曹子 

ヲ始ト シテ 安房 ノ里 見减ガ 軍勢 ヲ 催シ テ鴻臺 一一 打 出 

デ小田 原勢ヲ 力 ケ破リ 味方 ヲ待ー プ居タ ソ シ ヲ 三浦ノ 

城代 横 江 神 介ネラ ヒ ヨリ テ射ケ , 矢 一一 當 ゾ馬ョ リ落 

シ ヲ 松 田彌次 郞首ヲ ト ソ タリ 義弘、 ガ陣モ ャ ブ レテ引 

返 ス 逸見 山 機 入道 深手 負 ヒ ナ 、、力 ラ 御 弓 一一 歸リテ 義明 

， お n&i ヲ、、 、客 ンヶノ 按か 一一 喜 連 川 御所 レ龃 賴純ハ 義明ノ  ，L 

ノ  is ヲ ノ楚、 シケ： 子 ト云カ 思 フニ 基 賴ノ子 ナウ ぺシ プ 

氏， ハ高國 カ子 ナリ』 實 Jn^MTB^ ヲ， t> コ 4 全 円 

4 寸 > 糸 JR-ff ハ右瑪 頭 尹 衬が县 男 S チ g ヲラ コ ム P 

元 城 一一 ヨリ テ防グ 城 中 討 X  、 モノ 六 百 餘人阿 州 二 使 

シ テ 長慶ガ 加勢 ヲ乞フ 長 慶此時 十九 歲 持隆ガ 兵ヲ 司 

リ テ隣國 一一 名 ヲ顯セ シ、 ガュ M ナソ 長慶ハ 其 父 海雲ヲ 

殺サ レシ 恨ァレ 、パ 晴元タ ス クべシ トモ 思 、ノ ザリ シ 二 

其舍弟 越後 守 || 諫シ 一一 ョ ソープ 自ラ兵 ヲ引テ 兵 庫 二 

ワクリ テ越 水ノ城 一一 入神 五郎 政 長 入道 宗三 是ヲ ム 力 

フ 喜宗 三ト共 一一 氏綱ガ 軍勢 ト戰フ 事 度々 二 及 

ブ 十五 年 十一 一月 義晴其 子 義藤ヲ 具シ テ， 坂 本 一一 赴キ日 

吉ノ 神主 樹下ガ 家 一一 シ テ義藤 元服 ^翻^^?.^ 

かハにレテ 管領 代 トシ テ佐々 木 六角 彈正少 弼定賴 四 品 

一一 敍シ 加冠 ノ役 タリ 二十日 義藤將 軍 一一 任ジ 紅 | 舰下 

義晴 、ノ 右大將 二 任 ズ 十六 年 七月 晴元 上洛 晴元氏 綱 § 
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、ガ ち、 可.^ 一一  チ 0^ フー 說 一一 此年 三月 晴元井 三 好 一 族 京 二 ョ セ 

カ^、^ -rp.  二 一 ブネ ©フ ム トス ル故ー 一 将軍 父子 北 .0 河ノ 城, 一 籠^ 

四月 晴元 四國勢 チ t キヒテ 東 山 11 陣シ 北 白 川邊 放.^ シテ攝 州へ 歸^ 

七月 入洛 相國寺 11 陣ス 佐々 木 定賴晴 元が 箅ナ レ バ晴元 一 一 クミ シ テ北 

白 河チセ ム將軍 父子 城 チ燒テ 坂 本 二 奔.^ 晴 元罪ュ か サレテ 坂. . 一一 參 

H4， 十七 年 十月 長 慶宗三 入道 父子 ト心ョ カラ ズ  一 lj 

攝州ー 藏城ニ ァリ勝 政 模並城 二 ァリ宗 三 ハ昔元 長チ 讒殺セ 卜 \p 

シト云 又 今度 長 魔 逆 謀 有 ト晴元 二 申セ シ ー1 ョ レリ ト云フ ヌ 与 

一 一 一 月 長慶遊 佐河內 守長敎 ト 兵 ヲ 合セテ 宗 一一 一 ヲ 討晴元 

京ヲ出 テ攝州 一一 來ソ多 田 一 藏城 一一 入 佐々 木定 賴モ晴 

元 ヲ援ク 六月 長 慶宗三 ト戰フ 宗三打 マ ケテ江 口  二 テ 

自殺 晴元丹 州 一一 奔ダ 佐々 木ガ 兵戰ズ シ テ退ク 將軍父 

子 亂ヲ避 テ東坂 本 一一 奔ル 十九 年 春長慶 入洛 ス ベ シト 

聞 一 プ前將 軍 如意 嶽 一一 城 ヲ構フ 三月 義晴新 城 一一 移 ラン 

トテ坂 本 ヲ出病 急 一一 シテ穴 太 山中 一一 留リ 五月 遂ニ 江 

州 穴 太 一一 テ薨ズ f 義藤比 數辻寶 泉 寺 一一 移ソ晴 元定賴 

警衛 ス 

義輝初 名 ハ義藤 治世 十六 年 十九 ノ年家 ヲ繼其 年 

十 一 月長慶 入洛 シテ東 山 阿 彌陀峯 二陣 ス兵ヲ ワカ チ 

三 井寺 一一 陣 シ 大津ヲ ャ キ テ 京堺ヲ フ セ グ義藤 ハ寶泉 

寺 ヲサソ 一 ズ朽木 一一 移ラ K  二十 年 正月 長慶京 一一 入 二月 

兵ヲ ヮ 力 チ江州 志 賀ノ晴 元 ガ陣ヲ 討ッ大 一一 利 ァリ此 

年 八月 大內ガ 家人 陶尾 張守晴 賢反シ テ周防 山 口  二 向 


ヒシカ 、パ義 隆ャブ ゾ テ石 見ノ吉 見正賴 ヲ憑ム トテ落 

行 ヲ追テ 九月 長 門 ノ深川 大寧寺 一一 テ 自殺 四十 五 歳 也 

此時 1 一條 前 關白尹 房 三條前 左大臣 公賴 左中將 藤原ノ 

良豊等 モ殺サ レ給ヒ 中 納言藤 原基賴 右兵衞 督藤原 親 

世ハ 髮ヲォ U シテ遁 去 ル義隆 在世 ノ 日中 國 八州 ヨリ 

御料 ノ 白銀 千 貫目 宛 每年獻 ゼラ, 然ダ 一一 其 家人 ノ爲 

一一 失ハ レ シカ、 パ陶 追討 ノ勅シ キリ 成 シカド 將軍モ 三 

好 モク ヤス ク討事 力 ナフ ベ シ ト モ見ズ サ レ ド陶モ 勅 

勘 ヲ恐レ 義隆ノ 甥大友 新太郎 義統ガ 弟 右 京大 夫義長 

ヲ タテ、 大內ノ ョ ツギ ト ス此 時大明 勘合 ノ印ゥ セ テ 

日本 大明ノ 往來ャ ミ シ ヨリ 西藩ノ 天主 敎 傳 リ シト云 

義隆記 二  、ノ 陶尾張 守 隆房美 作 守通麟 入道 ガ 養子 也 

相 良 遠 江 守武任 善書 ノ人 一一 テ 右筆 ノ事 ヨリ 出頭 シ 

テ權ヲ トレ ソ 隆房 ガ子ナ 力 リシ 力 パ 己ガ 子 ヲ 養子 

一一 タテ シメン トス 隆房用 ヒ ズ 是 ョ リ議ヲ 力 マへ テ 

隆房ガ 所領 三千 貫ノ 地 南都 東大寺 ノ舊領 アリシ ヲ 

還補シ 給へ トス、 ム 其 時 力 レ ガ 愁詐ヲ 申始シ 力 バ 

三人 謀 ヲ合テ 天文 十九 年 九月 十九 日武任 ヲ討ム ト 

ス義隆 是ヲ閡 テ兵ヲ 集テ陶 一一 事 ノ由ヲ 問 一一 其事ナ 

キ由ヲ 陳ジケ レドモ 武任ハ 其 夜 出家 シテ筑 前 二  、ノ 


シダ 義隆ノ イカリ 不レ 止ケレ 、パ 陶モ富 田へ 十一月 

ノ始 一一 在 鄕セリ 義隆大 友 ト謀リ テ陶誅 セラ X ベ シ 

トキ コ M  -ズ 二十 三 四日 ョ リ山ロ 騷動シ 一 一十 八日 兵 

ド モ集リ 杉 內藤モ 同 ジク反 スト キ 、 テ義 隆驚キ ケ 

リ兵ヲ モ持シ 者 一 人モ 出頭 セ シ コトナ ケレ、 パ大將 

ト爲テ 出べ キ人 モナ ク 評定 一決 セズ シテ其 日 未 時 

バ 力 リ 一一 法 泉 寺 一一 引 籠 だ 要害 一一 據ム トセ シ 一一 隨へ 

\ 三千 ノ兵夜 一一 入 テ悉ク 陶 一一 屬スー 一十 九 曰 陶杉內 

藤 ガ兵五 千 法 泉寺ヲ 力 コム 一 一條 殿 調和 有 テ義隆 世 

ヲ 御曹司 一一 讓ラク ベ シ トァレ f モ 不レ聽 晦日 ニ條 

殿義隆 父子 長 州 岩 永 へ奔ム トス ル 一一 風 逆 一一 シテ大 

寧 寺 へ 漕 戾ソ死 一一 隨フ 者讒 一一 十人ト 云 義隆歌 ノ 師 

飛鳥 井 大納言 雅俊堯 刑和尙 有職 日 野 大納言 资宣廣 

橋 大納言 兼 秀郢曲 持 明 院中納 言 基 親 衣紋 冷泉 入道 

管 紱東議 因幡 岡 兵 部 禪學紫 野 玉 堂 儒 書 外記淸 三位 

官務 伊治 等ナソ 舞猿樂 犬追物 計 一一 テ 弓馬 ノ 道ゥト 

クシ テ家ノ 老若 此事ヲ 歎キッ 、無益 ノ百 家出 頭ナ 

ソ 當家ノ 武士  、ノ ス タリ ナン トツ ブャク コトカ ギリ 

ナカ ソシ 

一十一 年 正月 長 慶ガ申 一一 ヨリ テ義藤 歸洛ァ リ晴元 入 
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逍シ テ來ラ ズ g 細 r  二月 細 川 二 郞氏綱 阿 州 ョゾ上 

洛 三月 右 京大 夫 一一 任 ズ是ョ ゾ三好 細 川 一一 代リテ 天下 

ノ權ヲ トレ リ 長慶ハ 洛中 幾內 南海 之 事ヲ掌 テ攝州 一一 

住 シ 其 家人 松 永 彈正忠 久秀ヲ 京 一一 居 ラシ ム此 年上 杉 

管領 憲政 北條 氏康ガ タメ 一一  上野 平 井 ノ城ヲ 落 サレ越 

後國 ニノ ガダ 其 子 龍 若 丸 ハイ ケド ラレ テ殺サ ダ是ョ 

ソ先 夭 文 七 年 S 谷ノ 上 杉 五 郞朝定 娜魁な枝 氏 綱 | 一一  打 

破 ラレ コ トシ 山內モ 氏康 二. C サダ兵 部 少輔房 顯ガ代 

享德 三年 ョ ゾ 古河 殿ト戰 ハジ マリ テ顯 定憲房 憲寬憲 

政 五世 一一 傳へテ 天文 二十 一 年 迄 九十 八 年 一一 シ テ. u ビ 

タ / 古河 殿 ハ成氏 ノ曹孫 一 一 トニ  IrrMnMJjog:- 豐後守 £、 

タ 左 兵 衞督晴 氏 ノ時也 一 一寸 一 一^一 一月 三 好 之.^  m: 沐 其 

主 細 川 持隆ヲ 弑ス是 ハ 持隆ガ ョ ッ ギ員 之晴元 ト謀ヲ 

通ジテ 之虎ヲ ハカ ダト聞 ヘシ 一一 ョ リ テナ ソ七月 將軍 

晴元ヲ 京 一一 召ス 晴元ガ 軍勢 皆 入洛 ス 八月 長 慶大 兵ヲ 

引 テ人洛 シ將軍 堀川 ノ 御所 ヲ攻ム ト ス義藤 山門 一一 奔 

, MSB^y 王 一一 年 - Ifli 藤改ニ 名義 輝 一 

長 慶丹波 一一 向 テ波多 野 ガ諸城 ヲ落ス 又 淡 州 一一 渡ソ テ 

兵 ヲ催シ 播州 一一 向 フ弘治 元年 正月 播磨 ノ國人 等降ダ 

此年毛 利 元就陶 入道 全姜ヲ 討 元 就 義隆ガ 爲-ー 陶ト戰 

フ事年 ヲ經テ 今玆十 一 月 終 一一 是ヲ討 滅シ長 門 周防ヲ 
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タ ヒ ラグ 三年 九月 後奈良 崩 在位 三十 一 年 ュ針 正 親 町 

院踐祚 0 永祿 元年 五月 義輝晴 元朽木 ヨリ 坂 本-一 進 

發長慶 越 水 城 ヨリ 京 一一 入所々 一一 耍害ヲ 構 テ芥川 一一 歸 

一 說 此年朽 木へ^ 落シテ 九月 一一 坂 本 七 弓， Lrnag ゲ^ 

ヨリ 進發ス トモ 云 o 芥川 ハ義長 在 城 ^月 力 日長 慶カ^ 松 永 

等 白 川 一一 テ義輝 ノ兵ト 戰フ義 輝 ノ將細 川 持 賢 等 クタ 

, 、者 百餘人 十日 將軍 如意 嶽- 一陣 ス佐々 木義賢 來ヅ 

タ スク長 慶ガ兵 進 ミ攻ン ト ス義賢 和 ヲ乞フ 三 好ガ將 

等 越 水 一一 其 由 ヲ ッ グ 長慶ガ 諸 弟 ノ兵悉 ク會ス 和議 成 

ク十 一 月 義輝將 軍 山 ノ陣ヲ 去 テ相國 寺 一一 入 長 慶來謁 

ス 十一 一月 義輝ニ 條本國 寺 一一 移 ^ 1 一年 長 尾景虎 入洛 シ 

テ將軍 一一 見參此 年長 慶畠山 高政ヲ 助ケテ カレ 一一 ソム 

vr ン.^  V 寧 ヲす高 政ハ臭 山 右兵衞 督基國 二 え き夂 ト i\ 

チ ン雾ノ 笔ヲ言 男 修理 大夫滿 則が 曾孫 ナリ ヌ^ ©ト ^シ 

テ細川 氏 綱 ヲ淀城 一一 移 リ住シ ム 三年 正： R: 卽位毛 利 元 

就 御料 ヲ獻ズ 大膳大 夫 一一 ナサ レ菊 桐ノ 御紋ヲ 賜^ 後 

二 陸奧守 二 ナサ だ 五月 今 川 治 部 太 輔義元 尾 州 捅挾間 

一一 テ織田 上 總介信 長 一一 討タ , 六月 長 慶高政 不快 ノ事 

出來 テ戰ヒ シガ高 政利ナ クシ テ降ル 四 年長 慶 入洛 正 

旦 ヲ賀シ 0 義長 モ 相繼テ 參賀 ス^  二  H 長慶ガ 家 

二 御成 之 事 ヲ申ス 義輝ュ ダ シ給シ 力 、パ義 長 父 一一 代テ 

假屋形 ヲ造ソ 三月 晦日 一一 將軍 入御 細 川 氏 綱 モ 來ソ賀 


ス 四月 晴元カ 盡テ和 ヲ乞フ 長慶ュ シテ攝 州 普 門 寺 

ニ移シ ォク」 說、 水 if 元年 義輝三 好 ト和シ 給 t; ン時^ お 、 

一一 i ン IS ク喑元 チ芥川 一一 トロ フ年^ テ死 スト 云 fcM^S®  ノ 

佐々 木 義資- 一 謀 ヲ通ジ テ長慶 ヲ討ン ト ス 大和 紀伊ノ 

兵是 一一 隨 フ 長 慶兵ヲ 和泉國 一一 サ シ 问 是ト戰 ハシム 此 

年 ノ 春 上 杉 輝 虎 小 田 原 -ー 攻入ル 去年 ョソ 近 衞關白 前 

嗣公ヲ 越後 一一 迎へ小 田 原へ モ具 シ參ラ ス關東 ノ侍背 

ク者多 カリ シ 力 バ ャガテ 歸國ス 九月 武田ト 河 中島 二 

is フ麵 I お？ テ五年 11 一旦 一一 好實 休お 

高 政 ト泉州 久米田 一一 戰ヒ 破レ テ 自殺 三 好ガ兵 悉ク潢 

ュ 高 政 ガ兵盛 ニナ リシ 力 、パ 三 好 ガ諸城 皆降ダ 安宅 攝 

津守冬 康モ岸 和 田 ヲサソ テ淡路 一一 シ リゾキ 五月 四國 

勢ヲ催 シテ兵 庫一 一 渡リ義 長久 秀等ト 兵 ヲ合セ 河 州 二 

進 ミ高政 ト戰テ コ レヲ 敗ル高 政、 ガ兵 討ル 、者 多シ佐 

佐 木 筒井 戰 〗 ズ シ テ 引退 ク六年 三月 細 川 晴元攝 州 二. 

テ卒ス 八月 三 好 義長攝 州 芥川ノ 城 一一 死ス 松 永久 

秀ガ爲 二 毒殺 セラ ク ト云フ 長 慶ニ男 義繼ヲ ョ ツギ ト 

ス 十二月 細 川 右 京大 夫 氏 綱 淀 城 一一 テ 卒ス此 

年 里 見義弘 父子 北 條氏康 氏 政 父子 ト武州 國府臺 二 戰 

テ 里 見 敗 だ 毛 利 元 就 雲 州 富 田 ノ城 ヲ落シ 尼 子 晴久降 

^弘治 二 年 ヨリ 今年 迄 七年ガ 程 戰ヒテ 毛 利 終 一一 檫ヌ 


是ョ- 毛 利 十州ヲ 1 藝細 ffigg 錢 倂 セ領シ 豊後 ノ 

大友備 前 ノ浮田 ト戰フ コ ト止ズ 七 年 五月 四日 松 永久 

秀河州 飯 盛 城 一一 來ソ冬 康逆謀 有 由 ヲ長慶 一一 吿九 日長 

慶 冬康ヲ ョ ブ十 二日 冬 康飯盛 一一 來だ ヲ殺ス 七 ほ 長慶 

死 ュ針秘 シテ喪 ヲ發セ ズ此年 信 長 美 濃 ヲ攻ト ソ齋藤 

M 興ガ 一族 ヲ滅 シテ尾 州淸洲 ヨリ 岐阜 城^ 一一  移リ住 

ム 八 年 五月 十九 日 三 好 左 京大 夫 義繼幷 松永彈 正忠ガ 

子 右 衞門佐 久通等 公方 ノ 御所 ヲカ コム 義輝 ミグ 力 ラ 

防 ギ戰テ 終 一一 火ヲ 放チテ 自殺お 十 將軍ノ 第 一 乘院門 

主覺 慶鹿苑 寺周焉 ヲ 計リ ョビテ 殺 サム トス 周鬵 討ダ 

覺慶春 日 山 ヲ越テ 近 江 一一 奔ル 佐々 木義賢 入道 祥脑 二 

ヨリ テ歸 俗シ テ義昭 ト號ス カク テ三好 山城 守 康長等 

、ノ 松永ガ 異心 有事 ヲ知 リテ隙 有シヲ 義繼ヒ ソカニ 謀 

リシ 力、 パ義繼 松 永 ト心ヲ 同ジク ス y コ トヲ察 シテ義 

繼ヲ 高屋城 一一 トラへ ヌ 松 永 カク ト聞テ 畠 山 高 政ト心 

ヲ合康 政 等 ヲ討ン ト ス九年 正月 阿 州 ノ兵康 長 等ヲ助 

ケ來 \ 久秀高 政戰フ コ ト度々 一一 及 ビ和ヲ 乞 フ義繼 、ガ 

高屋城 一一 有、 ガ故ナ リカ ク テ此 六月 長慶 ガ死セ シ コ ト 

ヲ 披露 ス 義榮阿 州 ヲ出テ 淡路 一一- 渡 \ 篠原豊 前 守 長 房 

先陣 シ 久秀ガ 城 共攻落 シ テ使ヲ 參 ラセ シカ -パ 九月 義 
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榮攝州 一一 ヮ タリ テ越水 城 一一 入ク 十二 月 同 國普門 寺 城 

二 入 y ャ ガテ從 五位 下 左 馬^ 一一  任 ズ十年 三月 義繼ヒ 

ソカ 一一 高屋城 ヲ出久 秀ガ陣 ニー  奔ダ 四月 久秀義 繼ヲ具 

シ テ 多 門 城 一一 移ル 義繼ャ 、ガ テ畿內 ノ兵ヲ 催 シ テ 山城 

守康 長等ヲ 討ン トス 五月 康長和 州 一一 向 ヒ 東大寺 一一 陣 

ス十月 十日 久秀 東大寺 ヲ燒康 長敗レ テ 、ノ シ ル 此年義 

昭越前 へ 移ラ \ 義輝ノ 御事ノ 後義昭 、ノ 近 江 國甲賀 郡. 

和 田 和 泉 寺 秀盛ガ 家 ニノ、 ガレ 夫ョ リ同國 矢 島 郡 -ー 移 

リ九年 I ノ秋 マデォ 、ノ シケル 一一 佐々 木 承鎮. 三 好 退治 

叶ガ タキ 由ヲ申 剩心ヲ 變ズト 聞へ シカ、 パ若狹 ノ武田 

大膳 大夫義 統ヲ賴 ミ テ彼國 一一 赴 キ給シ カド分 內狹ク 

シ テ 御意 ヲ ナサ セ 申 事 叶 フ ベ 力 ラ ズ 朝 倉 緣者ナ レ パ 

トテ 大館 兵部大 輔晴忠 ヲ以テ 御 賴ァリ 義景畏 テ 朝 倉 

孫 八郞景 錯ヲ迎 一一 參ス ャガテ 式部 少輔 一一 ナサ レ テ九 

月晦 H 若狹ヲ 立テ敦 賀ノ城 一一 移 ラル コノ 年ハ 雪深ク 

成ソ ヌ春 ヲ待テ 一 乘 谷へ 迎入申 サム ト云シ 一一 明〃 十 

年 三月 加賀ノ 一  揆起リ シ 力 、パ 十月 迄 、ノ 敦賀 二 ォ 、ノ シ 

マンニ 十一 日 一一 敦賀ヲ 御 立有テ 一 乘ノ安 養 寺 一一 入タ 

マ ヒ 義景 奔走 ィ フ 計ナシ 十一 年 正月 義繼 、ノ 義榮ノ 命 

ュ ヨリ テ 山城 ノ 津田ノ 城 一一 ゥ ツル 〇 義榮十 一 年 二月 
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征夷 將軍 二 ナサ だ 勅使 普 門 寺 二 下向 Ms 三月 義 

昭 執奏シ テ義景 ガ母ヲ 二位 一一 叙ス 四月 ニ條關 白晴良 

公義 昭 ヲ訪ラ 、ノ ム トテ 下向 義景饗 應ノ義 ァヅテ 五月 

歸洛 六月 末義景 嫡子 阿 若 九 俄 一一 死ス カク テ義 景ヲ賴 

ミ テ 上洛 モ叶ヒ 難 シトテ 信 長 ヲ賴マ X べキ 由 也義景 

再三 止 申セ シカド 七月 ノ末 一 乘谷ヲ 立 給 フ義景 御 送 

ニ參ダ ベ シト 有シカ ド此程 ノ愁ニ 心地 サ へ 善 ラザソ 

ケ レ 、パ多 ノ兵ヲ 御供 一一 參ラ セテ近 江ノ境 一一 至, 信 長 

ョ リノ 迎ノ 者餘 湖ノ莊 マ デ 來ソテ 御供 セ シ 力 、パ 義景 

ノ兵 ハ歸レ ソ義 昭ャ、 ガテ 岐阜 一一 入 ラル 八月 信 長江 州 

二 向 ヒ承禎 一一 使シ テ三好 追討 ノ事ヲ 議ス承 禎不レ 許 

九月 承 禎ガ箕 作 和 田 等 ノ城ヲ 落 ス承禎 父子 観音 寺ノ 

城ヲ ステ、 奔ル江 洲ノ諸 城 皆 落 ッ義昭 江 州 守 山 二 

至ル ャ、 ガテ 義昭信 長ト共 一一 入洛 髓魏 麵|$ 九月 攝洲二 

向 フ細川 六郞び はト 三好ノ 者ドモ び 5 ト義榮 ヲ供シ 

テ 3S  、  ク 一 說 二 此月京 一一 テ義榮 耳 a;=FS ク P ンカ ヾ 41 

ープ E@ へ.^ ク 腫物, 一 テ死ト 有 不レ審 揮 少^ i ク W 'ンプ ノ 「 

月 初 義昭信 長 軍ヲ班 シ テ 芥川ノ 城 一一 入 三 好 左 京大 夫 

義繼 松永彈 正忠久 秀等來 リ降ル 針 | 日 信 長久 秀藤孝 

等ト相 議シテ 高屋城 一一 河 內半國 ヲ畠山 高 政 一一 若 江 城 

ト 河内 半國ヲ 三 好義繼 一一 攝州芥 川城ヲ 和 田 伊賀 守 


惟政 一一 伊丹 城ヲ 伊丹 兵 庫 頭 一一 池 田 城 ヲ池田 筑後守 勝 

政 一一 大和 一 國ヲ松 永久 秀 一一 山城 勝 立 寺 城 ヲ細川 藤 孝 

ニアクへ テ歸洛 

按^ 一一  信長ノ 此擧更 一一 心得 ラ レ ズ義輝 ヲ討シ 逆賊 

ノ降 ヲ容テ 且^; スダ ニ國 郡ヲ以 テス サラ、 パ 此度ノ 

軍 ハ何ノ 爲ナゾ シ 二 ャ 

義昭十 一 年 十月 十八 日將軍 二 任ズ ，從 十 一 月 近 

衞關白 前 久武命 一一 逢ヒ 停職 十一 一月 三 好 山城 守 泉 州- -ー 

テ兵ヲ 起シ義 繼ガ家 原ノ城 ヲ落ス ， き 嚣； li: 

安土 日記 一一 尸 三 好 三人 衆ト記 シテ 山城 守 日向 守 爲三ト 有又譜 二  0 

政 康ト云 有思フ 一一 康^ ハ 山城 守タ リ 日向 守 チ政康 トシ か セリ政 勝 ハ 

爲三ナ かべ シ系圖 二 尸 因噃守 一 任 入 遵爲三 トミ H タリ 又 v» 野 守 に 

入道 釣 閑 齋有此 兄弟 ハ宗三 子ト見 タリ 長 房 トァ少 ハ 下野 守 事 力 .11 

1 一年 正月 山城 守 日向 守 泉 州 ヲ出テ 京 一一 入 東 福 寺 一一 陣 

ス義昭 本國寺 -ー 移ダ 三 好 和 田 、ノ 池 田 伊丹 一一 牒 シ合セ 

テ義昭 ヲ救ム ト ス三好 兵ヲ分 チテ本 國寺ヲ セメ桂 川 

ノ邊 一一 テ義繼 惟政 ト戰フ ^^ノ 義繼池 田、 ガ 兵敗レ シ 

カド 伊丹 ガ戰利 ヲ得シ 力 、パ 山城 守兵 ヲ收テ 引返 ス信 

長變 ヲ聞テ 上洛 シ 一 一條 ノ 御所 ヲ造リ テ義昭 ヲ移シ 置 

五月 歸國 ス 木 下 藤 吉村井 春 長 ヲ止 テ京ヲ 警衞 セリ八 

月 信 長 伊勢 一一 向 ヒ 北 畠具敎 父子 ヲ 大河 內城  一一 ffl ム是 

、ノ 承號ト  > ひ ヲ 合テ @ 長 ノ 上咨 ヲ サへギ ラム トセ シガ 


故ナ リトゾ 聞へ シ 九月 國司ノ 諸 城 落 テ和ヲ 講ジ信 長 

二 男 信 雄ヲ婿 トシ 國ヲ讓 だ元龜 元年 四月 信 長 

iu  -ー  习 7 世 二 ハ義昭 チスク t 申サ や、 リシ チ罪シ テナ リト 云ド 

一一- B 'フ モ朝倉 記チ見 一一 去年 義昭 上洛 ノ時 一一 朝 倉 二 モ 上洛 ス 

ベ シ ト掏敎 書チク ダサ レシ 二 是ハ信 長ノ  3£ ョノナ や  一 二  き ョま 

計 t 也トテ 義景コ レ 一一 應せザ リシ 故 也 日 死ョ リラ キ 三月 信 

京-一 來ダ コノ時 神祖モ 來リ給 ヘリ 三 好 義繼和 田 惟 

政 松 永久 秀等モ 皆來レ ソト云 フカ クテ朝 倉 ヲ討レ ン 

コ ト ヲ申サ レ シトナ リ信長 ノ兵手 箇山金 崎 等 ノ城ヲ 

オト セシ 一一 淺井備 前 守 長政ガ 兵起ダ ト閡テ 信 長引 返 

ス此時 神 祖跡ョ リ甲ヲ ヲサメ 給へ ソ六 信 長再ビ 

兵 ヲ出シ テ戰フ 神祖 ハ朝倉 ガ兵ヲ 破 リタ マ ヒシカ 

、パ淺 井モ破 ラダ 七月 三 好 山城 守等ガ 兵攝州 一一 起ダ義 

福 加勢 ヲ乞シ 力 、パ A 月 信 長上 洛シ テ攝州 一一 向 フ畠山 

高 政 三 好 義繼和 田 松 永等ガ 兵來リ 會 ス 九月 義昭 モ 攝 

州 二 向 フ信長 天 王 寺 ノ陣ヲ 去ソテ 中島 一一 陣シ 野 田 福 

島 兩城ヲ セメント ス 大坂ノ 門跡 光佐 三 好ト謀 ヲ合セ 

兵 ヲ發シ 朝 倉 淺井ガ 兵 敷 山 一一 陣シテ 信 長ノ將 森左衞 

門ガ 城ヲ擊 tjf  5 信長斯 ト聞テ 義昭ヲ 具 シテ江 州-一 

向 ヒ畠山 三 好 和 田 松永ヲ 留メテ 播州 ノ敵 一一 ァ ッ義昭 

三 井寺 一 一陣 シ信長 ハ 宇佐 山 一一 入テ 兵シテ 山門 ノ敵ヲ 

防グ カク テ義 昭ノ仰 一一 ヨリ テ信 長義景 和議 成 テ兩方 
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W ヲ開 クー 一年 信 長 欷山ノ 僧 淺井朝 倉 一一 间意セ \ 事ヲ 

愤テ 九月 山 ヲ燒テ 僧徒 ヲ鏖 一一 ス 安土 記 一一 去年 野 田 福 

落城 一一 及 シ 一一 朝 倉 浚 井坂 本 口 へ 向フ 京都 一一 亂入ラ 

ン 事ヲ 思計ソ テカ シコヲ 捨テ 引返 シ 朝 倉 淺井. ト 戰 フ 

時 今度 山門 ノ 衆徒  一 * セ 、パ 我分國 一一 有 山門 領元ノ 如 

ク寄 附ス ベ シサレ ド 出家 ノ身ト シテ彼 ヲ捨テ 我 二 與 

シ難ク バタ、 > 何 レヲモ 助クべ カラ ズ 此兩條 一一 違 ヒ ナ 

パ 根本 中堂 ヲ初テ 山王廿 一 社僧 房經 卷悉ク 燒拂フ ベ 

シ ト有シ 力 ド是 一一 隨ズ此 年 其 言 ノ如ク 一一 火 ヲ放チ シ 

力 、パ 僧徒 等-一 ゲ走ダ ヲ追誥 々々首 ヲ切ダ コ ノ外 美女 

小. S 數シ ラズ生 捕 テ彼ラ 、ノ 助 ケ給フ ベ シト云 シカド 

赦サレ ズ 數千ノ 死屍 山上 山 下 一一 ミツ ャガテ 坂 本 二 城 

ヲ 構 へ 明智 一一 給 フ 

桉だ 一一 中世 ョ リ 岳ノ 僧徒 兵仗 ヲ帶シ ャ 、モヌレ 

、パ 朝家 ヲ脅カ シ奉ル 代々 ノ 帝王 將相恐 テ彼ガ 申 旨 

一一 任ゼ ラレ シカ バ 其殘害 頗佛氏 ノ所爲 一一 非ズ 然 二 

其 破戒 無 律 ヲ怒テ 終 一一 其山ヲ 燒滅シ ヌ其事 ハ殘忍 

也ト 雖永ク 敫傦ノ 凶惡ヲ 除ケリ 是亦 天下 一一 功 有事 

ノ  i ッ 成べシ 

此年信 長内襄 ヲ造畢 三年 一一 シ テ功ナ レリ 其 上 御調 物 
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末代 二 闕 乏無ラ ム 爲 二 洛中 ノ 商賈 一一 金銀 ヲァ ヅケテ 

每 月 一一 其 息 利 ヲ 貢獻 ス ベ シ ト 約シ旣 一一 滅 シ 公家 衆 相 

續ノ 事等ヲ 沙汰 ス 

按ダ 二 是又 豪傑 ノ擧ト 云べ シ 

三年 六月 畠 山 高 政 家人 宮城 兵庫ガ 爲 二 高屋城 二 被 

式ー說 一一 此年三 好義繼 松、 水 父子 相 尸 カリ テ 家人 シ テ高屋 城 一 1 居ラ 

レ i シ ム 信^ 攻 シ 力 バ 城 落 義繼若 江 城 〔 一 本 作 河 州〕 一一 入 久秀和 州 志 

貴 城 二 入 久通多 門 城 二 入 〇 安土 記 二 ハミ £tfe-PJr!i きま 41 ヒ 

畠 山ト ノ戰 一一 テ信 長ハ畠 山 チ助ク ト云ヲ 5 ーフ今 丑.^.^ 

條ヲ記 シテ義 昭ヲ諫 ムニ 月 義昭武 田 、ノ遠 州 一一 向ヒ朝 

倉淺 井江 州 一一 向ヒテ 信 長 事 有 隙 ヲゥカ  >  ヒテ 信 長 ヲ 

討 ム事ヲ 計 ラル 頓テ 石山 堅 田 一一 要害 ヲ構 ラグ 信 長 兵 

シ テ悉 ク破ル 三月 上洛 シ義 昭和 ヲ乞 給ヒ シ 力 バ 四月 

歸國 七月 義昭日 野 大納言 高 倉 宰相 | 伊勢 守 三 淵 大和 

守ヲ シ テ 一 一條 ノ城ヲ 守 ラセ 自ラ ハ 宇治 ノ眞 木ノ島 一一 

籠レ ソ 信長ャ ガープ 上洛 シ テ 5 仙ノ 一 一條 ヲ攻メ ム トシ 

ケ レ 、パ 留守 ノ人々 降叁ス 十七 日 一一 都ヲ落 十八 日 二 具 

木 島ヲ攻 破テ義 昭ヲ、 パ 秀吉 シ テ 河 內若江 ノ城 一一 送リ 

遣 、ノ ス 

按ル 一 一義 此昭後 毛 利 輝 元ヲ賴 ミテ備 後ノ鞘 一一 住ス 

其 年月 幷其由 末ダ詳 ナラズ ILtui 戦 公卿 補任 

ヲ 見ル 一一 天 正 三年 義昭 一.;^ 在 國ノ由 見 ュサラ 、パ 三 


年-一 備 後-一 下向 セラ レ シ -ー ャ 十六 年 在， 一大 坂 一正 月 

十三 日落髮 同日 准 三 后 宣下 法名 道慶 號ニ昌 山， 慶長 

二 年 八月 二十 一 日薨 六十 一 歲也號 二 靈陽院 一 ト見ュ 

藝州 一一 テ失セ ラレ シ由 ヲ申ナ リ又秀 吉ノ關 白トナ 

ラ レ シ事 ハ 義昭ノ 猶子 ト シテ將 軍 トナラ ム ト謀ラ 

レ シ 一一 其 族 姓ヲ賤 テ赦サ レザ リシ 力 、パ 菊亭ノ 晴季 

ト計リ テ關白 二 ハナ ラ レシト 云 此事ヲ 義昭ノ 愚 二 

ォ 、ノ ヤシ ト申 セド我 ハ然パ 思 、ノ ズ初尊 氏 將軍ト 成 

給ヒ シ ヨリ 此人迄 凡 十五 世歷年 二百 三十 九 年 一一 シ 

テ {J ビヌ 尊 氏直義 不快 一一 シ テ 終 一一 直義 ハ 毒殺 セ ラ 

レ義詮 ハ其庶 兄 直 冬 其 同 母 弟 墓氏ト 不快 二 テ直冬 

又 父 ト弟ト 一一 對ヒ合 戰ス義 持 嗣ヲ殺 シ義敎 義昭ヲ 

殺 シ持氏 父子 ヲモ殺 シ テ 我 身 又 逆臣 ノ 爲 一一 弑 セラ 

ダ義 政義視 兄弟 不快 一一 テ義植 義澄從 兄弟 一一 テ世ヲ 

爭 ヒ 義晴義 榮幷從 兄弟 二 テ 又相爭 フ 是 皆人偷 ノ 理 

ナキ 一一 似 タリ 就レ中 武威 殊ノ 外-一 衰 ヘシ 事 、ノ 應仁 

ノ亂 一一 山 名 細 川ガ爭 ヨリ 起 テ義政 義視ノ 兄弟 ノ間 

不快 ナ リシ ヨリ 其 後 義視ノ 子 ヲ嗣ト セラ レシ 二 政 

元 是ヲ廢 シ 義澄 ヲ立 程無ク 政 元 被， 弑テ 後 澄 元高 國 

栩^ ヒ澄元 モ死セ シ 後高國 ハ義 晴ヲタ テ主ト シ義 

I 讀—史.，餘 論 —卷— 之： 三— 


植阿 州-一 奔 リテ卒 シヌ晴 元三 好ト 共-一義 榮 ヲ奉ジ 

高 國ト戰 ヒ止ズ 高國終 二 三 好 二 討 レ 其 子 氏 綱又晴 

元 ト戰フ 後一 一 晴 元長慶 不快 一一 シ テ 長 慶氏綱 一一 屬 シ 

氏 綱 管領 ト成 シカド 天下 ノ 大權悉 ク 長慶ガ 掌握 二 

ォ ッ カク テ晴 元ヲ 、パ攝 州 普 門 寺 一一 捕 へ 氏綱ヲ モ淀 

城 ニ移シ 陪臣 國命 ヲ執リ シ 力 ド 其 家人 松 永 ガ钎謀 

二 依テ其 子弟 ヲ失 ヒキ 其 子 義繼義 輝 ヲ 弑シ參 ラセ 

シ 二 山城 守 日向 守爲三 入道 等 其 逆 節 ヲ憤リ テ義榮 

ヲ迎 ヘシ 二 信 長 義昭ヲ 奉 ジテ主 トセ シカ、 パ義榮 四 

國 ニ遁レ テ卒セ ラダ. 又 程 ナク義 昭モ信 長 ノ爲ニ 逐 

レテ 足利ノ 家滅ヌ 後 又義繼 モ 其 家人 一一 殺サレ 松 永 

信 長 一一 破ラ レ テ 自殺 スサレ 、パ 足 利殿ノ 家、 ノ 管領 ノ 

爲 ニ弱メ ラレ 終 一一 陪臣 ノ爲 一一 亡 ビ ヌ細川 ガ家モ 其 

家臣 一一 逼ラ レ テ又 陪臣 二 威 福 ヲ恣ケ 、 一一 セラ ダサ 

テ其逆 威 ヲ振ヒ シ三 好モ松 永モ又 隨テ. U ビ シ コ ト 

誠 二 是 皆汝ョ リ 出テ汝 一一 歸, ノ 理トゾ ミ ユタ〃 

一 信 長 治世 之 事^ 

天 正 元年 八月 信 長 越 前 一一 向 ヒ 朝 倉義景 ヲ滅シ 終 一一 江 

州 一一 至テ 淺井長 政 其 父久政 打野ヲ 討平ゲ 佐々 木^ 

義弼、 ガ鯰江 城 ヲ攻落 シケレ 、パ義 弼落行 佐々 木 ガ家モ 

—1101  七. 5— 
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.U ビヌ 十一 月 河內 一一 向ヒテ 畠 山 高政ガ 逆臣 等ヲ 討 シ 

ュ 三 好 左 京大 夫 義繼ガ 家人 多羅 尾 丹 後 守 同 常 陸 介 沼 

左士ロ 等義繼 ヲ弑シ テ信長 一一 降ダ 四 年 十 一 月 北 畠具敎 

父子 三人 ヲ 殺 シ 信 意ヲ幽 フ 初 信 長 北 伊勢 八 郡 ヲ攻ト 

ソ永祿 十 一 年 神戶下 總守ト 和平 シ 三男 信 孝 十 一 歲ナ 

y シヲ 彼家ノ 養子 トナシ 其 年 又舍弟 三十 郞ヲ 長野ノ 

家督 ト シ祌戶 藏人ガ 妹婿 ト ナ シ テ長野 上野 介 信包ト 

名乘ラ ス カク テ國中 ノ士ヲ 語 ラヒ國 司具敎 大河 內ノ 

城 ヲ攻テ ャガテ 和議 ヲ講ジ 同 十一 一年 一二 一男 信 雄 ^ーヲ 

信雅は W  ノ女ニ 配 シ テ 家督 ト ナ シ 天 正 四 年 十 一 月廿 

五日 一一 タ 、パ カリ テ具 敎幷ー 一男 長 野 御所 三男 式部 少輔 

及 三歲ト 一歳 ニナ リシ 男子 ト坂內 兵 庫 頭 f| 又 大河 

內 一 族坂內 一 族/ f  f  | 其 外 北畠ノ 一  族 十三 人 愛 力 シ 

コ 二 テ殺シ 信雅ヲ パ 命助テ 捕へ 置 北 畠 ノ家親 房ノ三 

男顯能 ヨリ 顯泰滿 雅敎具 政 具 材親晴 具 具 敎信雅 凡 九 

世 1 一 百 四十 餘年 一一 シテ 一時 一一 ir ヒ ヌ 11? 蟁駄 f| 

| 五 年春紀 州平グ 大和 志贵 城ヲ攻 落ス久 秀久通 自殺 

初 三 好 義繼ト 共 一一 畠 山 高 政 ヲ滅シ 信 長 畠 山 ヲ援ケ * 

シ 力 、パ 久 秀志责 一一 入久通 、ノ 多 門 一一 入 テ籠リ シ 、ガ 天 正 

元年 ノ 春 多 門 ノ城ヲ 獻ジテ 父子 共 一一 降 レヅ此 年大坂 


五 百 七十 六 

ノ城 ヲ攻ム トテ天 王 寺 一一 陣セ シ、 ガ志贵 ノ城ニ 引返 シ 

本願 寺幷 雜賀ノ 者共ヲ 語 ヒ テ 信 長 一一 叛シカ 、パ 信忠 ノ 

爲 二 滅サダ 

按, -ー 三 好 モト 小 笠 原 長 淸ガニ 男 孫 ニ郞長 房ガ後 

也 阿波 ノ 守護 ト成テ 初テ信 州ョヅ 移リ三 好 ト云所 

二 住 セシカ 、パ 三好ト ハ名乘 タリ 是長房 八 代 ノ孫信 

濃守義 長、 ガ代ノ 事 也 トゾ足 利 ノ代ト 成ソテ 細 川 四 

國ヲ領 シケレ 、パ其 下 一一 屬シ三 好 二 郞左衞 門 尉 之 長 

持 元 二 從テ 早世 シ 其 子 太 郞左衞 門 尉之慶 4lf 元 

其 子 筑前守 長 輝 入道 希 雲 其 子 下 總守長 秀其子 下野 

守 長 秀薩摩 守 元 長 入道 海 雲 其 長子 修理 大夫 長慶ー 一 

男 豊後守 之 虎 ほ f 入道 實休 三男 安宅 木攝津 守冬康 

四 男 十 河 民 部少輔 一 存 五男 野 ロノ 冬 長ト云 淡州ノ 

安宅 木 野 口 阿波 ノ ー宫 井澤 讃州ノ 十 河皆是 三好ノ 

一 族 也 長 慶ガ子 家長 死セ シ 力 、パ十 河 一存 ガ 子ヲョ 

ツギ トス 是左京 太夫 義繼 也宗三 入道 ト云シ ハ長輝 

ガ 五男-一 テ初ハ 祌五郞 政 長 ト云其 子 嫡男 下野 守定 

淸 釣竿 齋ト號 シニ男 因幡 守 一 任 入道 シテ爲 三ト云 

又 海 雲、 ガ 弟 日向 守政康 山城 守康長 入道 笑 岩 ト 云 ァ 

リ凡三 好 嫡流 、ノ 希 雲 長 秀海雲 長 慶義繼 五代 世 -ー 顯 


^ 其餘 ハ 宗三笑 岩實休 等世ノ シ レ \ 所 也 松 永 、ノ  I 

划ノ 長慶ガ 家人 一一 テ當 時ノ奸 雄ナソ シガ初 長慶ヲ 

助ケ テ名ヲ 天下 一一 顯 、ノ シ 長慶ガ 耄セダ -ー 及 ビデ 義 

長ヲ 毒殺 シ冬 康ヲ讒 殺シ終 一一 義繼ト トモ 一一 公方 義 

輝 ヲ弑シ 奉 ダ然ル 一一 信 長義昭 ヲ奉ジ テ賊臣 ヲ誅ス 

ト 聲言 シ 終 一一 義繼 久秀ガ 降 ヲ受テ 國郡ヲ サキ與 へ 

義昭ヲ 、パ追 出シテ 彼ラヲ 、パ罪 ヲ問ズ 義繼松 永 信 長 

一一 背 キ程ナ ク又松 永 、ノ 降ソ シ ヲ 二 タビ其 降 ヲ受ク 

義繼ハ 終 一一 ソノ 臣ノ爲 一一 弑サレ 松 永重ネ テ叛シ 一一 

ョソテ 此ヲ誅 ス彼ラ 二人 ガ亡シ 事 ソノ罪 一一 ハ非ズ 

信 長 逆臣 ヲ卒ヒ テ義昭 一一 忠有ト 云 ヒ義昭 又 彼等 ガ 

罪 ヲ問ズ 共 一一 天ヲ戴 ザダ仇 ヲ以テ 御家人 ト稱 セラ 

\ カク 名敎 ノ亂レ シ事誠 一一 亂世 一一 テハ 有ケソ 力、 

X 世ノ 習" シ也シ 力、 パ 君ヲ弑 シ父ヲ 殺シテ モ戰ニ 

臨テ 勇有ヲ ノ ミ食ブ 事 一一 テ有シ ホド 一一 信長モ ャガ 

テ 光秀 一一 弑セ ラレ 子息 信孝モ 秀吉 一一 弑セ ラレ 信 

雄 r 秀士 口 二 カタ ブケ ラレ 給ヒキ アサ マ シカ リシ 事 

共 也 

松 永討レ シ 月秀吉 一一 播 磨ヲ與 フ秀士 口 中 國ヲ皆 給^ ベ 

シ ト望シ 力 ド赦サ レ ズ ャガ テ但馬 國ヲ平 ラゲ シ 力 、パ 

讀史餘 論 卷之三 


中 國ノ事 ヲ赦サ レキ六 年 荒木 攝津守 村 重攝州 一一 テ叛 

シ ヲ討チ 平 グ七年 丹 波 平 ラ グ 八 年 播州 平 グ 此年大 坂 

ノ 門跡 光佐 勅旨 一一 ョソテ 和平 シテ紀 州雜賀 一一 移ダ 

按 y 一一  始元龜 元年 大坂ノ 事起シ ヨリ 此年 一一 至ヅテ 

十一 年 一一 テ 事定ソ 信長ノ 兵威 ヲ以ー ズ是ヲ .U ス事叶 

ズ終 一一 勅諭 ヲ得テ 事 平 グ是 ヨリ 先 尾 州 長島ノ 一族 

起 ソテ四 年 一一 シ テ勝事 ヲ得タ リサ レ 、パ信 長 ノ舍兄 

津田大 隅 守 信 廣舍弟 半 左 衞門尉 秀成從 弟 津田市 助 

信 成 氏 家常 陸 介入 道 卜 全 林 新三郞 ヲ始ト シテ 討〃 

だ 者 數ヲ知 ラズ柴 田 勝 家 伊賀 伊賀 守等疵 ヲ蒙レ リ 

是 ヨリ 先 加 賀ノ冨 樫 介 ガ家モ 一向 宗ノ爲 一一. a ビヌ 

越前ノ 朝倉モ 加州 一 向ノ族 一一 苦ム事 度々 一一 及ビ近 

ク ハ我 神 祖モ此 事 一一 ョソ テ國ホ トンド 危カソ 

キサレ 、パ 御代 ノ始 一一 東西 一一 分 チ給ヒ テ少シ ク其勢 

ヲ 抑へ 給ヒ シカド 尺寸 ノ地ヲ 領セズ シーア 二流 猶國 

君 ノ富ュ 敵ス尤 心得 有べ キコト ニヤ 

十 年 三月 甲斐 國ヲ平 ゲテ武 田 勝賴^ 針 信 勝 針 六 父子 

ヲ討 六月 朔日明 智日 向 守 光秀 ガ 爲 一一 被レ弑 |g 信忠 

ニ條ノ 御所 一一 テ 自殺^ 針 

按ダ 一一 足 利殿ノ 管領 ノ其ー ッ ハ武衞 ハ尾張 越 前 遠 

玉 百 七十，， 七 


 證史餘 論 卷之三  ， I 

江等ノ 守護 一一 テ有ケ リ其中 尾 張 八 郡 ヲ分チ テ下四 

郡 ハ織田 大和 守 司ソ- プ主ノ 武衞ト トモ 一一 淸洲ノ 城 

二 有 ソ上四 郡、 ノ 織 田 伊勢 守 信 安司 リ テ 岩倉ノ 城 二 

大和 守、 ガ下 ニニ 舉行 ト 云 有 因幡 守 藤 

左 衞門彈 正 忠ト云 皆 織 田トゾ 名乘ケ グ 彈正忠 、ノ 後 

二 備後守 ト云是 信 長 ノ父信 秀也信 長ノ祖 、ノ 月 岩ト 

申セ シ、 ガ其子 五 人 備後守 與ニ郎 孫 三 郞四郞 ニ郞右 

衞門尉 是也信 長 ハニ男 一一 テ 兄弟 ス ベ テ拾 一 人 迄 有 

キ 信 長 十六 ノ時父 信秀ハ 死ス其 跡ヲ分 チ領シ 因幡 

守、 ガ子彥 五 郞ヲ紿 キ殺シ テ淸洲 ノ城ヲ 奪 ヒ取テ 住 

ス 初^ 秀名 古野 チ城テ 信 長 チチ Ks-fe- き 窮隨 4|站 言 亍ヲ 

ノキ. ：！！ハ 古渡 ト云所 二 有シ也 „PK?\T<^ 身 甚. T  654«z ィ 一一 

紿 キ 殺 シ テ父 ノ遣領 悉ク倂 セ取リ 31 伊勢 守 、ガ 家 

ヲ滅シ テ岩倉 ノ城ヲ トル 二十 六ノ 時 今 川義元 ト 戰 

テ彼ヲ 討 レシ 力、 パ 武威 已 一一 盛 二 成 テ 尾 張 ノ 國悉 ク 

平 ゲ テ程ナ ク美濃 ノ國ヲ モ倂セ ラル 其 後 義昭將 軍 

ニ賴 マレ 參 ラセ テ終ユ 天下 ノ事ヲ 知 ラレ タリ サレ 一 

ド其頒 セラ レシ 所ハ 畿内 五州 東海 、ノ 伊賀 伊勢 志 摩 

尾 張 甲斐 東 山 、ノ 荬濃近 江 飛 彈信濃 上野 北陸 、ノ 若狹 

越 前 加 贺能登 越 中 山陰 ノ丹波 丹 後但馬 因幡 山陽 、ノ 

播磨備 前備屮 南海 ハ紀 伊九國 一一 至テ 二十 八州 計モ 


II  五 百 七十 八  

ャ 有べ キカ、 リシ 力、 パ 古へ ョ ソ聞 へ シ人々 ノ 家族 

此 人ノ爲 一一 滅サ レ シ事擧 テ計フ ベ カラ ズ マ ヅ足利 

殿ノ御 事ハ申 一一 及ズ 伊勢 國司ノ 一族 佐々 木 六角 若 

狹 甲斐 ノ武田 兩流飛 彈國司 朝 倉是等 、ノ 传 累代 世 二 

聞へ シ 大名 也 其餘 阿波 ノ三好 松 永 美 濃ノ齋 藤播磨 

ノ別所 近 江 ノ淺井 和 田 荒木 ガ如 キ猶多 カリ ス ベ テ 

、ノ 此人 天性 殘忍 一一 シ テ詐カ ヲ以テ 志 ヲ得ラ ノ キ サ 

レ 、パ其 終 ヲ善ク セラ レザリ シ事自 ラト レ ダ 所也不 

幸 二 ハ非ズ 

信 長 天下 一一 威名 有シ事 ハ義昭 ヲ奉ゼ ラ レシ 一一 ョレ 

リ伹其 志 ヲ得シ 後義昭 ヲ廢セ ント思 、ノ レ シ事 ゝノ 明 

カナ ク歟 義昭ヲ 京都 へ 入ラ レ シ 後ャ、 ガテ禁 裹ヲ修 

造 シテ 公家 ノ人々 ノ絕タ y 家 ヲ起サ ル且ハ 義昭ヲ 

諫 メラ レシ 十七 條 ノ 第一 一一 御 參內之 儀 光源 院 殿御 

無沙汰 一一 付果シ テ 無-御 冥加 1 次第 一一 候侬ぃ 之當御 

代 年々 無二 懈怠， 樣ニ ト御 入洛 ノ刻ョ ジ申上 之處早 

被 二 思 召 忘， 近年 御返轉 無二 勿體 一存 候 事 ト載ラ レ タ 

リ都テ ハ此 諫言 義昭 ノ爲 一一 忠ヲ 盡サレ シトハ 見へ 

ズ義昭 ノ惡ヲ 世ュ顯 ハサ ント ノ謀ト 見へ シサレ 、パ 

義昭モ 其 怒 一一 堪ズ シテ 兵ヲ擧 ラル 是則 天子 ヲ狹デ 


天下, 一 令スべ キノ 機旣, ー露ハ ノ シ 一一 非ズャ 秀吉其 

故智 ヲ用ヒ テ朝威 ヲ假リ 私家 ヲ營マ レキ サレ、 パ信 

長ノ 義昭ヲ 扶持 シ秀 吉ノ信 忠ノ男 岐阜 殿ヲ 翼戴セ 

ラ レ シ皆是 暫時 ノ詐謀 一一 シ テ其名 ヲ假ラ ム爲 ナ^ 

ベ シ 

凡 ハ 信 長 初 一一 我 母 ヲ欺テ 其 弟ヲ殺 シ父ノ アト ヲ悉 

ク倂セ 取 リ其後 我子シ テ 伊勢 ノ 國司ノ 子 トナシ テ 

其 一 族 ヲ滅シ 舍弟信 包 三^ 信 孝 等 ヲ長野 神 戶ノ養 

子ト シテ其 所領 ヲ奪ヒ 我 妹 ヲ嫁シ テ淺井 ヲ滅シ 我 

娘 ヲ嫁シ テ岡崎 殿 ヲ讒殺 シ武田 ガ兵ヲ 寬ク セムト 

テ其子 源 三郞勝 長ヲ與 へ ラ , 父子 兄弟 ノ 偸狸旣 二 

絕シ人 也 其 主 ト仰ギ シ義昭 ヲ逐ヒ 林 佐 渡 守 伊賀 伊 

賀守佐 久間右 衞門尉 ガ如キ 年頃 功勞 莫大 ナ リシ 者 

ドモ 皆々 舊 怨ヲ修 メテ是 ヲ流シ ス ッ是 光秀 ガ逆謀 

ノ依 テ起リ シ所 也是乂 君臣 ノ義 ヲ知ラ レ ザ y 所 也 

マ シ テ ャ義 輝ヲ殺 セシ 賊ヲ討 レント 揚言 シ テ 私 一一 

義繼久 秀ガ降 ヲゥケ ソレノ ミナ ーフズ 國郡ヲ 割キ與 

へ ラグ 近江ノ 佐々 木 越 前 ノ 朝 倉等ガ 兵力 足 ズ シ テ 

義昭ヲ 助 ケザソ シ ヲ バ サ シ テ賊臣 ト稱シ テ是ヲ 打 

滅ス 刑赏兩 ナガ ラ當 ラザル -ー似 タグ カク 凶 逆ノ人 

讓史餘 論卷 ^3 


ノ暫ク 其 志 ヲ 得テ シカモ 其 後 猶絕ザ \ 事 其 謂 レ 有 

ベ シ世 一一 傳 フタ 所 ハ此人 小 松內府 重^ ノ後 也ナド 

云 力 其 事實ナ ラ ム  一一 、ノ 彼內府 ノ 餘慶共 云 ベ シ 是 一 

ッ應 仁ノ亂 後世 ノ人 戰鬪 ヲ好ミ テ民カ 日々 一一 疲レ 

國財 日々 一一 乏シカ リシ 一一 備後 守信秀 沃饒ノ 地ニ據 

リー プ富强 ノ術ヲ 行ヒ耕 戰ヲ事 トシ 兵 財 共 二 ユタカ 

ナ リシ 一一 信 長 其業ヲ ッ ギ 英雄 ノ士ヲ 得テ百 戰ノ功 

ヲ タツ 是 一 f ッ 其 國四通 ノ地 一一 シテ 京師 一一 近 ク且足 

利 殿數 十代 ノ 餘光ヲ カリ テ. 起ラ レシ 力、 パ 威名 天下 

二 及 ブ是三 ッ秀吉 其 孤 子 ヲ欺キ テ國ヲ 、パ 奪レ シ 力 

ド其ク ミ セ シ人々 皆是 信長ノ 舊臣タ レ 、パ サスガ 二 

其 子孫 ヲ絕 サン 事モ カナ r ス況ャ 我 神 祖秀士 ロニ 

代 リ給ヒ 舊好ヲ 忘レ給 、ノ  、ザソ シ 力 バ今 一一 其 子孫 國 

郡ヲ モ領セ ラル 是四 ッ ス ベ テ 應仁 ョソ此 カタ ノ亂 

ニ此人 ノア ラギ ソシ 天下 ノ衆 ヲ驅 リーズ 我 祌祖ノ 

掌握 一一 歸セ シム ルー 一 非ズ バ イカ デ 今日 ノ 泰平 ヲ 、パ 

致サダ ベ キ ソレノ ミナ ラズ 今日 國郡ヲ 多 ク領セ シ 

大名 ト云ル 、 程ノ人 皆是信 長ノ下 一一 身 ヲ起サ 、>  \ 

、ノ ナ シ 是五ッ 力、 y 事 一一 依テ 一 時 二 士 § ヲ得ー プ今ニ 

子孫 ノ絕ザ y 一一  ャ世 一一 ハ信長 秀吉ョ ク識レ 人ノ鑒 

玉 百 七十 九 


讀史狳 論 卷之三 

オハ セシ ト申ス 力 某 ガ思フ 所 、ノ 然ラ ズ 秀吉 識レ人 

ノ 鑒大キ 一一 信 長 一一 及、 パ ズ信 長ノ識 リ給ヒ シ所モ 皆 

是眞才 一一 ハァ ラザソ キ秀吉 光秀 共 一一 天下 ヲ知 レ〃 

人ナ y ト申ス 歟自ラ 光秀 ガ爲 一一 殺サ レ 其 子孫 、ノ 秀 

士 ロノ 爲ニ 滅サ ダ豈人 ヲ識リ 給フト 、ノ 云べ キ且丹 羽 

柴田瀧 川 佐々 前 田 池 田 掘 淼黑田 山 內ノ類 皆々 信 長 

ノ 卒伍 ノ中 ヨリ 擧用ラ ゾ シ所也 其 子孫 今 モ多ク 、ノ 

大名 一一 テ 國郡ヲ モ傳 領セダ 人々 ナ レ 、パ 世ノ 人彼ノ 

識鑑ヲ 稱スダ 事 一 往ノ謂 レア y  二  、ノ似 タリ サレ ド 

此中柴 田 佐々 二人 ノ ミ信長 失 セ給シ 後 其 子息 ノ爲 

ニ家ヲ モ身ヲ モ滅シ キ夫ョ ソ外ノ 人々 ハ皆 秀吉ヲ 

助 ケテ其 子孫 ヲ滅セ シ人 一一 非ス ャ柴田 佐々 ト雖其 

志 誠 一一 忠節 ヲ 思 ヒ テ 兵 起 セシ ニヤ オボ ッカ ナ シ 其 

故 ハ柴田 、ノ 元 信 長 ノ 弟 武藏守 ノ 家人 ナ ソシガ 信 長 

一一 志ヲ通 シテ其 主ヲ失 、ノ セ シ人 一一 テ佐々 ハ後二 秀 

吉 一一 降 ソテ終 一一 誅セ ラレ キ 秀吉ノ 擧用ラ レシ 人々 

、ノ 淺野 福島兩 加藤サ テ 其餘 、ノ 五 奉行 ノ 輩 也 淺野等 

ノ事 ハ暫ラ ク置ヌ 五 奉行 ノ如キ 、ノ 謂ュ , 斗 筲ノ人 

數フ ダ 一一 足 ラザダ 所 也只ョ ク 英雄 ヲ 駕馭ス X  ノ才 

ォ 、ノ セ シナド 、ノ 云べ シ ャ夫モ 其 世 二 聞 へ シ人々 眞 


 五 百 八十  

正ノ 英雄 一一 ハ非ズ 君 モ臣モ 所謂 亂世 ノ姦雄 一一 テ有 

シ也 イカ デ我 神祖 ノ將士 ノ皆是 君臣 義士 成ガ如 

ク 二 ハ 有べ キ然ダ 二 斯ク世 一一 云 ヒモテ ハヤ ス事ハ 

信 長秀吉 ハ國郡 多ク功 アル 者 一一 サキ與 ヘラ レシ ヲ 

傳聞テ 我 神祖ノ シ カオ 、ノ セ ザソシ ヲ彼ノ 人々 一一 

及ビ 給 ハ ズ ト 思 フ 者共ノ 云 置 シヲ世 一一 ハ傳 フ^ 也 

我 神祖 深謀遠慮 オハ シマセ シ事ヲ 、パイ 力 デカ知 

ベ キ功ヲ タツ トム 、ノ 齊 ノ伯タ ダ 故 二 テ賢ヲ 賢 ト シ 

テ親ヲ 親 トス ダ ハ魯ノ 君子 多 キ謂レ 也 伯 者 ノ民ノ 

驩虞 王者 ノ民 皡々 ナドィ へダ モカ、 グ謂 レナ ダべ 

シ此事 ノ謂レ ハ小牧 ノ戰二 池 田 ガ首ネ 獲 シ時信 雄 

永 井ガ功 ヲ賞セ ン ト有シ ヲ 神 祖ノ答 へ 給ヒ シ所 

二テ 能々 辨 へ知ダ べキ 事歟 神祖ノ 盧ヲ思 フニ 後 

漢ノ 光武 一一 似サ セ給フ 所有 テ宋ノ 太祖 一一 ハ 超サセ 

給シ所 侍, 也伯ハ 長也ト 見へ タ レ パ 諸侯 ノ長 トナ 

リテ 天子 ヲ挾テ 令 ヲ發ス X 人ヲ云 シナル ベ シ是 ゝノ 

國富ミ 兵强キ 一一 非レ、 パァタ 、ノ ズ サ レ 、パ管 仲 ガ齊桓 

ヲ輔シ モ 其術ヲ 用シト 見へ タリ 但シ其 功ヲナ ス故 

、ノ 多ク ハ詐 カヲ用 ヒー ズ 仁義 ヲ假レ \ トゾ 見へ ク, 

賴朝ノ 夭 下ヲ知 ラレ シ 、ノ其 心 ヲ論ズ レ 、パ伯 術 一一 出 


タ レ ド當 時ノ事 ノ如キ 、ノ 長タ \ ベ キノ 諸侯 ナ シ尊 

氏 ノ如キ モ專ラ 天子 ヲ挾デ 天下 一一 令セ ラレ シカ 、パ 

伯 者ノ事 一一 乇似タ レ ド 其代ノ 大名 皆々 自 カラ 二 功 

ァ〃 者 一一 國郡 ヲ割與 へ ラ レ シ所ナ レ 、パ 古ノ 伯者ノ 

如キ 二 モ非ズ 信 長 、ノ モ ト 幕府 二 モ 陪臣 一一 テオ ハセ 

シガ 一 時 公方 ヲ翼 戴シテ 其勢旣 一一 成レ \  二 及デ是 

ヲ廢シ テ直チ 一一 天子 ヲ挾デ 天下 一一 令セ ン トセ ラシ 

一一 其 功 半途 二 シテ 終ソヌ 謂ュダ 伯ヲ圖 ラム トシ テ 

功ナラ ザグ也 マ サ シキ伯 心有テ 伯功ヲ タテシ 人 、ノ 

秀吉 一一 ャォ ハス ベ キ 此人 、ノ 每事 信長ノ 巧 智ヲ用 ヒ 

ラレ シカド 速 一一 功ノ成 ラム 事 ヲ思ハ レ シ 一一 ャ 信 長 

ノ如ク 一一 故家ノ 大名 小名 悉ク 一一 討滅サ ムトハ セラ 

レ ズ 兵威 一一 服セ シ ヲ 、パ其 儘 一一 國 郡ヲ與 ヘラ レキ獨 

相 模ノ北 條ヲノ ミ終ニ 滅サレ キサレ 、パ其 功 モ速ニ 

驗シ 有キ島 津北條 一一 贈ラ レ シ書 皆々 勅旨 ノ由 ヲ稱 

セラ ダ全 ク是 天子 ヲ狹ム ノ 事也サ レ ド此時 誰 力 、ノ 

夭 子ノ令 ヲ愼シ ム事 ヲ知ダ ベ キ其故 一一 島津 北條更 

一一 其 旨 一一 應ゼ ザソキ 思 フ 一一 鬼面 ヲ赃 フ テ 小兒ヲ 驚 

スガ如 クー ーテ 片腹ィ タキ 事共 也 イカ デ我 神祖ノ 

神武 ヲ以テ 天下 ヲ服 シ給シ 一一 及べ キ信長 自力 ラ大 

AS 史餘 論卷之 三 


納言 ノ大將 一一 成テ 子息 信 忠ヲ秋 田 城 介 一一 任 ジ其家 

人秀吉 ヲ筑前 守 河 尻 與兵衞 ヲ肥前 守 熇九郞 左衞門 

ヲ原田 備中守 梁 田 左 衞門太 郞ヲ別 喜 右近 將監 一一 任 

ズ世ノ 人 信 長 東西 ヲ 一 統セ ラ ク ベ キ ト ノ志ヲ 示サ 

\  、 ナ ド 申奉ダ 歟某ガ 思 フ 所 、ノ 然ラ ズ 是等ブ 以テ 

其 詐術 ヲ見ダ べキ事 ニヤ 其 代 二 ハ戰 B ノ 最中 ナレ 

、パ 東西 路塞 リーズ 往來タ ャ ス カラ ズ當時 ノ事傳 聞 二 

依 テ只其 大略 ヲ知ダ ノ ミナ リキ先 子息 秋 田 城 介 二 

任ゼ シ事ヲ 四 國九國 中 國ノ者 共 京堺ノ 商： 賀 等ガ往 

來ノ便 一一 傳聞タ ラム 一一 ハ 信長旣 一一 奧ノ地 迄 平ゲシ 

二 ャト 思ヒ又 家人 等、 ガ悉ク 九 國ノ故 家ノ名 ヲ稱シ 

受領 セ シ官ヲ 東國ノ 者ノ馬 K ナド商 フガ歸 サノ物 

語 二 聞 及ビタ ラム 一一 ハ 信長旣 一一 九國ノ 地ヲ倂 セラ 

レ シ 二 ャ ト思フ ベ シサレ 、パ 西國ノ 人々 へ ハ 東國ノ 

馬 鷹 ヲ贈ソ 東國ノ 人々 へ ハ異 國ノ產 物ヲ贈 リナ ド 

セ ラレ シ是 マ ヅ 聲ヲ以 テ人ヲ 畏服 セ ム トノ謀 二 テ 

有 シ也是 モ鬼頰 ヲ扮シ テ小兒 ヲ劫ス 一一 異 ナラズ ャ 

秀吉ノ 朝鮮 ヲ討レ シ 事モ是 一一 似 タグ 事 侍 X 也 

一 秀吉 天下 之 事 
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讀史餘 論 卷之三 

此人 匹夫 ヨリ 起ソテ 天下 ヲ掌 一一 シ給シ 力、 パ世 ノ人是 

ヲ稱ス y ナソ 力、 ダ 事 我 朝 二 シ テ 、ノ 希ナ リシ 力 ド異 

朝  一一 、ノ 其 例 シ 少ナ 力 ラ ズ 只時ノ 運 一一 乘ゼ ラ レシ 一一 ョ 

レ ダカ 其 故 ハ此 時亂臣 賊子 天下 一一 首ヲ 並べ テタ、 > 勇 

材 詐謀ァ グ人ヲ ノ ミ尙ム 事 ヲ知テ 仁義 忠孝 ナド云 事 

ハ カッテ 知 ザダ時 一一 ァ ヒ 給シガ 時運 一一 乘ダ事 ヲ得給 

ヒ シナ ソサレ 、パ 信長ノ 大恩 ノ下 一一 身 ヲ起シ テソノ 兵 

威 ヲ假ソ テ自ラ 中 國ノ鎭 衞ト成 ソ兵旣 一一 强 ク國旣 二 

富 メリ 明 智ガ信 長 ヲ弑セ シ ヲ聞テ 毛 利 ト和シ テ急 二 

師 ヲ返サ レシ フ, マ ヒナ ド誡 一一 英雄 ノ舉 一一 シテ氣 一 

世ヲ 签フト 云べ シサレ ド明智 ヲ討シ 、ノ 信 孝 ノ功少 力 

ラ ズ然ダ ヲ自 ラノ功 ト稱セ ラ レ シ事ィ 、ノ レ ナ シ 宿老 

等 相 議シテ 信 長 ノ國ヲ 分 チ其孫 ヲ立テ シナド 平 世 二 

、ノ 然〃 ベ キ事 一一 似タ レ ド此時 信 孝ノ心 一一 快 カラ ズ柴 

田 ガ如キ 不和 ナリ シ 事故 ナ シ ト 、ノ 云ガタ シ ス ベ テ織 

田家 ノ 風俗 自ラノ 武勇 一一 ホ コ ソテ 其權ヲ 爭フ 所有 シ 

力 、パ 群議 サラ 一一 一 決セ ズ シ テ事終 一一 破レ タソ 秀吉ノ 

黨秀信 ノ幼ト 信 雄 ノ愚闇 ナツ ヲ利 シ柴田 ハ信 孝ノ英 

氣有だ 二 心ァ リ然レ ドモ信 孝ノ黨 、ノ 北陸 二 ァソテ 助 

ヲ 千里 一一 求メ秀 吉ノ黨 、ノ 皆々 境ヲ 連ネテ 相並ブ シ 力 
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モ耍害 ノ地ヲ 擁シテ 北 敵 ヲ待テ 岐阜 ヲ セ ム柴 田ガ兵 

ヲ出セ シ 一一 及デ 、ノ 速 一一 兵 ヲ廼シ テ先是 ヲ敗ソ シ 力 バ 

信 孝 ヲ驚ス 「孤 豚ョ ソモタ ヤス 力 ソキ其 後 又 言 雄ヲ 

滅 サン トセ シニ 神 祖ノタ スケ 給フ、 ガ故二 其 志ナラ 

ズシテ 和平 一一 ハナ ソ タレ ド 後一 一信 雄ヲ シソゾ ケシヲ 

以テ見 だ時ハ 其 本 謀 推 、ノ カダ ベ シ 柴田旣 一一 亡 ビ信孝 

ス デ ニ斌セ ラレ シ 一一 及デ ャ ガ テ 其國 々ヲ 我ニク ミセ 

シ人々 ニサ キア タ ヘシ 力 、パ 自ラ 力 ノ 下風 二 從 フ事ヲ 

得 タリ キ丹羽 長秀、 ガ 自殺 セ シ ナド カノ 爲 二賣ラ レ シ 

事ヲ 恥思ヒ シ ト ゾ覺ュ ダサ レ ド其天 報 二 ヨリ テソノ 

家 一 一世 二 ダ ニ傳へ ラレ ザ リシ 力 、パ 何ゾ マ タ論ズ y  二 

足^ ベ キ 只今 ノ世 マ デ其 遺風 ノ世 ノ害ヲ ナス 事ノ ミ 

ァ〃 類 尤議ス ベ キ事ニ ャ了ソ 二 ハ此人 天下 ノ田ヲ 丈 

量スダ 一一 古法 ヲ變 ジテ 三百 步ヲ 一 町 トス 古ノ說 一二 二 

百 六十 步ヲ 以テ 一町 トス, 事 一 步以テ 一 夫 一 日ノ食 

トシ テ 一町 一 年 ノ食分 一一 アット 云 フ然ル 二 カク ッ -,、 

メラ レン 一一 按.， レ 一一 古法 六尺 チ^ トス 豐臣ノ  ti§t」、rvu 1 

メーノ  L  、ン 一一 時 六尺 五 寸チ步 トセ ラレ シ也 ヌ^？ 田 代ナ 尸ノ  8 

ヲ用ヒ ラレ シカ 、パ 古ノ 三百 步ノ 中二 シテ 六十 步ヲ失 

ヘリ 民ィ カデ窮 セザラ ムサレ ド 此法フ タタ ビ古  一一 K 

セ ム事 井田 一 度 變ジテ 復シ難 キガ如 クナル ベ シ思フ 


一一 此人ノ 丈 量 セラ レ シ ハ昔 ノ如ク 或， ハ 一 國 一郡 ー庄 

ヲ與 ヘム 一一 六十 六 州 ノ地猶 足 ザ ダ事ヲ 思ヒテ 斯ハ計 

ラレ シ 一一 ャ ト思フ 也ニッ 二  、ノ 此人 軍法 一一 ヨリ テー錢 

切ト云 事ヲ始 メラ だ タト へ 一 餞 ヲ盜メ X 一一  モ 死刑 二 

ァ ッ 刑罪旣 ニォ モク ナ リシ ホ ドニ 重罪 ノ輩ヲ 、パ 或 、ノ 

切腹 或 、ノ 斬罪 獄門 一一 カク ハソッ ケ 火焙ナ ドィフ 刑 出 

來 タリ 死 ハ共, 一 一 ッ也凶 惡ヲナ サム 者 イカ デ死 ス〃 

サ マ ノ 異同 ヲ 問べ キカ、 ソシカ 、パ國 二 大辟ノ 者 常 一一 

0 へ ズ 百年 ノ今殘 一一 勝チ殺 ヲ去ッ ベ キノ 時 一一 及デ モ 

猶刑ノ 重 キ議セ ラダ ベ キ事 一一 ャ三ッ 二  、ノ 此人 ノ代ョ 

リ ャ信 ヲ結ブ 一一 常 二 誓紙 ト云フ 事 ヲ用ヒ ラ ダ 是 異朝 

一一 モ 衰世 一一 アリシ 事ナ リ是ヲ 賴ミテ 天下 ノ 政事 ヲ行 

、ノ レ ン事 ロ惜シ キ事 ニァ ラズ ャ四ッ 二  、ノ 此人 ノ代ョ 

ク 武家 ノ官 途以 ノ外  一二 咼ク ナジ クソ 當代 一一 至 ソ少ク 

ォサへ ラダ 、事 ニナ リシ ハ誠 ニイ ハレ ァダ事 ナダべ 

シ五 ツー 一 ハ此 人ノ時 ヨリ 宮室 ヲ钸, 事^  ノ 外壯麗 一一 

ナ リタ リ此事 一一 ヨリ テ 凡百 ノ貌器 等 迄 殊ノ外 一一 奢 靡 

二 至 レリ是 モ 當代 一一 至ジャ 、儉 二隨 ヒ給ヒ シト 見へ 

タ レ ド其禮 節 ァラザ レ 、パ 國ノ财 ヲ虛ク 耗ス事 多キ歟 

六ッ 一一 ハ當家 ノ風ハ 忠信 ヲ心ト シ儉素 ヲ尙ム コトナ 

饋史餘 論 卷之三 


グ 一 一大 閤家ノ 人々 譜第ノ 人々 ノ中 一一 マ ジ 、ノ リ往々 ュ 

參河ノ 風 ウセ ーズ 彼家ノ 風ノ. 如ク 一一 ナ レ ダ歟 心得 有べ 

キ事ニ ャ是僞 ト矜ト ノニッ ヲ申ス ナソ此 外當代 一一 テ 

出來 シ法ノ 末代 一一 議ス ベ キ事ハ 耶蘇 ノ事 一一 起 ソープ 宗 

門 ト云フ 事 ヲ以テ 政事 ノ要 トセ ラダ 、事 其 時 二 ァタ 

リテ ハ 夷狄 ヲ以テ 夷狄 ヲ治ム , ト モ 云べ シ今ニ オイ 

テ 、くィ 力，、 ァ ダべキ 

右三 冊 、ノ 正 德ニ年 春 夏 之 間 坐 ヲ賜テ 4G 今 ヲ論ジ 

申セ シ時ノ 講章ノ 草本 也 

源； 君 美 i 

此 本書 ハ懷 一一 セシ モノ ナル 故-一 字 細 力 一一 シ テ見 

へ分チ ガタリ シヲ新 川 平 元成ャ 、字大 キク 三 \ 

二  K ァ〃 ャク ーー寫 セル ヲ. u 息 宜卿ソ レ 二 ョソテ 

ゥッセ シ程ニ 功終ラ ズ シ テ 身終リ ヌョソ テ家僮 

シ テ補 寫セ シ メ是歲 享保八 年 十 一 月 十 一日 一一 寫 

シ終リ ヌ 

〖く  源 君 美 誌 

右 讀史餘 論三册 、ノ 我 祖父 白 石 先生 篇集 一一 シ テ 力 

ノ家ノ 藏本ナ リ幸許 受テ謹 デ寫シ 侍 y 而已 

明 和 元年 仲秋  藤 原淸盈 

I 玉 百 八十 三 
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文 廟篤恭 仁 厚 雅ニ尙 儒 術 ー初自 U 潜， 曰 命 一一 文士 1 分 一一 

講 經史， 祁寒 大暑 未- 嘗 有，， 廢 二十 餘年之 間 事 如ン出 

レ乎 一， 一 日， 及 レ嗣ン 位 春秋 已高深 知 こ 時 政 得失 民心 向 

背， 若，， 臣美， 签疏叨 辱，， 廷對， 至い 于，， 治猶 安危 之 要， 周 

悉^ 論 繼ぃ燭 見い 跋語猶 未い 盡臣 竊懼 K. 庸淺 寡聞 未い 習 n 

wg, 進 對之間 言 &n 典藉， 辭 SS 失 ン所不 い 副 二 好 問 之 盛 

意 ， 無，， 裨，， 風化 之 萬 一， 每，， 暇 日， 旋 n 閲經史 - 開 n 列 古 

義， 仍參 Y 之 時事 及 近代 本朝 典故 可い 資， 1 論 思， 者 ± 

雖，, 稗官 小史， 皆 卽疏記 積，, 累日， 久遂成 二三 小冊, 新 川 

平 元 成 前世 侍講 也 壬 寅 之 春 共 談，， 一 時 盛事， 偶 及 こ 

是書 ， 書 原 係 ，， 國語 ， 字 勢 極細 若い 不ぃ 可い 讀元 成因 請 n 

縫. お， 書 字 稍 大便，， 于 省覽， 季子 宜卿亦 欲 ア寫ニ 一  本， 以 

爲巾之 副 ± 及，， 其 功 半， 忽遘 ，， 寒疾， 委篤 綿綿 癸 卯 夏 五月 

不レ 起死 宜卿之 舅 朝景衡 氏愍ニ • 其 志不ジ 就 乃 使-一  門 生 

« 二 成 全書， 嗟 我 今年 近，， 七十， 亦旣 老矣豈 圖徒感 n 先 

主 之 奇遇， 更 傷，， U 子 之 蚤 逝， 百 憂所レ 集成 ニ此 一 書， 人 

生 處：， 世卒 到，， 于此 ， 亦 何 忍い 言 享保甲 辰 春 1 一 月 壬申跋 

源 君 美 


畿內治 河 記 

白 石 新 井 君 美 著 

天 和 三年 癸 亥國家 有い 議大 興，， 畿內 治い 河 之 役- 蓥水之 

爲レ 患 所在 有べ 之 而源遠 流. 悍者其 患 大矣衆 流 相湊併 

歸 こ 一 道， 以 達い 於 レ海者 其 患 最大 矣水患 之 最大 而難 

レ 治者 無い 若，， 攝之大 坂 河， 大坂河 卽淀河 也 其 源 江州琵 

琶湖 流，， 出 宇治， 由，， 伏 見， 經ニ淀 城， 至ニ大 坂， 入 レ于レ 海 

其 間 五 畿及比 近 州縣諸 水來會 甚衆而 大和 河 木 津川加 

茂 河 桂 河 其 最大 者 也 大和 河 出 二 和 州 初瀨山 東南， 合 二 

生 駒 立 田 等 衆 河， 歷ニ 龜瀨， 會ニ石 河， 至，， 弓 削 村， 分， ニー 

股- 一 久寶寺 河是爲 n 正 流- 一 玉 櫛 河 至，， 吉田 村， 又 分，, 

一 一 股， 一 吉田河 一 菱 江河 吉田 河北 趨滙爲 二 深 野 新開 1 一 

巨 浸， 恩 地 河 及 久良加 利 飯 盛 等 瀾壑諸 水 皆歸レ 之周迥 

廣莫瀨 漫數千 頃 又 南 向出，, 森 河內， 與ニ菱 江河， 倶 合，， 

正 流 一至， 1大 坂 京 橋 之 下， 入， 于，， 淀 河， 木 津河出 二 伊賀 

鹿 伏 兎 谷， 傍，， 笠 置 山， 城 州 南方 衆 山 之水悉 注い 之 至，， 

淀河大 橘， 入 ン于， 1 淀 河， 賀茂河 出，， 城 州 岩屋 山 北， 受 n 

is 內殆河 記 I 


鞍馬 貴 布 禰八瀨 小 原 溪澗諸 水，， 遶，， 京 城 之 東， 合，， 白 河 

紙屋 河 ， 西南 入，， 桂 河 一 桂 河 出，， 丹 州 園 部 西北 ， 會，， 淸瀧 

河， 經 一一 嵯峨， 從ニ鳥 羽， 與 n 賀茂 河， 會俱 入レ于 一一 淀 河 一 淀 

河 實納ュ 四 大河 之 流， 其 上流 自，， 湖 口， 至，， 宇治， 曲 n 折 

山間, 兩岸皆 高 巖石麓 水流 二 其 巾， 不レ能 レ爲レ 患 自ニ宇 

治 ， 而下始 出い 險而 更，， 平地 一 特 以，， 隄防 ， 爲，， 之 限 ， 河流 

緩而！ § 沙停積 加い 之 大和 河 木 津河桂 河 並 挾，， 泥沙， 趨 

レ之壅 ョ塞河 道， 河 身 日淤船 隻附滯 一 遇 n 霖澇， 則泛漲 

S 溢 其 勢不ぃ 可，， 得而 制， 重以 二百 川 灌集之 威， 衝蕩滑 

決 敗， 1 壤縣邑 1 渰， 1 沒 田廬， 畿內之 民 被，, 其 害， 者歲以 

レ 萬數嗷 々 怨嗟 巳數十 年矣我 東 照 大神^ 受命以 * 

明哲 繼ぃ踵 治具 必張百 廢倶與 »*k 官 巡-, 視畿 內水災 

地方， 以 求，， 修治之 策， 議者謂 諳水之 會，， 淀 河， 多^ i 

流， 獨 大和 河 在，， 下流， 相會橫 -1 銜河 身- 是 河水 所， 漏 之 

處兩 河相委 水勢 相 爭不い 得，， 共 順 下， 故淤沙 =： 積 河 身 

漸與ぃ 岸 平 若 夫 深 野 新開 潴水 旦暮 積 雨水 纔至刖 村 野 

之間爲 -一 揭厲舟 棹 之 區ー者 皆 原：. 于レ此 焉宜； ト別開 二 河 道 一 

導 二 大和 河， 分- 一 殺 水勢- 兩河各 得 申 其 所 i 因 求 二 其憨開 

之 地， 或 謂 鑿- 1 瓜 破 野， 至，， 住吉 浦- 以注レ 于ぃ海 或 謂 鑿- 一 

阿部 川， 至 n 難 波 浦， 以 注い 于ぃ海 而其近 邑土著 之 民 恐，， 


畿內治 河  會 

其 被，， 割 n 田廬， 刺 心 陰痛與 T 夫 被 二 水害， 之 民. h 爲 n 哀 

訴 - 不レ 已 工費 亦 不ぃ 货其餘 建白 競 言 二 巧 便 ， 而卒紛 々 

莫， 1 之定， 也 有司 亦不レ 知い 所， 1 取材， 格而不 Z 行 a 有 二 年 

所， 但管 k 官吏 歳費 ニ官錢 1 植 fe 累^? 增 二修隄 防- 雖ミ 

務 致，， 救護， 河 患 未い 已施及 n 寬延之 交， 河 遨益淤 水害 

益 暴 流 {J 漂 溺之災 無 - 歲 無，， 之瀕河 人民 不ぃ 知い 所レ歸 

今 大君 紹-纘 不一^ 光- 昭前 烈， 文武 並行 萬 方莫レ 不レ循 

レ軌 風化 一 新 群勸莫 ぃ不ぃ 被い 澤盛德 之 興 山 高 日 昇 萬 福 

是磨獨 於， 1 畿內之 民, 豈可" 令 ニ塾溺 1 於レ是 誕 靈二嘉 惠- 

博 施 n 洪恩， 將ぃ 救， 一 治水 患， 今玆春 二月 遂命 n 稻葉石 見 

守 及 彥坂壹 岐守大 岡備前 守， 往巡 n 察畿內 河道處 所， 

擇了 勘定 官 三人 伊奈 半十郞 手下 吏 1 一人 可い 任 二 役 事， 

者 ょ從ぃ 之 都下 有，， 河村瑞 賢， 亦 差遣 從行以 計 二 便宜， 越 

三月 石 見守 及壹岐 守備 前 守 至，, 京師， 督，, 同 州 縣當該 

官吏 人瑞資 等， 先行，， 賀茂河 及 白 河， 將ぃ 求，， 桂 河 上流， 

以，， 其 路絕險 不一， 可 レ涉西 攀ニ老 坂， 自ョ丹 之 保津ー 舟行 

下 ニ嵯蛾 一至，， 淀 鳥 羽， 由 一一 伏 見 一 浮 一一 淀 河 ー以達 一， 大坂ー 

視，， 河口， 東 傍，， 大和 河， 至，， 龜瀨， 經，， 廻 深 野 新開， 復 踰，， 

淸瀧 山， 歷，， 視其 東北 衆 山， 濯々 皆 沙土而 且其沙 每，， 崩 

下， 流入，， 溪澗， 復 沿，， 天 野 河， 而下 至，. 其 股 合，， 淀 河， 之 


處 i 復 西南 循，' 攝之郡 邑憂二 水害 ， 之地ダ f , 
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視惠菴 驚 


深 野 新開 比 近 田 間潴水 行い 之 念 ItJ 河西攝 柬郡邑 羡溢 之 水 多 置 

一一 今福衬 南， 入，， 大和 河, fcfl^ 閘於ニ 今 福 村 一 以洩， 于レ此 流 


0 


§M，S 片入 町ね 繊す 至-及 備前島 片町京 橋等處 所- 復 緣-^ 

f 可 攝河 東南 山. 際 高 奉 涓流及 引 二 狭 山 #1- 以灌- -激田 土 一之 水 又 置ミ 

大閘於 U 弓 削忖， 引-大和 河- 以備- -蓄洩 之^, 皆歸， 之 至-二お 橋 

入- 惑ー 者 in 卜喬 亡德 天. 5« 四年爲 "-橋 於-猪 @  ,K 

大和 河- 賴甘津 ，SM_,H 處， 曰，， 小 橋， 

お 也 聖武 天皇 天平 四 巡 皮 i^iuj 推 古 天^ 十五 

は 1 - 年 築，， 决山 IT 池 一え T ネ PAi  ^ ^ な ま、 扎年 作，， 依 綱 池 - 

手水 橋^ |^|& 向 欲 n 開鑿- 之 地方，. 往反數 四 左右 

旁 求 審ァ詳 治 一 1 水 患， 實在 n 海 口 一而 不レ可 三 別 開 ビ河導 一一 

大和 河， 說者之 計不み 足，， 信用， 焉 S 遡 n 中 律 河- 0^ 

柄衬， 西 分 至-一 傳自 中§可 淀 河 支流 自ニ江 口村- EI§ お 

法 ロー 入， 于， 海 自 三^^^-分 至 二 尼 崎 一入い 于レ海 _ 

復遵ぃ 海 浮い 舟 南 循ニ行 堺津 住吉浦 等處， 熟 二 視大坂 河 

P 沿海 斥 鹵之地 蘆 葦鋪生 日以蕃 •  お 4v 河水 失^! 曰 一，， 洩 

于 P 海 之 便 ± 兼い 之 近年 就 二 其 地 ， 開い 田 築い 堤 下流 益爲二 

壅 塞 ， 斯 治い 水 之最 所， 可， 急 也 故 先 指畫廢 ，， 其 新田， 壊，， 

其隄 防， 芟，， 其 蓆 葦， 令，， 海 口 開豁 寬廣， 自ぃ是 每歲夏 

秋 之間官 令, 土人 芟，, 除 其 慮 葦， 四次以 爲，， 恒例， 凡 在 二 

大坂， 往來相 度 者 久ぃ之 於い 是 發，， 大坂 ， 道 二 石 河 ， 詣 ，， 其 

上流 赤 坂， 苒歷ニ 龜瀨， 至- 1 生 駒， 躋ニ 初瀨， 取-, 途 於，， 奈良， 

沿，， 木津 河， 而下 由-宇治， 抵ニ鹿 飛， 過，, 供御 瀨， 窮二石 

b お 鹿 飛 供御 瀨 石山 勢 多^ 在 f 自 二  t  K 艮 

^ 一  tt-ls^? 宇殆， 迄- -瑟琶 湖 n, 之 間 上 踩レ K ぉジ 


極 河水 源委， 具 圆二 方略， 以歸 ぃ京仍 令，， 1 瑞賢陳 -1 其 所- 

ン見故 造 レ圖以 吿，， 治い 水 之 便利， 石 見守 領ぃ 之！ n 可也 越 

夏閻 五月 石 見守 及壹岐 守備 前 守 還 二 江 都- 以條ニ 上 治 

に 河 之 策， 因 言 諸 水 發源處 所 斫-損 林木， 山 禿 土 穽遇レ 雨 

易レ崩 下流 淤塞職 此之由 也 山林 必須 n 鬱茂ー 而 勿い 濫 n 

採 伐， 自レ今 而後 旣蘖 者不ぃ 可 二 復斫， 不毛 者 宜^^ 植 

レ樹 于ぃ是 堂議遂 定如ニ 治 ビ河之 事-宜 T 命-, 河 村 瑞資， 一 

切委レ 之盡ャ 其籌策 1 如 n 諸 水 發源處 所 山淋- 則不ぃ 論- 1 

公私， 仰 二 該管官 K, 承 行 越 秋 九 巧 五日 壹岐 守備 前 守 

相ミ 會於 一一 石 見守 邸, 召 一一 瑞資ー 委，, 專治ゾ 河 之 事, 且賜ニ 

驛符及 , 以ニ加 藤 兵 助 掘 八 郞右衞 門 猪 子 佐 太 

夫 ， 監，， 督之 一 令， 往冬 十一 一 月遂發 n 江 都， 明年 A 享 甲子 

春 正月 至 二 京師， 謁，， 所 司 代 稻葉丹 後 守， 稟 n 奉い 命往 

興 。役 其 月 至，， 夭 坂， 審ニ河 勢 1 相-, 地形， 而其施 i 之 先 

後 緩急 斷然 有， 所" 見 矣蓋大 坂 河將ぃ 入い 海 有，, 九條 島， 

當， 之 河 爲ニ島 所- 抗漩 流而 入い 海此 上流 之 泛溢 淤沙之 

« 塞 所 二 由 致， 也 故 二月 十  一 U 先 於，， 九條 島， 起い 役 直 

^お 屮， 以開 n 一  道 新 河， 自二 九條 一 及， 1 福 島, 袤 約 一 千 

丈廣 三千 餘丈 使，， 河流 直達，， 于， 海 此昔治 ッ水始 い 於二冀 

一 兌， 之 遺 意 也畿內 之民久 望，, 此擧， 不二 翅雲 霓， 一 聞ミ官 

1 i  US, 內 飧河訪  a 


家 興い ェ 治い 河 以救こ 民 之 疾苦， 騰懼 相賀 四方 子來不 

レ論 n 地 之 遠近， 奔馳以 声ダ募 者日以 ぃ萬數 於ぃ是 分レ隊 

立 ン部各 置 二 首領， 統攝驗 勘以就 レ役畚 it 鱗 集不レ 待ニ督 

責， 用い カ自勸 乃 一 一旬 而新河 成 初瑞賢 招，， 致^ 國水ェ 

精練 者， 博 取，， 諸人， 以裨ニ 其 策略， 預 聚，， 巨材， 鋸 作 n 木 

板數 萬， 作，， 飜車數 百， 又 作 n 萬 餘木梯 -編レ 竹爲 縮 二 

貼 一 邊， 縳住 使い 牢 以，， 其 三 件 具， 堆，， 一 積 於，， 九條 島， 如 

觀者 愕然 不ぃ 知，， 一 其爲ニ 何 用， 至，， 一 一月 起，， 役 先 於，， 

該レ繫 河 道 正屮， 濶五丈 堀 二 深渠， 留，, 上下 兩頭及 中間- 

而 不二 堀徹， 作，， 土 障， 以 限い 渠上以 防，， 河水 銜入， 下以 

防，, 海 潮 侵盪， 竊計ア 河 道 生地 左右 皆 舊河而 土 薄泉淺 

至 二 稍 整， 必見 レ水而 施」 丄不ラ 易 故設 -レ渠 使， 一一 地中 水 一 溜 

下 會た于 い 此旣而 鑿 二 新 河， 銪鎏 纔下雖 二 果見 P 水 卽潜泄 

歸レ退 因 於 n 兩頭及 中間 土 障處， 左右 橫 開い 渠並二 贳飜 

車， 以，， 衆 力， 轉斡撤 二 去渠中 水， 加 以，， W 桶， 幷手抒 去 

夜以 繼，， 日 不二 少休 歇， 於.， 是 生地 蓄水漸 盡不ぃ 致-, 泥 

淖ー 尤 易い 爲.， ェ及 H 新 河 稍 深， 以，, 木梯, 密 倚，, 兩岸， 竹 

箦仰， 一 承 人跡 一 不レ致 二 踏 脫ー且 透 一一 漏 泥水， 使： 一一 人 不一， 滑 

倒， 甚 便-一升 降， 所い 挑 泥土 衆人 搬去往 來蹂蹑 泥淖塗 

レ地故 於 二 路上 一 鱗 二 布 木 板 1 畚者趾 不二 陷沒 一行 步如レ 飛 
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其 器械 預備者 皆 有い 所.， 施而 成功 之 速資ぃ 此實多 於レ是 

人 服，， 其 先 計， 逮，， 新 河遒旣 ffi 訖， 兩岸倶 砌以ぃ 石 撤ニ兩 

頭 土 •  障， 以，， 烽火， 爲ッ號 齊ぃカ 一 時 決 去 放，， 河水， 達レ于 

レ 海流 勢 一 道 隱如ニ 長 虹 一 南岸 盡頭沿 レ海築 レ堤橫 百 一二 

百丈以 襖，， 潮 濤之侵 街， 新 河 接い 海 處水渙 散而無 n 涯 

際， 因 多 下 二 竹篠， 分揷接 樹以爲 ぃ楗凡 一 百 八十 餘丈 

.抅，， 制 河 道 一 以達. レ于 ぃ海俾 -1 水勢 急駿而 自嬉深  >  也蓋爲 

p  f 河、 m 志 云 元 光 中 河 決- 子  >武 帝. y 臨 下 n  4^.^-4^ 

レリん- i レ^^ S 淇園之 竹， 以 爲， 楗 塞-一決 口-築 一 一宣 防.？ ォ岁牙 一一 

ii:, 有- 1 爲ぃ之 者 1 今始 用い 之 事簡而 功大 甚 利い 於レ 治 

レ水 凡此役 爲ッ楗 最多 爲， 制 皆 同 而其用 則 隨ぃ處 各異大 

要所 T 以使 K 河水 游 一一 蕩于ジ 此泥沙 停 二 積 于，， 此能 遏ニ橫 

流， 而能 利，： 導水 勢， 也 新 河 旣成全 河 沛然 傾注 向之泛 

溢 者 自順下 壅 塞 者 自刮除 江 州 發源處 水爲ぃ 之 急 淀 城 

が 42 車 汲い 河 引，， 城 中 ， 者 ± 轉輸 更疾レ 於，, 往時， 其 水勢 

駿迅亦 可い 見 矣又新 河南 相 距數百 步移ァ 所，， P 挑， 之 泥よ 

堆稅爲 い 山 樹以ぃ 松疊翠 鬱蒼 使，， 渡い 海 者望レ 之得ジ 知，, 

方 所， 也 玆復淀 河 自，， 長柄， 分 爲，， 大坂 中津ー 一河， 頻 年中 

津河 日盛而 奔流 浩蕩勢 難い 廻 故 大坂河 之 流 漸減 日 就 n 

淺淤， 運道艱 ffi 舟橄 遲滯大 爲，， 公私 之 患， 向官司 百計 

治 レ之而 無二 効績 一 救 治 之策柬 レ手不 レ知レ 所レ 施 今 精 思 
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熟慮 具 知 一一 一前 功之 所 一一 以 不一 レ成 改レ鈸 易レ轍 首， ー鄉 一 法， 

其 法 編. 木 多作 二 大囤- 糊 sitKi 主 中 實以ぉ 下- 

之 兩河岐 頭， 使，. 交錯 » 陷自詣 n 水底， 牢 不，， ， 流動 >  以 

爲， 1 楗 基， 水底 大囤勢 巳定而 由い 囤下 ニ竹楗 1 令 二 上流 

銳， 漸次 下 濶布揷 接樹直 出い 于ニ 河 心， 長 一 一 百 餘丈突 

如，, 鋒 頭， 縱 二割 中流， 雨水 均分 勢 如 二 燕 尾- 於い 是中津 

河不 ぃ能ぃ 肆 n 侵奪 之 勢， 而大 坂河滔 々 安 流淤滯 亦自疏 

唉蓋水 至 柔而能 攻レ堅 凡 當ニ其 街-者 雖ニ鐵 石 一 必壤故 

以レカ 爭ぃ之 者 卒不ぃ 能い 勝 焉竹楗 柔軟 而狎承 而制レ 之 

則 水 無い 所ン 施，， 其 激搏之 暴， 而 自得 n 循 ぃ軌而 行， 此功 

之 所，， 以竟 成， 也 大坂河 又 自，, 中島 東 頭， 分 而爲レ 一 一 南 

爲二土 佐渠， 北爲 n 堂 島 河， 又分爲 -1 曾 根 崎 河 1 俱流ニ 過 

福 島， 於，, 九 條島東 頭， 又 合 三 派 均 注 則 足，， ,以 分，， 析 M 

湧 之 勢, 頃 年 水 直下，, 土 佐渠- 而堂島 曾 根 崎 一 一流 梗 ffi 

而水旣 乾 涸故先 開 二掘撈 ，，，溽 曾 根 崎 河， 長 七 百 二十 餘 

丈 又 堂 島 河 由，， 堙廢， 不ん l:T 就，， 河 道， 而流 ±浸1-1 灌于 二 

洲澤蘆 葦 之 間， 散漫 潜行 下 通-, 福 島， 故 於- - 其 洲澤蘆 

葦 之 間 ， 亦樹ぃ 楗縱橫 錯綜 是 所.. 以使+ 制 n 散漫 之 水  >  以 

就き 河 道， 而洲澤 亦 由い 之 得ア停 二 貯 泥沙， 自成 * 平 陸よ 

也 又 中島 北 渚 因 n 堂 島 河堙廢 1 沙土 巳凝久 成- 1 陸地- 乞 


丐 無い 依 之 徒 侵 占 群居 自作 二 席舍， 殆成二 聚落， 今 一 掃 

撤レ之 繫開滹 挑 三百 五十 丈 又自ニ 福 島， 至 二百 石 島， 開 n 

« 河岸， 四百 餘丈 其 間 六軒屋 及 蓋 船 厥 一 一所 並撤ニ 去 

之， 又 福 島 前 有，, 猪 島， 在，， 中流， 而河身 迫 阨者長 一 百 

五十 丈復 整，， 去 之， 于レ是 江 都 召- 1 端 賢， 秋 八 R: 與 n 監督 

加 藤 兵 助 等-同 發ニ大 坂-還 二 江 都-上 n 陳已治 未， 完河 

道處 所， 堂 老復遣 二 端 資-往 率-, 餘ェ 1 從 ぃ是不 H 遂遣 n 監 

督官， 冬 十 一 月瑞貲 至，， 大坂， 疏 ® 障 排督役 略 成 明年 

貞享 乙？ H 春 正月 還 二 江 都 一 繪圖 以上 條.. 呈治ビ 河 之ェ猶 

有 巾 未，， 周備， 者. m 於い 是堂老 覆 議復委 n 瑞賢， 往任ニ 其 

所，， 爲以成 n 巨繽， 冬 十 一 月發， 1 江 都 1 至，， 京師， 謁ニ所 司 

代 土 屋相模 守， 禀後 興い 役 十一 一月 到， 1 大坂， 起い 役 堂 島 

河 下流 有，， 洲沙， 精 如 n 丘陵， 河 特堙廢 不ぃ通 n 勺 水， 鑿，， 

開 之， 三百 丈 又 自，, 曾 根 崎， 至，， 福 島， 一 帶 河岸 或 以レ石 

砌或 植，， 木 柵 ， 以« 二 暴 水 嘴 P 岸 岸 上 新開い 道 九 百丈隨 

レ處造 レ橋以 便 ニ往來 一 又 中島 北岸 嚙曲 不レ 正使 二 河水 蛇 

行而 下， 勢 不，, 峻利， 或 削，， 去 之， 或 補 n 築 之， 繩而 直レ之 

臨 レ岸官 舍民屋 並 撤レ之 新開い 道 七 百 五+. 丈 先い 是緣河 

岸 上 無，， 道路， 之 處今皆 開 レ道使 n 人 往來經 行， 此所 ミ以 

使 二 其 居人不 P 得 T 侵 n 築 岸 涯-以 迫 ゆ 河 道よ 也 又 九條河 

II 畿內殆 河 記 


岸 蓋 船廠處 所有，， 曲灣， 水勢 趨ぃ之 逍河瀠 、泗因 於，, 其灣 

頭， 亦 交錯 樹ぃ楗 使 ァ泥沙 凝停自 成い 洲水徑 趨，， 新 河， 以 

入み 子い 海 於い 是大坂 河 下流 稍 治 矣諸水 之 最多い 患者 莫 

レ若二 大和 河 一 是須こ 次而 治， 焉越丙 S 春 三月 又興レ ェ 

從 三事于 一， 大和 河 一 自一， 石 河 一而 下 塡淤成 レ洲曲 岸 礙レ流 

者 或 鑿 而疏ぃ 之 或鑿而 通， 之 大和 河 分派 至，， 森河內 前， 

又 併合 爲ぃ 一 水勢 銜抗毎 致，， 上流 鎏滯， 於い 此樹 ぃ糙 一 

百 五十 丈 分-へ 導 河流， 使レ 無，， 相逼， 也自 ぃ此而 下河遨 

狹隘暴 水 易い 溢 故 南岸 起 n 森 河內， 經ニ 嶋埜， 至，， 定番 官 

別館 處所， 鑿 ぃ岸 柘， 1 廣河 道， 計 一 千 三百 丈 其 間 有ァ房 

屋 田圃 迫 n 河 道， 者. m 並 撤二去 之， 北岸 起，， 蒲 生 村， 至ァ片 

町 之 下 與二淀 河， 合 去處ょ 亦 拓，， 廣河 道， H 接，， 修京 橋， 

十 余 丈 以ァ京 橋 爲，， 大和 河 咽喉， 而岸 狹勢插 難』 旦洩ぶ 

也 自，， 京 橋， 而下 兩河已 合い 流每 v 遇，， 雨水， 淀 河水 直 

抵二 南岸， 大和 河爲二 之 所 _,銜 水勢 相捍俱 致，， 泛溢， 此 

由，. 近世 北岸 川 崎天滿 侵，， 築 河岸， 以 開，， 街衢， 起 ご 邸 

舍 1 迫，， IE 河 道 i 也 故 川 崎 官木廠 前 一 大洲延 袤 一 ー百餘 

丈 者 先 整 一一 開 之 一 其 岸受ニ 河水 銜浸ー 處用レ 石 包レ砌 二百 

五十 餘丈又 起，， 官木廠 處所， 盡，， 天滿 岸， 撤 n 去 邸舍市 

廛， 以鑿 n 開 其 岸， 長 七百餘 丈且簿 n 淺游， 令，, 河 道大深 

玉 百 八十 九 
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濶， 其 間 有，， 天滿橋 天神 橋 難 波 橋， 並葺修 長い 之 每レ橋 

十二 丈以 架，， 接 新 岸， 攝之 橋梁 莫 於，， 此三， 者 上天 

満檢 通計 七十 五 丈 天祌橋 通計 七十 七 丈 難 波 橋 通計 八 

十四 丈自 ぃ购兩 河之委 有い 所 二 歸納， 不ぃ 至，， 柬溢， 於レ是 

大和 河 上流 所在 塡壅方 啓 深 野 新開 等 潴蓄自 返 無 n 復 

泛漲 之忠， 向 堂 島 河堙廢 者 亦 由 T 爲，， 天 ffi 岸， 所お 礙今 

隨腐 一一 其 岸， 水 直 注入 レ之河 造 循レ軌 又緣ー 一大 坂 河 一而 上 

至 二 源 八 渡 友 淵 村長 柄 毛 馬 等處， 深淤 塞， 繩，， 治 曲 

者 一 千 丈 又 自，， 三番 村， 至，， 迸 枝 村， ^^8^ 

K» 蜿蠼水 由，, 灣曲， 而下故 迸 枝 村 前淤沙 累積 自成 こ 

： ば洲， 遂爲， 一居 落， 洲頭 置レ舖 勘，， 視運船 往來， 今撤 

レ舖 毀，, 居 落， 鑿-去 曲 堤 巨洲， 以直， 1 河 道, 計 五 百餘丈 

西轉， 1 神 崎 河， 自，, 江 口 吹 田， 至，, 尼 崎， 悉行 ，, 俊 深， 又 中 

津河ー 帶及傳 法 n 逆 河 H 贿自ん -I 難^, 折\4^|町 水 

四 貫 島 媒§藉 俱用 1 ェ 曲者 改 直 淤者改 深 牽道各 

隨 n 河 形， 先い 是四貰 島 當ニ船 隻往來 之 咽喉 ， 故設 ，， 立 公 

鮞- 識，， 察 海 口， 自ニ九 條新河 一 開， 而後 官船商 舶壹是 

張 レ帆徑 ^レ此 満載 絡釋無 n 復挽撑 搬剝之 苦， 尤爲ニ 海 

口 出入 之 要路， 自ぃ是 移，， 一 澄 公舖 於，， 新 河北 岸， 又 江 小 

ぉ寸 岛博浪 f 一軒屋 至： 木津 pf^m 之^ 流 分，， 
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委各該 官吏， 河 身 之淺者 加い 深 河岸 之狹者 加い 開又大 

坂 中 多 有，， 縱橫 溝渠， 股 二 引 河水， 以利 ニ遭 運， 其兩岸 ffi 

無，， 石砌， 且其縱 渠設， 閘 於，， 渠ロ， 啓，， 暴 雖， 以 備，， 

暴 水 ， 然諸渠 由い 之澱淤 過い 半 矣暴水 時 至則甚 失，， 漏洩 

之 便， 向 石 見守 巡視 之 日撿勘 明白 曾 有ニ處 分， 旣 而今 

玆大坂 尹 藤 堂 伊豫 守 仰 二 沿渠人 月， <V 撤ぃ閘 浚，， 澱淤， 

修巾 岸砌 i 縱橫 通計 一 萬 五 千 餘丈其 岸 皆 開.， 之 使，， 慢 

敲 ， 渠面之 廣增， 加 於，， 水底， 則 每ぃ遇 ニ霖澇 ， 容受 有レ餘 

使 3 水寬緩 游蕩而 無，， 泛溢之 勢， 且其雨 岸^^ 石 爲レ級 

平時 使い 可 二 升 降， 以便 二人 居， 也 又 淀 橋 之 下 有 レ寺曰 二 

圓通， 其 地 本 河道以 二 洲沙 精久， 漸 成，, 陸 土， 遂侵占 創 

レ寺又 宇治橋 下流 有，， 橫堤， 出い 于，， 河 心！ 想 是天正 年間 

築 レ之以 使，. 廻い 河 引 n 伏 見 城邑， 以便 1 者 耶其堤 陰塡淤 

肥 美 民 因 耕 二 田 之， 俱 致，， 水勢 迫阨， 今 廢ぃ寺 攘ぃ堤 並 鑿 

開 令 二 河 道 廣豁而 無 P 所い 障 凡 宇治橋 上下 伏 見 大池淀 

鵜 殿 及 木津河 一 帶 往往 有，， 陂釋， 若霖^ 羡漫 則水于 

レ此 游蕩而 菩潴焉 比 年 蔵 葦 楡柳叢 生蕃 苞日漸 淤高巳 

不 レ受レ 水今責 一谷 所 官吏 悉剪 一， 伐 之 一 每レ遇 二 暴 水， 使-一 

游波 寬湲 休息 而 無二 抑 欝倡迫 之 患， 也 又木 津河 西岸 飯 

岡 山 下 有，， 巨巖， 突出 礙ぃ流 使い 激今 鎚摧 除， 之 先い 是淀 


河 大和 河 於-堤 岸銜要 之處- 或聚ぃ 石 斜爲- 小 堤-或 多 

植，， S 橛-使 二 水不ジ 得-突 射- 然設 = 之于ジ 此則復 衝レ于 

レ彼互 相，， 激 水勢， 且泥沙 易い 停尤 害い 於，， 河 道， 故 一 切 

除， 之 使 レ莫ニ 復爲， 焉其所 レ充ー 1 ェ料ー 之 石 採 一一 之 宇治 

山， 石皆褊 薄遇 レ水 易レ 崩沒ニ 泥淖巾 一水 欲 一へ 銜刷ー 而勢 

不 レ得レ 轉階レ 之致レ 淤且 宇治山 在 二 河 之 上流 一 每鑿採 

"石 則 土沙崩 下流 入い 于ビ 河遂 爲，， 壅 塞 之漸， 故 具 ぃ由 吿 

レ官其 餘ェ役 令， 奠， & 採用， 焉又大 坂 河水 底 有 二 亂石ー 

傅 道 往昔 ェ役 之餘棄 而不， 收甚 礙，， 河流， 今悉鑿 出以 

充-ェ 料 - 又 堂 島 洲澤自 レ樹レ 梃 三 n 年于 今 ari 漸乾因 

以，, 各 河 祧鑿之 土石， 塡，, 築 之- 下 至，， 九 條新河 兩岸及 

福 鳩， 以爲ニ 宅地， 榔，， 開 街衢- 麇狹縈 廻 各隨こ 地勢 ー區 

畫焉 通計 1 1 千 餘丈使 T 附近 人民 作， 1 居屋， 出， 1 戶賦， 納も 

官蓋營 ，, 此地， 以建も 巴 者 所 H. 以使 ^ 居 人 一 看 二 護 其 河 道- 

保，， 守 其 岸砌， 不も至 n 頹塌圮 敗， 也 初 巡視 之 日 瑞賢曾 

建，， 此策， 石 見守 大 許，, 可 之， 今 施 二 行 之， 凡 是新邑 皆 河 

口 襟 喉 之 地 富 民 土 豪 爭聚兢 興 盛 開，， 市肆， 重 檐傑楝 相 

比 結， 架 爽塏映 照 遠近 遊者稱 爲，， 壯觀， 所い 謂 閭閻撲 

レ地蔟 檣 成， 林 者 不，， 多； ，1, 焉遂復 爲，， 無雙之 要津， 也 凡 

大小 幹 河 支 河隄防 通計 十 萬 餘丈之 間 田！： 廬舍 侵，, 占 
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河岸， 者 今 悉撖二 去 之， 又 隄傍隄 内所い 生之邋 葦竹樹 

令 ミ該管 官民 悉 除 之. - 1^1， 四 於 レ是河 道 堤 岸 

界限 明白 而 社，， 好 民 侵 塡之萠 一 矣其餘 出い 奇應， 變除 

レ害 與ゾ利 籌算 效レ績 難ニ悉 記ー自 一一 役 興 一 巳 五 載 河功完 

成 還 二 江 都 一具 狀吿レ 成 實貞享 丁 卯 夏 五月 也 初 興 レ役之 

日 石 見守 謂 此行治 ビ河ェ 役 重大 固 非ニ官 家 之 力， 則不 

可也 雖 -,1今 成，， 此役， 不レ繼 二 浚 治， 恐 河 患 又 起 凡 山陰 山 

陽 等 道 及四國 九州 遭 運輻， 1 湊于 _,此 則 役 一 成 之 後徵， 

工費 於 一， 此諸國 一 置 一一 官吏 ー令レ 掌，， 相 繼游治 一 永遠 依 行 

莫, 復 有，， 淤塞， 可也 因介，, 瑞寶 設，， 爲其 法制， 雖，， 一已 有，， 

定案， 至，， 此役 成， 其 議亦寢 事不， 及，， 施行， 大抵 夭 地 之 

間 山陵 土石 猶且 有，， 消長， 况於ニ 川澤， 乎 源委時 易淺深 

世 異攝之 苦，, 水 患， 尙矣按 仁德天 皇紀 曰朕視 n 是圃 - 

河水 横 逝 流 末不， 駛聊 逢二霖 雨， 海 潮 逆上 

而巷里 乘ぃ船 故 決ニ橫 源- 而通， 海 塞- 1 逆流- 以全 ->m 宅- 

掘 二宮 北之郊 原-引-, 南 水- Ml 和 以入ニ 西 海， 因以號 二 

其 水， 曰，， 堀江，^ 職き 機上 時 五穀 豊穰 百姓 富蒐 @ 德 

旣满炊 烟亦繁 お^！^ 是以 政令 流行 天下 太平 於レ 今 

檷ー& 帝， 0 由， 是觀レ 之 治レ 河之ェ 其始， 自， 此乎 

世 之 相 去 千有餘 年泥沙 日累而 水底 漸高海 波 日 退而洲 

五 百 九十 一 
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潴隨長 於 ッ是河 之距ぃ 海漸 遠海 之容ぃ 河 亦阻而 下流 停 

滯 之患胚 -1 胎于。 此矣且 昔 者 自レ洛 到 n 大坂， 其道經 n 飯 

盛 山 下， 出，， 四條 H, 或 由，， 野 田 福 島， 或 過，， 渡邊 橋， 今 

所，， 往來， 枚 方而下 迄，， 京 橋， 之 地方 舊皆汙 澤也天 正中 

築ニ隄 防， 以制ニ 河 道， 因爲 n 伏 見 大坂之 捷路， 於い 是水 

所 二 游蕩汙 揮 - 遂爲ニ 良田 1 至レ 若 n 城邑 富庶戶 ロ日增 _ 

塗-防 河 道, 各 起，, 舘舍, 侵， 1 占沮铷 一 以爲， 1 田圃， 地不 

レ 遺-川 澤之 分， 水不, 得，， 休 道 之 所， 其 迫 阨柬隘 如レ此 

河何以 得い 不ぃ淤 水何以 得い 不， レ溢 堤何以 得い 不ぃ 快宜乎 

後世 之 有- 水 患， 矣蹉 夫不ぃ 可，， 以 ^ 今復 P 古 固 也 雖レ然 

河 果不" 可い 治 乎 憂-, 民 之 憂， 者不ぃ 可い 不 T 審 n 時勢， 而 

®u 之 矣今此 役 大耍不 い 過，. 導い 滯 阻 疏，， 通 下流， 使 巾 

河水 直達 ぁ于ぃ 海而已 下流 旣疏則 水勢 自疾 水勢 疾則其 

所レ趨 積沙停 淤銜刷 刮蕩河 道 入い 地 日 深故洲 渚之當 

河 心， 而 遮い 流 或 二三 里 或 數百丈 者不ゾ 借，， 人力， 自崩自 

潰 所 V 謂 借い 水 攻ぃ沙 以ぃ水 治い 水 者 也 於い 是 昔年 浸潦之 

田 今 皆 成 n 沃饒之 地 ， 瀕河 民生 始 免，， 魚 鼈 ， 播 稱耕耨 各 

歸，， 其 業， 懼忻 交通 頌聲 満ぃ埜 不，, 特河 患弭， 而 南海 西 

海 諸道 漕 運 無，, a 稽， 舶艫銜 い 尾而入 誠國家 無い 疆之慶 

而生民 萬 世 之 利 也 振 古 未い 有，. 若， 是役 重大， 者よ 也 若 
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自レ非 T 大君 仁 恩 如い 天澤洽 n 下民 1 明斷 毅然 必行不 も 

凝 則 雖ぃ有 ニ智巧 謀略 之臣 ， 其 誰能效 Jg 哉 此洪化 之 所 

爲而 非，， 入力 之 所 n 能 及， 也以， 1 佚 道， 勞ッ民 則 民 勞而不 

レ怨 況此役 一展 二 募 貧困 之 人夫， 末，， 一 嘗 調，， 發 疲弊 之 民 丁， 

工費 仰，, 給 於，， 官庫， 未，， ,嘗 派，， 徵編戶 錢糧， 委任 旣專事 

不，， 中 制， 惠政 良法 盡 施，， 1 行 於，， 今日 不世之 大功 於レ是 

乎 立 矣較ニ 之 上古 ー不， 愧傳ニ 之 靑史： 有レ陬 嗚呼 盛 也 # 


幾 內治河 記 終 
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昔 者 先王 建い 國 造，， 都鄙， 經，， 田野， 制 爲，， 五畿 七道， 畿 

內 租入以 供，, 宗廟 百官 之 用， 焉 在レ 外 諸國則 任い 土 作 

レ W 以 實，， 王府之 儲蓄， 焉考乏 典籍， 七道 輸送 由，， 海路， 

而達い 京 者 三十 餘國風 候有レ 時駕漕 有,' 程 則 海運 之 政 

亦 有 二 從來， 久矣弟 世淳事 簡不レ 待レ轉 ，ー 漕 邊遠之 粟 一而 

國用 自足 焉降 逮，， 文治， 皇綱鈕 解 民 之 謳歌 者 漸轉向 

レ東而 關左之 地日以 隆盛 農兵 旣分用 費 多 端 當，， 是時， 

自レ非 一一 四方 之轉 輸,. 則 烏 能 得-人 給 家贍， 哉 诅漕運 之 法 

求 n 之 記傳， 不，， 少槩 見， 矣莫， 1 得 而考， 耳 及，， 鎌 倉 之 政 

.MM 一天 下 瓜 分列 國競 爭各據 レ險閉 レ耀以 一， 養 レ士强 一， 兵 

爲レ務 三百 餘年矣 其 安 遑，. 策，， 漕 運， 通 +有無 i 哉 及ミ吾 

東 照 大神君 撥， 亂 致い 治 定，， 鼎 江 城， 四海 星 拱 萬 國輻湊 

自，, 宗藩戚 里 通 侯 列 卿 ， 皆 在 ，, 邸 第， 相與 嫁娶而 况將士 

ェ賈雜 民 浮客聚 n 住 都 城， 生齒蕃 毓巧曆 莫，， 之 能 計， 則 

官民 糧餉 不レ 能, 不レ 仰ミ給 於，， 殊方ー 故 水陸 漕 運 之政實 

奥 羽： 淥 蓮 Si に 


爲 n 今日 之 要務， 矣江都 形勝 東南 瀕ぃ 海 沃野 彌望關 塞 

之 固 河 渠之利 天 造 地設故 西南 諸道 漕轉 絡繹舳 艫相銜 

未ミ曾 有，， 阻滯之 患， 矣第奧 羽 二 州 在，, 東北 邊要， 稻梁 

之蓄爲 n 天下 饒， 而 陸路 脩 曠已不 い 可- 榑輸 海運 亦迂， 

遠不ぃ 能，， 徑達 P 于江 都， 蓋 海路 未 レ習漕 策 有い 遺 故 功力 

雖レ勞 倉 儲 無い 益 奥州 形勢 接，， 界常 野， 邐迤 北去以 面，， 

東洋， 羽 州 接 二 其 背， 以抱ニ 北海， 遙與二 朝鮮， 對故 奥州 

運道經 n 東海， 羽 州 運道涉 n ^海， 其經ニ 東海， 者 漕 ニ下總 

州铫子 口， 自，， 铫子 口， 用 二 河 船， 装 運 入，， 利根 河， 抵，， 關 

宿， 下 二 行德 漕渠， 以達 n 于江 都， 其涉 n 北海， 者 漕 至，， 越 

前州敦 賀津， 自，, 敦賀, 駄，, 運 山中, 七十 里 出，, 江 州鹽津 

海津， 又 舟，， 運 湖上， 以 至，， 大津， 然而河 漕 陸運 備 極，， 艱 

辛， 勞費 最多 而漕利 未， レ 廣 近世 運 道奧船 經，, 上下 總邊 

海， 折而 抵，， 房 海， 抵 一 作い 循以 達い 于，， 江 都， 羽 船 涉，， 北 

陸 山陰 山陽 等道邊 海， 至，， 長 州， 折轉 經，， 淡 路迫門 或 阿 

波 鳴門， 又 出，， 南海， 抵 M 伊豆， 以 達い 于，， 江 都， 放 洋萬里 

波濤 險惡 石礁 島嶼 曲折 極 多 習 n 熟 經涉， 者蓥鮮 矣雲氣 

風 候 一 失 n 占視 1 覆 敗隨ぃ 之 人 穀倶沒 或 雖，， 船 僅存， 穀 

已投弃 其 所，， c 失 ， 固 多矣或 迴，， 避 風 濤之險 一 所在 棲 泊 

稽延經 い 年而始 達者 上 漏 下 濕穀巳 浥爛不 い 堪，， 一 以 充，， 官 
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倉 之 儲蓄 一 此不下 啻闕キ 取 一- 1 給 於 二 東北 一 之 便 上 傷 レ人毀 

レ船 累年 沈沒之 費不レ 可，, 勝算 , 深 爲，， 國家之 患 - 寬文十 

年 庚 戌 之 冬 募 下 求 能 習， 一海 運， 堪&^ 掌 n 漕 事， 者 h 都下 

有，， 河 村 瑞資- 以，， 智畧 明敏， 爲，， 衆所ジ 推 國家簡 命- 1 端 

賢， 掌， 1 海運 事， 先 令い 漕 二 奥州 信 夫 郡 桑 折 柳 川 及 福 島 

等處官 糧數萬 石， 以 試，， 其方 略 如 P 何 瑞贊受 い 命 以爲漕 

運 事 固 難 矣雖ぃ 然夏艦 蠻舶泛 い 海 鬻者雖 n 僻 壊 遐陬， 片 

帆 直 指 無い 所い 不ぃ 至 則 我 東北 海運 亦 無，， 不レ 可い 通 之 

理， ffi 便利 未い 獲而 宿弊 罔い 除 漕 運不ぃ 廣意 坐い 此故耳 

因 周 詢博謀 便 知，， 其繇， 在 ァ不ぃ 擇，， 船隻， 領駕 非い 人 風 

汎不み 得 レ候而 巳 先レ是 漕- 運 奥州 官糧 一 皆 一 展ニ 募 商船， 

送，， 納江 都， 官司將 い 僦，， 運 船， 先設ッ 衆 商 投レ書 

吿，， 各 欲， レ 得，， 脚價 若干， 官吏 公 同發ぃ 詬 撿視而 擇，， 價最 

下 者， 取-其 甘 結， 委 令，, 装 運， 好 商 貧 レ利賤 へ 價轉， a 船 

隻- 召， 1 募 水夫， 故 癒， 二展 募， 者 率 貧乏 船 戶船隻 脆 薄 什 

物 不ぃ完 運 夫 亦 烏 合 無 賴之徒 僥倖 牟ぃ 利不ぃ 憂，， 事之濟 

否 ， 無 レ量ニ 船 之 勝 P 載而重 裝以貪 一. 遇 二 風濤， 輙不レ 免 二 

沈溺， 海述自 有，， 風 汎ー乘 レ之則 去 來無レ 虞 彼 汲汲 貪， 利 

船 戶運夫 徒 欲， - 往復 數囘多 得，， 脚價， 而不ぃ 知，， 夭 時 之 

不 レ可レ 逆風 潮 之 不，， 可. レ冒 動輙遭 n 暴風， 覆敗不 ぃ旋. レ踵 
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假饒僅 免船已 破損 非 vg= 修理， 不ぃ 可，, 再 發洋， 是欲 

レ速而 愈 致 二 停滯， 也 或 託，， 言 漂 溺ー侵 一, 盜官 糧， 者 不レ能 

無 レ於ニ 其 間， 宜乎漕 運 難い 通 t 失 歲多矣 爲，, 今 之 計， 

莫レ若 &&ニ 取 船 隻完堅 者， 量，， 定装載 程 則， 召，， 募 運 

夫 ， 必 選.' 習，， 練 海道， 者よ 優 二 給 脚價， 以 鼓-其 銳志 ， 而 

^FE^-^V  &s  寺 ft 幾 s 軍 一、 海洋 每レ至 一一 夏 月-有,， 周 

哲下 fe^lp 一 スゼ？,  .NS:.M1^ 楛 13 天 氣不レ 暴變雲 不レ起 晴霽 

纖和之 ま 方 可，. 保 n 萬 全 ， 而無 k 溺之 患.， 焉瑞賢 先遣，. 

手下 一 有，， 才幹， 者， feK 自，， 江 都， 蹈，， 視 通運 海道 泊 舟 港 

灣 一至 ツ子 n 荒濱， 而 巡，， 撿官ま 所い 在 水 次 遠近， 逐 一 畫 

圖貼レ 說具ッ 册 報知 於い 是 地域 體勢漕 道 便 要 及 轉搬發 

運 之 方 畧坐而 得" 之遂 條 上 建" 譏 曰 凡 漕 運船隻 須.. 

選 n 僦 商船 _ 各 給，， 官幟， 表-之 不ミ 必 造，， 官船 ， 運 夫須レ 

一展 了强幹 精練 能慣 n 漕 道， 者 ± 不-, 必 差-, 發官丁  ， 如-信 夫 

郡 官糧， 自，， 阿武隈 河， 以，， 河 船， 裝運百 八十 里 至レ于 ，， 

荒濱， 此 係，， 松 平 陸奧守 封內， 自，， 荒濱， 接 二 兌 海 船 t 起 

運 向-西南 一往 抵 n 房 州， 自，, 房 州， 不ぃ 由， 1 故 道， 折轉直 

南 趨，， 相 州 三 崎 豆 州 下田 等 港， 又 候，， 西南 風， 然後 囘，， 

船首， 以入 n 江 都 海灣， 其途程 有， 1 奥州 平 形 常 州 中湊下 

下 總州铫 子 口 房 州 古湊 等處， 爲-運 船 必經之 港 次- 此 

等處所 並置，， 立務 場， 令い 査，， 驗各船 駕運遲 速 漕夫勸 


惰， 倘 或覆溺 破損 等 船隻& 行 ニ驗撿  > 勘- 1 窮情 偽-或 奸 

徒 在 二 停泊 處所  >  私 買，， 糧米 貨物 - 搭載 以圖 n 交易 之 利 - 

者孥 問痛懲 運 船 在- 1 中途， 暴 臌濤- 沈，. 沒官糧 よ 就 

吿，， 隨近務 場 ， 者 火 速 徵二發 本 地 丁 男-其 可 n 模而 出， 者 

悉レカ 出， 之霑^ 浥 腐者卽 就い 地 糴散具 レ數遞 報 谷 船 所 

レ竪標 幟 海 隅 僻遠 之 民恐不 3 遽得ニ 識認， 乞 下行 諭 4  口 河 

道幷 沿海 地方 官民  >  通知 若 有，， 緩急 ， f 速 * 戮， 力 救 

護， 伏 乞 准， 譏 施行 國家 可- 1 其議 - 悉從ぃ 之 乃堂老 剳-付 

傍 海郡縣 有司， 云 東海 官運命 二 河 村 瑞資， 掌い 之 令- 1 沿 

途港次 各 設，， 務場 - 聽ァ 瑞資自 置，， 手下 人 役 ， 盤 査± 凡 遇 

ヅ 有，， 運 船漂溺 者， 所在 在官 民速發 n 丁 夫， 救護 而便報 n 

知隨近 地方 務場 一切 恐 無， 由 一， 辨認ー 爲レ 此頒ニ 給 運 船 

所 レ竪標 幟 一 箇， f 官民 照レ 檨 爲ーレ 記 其 傍 海 商 民 勿 下 

將ニ 穀麥， 與ニ連 船， 私自 貿易， 凡 運 船 所レ到 沿海 一 帶居 

民 及 漁 戶竈丁 宜，， 務看 護， 勿，， 敢銜犯  >  旣而瑞 贊差ミ 手 

下人 役 子- 平 形 中 湊铫子 口 古湊 等處， 雇，， 募 伊勢 尾 張 

紀伊等 州 商船， 以 充，， 公用， 此等 商船 常 載，， 私貨， 往來貿 

易 故 打 造不ぃ 惜，， 工費， 堅 完堪ぃ 用 其 船 夫 慣，， 知 海道， 能 

諳，， 風 候 一驚 使 精練 不一 ー敢 侵， 險行 一， 危 船與， レ人皆 非 一一 ー侘州 

之 所，， 能 比， 矣故另 厚い 値 募 _展 着い 令 上 緊漕運 耍以ヨ 萬 全 

鰂翁 海運 館 


而 無，， 疎 失， 蓋 船 夫 家 有，， 妻孥， 行 有，， 食糧， 程 途往來 

爲レ日 巳 多 倘脚儍 太 薄 則 生計 不.， 贍非爲 之 心 由い 是以 

生 今 優 二 給 脚 慣ー使 一， 之 私用 無 一 レ窘則 人心 鼓舞 樂趨ニ 差 

役 ， 爭自 効い 力 慎 守 ，， 約束 ， 而 無二 欺紿 ， 焉此 所， 謂 論ニ大 

計， ま不ぃ 惜，， 小 費 ， 而不ぃ 欲， 速 而自速 者 也 旣而將 二 應 

レ募船 隻ー逐 一 點檢因 與レ之 約束 曰 凡 海舶國 家已有 一一 一 

定法 令， 汝輩固 所，， 遵守，. 今另設 n 立法 制， 汝 輩耍緊 

行 勿い 有 二 犯 違， 一 各 船 量- 1 定 勝い 載 石 數>  除 「4sn 載 嫫« 

檣 櫓 等 什 具 幷程途 該ぃ用 食糧 薪水 等 物件， 在 も 內之外 

装，， 載 官糧， 以ア樑 頭 下 去，， 水面， 六寸 i 爲い 率裝完 而後 

請 n 所在 該管 官吏 1 檢視 一 各 船該ニ 自備， 食糧 聽 T 就，， 水 

次務 場， 買辨 i 須 T 計，， 算程 途應 レ用糧 米， 稍 加，， 贏餘， 

几： レ數吿 請 照，， 時 估 ， 買 取よ 一 各船須 Y 先 將，， 官糧 ， 装完 

却 將，， 私糧， 搭載よ 一 各 船 若 遇，， 暴風， = 勢已 危急 不レ能 

レ 不ぃ剝 ニ減糧 米- 則須 T 先將 n 上面 所い 载私糧 ， 投棄よ 猶 

未 レ可ッ 免 則 再將ニ 官糧 ， 漸次 投棄 風定 後要將 n 剝減訖 

糧米 一明 白 具い 數開寫 吿ニ報 所 在官 司, 請レ給 一一 保 票- 一 

各 船 若 有，. 守， 一風 潮 一 停，. 泊 港灣ょ 不レ許 一一 纖芥 自レ岸 搭載 

自レ船 下 卸.， 一 各 船 漕 到，， 江 都- 未- 1 完 卸こ納 官糧- 不 

Z 許，. 擅 將-, 羡餘私 糧-先 卸 及 驩賣ょ 一 各 船 在 n 洋中及 港 
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, 貌-1 專レ 心愼ニ 火燭- 切禁- 諸 色 賭博 一 慎い 之 法 旣布行 

各 船 皆欣々 然せき 色， 蓋 使ョ 食糧 有- 1 餘剩 I 到い 于， 1 江 

都 ， 變賣則 得 nS 價 ， 外更收 n 餘利 ， 故 也 明年 辛亥 春 差 n 

發各 船， 駕 至，, 奥州 荒濱， 三月 瑞寶去 二 荒濱, 躬 自董督 

將，， 信 夫郡粮 米， 起發 下，， 河遒， 停，， 積 荒濱水 次， 海 船 亦 

會 m 集 荒濱， 不二 敢後 P 期 乃 節 級 装 n 載 海 船 ， 而候 n 風 訊 

順 和， 出い 洋發運 五月 瑞賢 發，， 荒濱， 按ァ視 運 船 該ぃ經 沿 

海ー帶 建，， 置務 場， 港 次 等 處ょ而 還， 1 江 都， 凡 海 船 起 運 

則 荒 濱務場 人 役 卽便開 具 船頭 某領 n 駕船 隻， 某日 時 起 

發差ニ 脚力， 飛 m 報 平形務 場， 以レ 次遞， 1 報吿務 場， 令， 1 盤 

驗 e 察 1 各船旣 受，， 實惠， 衆 心欣戴 鼓舞 之 下 無い 不レ効 

. カ故潸 g 無二 稍； g 之累， 愼守 n 官物， 不，， 毫 有，， 所，， 違犯- 

秋 七月 悉送 n 江 都， 交 卸^ 海路 一 千 五 百風濤 之險不 

レ爲， レ不， レ遠而 無，， 升 斗 之闕， 焉 大事 之濟 神速 如い 斯未ニ 之 

^聞 一 核 一一 其ェ费 一之 減 "於，， 舊時， 自レ是 而後 漕 政 一 新 

而： S,i 便 捻， 堂老特 加，, 嘉獎， 厥 後 令， 1 福 島 官吏， 每歲 

照 二 依 瑞^ 法制， 漕，， 運 官糧， 尋有ニ 北 運 之 命， 壬 子 之歲 

又 起，， 羽 州 漕 事， 瑞賢謂 羽 州 在，， 東北 隅， 最 爲，， 邊遠， 其 

漕 道 涉，， 北海， 轉 過，， 迫 門 裏， 經，， 南海， 達い 于， 1 江 都， 迂 

囘遙遠 八 千餘里 環- 1 六十 州邊 海， 殆 一 周 矣其間 歷レ險 


  I 五. J5, 九 ま 

冒 レ危不 vSn 幾 所 1 濟運之 策 不：. 可い 不， 1 深長 思， 也 乃 

遣，， 人 備讃等 州 r 訪 n 問 傍 海 居 民， 至 n 漁 戶鹽丁  ， 其 漕 道 

利害 島嶼 險艱 港灣便 耍徧採 窮搜逐 一 開 寫囘報 又 遣，， 

人 羽 州 酒 田， 驗 n 釉浦 形勢， 是乃海 船 始發之 港口 而區畫 

措 蘆 宜，， 預講， 之處也 因將， 1 谷處遞 報， 叁伍料 堙 而經略 

處分悉 有，， 條理， 遂呈 ，譏 曰 北 運 海路 窵遠 潮汐 險惡亦 非" 

東海 一 帶之 比， 船 隻須ァ 要 一展 # 寡 習 n 慣 北海 風潮-者，， 

若- 讃州鹽 飽直島 備前州 日 比 浦 攝州傳 法 河 邊脇濱 等 

處 船隻， 皆 可 二 充用， 鹽飽船 隻特完 堅 精 好 非，， 侘州 可， 

レ視其 駕使鄕 民 亦 淳朴 不ッ譎 宜，， 特多 取， 焉 如，， 尾 勢 等 州 

船隻， 則雜 一展 以取レ 足い 數 可也 先い 是 最上 郡 官糧以 = 河 

船 ， 漕，， 最上 河 ， 至 二 酒 田， 僦，， 商 民場屋 ， 收貯再 分載， 一 小 

舟， 撑，， 出 河口， 接，， 装 海 船， 其 河 船脚價 派，， 徵 所在 納 

民 若 二重 課， 乞. 一 切 免.， 之 自ぃ今 而後 官給 n 河 運 脚 

費， 官倉多 在 n 河 之 上流， 故 上流 船 戶應ぃ 寡 者 常 多而下 

流 船 戶不い 得.， 與ぃ 慵 富者 益富而 貧者 益 貧宜ぃ 下流 

船 隻遡至 n 官倉所 レ在水 次， 與 n 上流 船隻， 平分 載 運よ 便 

沿 河 一 帶船戶 均 得，， 雇價之 利， 不，, 特 爲，， 邮？ 船 戸船戶 

均 富 則 造 レ船完 堅 且多皆 足，， ，以 充，， 公用， 也 運 船 所い 經沿 

河 縣邑乞 下，， 行該レ 轄各 官民， 令-用 レ 意 看護 一 無レ 得 


レ 停ニ滯 其官糧 - 運 到 二 酒 田 一 者已係 ニ官物 - 不レ合 レ收二 積 

小 民 之 私 場， 且或 不虞 之 災不ぃ 可い 不 Ji 宜.. 擇，， 海涯便 

要處， 起，， 蓋 倉圈， 以收貯 よ 酒田是 係-, 酒 井左衞 門尉領 

內， 故 將，, 官糧， 寄， -1 頓起發 於， 一 此 之 間， 官命 二 左衞門 

尉一 管 護 及 H 分載 出 二 河口， 又 令 7 發 n 丁 夫 船 隻_ 挽 引 護 

送よ 其 勞費居 多 領內吏 民 甚困乞 自ぃ今 而後 官給，, 脚惯， 

海船自 n!g 浦， 開.， 洋各 給，， 官幟， 等 項 並 如，， 東海 運 船 事 

例， 先い 是 北陸 海道 諸 港 有，： 稅 n 運 船-去 處船夫 無知 唯 

免 レ稅之 計不ぃ 泊- 1 此等港 次 1 併い 程 兼行 不 ^ 遑.. 占，， 視風 

候， 以進 止.， 勸輙 中途 遇， 風 覆 敗 自：. 今 而後 令，， 所在 港 

次， 莫^^ 稅，， 官運 船隻， 志 州 鳥 羽 港口 菅島 附近 數十 

里 之 間 巨石 盤，， 1 結于， 1 波 底， 運 船 常 於，, 風雨 昏黑 時候， 

往 々 牴觸 破碎乞 就-島 上 山 P 每ぃ 夜擧， 1 烽火 - 使 H. 航， 海 

者 辨，， 認方 所， 以得 # 廼 避よ 焉酒田 釉浦及 沿 途澳港 如，， 

佐 州 小 木 能 州 福 浦 但州柴 山 石 州 湯津長 州下關 攝州大 

坂 紀州大 島 勢 州 萬 坐 志 州 畔乘豆 州 下田 等處 ， 乞 務 

場  察糧船 1 一 如- 1. 東海 運 道， 其 諭 u 吿 沿海 地方官 

民 一 通知 亦 乞 如， 1 東海 事例 ， 爲，， 國大計 ， 不ぃ 憚-, 劬勞， 今 

欲レ 開，， 通 漕 運， 非，， 親驗 蹈視， 何從而 得，， 區畫 周密， 哉 

mj 乞衰弊 之餘敢 胃，， 風 ，巡-, 察 | ぎ 一^: 必經之 地方， 

臭^ 糝連れ 


各 因，， 便宜， 委曲 設ぃ 法使レ 無，, 滯礙， 若，, 肥 前 州 長 崎， 

雖レ 非-, 運 船 經由之 地， 而華夷 商 舶聚舶 之 處西海 一 都 

會也若 去 訪問 必 有：. 裨 い 於-吾 漕 運 之 策， 乞 得，, 一 巡歷， 

閱，， 視 物情， 伏 乞准議 施行 國家 可， 「其議， 悉從レ 之 乃 堂 

老 剳，， 付 豆 州 下田 相 州 走 水 三 崎 等 處海閼 泉 州 堺相州 

山 田等處 有司 及 東海 南海 北陸 山陰 山陽 等道瀕 海諸國 

該管列 侯 有司， 令.. 漕 船 所い 至務 加，， 保護， 一 如+ 東海 官 

蓮 事例よ 又 移，， 行大坂 町奉行， 官運船 隻行經 各 處澳港 

不, 許レ稅 ーー官 糧， 或 恐 港口 吏 民以ー 一 其 無 一， 利レ 於い 己慢 

不レ經 い 心 使- 1 漕舶 致-, 遲滯 - 不ぃ 便須， 1 要 切緊暸 望， 遇 

レ有ニ 官船來 到 一 盡レカ 看護 不 ^ 可-一 敢忽ー 其 不レ干 二 漕 道- 

地方 瀕海各 國亦須 S 常戒ニ 轄內吏 民-若 遇^？ 官船 被，， 

暴風 漂 到， 者 ±須_ -, 要務 加，， 極 ^ 作 護， 凡瀕 海列國 之邸舍 


在 II 大 坂-者 宜 T 召 一一 管邸官 I 頒 -1 行 新 令 


-- 一行 


各國官 


民， 遵照 奉行よ 於い 是瑞資 分-, 遣 手下 人 役 於，， 沿途港 次， 

置 二 立務場 一 十四 所， 令- 1 相聯 接聲應 點，， 勘 運 船， 志 州 

菅島 蓋- 1 造土屋 於，， 白 崎 山 半 腹， 就い 山 採-薪 柴， 積 レ于， ： 

屋下ー 毎レ夜 擧レ烽 以从示 一一 方 所 一 其 置 レ烽依 レ于ー1 山 半， 

則 火 氣掩， 1 映靑 壁， 光 焰不， 1 敢漫, 能 使，， 遠瞭 望， 比ァ 擧，, 

之 峰頭 ， 者よ 勝 遠 矣其蓋 n 土屋， 以 避-, 風雨 ， 也 長 州下關 

m 百. 5« 七 


奥 羽 海 迷^ 

海中 有 n 石磁， 海 船 觸ぃ之 便 致，， 敗 毀 一故委 n 務場人 役， 

常備，， 嚮^ 小舟， 指，， 引 速 船， 以 廻，， 避危 礁， 旣而募 二 一展 

讃備攝 等 州 商 民 私 船 完竪堪 い 用 者 若干， 布 二 行 法令， 一 

如 n 東海 官運 事例-因 將，， 各 船， 編 號如ニ 行 伍 法， 使，， 險 

難 相 救 姦惡相 匡て 每歲 春分 前後 必 有，， 暴風， 自ぃ西 ^1 

|^|& 北風 海ノ 各 船 宜^^ 此 節- 而始 開み 洋故與 二 之 行 

期， 凡 各 處船隻 須.. 限，， 二月 晦日， 起發 ±駕 至， 一長 州 下關， 

報 二 知 務場人 役， 而後 投，， 集 酒 , 聽 候莫ァ 敢踰 限遲慢 

後 巾 装 運 之 期，, 因 告示 曰 長 州 海 士瀨數 里 之 間 暗 沙伏石 

交 列 iS 鋪水浇 潮^ 易い 於レ閣 レ船愼 勿，， 以，, 其 搓徑， 僥倖 

涉， 瀨上 ±春 三月 瑞贊發 江 都， 到，， 酒 田， 運 船 亦 不レ後 

レ期悉 會，, 釉浦， 乃 督ニ發 人 役， 時 最上 郡 官糧節 次 河 運 

出 積，， 酒 田， 轉 ニ搬釉 浦， 裝 n 載 海 船， 凡 若于石 限，， 夏 五 

月 - 次第 起 運 於い 是瑞 資發 n 酒 田， 巡 ニ訪沿 海諸國 ， 歷，， 

桉 谷港務 場， 週， ；閱 北陸 道， 歷，， 山陰 道， 出，, 山陽 道， 至，, 

長 州 下關， 駕レ船 渡 ビ酒由 一一 西 海道， 詣 一一 肥 前 州 長 崎 一又 

返，， ^州， 歴， 觀防藝 備播等 州 海路， 抵，， 櫞州大 坂， 捨 

レ船從 い 陸 出，， 京師 ， 經 n 東海道 1 S 二 江 都， 海陸 行程 九 千 

三百 里 M 涉之 勞可レ 謂い 勤矣秋 七月 運 船 鱗 次 相踵而 

達い 于，， 江 都， 交 卸 曾 無，， 隻 船斗糧 ffi 敗 沈溺， 焉柬海 北 


五 百 九十 A 

海 自ぃ古 以，, 遭運梗 難， 爲ぃ 患者 於い 是乎 開通 漕 政淸肅 

宿弊 盡革豈 唯 足 Z 供ョ給 於，， 一 時， 復 將ぃ濟 S 國計 於，， 無 

窮， 瑞寶雨 沐風梳 足迹殆 遍，， 四裔， 爲，， 國家， 遨ニ 赤心； 

以 建-大計 1 可 J ，忠矣 國家特 慰，, 勞之， 賜以 n 三千 金， 

嗣レ是 之 後 奧羽ー 一州 運糧 分，， 委 官吏， 管掌 一 皆 照，， 侬瑞 

賢 置 立法 制, 永 爲，, 定規, 瑞賢 白い 官曰奧 羽 1 一州 漕 運 沿 

途港次 該ニ侬 泊， 處所 合^ i こ 務場， 者 1 十四 宜ァ各 就，， 

其 地, 勾 二 選 吏 役 1 量 ゥ給月 糧ょ常 州 在，， 務 場， 管，， S 漕 

事 一 不ヨ 啻換， 1 監官 運， 凡 四方 商舶亦 有い 所，， 畏憚 ， 不レ 

得 ョ敢恣 二奸詐 1 官從ぃ 之 各 港務場 並置，， 夫役 ， 隸 ニ該于 

地方 各刺史 統轄， 若，， 1 下關 備，， 設 嚮導 小舟， 命，， 毛 利 甲 

斐守 ， 白 崎 山 烽燧內 藤 飛騵守 令，， 永遠 莫，， 有 こ 廢歇 ， 志 

州 海爲ァ 自，， 大坂 ， 趨，， 江 都， 船 隻必經 之耍銜 ± 故 烽燧之 

設 匪，， 一 趣 爲ニ官 運 便利 1 凡 諸道 商船 往來皆 得，， 由い 是取 u 

途其 利 澤所レ 逮實廣 矣夫漕 道 脩 阻 風潮 險惡 自ぃ 古 未 

有 二 如 レ此 之甚， 經涉 曰久 水火 隱盜之 患不レ 能レ保 一一 其必 

無， 焉而 今數萬 米 SS 無，， 升 合 之 枕， 無，， 缺耗之 弊， 三餘 

月而 達者 何 也 E#: 巳哳 宿弊 盡除而 明，， 法令， 體，； 人情, 

S  二 下民， 防 n 奸僞， 委曲 設ぃ 法寬 簡易，， 從順， 民 丁 水夫 

霑濡優 給^ 被 二 實惠， 人 思，， 自效， 不 い 待，, 督責， 而能 娲，， 


其 力， 不，， 敢欺妄 -故向 之曠年 猶不ぃ 能二濟 運-者 時月而 

至 矣漕運 之 策 可い 不 __1 熟爲二 之講， 哉 大抵 奥 羽 等 州 僻- 1 

在 東北， 土 喊而民 稀 稻梁常 有い 餘而 籍賤 貨財 或 未レ贍 

而價责 如，， 西南 諸國， 人 衆 而地不 Z 廣都 會城邑 相望羅 

四民 輻湊 浮 食 者 多 土 地 之 出 不ぃ足 S 以給ニ 其 人 - 不 

レ免， -必資 ，1 轉運之 給- 以爲， -養也 如 今 奧羽漕 策 一 定則 

不 H 但行 -1 之 官糧， 凡 東北 藩 府侯國 欲，' 以-- 有餘之 粟- 

，鮰 於，， 他 邦， 者 皆 由，， 官運 程途， 照，， 依 見 行成 規， 絡 

"一 送以 得に 易，， 貨贿， • 而國 以周贍 有無 相濟 彼此 相資 

國家 之 利奠ぃ 善 焉况瀕 海 諸 國 商船 市舶涉 海販 ！p£ 者 

有 レ所ニ 準 式 一 tt* 不 レ阻雖 n 窮鄕絕 域 一 蔑い 所い 不レ 至焉 

積貯， 優ニ瞻 於，， 上 交易 博 二通 於 一， 下 能 使- i 天下 食貨 無- 1 

甚 賤甚贵 之 地 一 獨漕運 之 功 爲ぃ多 矣是國 家 修，： 擧漕 政， 

以 安-萬 民， 之 意 也 傳云其 人 存則其 政擧上 有- 1 憂 レ民濟 

像 衆 之盛德 ， 下必 有，， 陳ぃ カ裨ぃ 治之臣 - 而能 得" 整，， 钸泰 

平之壽 域， 也 圃家昇 平 H 久 良法 善政 相 繼而興 獨漕運 

之 籌闕焉 方今 廣募旁 求 汲々 間- 1 海運 之 策- 旣而 擇レ衆 

擧レ人 則專委 以責ニ 成功- 而弗ニ 自レ 上 掣ーレ 肘 故 承 レ命者 

能 得，. 專 施，， 智計， 以開ゥ 無窮 之 利. M 福舴億 萬 年 之 基本 

於 レ是乎 益 固矣諒 千載 一 時而 天下 幸甚 鳴 呼 盛 哉 

奥 牙 海運 ， 


奥 羽 海運 記 


五十 四郡考 


五十 四郡考 補遺 序 

鄕庄名 保、 古昔 分レ地 建い 名、 各 相 統屬、 亦廢 而不レ 用、 

於乂 「槩 乎不レ 可， fe 識- 也、 夫 旣廢矣 、不 -fe 得 索- 而可 

也、 き麵 r 至： 國與 P 郡、 連-へ 旦 古今 i 損 同異 有レ 之、 改 

革 則 無い 有 也、 方今 樹ぃ侯 治い 地、 非い 若 n 古國 置い 守、 郡 

立レ 司、 租稅 於い 是乎徵 、兵役 於い 是 乎出ハ 亦 制度 典故、 

所レ 係之大 者、 當 T 以窮 -1 同異： 正 n 舛差？ 有 * 一  定之名 h 

而不ぃ 可 S 諉以， 1 年代 遼遠、 文獻 無，， 徵也、 如-" 我 陸奧： 延 

袤 濶大、 深山 巨 海、 依い 中遶ぃ 邊、 境界 錯糅、 始 建-三 

十六 郡： 增 至，， 五十 四 郡？ 名 號繁稠 、書史 所い 載、 同異 非 

ゾ 一 、挂漏 分 合、 致い 難，， 遽考 T 向者閡 -1 白 石 氏 有-, 五十 四 

郡考： 欲 K. 得- 1 其 書- 而見. U 之、 雖- 博求ジ 之 未い 得、 於レ是 

予 意-亡 佚不 存也、 乃 有" 志い 於 n 編集？ 每ぃ見 T 事之預 二 

陸奧， 者 や 必捃摭 抄錄、 殆歷 -1 ニ紀： 我 業 欲- 1 略 成 ジ緖、 而 

偶 得，， 1 此書 於，, 仙 臺影田 良 作 許？ 白 石 氏 之 於，, 著述, 也、 

旣富而 多、 又必 得，， 體耍？ 故 讀書之 家多藏 Z 之、 而此書 

玉 十四 邪考 


則已！ j 僅存、 間 又 有，， 差 謬？ 釜猶 稿本 也、 然今其 書見 

出、 我復 別作レ 之、 則 將^？ 奪，， 其 美： 而椋 n 其 功， 者い 若 

就論レ 之、 則 恐 似 T 摘，， 其 * 瑕： 彈巾 其 所 も 短、 遲 疑久不 

レ決、 源 義和践 n 此書， 曰、 白 石 氏 之 成 fer 南 境 者、 用 二 

會津 向井 氏 之說？ 北邊 者、 取 n 南部 田 某 之考？ 中 郡 一 

據，， 不佞之 所 ジ吿、 由い 此觀ぃ 之、 白 石 氏 之 意 可 レ知已 、如 

使-; 予生 在，， 其 時： 則必將 ョ 聽レ吿 救 二 其 失-也、 因敢 作- 

補 造： 附，， 書 注 問： 使- 1 饋耆 者- 考焉雖 y 然、 郾 道元 之 注 n 

水經ハ 人心 猶不ぃ 慊ぃ於 n 南國？ 有 明 一 統志之 編、 稱レ不 

レ 勝.， 計，， 疎脫？ 則 地理 之 成 書、 其 亦 實難矣 哉、 文政 壬 午 

四月 下浣 、奥州 白 河廣瀨 典識、 


五十 四 郡 孝 


. -京  ：vr 


我 陸 *、 乃 靖蜓洲 之 大國、 而於 n 異邦 之 書： 亦 所 ぃ誚 稱，， 

柬與 州， 者、 其名尤 著明 也、 然其國 僻 二 在 甸服遐 荒 之 

地 ハ而距 こ 帝 S 〖亦 大邈 遠矣、 是以 上古 之 世、 風化 殆 

不レ 及、^ 氣稍 難い 變、 且 往古 與ニ 毛 人 蝦夷？ 同處雜 居、 

おむ，， 文字；. 拙，， 筆硯ハ 故 詳記 二 地理 山川 ハ 而 備，, 世 之 使 

S 一  者鉴尠 也、 矧 其際經 一一 于戈戰 鬪；' 而罹こ 風塵 兵燹 一 

者、 幾許 哉、 是以 無；，， 文.： M 可，， 以徵， 焉、 相傳 文治 中、 賴 

朝^ 征、 泰衡自 焚，， 倉^: 而 古書 傳記、 頓拂レ 地、 雖？ 有，， 

實俊實 行 兄弟 者 (性 特；， ； 出 于，, 記覽？ 仍 蒙い 旨、 暗 ニ識東 

奥 郡 縣鄕： 而無 n 遺漏 ， 矣、 時 輩 推 * 彼强 識ハ然 年代 悠 

遠、 其 寄 亦 不レ傳 、尤 可い 惜、 爾後 寥平 無，， 其 人 ， 也 、義和 

逢，， 此阈： 幸讀 Z 書、 才 識，， 文字： 仍 自，， 壯歲： 欲 A 偏 蹈，， 土 

地？ 而 視，， 山川 河海ハ 辨，， 其方 隅 ？ 記. - 其 地理よ 焉、 故每 

レ 涉，， 獵 必 舉，， 其 事實： 經，， 歷郡縣 ：必 問，， 其 風土： 

視聴 之 所 レ觸、 足跡 之所レ 過、 多年 纂輯 記錄、 以爲， ー觀迹 


聞 老志ハ 其 中 名 區勝槪 、故事 來由、 無 ^ 不，， 收載， 焉、 去 

年 幸 蒙ニ嚴 命： 謄 寫有レ 曰、 以進 ，, 呈之： 入，, 書庫： 可ビ 謂，, 

多年 之 成功 已達， 矣、 因 知 自い古 稱，, 其 郡， 者、 以，, 五十 

有四區 ー說レ 之、 原 一一： 其所レ 出 名目： 始見レ 于， 一源 順 和名 

鈔 T 其事實 往往 見い 于，, 國史ハ 而其際 沿革 分屬亦 多、 又 

考 -1 拾 芥抄等 所，， 载、 其 數亦有 n 多 異同 之不， ， 齊、 11^: 

I 一  然則其 加 損 斟酌 之說、 不レ 可レ 不レ 詳也、 P 一  其 人， 

而不ぃ 得焉、 是以 義和嘗 逞，, 參考 思索 之カハ 而聊 得，, 大 

要 1 矣、 又 去 春 江 源 使 君 白 石 公 送レ 書、 以 問，, 其 事： 義 

和 以レ所 ド考而 層舉ー 一 答 之ハ： 於ぃ是 交互 演繹、 而 自著 一一 奥 

州 五十 四郡考 一 編： 其 巾 多 擧，， 義 和說， 以證焉 、無い 容ミ 

些 私意 于， 一 其 間 一也、 可レ 謂 下 至 公 而不レ 耻，, 下問 一之 君 

子よ 也、 其後寫 ，， 一 本： 以 寄，， 之賀州 太守 從 三位 宰相 綱 

紀君？ 不レ堪 ，， 欣慰 T 令 一一 侍臣寫 一， 之、 以復 -ー于 ，， 江戶： 仍客 

歲中冬 二十日、 使 君 手書、 忽 落，， 几 窓： 披レ之 則 曰、 此 一 

S 書、 向所 ン呈ぃ 于，， 賀州， 者、 如 今 示，， 之 足下 ハ嗚 乎義和 

不 レ虞而 得，, 好 書？ 實天幸 哉、 想 夫非ヨ 一 時 淸翫之 悅，, 其 

目ハ 而廼 奥州 千載 之至寶 也、 然 老病 不快、 頃 稍 得，, 穩 

當： 故 別 附，， 向所 レ考 所い 答 之 數說： 併^,, 一  卷， 作い 序以 

述 -1 其 始末： 新 加，， 修钸 T 以 備，, 吾 家 珍： 一 則 感，， 使 君 之 


無,， 私、 一 則 喜 n 此之慧 賜 (以永 傳，, 之 後嗣， 矣 他日 有識 

者、 用-, 之 朝廷： 則豈小 補而已 哉、 旋 及，， 天下： 則 益 二 我 

之 W 光 ハ而是 亦 不朽 之 盛事 也 、具眼 者 察, 之、 

享保八 年 癸 卯 夏 戊 {sfH  、五城 老ほ 源義和 謹. が、 

序 中 所 ビ謂義 和以ニ 向所 レ考 所ーレ 答、 宪爲 一一 附錄- 者、 其 

事已爲 ，，： お 石 氏 所，， 採用： 其辭 g 蕪而 不- 修、 是故今 

削 去不， 取、 雖 Z 然微ニ 義和： 則 A 石 氏 之考、 必不レ 能 

レ成其 功 則不レ 可レ沒 也、 廣瀨 典識、 


五十. 四 邯考  ^i. 


五十 四郡考 


五十 四郡考 

東都 新 井 君 美 著 

陸奧 廣瀨曲 補 遣 

東 陸 州 郡、 建 置 沿革、 無 レ得レ 詳焉、 世 之 所 レ稱、 以爲ニ 五 

十四 郡？ 而古有 n 三十 五 郡？ 

補 遣 云、 古書 具 載 一一 郡 名： 可 レ爲， 證者、 今 世 唯 有， 一延 

喜 式 民 部 省， 耳、 本文 亦 據，， 民 部 省， 而 云爾 也、 然古 

書歷， 一 亂世； 蠹簡朽 策、 潜，， 在 神庫佛 宇： 幸 不，， {J 盡： 

&傳 n 治世： 而 被，， 貴重？ 故 校合 力 疎、 脫誤極 多、 慮不 

ヅ及 レ此、 而 遽信レ 之、 其 不レ襲 二 紕綴ー 者 幾 希、 余嘗閲 一, 

延喜式 民 部 省 所 P 載、 固 止，， 三十 五 郡， 耳、 神祇 伯篇 

所レ主 、在^? 神 名？ 苟 無二 其 神； 則 郡 名 不，， 徒錄： 是 

以所 レ收及 二三 十二 郡： 乃 取，, 二 編 r 一 一  譽對、 P 

斯波郡 於，， 民 部 名所い 載 之 外； 然則延 喜 時、 實 有，， 三 

十六 郡？ 而後 世 刊本民 部 省 脫，， 斯波 郡？ 而 不，， 自覺， 

也、 白 石 氏 承 n 觀迹閡 老志之 猝斷 以爲， ニニ 十五 

郡？ 大綱 已失、 所，， 以下 文不ジ 免，， 强解， 者、 亦 爲ぃ多 也、 
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於レ今 亦稱， 1 五十一 一郡 T 其說 皆不レ 合、 

補遺 曰、 當今 官府 所，, 建存？ 蓋如レ 是也、 俗間 唯知レ 

有，， 五十 四 郡 r 近世 所い 著 和 爾雅、 和漢 三才 圖繪、 日 

本 輿地 全圖、 武用辨 略 等、 錄，， 郡 名， 書、 五十 四 郡 中、 

異间甚 多、 雜糅 紛亂、 蓋不 "有.' 如，, 我 奥， 者 ハ桉舊 事 

紀、 成 務始分 M 其 地 r 定以爲 ぃ國者 八、 曰 阿 尺、 曰 思、 曰 

伊久、 曰染 羽、 曰 浮 田、 曰 信 夫、 曰 白 河、 曰 石 城、 鵷^ 

據ニ舊 事紀： 石 城 上 脫ニ曰 石 背 三 .nk 冉 S 务&  ^ 

字 "是有 一一 九國, 也、 八當レ 作レ九 兹称ぉ麥 女 ター 一 面 君 >  C 

定，， 邑里？ 卽此之 謂 也、 應神復 置，， 道 奥 菊 田 道 口 阿岐 

閘神野 等國； 凡 其 爲ぃ國 者、 十 有  一 、f ^一？？ 阿 尺 

後改， ^積 〖伊久 後 改，， 伊具： 染羽後 改，, 標葉； 浮 田史 

作，， 優耆 曇？ 後 改，， 宇 太： 亦 作，， 宇多， 

補遺 曰、 或 云、 是時 出羽國 未い 割，, 置之ハ 卽是 今笸賜 

郡 也、 優耆 曇轉爲 置 賜 T 固 聲不， 1 甚 遠つ 一 說未レ 知，， 

孰是， 石 城後改 -1 磐 城， 思國未 レ詳、 道 奥 道 口、 古俗 相 

稱 道路 近 遠 之 語 耳、 阿岐 間 一 作 n 阿岐 T 後 改，， 安積、 

郡 T 安積 鄕地 補遺 曰、 以上 十六 宇、 似い 有，, 謬 誤？ 意義 

不詳、 神 野後改 n 加 美？ 按、 道奧 一 作，， 陸奧 r 又 作，， 陸 

道奧： 方 語 並 同、 猶ヒ F, 東海 之 奥區， 也、 後 併， 干 一 

國， 以レ 是爲レ 名、 實 昉レ于 ぃ此、 〇 又按、 舊事國 造紀、 


先 レ是景 行 之 世、 始 置，， 那須國 T 而次序 在，， 石城國 下、 

神野國 上？ 蓋 上世 以 爲ユ 道奧之 地？  a 後及ゾ 廢、 爲 

JI  二 下 毛 野國ハ 

厥 後 新 建，， 陸 奥國， 並廢， & 國： 以爲 n 鳥 郡： 蓋 出 ぃ自，， 孝 

德大化 之 制， 焉、 

弘仁ー 一年 1 一月 詔 曰、 夫郡領 者、 難 波 朝廷 置，， 其 職 T 蓋 

上世 以 *、 國 有，， 國造？ 縣 有，， 縣主： 未い 有，， 郡領 之稱， 

也、 置，， 一郡 於，, 各國： 實 自，, 孝德， 始、 而史景 行 紀曰陸 

奧國、 成 務紀亦 曰、 始 分，， 國郡？ 皆是 後人 追 稱之語 

耳 

齊明四 年 四月、 定，， 置 鰐 田 停 代 津輕等 郡 7 

據 レ史、 是歲 四月、 鰐 田 淳代等 蝦夷 來降、 乃 定，， 置 停 

代津輕 等邵： 鰐 田 一 作，， 飽田， 後 改，， 秋 田？ 浮 代 今 野 

に 也、 浦 遺 曰、 野 代、 今隸 在， 一秋 田 郡 西邊； 

地 臨-海 灣； 舟船湊 泊、 爲， ニ大港 r 

和 銅 五 年 十 月 、割，， 最上 置 賜 一 一郡 T 隸，， 出 羽國ハ . 

是歲、 始 置，， 出 羽國， 故 也、 

後 亦 分，， 鹩田 i& 代 1 一郡 t 隸，， 出羽國 r 

據レ史 、天平 五 年 十二月、 遷ョ 出 羽 柵 於 ，， 秋 田 村高淸 

水 岡？ 蓋 先い 是旣 分，， 秋 田 &代等 地： 隸，， 出 羽國， 也、 

六 年 十二月、 新 建，， 丹取邵 r 

M 十四 郡考 


郡 地 未い 詳、 按神龜 五 年 四月、 改，， 丹 取 軍圑， 爲，， 玉 造 

圑， 今 玉 造 郡、 蓋 古丹 取 郡 地、 補遺 曰、 類聚 國史、 錄， t 

此軍圑 事？ 丹 取 作，， 名 取， 爲 ぃ是、 所 ぃ謂 改者、 言レ 改，, 

徙所レ 置 軍 圆處？ 非 T 改ニ更 郡 名， 之 謂よ 也、 

七 年 十月、 置 ，， 郡 於，， 香 阿閘等 村？  •  . 

是 依，, 蝦夷 所 請 也、 今 稗 貫邵香 沼邑、 乃 古 香 阿 閑、 

今？ E 伊南 北 地、 

養老 二 年 五月、 置- 石 域 石 背 等國？ 割 n 石 城、 標葉、 行 

方、 宇 太、 亘理、 菊 多 六 郡 ハ隸= 石城國 f 割，， 白 河、 石 背、 

會津、 安積、 信 夫 五 郡、 及 常 陸 國多賀 地 T 名，， 菊 多 郡 T 並 

隸，, 石背圃 r 

石 背、 今 作-岩 瀨？ 

補遺 曰、 續 日本 記 云、 割，， 石 城、 標葉、 行方、 宇 太、 百 一 

理、 菊 多 六 郡 T 置 n 石 城國？ 割，， 白 河、 石 背、 會津、 安 

積、 信 夫 五 郡 r 置，, 石 背國？ 割，， 常 陸 國多珂 郡之鄕 一 一 

百 一 十烟？ 名 曰， 1 菊 多 郡？ 屬，， 石 城國， 焉、 如 レ此文 锂 

分明、 求，， 之 地理？ 爲ぃ不 - 相戾： 本文 蓋 不ぃ熟 二 地域 r 

猥躍 n 栢其 語， 爲ぃ 文、 故 至，， 支 離 不，， 可い 解、 且今 印本 

續日本 紀屬， 1 石城國 ， 之 誤 作い 背、 是以菊 多郡已 在，" 

石 城？ 又 入 二 石 背國ハ 致に 似レ 有，， 一 一菊 多： 葛藤 糾紛、 

丄ハ I. 


>i 十四 都考 

所 H 以使， 1 人 K, 焉、 樋 山诅齋 知，， 其 字 誤， 而改レ 之、 然 

後 文 瑰秩然 也、 

In 成 s、 補遺 曰、 當レ 曰^? 石 城圃、 及ぶ 浚 @ 爲 Z 

^^^f 背國； g 不ヒ I？ 之、 亦 必脫誤 耳、 ^厚^ レ 

郡、 至い 干い 此、 復再 置，， 石 城 及 石 背國？ 後 亦 皆 廢爲， 一郡 

國ハ龍 〔恐桉 、神 龜五年 四月、 新 置 n 陸 奧國白 河 軍 蓋 

可レ見 T 先レ是 旣廢 ニー  函 ー爲ン 郡、 合 *陸 奥國上 也、 

補遺 曰、 按陸奥 幅員 廣大、 雖 ミ判爲 11 十一 1 三" 猶足レ _ 

比 n 大國： 而可 kn 枝 大欲 ッ披之 患： 然已 分矣、 而復 一 

合爲 ^ 一  者、 我久 疑不レ 得-, 其 解： 世俗 乃 謂 陸 奧古半 一 

是 蝦夷 地、 距，, 帝都， 遼遠、 是以 王制 以 n 簡易-御 レ 

之、 不 &,, 他 國之親 仁 厚 至； 是其 所，， 以封境 特大- 

也、 予 近日 懷 Z 之、 中古 蝦夷 之 桀驁、 國守 防い 之不レ 

足、 置，， 鎮守府？ 設 n 軍 ffl? 增以- -關塞 亭驛、 器械 粮糧ハ 

駿河 以東、 助以 給い 之、 當二 其時ハ 惟 其 國カ不 ぃ强是 

W  、何更 暇，， 自割而 小 ^ 之 哉、 是陸奥 界域廣 大不類 之 

故 ^  、至 二 近世； 形勢 自變、 改 一， 郡縣 ー爲レ 邦、 建 二 諸侯 

之 封； 以，， 村里 之 大小、 土 田 之 廣狹： 料 n 其 所 1 义、 而 

高，， 下之ハ 未. >必 全- 1 郡國- 以與も 之、 而 夷狄 無- &騷擾 

之 虞， 則 人不. 釋-, 古制 之 所， 1 以然 一而 以怪 n 陸 奧之獨 

大， 也已、 當世 割，, 出 羽-者、 抑 亦 有い 故 也、 以 -1 陸奧 一 
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國？ 表裏 受ッ 敵、 則 兵 勢 分裂、 謀盧 多端 、非- 應 ぃ猝馼 

レ變之 道？ 故當 T 合，, 幷 異國， 之 時 h 而 建，， 立 殊國ハ 置，， 

官吏 兵卒： 犄角 相應、 勢援 相扶、 固 非，， 得レ 己 之 制， 

也、 

五 年 十月、 割，， 柴田 郡？ 置，， 刈 田 郡？ 神 護 景雲 元年 十 一 

月、 改 ，， 伊治 城； 爲 一-栗 原 郡 T 

補遺 曰、 績 日本 紀寶龜 十 一 年 三月、 陸 奧國上 治郡大 

領外從 五位 下 伊治 公 呰麻呂 反 云云、 上 治 郡無レ 所 

い 可い 考、 然 伊治 城 則 鎭守將 軍 所 1>ー 據防二 夷 虜ハ當 -1 要 

銜之 地？ 故 或 建 以爲ニ 一  郡； 又 分 n 一  郡 T 爲 i 下 T 稱，, 

上 治 郡， 者 乎、 考二之 他 州？ 復 有，， 與ぃ此 同い 類 者？ 又按 

伊治 則 古 禮波罌 、與， 1 栗 原， 聲近、 或 曰、 讀 -1 伊治- 而 

爲ニ 伊波 流； 與，， 岩 井， 近、 未 ^ 知，， 孰是： 

延曆四 年 四月、 置 n 多賀 階上 一 一郡？ 

階上、 後作 ，， 科 上 7 時 名 取 以南 十四 郡、 去い 塞懸 遠、 

. 屬レ 有，， 徵發； 不 VS? 機 急：. 故 有- 1 此設： 補遺 曰、 此註 

亦 用，， 續 日本 紀語 ？ 故 其 言，， 十四 郡， 者、 所い 指今不 

レ 可い 知 レ爲， 1 某某 郡： 現今 名 取 以南 有，， 一 一十 餘郡： 多 

一 賀 階上、 置 在 二 延喜前 百年？ 式中不 ぃ收、 蓋 置 復中廢 

矣、 及ヅ 建-五十 四 郡： 階上 苒見、 而多 賀卒不 n 復載， 


也、 

延暦 十八 年、 富 田 郡 倂，， 色 麻 郡； 縉馬郡 併-新田 郡 7 登 

朱 1.^: 田 君 i 

補遺 曰、 原本 無，， 此條 ；今 據，， 日本 後紀， 以補 レ之 、日 

本 後紀. {J 迭者 巳久、 近 有，, 零 本 出，， 世、 白 石 氏 蓋 不，， 

之 見？ 故 無, 載焉、 然富田 郡 名 巳 見い 於 n 續 日本 紀延 

暦 八 年？ 則 白 石 氏 無 ，， 不ぃ 見い 之 之 狸〖 但其 一 見 不二 

與レ此 並視； 而 疎漏 看過 耳、 IS 馬 郡始見 ^ 于ぃ此 、卽廢 

入，， 新田 郡； 其不レ 知， レ有レ 之、 宜也、 登米廢 レ于， 此、 復 

入 ニ延喜 式； 其復 而爲， 郡、 蓋 無つ M 也、 

弘仁ー 一年 正：：：、 置，， 和 我 雜縫斯 波 三 郡 T 

和 我、 後作，， 和賀： 稗 縫、 後作 二 稗拔 T 又 作 n 部 貫； 今 

作，， 裨 貫？ 方 俗 i: 如 二 藓縫 二 仍古 之遺稱 耳、 斯波、 後 

作，， 志 波？ 又 作，， 志 和 T 

補遺 曰、 續 日本 紀、 天平 九 年 四月 有，， 和 我 君 計 安レ壘 

語： 此人蓋 郡領之 類、 已在 n 弘仁 前， 者 尙矣、 拾芥抄 

作 二 知 我 一 誤、 緙作レ 蘇、 鏠作. レ繼、 皆 誤、 績 日本 紀、 延 

喜 八 年、 有，， 子 波 i* 話 記、 有，， 斯和； 俗 或 作，， 紫 波： 

皆以ぉ E 同, 用い 之、 

延喜六 年 正月、 分，， 安積 郡？ 置，， 安達 郡； 據，， 延喜 式部 


省 式 ハ 

延長 五 年 十二月 所 レ奏、 

陸奧國 所い 管 者、 曰 白 河、 曰 磐瀨、 曰 會津、 曰耶 麻、 

古俗 作い 那誤、 

ョミ責 、補遺 H  、通用 印本、 積 作 レ稜、 爲レ 誤、 

然今 直？ 積 ボレ辨 ，ー 其 誤， 者、！ I： 也、 

曰 安達、 曰 信 夫、 曰 刈 田、 曰柴 田、 曰 名 取、 曰 菊 多、 曰 磐 

城、 曰標 葉、 曰 行方、 曰 宇多、 曰 伊具、 曰亘 a  、曰 宮城、 

曰黑 川、 曰賀 美、 曰 色 麻、 曰 玉 造、 曰 志 太、 曰 栗 原、 曰 磐 

井、 曰 江 刺、 曰 膽擇、  " 

後 俗 作，， 伊澤 r 

曰 長 岡、 曰 新田、 曰 小 田、 曰 遠 田、 曰氣 仙、 曰 牡鹿、 曰 登 

米、 日祧 生、 凡 f 一十 五、 ビ斯 辨^^ 前史 所. 載、 

而其不 ぃ錄者 九、 新史旣 IT 莫 K 有レ 所い 考、 

津輕、 丹 取、 香 阿閘、 多賀、 階上、 和賀、 稗 縫、 斯波等 

九 郡、 不ぃ 載い 于 X 式、 考 n 之 源 順 所い 錄者？ 多 賀科上 

一 一郡、 後 倂，， 宮城 郡？ 並 爲ぃ鄕 、其餘 未 レ詳、 補遺 曰、 丹 

取、 卽名取 也、 式內 見存、 斯波脫 誤、 然則其 曰い 未レ詳 

者、 不ぃ 過，， 五 郡； 

源 順 所レ錄 

類聚 倭 名鈔、 


玉 十四^ 考 
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奥い 式 合、 而 自註 曰、 白 河 郡、 分 爲，， 高 野 郡？ 會津 郡、 

今 分 爲ニ大 沼 河 沼 一 一郡 r 安達 信 夫 一 I 郡、 分爲 n 伊達 郡 T 

蓋 天 暦 天 元 之 間 凡 其 爲ぃ郡 三十 九、  • 

刻本 類聚 倭 名鈔卷 第五 國 郡部、 自 n 白 河， 至，， 桃 生， 

三十 五 郡、 皆與， 式 合、 其 末 增，， 加大沼 一 郡？ 以 爲，， 三 

十六 郡？ 卷第 十二 郡 里 部 >不 い 載-信 夫 郡？ 而有， 1 一 一耶 

惠郡？ 並 皆 訛、 順 自注 曰、 今 分 二 置 高 野 大沼河 沼 伊達 

郡 i 以 -1 是四郡 皆 在 n 式 外， 故 也、 豈可 ァ復獨 加ニ大 

沼： 爲 J 二. 十六 郡 h 哉、 而况於 n 一  州 之 地" 有 ニ1 一耶 麻 

邵， 乎、 舊本傳 い 誤、 新 刻 失い 校 耳、 食津 向井 氏 曰、 白 

河 郡 注、 今分爲 ニ大 沼 河 沼 一 一郡， 九 字、 當ぃ 在，， 會津郡 

下 T 磐瀨 郡、 分爲- 伊達 郡， 六 字、 亦當ぃ 在，， 安達 郡 下 T 

若從 n 刻本： 則 其 地勢 懸隔、 於^ 不 ，合 、其 辨證 詳矣、 

美 嘗東游 歷ニ覽 其 地？ 亦 知 n 其 說不？ 誣矣、 故 今 一 從，， 

向井 氏 T 次 爲，， 之說， 焉 補遺 曰 * 倭 名鈔國 郡部、 每國 

必於 n 國名之 下？ 有，. 管-幾許 郡， 之 語 h 是倭 名鈔 編，， 錄 

郡 数-之 體例 也、 其 於 n 陸 奥？ 亦 題以， 1 管 三十 六 r 然則 

以レ加 二大沼 郡： 爲二 齒莾ー 者、 或 有レ如 一一 白 石 氏 之 言？ 

增 n 加 其數， 充， 1 三十 六 郡， 之爲レ 非、 則豈 非？ 誣，， 倭 名 

鈔 T 而 成.' 三十 五 郡 之 私說ょ 乎、 又 其 言 曰、 四 郡 在，, 
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式 外？ 故 唯 註 書 而已、 倭 名鈔、 別 成，， 一書？ 記，， 當今 

事？ 以 便，， 初學 者， 也、 若い 於，， 國郡？ 則獨爲 守延喜 

式 in 當今 所，， 存、 不，， 敢顯言 P 之 而止焉 、何 在レ爲 n 

一 家 之 書， 哉 是非 二 源 順 意： 源 順 以，， 當時所 P 在幷 n 大 

沼 郡 >  有，， 三十 六 郡 i 書揭 出、 不ぃ在 T 與ニ延 喜 式， 相 

.顧± 也、 註 固 多，， 差 謬： 或 重複、 或刊 落、 不レ 可，， 一 一 措 

數 T 况 本文 旣 曰に 管 一， 三十 六？ 註 又 自擧， 1 四 郡 T 自使 

レ相 二爲予 盾？ 雖，， 愚者， 不ぃ爲 也、 然則註 二 書 四 郡？ 其 

或 得い 無い 非，， 後人 攙入， 乎、 

拾 芥抄所 ^ 載、 亦 與ぃ式 合、 而增 n 加 高 野、 和 我、 裨鏠、 斯 

波、 磐 手 等邵： 參，， 之 源 順 所，， 錄、 則 郡 之爲， 數 、多，， 其 

1 T 而大沼 河 沼 伊達 等 郡、 皆 不，， 收載？ 註 云、 巳 上 四 郡、 

不レ入 n 式 本？ 蓋 謂，， 和 我、 裨鏠、 斯波、 磐 手 等 四 郡， 也 

補遺 曰、 亦 因い 不ぃ知 H- 民 部 省誤脫 ，， 斯 波ハ而 妄作爲 み 

說也、 上 曰 レ增， 一 加 五 郡： 而下 曰， 一四 郡 不一， 入，， 式 本： 其 

數不レ 合、 如 n 白 石 氏之考 7 則 拾 芥抄當 J 一一 n,, 五 郡 不，， 

入，， 式 本？ 而其稱 二 四 郡， 者 可い 見 ァ編ニ 拾 芥抄， 時、 民 

部 省 未 も 脫，， 斯波： 故 其 言 如 レ此也 、使，， 白 石 氏 知 P 之、 

不レ致 二 如レ是 葛藤， 可レ 恨、 

然和 我、 藓縫、 斯波、 並 見 n 國史？ 而岩手 郡 亦 見，， 東鑑ハ 


補遺 曰、 大和 物語、 都，， 祭 良， 時、 Ml 陸 奧磐手 郡、 獻 

レ鷹甚 驚、 帝 愛, 之、 命 曰 ，, 磐 手？ 由い 此觀ぃ 之 則 郡 之 

有，， 磐 手， 巳 久矣、 延喜式 何 沒不ぃ 見、 復 至，， 東鑑， 而 

再 見 也、 

磐 岩 俗 通用、 東 鑑奧六 郡 註、 伊澤、 秕賀 • 江 刺、 稗拔、 

志 波、 岩 手、 又 云、 岩 手 郡 厨 川 柵、 按東鑑 刻本、 作 11 岩 

井 郡 厨 河 柵？ 誤、 今 南部 治 城、 在，, 岩 手 郡 T 乃 古 厨 河 

柵 地、 郡 去，， 岩 井 郡？ 中間 相，， 隔和賀 伊澤 等 郡？ 行程 

凡百 三十 餘里、 

東鑑、 又 載，^ 岡、 比 内、 糠 部 等 郡 ハ伹建 置 皆 不レ可 レ考、 

比內、 又 作，， 肥內？ 糠 部、 一 作，， 糟部， 者 非、 

節用集 所 レ載亦 如 二 拾 芥抄： 而加レ 之 以ー， 大名 門、 阿曾 

沼、 石 川、 稻我、 磐 前、 H 和ま II 金 原、 階上、 葛 岡、 本 

吉、 群 栽、 鹿 角、 比內、 ^ 伊、 津輕； 爲，， 五十 四 郡- 

津輕、 iE 伊、 階上、 旣 見，, 國史？ 葛阆、 比內、 並 見，， 東鑑 

1,23 な^  §廷、 铺遺 曰、 作-一 葛 田&內 ハ闹 非、 葛 岡 

S ォ - f ^^Kis 比內、 亦不 レ爲， 是、 審辨 レ於レ 下、 

石 川、 古白 河 郡 所レ管 有 一, 石川鄉 T 後 分 置 爲レ 郡、 

補 S 曰、 桉石川 系 闘、 自，. 石 川 有 光，， 土 于，， 斯鄕ハ 子 

孫 承 給、 其 人寶則 兵强境 開、 不肖 則 威 屈 勢蹙、 是以 

伸縮 不レ 常、 始或稱 レ鄕、 或稱レ 郡、 遂 其部內 T 定 


爲，， 一 郡 〖蓋 自，， 夭 正 頃？ 

木士  口  、古祧 生地、 仙 臺源義 和 曰、 氣仙郡 御崎 神社 記 

云、 斯地、 古 桃 生 郡、 後置，， 氣仙 郡？ 爲，， 氣仙 沼庄ハ 永 

祿中、 復屬 ニ本吉 郡？ 今屬 n 氣仙 郡？ 古老 亦傳 云、 本 

士 口、 今氣仙 莊邑、 美按、 藤 鎭東秀 衡第四 子 高衡、 稱 

曰 二 本吉 冠者：^ 因 二 其 所 レ轄郡 名 一也、 由ぃ是 観レ 之、 

藤氏 爲 ぃ鎭 之 日、 已置 n 此 郡-乎 

五十 四 郡 名、 始見レ 于レ此 、未レ 知ニ是 何據 一也 

延喜式 曰、 凡 諸 國部內 郡 里 等 名、 並 n 用 一 一字？ 而 節用 

所 レ载郡 名、 阿曾沼、 大名 門、 並-用 三 宇 T 其 餘自レ 古 

未，， 之 有； 而今 亦 所い 無 者、 皆 可，, 以疑， 巳、 補遺 曰、 

於，， 本文 所 ゾ載之 外 鬚有レ 見者、 如 二狹野 郡： 見 n 奥義 

抄？ 曰 狹野細 布 者、 謂 二 陸 奧狹野 郡 所い 產之 麻布， 也、 

今 南部 七戶 有，， 狹里 〖 土人 云、 古出，， 狹 布： 其 黜レ邵 

爲レ 里、 年代 不ぃ 可レ知 也、 又 有 一， 大崎 郡： 會津四 家 合 

考曰、 延元 元年、 後光 嚴帝 補-, 斯波大 崎 伊豫 守 家 

兼、 出 羽 奥州 兩國採 題？ 居，， 大崎 郡？ 

然藤行 長 記 二 時人 之 言， 曰、 陸奧古 有，， 六十 六 郡； 後 分，, 

十一 一郡？ 爲，， 出 羽國？ 雖ニ是 無稽 之 言 T 其 說所レ 由、 亦旣 

久矣、 
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藤 行 長所 レ撰 平家物^、 阿古 屋 松條、 

« 造 曰、 平家物語、 太平 記、 皆 載 二 五十 四 郡 語？ 而不 

レ錄 n 其 目？ 雖.. 至，, 節用集, 始擧ぉ 之, 亦 出，, 傳聞 S3* 

闕，， 精確 ハ惜 哉、 

方今 版 緒 所い 載、 曰 白 河、 曰 白 川、 曰 石 川、 曰 田 村、 曰 岩 

瀨、 曰會 律、 曰大 沼、 曰 河 沼、 曰 耶痲、 曰 安積、 曰 安達、 

曰お 夫、 曰 伊達、 曰 川 田、 曰柴 田、 曰 名 取、 曰 菊 多、 曰 磐 

城、 曰 磐 前、 曰榴 薬、 曰 標葉、 曰 行方、 曰 宇多、 

讀爲， 1 宇 乃 太； 

曰 宇多、 曰 伊具、 m; 旦理、 曰 宮城、 曰黑 川、 曰賀 美、 曰 玉 

造、 曰 志 田、 曰 栗 原、 曰 磐 井、 曰 江 刺、 曰 膽澤、 曰 遠 田、 

E 登 米、 曰 桃 生、 曰 本^、 曰氣 仙、 曰 牡鹿、 曰 和 我、 曰. 稗 

S  、曰 志 和、 曰 岩 手、 曰 鹿 角、 曰 ニ戶、 曰 三戶、 曰 九戶、 

nm 伊、 曰 北 郡、 曰、 ま輕、 總 五十一 一郡、 考，， 之 史藉？ 古 郡 

併 廢 者、 色 麻、 畏岡、 新田、 小 田、 K 岡、 凡 五、 分 置老、 

.mu  、^： お、 純逍 U  、源 m れ名鈔 、磐 城 g 下、 鄉 

" -  f  ^ 名る-樽 菜 ハ饺或 gs ぉレ郡 也、 . 

1 ，、 九戶、 凡 四、 改. 名 者 S 村 、gf;^l; お， 

ニ戶、 九戶、 凡 三、 三戶、 北 郡、 未 レ詳、 南部 田 氏 曰、 古老 

相 傅 云、 W 部 ffl 有，， 七 郡； 和 我、 稗 貫、 志 田、 岩 手、 鹿 角、 

i? 伊、 海上、 若 依-, 此說 r 則 今三戶 地、 W 馬，， 岩 手 郡 r 古 
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海上、 S 今 北 郡 地、 然 海上、 古 未，， 之 g: 以俟， 後考： 

補遺 曰、 桉秋田 卜 部 一 閑 所い 著永慶 記、 南部 信 直 以，, 

天 正 十五 年： 介，, 前 田 利 家： 致，, 信 於，， 豊臣 氏？ 修，, 臣 

順 之 鱧 r 奧羽 1 1 州、 是爲 二通 使 之始？ 是 以璺臣 氏欣卽 

以 T 其 所，, 幷取， 之 伊、 磐 手、 鹿 角、， 稗繼、 津輕等 

郡 i 爲ぃ 封 其 後 信 直 又？ 斯波氏 ， 得， 1 其 郡？ 而 失，， 津 

輕？ 田 氏 所レ謂 南部 有，， 七 郡， 不レ知 4S-1 何時，. 而 言よ 

也、 其 餘皆仍 い 舊已、 因按、 色 麻、 新田、 今 皆 倂，, 賀美 

郡ー爲 レ邑、 . ノ 

色 麻、 俗 作， 麁間ハ 亦 作，， 四 竈： 方 語 皆 通、 今賀美 郡、 

有- i 四 竈、 下 四 竈 等邑： 卽此、 初建武 一 一年 秋 源 尊 氏 

叛、 乃以 n 源 家長， 爲，， 陸 奥 守： 管，， 領» 事； 明年 春、 家 

長與 n 官兵， 戰死, 于，， 相 州， 尊 氏乃以 ，， 源 家 兼； 補-陸 

奧 出 羽 等 阈採題 職ハ家 兼以ニ 新田， 爲，， 治 所 ^ 而 S 所 

レ轄之 地、 總 稱-大 崎？ 是嫌， 其 郡 名 同，， 仇 家 之稱： 故 

因-家 兼 所， 食邑名 〖而 稱， 之 也、 |鴻、 

郡、 竞以 

1 矣、 

郡 失 =w 名： 乃 因い 于レ 此、 家 兼 子孫、 傳 ，， 之 十 世： 至，， 

天 正中？ 而喪， ， 其 地； 今 賀美郡 愿 邑、 有， i 新田、 中 新 

田、 下 新田 等： 乃 古 郡 遺 名、 


補遺 曰、 三春 倉谷騷 曰、 今 田 村 郡、 有，， 新田 村？ 其 旁 

近 某 村有， 1 子 松 神社？ 延喜式 載 新田 郡、 有，， 子 松 神 

社？ 則 是田村 郡 之 新田 村、 卽 古新田 郡之舊 地、 田 村 

之 地、 獨以 ぃ莊呼 Z 之、 曾久 失，， 郡 名， 者、 何 由 新田 郡 

名 亡 乎、 

長 岡、 今 併，， 栗 原 郡； 爲も 巴、 

源義和 曰、 邑今 在，， 栗 原 郡 金屋莊 T 美按、 昔 皇室 政 

衰、 班田 法廢、 官私 墾田、 名 曰，， 莊 圚； 周，， 偏 天下： 兼，， 

幷 1 1 郡？ 以 爲，， 一 郡： 邑中僅 存，， 舊名， 耳、 

小 田、 今 倂，， 牡鹿 郡： 爲，， 遠嶋 地； 

源義和 曰、 萬 ^集 載 ：ト大 伴 家 持 賀，， 陸奧國 出，， 金 歌よ 

曰、 美 知能 久夜 麻爾金 佐久、 美 知能 久夜 麻、 陸 奥山 

也、 佐久、 開 也、 史稱始 得， n 黄金 於 u 小 田 郡ハ乃 賦，， 其 

事， 也、 而其山 所， 在 、未，， 之 知， 也、 後 讀，， 源 光俊 集： 

其 歌 曰、 康元 元年 十 一 月、 詣， 鹿嶋 社？ 去 遊 二 海濱： 而 

P1 見 東北 r 有 ァ 山出レ 於，, 雲& 者：； 云是陸 奥山、 以 

賦、 因訪， 1 舶商， 而得 之、 其 言 曰、 常 之 犬 吠 崎、 與，, 金 

華 山 Tte:,, 對 于，， 海上： 則 知 今遠嶋 地、 乃 古 小 W 郡、 而 

今^ 鹿邯、 凡 有，, «:Hj 六十？ 而 在，, 遠嶋， 者 四十 七、 

以，： 余 華， 名 後人 因， 一家 持 歌， 而稱， 之 也、 義和 博文强 

抓 考 


識、 而 考證詳 練、 亦 如 レ此、 

葛 岡、 今 倂，, 玉 造 郡， 爲 も 巴、 

源義和 曰、 按東鑑 源 二 品 東 伐 之 HI、 自；, 玉 造？ 經こ葛 

岡 郡？ 而 到，, 磐 井 郡， 葛 岡、 乃 在， 1 玉 造 磐 井 之 間？ 而後 

併-一玉 造 郡： 今 有 T 邑存， 一 其 名， 者^: 

補遺 曰、 葛 岡 之爲ぃ 郡、 不ぃ 有，, 他 書 及-之、 東 鑑獨存 

レ之 曰、 此郡有 一一 新 熊 野祠？ 畠 山 重忠賜 以有レ 之、 其 

於 一一 新 熊 野 祠ハ當 レ有レ 證焉、 而未レ 得 也、 畠 山 重忠所 

レ賜、 則神皇 正統 記 曰、 討 一一 藤 原 泰衡： 重忠有 一一 殊功？ 

源賴 朝賞以 u 奧中 郡？ 曰汝之 所い 擇、 則 欲， | 以授ジ 之、 

重忠素 廉介不 ぃ贫 、以， 1 其 特狹少 T 取，， 長 岡 郡？ 人傳稱 

以爲， 貲、 夫 一 郡、 且自 取， 一 狹少 復有^ ^辭而 取，， 

ニ郎， 之 理± 乎、 故知 ァ東鑑 所， 謂 葛 岡 則神皇 正統 記 

所 レ載之 長 岡、 而本 非，. 有 ニニ 郡， 也、 又 依 二東鑑 語， 而 

考レ 之、 長 岡 葛 岡、 共 在 ，, 玉 造 栗 ^側近？ 而 似い 非，, 阻 

遠： 奥 中 郡界、 是 邊尤爲 n 狭隘： 豈又 更容， 有 ニニ 郡， 

乎、 是其 使, 白 石 氏 源義和 輩、 枉 費，, 分解， 者、 筆耕 之 

陋、 而商櫂 之不レ 至 也、 其 誤 作， 一 葛 田 ， 者、 已兒 レ于 

レ上、 

白 川、 古白 河 郡 所 "管、 白 川鄕、 今 分爲レ 郡、 
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倭 名鈔、 白 河 郡 有， 1 白 川鄕： 按史式 及 倭 名 鈔東鑑 、皆 

作，, 白 河： 拾芥 節用 書、 作， 一白 川 郡， 者 誤 、今 白 川 城、 

乃 古白 河 地、 棚 倉 城、 乃 古白 川 地、 而今 白 河 作 m 白 

川： 白 川 作 二 白 河， 者、 承 襲 之 謬 耳、 

補遺 曰、 方今 版圖如 レ此、 則孰敢 不二 遵奉： 未 ，聞ーー 此 

說ー 者、 雖レ在 二 其 地 一 皆 以爲三 白 河 棚 倉 一 一城、 间在ニ 一 

邵？ 不レ識 一二 判爲 ニニ 郡 T 或此後 版圖、 又 改合爲 一一 一 

郡， 乎、 今雖ニ 預レ官 文書 T 皆以ニ 一  郡， 從， 之、 不レ 爲 

レ侵 二 犯 時制： 但倉棚 以南、 古 爲ニ高 野 郡： 倭 名 鈔白川 

郡 下、 所 レ稱高 野、 是也、 今猶 有， 1 高 野 村： 是可二 以證： 

然讀爲 二 加 宇屋： 而不レ 喚 二 多 加 乃， 耳、 白 石 氏 据，， 義和 

說： 以，, 田 村 郡： 爲，， 古 高 野 郡： 不レ 知，, 其 古 高 野 之 在，， 

此者疎 也、 昔 白 河 結 城 氏 兵勢强 盛、 蠶食及 n 常 陸 末 

界 T 結 城 氏 得， 之、 則 幷命以 ，, 白 河 郡； 佐 竹 氏 奪 "之、 則 

高 野， 以呼レ 之、 一 一氏 戰鬭數 十 年、 摩 得 S 失 、郡 

名趦廢 相尋、 1 一氏 之 文書、 有 こ 傳存者 〖可 こ 以徵， 也、 

苋 文中、 修驗氏 之 徒、 ^こ 大訟？ 始起、 A 槻大 善院、 

與二  ft 河龍藏 寺？ 谷，，， 其統下 下 奉，, 修 驗敎， 者、 

所レ li 赏山 本山、 分レ黨 結レ 衆、 篛訟 紛孥、 事 及 一一 白 河 

霧 寿 1 f 鄹 建. ^配置 〖官 斷レ 之、 竟 艫-高 野；. 合 三 其 地 


于こ白 河？ 其 時文 書、 寬文 以上、 猶稱ニ 高 野邵っ W 享ニ 

年 以下、 以ニ白 河 郡， 統， 之、 大善院 今 見藏， 之、 〇 會 

津四家 合考、 仙 道 表 鑑等書 、有？ 單稱， 1 南鄕， 者： 是皆 

謂 こ 棚 倉 以南 之 地 T 合レ於 一一 白河邵 一之 時、 不レ 得レ稱 一： 

高 野 郡？ 則稱 u 南鄕 ^ 以分， 之 也、 棚 倉 人 所， 云 南 十八 

鄕是 也、 

宇多、 古 宇多 地、 今分爲 ニニ 邵ハ 

其南屬 n 相 馬 地 T 其 北 屬，， 仙臺地 ハ而其 在い 南 者、 俗 呼 

云 こ 宇 乃 太 ハ按倭 名鈔、 宇多 讀爲ニ 宇 太， 而郡中 有 n 鄕 

名 仲 村 云 者？ 今 相 馬 城、 在 一一 仲 村 地： 方 俗 所レ呼 與レ古 

不レ 合、 蓋 欲，. 與 n 彼 在い 北 者 ハ異ゅ 其稱. m 耳、 

補遺 曰、 天 正 未年、 宇多 北 界爲， 1 仙臺 所，， 奪、 相 馬 深 

怒レ之 一 郡 雨 雇、 其 勢 不レ得 レ 不二 異， 名以 分ーレ 之、 

田 村、 古 高 野 郡、 後 因，； 莊園： 改， 一 今 名 T 

建武 以來、 南朝 郡將、 有 こ 田村莊 司者ハ 據ニ守 高 野 

補遺 曰、 田 村 氏 累世 所い 居、 在，, 今 三春 城： 或 移 二 守 

山？ 又 奉， i 滴 朝 皇子？ 據，, 宇津 峯： 曾 無 T 居 二 高 野 城， 之 

事 上. 

亦 曰 n 田 村 城？ 兵威 頗振、 應永 1 一年 1 一月、 鎌 倉 總管源 


氏 満率レ 兵 討レ 之、 莊司迎 三戰于 一一 白 河關ー 而敗 還、 事 

見，， 南史 ， 而莊司 姓名 闕、 鎌倉大 草紙 與；！ 氏滿 - 戰者、 

名 曰 ニ淸 包" 謂 M 阪 上田 村 痲呂之 後， 也、 莊司乃 今 田 

村 氏祖是 也、  • 

補遺 曰、 田 村 中古 旣以： 壯稱ぃ 之、 於い 郡 無， 所 X 隸、 猶 

如 S 會律之 有 二  t5 川莊- 蜷川莊 事、 見 二 四 家合考 S 村 

郡 中、 三代 田 村 數畝之 地、 土俗 傳稱 -1 田 村麻呂 降誕 

之 所？ 於乂 「除 二 租税 若干； 使 T 之果 如-, 俗 說ハ生 &地ハ 

而因 以爲ぉ 名 名 則 其 父 刈 田 麻呂、 亦 或 生， 於 二 莂田 

郡 T 而乃以 命-: 其 名， 乎、 父子 相繼、 任 こ 陸 奥 守？ 名 亦 

同、 以， 一 陸 奥地， 爲レ命 俱爲， 1 一世 之 顯人ハ 然則田 村 

雖ョ 古昔 不，， 以 Z 郡 聞； 而其 實或以 足い 配- 一 名 郡之莉 

田， 者 乎、 

ー戶、 蓋 古比內 郡、 

據，， 柬鑑？ 藤泰衡 累戰皆 敗、 將ノ奔 二 蝦夷- 乃 赴 二 糠 部 

郡； 路， 一 比 內郡贅 柳； g 恐 爲； 一 其臣見 ジ弒、 以ニ今 地理， 

考レ 之、 贅柵卽 今一 一 芦 地、 贅 一 一戸、 方 語 相 近、 姑 錄レ于 

ド此 以俟， 1 後考 T 

補遺 曰、 此說以 ニー  一 戸一 配 二 古 比內？ 無レ 有 一一 別 明徵ー 

以 こ R 柵， 爲&ニ 比內； 按排 强解、 何 其 無二 忌憚？ 亦 是 
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受二源 義和之 IS, 者 也、 佘嘗考 奧中不 い 得 二 比內之 5^ 

乃 思 出 羽國、 或 可 二相 徵？ 問 二 之 其 國人ハ 則 曰 今 所 Z 謂 

山 本 郡、 卽古 比內郡 也、 其 更レ名 之 年 ほ、 雖っ不 ぃ知レ 

在，, 何時？ 蓋猶 不二 甚久 T 鄕俗喚 二 其 地： 而稱ニ 比 內- 

^ 者、 多 レ於ニ 山 本？ 又閱， 1 長久 保玄珠 輿地 鼸ハ山 本 

郡 中、 收， i 上 檜內、 下 檜內？ 豈非 T 數 百年 之 疑 案、 方 

足 二 以決ー レ之者 上 乎、 又 曰、 永慶 記、 永 祿夭正 間、 出 羽 

國猶有 二 比 内 郡， 秋 田 城 之 助 親族 忠次郞 實泰据 二 其 

地？ 以，； 比內， 爲レ 氏、 壤隣二 角 鹿； 南部 氏 出 U 兵 角 鹿- 

以奪 ，, 比內， 而 有い 之、 無 Z 幾復 失、 蓋 當二奧 人 取 u 之、 

則以 ぃ奧 冠 Z 之、 羽 人復ぃ 之、 以レ 羽稱ぃ 之、 

九戶、 乃 古 糠 部 郡、 

世稱夭 正中、 源 政 實以ニ 糠 部 地- 叛、 據ニ 九^ 城ハ是 

也、 〇 按、 東邊以 ぃ部爲 レ名頗 多、 蓋 方言 也、 

補遺 曰、 緣邊 地以ぃ 部 名 者、 不 -1 獨 東陬ハ 紀 伊南 邊、 

有， 1 田 部 切 部 等？ 皆 濱海之 地、 義與ぃ 邊同、 不， 唯聲 

同？ 古 有ニ閘 村？ 卽今 閘 伊南 北 地、 閘部讀 同、 藓鏠、 東 

鑑 作，， 稗拔？ 又 作 こ 部 貫？ 方 語 相 同、 縫 拔某語 亦 同、 

謂 下 拔ニ出 部內？ 以置巾 此郡上 也、 比內、 卽部內 也、 糠 部 

猶レ 言， 員 部？ 義與 n 莉 縫-同、 比 爪 又 作- 1 樋 爪-今 作 二 
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 玉 十 a 郎考  

日 詰 T 猶， 言，, I！ 限， 也、 凡 * 限 古俗 謂 レ誥、 史 稱ニ燒 

P 俗 ゆ，， 燒誥， 是也、 今 ニ戶、 三戶、 九戶、 及 野邊地 

m 名 部、 其 義^ 同、 

補逍； n  、以， 一秋 出 藩 白 川 七郞藏 古文書， 観い 之、 _元弘 

時、 九戶 者、 糠部邵 中、 一 鄕名 耳、 後 廢二糠 部， 名レ 郡、 

以 こ 九戶， 而統 ：， 其 地， 乎、 文書 曰、 下 糠 部 郡、 可 ほ 早 令， 

結 城 參河前 司 親 朝 傾，, 知 當郡内 九戶 右^ 頭 茂 時 跡， 

事、 右 件 人 令い 領ニ知 彼 戶ハ於 一一 貢 馬 以下， 者、 無 こ 懈 

怠 一可 レ致， 一 沙汰， 之狀、 所， 仰 如い 件元弘 三年 十二月 

十一 日、 

由 レ是觀 い 之 今 之、 所ッ稱 五十一 一郡、 實則 其爲， 郡 者、 止 

五十- 矣、 美 因 論レ之 曰、 古 者邵里 制、 凡戶以 n 五十， 

爲 レ里 、置，， 長 一 人 T 

令義解 云、 若滿， 1 六十 卢, 省 、割，, 十卢, 立： 一 里 T 置 こ 

長 一 人 T 倭名鈔 所い 載、 里 名 有 二 餘 云 者、 十戶以 

上、 未レ滿 n 五十 戸 耳、 

以 こ 二十 M 以下、 十六 里 以上 ハ 爲，， 大郡ハ 置，， 大頒 一 員 

小領 一 員、 主 政、 主 帳、 各 一二 員 rl^5 お^: 十一 一里 

以上 爲，： 上 郡？ 大小 倾谷 一 員、 主 政、 主張、 各 一 一員、 は 一 

お、 百 八 里 以上 爲 m 中 郡 r 大 少^、 主 政、 主張、 各 一 員、 
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、丄ハ 里 以上 爲， 下邵： 大小 頒、 主 帳、 各 一 員、 I、 二 

里 以上 爲，， 小^? 領、 主 帳、 各 一 員、 ^，百 其大領 叙， 外 

從八位 上： 小 領外從 八 位下、 主 政、 キ； 帳、 初 位 以上、 亦 

各有レ 差、 

主 政、 主 帳、 叙 例、 令 無二 明文 ハ據 一一 養老 一 一年 四月 制 ハ 

主 政、 生 帳、 雖ぃ解 n 見 任： 合い 優 こ 其. 勞： 内外 叙任、 仍 

免 n 雜徭ハ 因 知，， 其 叙 二 內外初 位 以上， 有 も 差 耳、 已上 

皆 依ッ 令、 後 至 u 天平 中 改定 ^ 大郡 大領、 少領、 主 政 各 

一 員、 主 帳 一 一員、 上 郡 大領、 少領、 主 政、 主 帳、 各 | 

員、 中 郡 大頗、 少領、 主 帳、 一 員、 下 郡 亦 同、 小 郡領、 

主 帳、 各 一 員、  ■ 

銓擬有 ^ 例、 考撰 有い 法 、所，' 以 導，, 揚氣 化？ 撫.. 字黎 民. h 

也、 東 陸 之 地、 古 稱ニ邊 要： 軍國 之容、 中外 異ぃ 制、 郡領 

巳 下、 員外 權置、 

大同 三年 十月、 征夷 大將 軍按察 使， 陸 奧守坂 上田 村 

麻呂奏 言、 郡 司 之 任、 職員 有レ 限、 邊耍之 事、 頗異， 一 

中國 T 望請 擬， 1 任 幹 了 勇毅之 人ハ宜 k 爲ニ防 守 警備 之 

備？ 制 可、 

如 二 其 大領： 假授， 1 從五 位下， 者、 往往 而有、 承 和 十 年 九 

月、 始置 n 鎭府： 分 總ニ戎 信 夫 郡已南 租税、 以充 ，， 國 


府公廨 r 刈 田 邵已北 稻穀、 以充 ニ鎭兵 餉- 

弘仁格、 桉二 延^ 式？ 陸 奥 國租稅 公 解、 凡 八十 萬 三千 

七 百 十五 束、 而其 十六 萬 一 一千 五 百 十五 束、 爲，, 鎭官 

料？ 復 分- 1 相 模阈租 稻五萬 四千 三十 七 束： 爲- 鎭守府 

公廨： 蓋 國中公 解、 不ぃ 足，, 盡給： 而 取- 1 之 他 州： 以爲 -1 

鎭官 料， 矣、 

劳，， 夫" 1史所.ン 載、 東邊 諸邠、 在 u 式 外， 者、 蓋延喜 之 

前、 並復以 爲，， 荒 服， 矣、 

據， 令、 凡 逸 遠 S 、有 一一 夷人 雜額 一 之處、 應， 輸ニ調 役 一 

者、 隨 ぃ事斟 量、 不 ぃ如 二 華夏ハ 蓋 屮外之 制、 其 政頗異 

矣、^ ,1 夫 東 陸 之 州？  土 壊 ^ 濶、 毛 人 雑居、 其 俗 勇悍、 

叛 服^』 m  、延暦 巳 降、 邊疆 鎭靜、 及 二弘仁 初？ 制 ニ镫 和 

我、 « 縫、 斯波等 郡？ 尋 廢仍， 舊、 蓋是之 時、 以 U 衣河 

關 T 界 u 中外 之 域？ 而關外 之 地、 不^^ 作 其 人 T 不 

レ賦ニ 其 田 事： 乃 如， 1 舜荒服 之 制， 矣、 史文闕 略、 其 

詳莫， 考已、 陸 奧話記 云、 六 邵郡司 安部 賴良、 忠良 

子、 其 祖忠賴 、東夷 酋長、 部落 皆 服、 撗，, 行 六 郡： 漸 

出 二 衣河 外： 不 Z 輸 一一 貢賦： 出^ J 一一 严入、 是謂三 其 侵 一一 略 

內地 ， 也 、以， ： 今 地理， 考ぃ 之、 古 之 所 ビ謂奥 六 郡 者、 膽 

深、 江 刺、 並 在ニ內 地； 和賀、 鏵縫、 斯波、 岩 手、 皆 在 二 
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閬外？ 前史 所レ 載、 而在， i 式 外， 者、 皆關 外地 耳、 

及- 1 皇政不 い 綱、 邊備 不，， 戒、 北部 豪族、 安 氏 父祖、 屢 侵- 一 

塞關： 遂 併，， 內地； 自領 -I 六 郡 事： 而官不 -1 敢問  >焉 、永 承 

寬治之 間、 戎ぉ卽 動、 迤 無，， 寧歲？ 初 安 氏 之亂、 淸武則 

戰 而有レ 功、 爲，， 鎭守將 軍： 管，， 領六郡 軍事？ 以レ 是^ 1 之 

藤 淸衡： 藤氏 三世、 最稱ニ 常强： 邊烽無 ，警 、九十 餘年、 

據，, 東鑑ハ 鎭守府 將軍淸 原 武刖子 武貞、 以， へ 膝原淸 

衡， 爲二 緞子？ 淸衡 傅ニ領 * 六邵ハ 淸衡子 基衡、 管-; 領 

陸奧出 羽兩國 軍事？ 基 衡子秀 衡爲ニ 鎮守府 將軍兼 陸 

奧守從 五位 上； 三世 凡 九十 六 年、 

田野. H 闢、 Si 戶歳增 、制い 里 置い 都、 蓋 有.. 如 二世 之 所 P 稱 

者： 

東鑑所 ^ 载葛 岡、 岩 手、 比內、 糠 部 等 郡、 前世 未レ 簡 

者、 可ビ證 巳、 

當，， 是之 時？ 史官 失 Z 職、 其 他文獻 亦不レ 足い 徵也、 文治 

之亂、 府中 圖籍悉 燼矣、 

據， 東鑑： 東兵累 敗、 泰衡縱 こ 火 府庫， 而逃奔 、州 之圖 

鐯、^ 成 二 灰燼？ 州 人 橘 實俊實 行 兄弟、 能諳二 故事 ハ源 

一 一品 召 問焉、 乃 援ぃ筆 爲ぃ圖 、一 一州 之 山川 郡邑、 皆 在 こ 

目 中？ 唯 失， i 其 書， 耳、 
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^武巳 後、 W 北 分裂、 國亦 大亂、 今 其 山河 雖， 在、 而府 

鋭 i 城、 乃至い 無，， 形 逃 之 可，， 求、 延 及，： 近世； 勝 3 之 主、 

夾ニ輔 皇室 ハ號， 令 諸侯？ 疆  >, 理 天下 ハ創ニ 制 田赋？ 

天 正中、 大量 一一 天下 之 田： 隨 一一 其 多少： 以定 一一 軍之賦 

役-也、 

^；彼 郡 里 之 制： 有 ^名 而 無，, 其實： 則 復與ぃ 古 異矣、 

補^ 曰、 源 一 一位 倂ニ地 與，， 權、 而自取 VM、 夭 下 非， & 

古 天下 rsEK 之郡縣 乎、 然迄，： 室町 氏 之 末葉？ 郡 司 

莊司之 B  、遙遙 承 襲、 不ぃ至 レ不レ 祀爲レ 多 也、 織 田 氏、 

■ 臣 氏崛， ，起 草 以ニ攻 伐， 爲， 一 禮義： 干戈 爲ニ 仁義， 

不 踰，, 數年； 刷，， 蕩 天下 〖功業 貴，, 速成； 夷 滅不レ 避，， 舊 

家： 屠 戮及二 無辜，： 天 若 早 降, 我 神祖； 在 二 彼 二 氏 之 

前： 以，： 仁慈 不殺之 心： 而 行，, 弔い 民伐レ 罪 之師： 區宇 

歸 レ于レ 一 、 而民不 レ蒙ニ 其慘： 名 族 久不レ 滅而、 國郡 

之 紛更、 亦不. レ 至レ于 一一 今日 之甚： 白 石 氏 之 歎、 豈其不 

レ宜矣 乎、 〇 余お 與 n 二 本 松 成 田 伯溫， 論、 伯溫 曰、 郡 

縣之飢 、戰國 割 據之時 爲ぃ甚 、奪，， 得全國 全邵， 者、 素 

不， 改 一一 其 名： 以爲 一一 己 有お 只 降 一一 其 片郡隻 城； 而不 

レ足 其お 號： 則 必移， 之 管 n 我 郡 中： 是以 紛亂錯 

糅、 或 至， 於 下朝 以，， 彼 郡- 稱， 之、 夕 以ニ我 郡， 呼 も 之、 
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余聞，, 其 言？ 考，, 之 近 郡？ 班 班 可い 證、 野^ 奥 羽 等國、 

以， 1 此 0 , 61  二 眼目， 而視ぃ 之、 通レ古 者甚 多、 時勢 人情、 

天下 大抵 相 同、 則 東 M 巳然、 雖 n 西南 北： 亦 必當レ 有，, 

同 似 者： 故書以 詔，， 好レ古 者： 使ヨ之 得，, 考索之 一 端？ 
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白 石 先生 之 於 n 文 昭公？ 言聽謀 行、 魚 水 相 契、 終始 如 

" I  、可 JS- 希世 之 遇, 矣、 及 ニ公薨 ： 先生 深自 韜晦、 其 

著書 不二 敢叨 示ーレ 人、^ 曰、 百 餘年之 後、 必有， 一公 レ于レ 世 

者： 予之 S 二道 書： 於 二 先生つ 尤致 1 总焉、 則 先生 如，， 豫 

知，， 有- 1 予之 今日？ 惜哉猶 有，， 泯減不 い 傳者ハ 頃 者 得 二 其 

所レ著 奥州 五十 四 郡考， 予初 於，' 先生 與 二佐 久間洞 巖- 

書い 知レ有 一一 此書： 求レ 之有レ 年、 今而得 レ見レ 之、 其 喜 何 如 

也、 © 呼 、先生 之 博聞 強記、 加 以，, 洞巖 之考證 精確 T 又 

得- 1 廣瀨某 之 補遺； 而益詳 明矣、 抑 此書之 成、 實 歷，， 三 

子 之 手 T 而後 爲，， 完全 詳備； 無，， 復 遺慽， 焉、 則 著述 之 

難、 可い 知 也已、 世 之孟浪 著い 書 者、 可ニ以 少警， 焉、 嘉永 

己 酉 三月、 板 倉 勝 明識、 
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筑後守 源 朝臣 君 美 著 


OH: 本 天皇の 御 事 

本朝の 事 異朝の 史書に 見えし は 後漢の 時を始 とす 魏 

の 代より 以來倭 王 倭國王 倭奴國 王な ど 見えし は 皆 本 

朝 天皇の 御 事に て魏の 時に 當 りて 倭 女王と 見えし は 

神 功 皇后の 御 事 也 晋宋齊 梁の 間に 倭國王 自ら 使 持 節 

都督 倭百濟 新羅 任 那加羅 秦韓慕 韓六國 諸 軍事と 稱し 

て 其 國臣を 以て 平 西 征虜冠 軍輔國 等の 將 軍に 除すな 

ど 見えし 事 は 本朝 履 中 反 正 允恭 安康 雄 略 五代の 天皇 

の 御代の 事に 當れ りすべ て 異朝の 書に 外國の 君を稱 

して 其國 王と 記す 事 は 世々 の 史官お の/、 我 本朝の 

天子 を 相 尊ぶ の 常 なれば これらの 事 は 論す るに 及ば 

す 其 後 隋の煬 帝の 世に 當りて 倭國王 奉れる 書に 日出 

處 天子 致 書 日沒處 天子と^ るされ し 由 見えたり 0 

は 下に 見えた リ 異朝の 書に 本朝 天皇の 御 事な 1、&^ り^- )  g 

天子と） j るせ し 寧 は隋の i£ ^以て 始 とすべ し まー 凝 ts^cf  {3 

b て^るせ し 所 は 日本 は 古の 倭 國也其 王の 初 天 御中 


より 彥激に 至て は 皆 以ぃ尊 爲レ號 彥潋の 子 神武よ b 後 

si  と！ H^A 乙に， o 異朝の 書に 本朝 天皇の 御 事 

は 5t-1HS も ョ1 J レ载と 貝 >7ナ，5  ^天皇と しるせし 事 は 唐の 

其後宋 の 代に 及びて 本朝 圓融 院永觀 の 初に 

東大寺 の 僧 音然宋 に 渡りて 本朝の 皇 年代 紀 職員 令 等 

の 書 を 以て 彼 天子 に獻ゃ これより この か た 本朝 天皇 

の 御 事 ども 猶詳に 聞え て 彼 B 代々 の 史書に 見えし 所 

o 羊-  >  ぶ-.^  Q 元 明の. に 見えし 听 ども 皆々 宋史 にぶり ま、 麦 

も詳 になり ぬて 本朝 代々 の 天皇の 御 事 ども^し るぜリ ま \ 翁 

明の 代に 日本 天皇 日本 國 王の 御 事 を わかち^る して 

天皇の 御 事は國 事に 與らゃ 兵馬 を つかさどら すたい 

世々 國 王の 供奉 を 享け給 ふ 由 を まるせ b 盟魏^ 

日本 圃王代 序な ど詳 にしる して 本朝の 傳記 

に，.； 5 見. たざる 事 ども 詳 LL 記せし 物 ども ぁリ 

〇 日本 國 王の 御 事 

異朝の 書に 見えし 日本 國 王の 御 事 鎌 倉の 賴 朝の 御 事 

を 以て 國 王の 始 として 京都 代々 の 公方の 御 事 皆々 日 

本國 王と ^るせ， ^其 中 鹿 苑院の 公方 は 正しく 明の 太 

宗の時 H 本國 王に 封せられ 薨 逝の 後に 恭獻 王と いふ 

tAJ も 易ら^.? 當時 南朝の ^ 臣此な 論じて 日本 小國 とい へどむ 

翻 を も W らゎ き開閼 以來 異朝の 爵^ 受し 事な し 義滿が 時に 及び 

て 異钥に 臣と稱 する 事 は 日本の 耻なリ とのた まび 甿、 2 月り 

し 由 記した る 物ぁリ 誠に 事ゎリ なりと 申すべき か ま \稽 ふ。 ナ g グ 

神宗 の時豊 臣秀吉 を 以て 日本 國 王に 封せられ し を 我 

もとよ， o 日本 國 王た， 9 異朝の 封 を受べ きに あらす と 
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てお お をお し g さる i 時に 朿照 宮^ も 右 都督に 萍 せられて 冠 

- をも^ さス 服 迄な もっか はされ さ秀吉 の其纣 爵^し 

^^U^M^ 朝鮮の 書に^る せし 所 も 異朝の 

書に 同じ 但し 其阈 王我國 王に 贈れる 書に 日本 國 王と 

^るし 來. o し は秀吉 の 時を始 とすべ き歟 

〇 本朝 異朝の 天子 往來 書式の 事 

異朝の 書に 魏晋宋 の 代 々俊 s 王 上表し 天子 詔書 を 倭 

阈 王に 賜 ふな ど兒 えし 事 ども 本朝の 國史に は 見えす 

表と は 臣下の 天子に 奉る 書な リ  一 Ir  - ； -ト 

とはナ 子臣. トに赐 リ 但し 異朝 歷 代の 史 に^るせ 

し 所 S 詳 なれば 其 事な しと はいふべ からすお も ふに 

これ は 其. S ほひ 本朝より 三韓の 地に S れ し：：！ 本府の 

宰臣 本朝 天皇の 命 を 承， o て 異朝の 夭 子に 朝聘 せし 事 

Aj も  > の hs しと 見、 んた， O 

三韓の 國々 は 今の 朝鮮の 地すな はち 是也其 地 漢土 

の柬邊 につら なりて 上世 以來其 上國に 服！！ せ b 然 

るに 神 功 皇后の 御 時に 當. o て 三韓の 國々 本朝 西 藩 

の はとな b しかば 日本 府を其 地に S れて諸 藩の 事 

を 治めら る 其 後 新羅 高麗 等の 國々. や、 も すれば 本 

朝に 二心 ありし によりて H 本府 の宰臣 其上國 天子 

の 威 靈を假 りて 諸 藩の 心を鎭 服すべき が爲 に朝聘 

の 事 等 ありと 見えた， o 齊明 天皇の 御代の 末に 至て 


果して 新羅つ ひに 本朝に 叛き唐 H に 內附し 百濟高 

麗を滅 して 三韓の 地 を 併せた， o き 初 神 功 皇后 新羅 

を征 せられし よ， 9 齊明 天皇の 御代に 至る 迄 本朝の 

天皇 凡 一 一 十四 代 曆數凡 四： 白 四十 七 年 (I お^ ||化 

，前 s^ar の 間 は 三韓の 地皆是 本朝 藩 臣の國 にて 

ありき 其 後 高麗 また 新羅 を ほろぼして 其 地に 王た 

る 事歷世 久しくして 其 臣の爲 に 國を奪 はる 今の 朝 

鮮の祖 は 則 高麗の 重臣に て 其 君の 國を奪 ひし 人な 

b すべ て これらの 事由 をつ まびら かに せんに は 文 

殊に 長ければ  >  』 ゝには 略しぬ 

隋の煬 帝 大業 三年 倭國 王朝 I 貝す 其 書に 日出 處 天子 致 

書 日沒處 天子と^ るせ し 由 見えた る は 本朝 推 古 天皇 

の 御 時の 事な b 但し 本朝の 國史に 載られし 所 は彼圃 

史 に^るせ し 所と は 同じから す 日本書紀に は 推 古 天 

皇 十五 年の 秋 唐 國に使 をつ か はさる ^^^譲^ 

し S ^異钥 にして は 唐の 代に^ れる^ 以て あやま 4IJ;.,;7^^t 

リて 力く はしる されし なリ 隋圃と あるべ さ 事な リ jz^rb 

朝の 使歸る 時に 彼 國の使 も來れ b 其 書に 皇帝 問倭皇 

i:K るされ し 由 見えた b 

本朝の 經 籍後傳 記を按 する に 推 古 天皇 十 1 一年 正 巧 

始て曆 日 を 用ゐら る此時 我國の 書籍い まだ 多から 


ゃ是 により て 隋國に 使 をつ か はされ て 書籍 を 買 求 

めら る 兼て 又隋の 天子に 聘 せらる 其 書に 日^ 處天 

子 致 書 日沒處 天子と^ る さる 隋帝又 使して 我國の 

使 を 送ら しめらる 其 書に 皇帝 問 俊 王と^ る さる 聖 

德 太子 天子の 號を^ b ぞ けて 倭 王と なす 事 を惡み 

て 其 使 を 賞せ られす 其 書に 報い て 東 天皇 敬白 西皇 

帝と： ^るされ し 由 見えた hs 此 記に よりて 見る 時 は 

我 國彼國 の史に 見えし 所 はおの く 一  時の 事 をの 

み^るして 事の 始末 詳 ならす 但し また 日本書紀に 

も聖德 太子 傳 にも 隋 帝の 書に 倭皇 と^るされ しと 

見えた るを經 鐯後傳 記に は 倭 王と^ るされ し 由 見 

えたり おも ふに 日本書紀 聖德 太子 傅に は 本朝 天子 

の 御 事 を 尊び 稱し て 記されし 事な ほ 異朝 世 々の史 

官の 書法の 如くなる べし 然 らば 經 籍後傳 記に 見え 

し 所 を 其 事の 實を 得たり とい ふ ベ し 

其 後 唐の 太 宗貞觀 五 年 倭 國の王 使 を 遣して 入朝せ b 

太宗も 使して 其 國に往 しめられ しに 使臣 其 王と 禮を 

爭 ひて 平 かなら す 天子 の 命を宣 すし て 還 る 久しくし 

て 更に 新羅の 使者に 附 して 上書せ りと いふ 事 見えた 

b これ も 本朝の 國史に 載られし 所と は 同じから す 日 

S, 事 硌上 


本書 紀に は舒明 天皇 二 年の 秋 唐 國に使 をつ か はさる 

四 年の 秋 本朝の 使歸る 時に 塍 帝の 使來 て 五 年の 春 

其 使歸れ b と^る されて 其 使と 禮を あらそ はれし な 

ど 云 事 は 見えす 但し 此 時の 記に 唐の 國 書の 事 を 載ら 

る、 に 及ばざる はもし 其 書式 無禮 なりと て 受られ す 

して 還され し 事 も ありし を 異朝の 書に かくは 記され 

し, ； 本書 紀に隋 帝の 書 來れる 事 はつ まびら か！.： 載られし に 唐 

I ベ 帝の 書 來れる や 否の 事 は 載られざる に ぶリて V くは存 する 

麵 其 後 S; 武夭 皇天 平年 中に 唐の 玄宗 本朝に 勅せられ 

し 書の 事 其 國史に は 見えす とい へど も 唐の 賢 相 張 九 

齡の 文集 幷に 文苑 英華 等の 書に 見えたり 其 書に は 勅 

日本 國王 主明樂 美御德 と^ る さる こ れ すな はち 張 九 

齡の 草せ し 所 也 大國の 鉢 を も 失 はす 隣 國の禮 を も 失 

はすし て ふたつな が ら相 得た る 書法と - i そ 申す ベ け 

、 

是は 本朝の 遣唐使の 外國に 漂流せ し を 天子 渤海國 

. に 勅して 我 國に送 b 歸 されし 時の 事 也 よのつねに 

は兩 朝の 天子 書 を 相 贈らる、 事な しとい へど も 其 

事 常例に あら ざれば 霍書 をな されし 事と 見えたり 

大國の 夭 子と して 外 國の君 を 以て 天皇と 稱 せられ 

ん 事も^ かるべ からす 又國 王との み^る されん に 

：  ； IT ハ百 二十 三 
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は 本朝の 君臣 相悅 ばざる 所 成べ しこ、 を 以て 本朝 

に て 天皇 の 御 事 を稱し 申す 詞を 兼用 ひ て^るされ 

しと 見えたり 本朝 儀 制令の 義 解を按 やる に 異朝の 

文字に 天子と^ るす こと を 本朝の こと 葉に うつし 

て は 须 明樂卖 御德と よ む ベ しと 見え たりきからば 

天子と^ るし 主明樂 美御德 と^るす も 其 文字 はか 

はれ ども 其義 において は 相 問 じければ 日本 國 王と 

^るして 大國の IK 子 外國の 君に 命 せらる 、所の 鉢 

を 存し主 明樂 美御德 と^るして 我國の 天皇 を 尊び 

稱せら る、 の 禮を存 しふた つながら 相 得た る こと 

と 申す ベ し 

いくほどなくて 唐の 世旣 に亂れ しょり このかた 本朝 

天皇の 使 かしこに ゆく 事 もな く 異朝 天子の 使 こ、 に 

来れる 事 もな し但鳥 羽院元 永の 初に 宋國 の牒 狀太宰 

府に 来れる 事 ありし に 其 書 詞無蹬 なりと て 返 牒に及 

ばれざる 事 は 候 ひき 又 本朝 公式 令の 詔書の 式 を按す 

るに 粱 解に は 本朝 天皇 大虚に 詔書 をな されし 事 あり 

し 由 を 註した b 義 解に は 其 由 を 註せ す a 又椬武 天皇 

延將年 巾 S 唐 大使 藤 原賀能 朝臣 唐國に 至りて 其 福 州 

観察 使に 贈し 書に 本朝の 天皇 異朝 の 夭 子に 聘問を 通 
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せらる 、に 電書を 用 ぬられし 例な きょし を^る せ 

f  I 草 然 らば 推 古 天皇の 御時隋 帝に 書 を 致 

されし 事より 後 は 本朝の 天皇 異朝の 天子に 靈書 をな 

されし 事 はなしと 見えた.^ 令 集 解の 說は あやまれる 

に 似たり 又 古の 時 三韓の 國々 の 藩 王 本朝の 天皇に 上 

表せし 所の 式詳 ならす 中世よ b  ， 】 の かた 新羅 渤海高 

麗 等の 國王 の 奉りし 所 は 皆 々 其國王 啓す と ^るして 

天皇 を以 て稱 しま ゐらせ 本朝 天皇 の 勅書に は 天皇 敬 

間其國 王と^ るされ し 由 代々 の 國史に は 見えたり 

〇 異朝の 天子 外 國の王 日本 國 王と 往來 書式の 

元の 世祖の 代に 當 りて 日本 國 王に 璽書 を 賜 ひて 其 入 

貢の 事 を 勅せられ し 事 度々 に 及びし に 其 書に 報い 申 

事な きのみに あらす 其 使を縑 倉に 召よ せ 龍の 口にお 

いて 斬て すてられ しに 至て 世祖 怒りに 堪給 はす 大元 

高麗の 軍 を 起して 日本 を征 せられし に 十 萬の 兵 生て 

還る 者ゎづ かに 六 人^ ^史ぁ-；^ 其 後 成宗位 を嗣給 ひて 

僧 一 山 を 使と して 日本 國 王に 書 を 賜 ひし かど も H 本 

の 人 遂に 至らすな ど 其 代の 史に 見えたり し は 本朝に 

し て は 龜山院 後 宇多院 御 在位の 間にて 條倉殿 は宗尊 


惟康 等の 親王の 時に 當 b き 異朝の 夭 子 日本の 國 王に 

書 を 贈られし 事 は 此時を 以て 始 とすべ し 然るに 世の 

人相 傅て 蒙古の 夭 子 我 朝の 夭 子に 書 を 贈られし など 

申す 事 は 然る ベ から ゃ此 時の 書式 は大 蒙古 國 皇帝 奉 

書 日本 國 王と 題せられ きこれ は 我國と 上下の 分い ま 

だ 定まら ざるが 故と 見えた b 

此 事の 始に 元朝の 使對 馬國に 到て 塔 1 一 郞彌ー 一郎と 

いふ 二人 を 執へ て 歸る事 あり 世祖 この もの どもに 

我 國の事 ども を 尋ね 問れ て 後に 趙良弼 とい ふ もの 

に 璽書 を 授けて 我國に 使せ しめらる 此 度の 使筑紫 

の 守護 所に と かまる 事 年 を 經て後 歸る事 を 得て 日 

本 君臣の 爵號州 郡の 名數 風俗 土宜を つぶさに 奏上 

せし 由 彼 國史に 見えし 上 は此頃 本朝 天皇の 威令 國 

中に 行 はれす 大小の 政事 は 鎌 倉 殿の 沙汰と して 北 

條 家の はから ひに 出し 事 は世祖 よくく 知り 給 ひ 

し 所 也 又 成 宗の時 僧 一 山 を 我國に 渡されし 事も縑 

倉の 執 權北條 が 禪法を 好し 事 をき こし 召れ し 故と 

見えたり^ かるに 世 祖成宗 の 日本 國 王に 書 を 送ら 

れし由 を^る されし は 當時鎌 倉 殿の 御 事に て國王 

と 見えし は宗 尊以來 皆々 親王に てお はし ませし 故 

玉 事 略 上 


の 事と 見えたり 此 事の 始末 をつ まびら かに^る す 

ベ きに は 文 長ければ こ 、に 略す 〇 蒙古と は 世祖の 

出 給 ひし 本國の 名也當 代の 國號 をば 大 元と 申たり 

き 

元 滅びし 後明の 太祖の 代 初に 日本 國王 良懷に 璽書 を 

賜 ふ 事 度々 に 及びし 後禮 部の 官 をして 日本 國王幷 H 

本 征夷 將 軍に 移 書せ しめられし などい ふ 事 見えた. o 

日本 國王 良懷と 見えし は 南朝 後醍醐 院の 皇子 懷良親 

王 花園 宮 とも 申し 又は 牧宮 とも 申す 征西將 軍の 宣旨 

を 蒙り 給ひ鎭 西に おもむき 給 ひし を 菊 池 大村千 葉 等 

の宮方 かし づき まゐら せて 關西 親王と も 征西將 軍の 

宫 とも 申せし 御 事 也 明の 夭 子に 使 をつ か はされ し 事 

も 度々 に 及びし と 見え たれ ども 我國 書の 事 はつ まび 

ら かなら す 但し 日本 國王 明の 天子に 舉.^ し 表な-りと 

て彼國 にて 相傳 へし ものた い 一 通 見えたり 其 書詞を 

見る に 明の 天子の 御 事 を 輕んじ 侮りし 事 ども 見えた 

b 太祖の 璽書 禮 部の 移 書の 中に 其 表に 答 へ られし 所 

也と 見えし もの ども あれば K 良 親王の 奉られし 所な 

る 事 疑べ からす な 又 一 書に 

禮 部の 移せし 所 を 日本 國 征夷 將 軍義満 と^るせ しも 

]  . Ji  六 百 二十 五 I 
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の あ. o 然 らば 鹿 苑院の 公方の 御 事と 見え たれ ども 其 

書 詞を按 する に 正しく 義滿. の 御 事なる べしと も 思 は 

れ中菊 池が 許に 移 書せ し 事の ごとくに はみ えたり 其 

後 太祖：：！ 本 眞の國 王 ありと 聞し めされて 仲 猷克勤 等 

の 僧 をして： n 本に 使たら しめ 給 ひし 時の 勅旨に 持 明 

天皇 關西親 王 日本 國王 などい ふ 事 見え たれば 此 時に 

至て 日本 國 王と 稱し給 ひし は 義滿の 御 事 を さ、 れし 

ぶ _ 持 明 天皇と は 後光 嚴院後 齟融院 みなく 當時； ，1 おいて 持明院 

, I 殿と 稱し 舉リ しが 故 也 關西覲 王は馕 茛の御 事 日本 國 王と は義 

滿の 御.；.^.^ t^,5 太祖の 皇孫に て 太祖の 毫 1- ) I 

斜な 5 其^^ 文の 子よ，^ 位な 嗣給 ひし 御 事 也 義潢 IB- 

ひし 詔書に は 舉夭承 運 皇帝 詔 日本 國王源 道義な ど^ 

るされ たり 難 纏^: 膨^^ち 其 後 太宗の 詔書の 式 もま 

たこれ に 同じく 其 勅書の 式 は 皇帝 勅諭 日本 國王源 道 

義 と玄* る さる 義満薨 逝の 後 勝 定院殿 へ 賜 ひし 勅書に 

は # H 本 M 世子 源義 持と ま るされ 1^ ま，^ 其 後 

穴ゥ小 英宗の 代に 普廣院 殿に | たま ひ 景泰の 天子 ほ | 

す 慈照院 殿に | 賜 ひし 勅書 等 義満の 御 時の 式の ごと 

し 其 後 暦の 天子 f™! と 豐臣大 閤に賜 ひし 詔書 も 奉 

天 承 運 皇帝 詔 封爾爲 日本 國王 など 見えたり 又 本朝の 

國王 異朝の 天子に 書 を 奉られし 事懷良 親王 を 以て 始 

とすべ し然れ ども 其 書式 は詳 ならす 義滿 最初に 建 文 
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の 天子に 奉られし 書式 は 日本 國准. 三 后 源 道義 上書 大 

明 皇帝 陛下と^ る さる 太宗の 代の 初に |f 奉ら れ し 

表に は 日本 國王 臣源 道義と ^る さる 其 後 彼 册封を う 

けられ しょ b 後の 事 どもい まだ 見る 所 あらす g 删 

00^ 其 後 普廣院 慈照院 等の 公方の 時 奉られし 

表に も 皆々 日本 國王 臣姓諱 と^るされ 宣德 正統 景泰 

等 異朝の 年 號を用 ゐられ たり 

我 國の僧 瑞溪當 時の 公方 明の 天子に 奉られし 表 文 

の 式 を 論じて 異朝の 天子 我 國の將 相 を 推 尊れ 王 を 

以て 稱 せらる 、事 はさ も ある ベ しみ づ から 王と 稱 

せらる 、事 は 彼 國の封 を 用るな り 然る ベ からす 又 

臣の字 を 記さる、 事 然るべ からす やむ 事 を 得 ざら 

んには 日本 國と いふ 字の 下に 我國の 官位 を 記して 

氏と 諱 との 間に 朝臣の 二字 を^る さるべ きか 又 彼 

國の 年號を 記さる、 事 然る ベ. からす 我國の 年號を 

用ゐら る、 か^か らすば 年 號を記 さ れすし て 甲子 

のみ を ゑる さるべ き 事 か年號 朝臣の 二 事 を 以て 大 

外記淸 三位 業忠に 語りし に 然る ベ き 事なる 由 を 申 

されし と^るし 置た b 其 說に國 王と 稱 せらる 、事 

は 彼 國の封 を 用るな b とい ひし はい まだ その 事の 


由を詳 にせざる 所な b 異朝に おいて n! 本國 王と. 申 

せし うちに 眞の封 王の 事 あ b し は義滿 公方 一 人 也 

其餘 みなく 封 王の 事 ありし に は あらす (此 事詳 

なる 事 下に 見 ゆ) 又 臣と稱 し 年 號を用 ひられし 事 

然る ベ からざる 由 は 勿論な b 但し 朝臣の 字 を 用 ひ 

我國の 年號を 用ゐら れんに は 異朝の 天子の 朝聘を 

受ら るべ からす^ かじた い 異朝の 天子に 朝 聘の事 

なかる ベ きに は 

又 外 國往來 書式の 事縑 倉の 代に 高麗の 國王 元の 世祖 

の 勅に よりて 日本に 書 を 贈りし 事 はみ えたれ ども 其 

詳 なる 事 は 見えす 應永 1 1 十九 年の 夏 勝定院 | の 公方 

朝鮮の 書に 答ら れしを 以て 其 事の 始 とすべき 也 1^5 

ささ は 我國の 管^ 波國議 政府と 往來の 書 は 見 .4- 灸 C^CJVSSST 

えた リ兩國 の 君 往来の 始 はい まだ 詳 ならす ま 凝 C!^々I^M 

よりつか はされ し 書式 は 日本 國姓某 奉書 朝鮮 國王殿 

下 又 日本 國姓 某拜復 朝鮮 國王 殿下と^ るされ 彼國の 

書式 は 朝鮮 國王姓 某 奉書 日本 國 殿下 又 朝鮮 國王姓 某 

舉復 日本 國 殿下と^ るせ り 

京都の 代に 明の 天子に 奉られし に は 日本 國 王と^ 

るされ て 朝鮮に つか はされ し 所 は 日本 國姓 某との 

. み^る されし 事い かなる いはれ にや 彼國 よりの 書 

五 事 略 上 


に U 本國 殿下との み 見えし は 我國の 書に 其稱 とす 

ベ き 所の 見えざる 故に かくは^る せし と 見えた， On 

U 本國姓 某との み^るす ベ き は我國 にて 一 官ー職 

の稱 すべ き 事 もな きもの、 外國の 人に 贈る ベ き 所 

の 書式な b 心得られ ぬ 事 也 

其後豐 臣 太閤の 時に 至て 彼國 よ， 9 の 書に は 朝鮮 國王 

姓 某 奉書 日本 國王 殿下と^ るし 來れ b 其 報 書に は 日 

本國 關白秀 吉奉復 朝鮮 國王 閣下と^ るされ た b  0 

L1 姓な しるされす 乂 閣下の 字な 

用 ひられし 事 皆 々、も 得られす 

〇 當家 御代 朝鮮人 來聘 書式 の 事 

慶長五 年關ケ 原の 御陣 の 後天 下神祖 に 歸し间 七年宗 

對馬 守義智 焉| の 一江 戶に參 勤す W 祖義智 に 謂て 宣く 

太閤 秀吉 朝鮮 征伐の 後 は兩國 交信 斷絕せ b 彼國 より 

使 をして 和睦の 事 を 請 ふに おいて は 元の ごとく a 信 

を ゆるすべし^ からすば 每年 我國の 農民 をして 彼國 

の 米穀 を 刈 取 しむべし 此事を 彼 國に吿 て 其 答 を 申べ 

しとな， o 義智 すな はち 台 命 を 朝鮮 國に 告^ら せけ る 

に 彼 國王大 に 驚き 同 九 年 僧 松 雲に 孫 文^と い へ る官 

人 を 副て 我國に 使たら しめ 和平の 事 を こ ひねが ふ對 

馬 守 まづ兩 使を對 州に といめ 置 家 司 柳 川下 野 守 をし 

六 百 ニ寸七 


「 

:- 


五 事 略 上 

て 江 BS に 遣し め て 言 上す 神祖 の 仰に 來年乙 巳 秀忠公 

を御间 伴に て 上洛 あるべ し 其 序 を 以て 使の 禮を受 さ 

せらる ベ し 兩使を 京都に 伴 ふ ベ しとな b 同 十 年對馬 

守 兩使を 京都に 伴 ひ 來て台 顏を拜 せし む 事 畢て後 本 

多 佐 渡 守 正 信 をして 對馬 守が 旅館に 至らし め 給 ひ 朝 

鮮國 通信の 事 を ゆるさる 來年 丙午 天下 を 以て 秀忠公 

に 給 ふ ベ し 近年の 中 朝鮮 王より 使 をして 賀 せし 

め 申すべし 松 雲 は 僧徒な b 使た るべ からす 官人 をし 

て 使たら しむべ きょし を 仰 下さる 對馬 守すな はち 松 

雲 文 ^等に いひ 傳 へて 彼國に 歸す慶 長 十 一 一 年 朝鮮 國 

王 三 使 をして 秀忠 公嗣 業の 事を賀 せし む 認 ^卵 

^ まづ對 州に 來り 三月 對州 を發 して 閎 四月 江戶に 

至 b て聘 鱧の 節 燕 饗の儀 等畢て 三使駿 府に參 拜す此 

時 本 多 上野 介 正 純が 亭 において 飮食を 賜 ふ 三 使歸國 

の 後 朝鮮 王 大に悅 び 柳 川下 野 守が 嫡子 豐前 守に 嘉善 

大 夫の 官を 授けし なり 此時 台德公 へ 贈り 奉られし 書 

に 朝鮮 國王姓 某舉書 H 本國王 殿下と^ るされ 其 御 報 

書に 日本 國 源秀 忠舉復 朝鮮 國王 殿下と^ るされ た， 9 

元 和 元年 大 坂の 亂靜謐 せし によりて 同一 一年 朝鮮 王 三 

使 をして 賀 せしめら る此 時の 來翰報 書 ともに 慶長十 


  六 百 二十 八  

二 年の 式の ごとし 同 九 年大猷 公嗣て 立 給 ふに よりて 

宽永 元年 朝鮮 國 より 三使來 聘す此 時の 書式 も 又 元 和 

二 年の 如くな b 寬永士 一年 宗對馬 守義成 f  §| 其 家 

臣柳川 豐前守 の 異論の 事 あり 大猷公 自ら 大廣 

間に 出 給 ひて 其 爭訟を 聞し めし 給 ふ ，は | せ 朝 

鮮國 王より 贈， o 奉りし 所の 書に 慶長 十二 年 元 和 二 年 

寬永 元年 三度と もに 朝鮮 國王 奉書 日本 國王 殿下と^ 

るされ しこと 其國 王と して 外 國の將 軍と 書翰 往來の 

事 本意に あらざる よし 朝鮮 王 憤り 申さる 、によりて 

豊前守 其 旨に まかせて 彼國 書に は 日本 國 王と^ る さ 

せ彼國 において 將 軍の 御 事 をば 國 王と 心得た る 由 を 

申 上て 其 御 報 書 をば 對 州に 於て 豊前守 私に 是を書 直 

し 日本 國源家 光と^ る させられし 國の 字の 下に 王の 

字 を 書 入て 朝鮮 國の 使に 渡し 遣し け る 事 露顯せ り 

此時對 馬 守 義成は 若年に して 諸事 柳 川が はから ひ に 出て 其 書式の 事 

ども 對爵守 はしらざる 事 五山の 方 長老 申 上る 其 事 明. R なる に i リて 

對馬 守な ば处 n め 袷 はす 豐前守 は 奥州 津輕に 流刑 せらる 方 ョち, , よ 

長老む 柳 川に 一味せ しにぶ リて同 州 南部に 配せられ さ E_^( , 

り て 對馬守 に 命せられ て 豐前守 が 私曲 の 次第 を 朝鮮 

國に吿 知らせ これよ，^ 後 朝鮮 國 王の 書に は 日本 國大 

君と^ るすべ し 御 報 書に は 日本 國姓 某と^ る さるべ 

きょしに 究 りけ b 其 後寬永 十三 年義 謂^: 御 同一 一十 年 g 


，塒 明曆 元年 «ぽ 御 天 和 1 1 年 ！！ 城 S 御 朝鮮 國の 通信 使 

來る 時の 書に は 朝鮮 國王 奉書 日本 國 大君 殿下と^ る 

され 其 御 返書に は ：》 本國姓 某舉復 朝鮮 國王 殿下と^ 

るされ たり 


玉 寧咯上 
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IP 


五 ^略 上 


殊號事 略ド 


筑後守 源 朝臣 君 美 著 


〇 今 代 外 a 來聘の 事 

文祿 元年 壬 辰 四月 日本の 兵 朝鮮の 東邊 を陷れ 五月 其 

E 龙こん て,. >  首 一 おく  I る 四月 十三 日 釜 山^ 陷 i2^$s£ 

rr- お 1ス\  ノ鐺进 く i る 玉 月 二日 王城に 入りき 草 教 MHi 

上國 に 急 を吿し かば 明の 天子 援軍 を 出さ れ 合戦 度 々 

に 及びて 大明 日本 和議の 事 始れり 其 後 和議 やぶれて 

再び 軍 起り 凡 兵 連る 事 七 年に して 慶長 三年の 八月 大 

闇秀吉 鹿 じ^ひ 日本の 兵 悉く 軍 を 還す 同 五 年の 九月 

關ケ 原の 戰 終りて 六十 六 州 悉く 皆 東照宮に 歸し 服し 

ぬ 六 年 安 南柬埔 褰呂宋 等の 國々 始て 入貢す 此 年宗對 

馬 守 義智其 家人 柳 川 豊前守 調 信 等に 仰 下されて 日本 

朝鮮 和 譏の 事を講 せらる 是ょ さき 對 州の 使 朝鮮に 

至， 9 し 事旣に 三度 皆大 明の 鎭將 のために 生 捕れて 歸 

る 事 を 得す 此年義 智調信 等 仰 を 蒙りし 後 差遣せ し 所 

の 使 始て彼 東 萊府の 復書を 得て 還れり 

初慶長 三年 戊戌よ b 是歲辛 1 の 年迄對 州の 使 朝鮮 
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に 至る 事 度々 に 及ぶ 初 度の 使梯七 太夫 第二 度の 使 

吉副左 近 第三 度の 使 柚 谷 彌助是 等 は皆大 明の 鎭將 

生 捕て 北京に 送 ，0 獻す第 四 度の 使 石 田甚左 衞門始 

て 彼國 の 報 書 を 得 て歸る 但し 此書は 彼 東 萊府使 調 

信に 移せし 所と 見えたり こ、 にお いて 井手 彌六左 

衞門を 使と して さきに 對 州の 兵彼圃 にて 虜 とせし 

所の 男女 を 送り 還す 朝鮮 始て其 使を签 山に 接待し 

對馬 守に 復 書す 義智其 使 を叁ら せ し に 東照宮 御前 

に 召れ て 事の 子細 を 聞し 召れ 物 賜りて 還 さる 是則 

第五 度の 使に て大明 朝鮮の 書に 橘智 正と 見えし は 

此彌 六左衞 門が 事也是 等の 事共 朝鮮の 書對 州の 人 

申傳 ふる 所に もい まだ 詳 ならぬ 事 あり 以上の 事 ど 

も詳 にせん に は 文 長ければ 略す 

七 年 太 泥國王 入聘す 

此國は 慶長四 年に も 使 來れり 東照宮 御代と なりて 

使 を參ら せし は 此時を 以て 始 とす 

是 年の 春對 州の 使 I™ 朝鮮に 至て 彼 國の使 金 繼信孫 

文^ 等對州 に き たる 義智等 ま た 彼 國の虜 を 送. o 還 

此 時に 薩 州の 兵の 爲に とら はれし 金 光と いふ 者 を 


送り 還す によりて 朝鮮の 君臣 我國の 事よ く^, «尋 

問て 和議 終に 事 成たり 金 光 は其國 王の 親戚な りと 

閡ぇき 

九 年の 秋 孫 文^ 再び 其 國の僧 松 S と共に 使して さき 

に 義智が 遺せ し 使と 同じく 對 州に 來る十 年 

の * 義智等 松^ 孫 文钱を 召 連て 伏 見の 城に 參る 朝鮮 

の 使 を 御前に 召 出され 其 後 本 多 佐 渡 守 正 信 承 兌 長老 

等 を 以て 兩國 修好の 事 を 仰 下され 我 國に虜 はれし 朝 

鮮の 男女 一 千 三百 餘人 と共に 其 國に還 さる 

なじく 朝鮮 

- 一 疫 e. リ 

十 一 年 占城暹 « 等の 國王入 聘す是 歲の秋 朝鮮の 禮曹 

對馬 守に 書 を 贈 b てま づ我國 の 御 書 を 賜る ベ き 由 を 

as 申す 是 に 依て 此 年の 冬 東照宮 彼國 王 に 國書 をな さ 

る 

是歲國 書 を 贈られし 事 は 明年 彼 通信 使の 來れる 時 

に彼國 王よ h '奉られし 書禮曹 より 我國 執政に 贈， 5 

し 書に もみえ た b 其 餘大明 朝鮮の 史書に も 見えた 

り 然るに 我國の 人は此 事を傳 へす 心得が たき 事な 

る を 以て 對 州に 尋問し に其圃 人の 申 所 も 十 一 一 年に 

来れる 彼 國の書 共に 見えし 所に 相 同じ 此 時の 國書 


は 僧 承 兌の 草せ し 所と 聞え しとい へ ども 其 草本 紛 

失して 尋求 むれ どもみ えす 

十一 一年の 春 朝鮮の 通信 使始 て來れ b 閏四ほ 江 戶に至 

て 台德院 殿に 其國 王 の 書信 を 奉り 五 月駿府 に 至 て 東 

照 宮に信 物 を獻る こ、 において 日本 朝鮮 修好の 事な 

h- ぬ 

H 本朝 鮮修 好 の 事 は 朝鮮 王每 事に つきて 明の 天子 

に 奏して 准許の 後に 事 成りた る 也す ベ て此事 ども 

詳に^ るす ベ きに は 文 長ければ 略す 

十四 年波 羅多 伽兒 阿蘭陀 等の 國 入貢す 十五 年 琉球國 

王み づ から 來 朝す 十六 年 臥亞國 入貢す 十七 年 新伊斯 

把 獮亞國 入貢す 十八 年 諳乂利 亞國王 入 聘す宽 永 元年 

伊 斯把獮 亞國王 入聘す 

すべ て 海外 諸 國來聘 の 事 ども 詳に 記すべき に は 文 

長ければ 略す 

〇 外 國往來 書式の 事 

慶長六 年よ b 此 かた 海外 諸國 より 奉りし 書 啓 表 等に 

31ん えし 御 稱號の 事 皆々 日本 國王 殿下 を 以て 稱す 

外洋の 書に は 蕃字楷 宇一 一 通づ 、を 奉， o しあ. o 又 金 

札な ど 申せし 式 等 あ， 9 き 

六 百 三十 一 


五 事 略 上 

我國の 書に は H 本國源 御諱と ゑる されたり 但 安南國 

より 來れる 書の 中に 日本 國大 相國 公と 稱し 日本 國內 

太 宰執原 五 殿下と 稱し 日本 國本生 一 位 源 公 殿下と 記 

せし 事 あり 

安 南國の 書に も 此外は 皆々 日本 國王 殿下と^ るせ 

東照宮よ.^ 安 南國 になされ し國 書の 中に も 日本 國大 

將軍 源御諱 又 日本 國從 一 位 源 御諱と 記されし 事 あ b 

安 南國に 遣され し 國書此 外 は 皆 日本 國源御 諱の式 

なり 

台 德院殿 最初 に 呂宋國 になされ し國書 に は 日 本國大 

納言 源御諱 と 記され 其 後 臥亞、 呂宋、 新 伊斯把 檷亞等 

の國々 になされ し 所 は 日本 國 征夷 大將 軍と 記されし 

此外は 皆々 日本 國源御 諱の式 也 

就中 朝鮮 國 王より 奉りし 所 は慶長 十一 一年より 寬永元 

年に 至る まで 皆々 日本 國王 殿下と 記し 來れ， ^最初 慶 

長 十 一 年の 冬 東照宮よ b 彼國 になされ し 所の 式 未見 

る 所な し 十一 一年に 台德院 殿より 答ら れし國 書に は 日 

本國 源御諱 と 記さる 
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此 時の 國書は 僧 承 兌 草す 

其 後 元 和 1 一年の 信使來 りし 時に 僧 祿司前 南 禪崇傳 長 

老 地 國書を 草す べしと 閡 えて 柳 川 豊前守 調 興 

調 興 は 故豊前 守 調 信が 子な り圃 初にば 諸國^ 名の 家人の 子な 以て 譖 

人と 稱 して 質 子に 參ら する 事に て 調 信が 子 調 興む 其 頃 は權之 助と 申 

ぜ しが 質と し 乂駿府 L! 在 し^木 多 上野 介 正 純！，： 預られ 調 ミズき， - 

信 死して 後に 父が 後^ 繼 ^叙爵して 朝鮮の 事な 仰 蒙れ リ ま， * 

使 を 遣し て 前年の 國 書に 日本 國 王と 記されす 候 御 事 

日本い まだ 一 統に歸 せす とみえし 由 を 以て 朝鮮の 君 

臣申事 ども 候に 付て 此 度の 國書も 其 式に 候 はんに は 

存る所 あるよ し 信 使 等 ひそかに 議し申 由 を 吿^ らせ 

又 前年 執政より 禮曹に 答ら れし 書式 も禮に 於て 叶 は 

す 候 由の 事 を 申す f ぽ £MI 記 長老 此事を 以て 執政の 

に？  icat ン匸 此 度の 使^ば 伏 見の 城に て 召 見ら る 此義は 九 

.S ゾとネ M して 月 四日の 事に て 本 多 上野 介 正 純 土 井 大炊頭 利 

勝颂貪 咿賀守 勝 重 安藤 對馬守 重 R 面 こ r ま KK お a て 5 火 

信 林道 春 等 玉 人會議 せし 事 也 て は.？ f を おて. 5i 

の國 とす これに より て 日本の 王 高麗の 王と 書 を 相 通 

せられし 事な し 前年の 國書を 兌 長老の^ せし 所 も 古 

の 例に よ， 9 し 上は此 度に 至ても 王の 字 を 用 ひらる ベ 

き 事に あらす と 申 人々 此議 其い はれ ある 事の 由 一 同 

して 其 由 を 以て 申 上ければ 殿中 伺候の 面々 と 議定す 

ベ き 由 を 仰 下され 藤 堂 和 泉 守 高 虎 井伊 掃 部 頭 直 孝 鳥 

居 左 京亮忠 政を始 て 譜 代 の 御家人 等 々長老の 申 所 


の 如くに 議定して 國 書の 式 をば 改めら るゝに 及ばす 

執政の 書 をば 前年の 式を改 らる此 時の 事傳 長老の 記 

に詳 にみ ゆ 

寬永八 年に 及て 對馬 守義成 柳 川 豐前守 調 興と 主 

從爭 論の 事 起り 十一 一年に 至て 調 興幷對 州以酊 庵の 僧 

玄方 流刑に 處 せらる 是は調 興 玄方竊 に 謀て 朝鮮に な 

されし 國 書の 式 を改て HI 本國 王と^ るし 遣せ し 事 あ 

ら はれし によりて.^ 

凡 和漢 古今の 法律に 國 書を矯 b 作る 等の 事 は 八 虐 

罪の 中大 不敬の 罪と して 死を容 すべ からす 然るに 

調 興 玄方其 刑 遠 流に 止 b し 事 其い はれ ある 事と 見 

えたり 對馬守 豊前守 等 の 父子 R 本 朝鮮 和議 の 事 を 

仰 蒙 b しょ， o 此 かた 其 平ぎ 成しに 至まで 六 年の 間 

事 勢^き りに 變 せし 事 ども ありし うちに 東照宮 征 

爽大將 軍の 宣旨を 蒙せ 給 ひし 後に 日本の 大將軍 好 

を修 せらる ベ きの 仰 あ b などい ふ 事に 就て 朝鮮の 

國王を 以てい かで か 日本の 將 軍と 隣 國の禮 を 交ら 

る 、事 あるべ きとて 事す でに 破れん とせし 事 あ b 

是は 本朝に して は 古へ 源 賴朝鎌 倉に 府を 開かれ 征 

夷の 宣旨 をな されし よ. o 此 かた 此職を 以て 重任の 

玉 事硌上 


事と せらる 、事に はな， 9 き凡將 軍と は 其 軍の 將た 

る もの 、稱 なれば 對馬 守が 家人 柳 川豐前 守が 事 を 

も大明 朝鮮の 書に は 倭 將軍平 調 信と^ るされ し 事 

なれば 彼國の 君臣 かくは 申せし 也 其 後 漸くに 事 を 

^た \ めて 日本 朝鮮 兩國の 王 永く 隣 好 を 結ばる ベ 

しと 相 約して 事 平ぎ たりし 所に 慶長 十一 一年の 國書 

に 日本 國 王と は 見え ざり しに 付て 彼國の 君臣 申 事 

ども ありし 故に 元 和 1 一年の 信 使の 時に 調 興 其 由 を 

以て 傳 長老に 申 けれ 共 長老 申 旨 ありて 國 書の 式 を 

改ら れす此 時に 當り て 事す で に 難儀に 及びし を以 

て 調 興せん かたなく 方 長老 を かたら ひて U3 本國と 

記されし 國の 字の 下に 王の 字 を 書 加へ て 彼 使に 披 

露し ければ 事故な く國 書を受 とりて 歸 りぬ 是 等の 

事 ひと へ に 我 國の御 爲を想 ひて 相 はから ひし 所な 

れば其 罪 を 宥められし とみえた b 又按 する に 東 照 

宮 安南國 に 遣 はされ し國書 に は 日 本 國大將 軍 と な 

され 台德 院殿呂 宋臥亞 新伊斯 亞檷亞 等の 國に遣 さ 

れし國 書に は 日本 國 征夷 將軍 となされ しに 慶長十 

1 一年に 朝鮮に 遣され し 所に は是 等の 式 を 用 ひられ 

ざ， o し 事 其後對 州よ .o 申 事 ありし 故により しと 見 

六 百 三十 三 
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えたり すべ て是 等の 事 ども 其 子細 を詳 にせん に は 

文 長ければ 略す 

此時對 ^守 義成仰 を 蒙り て彼國 よりの 書式 今より 以 

後 は 日本 圃 大君 を 以て^る さるべき 由 を 以て 彼國に 

相 約す 同 十三 年の 秋 彼國ょ b 来る 書式 相 約せ し 事の 

如くに 改れ b 此時 林道 春 を 御前に 召されて 朝鮮の 書 

式 先に 仰 遣され し 所の 如くなる や 否の 事を尋 仰ら れ ： 

しに 違 ふ 所な きょし を 以て 賀し谁 ければ 御氣色 大方 I 

ならす 信 使 進 見の 明日 三 家 御參， o の 時に 此事を 仰 出 

されし かば 井伊 掃 部 頭 直 孝 朝鮮の 圃王 大君と 仰ぎ奉 

り 候 事我國 にお い て いまだ 其 例 を 承らす と賀し 申け 

れば 御前 伺候の 人々 掃 部 頭 申處の 如くに 候と 皆 一 同 

に賀し 申さる 是ょ. o して 夭 和 三年の 聘 問に 至る、 まで 

彼の 書式 寬， 永 十三 年の 式に 相 同じ 

是 等の 事 林 大學頭 信 篤^る して 舉 りし 處對 州より 

^るし 来れる 所に 詳也 

〇 大君の 御號を 止められし 事 

大君と 申 事 は 周易に 見えた る を其始 とす 世々 の 先 儒 

大君 は 天子な りと 注し 候 へば 日本 國 大君と 稱し候 は 

んは 本朝の 天子の 御 事 を 申べ し又說 文に 皇の 字を釋 


I  六 百 三十 四  

一 して 皇は君 也大也 三皇は 大君な b とも 見え 候 へ ば 我 

一 國の 大君と 稱し候 はん 御 事 は 日本 天皇と 申に 同じ か 

； るべ し 本朝 神皇 の天統 いまだ 地に 墮給 はざる ほど は 

一 たと ひ いづれ の 世い かなる 人と 申と も 自ら 稱 して 日 

一 本の 天子 日本の 天皇な どと はの たま ふべき 御 事に あ 

一 らゃ又 最初 慶長 十二 年の 國 書に は 日本 國 王の 字み え 

一 ざるに よりて 朝鮮の 君臣 相 疑 ひ 元 和 三年の 信 使 等 申 

一 旨 も 候 ひき ffi ゃ寬永 十三 年に 及び 天子の 尊號を 以て 

一 稱 しま ゐら すべき 由 を 以て 仰 遣され しに 至て は彼國 

一 の 君臣 必相爭 ふべき 事 智者 を またす して 猶 明らかな 

る歟 

最初 日本 國 王の 字み えざる 事 を 嫌 ひし 事 は 朝鮮に 

王た る 事 は 尊く いまだ 日本に 王たら せ 給ざる は卑 

くして 尊卑 相 當ら ざ る 事 を 嫌 ひし 故也然 る を 日本 

天子の 稱は 尊く 朝鮮 國 王の 號 は^き 事に 成り 候に 

おいて は彼國 の 君臣 爭 ふ 間 敷 事に あ らざ るが ゆ ゑ 

なり 

然るに 彼國の 君臣た やすく 仰に^ たが ひ參ら せし 事 

其 謂 れ ある 事に て 候べき 其 故 は彼國 において 大君と 

申 もの 其 宗親府 正 一 品の 職號 にて 此號を 以て 其國王 


f り 商 Nk こ 受ナら I 其圃 王の 嫡子^ば 世子と 申 庶子^ば 子 

子の：^ 子に 授リ られ と 申 又 其 王子の 嫡子に "大君の 號^ 授け 

庶子に は 君の 钺^ 授けら る -圃 制. a 是 等の 事 圃 の锊圃 大典 政事 撮 

要 等の 書に 詳 にして 大君の 事 ども 記せし もの は 其圃の 書に 猶 多く 見 

冠 服 職 田祿料 等より 以下 悉く 其定制 ある 事 ども 

に 候 然るに 其 大君の 號を稱 しま ゐら すべ き 由 を 以て 

仰 遣 はされ しにお いて は 彼國 の 君 臣相慶 し て 日 本國 

王 我に 事る に庶 孫の 觼を 以てし 假稱 する に 大君の 號 

を 以てせん 事 を 懇請す 上 許す 事 請 ふ 所の 如しな ど 申 

さ いる 事 を 得べ からす 

朝鮮の 書 どもに 我 國の事 ま、 るせ し 書法の 例 を 推考 

ふるに 其 本文の 如くなる べき 事 疑 ふべ から や 

昔 鹿 苑院の 公方 大 明の 册封を 受られ し を も 心 ありし 

人 は 日本の 恥辱な りと は 申しき 猶是は 異朝の 天子の 

封爵 とも 申べ し 今に 至りて 異朝 藩 王の 僞官 をう け稱 

し 給 ふに お い て は 日本 は 異朝 陪臣の 國の 如しと も 申 

べし 

義満大 明の 册封を 受られ し 事 は 前に 見えた b 藩 王 

と は 朝鮮 琉 球の 如くに 異朝の 天子の 封爵を 受て臣 

屬 せし 國王を 申 也 僞官と は 異朝 天子の 官制に は あ 

ら すして 藩國 にて 置く 所の 官を 申た と へ ば 朝鮮の 

大君 琉 球の 王子 親方な ど 申より 以下 其國 にて 稱す 

五- 事 上 


る 所の 官卽 ち是也 陪臣と は 藩 王の 臣を申 也 

一 古の 時には 三韓の 國々 本朝の 西 藩に て 其國々 の 君 皆 

これ 本朝に 臣屬 して 其國に 王た りき 今の 朝鮮の 君 は 

一 彼 三韓の 地 を 併せて こそ 其 國には 王 たれ 然るに 其僞 

一 官を 以て 我國の 君に 加へ 稱 しま ゐ らせん は 冠 履 其 所 

を 易た b とも 申べ きか^からば 則我國 にして は 本朝 

天皇の 尊 號を潜 竊し給 ふの 嫌 ありて 彼國 にして は 其 

王の 庶 孫の 僞號 を假授 せらる、 の 疑 あ b 彼と いひ 是 

とい ひ 然る ベ き 御 事の 謂れ を^ら-す 

是 等の 事 もとよ b 上に は^ろし めさる ベ き 御 事に 

あらす 其 あやま，^ の歸 する 所 あるべ き事歛 

是 等の 議 によりて 前代 の 御 時 朝鮮の 聘問 あるべ 

きに 及て 今より して 後 大君の 號 をば 停む ベ き 由を以 

て對 馬守義 方に 仰 下された りき 

〇 復號の 御 事 

正德 元年の 秋 朝鮮の 信 使 來て獻 する 所の 國書 にも 日 

本國王 殿下と 衷 るされ し事慶 長 十一 一年より 寬永 元年 

に 至る まで 來れる 式の 如し 是 より 先我國 より 其國書 

に 答ら る ベ き 式を議 せらる 

桉す るに 最初 元 和 一 一年 朝鮮に 答ら る ベ き國 書の 式 

I  ふハ 百 三寸 玉 
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に 王の 字 を 加 へ らる ベ き や 否を議 せしめられし 時 

に我國 にて は 高麗 を 以て 夷狄の 國とす 是に侬 て 日 

本阈王 高麗の 王と 書 を 相 通せら る、 事な し 然るに 

日木國 王と まるし 遣 はさ れん 事 然る ベ からざる 由 

議定の 事 本朝の 古に ありて 三韓 を 以て 西 藩の 國と 

なされし 事 は 勿論 也 然るに 本朝 天皇の 尊と 申と い 

へ ども 新羅 百濟 高麗 渤海 等の 國 王に 詔勅 をな され 

し 事 は 國史に 見えし 所 筆を絕 たす^ I 鶴^ 前 n 

やな 

一一 Hn  *7 

李 氏 脚 f 歸權 三韓の 地を倂 て 國號を 朝鮮と 改めし よ 

b この か た 京都 の 公方 聘問を 相 通せられ し 事 等 代 々 

に 絕す然 らば 日本の 國王 朝鮮の 王と 書 を 相 通せられ 

し 例な しと 申 事 心得られす 是 一 つ 

朝鮮の 事 を 以て 高麗と 申せし も あやまれる 事 也 朝 

, 鮮と. S- べき 事 也 高麗 は旣に 朝鮮の 爲に. D びて 三百 

年に 及べ h- 

もし 日本の 國王 海外の 蠻 夷と 書 を 相 通せら るべ から 

ざるに おいて は 彼國々 よ b 日本 國 王に 奉れる 由 題し 

來れる 書 を 受られ す 答ら れす して：！： 本 國王蠻 夷の 國 

と 書 を 相 通せられ すと 申さん 事 はさ も ある ベ し彼國 


六— 百 三十 六   

國ょ， o 日本 國 王に 奉れる よし 題し 來れる 書 を 受られ 

て 其 書に 答ら れ候 はんに はいかで か 兩國の 王 往來の 

事な しと は 申べ き是ー 一つ 慶長 十一 一年の 國 書に 王の 宇 

を 除きし 事 古の 例に よれる 由 を 申 事 京都 公方の 代々 

朝鮮に 遣され し 書式 を 以て 古の 例と 申と 見えたり 其 

頃に は彼國 より 來れる 書に も 日本 國 王と は 題し 來ら 

す 日本 國殿 下との み 題し 來れ りと 見えた b 况 やまた 

はじめ 日本 朝鮮 和議の 時 兩國の 王 信 を 通じ 好 を 結ば 

る ベ き 由 を 相 約し て 其 事つ ひ に 議定し 其 後彼國 の 君 

臣我國 の 書に H 本國 王 と *( るされ ざ る 事 を 相， ひ 申 

に 至て は 京都 公方の 代の 事當 時の 事體と 同じから や 

是 三つ 或は また 自ら 日本 國 王と 稱 せらる ベ き 御 事 は 

本朝 天子の 御 事に 疑 ひ ありと も 申す ベ き歟 本朝 天子 

の 御 事 は 日本 天皇と 稱し 奉り 鎌 倉 京都 代々 の 事 を 日 

本國 王と 稱し 申せし 事 朝鮮の 書に 見えし のみに あら 

す 異朝の 書 どもに 相 見えし 所 も 少なから す皇 とい ひ 

王と いひ 大小の 字義 同じから す况ゃ 又皇に 係に 天 を 

以てして 天皇と 稱し 王に 係に 國を以 して 國 王と 稱し 

上下の 名分 相 分れし 事 天地の 位 を 易 ふ ベ からざる 事 

の 如し 然 らば 則ち 自ら 國 王と 稱せら る ベ き 事 天皇の 


御 事に おいて 何の 嫌疑に か相涉 るべ き是 四つ 

說 文に 皇の字 を 大君 也と 注し 爾雅に 王の 字 を 君 也 

と 注した， o 又 本朝の 字訓に 皇の 字をス ベ ラギ とよ 

み 王の 字 をば コ ギ ミ とよむ ス ベ ラ ギ とは大 一 統の 

謂なる べし コ ギミと は 小 君の 謂と 見えた b 是等は 

其 大小の 相 分れし 也 天と 云 は 無上の 稱也國 とい ふ 

は 地に 係れり 是則 上下の 名分 相 分れし 也 

或 又 本朝に おいて 封 王の 御 事 あらす して 自ら 推して 

王と 稱 せらる ベ き 事 然る ベ からすと も 申べ きか 古に 

あ.^ て 三韓の 國々 本朝に 臣屬 せし 時に 其 小 國の君 長 

といへ ども 皆々 王 を 以て 稱 しき 

任那加 羅安羅 等の 王 あげて かざ ふべ からす 

然れ ども 是 等の 國王必 本朝の 封爵 をう けて 後に 其國 

に 王と 稱 せし とも 見えす 又 本朝の 古より 以來 親王 宣 

下の 外い まだ 封 王の 典禮 ある 事 をき かす 

淡 海 公美 濃 公 を 贈られし など 申 事 は あれ ども 封 王 

の 事 はき こえす 

異朝の 書に 見えし： n 本國王 代々 の 間に 眞に其 封 王の 

事 あ. o し は 鹿 苑院の 公方 一 人の 御 事 也 其餘は 皆々 其 

册 封の 事な しとい へど も國 王と は稱 せし 也是 のみな 
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らす凡 外 國の君 長 皆々 王 を 以て 稱 せし 事史漢 より 以 

來其 書を絕 す必册 封の 事 を まちて 其 後に 王と 稱 する 

事の みに あらす 

史漢の 書に 西南 諸國王 又は 南 越 王 朝鮮 王な ど 見え 

し 類 其 國の君 長 を かくは 申せし 也 其 君 長 を 封 じて 

王と せられし などい ふ 事 ありし に は あらす 是 等の 

類 王 は 君な りと いふ 義 によりて 其國に 君た る 人 を 

以て 王と は稱 する 事 也 

或 又 本朝に おいて 封 王 の 典 鱧な しとい ふと もす で に 

親王 宣旨の 例 ある 時 は 自ら 王 を 以て 稱 せられん に は 

親王の 御 事に 疑 ありと も 申べ きか 凡 上 を 以て は 下 を 

兼れ ども 下 を 以て は 上 を 兼る 事 を 得ざる は 和漢 古今 

の 通 制 也 本朝の 制 天皇の 兄弟 皇子 皆 親王と し 其餘は 

並に 諸 王， とす 親王よ，^ 五世まで は 王の 名 を 得る と 見 

えたり 當 時の 制 | 口 親王と い へ ども 三 公の 

上たり 給 ふべ からざる 由 もみえ たれば 諸 王の 御 事に 

至りて は 申に もお よばす 然ば當 時 海外の 國々 悉くみ 

な 21 本 國王を 以て 稱し 來れる 書に 答て 王 を 以て 稱せ 

らる ベ き 事 何の 僭上と 申 事 か ある ベ き是 五つ 又 ある 

人の 仰 候 ひし は 天皇 國王其 上下の 名分 相 分れし 事 勿 

六 百 三十 七 


 玉 率略ヒ  

論 也^: 外阈 において は 本朝の 天皇 國王 皆々. 日本 を 係 

て稱し 中す とも 自ら 日本 國 王と 稱せら れんに は 君臣 

^^號 を 同じく せらる 、事 如何 有べ き 若 其 異朝 諸侯 

王の 制に よりて 見る 時 はお ほやけ の 御 事 を 日本 天皇 

と 稱し舉 らば 國王 において は 別に 其號を 立ら る ベ き 

御寧 かと 侍りき 此事旣 に 異朝に おいて 其議 ありし 事 

也 明の 萬曆の 天子 豐臣 秀吉を 以て 日本 國 王に 封 せら 

れし 時に 其 封 號を讒 し 申て 日本な ほ 山城の 君の 在る 

あり | 諫賴 s 天 正の 曆 正しく 其國に 行れぬ 然るに 秀 

吉を 以て：：： 本國 王に 封 せられん に は 山城の 君 を 以て 

いづ れの 地に 置べ き や 別に 其號を 立ら るべ しとて 順 

化 王と いふ 號を擬 して まゐら せし に 天子 其 議に從 ひ 

玉 はやつ ひに 日本 國 王に は 封せられ き 最初 慶長 十一 一 

年の 國 書に 王の 字 を 除かれし 事 を 以て 其國 いまだ 一 

統に歸 せす と 見えし など 申 事 も 候 ひき 况ゃ 今に 及て 

萬曆の 朝議の 如くに：" 本國 順化 王な ど 申 事の 如くに 

別に 其號を 立ら れ候は い 必彼國 の 君臣 日本 國の小 王 

と 舊好を 修めん 事 叶 ふべ からすな ど 申 事出來 b 候べ 

し 異朝に おいて 君臣 國號を 同じく せられし 事 楚義帝 

楚項王 君臣 同じく 楚を 以て 稱 したりき 但是は 猶僭亂 


. 山ハ百 三十 八  

の 世の 例 取に 足べ からす 周 武王成 王の 御 時 周 公旦ぉ 

はし ましき 其 後 周 家 七百餘 年の 間 其 世 を 以て は 周と 

稱し周 公 旦の後 其官を 世々 にせられて 周 公と 申せし 

事 孔子の 春秋に も 見えた b 君臣 國號を 同じく して 禮 

に 叶 ふ 事な かるべ きに は 武王周 公の 大望い かで 此事 

候べき 孔子の 至聖 いかで か 春秋に おいで 筆 削の 事な 

くて は 候べ き 周 王 周 公 の 例に よられて 本朝 の 天皇 國 

王 同じく 日本 を 以て 稱 せらる ベ き 事 何事の 候べ き や 

是六 つす ベて 是 等の 議 によ b て 正德 元年の 國 書に は 

朝鮮より 記し 來れる ま、 に 日本 國王を 以て 記さる ， 

此時信 使等國 王 殿下 復號 の 御 事 あ b など 申せし 事 

は 元 和 三年 寬永 元年 等の 國 書に は 調 興僧玄 方と 相 

謀りて 王の 字 を 書 加 へ て 朝鮮に 遺 はしければ 此度 

始て： 《 本國 王と^ るされ し 事に あらざる を 以てな 

り 

〇 御 寶の事 

正德 元年 朝鮮の 聘問 有べ きに 付て 祖宗の 御 時 用ゐら 

れし御 寶の事 を 尋問れ し 事 あり 

東照宮の 御 事 は彼國 へ 御 書 をば 遣 はさる まじき 由 仰 

出されし とい へど ももし 事 ある 時の 御 爲に御 寶の事 


をば 御用 意 あ h- き 

其 文 は  ^も：^^^, や， 人 

源 忠恕 

台 德院殿 は 源秀忠 

大猷院 殿 は 源忠德 

嚴有院 殿 は 源忠直 

常 憲院殿 は 源忠敬 

いづれ も 字 鉢 は 古文 を 用 ゐられ 其大さ 高さ 三寸 闊さ 

ニ寸 九分 

皆々 右に 源の 字 左に 忠恕 等の 字 を^る された る 由 

を P して 

其 中に 台 德院殿 は 御 諱の字 を 用 ゐられ しとい へ ども 

其 餘は御 諱の字 を用ゐ られす 其 故 は御諱 に 於て は旣 

に國 書に 記さる、 上 は 重て 又 御寳の 文に 用 ゐらる ベ 

からす 朝鮮 國王 代々 の國 書に も 爲政以 德の四 字 を 用 

ゐて其 名の 字 を 用^ざる によりて 我 國の御 寳も又 別 

の 字 を 用 ら れし由 申す 事 あ り 祖宗 の 御 時國書 に 御 

諱を記 さる、 によ b て 御寶に は 別の 字 を 用 ゐられ し 

由 を 申と い へど も 台德院 殿の 御 寳には 別 字 を 用ゐら 

れし にも あ らす又 御 姓に 於 て も國書 に 記され し 所 也 

玉 事 崎 上 


然るに 御寳の 文に も 又 御 姓の 字 を 用ゐら れし事 は 別 

に 其 謂 あり や 又 御 姓の 下に 二字 を^る されし 事 異朝 

にあ， o て は 私印な どい ふ もの 、式に して 姓と 字 を^ 

るせ しもの 、如し 然 ども 祖宗 代々 御 字 ありし 由 も 聞 

ぇャ もし 御名に も あらす 御 字に も あらす ば是 等の 一 一 

字 如何 成 ものと 申べ きと 重て 尋問れ しにた い 御諱に 

あらざる 字 を 用ゐら る、 所に て是 等の 一 一字い かなる 

ものと 申 事 は存 せざる 由 を 答申き 按す るに 最初 日本 

朝鮮 和議い まだ 事なら ざる 間 慶長十 一 年の 秋 朝鮮の 

鱧曹成 以文 對馬守 義智に 贈し 書に 今 若 日本 先 爲致書 

則 我 國亦無 相 報 之 道 乎と 見え 慶長 十一 一年の 春 彼國の 

信 使始て * る 時に 禮曹吳 億 齢 我國の 執政に 贈りし 書 

に 贵國王 先 奉 咫尺 之 書 我 國王玆 遣使价 以答來 意と 兒 

えし は彼國 君臣の 請 ひに よられて 慶長十 一 年の 冬 東 

照 宮國書 をな されし 御 事 を 申す 也此事 又大明 朝鮮の 

書に も 見えし もの 多し 然 らば 東照宮の 御 事 は 彼國に 

御 書 を 遣され し 御 事な しと 申 事 心得られす 是 一 つ 東 

照 宫の御 時 外 國に御 書 をな されし 事 朝鮮の みに 限ら 

す 安 南 太 泥 暹羅占 城 等 を 始て西 南洋の 國々 に 御 書 を 

なされ 其餘 西南の 蕃舶に 御朱印 を 下されし とい ふ 事 

叫ハ百 三十 九 


五 事 略 上 


六 百 四十 


もまた 年々 たえ や 然るに： 0 本朝 鮮兩國 往來の 御た め 

にの み 御寳を 御用 意 あ b と 申す 事 も 如何 有 べき これ 

二つ 東照宮 御 賜の 大藏 一 覽 一 部 南都 東大寺 淸凉院 の 

藏 にあり し を 見る に每册 に御寶 あり 

此書は 仰に よりて 活字 板に せられし もの 也 

其 文 は 源家康 〇 忠恕と い ふ 六 字に て 其字體 古文 に は 

あらす 其 大さ方 一 一寸 八 分 あり 

忠の 字の 上の 一 字 心得られす 台德院 殿の 御 寶の文 

を 以て 合せ 考 るに 上の 方に 源の 字の 偏 傍 を 引 わけ 

て 記されし とも 申べ き歟 未詳 

是則當 時 海外の 國々 に用ゐ られし 所と 見えたり 然る 

に 東照宮の 御 寶其文 は 源 忠恕の 三 字に て 高さ 三寸 闊 

さニ寸 九分の 由 を 以て 圖し 上る 事 心得られす 是 三つ 

台德院 殿の 御寳 は崇傳 長老の 寫し留 し 所 金 地 院の藏 

にあり 此 潸 祿 當時國 書の 事 を 奉れる 人 なれば 必 あや 

まる 事 有べ からす それに 見えし 所 は 上に 源の 字の 偏 

と 傍と を 引 わけて^る し 其 下の 右に 秀の字 左に 忠の 

字 を^る して 字體又 古文に 非す 大さ方 三寸 あり 是も 

圖 し 上れる 所に は 符合せ す是 四つ 朝鮮 國王 代々 爲政 

以德の 四 字 を 用 ゐし由 も 心得られす 寬永 元年の 秋 彼 


國 王李佺 奉りし 書に は 德命之 寶の字 を用ゐ たり 其餘 

は 皆々 爲政以 德の字 を 用 ゆと い へ ども 或は 漢篆 或は 

疊篆 其字體 大小 同じから ざる 物 あ b 是 五つ 台 德院殿 

御 寶の外 其餘は 皆々 別 字 を 用ゐら れし處 いかなる 事 

と 申 事を存 せざる 由 も 又 心得られす たと ひ 祖宗の 御 

例な， o とも 外國 に^めさ るべ き 我 國の御 寶に其 謂 を 

も 知らざる 事 を 以て 其 文， とせられん 事 然る ベ からす 

伹 祖宗の 御 時には 京都の 時の. 例に 准せられ 是等詞 翰 

の 事 は 五岳 文 學の禪 僧に 仰 付ら れ しにより て 鹿苑院 

殿大 明に 奉られし 書に 源 道義と 記され 勝 定院殿 朝鮮 

に 贈られし 書に 源 道詮と 記され 慈 照 院殿大 明に 奉ら 

れし 書に 源道慶 と^る されし 例に よりて 是 等の 字 を 

撰み まゐら せし と 見えたり 京都 公方 代々 大 明に 奉ら 

れし所 は 日本 國 王の 印 を 用 ゐられ き 文明 一 一年 慈照院 

殿 朝鮮に 贈られし 書に 舊印失 之 庫 火 故 用 新 刻 莫訝今 

後 以此爲 信と 見えし かば 當時 朝鮮に 遣され し 所 は 代 

代に 相傳 へ て 用 なられし 所の 物 ありし 也 今 も 世に 傳 

はれる ものに 見えた る 體信達 順 大樹 蔭凉 等の 四 字 を 

用 ゐられ し 所 は 其 制 も 大きく して 其 餘の小 印 どもに 

は 同じから す此 うち 體信達 順の 章當時 朝鮮に 用ゐら 


れし 所と みえた， o 天子の 璽國 王の 寶其 制度 ある 事 は 

論す るに 及ばす 

士大 夫の 官印 私印な どの 如くに は あらす 

况 ゃ我國 の信寳 祖宗 代々 の 御 事の 如く 每 度に 是を改 

造られん に は 近く は 京都 代々 め 例に も 同じから す 遠 

く は外國 にお いても 何 を 以て か 其 信と はなし 候べ き 

是 六つ 

印 信な ど 申 事 は 其 印 を 見て 信 を 取べ きが 故な りた 

I へ ば 爲政以 德の章 を 見て は 朝鮮 王の 書な りと 信 

すべ き 事の 如し もし 其 書の 來れる 度 ごとに 其 印相 

改る において は 何 を 以て か 其 人の 書な りと いふ 事 

を 信す ベ き や もし 其き ぶと すべ から ざらん によ 印 を 

用る 事 又 何の 爲 とかな すべ き 

すべ て是 等の 儀に よりて 新に 黄金 を 以て 傳國 の御寶 

を 鑄 造られ 其 文に は 文 命 之 寶の四 字 を 用ゐら る是は 

書の 大禹謨 に 文 命敷于 四海 祇承于 帝と 見えし は 本朝 

國 王の 寶 において^ かるべ きょし を 仰 下されし によ 

hs てな hN 

此對馬 守義 方に 下されし 御敎 諭に は敎 命之寶 とい 

ふ 御 寶を用 ゐられ た りき 

五 事 略 ぶ  , 


國 書に 用 ゐられ し 紙の 事慶長 十一 一年の 事は詳 ならす 

元 和 三年に 用 ゐられ し 所 は 鳥の 子 紙の 表に は 金泥に 

て 松 竹 を 書が き 裏に は 金銀の 箔 を切箔 もみ 箔 などい 

ふ ものにす 上 包の 紙 も 又是に 同じ 文 宇 を 記し 御寶を 

用 ゐられ し 事 等每事 皆々 朝鮮の 書式に 相 同じ 書凾は 

我國の 文箱に 高蒔繪 したる に 銀 鐶紅緒 を 用 ゐられ き 

其 後の 式は是 によられ しと 見えたり 正德 元年に は是 

等の 事 も 我國の 古式 を 用 ゐられ て 鳥の 子 紙の 繪箔な 

どもな きを 用 ひられ 國 書の 文 を 記されて 其始と 終と 

に 御名 を 記されし 所に 御 寶を用 ゐられ し 事 一 一所 禮紙 

を 加 へられて 書凾に 納めて 書 案に 閣て其 使に 渡され 

き 信 使 等 某と 國 書の 事 を爭ひ 申せし 事の 中に 此事を 

も 申て 舊例は 日. 本の 國書 朝鮮の 式 を 用 ゐられ しに 其 

式改. ^たり もとの 如くに 改め 下さる ベ しと 申す 日本 

自ら 日本の 書式 ありい かで か 屬國の 如くに 其 國の禮 

を 用 ゆべき とい はれて 其詞 屈し て 朝鮮 の 書に は國寳 

を 用る 事 凡 三 所 日本の 書に は 御寳只 1 一所 あ b 敵禮に 

あらざる に 嫌 あ b 朝鮮の 書式 を も改む ベ しとて 其國 

にい ひっか はして 書式 を 改めて 進ら せ 候 ひき 初に は 

六 百 四十 一 


 五 事 略 上  II 

我 國の書 を 彼國の 書式の 如くに 改ら るべ しと爭 ひ 申 

て 終に は 彼國の 書式 を 我國の 書の 如くに 改めし 事 其 

M の あやまりと 申べ きか 

次に 彼 禮曹に 贈られし 我國 執政の 印章の 事 も 寬永十 

三年 以來各 名の 印 を 用ゐて 大小 定らす 天 和の 度に は 

其 地 城主の 四 字 を 用 ゐ其大 さ 方 一 寸六 分な りな ど 申 

事 も あ. o き崇傅 長老 元 和 一 一年 九月 四日の 記に 我國の 

執政の 印 は 行 令の 二字 を 用 ゐ其大 さニ寸 五分 自今 以 

後此 印 を 用 ゆべき よし 仰 下されて 御帳內 に 納め 置れ 

しと 見えた b 但我國 執政の 書の 事 も正德 元年に 議せ 

ら れて是 より 後 は 京都 代々 の 例の 如く 彼 國の議 政府 

我國の 執政 書 を往來 せん 事 はさ も あるべし 禮曹の 書 

^かるべ か らすと て 其 事 を 停 め ら る 但聘 事に 就 て 彼 

信 使に 示すべき 爲に本 多彈正 少弼忠 晴對馬 守 に 贈り 

し 書 あ b きそれ に は 掌 客 使 印の 字 を用ゐ しめらる 忠 

晴聘事 を 承し 故 也 其 後 また 相 模守政 直 朝臣の 義 方に 

下されし 書に は 栩模守 源 朝臣と^ るされ 押 字 を用ゐ 

られて 印章 は 用 ひられす すべ て是 等の 事 ども 其 事宜 

を 議定の 上に 仰 下されし によ.^ てな、 り 

3^5sfi き 當家 御代 始 f* リ 

タ @  Jss^lsf  & 通ぜ し國 々 なリ 


六 百 四十 二 


アン ナン 

安 南 


慶長六 年に 始て書 を 奉り 物 を 贈 b しより 寬永九 年に 

至る まで 通信 絕 えす 御 返書 を なされし な b 其 後 は 通 

路絕 えぬ 

カン ホ チヤ 

東埔秦 

慶長六 年に 始て書 を 奉り 物 を 贈る 但し これより さき 

に 此方より 御 書と 物と を 賜 ひし 返 禮の由 書中に 見え 

たり 寬永四 年の 後 は 通信 絕ぇ たり 其 國の使 來る時 は 

參 拜の鑌 ありき 

P  ソン 

呂 宋 

慶長六 年より 始て書 を 奉り 物 を 贈れ b 同 十八 年の 後 

は 使來る 事い まだ 見る 所な し 其 國の使 參拜の 儀 あり 

て 御 返書 を 賜 へりき 

但し 此國は 西洋の 歐羅 巴の 地方 伊西 把倆亞 より 治 

る 所な b これにより て呂朱 王よ， o の 使に は あら 


hy 


す 伊西 把 倆 亞の官 人よりの 使な 

シャム 口 

暹 邏 

慶長十 一 年に 此方よ b 御 書と 物と を 贈られし よ，^ 彼 

國の使 も 常に 來 りて 參拜の 儀 ありき 寬永六 年 以後 其 

圃の使 參拜の 儀 は 聞え す 其 商船 は 今に 年々 渡り 來れ 


アマ * ゥ 

ゴ  ァ 

臥 ®  .ボ， トガ， 

此國々 の 事 は 西洋の 歐邏 巴の 地方 波羅 多伽兒 よりし 

て官人 を臥亞 にっか はしおき 臥亞 よりして 亞媽港 を 

兼帶 して 治む る 由 也 これすな はち 我國 にて 南蠻 人と 

、 vr£-&  ^r-ftft  .--loNr^  伊西 把 凝 si リ呂 宋^! 治 

船 を^ 舶 とも 申 1 事な り め 波 羅多歡 兒ふリ 臥亞等 

^治ろ 事 はたと へ * は 阿蘭陀 i リ咬^ 吧^  り さし 事 

殆る 事に 如し 其事甚 ければ 詳 に しかたし 禾 B グ^ネ L^l 葛 

は慶 長の 初よりの 事歟 書と 物と を舉 b て 其 使 を 引見 

せられし 事 は慶長 十七 年よ b 始る元 和 七 年の 後 は 使 

來 りし 事い まだ 聞え す 

タ  -ー 

慶長七 年に 始て書 を 奉-物 を 贈れ-曰 おおお？^ 

慶長十 一 年の 後 は 其 使 来らす 

チャン パ ン 

占 城 

慶長十 一 年に 此方よ b つか はされ し 御 書に 前年 も 御 

書 をつ か はされ し 由 見 ゅ彼國 よりの 書 はい まだ 見る 

所な し 

ヒ世伊 羅牟止 具 留宇踊 解 計 留止留 羅牟止 乎 

pip 宇布留 伊世 留 布 利 伊須 羅牟止 乎茛牟 太 

慶長 十四 年に 書と 物と を始て 奉れり 御 返書 を も 賜 は 

玉 事 略 上 


れり寬 永 四 年に 至て 我國に 入れら る まじき 倆 評定 あ 

b て 其 使 を もお し 返されし 事 あ b 其 後 又 渡り 求る 事 

を ゆるされて 今に 至る 

I ヲ * ハ ！i  SJ. に 一 か 此方の 人ノ ビス 

荣 伊西 扎俑 5 パ ン と 云 ふ歟 

此國 も歐邏 巴の 伊西 把倆亞 より 新に 取得し 國 なり 此 

國ょ b 呂宋へ 交替の 蕃船 我國に 漂着せ しに 船 を 造り 

給 ひて 其國に 還され しょりして 通路 あ b 此方よ b も 

朱屋三 成と いふ 者の 船 を彼國 にっか はされ し 事 あ b 

三 成が 子孫 は 唯今 堺に 住居の 朱 座すな はち これな b 

彼國 より 始て書 を 奉りし は慶長 十七 年の 事に て 御 返 

書 をな さる 其 後 は 通路 絶えぬ 

按す るに 此國は 日本の 下に あたる 地な り 殊の外に 

遠き 事な りと い ふ 

ァ ン ケルァ 

漢 乂刺亞  I 

此國の 事 を 此方に ては^ ガラテ イラ ヲトブ リタ ン 

ャ— イン ギリス ユンゲ レス など 申す 事 也慶長 十八 年に 

はじめて 書を舉 りて 御 返書 をな されし な b 

タカ サゴ 

塔 伽沙古 

寬水四 年 十 一 月に 此國 の理 伽と いふ もの 參拜の 儀 あ 

りこれ より さき 參拜の 例 ありし やい まだ 詳 ならす 

i  ^fi, 四十 三 


五 事 略 上 


ャ 

；亞 


六 百 四十 四 


伊西 把 一 

寛 永 元年 此國 より 使 を 奉る ゴ1^ 此國は 天主の 法 を 

たっとぶ 事に よりて 其 使 をお しか へ さる 

田彈  二？？ ひ つ- 4^ 教寺 

慶長十 一 年 御 書 をつ か はされ て奇 楠の 上品の 物 を 求 

めら る 但し 田彈 とい ふ國の 名聞 も 見 も 及ば や 邏馬人 

寳、 水の 比 邪 蘇 法^ 我國 にす、 めんと て薩摩 國屋久 島に 渡り 來り 江戸 

LL 召して 後 に 刑 ぜられ し ョ ワンと い ひし ものな リ (寳永 五 年大隅 國 

久 島に 來リ 明年 江戶 に 護送せられ し 邏馬敎 法師 ョジン とい へる 者 

の亊は 特命^ 以て 白 石 先生^して その 事由^ 釓明ぜ られし 始末 詳 に 

西洋 紀聞に 見えた リ かの もの 刑せられ しに は あらす 其 年 十月 廿 一 日 

江戸に て 病死せ しな リ此 注文 は 後人の 推し量りに 入 書れ たろ ものな 

^ 阿蘭陀 人 等に 尋ぬ といへ ども しらす もし 番丹國 

の 事 を傳寫 あやまりて 番を 田と 誤寫し 彈丹同 昔の 字 

なれば 通し 用 ひし 歟 いまだつ まびら かなら す 

此外 

唐 船の 渡， 9 來 b し 始は慶 長 十四 年 也 

朝鮮の 使來 b し 始は慶 長 十一 一年 也 

琉 球の 入貢 は慶長 十五 年よ b 始れる 也 


外國 通信 事 略 終 


玉 事 LI  .1 ハ百 四十 玉 


中華 幷外 國土產 


北京 省 

〔古 燕 之 地 今 大淸之 帝都 也八府 所謂、 順 天府、 保 

定府、 河 間府、 眞定府 、順 德府、 廣平府 、大名 府、 永 

平府也 十九 州 百 十八 縣 1 一都 指揮 使 司〕 〔百 十八 縣 

は 一 本に 百 十六 縣と ありまた 一 一都 指揮 使 司 は 一 

都 指揮 使 司と あ， 9〕 

此 所より 商人 渡り 來 り 商舶は 來らす 

土宜 


萬 全 


府 外の 名^しる さビる もの は あまれ .3^3 日 

く 其 一 省の 地よ リ 出る 所の ものな り ス tB.? 

瑪瑞， 丹 錫絲平 紙， 瓷器 S 德 畫眉 石讓天 

玄精 石讓伊 紫斑 石 小間物 道具 麵天 書籍 人參 

絲平 蟾 醉舰定 蔓荆 子贿問 紫 卿 航名 藥種色 

色 牡丹 I 安 蒲 萄雁慶 榛實厕 栗 綿 梨麵天 

銀教同 


遼東 


上 


〔或 曰 北邊韃 靼之堺 北京 之附屬 也〕 

此 所よ. O 商人 稀に 來る 商舶 は來ら す 

土宜 

弓 人參 麝香 牛 黄 鹿 角 膠 

かず 銀 伊 

南京 省  も f -、  +  .  .  v,,:v  -. . 

〔古 吳之地 也 十五 府 所謂 應 天府 鳳陽府 

蘇州府 松江府 常州府 揚州府 鎭江府 淮 

安府 廬州府 安慶府 太平 府 寧國府 池 州 

府 徽州府 廣德府 十七 州 九十 七縣 日本よ 

り 三百 七十 里程〕 

此 所より 商人 渡， o* る 商 舶の來 る 所 は 蘇州府 ^ 

お I 松江府 常州府 楊州府 鎭江府 淮安府 崇明縣 まお I 

附 屬なリ 日本ぶ リ ¥丄 

二百 五十里 程 也 ^iFi  . 

土宜 

廣德 ^或 花紬 .S 同 S 松 江 


白糸 崖 接 綱 US 錦ば 綾 S わ 綾 機 f 

同 段 F 同 忙帛或 花 布 又 紫 花 布 哉 勿 pft 天 搴 

上 添 上 才ま 松江府 蘇州府 Isi^f 府 奪 

f  ^ 塞 同 同 Ina 蘇舛 ® 同 Ih 同 氏 池 外 

# 上 ぼ-上 扉府 權上 < ^上 贫府 

淫紙， 小間物 道具 M 天 書籍， 花 石 p 盆景 


陝 


河 


五 事 略 上   六 百 四十 六 


河 鮫 | 仰 海驢 皮 M 海 龍皮捐 靑鼠皮 M 東 阿 

膠讓州 牛 黄 | 侧請 蘋婆果 文 蛤赫州 藥稱色 

色， 驢馬 黄 鼠腿朿 B 鼠捐 海 狗^ 零 麵擠 

昆布 S 州 蒙 頂 茶 i 州 松 子 | 束 金 杏 請 南 

枸杞 g 昌 棗， 胡桃 

南 省 

〔古 梁 趙韓之 地 也八府 所謂、 開封 府、 歸德府 、彰德 

府、 衞德府 、衞 輝府、 懷慶府 、河南 府、 南 湯府、 汝寧 

府也 二十 府九 十七 縣也〕 

此 所より 商人 來れ ども 商 舶は來 る 事な し 

土宜 

弓 糊 封 磁石 膨德 蕃子石 i 寧 官粉 石 靑麵陽 

瓷器 1 蓍艸ほ 寧 艾 | 德 地 黄 i 廣 劉 寄 

奴 J 鹿 Ml 南 白 花 蛇 細 陽 牛 黃纏麇 熊膽， 

藥種 色々 茶き 寧 香 橙 細 陽 瓜 子， 林檎 

羊 棗 請 南 薯蕷 牛 E 德 綠毛 龜麵陽 臘梅 細 

府 牡丹， 

西 省  ぉ，ぉ， 

〔古 秦關中 之 地 也八府 所謂、 西 安府、 鳳 翔府、 漢中 

莳、 平 凉莳、 鞏昌府 、臨 洮府、 慶 陽府、 延安府 也 一 一 


^ 銀 朱繊州 海螵 蛸き 安 黄 精 職 蔓實雌 天 

何首爲 I 藥糚 色々 茶 州 香 茶 ^ 茶 出 

g 州 石 花 | 安 紫 菜 ^ 蓴菜 ■ 白 鶴. | 州 天 

M 吿天 鳥， S 骨鷄 鱸舰江 鰣魚 5 

鯽捐 子鱭魚 § 櫻 桃 楊 梅 梅 橘 苟藥艇 州 

山 西 省 

〔古 粱魏之 地 也五府 所謂、 太 原府、 平 陽府、 大 同 

府、 潞安府 、汾州 府也ー 一十 州 七十 八縣 也〕 

此 所より 商人 渡り 來らす 

土宜  K^., 

毛氈 g 原 瑪瑙 M 同 花 斑 石， 石綠， 瓷器 M 

府 人參 麝香 I 無名 異 5 寵骨 i 陽 黄芪輩 

茅 香赚删 天花き 原 藥稱 色々^ 陽 羊 射 原 

黄 鼠 I 同 蒲萄 £ 陽 石 菖蒲 細 

山 東 省 

〔古 齊魯之 地 也六府 所謂、 濟 南府、 襄 州府、 東 昌 

府、 靑州府 、登 州府、 萊州府 也 十四 州 八十 九縣 也〕 

此 所よ b 商人 稀に 渡り 來る 商舶は 来らす 

土宜 

黄 糸 雄 U 曰 繭紬 娟 硯石 S 州 五色 石脑州 方 竹、 


六 百 四十 七 


五 亊略上 


十 I 州 九十 六縣 一 行 都 司 1 一十三 衞 1 一十 六 所〕 

此 所よ b 商人 は 渡り 來れ ども 商 舶は來 る 事な し 

土宜 

^府 


狨請安 毛 Mil 請 瑪瑙- 1 安 瓷器 ほな 洮石硯 


臨挑府 も府 

籠 n 白 櫻 舰ほ 黑 Is 紅纓 土 豹 皮 S 辰 砂 

麝香 職^ 雄 黃嗜曰 蜜 石油 熊 膽鎮中 

烏蛇， 錄羊角 顥贿 鹿 腿 中 請 陽 旱 

S 細 安 石 膽艇昌 紫 河 車繊屮 靑木香 纏 夏 金 

糸艸 M 陽 豹祀 | 夏 槃械 色々 水 梨 胡麻 

勺 洮川衞 予-, シ 各. c 匕. ill 陝四 な も 臨洮府 此釐 白 

y 岷州衞 F-frm  &馬 4 行 都 熊 黑熊 赤 熊に 

な ^寧？ H. 衞 5^.4 同 13 ^西 安府栗 i ぎ、 I 延安 

る ^ 陝西行 都 *M-ftT 上 「，あ 鼠の 類 也 f& 府 

白毛鵰 鸚鵡 紐 翔 馬 鷄餓綱 錦雞 1 州 天雞 


0 天 S 牡丹 I 安 


行 都 

江 《 

〔古 吳越之 地 也 十一 ー府 所謂、 杭 州府、 嘉興府 、湖州 

府、 巖州府 、金 華府、 衢州府 、處 州府、 紹興府 、寧 波 

府、 台 州府、 溫州府 、舟 山府、 也 一 州 七十 五縣也 〇 

日本よ b 三百 五十里 程〕 

此 所より 商人 渡 る 商 舶の來 る 所 は 杭 州 府嘉興 

府湖府 府寧波 府别^ 台 州府， 溫州府 ，舟 山府 


.翥 興 


苻 


綾 ^ 一 

葛布^ 波 


日本 ふ リヨ 

百 二十 里程穹 

土宜 

白糸 細 州 錦 娼 

一 Tl# あ.^  薪府 凝 上 ぁ&？守 

綿布 脑州 綿 J 毛氈 雌 州 靑瓷器 3 州 筆 細 州 

墨则 硯脑州 扇 紙 藤 紙 竹 紙 方 竹 g 州 

小間物 道具 滅州 鐵 鉛 茶 酒 漆 i 州 茶 

碗藥 | 滅ハ 胭脂綿 黃精滅 州 紅 木犀 赫波 贅實 

離 力 麥門冬 白 石英 藥 g 色々 舰州 葛粉 

, 藕粉冬 筍航州 橘 黄柑 南 棗 | 華 金 雀 S 黄 

雀， A 歌， 晝 毫鳥^ 竹雞， 蠟螺鳥 銀 

魚脑興 鰣 魚， 江瑤柱 5 金 松 楊 梅 玉 芝 

菱 

〔古 楚吳之 地 也 十 三府 所謂、 南 昌府、 饒州府 、廣信 

府、 南 康府、 九 江府、 建： nlL 府、 撫州府 、臨 江府、 瑞州 

府、 吉 安府、 袁州府 、赣 州府、 南安府 也、 一 州 七十 

七縣 也〕 • 

此 所よ b 商人 は來れ ども 商 舶は來 る 事な し 

土宜 


府衡 \^ 府黄 夂 上 同 、&、 宜 


州 


子 


蛇 お 

府永 ufi 
州 

^ 萆 

« 滷 燕 
f| 府承 
卿 天 
衞施 
州 


m 黄 竹 い 金 
蠟上 同^^ 

せ 上 同 府^ J 銀 
er 湘 曰 

^ お 妃艸銅 
線 竹 S 

卞 府 錫 

青 鐵 

母 If    府荊 水 
T 上 同 州^、 


具 


m 白 
5 花 
^蛇 


砂 


昌上同 布 

府德 


上 同府黄 山 砂 或 
州梔 朱 ^ 方 ま 

盒搜ヾ 皂 府 德府嶽 替 
艸楡 五乂 安 州 絲 


五 事 略 上  六 百 四十 八 


^ 金 陵 藤， 藥穂 色々 萬 年 松 萬 

■ . 佛頭柑 g 德 橘脑陽 銀杏 覆 盆 子 虎 職 豹， 

永 黃^ 遂5« 同 JA^ 田 三毛 

KHffs 匾 . ス狭 糸 3 '翁^:  上 ネ猫 之 猫 

也 承 漢陽 .3 鳥 保 ^鵑同 為&? 寳慶 S 

天. ff: ヲ *E 閑靖 阁上 嵐辞府  免 

i 邬陽府 C 1 本に は ui 同 

I 黄 州府と ぁリ) は^-上 

四川 省 

〔〇 古 蜀之地 也 十四 府 所謂 〇 成都府 〇 保寧府 〇 

順慶府 〇 敍州府 〇 重慶府 〇 藝州府 〇 寵安府 〇 馬 

湖府 〇 潼川府 〇 鳥蒙府 〇 鳥撒府 〇 東 川 府〇鎭 雄 

州 二十 州 百十縣 一行 都 司 一指 揮 司 三宣 

, 撫司 六衞 一 招 討 司 一安 撫司 九 所 二十 

六 長官 司 也〕 

此 所よ b 商人 渡り 来る 商舶 は來ら や 

土宜 

麩 金銀 銅鐡 錫 白銅 黄 糸 §gl 花 

斑 布 毛氈 觀 氈轸 r セン 川 キ"^ 毛織物 舰川 

蒲江硯 I 薜濤 M 气 カ都ン 力ま 扇鍾慶 斑 竹簡 扇 

職 花竹簟 ， 月竹姻 刺 竹^ 撒 竹細工 之 道具 

漆黃蠟 茶 魏ぉ ^一り 本) に 象 頂 茶 雌 水銀 

石線纖 石靑 5  S 香 穴 #1 州 雄黃條 丹砂 


金絲布 I 昌 葛布 £ 康 狞布 1 江 紙 無 信 矢 竹 

麵 I 脑 斑竹繊 州. 茶 磨麵安 染付瓷 器 之 類 髓觸誠 

水晶 詰 安 雲母 茶 銀 朱 黄 丹 石靑 I 外 

石綠 5 石 蜜 地 黄 1 州 黄 精， 仙 茅 玄 

參 苦參 龍 順 艸£ 安 藥種 色々 紫艸 紫苑 

湖 廣^ 

〔古 楚之地 也 十五 府 所謂、 武 昌府、 漢 陽府、 襄 陽 

府、 德安府 、黄 州府、 荆州府 、嶽 州府、 長 沙府、 寶慶 

府、 衡州府 、常 德府、 辰 州府、 永 州府、 承 天府 、都 陽 
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こん てれき 島 布 縫の ふとん 花 毛氈 木 香 

乳香 木沒藥 胡黃連 蘇 香油 安息香 眞 

珠 薰陸 海 椰子 石靑 薰靑 菽香 びり 

り 紅 土 魚 皮 

ばる まや 

〔日本 を さる 事 五 千 百 里程〕 

土宜 

金 入 織物 糸 色々^^ 花 毛氈 ばる まや 

皮 蘇 杏 油 乳香 甘艸 あめん どうへ いたら 

猴 *  S の 露 ほしぶどう 酒 馬 羊 

まるば^ Q る 

〔日本 を 去る 事 三千 七 百 五十里 程〕 

土宜 

米 武具 類 楣の板 血留石 すらん がすて 

ん る さらし 辭 香^ S 
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さいろん 

〔島 也、 日本 を 去る 事 三千 里程〕 

土宜 

肉桂 檳榔子 眞珠 海 椰子 象牙 水牛 角 

水牛 皮 

こす と かる もんて いる 

〔日本 を 去る 事 三千 里程〕 

土宜 . 

柳條布 木綿 金 巾 M 金 花 布 算崩島 布 き 

かん 島 布 こん てれき 島 布 島 織物 類 白鹽 

硝 で やまん の 玉 魚 皮 

べん がら  ， 

〔日本 を 去る 事 三千 三百 里程〕 

土宜 

金 入 織物 類 糸 織物 類 糸 類 ^f!! 辨柄奧 島 

辨柄 大筋 奧島 黄 島 絹 ら かて 島 布 あれし 

や 島 布 島 木綿 辨柄 ちゃ 島 布 算崩島 布 も 

うる 金 巾 きかん 島 布 ぬいの ふ とん 島の 

帶沙糖 s 黑 紅 土 鹽硝 ぼうしゃ あ ひ 

9  チクズ 

乞 しゃかう ほっとる 蟲糸 
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琉^ 國^ 略 

Ml の^に 見えし 琉球國 の 事 

琉球は 其國 大小の 一 一 ッ あり 今の 中 山 は その 大琉 球の 

M なり 

J 中 沖 ある； 11 邦 A 指 こ^ゃる 

rfc し 、云 ふなり 以下 同じ {、、久 一 

^なしと 兌 へ たり 某琉 取の 人に 此事を 問 ひしに 小 

琉 球と いふ 所 詳 ならす 今の 大 島の 地 を 申せし にや 

と. S. す此說 心得す 異朝の 書に 小琉球 は^ 州の 地に 

お 湖と いふ 所と 煙火 相 望む とい ひ又閩 中の 鼓山に 

上.^ て^むべし とい ふ然 らば 閩 中に 近き 海上に あ 

るな，^ 大. S ならん に は閩を 去る 事數 千里 を 隔っ又 

朝鮮の 書に 小琉 球の 地は琉 球の 東南 水路 七 八日 程 

にあ ひ 國に君 長 もな く人赀 たけた かく 大 にして 衣 

裳と いふ もな し 人 死し ぬ れ ば 其 親族 あつ まり て そ 

の 肉 を くら ひその かしらに 漆ぬ りて 飮器 とすと い 

ふ 事 あ h 是も 又^ 用に たらす 


六 百 五十八 

古より 中國に 通せし 事 は 聞へ す 隋の煬 帝 大業 年中 羽 

騎 尉朱寬 をして 異 俗を訪 求めし め始て 其國に 至る 其 

言語 通せす 一 人 を 掠めて 還る 後に 武賁郞 將哚稜 をし 

て 兵 を 率 い て 其國 に 至 らしめ 男女 五 千 人 を 生 捕て S 

れ 朝 其後大 元の 時に 至て 使し 

て 招 諭せられ しか どもつ ひに 從は す11 お ほ55 就 

なるべし 木 朝 に て は齷山 す.、 3 お R り 生よ M お よお k 

院御 在位の 時に あたる 歟 .n 一 Km^- ら妁 は蓰其 氏名 はお 鬼 

兜國人 これ を 呼びて 可老 羊と い ふ 其 妻 を 多 拨荼と い 

^ ー說 に 其^ 王の 姓名の 事た あ 上 ど^ 匸& -i つ 3 丄 I」 三 

^  ，しかなら ぬ說 なリ とい ふ ぎ 化^-おれて 賴. M わ 力れ て 三 

つと なる 中 山山 南山 北 これな り大 明の 太祖 洪武五 年 

日本に つか はされ し 行人 揚載 使の 事訖 りて 歸る 時に 

琉球を 過て 中國 に內附 すべ き 由 を 招きければ 此年秋 

七 e: 其 干： 谷ケ 使して 朝 W し 封 爵の事 を 請 ひ 申す g 删 

後 龜山烷 文中 元年 北朝 後 圆融院 贈 安五 年の 事な リ大 明の 太 祉の使 明 

州の 天 寧 寺の 僭輒闡 南京の 瓦. S 寺の 僧 無 逸 九州 LL 來リズ 南朝 關西 の 

懷ー艮 親王 に まみ へさ 拔載、 、れら の 僧と 共に 來れ るなる H. 

べし、、 れ大 明ぶ リ我國 への 使笫 二度に 及びし 時の 亊也 1^1 

tellst 年 中 山 王 察 度 山 南 王 承 察に 印 金 幣等を 

賜る 糊^^ 其 使 還りて 三 王 互に 雄を爭 ひて 

相攻る 山 を 申け れ ば 三 王 相 和らぐ ベ き 由 の 詔書 を 賜 

て 同 十六 年 織謂| 棚 B^l 山 北 王怕尼 芝に も 印 文 

綺等を 賜る 此年 勘合 文 册を三 王に 賜る これよ， o 三 王 


皆 こ * ふて. y 、^を 祠ぐ 王に" 竚絲紗 羅冠服 王妃に に竚 

^  t  て？ h ま を &く 絲紗羅 王^ 王相桊 官等に は 絹 公 

服 等な^. ^一 一 卜 呲年雨 北 一 統 マお お； 4： も F おお： ：5 

ひし ^リ^-一  一 43 今 後小松 院明德 三年 4d^.-^%^r-R^ 

の 子弟 等 をして 阈學 に 入らし む 太祖 よろこび 給 ひて 

其^ 遇 山 南山 北に こえす ぐれて 閩 人の 善く 船 を 操る 

もの 三十 六 姓 を 賜りて 其 往来に 便し 給 ひ 二 年 ごとに 

一 たび 朝 一 只し 船 ごとに ；白 人 多くと も 五十人に 過べ 

からすと 定められ 福 建の 南 辜； の 外に 蕃使館 を設て 其 

^を 寺に る莉貢 使の 朝な^ する 等の 儀 さり- Y 勿よ、^、  ず、、 

*J^irJ"1.-7 ヌ事 長ければ しろす に 及て マ そ y  ^ 

蘇 木、 胡椒、 螺殼、 海 巴、 生 紅 銅、 牛皮、 摺子 扇、 刀、 錫、 瑪 

瑙、. M 刀 石、 烏木、 降 香、 其 中 琉黃、 蟝殼、 海 巴、 平 皮、 磨 

刀 石 は 其國の 産物に て 蘇 木、 胡椒 等 は歲々 に遍羅 □ 

本より 易る 所に して 摺子扇 は卽ち HI 本の 扇 也麵^ 、る ま 

椒は我 I 一の 物に もらす 日本ぶ リ易 ると いふ 事 は あやま i  ,r  ？  i\ 

れリ n 本の 鬲ん^ はい にし へ X リ彼 て 申 傳 る^.^  a' 0 

泰 元年 中 山 王 WHi が 代に 至て 山 南山 北 

を倂 せて 使 を まゐら せて 朝 s す 舰3- お^ れ 

の由琉 球の 人 は 申すな リ此 * の t 姿 も 三 1^:1 こ J 

^なる、/ と は 下の 條に 見へ たリ 止稽尸 ニー  今に  一 -76寧，し 

賈使百 五十人に 過べ からすと 定めら る 神 宗萬曆 元年 

競 競 精琉球 W 封 使蕭崇 業謝杰 な 等 還-て 

其國に 日本 館 ありて 日本の 人 數百人 利刀 を 執て 往來 

す其國 人の 心 慎み 懾る. S を 奏す 1;^^^ 封 E 十七 
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年 ^化 H 本國平 秀吉、 一と. f  く 六十 六 州の 地を倂 

せて 中 山の 世子 尙寧を 招く 尙寧關 白に 臣 たらん 事 を 

t て^らす 尙寧. か 父 王尙、 水 去^ 萬曆 十六 年に 薨 じて 尙寧 司 41 

I- , タ 1 い. まだ 册封 なう けざる 故 子と は 稱ぜし 也 mi 

八 年 特 八 秀吉 朝鮮の 地 を經て 中阈に 入寇 せん 事 

を諜 て 琉球 の朝贯 を禁す これ その 入寇の 事を洩 さ ん 

事 を 恐れて なり 琉 球の 相鄭迥 體！^ お 齢" 

鳩 5 ^に密 に 其舉を 奏聞す 

又 一 書に 萬歷 十八 年 九 2： 關白 一 和尙を 差して 琉球 

に 至らし め 正朔 を 奉じ 土地 を獻 する 事を說 しむ 又 

其 W の 長 史鄭週 に 百 金 を 贈ら- る 時に 國王尙 永 新 に 

逝して 世子 尙 寧 監國し 人 々疑 ひ 惶る迥 日本の 人の 

變詐 多き を 以て 世子 を勸 めつ とめて 辭 して 金を受 

けす 一 和尙を 差して 往 しめ 關 白に 報 禮す關 白 厚く 

和 尙に贿 して 善く 世子に 說 しむと 見えた， o 以上の 

一 ー說 皆々 關 白よ， 9 琉 球に 使つ か はせ しとい ふ 事 は 

誤 b 傳 へしなる ベ し此年 五月 琉 球より 關 白に 贈り 

し 書を桉 やる に 此時島 津義久 入道 龍 伯大慈 寺西院 

和尙 とい ふ 僧を琉 球に さしつ か はした る也關 白よ 

りの 使に は あらや 此時琉 球よ， o 關 白に 初て 使 を ま 

ゐら せたり 其 使 は 天 龍 祧房 和尙と 申す 僧な り 關白 

六 百 玉 十九 
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より^ 寄に 答 へ 、- つれし 書 をば 鹿苑 寺の 僧 西 笑和尙 

草したり き 

同 二 卜 年 S ，ぼ お 寧 天寵等 をして 日本に 至て 二百 

の^ 布 等の 物を關 白に 贈る 琉 球の 地 薩摩を 去る 事 海 

路 四日が 稃：： n 本と 琉 球の 界 北山の 地 は 其延袤 三百 里 

琉球を さる 事ゎづ かに 一 日が 程な り M^^^^ 

されば 北山の 地 を 得る 時 は 琉球を 得る 事た やすくし 

て 閩廣の 地 を 侵さむ 事 も 亦 其 便ぁ卩 删^  SS き规 關 

白 其 使に 求る に 北山の 地に 兵 を 屯 せん 事 を 以てす 彼 

^あ へて 其 命に たが ふ 事な しゃがて 銀 四百 塊 每塊重 

き 事 四 兩三錢 なる 物 を あた へ て 賞す 們；^ 細 tSS れ嫌 

コ 天 龍 等 日本の 使と 同じく 本 國に歸 りて 其 由 

を 申す 佝寧 ゆるさす 此 僧つ ひに 自ら 縊れ 死す 日本の 

使 Jab て かくと 申ければ 關白 大きに 怒りて 北山の 地 

を 以て 我に 與 ふる 事な からん に はいかで か 我 銀 をば 

受けぬ ベ きとて 侮 年の 利と して 銀 四千 雨 を はたり せ 

む尙 * やむ こと を 得すして 其 銀 を 倍して 還す 

は 木^ 文， 1 元年 秀^: 筑 紫の 名 占 耶に陣 して 兵^つ か はして 朝鮮 ハ 兩 

都^ 打 破られし^の 事^ 此顷琉 球の 使關 白の 陣に^ りし^な しお も 

ふに これらの 亊ども 皆薩 摩の！； ま 二 41 一  お 文^ ま. ^曾 塞き 

守の^ vsi しこと に 似た リ fe. 一 一寸  一 4  二 年 ま ナ 卩^^ 

等 をお として 日本に つか はす 關白其 僧 をと いめて 返 


一一 イロ 


さす 新納 とい ふ もの を琉 球に つか はして 萬 人の 兵の 

三年の 糧を 載て 朝鮮に 至る ベ き 事 を もとむ 琉球 もと 

より 國小 にして 民 困み 其糧を 出す ベ き 所な し同廿 一 1 

年^ | 使の &を H 本に つか はして 其 由 を 陳謝す 

撃の 適 守の 事^ 以て 關白 としる す-」 似た 二  411  一 fe- 慶^ 1 求 

W 新納 はすな はち 薩摩の 1 一守の 家臣 也 I ^三寸 一 一 今 九 年^お 

册討使 夏 子 陽 還り て 其國 に 住す る 所の 日本の 人す で 

に 千 人に 近し 其國必 日本に 併せら るべ しと 奏す |g 

^封の * 朝鮮の 軍 靡に メリて 枭さ 司 三 4|ヒ竽 其， 王：^ して 

e す^.^, おて 屮 U 王： 纣ビら る ！i=i 二  h  »rv?rr^@m# し - 

iw^t り ？. 7 りリ 丸/, つる 慶 ft "四 年の 察 也尙寧 薩掣に 司 

薩 #t の 國のナ めに 考 ハ らる 在る 事 三年！.： しズ 木！ i に歸 る^ 

四十 年 十 一 月 尙寧使 をして 再び 朝貢 を 修し歸 國の事 

を 奏す 福 建の 巡撫 丁繼嗣 奏して 日本の 將琉球 をして 

互市 を 請 はしむ 琉球 すでに 日本の ために 併せられて 

其 貢物 も 亦 日本の 產也琉 球の 心ば か，^ 識る ベ からす 

と 申す 海道 叁政石 崑玉其 貫 物を驗 むる に 日本の 産物 

相雜， o し か ば 其 使 入朝の 事 をと め て 其 K 物 ばか， o. 

を收 めて 物 多く 賜りて 賞 せらる 賴藤乾 S5m?5 

じて 福 建の 軍門 Ll^: な 贈らせて 日本 大明 互市の 事^ 請 は しむ 其^: は 

僧 南 浦 草す 南 浦 は四齊 集註に 點な加 へ し薩 摩の 文 之と い ひ，」 僧 則ち 

お 同 四十 四 年 五月 尙寧其 通 事蔡廛 をして 日本の 戰 

艦 五 百餘雞 籠、 淡水 を 脅し 取りて 閩廣を 犯さん とす 

る 事 を 奏す 


元 和 一 一年の 事 也 日本の 戰艦雞 籠、 淡水 を攻 取り し 

とい ふ 事 心得られす 雞籠は 一 ッに は東蕃 とい ふ 今 

滿ィ 

の 大淸の 諸 羅縣の 北に あ すな はち これ 臺灣の 

地な b 淡水 洋は 呂宋の 地に 近し 按す るに 大明 萬曆 

年中 に 泉 州 の 人鄭芝 龍と いふ もの 本朝 に *b て 肥 

前 國松浦 郡； 牛 戶 にと い 、ま b 其 後に 長 崎に うつり 住 

す 老 1 官と いひし はこれ な， りつ ひに 我 國をさ 

りて 海 盗の ために 推されて 賊首 とな b 熹宗 天啓 六 

年 十一 一月 閩 中に 入て 漳 浦の 白 鎭に據 る これ 本朝 ま 

永 三年の 事也懷 宗崇禎 元年 九月に 大 明に 降て 終に 

福 建の 海防 使と なさる - " れ 本朝 寬永五 年の 事な. 9 

初め 芝 M 我 國を去 h- 塔伽沙 古に ゆき 居る 事 一 年に 

して 船よ そ ひして i 女 海に ゆく とい ふお も ふに 日本 

戰艦雞 籠、 淡水 を 脅 取と い ふ 事 は鄭芝 tt が 事 をい 

ふ歟、 又桉 する に 芝寵大 明に 降て 海盜を 平らげし 

功に よりて 後に 太子 大師に 拜 せらる 其子鄭 成功 は 

肥 前 國松浦 郡の 人寬永 七 年 の 秋 我國を さ り て 安浦 

に ゆきて 其 父に^ たが ひ 永曆の 天子の 時 思 明 州に 

鎭 して 延平 王に 封せられ 國姓 爺と いはれ し はこれ 

也 其 後 寛 文 元年 塔伽沙 古の 地を倂 せて 東 寧 阖とぁ 

玉 事 略 下 


らた むすな はち 今の 臺灣 これな り， 又按 やる に大 

明の 書に これより 後の 事 を ゑる せし もの はい まだ 

見 及ばす 

琉 球の 國人所 申 其 國の事 

天地 開けし 初 一 男 一 女 化生して 三男 1 一女 をう む 其 一 

男 は 君主の 始 にて 天孫 氏と いひ 一 一男 を按 司の 始 とし 

三男 を 庶民の 始 とし 一 女 を 女 君の 始 とし 一 一女 を 内侍 

の 冶と す 民俗 享僕 にして 神 H  b て あ 、り はる これ を 君 

マ モ ン 

眞 物と W す 

慶長 年中 本朝 の 僧 彼 國 にあ b  \  .> 其 風土の 事 を 記 せ 

し 書を桉 する に 此圃の 初 一 男 一 女 化生す 其 男 をシ 

ネリ キュ と いひ 其 女 を アマ、、、 キュ とい ふこの 時 そ 

の島猶 小に して 波に た r よへ りク シ 力と いふ 木の 

生じ 出し を植て 山の 鉢と して シ キ ュ とい ふ 草を植 

ゑ又ァ タ ンと いふ 木 を 梳 て漸 に！； の 棘と なしつ ひ 

に 三 子 を 生す 一 子 は 所の 主の 始なり 二子 は 祝の 始 

なり 三 子 は 土民の 始也 其國に 火な かりし に龍宫 よ 

b 求 得て 其國を 成就し 人物 生して 守護の 神 あら は 

る  > ) れをキ ンマ モン と 稱す其 神に 陰陽 あ b 天より 

下る をキ ライ カナ イノ キン マ モ ンと いひ 海より 上 

—六 百 六十 一 
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るをォ ボッ カクラ クノ キン マ モンと い ふ每月 に 出 

現して 託 女に 託して 所々 の拜 林に あそぶ その 託 女 

■ に 丄っ人 は 皆 王家 也 王妃 もまた 其 一 人 也 a 中の 託 

々は 其數を ま、 らす某 神 もし 怒る 時 は 國人腕 折 爪 折 

して こ れ を 拜み慰 む 其 俗にて 嶽 々浦々 の大石 大樹 

こと < ^く 皆 神に あがめ 祭る 又 七 年に 一 囘の あら 

祌 十二 年に 一 囘の あら 神の あ，^ て遠國 諸島 一 時に 

出現す 又 あら 神の 出現 をキ ミ テ ス ソ とい ふその 出 

づ ベ き 前に 其 年の A 九月の 間に ァ ヲゾ とい ふ もの 

あら はる 其 山をァ ヲ リ 岳と いふ 五色 あざやか にし 

て械々 の莊嚴 ありて 三つ の 岳に 三本 あら はる 其大 

さ 一 山 をお ほひつ、 む その 十：：： に 至て 神 かなら す 

出づ 臣 おのく 鼓う ち 歌うた ひ て 神 をむ か 

ふ 王宮の 庭 を 以て 神の 至る所と し 傘 三 十餘 をた つ 

其 傘 の大 なる 事 高 さ 七 八 丈 その 輪十尋 餘小 さ な る 

もの は 一 丈ば かり 又 山祌時 あ， o てあら はる 其數多 

く あら はる 、事 あり 又 すくなき 事 あり 其 面 は 明な 

らす 釉の娃 きもの を 着す その 衣裳た ちまち 變じ て 

戍は 錦篇の ごとく 或は 嵐 衣 の ご とし 二人の 荒 を^ 

たが ふ 二 郞五郞 とい ふに (衣裳 は 日本の 制の ごとく 


  六 百 六十 二  

にして 小 釉に上 袴 也 神 怒る 事 ありと 見えて 童 を 鞭 

打 事 あり 量の 啼聲 犬の ごとし 又ヲ ゥ チキゥ とい ふ 

海神 あら はる 、事 あり そのたけ は 一 丈ば かりにし 

て陰囊 殊に 大きければ 裩を 結びて 肩に かく これら 

の 神の あら はれし 事 ども 正しく 見たり し 事の 由^ 

るせ， o 其國の 人の 君眞 物と^ るした る は これらの 

神の 事な りと 見えたり 猶 事の 子細 はよ くく 尋ぬ 

べし 此外 伊勢 熊 野 八幡 天 満宫の ごとき 本朝の 神 を 

いは ひ 祭.. ^し 社 ども 多し とい ふ 

天孫 氏 代 を 相 a ぐ 事 凡 一 萬 八 百餘年 其德衰 へ て 政す 

た れ諸桉 司 多く はこれ に 叛く  ^に 賊臣 のために 弑さ 

れ て 其 位 を奠は る 浦 添の 按司 其賊 を^す 國人 これ を 

推して 君 位に 登らし むこれ を舜天 王と いふ 王 はもと 

日本 國鎭西 八郎爲 朝の 子 其 母 は 大里按 司の 妹 也 一 一條 

院永萬 年 巾爲朝 海に 浮 て 流に 隨ひ て！； を 求め 流虬國 

- 流に 求む るの 義に ふりて 流 求と 吹め 稱 ぜ しと H に. w、c 

いふ 此說 然るべ からす、、 れょリ ささ 此 名もリ 扉ゾ. H\£ 

勇に 畏れ 服し 其國の 名を改 め琉 球と 名 づ け で つ ひに 

大里按 司の 妹に あ ひぐ して 舜天 下- をう む是す な は ち 

宋孝宗 乾 道 一 一年の 事也爲 朝此國 にと いまる 事 日 久し 

く 故 土 を 思 ふ 心 禁じが たくして つ ひに 日本に 歸れ b 


爲朝は 義家將 軍の 嫡孫 六條 判官 爲義の 八 男 十八 歲 

の 時 保 元の 戰に 父と 同じく 新 院の御 方に あり 軍 破 

れて 伊豆 國大 島に 流さる 廿九歲 にして 鬼が 島に わ 

たれり 歸國の 後國人 等が うった へに よりて 高倉院 

嘉應ニ 年 四月 官兵を さしむ けらる 三十 三歲 にして 

自殺す 桉ゃ るに 本朝に て 鬼が 島と いふ もの はすな 

はち 今の 琉球 これな b 但し 爲朝卄 九歲 にて 鬼が お 

に 渡る と い ふ 時 は 六 條院仁 安元 年の 事 也 此年は 永 

萬 一 一年に て その 八月に 仁 安と は 改元 あ，^ きすな は 

ち宋 の乾迨 一 一年に 當れ， o 然ら ば爲朝 一 一十 八歲 にて 

彼國に 至れる にや 彼 國に至 b し 年に 舜天王 生る ベ 

しと も 思 はれ ャ我 國に傳 へ し 所 彼 國に傳 へ し 所 ふ 

た つの あいだ 少しく あやまれる にや 

爲 朝本圃 に^りし 後 は 其 母に^ たが ひて 浦 添の 里に 

あり 歲長 する に^たが ひて 其 人 よのつね にこえ てす 

ぐれし かば 十五 歲 にして 國人 のために 推した つと び 

、りれ て 浦 添の 按 司と なり 二十 一 一歳に してつ ひに 此國 

の 王と はな h 'た.^ 

今 川 伊豫 入道 了 俊の 記されし ものに 尊氏將 軍の 先 

祖足判 義兼は 實は爲 朝の 子な りし を義家 朝臣の 孫 

五 事 咤下 


足 利陸奧 判官 義康 むつきの 內 より 養 ひき 世に 憚， 9 

て 人に かくしければ つ ひに 知る 人な し賴朝 右大將 

に は 殊更 近付 給 ひし かばな- M に 憚 てむな しき 

ものぐ る ひとな， O 給 ひて 其 代 は 無 爲に過 給 ひし 細 

川 畠 山な どは義 兼の 下よ b わかれた るに やと 見え 

た b 此義兼 身の たけ A 尺餘 にて 力 も 人に すぐれた 

、りしと いふ 舜天 王の 事 も 亦 思 ひ はかられぬ もし^ 

からば 彼 國王は 本朝の 足 利 細 川 畠 山 等の 流の 諸家 

の 源氏と 同じく 爲 朝の 後と 見えたり 

在位 五十 一 年に て * す其歲 七十  一 一 I 陋謹 

第二 代舜 馬順熙 在位 十 一 年 六 ト四歲 に て薨ゃ Ifl 

年 本朝 後^草 

院寳^  二 年 

第三 代義本 在位 十 一 年に あたりて 疾疫國 に 行 はれ 人 

£AA  EL^ ん dsl て 七、 f  ： 襄る 宋瑰宗 寳祐七 年 本朝 後 

民 多く 死す お を ？M ォて T.A i  ft る 深 草院正 元 元 年の 事な 

リ その 、ち 五十 四歲 にて 薨す 

第 四 代英祖 在位 四" 年 七十 一 歳に て亮す l^lfl^ 

見お 正 

第五 代 大成 在位 九 年 六十 ニ歲 にして 薨す 8 きき I 

延廣 

元 * 

第丄 ハ代英 a 在位 五 年 四 士ハ歲 にして * す S0^ 

六 百 六十^ 


六ず 六十 四 


正 a 

二 年  ， 

第 七 代 玉 城 在位 一 一十三 年 四十 一 歳に て薨す illn 

ー^涵| 延 玉 城 立て 其德 明なら すその 政 行 はれす 國人 

あらそ ひ 戰ふ事 年を經 てつ ひに 其國 わかれて 三つと 

なる 中 山山 南山 北 これな り 

®  A 代 西 威 在位 十三 年 二十 ニ歲 にして 薨 す 一き 讓麵献 

籾後忖 上院 正 平 五 竿 

北朝 先 院^ 元^,  、 

笫九代 察 度 在位 四十 六 年 七十 五歲 に し て薨 すま II 

二十 八 年 我 朝 後小松 院應永 ニ年按 する に 中 山 

の 主屮^ の 封 爵^う くる 事 は 察 度よ リ始る 

第 十代 武寧 在位 十 年に て薨す 其壽傳 はら すと いふ 

大明 太宗、 水樂 三年 我 朝 

後小松 院應永 十二 年 

第 十 一 代尙 思紹 在位 十六 年に て 薨す其 壽又傳 はらす 

大 明永樂 十九 年 我 

^應永 二十 八 年 

第士 一代 尙巴志 在位 十八 年 六十 八歲 に て 薨す 幾雕 

II 器 f 特園尙 巴 志の 代に 當， 9 て國人 其德に な つき 

しかば つ ひ に 山 南山 北 を 併せ て. 其國を 一 統 す！？ #1 

わかれて 乂合ふ 事 その 

中 問百餘 年^^た リ  〜 

第 十三 代尙. 忠 在位 五 年 五十 五歲 にして 薨ゃ^ fl 脈 

^佗 園院 

文 安元 年  • 

第 十四 代 尙思達 在位 五 年 四十 一 一歳に し て薨す S 


十四 年 我 朝 後 花 

圑 院寳德 元年 

第 十五 代 尙金福 ffi 位 四 年 五十六 歲 にて 薨す歡 画 f  II 

後花園 院享德 二 年， 按 すろ LL^ 忠尙思 達尙金 福 在位 年 短く して 其騫 

相 遠から すお も ふ に 父子 相續 乜 し L のと は 見えす 又 傻 する に 後花園 

院寶德 三年 七月 琉球人 來リて 義政將 軍に 物^ 献 す、、 れ i リ して 其國 

兵 庫の 浦に 來リて 交易す と い ふ然 らば 彼 國の使 本朝に 來る 事に 尙金 

福が^^ 以て そ 

の始 とすべ さ歟 

第 十六 代 尙宣威 在位 六 ヶ月 壽傳 はらす 

第 十七 代尙眞 在位 五十 年 六十 一 一歳に し て 薨す^ || 

五 年 本朝 後 柏 

原 院大永 六 年 

第 十八 代尙淸 在位 一 一十 九 年 五十 九歲に し て薨 す肚 | 

嘉靖 三十 四 年 本朝 

後奈茛 院弘治 元年 

第 十九 代尙元 在位 十七 年 四十 五歲 にして 薨す 

第一 一十代 尙寧 在位 三十 1 一年 五十 七歲に し て薨す Ml 

MIMfl 尙 寧が 代に 當，^ て大 明の 祌宗 萬曆 三十 

七 年 日本 國 薩摩の守 護のお めに 執 はれ 居る 事 三年に 

して 國に歸 る 

按す るに 慶長 十一 一 一 年 島 津陸奧 守 家 久望請 ふ 薩摩 の 

國琉 球と 隣 國の好 を 通せし 事 年代 旣に 久しく 彼國 

より 綾 船と 名 づけて 每 年に 物 を 贈る 事絕 へす 然る 

に 近年 其 國の三 司 官邪那 とい ふ もの 大 明と 相議し 

て 其國王 をす、 めて 日本へ の往來 をと いむ 家久ー 一 


使 を つか はして 其 故 を 問 ふ に 邪^ 其 使 を 待す る 事 

無 鱧な b 此上は 兵 を さしつ か はし その 無 禮を誅 す 

ベ しと 申す 祌祖其 請 ふ 所 を ゆ る さ る 同 十四 年 一 一月 

薩 摩の 兵戰艦 百餘 にと.^ 乘 て彼國 におし 渡る 邪那 

その 國の兵 を 引ぐ して 大 島に 出む かひて ふせぎ 戰 

ふ薩 摩の 兵 その 軍 を 分ち て 後ろより 襲 ひせむ 彼國 

の戰 破れて 討る、 もの 數百 人手 負 ふ もの 數 を^ら 

すつ ひに 德島 をも攻 破りて 四月 首 里に 攻入 b 又 彼 

國の兵 數百人 をき ，9 すて 、王城 を 打 やぶ h 二」 其 王 

をい けどる 同 十五 年 八月 二日 家 久琉球 王 をぐ して 

駿 府に參 b 神 祖を拜 せし む その 王 緞子 百卷 羅紗 十 

一 一尋 蕉 布百卷 太平 布 一 一 百 卷を獻 す 其國を 以て 家久 

に屬 せらる 王駿府 にと いま. c 'しうち 弟の 王子 ， 一， 糾 

の 王子な 第 jp-ejt.us 佐敫 王子と いふが 其墳 きん え £レ」 ぐ 

三 子に 作る 病て 死す 墓 今，」 淸見 寺に もる 也 家ク をぐ 

して 闕 東に 參 b 九月 十二 日將軍 家を拜 せし む此月 

一 一十 日に 關東 をた ちて 薩 摩に 歸 る王薩 摩に と いま 

る こと 一 年に て本國 にか へ る 事 を 得たり 

第一 不 一 代尙豊 在位 一 不年 五十 一 歲 にして 薨す 0 

崇^ 十三 年 本朝 明 

正 院寬、 水 十七 年 

第二 十二 代 倚 賢 在位 七 年 二十 三歲 にして 薨す ^0 

i 亊咯ァ 


四 年 木 朝 後光明 院正保 四 年、 按す るに 尚 賢が 代 LI 當リ て大明 ほ， 

て 大淸の 代と はな リたリ しかれ ど I 此顷は 閩廣の 地い また 大 淸に朋 

せす おも ふ LL 大淸に 入貢の 事 

は 後 王の 時 i リ始れ るに や  c£ 

第一 一十三 代尙質 在位 一 一十 一 年 四十 歲 にして 薨す »|| 

七 年 本朝. 光明 院承應 二 年按 する にゅ-賈嗣 

封の 後慶 安三 年 九月 我圔に 使な 奉つ れリ 

第一 一 十四 代尙貞 在位 四十 一 年 六十 五歲 にして 薨す 

大 淸康熙 四十 八 年 本朝 今上 寶永 六年按 する に 尙康が 代に 

當リて 寬文十 一 年 七月 天 和 二 年 四月 我 n に 使な 奉れり  _ 

第 1 不 五代 尙益 在位 三年 三十 五歲 にして 薨す 0H 

年 本朝 今上 正德ニ 年、 按 する に尙 益が 

時に 寳永七 年 我 圃に 使な たてま つ れリ 

琉球册 封使幷 朝貢 使の 事 

琉球册 封の 事大 明洪武 年中に 始れ b それよ，^ 後其國 

王嗣 立て 貢 使 を 進ら せて 封 を 請 ふに 及びて 給 事 中 一 

員行 人 一 員 を册封 使と なされ 玉 帶蟒衣 極 品の 服 色 を 

假 さ-る 閩の三 司 その 使の 料 大船 一 一艘 を 作る 凡 其價ぉ 

のく  二 千 五 百 兩餘を 費す 黃屋 1 一層 を 作りて 詔書 を 

安俊し 貯 ふる 所の 器用 そこば く を 以てす 冊 使 福 州に 

至て 南海の 神 を 祭りて 船に 登る 船 彼國に 至る 時 其 王 

法司官 一 員 をして 數千人 を 引ぐ して 其 船 を那灞 港に 

引 入れし め 其國 の衆官 大小 百餘員 をし て M 亭を迎 恩 

亭に むかへ 拜せ しむ f^fs^l^ 天使 館に みちび 

き 至 b て §1^21^^ 里寵亭 を 中堂に 安置し 衆官又 

六 百 六十 玉 


五 事 略 下  I！   

禮を 行ふ举 初の ごとし 三日 ごとに 大臣 一 員 をして 安 

否 を 問ふ册 使まづ 先王 を 祭る の 禮を行 ふ 其 廟は國 門 

の 外に あ， o 天使 靡に 至る 時世 子 素 衣黑帶 舰 H して 

門外に 候す 祭 訖りて 後 中堂に おいて 酒 を 行 ふ 次に 封 

下： の 禮を行 ふの 日 世子 衆官 をし て 館 門の 外に 候せ し 

め お 勅 を みちびき 王 ，>n に 至る その 11 門 館 を さ る 事 三 

わ ffisi 殊に 險し門 を さる 事 五 里の 外に 牌坊 ありて 其 

さ S ど" Ji  、  ^ 牌坊と は 我 固の i の つれの 門の： とに し 二 し 

もリ はと レ J ズ 額^う つ 所な リー 掘 はすな はち 額な り こネ 

よ， O して は路； 牛ら かにて 左右 は 石 をた、 みて 墻 とす 

世子 此 所に 出て 寵亭 を迎拜 して 國 門に みちびく  I， 

の 冠 服の 事 見えす 一 ^Ll は 烏紗帽 紅^ 玉帶 たるぶ し 見 ゆ 其國の 人の 

申す 所纣 王の ^行 はれ ざ, v 間の 冠 服と いふ もの は 一 さの 說 に 同じ 

其 門 をば 歡會 門と いふ 門 を 入れば すな はち 王 宫也宮 

門 は 三 屠に て脣 ごとに 階 あり 正殿 は 山の 嶺 にあり 龍 

亭を 殿の 正中に 設けて これ を拜す f 

いか 禮 終りて^ 殿に 宴 を設く 金鼓笙 蕭の樂 あり 後日 

に 又 の S を設く  後日に 又 夭 使 をむ 

か へ て天界 M 覺等の 寺に 遊ばしむ 其 後： 土始て 天使 館 

に 至る 後：：！ に 餞 行の 娑を設 く 行 に 臨みて 黄金 を 以て 

送贐の 


冊 使 船に 登る 王 又 これ を 護 

送せ しむる 事始迎 ふる 事の 如し 又 王 親 長史等 をして 


 .  六 百-: ハ 十六 — 

表 を 進， o て 恩 を 謝すと いふ 

按 する に琉 球の 册 使の 例棺ー 一つ を 作りて 船に のす 

其棺の 前に 天朝 使臣 之柩 とい ふ 字 をき ざみ 又 銀の 

陴を 釘に てうつ これ は 福 州より 彼國に ゆく 海路 殊 

の 外に 險 なれば もし 風波の 難の がれが たき 時 は W 

使お の/ \ 其柩に 入. 5 て 釘に てと^お き 船く つが 

へ b いづれ の 地 にても 流れよ らんに その 所の 人此 

銀 をと.^ て此棺 をす て 置かん に その後の 使 其棺を 

もとめて 載歸る ベ きため 也され ば此 使に あてられ 

し 人 還， ての ち に 海路 の 事 を 申す にきく 人 皆 々 事 

故な く 還れる 事 を 慶賀せ すと いふ ことなし これに 

よりて 彼 B に 使 をつ か はさ れん 事 無益な りた いそ 

の國の 使の 來れる ものに 詔書 を わたしつ か はさる 

ベ し i いさめ 申せし もの あり ゑ かれ どもす でに 代 

代の 例と なりし 事 なれば その 事 をと いめら れ がた 

しと 見えた， o 

今 大淸の 代と な b し 以後 其 使臣の 記載い まだ 傳 はら 

P 伹し琉 球の 人の 中す 所^ 併ぜ按 する に 明え つ！^, COT 

す の 代の 例に 大， さ に たが ひし 事と も 聞え すヌ I， 饯ジ 伊 

の 例 其 進 見辭見 皇太子 幷に宰 臣に參 見の 儀 その 餘藩 

國 使臣の 例に 相 同じく して 又 其 儀 注 事 長ければ これ 


5 事 略， 下 


六 百 六十 七 


を 略す 只今 大淸の 代に 至て 其 國進貰 の 例 前代の 時に 

同じから ざる 事 も あるか ^な 1 M 廣の 

人に 尋問 ひしに 其 答 ふる 所の ものに 見えし 所 は琉球 

國大淸 にせす る 事 福 州よ， り 入る 一 年 を 全 貢と いふ 其 

船 一 一艘 次年 を 折- i 只と いふ 其 船 一 艘來る 事 は 冬至 を 期 

とし 去る 事 は 端午 を 期と す 琉球綰 を 福 州に 設けて こ 

れを 待つ 其 W 官はニ 員正 使 は 耳目 官と いひ 副使 は大 

夫と 云 其 使 至 る 時 は 福 建 承宣使 司よ bl? 傘 執事 等 を 

以て これ をむ か へ 筵 を 設け 通 船の 人 ことぐ く 宴 賞 

ある 事 其 差 あ b 其贯物 は 匹 頭 漆器 銅器 海 味 土産の 類 

也 十一 一月に 京師に 進す 唐官 一 員 これ を 護送し 朝廷 宴 

を S けて S 寺 せらる これらの 次第 は薩 州よ リ 進す る听の ±、 

5$  t マ あ：^ え-る 害 付に 見え たれ はしる すに 及ばす ま 

交易の 洌船 數を定 め られ て 銀 額 をば 定 め られす 全- な 

の 年 はわ 餘萬折 W の 年 は 只 五六 萬 を 用 ゆ これ は 福 州 

の 港^く して 大船 進みが た き 故 に 小し きな る 船 を 用 

ゆ 船 小し きにして 多く 載る 事 かな ひ 難き が 故 也其國 

の 人 買 ふ 所の 唐 貨細物 は 絲綢綾 緞等粗 物 は 紙 藥種等 

其 銀 は老板 元き 一 寶を用 ゆ 

莨の 年に 十 萬と いふ は 銀 十 貫目に て 折 貢の 時 五 - , 1 1 1 5  i 

丄ハ 萬と いふ は 銀 五六 貫！ mv^ 用 ゆる 事と 見えた リ こォ よ， 9 さき 

は 其 國の使 福 州の 谷官に 送る 听の例 萬 金 を 費す 康 g| 


三， r 七 年 ^^疆 巡撫官 張屮擧 ： ® に蠲 免せ しかば 

其 國の人 彼德に 感じて 今に 至る 迄 これ を祀る 

琉球國 職名の 事 

王子 正 一品 これ 王の 子弟  〜 

桉司 從 一品 これ 所々 の領生 諸侯の ごとくなる も 

の歟 

三司官 親方 正 一 品 

夭 曹司 一員. 

地 曹司  一！； 貝 これ 三 公の ごとくなる もの歟 

人 曹司 一 員 

オヤ カタ 

項 方 從ニ品 

親 雲 上 三 品より 七 品に 至る おの/、 正從 あり 

里 之 子 正 從八品 

^登 之 正 從九品 

按ャ るに 正 は 皆々 定. ま れる員 あ b 從は 其 員數定 

まれる 員な しと 見えたり 


琉球國 事 略 畢 


五 事 略 下  I  . .  六 百 六十 八 


本朝 資貨 通用^ 略 


金銀 銅 出しの 事 

一 天 武白& 三年 三月 對^ より 銀 を： K す 

人皇より 四十 代 曆數千 三百 三十 四 年 を經て 我國の 

鈒は始 て 出たり 延喜 式に 太宰府よ b 毎年 銀 八 百 九 

十兩づ \賈 すと 見 へ しは對 馬より 出せる 所な り此 

のち 鳥 羽 堀 河の 頃迄對 馬よ b 銀 を 出せし 由 見 へ た 

一 元 明 和 銅 元年 春 武藏國 より 銅 を 貢す 

人皇より 四十 三代 曆數千 三百 六十 八 年を經 て我國 

の 銅 は始て 出たり これより さきに も 本朝に て 銅 を 

用 ひられし 事と も 見 へ た b それら は 皆々 外國ょ b 

* れる 所なる ベ し 倭 國の銅 これ を始 とすれば 年號 

を も 和 銅と は 改らる 倭 和 相 通じて 用 ふる 也 

1 聖武 天平 一 一十 一 年 三 H: 陸奧國 より 黄金 を 貢す 

人皇より 四十 五代 曆數千 四百 九 年 を經て 我國の K 


金 は始て 出たり 是 よ.^ さきに も 本朝に て 黄金 を 用 

ひられし 事と も 見 へ たれ ども 皆々 外國 より 來れる 

所 也 此時大 佛の像 を 造られし にこれ を 装 へ る 料の 

黄金なければ 異朝に 求められん とせし に 陸 奧國ょ 

り始て 黄金 を 九 百兩貢 せし かば 悅 ばせ 給 ふ 事 限り 

もな くやが て 年號を 天平 勝 寶とは 改められ だり 延 

喜 式に も 陸奧國 より 每年 砂金 三百 五十 雨づ 、、貢せ 

しと ある は 世に 奥州の 貢 金と いひし もの 也 其 後後 

6 河の 頃迄此 K 金 はま ゐら せし なり 

一 延喜 式に 下野 國ょ. -每年 砂金 百 五十 兩鍊金 八十 四 

兩づ 、買せ し 由 見ゅ此 a より 金 出し 始は いま： u 詳 

に せす 

謹按 本朝 國 ひらけし 初より 千餘年 を經て 我國の 

金銀 銅始 て出づ 天地の 大 寶を秘 する 事と 又 其 代 

の 財 用と ぼし かりし 事と を 思 ひ はかる ベ き 事 か 

それよ， o 後 我國の 金銀 銅 諸國ょ b 出る とはいへ 

ども 年 ごとに 出す 所の 數 すくなき を 以て 國 用の 

ゆたか ならざる 事 も 又 思 ひ はかる ベ し 

一 佐 渡 國には 黄金 あるよ し 宇治 大納言 物語に 見へ た 

りされば 此國に は 昔より 有し かど 世に 是を 採る す 


五 事 略 下  六 百 六十 九 


ベ を^ら ざ. o しな. o 近き 頃 ほひ 上 杉 謙 信 入道 彼國 一 

を攻 取し より 後 其 金 を 採りて 國用を 足す 太 閬秀吉 

兼て よ， o 此事を 傅へ 聞て 代 を^られ し 後に 謙 信の 

^子 中納 言景 勝 を 欺て 奥州 に 移し 佐 渡國を おしと 

b て 金 を 採らせられし かど 金 出す して 程なく 薨せ 

られ たり 慶長五 年關ケ 原の 事 終， 9 し 明る 年より 此 

國の銀 出る 事 移しと もい ふば か、 りなし か、 る 事 は 

我國の 古よ. ^傅 へ 聞ざる 所 也 同 十三 年の 頃よ，^ 銀 

出る 事 はじめの ごとくに は あらす- J れょ b 年々 に 

すくなくな て 或は 又 黃金を もま じ へ 出せり . _ 

一 石見國 よ， o 黄金 を 出せる 事其始 を^ら す是も 始め 

は 出る 事 多から や 慶長六 七 年の 間よ b 出る 事 多く 

なれり 程なく 此！； の 金 を 採る 事 をば 止められき 

一 伊豆！： より 黄金 白銀 を 出す 古へ は此國 より 出し 事 

は 聞え す 是も慶 長 十 一 年の 頃よ b 出て 其數大 かた 

は 佐 渡國ょ b 出る 事の ごとし 程なく 出る 事 多から 

すして 採る 事 をと いめら る 

一 陸 奧國の 南部よ、 り 黄金 出づ これ も慶長 十三 年の 頃 

出し 事 殊に 多くして ほどなく 出す 

謹^ 佐 渡 石 見 伊豆 奥州の 南部より 金銀 を 出せし 


事 古に きかす 當家世 を^ろ しめされし 初よ b 出 

し 事 本朝の 古より つ ひに 聞ざる 所な. n- これよ" 

此 かた 百年の 今に 至て 我國の 金銀 萬國 にす ぐれ 

多くして 財 用の ゆたかなる 事 ひとり 我國の 古に 

ためしな きのみに あらす 外國 にも 類 ひなき 事 ど 

も 也 今の 代の 人 か、 る 事 を も^らす して 神祖の 

恩 德我國 萬 代 の 後 ま でに 至る ベ き 御 事 をも^ ら 

す 口惜しき 事 也 又 これによ りて 我國夭 地の 運慶 

長 五 年よ 新たに 開ら け 初り し 事 をも^ りぬ さ 

. らば 聖子神 孫よ く 祖業を 守らせ 給 ひ 天下の 貴き 

賤 しきお のく 其 所 を 得せし め 給 は い 神 祖の御 

後 は 天地と 共に 久し かる ベ き 事 うらな はすして 

知ぬ ベ き 御 事な り 

又按 に神祖 かくれ 給 ひし 後に もこ、 かしこより 

金銀 出し 事 代々 に 聞え しか ども 其數 多から すわ 

づ かに 佐 渡薩摩 等の 地より 出す 事 ある よしを 申 

に 3 

す 力 

金銀の 制の 事 

一 天 武白鳳 十二 年 用 二 銅 餞， 廢ニ銀 錢- 

是ょ b さきの 代々 に は 物 を 交易す る 事 米穀 絹布 を 


！ 五 事 略 T 

用 ひき ft 鳳 三年 我 國の銀 出しより 銀 錢を用 ひられ 

しと 見えた b 其 十一 一年に 及で 銅 餞 を 用 ひて 銀 餞 を 

止められし なり 但し 此頃， の 銅 は外國 より 来れる 所 

なるべし 

K 桉 これ 我 朝に て 銀 銅 を寳貨 とせし 始か 

一 牙き ーフ年 も ハイ 二き 靜き錢 一 和， き^^ 

此 時より 我 M の 銅に て 餞 を 鑄 出し 又 銀 餞 を も 兼用 

ひられし なり  * 

考謙 夭 平 寶字四 年 鶴，， 新 餞， 

此時銅 餞 を 改鎔ら る 1| 又 銀 餞 を 改鎔ら る；^ 銀錢 

一 つ を 以銀錢 十に 當っ又 金錢を 新に 造らる 醐餘金 

0 i つ を 以銥錢 十に 當っ 


謹桉 本朝 黄金 を 以寶貨 として 通用す る 事の 始か 

稱德 || 髓 g 天平 祌護 元年 錢 神 功開寶 

梪武延 暦 十五 年— 觅鏠錢 隆 平永寶 

嗟 蛾 弘仁九 年— 更 鎢 錢 富壽 神寶， 

仁 明 承 和 一 一 年— 页鎮餞 ま和昌 « 

嘉祥 元年 Is^l 餞 長年 大賓 

淸和ぉ 觀 元年—^ 鶴 餞 饒 益神寳 

贞覜 十二 年— K 鶴錢 《 觀永寶 


-ナシ 
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宇多 寬平ニ 年— 更籙錢 寬 平大寳 

醍醐 延喜七 年—； 史饍錢 延 喜通寶 

村 上天 德ニ 年— 更鑄錢 乾 元大寳 

此後 本朝に て錢を 鑄られし 事い まだき、 」 えす 皆々 

異朝 歷 代の 餞 を 用 ひしと 見えた りかくて 大 明永樂 

の 天子 太宗の 代に 及 て 鹿苑院 公方 義 滿彼國 の 封爵 

を 受られ 其 頃 異朝に して 永 樂新餞 を 鑄られし かば 

我國 へ も頒賜 へ b  fl ほ I ほ I 抓 其 後 東 山 公方 義政 

の 世 に 奢侈 を 好み て國用 甚だ 促リ しかば 寛 正 三年 

文明 七 年 同 十五 年 三度まで 大 明の 天子に 餞 を 賜 は 

るべき 由 を 望 請 ひ 申さる 中に も 文明 十五 年に は 十 

萬 貫 を だに 賜りな ば 我 國の用 足りなん と 歎き. &さ 

れき其 頃に はか ほどまでに 我 國の财 用 はと ぼし か 


き 


. や 


諫桉 一 說 に享祿 天文の 頃より 我國 にて 永 樂锬を 

通用せ しとい ふ 事 あ， Cs 是 は永樂 一 貫 文 を 以て 古 

錢四貫 文に 當て 永樂錢 法に て 古 餞 を も 用 ひし 

ふお ふ 事 也 

天 正 十六 年 造 二 黄金 大判 小判 一 

織 田 殿 は财を 生す る の 才略お はせ しか ば國 富た 


秀吉 又其才 おはし たれば 天下 を^ b 給 ひしより 天 

下の 財 を 聚斂し て 阈用を 足 さ れき天 正 十六 年に 新 

たに 大判 小判 等 を 造らる 是 世に 天 正 十六 年 判と い 

ふ ものな り但 これよ b 三年の 前 天 正 十三 年の 秋に 

金賦 とて 大名 小名に 金銀 を 賜 ひし 事 あ b 齢 さ 

らば K 頃す で に 大判 丁 銀 等 は あ. ^しなり これ は 古 

よ. o あ. o しものに て 十六 年の 制と は^じ からざる 

一慶 長 四 年始 造， 二分 判， 

此年は 秀吉薨 じた まひし 明年に て闢ケ 原の 前の 年 

な. o おも ふに 秀吉の 末年に 此事 をた くみ 出されて 

かくれ 給 ひし 後に 功訖 りて 世に 行 はれし なるべし 

諶按已 上 は 皆々 當 家より 前代の 事 どもな. 5 

一 慶長六 年の 後に 大判 小判 一 分 判 丁 銀 豆板 等の 制改 

る 駿河判 江 戶钊 などい ふは^々 造られし 所 を以稱 

す此 外に 甲 州 判と いふ あ b 是 よ.^ 後 元 祿八年 迄 年 

年に 造り 出せし 所の 金銀の 惣數ま づは金 七 千萬兩 

銀 A 十 萬 貫目 ほどの つもりと 申す 歛 

1 虔長 十三 年 十二月 止， 1 永 樂錢， 用，, 京 餞, 

京 餞 とい ふ は 異朝 代々 の 古 錢の事 也 これよ.？ 水樂 

玉 事 略 下 


餞 法 はやみし なり 

1 宽永 十三 年 六月 新 鑄， 錢 宽 永通寶 

江 戶と近 江國坂 本と 兩所 に て 鑄 ら る 是 よ りして 本 

朝の 銅鉸 ゆたかに なりたり 猷廟の 御恩德 もまた 有 

がた き 御 事也是 より 後に 寬文 年中 又 新鉸を 饍らる 

^0 元祿中 金銀 を 改造ら れ其後 又 銀 を 苒び改 

造られし 事大 餞 を 鑄られし 事と も 人 々 ^れ る 所な 

れ ば^る すに 及ばす 

離桉 以上の 事 ども を 以て まづ 知るべし 我 國の財 

用 古 に は 艱難 に て 今賑 富 せ し 事 ども を 

本朝 金銀 外國 へ 入，^ し 惣數の 事 

一 慶長五 年よ， o 前 上古よりの 事 は^ばら く 論せ す 室 

町 殿の 代よ，^ 信 長 秀吉兩 代 に 至る ま で 西 國中國 の 

地よ b 外國へ 入りし 金銀の 數 はいか ほど、 いふ 事 

を まる ベ からす 是 一 

一 慶長六 年の 夏 交趾. の 舶来れ り gs^u これ 當 

家に 及びて 海 舶の來 れる始 な b これより 正 保 四 年 

まで 四十 六 年が 間 我 國の金 鈸 外國 へ 入 b し 事い か 

ほどと いふ 事 は^れす 是ニ 

一 慶長六 年の 夏 外國の 舶我國 へ 來. り 始て寬 永 元年 ま 

六 百 七十 1 1 


五 事 略 下  [,  

で 二十 四 年の 間 は 九州の 內 いづれ の 浦々 へ も 心の 

ままに 舶を よせて 商 ^ 買せ しなり 東國 へ も舶 つきて 

商 点せし 事 も あり ぼ I 計^ ^1 は I 浦 長 崎より 外 

にての 商 賣を禁 せられし 事は寬 永 一 一年に 始れ りさ 

ればー 一十 四 年が 間 諸國の 浦々 にて 外舶商 a; せし 時 

取り 行し 所の 金銀の 數は玄 るべ からす 是三 

慶長六 年より 寬永十 一 年 迄 三十 三年の 間 は 御朱印 

ftLr^BD  レー も 今の 吳服听 とい ふ * の 先 祗乂ば 

f とて の 请 ノ とも 富る 商人 共 ゆるされ^ 行し 也 ま 

^港 ノビ ス パ ン暹邏 安 南呂宋 等の 國々 に 年毎に 行 

て 商 賣し此 外に も 私に 行て あきな ふこと 年々 に絕 

す 其 時 に 我國 の 金銀 を 持 ゆ きし 事其數 い くらと い 

ふ 事 を まらす 是四 

寬 永の 初 迄 は 今來れ る國々 の 外に 交趾、 占 城、 安 

南、 呂宋、 ノヒ スパン、 ィギ ンス、 カレ ウタ、 ィ 

ダリヤ、 亜^ 港な どい ふ國 々よ，^ 年々 に來， 9 あき 

な ひした， O 其 後 耶蘇の 法 をいた く禁 せられし より 

^等の 國々 來る事 を ゆるされす これらの 國々 へ 持 

ゆきし 金銀の 数 もまた まる ベ からす 是五 

寬 永の 初 耶蘇の 法 をいた く禁 せられし よ， 9 前 かた 

三 四十 年^ 間我隨 にて 其 法 を信受 せし もの ども 年 


   六 百 七十 二  

每に 其國々 の師の 許へ 贈 遣 はせ し禮 物の 金銀 1^ 

^ いくらと いふ 事を^ら す是六 

一 近年に 至 b て 長 崎に て 商 賣の外 私の 商賣に f  WW 似 

外國 へ 入りし 金銀の 數 夫る ベ からす 是七 

一 慶 長の 初より 今年に 至て 對馬國 よ、 り 朝鮮へ 入りし 

金銀の 數 いくらと いふ 事を詳 にす ベ からす 是八 

一 古へ より 今に 至て 薩摩國 より 琉球 へ 入 b し 金銀の 

數 いくら と い ふ 事を詳 にす ベ からす 是九 

右 九 ケ條の 事 は いづれ も詳 にす ベ からす^ ，ほ 

此九 ケ條の 外に 長 崎 一所よ b 外國へ 

入， o し 金銀 銅の 大數 まづ 知れし 所 左の ごとし 

一 金 一一 百 三十 九 萬 七 千. k 百 兩餘^ ぉ|| お T  3 

外阖 に入リ 

一 銀 三 拾 七 萬 四千 貳百九 貫目 餘肚 f^f^  list- 

り 乙 ラ 

一 銅脊： 億 壹萬壹 千 四百 四 拾 九 萬 八 千 七 百斤餘 ^Mil 

五 年まで 凡 四十 六 年が 間外國 へ 入 リし听 也 伹し銅 は S 县， パ年 

ぶ リ寬文 二 年まで 六十 一 年が 間の 事 分明なら すと いふな リ 

識桉長 崎 一 所より 外國に 入りし 所の 六十 一 年が 

間の 大數も 右の ごとしまして や 前に^る せし 所 

の はか b:^ るべ からざる 九ケ條 の大數 おも ひや 


るべ し 今 暫く 法 を 立て 長 崎 一所に て 六十 一 年： 

間 外國へ 入りし 大數を 以て かの はか. 9ま るべ か 

ら ぬ九ケ 條の 大數を 推し量る に 

一 金. K 百 拾 九 萬 或 千 A 百兩餘 ？鼓ぉ J 醜^^ 1 

锗 リ并 五 年よ リ 

一 銀 百 拾 贰萬貳 千 六 百 八 拾 七 貫目 餘 f 益 11:^: ぼ |S 

外固 へ 入りし. S リ井 正保  ？」 四十 SI— 

玉 年よ リ此 かたの 總 數なリ 

右 金銀の 事 は 正 保 五 年より 寶永五 年 迄 長 崎 I 所 

にて 外 國へ入 b し大 數を贰 倍にして 兩ロを 都合 

せし な-. 9 

一 銅 贰億貳 萬 貳千八 百 九 拾 九 萬 七 千 五 百 斤 餘；^ 

一 一年 迄 六十 一 年が 間に 外鹂 へ 入りし 大積 リ幷寬 文 三年ぶ り、 、の 

かたの 弒數 なり、、 れは寬 文 三年よ リ この かたの 數^ 貳倍 せし 積 

リな 

右 は 慶長六 年よ. 9 寶永五 年 迄 百 七 年の 間に 我國 

の 金銀 銅外國 へ 入， 9 し 所の 大数 也 此數を 以て 推 

す 時 は外國 へ 入 ，9 し 金 は 只今 我國 にある 所の 金 

の數 三分が 一 に 當れ- f  ，^^^^ほ^ 

ぽ 5 きき sfe ぽば 銀 は 只今 我國 にある 所の 數 

よ り は贰倍 ほど 多く 外國へ 入りし 也 f 議 

n ならではな しと いん 然る-」 外 國へ人 リし敏 貳拾 

^t3;HI 近く なれば 我國の 銀ば 殊の外に 诚ぜ しな リ 

Is- 事 略 下  _ 


但し 此大數 はよ ほど 引 入れた る 積. C なるべし 

凡 外 國に入 b し 所の 金銀 銅の 總數是 より は猶 

夥き 事に や 

一 異朝の 寶貨 古今の 事を按 する に 漢の代 ほど 黄金 多 

かりし 代 は あらす と 申傳 へた. 9 其 後代々 を經て 次 

第に 金銀 すくなくな b しほ どに 宋の 代の 中頃よ. o 

交鈔 とい ひて 我國の 紙錢の ごとくなる もの を 用 ひ 

て 國用を 通す る 事に な b て 元朝に 至て は 專ら此 交 

鈔 ばかり を 通じ 用 ひ 明朝に 及て 銅錢を 以て 交鈔に 

雜へ用 ひて 今に 至れ b 是漢の 代よ b 後に は 金銀 銅 

共に 世に出る 事 多から ぬが 故 也され ば彼國 代々 の 

人の 論せ し 所 は 凡 金銀の 天地の 間に 生す る 事 これ 

を 人に たと ふれば 骨の ごとく 其餘の 寶貨は 皆々 血 

肉 皮 毛の ごときな b 血肉 皮 毛 は 傷れ 疵 つけ ども 又 

々生やる ものな b  ^00ffs 

一 たび 折れ 損じて ぬけ 出 ぬれば 二た び 生す ると い 

ふ 事な し 金銀 は 天地の 骨 也 M きき；^ | おき は これ 

を 採る 後に は 二た び 生す るの 狸な しこ、 を 以て 上 

古よ b 漢の 代に 至る で 採 得し 後 中國の 金銀 ふた、 

び 生やる 狸な しとい へ b 又漢の 代に さばかり 多 か 

. .  . 六 百 七十 三 


五亊咯 f  « 

りし 金銀の 後の 代に 及びて うせ * し 事 は 五 胡 五代 

遼金 元の 代々 の亂に 夷狄の 地に とり ゆき 又 海外 諸 

面り 每； ぼつに も こ， フ dL-khs 我圃 のむ かし i リ寬 永の 頃 ま 

@ び ぉ£り -7 か { ぅゼナ りで. 一ハ4> 餘 州の 中 にて 用 ひし 銅 

おは^:々 異朝の 錢也 B 本 一 州 にと リ來- り L ばか リん おびた , 

ゾ しさ 亊 也まして 萬國 にと リゅ きし 事お L はかる ベ 7J.f^i 

は 又佛事 興れる によれ 申傳 へた 

の^に t 銀の 箔など 多く 用た ろ 寧 もな く 又 殿閣 等^かざる と < 

む 金銀な ちリ ばむ る 事 は 稀な リ怫 像^つ くリ 佛 殿佛閣 等^つ く 

き 5^5.1^ れパ金 是 等の 論に よりて 我國の 事を考 

るに 此國 ひらけ 始 りしより のち 千餘 年の 間 は 金銀 

銅 出る 事 もな く それらの 代に も 世 は ゆたかに 治れ 

りき 其 後 これらの 寶貨 我國に 出し かど 其數は 殊に 

すくな かりし 事 又 千年に 及べ ，0 我 神祖の 起， o 給 ふ 

に 至，^ て 天地 も 其 功 をた すけさせ 給 ひしと 見えて 

我阈の 金銀 銅の 出し ま. 我 國の事 はさて おきぬ 萬國 

の 中に か、 るた めし を 聞かす 然り. とはい へど も 我 

阈 土の 骨 一 たび 出 ぬれば 再び 生やべ からざる の理 

なり 此のち 千 萬 年を經 ると も 神 祖の御 時の 如くに 

金銀 銅の 多く 出る 事 ある ベ から やお；： せ 

^ 然るに それよ b 後百餘 年が 間 外國に 流れ 入り 

し 所の 數 かの 五 胡 五代 遼金 元の 代々 に 乏しき 中國 

の佥 銀を夾 狄の 地に と b ゆきし 數 にくら ぶれば 猶 


六 百 七十 四 

萬々 多 かるべし かくて 此後も 今迄の 事の ごとくに 

每 年に 拾 四 五 萬 兩を失 ひなば 十 年に して 百 四 五 拾 

萬 兩を失 ひ 百年に して 千 四 五 百萬兩 をう しな ふべ 

し 神祖ょ b 當 代に 及ばせ 給 ひて 旣に 百年に も 及び 

ぬれば これより 後 又 百年 をす ぐると いふと も 四 五 

世の 御 ほどに は 過べ から やされば 子 神 孫 十 世 一 一 

十 世の 御 後に は我國 にて 用 ひ 給 ふべ き 金銀 銅と ぼ 

しき 事 かの 異朝の 事の ごとく なるべし 我國 のむ か 

ま 金銀 銅な かりし 事千餘 年が ほど 世 も ゆたかに 治 

し， o しとい へ ども 其 代々 は 時代 ことの 外に 上， C- て 

人の 心 も 俗 もすな ほな b しが 故な b 今より 百年 千 

年の 後 次第に 時代 も 下 b て 人の 心 も 俗もう すくな 

b ゆかんに は 世 はいかになる ベ き 事に や 凡て 異國 

の 物の 中に 藥物は 人の 命 をす く ふべ きもの なれば 

一 日 もなくて はかな ふべ からす 是ょ b 外 無用の 衣 

服翫 器の 類の 物に 我國 開け 始 りしより 此 かた 神祖 

の 御代に 始て 多く 出た りし 國の寳 を 失 はん 事 返す 

ぐ も惜 むべ き 事 也 我國萬 代の 後の 代までの 事 を 

思し 召され 神 祖の御 心 を もて 御 心と なされん に は 

S やの 時に 及びて その 御 心得 ある ベ き 事 あ b がた き 


た 天 御 
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玉 事 略 下，  六 百 七十 五 


五 事 略 T 


^野 山， 略 


學侶、 行人、 聖、 等 由 來の事 

古 は 高野山 大衆の 中學侶 行人な どい ひし 事 は 聞え す 

元 弘^ 武の頃 迄む 滿 山の 大衆な ど &こ こ. i ム さ 

中ぜ しに や 太平 記 等に は その 如し 世に 申 馎 ふる^に は 弘法 

大師 此山を 開かれし 後に 其 法 孫の 專ら密 敎を修 し 行 

ひし もの を學 侶と いふ 大師よ b さき 役 行者 此 山に 千 

手 堂 草創 ありて よりこの かた 此 山に 住せし 行者の 法 

孫 其 後 大師の 弟子と なりて 密敎を 修し行 ひ 兼て は 又 

大 义ぷ：？ 城 等の 山々 にて 修練 行 法す る もの を 行人と い 

ひしと いふ 又 一 說に應 仁の 亂後 天下 大きに 亂れ しょ 

^  ,  ^ のかた 満山の 大衆の 中 强壯の もの は帶靱 防戦し 

て W 内の 狼^ を 守護し 老弱の もの は讀經 修法して 山 

巾の 安穏 を祈禱 せし よ. o おの づ から 學侶 行人 等の 名 

は出來 しと い ふ 又 行人 方を惣 分と い ひ 學侶方 を 多分 

とい ひし も 天 正の 頃よ， o 世の 人 申なら はせ る 所 也と 

いふ^と いふ もの は 中頃 時宗 の僧此 山に 來 て 住し 


 .   六 百 七十 六 

或は 念佛 修行し 或は 廻國勸 進せ し を 神 祖の御 時に 至 

りて 眞言 秘密の 靈 場に 其 法 侶に あらざる もの 、雜り 

居る ベ き 事 然る ベ からざる 由の 仰に よ， o て, J とん \ 

く 皆 眞言の 敎に隨 ひしと いふ 

木食上人 高野山 を 再興せ し 事 

興 山寺の 開祖 興 山上 人應 其と いひし は 木 食き 行の 雷 

なりし かば 世に は 又 木食上人 とも 申せし 也& 上人 も 

と は 近 江の 守護 佐々 木の 流に て 三十 七の 時に 出家し 

て 高野山に 登りて 修禪練 行す 秀吉關 白 世 を^り 給 ひ 

し 初に 紀伊 II 高 野 根來の 僧徒 等 や 、 も すれば 甲冑 

をよ ろ ひ 弓箭 をと， o て 其國を 押妨ぐ る 事佛 法に も 違 

ひ 王法に も 背き 甚 無道の 至 也と て 天 正 十三 年の 春自 

ら拾萬 餘騎の 兵 を 引 具し 國 中の 要害 ことん^ ^く 打破 

b てうた る、 もの 二 千 餘人ま づ根來 寺に 攻 入りて 堂 

塔 寺院 ことぐ く燒 ほろぼさる 高 野の 大衆 會八 n して 

^議 する に 防ぎ 戰ふ ベ き氣勢 もな/、 大師の 靈跡 破滅 

せ ん事此 時 を 以て 其 期と す 應其大 悲願 を發し いかに 

もし て 此 厄難 を攘 ひて 佛祖 の 恩に 報 ゆべ しと 思 ひて 

此 僧が 申す 旨に 任せられ なば 一 身 を 以て 大衆の 命に 

代. o 秀吉 の 軍 を ま b ぞ けて 我 山 の 再與を 致す べしと 


い ふ 大衆 大きに 力 を 得て これすな はち 曩祖 大師の 再 

來 して 我 山 を 中興し 給 ふ 所 也い かで かの たま ふ 旨に 

そむく もの あるべ きとい ふ應其 やがて 嗟 蛾 天皇 曩祖 

大師の 手 印 を うけとりて 秀士  口の 陣に ゆきむ かひて 此 

山 ほろぼさ るべ き 事 然るべ からざる 事の よしを 歎き 

申ければ 秀吉忽 に 心と けて 七條 を^る して 一山の 僧 

侶 を 詰 難 せらる 大衆 一 同に 怠狀を 捧げし かば 木 食 上 

人 一 身 を 捨て 大衆の 命に 代りて 歎き 申 所 を 感じ 上人 

のために 此山を 建 置く よしの 誓 書 を 下され 上人 を以 

て 一 山の 僧統 とせられ 學 侶の 行人 時宗 密僧 ことぐ 

く 皆 上人に 附屬 せらる 、由 を 以て 下知 せらる 同 十八 

年上 人 ； 寺 を 建立す 關 白の 執 奏に よりて 宸翰 を染ら 

れ fi 喊舰興 山寺の 額 を 賜 b て 勅願寺と なされ 勅して 

千 石の 地 を 以て 寄附 せらる 00,^0^ 

高 野の 木 食と おも ふべ からす 木 食の 高 野 也との たま ひ 又 上人の 寺な 

興 山と 名 づけら れし 事む 上人 此 山^; 冉 興ぜる 功德な あら はさる V 所 

ひ^；れ 見 同 二十 年 秀吉の 母 公 上人 をして 一 寺 を 建立せ 

しめ 三千 石の 地 を 寄附 せらる 今の 靑巖 寺是 なり 上人 

興 山 靑巖兩 寺の 住持 職 を 兼 帶し慶 長の 初 兩寺を 以て 

其 弟子 勢 譽に附 屬し同 十三 年 近 江の 國飯導 寺に して 

入寂す 七十 三歲 とい ふ 

玉 事 略 下 


學侶 行人 兩派 わかれた つ 事附文 珠院の # 

文珠 院勢譽 は學德 才能 山中 第 一 の 聞え あ b しかば 木 

食 上人 關 白に 申し て 我 弟子と し つ ひに 興 山 靑巖兩 寺 

の 住持 職 を 讓る慶 長 五 年の 九月 東西の 戰 起る を 聞て 

大峯 修練の 道場より 相從ふ 僧徒に 物 具 させて 關が原 

の 御陣に 馳參る 神祖の 御感斜 ならす 此 年の 冬 興山靑 

巖 住持 職の 事相 違 あるべ からざる 由 御 書 を 賜る 同 六 

年の 五月 沙門の 身 多くの 所領 あらん 事 然るべ から ざ 

る よし r 木食上人の 遺領は 興 山寺 領千 石靑 巖寺領 三千 

るよ ダ 矛て 石 行人 方 行事 颌ニ千 石 都合 六 千 石の 地な リ 

靑 巖寺領 三千 石の 地 を 三分せられ^^ f| は 千 石を以 

て 一山 伽藍 修理 料と して 興 山寺に 附られ 千 石 を 以て 

學侶撿 校に 附られ 千 石 を 以て 碩學の 僧 配分 料と せら 

れ勢譽 を 以て 興 山寺の 住持と し 撿校を 以て 靑嶺 寺の 

住持と なさる これより して 學侶 行人の 兩派 別れた， o 

此事 m 本願 寺^ ふたつに わけられ しに 相 同 よ、 麦. &且^ 1す, 

じさ 神慮た るの よし 世に 申傳 ふる^な リ 翁 Iffi:  一！ ^場 ポ厂貌 

座 を うつされし 時勢 譽を 召されて 今よ， o 後 は 常に 御 

前に 伺候すべし とて 其 寺 地 を 下されし かば 文 珠院を 

駿府に 建立して 移り 住み 興 山寺 を 以て 其 弟子 應昌に 

讓， - 同 十七 年に 入寂す 六十 六歲 

神 祖此僧 を 三 能の 僧と 仰ら れし は博學 武勇 醫 術の 

六 百 七十 七 1 1 


五 事咯下  

三つ 也と いふ わかき 時 弓矢 打 物と りて は 山中に 雙 

びな く 織 田 信 長と 戰 ひし 時に その 軍將松 山と 組て 

酋 をと る 老衰の 後に 身 煩 はしく して 一 溪道 三に 醫 

» を學 びて 其 道 を 得たり きその 老 たる を あはれ ま 

せ 給 ひて 乘 物に 乘 ながら 御 玄關に 至る 事 を ゆるさ 

れ 御前に しても 蒲 M に 坐せ しめられし によりて そ 

の 頃に 文 珠院蒲 M と 申せし は是也 

文 珠院を 江戶に 移す 事 

典 山 第三 世 應；： ： 曰 は 勢譽附 法の 事 も 弟子と して 其師の 

譲 を 得 て 典 山寺 の 住持 職と なさる 常に 駿府 に 伺候し 

て 五 年 ごとに 登山して 山の 事 を 沙汰す 慶長 十九 年の 

冬大 坂の 御陣に 供奉す 十二月 五日 應昌を 召されて 南 

都 內山吉 野大峯 熊 野 北山 等の 山 臥 土民 等大 坂に くみ 

せし もの ども 退治す ベ き 由の 仰 を 蒙 hN て- J  \ かしこ 

に馳向 ひて 一 揆等を 降伏し 明年 四 0: 御 暇 を 賜りて 登 

山し 山の 僧徒に 物 其 させ 大 坂の 御 陣に 馳參る 神祖か 

くれさせ 給 ひし 後江 戶浚 草に して 寺 地 を 賜 b 駿府に 

あ-し 文 珠院の 坊舍を 引 移し^ IIIII 雜 ^ほ f 

，、- ffi に 御前に 伺候し 五 年に 一 たび 登山して 山の 事 を 

沙汰す る 事 もとの ごとし 


     六 百 七十 八 

東照宮 高野山に 御鎭 座の 事 

神祖御 在世の 時文 珠院に 命せられ て 高野山 は 萬代不 

易の 靈 場な b 我 千秋の 後に は 彼 山に 跡 を はやと 仰 

あ， o し 御 事 を 以て 神宮 造 立の 事 を 望 申ければ 尤 以て 

神妙の 事 也と 仰 ありて 御 ゆるし を 蒙 b しかば 碰麵 稀， 

^ やがて 登山し 自分の 力 を 以て 興 山寺の 山上に 

神宮 拜殿寶 庫 鐘 樓等を 造り 出して これより. して 每月 

十七 日に 六十 口の 僧 を 佻 養して 法事 をな し每 日に 御 

本 地 藥師供 法幷に 護摩 供 法を修 する 事闕 如な しこれ 

すな はち 寬永四 年の 事 也 

學侶 行人 爭 論の 始の事 

正 保 元年 の 春 應昌幷 に 行人の 僧徒 等 東照宮の 神前 に 

於て 灌頂 曼荼羅 供 等の 大法 會を修 して 神威 を 永代に 

輝さん 事 を 以て 請 ふその 年 九月 應昌 をめ されて 其 

請 ふ 所 を ゆるさる 疆 g に：^ 玲感 又 御 使 を 登山せ しめ 

られ 一 山の 大衆に 其 由 を 仰 下さる 糊 離^ 金學 侶の 

僧徒 等 あ へ て 仰の 旨に^ たが はすして 事 終に 行 はれ 

す 同 二 年の 春學侶 行人 等の 僧 爭訟に 及ぶ 

山寺 庭儀灌 項の 事に つ さて 舉 侶の 僧 寶性院 異論 の 事 t 

ぁリ つるに 此 時に いた リ學侶 行人の 爭論 起れ るな リ ル今 Jrf せ 

昌 入寂す 八月 又 御 使 を 以て 山中 を鎭 めら れ S| ^赃 


5^^^ 學 侶の 僧 寶性院 無量 壽院幷 に應昌 が 弟子 

の 僧立詮 等间 じく 江戸に おいて 蛰居 せしめ ら る^ 1 

^^十 一 月 かさねて 御 使 登山して 學侶 行人 兩 派の 


は 公家の ごとく 行人 は^^ の ごとく 聖方 はおに. 511 义 卸 

町人 ゲ；， としと 申す^ 御^もり しとい ふ 慶 5 一 一  今プ戶 ヌ ^ 

J ざ， 此 度の 御 使 I 松 平 出 雲 守久世 X 和 守， ft 盱.！ q 卸钊 

使 登山して 娘松乂 駒 井 右京 五味き 則 守 等 也 S ぎは^-^ 

條を 下され 又 其 寺領の 御朱印 を改 下さる 應 HE が 弟子 

立 詮を召 出されて 其 師席を 繼で輿 山寺の 住持 職と な 

され 東照宫 御 祌領百 石の 地 を 以て 興 山寺に 新附 せら 

れ ^^§1^ 又與 山寺 領千 石の 內 四百 1 一十 石 を 割て 

行人の 上 首 六 人の 役 料と せられ と 自今 

以後 は學 侶の^ 三人 行人の 上 首 二人 づ 、輪番 交替し 

て 江 戶 に 候す ベ き 由 を 仰 出さる 學侶 行人の 爭論凡 

」、E 'こ ノ： ：《t，.^r 此 時の 御條 目に 行人の 僧 庭 儀 灌項大 曼荼蓰 

丄\ 今^して 肄さ^ 供 等の 轨 行の 事な 禁. ゼら ろとの 一條 も リ、、 

n, に i リて舉 侶 は 大き に S,  ^0 る 事^ 悅ひ行 人 は大さ に 其 志^う 

しな ふ 事^ いさ ど t リて つ ひに その 爭^ やむ 事な 力り しと い ス^し 

むべ さ 事な リ (なしむ ベ さ 事な リと ある はもと は 憎む ベ き 事と もリ 

T ん& 憎な 惜にぁ ？、 まりし 本み リ しな 見て 又^しむ と假 字に せ：： るな 

るべ し) 乂 御靈屋 頜ニ  s 石の 地な 聖方 

の 僧 大德院 に 御 寄附 も此 時の 事 也 

學侶 行人 第二 度爭 論の 事 

明 暦 一 一年 十 一 月 高野山 鎭 守神檀 一 宫遷宫 の 儀 あり 其 

神宮の 鑰學侶 行人 相 共に 傳來 す此 事に よりて 爭論起 

玉 事咚下 


b て 同 三年 學 侶の 僧訴狀 を捧ぐ これによ りて 行人の 

僧 を も召决 せらる 萬 治 一 一年 八月 に 至， ^て學 侶の 僧 四 

V 寳性院 無 S 秦院 IT  、り &n"0T„> 文珠院 すなばち 立詮也 見樹院 

ゾ 大樂院 高^ 院 ,ィ /の^ «WL スすな はち 雪 堂 也 萍華王 院寳瓶 

院等 


^！^ 追放 せらる ゝ - 】 れ慶安 年中 御 使 度々 登山の 後 い 

く ほど もな く爭 論に 及ぶ を 以て 也 同 三年 七月 寺社 奉 

行 所より 御 條目九 ケ條を 下す つ ひに 神宮の 鑰 をば 夭 

野の 神主に 附らる 神 II の 論 凡 四 年に して 決す 践醉 f 嫁 

.55 世の 始也此 变の事 は灌項 論の 事す でに 學 侶の 志^ 得しに て 其 

利-.: 乗じて 行人の 僧徒^ 诫 すべさが ために 事^ 神鎗に 假リて 又爭論 

ま" $ れ寬文 三年 七 H 大赦に よりて 學侶 行人の 僧 等 

召 遠 さる 此年 八月 立詮 入寂す 

學侶 行人 第三 度爭 論の 事 

寬文 三年 十一 月 立詮が 弟子の 僧 雲 堂 を 召 出されて 興 

山寺 住持 職に なさる 十一 一月 學侶 行人 等の 制條を 改定 

めら れ同四 年 五月 §Si 方の 制條を 下さる 行人の 僧 等 供 

養 供 法 等 異同の 愁訴 あ- ^§SM^^ 

同 六 年 八月 雲 堂 を 丹 羽 左 京大 夫に 召 預られ 奥州 一 一本 

& に 謫居す これ 行人の 曾 制 條に從 はざる もの と间意 

の 事 然る ベ からざる 由 を 以てな b 

學侶 行人 第 四 度の 爭論幷 興 山寺 住持 職舆山 

上人の 法 孫 斷絕の 事 

：  ： 六 le 七十 九 


  _ 五 亊略下 

延^ 三年の 十月 雲 堂譎 居の * 御免 ありて 四 年 十月 

十八 U  ^堂 幷に學 侶 行人 の 僧 等 を 評定 所に め さ れ學 

侶 行人の 惯 等 自今 以後 は慶 安の 制 條の旨 を 相 守る ベ 

きょし 仰 下さ れ雲堂 を 以て 興 山寺 の 住持 職 に 還 補 せ 

、c\b これぶ リ下" 蕙祖の 御^の 尜なリ 此時寬 文 六 年學侶 行人^ 下 

£ る されし 三十 六 ケ糜幷 LI 聖方 へ の 制 條、、 と^ \  く 皆め し 還され 

お 確^ | 養 ； 條 元？ 年 一一 呈ナ侶 の 僧等訴 

e. すむ ね ありて 行人の 僧に 召 問 はる、 事 あ，^ 同 四 年 

四月 學侶 行人の 侶 等 を 評定 所に 召されて 二十 一 ケ條 

の 法制 を 以て 學侶訴 論の 事 を 決せられ 雲 堂 事 は隱居 

あるべ きょし 仰 出され 高 野の 傦來 迎院某 をめ し 下さ 

れて興 山寺 住持 職に 補せられ 興 山上 人より- 」 のかた 

師 K 相承 五代の 法脉此 時に 至て 斷絕す In ハ器 | 

人の 組頫の 僧^^ 詞^ 捧げて 興 山 住持の 僧^ えらびお のく 入札な 

進ら すべさ 由-., L て來迎 院^ 住持と なされ 此 時の 誓詞 の 前書 等 高 野 山 

にて 用 ゆる 听の文 言な リ い か にして これらの 事 はしる しめされ 

し御亊 にやと 一 山の 行人 等 も あやしみ おも ひし 事な リと いふ 

行人の 僧徒 流刑 井高野 山 東照宮 神 法 法樂御 

法事の 儀 闕 如の 事 

祿四 年の 夏 * 迎院某 興 山寺 住持 職 になされ 其 後 追 


で〃 

1 フ r 


筒 條と稱 せられて 先に 下されし 二十 一 ケ條の 外に 仰 

出さる、 事 ども あ b こ、 において 行人の 僧徒 愁訴の 

旨 出來， -同五 年 七月つ ひに 來迎 院を始 として 行人の 


 .Kg 八十.  

僧 六 百 八十 人餘遠 流に 處 せられ 興 山寺の 事 在 山 行人 

の 上 首 f 陋^ M 輸番 交替し て 執務 させら るされ ば 東 照 

宫每： z: 毎日 の 神 法法樂 天下 御祈禱 の 法事 供養 等の 儀 

本 導師と いふ もの もな くわ づ かに 其舊 儀の 存 する 事 

-  ^ 1 141 余 E" こえく  KV ゎづ かに 舊 儀の 存 する 事す でに 二 

すて Ik  二 寸胬 年に 及へ り 十餘 年に 及べ リ此語 解し がた し 一 

木に 舊 儀の 存 する LL て 每月十 

七日 御祈禱 あるな リと ぁリ 


五 事 略 大尾 


蝦 夷 志 

. 序 

蝦夷 一 曰，， 毛人ハ 古 北 倭 也、 I 雌 漢 光和 中 鮮卑檀 石 

槐聞ミ 倭 善，， 網 捕， 東擊ニ 倭人 國； 得 ニ千餘 家： 徙置 n 秦水 

上 一 令- 1 捕い 魚 以助ニ 糧食？ 鮮卑東 胡嵇、 卽 今韃靼 東北 

地、 所 v 謂 倭人 卽北倭 也、 夷俗 善沉沒 捕い 魚、 於い 今亦然 

矣、 爽 多，， 砘落： 曰，， 渡 島 蝦夷？ 其 在， 一 東北 海中， 者、 曰，， 

北 蝦夷？ 曰，， 東 蝦夷？ 其徙 居，， 于內地 ， 者、 北 謂，， 越國？ 東 

陸 奧國； 曰 コ鰐田 一 S1; 曰 ，，& 代； 曰-, 柵 養 ft: 


一 115- 一 一 


卜 


日 ^刈ハ ト&轉1； 又 皆 東北 之 別 也、 宋書 日、 毛 人 五 

五國、 唐 書 曰、 倭國柬 北限，， 大山？ 其 外卽毛 人、 總 言，， 其 

內外 秫 落， 也、 夷秫 分，， 居內 地？ 其始 不可，， 得 景行天 

皇征東 詔 曰、 東夷 犯， r 邊界？ 以 略，， 人 往古 已來、 未， 

染， 主 化； 由 觀レ 之、 其 侵，， 犯內 地； 蓋 由來旣 久矣， 而叛 

服 亦屢矣 、齊明 天皇 四 年、 遣 T 阿倍 臣、 率，， 船師, 伐 巾 蝦 

夷" 鰐 田 停 代 酋帥迎 降、 渡 島 蝦夷 亦 來會、 乃定 ，, 停 代津 

輕 一 一郡 郡領， 而還、 五年復 遣， 阿倍 臣、 率 n 飽田停 代津輕 

i 夷 志 I . 


膽振釩 等 首 帥？ 以伐巾 蝦夷 h 乃徇， 1 其 地： 遂 ©,,1 治 於-後 

tv^s  UTS 一 《| 、後方 羊蹄讀 云： 之利邊 之- ョ 0¥ 

ブ^ ^Iffi? 涵 卽今 南^ 之 利^ 之 之 地 也 曰 1^還浪這ュ 係^-一^ 

奥 蝦夷？ 以聘 于唐ハ 唐 書 曰、 永 徽中我 行人 與，， 蝦夷-偕 

來、 卽此 也、 時 高宗問 n 我 行人， 曰、 蝦夷 幾械、 對曰、 類 

有 二三 種？ 遠 者 都 加留、 次者籙 蝦夷、 近 者 熟 蝦夷、 今此 

熟 蝦夷、 所， 謂 三稗擧 T 其 在 二 荒 服及內 地-者 i 而言 也、 

出，， 日本 紀註 所い 載 伊古 連 博德書 ， 都 加 留卽 律輕、 是其 在，， 內地， 而遠者 

也、 蟲猶レ 言 レ％ 也、 是 H- 在，^ 服ー卽 次， 遠 者、 熟 F 其 29, ー內地 一而 近 者 上 

也、 厥 後 凡稱ニ 蝦夷 一 者、 皆 謂，. 其 在，, 內地 ， 者 ± 也 耳、 天 

平 寶字六 年、： 東海 東 山： 節度 使 藤原惠 美 E 朝獰刻 S 石 

於，， 鎭守府 門？ 以誌 n 四方 道 里 相距近 遠： 曰、 去 n 蝦夷 國 

界， 一 百 二 十 里、 其 石 於， 今 見 在 ニ府城 S 址？^ 所 

則 知 宮城 郡 北方 數百 里、 盡沒ニ 于夷地 ， 

至 了其驅，， 之荒徼 T 悉收ニ 東 山地？ 因い 海 爲ぁ塞 則 征東將 

軍 阪上 大宿禰 田 村 麻呂之 功、 蓋 以爲ぃ 大 也、 史闕不 

專 ま、 Ji4、^  f  ^戈、 嘗 聞-之 津輕 人ハ阪 将軍！ IT 督之 地、 往々. 

レ fE, 一 まー蓴 一面 レ朥 而有焉 、土人.^ 說， 一 其 事； 猶如， 一前 日；^ 

厥 後 六 百 五十六 年、 若狹守 源 信 廣越レ 海 

入 ニ于夷 中？ 遂 取，， 其 南界？ 以定 n 北 地？ 是 歲嘉吉 三年 


據，， 守 其 地： 而 迄，， 于今， 東 顧 之 憂久絕 矣、： 因輯 ，， 舊聞？ 

以爲ニ 蝦夷 志， 焉、 

享保庚 子 正月 庚 寅 源 君 美 序 

六 百 八十 I 


S 夷 志 


百 八十 二 


三士 ー國： 亦 皆 夷 5S 云、 地方 遠絕、 疑不レ 能レ 明， ^ 

西北 伊海 有-, 四 鳩-相 離 近 者 七 

名 曰，， ラソづ 島，， 4- ほ- 總名 曰-, へゥ ^其 地 一島、 名 

里、 其 遠 者 十五 里 許 鹏 f レン 义好在 二 其 北 (名 曰ニレ ソシ丄 

此 蝦夷 地境 所い 盡也、 


s!::^,, 東北大 海中； 侬 n 山 島- 爲 い國、 地 多-山 險ハ 僅 

鹿徑ぉ 人輕 S 驍健、 il, 水 行不レ 見， k、 此 

間 之 人往來 所， 由、 唯 其 水路 而巳、 故 夷 地 幅員 廣狹、 不 

, 可/得， 詳、 我 東北 海岸、 距ニ殿 夷 南界ハ 不二 甚相 遠ハ 而 

！  ：  ]  f  rgii  、趿 夷朿南 地 角、 突然 而^ ！岁、 ^  ^  ^ 自 一一 津 

Ail 海 潮 ®£ 频 〖相： 距 南部 地力 〖ロハ 隔： ー衣帶 水- 而已 f 

^之 地 小 泊， 發ぃ舟 北行 八 里而到 n 松 前： 亦 由 津 - 

西北 行 十四 里而到 n 松前ハ 0. 松 前 者 夷 地 之南界 

仏 、爛 ss^? 繇" 是而北 亦 皆 水 行、 東 路則乍 東 乍 北 

順^ ぉ羞 夜、 可， 抵， 其 東 港^ ノ 去い 此亦 東北 

ほ、 順風 約 カ畫夜 、可. 抵 n 其 北 港 ハは1 其 間 沿 レ海可 

. 6, 船 之處、 凡士 一、 西 路則乍 西 乍 北、 順風 約五畫 夜、 

可レ 抵，， 其 北 港 ハ|ぉ じ 其 間 沿 .海 可^？ 船 之 處凡十 

ヒ、 其 北 渡い 海 七 里、 復有 ぃ圃皆 夷稱、 其 地 幅員、 略與 

. 南 同、 囊 西北、 卽靈 海 也、 雛 1  フ虛 i 北 相 

離 十三 里、 五嶋 相錯、 而在， 于 海中？ 又 其 東北 海中、 有 -1 


蝦 夷 


松 前 治 城 介 二 居 山海 之 間？ 東西 各 有 n 港口  T 諸 州賈舶 

所，， 輻湊， 也、 東 至，， 黑岩 T 西 至，， 乙 部？ 去い 此 以往、 陸 行路 

絕、 西南 海上 三嶋、 在 レ南曰 二 小嶋： 其 北 曰，， 大嶋： 又 其 

北 曰 二 奥 尻： 從， 此 至，， 乙 部-十 A 里、 ffs、 凡 松 前 

地界、 東西 相距、 八 九日 程、 其 北 則 爲，， 夷 地， 矣、 夷人 亦 

^1谘，： 山海， 居、 往々 而 成，， 聚落？ 其：： B3 聚在者 五十 四、 

〔曰 リラ キ、 曰シ リキシ チイ、 曰 H ケシ ナイ、 曰コ フ 

ヰ、 曰 、オタ ナイ、 曰 ォサッ ベ、 曰 オト シ ッ ベ 、曰 ノタ 

、ぺ 、曰 H ゥラ ッソ、 曰 クン^ ィ、 曰シゥ カリ、 曰へ シ 

へ、 曰ォコ タラへ、 曰 ウス、 曰 M ン トモ、 曰ァョ 0、 

曰シ ラオ ヒ、 曰タ〃 マ ェ、 曰 マ コ マ へ、 曰ァヅ マ、 曰 

ムカヮ 、曰サ 〃、曰 モシへ ッ、 曰 ケノマ へ、 曰 二 力 

フ、 E シブ チヤ リ、 曰 ミツ イシ、 曰 クラ カヮ n  、曰乇 

コ イチ、 曰ホ 口べ ッ、 曰ゥン ベ チ、 曰ホカ 口 イツ ミ、 

曰 タモチ 、曰ト マリ、 曰 オン ベ ッ、 曰 トウ チ、 曰シラ 
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ヌカ、 曰 クスジ 、曰 チヨ 口べ ッ、 曰 アツ ケシ、 曰ノッ 

シャム、 曰べ ケ^  y  、曰チ ベ ナイ、 曰シ 5! イトコ P  、 

曰^ ク シ ャ、 曰リ イシ ャ シ、 曰べ ソケ、 曰フ ナベ チ、 

曰 シャク 、曰 リン ニク リ、： 曰ゥ ライ シ ペチ、 曰ハ ハ 

シリ、 曰 ノト n  、曰 ッコ 口  〕 

在 レ西者 四十 一 、 

〔曰 ウス へチ、 曰 ノトロ、 曰セタ ナイ、 曰ハ マ セタナ 

ィ、 曰ァ ブラ、 曰 チヮシ 、曰シ マ コ マキ、 曰 ユウ マ 

キ、 曰六條 間、 曰 ヌッッ 、曰 オタ スッッ 、曰タ ン ネ シ 

ソ、 曰 シジべ チ、〕 

國史 作，， 後方 羊 蹄 卽古時 置い 治 之 所 曰 

〔イソ ャ、 曰 イワ ナイ、 曰シ ジブ 力、 曰ム イノ トマ 

ソ， 曰フ〃 ゥ、 曰シマ コ タン、 曰ヒ クー 一、 曰フ〃 ビ 

ラ、 曰 サ^- マキ、 曰 モイ レ、 曰ョ イチ、 曰シク スシ、 

曰 力 ツチ ナイ、 曰 オタ〃 ナイ、 曰 パ ッシ ャブ、 曰シ 

ャッ ホロ、 曰 イシ カリ、 曰 オシ ョ n コッ、 曰 アツ タ、 

曰 マ シケ、 曰べ ッ カリ、 曰ホ ti トマリ、 曰ハシ ベ ッ 、 

曰フダ ヲ ッべ、 曰ト マ ナイ、 曰 ウイ へ チ、 曰 テシォ 1 

£ 化. M 匕 §kw 曰 ユウべ チ曰 ノト 口 曰 ショコ - ソ曰ォ コ 1ヒ 匕 

s-i.iJ--^^L クべ曰 ホロ ナイ 曰ホ ロベチ 曰 クウ ペチ 右ビ. rr 

者 四^^ 夷 地 諸 山 皆 峭拔崎 a 、唯 其 南 

六 百 八十 三 


騣夷志 


六 百 八十 四 


北 中間 形勢 稍卑、 故 南山 以北、 北山 以南、 水 皆 就，, 其 

ャ？ 而潴爲 二 1 一澤？ 其 在い 東 則 南 流入，, 于 東海？ 在 レ南則 

北流與 二. 東北 諸 水， 合爲 二 大河 ハ 入，， 于西海 三 水 入レ海 

之處、 相距 1 一十 五 里、 夷人 亦 傍い 水 成い 聚者 十三、 

〔曰ス マ 力 シヲ、 曰ック サン、 曰 ォサッ 、曰 イチ マ 

ソ、 曰ッ ウメ シ、 曰シマ マッス、 曰ィへ チマ タ、 曰ッ 

イシ カリ、 曰 力 ハタ、 曰 メ^ブ ッ、 曰 ユウへ チ、〕 

凡 其 爲ぃ部 者、 分 而爲ぃ 五 

〔東 潴形如 n 葫蘆 狀， 周 廻 三 里 許 下流 入レ海 地名 曰，， 

イブ グ , 蓋圃史 所謂 膽振釩 卽此、 西 潴周廻 十一 一里 許 

下流 入レ海 地名 曰，， イシ カリ， 是河夷 地 水 最大 者 五 

部 曰 東 曰 西 曰 中 曰 東北 曰 北〕 

國 與，， 姓氏 ， 號以 二 部落？ 各部 落自 有" 長、 而其 所い 統备 

有 n 小犬- s、 

〔號 以，, 部落 一如 下下 云， 一 メナ シ ク〃, 云 *■ シ ュ ムク^ i 

卽此 メナ シ ハ 東 也 シュム ハ西 也クダ ハ 猶レ 言 ，ー 部 

衆， 也 他 皆 傚 レ此會 豪大者 家 口 以，， 什佰， 數部衆 以，， 

佰 什- 數 云〕 

男子 被髮長 鬚、 耳 穿 二 銀鐶？  glln ^者 一 其 服飾 單 

衣 左， 、笮釉 長身、 腰 束，， 細帶 r 會豪則 裁 用，， 螨^綵« 


雜繒 等？ 頭懸ニ 大刀 T 装用 二 金 塗 銀縷？ 帶用 n 紅緣 組縧ハ 

|g 一一 卑下 則苧麻 及樹絲 織成レ 布、 文 レ之以 二 刺繡： 近レ身 

之 衣 皆 用，， 木綿 獸皮， 耳、 婦人 結い 髮爲 Js、 耳 穿， 1 銀 連 

m^>fe  im3 お sni 十、 其鎮 比-之 男子 所に 用 稍大、 或 用-銀 錫" s 

fel 粱レ眉 弁 二 flph、>::l 其 染レ唇 者 名 曰，， ロ艸 〖未レ 審，， 是 ^ 

面手臂 皆黥爲 n 花卉 狀 r 嵇々 纖 巧云是 幼時 母 所" 刺 也、 

其 衣 制 如 n 男子： 而不レ 用二蟒 S 刺繡； 東以ニ 博！ 頸懸 m 

銀 鏡？ 以爲 n 文飾 T 圓徑 數寸、 鏤以ニ 花 藻： 左右 在レ 耳、 

繋， 之 用，， 絲繩 T 貫 n 穿 彩 玉 銀 銅 餞， 而 于前？  ^3 

用- 1 白鎩" 其徑自 -1 三寸-至 二 六寸" 名 曰-一 おき ド 0  itfs 、走 

シトキ i 古所 li 美 尕麻流 之 遺制 歟、 了レ， 一一 革 眉 - ^ 

跣 善行、 屋舍 皆無，， 房 室內外 制， 屋唯四 壁 、鑿，, 開 腸 

戶， 上覆 以レ 茅、 編ぃ菅 舗， 地、 父子 兄弟 雜處、 共同，， 寢 

食 ？ 男女 無い 別、 上下 無， 節、 及レ見 ，，： 尊長？ 則 合掌 膜拜 

焉、 不 ぃ知，1 醫藥ハ 唯 有-, 祈 纏， 而已、 若 其 夭疫及 痕疹、 則 

棄而避 二 山中？ 凡人 死 則 葬 二 之 土中？ 揷二 柳 枝 於 其上ハ 

取-, 用 柳 枝； 刀 削-其 末； 爲 --細茸； 若 え a-.KS- 、起^ n  GK^、 

茅 花 ー然、 R 祭， 祌亦以 爲：. 主焉、 ^fl.NS 

唯 其 兄弟 若叔 姪、 柚い 刀 外い 刃 互 擊，， 其 額， 流血 被.， 面、 

蓋相責 以，， 不孝 不弟之 罪， 也、 她 gs, ノ夷 中不， 寶， 1 金 

玉" ⑩辨 8， 靑其以 爲レ寶 者、 古器 及 刀 劍之屬 亦 

無二 文字： 不 レ知 二 甲子？ 紀レ 年、 以ニ 寒暑 T 記^： 以二  W 盈： 

盟約 結 信、 传用ニ 其寶？ 贖レ罪 亦如レ 之、 其 寶器形 類 二 燕 


尾つ 長 尺 有 五寸、 鐡賀 金鐶、 兩岐懸 レ鈴谷 一 口、 藏，， 諸 

地 室， 祈 纏 則 祭 $r  ^^__> 俗尤 敬， 神、 而不 レ設， 剥 

埴？ 其飮赏 所， 祭 者、 源廷 尉義經 也、 東部 有 二 廷尉居 止 

之墟？  士人 最好レ 勇、 夷 中 皆畏レ 之、 

〔夷俗 凡 飮食乃 祝 レ之曰 n ォ キク ダミ T 問 レ之則 曰 判 

官、 判官 蓋 其 所謂 ォキ クル ミ、 夷 中 所 レ稱， ー廷 尉， 之 

言 也、 廷尉居 止 之 地名 曰，， ハ ィ ？夷中 所レ稱 ハイク グ 

卽其 地方 人 也、 西部 地名、 亦 有，， 辨慶崎 者？ 或傳、 廷 

尉 去い 此而 踰，， 北海， 云、 宽永間 越 前 國新保 人 漂 至 二 

韃靼 地： 是歲 癸未 淸主乃 率，， 其 人， 而 入，， 于燕 京： 居 

歲餘、 勅遣ミ 朝鮮， 送致 還 ハ其人 曰、 奴兒干 部門 戶之 

神、 似 K. 此間 畫，， 廷尉 像， 者： 亦 可；，, 以 爲，， 異聞？〕 

男子 皆 以二漁 獵-爲 ご 生業： 魚腊獸 皮、. 當， 1 其 互市？ 以易 

ン所 ，無、 婦人 収ニ用 草木 皮 有レ絲 者： 辟い 鱸 織， 布、 頗ェニ 

^.1 草 叫 苧及蓰 葛、 木 叫 北 間 古 F  g  * 转、 夂^  a-a>h、 

ゆ 叙- 俗 云 レ拷、 又 云， 一級 木, 者- ォレ， iKlli 樂 - 淤. i; 一 lrr\§i 

而 北部 有 T 彈ニ 四紘， 者 h 疑 是胡琴 也、 燕 飮樂甚 時、 有 

レ« 高下、 如, 牛 鳴，， I 中， 者、 此其 歌謠、 乃 占，， 候 海 潮， 

之詞也 云、 其 舟楫、 小者 刳" 木 、如，， 太古 之 制： 編 レ木蓋 

亦 古 之 所謂 桴也、 夷 性 好 、故 有，， 兵器？ 則 皮 甲木盔 

弓矢 刀 稍 之 屬、 弓 長 三尺 七寸、 草 皮爲レ 弦、 矢 長 尺 有 一 一 


寸、 鹿骨爲 レ鏃、 沓以レ 竹、 鏃有 n 逆 鬚 者， 淬以 n 毒艸？ 蓋 

取，. 淬 n 其 毒， 脫而不 も 出 也、 稍 乃銃鉞 類、^ 如 n 小 鑿： 木 

幹 長 五 尺 五寸、 而頭大 如 レ杵、 蓋 取，， 其 飛 下 有，， 力 也、 有 

ヅ棍長 1 一 尺 五寸、 頭 有 一一 鐵刺 T 如 一一 菱角 T 又 有 一一 細 管 T 吹 

レ之爲 二號 令， 者、 

〔以 n 海驢 皮， 爲レ 甲、 連 綴 三重、 上 旅 園 三尺、 下 旅 六 

尺、 上下 之 長 二 尺 三寸、 名 曰 二  、ノ ョク へ T 夷 中 有レ木 

如 レ荆、 取 二 用嫩條 ハ編以 n 藤 葛， 爲 ぃ盔、 乃 藤盔類 也、 

名 曰，， コ ンチ, 弓 名， 一 ョク, 所 レ用之 木、 松 身 柏 葉、 其 

名 曰二ヲ ヮ ヌ 一纏 以，, 樺 皮； 矢 名 曰，, アイ？ 鋅 用，, 松 枝 T 

揷以ニ 鷹及鷓 f. 羽 一 稍 名 曰 n シ ョチ キネ，〕 

凡 物産 異草珍 木、 不ぃ 可 n 盡狀ハ 春菊 有 n 花 白 者？ 百合 

有 二 花黑 者： 頗可， 爲， 奇、 gl^! 中 無，， 牛 馬 及 雉鶬之 

類 i 鹡鵰 0 皆 巢，， 于林 木深 鬱之 間： Mm  、山 有 二 

熊 k 糜鹿？ 水 有，， 海豹 海獺 海狗 之屬？ 

〔 按，, 山 東 通 志， 云 海驢 狀 若い 驢卽是 夷 方 所謂 ァ モ ミ 

ッ ベ 、又 云 海豹、 其大 如， 豹、 文身、 其 皮 可い 飾，， 鞍褥 T 

卽是夷 方 所謂 ァザラ シ、 博物 志 注 曰、 海獱 頭如レ 馬、 

自レ腰 以下 似，， 蝙蝠 ハ卽是 夷 方 所謂 アジ 力、 藏器 本草 

云、 海獺 似い 獺而 大如レ 犬、 脚下 有い 皮 如，， 駢拇？ 卽是 

六 百 八十 五 
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夷 方 所謂 ネッブ 、臨海 志 云、 海 狗頭似 レ狗長 尾、 每日 

出卽浮 在，, 水面？ 卽是腽 肭獸、 夷 方 所謂 ヲ ット サイ、 

東部 海 灣佗名 曰 n 內浦： 其 水深 而廣、 乃 出，， 此獸， 焉、〕 

夾人 輕驍 多 力、 兼 習，, 弓箭？ 瞥ョ視 一 獸 起，， 于前？ 則 下，， 上 

懸 嵐： 沉 n 沒 深淵： 逐而 無， 不ぃ 及， 之、 射而 笋不， 中に 之、 

沿 レ海諸 水 鹹淡之 中、 皆 產，， 鱒 魚 鮭 魚 〖而 鱒魚不 vSn 鮭 

魚 最多？ 歲七 八月、 鮭 魚泝ぃ 河而 上、 水 塞不， 流、 乃 徒 

手捕レ 之、 又 熏ニ于 火 上： 乾 レ之爲 レ腊、 || ザ 東海 亦 有 一， 

鰊 魚： 此魚 所， 聚、 噓， 沫如 "雪、 浮，， 于 水上： 皆變， 色、 乃 

網而 捕い 之、 * 美 在い 子、々 亦滿ぃ 腹、 剖，， 取 其 子 T 乾， 之 

爲レ 艇 所謂 東海 之鮞、 蓋謂レ 之 也、 

見 布 叢- - 生 於 東南 海中 石 上- 鳆魚石 決 明 所在 皆 有 

乃沒， 水而 捕い 之 

〔甞 觀，， 昆布 出，， 自，, 夷 地， 蓋 其 最大 者 博 尺 餘長數 丈 

淡 黄而兩 邊靑黑 色， 柔靱 如レ韋 可，， 以 卷舒， 爾雅 所謂 

綸者如 ぃ綸 東海 有.， 之 者卽此 諸家 本草 或 以謂其 葉 如 

レ手或 以謂大 葉 如い 菜 何 也 鳆魚石 決 明 一 類 而種其 形 

小 大亦自 不ぃ同 或 以，， 石 決 明 ， 爲，， 鳆魚 ， 疑 非〕 

北海 鯨 负大者 如 Z 山 夷 中 莫，， 敢捕 者， 又 有- 異魚， 其 鬣 

形 如- き^; M 銳而良 未 レ審- -其凉 ais  お 

fii 名， 蓋 刺魚 烯夷中 呼 vN 曰-力 シ, 露 # 解い 之貝穆 死淘淖 


■  六 百 八十 六 

洶潢亦 能蕩激 閣，, 之沙 岸， 蠻，， 其 肉， 燃 二 其 膏， 其 用亦廣 

夷人 坐 收-其 利 ， 大抵 夷 中 之 俗 視，， 之 上世 ， 猶 未，. 有，， 聖 

人 者 ， 出よ 之 時 也不い 知， 1 其禮 ， 不ぃ 知，， 其義， 近-於 禽獸， 

蓋 無- 1 其敎， 而已矣 茄ぃ毛 飮：. 血雖 Z 曰，， 其 性， 亦 非" 未， 一 

嘗 知，， 爲 n 粒食 之 美， 也 比 歲以來 、其 東西 地方 有 ァ墾レ 土 

種 レ粱以 充，， 粮食， 者よ 

〔東部 之 地曰ォ シ ヤマンへ 、曰 ノタ ェ 、曰 ウス、 曰 M 

ン トモ、 曰シラ ヲィ、 西部 之 地 曰セタ ナイ、 曰フト 

口、 曰シ マ コ マキ、 曰 スッッ 、曰 オタ スッッ 、曰 イソ 

ャ、 曰フ ダウ、 曰 イワ ナイ、 曰シ ャ コ タン、 曰ヒク 

一一、 曰ッダ ヒヲ、 曰シ クッシ 皆墾 W 糨粱〕 

或謂壤 多，， 曠土， 俗 忍 n 艱苦， 其 野 可， 1 以 耕-其 水 可 n 以 

漑ー唯 恐 T 風氣 多， 寒 不も宜 二 稻麥ー 蓋 未レ知 T 稻有二 早晩， 

麥有申 南北 ± 也 男女 嗜，， 酒 與，， 煙 尤甚皆 其 地所 レ 無是故 

東南 買 船 所い 至 則 其 人相 慶也矣 

匕 1ぎ ォ卽奧 蝦夷 夷 中 呼 

TT 維ず 之 曰-一力 ラト- 

北 蝦夷 其 俗 與，， 蝦夷， 同 夷人 亦 皆濱二 山海， 居 部落 凡 二 

十二 

〔曰 クッシ ャム、 曰 ツナ ョ 口  、曰 コクヮ 、曰 マヲ 力、 

曰ノタ シャ ム、 曰ォッ チン、 曰チ トウ シ、 曰ィ トイ 


蝦夷 志 
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マテ、 曰ォレ カタ、 曰 チヤ ホ コ、 曰 ナフ キシ、 曰 ユタ 

ブシ、 曰 キンチ ハ、 曰ビシ ノキ、 曰ゥェ コ タン、 曰 力 

レ タン、 曰 セゥャ 、曰シ D イトコ 口、 曰 シヰタ 、曰ナ 

イソ ッ、 曰ァュ だ〕 

東 際 n 大海， 西北 乃韃靼 東南 海兩 地相 去 近 遠不ぃ 可，， 得 

詳, 厥 產靑玉 鵰羽雜 Z 之 以，， 蟒 級文繒 綺帛， 卽是漢 物 其 

所 二 從來， 蓋 道，， 韃靼， 地方 而已 萬國圖 中東 室韋地 曰，， 

野 作-者 疑 此也凡 南北 接 ^壤 但隔ニ 小 海- 而 波濤 嶮惡夷 

中亦稱 二畏途 ， 且 其 地 絕遠此 間 之 人 到 者 鮮少 不， 能，， 閱 

歷而 知，， 之 故 其 間廣狹 亦不ぃ 可レ考 

東北 諸 夷 

國於ニ 東北 海中， 者 夷 中 所， 傳凡 三十 七而 夷人 所 ビ通唯 

其 一 其餘 則不レ 可，， 得詳， 云 

〔東海 諸島 曰 イダ ル、 曰 ツモ シリ、 曰 キイ タツ フ、 曰 

モシ ジカ、 曰タ ナシリ、 曰 モク シャ 、曰：；^ タマ コ 

タン、 曰 マカン ダル、 曰 ヲャフ ハ、 曰 シャム ゥ テツ、 

曰 ラセ ゥヮ、 曰シ リン キ、 曰 アト エフ、 曰クダ ミセ、 

曰ェ カジ マ、 曰ク〃 フ、 曰 エトロ ホ、 曰ホレ シリーズ 

ヲィ、 in シヰ ァシコ タン、 曰 h ハイト、 曰 モト ヮ、 曰 

ケゥト ナイ、 曰モ シャ、 曰シヰ モ シ、 曰 ラッカ アキ、 


曰 ウセ シジ、 曰レ 一 一 ンゲ チヤ、 曰 ツカン〃〃 ァシ、 

sli- サヲチ 、曰 シィ モシ リ、 曰 ェ ァ ダマ シ、 曰 マ 力 

ン ナ、 曰 シソヲ ヲィ、 曰コ タメ ッ ク、 夷 中總稱 曰, ーク 

\ ミ セ 一 夷人 所 に 通則 キイ タツ フ嘗聞 二 其 互市 例, 極 

奇 也每歲 夷人 装，, 載 船貨， 以行 去い 岸 里 許而止 島人 

候 SK 乃 去，， 其 聚落， 避 二 之 山上-夷人 運ニ搬 其貨， F 

列 海 口， 去而止 如い 初旣而 島人 負，， 擔方 物， 絡 繹來會 

各自 易 二 取 其 所 レ欲之 物， 閣 置其餘 及，， 厥產， 而去夷 

人 又 至 扱 n 載 之， 而還若 其方 物 過多 則 或 留，， 其餘， 或 

置，， 船貨， 而去方 物 皆 獸皮船 貨則米 鹽酒炯 及 櫞布之 

屬云〕 

寬文間 我 東海 賈舶俄 遇，， 猛風， 飄，， 去 東北， 凡 七 閲月不 

レ知ニ 其 幾千 里， 也海氣 昏墨不 Z 見 二日 月， 亦 一 百 餘日且 

有， 1大 鯨， 出，， 沒巨浪 間， 船行甚 難危忽 至- 1 大國， 而治 

十 有 1 1 日 乃 傍，, 海岸， 西南 行 八 畫夜亦 渡い 海 十一 一三 里 

復有 ，國 其 行 如い 初 而九畫 夜 亦 渡， 海 可，， 十五 里， 始 至，， 

煆夷 東北 界， 

〔寛 文 壬子歲 十一 一月 1 一十三 日伊 勢 國米船 一 艘 開，， 帆 

于志 摩國海 口， 東行 二十 四： n 晡時 北風 大作 飄，， 去 東 

南， 九晝 夜風 又轉而 東北 源流 不， 知 二 幾千 里， 明年 癸 


趿夷志  I 

丑 七月 五 rn 始至 一一 一 國， 名 曰， 一 M ト " フ, 次 至， 一 一 國, 

名 曰， ークカ シソ- 又 次 至 二 蝦夷 東北 界ー 地名 關東 傍，, 

海岸 一 水 行 1 一 百 里 至， 一 東部 地 一名 曰，, ト 力 チ ， 去 レ此而 

至，， 松 前， 水 行 一 百 八十 里〕 

蓋 其 所， 過 者 西 人 所い 謂 極北 海 而夷中 所い 謂 三. 十七 嶋 

者也离 國圖以 謂，， 北 亞墨利 加 地方 諸 州， 是已其 所レ歷 

一 幅 M 廣 狹雖レ 云， レ未， 審然 * 一， 一  隅， 以反レ 之 則其槩 

可 二得而 見， 矣 而今 蝦夷 地圖- 二 國之地 乃 若 ニ彈丸 

黑子 ， 然因知 其 爲レ圖 唯據ニ 夷人 之 言 - 僅 存，, 其 名 ， 而已 

未レ 足つ 信 也 故 今始取 n 昔 之 所 JS 者， 而 述，， 其方 俗， 焉 

〔嘗 聞， 一 和 蘭人 之 言, 云，, クグン ラント 地方- 是大而 

在 二 天地 極北 界， 故： n 先 不レ到 者 歲凡居 レ半常 多 一一 霧 

氣， 而裟其 海 出 二 鯨及異 魚， 和 蘭人 捕，， 鯨 于此， 又 

云 前 八十 年 和 蘭人 有 T 抵，, 蝦 東南 海 口， 者よ 而未 

レ審二 西北 海 界-東 有 ニー 一島， 其 1 則 小島 也 其 一 唯 見 一一 

西南 一 隅， 耳 地形 廣狹亦 未い 審蓋其 所い 謂 蝦夷 東海 

1 1 嶋錯 在： 其 中, • 者 夷人 所 ビ謂ク \ ミセ 地方 也 夷 言 

クダ ミセ 卽番 謂，, クダ ュ ラン ト, 也 夷 云 ミセ 番云ラ 

ゴ チ .： .\ ラン r  ゴテ 

ン ト也 並^ 此云嶋 也 萬 H 圖作 n 臥龍 狼德， 或 作，， 臥 

蘭： S 亜， 者卽 此又按 夷人 相 傅 三十 七嶋 中曰シ ヰ ァ 
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シコ タレ 曰シヰ モシ 曰シヰ モ シ ゾ 蓋是萬 國圖所 

レ 載韃靼 東西 室韋 地方 所レ在 海嶋也 シヰ卽 室 韋也夷 

語ァ シ 力, 此云夜 也 夷 語 ユタン 此云 國也ァ シ コ タ 

ン 猶ぃ言 二 夜國, 也萬國 圖室韋 東北 海 有，, 夜國, 者 或 

此云ニ ミセ 一 云ニモ シ， 云，, モ シ リー 皆 一 轉語 耳〕 

其 國山皆 高 峻黑霧 四 塞 風 氣常寒 男子 被つ 髮長鬚 耳 穿，， 

銀鐶 ， 被 衣 披ニ熊 皮， 襯以 ，, 鳥 a, 窄釉 長身 而 左，， 其 «  , 

左 佩，， 弓矢， 右懸 ，, 一 刀， 弓矢 之 制 與，， 蝦夷， 同 其 刀 革 a 

木 鞘 長 1 一尺 許 婦人 斷， 髮耳 穿，， 銀 連鐶， 徑大 可，, 三寸， 

靑レ唇 文い 身 其 衣 M 領餘皆 如，, 男子 制， 凡 草木 鳥獸 無，. 

不，, 高 且大， 者よ 山 無，， 麋胆之 海 多，, 牛馬 之 類-鯨 魚 

跳，， 躍 海岸- 夷人 飛 n 矢 及 槍， 而射， 之 鱔 魚泝ぃ 流而上 

潮 落 水 涸手捕 而啖ぃ 之 此間之 人 炊い 飯而食 夷人 聚觀以 

有 一一 怪色， 言語 不レ 通形レ 之 以代レ 言 略可レ 知已其 部落 

相-, 距海 口- 陸行 約 三日 請い 行不 ぃ許敢 請乃關 弓. レ而儎 

レ之故 邑聚居 宅 未 レ審ニ 其 制， 

茅 高 丈 許 蓬 高 1 一 丈 許 虎杖 粗大 如い 竹 百合 開い 花 花 

亦 最大 樹皆數 十 園 不レ見 一一 他樹， 其 名 曰， ートト J! フ ， 

葉 如い 槻而 小枝 以爲ニ IT 材， 有，， 鳥 鳶鷀及 狐， 皆 其 形 

大海 獸名 ラッ コ唯 東海 諸島 有い 之 故 夷 中皆總 稱，, ラ 


ッ コ島， 據ニ山 東 通 志， 海牛 長丈餘 紫色 無い 角 龜足鮎 

尾 其膏以 燃，， 燈 其皮以 爲，, 弓韃矢 房， 夷 方 所謂 ラ コ 

蓋 此也此 間 之 人殆至 見，， 岸 上 草屋 二 架， 有，， 三人， 而 

3= 明 早不レ 見，， 其  一 三 U 陸 績至者 六 七十 人中 有，， 

女 二人，  一 B 曝 ニ衣沙 上" 夷 衆 取， レ之卽 叱 レ之皆 關レ弓 

而去 到，， 岸 上， 衆 皆 偶 列 語 乃 取 二 將獸皮 六 張， 來投， 

之 船中， 我 俗 船 忌 二 皮革 類， 故 却 レ之又 皆關ぃ 弓而致 

t 之 一 曰 又 有，， 又 其將還 者， 我 尾 Z 之而行 可，， 十 里， H: 

將 ^ 贿其 人顧而 止：. 之 敢請亦 皆關. レ弓故 不；. 果レ行 


蜈 夷 志 
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南愁志 

Syr 

流 求 阈古未 レ有 レ問 焉始 見， 於 二  ^鲁- 曰 大業 元年 海師 

何： S 等：^; お 秋 一 一^ 天 iS 風靜， 東 望侬稀 似.， 有 二 烟霧之 

氣， 亦 不.， 知 n 幾千 里， 三年 煬帝 令ョ 羽 骑尉朱 寬入レ 海 

求，， は^ 俗， 何 之 遂與" 蠻俱往 因 到 二流 求, 言不 -1 

相 通， 椋， 二 人， 而還 明年 復令 ミ寬 慰ニ撫 之， 流 求 不レ從 

宽 収，； 其 布 甲， 而還時 倭 國使來 見， 之 曰 此夷邪 久國人 

所 レ用也 天朝 史書 不. レ紀 一一 其 事： 然據 n 彼 所 一， 書 則 知，， 其 

M 旣 通；， 于 ^ 斯矣考 二 諸 國史， 曰 推 古 天皇 一 一十 四 年掖玖 

人 來徇螅 朝 獻蓋自 Z 此始是 歲實隋 大業 十一 一年 也 曰， 1 邪 

久， 曰，， 液 玖， 曰 n 益久， 曰 二 夜 句， 曰 救. 東方 古音 皆 通 

此 云，， 掖玖， 隋寄以 爲，， 邪久， 卽是流 求 也 又 曰天武 天皇 

一 一十 一 年 秋 S い 造 多： ま 嶋使人 等： 一 貝 - 多禰 國圖， 其國去 

"京 五 千 餘里居 n 筑紫 W 海中， 所 ビ謂多 禰國亦 是流求 也 

娃之 時， 南海 諸爽 地名 未 レ詳故 因 一一 其路所 一， 由而名 一一 

多 輔«1 卽路之 所 而後 銶ニ大 隅國， 一作，， 多徴， 唐 書 
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： 亦 作，， 多 Jg, 多 禰國卽 南海 諸嶋 於い 後 總而稱 n 之 南嶋， 

者 是已元 明 天皇 和 銅 六 年 南海 諸嶋咸 皆 內附至 二 孝 謙 

天皇 天平 勝寶 後， 史 闹不， 詳初 文武 天皇 大寳 中倂 S 掖 

玖 島 於，， 多徴 島， 置，， 能滿 S 救 二 郡， 以 爲，， 太宰府 所に 管 

三 嶋之ー ， 及，， 仁 明 夭 皇天 長 初， 停 二 多 徴嶋， 以隸 n 大隅 一 

國， 於.， 是乎南 嶋貢獻 蓋 旣絕矣 而此間 之 俗 亦稱， 之 一 

以 爲，， 流水， 且 謂，， 其 俗啖， 人 之國， 殊不， 知此 昔時 所  ー| 

レ謂南 嶋也至 ヨ後又 名 曰 ラ旭 嶋 一 則遂倂 一一 流 求 之 名 一而 

失 レ之矣 旣而其 國稱ニ 藩 中國， 且 通：， 市 舶於， 我 西郧， 流 

求 之名復 聞， レ 於い 此以迨 レ于レ 今 桉流求 古南 倭 也 南 倭 北 

倭 竝，， 見 山海 經， 而南嶋 復見ニ 海外 異記ー 一書， 蓋 皆 後人 

所レ 作雖， 然其書 竝ニ出 魏晉之 際 一如 二 其 所 一， 傳亦 旣尙矣 . 

美嘗按 東方 輿地 經短緯 長 限い 之以ぃ 海莫レ 有 T 海内 可， 一 

以容 n 南北 倭， 者よ 若 n 彼 流 求 蝦夷 之 地 ， 接 二 我 南北， 相 

去 不ぃ遠 蓋 此其所 ビ謂者 也且如 n 後漢倭 國列傳 所，， 載 光 

武 中元 二 年 倭 奴 國舉， 貰 朝賀 以爲ニ 倭 K 之 極 南界， 也 

魏晉 以前 天朝 未い 有，. 通，， 中國， 者 ± 所 ビ謂我 極 南 * 卽是 

古南 倭 也 其 傳併ニ 載夷洲 澶洲， 而 鮮卑傳 亦有ァ 擅石槐 

東擊 n 倭人 國-得 n 千餘 家， 之 事よ 焉英志 又 曰 大帝 黄 M 

二 年 遣，， 將軍衞 溫諸莴 直 等， 率，, 甲士萬 人， 浮い 海 求，， 夷 


洲及 泡 洲， 澄洲 所い 在絕遠 卒不， 得， 至但得 H 夷 洲數十 

人， S 是時亦 莫ぃ有 T 異邦 之人來 ns 我逡 境， 者^^, 西 

汴所， 别萬^ 全^, 本邦 及 流 求^お：" 在 n 海中 洲嶋之 

上， 或絕或 連以 爲，， 東方 一 帶之 地， 其 他 可 二 以爲ー レ國者 

如，， 彈丸黑 子， 亦 未 レ^, 之 也 然則鮮 S. 所， 擊者古 北 倭 後 

. 所レ謂 蝦夾而 お 人所レ 至 者亦是 古南 倭 後所レ 謂 流求而 

已 二 彼ニ國 1 方俗雖 レ殊然 方言 頗與 二此 俗, 同 如， 1 其 地 

名， 與ニ此 問， 不 k 〈者 柱 往^:; や？ 且夫後 漢魏晉 3 來^ 世 

史耆拉 と傳 我事, 而有. ニ與レ 我不乂 口 者 1 蓋與， 1 彼 南北 一 一 

倭， 相 浞而巳 矣世之 人 ® 以爲， 其懸聞 之^, 非 二 通論， 

也初陪 人名 曰 二流 求， 其 所， 山 未， 詳曰自 n 義安， 浮レ海 

到，, 高 華 嶼-又 東行 二 曰 ま 籠， 又 一 曰 便 到 二流 求： 

義安卽 今 潮 洲高華 嶼後俗 謂，， 之 柬蕃， 卽 今台灣 K 舊嶼 

卽今 其國所 J1 患； 牛 也 鳩 明 人 以^ 二 熱^ 山-又 謂 二 粟 S3 

山， 古今 方 音 之 轉耳據 レ此而 觀ぃ之 流 求 本 是其國 所レ稱 

而 人 之 亦不ぃ 可い 知 也 國人之 說曰永 萬 中 源爲朝 

浮レ海 順， 流求而 得， 之 因 名 二 流 求， 明洪武 中勅改 ： 今 

字， 蓋 不レ然 也 陪世旣 有 n 流 求 之 名- 而元史 亦 作，， 瑶求， 

且據， 1 野史 1 爲朝始 至 n 鬼嶋， 其 地 生， &葦 之大 者， 因 名 

曰，, 葦嶋 I 明 人 又以謂 於い 古爲 11 流虬 ， 地界 萬濤 蜿蜒 若ミ 

南 為 志 §| 序  I  I  I  I 


虬 浮，， 水中， 因 名 後轉謂 ニ之琉 球， 蓋 亦不" 然也、 

其國未 n 之 前 聞， 也 陪人始 至 以爲こ 流 求， 且謂 W 無 ，， 文 

字-豈 有， 取：，. 虬 浮，， 水中， 之 義，. ： 也 哉不， 强求 n 其說， 可 

也其國 風俗 隋書 所レ 載最詳 後之說 者因而 述焉 明嘉靖 

屮給 事中陳 侃與， お 人 高 澄， 往 封，， 其國， 及， 還 上 二使琉 

球錄 ニ卷， 言 從前諸 書 亦 多，, 傳訛， 乞 下，, 所 レ錄史 館，， 詔 

從， 之 後人 遂以 ーー陳 氏 之 書 ー爲. 得 一一 其實， 也 前者 寶永正 

德 之際屮 山來聘 美每 蒙ニ敎 旨， 得ァ見 コ 其 人， -覽異 

言，： 因 知： ト陳氏 所， 駁未 ニ必遨 得：. 之 而從前 諸 書 未 +必盡 

失 レ之也 蓋 自.. 隋至， 明 歷ー干 世， 之 間其國 沿革 復有， 不 

, 同 而君長 之 號國地 山川 之 名、 與 一一 其 風俗 語 言 一 古今 殊 

異豈能 得 k.f, 譲 於 一一 其 間 一哉 雖， 然 美嘗據 一， 國史 一考 

レ之於 二 陪及歷 代 之 書， 證 以，， 其 國人之 言， 古 之 遺風 餘 

俗 猶存： レ今者 亦不， 少矣乃 紬ニ緙 舊聞ー 以作ニ 南 倭 

志， 庶幾 後 之 R い 風詢， 俗以 有， 所い 考焉享 保 己 亥十 1 一 

月 戊 午 源 君 美 序 
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南 島 志卷上 

東都 新 井 君 美 在中 著 

也 BS  . 

お MVS 1 

琉球在 一一 西南 海中， 侬ー， 洲&, 爲， 國 建國以 * 不レ知 n 其 

代數， 云 蓋 古 之 時 厥 民 各 分散 洲島自 有，， 君.： ！K , 然莫 ，， 能 

相壹， 迨レ于 二 中世 一 始合 而爲. ； 未. 幾 其 地 亦 分 爲ニ中 

山山 南山 北 之 國 一 旣而中 山 遂倂ニ 南北 ー以 迄， 于， 今 11 一 

山 分 域 亦 皆 未， 詳 而今 按，， 其 地圖、 抆ニ 其 計 書？ 曩者鼎 

立 之 勢 略 可 ニ得而 見， 矣 

因 作, 1 地理 志, 

沖繩島 〇卽 中 山 國也其 地 南北 長 東西 狹而周 廻 凡 七十 

是據- -此間 m 數- 六尺；， 間 六 ^Mf^, ヒ勞 ま r._ リ 

0M レ- 問き に 町 三十 丄ハ 町爲 里 後-お 敉 I 此 き 一" や. レ TT^ レま唐 

尻居レ 南爲， 尾 王 府 在，, 西南， 曰 二 首 里, 蓋 古翠麗 山地 今 

作，， 首 里， 方 音 之轉也 Mug- 一-城 方 一 里 東西 距レ海 各 一 一 

里 許 至， 于，， 北岸， 一 一十 九 里 去，， 其 南 3 ゲ 五 里 凡 諸 a 地 

山谿崎 嶇罕レ 有， 1 寛購之 野， 其 人 8ニ 山海， 而居 各自 有，， 

分界-謂 二 之 間切， 間切 者 猶ぃ言 n 郡縣, 也： 土 府領二 間切 


二十 七， 曰，， 國頭， 曰 二 名， 曰，， 羽 地， 曰 n 今歸 仁- ff, 

■ 日金武 鬼 曰越來 薄 曰 ニ讀谷 山， 曰： 具 志 

河， 曰， 一勝 a,  11* 曰コ北 谷， 曰 二 中 城， M§ 中 曰 二 西 原】 

曰 n 浦 添， stiinp 曰，, 具 和 志, 曰， i 豊見城 i 曰： 兼 

|ネ 二？ * お 多！^ 一  ，， 

城， 曰，， 喜 屋武， 曰 ニ縻文 仁， 曰，， 眞賀 比- g 耻 ぼ-; 曰 n 南風 

原， 曰 二 島添大 里， 曰，， 佐 敷-曰，， 知 念， 曰 二 玉 城- 麓 尊； ョ 

曰 あ 志 頭； 曰，， 東風？ 曰， &尻大 里， 錢； ；|| 阢已 海 

港 一 一所 其 在；， 東北， 曰 M 運 天湊， 湊者 水上 人 所. 會而此 

間 海 舶所レ 泊 也 

〔運 天湊舊 作，， 運 見 泊， 在，， 今歸仁 間切， 湊者此 間 古 

言 曰，, 水 E, 也、 港 深 一 里 一 一十 七 町 閻ニ町 大船 五六 

十 隻可ニ 以栖泊 ，〇 去， 此東 北行 至，， 與論 島， 二十 里〕 

在.， 西南， 曰ニ那 ffi 港， 去；， 都 域， 里 餘此間 及 海外 諸 州 船 

所 二 輻湊， 也  4,、 

〔那 凝港舊 作，： 那顚 、難， 港 深 一 一十 ニ町闊 一 町 一 一十 間 

堪レ泊 二 大船 Itl 十隻, 去 一一 長 崎 一三 百 里 去，, 朝鮮, 四百 

里 去；； 塔加沙 古東 南海 角， 四 八十 里 云 塔加沙 古卽 

今台灣 也、〕 

港口 四邑居 K 蕃盛 置，, 那覇 港官四 員， 分 治焉迎 恩亭天 

使舘亦 在レ于 レ此迎 n 接 中 W 使 人 1 之 所 也 

六 百 九.？ jii 


  ； 島 志 上    

ト CMftd，r- 傻作ニ 計 禅 胃 Q5a- 與 t=.i 鷂籠喚 見 二 盧. 3 

計羅 摩^ 羅變 i  -  C 明 ゾ稍酽 -1 籙 ff 觚- - g え 鄭士若 琉球國 

^  - 按，, ^明 ^記 _ 听： ta 鸛 籠淡ホ 一 お， w  H 巷， 亍ヒ sffi 

を， 非^ ニ此き 也お 名 ffis-i 二 5 y  ft-  I^lffi 

至^ メ此 其^ 廻 三 里 座 問 咴島隸 焉旁近 小島 凡 八 土壤 

^/f^,  ¥  is  法 問 味 島 周 迴ニ里 ニナ 四 町 赤 島 周 廻 

^^^n^%-k_^- 孝 上 一 里 十八 町 阈人云 中國人 稱，, 馬齒 山- 

1 去， 此西往 先 afl!!^ 海中 砂礁其 國稱曰 n 八重 

千瀨^ 南北 五 M 東西 里 半 或 

曰，， 礁東， 或 曰二礁 西- 兩 路均是 七十 五 里而至 二宮 古島 

針孔 之濱， 也 

戶無 ^〇 ね 在，： 那覇港 西北 1 一十 六 里, 周 廻 一 廻 六町侧 

近 小 ft 曰 二 夭 未^, 其 地甚狹 無二 人 住 者- 

久米 九 〇 在 コ那覇 港 及 計 羅摩島 西-周 廻 六 里 一 一. 

十 町 所 レ屬^ 切 二. 曰 11 中 城-曰 二 具 志 河-港 二 其 南 曰 11 兼 

^ I  ^^一町 濶 五十 間 土、 耗ョ bjng\ ェ 其 港 淺狹^ ぁ 

，泊，， 大^ 四 五き ま操 曰- &眉 ス？ 隻評拍 0 

去， W 树^, 四十 A 里 圃史所 J 謂 球 美^ It! 明人以 

稱， 古米， 卽此 閟人 三十 六 姓 之 後 所. レ居也 

直 北 五 里 有 二鳥岛 者， 隸焉 M めミ 

粟島 0 島 在，, 戶無島 北， 其 周 廻 二 里 十二 町 去 ニ那翦 港, 

西北 三十 里， 

伊 E&t:cs 明 人 所. 稱 移山&  五島 相 

接而至 ニ今歸 仁 西北 港口 1 島 港口  - 約 可-一 一 
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里 1 其 周 廻 四 里 七 町 

惠 平屋 島賴 1% 一 隋書作 二 麓 籠嶼 - 明人以 謂： 熱 壁 山 - 或 

胃 PMU 熱 壁 見： 使 琉琉錄 及^ ls.-gs^--§ 司 面」 二 

snl&ul 害ー按 廣舆圖 分， ー載篛 翳 嶼熱壁 山-者 訛 揮え  一 一 4 ュ Z 

町 在 二 今歸仁 間切 正北 十 里 - 其 南 小島 名 曰 n 乃 保- 卽隸 

チ rc 乃 保 島 周 廻 二十 三 町 

レ ラレ.^ 去， 一惠 平屋 島 一 五町 

伊 是那島 〇 島 在ニ惠 平屋 島 南 里 餘-周 廻 一 一里 十八 町 所 

ゾ隸ニ 島 其 南 曰 一一 具 志 河， 其 北 曰 一一 柳 葉 一 並 传狹小 非 下 

有 一, 居 人 ー者丄  クまん 

鳥 島 〇 島 在 二  ffi 平屋 島 東北 五十 餘里， 周 廻 一 一 十四 町 厥 

-h^l 二お，^ 一 らゾぉレき=:>.^.?¥,.:;1@3.^ 奥圖, 害 等- 

以 h 九お 古 中 山 之 地 

與論 鳥 明 人稱： 奴 島， 在 n 沖繩島 東北， 而其北 

接 二 永 良 部 島， In 二 周 廻 三 里 五町 所 レ屬村 二  E  ニ武幾 

也 r 曰 ：i 阿賀 佐， 其 港 曰 二 阿賀 佐 泊-泊 卽 謂，. 可 二 泊 船-之 

所 上 也 去 .自，， 運 天湊， 東北 行 一 一十 里而 至^ K 此 |g| 

未レ易 二 

出 人- 

水 良 部 島、 麵 |%〇 在 二 與論 島 北- 而其北 接き 島 1 明 


ぉ| 未レ 周 廻 十 里 十八 町所レ uli 切 三 曰 二 木 比留， 曰 n 大 

城， 曰ニ德 時， 其 港 曰 n 大和 泊-去， レ自 n 與論 a, 東北 行 十 
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三 £lmg  f  港 深 二 町 二十 間 濶ニ町 

三^ 而？ レ守レ 血 四十 間 大船 未 レ易ニ 出入- 

德^ glk 〇 國史所 J 謂皮感 島^^ 在 二 永 良 部 島 

北， 而其 東北 接，， 大ぉ， 周 廻 十七 里 三 町 所 ぃ1! 間切 三 曰 

,柬 曰，， 西 目， 曰，， 面繩， 港 三 其 東 曰 ニ秋德 港- §i， 町 f, 

i^l, 去い 自 M 永^ 部^, 東北 行 十八 里而 至い 于ぃ 此其西 

曰，， 大和 爾也泊 ， 其 北 曰 n 井之川， 西北 一 一 港 並 皆 淺狹大 

船 未い 易 二 出入 一 

大ぉ C お 在， 德& 東北 十八 里- 琉球 北界也 

^  ^史 所， 謂 阿 麻 彌&或 作 ： ニ艰 美-或 作 n 奄类 ， 並 皆 謂 

レ此阿 麻 彌« 上世 祌 人名 也 其 東北 有 い 山 乃 神人 所 レ降 

因 名 曰，， 阿 麻 美. 嶽， 岛亦因 得ニ此 名， 地形 稍大 後稱以 

爲ニ大 島， 其 周 廻 五十 九 里 十 町 所 fel 間切 七 曰 こ 笠 利， 

曰 二 祭 瀬-曰 二 古 見 1 曰 二 住 用-! IK 東 曰い 西 曰 -1 燒內- 港 八 

曰 二 西 古 見湊， 曰 p 烧 內湊， 曰 n 大和 馬場 湊- 曰 ，1 奈瀨湊 1 

井浦， 曰 二世 徒 多 浦-曰 ニ瀨名 浦-曰 二 住 用 湊- 

〔西 古 見 湊港深 五十 間澗 三十 間 可い 泊 ニ大舶 五六 隻， 

此去 到い 于 n 德 有 二 兩路， 其 一 正南 行 十八 里 可ミ以 

抵ニ 井之川， 其 一 西南 行 十八 里 可 ョ以抵 二 大和 泊， 燒 

內湊 在，, 其 東 □ 里， 港 探 Ufa 濶 三十 町、 可い 泊 二 大船 

一 一 百隻， 其 東 七里卽 大和 瑪場湊 港 深 五町、 濶三町 可 


ゾ 泊，， 大船 五六 隻， 又 其 東 五 里 卽奈瀨 湊港深 十二 町 

澗 五町 可い 泊 n 大船 十四 五隻， 又 其 東北 口 里 卽深井 

浦 港 深 三十 町 濶四町 可 レ泊ニ 大船 三十 隻- 其 東南 八 

里 卽世徒 多 浦 此&淺 狹不ぃ 可 二 泊 船， 其 南 四 里卽瀨 

名 浦 亦 不レ 可，， 泊 船， 其 西南 四 里 半 卽住用 湊港深 三 

町 濶ニ町 可 レ泊ニ 大船 七 八 隻ー自 レ此南 去 而轉ニ 西北 一 

抵ニ 西； n 見湊， 約 十三 里 

去， レ自ニ 深 井浦-西 北行 三十 五 里、 至 七 島 一? 

職， sis^sgls 其 海 潮 常 向 k 而落 乃是元 

史所ビ 謂 落^ 水、 趨下 而不， 囘者也 凡 諸島 相 離 中間 所 

胃^ 主 卞- 王 g 使 琉球錄 W 爲落^ 不 P 知い 所い 在， 謂 遠 义右 

レ謂^ ^^fi^^s 去，， 琉球， 而 非&: 過 之處， 也お 井 タま 

レ此 北行 七十 里、 至.， 于，， 大 隅國， 永 良 部 島 俗 謂，； 之 阿 麻 

彌洲之 度， 蓋 古 遺言 也 所 Ji 三 島 曰 二 加 計奈- ，| 十 曰ニ 

于計， §5 剛曰 二與路 - 里 並 皆 在 二 大島之 南 - 

鬼界島 ◦ 島 在 二大島 東南 七 里" #徒き聽鲈% 南!； 周 廻 六 

里 一 1 十四 町 所 ゾ屬閬 切 五. 曰 I" 志戶捅 一 曰レ東 曰-西 目， 曰 

レ椀曰 二 荒 本 一 其 港 在 レ西曰 二 椀 泊，. 乃 是明人 所， 稱吉佳 

見，, 閩 45=2$ i 4 ^ヒ蘇 ネ 仏 圃人云 小 琉^^ 

著- 此未レ 知- -是 否- 

以上 五島 古山 北 之 地 

Jhf  JJ1 き つま 5  !=■ 月"、 斤 胃， に p  .U む 1 見- 一廣 舆圖 _ 按星 槎勝覽 云 

{ 呂 isEIa  C 唐 i  ^ ゾ序ビ ーほ 犬 kr  .y  ^ 琉球有 一一 大奇 山-島 夷 志 云 
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大崎 山^^ 峻俛半 S=k 之 望- &谷 B  t 十 f.:^15? ぽ^ ヒ 4»£ 

出- 釭光燭 に 大山 坷爲， 之 m 明或此 在 5S^.S お^-? e 七 寸玉 

爪 一 问1 千 ； M 所 レ^! 間切 四 曰 二 於呂加 一一 曰 ー1 下地 一 曰 n 

： や Amn 廠股， tsi ま， 所 ッ隸 六 &曰 ニ以計 米， 顔お 

日ニ久 禮*,?|曰ニ 永 良 部， SI 一一 曰 二 下地- 0 

日，， 太 良滿， 剛« 曰，， 美 徒奈， 去， 此西 南行 五十二 里 

： や：， 八 K 山， 其 海 潮 亦 常 向い 東 而落乃 所ビ謂 落， 1 者^ g 

針孔濱 一四 南, 行 三十 五 M 至，, 太茛 

滿^,  乂去西 至，, 石垣 島 平 窪 崎， 十八 里 

八 前： 山 石垣 入 表 二  之 地總 稱以爲 二八 重 山， 國史 

. 稱： お^,^^ fl 星 槎勝覽 稱，， 重曼 山， 蓋 皆 謂，， 此 石垣， 

乃 是俗覺 之 lg 耳 石垣 島 周 廻 十六 里 十七 町 所い 屬 間切 

四 曰，, 河； 牛， 曰 二宮 良， 曰 n 大濱， 曰 二 石垣， 其 港 1 1 在 ー, 西 

匕 ョ 去- -宮 古島 針 孔濱- 五十八 里 半 漭深六 町 ゼ 苕 

E^f 三十 間濶 一町 大船 二三 十隻 可， ー以收 泊， レ ft 

曰，， 御崎 泊， 港口 淺狹不 い 可い 泊い 船、 唯 其 西南 耍津耳 堂 

計^お 黑 波 照 間 等隸焉  • 

〔堂 針 止荧^ ft, 1 御崎 泊 西 一 里 1 一十 八 町, 周 廻 一 里 

一 . 三十 町黑 toft,, 堂 計 止 美 島 西南 I 一里 一 一十 町， 周 廻 亦 

, 一 1 里 一 一十 町 其 所い 管 一 1 島 曰，, 上 離島 t 周 sh 一十 町 曰 n 

下 離 tt- 周 廻 一 一 十七 町並 在 二 黑島 西南， 波 照 間 島 周 

廼三里 二十 町 去，， 十四 里 許 乃是琉 球南界 也〕 

表 島 在，., 石垣 島 之 西南, 
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〔石垣お 有， 山 曰 n 於 茂 登嶽， 此島 在， 彼 山 之 南， 故 名 

曰 n 伊利 於 茂 登 島,^ 言 凡 深奥 之 所謂 二 之 伊利 1 伊利 

卽入也 表 者 於 茂 登 之 語 訛 耳、〕 

周 廻 十五 里 所レ屬 間切 二 曰 n 古 見， 曰 n 入 表， 亦 有 ニ小濱 

鳩 間 內離外 離 等 島， 而 隸焉〕 

〔小濱 在， 堂 計 止 美 西 二 里， 其 周 廻 三 里 小 濱之北 有 二 

字 也 末 to, 狹小而 無二 人 住 者， 鳩間岛 在，， 入 表 西北， 

海 一里 半內外 離お 在ニ 入 表 西南 海灣， 三岛亦 皆狹 

. 小 非：，. 有 二 民 居, 者， J 

去， 此 以西 路 過，， 落 1, 而 行，， 四十 八 里， 至ニ與 那阔， 其 

地 周 廻 五 里 十 町 乃 是琉球 西界也 Mil  j!f: 

以上 二 ^古山 南 之 地 

世 系 第二. . 、 

琉球 古南 島 也、 流 求 之名始 見，， 隋書， 曰 王 姓歡斯 

氏不， 知，， 其由來 有い 國代 數， 也 按，， 諸 國史及 中 山 世 

譜世系 等 書， 蓋 其 國非ニ 自レ古 有 一 レ王而 其 由 來代數 

不レ可 二 得而 知， 也 未，. 始 有，. 王 二 其國， 可コー 以紀 二 其 

由 來 代數， 者 ± 也國 在，， 海中 洲嶼之 上， 或絕 或連壤 

地 不ぃ接 諸島 谷 有， 1 君 長， 而莫， 1 能 相 一 ， 隋書以 謂 

其 國有レ 王 又 有，, 小 王， 乃據 一， 一 其 君 長所 レ 統地有 二 


、t III 隋 王 及 小. ヒぎ 一一 〔-しぉ=:： 二お 古 

-; T 大-而 言 I お 邪 多 尼 王， 小 王 乃 li„ ^島^ 帥， 也 二 

國史， 南 朝 赏 者 凡以， 十 數而授 二 其 位-賜 二 其 祿_ 

_ 各 有い 差 亦以： ト其 所， 統 大小 谷 有， 差等-之 故よ 耳隋 

. 書 以，， 歡斯， 爲，， 王 姓， 者 非 也 歡斯卽 其君苌 之稱後 

稱曰 一, 按司, 曰 二王 子, 赀是古 遺言 也自 ：. 有， 王 以來 

； 代 數麼年 可 二 得而記 一 者以 序，； 其畧 ， 云 

鴻荒之 世 有：， 一 ー祌， 而降， 于 n 炎 海之洲 1 一 男 一 女 因 生： 一 

三 子， 其 一 爲，， 君 長 之始， 其 二 爲二女 祝 之始， 其 三爲ニ 民 

庶 之始, 邃古濶 遠 歷世綿 邈！； 無，, 史書, 厥詳荬 レ^ 

〔慶 間 僧 袋 中 南遊輯 n 錄 異聞 - 其 略 如， 此 中山& 系 

■ 圖序云 大荒之 世 有，， 一 男 一 女， 因 生，., 三男 二 女， 長男 

爲， 君 王 之始， 號 曰，， 天孫 氏-中 男爲 n 按司 之始 1 少男 

爲，， 蒼生 之始， 長女 爲 n 女 君 之始， 少女 爲ニ內 侍 之 始- 

天孫 氏 世世 傳統 一 萬 八 百 餘年其 代數不 ぃ詳、 ニ說 

出.， 於 二 其國所 一， 傅而本 無， レ所， 稽雖， 然袋屮 所 レ聞考 一一 

諸國 史及陪 書， 或 庶幾 焉今 姑從， 此君長 乃 按司也 女 

祝 乃 女 君 也 其 書 又 述，， 上世 之 事， 且記 ニニ 神 之 名， 其 

男 曰 二 之 彌利幾 遊-其 女 曰 n 阿 末 三 幾 遊-他 皆 荒 唐 之 

言不ぃ 足い 徵也〕 

及，， 推 古 天皇 十五 年， 遣， 小 野臣妹 子， 購 n 書 海外-因 聘 
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,レ 于レ隋 是歲煬 帝 大業 三年 遣， 一羽 騎尉 朱宽 等， 入 ン海求 n 

訪異 俗， 因 到，， 流 求-言 不二 相 SV 掠 n 一  人 一 而還 明年 復 

令 n 直 In 撫之 - 1： 人不 .從苋 取 二 其 布 甲 - 而還時 我 使者 

至 見い 之以 爲，， 此夷耶 久國人 所，， 用 也隋遣 二武賁 郞將哚 

稜朝請 大夫張 载州ハ 率， 兵 浮レ海 撃， 之虜コ 其 男女 數十 

人 T 載，， 軍實， 而還 阈遂與 fe£ 絕其後 六 年 而掖玖 人 * 朝 

S 是歲 春秋 之^ 相 繼而至 者 凡 三十 人 皆 未 ぃ及，， 還 

而 死後 十五 年掖 玖人來 朝是歲 欽明 天皇 三年 也 後 四 

十六 年 多： 輔島 人來朝 是歲 天武 天皇 六 年 也 八 年 冬 

遣 n 倭^ 飼 造 連 上 村 主 光 欠 等， 使 n 多禰 島-十 年 秋 連 等 

• 率，， 多禰闺 人， 來ニ獻 其 地 鋼- 

〔多禰 島 多 輛國義 見二總 序， 日本書紀 云其國 去い 京 五 

千 餘里居 ニ筑紫 南海 中， 切髮 草裳粳 稻常豐 一 藝兩收 

土 毛 支 子 莞草及 Si 砘海物 等 多〕 

十 一 年 多 禰掖玖 阿 麻彌人 等朝赏 賜 レ祿各 有レ差 11^ 

大隅 1 一-唐 帯以 謂- 『多 尼 邪^  - 卽轰 4« 三 fe« t 一  t  nls ..b 專.^ 華^ 口 

此阿^ 彌卽今 大£詳 見：. 于」 則 ^.M 一 Isfr 化 - 一 タ^, I、fe-  -  IBS 

諸 田 等， 使 n 多 禰國， 其 後三年 文忌寸 博士 等 八 人 率レ兵 

以至ニ 南 島， 慰，， 撫之， 明年 多 翩掖久 菴卖度 感人等 |瞧 

隨ニ 博士 等- 來ニ獻 方 物- 授， 位 賜 ii 、各 有レ 差 

是歲 . ■ 文武 天皇 三年 也 後. 三年 薩摩 多禰人 等方 レ命南 
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路隔絕 乃 發ぃ兵 伐而 平い 之遂 校^^ 置^ 是 歲大寶 1 一年 

也 其 後 五 年 詔 二 太宰府- 授 -1 位 賜 "祿 於 二 南 島人-各 有， 差 

是年 慶^ 四 年 也 後 六 年 南島沲 美 信 覺球美 等 五十一 一人 

隨 n 大朝臣 ^^治， * 二 獻方物 r 是歲 元 明 天皇 和 銅 六 

年也聽 纏錢八 後 七年授 二位 南 島-凡 二百 三十 

二人 谷 あ， 差是歲 元 正 天皇 養老 四 年 也 後 七 年 南 島 

人 W 三十 二人 來朝 叙， 位 有， 差是歲 垩武 天皇 神龜四 

年 也 後 七 年 太 宰大貳 小 野 朝臣 老遣 二 高 階 連 牛 養， 植，， 

牌^お， 以^ 二 所在地 名 里 數及泊 船 取水 等處ー 是歲天 

平 七 年 也 後 十九 年 詔令， 太宰府 重修 n 建 南 島 之 牌， 是 

a ネ識 天皇 天平 勝 賓六年 也 自ビ是 之後史 《 不レ 詳 

按延ぉ 式 太宰府^ K 冇， -^岛 方 物， 蓋 養老 天平 iaTVTTI  rr\p 

-I -^-I.M -^^s.^-l -.^E 稽 p ず 一 一 マ/今 

而王舜 天當ニ 其^, 先. 是保元 之亂、 故 將軍源 朝臣 義家 

孫^ 尉爲^ ： 子お 朝^. 伊^ 州， 及，： ギ氏 攢，. 權 朝政 日衰 

常 憤 憤 欲い 復-祖 業， 霍, 海上 一 略 二 諸島 之 地 一 遂至 二 南 j 

fo- 爲朝爲 レ人魁 岸 絕カ筏 臂善レ 射 南 島人 传以 爲レ神 一 

莫， 一 不レ服 者， 乃狗， 一 其 地 一而 還 居 未 レ幾官 兵 襲ニ攻 之， 寛 

自殺 有， S 孤 在： 南屮， W 大世桉 司 妹 育 レ于， 母 氏， 幼而 一 

岐嶷 有， 1 乃父 之 風， 及 レ^ 衆 推 爲ニ浦 添按司 - 方ニ是 ； 

時, 島 兵 起 戰鑭不 レ息捷 司 年 1 一十一 1, 乃 率，, 其 衆，| 一  匡淸 一 
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レ亂擧 &尊稱 以爲， 王舜 天王是 已是歲 文治 三年 也 

〔宋 淳^ 十四 年 也 事 出 二 中 山 世 系圖 序， 據二保 元紀事 

及 世系圖 序， 永ず I 元年 春 爲朝年 一 一十 八而 至，， 南^, 

明年 舜 天生 是歲仁 安元 年 也 嘉應ー 一年 夏爲朝 自殺 年 

■ 三十 三 大里浦 添 並 中 山地 名 〇 東鑑云 文治 四 年 夏 五 

一 责賀 井島 降 先い 是源賴 朝 欲つ 撃 二 贵賀 井島， 衆諫 

； , 之 乃 已 是 歲春 三月 鎭西人 藤 信 房獻ニ  a 地 及渤路 

圖ハ 且 請い 擊ぃ 之遂 命，， 西 海 鎭將藤 遠 紫 及 信 房 等， 率 

一 ， 兵 撃， 之 島人 乃 降按责 賀井蓋 鬼 界也其 事 適當ニ 舜 

一 . 夭爲. レ王之 初， 而東鑑 所レ載 止， 此不レ 得 n 其詳？ 以俟ニ 

後 考，〕 

在位 五十 年以 n 嘉禎 三年， 卒 享年 七十 一 一 

一 〔宋 嘉熙 元年 〇 宋史流 求國列 傳曰國 在，， 柬州之 東， 

有 二 海 島， 曰ニ彭 湖， 烟火栩 ^淳 ii 閒圃 之^ 率 こ 

數百輩 T 猝 至，， 泉 之 水 ^園； 頌等村 ， 肆行ニ 殺 掠， 喜 ニ鐡 

器 及 匙 筋， 人閉" 戶則^ 但^,, 其 門圈， 而去挪 以，， 匙 

筋， 則愼 拾い 之 見，， 鐡骑, 則，^,; 其 甲 , 駢レ首 就い 戮而 

非，， 知 臨 k 用 n 標鎗- 槃，， 繩十餘 丈爲ニ 操縱， 蓋 

„ 借：： 其鐵， 不レ忍 レ槳 也不 レ駕- 舟栂， 唯緋レ 竹爲， 筏 急 則. 

群 舁レ之 則 泅ぃ水 而遊按 流 求 去，， 澎湖， 五百里 豈是烟 


火 相 望 之 地哉而 海路 險惡舟 楫之制 非，， 其 堅 厚， 則不 

レ可， 涉矣且 其 喜，, 鐵 器- 排レ 竹爲， 筏 昔 是巴旦 之 俗 其 

a 亦 去 n 澎湖， 不，， 甚相 遠， 蓋 宋人謬 認之言 耳 雖.， 然 

其 事 亦 當二舜 天 之 世 ， 因附レ 于.， 此〕 

.kp»^T 順^ 嗣立在 レ位十 一 年 享年 六十 四 以ニ寶 治 四 

年， 卒 ^广«本《 在， 位 十 一年 而歲荒 荐饑疫 

瘐 並行 阔有  >稱 二 天孫 氏， 者よ 民传歸 レ之義 本 因 遜 レ位焉 

時 年 五十 一 是歲弘 長！ 一年 也 If ざ^ 祖 天孫 氏 之後受 

レ讓 當， 國闢， 地始廣 

〔出，： 世 縐圆， 桉 K 系 圆 英祖上 加 レ圈而 删ニ去 天孫 氏 

之後數 宇， 蓋 彼人不 I 欲：：： 吿レ我 以，， 舜天氏 絕；， 統耳又 

據 n 世 讃 圖， 以爲： 英祖 當.. 圃闢， 地 始廣， 則 知 n 先 世 

未，.. 有 n 統 ； 之 主， 也明矣 世系圖 所.. 謂 天孫 氏 世爲： ト 

王，： 其 國-者 i 果其 非レ實 也〕 . 

初隋兵 來犯歴 五代 宋元數 世， 不ァ 與，， 中國， 通， 及，， 

元 至 元 二十 八 年， 世宗遣 n 海 船 萬 戶揚祥 福 建 人 吳忠斗 

等， 捧.， 詔而行 詔 曰 朕 收二撫 江 南， 巳 十七 年； tft 諸蕃罔 

.レ 不二 臣灞， 他 琉球密 リ邇閬 境， 未， 嘗 會，， 歸附， 議者 請卽 

加， 兵 朕 惟 祖宗 立， 法凡不 庭之國 先遣 レ 使 招 降來則 安 

W 如， 故 否則必 致，， 征^, 今 命い 使 宣ニ諭 汝國, m 能 慕 

南 扇 志 上.  Jj 


t 義 * 朝 字，： S 國統， 保 n 爾黎 民， 若不. 効， 順自 恃，， 險阻， 

舟 師^ 及 恐胎ニ 後悔， 弒 其愼擇 レ之 明年 三 H: 祥ま， 其國， 

先 <=T 軍官劉 M 二百 人， 以，， 小舟， 載，， 軍器， 頭，， 三 嶼人陣 

S 者， 登 も 岸國人 不^ 解，, 三 喚 人語， 爲，, 其 殺 死， 者 三人 

遂不 レ將， 1 其 命, 而 還成宗 元貞 三年 復 遣.」 g 建 省 郤鎭撫 

張浩新 軍 萬戶張 進， 赴，， 其 睛， 擒， 生 口 百 三十 人， 後三年 

英祈卒 在. 位 四十 年 享年 七十 二 是歲正 安一 一年 也 虑 

了 大成-: 在 レ位九 年、 以ニ 延慶 元年， 卒 享年 六 

十二 一^ ナ其 次子 英慈嗣 花 レ位五 年 以ニ正 和 二 年， き享 

年 四十 六 其 第 四 子： h 城 嗣不德 國亂山 南山 北 分 

而爲レ 三 王城 據 しす 二 中 山， 一 一十三 年 以ニ延 元元 年， 卒享 

年 四十 一 ：尨駕 舞 _:屮 £; 十： ま 北、 ii 一 ネ^. • 

〔元 後 至 元 1 一年 〇 美. 問 二 甲 午 使 人， 以 二 三 山 分 域， 對 

曰 今歸仁 以北 之 地 稱，， 山 北， 山 北 王 在 二 今歸仁 城， 大 

里 以南 之 地 稱ニ山 南 ハ 山 南 王 在，， 大里 城， 美竊 疑， 之 

蓋 事 未，； 講究- 而 臆斷以 置い 對而已 三 山 割據壤 地雖. 

レ小 各自 立， 國百有 餘年乃 就，, 一 島 南北 之 地， 而言可 

乎嘗觀 n 其 地圖- 沖 繩島地 南北 稍 長 東西 甚狹 極 

い 乎， 海 其 周 週 僅 七十 四 里 若 如 二 其 言， 今歸仁 以北 屬 

. レ于ニ 山 北， 大里 以南 屬レ于 二 山 南？ 則 中 山地 南北 十三 

六 HH 丸十 九  } 


南 島 上 

W 柬两五 Ef: 山 南 地^ 北 三 東西 五 里 眞是蠻 觸阈設 

侦ト 先" 以南 $： 嵐，； 山 南？ 與論 以北 ^扇 中 山 北 1 而中 

山攝 ， 于 一： 其 間, 足 レ食 足， 兵 幾何 可 コー以 敵 一一 南北 - 也卽 

今 據ュ其 計 帳， 凡 諸島 地 分隸以 爲，， 三等， 其 一 則沖繩 

及 其 两 北 小い？ 其 一 ー刖 與論 以北 其 三 則 先 島 以南 是則 

所レ 因 古 三 山 鹉、 域 而^ 足 之 勢 判然 分 矣其歲 租亦各 

自及レ 供：： 取國之 用-也〕 

^子 W 威 嗣^ 位 十三 年卒 享年 二十 三 是歲贞 和 五 年 也 

屮山に 察 皮 立 察 度 老故浦 添 按司之 子 ， 

〔世綠 ^云： 卜- 城畏子 西 威^  , 位 十四 年 至 正 十 年 察 度 

卽，， ： え 位 一 察 皮 ネ不， 知. レ所 一" 自始， 其父爲 一" 浦 添 桉司ー 

桉世系 11 云 面 威^^ 位 十三 年 元 至 正 十 年 卒年ー 一十 

三 又加ミ 一 圈 於 n 察 度 上， 以分 n 其統， 耳 蓋 世 績圜據 n 

其 而 然察度 之 立 其 故不， 詳始舜 天以ニ 浦添按 

卽：： h 位， 察 度 父亦稱 n 浦添按 司， 者 蓋 其 苗裔 乎 

而今 不レ 可，， 得而 考，〕 

是時 元旣」 し 明主 卽ニ 帝位- 洪武五 年 其 行人 楊 載 a レ詔 

其 國中山 王 玉 承 察 度 山 北 王 怕尼芝 - ^ 

おに 使 朝 W 十五 年 賜 屮山王 山 南 玉緵 金銀 印文綺 1 使 

三 ：セん/ 權相攻 十六 年 賜， 1 山 北 王-如 n 中 山山 南 之 


七 百 


例， 因 詔 八"，， 罷， 兵 息，. 民始自 ョ 文武 天皇 授，； 位 南 島人 

等， 六 百 八十 餘年 於.， 此而三 王受： お 於， 外國 一 焉 ^ ま 


i お 


此永德 


ま 年 明 以，， 所 レ狻元 主 次子 地 檷奴發 一居 n 琉 

球， 二十 五 年中 山 王 遣 n 其 子 ^ 及 ^fir 弟- 入 二 大 學- 

明 キ： 鱧 遇 獨饞賜 n 閩人 三十 六 姓 善 操レ舟 « 入 "nft 來朝 


T 一 

ク為 


，八 年中 山 王 察 度卒 享年 七十 五^ , 位 凡 四十 六 


〔世 續阔世 系 H ^云 察 度 元 至 正 十年卽 n;+; 位お レ位 

四十 六 年 而明人 諸 書 以爲， 1 中 山： 十： 察 度-永 樂ー 一年 卒 

蓋 誤 以二山 南 王 承 察 度 ， 爲，， 中 山 王 察 度， 也〕 

世子 武寧嗣 永樂ー 一年、 山 南 王 承 察度卒 無い i<^; 從弟 

注 應祖 攝ニ阈 事， 應祖 遣. レ使 請い 命 乃 賜， 1 冠 服- 嗣ニ山 南 

K 山 南 王 承 察 度 或 作-承 察-非 或 三 fe-,IL;=r モ K 寧 卒^/ 4 

マ」 5  二 江 應祖， 爲ニ承 察 度 弟-亦 非 三 今 - tHSS.HT.K' レ 31L 

十 年^ IP 尙思 紹嗣、 

世^ 岡 云 察 度卒子 尙思紹 嗣自， 是以， 尙爲， 姓而其 

所 レ紀中 山 代 序 止.， 乎 レ此世 系 II 又加ョ ； 圈於 n 尙思 

紹上三 書 並 皆 可.， 疑據 n 閩書- 永樂 中思紹 所い 獻表 

有 二 臣祖察 度 之 語， 又 皇明世 法 錄云察 度 世子 武寧嗣 

武寧卒 子 思紹嗣 由ぃ是 観い 之 世 縐鬪誤 n 脫武寧 一 世- 

不レ 可， 疑 也 世 系圖加 一一 ー圈於 ニ思紹 上， 蓋 其以爲 ニ尙氏 


之始， 故 乎 抑 亦 尙思紹 以，， 武寧 兄弟 之 子， 入繼 n 其 

統， 乎 姑お レ疑以 俟ニ後 考，〕 

:> ヒ にし ヽ 卜 Lul VP 世系圖 一ぶ、 享年^^^ 閩お 

^レ位 十. k 年お 二 永 樂十プ 年- 卒 W 爲- 一宣 德初思 铋卒ハ 與-ー 

1^  _ 世子 尙巴志 立 ffit 封官： 德 三年 勅，， 內監柴 山 ， 往 

封： 巴 志 ， 嗣 ：+; 是後 造-, 使册封 ー以 爲-, 故事， 巴 志 賫而施 

. 仁 衆 $： 悅服山 南山 北 遂歸， f レ 一 矣 

〔給 文 獻通考 及^ 書以 爲景 * 元年、 1:1: 志 達 遣 5 人 朝 

に：： 未， 幾 山^ 山 北爲： 屮山 所，， 並 世法錄 以爲景 * 五 

年尙^ 久嗣 先, 山 南： hrt 應祖 爲，， 其 兄 達 勅 期 所， 

„ 山 北， 併 巾 山 1 ® 中 所. 錄亦謂 尙泰久 之 世 

レ弑 諸島 悉平、 諸說 與ニ 1： 人 之^, 不 惟 其 袋 中 

所 レ錄蓋 謂， • 尙^, 福 卒復阈 亂尙泰 久嗣レ 封以定 n 其 

亂-而 已〕 

在. 位 十八 年 3: 正德四 年， 卒 享年 六十 八 初 三 山稱. 蕃 

朝貢 不， レ時至 ミ中山 倂ニ滴 北 ー遂令 ー1 一 一年 一. 貢, 每船百 人 

多不レ 過：， は 五十 入， 卽福 建南臺 外 置 ニ蕃使 館， III 使 

至 館 穀遞入 二 京師， 

〔中 山 朝. せ、 綾 文 獻通考 以爲初 三 山每二 一年， 朝貢 一 次 

至： W 志 ^時， 南北 俱爲レ 所レ倂 三年  一 閩書 

以爲忍 達 時^,, 三年 ： 世 法 錄以爲 成 化 七 年 W 圓 


嗣十 一 年貢 使 還 至 レ阖恣 二 殺 掠 一 詔 着 令 二 間歲 一 貢， 

諸說頗 有，， 異同 1 按大明 會典云 祖訓琉 球朝贯 不レ時 

國 有，, 三 王,. 後 惟中 山 王 至. 讒奢 n 一  年 一 貢， 葦 得に 之 

矣國係 n 之 巴 志， 以俟ニ 後 考，〕 

世子 尙忠嗣 在い 位 五 年 以，， 正統 九 年， 卒 享年 五十 四 世子 

尙 思達嗣 在， 位 五年以 n 正統 十四 年， 卒 年年 四十 一 ー尙 

忠弟尙 金福嗣 在， 位 四年以 n 景泰四 年， 卒 享年 五十 四 弟 

布里與 二子 志魯， 爭， 立 國亂失 二 其 印綬， 次 弟尙 秦久馳 

奏命 給，， 泰久 印， 嗣王 景泰 五年泰 久嗣レ 封克 定，， 四方， 

在 レ位 七年以 n 夭 順 四 年， 卒 享年 四十 六子尙 德嗣以 n 成 

化 五 年， 卒 享年 二十 九 在 レ位九 年 尙圓嗣 在， 位 七年以 n 

成 化 十二 年， 卒 享年 六十 二 

〔世 系 圖又加 H 圈於 n 尙圓 上， 因考 n 閩 書- 云 察 度 後 五 

傳 至，, 尙圓， 尙圓者 尙德之 仲 子 也、 世 法 錄云尙 德嗣ニ 

父 泰久， 立 卒子尙 圓嗣按 二世 系圖， 泰久卒 四十 六 歳 子 

尙德嗣 在い 位 九 年 1 一十 九 歳 卒尙圓 嗣在レ 位 七 年 六十 

1 ー歲 卒然 則 尙圓與 二 尙泰 久， 同 n 甲子へ J? 於 n 尙德， 一 一 

十六 歲 是非 T 爲 n 泰久之 子 一 者.. 而况爲 n 德之子 -者也 

乎閩書 尙德之 泰當， 作：. 忠蓋 誤寫而 已初忠 世子 思 達 

卒忠弟 金 福 立 余： 福卒弟 布里與 n 金 福 子 志魯- 爭レ立 


南 島 志 上  七 百 一 


南 島 志 上  七 百 二 


明主 命，， 金 福 次 弟 泰久， 嗣王 泰久卒 世子 德嗣 卒而無 

レ子圃 人 立 二 思 達 弟 圓-以 爲ニ其 君- 故 曰 察 度 後五傳 

至，， 尙圓， 又 曰 尙圆者 尙忠之 仲 子 也雖ぃ 然世 系圖略 

而不" 詳姑存 ，1 其 疑- 以俟 n 後考， 又 按ニ閩 書 及 世 法 

錄-以 爲ニ尙 圓成化 十五 年卒 1 亦 誤 五當 レ作 し 一 耳 

世子 成立 六月 而卒 ||^^^&- 仲 子尙具 嗣 在 

レ位 五十 年以 n 嘉靖五 年， 卒 享年 六十 一 一世 子 尙淸嗣 在 

レ位 二十 九 年 以，， 嘉靖 三十 四 年， 卒 享年 五十 九 世子 尙 

元嗣是 歲嘉靖 三十 五 年 夏 海 寇徐海 敗" 于い浙 直 有 T 逃 二 

入琉球 境， 者，. 尙元發 い 兵 邀撃 殲焉得 n 所い 椋金坤 等 六 

K  i  0£€  ^汪直 徐海等 亡 ^ 命 海 島 之 中-嘯- -聚逋 易 is 

スー ^ レも^ 逃 一 入寇 r 于 沿海 諸郡， 明 人 號曰ニ 倭寇- B レ^: 髮 

逾^ 金幣， 降 慶六年 W 元卒 享年 四十 五 在い 位 十七 

年 世子 尙永 嗣？ 位 十六 年 以，， 曆 十六 年， 卒 gls 

世了尙 Sfp 立 時 關白平 秀吉命 二薩靡 州， 徵，， 1 貢 於 n 中 山, 

^暦 十八 年 * 尙寧造 n 僧 天 龍祧难 等， 來聘 

〔事 見- 文獻 m 考-但 其以爲 ni 事 在，， 萬曆！ 一十 年， 者 

非兩 朝： 牛 壊 錄以爲 nr=J» 十七 年 事， 蓋 得" 之 矣中山 

使 人 以，， 夭 正 十八 年^, 至い 此此卽 是萬曆 十八 年 也〕 

明年 關 c: 大 微，， S 州 兵， 欲 ：ト道 二 朝鮮， 入 も 于ニ燕 京， 是年 

寧 使 請い 封 其相鄭 禮密以 n 關白情 由， 報 聞 明年 


春 關白遂 發レ兵 入 二 犯 朝鮮 一明 主 令，， 一 其 使者 ー自齎 レ詔歸 よ 

册封 使，， 能 勿い 達歷 二十 餘年， 朝鮮 師鮮尙 寧 堅 請 如，， 故 

事， 明主 嘉 一，； 其爲ニ 不レ叛 之臣， 乃 命，， 兵 料 給 事 中 夏 子 陽 

行人 王  一 g 往封 K 初 中 山 與ニ薩 摩 州， 世 有 n 隣 好， 此歲 

以來ー 一 國交惡 使命 遂絕州 守 原 朝 S 家久以 吿，， 我 神 

祖 ， 乃發レ 兵擊， 之 前 鋒 進取，， 北山 之 地 ， 斬い 首 百 餘級水 

陸 鼓 行 並 入，， 那 薪 港， 中 山 之 兵 連 戰皆敗 王城 遂陷尙 寧 

出 降師起 四十 餘日宗 社 失 レ守矣 明年 秋 八 W 家久 率，， 尙 

寧 及 王 親 陪臣 等 * 神 祖乃命 二王 尙寧， 使 レ歸ニ 其圈， 以 

附 H 庸於 ニ薩摩 州， 善 繼，， 前 好， 敬 承， 先祀， 於， 是則 古南 

fe^l 复 s£  4^ ニ國 兵端 略 見-南 浦 文 奥 及 續文獻 通 考閻ホ： 等- 

I お & 一一 4ぉ1 す 按 始. 三 山稱， ft 中間 一 乃至， 此凡 二百 三十 年 

明年 尙寧 得， 還 乃 遺， レ使修 一一 ー赏於 一， 屮國， 以報中 山 王 業 

已歸ぃ 國且欲 H 代い 我 以請ニ  S 市， 是歲 明萬曆 四十 年 也 

海道 參政 石崑 玉等驗 nw 物 1 雜 n 我 産-請 二 阻囘， 俟-勢 

定， 屮丞丁 繼嗣直 指 陸 夢祖因 具い 疏謂 綬， 外 貢， 修 ，， 我 

內備， 明主 從. 之 令 ョ貢使 無 n 入朝：：？ 收方 物， 給 賞 

〔出 n 閩書 及皇明 世法錄 等， 按皇明 三 大征考 云 萬曆三 

十七 年倭幷 n 流 球 ， 膚，， 其 王， 撃 取 ニ雞籠 淡水 ， 侵-^ 

廣， 皇明 實紀又 云萬曆 四十 年 十  一 n:n: 本 冒，， 琉球： お 

海上， 福 建 巡 撫丁繼 嗣奏言 倭將明 檄ニ琉 球， 挾" 其 代，， 


請 互市， 又閩 越」 し命郭 Mi 女 等， i 書 其 家， 暗，, 入 犯 

之 期， 其敉 g ハレ 書 語 多，^ 悖 一 倦 將謂ニ 薩靡州 守 一也 敉 n 

琉球 - 謂 HI 州 守 令- -I 尙寧 遣-, 書 福 建 軍門 ， 也 其 書見， 1 

南 浦 文集， 郭^ 安閬 人、 流 二 ^薩 « 州， 州 人稱ニ 汾陽 

氏， 者卽其 子孫 也 入 犯 之 期， 卽所， 謂 撃 取，， 雞 

籠 淡水， 偏，， 閩廣， 事 也 世 法 錄云ー S 膀四 十四 年 五月 

中 山 王 W 寧 造，， 通寧蔡 ^ , 報， f 倭 造，， 戰艦 五百餘 ， き 巾 

取雞 gg 山島纤 夷 是三 大征考 所， 謂 丙 辰 俊 犯 n 南 

肇 外洋， 閩來吿 レ S 已而 K 然是 己卽 非，， 我實 有，； 此 

事， 也^ 嘗 聞，， 薩摩州 人 之 言， 曰 初尙寧 受，， 州 守 之 

命， 代， 我以請 二な 市， 明 人 量，， 收方 物， 又 使 二十 年 一 

如 二  Si 書 世 法お 所. 載 者， 中山自 請，, 朝 買， 如 二 

故 寧 一乃^ 二 五 年  一 K 一 厥 後 亦 請不レ 巳久之 復レ舊 云〕 

尙 寧^., 位 凡 三十 二 年以， 元 和 六 年， 卒 享年 五十 七是歲 

明 泰：^ ；兀年 也 世子 尙 1:： ん 1 在レ位 二十 年 以，， 寬永 十七 年， 

卒 享年 五十 一 是歲 明^ 16 十三 年 也 世子 尙 K 嗣當 二. 是 

之 時， 明旣 亡 韃靼 入， 1 中 固， 建. 號曰 紀 J 兀 曰，， 順 治， 順 

治 三年 閩 平明 年淸主 逭ラ使 招- 撫琉 球， 是歲正 保 四年尙 

.WAJW'M-fe-l 1 4-1 1 好 Is. ^按世 系圖賢 j 一十 ニ^ 卒 

M 力 f^i レ お. VAit^l 1 1 '一 一 fts-b 時 質 年 十九 質 非，, 賢 之 

^^問-後 六 年淸主 復逭& 絨，， 納前朝 所， 賜 印綬， 尙質 
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乃 造う 使» 送 因 請 二 其 封， 是； t 海寇 縱橫路 梗不レ 通^ 主 

旣 a 太子 卽位改 二 元 康^, 碳^ 一 一年 遣，， ， 使册 封， 如，， 前 朝 

故事， 尙賀 造， 侦表謝 叫 年復 舉レ 表賀ニ 卽位， 五 年始 勅 

以，， 兩年 一 貢. 爲レ 例尙質 在い 位 凡 一 一十 一 年以 ，，？ 寬文八 

年， 卒 享年 四十 是歲巌 熙七年 也 世子 尙貞嗣 在， 位 四十 

一 年 以ニ寶 永 六 年， 卒享年 六十 五是 歲康熙 四十 八 年 也 

世子 先卒 嫡孫 尙益嗣 在， 位 四 年 以，， 正德 三年， 卒 享年 

三十 五是 歲康 S 五十 一 一 年 也 世 子 尙敬嗣 年甫 十五 始 

自，, 中 山, 稱ヨ 蕃於ニ 中國, 凡 王卒則 世子 訃吿以 請」 襲 

レ封 »針 使 至 則 先 祭；， 一前 王 於ニ寢 1- , 寢廟 在ニ國 門外， 唯 

有 二 諭 祭 一 而 無，， 贈謚 ， 故歷世 未， 得レ有 レ謚云 
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隶都 新 井 君 美 在中 著 

官職 第三 

古 時流 求 諸島 地 各 有 n 君 長， 若，， 隋書 所， 謂； 土 小 王. 

島 r 師ー S 二 其 所 k 大小 一而 所" 稱 亦不， 间至ニ 其 

諸島 君^, 咸传內 n 附 天朝， 授レ位 亦 各 有：. 差 天 

： 牛 勝 资 後 史國不 い 詳厥後 六 百 三十 餘 年中 山山 南 

m 北 *： 稱，； 蕃中國 _ 受 n 其封爵 ， 王妃 王姪國 相秦官 

亦 ^ 賜：： 冠 服， 乃 是中山 品 官制 所 二 由 起， 也 其 文武 

職名 始兒， 嘉靖使 琉球錄 .k 所， 謂 奉 n 正朔， 設，； 官 

職， 被服^ 裳夾習 稍 變有ニ 華 風， 焉者也 因錄レ 所 

レ聞 略記 二 官名 一： お 

屮山品 官制 正從 ， ふ 九 品 正 一 品 則 王子 從 ： 品 則 按司正 

1 1品 則 三司官 親方 從 1 一品 則 親方 三 品 至， 1 七 品， 則 親 雲 

h: 止 從八品 則 里 之 子 正 從九品 則筑登 之 皆 是國中 所 

レ稱 也： 七 子 {«: 號也； 丄之间 姓 及 異姓 凡 有，， 分封， 者 皆 稱，， 

某 地： 土 子， 雖. 曰 二： 七 子弟 1 亦 未. 受. 封 者不. 得レ稱 二王 


子， 按 司猶， レ言 n 郡 守， 也 王子 之 子 有 二分 封， 者稱 二 某 地 

按司， 至，， 尙巴 志， 始幷 二三 山， 各地 按司皆 賜 二 第 宅， 不 

レ 得い 就 n 其 封 一 焉三司 者 天 曹司 地 曹司 人 曹司 各 一 員 

猶ー， 漢三 公一 卽所& S 國相也 親方 者 尊 親 之 稱凡任 一， 其 

官， 者 皆附ニ 宗鐯， 親 雲上 親近 也 雲上 殿上 也 猶レ言 ご 堂 

上官， 也俗稱 二親 雲上， 曰，， 牌 古米， 或 曰 二 牌 金， 其義不 

レ詳里 之 子本爲 n 邑宰之 子， 者 任 n 此官， 卽今非 二 其 人， 

亦 任 レ之筑 登之義 亦不， レ詳云 

〔出い 于，， 庚 寅 甲 午 使 人 等 所い 記 中 山 官制， 益 其 以，， 王 

子， 爲，， 官號， 以 n 按司， 爲 H. 王子 之 子 有 n 分封， 者よ 並 

據 n 今 制， 而言非 レ古也 古 時 所 レ稱桉 司 卽其君 長之稱 

也 據，， 中 山 世系圖 序， 初 舜天爲 n 衆 所，， 推爲 n 浦添按 

司 ， 後 遂稱レ 王 舜天本 非 T 爲 n 王子 之 子 - 者 ± 厥 後 凡 王 

之 親戚 尊 次 n 其 王， 者稱爲 n 王子， 其爲 二君 長 之稱， 亦 

猶 n 古 時 1 也隋書 以爲ニ 歡斯， 是巳三 品 至 二 七 品， 稱 

謂，， 牌 古米 1 九 品稱謂 ii 筑登 之， 亦 皆 古 Z 遺言 也 里 之 

子 者 里 主 之轉語 也 袋 中 所 レ錄古 時 有 i 稱ニ 里 主， 者よ 

而今 猶有ニ 那覇里 主 之 職名 1 明 人以爲 n 察度官 1 卽此 

察 度 方言 所， 謂 里 也〕 

漢稱謂 M 王 親， 卽 王子 桉司 所.， 謂 王 之 下 則 王 親 尊 而不. 


レ與レ 政 者 也 法 司 官卽三 司 也 察 度 官國稱 二 那覉里 主， 那 

靳港官 國稱ニ 御物 城 - 各 有 ニー 一  員, 分 二 治那 薪四邑 - 焉耳 

目 官員卽 法 司 之 嵐 g,; 漢六 卿， 也 以上 所， 謂 士官 而爲， 1 

武職， 者 也 大夫長 &通事 等 官則專 司，； 朝 貰， 不ぃ與 ，1 政 

事， 皆 爲，， 文 職， 明初 所 レ賜閩 三十 六 姓 之 後 讀，， 書 南雍， 

卽爲 二通^, 累， K 畏吏大 夫， 今 僅 存二七 姓- 而 食レ祿 

者百餘 人ん 朝 W 事例 單年則 正： K 一 一 船以ニ 耳目 官- 充 n 

正使， 正. f 大夫充 n 副使-並 正 三 品 官也其 瑶有ニ 都 通 事 

才府使 官舍使 等 職， 焉雙年 則 按^ 一  船 接 K 使 才府使 

各 一 員並從 四品官 也^ | 若 有 ニ中國 大喪-則 以ニ 正議大 

夫， 充 二進 香 使， 新 天子 登い 極則以 n 法 司 官正議 大夫各 

一 員， 充 n 慶賀 使， 其 國嗣ぃ 封 則以 n 法 司 官紫金 大夫各 

一 員， 充ニ 謝恩 使 ， 其 官皆是 所い 稱ぃ于 二 異邦 - 也 古時國 

無，， 姓氏 ， 只 因 二 所い 居 之 地 - 而稱ぃ 之 中世 以來王 親 豪族 

稱レ之 以ニ其 食： 巴 一 其 餘有レ 職 者 亦 因： ト 其 所 二 自出ー 及 所 

レ居之 地ぶ 而稱曰 二 某 地 某官， 其 有 二 姓氏 一 者 閬人之 後 耳 

雖， 然 其稱， 於ニ國 中， 猶ニ國 人， 也 而今 國人皆 有ニ漢 姓- 

亦^  二 漢名，^ 非い 古 也 

使 琉球錄 云國王 姓尙氏 至， 於 二 陪臣， 則 無二 姓氏， 但 

以，， 先 世及已 所， 轄之 地， 爲ぃ 姓自二 上世， 以來皆 命 

南 鳥 志， 下 


レ名以 二 漢字， 按尙 思紹之 後世 稱 以コ尙 姓， 猶， '以 二王 

父 宇一 爲も 氏而非 一一 古 之 所 レ謂姓 一也 國人稱 レ之以 一一 先 

世 及 己 所 レ轄之 地ー猶 一一 因. レ地命 一， 氏 而非こ 古 之 所レ謂 

姓， 也 陳氏以 謂 琉球不 い 習，， 漢字， 又 謂 自，， 上世， 以來 

皆 命い 名以， 「漢字， 何 其 謬 之 甚也隋 時猶傳 -1 國 無二 文 

字， 而沉 於，， 其 上世， 乎 类甞閬 二 之 甲子 使 人， 曰 我 王 

稱ニ尙 氏 ， 始レ於 二 思紹王 ， 然其用 二 尙姓ー 不ぃ 知レ所 ，由 

也國人 各自 有い 姓 以，， 所い 轄 地名， 爲ぃ 姓 親 雲上 已下 

雖レ曰 二 我 王-亦 有 二 其 姓， 是又據 -1 陳氏 之說- 雨 言 耳 

其國本 非い 有 n 姓氏， 也 王 以ぃ尙 爲レ姓 盔其俗 所 ビ謂漢 

姓 也 甲子 慶賀 使 與那城 王子 知 念 親方 謝恩 使 金武王 

子 勝 連 親方 其 所い 稱皆是 某 地某官 也其從 官有 ：，• 曰 二 

宫 里親 雲上， 者 i 其 所い 稱亦是 某 地 某 官而其 姓 程 名 

顺則 字寵文 卽閩^ 之 後 文章 之 士也又 有，. 曰，， 王城 親 

雲， 者 1 其 名朝薰 亦自稱 曰- 漢姓向 氏 漢名 受祐， 又 有，. 

曰 二 砂邊親 雲上 一 者 上 不レ知 m 其 名， 漢姓 曰レ曾 漢名 曰 

レ曆 並是國 人而有 二漢姓 漢名， 者  . 

宮室 第 四 

隋書曰 王 所， 居 舍其大 一 十六 間 彫，， 刻 禽獸， 民閒門 

戶必 安二 獸 ® 骨 角， 使琉球 錄以謂 殿宇 朴素亦 不二 

七 百 五 


南 島 志 下  - 

彫ヅ 禽刻^ 以爲， レ 奇 大抵 琉球俗 朴而忠 民 貧而儉 

常贵家 僅 有，^ 屋 二三 開， 其餘則 * 次 土  K 不レ^ こ 

. 風雨 飄搖之 患， 人不 陶 雖，, 王屋， 亦 無，， 獸踉， 

況民間 乎傳者 訛矣陳 氏蓋據 ニ^ 所-見 而言耳 唯 其 

以二獸 ？？， 爲，， 鸱吻 類， 亦訛此 土民 間 亦 以，， 牛馬 頭 

骨， 掛 n 之 門戸 云是 避二疫 鬼， 古 之 造 俗 也 今時 之 

制 略述い 所レ聞 

王 府之制 據ッ山 爲ぃ城 方 各 一 里疊ぃ 石爲ぃ 基繞以 二流 水， 

城 有 二王門， 其 西 爲ニ國 門， 蔬以 T 天使 館 在 ，, 西南 港口  ， 

之 故 I 也 去 ニ國門 西， 里 許 有 二 牌 房 一 座, 扁曰 n 中 山， 國 

門 曰ニ歡 食， 府門曰 二 漏刻 殿 門， 曰，， 奉祌， 每門有 fel 四周 

传石^ 府 門外 有；， 小 池， 泉 自，， 石 龍 口中， 噴出 名 曰 n 瑞 

お， 王府 汲， 之 供，， 飲食， 取 ニ其廿 潔， 也 正殿 巍然在 二 山 

之 S,  一 一層 南北 八 楹其位 向 レ西上 以舉レ 神 中 爲二朝 

堂， 下與二 臣下， 坐 立 閣門俱 五色 珠爲 n 簾櫳 一正 中 三門 

略 加 二 金 碧， 旁 有 二 側樓， 亦 有 二  16 -屋  一 覆以レ S 簾 不レ遠 

レ地而 階 亦 近， 除 凡 正殿 略 倣，， 漢制， 至い 如，； 燕寢， 則 皆 

如 n 此問之 制 1 矣 

〔屮山 殿 屋制詳 見，， 使琉 球錄， 曰 殿閣 一 一層 上 爲，， 寢室， 

屋赀 以， 板 代， 芨 席い 地而坐 美甞聞 - 之 甲 午 使 人 ， 曰 
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正殿 上 » 舉ぃ祌 之 所 順 治 火 後 屋皆陶 S 楹塗， 之以， 1 

黑漆 ー按殿 S^H 一一  奉 神 一 R 氏 以，， 閣上ー 爲，， 寢堂ー 非 

也 層 閣之制 蓋 由 來久矣 袋 中 記 云 昔 者 大世王 之 世 王 

畏ニ 毒蛇 - 乃 起 二 高樓， 以 K 自謂 無レ 害 未, 幾 毒蛇 螫，， 

王 左手-有 n 一  國相, 急 抽レ刀 斷，, 其臂， 亦斷 n 己 臂-以 

續レ之 其 像 見 在レ於 一, 求 吉佛寺 一 矣 ^其 王樓居 以避ニ 

蛇 害， 也大世 未， 詳世纘 鶴 有，， 王大 城， 世系圖 作，， 大 

成， 疑 此人使 人 曰 正殿 及 門 墙庭階 皆 倣，， 漢制， 其餘 

一 皆 如，, 本朝 制， 而 有，, 廣閒 書院 玄關等 所, 皆 鋪レ地 

用 レ板坐 設ニ疊 席， 所ビ謂 席.， 地而 坐也按 正殿 之 制 爲，， 

册使， 而設也 如，， 其 便殿， 則^ 古制 也 但其所 ビ謂廣 g 

書院 等 所 我 有，， 此制， 亦 始ぃ自 二 近時， 耳〕 

王 親 以下 品 官第宅 衆庶 屋舍亦 皆 如，， 我 制， 板屋 茅^ 

隨， 一 其 有無 一 皆繞以 一一 石垣， 其 地 多， 石 故 也 

冠 服 第五 

隋書曰 流 求 用 n. 鳥 羽， 爲レ 冠 装以ニ 珠貝， 钸 以，， 赤 

毛， 形 製 不ぃ间 織- 鬪樓 樹皮 幷雜 色： &及雜 毛， 以爲 

レ衣製 裁 不.， 一 綴い 毛乖に 螺爲ぃ 钸蓥是 古制 卽今不 

レ可ニ 得 而考，  ♦ 

王 及 王 親 以下 品 官章服 制 明 世 W 封 錫 以，, 皮 弁 玉圭麟 


袍 犀帶， 一 一品 秩， 王 侄王相 桊官賜 以，， 公 服， 明旣 C 

韃靱 爲，， 中 國之主 ， 文武 品 官皆編 髮胡服 而中山 君臣 猶 

依， 1 舊制， 其 王受ぃ 冊 則 皮 弁 服正旦 冬至 則 烏 紗折上 巾 

蟒衣 玉帶未 ぃ襲ぃ 封 則 用 二 烏 紗帽， 其 臣三品 以上 赀幞頭 

公 服 其 織 成，， 花欉， 文 職 用" 禽武職 用い 獸革帶 用 n 金銀 

鈎， 其 餘品官 冠 服 皆 如-其 俗； 古俗 用，， 色 布 一 丈 三尺， 

纒，， 其 首， 王 尙寧之 世其臣 名分 薙國始 製，， 今 冠， 常 服，， 

用 之 一王 及 王 親， 一 五色 一 謂，, 之五綵 巾， 次 用 一， 紫色 ， 

謂 一 1 之 紫 光 巾 一次 用 一一 黃絹 一又 次 用， ー赤耦 ー簪以 一一 金銀 差 

等， 其 衣 則^ 袖苋博 製 如 1, 道 服， 腰 柬ニ大 ffi, 

〔庚 寅 使 人 所, 作圃皆 如， 此甲午 之 冬 美 請 觀，， 其 王子 

冠 服 制 烏 紗帽麟 袍象笏 金 帶， 卽是明 世 所い 賜 二 其 王， 

也 當今爲 二王 子 章 服， 何 也 縟首之 制 見 n 使 疏球錄 1 乃 

據，， 其 所，， 見 而言也 今 制 揉，， 曲簿 板， 被 i,i 色 絹 於 二 其 

上， 分 薙國或 作 稻 國，〕 

^子^お « 用，， 金 花 四垂者 ， 凡俗 足 著，， 草履， 入レ 室 則 

脫賤ぃ 書 號，， 秀才， 者 亦 戴，， 中 國方素 巾， 足 不，， 草履， 而 

隨書 in 流 求 a 無二 君 E 上下 之 節拜伏 之禮， 父子 同 
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レ 牀而 寢大明 一 統志因 而述焉 陳氏使 疏球錄 以謂 

諸 書 亦 多，， 傳訛， 其 君臣 之 分雖, 非，, 華 夏 之 厳， 而 

上下 之 節 亦 有 二等 級 之辨， 隋書 又曰獄 無， 枷 鎖， 唯 

用， 繩縛決 一一 死刑， 以ニ姨 錐 太 如， 筋 長尺餘 ー鑽， 項 

而 殺い 之 使 疏球錄 曰國小 刑嚴凡 有，， 竊ぃ物 者， 卽 

+ 加以ニ 劓剕之 刑- 閩書曰 有 二 盜竊, 輙加， 一 開腹 劓剕 

之 刑, 卽今 詢，, 其 風俗, 禮樂刑 政 其 制 寖備矣 

朝會 之禮歲 元旦 冬至 凡 大慶 會則王 親 以下 衆官 具，， 冠 

服- 行ニ拜 跪禮， 四時 俗 節 朔望亦 皆 冠 服而朝 尊者 親 者 

則延至 n 殿 内， 賜レ 坐賜レ 酒冠婚 喪祭 制 世子 冠 禮蓋冠 

以こ烏 紗帽， 王子 桉司之 子 冠， 于，， 朝 堂， 

王 賜 以，， 其 冠， 其餘 有い 職 者 之 子 冠 亦皆拜 ぃ朝焉 娘禮赂 

與こ 此閒俗 ， 同 凡 婦女子 織い 饪 組い 訓學以 二 女 事， 奥， 有，, 

識レ字 及 飲い 酒 者 ， 蓋 防い 淫也如 二 其 親戚 一 亦 非 二 賀正 ， 不 

レ見ニ 男子， 失 死 無， 子 而不ぃ 嫁民閒 貧賤 之 女 亦 罕ぃ有 二 

苒酷 者， 閩人之 後 男 不ぃ爲 二 國壻， 女 不ぃ爲 こ 王妃， 王妃 

則 立？ 國人 有， 職 者 之 女 爲，， 嬪御 ， 而 有い 寵 者よ 焉國喪 

一 ^如，， 大明 集禮之 制， 世子 ！Sv 喪 素衣黑 IfM い 封 之 U 

册使先 祭，, 前 王 於 二 寢廟， 世 干爱服 北面 立禮 M 從士！ ：歲 

時 祭 亦 如，, ^制， 臣庶之 家 不，， 必 如，， 制 父母 之 喪 不レ喫 
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レ肉不 ぃ飮ッ 酒繽葬 必^ 如 二 其 七七日 百日 朞年 再朞 1 亦 

如，, 近世 俗 一 凡 有 レ職者 給レ暇 五十 曰 起 復就レ 職 至レ如 一一 

公私 慶賀 燕會， 則皆不 ぃ與焉 三年 而後 復レ初 

〔^書： n 其 死者 氣將ッ 絕擧至 1 庭 親 賓哭泣 相 弔 浴-其 

屍 ー以， 一布 帛 一纏 レ之 裹以ー 一 葦 草 ー襯レ 土而， 之上不 fe? 

レ墳 子爲ぃ 父者數 ほ不， 食い 肉 使 琉球錄 曰子爲 二親 喪 一 

數 W 不又， 肉 死者 以ニ 中元 前後 日 - 溪 水浴-一 其 屍- 

去 一一 腐肉， 收 一一 其 骸骨， 以 一一 布帛， 纒レ之 ft 以， 一葦 草， 襯 

レ土而 殮上不 ^ 起い 墳 若，， 王 及 陪臣 之 家， 則 以ぃ骸 匣；；； 

藏 於，， 山 穴 中， 仍以ニ 木 板， 爲，， 小腸 戶， 歲時祭 掃 則 啓 

ヅ 鑰視， 之 蓥恐二 木 杇而骨 露， 也 卽今國 人 之 言 曰殯後 

三年 藏，， 尸 石 龕， 仍 植，， 位牌， 蓥 墓碑 也 其說略 與ニ陳 

侃 之 言-合〕 

凡 燕會備 ぃ樂樂 有，， 圃 中中 國ー 一部， 國樂其 唱曲則 如，， 我 

其 器 則 三 線 于中國 樂曰萬 年 春 曰 賀粱明 曰 喜 昇 

平 曰 樂淸朝 曰慶皇 都 曰 永 太平 曰 M 凰 吟曰飛 龍 引 曰 M 

池 •： ^曰 金 門樂曰 風雲 食 其 明 曲 則 有 二 王者 國 百花 開爲 

人臣 爲人子 楊 香 壽星老 上蓬萊 等 曲， 其 淸曲則 有，， 天 初 

i-ffi 皇淸稀 尊 翁 正月 四季 歌 等 曲， 其 器 則噴吶 横笛 管 

鈹 銅鑼 三 金 三板 二 線 三 線 四 線 長 線 胡 琴 琵琶 又 有- 1 路 


樂， 其 器 則 兩班銅 If 喇叭 銅 角 噴 呐鼓凡 刑典 有，， 笞杖徒 

流 大辟絞 斬 梟首 等 法， 而不， 赦，， 謀反 惡逆不 道 不孝 不 

義等 罪， 若 n 其輕 罪， 閒有ニ 赦宥， 焉總而 論， 之 則 其俗朴 

而忠其 政 簡而便 文レ之 以，， 禮樂， 非 n 復曩者 之陋 1 矣 

文 藝第七 

琉 球之學 自，， 中 山 王 察 度， 始 厥後閩 人後 裔世傳 n 

. 其 業， 雖レ然 洪永之 問 賜， 閩人 於，， 其國， 以，， 比歲往 

來朝： 裒， 故 賜，， 其 善 操レ舟 者， 耳 察度始 使，， 其子侄 

. 及 陪臣 子弟 入，， 于 n 大學 1 如， 1 閩人 子弟， 家 本 在ニ內 

. 地 ， 不 s 因肄； -1 業 於 n 其鄕 先生 ， 歸卽 得い 爲 二通 事 ， 累 

. 陞ニ 長史大 夫， 者 往往 不ぃ 絕，， 於 今， 其 文彬彬 可，， 以 

觀， 者 則 察 度 之 化遠矣 

國 無二 文字 一 俗 相 傳云昔 有 二 天人 降， 而敎， 人以 n 文字， 

其體如 n 古篆， 然 

〔出，， 袋 中 所，， 錄云昔 有 二 天人 降， 而敎ぃ 人以ニ 文字， 其 

地近レ 于こ 中 城 一 厥 後 城 閒之人 凶日 起， 宅 天人 又 降 

召 TT 問 占者 一 以レ不 い 吿ニ其 凶 一 對曰彼 人 不レ問 故 不レ吿 

卽怒曰 汝知ニ 其 凶， 亦 何 不レ吿 乃 分，， 裂 其 書， 而去唯 

存 n 其 半 1 字猶百 餘以占 n 凡 事 吉凶- 甚 驗蓋此 占卜 書 

也荬眷 觀ニ于 文字 ， 其體如 n 古篆 ， 古俗 凡稱 n 天人 1 不 


-係， 一 此地之 人 - 也 未 レ知三 其爲， 一 何國字 ， 

中世 以來 始傳 ，， 此問 文字， 明初 其 王 察 度 請 以，， 子 伃： 及 

陪臣 子弟， 入" 于，， 大學， 成化閒 王尙眞 以，， 官生 蔡賓等 

五 人， 肄，， 業 南雍， 學 旣成而 還卽爲 二通 事， 累ニ歷 文 職， 

自レ 是之後 凡 章 表 文 移 皆 其 所い 掌 焉國中 所い 用 文字 一 

如，， 此^ 之 俗， 亦 有 下 善レ於 二 歌詞， 者よ 

〔閩書 曰 陪臣 子弟 與ニ凡 民 之秀， 則諸士 大夫敎 ぃ之以 

儲，. 長 史通事 習，， 華言， 入貢 h 餘不 S 者宗 -1 倭 僧， 學， 1 

^字， 而已^ 有い 學ぃ詩 僅 曉，， 聲律 偶對， 又 世 法錄云 

經鐯 無二 五經， 有，， 四書， 以ニ 杜律虞 註， 爲ゾ 經觀ニ 其 

俗， 今 皆 不ぃ然 讀ぃ書 作， 字賦, 詩 詠い 歌 亦有ァ 可 二 以 

觀ー者 上〕 

凡學之 法王 親已 下品 官 子弟 皆 入，, 國學, 學有ニ 孔廟， 

毎 二 春秋， 釋奠焉 凡 E 子弟 則 皆學ぃ 於，， 鄕校， 云 HH;^ 

^敎 I 始 庭訓 式目 等 書 次，. 之 醫卜方 伎 之 . 

術 亦 有-一所：. 傳 者-節 非-一 其 所 長 也 云 

風俗 第 A  . 

天下 之 俗 古今 不レ同 風化 之變 若-, 陰陽 晝夜 於，， 萬 

物， 然時旣 變矣物 不^能， 不 k 變也 雖， 然萬物 之 生 天 

地 猶不ぃ 能， 齊安 知，； 天下 之 俗 有？ 未，， 始變， 者よ 亦 

在， 乎 ニ其旣 變之閒 ， 也 哉我觀 二流 求 之 俗 ， 若，， 其 因 
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革， 則隋唐 之際旣 無二 考據， 况於こ 上世 之 事， 乎 今 

試 聞，, 其方 言， 有 T 可，, 以解, 者， .焉 有，. 不ぃ 可，, 以解, 

者. fel 蓋 其 可，， 以解， 者此閒 之語最 爲ぃ不 ぃ少而 如，， 

■ 漢語， 亦 有 二十 之  一 二， 焉 若： ト其不 い 可二以 解， 者よ 刖 

彼 古 之 遺言 而巳矣 若 n 彼方 俗， 亦然 中世 之 俗與ニ 

此間， 同 近世 之 俗 略 與ぃ漢 同 若-其 非 レ此亦 非 Z 彼 

者， 則 彼 古 之 遺 俗而巳 矣因錄 n 舊聞， 以爲ニ 風俗 

志 一 

男女 皆露髻 男則斷 髮結键 於， 1 古 國史， 所い 謂 切 髮草裳 

其 由 來旣久 矣右厥 名 曰 n 隻首， 相傳云 上世 之 人 皆 戴 二 

頭角 ， 昔 者 有い 神 崩 ，， 厥 左 角 ， 後 俗 結い 髻 以象レ 乎い 古 也 

漢人 之裔結 ，，# 於，， 中 皆 揷以ニ 金銀 簪， 纏つ 苜用 二色 布 丈 

餘， 今 之 冠 制 始：， 于レ 比 厠 賤猶露 養而巳 衣則寬 博廣釉 

腰 束-, 大帶， 足 著 二 草履， 通 國之禮 叉 手 膜拜若 見，， 異邦 

之 人 ， 則拜揖 加い 儀 凡 卑幼路 遇，， 尊者 ， 結, 釉而掛 い 肩 卸 

M 而跪. 地 難§: 鬆 |!f 女 則鬢髮 如き 結爲ー 一高， 簪 

不， 加い 飾 以レ墨 黥， 手 爲ニ嵇 々花卉 狀， 上衣 

下 裳 其 裳 如， 裙而 倍，， 其 幅 ， 摺細 而制レ 之長掩 二 其 足 ， 也 

上衣 之外更 用， 一大 衣廣 袖， 者 蒙， 一之 背 上 一見 レ人則 以レ手 

に こ IPi な ま、 5 此 閒假髻 出レ自 --琉 球-者 最稱- 上品-益 以- -其髻 

rl レ. ま II 置 M§ 長， 故也ヌ 蒙，, 其 背-者 此閒 婦女 所レ用 
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II ぬ货 家大族 之 妻 出入 則 戴， 笠 坐， 於，， ^上， 女 僕 三 

四從， 之^ 女 之 俗 幽閑^ 淑不， 淫不, 妬^,, 其 妓娼， 0 

事-, 艷 冶-大抵 其 地 土 瘠 民 貧 勸儉質 朴 憂 深 思 遠 似 T 有， , 

唐 國 之 風-者よ 俗 好，, 聲樂， 皆 弄，， 三鈸， 相傳以 爲，， &響 

能 避-^ 害-農家 柿， 狭穫， 禾乃 携，， 妓女， 鎧，， 彼 南^ 鈸 

歌 鼓舞 先 終い 畝 者 妓女乃 侑 二 其觴， 其疆 域雖， 小 風氣或 

殊山衔 之 人不レ 忠，， 痘疹， 山 北 之 人 S 爲，， 驍健， 國 無二 醫 

藥， 民 不二 夭折， 壽 至，， 期， 亦 往往 有焉 君臣 民庶 畏レ祌 

尤甚^ 上世 以降 厥 民 分，， 散 洲嶼， 各自 有，, 君 長- 亦莫こ 

能 相 一 -唯 有い 神 降, 于ニ其 閒-爲 い 威爲, 福 禁，， ほ 爲，， 非 

是 故擧， 俗 敬. 神而神 亦靈也 其祌稱 謂，， 君眞 物， 祌所レ 憑 

之 女 稱謂レ 君 者 三十 三人 皆 酋長 之 女 其長稱 謂，, 聞 補 

君-其 餘 所在 神 巫 百千爲 Z 群祌 有， 時而降 鼓舞 歌謠以 

樂-- 其 神- 1 唱百和 其 聲哀惋 神 喜 則 衆 皆 相 慶焉祌 怒 則 

衆 無レ不 レ懼焉 又 有ニ靈 蛇， 國人畏 ^ 之 如レ神 

按使琉 球 錄及闽 書 云 俗信 レ鬼畏 い 神神 以.. 婦人 不レ經 

ニー  1 夫-者よ 爲レ尸 降則數 著-霊異-能 使，, 愚民 竦镙 J! 

及 世子 陪臣 奠\ 不-, 稽首 下拜， 國人凡 P, 不善， 祌輙 

吿レ王 王 就 擒レ之 惟 其 守 ュ護斯 土， 是以國 王 敬, 之而 ； 

國人 畏.， 之 也尸婦 名，, 女 君， 首從動 至， ニニ 五 百 人， 各 一 
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頂-草 圚- 携-, 樹 枝-有，， 乗騎 者-有-徒.， 行者お-王宮 

屮- 以 遊戯 一 唱. 由 和昔聲 凄- 慘倐 忽往 來莫， 可，， 踪 

跡-袋 巾 所 Z 錄略相 同而尤 爲，， 詳悉， 凡 其祌異 鬼怪不 

レ可ニ 擧數- 而已甲 午 使 人 曰本阈 舊俗詳 見，， S 中 書， 

百年 以來 民風 大變祌 怪之事 今 則 絕矣昔 夏 之 世 遠方 

國物買 ，， 金 九钕， 鑄, 鼎 象い 物 百 物而爲 レ備使 S 民 知 こ 

神 姦-鉴 其 國絕遠 僻，， 在 南 荒， 山海 異氣 所， 生 鬼祌奇 

異之物 亦 何 足い 怪焉且 聞 古 之 時國人 無，， 君臣 上下 之 

節， 好 相 攻撃 諸島 谷 爲，， 部隊， 不二 相 救助- 收-- 取 闘 死 

者-共 聚而 食， 之 苦 非 S 有い 神 作い 威 作， -, 福 於，， 其 間， 則 

民 之無レ 生 亦 旣久矣 方今 之 文 命 祇承乃 曁，， 聲敎， 而 

威 福 之權旣 有い 所 レ歸其 鬼亦不 X 祌耶 抑不ぃ 知，， 使 人 

自耻ニ 鬼 俗-其 所レ言 亦 如 レ此耶 古俗 或以 一一 其國ー 爲 一一 

鬼 島-如，， 入 「其 東北 島名稱 有，, 鬼界， 蓋 謂 一-一 其 有- 祌 

怪， 也 又 使 琉球錄 曰 有，， 蛇蝎， 亦螫レ 人 蛇 則不レ 爲 

, 害 前 使^, 蛇怪， 之 驚 無，， 是事， 也 袋中以 ，， 南中 可 

レ畏 之甚者 毒蛇-也 昔 有  >  其 王 遭，， 蛇 害， 者 i 又 有ァ祌 

怒 乃 使 n 毒蛇 螫 P 人 者よ 蛇 類 有，， 七 種， 美 亦閒： 諸 使 

人-曰 國有ニ 毒蛇- g 世 册封使 遭，， 駝怪， 我 俗 亦 傳レ之 

方言 毒蛇 曰-凡 不， 其大者 五六 尺. 不, 常 入 二 人家-接 


毒蛇 曰，， 羽 羽， 卽是此 之 古言 也 

又 其 國多有 ^ 舉，， 祀 天朝 宗社 之祌， 者 ょ焉 伊勢 大舯 一 

祠 自，， 尙金 福， 始 八幡 大神祠 自，， 尙 泰久， 始波上 之 社 

洋之社 尸 棄那之 社 普 天 間 之 社末吉 之 社 並 皆舉， 1 祀 

熊 野 大祌， 也 其 始不ぃ 詳云蓋 古 之 時 天朝 使臣 所レ至 

乃 命 二 其祀， 以爲ニ 國鎭， 也 背 祌祠 自，， 尙元之 世 久米島 

人 林 氏， 始叉 有，， 天 祀天巽 等祠， 凡 所い 在 大樹 大石 祭以 

爲レ祌 不^! ニ枚擧 -焉醇 f!&1 中 國人又 信-, 浮圖之 法， 

其 法 唯 有， 1 禪與  >密 之 一 1 敎, 耳 圓 覺天界 1 1 寺 在，, 都 城 南 

北， 殿宇 壯麗 亞，， 於 王宮， 達 善相阈 報恩 等 皆 禪寺也 龍 

福 夭 王 安 國普門 潮 昔 等 赀密院 也其餘 寺院 亦 多 #1  § 

袋 中 所 

レ錄者 j 

食 貨第九 

, 隋書 H: 厥 田 良 沃先以 い 火 燒而引 ^ 水灌， 之 持，， 一 鏵， 

以" 石爲 い^ tt 尺 餘濶數 寸而懇 ^ 之 土宜， 1 稻粱禾 黍 

窳豆赤 豆 胡 豆黑豆 等，^ * 曰^ 便稻 fpi  i 藝兩 

收卽今 詢，， 其 土俗， ^不， 然也使 琉球錄 曰 厥 田 

沙礫 不一 一 肥饒， 是以 五穀 雖レ 生 而不レ 見， 一 其 繁碩， 

也 至, 於 二 赋歛， 則 一 古人 井田 之 S 法 一 £ 名義 未 -， ， 

詳^ 王 及 £HE 谷 分レ 土以爲 n 祿食， 上下 不，， 交征， 

南 島 志 下 


有レ事 則暫収 一， 諸 民， 而不レ 常 也 寰宇記 曰 無，, 他奇 

貨， 故 商賈不 ^ 通 閩書曰 時時 資，, 潤于隣 ^之 富， 者 

蓋^ 得い 之矣但 其 使琉球 錄以謂 貿易 唯 用，， 曰 本 所 

レ鋒銅 餞， 亦不， 然也是 則 古 時其國 所：， 鑄 如，， 宋鵞 

眼 餞， 者 耳 星 槎勝覽 曰 俗 好，， 古篑 銅器， 使 琉球錄 

亦 以謂古 si 器 非 二 其 所ーレ 好 其所レ 好 者 唯 鍈器綿 

. 布焉蓋 其地不 い 産い 銕土不 い 宜ぃ 綿 故民閒 炊爨 多 

用-, 螺殼， 紅 女 織 任 唯 事 二 麻縷， 如 欲 T 以， 1 釜甑， 爨 

. 以レ銕 耕よ 必易 レ自 二王 府 1 而後 用 レ之否 則 犯 レ禁而 

有 レ罪陳 氏 所 レ駁蓋 據，， 當時， 而言耳 卽今觀 ぃ之盡 

皆 不レ然 也 略記.， 所 レ閡以 誌 二 其 食貨， 焉 

諸島 之 地 山 谿崎嶇 沃野 鮮少 蓋 田 沙礫瘠 薄稼穡 甚難氣 

候 常 煖年穀 早熟 而不， 見，， 其 繁碩， 也 ■ お §91 

凡 中 山山 北 並 多 二 水田， 土 宜，， 梗稻， 山 南 地方 多是 

陸 田 宜，， 菽麥之 卽今其 國稅額 中 山 糧米七 萬 一 千 七 

百 八 拾 七 石 山 北糧米 三 萬 一 一千 八 百 一 一十 八 石 七 斗 山 

南糧米 一 萬 九 千 九十 六 石 八 斗 零 其 餘租課 亦 准レ此 

地 無，， 奇産， 商： 貲不， 通 民 貧而儉 男女 事 二， 耕 

織 ， 厥 産 多 出，， 蕉布 ， 禹赏卉 服 國史草 裳 蓋 謂い 之 也 炎 方 

蒸^ 不ぃ 見，， 霜雪， 隙 冬 之 曰 時 有，， 雨 破， 而巳故 凡苹卉 


 南 as 志 下  

之^ 皆不 n 凋 枯-取 二 芭藤生 三年 者-辟 攄 成い 布最極 繊巧 

庥 や 次レ之 南^ 所. 產岡書 所 ビ謂南 有 二 太？ 出ニ禾 苧-卽 

此久米 産ニ絲 及 綿， 閩書所 レ謂西 有 一一 古米 一 出 こ 土 綿， 

亦此 也^: 轴^ iil^-- 通國 貿易 古 時 用 二 海 巴 - 厥 

後國錢 二 銅錢， 用い 之 旣久散 C 少ぃ餘 唯今 用 二 穀布之 《 一 

お 卩其與 ：： 屮！； 一  交易 銀货ょ 則此間 所， 產矣 

海 巴：^ 也 銅 餞 使 琉球錄 以謂薄 小 無 文 每 十折レ 一 侮 

K 折つ c 殆 如，， 宋季之 B 眼艇 貫錢， 者 但其以 爲，， 本 

所 p« 卽非 美眷 問，， 福 建 人， 以ニ琉 球 交易 事例 1 曰琉 

球 交易 上限，， 船數， 不レ限 n 銀 額， 全 貢 用 二十 餘萬， 折 買 

用 二 五六 S 一  以ニ船 小 不一， 堪ニ多 載 一也 若 用 二 大船 一則 福 

州 港 淺不， 能， 進矣 所， 资唐货 細則 絲綢綾 緞等物 粗 

則 紙 藥材等 物不ぃ 能ニ詳 錄-焉 

凡百 器 制 與，, 此間, 同 唯 其 甲冑 兵 ^不二 甚堅利 , 弓材 

用レ 麋斷而 弦" 之 性急 易い 折 良 者 難い 得 螺鈿 諸器頗 得，， 

我 法， 民閒 炊爨 多用，， 螺殼， 蓋 古俗 也 海産 二 大螺， 貧家 

以代， 觀， 云 凡 飮食之 饌造製 淸潔略 與ニ此 間， E 使琉 

球錄以 li 不， 知，， 烹 調和 劑之 味， 特不ぃ 習，， 此俗， 耳 造 酸 

之 方 酒 醪 ffi 醬及 乾醬之 11 亦 皆 如 n 我 制， 使 琉球錄 又 謂 

酒以， 水 レ米越 婦人 嚼以取 x 汁 曰，， 米奇， 甚非也 酒 
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曰，1 米奇， 卽此間 方言 也 唯 其 露 酒 方 始傳, 自，, 外國， 色 

味淸而 淡久ッ 之不， 壊 能易レ 醉ぃ 人 使 琉球錄 曰 出 va,, 

暹羅， 亦 非 也 造 法 不ァ與 二暹羅 酒， 间，. 蒸い 米 和, 麵各有 二 

分劑， 不ぃ須 二 于水， 封釀而 成以, 甑^ 取 二 其 滴 露， 如レ泡 

盛 n 之 甕 中， 密封 七 年 而後 用 レ之首 里 所い 釀最 稱；， 上品， 

其 俗名 泡盛 酒 相 傳云昔 有 n 外國 人，. 來曰國 居 二 南海 

» 霧 之 中， 人必 夭死 因 授以ニ 避い 毒 方， 卽露 酒也薩 摩 

州 人 之 言 曰 天地 生 n 斯人， 方 物 各 有 X 所ビ宜 本 兵 戌，， 

于中 山， 者 三年 一 代. レ之 性不， 嗜：. 酒 者 亦 在，， 彼 中， 善 

飮 n 露 酒-乃至 二十 數鍾 -而不 醉北歸 比い 至こ大 島， 不 

レ堪ニ 數鍾， 及い 歸 不^^ 下， 喉亦復 如， 初 凡 布帛之 « 

溽暑 生：， 徵酒以 二 露 酒-色 卽 鮮明 亦 是 一 奇 

茶茗之 品此間 所い 產尤爲 n 珍惜， 茶室 茶 具 之 式 候" 湯 立 

レ茶之 法 一 皆 傚，， 我 制， 閩書以 謂 厥 土獨不 い宜， 茶茗， 卽 

I  \ 一  j^A、  I 复 す- 、お 丄其國 相 傳云茶 法博 レ自 -ー此 間-使 琉球錄 

t レ. wi^hr  ノレ 3U\  ^；. ^以謂 烹レ茶 之 法設 一，， 古 鼎 於 一一 几 上 - 煎レ水 


首 里 地 ， 氷 霜 潔白 不レ 及，， 南產， 亦是以 供，， 巣 品， 國所レ 製 

香 品 有 二 香 餅 壽帶香 竹 心 香 龍 涎 香官香 等, 頗 爲，, 奇絕 1 

物産 第 十 

隋書曰 俗 無，, 文字, 望 M 月 虧盈ー 以紀，， 時節- 候 二 草 


榮枯， 以 爲，， 年 蓋紀 n 其 上世 之 事， 也 後 之說者 

^據而 言 者 非 也 其 國相傅 云 昔 有， 1 天人 一 降而敎 M 

文 宇， ^書 颇 雖，， 放 失， 而 干支 古字 於レ今 猶存. 紀 

ン年候 ゾ時豈 在，， ： 草木 榮枯， 也 哉 至， 一 於 明 世； 以來 

奉，， 其 正朔， 毎歲 頒レ 曆 一 百 本國亦 造い 曆以授 -1 民 

時， 且其地 僻，， 在 南 荒 之 中， 氣 候多煖 不.， 見，， 霜雪, 

海 颶時作 草木 凋 枯而已 凡 物産 略與， 1 澹耳 朱厓， 同 

其 餘則不 ぃ異， 1 此閒 ， 也 云 K 作， 1 物産 志 I 

大明會 典 云琉球 貢物^ 刀 金銀 酒 海 金銀 紛匣^ 瑙 象牙 

螺殼海 巴 櫂 子 扇 泥 金扇 生 紅 銅 錫 生 熟 夏 布 牛皮 降 香木 

香 連 香 丁 香檀香 黄熟 香 蘇 木 烏木 胡椒 琉黄磨 刀 石 若，, 

其^ 及 螺殼海 巴 夏 布 牛皮 烏木 琉黄磨 刀 石， 則 其國所 

ゾ産而 已其餘 則所ァ 與，， 此間及 諸國， 交易よ 也穀則 稻秫稷 

麥菽蔬 則 瓜茄薑 蒜 葱 ffi 之屬皆 有焉亦 有，， 蕃薯， 可，， 以代 

"穀而 食， 此間俗 曰- 琉球 薯， 卽此海 菜 可い 啖亦多 果則龍 

荔蕉子 甘蔗 石榴 橘柿伹 無-梅 杏 桃李 之 類， 近時 有い 梅 移 

v«n,1 此間， 者 唯 著レ花 而不" 結い 子 草 則 山 丹佛笑 風蘭パ 

枯名護 菊 粟 菊 « 花 滞 藤 等 品 不ぃ少 近 藝，， 烟草， 薬 細而長 

木 則 赤 木 其 性 堅緻紫 紅色 而有 ，， 白 SS, 蓋 憫木之 類本 朝 

式 所 ビ謂南 島 所 出 赤 木卽此 加 黑木卽 會典所 ビ謂烏 
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木 也、 蘇鐡卽 琉球錄 所；？ 鳳 尾^ 其 野生^ 不 如.， 栽 在，, 

SI  S  ^俗 曰 加 浴 曰 幾 可 fi:as.^ 曰 疾己レ 曰 也 5f 

區！ 械津 末留 伊八 ^'核 ネ曰 末！！ 並 皆 其 俗 所 

0, 隋書所 ご S 鬪樓樹 使琉球 錄以謂 土産 無-, 其樹， 卽 

^ISV-pflB; 羊 隋書曰 闘 樓樹加 レ橘而 率せ 條镞 ゆ. &ls;?^.^ 

今國. ^不 レ詳 然 ド垂又 云 镞闘櫻 吱以 爲. 衣 食 声 只 も 

laisptf  a 、る Is 俗名 三 巧 宇 律 茛^^ saw  1a5s  ,vu~ 

^^ss^v^- 毛 文 有,, 三色- .ET 竊釓違 二 rn づ/ 

重 山-者 其 形 極大 m ュ餘 有，， 烏 鵜 麻雀 野 雉野鳧 

之 « , 但 無-鶴 及鶬鷄 一 而&臈 不來レ 秋 月 之 候 鷹隼 及 小 

雀 自ぃ南 來者多 畜獸則 烏 牛卽水 犬豕麋 鹿之鶬 皆無- - 不 

ン有者 ， 而 無-虎 豹 犀 象， 亦 産- 異牛 貌， 蟲豸則 蛇蝎 之嵐最 

多 毒蛇 凡 七 械蝎亦 能 螫入其 有 feu 子-壁 閒， 聲 噪如ン 雀 

者 春 夏 之 交 有，， 赤 卒自レ 南來- 亦 多 鱗 介 則 海 出 二 白魚- 

亦 名，， 海馬， 馬首 魚 身 皮 厚 而靑其 肉 如い 鹿 人 常 啖レ之 馬 

鮫 M 蝦 之 類 亦 皆 有  >  之 棘 鬣 其 色不ぃ 紅而味 亦不ゾ 佳 鯨 

魚每 出，， 沒洲嶼 之 間 - 而 莫，， 敢捕者 - 蛟 « 時時 自- 海中- 

起而能 致，, 風雨， 俗 謂，, 之 風 待 - 也螺 蛤之屬 多- - 奇 品-貝 

子 卽會典 所 ビ謂海 巴 蟝殼大 者 可-, 以 代，, 釜甑， 云 
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